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むかしな にがし 寺の 名 鐘 は、 大きく 揎 けば 大きく 鳴る、 小さく 撞 けば 小さく 

鳴る とい はれた。 丁度 その やうに 山 口 君 も 大きく 擂 きさへ すれば、 隨分 大きい 

もの を 書かれた ので あらう。 此の 著述 は、 君に 取って 決して 大きい 勢 一ば いの 

もので は あるまい。 しかしながら 小さく 撞 かれても 小さ い 好い 音 を 出した とい 

ふ 名 鐘の やうに、 これ も 小さいながら 美しい 立派な 著述で、 そして 大望の^ に 

取っても 微笑の 種と なるべき 一 種會 心の 著述であった であらう と 思 はれる。 

山 口 君み づ からの 言に よれば、 君が 窮極 最大の 目的 は、 新しい 東洋 美學 の^ 

立に あった ので、 和漢の 諸方 面に わたる 博大な 蘊蓄 は 皆 その 前置の 下斿に 過ぎ 

なかった とい ふこと である。 さすれば 此の ー篇は 君に 取って 決して 至善 第一 善 

の ものではなかった に 相違ない。 けれども 君が 特に 江 戶文學 に 執心して 博大 深 


切 を 

君 に 

高位 

を、 

此 

で よ 

見 せ 

ら 

0 々 

も el? 

う に 

i ブ 

君 麵 


め 

著 


は 

ノ 一 

-几 

め 


V こ 

少 な 

一へ き 

も の 

君が 

ナ X 

( Iff* 

き つ 

れ て 


亡 

ら 

$ を 

I 一  ま、 

n- ト ゥヒ 

白 J ち 


は- 

で- 

る 


力 


力 

の 間 

る o 

無邊を 暗示 

i 田 ふるに 貪 

て是れ だけ 


自；^ とも 一 

次善で あつ 

々は^ 

きで あ 

輯 され 

折に ふ 

戶內に 

わ づ か 

せ V6、 

ぃ大仕 

は それ 

ものと 

表すに 

害き 殘 


我 

力 

"貝 

锦 

干 

も 


2 許した ところで、 そこから 見れば 此の 著 は、 

た であらう。 從 つて 此の 著 は 君が 逍著 中の 最 

の 理想的の 次善 を現實 的の 一 善と なし 得た 事 
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で、 豫め計 書 を 立て  >- 組織され たもの 

ト • 一 フン ドム は、 隨篇 玲瓏たる 底 光 を 

つた 花 彩 列^の 如き 趣が あ， 5、 のみな 

の 危岩ゃ 綠の松 を かざした 離れ ん、 の 

無邊の 巨大なる 風光が 隱 されて、 しか 

連絡の ある こと を 暗示して ゐ るかの や 

立しての 立派な 著述で あり、 同時に 隱 

更に 意味の 深い 著述な ので ある。 

る 人であった。 その 吝 かな 出し 不精の 

れ たの は 不幸 中の 幸で、 私 はこの 一斑 


によって、 ^が 無限 i の 全豹 を^び 得る こと を、 同人 間の 大きな 悅 びと 思 ひ. 

同時に 我が 國文 學界 の： 史に 大きな 悅 びと 思 ふので ある。 

昭和 八 年 九月 九日 
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西 鶴 好色本 研究 


この 小 稿 はま づ 「好色 一 代 男」 の 考察 を 以て はじめる。 

どんなお があって のこと か 今から は 知ろ よし もない が、 西 鶴の 作に は、 匿名の ものが 多かった。 「 一 代^」 にして 

も， 西吟の 跋文に、 鶴 翁の 轉合 書と いふ 斷 りがなかったら、 一 應は疑 はれて、 しかる 後に それと 決定され るので あ 

つたら う。 或は 西 鶴 署名の ないた めに、 その 眞作も 疑問 視 せられて ゐ るの も あらう。 また それと は 遠って、 西 鶴の 

名が 立派に 記されて ゐ ながら、 ^人 また 後人の さか しらに 出づる もの も少 くな からう。 西 鶴の 署名の^ 在 は、 彼の 

作で あるか、 ないか を 決定す る 唯 一 の條 件でなかった。 從 つて^: に ^鶴 本、 ^：敉 物と 稱 する 中には、 疑問の 書が 多 

い。 わけて 好色本に 屬 する ものに 多かった。 

西鹤の 好色本に 就いて、 幾分の 立 ぜを なす 以上 は、 何 を 措いても、 これ 等の 疑問 を 質す こと を最 先にすべき であ 

る 0 

しかし、 書誌 擧^ の 硏究も 十分 で なく.、 西鹅 語格の 研究 の 結果 も * 何等 聞く こ とが 出來な い 今日 に 於い て 、 それ を 

西 鶴 好色本 研究  ； ：一 
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先にす るの は、 武 斷みづ から を 快し とせ ぬ^り、 却って 疑惑から 疑惑 を 生ませて. はてしなき 迷路に わけ 入らせる 

ことになる。 故に さし 當 つて は、 世の 西 鶴 を 以て ゆるし、 みづ からさう 信じて 疑 はない ものの み を對^ とする。 そ 

の 也の もの は、 機あって 觸る X あれば、 すな はち 觸れ、 觸る k に 及ぶな き は、 後 を 追 はない ことにする。 畢竟 は、 

どんなに 範 圍を狹 めても、 彼が 本質に 關 する 所 を、 二三に せす に濟 むと 思 ふからで ある。 

どんなに 狭く 限った にせよ、 西 鶴の 好色本が 齎らせる 問題 は 決して 少 きを 苦まなかった。 それ どころ か 「好色 一 

代 男」 ただ I っを對 象に しても、 なほ 首說の 煩に たへ ざる ものが あらう。 

いろくの 理由 は 西 鶴の 好色本 を、 西 鶴が 有する 他の 諸 傾向の 作物と 切り離して 考 へ る こと を 困難なら しめる。 

西 鶴 好色本 考察の 窮極 は、 その W 難の あると ころ を 鮮明す るに あるか、 とも^ はれる。 

西 鶴の 好色本 は、 所詮 性慾と いふ ことに 歸着 する。 しかし、 西 鶴が その 性慾 を どう 扱った かとい ふ 問 题が、 そこ 

から 新に 起って 來る。 そ も /\ が 好色と いふ 言葉 は、 直に 性慾 を 意味して ゐ ない。 西； t も 好色本 を 草す る 場合に、 

性慾に のみ 專ら でなかった。 性慾 を 高調す ると 共に、 それ をお ぼろに し 、それ を 稀薄に する 耍素を も用ゐ た。 それ を 

肯定す ると 共に、 否定す るが 如き 態度 を もしば/ \> くり かへ した。 西 鶴が 何故に それ 等の 耍素を 合せ 有し、 それ 等 

の 態度 を 合せ 用ゐ たか。 また それ 等の 錯雜 交錯から、 どんな 現象が 起る か、 西 鶴の 好色本の 考察 は、 何 を 措いても 

これ 等 を 念と しなければ ならなかった。 

特に 切り離された 好色本に 對 する 考察の 方法が、 町人物に 對 する 態度と 區 別され ねばならぬ 理由 は >  こ ゝ にある。 

いふまで もない、 町人物に 於け る 西 鶴 は 金 を 描いて 純 一 なること を 期して ゐ たので ある。 


何故に 西 鶴 は 色に 對 して は 不純に * 金に 對 して は 純 一 であった か。 彼の 性慾 觀 がさう させた ので あらう か、 或は 

好色本 著作の 日の 俳諧から 轉 じて 後、 なほ 多くの 時を經 過し なかった ためで あらう か。 こ、 にも また 一問 题 が^^ 

して ゐる。 

以上の 諸問題 は、 耍 約して、 西呤 がい ふところの r 轉合」 とい ひ 代へ る ことが， むしろ 便利で あるかと も 忍 はれる。 

西呤の 「好色 一 代 男」 の跋の 一 節に は 斯う ある 

或 時 鶴 翁の 許に 行て、 癱の 夜の 樂寢、 月に はき かしても 余所に は^ぬ むかしの 文 枕と、 かい やり 捨てられし 屮 

に、 轉合 書の ある を 収集て、 荒 猿に うつして、 稻闩を 挽 藁 口 鼻に 讀 てきかせ 侍る に、 娌謗 田より^ 1 あがり 大笑 

ひ 止す、 鍬 を かたけ て 手放つ そかし 

「一代 男」 を 考察の 對象 とする 時 は、 まづ この 轉合を 分析して、 其 中に くさ， <\ の耍 素の 存在す る こと を 指摘し、 

また 諸 要素の 結合の 狀態を 吟味すべき であらう。 また 「一 一代 男」 「 一 代 女」 「五 人 女」 「男色 大鑑」 など を對 象と して 

は、 「一代 男」 の轉 合が どう 推移し、 變 化した か を 穿鑿すべき であらう。 然る 後に、 これ を 綜合して、 w 鹋の 好色本 

の 本 質 を治定 すべきで あらう。 

この 小 稿が 「好色 一 代^」 の 轉合觀 を 以て はじまる 所以で ある。 

しかし、 限り ある 範圍に 於いて、 果して 豫期 すると ころ を 成し 得る か、 どうか を 知らない。 或は 說 いて 轉 合の 一 

二 を 分析す るに とに まる か を、 その はじめから 危ぶんで ゐる。 

西 鶴 好色本 研究  五 
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「好色 一 代^」 の 考察 はま づ卷 一 ， 主人公 世 之 介の 七 歳の 章 「けした 所が 戀の はじまり」 の 分析 を 以て はじめろ。 

つまるところ は、 あまりに 多い 「 一 代 男」 が 含む 諸問題 を、 ある 程度まで、 作者み づ から をして 限定 させよう ため 

である。 

櫻 もちる に 歎き、 月 はかぎ り ありて、 入 佐 山、 愛に^ 馬の 國、 かね ほる 里の 邊に、 浮世の 事 を 外にた して、 色 

逍 ふたつに、 寢 ても覺 めても、 夢 介と、 かえ 名よ ばれて、 名 古 や 三 左、 加賀の 八な ど、、 七 ッ紋の ひしに くみ 

して、 身 は 酒に ひたし、 一条 通り、 夜^て 戾り 橘、 或 時 は 若衆 出立、 姿 を かえて、 1! 染の 長袖、 又は、 たて 发 

かつら、 化物が 通る と は、 誠に 是ぞ かし、 それ も彥 七が A して、 願 はくば 叽 ころされても と、 通へば、 なほ a 

捨 難くて、 其 比 名高き 中に も、 かづら き、 かほる、 三 夕、 思 ひくに 身 請して、 蜣哦に 引 込 或は、 東 山の 片陰、 

叉 は 藤の 森、 ひそかにす みたして、 契り かさなりて、 此 うちの 腹より、 むまれ て 世 之介ト 名に よぶ、 あら はに 

UI1 しるす 迄 もな し、 しる 人 はしる ぞ かし、 

「一 代^」 は， 七 歳に して 戀を 知り、 六十 歳に してな ほ 女 護 島 わたりす る^ 之 介 五十 g: 年の 好色の 生涯 を 叙す る。 

それにして はふ さはし からぬ 無^ 哀愁の 第 一 句で ある。 r 一 代與」 は 作^: また 新 文體に 意が あつたと いはれ てゐ る。 

それが どうして、 かぎり ありて 入 佐 山な どの 常套句 を ffl ゐた ので あらう か。 かたぐ 解し 難き 起筆であった。 

入 佐 山 は伹馬 の 歌枕で ある。 されば 他奇 たき 「愛に 仍 馬の 國」 である。 仉馬 の^かね ほる 维； の逯 にと あるの は、 


生 野 附近と いふ ことで あらう か。 生 野の 鑛山 は、 H< 文 十一 年 二月から 採掘され たとい ふ。 石 見 佐 摩の 銀山の 採掘 方 

法が 傳 へられて 以來、 H< 和の 顷 にも ひきつづいて 隆盛であった とのこと である。 世 之 介の 父が そこの 住人で あると 

すれば、 鎖 山師 を 意味， する ので あらう か。 それともた^ 銀山の 緣を 以て、 富豪 を 示す ので あらう か。 

父の かへ 名 は 夢 介と よばれて ゐる。 その子の 之 介の 骨 は 浮世で ある。 卷 一、 十 歲の章 に は、 すでに 「浮 化： のト I 

ともしる されて ゐる。 浮世 は、 その の 川 例と して は、 まさしく 今い ふところの 現代 また 現 實に當 る。 そ q 名に よ 

つて、 父と 子に 夢と 現赏 との 對を なさせる 两鹤の 肚裏の ものが、 何で あるか、 まづ 知らねば ならない。 

世 之 介の 母親の たれで あるか は^でない。 た^その 比 名高き 太夫の 中なる かつらぎ、 かほる、 三 夕の どれ かで あ 

つた。 西 鶴 は r 此 うちの 腹より むまれ て^ 之介ト 名に よぶ」 とのみ いって ゐる。 西 鶴 は 何故に、 どれが そ 比と 明に 

さしてい はなかった ので あらう か。 j 筆の 勞を齐 む理. E を 知りた く 思 ふ。 

西鹤 はまた 世 之 介に 就いて、 「あら はに 書し るす 迄 もな し、 しる 人 はしる ぞ かし」 と： 一一 一：： つて ゐる。 ^して * おの 言 

の 如く その 人あって この 事が あつたの であらう か。 その 事は存 しながら、 その 人はなかった ので あらう か。 西^の 

^はせ ぶり は、 何故で あらう か。 

西 鶴に は、 とも すれば 讀^ を 欺いて 呵々 と 笑 ふ 癖が あった。 これ 等の 記 察を讀 むに 當 つても、 相應の 戒心 を耍と 

する。 西 鶴 はしる して ゐる、 その^ 之 介 は 七^に なった。 夏の 一夜、 腰元に 乎燭 ともさせて、 しとに 起きた。 

お 手水の ぬれ 緣 ひしぎ 竹の、 あらけ なきに、 かな 釘の、 かしら も 御 こ、 ろ もとな く、 ひかりた を、 はせ ま ひ 

ら すれば、 共大 けして、 近くへ と、 仰ら れ ける、 御 あしもと、 大事が りて、 かく 奉る を、 いかにして、 闇が り 
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なして はと、 御言 葉 を か へし 申せば、 うちうな つかせ 給 ひ、 戀は 闇と、 いふ 事 を しらす やと、 仰せられ ける^ 

に、 御 まもり わき さし 持た る 女、 息 ふき 懸て、 御 のぞみに、 なし たてまつれば， 左の ふり 袖 を 引た まひて、 乳 

母 はいぬ かと、 仰ら る、 こそ、 おかし > 

西 鶴の 日に、 しるされ たやうな 早熟の 子が あったら うか。 成程、 西 鶴 も 「是 をた とへ て、 あまの 浮 橋の もと、 ま 

だ 本の 事 も、 さだまら すして、 はや 御 こ k ろ さし は 通 ひ 侍る」 と 膝元 をして 思 はせ てゐ るが、 なほ その if 元 をして- 

「つ. - ます 奥様に 申」 させる。 しかも 「奥様に 中て 御 よろこびの はじめ 成べ し」 と ある。 世に 或は！ H 態 早熟の 子 は あ 

らう。 しかし、 それ を 直：： ぶ 母が 世に あらう か。 鶴が この 作に いはんと する ものが、 何で あるか^、 いよ/^^ ヽ 

させられる。 

すえ 

七 歳の^ 之 介 は、 頻りに 戀に 責められて ゐる。 姿繒も 集める、 比翼 のおり 居 も 作る、 それ を 連理の 造りお に 給 

び もす る。 西 鶴 は、 こまやかに 記し を はって、 七 歳の 章 「けした 所が 戀 はじめ」 を 結ぶ。 結ぶ に當 つて、 斯うい つ 

てゐ る。 

五十 M 歳まで、 たは ふれし 女 三千 七 H 四十 一 一人、 少 人の もて あそび、 七 K:! 一十 五 人手 日記に しる， 

戯れた 女、 少 人の 數の 多少 は 問題で ない。 西 鶴 は 何故に、 さう まで 精細の 數を傳 へながら、 世 之 介の.： ハ十歲 を、 兀 

十四 歳と いふので あらう か。 そこに 何等かの 作意が 伏在す るので あらう か。 それとも 一時の 過失で あらう か。 もし 

過失で あると すれば、 折から 彼の 心 を 奪った もの は 何であった らう か。 


三 

「一代 男」 が 「、源氏物語」 の 模倣で ある こと は、 最も 明かな 事實 である。 

コー 十四 歳の 世 之 介 は、 勘當の 身を枭 州の^ 野、 迦葉 寺、 迦陀 などに 浦 住 ひして ゐた。 そこの 女 共と 舟范 びして、 

雷雨に 遭 ひ、 一人 浪に 寄せられて 漸く 助かった。 問 もな く 父の 訃報 を 得、 その ま、 家に 迎 へられて 遣產を 受ける。 

こ ゝに大 々々^となった と ある。 すな はち 「源氏物語」 の r 須磨」 「明 石」 あたりの 源氏 君の 行跡 をう つし 傳へ たもの 

であった。 

六十 歳の^ 之 介 は 女 護 島 渡りす る。 r 戀 風に まかせ、 伊豆の 國 より、 日和見す まし、 天 和 ニ^'、 祌 無月の 末に 行方 

しれす 成に けり」 これが 「一代^」 の 結びの 言葉で ある。 すな はち、 卷の 名のみ あって、 その 文な き 「雲 隱」 を 下に 

構へ ての 趣向であった。 

か」 る 大綱 を 外にして、 中 ごろに も 「夕顔」 をう つした 卷四 「因 粟の 關守」 あたりが、 顯 著な^ 例と して 指摘せ 

られ る。 殊に U 錄の备 條に世 之 介の 年齢 をし るした のが、、 源氏の 年 立の 模倣で ある こと は、 いふまで もなかった。 

か、 る 事實を 前にして、 さきに 疑問と した 「五十 四歲」 を 見直す と、 西 鶴の 過失の 偶然で ない ことが 注意せられ 

る。 西 鶴が 世 之 介の 一代記 を 書いて、 事件 を 七 歳から 六十 歳までの 五十 四 年に 配した の は、 もとより：.^ 十四 帖に擬 

しての ことで ある。 五十 M 帖 意識 は 彼に あって は强 かった。 六十 歳の 本卦 がへ りの 意識よりも 強かった。 その 五十 

四帖の 五十 四が、 ふと-; ハ十を 過ら せた ので ある。 
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「好色 一 代お」 を 書き はじめる 時の 西 鶴の 念頭に は、 かう まで 「源氏物^」 があった として、 改めて 「桐 壶」 を； IS 

み 直す と、 さきに 提示して おいた 疑問の 幾つか^、 どうやら 片寄せられ さう である。 

さすがに もの ゝ あはれ の權 化た る 源氏の 君の 父に ふさ はしい 桐壺の 帝であった。 帝が 源氏の 君の 母桐壺 更衣に 對 

する 纏綿の 情 を、 詳に 書い しるした のが 「桐壺 」 の卷 である。 この 卷に は、 また 幼き 源氏の 君の 聰明に 就いても 糾 

やかに しるして ある。 西鸫は 大體に 於いて、 その おもかげ を 取った。 しかもな ほ 移して 精し いものが ある。 

源氏の 君の ふみ はじめは 七^の 時であった。 その 聰明 は漢舉 たど はいふまで もな く. 琴 侑に もお じて ゐた。 「すべ 

て 言 ひ 精けば、 事々 しう うたて ぞ なりぬべき 人の 御 様な りけ る」 と 本文に しるされて ゐる。 两 鶴の 日の 町人に は耍 

なき 舉藝 である。 わけて 性然を 基調と する 作家 西； i である。 その 聰明 を^に 飜 して 世 之 介の 性的 n 十 熟と した。 言 ひ 

續 けば 事々 しう と^ 作に 避けた の を、 n ^體 的に とり 戾す 時に 「戀 は閽」 となった ので ある。 

それにしても^: 之 介の 七 歳 は、 いかな：： 十 熟と しても あまりに 甚 しい。 或は 五十 M の 數を重 じて する 西 鶴 が、 六十 

歳から 逆算した 結果、 かう いふ 無理が 出来た のかと も、 思 はせられ る。 しかし、 その 數 よりも 本文に 篾 きをお いた 

两 鶴 は、 とくに 源氏 君の：： 十 熟 I 文の 中に 見出して ゐた。 

御 かた， <\ も かくれ 給 はす、 今より なまめかしう 恥 かしげに おは すれば、 いと を かしう うち 解けぬ あそびぐ さ 

に * 誰も/ \ぉ も ひきこえ 給へ り。  、 

御 かた^ \ と は 女御 更衣 を さしてい ふとの こと、 されば お 腰元 衆と いっても よい。 その ^元 衆に 相 應心づ かひ させ 

る 源氏^の なまめかし さは、 恥し さは、 七-まの 時から 見られた ので ある。 西 鶴 は その^ 柄 をと り川ゐ ると 共に、 そ 


の 言葉 を も あだに はしなかった。 こ、 はさきに 引用し なかった が、 斯う かいて ある。 

身 はへ うぶき やう、 袖に 燒 かけ、 い たづら なる、 よせい、 おとな も、 はづ かしく * 女の こ、 ろ をう ごか、 さ 

せ —— 

また 西 鶴 は. その 次 をう けて 斯う も 害いて ゐる。 

同じ 友と ちと 1 まじ はる^も 烏贼 のぼせし、 {〈，； を も 兌す、 雲に 懸 はしと はむかし： 人へ も、 流星 人 あり や、 一年 

に、 一夜の ほし 雨ふりて あはぬ 時の、 こ、 ろ はと、 遠き 所まで を 悲しみ …… 

幼き 源氏が 星 合の 筌 眺めて、 かう いふ 詠歎 を！ S らした こと は、 つ ひに 本文に は 見えない。 しかし 本文に は 十二 歲の 

源氏が、 心 ひそかに 藤壺 の^を 慕 ふぼが おられて ある。 それが 「桐^」 の 結び をな して ゐる。 

もとの 木立、 山の たにす まひ、 おもしろき 所なる を、 池の こ \ ろ廣 くな して、 めでたく 造りの 、しる、 か、 る 

所に、 思 ふやう ならむ 人 をす ゑて、 住まば やとの み、 歎 かしう^し わたる。 

西鹤は 源氏 君の 惱み を、 後の 事件から 切り離して、 た^ 戀を戀 ふる 心 持 だけ を、 七^の^ 之 介に 移さう とする。 そ 

れには 紙 荒 遊び が 必耍 である、 標 の 空から 星 合 の 空が 必要と な つたので ある。 两 鶴が 本文に あと 附け る兑 え が く 

れの 態度 は 大方 かう であった。 

かう は， て來れ ば、 少く とも 七 歳の^: 之 介 は 源氏 君であった。 「むまれ て^: 之介ト 名に よぶ、 あら はに 害しる す 迄 も 

たし， しる 人 はしる ぞ かし」 と あるの は、 本文の 「世の 人 光 君と 聞 ゆ」 と ある 筆意 を 校しながら、 有 一に 源氏 S を^ 

一； 小す るので あらう か。 しかし、 ^之 介の 生涯 は必 すし も 源氏 君 を モデルと しての みま c かれて ゐ なかった" ある^の 
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世 之 介に は、 その 頃の 人の 誰もが、 それと 名 ざす ことの 出来る 實 在の 粹 者を隱 したので ある。 知る 人ぞ 知る ぞ かし 

と は、 例の 摸索 その 宜しき に從 へとの 筆法で あらう か。 虚と^ との 交錯、 それが 西吟 のい ふところの 轉 合の 一 つで 

あらう か。 

轉合 といへば * 「櫻 もちる に 歎き、 月 も かぎり ありて 入 佐 山」 の 起句に も、 何 か ありさう に 思 はれる。 この 句 は、 

「浮世の 事 を 外にして」 の 浮世 を、 原義 憂世に 戾 して、 いひ 績 ける ものと も 思 はれなかった。 こ、 の 浮世 はどうし 

て も 生計 活路の 意と 解せられ る。 それならば、 や.^ 離れて 夢 介の 夢に 應 する もので あらう か。 それ 等の 無常 を 一切 

の 夢と 觀 じて、 享樂 三昧す る 夢 介 をよ び 出す までの 洒落 句で あらう か。 或は その 無常感 を、 六十 歳に してな ほ 女 護 

島 わたりす る 歎きな く、 限り を 知らぬ 心境に 對應 させた ので あらう か。 さきに ふさ はしから ぬと 兑 たのが 僻：； I で、 

却って 作者の 旺を辨 へなかった ので あらう か。 つ ひに 瞹昧 極まる 一 句であった。 

それとも、 西 鶴が 仉馬、 入 佐 山の 緣を 以て、 月 をい ひ、 さて 花 をい ひ 出す までの 無造作の 曾 葉で あらう か。 その 

無造作 は、 西 鶴が なほ 歌枕 趣味に 徘徊して ゐる こと を 明示す る。 まして は、 月と 入 佐 山 を 結ぶ の は 古歌の 常で ある 

が、 例 歌 はまた 『源氏物語」 の 中に も 見出される。 

里 わかぬ かげ をば 見れ ど 行く 月の いる さの 山 を 誰か たづぬ る 

あづさ 弓い る さの 山に まど ふかな ほの みし 月の かげ ゃ兑 ゆると 

この 「末 摘 花」 「花 宴」 の 二 首が 必す しも 起句と 因緣 ありと いふので ない。 また それまで を 拉し來 つて、 西 鶴と 「源 

氏 物語」 を 結ぶ 要はなかった。 たビ 起句が、 これ 等の 古典 趣味 を 背景と する こと を 知れば よいので ある。 


この 一句が 深く  K- へられた 結朵 であるか、 無造作の ためで あるか は、 こ、 の 問題で ない。 とにかくに 新時代の 新 

文化 生活 を 描きな す 「一代 男」 を、 とも すれば 古典 仕 立に する 西 鶴の 瞹眯な 態度に 注 E すれば よかった。 新と 舊と 

の 交錯、 それが II 鹤が 無意識に も、 また 意識し つ、 もな した 要求で あらう か。 さう すれば、 源氏^と、 ^之 介の 關 

係の 如き は、 ゎづ かに この 耍 求の 一端に 過ぎない 譯 である。 この 耍 求の 必然と 偶然が 何で あるかが 問題で ある。 

更に また 起句に いふが 如き、 無常感が 古き 心ながら に 依然として、 西 鶴に 存在して ゐ たら どうで あらう か。 或は 

西 鶴が さも それ を 存在して ゐる やうに、 見せかけて ゐた としたら、 どうで あらう。 これ は 「 一 代 男」 にも、 その 

他の 好色本に も 極めて 大きい 問題 を 成立させる。 

また こんな 事も考 へられる。 しるされて ゐる やうに、 夢 介の 遊樂 ぶり は、 まだく 籾 野の 極みであった。 ： 大和の 

遊樂を 標準と していへば、 狂態と いはう ほどに、 一昔 以前 は粹の 何たる を 解して ゐ なかった。 しかし、 夢は宂 しき 

に 含へば 現實 となる。 現實を 名に お ふ 世. N 介の 粹は、 畢竟 この 遊び を露拂 にしなければ ならなかった。 W 鸫は父 夢 

介から 筆 を 起して 世 之 介の 生涯 を 叙した。 それ はおの づ から 粹の 夢が 現實 化する 徑 路を說 くこと になる。 說き來 り 

て 色道の 妙諦に 達する まで 筆を繽 けたので ある。 

しばく 繰り かへ さるべき 「 一 代^」 と 「、源氏物語」 の 比較 は、 飜 案の あと を迎 ると 共に、 この 色逬 と、 かの も 

0」 あはれ のけ ぢめ を、 考 へる こと を耍 求して ゐる。 

色逬の 夢が、 現實 化される ために は * いかなる 條 件が 必耍 であるか は、 「 一 代^」 とより は、 两鹈の 好色本 全^に 

1 る 問題で ある。 しかし、 この 「けした 所が 戀の はじまり」 の 一章に 於いても、 すでに、 宮の m- 耍條 件で ある こと 
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が 明示 せられて ゐる。 

もの、 あはれ を眞 に體 得する ために は、 位 司 を^ 耍な條 件と したの は、 平安朝の 物^であった。 常 代に 於いて は 

{:E がその 代り をな して ゐる。 鶴 は、 世 之 介の ために 富を與 へようと する。 故に まづ夢 介 を 富豪と した。 彼 を 生 野 

あたりに 住 はせ たの は、 何も 鳞山 成金に すろ ためでなかった。 一富 豪 を拉 し來れ ばよ かった ので ある。 

斯 くして 「 一 代 w」 は、 一面 常 代の 理想 小說 として、 富豪の 生活 を 描く ことで もあった。 その ^して 夢 介、 

^之 介の やうな 常 豪が あつたか。 少く とも その. ぬの 人々 に、 それと 推定され るお があった か は、 後の 問题 である。 

それ は 町人物と 聯關 して お ふべき ことであった。 こ、 に は、 例の 西 鶴の 轉合を 指示 すれば 足りる。 

西 鶴 は 六十 歳の^ 之 介が、 女 護 島に 渡る に當 つて" この やうな 事 をした と 記して ゐる。 

ありつる 寶を投 拾、 殘 りし 令-子、 六 千兩、 柬 山の 奥 ふかく、 堀^め て、 其の上に 宇治 石 を^て、 朝顔の つる を 

ははせ て、 かの 石に 一竹き り 付て^ り、 ク n 影 朝顔の 咬、 其 下に，： ハ千兩 の光殘 して、 と、 欲の ふかき、 ^の 人 

にか たられ けれ 共、 所 は どこと もしれ 難し、 

古くから；. 仃 はれ て ゐ る 長^ 俾說 の 巾に、 大方 長者が いろくの 珍齊を 人 知れす 埤藏 した こ と を^ へる。 その 寳の 

所在 はつひに さだかで たくして、 歌 一 竹 が 人々 の 口の端に 逍 つて ゐる。 ^の-; 一一 n 葉 は 土地々 々によって、 逮 つて ゐろ 

が、 寳の 所在 は 朝 n さし、 夕 n^: く あたりと いふ ことにな つて ゐる。 

朝日 さし 夕ョ かに やく 木の したに 黄金 千盃 漆千盃 

これが 最も 多く 知られて ゐ る^で ある。 世 之 介の 夕日 影の 欲 は、 その 改作に 過ぎなかった。 西鹧は 口碑に 傳 へる 長 


おまで を 世 之 介に 結びつける。 しかも、 さも 世に その 人 ある やうに 語って ゐる。 こ、 にも 虛實 錯綜す る乂之 介の^ 

^を兑 る。 その 錯雜を 知る 人 をして、 西吟 がい ふ 嫂 謗と M じく 大笑 ひに 笑 はせ るの が 彼の 計畫 であった らう。 

常 は 梓に 到逹 させる 必 頌の條 件で あるが、 K に^んすべき は" その 人で ある。 西 鶴 はま づ 佌 之 介の 父 を說 き、 母 

を說 いた。 父 は ともあれ、 母 を 都 島 原の 太夫に したの は、 世 之 介の 極めて 好ましい 逍傳 をお する こと を^る もので 

あった。 西 鶴 は 何故に 母の 名を傳 へなかった か。 その 意、 けだし、 太夫の 階級た る こと を 明に すれば よかった。 そ 

のか ほる、 三 夕、 かつらぎ のどれ であっても よかった ので ある。 

明曆ー ^ 「まさりぐ さ」 にい ふ、 

判 云 先此名 不都合 也。 惣 じて 太夫： 大祌 かこ ひの 名と て、 刖々 にわかち てお る 也。 然れ ども 亡 八 文 in 成に よって- 

わが 持た る 女郎の 最： S とい ひ、 又 其 家に つきた る 名な どもお、 よき 名と いふ を 幸に、 女郎の-: :1 下 を も わかた 

す、 むりやりに 名づ くる 事 也。 たと へば 

吉野 野 風 三 夕 葛狨 萬 重 浮 船 初 昔 旃土 奪； 八千代 

などい ふ は、 しかと 太夫 分の 名に て、 おぼろげの 女郎に 付べき 名に あらす、 さる を あやしき かこ ひ 半夜な どに 

も此名 有り、 痛むべし. 悲しむべし。 

「まさりぐ さ」 の 作お の；； 一一 口 は、 いつも 山 だしの 新造の やうな 遊女が、 野 風と 名乘る ことの 不埒 沙汰に 發 する。 两 鶴 

が、 特に 葛 城、 薰、 三 夕と いふの は、 彼の 太夫に 於け る佝古 趣味に 甚づ く。 兑る ところお のづ から 「まさりぐ さ」 

と 一致す る。 まして 一 篇の 趣向から 兌る 時代の 關係 は、 天 和より 以前のお しもお され もしない 太夫 名 を舉げ なくて 

W 鶴 好色本 研究  一 五 


id 戶文學 研究  1 六 

はならなかった。 三つの 名の 選びが ある 所以で ある。 

さすがに 太夫 出の 母で ある。 わが 子が 幼くて 粹の權 化たり、 色道の 達者た る 資格 を 有する こと を 聞いて は、 嬉し 

がらぬ 害 はない。 西 鶴 は 「御 よろこびの はじめ 成べ し」 といった。 少く とも、 この 發 端に 於いて は、 西鸫は 斯う M 

したので ある。 

されば 西鹤は 「一代 男」 の 出發に 於いて、 いろくの 意味に 於け る 理想 小說を 書かう としたの である。 しかも そ 

の 理想が 寫實と 密接の 關係を 持す る こと は 勿論で ある。 

「消した ところが 戀の はじまり」 の 章に 見 ゆる 轉 合の 要素 は 多かった。 いづれ を 先と いふ こと はない が、 まづ 「源 

氏 物語」 の飜 案から 考 へて みる。 

「桐 壺」 に 端を發 した 飜案 は、 もの.^ 順序と して 「帚 木」 に 移らねば ならなかった。 「は づ かしながら 文 言葉」 がそ 

れ である。 

「帚 木」 の 雨 夜の 品 さだめの 屮に は、 頭 中將が 源氏 君の 御厨 子から 文 ども ひき 出で て讀む くだりが ある。 その 文 は 

これと 書かれて ゐ ない。 た^、 源氏 君が とかく 紛ら はしつ、 とり 隙し 給 ひつとの みある。 西 鶴 は その 文の 一 つ を 極め 

て具體 的に 現 はさう とした。 世 之 介の 從 姉に あてた 戀 文が それで ある。 

西 鶴 は、 その 文 を 候文 體と 口語 體と をと り 交ぜて、 八 歳の 子の らしく する。 また 細やかに 句讀を 切って、 世 之 介 


が 指南 坊 に 口 校す る調+ を：： 小 さう とした。 原本 の 句讀 を-止しく おせば 斯う である。 

今更 馴々 しく、 御 入 候へ 共、 た へ かねて 申 まいらせ 候 大形 ほっき にても、 御合點 せべ し、 ： 一三 日 跡に、 ^さ 

まの、 晝寢 を、 なされた 時、 こなたの 糸 まきを、 あると もしら す、 踏 わりました、 すこしも、 くるしう、 御座 

ら ぬと、 御 はらの、 立 さうた 事 を、 腹 御 立 候 はぬ は、 定而、 おれに、 しの ふで、 い、 たい 事が 御座る か、 御座 

るなら ば、 まいらせ、 候べ し、 

この やうな 「源氏物語」 の與り 知らぬ 趣向 立 をす る 西 鶴 は、 また^ 様の 筋 立 を さへ とり 入れた。 兼 好の 艷 書の 代筆 

沙汰であった。 兼 好 はこ i では^ 之 介の 指南 坊 である。 とんだ 嫌疑 をう けた 彼の 法師が 「惣 じて 物^に、 外なる 事 

は賴 まれても、 かく^な かれ」 とい ふの は、 例の 兼 好の 癖で ある 敎訓の 口吻 を模 する ものであった。 

-£鶴 はか \ る 戯れの 屮 にも、 いはに ー篇の 本筋と もい ふべき 性生活の 展開の 徑路に 就いて いふ こと を 忘れた かつ 

た。 腰元から 從 姉へ、 多くの 性的 記錄の 示す ところの 事例が、 こゝに 兄ら れる。 

あれに も、 これに も 亙る 西 鶴の 用意 を 合 はせ 述べる こと は、 もの  >泥亂 をお それる。 西 鶴の 「、源氏物語」 の飜 案 

とい ふ もの は、 決して それの 一筋 をのみ 追って ゐな いこと を 一言して、 しばらく は、 專ら その 飜案の あと を i! らう 

とする。  • 

「fw 木」 につ ビく 「空 iU がまた 西 鹅の飜 案の 料と なった。 

、源氏 君 は筌蟬 の^に 忍び 行きて ぶ 仝蟬と 軒端 荻が 綦 を 打つ の を 坦間兒 る。 軒端 荻の 姿が 淺る ところな く 兄ら れる。 

「紅の 腿 ひき 結へ るき はまで、 胸 あら はに、 ばう ぞくなる もてなし なり、 いと 白 う を かし^に、 つぶ/ \ と 肥えて、 
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そ^ろ かなる 人の、 頭つ き 額つ きもの あざやかに、 まみ 口 つきい と 愛敬 づき、 花やかなる かたちな り」、 『^夭』 に 

いふと ころ はたに これ だけであった。 西 鶴 は それで は慊ら なかった。 仲居ぐ らゐの 女房 を 素 裸に させる。 た ほ 足れ 

りと しない。 「我より 外に は、 松の 聲、 若き かば、 壁に 耳み る 人 は あらしと、 ながれ はすね の あと を もはぢ ぬ^の あ 

たりの、 垢 かき 流し、 なほ それより そこら も 糠 袋に みだれて、 かき わたる？ JI 玉、 油ぎ りて なん」 それだけで なかつ 

た。 世 之 介 をして 亭の 遠眼鏡 を 取 持て、 「わけた き 事 ども」 すな はち 女が 沙汰 せられて H る 「今の 事」 を 兄 咎めさせ 

るので あった。 

「一代お」 にして、 はじめて^ 在す る 垣間見であった。 俳諧師 西鸫の 阿蘭陀 流が こ& にも 兑られ る。 

行水の 女 を 見咎めた 世 之 介 は、 その 夜 忍んで いった。 西 鶴が その 女に 就いて しるして ゐる こと は 極めて 朦朧と し 

てゐ る。 「女 是非な く、 御 心に かな ふやう にもて なし、 北ハ 後」 しかぐ とも 見える。 と 思へば、 世 之 介に 膝枕され て 

「よも やた^ 事と は 人々 も兒 まじ」 しか^ \\ とも 兑 える。 女と 世 之 介の 關係 がどうで あつ たかを 明瞭に 語らない。 

行水の 女 は、 前に は 軒端 荻で あり、 後に は 空蝉で ある こと はいふ 迄 もなかった。 或は この 瞹昧 も、 西 鶴が わざと 

の 筆の 跡で あらう か。 事 は 「帚 木」 に 戾る譯 であるが、 源氏 君が はじめて 中 川の 宿で 空 蟬に逄 うた その 夜の 關係は 

どうで あつたか。 今の 「、源氏」 の讀者 は、 その 夜 だけ は 許した 空餵と 解して ゐる。 しかし、 その^の 註 家は必 すし 

もさう のみ は 取らなかった。 例へば 「湖 月抄」 に 引く ところ も 或は 實事 ありと し、 或は 實事 なしと する。 兩說 未だ 

決せざる 形 をな して ゐる。 西鹤の 筆の 朧 ろなる はこれ に拘 はって ゐ るので あらう か。 かう も 思 ひながら、 ^解に 過 

ぎる こと をお それて ゐ る。 


「袖の 時雨 は 榧る がさい はい」 に は、 十 歳の 世 之 介が さるお に 衆 道心 を 寄せて、 つ ひに 靡かせる 願 末 を 語る。 その 

男に は 年 比 命 は それに と^ふ 若衆が あった。 その 人 ゆ ゑに *  K はすぐ に^ 之 介の 心に 從 はない。 と 知った 若衆 は， 

さりと はむ ごき 御 心 入りと、 自ら 媒 して 世 之 介の 仲 をと り 持って 身 は 外にな したと ある。 

これ をし も、 「^木」 「空 蟬」 に 見えた る 诲 氏^と 小 君との 關 係と 見る の は * 前に もま さって 過ぎた る 穿^で あら 

うか。 また それ をお それながら、 「源氏」 を讀み K して 兌る。 

「帚 木」 の を はりに ある。 

よし あこ だに も 捨て そと 宜 ひて、 御 傍に 臥せ 給へ り、 若くな つかしき 御 有様 を、 うれしく、 めでたし も 思 ひた 

乜ま、 つれな き 人より は、 なか，/,. \ あはれ にお ぼ さると ぞ。 

、源 氏 君 は、 どうしても. S 蟬に逢 ふこと がかな はなかった。 悶々 の 情 は、 ゎづ かに^ 蟬の弟 小 君 を 側に 寢 させて み づ 

から を 慰める。 小 君 は、 源氏の 君 若くな つかしき を 嬉しく もめで たくも^ る。 さう 知って、 源氏 君 は筌蟬 よりも 却って 

可愛くなる のであった。 

「{仝 蟬」 の はじめに は、 斯う ある。 

文 は a に 「帚 木」 の を はりに 緩いて ゐる。 

寢られ 給 はぬ ま」 に、 われ はかく 人に 滑 まれても なら はぬ を、 今宵なん はじめて 憂し と 世 を 思 ひ 知り ぬれば • 
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はづ かしうて 永ら ふま じく こそ 思 ひなり ぬれ、 たどの たま へ ば淚を さ へ こ * ほして 臥したり。 いとら うたしと お 

ぼす。 てさぐりの 細く 小き ほど、 髮の いと：^ から ざり しけ は ひの さま、 似 かよ ひたろ も a ひなし にゃあ はれな 

り。 

前文に 於いて、 源氏^ が 念 者と しての 愛 を、 小 君に 注ぐ やうに ほの 兒 せて ゐ たの は. こ、 に 至って 極めて 明瞭と 

なる つ 「源氏」 の屮 から^ 色 を兌屮 z すの 註 は、 何も 萩原 廣 道の 「評 釋」 を 待たなかった。 色逍 二つに：：： を 配る 

は、 すぐに それほどの 敏感が あ つたと：^ て もよ さ さう である。 

「永ら ふま じく」 と 歎く の は、 源 氏 君で ある。 「淚を さへ こぼ」 すの は 小^で ある。 小 君 は 源氏 君に 愛される を うれ 

しと m 心 ふま、 に、 その 心 の惱み に か ぎり な き： 2ぉ を 寄 せて ゐる。 

源氏 君 は、 小 君に、 「さりぬべき 折 を 見て 對 面すべく たばかれ」 とのた ま はされ る。 小^ は、 それ を 「わ づら は， L 

けれど、 か、 る 方 にても のた まひ まつ はす は、 嬉しう おぼえ」 るので あった。 空 蝉の 夫紀伊 守の^ 守の ほどに、. 小 

君 は 源氏 君 を案內 した。 彼が 源氏 君に 對 する 同情 は、 おのが 源氏^から 雍て、 しれる をい とはなかった ので ある。 こ 

の 小 君の 心 は、 すな はち 「袖の 時雨 は懸 るが さいはい」 の 若衆の 情であった。 

鶴の 「源氏物語」 飜 案に 於け る 態度 は ニー 一； でなかった。 必. すし も 源氏^ を佌之 介に のみ 仕立^さない。 形と^ 

の關係 は、 す? て 事の 便宜に 從 つて ゐる。 これほどの^ 繫は、 西 鶴に 於いて は必 すし も 過ぎたり とい は. や もの こと 

と^はれ る。 さう 思へば、 西 鶴が その 章の 結びに 「おも ひの 中の * 中 川の 橋 かけ そめて」 といった 中 川と いふ 一 ーーー！1^ 

もまた 棄て 難き 一 つであった。 


世 之 介が 若衆た るべき 齢して、 何故に 念 者 を ロ說き 立てる か、 それが 粉本 はついに 「源氏」 に は 見出され なかつ 

た。 けだし 作 お の ^意より 出づ る。 しかも 西 鶴と して 最も 重 耍な條 件であった。 後に いふ ことにする。 

世 之 介 十 一歳に して 伏兑の 撞木 町に 遊ぶ。 その 人の 貧者 を 親方と する 遊女の もとに ゆく。 よろ づ 不自由が ち 

なる 中に もやさし き 女の 心极 をい とほし く、 その 親 もと を 尋ねる。 親 は 相應の 武士であった のが， 八， も旮 忘れぬ ゆ 

かし さ を n 儿せ た。 「尊て きく 程ち ぎり」 とい ふの がそれ。 

十一 一 歲の世 之 介は須 磨の 沛に 遊んで、 饔 女の わけ もな う 磯 臭いのに 闲 じた。 ズ の；！：、 兵 庫に 行って^ 女に 戯れた リ 

こ、 にも さもしい 風俗 を 兌せ つけられる。 この 章、 题 して 「ls 惱の Iff かき」 とい ふ。 - 

十三 歳の^: 之 介 は淸水 八 坂の いやしき^ 女に 戯れた。 その^の 找、 女の け は ひ、 いふに S. 斐 なきものであった。 

「別れ は ^痤 ばら ひ」 とい ふの がそれ であ る。 

以上 三 章、 す. ベて 木」 雨 夜の 品 さだめの か、 りと 兌ら れる。 品 さだめと は、 t を 上屮 下の 三階 級に 分ち 評す 

る ことであった。 馬頭の 評言に いふ、 「さて、 ^にあり と 人に 知られす、 淋しく あばれたら む^の 門 に、 S ひの 外 

に、 らう たげ ならむ 人の 閉ぢ られ たらむ こそ、 ^りなく 珍ら しく は覺 えめ。 いかで はた 斯り けむと >  思 ふより 逸へ 

る 事な む、 怪しく 心と まる わざなる べき」 西鸫は その 珍しき 人の 例 を、 撩木 町の 貧しき 奴 家に もとめ 出で たので あ 

つた。 ^之 介が その 女 ゆかしと はて、 侶の 瀨 平に 尋ねる 言葉、 

此君は 何として、 懸る しな くだりた る^に S ける ぞ 

の 口 i 下れる は 、 西鹤が その 據り どころ を ほの：^ せた ので ある。 
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馬頭の はまた 精け て、 「父の 年老い、 物む つかしげ に ふとりす ぎ， 兄の 顔に くげに 思 ひやり 異なる ことなき 閣の 

に」 意外な 娘 や 妹の^: 在す るお もしろ さ を 語って ゐる。 その 父 を 逆用して、 義 ある 浪士 とし、 撩木 町の 遊女の 父 

としたの が" 西 鶴の 轉合 である。 この場合 はまた 西 鶴の 俳諧と もい ひ 代 へられる。 

「& 惱の坭 かき」 「別れ は當座 ばら ひ」 共に、 雨 夜の 品 さだめに いふ 下の 下 を 傅へ る ものであった。 兵 庫の 湯女の さ 

もしい 風俗 を 書い しるした あとで、 丹前 の 勝 山に 就いて いふの も、 畢竞 は、 湯女の 中での 品 さだめで ある。 西 

鹤が C ら 馬頭 を 以て 任じた ので ある。 

r 一  代^」 の卷 一 の 八 章 を、 かう 兑 ると、 どれ もどれ も 「源氏物語」 の飜 案であった。 卷ー 一 もまた 序次 を 以て 「夕 

頹」 から はじまって ゐる。 しかも、 西弒は 極めて 周到の 用意の もとにな して ゐた。 「はに ふの fta 具 一は 一つ一つ 本 

據と看 比べて、 はじめて、 作の 意 を 知り、 作のお もしろ さ を 味 ひ 得る。 おも ふに、 西鸫が 本文 を ゆがめ、 ねぢ つて、 

滑稃を 横溢させる ために、 得意の 俳諧 手段 を 最もよ く 弄した ところで あらう。 その 點か らいへば 「一 代 男」 のみ か、 

好色 水 全體の 白眉の 章と 思 はれる。 煩 はしけれ ど、 より/ \ に 全文 を 引く ことにする。 

其 年、 十四の 春 も 過、 ころも あらためて、 着 更る朔 日より、 袖な ど をふさぎ て、 世の 人に 惜しまる 、も 後つ き 

そ 力， L 

この 一 節 は、 た^ 章の を はりに 應 する ためで ある。 刖に 「夕顔」 と關 はって ゐ ない。 


聊 おも ふ 事 ありて、 初瀨 にこ k ろ さしけ る、 一 人 ふたり、 召 仕 を 伴 ひ、 雲井の 舍 りと いふ、 坂 を 上りて、 人 は 

いさ 心 もしら すと、 貫 之が 讀し梅 も、 靑葉 なる 山 ふかく、 起 誓 かけ まく も、 かたじけなき 返事 をと る 事、 いつ 

迄 かと つぶやき ける を 聞て、 叉 此度も かな ふまての 戀を いのらる、 と、 おも ふぞ かし、 

1 事 一 物の 解 は 避ける。 「夕顔」 と 結ぶ 關 係に 就いての みい さ、 かの 言葉 を 添へ る。 初瀨の 一 語、 文の 表 は その^の 

信仰に 繫 ぐに 過ぎなかった。 しかし、 雲井の 舍、 貫 之の 梅と 一 つに なりて、 かすかに、 ほのかに、 平安朝の 氣分 を 

搖曳 させて ゐる。 「M 氏 物語」 の 中で も、 わけて 閗 えたる 卷の おもかげ である この 章に は、 飜 案に それほどの 用 意 を 

缺 かすべき でなかった。 

つぶやく 者 は 世 之 介、 聞いて おも ふ 者 は 召 仕、 「いのらる、」 の 敬語 は、 召 仕の 言葉で ある こと を 明に する。 「い 

つ 迄 か」 の 後の 言葉 は、 まだ 世 之 介の 口の 中に ある その 折に、 はやく も； « 仕 は、 わが 主人が 古き 戀を 捨て.^、 また 

ぞろ 新しき 戀に 向って ゐ ると 察した ので ある。 これほどに、 早 解りす る 召 仕 は、 すでに 「夕^」 にゐ た。 惟光の も 

と を訪ふ 折に、 おん 佻 申した 隨身 その 人で ある。 、源氏 君 は 車ながら に、 おのれ ひとり ゑみの 眉 ひらく 花 を 見た。 お 

も はす 「をち 方 人に 物 まう す」 と獨富 せられた。 隨身 はつい ゐて、 「かの 白く さける をなん 夕顔と 申 侍る、 花の 名 は 

人め きて、 かう あやしき 垣根に なん. 咲き 侍る」 と 申 上げた。 隨身は 源氏の 半句 を 耳に すると 共に、 その 意が 白き 花 

の 名に ある こと を 知った。 「打 わたす をち 方 人に 物 まう すわれ その そこに 白く 唉 ける は 何の 花ぞ も」 の 歌 は、 もとよ 

り 彼の 諳ん すると ころであった。 西 鶴 は 直に その 呼吸 をと り來 つたので ある。 

西 鶴の 文 は、 本文の 會 話の 輪廓 を 引く と共に、 その 內容を も 具して ゐた。 
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t 之 介が 「かたじけなき 返事 をと る 事、 いつ 迄 か」 とい ふ 「いつ 迄 か」 は、 もとより いつ 迄 か 待たん の 意で. ある。 

その 返事 を 一 ；：： も：： 十く 手に入れ たやと 思へば こそ、 觀昔 のおん 前に も 祈願した ので ある。 それ はお も かげで ある。 

本據 たる 源氏お は、 藤壺 の 御 方 Q 返事 を こそ 待って ゐた 。「秋に もな りぬ、 人 やりなら す心づ くしに おも ほしみ だる 

る こと 共 あり」 とい ふの は、 その^の 消息 を 傅へ る ものであった。 「かけ まく も かたじけなき」 この 一 句 を おもかげ 

の緣 として、 西敉 はう つし 出した ので ある。 

西 鶴 は、 召 仕 をして^ 之 介の つぶやき を 解して、 かたじけなき 返事 をい つ 迄 か 待たん、 待つ の 要^ しと 思 はせ、 

さて、 又 今度 も かな ふまで 戀を いのらる、 と 思 はせ たの も、 やはり 「夕 顏」 が あるた めであった。 

「夕 顏」 の ^氏^ は、 六 條御息 所の もとに 通 はれる。 御 息 所の まだ ゆるさぬ ほど、 源氏 君 は^りた き 狂 執 一 を 寄せる。 

しかし 一度 戀が かなへば、 熱 はとみ に 冷める。 あやにく なのが 源氏 君の 性癖であった。 「六 條 わたりに も、 とけが た 

かりし 御け しき を、 おもむけ きこえ 給 ひて 後、 ひき かへ しなの めなら むは、 い とほし かし。 され ど、 よそな りし 御 

、？ まど ひの やうに、 あながちなる こと はたき も、 いかなる ことに かと 見えたり」 と 本文に 見える。 さす 力 は ^鶴 

である。 これ を輕く 「逢 ふまで め戀」 に耍 約して ゐる。 そこに 御 息 所と 藤壺 との 混亂が あるの も、 それ は 咎める^ 

かがなかった" 却って 西 鶴の 俳諧の を かし さが 兌ら れる。 

西 鶴の 筆 は 召 仕が 主人の 態度に 慊ら す、 また 新な 戀の使 を^ はしと する 意 ある こと を 傅へ る。 ふ 事 そ 力し」 の 

一 語の 重さが わけて さう 考 へさせる。 それに もまた 本據 があった。 源氏^ は 夕顔の 扇の 歌 を 見て、 新しき U を^つ 

た。 惟光に 何^ ぞと問 はれる。 惟光 は 例の うるさき 御 心と は^ひながら、 さう も屮 されす、 「隣の こと はえ K き ：ー ら 


すた ど、 はした なげに 聞 ゆ」 と 本文に 見えて ゐる。 

歸 る さは、 過ぎに し 花の 思 はる、、 櫻 井の 鬼 をす ぎ、 十 市、 布 留の神 やしろ を、 北に 詠 こして 暮 におよ へ は、 

<ら はし  あき  れ.. re^ ベ 

椋橋 山の 麓に、 かすかなる 草の^に、 折し も、 麥も 樋の なかば、 から 竿の 音の み、 Ef, の宣 部、 ねぢ 籠、 あま か 

へる の^な どして、 ^塚より、 なた 豆と いふ 物、 いと 笑し く、 生 さがりた る、 坦根 を兑れ ば、 今 こそ 八， と^は 

る、、 脇 あけの、 下人に 風情 を、 つくらる、 も あり、 

西 鶴 は、 まづ 五條 あたりの 夕 を その ま、 に、 「暮 におよ ベば」 といった。 きりかけ だつ 物に は ひか、 る 夕顔 を *  0 

塚の なた 豆の^ さがる； 5- 极 とした。 さて は 彼のから：：： を、 から 竿に、 あやしう 打よ ろぼ ひて、 むね /\ しからぬ 軒 

を、 あまが へ るの 家に うつしと つた。 西 鶴の 細心 は、 夕顔の 花 を 折る 隨 身と 扇 を さし 出す 女の 梵 のとり 八：： せ を も 忘 

れ なかった。 

このお しあげた る 門 に 入りて 折る。 さすがに ざれた る やり 戶 n に、 黄なる すぐし の^ 袴、 おく^たした 

る わら はの を かしげなる 出で 來て、 うち 招く、 白き 5| のいた うこが したる を、 これに 置きて まゐら せよ、 も 

情なげ なめる 花 をと て とらせ たれば 云々。  • 

この 風^ E を 男色に 仕立てる とて、 その 女の 袁を、 今 こそ 今と 思 はる、 眞 盛りの 脇 あけと し、 隨身を 下人と したので 

ある。 下人 はいふまで もない、 世 之 介の 召使であった。 

髮結 ふけし き 常たら す、 羝ひ ほの 編 笠の 様子、 懸る 所に はと、 尋ねられけ るに、 此 Ef に 仁王 堂と S て、 京大 阪 

の 飛 子、 しのび 宿なる と、 よろ つに 付て、 我し り貌に pi りけ るに、 
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「髮結 ふけし き 常なら す」 と は、 句の 表に は、 飛 子の 色めかす 髮の 結びぶ り を 描き出しながら、 裏に は^の 「夕顔」 

を 寓す るので ある。 、源 氏 君 は 夕顔の 宿 を 見る。 「簾な どもい と 白う 凉 しげなる に、 を かしき 額つ きの 透 影、 あまた：： ル 

えて 舰く」 け. L きを 見た。 「たちさ まよ ふらん 下つ 方 思 ひやる に、 あながち にたけ 高き 心地 ぞ する、 いかなる もの、 

つどへ るな らん」 と 思った。 『、源氏』 の 作者 は、 外から、 源氏 君の 心 を 推して 「とやう か はりて 思 ほさる」 とい ふ、 そ 

の 一句 を 西 鶴 は 仕 立直して 「常なら す」 とい ふので あった。 

「紙 ひ ほの 編 笠の 様子」 と は、 夕顔が、 源氏^に 寄せた 扇の 假 用であった。 夕顔の 扇 は、 もて 馴らした る 移 香、 いと 

しみ 深うな つかしう、 を かしう す さび 書いた 欹 

心 あてに それ かと ぞ 見る 白露の ひかり そへ たる 花の 夕顔 

を そこ はかと なく 書き 紛ら はした る も * あて はかに ゆ ゑ づきて ゐる。 源氏 君 はこれ を、 いと 思 ひの 外に を かしう お 

ぼえ なされた。 その 好奇心 は 惟光に、 あの 宿の 主人 は 何人なる かと 問 はせ る。 惟光 も 知らなかった。 あの 宿 守の 男 

を 呼んで 尋ねる。 

捣 名の 介な りけ る 人の 家に &ん 侍りけ る、 男 は 田舍に まかりて、 女なん 若く 事 好みて、 はらから など、 宫づか 

へ 人に て來通 ふと. &す。 く はしき 事 は 下人の え 知り 侍らぬ にゃあ らんと 聞 ゆ。 

『一代 男』 の 我し り貌に 語る 者 は、 誰で あるか、 西 鶴 はつひに 示して ゐな い。 たにこの 「夕顔」 の 下人 を 拉れ來 つ 

て、 おもかげの その 人が 知られる だけで ある。 それで は、 「下人の え 知り 侍らぬ にゃあらん」 をい かに。 これ も 亦 逆 

用で あらう か、 とのみ は 解せられ な いのは、 その 一 節に つ ビ いて ゐる、 本文に は 「さらば そのお づか へ 人な ン なり、 


したり 顔に 物 なれて いへ るかな」 と ある。 源氏^の^ はく をい ふ 言葉で ある。 西鸫 は、 そのしたり 顏を 「我し り貌」 

に轉 用した。 源氏^と 下人と を 一 つに して、 しかもな ほその 人 を 表面に 現 はさたかった ので ある。 さきに も fS 微の 

俳諧 は 本據を 看取して、 はじめて その 作意が 徹する といった。 これ は 極めてよ き 一例と して考 へられる。 

今宵 一夜と、 おも ひながら、 色な きかたに、 舍り はとい と、 口惜し かりけ るに、 愛 こそ、 假寢の 夢 計よ と密に 

才覺 して、 かすかなる 亭に 入れば、 あるじ それ/ \ の 名 を ふれけ る、 思 日 川 染之介 様、 花澤 浪之丞 様、 袖. S 三 

太 郞康、 いづれ もお もしろ、 笑し きさま、 兎角 酒に して、 こんが うの 角內、 九 兵衛を 呼出し、 よろこぶ 物 をと 

らして、 後 は 戯れて 盃に すこし は、 無理な ど 云 懸リ、 ：史 行まで、 月が ゆが ふたの、 花が ねぢれ たのと、 我が ま 

、つもれば、 兒 合て、 寢道具 取 さばきぬ、 よこな の もめん 蒲圑 にせん だんの、 丸木、 引 切 枕、 夏 をの がれた る、 

蚊 も あれば とて、 擢 鉢に すり 糠 を 煙らせけ る、 焖と 思へば、 n; 几 も 伽羅の こ、 ちして、 おの づ から 近よ る 程に、 

ひぜんた をり て、 いまだ、 間 もな き 手 を、 うち 懸らる &も、 嬉し 悲しく おける、 

馬頭な どが、 下の 品と さだめ 慢れる やどりに 思 ひも よらぬ. ^夕顔 を、 旯 出す のが 「夕顔」 のお もしろ さで ある。 

西 鶴が 讀 者に 與 へようと する 與は、 そこに 意外なる 飛 子 宿 を 展開す る ことで ある。 一方に は 「源氏物語」 の 筋 を 追 

ひながら、 一方に は、 現代の 興味 事項 を篏め 込む のが 西 鶴の 計畫 である。 その 計畫 はは やくから 檩榜 すると ころで 

あった。 十四 歳の 章 はすで に 題して 「仁王 堂 飛 子 宿の 事」 といって ゐる。 

「狂言 役者、 男子 を 遊女 屋の女 を 抱 ふる 如くに 抱へ 置きて、 藝をし 入れるな り。 ：… いまだ 舞毫に 出で ぬ はかげ ま 

とい ふ、 他^ を 巡る を 飛び 子と いふたり」 と 「人倫 訓蒙 阖彙」 にい ふ 飛 子の 宿の 有様と、 飛 子の 內幕 とが、 彼の 披 
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^せんとす ると ころであった。 しかもた ほ 「夕 額」 の 趣を槳 てなかった。 

夕顔の 宿 は 佗しかった、 その 佗し さ を、 飛 子^に うつした のが 「寢逍 4、」 である。 

夕顔の もとに^れ る 源氏 君 は、 その 口；、 やり 戶 を^け て 庭 を 兌る。 「ほどな き 庭に ざれた る くれ 竹、 前栽の 露 はた 

ほか、 る 所 も 问 じごと きらめきたり」 その 露 を、 糠の If に轉 じたので あった。 

さて 勤 なれば、 尤 愛しく 、^はる、、 すきに し稃 は、 いかなる m -、 いかなる 阈，^\を 廻りけ るぞ、 懸る うへ 

に、 つつむべき 事 も、 何な らん、 我 そ も/ \ は、 糸より 權三郞 殿に ありし が、 侑 ふきの、 ま：： 八 かたに わたり 宫 

島の 芝居す きにさ まよい、 惴中 のか； M:、 讃 岐の金 比羅に * ゆく 事 も あり、 いづく 定す、 すみよし 安立町に 隱れ 

家、 又は 河內の 柏^、 此里 にきて" 今 井 多武峯 の、 出家 衆き、 たらし 侍る、 屮 にも^に、 たさけ なき は、 八幡 

の舉 仁坊、 まめ 山の W 良 右衛門と て、 無類の 此逬 好、 是は飛 子の， うき 灘を 越る がごと し 、此^ 人に 揉れ て 後、 

此 勤なら ざると いふ 事な し、 或 時は片 山陰の 柴 かりて、 適く 乎に ふれし、 鉗 子 をして やり， 浦人の 攛馴衣 を * 

はだかに して、 假 にも 取 ル分^ 計、 情なき は 衆 道 こ、 ろ は、 外に.^ りまして と 語る、 呰 うそに しても、 僞 とも 

见 はれす、 

源氏 君の つねに 知らう とする の は、 夕顔の 素性で ある、 閲膝 である。 しかし、 夕顔 は その 問 を そらして、 殆ど 答 

へなかった。 ー篇の 作意 は そこにお する。 鶴 は 世 之 介 をして， しばく 飛 子に、 過ぎ 來し方 を^ね させた。 ^氏 

君 に模 する ためで ある。 西^ はまた 飛 子 をして 夕顔と 違って、 仔細に 身の上 を 語らせた。 これが はじめからの 計 畫 

であった。 


「はに ふ の寢逍 具」 の 作意が そ の 轉 W をし からしめ たので ある。 

語る 飛 子と 語らざる 夕顔と は、 轉 m 以 外に 他の 本據の 存在す る こと を 便利と する。 

西 鶴 は本據 たる もの を 要め て、 謠曲 「花 バ」 を 得た。 花ガ とい ふ 少年が、 七^の 折に 大狗に 攫 はれて 行方 を 失つ 

た。 それ を 出 離の 緣 として、 諸！： を 修行し ありき * つ ひに 淸水 寺に て再會 するとい ふ ー篇 は、 若衆 物に 仕 立 ぼす の 

に 都合が よかった からで ある。 

談 林の 俳諧と、 誥 曲との 關係 は、 依然として、 西 鶴の 好色本の 上に も存 する。 かた/^ 西 鶴 はこれ を 利 S したの 

である。 さきに IS 鶴 は 「更 行まで、 ガが ゆが ふたの、 花が ねぢれ たのと、 我が ま、 つもれば」 とい はせ てゐ る。 折 

折 は、 わざと 據る ところ を ほのめかす 鶴で ある。 或は これ も 「花： =:」 の 花と 月と を 示す 微意で ないか を 疑 はせ る。 

花 月 をシテ とする 「花 3T」 は、 その 父 を ヮ午佾 として ゐる。 ヮキは 頻りに シテに 問 ふ ことがある。 その 問答 はか 

う もあった。 

ヮキ 「御身 は いづく の 人に て 渡り^ ふぞ。 シテ 「"だれ は筑 紫の^ にて 候 ふ。 ヮキ 「扨 何故 斯找に 諸 阔を御 廻り 候 

ふぞ。 シテ 「われ 七つの^、 彥 山に 登り 候 ひしが、 ；大狗 に 抽られ て、 斯様に 諸阈を 廻りお ふ。 

問 ひつ ^はれつして、 まさしき 父子と 知った 二人 は、 相携 へて 鄕に 歸らラ とする。 去る に 臨んで 八 撥 を 打つ。 こ 

れ舞臺 の 上の 約^、 謠曲 作者の 惯用 手段であった。 八 撥に 伴 ふ 地謠は 斯うで ある。 長く とも 引かす に は ゐられ ない 

ほど、 西： g の 文と 密接の 關係 があった。 

シテ 「执も われ 筑紫彥 山に 登り、 七つの 年 天狗に、 地 「捕られて 行きし 山々 を、 思 ひやる こそ 悲し けれ、 まづ筑 
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紫に は彥の 山、 深き 2 心 ひ を M 王 寺、 讃岐に は 松 山、 降り 積む 雪の 白嶺、 扭伯誉 に は 大山、 く， 丹 後 丹 波の 境 

なる、 鬼が 城と 聞きし は、 天狗よりも 恐ろし や、 扨 京 近き 山々 く、 愛宕の 山の 太 郞坊、 平野の 峰の 次 郞坊、 

名高き 比歆 の大嶽 に、 少し 心の すみし こそ、 月の 横 川の 流れ なれ、 H 頃は餘 所に のみ、 ；u- て や 止みなん と 眺め 

しに、 葛 狨ゃ高 問の 山、 山上 大峰 釋迦 の嶽、 富士の 高嶺に 上りつ. -、 雲に 起き 臥す 時 も あり。 

この 花 月の 苦し さ を、 飛 子の 惱 みに 翻す 時に、 山々 は、 すな はち、 佾 にして は 學仁坊 とたり、 四 右衛門と なった。 

また 山々 は 飛 子 宿の 所在地と なった。 

あ か ぎ れあレ  や-つじ 

さて 心に そまぬ 人に、 あ ふ 夜 はと 尋ね 侍れば、 譬ば、 胝足 一代に、 齒枝 つか はさる 人に も、 いやと はい はし， 

それの み (竹より 機の 夜の 明るまで、 とやかく、 おも ふ 儘に 成 こそ、 無念 いくたび か、 人 しらぬ 汨 にして、 

西 鶴の 轉合は 「花 巧」 を飜 案して こ、 に 至った。 飜 案と 原據と 照し 合 はせ る 時、 誰か 笑 はすに ゐられ よう。 笑 ひ 

やんで、 俳諧の 妙 を 嗟嘆せ すに ゐられ よう。 

かく^ 月 やう/ \«、 程 ふりて、 くる 年の 四月に は、 身 自由なる と、 忍 ふ をた のしみ、 心い はゐに 然も、 明 後 n 

より 金 性の 者 は、 有卦に 入ます る、 年の 七 年 は、 仕 合と 申 侍る、 金 性なら ば、 廿 W の 金 か、 我と は 十 違 ひぞか 

し、 假初 にも か \ る 一 座に て、 年 せんさく は、 用 拾 あるべし、 

西 鶴が こ、 の はじめに、 世 之 介 をして 袖と めさせ、 人に 後つ きを 惜 ませら ると したの は、 この 笑 ひを强 める ためで 

あった。 この 事 實の笑 ひ は 「夕顔」 の 悲しい 最後と、 どこ やら 通す ると ころが ありたがら、 また 思 ひがけぬ 隔りを 

見出して 笑 はせ る。 その 笑 ひこ そ、 俳諧の 笑 ひであった。 


「、源氏物語」 との 關係 以外に 鳩れ まじと した 筆 は、 西 鸫の 俳諧に 誘 はれて、 つい.〉 I 曲 「花 s」 との 交渉にまで 及ん 

だ。 この 筆 を 舊に戾 す 前に、 も 一度 「花 月」 の を はり を考 へて みる。 

シテの 花 月 は ヮキの 父に 連れられて 歸阈 する。 「さ 候 は^、 あれなる 御儈 に、 連れ まゐら せて 佛逍 の、 く， 修行 

に 出 づるぞ 嬉し かりけ る、 く」 この 嬉しい 筋 を 飛 子の あさまし さに 轉 じたの が 西 鶴の 轉 合であった。 「夕顔」 の を 

はりの 方の 源氏の 君が 怪しい 女の 正體を 知った ことと、 この 世 之 介が 飛 子の 赏狀 を閒き 得た こととの I？ に、 すでに 

立派な 俳諧 を 構へ てゐ ると ころへ、 この 花 月の 親子の 關 係が、 十 も 年上の、 親と もい つてよ い 飛 子 を 買った 世 之 介 

の 呆れ顔の を かし さ を、 附け 加へ たので ある。 複雜 なる 西 鶴の 附 合であった。 

二十 W 歳の 飛 子の 話 は、 悲慘な 感を讀 者に 與 へる ことなしに、 却って 朗 かな 笑 ひ を 催させる。 西 鶴の 覘 ひが そこ 

にある こと は 確で ある。 さう おも ふ 時に、 ふと 胸に^: かんで 来る の は 「好色 一代 女」 の 「夜發 附聲」 にある、 五十 

九の 惣嫁で ある。 

その 女 を 買つ た 若衆が 、 そなた は 幾つ ぞと年 を たづね る。 女 はもの 靜に 作り 聲 して 十七になります とい ふ。 

さて は 我等と！！ 年と うれしがりぬ、 闇の 夜 たれば こそ 此形を かくしも すれ、 もはや 五十 九に なりて 十七と いふ 

ラモ 

事 は s: 十一 一の 大偽 世の 後の 鬼が とがめて キ：： を ぬくべし、 是も身 をす ぐる 秫 なれば ゆるし 給へ 、 

これが 厘々 悲慘 な事實 として 指示され てんる。 その 章 はもつ と甚 しい 人生の 悲慘 の事實 をし るして ゐ ると いふ 事で 
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問題に される。 「一代 女」 の 主人公 は.： ハ 十五に なった。 彼女 は惜 からぬ 命、 今と いふ 八/浮世に ふつく と 飽きが 來て 

ゐた。 

一 生の 問 さまく のた はふれ せし を、 おも ひ 出して 觀 念の 窓より 观ば、 蓮の 紫 笠 を 着る やうた る 千 供の 面影、 

脬 より 下 は 血に 染て、 九十 五六 程 も 立なら び、 聲の あやぎれ もな くお はりよく と 泣ぬ、 是 かや 閱俾へ し^が 

なるべし と^を^て 兌し うちに、 むごい か 、様と 銘々 に 恨 中に ぞ、 扭 はむかし 血 荒 をせ し 親た し 子 かと かなし- 

無事に そだて 兌ば 和 m の 一門より 多くて、 めでた かるべき 物 をと 過し 事 どもな つかし、 暫有 て 泊て 跡 はな かり 

さ、 

を かしく も、 恐し くも、 ^まれる 筆の 跡で ある。 今の 西 鶴の 讀者 は、 この 中から 表現の 誇張 をと り槳 て-、 殘る 事 

赏 だけ を^ 慘 なる 人生 記錄 として 扱 はう とする。 今の 世の 兑 解に^ してい へば 然るべき ことと 见 はれる。 しかし、 

-き© の顷の 人々 もさう 讀ん だ、 西 鶴 もさう 讀 ませる ために 書いた とい ふこと になる と、 即座に さう だと は斷 りきる 

ことが W 來な いやう である。 

何故に 西： i は薹 がた つた 飛 子で は 笑 はせ、 年寄の 惣嫁で は 笑 ひを牧 めさせる か、 何故 に^に は 酷に、 女に はやさ 

しくす るか、 女^ ニ逬 への 屮に 男色の 方 を 輕く兌 る 傾向が I： 鶴に は あるに しても、 この場合 も それで あるか、 まづ 

それ 等 を 決定して から、 「一代 女」 の 凄愴を 承認すべき であらう。 それ 等に 就いて ^ へる に は 多くの 時 を 要する。 そ 

れは 最も 章： 耍な g 题で あり、 西 鶴 好色本の 本質に 關 する 事で ある。 今 はた^ そこの 孕 女の 神 辯に は、 一脈の を かし 

さが 動いて ゐる こと. たけをい ひわく ことにする。 そして- £ 鶴の 文と 繪 との 間に は、 かなり に^ 密な^ 係が あるが、 


これ も その 一 つで あるとの みい ふ ことにする。 

西 鶴の 觀る ところ、 害く ところ は變轉 自在 端倪す ベから すと やうに もい はれる。 しかし また、 HI! じ W 枘、 间じ手 

法 をく りかへ す 場合 も少 くない。 「はに ふの 寢 道具」 Q 一節と 「好色 ^人 女」 の 「八百屋 物語」 の 一節 をへ：： せて 見て、 

一 つの 例 を 拾 ふこと が 出来る。 「八な 屋物 語」 の^: --: がお 七の に 忍んで 來て、 そこの 土 1! に 一夜 を 凌いで ゐる。 X 

七と いふ 下^が 一 椀の 湯 を 惠んで やる。 

くら まぎれに 前 浚 をな ぶりて、 われ も；： dp に をいたら ば、 念 者の 有 時分 じ やが、 痛し やとい ふ、 いかにも 淺ま 

しく そだちまして、 m をす く 馬の n を 取、 眞 柴^: るより 外の 事 を ぞんじ ませぬ とい へば、 足 を いら ひて、 奇特 

に胝を 切さぬ よ、 是 なら 口 をす こしと —— その 悲し さ 切な さ 齒を喻 ひしめ て洎 こぼしけ るに、 久七 分別して い 

や/ \极 深 にんにく.^ し 口中 も 知れす とやめ ける 事の うれし、 

これ は 精粗の 遠 ひこ そ あれ、 心に そまぬ 人に あ ふ 夜 はと 世 之 介に 聞かれて、 胝足、 一代に 齒枝 つか はざる 人に もい 

やと はい はじと 答へ た 飛 子の 言 槳と M じ 筋 におち る。 八 屋 の 店 前な る 故に、 根深 に ん にく 喰し 口 屮 といった が、 

さもな くば やはり 一代に 齒枝 つか はざる 口 を 恐れる 久 七であった らう。 こんな 些細の 一例 も * 飛 子と 惣嫁に 對 する 

Ira® の 態度の 異问 と聯關 してお へ る こと を耍 求す る。 

西 鶴の 屮に 於いて、 相似た もの を 探し出す こと は、 外に 於いて 相 異なる もの を區 別す る ことになる。 をり/ \- 小 

用意に 使つ て ゐた 俳諧と い ふ 言葉 を、 少く とも 蕉風の 俳諧と 區 別し て おく 必要が ある。 

瘦 骨の まだ 起きな ほる 力なき  ^ 邦 
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に附 けた 

隣 を かりて 車 ひき 込む  凡 兆 

は 「夕 颜」 のお も かげで あると いはれ る。 長忠 ひの 人 を 源氏の 界の 乳母 大甙 の^と 兌 立てる。 痫を兑 舞 ふとて 車し 

づ か に 訪れて 來る 源氏 のお、 そこ を 中^ として 夕 額 の もとに 忍び 通 ふ 源氏の 君 を あ ひしら ふ。 けれど それ を 凡 兆 の 

心の^に 秘めお いて、 色なら ば 句、 昔なら ば 韻と やうに、 ほのかに、 かすかに 兌せ もし、 閒 かせ もす るの が蕉 ％ の 

體 である。 談 林の 俳諧 はこれ と は 逸 ふ。 談 林の 例 は その 俳諧 を 散文 化した までで ある 「はに ふの 錢逍 具」 の 章で 事 

足りる。 そこに は^ 據を露 はに し、 轉损の あと を 明かに して、 はじめて 傅 へられる 興趣が ある。 蕉風に も、 共 人、 

其 時、 其 場 を 以てする 附味は ある。 しかし、 蕉風の 妙諦は 却って 其 人、 其 時、 其 場 を かゝ りと して 其 情感に 融合す 

るに ある。 談林は 北 ハ^ 感を輕 くして、 共 人、 共 時、 其 場 を 描 する にある。 西 鶴の 散文的 俳諧 は、 わけても これ を 

興趣の 巾 心と して ゐる。 

ほじ 「夕顔」 を原據 とした もので は あるが、 西 鶴の 散文と 蕪 風の 附 八：： では、 比敉 する 上に ふさ はしから ぬ^も あ 

らう。 同じ 散文に 於いて 兌る ことにする。 

芭蕉 は^ 井に 舊識 である 等 裁 を 訪れた。 

市中 ひそかに 引 入りて、 あやしの 小^ に 夕顔へ ちまの は ひか、 りて、 粱頭 ははき ぎに 11 ぼ そを隱 す。 さて はこ 

のうちに こそと、 門を敲 けば、 わびしげ なる 女の 出で て、 いづく より わたり 給ふ逍 心の 御坊に や、 あるじ は此 

の あたり 何が しとい ふ 者の 方に 行きぬ。 もし 川 あらば 尋ね 給へ と 云 ふ。 かれが 妻なる べしと 知らる。 昔 物^に 


こそ か、 る 臌愦は 侍れと、 やがて 尋ね あ ひて、 その 家に： 一夜と まりて 云々。 

wj^ がその 家 を 見て、 聯想した の は 「夕顔」 の卷 である。 その 屮 にある 「昔 物語に こそ か、 る 事 は 開け」 を さへ 轉 

用して.^ を 成して ゐろ。 しかし、 芭蕉が 敉 んで寫 し 出した の は マての 風情 だけで ある。 華の 運びから いへば、 立^に 

一 つの 短篇 小說 になって ゐる こ、 も、 その 風^の^ 出に を はって ゐる。 等 裁の 妻 は 若く、 美しかったら う。 芭蕉 は 

それ を 隱微の 問に ほのめかしながら、 辭の 表に はわび しげなる 女との みいって ゐる。 西 鶴が 害いたなら、 決して さ 

うでなかった らう。 事の 始終 は逑 つて ゐる もの 、、 「はに ふの 寢 道具」 から も 類推され ない ことではなかった。 

じ 「奥の 細道」 である。 K 蕉は 心に 野 ざら し を 期しながら、 長途の 旅に 上る。 

彌生も 末の 七 n、 あけぼの 、空、 朧々 として、 月 は^; 明に て 光 を さまれ る ものから、 不一 一の 峰 かす かに 见ぇ 

て、 上野 谷 中の 花の^、 またい つか はと 心 ぼ そし。 

「月 は 有 明に て 光 を さまれ る ものから」 の 辭句は 源氏 「帚 木」 の卷 に出づ る。 源氏の^が まだ 空蝉の 心 を とらへ か 

ねて 悶悶と して 去る 暁の^の さまで ある。 その わびし さ を 旅に 移し、 旅 に 死ぬ かも 知れぬ のさび しさに 轉 じだので 

ある。 これ を 「. 一代 «」 の 「帚 木」 の 翻案に 兑る。 「人に は 見せぬ 所」 にも 「袖の 時雨 は懸 るが さいはい」 にも、 こ 

の わびし さは 兑出 されなかった。 蕉 虱と： S 鹧の 好色本との 比蛟 も、 こゝ まで 來れ ば、 もうお ちつく 所に おちついた 

譯 である。 

これ 以上に いはう とすれば、 それ こそ 一 辯 を 加 ふるもの は 無用の 指 を 立つ の訾を 免れない。 
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「はに ふの 寢 道具」 は 「夕顔」 の俤 であった、 っ^く  r 髮 きりても 捨てられぬ 世」 も 又 同じ 卷の俤 である。 

世 之 介 は 今年 十五 歲 になる、 石山に 詣 でる。 身分 ありげ の 後家に 誘惑され る。 據る ところ は 源氏と 六 條御息 所の 

關係 である。 その はじめに は、 なかく に 源氏の 意に 應 じなかった 御 息 所 を、 西 鶴 は 逆に 用ゐ て、 更に 誘惑の 新 乎 

段を說 明す るので あった。 

その 次の 「女 はお も はくの 外」 は 「夕顔」 の俤 でも、 また 「若紫」 の俤 でもなかった。 また 前に かへ つての rfw 

木」 である。 西 鶴が 順序 を 逆轉 した 理由 は 何で あるか。 

岡 崎の くら 宿に 世 之 介が 仲 問 の^ 達氣 取の 不良 達と 寄り 集る。 西 鶴 は 彼等 を謠曲 「小 鹽」 の 前ヮキ 都人に 誘 はれ 

て大 原野の 花見に 行く 若き 人々 に擬 うて ゐる。 ヮ 午の 名乘 りに、 「かやう に 候 ふ 者 は、 下 京 邊に住 ひする 者に て 候、 

さても 大 原野の 花、 今 を 盛りなる 山 承り 及び 候 ふ あ ひだ、 若き 人 々を 伴 ひ 申し、 唯今 大原 山へ 急ぎ 候」 と ある。 西 

鹤は 季節 を晚 春と した。 そこで 「小 鹽 山の 名木 も、 落花狼藉、 今一し ほと、 惜 まる、」 とい ふ 書き出し にした の 

である。 

前 シテの 樵 夫 は、 主の 尼妙壽 である。 妙涛 はヮキ などに 對 して くら 宿に 來る女 の 素性 を說き 明す。 後. ンテの 業 平 

は 世 之 介で ある。 晝 下りの 暖さ にも、 ^之 介 は 頭巾 をぬ がなかった。 仲 の 者 はいふ、 

其方 は 十六 なれば * 初 冠して、 出來業 平と 中 侍る、 ほど 似合た る、 お 貌を兑 む 


と 無现に 頭巾 をぬ がせる。 左の 鬢先 かけて うたれ た疵が ある。 この 場の シテ 役、 ^之 介は疵 の. H 來を 語る。 丹 後^ 

津へ通 ひ 商す る 者の 留守 をめ がけて その 女房に いひ 寄る。 諾 かない。 脅迫す る。 漸く 一夜 を 約束させる。 その 衣の 

事であった、 手 ころの 割 木で 此 ごとく、 眉間 を 討て、 私兩 夫に 見え 候べき かと 戶を さし か ためて 入った Q はと 語 

る。  . 

この 貞女 は 「帚 木」 の i 仝蟬 である。 官津の 通 ひ 商人 は、 國に 下る 夫 伊豫 介で ある。 西鹤 はこの やうに 「空蟬」 を 

移し 来る と共に、 同じ 卷の 指く ひ 女 を 移し 來っ たのであった。 嫉妬の あまりに^の 指 を^んだ その 事き、 額に 疵っ 

ける 事に もぢ つたので ある。 指く ひ 女の 話 は、 いふ 所の 雨 夜の 品定めの 席上に 於いてな された。 すな はち" 岡 崎の 

くら 宿と は、 まこと は官屮 の、 源氏の^ 芭 所であった。 

それにしても 何故に 西鸫は 一 帚 木」. の 順序 を かへ てこ」 に揷ん だので あらう。 考へ るまで もない。 若い 男 を 誘惑 

する 後家と、 世に 又 か、 る 女 も ある ぞ かしとの 貞女との 對照を 試みた までで ある。 配列 そ の もの が 彼の 俳諧で あ 

つた。 

こ、 に また 蕉風との 比敉を 兌る。 「猿 蓑」 の附 合に 

旅の 馳走に^ 明し をく  芭 蕉 

す さましき 女の 智慧 も はかなくて  去 來 

とい ふの が ある。 芭蕉の 句 は、 凡 兆の 「冬空の あれに 成た る 北 S に附 けて ゐる。 窓外に 木枯 わびしい 夜 を、 旅の 

身の さ こそと^ うて、 枕頭に お 明 を 置く。 旅の 馳走の 一語、 この もてなし を 心から 嬉し と^った 芭蕪 の經験 にして 

西 © 好色本 研究  三 七 


江戸 文學 カん  一一； < 

いひ^る。 去來は それ を 物お の 風情で うけた。 指く ひ 女の 俤で附 けたので ある。 舊註 かくの 如き 解 あるか >  く はし 

く は 知らたい。 たぐ 自分 はさう 解して ゐる。 西 鶴との 取材の 比^も、 さう 解しての 上で ある。 

指く ひ 女に、 指 をく はれた^ 頭 は、 しばらく 消息 もしなかった。 臨時の 祭の 調樂 に、 夜更けて、 いみ じう 奚 降る 

夜、 何處に ゆく あて はたかった。 r 內襄 わたりの 旅寢も すさまじく」 思れ はるので、 雪う ち拂 ひながら * 彼女の もと 

に 行った。 「火 ほのかに 壁に 卄け、 なえた る 衣 どもの 厚 肥えた る、 大 なる^に うちかけて 引き 上ぐべき 物の 惟な ど 

うち 上げて、 今^ば かりやと 侍ち ける 様な り」 馬頭 はこの 馳走ぶ り を 見て 得意であった。 しかし、 彼女 は 家に ゐな 

かった。 その後 も 二人 は 和解し ない。 女 は頻に 馬頭の すき 心 を 咎めて 改めよ と q み 責める。 男 もまた g さう として 

改める とい はない。 二人の^ 鬪は 女の ほい 智惹 によって なほ 精く。 さう かう して ゐる 問に、 女の 我き の あまめ に は 

かたくなった。 

去來の おもかげ 附は、 なか， （-に 原據に .§ いてぬ る。 それに も枸 はらす 必す しも 共 人 >  其 事に なづ まない。 0 

念の 聯絡に 审： きをお かない。 主と する もの はた ビ愦 趣で ある。 西鹤の 俳諧 「女 はお も はくの 外」 では 生 觀の結 八に、 

氣 分の 繋 結 は 問題でなかった。 努めて 其 人 * 其 事 を轉损 する ことによって 與趣を 喚び 起さう とする。 茈 しい 相異で 

ある。 

w 鶴と 蕉風の 比^と はい ひながら、 例 は 「钹^ 」 からのみ 引いた。 「冬の 日」 あたりの 比 校に は、 幾分の 異同が 

ある 苦で ある。 ！g はし さ をお それて、 言及し ない。 「猿 蓑」 との 比较も * もうく リか へさない ことにす る。 


十七 歳 「誓紙のう るし 判」 十八 歳 「旅ので きこ、 ろ」 十九 歳 「出.：^ にならねば ならす」 二十^ 「うら 屋 もす， ひ 

所」 みな 一 様に 「若紫」 の 卷の俤 である。 斯 くして 「好色 一 代^」 の卷ー 一 も、 すべて 「源氏物語」 の飜 案であった。 

八/はもう いってお いても よさ さう である。 「奸& 一代^」 一 部 五十 M 章、 いづれ か 「源氏物^」 の飜 案で ない もの 

はない と。 

「若紫」 の 源氏 はわら はやみ を 煩うて、 北山の 聖に 加持 を 受ける。 そこに，： w れる あくる 日の 穴モは 美しい、 三月 もつ 

ごもり であれ ぼ、 山に は か 囀り、 名 も 知らぬ 木 草の 花 も 散り まじる。 

名 も 知らぬ 木 草の 花 ども、 いろ/ \ に 散り まじり * 錦 を 敷け ると 兌 ゆるに、 鹿の た^すみ 歩く もめ づ らしく は， 

給 ふに、 惱 しさ も纷れ はてぬ。 

この 鹿が、 西 鶴に も 珍しかった ので あらう か、 鹿から 聯想して 「若紫」 の舞臺 を 直に 奈 良に 移した。 ^^の 町 巾 

に は 妻なる」 鹿の 風情が を かしい。 聯想 はまた 钬の 中の 戀を ひき 出し、 やがて 戀の たぐ 中 木 辻 町 を 齎らせる。 ^之 

介 を そこ に拉れ て 行く こ と は 勿論 である。 

世 之 介 は竹隔 子の 內 から 遊女 ども を：^ て あるいた。 近 江と いふ 女が ゐる。 大阪 にて の 井と いった t である こと 

を 知った。 

西 鶴 はこ、 で 「若紫」 の 筋に かへ した Q である。 加持 を 受けた 源氏 は、 夕暮の 霞みに 紛れて 小柴圾 の もとに 立ち 
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寄る。 そこに はお ひ 先見え て 美しい 女の子の 十 ほどな の を 見た。 源氏 は ゆかしと 思った。 「さる は 限な う 心を盡 し 

聞 ゆる 人に いとよく 似 奉れる が、 まもらる、 なりけ り」 その子が 紫の 上で ある、 似る も 道理、 源氏が 戀 ひわび る 藤 

壷の 姪であった。 西 鶴 は その 二人の 關係 を、 今の 近 江、 もとの 玉の 井と したので ある。 「水の 流れ も、 愛に 住む 事 

笑し く」 と 鞍替の 女に しての けたので ある。 

^之 介 は 近 江 を 敵方に する。 撝屋は 佗しかった * あ ひ 床 も を かしかった。 これ も 北山 の^の 俤 である。 あひ^の 

客 は、 明日 は！： もとへ ^ると いふ、 馴染の 遊女 は、 二月 堂の 牛 王、 西大寺 の藥 をお くり 物にする。 客 もお かしい^ 

で 「古里の 山の 祌 見て 瘧 ふるうた らば 是 にて 落すべし」 といった。 客 はな ほ も 面白い ことな ど をい ふ。 世 之 介は餘 

所ながら 聞いて、 「かかる 所に も すれ もの あり や」 と 思った と ある。 二月 堂の 牛 王で 瘧 を^す と は、 いふまで もな 

い 源氏の 瘧を 治す 護符 をき かせた ので ある。 遊女 はすな はち 山の 聖 であった。 「か、 る 所に も すれ もの あり や」 は 

紫 上 を 兌た 時の 源 氏の 述懐であった。 本文に かう ある。 

あはれ なる 人 を 見つ るかな、 か、 れば 此のす き 者 ども は、 か、 る 歩き をのみ して、 よく さる まじき 人 をも兑 つ 

くるな りけ り、 たまさかに 立ち 出づる だに、 かく 思 ひの 外なる こと を 見る よ、 と を かしう お ぼす。 

源氏 は 紫 上 を、 藤 壷の 代りに 明 くれの 慰めに 見たい と 思った。 强 ひて その 祖母に 乞うて、 貰 ひう けようと した。 幾 

多の 曲折 を 經て貰 ひう ける ことにした。 两鹧 は それ を も 用 ゐてゐ る。 一夜 も 明れば 亙に 別れ、 戀に のこる 所 ありて • 

重て 宿に よびよせ、 近 江に さらしの 鏠 しるしな ど させて、 かはい がられ、 にくから す、 かための 誓紙、 うるし 判の 

くちぬ までと ぞ、 いのりけ る」 


ついで なれば いふ、 その 龃 母と 孫娘と を" 母と 娘と して、 「根に 似合ぬ 大 俎板、 つぶれ 懸 りても、 かな 色 あり， 

昔し は、 かくは、 あら ざらぬ 者の はて 成へ しと、 いな 所に 氣を 付て、 世 之 介 是非に 入 聱」、 とも 一度 仕 立直した の 

が 「うら 屋も 住所」 であった。 

紫 上 を！ 一條 院に ひきとった あと、 源氏が 心の ま、 に敎へ 導く のが、 卷 三の 「戀 のす て 銀」 であった、 これ もまた 

「若紫」 の俤 である。 

幾度 か IS 鶴に よって 仕 立 か へられた 「若紫」 の 北山 行であった。 「^紙のう るし 判」 で奈 良と したの を、 「うら 屋 

も 住所」 では 吉 野の 峯 入に した。 「出家に ならねば ならす」 では 江戶谷 中の 東、 七 面の 明 祌の邊 の 寺 住 ひとした。 

すき 者の 源氏 君が、 ゎづ かに 一 一 H3 でも 三日で も 山^りして、 靜 に經讀 んでゐ るの は 希有の 事であった。 山から 歸れ 

ば またの 戀 のす さびに うき 身 を獎 す。 西 鶴の 飜梁は そこ を覘 つての 事であった。 北山に はしば く 水の 流のお もし 

ろ さが 書れ てゐ る。 西 鶴 はまた それ を 逸し はしなかった。 「出家に ならねば ならす」 の 佗住居の くだりに、 

やう/ \ 身の 置 所 も 愛に * 水 さへ 稀に、 はるかなる 岡野邊 より、 筧の^ 手して 結びお のづ から 世 を 見 かぎりて 

ひと リー 一 m は 阿 彌陀經 などい と 殊勝に 兌え しが、 

と あるの は、 それによ る 趣向であった。 趣向 はまた 山の 源氏が 紫 上 を 兌 出す ことによって、 寺に 入り込む 杏 具き を 

あしらって ゐる。 はて 知らぬ 两 鶴の 俳諧 心の 働きであった。 

けれど 「若紫」 を飜^ して、 心に くい 限り を兒 せた の は 「旅ので き 心」 であった。 西 鶴 は あまりに 讀 ぉを飜 弄す 

る。 「好色 一 代 e? ；」 と 「源氏物語」 の 交 涉を考 へ る 者 をして 惑 はせ、 考へ ない 者 を も 惑 はせ る。 さんざ 惑 は せ て、 
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擧 句の はて は 高 笑 ひに すべて を 粉ら すので あらう。 探り そこね も あらう が、 とにかく 探らす に は ゐられ ない 彼の 胶 

黑さ である。 

十八^の 世 之 介 は 江 P に 旅立つ。 け ふ 二日： z の 泊り に 鈴 鹿の 阪の 下の 大竹屋 とい ふ大 座敷に つ いて 、「水風呂に 

人 も あへ す、 さて 此 宿に 口き くや さ 者 は、 品定めけ る、 鹿 山吹 みつとて、 此 三人 其比柴 人の、 すさみに もうた ふ 程 

の 女と て、 かれら を 集め、 夜の あくるまで 山水の、 絕す飲 か はして、 さらばの 鳥 に^れて」 ゆく のであった。 

「旅ので き 心」 の 章で、 「若紫」 の俤 をう つす もの は た^これ だけで ある U それ も 巧みに 掠めな して ゐる。 

北山に 登って、 加持 を 受けた 源氏 は、 聖の もと を 退る とすぐ に、 後の 山に 立ち 出で て 京の 山 を 見る。 供の 人々 

は、 源氏の 心 を 紛らさう とて、 國々 の 名所の 品定め をす る。 品定め は 明 石 の^の 上に も 及んで、 例の 女の 品定めと 

なる。 世 之 介の 大 座敷 はこの 後の 山で あり、 宿の やさ^の 品定め はこの 品定めであった。 、源氏 は 京より 迎 へに 來た 

人々 と 消く みか はした。 「落ち 來る 水の さまな ど 故 ある 瀧の もと」 であった。 「山水の. 絶す 飮か はし」 の 語 はこれ に 基 

づく。 それば かりではなかった。 本文の こ、 ら あたりに は、 幾度と たく 山水と いふ 言葉が 用ゐら れてゐ る。 紫 上の 

ゆかりの 儈 都が、 源氏に まゐ ると ころに も、 、源氏の 一一 一一 n 葉と して、 「山水に 心と まり 侍り ぬれ ど、 內袅 よりお ぼっか 

ながらせ 給へ る^ければ なむ」 と ある。 「さらばの dl」 と績 くの は、 これで あらう。 しかし、 西 鶴の 細心 はこ、 に 

意 をう けたがら、 「さらば」 の  一一 一一！！ 葉 を も その ま、 に 持って 來 るの を 忘れなかった。 源氏が 後の 山の 品^め を 終って 

後、 すぐに 歸 らうと する の を、 聖が 今宵 はな ほ しづかに 加持な ど 奉りて 出で させ 給へ と 山-し 上げる。 「^ も か 、る 

旅寢 になら ひ 給 はねば、 さすがに を かしくて、 さらば 隙に」 と^はれ た。 さらばの 鳥 の 「さらば」 の 出 所 はこれ で 


あらう 0 

^之 介 は. 江 尻に 宿った。 その 夜 歌說^ を 聞いた。 宿の はした 女に^ ねる。 t は 「されば 此^に、 わかさ、 お 松と 

て、 兄弟の t ありけ る" 其貌 喪み せましたい 其.^ 郞の n まね をして、 あれ は」 と 答へ る。 世 之 介 は 兑ぬ戀 にあ こが 

れた。 もう 江 戶行を 忘れて、 長滯留 する。 

被の はらからの 女に 驯て、 其 夜の 枕 物語、 左の かたに わかさ、 右の かたに、 わか 松と 召れ さむら ふぞ や、 八， 中 

納言平 さまと、 名に 立て、 都への ぼらば * つれて ゆか ひで はと、 抱の 人に 隙と りて、 今 切の 女 乎 形 も、 人の 情 

にて 立 こし、 其 暮は， ふた 川と いふ 所に、 旅寢 して、 過に し 比往來 を^め て ありつる、 物語 もお かし、 

「左の かたに わかさ、 右の かたに わか 松と 召され さむら ふぞ や」 は 直に 「松風 村雨と 召されし より」 を 思 はする さ 

へ あるに、 「八/ 屮納 一一 一一 a 平 さま」 とも 斷 つて ゐる。 ^曲 「松風」 が原據 であると 思 はせられ る。 さう 思 はせ ながら、 

西 鶴 は それよりも 重く、 「^勢 物語」 を 土臺 として ゐる。 顧みて、 江 尻 あたりの 难に、 「伊勢」 の 風情 も少 から. f 搖 

うて ゐる ことが 注意され る。 

むかし^ は、 春 日の 里に 「いとなまめ いたる V はらから」 を 垣間見た、 古里に いと はしたなくて ある を 見て 心地 

まどうた と ある その 女 はらから を、 わかさ、 若松に 仕 立直した ので ある。 西 鶴 はまた それ を 村雨 松風に 託しても ゐ 

た。 「松風」 に は ゆかりの 一本の 松が ある。 西 鶴の 俳諧 は、 その 松 をす ぐに、 あね はの 松に 兌 立てる。 さう して 「都 

への ぼらば、 つれて ゆか ひで は」 と 言 ふので あった。 

むかし 男 はまた ii 奥の 女に 戀を ゆるした ことがある。 女 は すさまじかった。 二度と は 通 はない。 た^ 京へ まかる 
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^に、 歌 一 首 をお くった。 

栗 原の あね はの 松の 人なら ば 都の つとに いざと いはまし を 

歌 は.^ が 人が ましくな いために、 連れて行か ぬの 意 を 裏に 隱 して ゐる。 ^之 介の 場合 はさう ではなかった。 故に？ I 

鶴 は 歌の ず： 面に ついて 言葉 を 採った ので ある。 

水無月の 程 は、 蚊の 聲、 もの 悲しき 夜は萌 黄の 一 ー疊 つり、 次の間に 釣懸、 はだへ みる 人 もな き 物、 いっそ はだ 

かよと 獨 事に 巾せ ぼ、 其 聲 にっきて、 御伽に まいろうかと、 それより 事 調ぬ、 叉 冬の 夜 は、 寢 道具 を、 かす や 

うにして かさす、 庭 烏のと まり 竹に 湯 を仕懸 て、 夜 深に なかせて、 夢覺 させて 追 出し、 &々 つらくあたりぬ 

る、 其 報 ひ、 いかばかり 今の がれての、 有難 さよと、 

あね はの 栓に喩 へられた 女 は、 その はじめ、 男 を戀 して 歌 を 詠む。 歌まで も 鄙びて ゐた。 はさす がに 哀と 思つ 

た、 その 意に 從 つた。 「いきて 寢に けり」 と 本文に ある。 その 筋 をう けた 两鹧 は！ I びた 欲說^ 女に、 旅 寢の客 を 誘 

はせ る ことにした。 客 はつい 御伽に まゐ らう かと、 それなりに 事 調 ふやう に 改めた ので ある。 

むかし 男 は、 いきて 寢 はした もの、、 荒凉の 感を懷 いて、 夜 深く 歸る。 t はわび しかった。 

夜 も 明けば きつに はめた むく だかけ のま だきに 鳴きて せな を やり つ る 

と 詠んだ。 西： i がその 俤を とり、 その 歌 を 利 おして、 鶴 を まだき に 鳴かす 祕法を 書いた のが、 これで ある。 

俳諧の 妙 は 聯想の 絲の 細く して、 また 數 多き にある。 少 くと も談 林の 俳諧 は それ を 生命と する。 聯想の 絲の紬 さ 

は、 配き の 奇拔で 人 を 驚かす ことになる。 數の 多き は 融通 自在で、 また 人 を 驚かす ことにた る。 西； i は 「伊勢」 を 


もぢり すち つて、 この 散文の 俳諧 を 書いて 來た。 夜 も 明けば の 歌から、 鶏 を 鳴かせ、 さて 旅客 を 追 ひかへ す 流れ 

の 身の 苦し さ、 世 之 介に 身 請され て、 その 苦し さからの がれた 有難 さ を 書かう とした。 鶴、 —-- のがれての 有難 さ 

I そこから また 聯想させる ものが ある。 西 鶴 はお そらく こ、 で 「盛 久」 の 一節 を 口す さんだ であらう。 さう して 

i ハ報こ い 力" 力り 今の がれての、 せ灘 さよと、 いやましに、 よろこび 侍る に、 ひとつの 難篛 あり、 いつ 音 3 

の 山 を 兌る まで、 逬 すからの、 遣 ひかね とてもなくて、 

と 書いた ので あらう。 

「盛 久」 は、 平家の 侍 主馬の 盛久が W へられて 鎌 倉に 下りて 斬らるべき 前夜、 日頃 信す る觀世 音の^ 夢に よって 救 

はれる 筋で ある。 

旣に八 聲の鶴 鳴いて、 御 最期の 時節 唯今たり、 门 十々 御屮 Z で 候へ とよ。 

ヮキ 役の 土 屋三郞 にかう 促されて、 盛久は 足よ わ/ \ と 立ち 出で て、 最期の 座に a る。 觀 昔の 御名 を唱 ふれば、 太 

刀 取の 太刀 は 二つに 折れて 段々 となる。 「末世に て はな かりけ り、 あら 有難の 御經 や」 西 鶴 はこれ によって、 「./, の 

がれての、 冇難 さよ」 とわ かさ、 若松の 述懷を 書いた ので あらう。 

しかし、 さう のみい ふの は、 朱 だ 西 鶴の 筆の 運び を 解さぬ 者であった。 彼 は 平く から 「盛 久」 を 利用して ゐた。 

伢の 「も 勢 物語」 と、 とり 交ぜて 書いて ゐ たので ある。 「表しく も 歸る波 かな」 「ひしき ものに は 袖 をし つ、 も」 な 

ど を 聯想させる 江 尻 あたりの 文 は、 また 「盛 久」 の 

r 越えて は 關に淸 兌^ 地べ 三 保の 入お W 子の 沛、 うち 出で て 兌れば 眞 白なる、 雪の 富 士の嶺 箱 根 山- 
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を 下に m へて ゐた。 

世 之 介 は 路銀に 闲 じた、 いつ 都に：！ られ るか 當 がない。 西 鶴が それ を 「いつ- 羽の 山を兑 るまで」 とおいた 0 

も、 また 「盛 久」 あるが ためで ある。 「盛 久」 に は シテが 京 を 立つ に^って、 淸水 寺に 名殘を 惜しむ 心が かう ま门れ 

てゐ る。 

あら 名殘 をし や、 いっか 义淸水 寺の 花 盛 if 歸 る^な き名殘 かな シテ^ W に 立てぬ も 音 羽 山 地 〈瀧 つ 心 を 人知 

らじ 

それにしても、 うるさ 過ぎる 西 鶴の 聯想で ある、 誥 曲の 好みで ある。 さきの 本文の つ V き、 

遣 ひかね とてもなくて、 . I ふたりの 女の、 うは 氣 など をし ろた し、 芋川と いふ 里に、 ^松む かしの 馴染お て 

人の 住 あらした る使葺 をつ ビ りて、 所の 名物と て、 ひら！！ 飩を 手馴て 往來の 駒と めて、 袖 うちはら ふ. - 雪 か 

と、 见れ ばな と、 うた ひ懸 て、 火、 を燒 片手に も 昔し めの、 糸 を はたさす" うか，/ \ とおと ろ ひ、 後 はふたり 

の 女 も 花 蘭 山の、 しも 現に、 まこと Q 髮 そりて 抵に すてられ、 たのしみし 人に、 捨られ 道心と ぞたれ る。 

竿 川の 名物 餵飩の 粉の 聯想 は 11; となり、 袖 うちはら ふの 敬と たって、 こ，^ にも. 1 曲 一 鉢 木」 が撖 合せられ たので 

ある。 「ふたりの 女の、 うは 氣 など をし ろた し」 のしろ なし は、 浮氣 すな はち 媚 として は、 や、 ふさ はしから す 忍 

はれる。 うは 氣の氣 は 菘の假 字 か、 西赖の 用語 例に はこれ ほどの 假字を ゆるして ゐる。 もしう は氣 が上涪 ならば、 

それ も 「鉢 木」 の 「人 は弒鹜 を 着て 立って 徘徊す」 の鶴氅 から 來てゐ る 害で ある。 上着 をう は氣 にかけ たと すれば • 

それ は貞 門の 俳諧と ならう、 それから 出た 近 松の 洒落と ならう" 西 鶴の 意の あると ころ、 ついに 知る よしがない。 


西 鶴 は 「旅ので き 心」 の 一章に 於いて、 「源氏」 で 惑 はせ、 誥 曲で 惑 はせ、 「倂 勢」 で 惑 はせ る。 「伊勢」 かと 忍 

へば. i 曲、 謠曲 かと 思へば 「^勢」、 二 段 三 段の 構へ して 自ら 奴む ものであった。 烦 はしい ほどの この^のお 謎な 

も、 こ、 で 止めたなら、 まだ 西 鶴から 揶揄れ はせ ぬかの 懸念が ある。 一事 を 書き 添へ る。 

西 鶴から 揶揄れ さうな とい ふの は、 微飩展 の 亭主^ 之 介の 趣 向 を、 言^の 表からの み 兌て 「鉢 木」 とする ことで 

ある。 西 鶴の 微笑が 嫌 さに、 鑿 解のお それ を 冒して まで、 考へ てお きたいの はお 馬 相 如と 单文 君の 艷事 である。 

司 馬 相 如 は 臨邛に 遊んで 富 人 卓 氏の 女 文 君の 美しい の を：^ た。 忍 ひの たけを 詩に ものして、 琴に 合 はせ て欹っ 

た。 文^ は 戶の隙 問から 鈸 つて、 うれしい と 思った。 二人 は 手を携 へて 出奔した。 問 もな く 遣 ひ 金 も なくなつ たは 

てに、 二.，、 はまた 臨邛に 流れて 來た。 ^氏の 家 近くに^ お を I！ く。 文^ は 酒の 酌 をす る、 相 卯 は 犢暴襌 一 つで 器 を 

洗 ふ。 卓 氏 は 兌る に 忍びない。 つ ひに 二人 を迎 へた。 忍 ふ 壺に當 つた 後の 相 如の 身 持 はよ くない。 あだし 女 を娶ら 

うとす る。 文 君 は 悲疝の 情 を 一 詩に 寄せた、 白 e 、吟 これで ある。 初 句に 「- s 如 山上 雪」 と あり、 中に 「願^ 一  心 人、 

£： 頭 不和 離」 と ある。 相 如 はこれ に 感じて、 その 女 を娶る こと を 止めた とい ふ、 かう いふ 事が 傅 へられて ゐる。 

一心の 人 を、 右に 左に 女 はらから を ガ门す 人と し、 山上の 雪 を 餵飩の 雪と したの が、 例の 俳諧でなかった か。 「た 

のしみ し 人に 捨てられ」 と あるの も、 それと 述 繋が あり はせ ぬか。 とにかく ありふれた 二人 比丘尼の 懺悔 物の 型と 

ど つ か逮 ふところが ある やうに 思 はれる。 

この やうに、 西敉の 原據を 探し出し たのに せよ、 まだ /(\ 西鸫を 博識の 士 にして しま ふ 虞 はない。 ものの： キ； りの 

淺さ 深さ は 別と して、 どうして もこれ だけの 故事 を 心得て ゐ なければ 出来かぬ るの が談 林の 俳諧であった。 ^^は 
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談 林の 俳諧から いへば、 立派な 鼻唄で ある。 「伊勢」 や 「、源氏」 にしても、 有識 故實 とい ふこと になる と刖 である 

が、 むかしの 物語と して は、 常識に なりきって ゐた。 「、源氏」 の 梗概の 書が 頻りに 俳人に よって 成された の も、 その 

用意の ためで ある。 「西 鶴の 「源氏物語」 に對 する 造詣の 程度 は詳 でない。 しかし、 筋讀 みとして は 別に 學者 畠に ひ 

け を とらぬ 程で ある こと は 認められる。 梗概の 書から は、 とても 出来さう もない 彼の 俳諧 仕 立で ある。 |,白頭< &.」 の 

こと また 怪しむ を耍 さない。 西鹤は 「袖の 時雨 はか、 るが 幸」 の 章に も、 蘇 東 坡の詩 を 引いて ゐる。 その 類が なほ 

他に も 散見す る、 尤も それ もこれ も貞 門の 俳諧、 談 林の 俳諧に 慣 ffl せられて ゐる ものに 過ぎない。 それにつ けて 

も， 貞享 元年、 住吉 社頭の 一 一 萬 三千 句の 大矢數 の 俳諧が 現存し ない ことが 憾みで ある。 一 日 一 夜に それほどの 句 を 

詠む とい ふの は、 畢竟 は 腦裡の 塵を棄 てる やうた ものである。 塵棄 場から、 そこの 料理 場の 有 やう は努鬆 される。 

更に 佳肴 「好色 一代 男」 などの 材料 を數へ 立てる ことが 出来る はすであった。 なほ 今殘る 一日 g: 千 句の 俳諧から 

も、 之 を 推測す る こと は 十分で ある。 

けれど、 人生の 觀 察に 於け る ほどの 鋭 さが、 源氏 讀 みの 上に も存 する こと は 極めて 明瞭で ある。 急所々々 を 取つ 

て 押へ る 手際が あって、 はじめて ：4<喑 な 俳諧が 出來 るので あった。 まして 西 鶴が その 頃の 古典の 飜刻、 また 古典の 

新 註に 注意 を拂 つた 形跡 はたし かに ある。 「好色 一代 男」 の 成る の は 偶然でなかった。 

「旅ので き 心」 は 「若紫」 の 飜案を 尋ねる 者 をして、 S はぬ 方にまで それさせる。 複雜 なる 彼の 俳諧 は 幾度 か 「.源 

氏」 にの み專ら である こと を 期しながら、 旁 系の 原 據を粲 てること を ゆるさなかった。 たに、 しして、 この 後 は 「讅 

曲」 にだけ は 觸れた いこと にす る。 


「若紫」 の 飜案は 「一 代 男」 の 中に まだ 一 っ殘 つて ゐる。 少し 離れた 卷 三の 「集 禮は五 匁の 外」 である。 

「若紫」 の 源氏 君 は 北山の 宿 を わびしく 思って ゐる。 けれど 主の 僧都 は 心を籠めて もてなしに 忙しい。 世に 珍しい 

菓物を 何 くれと なく 谷から 堀り 出して 奉る。 、源氏 君が 京に 歸る折 は^ 土將來 のい み じき 物々 を さし 上げる。 君 もま 

た 布施、 まう けの 物な ど、 さま，^ に遣は される。 山が つにまで 然るべき 物 を 下された。 

別の 荽は 瀧の 下で 催された。 京より 迎へ の 人々 は 歌 をうた ひ、 蓽篥を 吹き、 笙を 吹く。 、源氏 君 も 琴 を かいならし 

た。 君 を 見 奉る 山の 人々 は、 「この 世の ものと も 覺ぇ給 はす」 と^-する。 

僧都 も、 「あはれ 何の 契に て、 か、 る 御 様ながら、 いとむ つかしき 日の 本の 末の世に、 生れ 給 ひつら むと、 見 

るに いとなむ 悲しき」 とて IM おし 拭 ひ 給 ふ。 

紫の 上 も、 君の 姿 を 美しと 兌た。 父の 兵 部卿宮 より 美しと 評した。 ^の 去った 後 も 

雛 遊に も、 繪畫ぃ 給 ふに も、 源氏の 界 とっくり 出で て、 淸ら なる 衣涪 せかし づき 給 ふ。 

「若紫」 が 「集 禮は五 匁の 外」 と 交涉の あるの はこれ である。 

二十 五 歳の 世 之 介 は 寺 泊の 傾城 町に 遊んだ。 揚屋 もなかった。 親方の 家 はわび しがった。 しかし、 夜食の 勝 はよ 

かった。 「先 蓋 を あけ ぬれば、 小豆 食是 はお もしろ ひ、 鲭 きざみて、 楝蓼^ 合 こそ、 心に くし」 これが 僧都の もてな 

しに 當る。 壁 一 重 あちらで は、 所の 若^が、 流行お くれの さ. -ん ざの 小歌の 稽古に 夢中であった。 柴垣 踊 も 知らな 

いので ある。 これが 瀧の もとの 遊びに 當る。 

その 夜の 遊女 は 限りなき 好意 を 世 之 介に 寄せる。 
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我. 江戶 にて はじめの 高 雄に、 三十 五まで ふられ、 其 後 も 首尾せ す、 今お もへば 惜ひ事 哉、 この 女 か、 共 太夫に 

て、 是程自 .S になら ば、 尤 おもしろ かる まし、 昔 をお も ひ 出し、 うそ 腹た つて、 むく 起に して、 【能歸 る、 

その 遊女が、 源氏^の 姿 を 美しと 兑た紫 上の 俤 である。 高 雄の 事 は、 源氏 君の 煩 惱の秫 である 藤壺 のうへ を 句 はせ た 

のであった。 世 之 介 は 同道の 人に、 付 と^け をよ いやう に賴ん だ。 

あるじに 三百 ロ^; に 百、 はたらく 女 共に、 贰 百、 合 六 百 文 蒔 ちらせば、 いづれ もお どろき、 さても 大氣 な大じ 

んと、 

源氏 君が 山の 人々 に 遣 はした 贈物 は、 かう いふ 姿と なって 現 はれた。 

近付に 成し 女郞、 袖 を かざし、 舟ば たまて おくりて、 互にみ ゆる ft は 小手 招き、 京に て 出 口まで、 送らる &心 

知ぞ かし、 彼女 郞 舟に のり さまに、 私語し は、 こなた 日本の 地に、 居ぬ 人 じ やと 申け る、 心に か、 れど、 今に 

合點 ゆかす、 

西 鶴 は 源氏 君 を 評した 僧都の 言葉 を こ、 に轉 用した。 「あはれ 何の 契に て」 と 僧都の 解さなかった の を その ま、 に • 

^之 介に 「今に 合點 ゆかす」 と^はせ たので ある。 

僧都が 解し 得ない とい ふの は、 前^の 因^に 關 する 事で ある。 刖に紫 式部に 聽 くまで もなかった。 世 之 介 をして 

合點 ゆかす と 思 はせ る 西 鶴の 意 は 何で あるか。 

丙 鶴は當 面に は、 世 之 介の 堅 藏を喑 示す る ことにした。 その 堅 蔵が 唐人、 紅毛人 を 思 ひ 出させる。 R 本に 居ぬ 人 

を 聯想 させた の は それが 爲 である。 、源氏 君の 美し さ、 やさし さは、 古い 昔の 物語の 事で ある。 今の 好色本で はかう 


書かなくて はならなかった。 

こ 1 はまた 遠く^ 之 介の 女 護 島 行の 伏線 をな して ゐる。 ^之 介が 女 護 島 渡りす る 前^に、 長 崎に 遊んで、 ^人 紅 

モ 人の 遊び ぶり を 評判す るのと M じ 心からで ある。 

西 鶴の 散文的 俳諧 は、 「漪氏 物語」 を 前 句と する 附 味の 外に、 また 一 部 一 卷に 通す る 心 を 求める。 これ も その 一 例 

として 兒られ る。 

r 一  代^」 を 通じて 五十 §： 話、 最後の 「床の 荧逬 4に が卷の 名のみ ある 「雲^」 に假 託した の を 除けば、 「源氏」 の 

本文に 據る もの は 五十 三 話で ある。 それにして は、 餘 りに 多く を 「お 紫」 の飜案 に 割いて ゐる。 しかし、 それと ほ 

^同数の 翻案-は 「夕 翊」 に 於いても 見る ことが 出来る。 卷 二の ：| はに ふの 寝道具」 はいふまで もない、 その他.' 卷 

s の 「因果の 關守」 に續 く^ 之 介 一 一十 九 歳の 章 「形見の 氷ぐ し」 以下 四 章、 すた はち 「夢の 太刀 虱」 r 替 つた 物 は 

男 傾城」 「晝 のつ り 狐」 は 一括して 「夕顔」 の 翻案で ある。 

「好色 一代 男」 と 「源氏物語」 との 關係 は、 明治に 於け る 西 鶴 硏究の はじめ 頃から 問題と せられて ゐた。 特に 「形 

见の 水ぐ し」 と r 夢の 太刀 風」 と 「夕 額」 の關 係が 顯 著なる 例證 として 引かれて ゐた。 一 H 瞭然た る ものが あるか 

ら である。 今 はもう 西 鶴 常識に さへ たり 決って ゐる。 從 つて. こ、 に、 それに 就いて 辚說 する こと を 避けろ。 た^ 

後の 二 章 は、 ともす ると、 「夕^」 と 何等の 交涉 のない やうに 思 はれが ちで ある。 烦 しいが" ー應の 解說を 試みる。 
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r 替 つた 物 は 男 傾城」 に 扱 はれた の は、 御殿 t 屮 である。 大名の 奥方に^つ か はれろ 女 屮方は 刃と いふ 者 を W る^ 

も 稀に、 二十 四 五 迄 も、 枕繪、 一人 笑 ひ を 兌て、 ゎづ かに 驟 を 慰める。 これ さへ、 結局 は 辛氣の 種と なる。 その 女 

中の 一 人が、 女屮 頭から、 錦の ふくろに 包んだ 異様な 道具 を K り、 たけ はこれ より 少しお いの をと いふ^し い 註文 

を 承って、 堺町邊 の 細工 人の もとに 使す る。 生憎と 望む ほどの 物はなかった。 主に 巾し つけて 歸る 途中、 ゆく りな 

く 之 介に.^ つた。 常時 三十 一歳の 彼 は、 江戶 にあって、 ^犬 權兵衛 の もとに 身 を 寄せて ゐ たので ある。 女中 は 便 

宜を 得て ^之 介に 囁いた。 

近 比 指 あたりた る 御難 翁に 候へ ども、 まづ は、 御 人 體を見 立、 是非に、 賴 たてまつり 候、 私 は、 或 御屋敷 方 

に、 勤て、 奥 さま、 まぢかく ありし 身に て 候、 かたれば 長し、 親の 敵 程に 存じ 候 人 を、 け ふとい ふけ ふ、 兑 

付 巾 候、 女の 身 なれば、 及 難し、 御う しろ 見、 あそばし、 此所 お" はらし 候 やうに 

淚 ながらの 物語に、 世 之 介 は 即座に 承引す る。 宿に 歸 つて 鎖帷子に 身 を 堅め、 同じく 鉢卷、 n 釘 竹に 心 を 付て、 と 

つて かへ せば、 女 は 急ぐ 風情 もな く、 錦の ふくろ を 出して、 是 にて 我心の 程が 知れます、 御覽 とい ふ、 紅の 鍺を解 

けば、 中には 何年 かっか ひ 減して さきの ちび た 物。 興さめ てこれ はとい へば r 此形 さま をつ かふ 時には、 死 入ば か 

り ^ふに より、 命の 敵に あらす や、 此敵 を、 とりてた ま はれと、 世 之 介に 取 付」 世 之 介 は 直に その 意に 從 つて、 敵 

とい ふ もの を 討って やる。 「夕 卸」 に はもと よりこん な 筋の あらう 喾 がない。 例の 俳諧の 手段と はい ひながら、 西 鶴 

は 何に 本づ いて、 かう いふ 趣向 立て をした ことで あらう か。 その 穿鑿 は 西 鶴が いかに 細心に 「夕顔」 を， 請んで ゐた 

か を 證據 立てる。 それよりも、 西弒が 「、源氏」 の 中から 利用し 得られる 筒 所 をい かに 敏く捉 へ、 いかに 巧みに 利用 


した かの 一 證 左と；^ る ことが 出來 る。 

「夕顔」 に は ー揷 話と して、 源氏 君と 六 條御息 所の 侍女、 中將 のお もとの 交涉が 書れ て ある。 霧の いと 深き 朝で あ 

つた、 源氏 ijH は 御 息 所の もと を辭し 去らう とする、 中 將は廊 の 方へ 御 見送り 申す、 紫苑 色の 折に あ ひたる、 羅の裳 

あざやかに 引き ゆ ひたる 腰つ き、 た を やかに なまめ ける 姿であった。 いつにても あれ、 機 會を遝 さぬ 源氏 君 は， a 

かへ りて、 禺 の^の 勾 欄に、 しばし 引きす ゑる。 中將 のうちと けぬ ものごしが、 彼の 心を惹 きつける。 「咬く 花に 

うつる て ふ 名 はつ、 めど も 折らで 過ぎう きけ さの 朝顔、 いか^すべき」 と、 源氏 君 は 手 を とらへ る。 もの 馴れん 屮將 

は齄 かなかった。 早速の 挨拶と て、 「朝霧の はれま を 待たぬ けしきに て 花に こ、 ろ をと めぬ とぞ兑 る」 と 答へ る。 い 

ふところ は、 自らの 心 をい ふに あらす して、 おのが 主、 御 息 所の 上に 託する ので ある。 「源氏」 の 作者 は、 これ を 

「お ほやけ ごとに ぞ聞 えなす」 としる して ゐる。 

西 鶴 は そのお ほやけ ごと を わたくしごとに 轉 用した ので ある。 主人の 道具 を祯 に、 おのが 思 ひ を 晴らす 奥 女中に、 

その 中 將を變 へ、 いひ 寄る、 源氏 君 を、 いひ 寄られる^ 之 介に かへ たので ある。 「源氏」 の 本文に は、 また そこに、 短 

いながら 巧みな ュ I 乇 ァを點 出して ゐる。 

を かしげなる さ ぶら ひ 童の、 姿 好ましう ことさらめ きたる、 指貫の 裾 露 けげ に、 花の なかに まじりて， 朝 S 折 

りて まゐる ほどな ど、 繪 にか、 まほ しげな り。 

侍 童い まだ 年少に して、 事 を 解さなかった。 源氏 君の 「折らで 過ぎう きけ さの 朝顔」 を： 一一 一 n 葉の^ に 即して、 朝 額 を 

折って まゐ つたので ある。 本文に 於け る 笑 ひ は、 これほどの 輕さ である。 それ を 哄笑に 轉 じた 西 鶴の 轉 合が 注意せ 
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られ る。 尤も Is, ぬに は、 その 轉 八：： の屮に 奥女屮 なる もの を ^はさう とする 計畫の ある こと はいふ を耍 さない。 

r 晝の つり 狐」 と 「夕 顏」 の關 係は械 めて 稀薄で ある。 それ は 殆ど 題目の 上に 於いての 關係 であると いってよ い。 

その 章 は、 老女に 一 生の 中の い たづら を 語らせる 趣向に なって ゐる。 語り 出づ るの は、 切贳 雪隱、 しのび 戶棚、 あ 

げ疊、 { 仝寢 入の 戀衣、 後世の、 引 入な どの、 くら 事であった。 それが 「夕顔」 と關係 ありと すれば、 ついにお のが 

素性 を 語らす、 過去の 戀を 明さぬ 夕顔の 上 を、 戀の てだて、 §: 十八 乎の 秘密 を すらすらと 說き 聞かす 老婆に 逆用し 

たまでで ある。 それよりも、 源氏 君が 夕顔 をな にがし 院に誘 はう とする 時の 問答、 夕顔の 「なほ 怪しう、 かく 宣へ 

ど、 世づ かぬ 御 もてなし なれば、 もの 恐し くこ そ あれ」 に對 する 源氏 君の r げに、 いづれ か 狐なら むな、 たに 謀ら 

れ 給へ かし」 の 「狐」 によって、 世 問 を 誑し 謀る くら 事と 關係 づけた 名 題の 方に、 重要なる 交涉の ある こと は 勿論 

である。 

おも ふに、 is 鶴 は 古 へ の もの 、あはれ 床しい 一 部の 書 を、 あらぬ 今様 姿に 仕 立直す 計畫に 於いて、 人々 を 驚して 

足れり とせす、 更に、 各 章の 翻案ぶ りの 奋拔、 時に 原據に ひたりと 即き、 ^に 原據 からさら りと 離れて、 人々 を 驚 

さう としたの であらう。 どうかす ると、 謎に もな りかね ぬ談 林の 手法 を、 こ、 にも 用ゐ たので あらう。 少く とも，： 晝 

のつ り 狐」 と 「夕顔」 の 關係は 謎と いひ 得る。 けれど、 この種の もの は 他に も 多く^す る。 今、 ついで を 以て、 更 

に奇拔 なる 俳諧ぶ り を 見て おく ことにする。 

卷 六に 「匂 ひ はか づけ 物」 の  一^が ある。 吉 原の 名物、 口舌の 上手、 太夫 吉 田の 利發の 話が 書れ て ある。 それに 

馴染 を 市： ねて ゐた世 之 介 は、 例の 浮氣 から 他の 太夫に 移る とて、 何 かの 難 を 見出して、 切れようと 心 構へ して ゐ 


た。 折も折、 吉田は 廊下 を 過ぎ ゆく 時に、 とり はづ した。 卅： 之 介 も、 供 も、 潢乎 をう つて、 「おもしろの 春邊 やな • 

天 晴、 くぜつの もと だて、 m, 而 出たら ば、 庵 敷が 嗅 ふて、 居られぬ とい はふ」 などと うれしがる。 やがて、 士 2 田 は 

衣装 仕替 へて、 櫻 一本 持ながら 立ち 出る。 その 態度に 壓れて 誰も ものい はぬ 時、 吉 田の 方から、 r 此 中の 御 仕方、 惣 

じて、 よめぬ 事の み、 はじめより あかる、 までとの、 御った へ、 成程け ふ 切に、 あきました、 御 げん も、 八， より 後 

は」 とい ひ 出して、 すぐに 立ち去る。 ^之 介 は 裏 を か、 れて W 然として 辭し 去る。 この 仕な しょからぬ^ と 沙汰せ 

られ て、 望みの 太夫 もつ いに 逢はなかった とのこと である。 

これ は 「滎」 の卷の 面影で ある。 源氏^ が、 夕顔と 頭 中將の 問に 生れた 玉鬉を 養って 子と しながら、 いっか それ 

に 心 を 焦す 仕な し は、 たしかに よからぬ 沙汰であった。 屮 にも、 玉鬉に 思 ひ を 寄せて ゐる兵 部卿宮 を、 ひき 合せ 

て、 物^から 窗の話 を 立聽く 態度 は惡 かった。 また K が 玉髮に 執心な の は、 わが 娘と 思 ふためで あらう、 よし それ 

ならば、 玉鬉の 美し さ を 兌せ て、 一段 と^ひ 惱 ませようと、 かねて 薄い 紙に 包んで おいた 多くの^ を、 突然と り 出 

して、 その 光で 玉鬉を あら はに 見せた 仕 打 は 更に 悪かった。 「源氏物語」 の 作^ は、 すでに その 態度 を 評して、 「馊 

の わが 姬君 をば、 かくしも もていで 騷ぎ給 はじ、 うたて ある 御 心たり けり」 といって ゐる。 

源氏 君 は、 また 機.^ ある ；母に いひ 寄らう とする。 「^ひ あまり 昔の あと を たづ ぬれ ど 親に そむける 千ぞ たぐ ひな 

き、 不 求なる は" 佛の 近に もい み じく こそ 言 ひたれ」 ともい ひ 出 づる折 もあった。 しかし、 玉鬉は 「ふろき 跡 をた 

づね ぬれ どげ にな かりけ りこの^: にか、 る 親の 心 は」 と：！ に 答へ る。 源氏^ は その 现に壓 せられざる を 得ない。 本 

文に いふ、 「心 はづ かしければ、 いといた くも 亂れ給 はす」 と。 西 鶴が 吉 ffl の 口 古上 手に 擬 する 原 據 はこれ であつ 
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た。 

蛰を 放つ の 一事、 西 鶴 はまた 棄 てなかった。 これが その 卷の 服：：： であるから である。 

手 は 野 風 程 害て、 然も、 歌笾 に、 こ、 ろざし 深し、 或 時 飛 入と いへ る、 俳諧師、 凉し さや 夕よ し £ が庳敷 つき 

と、 有に、 ^飛 入 我 床のう ちと 即座の 脇、 是に かぎらす、 毎度 聞かれ し^ぞかし、 

吉 田の 口 古上 乎、 歌道の 志 は ともあれ、 この 脇が 果して その 詠で あるか、 どうか は、 飛 入と いふ 俳諧師が 實 在の 人 

物なる か、 否 かと 共に、 深く へる 耍もな い。 文面す でに その 洒落 を 明に して ゐる。 まして、 吉 田に 放屁の 事實が 

存在す るか、 否かに 至って は、 はじめから 問題に する 必耍 もない。 何と なれば、 西 鶴 は 「塋」 を、 直に 「屁 乖」 に 

捩って、 この 一 章の 趣向 を 立てた からで ある。 

もはや、 こ、 に 至って は、 「ほたる」 が r 火乖」 であると か、 ない とかの 議論でなかった。 あなむ づ かしの 語原 論 

や、 と 西 鶴 はさつ さと かう いふ 轉 合に 與 する のであった。 「一代 男」 の談 林ぶ り は、 「源氏」 の卷の 名の 拫り 方と、 

「晝 のつ り 狐」 の 名 題に 於け る 「源氏」 の 本文の 附會の 程度から も、 推測す るに 十分で あると^ はれる。 

I 一 

西 鶴の 飜案 ぶりの 自在に して 奔放なる、 どの^ は どの 卷に 本づ くと いった ビけ では. 耍顿 を^な い 場合も^ い。 

冗 辯 やや 厭 はしき に 至った の は、 これが 爲 である。 しかし、 以上の 數 例によって、 ほ^ 部分に 於け る飜柒 の 略 を^ 

へ 得た ものと して、 問题を 大綱の 飜 案の 上に 轉 する ことにする。 


西 鶴 は 「源氏」 を飜 案す るに 當 つて、 まづ 「源氏」 の 大綱 を 移さう とした。 故に 「桐 壺」 「帚 木」 の 序次 を 以て は 

じめ、 「御 法」 「幻」 を 前に 据 ゑて、 「雲 隱」 を 以て 筆を收 めた。 その 屮 軸に 「須 磨」 「明 石」 を^した。 かくして ほ 

^ 「源氏」 の 輪郭 を努鬆 させた。 しかし、 すべての 章が 必す しも 「源氏」 の 順序 を 追はなかった こと は、 「夕顔」 に 

據る もの を、 幾つに も裁斷 してお いて、 「はに ふの 寢 道具」 と 「形 兌の 水ぐ し」 の 問に， 他の 卷々 の飜案 を^ 人して 

ゐる ことによって 明で ある。 现に 「形見の 水ぐ し」 の^ 前に ある 「因果の 關守」 の { 牛^の 原據 は" 「贤 木」 の 塗籀で 

ある。 

かう いふ 順序の 變更 は、 ^に 「髮 きりても 捨てられぬ^」 と 「女 はお も はくの 外」 の やうに、 配列の 俳諧に よる 

場合 も ある。 けれど 「紅葉 贺」 を： g 據 とする 「n に 三；^」 を、 「須 磨」 を原據 とする 「火 神 鳴の 雲が くれ」 の 前に 邋 

いたの は、 西 鶴が 特に 考慮 を拂 つての 上の^と 考 へられる。 けだし、 「好色 一代^」 一部の 大意 はこ ゝに^ する。 

「源氏」 の 古註 家 は、 しばく 一部の 大意と して、 天 台の 敎蕤 を說 くもの、 また 褒貶 を寓 する ものなる こと をい つ 

てゐ る。 W: 鶴の n の 「源氏」 の 解なる もの は 多く はこれ であった。 西 鶴 は 一長 篇小說 としての S 氏」 とい ふより 

は數 多の 短篇 小 說の集 群と しての 3 氏」 を * 古典と いふ 軌範 を 離れて 味 ひながら、 また 從來の 一部 大意の 解を棄 

てなかった。 彼は繫 いで ゐる 大筋と、 盤れ て ゐる箇 々の 事件 を飜 案す ると 共に、 また 一部 大意の 飜柒を もな したの 

である。 「好色 一代 5?」 の 大意と は 何 か。 それ は 「目に 三 w」 の飜 案と 原據 との 比較に 於いて、 明に 知り 得る 害で 

ある。 

朱 雀院の 行幸に 先立って 試 樂が行 はれた。 殊更に 藤壺 に兑 せようと する 帝の 御 思 召に よる。 源氏^ は 靑海波 を 舞 
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はれた。 相手の 頭 中將も 容貌 用意 共に 傑れて はゐ るが、 、源氏 君と 比較 すれば、 花の 傍の 深山 木であった。 源氏 君が 

舞に 合せての 詠す る聲の 美し さは、 佛の 迦陵噸 伽の 聲 ともい ふべき であらう か。 帝 は 感に埚 へて、 淚を さへ^し な 

された。 ーき壶 はこれ を 限りた くめで たしと^ ふに つけて、 もし 源氏 君との 祕 めた る戀 がなかった たらば、 ましてと 

夢心地であった。 その あくる 朝、 源^ 君から 藤壺に 消息が あった。 

いかに 御覽 じけ む、 世に 知らぬ みだり 心地ながら こそ、 

物 a ふに 立 舞 ふ ベく も あらぬ 身の 袖う ち ふりし こ . ^ろ 知りき や 

あな かしこ 

日^? は、， 御 かへ り もせぬ 藤壺 であった。 今 は 目 も あやたりし 御 様 かたちに、 その ま& には默 して ゐられ なかった。 

から 人の 袖 ふること は 遠 けれど 立 居に つけて あはれ と は 見き 

源氏 君 はこの 返歌 を兑 て、 靑海沢 を 席 樂と知 つて ゐ る藤壺 の 博識に 感じた。 その 手紙 を 持經の やうに 展げて 讀んで 

ゐられ た。  - 

西 鶴が 「紅葉 贺」 に據 ると ころ は た^これ だけで ある。 ま づ試樂 を 見る とてう ち 集 ふ 御 方々 を^して、 遊山に 出 

づる 御所 方の 上臈 達と した。 舞 靑海波 を、 上聪の 衣装の 模様に ほのめかした。 すな はち 、「下に は 水 鹿 子の、 白む 

く、 上に は， むらさき しぼりに 靑沲 波」 とい ふの がそれ である。 さて 肝心の 靑海 波の 舞 を飜す 場合に は、 世-之 介 を 

頭中將 役と し、 ^吉を 源氏 君 役と した。 この 轉換に 作意が あった。 

^之 介 は 七 代の 大分 限 者の 夢 山に 北、 して 島 原に 行く。 彼 は 一二 十三 歳に して、 はじめて 天下 第一 の 遊廓に 遊ぶ ので 


あった。 隱れ もな き 粹士善 吉が案 內 する。 善吉 は、 この 仕懸を 兌^: へと 世 之 介 等に 揚言す る。 しかし 荞吉 はこの 

里に はしる ベ もな く、 丸太 屋の見 世の さきに 挾 箱 を おろさせ、 膝懸 て、 內を兒 やれば、 色 人 許り 集り、 酒飮 んでゐ 

たが、 石 州 は 一 つうけ て、 禿に 申 付て、 門に 居る 善吉 に， 知らぬ 御 方 様へ さします とい ふ。 是 はと 一 一つ 飲て か へ 

で T- ち 

す、 t 郞 戴く 時、 善吉、 御 肴と て 挾 箱から 接 竿の 黑擅、 六す ぢ懸を 取 出し、 僕うた へと いふ。 之介畏 つて、 弄齋 

をうた ふ、 其聲の 美し さ、 彈手は 上手、 さりと て は 石 州が 見 立と、 おの^ 感に 入る。 女 は 馴染の 方へ、 斷 りの 文 

遣し、 ひたすら 善吉と 語り 暮 した。  . 

「目に 三月」 の 主題と すると ころ はこれ である。 西 鹤は斯 くして 源氏 君と 頭 中將の つれ 舞 をと り 入れた。 また 藤壺 

の 靑海波 を 解し 得た 事と、 源氏 君への 返歌 を 趣 とした。 しかも 西 © はこの^; 齋の 上手の 世 之 介 を、 作意に よって 

傷し い 目に 合 はせ る ことにした。 善 吉が石 州に 大 持に 持てた に ひき かへ て、 彼 は 太鼓 女郞 にさへ ふられた ので あ 

る。 彼 は はじめて 島 原の 本場の 遊びが いかに 金 を 要する か を 適切に 體驗 した。 つ ひに 發憤 せざる を^なかった。 

状 之^ T は、 たいこ 女郞 にさへ、 ふられて、 此 n 惜さ、 人に、 買ても ろうて、 遊べき 所に あらす、 おれ も 一度 は、 

中^ \、 是 では、 ^じと ぞ おも ふ。 

斯うい ふ^ 之 介 を、 やがて 大々 々^にす るの が、 次の 章 「火祌 鳴の 雲が くれ」 である。 r 狽磨」 「明 石」 のお も か 

げ を寫し て 、 勘 當を受 け て 、 諸國 流浪 の 身の 世 之 介が 、 父 の 遣 產を貰 ひ 得た やうに、 西 f: は 趣向 を 構へ たので ある。 

二 萬 五 千 貰 目の 遣 產を轆 いだ 後の世 之 介の 生活 は、 ^に 光輝 を發 した。 粹とた り、 譯 知りと なった ので ある。 

西 鶴 は 世 之 介の 生涯に 一線 を剡 して ゐる。 n: 十四 歳 以前の^ 之 介と、 三十： A 歳 以後の 世 之 介と の^の 一線 は、 富 
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まざる 彼と、 常め る 彼との 問の 一線で ある。 また 粹に 到達せ ざる 彼と、 粹に 徹する 彼と を區刖 する 一線で ある。 富 

と粹 との 關係、 これが、 「好 & 一  代^」 一 部 を 莨く 大意であった。 

「一代^」 の 卷四は 「火 祌呜の 雲が くれ」 に 終って、 卷五 は、 世 之 介 三十 五 歳の 章、 「後に は樣 付て よぶ」 に はじま 

る。 世 之 介が 「わけ 知りの^: 之 介 様」 と吉 野太 夫に よばれる ほどの 粹 生活 は、 こ、 から 開展 する。 すな はち、 「一 

代 男」 一 部八卷 の屮、 前 §: 卷は、 粹の资 格 を 養 ふ^ 之 介 を^ し 出し、 後 M 卷は 好色 道の 達人、 粹 世 之 介 を寫し 出し 

てゐ る。 西 鶴 はかくして、 粹の諸 條件を 一 部の 趣向の 中に、 隠微の 形 を 以て 數 へて ゐた。 

骨 之 介が 七 歳す でに 戀を 解す る は その 一條 件であった。 ^まれた る 彼の 境遇 はこの 好き 素質 を 伸びる がま、 に 仲 

す こと を 得た。 腰元から、 從姉、 隣家の 女房、 田舍の 遊女、 京の 私 iS と、 その 經驗を 束ねて ゐた。 「別れ は 當座は 

らひ」 の 彼 は、 ゎづ かに 十  一 ^にして、 京の 八阪 の.^ に、 一 つも 口 を あかせぬ 應對が 出来る ほどの 訓練 を 得て ゐた。 

西 鶴は卷 一 、 すな はち 七 歳から 十 一歳までの 世 之 介に は、 性的 發展の 徑跻を 叙す るに 專ら であった。 

西 鶴 はまた 卷ニ、 十四 歳の 後の 諸 國 流浪の 生 i、 殊に 親から 勘 當を受 けて 後に は、 到る ところの 諸 遊里の 探求、 

また 隈な き戀の 種々 相 を經驗 せし むる 事に 筆を盡 して ゐた。 その 好色 修行 は、 三十 二.、  r 晝の つり 狐」 の くら 事 叫 十 

八手 を 知る に 至った。 しかし、 彼 はついに 金 を 持たなかった。 故に あれほどの 素質と 敎 養と を幷せ おする 彼 も、 朱 

だ粹に 到達す る 最大 條件 を缺 くが ために、 三十 三歲、 「目に 三月」 の はじめて のな 原 遊びに は、 太鼓.^ 郞 にさへ ふ 

られ てし まった ので ある。 その 彼が、 三十 W 歲 にして 大々々 盡 となった。 ^之 介の 粹 者た る资格 はこ、 に 至って は 

じめ て 完備したの であった。 斯 くして 西 鶴 は 世 之 介に 譯 知りの 世 之 介 様と いふ 尊い 稱號 を與 へたので ある。 粹と譯 


知りと は、 語 を 異にして 義を 同じう して ゐる。 悴 はまた 水と も 書いた、 月すな はち 野暮に 對 する 汎稱 である。 

一 二 

粹とは 何 か、 西 鶴が 考 へる 粹の 本質 は 何 か、 これが 西 鶴の 好色本 研究の 焦點 でなければ ならない。 こ& にも それ 

を屮 心と して 說明 すべきで あろが、 今 は 抽象的 解說を 避けて、 西 鶴が どんな 構圖の 下に、 また 「源氏」 とどん な關 

係 を 保ちながら、 粹の 生活 を寫し 出さう としたかの 一端に 就いての み考 へようと する。 西： i の粹の 研究 は、 順序と 

して、 斯く あるべき こと を 信す るた めで ある。 

粹を譯 知りと いひ かへ る ことの 出來 るの は、 戀の 諸譯を 知る とい ふに あるが、 所詮 は 組； i としての 遊廓、 また 職 

業と しての 遊女 本來 性質の 理解に 歸^ する。 西 鶴の 好色本の すべて は、 遊廓の 苏圍氣 を搖曳 する こと を 期して ゐる。 

常時の 文化 は、 遊廓 を屮 心に して 動いて ゐる。 西： i の 筆 は、 最も 巧みに その 時相 を寫し 出した ので ある。 

小刀 鍛冶 の 弟子が お ほけ なく も 太夫 古野に 戀し て 攻 情^む ベ きものが ある、 と 聞いた 太夫 は、 その 心 入 不便と ひ 

そかに 呼 入れて、 首尾して やる.。 その 日 は 丁度 世 之 介 約束の 日であった が.^: 之 介 は 事情 を 知って 咎める どころ か、 

却って 「それ こそ 女郎の 本 怠 なれ」 と^め そやし、 なほ 「我 見 抬じ」 と、 その 夜^に 身 請の 沙汰に 及んだ。 「後 は 

様つ けて 呼」 は、 维を この 事に 起して ゐる。 

遊女 は 一人の 私すべき でない。 また 遊女 は 一人に のみ 身を委 すべきで ない。 傷し いかぎ りで あるが、 遊廓の 紐絨、 

遊女の 職業 やむな きに 出づ る。 これが 惊の逍 であり、 好色の 道で ある。 遊女と 嫖客 はおの/ \> の 逬を體 して、 遊 .1 
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なる 糾；！ の 機能の 活動 を 妨げて はたらない。 永い ra の 修^に よって、 世 之 介 はくる わと 女郎の 本 S の 何で あるか 知 

つた。 譯 知りで あり、 粹 士の稱 ある 所以で ある。 

の 道を设 もよ く 知る 士" 野 は、 最もよ き 遊.^ である。 しかし、 遊女 はかた しき 身 過で あり、 卑しい 職業で ある。 

世 之 介は吉 野の 遊女と して 傑出せ る を 知る と共に、 そ の 卑しい 職業に 從 はねば ならぬ 女の 身の上 を愍 む。 さて こ 

そ、 その 夜 俄の 身 請 沙汰と なった ので ある。 遊女 は 私有す ベから す、 獨^ すべから す、 た^、 か、 る 過^に 於いて 

のみ、 私冇獨 い；： が ゆるされ るので ある。 

よりよ き 遊女 资 格の^ 一條 件 は、 必す しもより よき 主婦で ない。 しかし、 變態 なる 時代相 は、 遊廓 を 以て 文化^ 

一 の府 たらしめ、 また 遊女の 最高 階級 太夫 をして、 文化 第一 の 教養 ある 婦女たら しめて ゐた。 「後に は 様つ けて t -」 

の 後半 は、 身 請され た吉 野が その 鄙の 出なる 故に、 世 之 介の 妻と する こと 難しと 排 せられん とする 時、 その 敎養 

の 限り を盡 して、 世 之 介 一門の 衆 女 を 驚し、 衆 女 却って 彼女 を推擧 する 願 末 をし るして ゐる。 西； i は贲 にこの 事件 

を 叙す ると 共に、 かねて、 當 時の 太夫が、 いかなる 敎養を 有して ゐ るか を 數 へる 形 をと つて ゐる。 

「 一 代 男」 卷五 以下、 世 之 介 を 通じて 展開され た粹 生活の 中心 をな す 遊女 は、 西鹋 當 時と いふより は、 多く は 少し 

前に 溯った 實 在の 人物 を モデルに して ゐる やうで ある。 事 實は天 和の 頃 は、 太夫の 品格の ゃゝ^ 下した 時代で あ 

る。 一 篇の现 想 小説に 意圖を おいた 西鹤 は、 背景 をば 今の 相と した ものの、 人物に は 却って^ 前の 者 を 避けて、 

說に のこれる、 より 高い 昔 姿 を假 りて ゐる やうで ある。 

その モデルの 极 ひが どの 稃 度まで モデルに 忠實 であつ たかは、 今日から はく はしく 知る ことが 出來 ない。 たと へ 


ば吉 野に ゆめ/. 、おらぬ 新 町の 夕霧の 如き は、 時から い へば、 まさしく 西弒も 目睹し 得た 苦の 赏 在の 人物であった 

が、 f 六の 「身 は 火に くばる とも」 にしる されて ゐ るの は、 必， すし も その 人の 實事 のみではなかった。 夕霧が 世 之 

介と 忍び 會ふ折 柄、 ま づ火煃 の 火 を 消して おく。 約束の 客が 來る 早速に、 世 之 介 を 火煃の 中に 隱す。 さて、 不^議 

のた つやう に、 何でもない 文 を 持ちながら、 臺 所へ 逃げる。 客が 追 ひかけ る、 見る 兌せ ぬの 爭の 中に、 ^之 介を戀 

のぬ け逍 ぬけさせる、 西鹤は 夕霧の 情 をし るすと 共に" この 利發 機轉の 一條 を傳 へて ゐる。 この 一條 は、 寶 は西鹤 

の虛 であり、 俳諧で ある。 例の 「源氏」 の飜 案であった。 

源氏 君の 子 夕霧 大將は 落葉 宫に いひ 寄る ことがあった。 さて 文 を 贈る。 母御 息 所がお に 代って 返事 を 害いた。 か 

ねて 他意 ある こと を 悟って ゐた 妻の 雲井 雁 は、 とくそれ を 奪って 見せない。 幾度 かの 押し問答 を 軍 一 ねても M. 斐 がな 

い。 大將は 慮の 問に 時 を 過し、 ゎづ かに 機 を 得て、 とり かへ した。 

西 鶴が この 「夕霧」 の卷の 一事 を 彼に 轉用 したの は、 外に も本づ くと ころ は あるが、 、王と して は 夕霧と いふ 名の 

相 通に よる。 轉 合の あとの 顯 著なる 一 例で ある。 

斯う いふ 虚も 混る^ 鹧作 中の 太夫の 中に、 「後に は 様つ けて 呼」 に 於け る吉 野が、 實 在の 人 一 一代 目 德子吉 野の 實事 

を傳 へて 謬な きこと は、 種々 の 文献に よって 證 明せられ る。 吉野傳 の 間 明は延 いて、 彼女 を 身 請した る 客の 灰屋紹 

益なる ことが 實證 される。 彼 は 京の 上 立賣の 富豪、 佐 野 氏、 通 稱三郞 右衛門であった。 都 をば 花な き 里の 歌 は、 實 

に 彼の 詠で ある。 紹 益の 遣 事 遣 物の 今に 存 する もの 少なから す、 その 人物 ほ^ 考ふ ベく、 その 著 「にぎ は ひ^」 一 

篇 によって、 その 才識窺 ふべき できで ある。 
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紹益 程の 敎 養あって、 はじめて 前代未聞の 太夫 吉 野に 配すべき である。 當 時の 粹 客なる 者、 事實に 於いて 大方 こ 

れ であった。 世 之 介 また これほどの 敎養 の あ る べき 喾 である。 西 鶴が 世 之 介 の 性の 力と 金の 力と に 多く を說 いて、 

その 舉識 才能に 就いて 語る ことの 少 いのは、 畢竞 「一代^」 の轉 合の 書で あるから であった。 これな ほ 「源氏」 が 

多く 源氏 君の 擧識を 語り、 ゎづ かに その 經濟カ を說く の を 逆用した 感が あ る。 

吉 野が 刀鍛冶の 弟子 を 愍んだ 一條 は^ 名なる 巷說 である だけに、 近 松 もまた 「山 崎 與次兵 衛^ 門松」 の 一 趣向と 

して ゐる。 た^し、 これ は 遊女の 本意に 專ら でな くして、 母と 子の 人情 を 中心として ゐる。 二者 を對 比して、 兩作 

者 の 態度 の 相 異を知 る ことが 出来る。 

I 三 

西 鶴 は 時と 所と 人と 事の 問 に虚實 を 配す る ことによって、 「 一 代 の を かし さを饒 にしよう とする。 今の 吉 野の 

如き、 殆ど 實に 專ら なる 場合に は、 前後の 關 係に 於いて、 なほ 「源氏」 の 翻案た る こと を喑 示す る を 忘れなかった。 

事 多くい ふも烦 はしい。 「火 神嗚の 雲が くれ」 が 「須 磨」 の おもかげ であり、 「ねが ひの 搔餅」 が 「關 屋」 のお も か 

げ であるならば、 吉 野の 身 請 はいふまで もな く、 源氏 君が 明 石 上 を 京に 迎 へる 事の 翻案なる は、 極めて 明で ある。 

^之 介が 大盡 となった 後、 大津 の柴屋 町に 遊ぶ、 たま/ \舊識 である 京の 禿 三人が、 立派な 馬に 乘 つて^ 勢 參す 

るのに 逢った。 世 之 介 は 三人が 一所に 晝も寢 ながら、 手づ から 拯餅燒 いて 行ける 乘物 を^って やった。 この 「ねが 

ひの 搔餅」 が 「關 屋」 を ^據 とすると いふの は、 源氏 君が 石山 寺に 願 采 しに ゆく 途、 關 山に 於いて^ 蟬 等の 一族が 


常 陸より 歸 京す るに 邂逅した 事件の； i 案で あるから である。 空蟬 などの^ 十輛 ばかり、 出 衣が 袖口の 美し さ を、 未ル 

が 乘れる 三 匹の 飾^に 擬 したので ある。 

吉 野の 事が 「明 石」 の俤 である こと は、 廣 きに 互って いふべき 事で あるが、 その 敎 養に 就いては なほ 狭く 源 vy^- 

が 明 石 を 去る に 臨み、 明 石 上の 琴 を 間いて、 その 妙手に 驚く くだり、 「：=:s 、など 强 ひても 間き 馴さ. V りつら むと、 

^しう お ぼ さる。 心の かぎり、 行く さきの 契 をのみ し 給 ふ。 琴 はまた かき あはす るまでの 形見に と宜 ふ」 など を^- 

ふべき であった。 

西 鶴が 「源氏」 の 翻案 を 事と しながら、 巧みに 粹道 を說き 得た 一 例と して は、 卷 六の 「全盛 歌書 羽絨」 を舉 ぐべ 

きで あらう。 

^之 介と 傳 七が、 冗に 太夫 野 秋を爭 ふ。 二人に m- 乙がない、 野 秋 は いづれ を 選ぶべき でなかった。 ^秋 は 隔日に 

合って、 昨日の 噂 を 八 ：<= いはす、 今 UI の 事 を 明日 語らなかった が、 後に は、 「三人 同じ 枕 を 並べながら >  下^て 竹 

^する 譯も なく、 ぁぢな 事共 許、 前代 未閒 の倾狨 ぐる ひ」 をな すに-至った。 一 人が 遊女 を 私せぬ のが 遊廓 本 來の性 

質で あると すれば、 粹は まさに こ、 にまで 到逑 すべきであった。 野 秋に 架して この 事あった か、 ありと すれば 西鹧 

の 筆の 誇張 は どの 程度であった か、 もとより 知ろ すべの ない 今 は、 これ を も 「^雲」 のお も かげと 兌る の を 心^い 

やう まれる。 

その 卷 にある 源氏お は、 ニ條院 の^しき-力々 を、 とりどりに よしと^て、 選 擇の餘 地がなかった。 その 時で あ 

る、 ^は 秋 好 女御に 斯うい はれた。 
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はかばかしき 方の^ はさる ものに て、 年の 內 ゆきか はる 時々 の 花 紅^、 筌 の氣& につけても、 心の 行く 事 も 侍 

りに しがな、 春の 花の 林、 秋の 野の 盛り をな む、 昔より とりどりに 人 ゆ ひ 侍りけ る。 その 13 のげ にと 心よ るば 

かり、 あら はなる 定 こそ 侍ら ざンた れ。 ^土に は、 春の 花の 錦に 如く ものな しと 言 ひ 侍る めり。 大和 一一 一一 口の^ 

に は、 秋の あはれ をと り 立て」 忍へ る、 いづれ も 時々 につけて 見 給 ふに、 n うつりて、 えこ そ 花鳥 Q 色 を も 音 

を も辨へ 侍らね。 

^御 は 秋の あはれ をと 答へ る。 源氏^ は、 また 紫 上に 語った。 

女御の 秋に 心 をよ せ 給へ りし も あはれ に、 n の、 春の 曙に 心しめ 給へ るも现 にこ そ あれ。 時々 につけた る 木 や 

の 花に よせても、 御 心と まるば かりの 遊びな どして しがな。 公私の^ しげき 身 こそ ふさ はしから ね、 いかで 思 

ふ 事して しがな と、 た^ 御た めさう しく やと 思 ふこ そ 心苦し けれ。 

この 春秋の 举、 いづれ を いづれ と 分け 難き 源氏 君の 惑 ひ を、 野 秋の 心と したの が、 西 鸫の飜 案でなかった か。 

西 鶴 は 野 秋と 世 之介傳 七の 粹の 遊び をし るした 後の 筆に、 「あはねば 知れぬ よき 事 ふたつ 有」 とて 細やかに 紹介し 

てゐる 事が ある。 さりと て は 三人 枕 を 並べて、 首尾す る わけ もない 倾域狂 ひを傳 へる 挚に 綾け るに は、 ふさ はしく 

ない。 しかし、 粹の 境地 は * さう いふ 性の 發展を 茶 調に して、 そこに 微妙なる 即 離の 關係を 捋 する ことに 於いて 到 

達する。 西 鶴の 筆 を 怪しむ こと を耍 さない。 西： i の 好色本の 妙味 は、 つ ひに その 關 係に.：！ 着す る 。 

好 & 本の 根抵は 性慾に ある。 故に、 世 之 介が 床の 責 道具 を 好色 丸に 滿 載して、 女讒 島に 渡る の 趣向 は、 「 一 代お」 

として、 當然の 結論で なければ ならない。 しかし、 それが 「源氏」 に 於いて は、 ^氏 君の^ 去の： 恋 ま： を 傅へ てゐる 


i 舌の 「雲 隱」 の飜： おで ある 事 を 知る 時に、 西 弒の轉 合に 心惹れ ざる を 得ない。 溯って、 京大 阪： ：d 戶の 女郎の 人形 を 

遠い 長 崎で 兑 せる 「都の すがた 人形」 が、 源氏^ が 紫 上の 死 を 悲しんで、 その 風貌 を 夢現の 問に ほの 見る 「幻」 であ 

る こと、 水撝の 仰々 しい 作法 をし るした r 一  盃 たらいて 戀里」 が、 紫 上の 追善供養の 儀式の 叙述に 專ら なる 「御 法」 

の飜案 である ことに 氣づく 時に、 誰か 西 鶴の 轉 合に 笑 はない 者が あらう。 r 一  代 男」 は その 形に 於いて、 小說 では あ 

る ものの、 西 鶴の 意 は 散文的 俳諧 を 期して^ たので あらう。 それならば、 何故に 原據に 「源氏」 を 選んだ か。 內容 

について、 多くの 理由が 數 へられる 外に、 長 篇小說 にして、 短篇 小 說の集 群と 見られる 「源氏」 の組絨 構造 も與っ 

てゐる こと を 忘る べきで ない。 

I 四 

「好色 一 一代 男」 「好色 一 代 女」 「好色 五 人 女」 の轉合 は、 すべて 「妤色 一 代 5?」 の それと 質 を M じうして ゐる、 俳諧 

の 手法 また 相似て ゐる。 た^ 飜案の 原據に 至って は、 おのく 異なって ゐる。 

「一 代 男」 の轉 合の 穿鑿に 就いて、 ゃゝ 多く を 語った 今 は、 全く 態度 を 同じう する 他の 好色本の 轉 合の 一つ一つ を 

縷說 する を 要さない やうに 思 はれる。 た^ 異なる 原據 との 比^の 一端 を 示せば、 さしあたって は^^ると^' へられ 

る 0 

「二 代^」 の 世 傅 は 「一代 力」 の， 之 介と、 都の 若 後家の 間に 生れた のが、 麼安 の 秋、 襁褓な がらに 棄 てられ 

たこと になって ゐる。 趣向と して、 「 一 代 男」 の卷ー 一の 「髮 きりても 扮 てられぬ 世」 に 聯絡す る。 しかし、 ^之 介の 
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六十 歲を 天 和 二 年と して、 その 亊 があった 害の 十五 歳に 溯れば 慶安四 年に 該當 しない。 けだし、 两 鶴が n 一代 w」 

と 「一代 ER」 との 關係を 割合に 輕く 見て、 飜 案の 原據を 重く 見た ために、 この 誤算 を 生じた のであった らう。 

世傳 はさる 人に 拾 はれて 育てられ たが、 十四 歲の 時に、 養父 養母に 死^した と ある。 西 鶴が 特に 十四 歳と 斷 つた 

の は、 「源氏」 の 薫 君の 行跡の 年 立に 現 はれる 年齢 を轉 m したため であらう。 源氏 君の 子なら ね ど 事情あって 子と い 

はれて ゐる薰 君 を 主人公と する 「雲 隱」 から 後の 「、源氏物語」、 いふと ころの 宇治の 卷々 こそ、 實に西 鶴が 飜案 「好 

色 一 一代 男」 の原據 であった。 

「I 一代 男」 の飜 案ぶ り は、 これ を 「 一 代^」 に 比すれば、 更に 自由な 態度 を 以てして ゐる。 「 一 代^」 が 「夕顔， 「若 

紫」 「須 麿」 を 原據 とする 場合の やうに、 一 卷 から 數話を 構成し、 薰 以外 旬宫 その他 を 主人公に 轉 m して ゐる。 ため 

に 殆ど 原形 を 認め 得ない もの さ へ ある。 今 こ 」 に は 事 多くい はすに 濟 みさうた 一 一三の 例 を 拾 ふこと にす る。 

卷ー 「誓 紙 は 異見の 種」 に は 遊女の 誓紙に 關 する ことが 多く しるされて ある。 これ は原據 にない ことであった。 

そこに はまた 平野 橋の、 源と いふ 粹 客が、 新 屋の小 太夫に、 我 を 思 ふとい ふ 誓紙 を 書せ ようとした ところが、 小 太夫 

は それほど に^って ゐぬ 故に 書く こ とが 出來な いとい ふ、 それなら 惚れぬ とい ふ 誓紙 を 害け と て 書せ た 事が しるさ 

れてゐ る。 诲は 老いての 後に、 その 誓羝 をと り s して は、 惡所 狂に もよ い 程 知るべし、 惚れ ませぬ と： _ム ふ 起請 世に 

ない 事 なれ ども、 これ さへ 兑棄て 難く 心を盡 して 通った もの をと 手代 どもに 異見した と ある。 これ は 「橋 姬」 の 字 

治八宮 が、 その子 大君 中 君 を敎訓 する くだり、 または 八宮 の薰 君に 對 する 法談の くだりの おもかげであった。 

姬君、 おん^ を や をら ひき 寄せて、 手 習の やうに 書き まぜ 給 ふ を、 これに 害き たまへ、 砹に はま：： きつけ ざンな 


りと て弒 奉り 給へば、 はぢら ひて 書き 給 ふ。 

いかで かく^ 立ちけ るぞ とお も ふに もうき 水鳥の ちぎり をぞ 知る 

よから ね ど、 その 折は哀 なりけ り、 手 はお ひさき 見えて、 まだよ くもつ ビけ給 はぬ ほどな り。 若 宫 も 書き 給へ 

と あれば、 今少し 幼げ に、 久しく 害き 出で 給へ り。 

^く 泣く も はねう ち 著す る 君な くば 我 ぞ^ 守 りになる ベ かりけ る 

源が 小 太夫に 誓紙 書け と いった 原據の 本文 はこれ であった。 

「橘 姬」 に はまた 薰 君が 姬君 だち を かい SI 見る くだりが ある。 ー卷の 吸：：： となって ゐ る。 

5： なる 人、 一 人 は 柱に 少し 居 隠れて、 琵琶 を 前に^き て" 撥 を 乎 まさぐ りに しつ 、居た るに、 雲^れた りつる パ 

の 俄にい と 明く さし 出で たれば、 扇なら で これしても；^ は 招きつ ベ かりけ り、 とて さし のぞきた る 顔、 いみ じ 

くら うたげに 句 ひやか なるべし。 そ ひ 臥した る 人 は、 琴の 上に 傾き か \ りて、 入る 日 を か へ す 撥 こそ あり けれ、 

様 異に も 思 ひ 及び 給 ふ 御 心 かなと て 打 笑 ひたる け は ひ、 今少し S りかに よし づきたり。 及ばす とも、 これ も だ 

に 離る、 もの か はな ど、 はかなき こと を、 うち 解け 宣 ひか はした る 御け は ひど も、 更に 餘 所に 思 ひやり しに は 

似す、 いと 哀に なつかしう を かし。 

西鹤は その くだりに 據 つて、 卷ー の 「詰り 肴に 戎大 黑」 を 成した。 薰 君が 夜 深き に、 とみに 宇^へ 行く やうに、 一 

群の 粹客は 更けてから ft 原へ 急ぐ。 黧君 がかくれ なき 御 匂に、 寢覺の 家 を 驚かす やうに、 また 姬君を 垣 問 見る やう 

に、 これ は 揚屋 町の 一軒. 一軒 を 親き ま はる。 薰 君が 琵琶の 音 を 遠くに 聞いた やうに. これに は、 「此 里の 夜 起の 面 白 
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さ、 ^隣に は彈 いて 投節、 河內と 問えた、 あれ を 此方の^ に」 とい ふ 風情が あった。 さても 西鹧は 大君の 琵琶の 撥 

を どう 飜 案した ことで あらう か。 彼の 轉合 ぶりが 明で ある。 

梓 客 ども は 太夫 まじりに 茶所に 出で て、 料理 事 をす る。 そこに は 形の 上から 琵琶の 撥 を 兌 立てた 釵貝 があった。 

野 秋 は鈸を 盛る 害と 定めければ、 つ ひに 釵貝 知らぬ と は、 或 時女院 様に 杓子 を 兌せ 奉りし に、 それ は 飯 盛る 物 

よと 仰せられ たる 事 も あるに、 是非に 盛り^: ひや、 自然 铳籠屋 の t 房に 成らり よも 知れぬ^: 世と 云 ふ、 此 示し 

は 聞き所で 御座ん す、 如何にも 盛り ましよ が、 誰 やら 二階から；^ さんす ものと いふ、 それ こそ 任せ、 所 帶の取 

付 くろめて やらう と、 日傘 を さし 懸けて、 上から は：^ えぬ ぞ、 下の 御用 心、 それ 出た わ、 いかい^の、 たしな 

まんせ、 さあ 何も 出来た、 直れと いふ。 

西 鶴 はかくして 、蒸 S のかい 問兑の くだりの、 「奥の 方より 人お はすと 吿 げ問 ゆる 人 や あらむ、 簾お ろして 入り 

ぬ」 まで を 、こ」 にと り 入れた ので ある。  . 

西 鶴 は 宇治 十 帖に據 つて かう いふ 轉合 をす ると 共に、 その 出發に 於いて、 更に 大 なる 轉合を たして ゐる。 ものの 

順序から、 「 一 代 SRJ に つ V く 「一 一代^」 として * 宇治 十 帖に據 る こと を^ はせ てゐ ると ころに、 その卞 治 を か、 り 

にして、 も 一 つの 原據 として、 內容に 於いても、 形式に 於いても、 「字 治 拾 遣 物語」 を 利 川して ゐた。 

「二 代 男」 の 序に 常る 「親の 貌は 見ぬ 初夢」 に、 世傳が 揚屋 町の 出口の 茶屋に 腰かけて、 朝 51 りの 客に 讃 付けて ゐ 

ると ころへ、 古狎 のく にと いふ 遣 手の 開山が 來て、 諸 阈の諸 分の 話す る、 それの 間 書が すな はち 「二 代^」 と ある 

は、 いふまで もた く、 「{ 千 治 拾遺」 の 序に、 字 治 大納首 隆阈が 旅人 の 閒書を とった と あるのに 據 つたこと は 明で ある。 


西 鶴 はまた 遣 手の 古手の くにを 「懾 姬」 の 老女 房、 辨 君に 凝して ゐる。 t 護 島の 美 面 鳥 また そ， れに 凝した もので あ 

つた。 美 面 が 傅へ、 くにの 語る 形 は、 辨 君が 薰 君の 素性 を 語り、 また 實の父 柏木の 古手 紙 を 傅へ るく だり を假用 

して ゐる こと は 勿論で ある。 

西 鶴が 「宇治 拾 遣」 を！ S 據 としたた めに、 「二 代^」 は， 怿 奇談が 多くと り 入れられる ことにな つた。 また 「一代 

男」 の やうに、 一 人の 主人公に よって 事件 を統 一 しない ことにな つた。 思 ふに、 西 鶴が 「字 治 拾 遣」 を 選んだ 理由 

は、 「宇治 十帖」 の 宇治の 名に よる だけでなく、 むしろ r 一  代^」 の やうな 形式的 統 一 を 避けて、 箇々 の 事件に 就い 

て、 また 背景に 就いて、 叙述と^ 寫を 專ら ならし めんと する 意 阖 に本づ くこと であらう。 「一代 5?」 すでに それで あ 

る。 た^ 長 篇小說 の 形式 を假 りる が 故に、 之れ を隆 にう つした ので ある。 西 ^はこ ゝに長 篇小說 の 形式 を解體 して、 

「一代 S ？」 の 蔭に ある もの を 表に 出さう とした。 「一代 男」 が目錄 にも、 たと へば 「戀は 闇」 と题 して 「腰. 兀に心 あ 

る 事」 と あるの を * これ は 「親の 貌は兑 ぬ 初夢」 の^ 下に、 「一 女 護のお より 美 面 鳥渡る 亊、 1^ 原の 衣装 巷り 姿の 

事、 一 遺 手の 阈が諸 分 物語の 事」 と 各 章 各 三 事 を 添へ て、 意の あると ころ を 明に して ゐる。 これ もまた 「宇治 拾遗 」 

の體 裁に 倣 ふ ものであった。 

形の 統 一 を 離れて、 ^々 の 事 を 主と する こと は、 却って 俳諧の 乎 腕を發 採す る 上に は 都合が よい。 た 三， 源氏」 の 

1 部 大意に 擬 した 粹 道の 解の 如き は、 これ を 隱微の 問に 寓す t 面白い が、 あら はに 語ろ も 興な しとし ない、 と 忍 

つた 西 鶴は卷 末の 「大往生 は 女色の «」 に 於いて、 好色 道の 妙諫を 正面から 說 明して ゐる。 

^傳は n 一十三の 三 H 十五 曰 切に、 差 引な しに、 遣ひ棄 て、 大往生 を 極めた ことにな つて ゐる。 これ を 世 之 介が 六 
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十 歳に して * なほ 女 護 島 渡りす ると 大な る 相異が ある。 こ れは薰 君 の 若く し て逍 心の 深 きを 移しな した か、 どう か。 

その 解 i! も ゆるされる ことと はふが、 文の 表 は r 是れ 世の 巾の 浮かれ男に、 物の^り を 知らし めんが 爲な り」 とた 

つて ゐ る。  • 

二十より 內の騷 ぎ は、 此 道に 入る 皆 足代と 譯 知り 和 尙も說 き 給へ り。 それより 十 年 大與に 入りて、 太夫の 難 有 

いところ を覺 え、 十より- M: に 留る事 を 覺ら すば、 揚錢 の 淵に 沈む こと 眼の 前な り。 手前に ある 程 叩 き 上げ て 、 

旣に 廻向の 金の 無い 段に、 俄かに やめる も 見苦し。 

^之 介の 遊び は 父 夢 介の 夢幻のお 一び ぶり を 現實 化した ものと いへ る。 しかし、 その 富の 一面 は 依然として 夢幻で 

あった。 世傳は その 點を 現實 化する ものと いひ^る。 「一 一代 SR」 の 考察が、 「 一 代^」 よりも 町人物に 近く 迚絡 する 事 

を耍 する は 之が ためで ある。 「一 代 男」 の粹客 も、 遊女 も、 なほ 理想化 されて ゐる こと は 明で ある。 「二 代 男」 に 至つ 

てま さしき 現 實の姿 を 兌る ことが 出來 る。 こ.^ に また 西； i の轉 合を考 へざる を 得ない。 彼が 多く 現 莨に 就いて 語る 

「二 代 男」 に は、 却って 非 現實の 事象、 すな はち 怪奇の 一而 を揷 むこと が 多い。 これが また R 千^ 拾 造」 たどに 據 

る こ と 勿論 である。 あらゆる もの を 利用す る 彼 の 腕の 凄 さ に鱉 くと 共に、 飽 くま で 讀者を 観^す る 彼の 腹の 黑 さが 

考 へさせられる。 「二 代 男」 はまた 「新 可 笑 記」 などと も參 照すべき 位^に ある。 もし 作の 位から いへば、 いふまで 

もな く 「一代 觅」 の 下に あらう。 しかし、 西： i 硏究 として は、 「一 一代 男」 は 種々 の點に 於いて、 最も m. 要なる 材料で 

あらう。 今 は 殆ど それ 等の 諸問題に 觸れる こと さへ なくて やむ。 たビ 「宇治 拾遗」 がいか やうに とり 入られた かの 

. ！ 例 を擧げ てお く。 わざと 怪奇から 怪奇へ と 移した もので なく、 彼の 怪奇 を あらぬ ものに 鐦した 一條 を 選ぶ ことと 


する。 

「宇治 拾 遣」 に 「高 階 俊 平が^ 入道 算術 事」 とい ふ 章が ある。 その 入逬は 唐人から 算の術 を傳受 した。 ある 時、 t 右 

き 女房 どもの 集りて 庚申した 夜、 一 人が 入道に ：！： か 人 笑 はせ の 物語せ よと いふ。 話下手の 甲斐な けれど、 笑 はせ る 

だけの 術 は 心得て ゐ ると 答 へ る。 さて 算を^ き はじめる。 t 房 ども は 何 をとば かり 嘲って ゐ たがやが てす^ろ に 笑 

壺に 入る。 はて は 笑 ひ 止めよう とすれ どかな はす、 殆ど 死なん とする。 入道が 漸く S いた 算を 毀った ので、 辛う じ 

て 笑 死からの がれた と ある。 

西 鶴 はこれ を飜 案して、 卷 二の r 髮は島 田の 車儈」 の 「物 眞 似の 末社 揃への 事」 とした。 生れつき 笑 ふ 事が 嫌 ひ 

とい ふ 三人の 女 郞を笑 はせ る、 笑 はぬ で赌 をす る。 末社 ども は あらゆる 滑稽 を盡 しても、 女 郞は笑 はない。 身上り 

の 悲し さ、 淋しい 時の 親方の 顔色 を^ ひ 出して ゐ るからで ある。 どうしても 京 屮のを かし 仲 ii が ft けと 決る 時、 一 

人が、 「分^して、 小石 を 紙に 包み、 袖に 入れて、 耳 近く 寄りて、 さ、 やく は、 九^の 節句 も 遠い やうでから 今の 

事 じ や、 あと も 先も爲 手が ある ぞ、 ま づ是で 忙しう いふ 拂を しゃれと、 一 包 投げ出せば、 莞^ と 異な 事に て 笑 ひ 

ぬ」 西 鶴 はたに 行 くらべと いふ 點で、 謠曲 「車 僧」 を 題に 据 ゑながら、 內實は 他に 據 つたので ある。 例の 一 一重の 轉 

合で ある。 

西 鶴が 算 おきの 怪奇 を桀 てて、 かう いふ 趣， II 立 をした こと は、 「 一 一代^」 一 部の 太 意から い へ ば常然 である。 之れ 

は 「一 代 s -」 と 間 じ やうに 粹 客の 全盛ぶ りと、 遊女の 氣 位の 高さ を說く  一  W に、 努めて 「 一 代^」 の裘を かいて、 

粹の吝 さ、 遊女の さもし さの 穿ちに 力 を盡 して ゐ るからで ある。 
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「二 代 男」 の 別名 「諸 艷 大鑑」 の本づ くと ころ は、 畠山箕 山の 「色道 大鏡」 にある。 西 鶴の 好色本の 研究に 於いて、 

缺 いて はなら な いのは、 この 書との 關係 である。 材料と 作品との 關係 である" 殊に n 一代 男」 に 於いて 然り。 「一代 

男」 よりも、 素材 そのものに 近いから である。 しかし、 今 は 題名 以外、 說 くべき 餘裕を 有さない。 

こ， -に また 作者 西： i が關り 知ら すして、 却って 今 ；= から 推測し 得る 「大か ビ み」 の篛が ある。 けだし、 r 大 かにみ」 

は r 榮華 物語」 と共に、 藤 原 道 長の 全盛ぶ り を 傅へ て、 た ほ r 榮華 物語」 の 如く、 禮讃 のみに^ 心でなくて、 時に 

忌憚な き 批判 を 以てして ゐる。 もし、 その 異同 を 借り 來っ ていふと すれば、 「一代 s -」 は 「榮華 物語」 と 類 を 同じう 

し、 「一 一代 MJU は 「大 かがみ」 と 態度 を 一にして ゐる。 よし 西 鶴 は氣づ かなくて 命名した にしても、 その 名が おの づ 

から 實を 示す こと も K- へ られ もす る。 

「二 代^」 が粹の 禮讃に 併せて、 粹の 批判の 性質 を 有する こと は、 廓 遊びの 褢面 を描寫 する 筆 を 多くし、 また 粹客 

遊客の 手管 魂膽を 穿つ 叙述 を 多くす る。 これ はまた その 穿ち を敎 村と する 敎訓の 一面 を隨 伴せ しめる。 

この 穿ちと 敎訓の 傾向 を 助長す る 時に、 「好色 一代 女」 は 成立す る。 西 鶴の 作風 は、 好色本と 町人物なる を 問 は 

す、 この 本質 を 同じう しながら、 その 相 は 常に ある 傾向 を 以て 流動して ゐる。 「一代 女」 と 「二 代 男」 の關 係に 於い 

て も、 それと 指示す る ことが 出來 る。 

「一代 女」 は 形式から いへば、 「二 代 ％」 から 溯って 「一 代^」 に 役お すろ とい ひ 得る。 これ は 世 之 介に 常る 一人の 


女 を 以て 主人公と して ゐ るからで ある。 「二 代 s ？」 は 世傳を 以てた ビ聞害 をと る 人と しての み 扱った。 すな はち 「二 

代 男」 そのものの 編者と しての み 兌た。 諸國の 遊里、 遊女、 粹 客の 事蹟 を傳 へる に は、 この 方が 便よ いと 鶴 はお 

へたので あらう。 

西 鶴が 源氏 君に 擬 する 世 之 介 を 以て 「一 代 の 主人公と して、 ー篇 をお かせた の は、 諸 阈の遊 m, を 紹介し、 ま 

た戀 の 諸 階段 を 紹介し なが ら、^ 原の 粹と比 蛟 させる 便宜の ためであった。 ^之 介 は それが ために、 西 鶴 の 傀 ffi と 

して、 大盡 たる 以前に も 諸 闳 の 旅 を させられ、 以後に も 旅 を させられて ゐる。 大盡 以前に は勘當 をう けたた めの 放 

浪の 旅で あり、 以後 は 町人 經濟の 活動の 旅、 または 享樂の 旅で ある 相異は あるに しても、 作者 0 傀儡た る點に 於い 

て は 同一 である。 たと へば 「異 つた もの は^ 傾械」 の 場合に 於いて、 西 鶴の 說か うとす るの は 奥 女中の 性的 生活で 

あった。 故に 彼 は 世 之 介 を そのために のみ 江戶に 拉れて 行った。 武家の 奧 女中との 交涉 はこの 地 を 最も 便よ しとす 

るた めで ある。 その他に * 之 介と；；；； a を 結びつける 必然性 は 何もない。 世 之 介の 仁俠の 如き は、 蓆 犬 權兵衛 と共に、 

一 種の 江 戶氣分 を 出す 手段に 過ぎなかった。 原據 たる 屮將 のお もとの 行爲 は、 それとなく 御 息 所の 嫉妬の 性格 を傳 

へる- m 要なる 一條 件に なって ゐ るが、 翻案 せられた 女中 は、 た^ 奥 女中た る もの を 示す 以外に、 全篇に 關 する^ 係 

はなかった。 

世 之 介 をし て 隈な き 性的 經驗 を审： ねさせる 爲の 旅の 趣向 は、 その 頃の 女物に は 極めて 不利で ある。 それたら ば、 

西鹧は 一， 一 代 女」 に 於いて、 何故に 都合よ き n 一代 男」 の 體裁を とらなかったら うか。 何となら ば、 r 一  代 女」 は 

「 一 代 男」 が 股 目と する 戀の相 を、 しかも 女の 立場から 說き なす 意 阅 以外に、 「一 一代 男」 の 穿ちにまで 入り、 かれて 
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敎訓の 態度 を 併せ 川ゐ ようとす る 態度 を^し て ゐ るからで ある。 

西 鶴が 「二 代 女」 に 於いて、 一人の 女 を 主人公と して" 種 々 の 性的 事項 を かしめ た 0 は、 それの 紹介 衷 たるた 

けで なく、 他に ぉ效な 結朵を 生す る こと を 忍った ためであった。 もとより 性的 事項の 多くに 觸れ るた めに は、 まづ 

一代 女の性 的 期 を 永く する こと を耍 する。 しかし、 世 之 介と 同じ 趣向 を 以てすべき でなかった。 そこに と 女と 

の 相異が ある。 西 鶴 は 一代 か をして 幼き より 戀を 解させる とて、 公卿が たの 娘と し、 また 宮中に 仕へ させた。 

公家が たの 御 募し は 歌の さ ま 鞠 も 色 ちかく、 枕 隙な きその 事の み 見る に 浮れ 聞に ときめき、 おの づ と戀を 求し 

W にも とづ く 折から 、 

かう いふ 公卿 生活の 概念の 上に 立てた 趣向であった。 また いつまでも 若く 兌せ るた めに、 皮 薄の 小作りの 女と した。 

ゆく 年 もはや 六十 五なる に、 うち 兑には 四十 餘 りと 人の いふ は、 .K 蕺 にして 小作なる 女の 德 なり。 

この種の 記事 はと ころ， に散兑 して ゐる。 

一代 女の性 的經驗 はこの 永き 期間 を 利用して、 それから それへ と發展 する、 しかも 西鹤 は、 それに 一定の 順序 を 

與 へて ゐ る。 高き より 低き に、 尊き より 卑しき、 たと へば 遊びが てらの 八人藝 から、 身す ぎ かたしく、 大名の 妾と 

なり、 やがて 太夫と なり 天 祌、 鹿戀と 下り、 いよく 下 ざまに 墮 ちゆき て は、 六十 五の 老齢に して、 惣嫁 Q 勤め を 

する ことにた つて ゐる。 これ を 世 之 介の 閱 歷 と 比較 すれば、 彼に はたえす 向上の 一路が ある。 すべて は粹を H ざし 

て 動く からで ある。 これに は墮洛 の 一面が ある。^ ち盡 して 悲慘の 境地に 呻吟す るより 外 はたかった。 彼の 光明と， 

此の 閎黑 と、 犬た る 相 異を表 はす もの は、 もとより 他に 種々 の 原因 は ある ものの、 翻案の 原 據の達 ひがまた 少から 


ゃ與 つて ゐる。 

「一代 女」 0 原據は 何で あるか、 いふと ころの ra- 罎悔 これで ある。 その 頃 行 はれて ゐる 「七 人 比丘 ra ？」 「二人 比丘 

尼」 等で ある。 

これ 等の 比丘尼 物 は、 多くの場合、 「九 相 詩」 によって 想 を 構へ てゐ る。 人 死して 屍と なって 骨に 化する までに、 

九 位の 變 相が あると いふ 詩の 意に 據 るので ある。 西 鶴 は その 九 位 を 女 の 諸 階級に 當 て た。 そ Q W 相 を 階級が 持つ セ 

調に 飜 した。 この 翻案が 西 鶴の 轉 合に 出づる こと は 勿論で ある。 

比丘尼 物の：？. i 論 は、 無常迅速の 理を說 いて、 菩提の 道に 入る にある。 「一代 女」 また 同じ 形 を 以て、 いたましい 饿 

悔吿白 を 以て 佛 道に 入る ことにた つて ゐる。 しかも， 西 鶴 の說 くもの は徵悔 そのものに あら すして、 镞悔の 中に 現 

はれる 相であった。 「一代 男」 に 於て、 しばく：^ ると ころの 懺悔の 構阖と 比すれば、 長短 以外、 殆ど 變る ことが な 

い。 卷 二の 「うら 屋の 住所」 の^ 之 介の 懺悔、 卷 e: の r 晝の つり^」 の 老女の 告白、 と軌を ^じうして ゐる。 殊に 

後者の 如き は、 「一代 女」 の 約 を 示した ものと もい ひ 得る。 しかも、 好色^の 額う つて、 竹 葉の 一 滴に 心 亂れて 常 弄 

いとす ぢ 

し繩な らして 戀 慕の 詩うた ふ^に、 どれほどの 殊勝 氣が ある。 西 鶴の 懺^ 物、 比丘^ 物の 正體 はこれ だけで も、 そ 

れと 知る ことが 出來 る。 

さる にても、 「老女の 隱家」 の 章に 於いて、 一 代 女 を 訪ねる 二人の 男 は、 よくもよ くも、 人 を 知る 明 ある 者と いは 

うか。 两 鶴の 俳諧 はこれ にも 籠れる やうに 思 はれる。 「古事 談」 の 「燕 王 好 馬 買 骨 事」 の 一 節、 

淸少納 言 零落 之 後、 若殿 上人 あまた 同車、 渡， 一 彼 宅 前， 之 ゆ、 宅 體破钹 したる をみ て、 少納言 無下に こそ 成に け 
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れと 車中に 云 を 聞て、 本自棧 敷に 立たり ける が、 簾を搔 上げ 如， 一鬼 形 之 女 法師, 顏を指 出 云. << 駿馬 之 骨 を ば 不 レ 

買 や ありし 云 々 

すな はち 西 鶴 は、 この 淸少納 言 を 貶む 若殿 上人 を、 わざわざ 里 離れた 北の 山陰まで 尋ね 入って、 好色 道に 就いて 

殊勝な 若者 二人に 書き かへ たので ある。 西鹤 にこの 案が あった こと は 、「一代 女」 の 文の 中に 「枕 草子」 の 語句 を 引 

き、 その 語法に 倣 ふ ものの 多い 事實 から も判斷 される。 ここに  一 z: して それと 知り 得る ほんの 一 節 を、 卷 五の 「お 

問屋 硯， j から 拔 いてみ る。 

見る にお かしげなる 貌 つき 八橋の 吉と濱 芝居 の 千 歲老、 不斷 眠れ ど 兌よ きもの、 くだり 玉が 風俗お 裏の 御堂の. 

海棠、 とうから 出來 いて かな はぬ 物、 金平の はつが 唐 癀高津 の凉み 茶屋、 夜光て 世に^ 寶、 猫の りんが^ ざし 

杖に 仕込 灯 挑 にぎやかに 兌 へ て 跡の 淋しき 女、 釋迦 がしら の 久米座 摩の ねり 物、 泣てから おもしろうな いもの、 

德利 のこまん が 床今宫 の 松の 烏 云々、 

しかし 西 鶴の 轉合は ただこれ だけで あらう か。 西 鶴の 頃に は 此の 駿^の 骨 を 買 はす やの 話 は、 淸少納 言の 事蹬と 

して 相 應に信 をお かれた 話で は あるが、 それ を 持ち出して 來 たとい ふので は、 西 鶴の 例の 手法と して はもの 足りな 

い。 西 鶴の 俳諧 はもつ と 大きい もの を 用意して ゐ たやう である。 彼に すれば 「老女の 隱家」 に 於け る 淸少納 一一 一一 n と 若 

殿上人との 俤を あしら ふな ど は、 ほんの^つ いでであった らう。 隨分 「枕 草子」 を かう もぢ つたこと も、 あの の 

悱 人が よくやった 古典 まが ひとして やや 人 を 驚かし もしたら うが、 西 鶴 はもつ と 意外の もの を藉り 用ゐて 人々 を あ 

つと 言 はせ ようとし たので はなから うか。 その 古典 は 日本の ものなら ぬ 支那の 古典、 「遊 仙窃」 である。 「遊 仙窟」 は 


代の 傳奇、 才人 張 文 成の 作で ある。 

書に いふと ころ は 張 文 成と 崔 女郎との 濃艷の 情話で ある。 張 文 成 かって 古老が 傳 へて 祌 仙の 窟と稱 する 屮に 入つ 

た。 人跡 及ぶ こと 罕に、 鳥の 跡が ゎづ かに 通 ふば かり。 行き 行きて 崔 女郎の 家に 宿 を かりた。 主の 十 娘の 美し さは、 

浮佌 にかう いふ 人 ありと は^ひ 知らぬ ものであった。 十 娘 は 嫂と 住って ゐた。 これ も 亦 美に して 婉 であった。 二人 

の 女 は 心 こめて 文 成 を もてなした。 二人と 文 成と が 唱和した 詩の 數も 多い。 皆 誦する に 足りる。 席上 嫂 は 箏を彈 じ 

た。 十 娘 もまた 尺八 を 吹き 鳴らした。 樂 しい 宵 も 更けて、 文 成と 十 娘との 契 は 濃であった。 さ 夜中 を 聲髙く 叫ぶ や 

もめ 鵠も |E く、 まだ 明けぬ 空に 呜 きしまる 氣違ひ 鶴もうと ましい。 その 翌日 を 文 成 はな ほ 夢心地の 中に、 いつ 逢 ふ 

あても ない 別れ路に 立った。 十 娘 も 嫂 もい つまで も いつまでも 見送った。 淚の 雨が 六つの 袖 を^ら した。 

この 極概 から も 知られる の は。 張 文 成が！ e み 入る 近 は、 二人の 若者が 梅津川 渡って 行く 逬で あった。 文 成が 兌る 

ところの 香 菓瓊枝 は 岸づた ひの 防風 莰 であった。 その 文 成 を 一 一人の 若者と し、 その 一 一人 を 女の 一 一人から 取り、 女の 

若さ を老と 尼と にかへ たので ある。 更に また 作屮の 人物の 一人なら ぬ 作者 文 成に 擬 して、 老女と 二人の 若者の 對面 

を 窺ひ兑 るもう 一 人の 人物 を^け たので ある。 

「仙 遊笳」 の わが 國に 渡來 したの は 遠い 以前であった。 平安の 貴紳が 愛讀 して 措かす、 餘風延 いて 西弒の 日に 及ん 

でゐ ると はい へ 、 或は ここに その 害と 「老女の 隱家」 との 交渉 をい ふの は、 やや 突 雨た る もので あり、 獨斷に 過ぎ 

ると もい はれよう。 しかし 一 一 者の 交涉は その 構想 以外、 別に また 存在して ゐる こと を 注意すべき である。 「老女の 隱 

家」 だけでなく、 更に 「一代 女」 の すべてに 亙っても 兑られ る ことで あるが、 意外な 漢語の W 法の 頻出に 氣づ くこ 
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とで あらう。 その 特殊な 漢字 訓法は どこから W てゐ るか。 それ を 溯れば おの づ から 「遊 仙笳」 に到逹 する であらう。 

たと へ f 、 うつく しげなる 常世 男のう つくしに 當 てた 何 怜、 かほば せな よ やかに うまれ 付し のか ほば せ 及びな よ や 

かにへ：" てた 面子 及び 逶迤、 つ IE- 弄し いとす ぢの いとす ぢに^ てた 繩 などの 當 * 時の 訓 法から 兄れば、 常然 奇矯に 失す 

る ものの 救々 は、 すべて これ を 「遊 仙笳」 から 發見 される。 「遊 仙窟」 の 平安朝に 大方なら す 行 はれた 時、 人々 は^ 

めて これ を 日本 讀 みに 讀 みこな さう とした。 その 苦心 は 擧生伊 時 をして 木嶋明 神の 社に 參籠 させ、 明祌 から；.^ しい 

n 本讀み の 訓法を 授か つたとの 傳說を さへ 生じた ので ある。 お そらく 西： § が 乎に したの は それで あらう と 想像 され 

る慶安 刊行の 書 は、 この 訓法を 傅へ て、 一 々丁寧に 傍訓 を附 した ものである。 西鹧は その 傍訓に 就いて 特殊の 興 を 

嗾る もの を 拾 ひ 出した ので あらう。 その 意の 何に 本 づくか は ともかくも、 坷怜は その 文中の 坷 怜矯裹 面の 屮の ゥッ 

クシ ゲナ ルと訓 じたる ものに より、 面子 また 逶迤は 玉 體逶迩 人 少疋、 輝輝 面子 莊苒 畏彈 穿の 屮に、 ナョャ カュと 

W じと る も のにより、 また カホ ツキと 訓 じたる もの を 少しく 改め 川ゐ , 繩 は珠繩 絡翠衫 に 於いて アミ キヌと も イト 

ス. チ とも 二様に 訓 ぜられ たもの の 一 つ を 選んだ ので ある。 すでに 斯うい ふ關係 をお つた 「遊 仙笳」 である。 W 鶴が 

例の 乎 法 もて その 文字ば かり か、 一 篇の 趣向 を藉 り、 更に また それ を いろいろに 捻りつ、 もぢ りっした こと は考へ 

て もよ いやう である。 

ここに 面白い と 思 はれる の は、 さすがの 西弒が 上手の 手から 水 を 漏らした やうに、 人に は それと 知らせない 大事 

の 趣向 立の 一端 を、 つい 兑 せて しまった ことで ある。 「老女の 隱家」 のさし 繪には 好色 庵の 座敷に 老女が 琴 を^いて 

をり、 一人の 若者が それと 尺八 を 合 葵し、 また 一人が 緣にゐ て 之を閒 いて ゐ るね 様が 畫 いてあった。 しかし 本文 は 


决し てこの 繪と 一 致して ゐ ない。 成程、 老女が 常 弄し 繩 ならして 戀 慕の 歌 をうた へる 事し ばらくな りと は あるが， 

どこに も^が 尺八 を 吹き 合 はせ たと は 書いて ない。 この 繪と 文と が 一致し ない ことが、 西鹧の 頭に 「遊 仙 痛」 が 動 

いて ゐた 證據の 一 つ を 加へ る。 前の 粗い 梗概の 中で も觸れ ておいた 嫂が 箏を彈 き、 十 娘が 尺八 を 吹く ことが、 ふと 

斯う 案 をな させた ので あらう。 本文に は 何 かの 都合で 男の 尺八 を 書かす じ まひに したが、 その 案 は ゆく りなく さし 

繪に 見せた ので あらう。 尤も これ を ゆく りなく と 兌るべき か、 故意に と兑 るべき か。 そこに 西鹤の 態度の 考 ふべき 

ものが ある。 しかも それ は 容易に それ これと 斷 じかね る 問題で ある、 西 鶴の 俳諧 手法の 根本に 關 する ことで あるか 

ら 。更に また 「 一 代 女」 のさし 桡は 誰が 畫 いたの か。 畫 ェ その 人が 他に あって^ 鹤が ffi いたので ない としたならば、 

下繪は 彼が 畫 いたの か、 彼 は 霰かない が 構 II に 就いて いろいろと 指定す ると ころがあった か、 今日で はさし 緣の遨 

ェ としての 西鸫 をお へる ことが、 かなり 彼の 生涯 を 知る 上に 於て 大事な ことにな つて 來てゐ る。 「老女の 隠 家」 と 

「遊 仙窟」 との 關 係の 者 察 はおの づ から 問题を この 點 にまで 波及させる。 問題と して 興味 は 深い。 けれど 今 は その 

ままに さし 措く 必耍が あろ。 

一 六 

西 鶴の 好色本と して 折羝附 けられて ゐる もの を涉 つて 來た 八/、 「^色 大鑑」 を あとに 廻 はせば、 殘る 一つ は 「好色 

五 人 女」 である。 

「五 人， ズ」 はいふまで もな く、 卷 一 に 淸十郞 とお： 炭、 卷ー 一に 樽屋 とおせん、 卷 三に 茂 右衛門と おさん、 卷 に 古 三 

西 © 好色本 研究  八 一 


江 戶文學 研究  八 二 

とお 七、 卷 五に 源 E 兵 術と おまん の 情話 を 扱って ゐる。 これ 等の 人物の 選擇は それ 等の 事が その 頃の 流行^と な 

つて 流布して ゐる こと を條 件と して ゐる。 しかも 五 人の 女 はすべ て 遊廓の 遊女で なくして 世 問の か、 いふと ころの 

地 女であった。 「一代 扔」 にも 地 女に 關 する ものが あり、 「二 代 K」 にも 無い ことで は 無い。 けれど それ 等の 作 は、 い 

づれも 遊廓 遊女に 伴 ふ もの を 基調と して ゐる。 殊に 「二 代 男」 の 如き は はじめから 名妓 列 傅と いふ 格で 書いた こと 

を 作お みづ から も斷 つて ゐる。 「五 人 女」 が 地 女の みを杳 いたのと 大きい 相異 があった。 この ffl 異は 何に よって 生じ 

たので あらう か。 廓 を舞臺 とし、 粹を 中心とした これまでの 作から、 粹を 離れた 野暮の fra に轉 じさせた の は 何で 

あらう か。 粹を 規準と して老 へる 好色の 相と 野暮の 中に 動く 好色の 相と は、 どの やうな 變 化を兑 せる ので あらう 

か。 この 事 はまた r 一  代 男」 「二 代^」 と 「五 人 女」 との 中 問に 「一代 女」 をお いて 考 へる こと を 必要と する。 物 

に 於て は 遊女 を屮 心と して ゐ るが、 この 女物の 女 は 始めから 終りまで を 遊廓に のみお くり かねる。 そこに ^ 廓の- s 

外の 舞 辜が 必要であった。 從 つて 「一代 女」 の 舞臺は 遊廓 は舞臺 として 重要な 條件 になって ゐ るが 舞 毫の^ 数から 

いへば、 むしろ 遊廓 以外が 多い。 五 人 女 はつ まり そ， の 遊廓 以外の 舞 裏-を 延長した ものと も はてよ い。 これが 「兀人 

女」 を 西： i 好色本の 發展に 即して 考 ふべき 一 點 である。 

また 「五 人 女」 が 從來の 作と 異なる こと は、 群小 話 を そのままに、 或は 形 だけ を長篇 めかした のと は 遠って、 一 

に 一 話 を 盛って をる ことで ある。 分景： はさまで 多くない ので、 長篇 とはい はれな いまでも、 中篇と して の 純然たる 

小說 形態 をと る ことこれ である。 しかし 今 は それ 等 を 注意す るに 止めて、 他の 觀點 から 考 へようと する。 これまで 

r 一  代^」 を はじめと して 觀て來 た 例の 俳諧 手法で ある。 


その 點 から 「五 人 女」 を 讀ん でみ ると、 まづ 第一に 考 へられる の は、 おのおのの 卷が どれ も 同じ やうに 五段に 分 

れてゐ る ことで ある。 例せば 卷 一 の 「姿 姬路 淸十郞 物語」 は、 「戀は 闇夜 を瞽 一の 國」 「くけ 帶 よりあら はるる 文」 「太 

鈹 による 獅子舞」 「狀筘 は^に 置て 來 たお」 「命のう ちの 七百兩 のかね」 より 成って ゐる。 次に 考 へられる の は、 五 

つの 話の 配列で ある。 笫 一 話 はめで たい 寶 船に 筆 を 起して^ 明 神が 出現す る やうな 事な ど を 交へ たもの、 第一 一 話 は 

樽 屋と久 七の 戀ゆ ひから ひき-結いて、 思 ひも 寄らぬ 嫌疑 をう けた， M 立し さからつ い 心に もない 不雜を 働いて しま ふ 

おせんの 心の もさく さ、 第三 話 はやさし い、 愼 しゃかな のが、 ふとした 身の 過から 阖 太く 變 つて ゆく 女心 を 兌せ たも 

の、 第 四 話 は 少女 心の 一 筋に 戀ゅ ゑに 心 狂うて 大罪 を 犯す こと、 第五 話 は 若衆の 若僧が、 戀 なれば こそ、 あらぬ 若 

衆 姿に 身 を かへ て 尋ねて 行き、 つ ひに 女色に 墮 落させ、 はて は 還俗 させた 面白い 筋で ある。 これ 等の 內容を 或る 條 

件 を 以て 耍約 すれば、 もとより 無理 も あり， 附會も あるが、 それ も 或る 特殊な 事情 il おそらく これが 「五 人 女」 考 

察の K も ffi 大な條 件で あり、 その 無理、 附^ も それによ つて 却って ffi 耍 意義 をお つ ことにな らうが I によって 許 

される ものなら、 第 一 話は祌 であり、 第一 一 話 は 修羅で あり、 第三 話 は 殊に.^ の 屮の女 心と して 女で あり、 第 は 

狂で あり、 第五 話 は 調伏で ある。 斯うして 見る と、 この 順序 はどう やら 能の 五^ 立の 順序と 一致す る ことが 不 H お 1 

である。 第 一 話 は 神 物、 第一 一 話 は 修羅に 燃える 男物、 第三 話 は 葛 物、 第 四 話 は^ 物、 第五 話 は 調伏 に^する 鬼畜 物 

の 能の 形 をな して ゐる やうに 兌ら れる。 第 一 話が 五段 立に なって ゐ るの もまた 能の 組絨と 一致す る ものであった。 

五 話の 中の 第 1 話 を 「春の 海 しづかに 寶 船の 浪枕」 とめで たい 言葉で いひ 起す の も、 第五 話 をめ でたい 話 で^ぶの 

もまた 能の 番組 の 約^と も 兌ら れ る。 わけて 五 話の 中の W つ を 悲劇 の 筋で を はらせ、 ^後の もの を 喜劇の 形 で を は 
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ら せる こと も、 また この 約束と して 兑られ る。 

これ 等 は 偶然の 一致で あり、 喑合 であらう か。 それとも 西鹤の はじめからの 作意で あらう か。 

「一 代 男」 と 能の 關係 はいふまで もな く 多い。 その 二三に 就いては 前に も 言 ひ 及んで ゐた。 「二 代^」 にも その^ 句 

を 借りる 外に その 構想 を藉 りる もの も少 くない。 中に も 「七 墓 11 りに 逢ば むかしの」 と 能の 「六 浦」 との 關 係の 如 

き、 實に 奇拔な 趣向 眷へ であって、 いつもながら では あるが 西 鹤の轉 合に 驚歎 させられる。 もし 此の 關係を 重く 認 

める と、 「五 人 女」 は當然 それ 等の 延長で あり、 擴充 であった と考 へざる を 得ない。 暗合と 兌る にして は、 西 鶴 はこ 

れ までに 餘 りに 多くの 關心を 能に 有ち 過ぎた といへ る。 それならば 「五 人 女」 の 一つ 一 つの 形が、 どの 程度まで 能 

に藉 つて ゐ るか を檢討 する 必要が ある。 五 人 女の 一 人づ っをシ テ として どの 程度に 能に なり 切って ゐ るか を 吟味す 

る 必要が ある。 没に 能と いふよりも、 なほ 一 段と 能の どの 曲と いふ ことが 問題に なり、 從 つて 例の 「 一 代 男」 の 「源 

氏 物語」 に 於け る、 「一代 女」 の 「老女の 隱家」 の 「遊 仙窟」 に 於け ると 同じ やうな 俳諧 手法が 明になる 苦で ある。 

例と して 卷 一 の 「姿 姬路 淸十郞 物語」 を舉げ る。 

^一段に は 遊女 皆 川と 淸十 郞，^ の 深い 仲が 書かれて ゐる。 淸十郞 のために は 死 を も 厭 はぬ^ 川の 實意 ぶり は、 そ 

れ まで 惚れ込まれる 淸十郞 の 人となり を說 明す る ことになる。 全體 からい へば 此の 段 は 淸十郞 の 紹介と いふ 格で あ 

る。 しかも 淸十郞 はこの 笫ー 話に 於いて、 シテ のお 夏に 對 して まさしく ヮキ である。 すなな ち 此の 段に 於け る淸十 

郞 の行爲 は、 能の 舞 辜-ならば 序 段に 於け る ヮキの 言葉に 現 はれる 暂 である。 この 段、 题 して 「戀は 闇夜 を晝の 國」 

とい ふ 外に、 「窒 律に かくれな き 男 有」 とい ふ 小 題の ある こと も考 へ ねばならない。 


第二 段で シテ のお 夏が はじめて 出る ことになる。 淸十郞 のく け帶 から 出た 女郎 どもの 手紙 を^んで、 かう も 惚れ 

られ る^ はと あこがれ 心 を懷く 少女の やさし さが 主と なって ゐる。 ここの 小 題に は 「姬路 に 部 まさりの 女^」 と あ 

る。 能で あれば、 漸く 事件 發展の 紡に 就く 破の 一 段で ある。 

第三 段で シテ のお； A と ヮキの 淸十郞 と は はじめて 獅子舞 を^ に 花 幕の 中で 戀の 出合 をす る。 この 戀の 口 十 業 の 事 

件 こそ 好色本の 筋の ただ 屮、 西 鶴の 设もカ を 籠め ると ころ。 能の 舞臺の 最高 調、 すな はち 一 曲の 屮心 たる 破 一 一段に 當 

る。 小 題に も 特に そのよし を 明に して、 「はや 紫 は 小袖 慕の 中に^」 と ある。 

第 四 段、 事件の 筋から いへば、 お 夏と 淸十郎 とは^ 落して 大阪 への 船に 乘る。 向う に 着いたら、 ああしての、 斯 

うしての いづれ は 床の 算用、 それ も 乘り合 ひの 飛脚の 失策から 大當違 ひに なって 二人 は 追手に 捕 へられて、 淸十郞 

は 無實の 罪で 殺される。 小 題に は 「心 常の 世帶 大きに 逮 ひお」 と ある。 これ は 事の 轉 であり、 能の 破 n 一段に 常る も 

ので あるが、 此の 段に は窒 明祌の 夢枕の 出現 も あり、 また 飛脚の を かし さも ある。 その を かし さは 間の 狂言に 當 

る 0 

第五 段、 淸十郎 の 死 を 歎いた はてに お 夏 は狂氣 となり、 m の 子の 謠ふ 流行 唄に つれて 踊って 步く。 小 題の. 「世に 

はやり 歌 聞ば 哀有」 と はこれ である。 お 夏 はやが て正氣 となって 尼と なった。 事件 はこ こに 終る。 ^の 段、 シテの 

舞 ひ を さめで ある。 

組 絨に就 いて かう い ふ 祌能を 求 むれば 、 どれ もこれ もや や 雲 を摑む 程度 に 當て 篏 まる。 しかし^ W せられて ゐる 

辭 句の 多 さ をた よりに、 ある 一曲 を^って 求 むれば、 「高 砂」 がそれ かと考 へられる。 今、 しばらく 西 鶴が 例の 徘諧 
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手法で 「高 砂」 の飜案 を 試みた として 考 ベたなら、 どうい ふ 事に ならう。 

第一 段の 淸十郞 はもと より 名^ をす るヮ キの祌 主で ある。 その 淸十郞 が室津 から 姬跻に 移ろ ことになるの も、 い 

はば 道行の 格で ある。 第一 一段、 お 夏と 淸十郞 とが 思 ひ 思 はれる 仲で ありながら、 人目の 關に 隔てられる かなし さは、 

シ テとシ テツ レ の 老翁 老嫗 によって 語られる 住吉高 砂の 松の あはれ である。 一 一つ 松 は 相生の松と 呼ばれながら 播 1? 

と攝^ と阈を 隔てて、 心ば かり を 通 はせ てゐ る。 第三 段のお 夏と 淸十郞 との 戀の门 十 業 は、 シテ と. ン テツ レが高 砂 住 

吉の 松の 精の 夫婦で ある ことで ある。 その 獅子舞 はクセ を藉 りた ものである。 この 段 殊に 西 鶴 は 「高 砂」 の 辭句を 

露 はに 見せて ゐる ものが 多い。 わけて シテの 尉に 手に する さらへ、 また 「落葉 かくなる まで 命ながら へて」 を^へ 

て、 「里の 童子 さらへ 手 毎に 落葉 かきのけ、 松露の 春 子 を 取な ど」 とい ふ 趣向が へ は、 西 鶴なら ではと^ はれる。 

第 四 段のお 夏 淸十郞 の 便船 は、 海人の 小舟に 乘 つて 住吉に 赴く， ソ テ とシテ ッ レ である。 その 舟 は 安々 と 住 吉に着 

く。 ヮキの 神主 もまた 間の 狂 一 一 一一 n では ァヒ に 便船 を賴 む。 これ も 恙なく 住吉に 着く。 ヮキは そこに 住吉の 出現に あ ひ、 

その 舞 を 見る。 この 船の 安らか & 進み を 逆 まにして、 二人の 身 を 破滅と させ.. また 住 吉の祌 の 出現 を 室の 明 神の 夢 

枕に 轉 用した のが、 西 鶴の 戯れであった。. 第五 段、 お 夏の はやり 哏に合 はせ ての 踊り は * いふまで もない 神の 舞の 

轉用 である。 それよりも 驚かれる の は、 

何事 も 知らぬ が怫、 おな つ 淸十郞 が はかなくな りしと はしらす、 とやかく 物お も ふ 折 ふし、 の. 望 子の 袖引述 

て、 淸十郞 ころさば おな つも ころせと うた ひける、 閗ば 心に 懸 てお なつ そだてし 姥 に^ければ 返事し かねて 汩 

を こぼす、 さて はと 狂亂 になって、 生て おも ひ を さしょう よりもと、 子供の 中に まじりて 昔 頭と つてうた ひけ 


る 、 

と ある 中の 流行 の懸 合で ある。 またお： 炭の 音頭 取りで ある。 これが 「高 砂」 の ロンギの うつしと は、 けだ し^ひ 

半ばに 過ぎる ものが あらう。 

しかし、 「姿 姬路 淸十郞 物語」 は、 卷 五の r 戀の山 源 五兵衛 物語」 と共に、 かなり 容易に 原曲との^ 係 を^^され 

る ものである。 「中段に 見る 曆屋 物語」 は 中段 だけに 西 鶴み づか らも i 取 多く 趣向 を 凝した 結 * か、 とも すれば 「誓願 

寺」 の 翻案と 氣づ かせない でし まふ。 例と して 最も 恰好と おも ふ ものの、 最も 多く 對 照の 烦ひを 重ねなければ なら 

たいこと を 忍って、 しばら，、 話の 順序 を 便 {d として、 淸十郞 物語の 例 を 選ぶ ことにした。 

I 七 

「男^ 大鑑」 を あとに 殘 した 现. 5 は、 それが 妤色 本で あると 共に 武家物に も^す るからで ある。 しかし 嚴密 にいへ 

ば この 書の 武家物ん 见られ るの は その 半ばに 過ぎない。 全部 八卷、 その 前半の M 卷 だけで ある。 後半 四卷は 純然た 

る 好色 物と いってよ い。 それに は 歌舞伎の 世界に 於け る 事件が 极 はれて ゐた。 この 武家の 社 會と欹 舞 伎の 社^と を 

區^ した 前後の 二部 は、 また 地理 的に も 明かに 區 分され てゐ る。 武家 は 江戸 詰、 歌舞伎 は 上方で ある。 

西 鶴が この 作 をな した 理由 は 何で あるか。 今 H この 作 を ：M む もの は、 とも すれば 作お 西 鶴 を 離れて、 西 鶴が 极っ 

た 題 村の 變態 性の 撿 討に 重心 をお き、 それの 社會的 意義の 間 明 を考へ ようとす る。 しかし それ は 西 鶴の n に^ いて 

は、 さまで 要な きもので あらう。 權道は 暴， 党權 道で は あるが、 今 H の 見解よりも すっと F- しい^-道 として 認められ 
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る 男色であった。 西 鶴から いへば 別に 深く 考 へる ことなくして、 輕く 材料と する ことの 出 來る人 生活の 一 現象に 

過ぎなかった。 ただ 狭く 好色本の 流れに 即して 考 へる 時、 あの 女色 物 を 書き 繽 けた 西 鶴が なぜ 急に 方向 を 男色 物に 

轉 じさせた かとい ふこと が、 大きい 問題と なる。 

女 若 一 ー逍、 これ は r 一  代 ％」 に 於いて 扱 はう とした ものであるが、 遊廓の 粹の 生活 を 中心とする だけに、 W 色の 

苦逬に 就いて 多く をい ふ 暇が たかった。 「^色 大鑑」 は それ を 補うた めで ある。 しかも ^色に 專らに するとて、 しば 

らく^ 色黨の 立場に 於いて 之を极 はう とした。 好色と い へば 一 つで あるが、 その 中に 入って 見れば、 女に 與 みする 

者と に黨 する 者と まさに 相對峙 して ゐる。 ^に黨 する おは * おの づ から、 女 を 貶まざる を ねない。 故に その 序文 

に 於いて、 女 を惡し ざまに 篤り、 女 を 中心とした 「一代 をお のが 作ながら 口ぎ たなく 篤った ので ある。 いつも 

の 戯れから である。 

こ の 序文が 後 の 八文字 屋本な どに よ く兑ぅ け る er 色女 色 優劣 の 論爭 の 折の 男色 黨 の典據 となる ものであるが、 西 

鶴 をして さう いふ 語調 を 弄させた の も、 つまり は 、^色が 冇っ 性質の ある ものと 調子 を 合 はせ ようた めで ある。 も 

し 西 鶴に して 女色 黨の 立場に 於いて^ 色黨を 難す る もの を 害く としても、 ああ は 息 まき はしなかった らう。 それ も 

これ も 彼 一 流の 戯れで ある。 

^色と 女色との 逮ひ、 それが 有つ 特性の 相異 から、 極めて 明らかな の は、 女色に 淡く して 扔 色に^ かな雜 现と 意 

氣 との 色 合で ある。 西 鶴 は 男色 を 扱 ふに 當 つて、 まづ はじめに その 義理と 意 氣とを 主^と した。 それに は、 武士の 

階 殺が ふさ はしい。 


ま士 といへ ば 江戶、 かくして 前半 を 江戶 屋敷 詰の 武士に 限って 村 料 を 巣め たので あらう。 その 武士 生活 を屮 心と 

する ものが、 やがて すらすらと 延びた のが 彼の 武家物であった。 「男色 大鑑」 が 好色 物と 武家物との 分岐 點 として 西 

鶴 著作の 流れに 於いて 特殊の 位遛 をい：： めた。 

この 義理と i 氣とを そのままに、 しかも、 もっと 華やか さ を 求める ところに^ 舞 伎の 世界が ある。 西鹅は その 華 

やか さをサ 子と して 後の M 卷を 成した のであった。 前^に 對 する 心 持 は、 また 江戶 に對 する 上方と して、 その 地方 

的 差別 を 立てた ので あらう。 ここに 「男色 大鑑」 は つ 一 代 男」 の續篇 「一 一代お」 の 女物と まさしく 對 立の 形 をと る。 

「二 代 ER」 が 名妓 列傳 であるならば、 これ は 名お 衆列俾 であった。 

「一 代^」 の 色に 關 する ものに は、 すでに 「男色 大鑑」 に 於け る^ 现 と意氣 とが 兌ら れる。 それと 共に 蛾 梁と し 

て あさましい 歌舞伎の 色 稼業が あった。 「一 一代 に は 名 奴の すぐれた^ を 傅へ ると 共に" また 太夫の 口過ぎの か 

たしい 华面 を^ 露した。 しかし 「^色 大鑑」 の 若衆の 場合に はこれ 等 をば 避けて 觸れ ない。 それに 作^の 川 意が 認 

めら れる。 

「男 色 大鑑」 が 純なる 好色本で ないやう に、 「西 鶴 ^土， s」 は 好色 物と 町人物との 中^に ある。 しかも これ は 最も 多 

く  n 一代お」 と聯關 して考 ふべき である。 「一 一代^」 の 遊びの 態度と、 これの 遊びの 態度の 相異 は、 暴 党 金と 遊びの 

關 係の：^ 方の^ 異 である。 この 相異は 「二 代扔」 で 一度 扱った 材料 をもう 丁度 立場 を かへ て 書き直し たものに 就い 

て 兌れば、 極めて 容^に 明かに する ことが 出來 る。 問題 は 西 鶴の 齢と 共に 推移す る 心境に 觸れ、 また それ を 害き か 
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へる こと を あへ てす る晚 年の 生活に も 及んで 來る。 極めて 與味 ある 問題で あり、 西 鶴 その 人 を 知る ために は 第： 要な 

^題で は あるが、 或は 好色本と いふ 範圍 內で极 ふべき もので ないかと も^はれ る。 (了) 

.  (昭和 二 年 「日 14 文學^ 座」) 


「好色 一 代 男」 の 成立 

多分、 天 和 一 一^の 末 か、 三年の はじめの 事でした らう か、 あの 「好色 一 代お」 が 新粧を 凝して" 大阪 思案 橋 筋の 

書林 荒砥屋 から資 り S された の は。 

奥附 にある 天 和 二 壬 戌 陽 月 中旬 やら、 本文の 中の 天 和 二 年 神無月の 末 云々 が、 ほぼ 其の 見當 をつ けさせて くれ 

る。 それから 引き つづいての 秋田屋 版、 大野 木版、 さて は貞享 元年の 江 戶萬屋 版、 同 四 年の 大^屋 版と 煎 版の 蹤を 

考へ ると、 大方なら ぬ 費 行の 程が 察せられる。 

^者の 名 も 序文 もない が、 西 吟の跋 に 鶴 翁と あるから は、 まさしく 西 鶴、 あの 難波談 林の 阿蘭陀 西 鶴の 筆と 知つ 

て 其の 人に 惹 かれた ため か、 共の 前々 ハ牛、 「後の 大 矢數」 と共に 出版 せられた 「難 波 色紙 百 人 一句」 の揷繪 によつ 

て、 西 鶴の 書風 を 見知って 居る 衆が、 この 本の 揷繪 も西鹧 のす さびと 與 がった ため か。 題名 冠す る 所の 「好 &」 は、 

何 寺 も 何 處も人 を 魅了す る もので は あるが、 人 は 其の 二 文字に 咬 かされ、 表紙 はぐって は、 そこに 展開 せられた 好 

色 世界に 眩惑せられ たため か、 獨笑繪 を 文字で ゆく、 思 ひきった 節々 を 探し 讀 むた めか。 それ も あらう、 しかし 常 

時の 人々 は、 より 多く、 主人公 世 之 介が B 分と 同じ 町人 生れの 町人 宵ち である こと、 その 接 家た る 好色 世界 は、 门 
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分 達に も 極の 親しみが ある ことから、 此の 本 を 手に したので せう。 「あら はに 害しる す 迄 もた し、 しる 人 はしる ぞ 

かし」 たどと 書かれて は、 世 之 介 も そんじよ 其處ら に、 兎 もす ると 自分の 遊び 振りが 粹 法師の 箫に 載った 様な 櫟っ 

たい 氣持 もした のでせ う。 尤も、 當の西 鶴 一味の 人々 は 光源氏の 君、 さて は 昔 を、 よう も 町人 之 介に しての け 

たと、 今更に 腕の冴え を もて 鳞 したで あらう が。 

事 莨、 當 時の 町人 は、 此の 「好色 一 代 男」 を捋 て、 はじめて 自分 達の 生活 を 如實に 反映した 文舉を 所有した とい 

ふこと になる。 印刷術が 發逹 すると、 書籍 出版と いふ 稼業が 一 つ 町人の 問に 殖えた ものの、 共の 書籍 は 從來の 何某 

の 卿が 筆 寫の勞 に 代へ る 物 か、 さたく ば 「御伽草子」 式の 雲上の 戀 物語 か、 「徒然 草」 式の 隨 筆の 敎 訓話 か、 和歌 

を 少し ひねくった 狂歌 振りの 滑稽 話 かにと どめ を さして、 町人 本位の 娛樂に 加へ る 所はなかった のに、 これ は 天下 

の 町人なら では 叶 はぬ 話の 筋であった。 しかし、 これ を 以て E ちに 西 鶴 その 人の、 町人 仲 問に 於け る 功鎮と 見る 事 

は出來 ない。 それ は 町人 その^が、 武士 を 本位と して 紈綾 せられた 社會 制度の 下に、 幾多の 犧 牲を拂 ひ、 幾多の^ 

H を 過して、 士農工商 はた だ^が かりの 看板、 實は 町人の 天 下と 成し 得た 紀念 物で あるから。 遊里の さんざめ き 

は、 町人 共が^ 濟的社 會糾； i 完成の 祝宴で あるから。 さう 忍へば、 世 之 介の 諸 阈膀 遊 も その 糾絨 編成の ための 巡回 

視察と も 見る 事が 出來 ませう。 

西 鶴 は、 さしむ き、 其の 巡視 慰勞を 兼ねる 祝宴 席上の 封 m 間 役に あたる。 

「浮世 物語」 は 「 一 代 男」 以前の 通俗 文舉 書、 所謂 假名 草子 中の 傑作、 萬 治 寛 文 頃の 出版で 相應に 持て 嘴され、 H< 


和 元年に も-直 版 を 出して 居る が、 もと 「^曾 保 物^」 の 脚 を舉ん だ敎訓 物。 其の ^曾 保に 當る のが 浮^ 房です。 

此の ー篇が 浮世 房 をして、 兎も角も 隨 筆の 斷片に 述絡を 取らせた のが、 從來 の敎訓 物から 兑れ ば小說 としての 一 進 

歩で あり、 浮世 房の 浮世が、 浮きに 浮いて 慰み、 手前 をす り 切る も 苦にならす、 沈み 入らぬ 心 だての 水に 流る る瓢 

镇の 如くなる とい ふ 意義で あると すると、 當 時の 敎訓 物の 埒 から 離れて、 浮世 之 介の 浮世 生活に 近づく。 これが 此 

_ の 物語と 「一代 男」 との 11 に 一脈 相 通 ふ 所 ありと いはれ る 所以です。 殊に 世 之 介 はありと も 知れぬ 女 護 島へ 行方 知 

れ すになる。 浮世 房 は 仙術 を 習得して 蛻 となって 去って 了 ふとい ふ 結末。 もし 「一代 男」 の 最後が、 「源 氏 物^」 の 

雲隠れ を 思 はせ るなら、 これ も 同じ 脚色の 脈 引く ものと 兌ても よい 苦。 けれども 「一代お」 と 「浮^物 語」 と は 形 

の 行方が 似て 居る とい ふだけ で 內容は 似ても 似つ かぬ ものでした。 

浮世お の 父 は 武士であった が、 國屮 無雙の 臆病者と て、 戰 場で 腰 をぬ かして 逃げ 歸り、 かねての 貯 へを携 へて、 

町人のお 德 人となり すました。 これ を- M 史上の 人物で 考へ ると、 あの 慶長五 年關ケ 原の 合戰 のさ 屮、 侬に旃 を 棬 き 

陣を 撒し た 尾 張 犬 山の 城主に 當り ませう か。 彼は柬 西の いづれ が 勝た うがお けよう が 上の空で、 兵器 を^り 兵糈を 

金に かへ て、 京に 上って 町人と なり、 鉅 萬の 富 を 擁して 落着 拂 つて ゐた。 要するに、 彼 は 臆病者で はない、 時述の 

赴く 所 を 兌て 對し 取った 聰明 者であった。 共の 後代の 石 川 n 安 は、 遣 產を枏 綾して、 京の 分^お として ^父の 舊友 

にて 戰を 挑んだ。 大名の 財政 逼迫に 乘 じて 高利 を 以て 黄金 を 融通し、 米 を 以て 惯却 させて 時相 場で 一 一审： 儲 をせ うと 

いふ 寸法でした。 此の 計 寨が圆 に 常って、 石 川 家の 運 は 愈々 開かれる。 これ を 見て、 京阪の 富豪 もこの 大名 貸の 戰 

に參 加した。 
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さうな ると、 高 p: 二 悩む 大名 は いやがう への 逼迫、 どうに も 斯うに もなら なくなった 昨、 「お 斷り」 の陣 構へ を 

以て、 其の 頹勢を 盛り返し 始めました。 內政 改革、 從來の 役人が 退席した。 從っ てこれ までの 協^ は無效 におす る 

とい^ 口上の もとに、 債務 を * さう としない。 これに は 町人の 身の 愦 なさ、 泣き 寢 入りと したければ なりません。 

さしもの 石 川 家 も、 この 敗^から 分散の 憂目に 逢って 了 ひました。 那波屋 も袋屋 も、 高 屋も沒 落して 了った。 まさ 

にこれ、 「町人 考」 いふ 所の 一， 武士 は 計略 を 廻らし、 勝つ 事 を專ら にす、 是 軍務の 戰也。 町人 はよ き 程 見合せ 金 儲して 

殘銀を 見切て 德分を 得ん とおへ ども 武士 は 四民の 頭、 智謀 兼備の 役人、 中々 其の 手 は 兌 通し、 却って うら をく はせ • 

先 を 取って 彼方より よき 程 取 込、 斷を 申出す。 町人の 竹鎚を 以て 武士の 眞劍に 肉 ふが 如く 相手に 及ばす」 の體 たら 

くです。 これで は：^ い 奴と て 借り倒され * 憎い W とて 斬り 倒さる るまでで、 町人の 浮む 瀬 はない。 さうな ると、 一 

軒々々 の 自力で 行く から 惡ぃ、 町人ながら 氣心合 はせ たなら ばと、 町人 もお のづ からなる 合戰 工夫です。 貞 享元綠 

に は 確固たる 問屋、 問屋 仲間の 組絨が 出来 上る。 「一代 男」 出版の 頃の！ K 和に も、 すでに 共の 氣 運が 動いて * 多少 

の 安心が あった。 町人 また  一^ 級と いふ 自覺 が、 心の底に 湧いて 來た。 さう して 得た 富から、 町人 は 町人 生れの 町 

人 宵ち を、 誇り 氣に思 ふ 様になった のでした。 

寬 文の 「浮世 物語」 時代 はま ださう もなかった。 浮世 房、 はじめの 名、 瓢太郞 の 父親 は、 こそ 町人と なった 

ものの、 我が 子 だけ は 武士に 仕立てようと 武藝を 習 はせ る。 ただ 瓢太郞 は それが 不得手で 物に ならす、 博奕と 傾城 

に 狂 ふの みで、 父の 志に いたが、 後に 生活の たつき の爲 めに 徒歩 若黨 とたり ました。 然し、 武藝を 以てした ので 

なくて、 算用 方の 上手 を 以て 採用 せられた。 抱へ る 大名 はいふ、 今の 世に 武勇 も 首 勘 狀も氏 も 系圖も いらない、 十 


露盤 を 得た るか、 田 畠の つもり を 知りた るか、 米の 賣り 様、 金銀の ま はり を 心得た るかと。 其の 條 件に 叶った 譯で 

す。 また 瓢太郞 が 重用せられ るの は、 知行の 米に 課役 を かけて 半分 を 取り返す 分別、 领 分の 百姓の 物お を 役に かけ 

てとり あげ、 萬 事の 運上 をと る 分別 を 大名に 吹き込む ためでした。 武士と 町人との 經濟 戰對立 時代の 影と^ る 事が 

出来ます。 嗞が 「一代 wfu に 於いて は 世 之 介の 父 は 生 野 銀山の ほとりの 町人と 兑 えて をる だけ、 いづれ は當 時に 多 

ぃ鑛山 成金 を ほのめか したでせ う。 世 之 介の 敎養も 始めからの 町人 ー點 張り、 九 歳の 時には、 世 を 渡る 男藝習 はで 

はと 雨眷 町の 春 日 屋に銀 見習 ふために 遣 はされ、 十七 歳に は商賣 の 道 知らで はと 奈良晒 調 へ て 越 前に 行商に やられ 

る。 これが 町人 本位の 世 和でなくて 何でせ う。 

さらで も 苦し いのは 武士の 懐です。 百 石 取の 侍に しても K 牧 はま づ 六十 何 石と いふ ぐら ゐの蕺 給、 隨分食 はね ど 

高揚 枝と いふ 言 紫の 俊の 生活。 さう いふ 武士の 世界の 瓢太 郞の惡 賢い 手段です。 ^然 * 彼 は 家中の 憎まれ 者と たつ 

て、 居た たまらす 逃亡す る。 さう して 心に 染まぬ 道心 者と なった、 さて こその 浮世 13 でした。 京大 阪の祌 お、 侦參 

り、 それ も 信心 柄で はない、 ただし 狂^ を 詠み 散らしたり、 例の 剽輕 な氣 質から & 々の 滑稽 を 演出す る爲 めの 旅と 

も 見られないで ない。 此の i! の 人物 を 假名 草子の 世に 索 めれば 「竹 齋 草紙」 の 竹齋、 また 「ず、 海道 名所 記」 の 樂阿彌 を 

得る 事になる。 彼等 は 京め ぐり、 海道 下り、 江戶 巡りに も、 したい 三味の 滑稽 を 演じ、 いひたい 放題の 狂歌 を^み 

散し ます。 浮世 房 も傾狨 町に 入り込んで 打擲 せられた 事 もあった が、 彼等 は隨分 道中の 赤 前垂に も、 格子の 仇^に 

も：：^ 忽. れる。 尤もた だ 見惚れる だけです、 その 傦形は 心の 自. E、 身の 自. 5 と共に、 また 肉から も 自由 を 許されて 

こ の 美しき を 美しとの み 見る 事が 出来る 傍觀的 態度 を 取 るので した。 
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人生に 對 する 傍觀的 態度、 これ を 遡って 佾 ならぬ 僧形の 連歌師 宗^の 徒に 於て 見る 事が 出来ます。 京の 騒亂を 避 

けて 少苟 を偷 む田舍 めぐり、 孤 燈の影 ひとり 背いて 罔 雨と 相 語る 境涯に ある 者 は、 おのが 身 を も 人の 身 を も、 はて 

は 世の 一切 を 離れて 見、 顧みて 笑 ふ 心 を 誘 ふ。 地體 連歌 そのものが 享 樂の氣 持から 產み 出された もので あり、 滑稽 

に 茶化して かかる を 導 念 の 工夫に した ものであるから、 一槌 の樂天 的傍觀 者が S 來 上る、 それが やが て 旅心 地で す。 

その、 い 也で、 しず しげと 田舍の 物を兑 て あるく。 都と 異る くさぐさの を かし さ、 所變る 品變る 面白さ、 こ， &を 筆に 

せ 尹 に ゐられ ない。 lg 歌師の 狂歌 n 記 は、 また 旅日記と 伴 ふこと になる。 もし この 筆 を 女の 風俗と、 女との いきさ 

つの 方に 轉 じたら、 取り も さす 「 一 代^」 が出來 る。 

世 之 介 の 旅心 地 は、 時には 十 歳の 昔中澤 の拜 殿で あつ た 念 友 を 、 十九^ あとに 最上の 爽 一河 江に 尋ねさせる 事 も あ 

れど、 大方 は 身 請した 伏 見の 女郞を も、 九十 九まで もの 宿の 妻 吉野を も 放り出し たなり、 ただ 一言、 六十 歳の 船出 

の 言葉に 「定まる 妻女 もな し」 で埒 あけ、 後家に 生ませた 子 も 六角堂 前に 桀て させた きりに、 「子 はなし」 で 澄し 込 

む。 これ は 勿論 作者に 趣向 あっての 事で あるが、 かの 旅日記の 主 だち 同様の 態度と いはねば たらない。 

ただ 一 っ大 なる 違 ひが ある。 世 之 介 は 美しき を 美しとの み 見す、 千早帶 結び 下げ It 化粧した 縣 御子 を も、 その 儘 

に lis かす、 共の 神 姿 取お ろし、 新に 女 體を現 はせ るまで、 或 時、 或 場合に は 傍觀的 態度 を：^ します。 そこから は 

じめ て 「一代 扔」 が 生れて 來る。 まこと、 町人の 生活 は、 世 §1 の 渦の だ だ 中 を拔手 切って： 冰ぐ にある、 眺めての みん 

て、 何の 埒が あきませ う。 ただ そこから さっと 切り上げる 旅心 地、 世 之 介が 虚々 實々 を钍 よと いはねば たり ませ 


ん。 されば 其の 好色 精進の 修行の 旅 は、 同じ 享樂の 態度 を 持す るに せよ、 あの 連歌師、 あの 竹齋 一味と は 消極と 镇 

極との 差が ある。 そこに 元祿期 町人の 精祌が ある。 あれば こそ 六十 歲、 腎 虚して 土と なると もと女 謹ね 渡り をす 

る。 世 之 介 は 飽くまで 町人で ある。 されば 西鹆も 此の 好色 修行の 旅に 町人の 金 儲 を 影の 様に つき 纏 はせ るので し 

た。 前の 越 前 越 中 行 も 商用で あれば、 十八 歳の 江戸 行 も、 江 戶大傳 馬 町 三 丁目 絹綿の 店 ありけ る 萬 勘定 聞くべし と 

なって ゐる。 よしや 商 川で なくても、 世 之 介が 歷 遊した 遊里の 所在地 は いづれ か 商人に よって 成立して ゐな いのが 

あつたか。 

町人の 沽動は 經濟的 社會組 絨 を 完成し ました。 この 紐絨は 封建制度の 破壞 にもなる。 大名の 居城 はつひに 共 意 1i 

を變換 した。 襲來 すべき 歒 なき 世に 於て、 械は ただ 政治 主權 者の 所在 を 示す だけで ある。 殊に 商人から は、 ただ 地 

方の 首府と しての 械 下町の 装飾と しか 兌ら れ ない。 一藩の 物資 集散地の 目 じる しとし か^はれ ない。 彼等に は积稅 

として 其處に 巣る 米の 良否と 多少と が 問題で あり、 工業 品 製作の 地と して 其の 生産額が 問題で ある。 防備と しての 

惯 俯の 如き、 もとより 與り 知らざる 所、 まして、 わざと 交通 不便の 地 を 選んで 巍然 たるが 如き は、 山 田の 法師と 苦 

笑させる だけで せう。 本 來戰な くば 械 主の もと を 去って、 其の 知行 地に 歸 着して 農耕に 從事 する 害な の を、 さもな 

いから 域 下町 も 商業都市 になって、 町人の 蹂躪に^ すべき 運命に 陷る。 殊に 當 時の 社會が 其の 肘 政の 基礎 をば 米 を 

以てして は、 いよいよ 共の 趨勢 を 助長す る。 知行 米 を 受けた 武士 は、 一年の 自家用 以外 を 商人の 乎に 渡す。 大地 主 

の 大名 も {H 藩 自給 以外 は、 これ を 商人の 乎 を 經て他 藩に 贸^ する。 大 阪の藏 屋敷に 轉送 しても 結局の 始末 は 商人の 
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手 を 待たねば ならない、 まして 年に 吉凶 ある 以上、 時相 場に 變動 ある 以上 米 を繞 つて、 町人 活動の 範^ は捣大 しま 

す。 

江戶は 西の 大阪 終濟 文化の 指 阖 をう けながら 柬の霸 となる。 この 一 一つ を 中心として 地方 それぞれの 域 下町、 さて 

は驛に 港に 町人の 經濟 網が 張り 渡される、 交通網が 縦横に 擴 まる。 その 二つの 中心 を、 早 立 六日の 一一 一度 飛脚が 結び 

つける。 江 戶の金 遣 ひ、 大阪の 銀 遺 ひ、 この 復 本位 を 以て 價 格に 欒 動が 出 來る。 この 金 相場 は 米 相場と 共に 銘々 の 

ギ 飛脚 を、 月の 二の 日 を 待た すに さし 立てる。 かうた ると 南山 不拔 の金狨 も、 町人の 眼から は 蜘蛛 巢 にから まった 

揚羽蝶 位に しか 思はなかった。 ただ 鱸の 甍を 美しい と兑る だけです。 加 賀米は 淀屋の 手を^て 大阪に 廻され たが、 

其處 の藏 屋敷の 設置と 共に 運輸 は 盛に たり 行く のでした。 

江戶 は. y n で 繁華 の 加 は ると 共に .-m 北 の 米 を 望ん で 、 今迄 の 不便と 危險を 除去し ようと、 河村瑞 賢の H 夫 Q も と 

に 信 夫 郡の は 阿武隈川 を 下りて 荒濱、 湊、 铫子、 小^から 一一 一浦 三 崎、 さて 江戶 灣と遝 び夾 り、 最上 郡の は 最上 川 を 

下って、 酒 田、 小 木、 福 浦、 湯津、 下の 關 から 瀨戶內 海、 さて 大阪 を經 て， 江 尸、 廻し とい ふ 順になる。 その 大阪と 

の 間 を菱垣 廻船が 通 ふとい ふ 有様。 町人^ 之 介の 傅 記 書た る 「 一 代 男」 に 出 羽國、 庄 内 と. s ふ 所へ 下りて、 米な ど 

調て、 大 坂へ の 舟 便り もま はり 遠く (諸 分の 日 K) と ある も 此のた めです。 この やうに 大阪を こそ 天下の 事， とし、 

當 代經濟 の中樞 とし、 江戶を 之に 亞ぐ とはい へ、 地方の 商業都市の 繁昌 も ； 通りで ない。 奥 羽の * の 消 田 も 此の 樣 

な^ 昌、 諸國 のっき 合、 ^十露盤に て 年 を 送る 人 也、 おかた の輕 薄、 兎角 金銀の 光ぞ有 雑き とい はれて あり 其^ 

に は 所 一 iH 葉で しゃくと いふて 上方の 蓮 葉 f 同様な が 客 一 人に 一 人^、 或は 十 mi 不 B 一一-十：. にも^ 留の 中に 桉逍^ の 


あげ 下しす る 女が、 旅人 を 懸けて 集る 由 (木綿 布 子 も かりの 世〕 をい はれて あるの も、 皆 時運から でした。 

商 紫の 取り 引 も、 儲の 分 わけ も 結句 は 色と 酒と に 埒^いて、 飮めゃ 歌へ と 遊 所まで、 殊に は 旅の わびし さも 手傳 

ふから に、 兵^、 鈉 小へ H 下關、 酒 田、 最上、 大^、 堺等の 遊 所が 「 一 代 の 屮に兑 えて 0 ら遊 m: 案内の 

書 を 形作る。 堺 と共に 特殊の 事情の 下に 發 達した 自. a 商業都市 たる 室が、 西國 一 等の 湊、 遊女 も 昔に 勝りて 風 依 も 

さの み大阪 にか はらす と 紹介 せらる る も、 そこに， 之 介が すぐに 身 f? してやる 程の、 都 恥し い 格の 女郎に 勤めさせ 

るの も 趣向 さも あるべき です。 (欲の^の 屮に是 は乂〕 殊に は^ 崎、 我 II 唯一 の^ 港 場、 珍奇の 貨物の 取引の 長 崎、 そ 

れを女 護 島 渡りの 前につ けた 西 鶴の 趣向の ほど、 勿論 それ は 祌仙鄕 以来の 肉 慾 鄉に對 して、 晝夜 共に 其の 藥を飮 み 

て は 飽かす 枕 を 重ね 侍る。 日本人の ならぬ 事 は^とい ふ毐 をい ひ 度かった ので あらう が、 本來な らば 其處 から 直に 

支那へ 和 蘭へ 行くべき を、 逬か へて、 女 護 島と は、 ^之 介よ くぞ 巧みに 鎖國 令の 網 を 潜った とい はねば ならない。 

其 虚は非 現實鄕 であって、 現贲の 今の 外に あるから です。 

. 「一代^」 の 脚色の 一端 もこ こから 出づる 如く、 何とい うても 交通の 發達は 町人の 手に よって 完成せられ ました。 

封建制度 實 施の 際と て、 やはり 關所は ある。 わざと 川に 橋架け ぬ 所 も あると はいふ けれど、 「新 町の 夕暮、 島 原の 

曙」 の 駕籠の^ 備も 充分に、 「さす 盃も 二十 単-」 とい ふ 筋 も 運んで 來る 様にまで なる。 禿 三人が 一所に 齊も寢 な 

がら 拯餅燒 いて 伊勢 詣 です る乘 物の 工夫 も 出て 来る わけ (ねが ひの 挤鉼〕 です。 斯うい ふ 時代に は 田舍に 居ながら 京 

の 歌 伎 を兑る 幸福 も ある。 京大 阪の 役者が 收 入と 藝 道 練 旃の爲 めの 旅 巡業が ある。 世 之 介が 中津 在に 藤 村  一^の 

旅 芝居に 出^: うて、 ^にて：：： を 魅け て、 羽 綾 など くれし 嚴 方の 庄 七と いふ 役者に たよった の も 〔^非 もら ひきろ 物 此 
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の譯 合からで した。 かう はいふが 西 鶴 は 地方の 都市 を 以て、 直に 京大 阪江 戶に對 立し 得る までに 桨昌 して をる、 文 

化が 進んで をる と は 書きません。 飽くまで 富の 最 盛なる 都巿を 以て 最も 優れたる 文化 を 有する 都市と 兌る。 その 都 

市の 中に も 最も 爛熟せ る 文化 を冇 する を、 その 都市 所在の 遊 m, と见 ます 

かくの 如き は、 階級 制度の 下に、 錢國 令の 前に 拘束 せられた 金肥り の 町人と してやむ なき 事です。 その 遊里の 整 

へる と 否と、 遊女の 品よ きと 惡 しきと が やがて 各 都市の 位 附けを 定めます。 たと へば 歌舞伎に しても 旅 芝居 は畢 

竟旅 芝居、 ^之 介 も、 着お ろしの 長 袴、 足元 も 定め かね、 品 之丞が 出端の 唄に、 人並に 頭 を 振って 間に合 はせ る、 

(是非 もら ひきる 物) 始末です。 田舍の 文化 はつひに 都の 文化に 及ばう 苦がない。 いかに 交通が 發逹 したに せよ、 都の 

流行 は 直に 田舍の すべてに 傳 はらない。 船つ き 場 や 遊 単： や、 これが 流行 哏 のさい 先 をな す 所で あるに 拘 はらす、 寺 

泊の 傾城 町で は 三 國ーぢ や、 拍子が 合 はぬ のとい ふ騷、 亭主に 様子 聞けば * 此の- s 上方から、 ささん ざと 屮す小 W 

が 時 花 来り、 爱 元の 若衆 色々 稽古 致せ ども、 聲が揃 はぬ と 中す、 さても 世 は 廣ぃ事 を 今 思 合せ、 柴垣 踊 知って かと 

尋ねる と 夢にも 知らす と 中す、 何とい ふても；^ ぢゃ ものと、 世 之 介 はいって ゐ ました。 (集 蹬は五 匁の 外) 追分の 牢の 

中で、 世 之 介が 唄 所望され て 花の 都の ぬめり 節、 長い 刀に 長 脇差 を ぼっこんで、 おせ さ、 よい さと m ペ ど樅與 もな 

ぃ顏， 是 はと 様子 替 へて 松原 越えて と 踊れば 一度に 手を拍 つて 喜んだ とい ふ。 (E 果の關 守〕 两 赖 はさう 書き 狨 せて、 

都人の 大笑 ひの 種と して ゐ ます。  . 

わけて 都鄙 遊女の 位 違 ひの 甚し さは、 寺 泊の 遊女に よく 持 成されれば 持 成される で、 江 戶で高 雄に 振られた 昔 を 


思 ひ 出して うそ 腹が立つ (集罎 は. 立 匁の 外〕 とい ふ 程です。 「 一 代^」 が！！ らす 滑稽 味の 半ば はさう いふ 都市と 出舍の 

遊廓 遊女の 比較 評價 から 來る。 この 比較 評惯 は、 江 P に は 女郎の 濶達氣 質 を はりと 認め、 尤阪に は 新 町の 揚屋の 整 

頓を 認めた けれど、 遂に これ 等 を 永い 文化の 系統 をお する 島 原の 前に 屈服 させて 了 ひます。 町人 所の 大阪 生れの 町 

人 西 鹋 が 大阪の 荒 砥屋を 版元と しなが ら 、 殊 に 町人 階 殺 のた め に^ を 吐 きなが ら 、 世 之 介 をし て 京 育ちの 京 ひ に 

させた の もこの 逬现。 名妓と いふ 名妓 を數 へて、 矢張り， ね 原 太夫 を 多く 書き 狨せ るの もこの 事實 を抂げ よう 術 はな 

かった からでせ う。 原 中の 夕立、 誰に も 濡れの かかる とい ふ 品の 低 さ を 以てして は 新 町 を 最上 位に 推す 事 は、 大^ 

出身の 西 鶴に して，；： 山來 よう 喾は ありません。 其の 土地で、 新ら しい 趣向 故に、 一時 は 人 を 驚した とい ふ 若衆 女郎な 

ども、 これ もま だ 粗野の きら ひの ある 新與の 土地柄 を 語る に 過ぎません。 扨 も 繁華 隨ー の 島 原で、 指折りの 太夫の 

客と し て 譯 知りと 呼ばれ 粹と稱 せられ るの は なまな かの 修行で 出來る もので ない。 とい ふて 修行の 外に 缺 いてた 

らぬ 物が ある。 「一代^」 は譯 知りの 世 之 介の 身を假 りて 之 を 具體 的に 語って ゐる。 

^之 介 は 浮世の 事 を 外にして 色道 二つに 寢 ても覺 めても 夢 介と 替名 呼ばれた 里 知り を 父と し * 島 原の 太夫の 名 だ 

たる を 母と して、 かの ffl にかけ て は ，5- し 分な き 影響 を 受けました。 之 を 害き はじめと して、 西 鶴 は 其の 生涯に^: 期 

を 劃して ゐる。 七 歳から 十 歳まで、 腰元に 燈 消させて 戀は阇 とい ふ 事 知らぬ かとい ふ 事から、 こざかしき 十 歳の 翁 

の 念 者ロ說 まです ベて 彼が 早熟 を 語る のです。 十 一 歳から 十九 歳まで 伏 見 撞木 町 を はじめと して 京 近くの 遊 所 通、 

または 後家、 主 ある 女との g| 係、 好色 修行の 發端を 示す。 かくて 束 海逍筋 や江 戶に來 ての 遊蕩から 勘當に 至る 事 
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で 此の 期 を 結ぶ。 二十歳から 三十 歳まで、 勘當 からの 流浪の 旅 は 一面！！ 悼らぬ 自 山の 身と して、 遐 所と いふ 遊 所 

は、 北 W 奥 羽の^ まで、 女と いふ 女 は 縣 神 子から 奥 女中に 至る まで、 各階 殺 各種 類に 行き わたる 好色 修行 精 勵の時 

期。 その 功 漸く 積んで 勘當 赦免 遺 產相續 に 終る。 三十 五 歳から 六十 歳まで、 大々 盡 として 好色^ 界の 歡樂を 嘗め 盡 

す 當代现 想の 生活。 あの 源氏の 君が 二 條院に 美嫒を 集めた 様に * これ は 名妓 を 身の 廻りに よび 寄せる。 そして その 

枭は 女^ i 島 行と なる。 

ところで、 ここに 一つの 疑問が 起る。 西 鶴 は 世 之 介 をして 早くから 遊 所 通 ひ を させ、 遊女の 身請け を させな が 

ら 何故 三十 三 歳まで、 遊所隨 一の 島 原に 行かせなかった か。 しかも はじめて 行った 共の 時 は 夢 山と いふ 大盡の 御 

供であった。 隱れ もな き 善 吉に伴 はれて、 此の 善 吉仕懸 兌なら へと 屮し M かされ、 ^句 の^は 當 の善吉 こそ：..；： 州と 

いふ 太夫に 懇 にせられ たれ、 世 之 介 は 太鼓 女郞 にさへ 扳られ て、 人に 買うて 貰うて 遊ぶべき 所に あらす とまで ロ惜 

がった のでなかった か。 (H に 三 H0 さて は 西 鶴 は 鞀の津 のちよ つと の^に 起請 書かせ 指の 血 絞らせて 名 書の 下を染 

めさせた 名譽の 女郎たら しも (袖 は 海の 歼 ！《) 此の 単； では 甲斐な く、 遺傳も 修行 も そのまま では 益に たたぬ とい ふ舉 

を 書きたかった のでせ うか。 . 

ところで、 一度 母から 心の ままに 費へ と、 二 萬 五 千 貫 渡される (火 神の 雲 かくれ) と、 ^界 は激變 する。 お- S の 太 

夫の 中の 太夫 吉 野から、 譯 知りの 世 之 介 様 なれば 何隱 すべきと すべて を うちあけられる 身と なる。 思 へ ばお 原 はつ 

ひに 寺； いでなかった。 女に 三百、 喝に &、 (後に は樣 つけて 呼) はたらく 女 どもに 二 百 合せて 六 百 文 撒き散らさせた。 

さても 大氣 な大盡 と、 女郎が 舟ば たまで 迗 る田舍 ではなかった。 (集 禮は五 匁の 外) 高洲の 色町で 「口き く 程の 若き 人 


新 町に 手 あ ひ を： W え、 ためて： & いて 一 度に、 島 原で、 遣ひ捨 る事尤 也」 二  tn かして 何程の 物ぞ) と は、 よく ^金の 邡 

の 島 原と、 洗練 せられた 文化の 都の & 原と を說 明して をる と^ふ。 

o して 兌る と譯 知りの 最大の 资格は 黄金に ありと いふ ことになる。 中 し 分な き 遺 傳を受 け、 修行 を 積んだ^ 之 介に 

してな ほ然 りと いふ ことになる。 これ を敎訓 たりと するなら、 餘 りに 平凡なる 敎訓 である。 しかし 常時の 遊 m. 閥 係 

の 書、 譬 へば 「たきつけ」 「もえぐ ゐ」 「けしす み」 の 類から 見れば 極めて 放膽 なる 敎訓を 受取らねば ならない。 何 

故 なれば、 これ 等に いふ 所の 粹は 決して 金に 物い はすた、 女郎の 心情 を 理解せ よ、 其の 悲運に 同情せ よ、 その 僞り 

の W ニ號を 掬せ よと いふ：： g のよ さばかり であるから。 されば こそ、 あの 高 橋の きっとして 氣立も 匂 はう とい ふこと 

になる。 〔其 姿 は 初^ かし) また、 これ は 金の 事 をい ひながら 「なに は 鉦」 一味の 物に 比 ぶれば、 品の よい 敎訓 であ 

る。 ならば、 これ 等は餘 りに 穿ち 過ぎて 一文 二 文 を 惜しが る 遊女の さもし さ を 探し出す に 忙しい 節が 多い か 

ら。 されば こそ、 金の 世界の 島 原で 金 撒いて 誰 拾 はぬ とい ふ あの 豪遊^り (末社ら く あそび〕 も 面. E いこと にたる。 

勿論 「 一 代 男」 にも 「人の しらぬ わたくし 銀」 に 兌る やうな 遊女の さもし さも ある。 然し これ は、 或る 趣..： 1： の 下に 

書かれて ある 事、 おの づ から^な 話です。 兎に角 さう いふ 點 から 兌れば、 隨筆 物の 眞 面目た 敎訓は n び 世 物；^」 の 

道化 交りの 敎訓 となり、 さて は 斯うい ふ あらぬ 敎訓 にまでな りました。 これが 何も 「 一 代 w」 を K く极 本義と いふ 

ので はない が、 かう いふ ふやうな 態度 は隨 所に 化る 事が 出来る。 後の 敎訓 物に 轉 する 下地 は、 すでに 兌え てゐ ると 

い うても よい。 
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これと いふの も 一， 一 代^」 の 作者 西 鶴 はも はや 遊里に 於て、 色戀に 於て それ 自身 陶醉 の狀 態でなかった からでせ 

う。 嚴密の 意味で ない が、 敎訓 がましい、 指圖 がましい 作意 を寫 したと いふ も、 つまり、 そこから 出て 居る わけ。 

これ は 作者の §: 十一 歳と いふ ^齢が 然 させた のか、 いな- 「一代 は 彼が 感興 湧く がま まに 蕺 執った のでな く、 

或る 趣向 をまづ 頭に おいて 取り かかった 書籍で あると いふ こと を考 ねばならない。 今 en に 於いて こそ 無 脚色と いは 

れ. 斷片的 小話の 連繽 とい はれる としても、 彼に ありて は、 此の 器に いかに 多く 盛つ たかを 兑て^ ひたかったら 

う。 よくも 斯う 纏めた 者と 褒めて 貰 ひたかった らう。 今の 藝術的 統一 性 を 以て 評せられる 時、 彼は惘 然として 自失 

する のでせ う。 其の 作意の 一 つ は、 世 之 介の 生涯が 大方 四 期に 分つ 事が m 來、 また 女 護 島の 前に 長 崎 を 置いた 事で 

も考 へられる。 譯 知りの 敎訓 も、 彼の 計畫 にして は、 ただ ほんの 一部分に 過ぎなかった のでせ う。 

思 ふに 彼の 計畫 は、 京 を 第一と して 諸 園の 遊 単； の案內 をな す 事、 なほ 自 S 山箕 山の 「&逬 大鑑」 ほどに 詳細な 叙述 

をして 見た く、 その 「寬文 格」 ほどに 廓の 風俗 を 紹介し， 「寬文 式」 ほどに 廓の 作法 を敎 へて 兌たかった らう。 さて 

は 廓 以外の 賫 女の 各階 級を盡 し、 すべての 女の 種々 和、 戀の 類別 も^げ、 太夫と いふ 太夫の 車 蹟を敍 し、 手管の 數 

々、 譯 のどん 底 もい ひたかった らう。 指切髮 切りの 誠の 裘を かへ して 人 を 呆れさせ、 京の 小^の 手段 を發 いて 驚か 

せたかった らう。 大 原の 雜魚寢 の 奇習 もい はで やむ は 惜しく、 湯女の 起原 も 遊女の 歷 史も說 明せ すに 居られた かつ 

たらう。 彼は餘 りに 多くの 材料の 整理に 困 じた 事でした らう。 しかも 彼 は 「增り 塔」 の 作者に 惡し 様に 篤ら れた 

「桃源 集」 の 作者 同様で ある 事 はい やでした。 というて 「$F り 草」 の やうな m;. なる 名 寄せで 終りた う もない。 世 之 

介 を 拉し來 つたの は、 異竟 これ 等の もつ れ糸を 捌く に 都合が よかった 爲 めでせ う。 八 犬士の 離合^散の 筋 立 に關八 


外の 地圖 おし 展げ" 將 拱の 駒 を あちこち させた とい ふ 馬 琴の 先蹤 を、 いっかし てな たので せう。 

し 力 も 世 之 介の^ ひ 附きは 光源氏で あり、 昔^であった とすれば、 あの 筋 を ここに 移して などい ふ 苦心 もま. ヒ S 

はった でせ う。 常時 漸く 出版 せられた 「源氏物語」 の 梗概 やうの 物の あるに つけても、 負けじ魂の 彼 は 忍 ひ 惱んだ 

事で せう。 かう いふ 計畫 のために^: 之 介 を勘當 させ、 浮浪 させた の は 賢き 乎 段で あり、 大々 盡 となった 後の =£ 之 介 

をして、 粹 人の 遊びぶ り拜 見の 位 ms- に据 ゑた の もやむ をお ざる 所でせ う。 金 を 持ち 餘る世 之 介に 「ロ^ へ て^ 1^3 一 

の 危な 業 を させた の も、 「身 は 火に くばる とも」 の隱專 させた の も、 さきの いひたい 數々 の埒 あかせる 身と して は當 

然の 趣向で あり、 大々 盡の I 之 介に 鬼の 遗 した 小判 もがな と、 さもしい 事い はせ る も、 大阪屋 の 奴 三 笠の 意氣地 を 

兌せ る爲 めの、 無理 を 許さねば ならない。 (喰 さして 祯 5 橘) 米 調への 芘內行 も、 ここから は 和 州が 「諸 分の R 帳」 

を 見せて、 あの 假名 草子の 「錦 木」 の 古風 を 蹴 下す 業と 兑 なければ ならない。 譯 知りの^ 之 介 をして よからぬ 士な 

しと 望みの 太夫 も會 はぬ 様に したの は * 吉 田の 利發を いひた さ 故と 兌ねば ならす、 (匂 ひ はか づけ 物) さしもの i-. 之 

介も傳 七に は 相 引に するとし たの も、 野 秋の 器箭； を 語りたい 爲 めでした らう。 (ぜんせい 歌 害 羽綠) 

この 計晝 のために は、 死 んだ 名妓 を も 生かして 來 る。 世 之 介 は 三十 五歲 にして 吉野を 身請けし た (後 には樣 付て to 

と ある。 しかし、 史實 の吉野 は、 寬永 八^ 八 =： 十；：； に は林屋 から 去って 岛 原に は 影 もない^、 もし^ 之 介の^ を： 人 

禾 ニ年ズ 十^力ら 割り出せば、 その ¥ はま だ 九歲 にし かなら たい。 とても 身 請 話な どの あらう せに かない。 けれど 島 

^の 名妓と して 支那まで 聞え た 其の 人 を、 此の 里 知りの 書が 逸して なる もの か、 とい ふので 時代の 矛质を 問题 とせ 

すに、 ここに 篏め 込んだ。 これに 「一 代^」 は轺 益の 傳記 ではない。 これ は 一人の 紹益 ならで、 常時の 紹^; の 

「好色 一代 男」 の^ 立  一 〇 五 
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多 數の粹 ^を とりあ はせ た 者であった。 

吉野は 鍛冶屋の 弟子に 身 を 許した 爲 めに、 兎角 面倒な 取り沙汰と なった の を、 かねての 客 佐三郞 兵衛、 すた はち 

紹 益と い へる が、 情深き 志 殊勝 ぞと 私に 身の 代を與 へて 一 まづ 親里に かへ してやり、 後同捿 したので あるが、 人々 

の 言葉 添へ によって 父の 許 を 得て 疋 しき 者に 直した の だとい ひ傳 へられて ゐる。 西 鶴 はこの 紹益を 直に 世 之 介と 

し、 太夫の n から 銀 冶屋の 首^ 聞いて、 それ こそ 女郎の 本意 なれ" 我兑 捨て じと 其の 夜 俄に 揉 立て、 吉野を 請 出し、 

奥様と するとして、 譯 知りの 典型と ここに 兑せ、 さらに 事實 あった 通りに、 吉 野の もてなしに 一門 三十 六 人の 女子 

衆に 惚れ込まれた 筋 を 見せて 居る。 あの、 新 町の 高 橋 を 「なに は 鉦」 から 拉れ て來 て、 島 原の 太夫と し、 E 舍侍 を 

. 尾 張 の 町人と するな ど は、 其れ か ら兌れ ば 何 でもない 話です。 

かう 思 はく 通りに、 酙 酌して まで、 あれ もこれ もと 取り入れた 西鹤に は、 また 一 つの 工夫が ありました。 如何に 

それ 等 を 配列す るかが 問題であった。 流浪の 時 も大盡 になって から も、 ^之 介の 旅が あちこちと 殆ど 理不盡 である 

の も、 その 配列、 精き 具合の 面白さの 爲め である。 その 土地の 變 はると 共に 會ふ 女も變 はり、 その 戀の 相も變 はる。 

その 忙し さも これであった。 その 手際 を 縮 阖 にした のが 「末社 樂 あそび」 であった。 棕梠 箒に ffl 手 切って 出せば、 

丸屋の 二階から 大黑蔥 比 須、 柏屋の ニ^から 懸小鲷 見せる 騒ぎ、 つづいて 出し合 ふが 砲 烙に釣 髭、 三 社の 託宣、 金 

鎚、 懸燈 釜に 火と もす、 頭巾 着せた 佛、 釣瓶 取、 俎板、 巾 旁 一 把、 猫に 大小 ささせた る、 干 鮭に 撝枝銜 ，へ させた る、 

注速繩 張った 炭 消、 醬 油の 通帳、 烏帽子 冠って 頭 さし 出す、 十二 文の 包錢 投げ出す、 摺粉 木に 綿帽子、 上々 吉 K 胎 

藥、 葬禮の 道具で ある。 その 縛き 具合 を 見て 行く と、 a ら 俳諧の 變 化に 合する。 「 一代 男」 のおのお のの 小^の 配列 


は、 要するに 此の 西 鶴 かねて 熟練の 俳諧の 手法 を 以て 取り扱つ たとい ふても よい。 

これ はな ほ 大笑 ひの 糚と してと いふ 標準 を 以て 全體に 臨む。 開卷 第一 の 女 は 三千 七 few 十二 人、 少人は 七 百 二十 

五 人が それの 好例、 而し てこれ 俳諧、 殊に 奇抜 人の 度膽を 拔く談 林の 精祌 であった。 

當年 ra! 十 一歳の 西 鹋は宗 ra に. 帥 事して 大約ー 一十 五六 年 を 過して ゐる。 彼れ 一 一度の 大矢數 に 群雀の 噪々 たる を赌し 

盡 して、 談 林の 旗頭、 敵方^ 門の 士の 怖ぢ おでした。 西 鶴が この 談林 調の 宗匠で あると いふ 事が 「好色 一 代^」 を 

なさ しめたので. もしお 門の 士で あったら、 恐らく 「源氏 十帖」 「稚 源氏」 の 類 を 書く か、 「仆勢 物語」 の 註 釋を害 

くの がせ めても の 事でした らう。 さなく とも 「恨 之 介」 r 蕺雰 物語」 以上に 出で ようと は 思 はれない。 何故と いふに 

^德の 生活 は 中古 隱遁 者の 模倣、 その 趣味 は 堂上 風の 舊套、 その 主張 は、 俳諧よりも^ 歌、 それよりも 歌道に あった 

から。 されば その 徒 池田是 誰の 如き もい うて^る。 今より 俳 近に 入らん に は、 「八 代 集」 「新撰^」 「伊勢 物語」 「狹 

衣」 を 常に 學び、 姝に 「源氏」 は 朝夕の 枕 言葉なる べしと。 これ 等に 對 して 宗因 はいふ、 俳諧 は 酒 前 茶 後の 慰で ある 

と、 好き^して 遊ぶ がよ し、 多分の 戯れで あると。 古典よりも 浮世、 わびしい c 然 より 華やかな &戀 とい ふやう に 

題 衬の械 類が 町人 向きに なった から、 宗 の W 住 地 大阪を 中心として、 流行の 波 は 直に 擴 まって 行く。 まして 師ょ 

り も 放埒 を 以て まさると いはれ る 西 鶴 になる と、 巾 ^切も^ 綿 も 、 揚屋 風 呂も どんどん R: 韻 中に 投げ込んで 了 ふ。 

弟 千 共 も 下地 は 好きのと ころへ 御意 はよ い、 百 韻の 屮に g: 十五 句、 五十 句 は 遊女の^、 欤舞伎 芝居の 風情、 殘る四 

十 句 は 博奕^ 喰 物と、 常の 西 鶴 を 驚かす 程に なりました。 
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これと いふの も 俳諧 は 表、 實は 酒と 料现、 會席 崩れの 下心と いふ 段取りが あるから でした。 事實當 時の 徘 席は闲 

つた 事に なりました。 料理が 出る と 一 巡よ むまで もな く盃の 應酬、 懷羝は どこ へやら、 點 者に 隱し藝 の 所望と いふ 

亂 がまし さ、 夜更けて 通る は 俳諧師と はよ くもい ひ 得た もの。 翌 R は 宗匠の 禮巡 りと いへば、 俳諧師 匠 は その ま 

ま、 放蕩 師匠で あり、 封 £.問 である。 西 鶴 も 丸 持の 若旦那の 伴して 幾度と なく 揚屋 入り をし ましたら う。 

もとは 百 韻の 內點 ある 者 十 * 一 一十な のが、 今 は 無點の もの 僅に 一 一 一とい ふの も、 客筋の 機嫌 損 ふま じとの 呪、 一 

度で も 多く、 ー糜 させて 貰ふ賂 であった らう。 西 鶴の 若い 頃 は、 かような 雰圍氣 にた だ 有 頂 天 の 事であった でせ 

う。 しかし その S 氣 にも 馴れき つた 後に は、 ただよ その 騷 ぎと 萬更 でもな く 眺めた か。 當 時に 於て は 寂しい 土地の 

鎗屋 町まで ぶらぶらと 歸る 時、 冷 かな 批評 を 昨夜の 一座の 衆に 加へ たでせ う。 それが 吐 嗟の 發句 となり、 それが 俳 

諧の 中に 出て 来る。 あの 一 日 四千.？、 殊に 捲 線香 一 一寸 六 分の 中に 最後の 一 卷百句 を やっての ける 放れ 業の 時な ど、 

それ 等の 中に 唯 すらすら と^るの は 日 比の 見聞、 日 比の 思 はくより 外 はない。 かう いふなら ば 大矢數 の 句 はすで に 

彼の スケッチ ブ ッ クを投 出した もの、 彼の 覺ぇ 書き を 順序な く拔讀 みに した ものと 兑て よい。 

その スケッチ、 その ノ ー トを ある 構阖の 下に、 或る 脚色の 下に 取り扱 ふとしたら、 いや 應 たしに 「好色 一 代 男」 

が 成り立つ。 

たしかに これ は吉 野と 覺 ゆる 

ひんむす びより とばつ かりが 憎い 迄 

これ は r 找 つけて t -」 に、 何 か 一 ケ條 書き 添へ て 然るべき 様に 思 はれる し、 


何と 亭主 變 つた 戀は 御座らぬ か 

昨日 もた はけが 死んだ と e. す 

これ は 藤 屋の彥 右衛門 方であった らうが と 聞いても 見た くなる し、 

勤の 身に て 萬 事 は あはれ 

塞 翁が 馬 をつな いで 大盡様 

これ は 室の 香 聞き 知った 遊女の 身の上 かと 尋ねたい。 

倾城屋 岩戸の 前にて これ を 嘆く 

今度 退治の 鬼 も 十八 

これ は 「戀 の捨 銀」 の屮に 害き 足らたかった もの か。 また 數 ならす とも。 

「花ぞ かし^うち とけて 山の 芋」 といへ る 人の 句に 

舂 行く 水の まさる 腎 せい 

と附 けたな ど、 女 護 島 行の 床の 責 道具の 一 つ を 思 ひ 出させます。 

是等 はたまた ま 出版 せられて 殘る もの、 只い ひ 放ち 書き散らした 物 も 多かった でせ う。 「一代 男」 は 所詮、 これ を 

踪 合し、 これに 作意 を 加へ、 思惟 を 入れた ものに 過ぎません。 して 見れば 西 鶴 自身に 於て は 「一 代 w」 は： 穴 和ニギ 

に突爾 として 書かれた もので はない。 少く とも 一 一十 歳からの 永い 過程 を 以て 書かれた ものと 兑た ければ ならない。 

「好色 一代 男」 の 成立  一 c 九 
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談 林の ぎ諧は 心附 にまで 進んで 居る とい はれます。 後 句 は 前 句の 前 接の 語詞に 接する のでな く、 前 句の 全 體の心 

持 を 受けて 附け るので ある。 「源氏物語」 と 「$: 勢 物語」 と 「好色 一 代^」、 或は 知らす、 その 心附の 工夫 を 以てし 

たので はない か。 故に 「源氏」 を 知らす、 「伢 勢」 を 知らぬ 手 八：： であったら、 ただ^ 之 介の 身の上 を 興がらう し、 知 

つて 居る もの は、 それと これとの 附 合の を かし さに 大笑 ひさせう とい ふ 事です。 誰し も 知っての 通り、 「形 兌の 水 

櫛」 「夢の 太刀 風」 に 「夕顔」 を 思 はせ、 太夫 品 定は雨 夜の 品 定を思 はせ る 類、 或は^ 之 介の 勘 常 赦免の 前に、 和 

泉の 佐 野、 迦葉 寺の 磯遴を 書いて ゐ るの は、 さながらの 源氏 君の 須磨明 石の さすら ひ、 綺く都 還り、 殊に は.：： s 浪電 

光の 趣， H: など そっくり であり、 「心中 箱」 の S 原藤浪 執心 は 「葵の 卷」 の 六 條御息 所と 兌る が無现 か。 夕顔の 五條 

の假宿 も、 藤の 棚に うつせば、 梠 立てて 淸 酒屋 ありて 細 路地 長屋 作りの 入 n を 並べる 事になる。 いな、 それ どころ 

か 一 部 全篇み な 「源氏物語」 に據ら ない 何もの もない。 

とりわけ 五十 M の 話に 書き わけた も、 年 立した の も、 「源氏」 の眞 似た るい ふ 迄 もない が、 もし 「源氏物語」 の卷 

數に擬 するとなら、 何歳 を 最後に しても よから う、 世 之 介の 强藏 がいひた くば 七十 歳に しても よい^。 ただ 世 之 介 

の 早熟 を 示す に 七 歳が 都合よ しと、 七 歳から 數 へて さう したの か。 私 は 如何 やら 西 鶴が 「源氏」 の少 くと も 「 桐蔻 」 

の卷は 心して 讀み、 心して その 趣 を これに 移した ものと^ ひます。 「今より なまめかしう 恥 かしげに おはす るが、 

レ と を かしう うち 解けぬ 遊 種に、 誰も 誰も 思 ひ 聞え 給へ り」 と ある は、 源氏 七 歳の 時で あるから、 其處 から 起算し 

て M 十五 帖の 五十 ra 年、 さて 六十 歳の 結末と いふ 段取りでなかった か。 さう いへば 「世 之 介 十二より 聲も變 りて は」 

は、 「十二 歳に て 御 元服し 給 ふ」 であらう か。 これ は 「其方 は 十六 なれば 初 冠して 出来 業 平と 申 侍る」 と 元服の 事が 


見えて 居る から 怪しい としても、 業 平 初 冠 を 通じて 「^勢 物^」 の 匂 ひ は 否み 難い。 「源氏物語」 では 共の 大綱 だけ 

を， して、 源氏の 君 を 世 之 介と したが、 01. 熟、 戀の數 々ゝ さすら ひ. また 美 娘に 園れ た 理想 生活と いふ 「$: 勢」 の 

方 は、 この 細部 を 採って 役立た せて ほる、 しかも 細かい 工夫 もて。 

世 を 渡 る 男 藝と初 奉公 させた の は、 母方の 所 鎵の春 R 屋な る^も (人には^せ ぬ 所〕 「伊勢」 の 初はなくて は 興 もた く， 

大角豆 飯の 茶漬に 干 鳕笔り 喰って、 なほ も 百 錢の U の 子^用なる 女郎 は、 VK つから 飯 匕 取った 河內 女が あって、 面 

白 さも 增 さう。 (人の 知らぬ わたくし 鈒) 江戶 下りに、 宇^: の山逯 で三條 通の 龜屋 の淸 六に あ ふの は、 问 じ 所で 修行者 

に出會 うた 昔の 影なくて はた はい もな い 事で あらう。 また 見る までの 印ぞ と、 岩根の 蔦の 葉 を 手 折って 金 太夫 方 へ 

渡す (さ^- 盃は百 二十 M) とい ふの は、 「一お かつら 茂りて」 から 思ひ附 いた 細い 工夫で ある 事 は 必定で あるが、 みちの 

くの 鹽 逝で、 王 ある 女を哎 して 片小 お鬢 そがれた 事 (口舌の 事 ぶれ) は * 業 平が ニ條 后に^ うて、 辩.； そがれて 陸^ 下り 

したと いふ 傅說、 常時の 註釋 者の W ゐ たの を 反對 にした 行き 波った 趣向と^ へられまい か。 

それにしても、 西 鶴 は 何故 「源氏物語」 にす がり 「伊勢 物語」 を典據 にしたら うか。 談 林と いふ ものが 古典から 

遠ざから うと 努力して 居る に、 少 くと も宗 W は、 源氏より 謠曲 をと 人に 勸め たもの を、 との 疑問 も 起る ものの、 そ 

れ はこの 古典の 取极 ひぶり を兒れ ば、 何ともな う 合 あせられます。 「^勢」 の 芥川も 「彼女 を 負うて. 筑^^-わたり 

ぬ。 北ハ夜 は、 大 霰の ふりけ る。 くす 屋の 軒に、 つらぬきし は、 味 玉 か、 何ぞ と、 人の ひも じがる ゆ」 (形見の 水 櫛) 

とい ふ^にい ひか へられる。 それ は 家に あれば の 歌 を、 椎の槧 に 栗の 飯 を 手 成 I に、 茄子 香の物 を 貰 ひて、 とも ぢる 

のと 同じ やり：：、 丁 皮、 

「好色 一 代 男」 の 成立  一 1 一 


江戸 文學 研究  一  一二 

見渡せば 花よ 紅葉よ おたい 樅 

浦の 苫屋の あら 世帶 なり 

とい ふ 彼の 俳諧の 手法 そっくりです。 もぢ る、 茶化す、 莊 重の 物 を 滑稽に 轉 化する、 これ 俳諧 重要の 手段、 俳諧の 

俳諧た る 所以です。 更に 見て 行く と、 彼が 「伊勢 物語」 を 古典との み 見す、 ものの あはれ の 書と も 見す、 それ を 

ば、 ただ 淫靡の 書、 笑 ひ 本と も 見ようと します。 或は ここにい ふの は、 別に さすと ころあって のこと か、 或は あら 

ぬ 異本で あるか は 知らね ど、 とにかく 女 護 島 渡りの 舟 積 物の 中に、 水牛の 姿、 錫の 姿、 革の 姿の 數々、 さて は枕弒 

八 百な どと いふい かが はしき 品々 の屮 に、 「伊勢 物語」 が 二百 部戟 せられて あると いふから。 されば 3 氏」 の 「夕 

顔」 でも 、「ありしたがら 打 臥したり つる 様、 うち 交し 給へ りし 我 紅の 御衣の 蔻れ たれり つる」 と あの世の 契 を 思 ひ 

出される いと も 哀しい 節から も 「おれが きる 物 を、 うへ にせて、 そうしてから と、 m 心 ひしに」 とひ よんた W にさし 

向けて 「肌が よい やら、 惡 いやら、 それ を もしら す、 惜ぃ事 をした」 とい はねば 落着かぬ ものに 變 へて 了 ひます。 

(形見の 水 櫛) かうな ると 假名 草子の 「仁 勢 物語」 の 様な ものと は段逮 ひです。 あれ は何處 まで も 言葉の 上の 洒落が 

主で、 貞德 一門の 俳諧 一流に 過ぎません、 餘 りに 原作の 言葉に 拘 はって 居ます。 立圃の 「新 町お かし 男」 または 紀 

暫 計の 「# 勢 物語 ひら 言葉」 も 同様です。 これ は 飽くまで、 談 林の 風格、 奇拔な 趣向 立で やって 退ける。 「源氏」 の 空 

蟫の心 持 は 中々 に複雜 であり、 筋に しても が實事 あり、 實事な し、 兩說 などと 當 時の 批評家が いうて 居る 問に、 西 

鹤は實 事な しに 片附 けて、 しかも 川原 町の 小^物屋 源 介の さっさと 留守宅 預る 女房の 貞心 は、 手頃の 割 木で 世 之 介 

の 眉間に 疵 つけさせ ると いふ 根 話 振りで 行って ゐる。 彼 は 決して 古典 尊重の 貞 門の 衆ではありません。 町人の 彼に 


は、 あり 來 りの 敎 權は絲 瓜の 皮でした。 裟河 江の 宿の 恨の 幽黧 も、 あの 揷繪で 兌る 様に、 もの 古る した 恐し さから 

脫 して ゐる 位です。 (夢の 太刀 風) 畢竟 は、 表面 古典 を 尊重す る 様で、 腹の 屮で 貶しみ 果 つる それ も、 彼が 自然 持つ 

様になった 封 £ 間氣 質の 業でした。 

大まかな 見方ながら、 「 一 代 男」 が 天 和 一 一^に 降って^い たもので ない。 それ は 西 鶴が 氣附 いてして^ る^も、 氣 

附 かです る 事 も、 生れぬ 以前の 專 もとり 交ぜて 出来た^ 數 ものである 事を考 へました。 しかし、 まだ 5? 週は淺 る。 

都會 殊に 京阪が、 地方の 遊 m の締 括た る 如く、 その 文舉 はまた 地方の 文 舉の總 括で あると いふ 事で ある。 也 方 は 

都市の 發 達から おのが じしの 文化 を 有すと はいへ、 それが 三 都 殊に 京阪に 隸屬 し、 各地 方の 遊 単； は 繁昌す ると はい 

へ、 三 都 わけても 島 原に 範を 取る 事でした。 世 之 介の 此評眼 は 島 原の 太夫の あり やう を^ 準と して 之 を 論議し、 听 

くして 大笑 を 人 に 促します。 

世 之 介 は 九 軒 町の： 大祌に は、 床から 尻 突出して 邊に 響く 程の 匂 二つまで 放つ 所 を、 煙管の 火皿で 押/たでない 

か。 (今 ここへ 尻 は 出物) 追分に は， 山家 者の 胼胝 だけな ほした、 はたな 女を遛 いて、 今 も 都忘れ て を かしと 笑 はせ 

たでない か。 (因果の 脇 守) 島 原 及び 之に 亞ぐ， y 戶新 町の 太夫 以外 は、 ただ 譯 知りの 修行に 於いての み 必要でした。 

「なんと 世 之 介 様、 旅の 悲し さ をよ く、 御合點 あそばして、 京の 女郎 様の、 御 氣に入 様に あそばせ」 と 高 洲の& 町 

で 人 はい ひました。 (一 U かして 何 3« が 物ぞ) 畠山箕 山が、 日本の 諸 遊廓 を 叙しながら、 格式 作法 は 京のに のみ 專 であ 

ると て、 その 序に、 何事 も 先 京 を 手本と して^ 諸 廓の 事 は それぞれの 作法に て 是を辨 ふるに 難から ねばと 斷り いひ 

「好色 一 代 男」 の 成立  一 一 … 


江 戶文學 研究  一一 四 

ました。 これが 當 代の 粹 客の 行方です。 其の 行方 を 以て 「一代 男」 は 成って 居る とすれ は、 ここに 俳諧 を^-方 都市 

農村の 文擧 とし、 浮世草子 を 三 都 わけて 京阪の 文舉 として、 相對 して 考 へて よいで せう。 殊に 「一代^」 が談林 俳 

諧の 綜合で あると 云 ふ 事、 作者 西 鶴が その 點者 である 事 を 思 ふと 尙更の 問題です。 

俳諧 は當 時に 於いて は、 士農工商の 階級 を撤 して 流行して 民 ました。 其の 範圍 は、 廣く 都鄙に 亙って 居ました。 

そこで かう いふ 事が 考 へられる。 都會の 文藝は 俳諧の みで はない。 殊に 三 都の 文藝 は、 古い 所で 能 も あり、 新しい 

所で 歌舞伎 も ある、 堅い 所で 漢文 舉も ある。 俳諧の みが 都會 人の 文藝 でもな く、 娛 でもない。 所が、 田舍に はた だ 

o 俳諧が 文藝 としての 唯一 の 物でした。 その 點 から 俳諧 を 田舍の 文藝と 呼び、 浮世草子 を 都會の 文藝と 呼んでも よい 

場合 も あらう。 浮世草子 は 都會^ 調の 所産で あるが、 都會 が田舍 の物资 を 待つ 様に、 浮世草子の 寶行 また 浮世^子 

出版の 緣の 下の 力と して、 田舍 の文藝 愛好者、 俳諧 作者が ある 事を豫 想して よい 場合 も ありませ う。 

それに は、 何故 田舍に 俳諧が 相 應に根 を 張つ たかを 見る 要が ある。 連歌師 は 室町の 昔、 幕府 保護の 下に 都 住して、 

安樂の 生活 を 送って 居た が、 一度 騒亂の 世と なると 田 舍の旅 を はじめました。 思 ひがけな く、 北ハ虚 には懇 なる 持 成 

しが 待って 居た、 それ は 地方に 介在して 年 を經た 武士 また 豪農の、 常に 都に 憧憬 を 寄せて 居た 者が、 都人と し！ し迎 

へ もし、 また 歌 逍の竊 終な く 却って 舆味 ある 娛樂敎 校の 志に 酬いる ためです。 

連歌師の 過ぐ る 所、 連歌の 會は あちこちに 催されて、 此處 にも 小さい 都 を兑る 事が 出來 たのでした。 此の 地盤 を 

^りて なほ 盛に したの が 俳諧です。 その 創始者^ 鑑も、 日頃 は、 一面 連歌 帅 として 都の 人々 に敎へ もし、 法 樂の述 


歌の 代作 をして、 生活の 资に 充てた が、 やがて 西 W 遊^ をして、 地方 同好の 士を、 やはり 荥族 袞^の に 殖やさう 

としました。 これ は 速 歌から 兌れば 规定も 難しくな く、 忍 ふま まの を かし さ を 詠めば 足る とい ふので、 もて 嗨 され 

る。 良 ^はま づ之を 利用して、 その 舐らす 俳諧の^ さから、 段々 と 連歌、 さて は 歌逍へ 引き込ま うと 工夫す る。 し 

かし、 時勢の 耍求は 却って 俳諧 を^なら しめ、 つ ひに は 彼 をして^々 ながら 「御 傘」 其 他の 俳 書 を 出版せ しめ まし 

た。 其の 門下 は、 頗る 多く 地方に 散在して、 「毛 吹 草」 の 選集の 如き、 京、 大阪、 江戶 はいふに 及ばす、 朿沲逍 は 勿 

論、 越後 の^に 迄に 及んで 居る。 つづく 選集に は 奥州、 九州の 梨から も.？ を 寄せ 來る 者が 多く、 其の 數も八 t、 九 

百、 はて は 千 を 越す もの も少 くありませんでした。 もう 地方 も 豪 1IT 武士に のみに は^らす、 さまで もない 土地 衬 

も， 町人 も 之に 加 はるので した。 これ 等の 人々 に は、 添 刪を請 ふために、 點 おの 下に ー卷ぉ 句に 就いて、 大方 銀 三 

四 匁の 點料を 出さねば ならす、 もし その 句が^に 人れば、 楞料 として、 また 銀の 數枚を 差し出さねば ならぬ。 その 

入選 も 句の 巧拙よりも 楞 料の 多少に 關 するとい へば * 地方の 俳諧 愛好お は少 からす 都 住 ひの 點 者の 懷に 貢ぐ 事で あ 

る。 また 其の 句集 を鄕黨 への 自慢 旁の 配り 本に 數 多く 買 ひ 込む とすれば、 また 都の 書肆に よい 儲け をさせる 都に な 

る。 かく も、 都 住 ひの 貞 門の 人々 が この 源 を 獨ト： ： して ゐた 所へ、 はじめから 敎養は 付き者の 娛樂 を^ 榜 して、 新悱 

諧談林 を 起した の は、 大 阪の宗 因です。 

彼 は 犬 滿宫 の境內 の^ 盤屋 に、 向榮 ^ を^んだ。 それ は、 貞 德が宮 方から 下された 恩賜の 地に 宏壯 なる^ 物し 

て、 六 歌仙の 畫像、 また 吟花廊 の 設け、 また 蘆の 丸 屋の雅 び 振りな どに、 及び もっかぬ ささやかな ものでした。 そ 

れは、 ^族に 幸せられ て^^^ 氣 取りに 役 古の 道 を 計る 者と、 町人の 問に^ り 入って 新 流行 を かう とする^との 

一好 色 一 代 男」 の 成立  一 一 五 
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相違です。 しかし 宗因 は、 その 庵室で 或 計畫を 立てました。 それ は 直ちに 京なる 貞 門の 枳據 に：？」 るの を 止めて、 地 

方から とりかかる 事です。 ま づ守武 によって 育てられた 伊勢の 地盤 を 侵略しょう とした。 さて は、 長 崎に も 、奥州 

にも、 飛彈 の山屮 にも 入り込んだ。 彼の 慧眼 は、 新興の 地、 江戶を 以て 柬 方策 源の 地と しました。 延寶 三年の 「.y 

戶談林 十 百 韻」 の 

されば ここに 談 林の 木 あり 梅の 花  宗 因 

世俗 眠 を さます 鶯  雪 柴 

に 見る 様に、 彼の 計畫 はよ く 的中した。 彼 は 愈 京の 菅谷高 政 をして、 其處の 探題と する に 至りました。 宗 の 祝 句 

こい ふ。 

末 しげれ 守武 流の 總本寺 

宗 因が 斯 くまで 談 林の 調の 擴 張に 努力す る 一面 は、 勿論、 彼と しての 藝 術の 使命と 云 ふ 事 も ある。 しかし 他の 一 

面に さきにい ふ 如く、 總本 寺と 末寺との 關係 もあった 1M 家から 末寺に 運んで、 更に また 總本 寺に 運び 來る やん ごと 

なき 物の 存在 を 知らねば なりません。 宗 因の 「蚊柱 百 韻」 以來貞 門との 間に 開かれた る 論戰、 高 政の 「俳諧 中席 姿」 以 

來 いやましに 加 はる 激戰、 其の 言葉 穢 さが 巳に 眉颦 めさせる に、 尙其の 心事の 醜 さ をお へ ると 如何してよ いか 解ら 

なくなる、 他の 所得 を荧む 下司 根性が 見え透いて 居ます から、 兎に角に 俳諧 點 者の 收人 は屮々 の ものでした。 百 句 

の點 料で 一斗 餘の 米が 買 ふ 事が 出 來る當 時に 於て は、 從 つて 點 者が 輩出す る。 立圃の 「はな ひ 草」 口から ffl 枚も覺 

えぬ 中から、 菓子 袋に 押す 様な 印判 を こしら へ 、 軒號 にび つくり させ 一 句 一 錢の點 取に 讀 めぬ 所 は 評 時な しに 付 US 


する 始末、 作者の 貧 福が 作 句の 巧拙と いふ 手品 遣、 内幕 知らぬ E 舍 の俳士 こそよ い 面の 皮です。 勿論 さう いふ 點者 

は s:^ の 前に は 頭の 上らう 箬は たい * 否、 相 應の手 合で も、 銘々 の 自慢 先達、 世の中 雁 も 鳩 も 雀 も 鶴 も 同じ 物に 思 

うて 貰 ひと もな やと 吹かれても 御尤と 聞かねば ならぬ 程。 從 つて その 收 入の 點も 彼等と 比較に ならぬ。 其の 多額の 

黄金 を 半ば は大阪 在住の 町人の 手から 出よう が" 半 は 地方から と兑 てよ い。 その 金が 彼が 遊里 通 ひの 代と なる。 そ 

の 遊里の 見聞が 句になる。 五十 韻、 百 韻と なる。 その 昔 、連歌師が 行旅の 間に 胸 宇に 寄せた 自然 寂寞の 趣 は 影を遝 

くす る。 「西 行 は 何 知って 松 島の 曙、 象 潟の 夕 を 譽 めつ るぞ、 昨日 は 新 町の 暮を兑 捨て" 其 目 を 直に 今日^ 原の 朝 明、 

是が 唐に も あるべき や」 とい ふと： n 時に 

年貢 納 むる もろこしの 里 

或は かね 初瀨の 寺に 聞 ゆなる 

たど もろこし、 初瀨 とい ふ 遊女の 名 さへ 詠み 込む。 都會 生活の 歡樂の 事物が、 すべて 村 料と なる。 さうな ると 點者 

に從ふ 地方の 人々、 殊に 師匠 宗因 優りの 榴威者 西 鶴の 颦に倣 ふ 手 合 は、 見ぬ 都の 傾城 を 夢みながら、 現に 近い 遊 Sf 

を 訪れて、 同じ 様な 材料 を 漁らう とします。 これが いふ 迄 もな く  r 一  代 男」 題材 中の ものであった。 

西 國の大 港 大阪は 諸 國咄を 居ながら 耳に する 事 も出來 るが、 また 諸 國の穴 を 穿った ために は" 斯うい ふた づき も 

あつたで せう。 もし 此の 時、 それ 等 一 切 を攝 取し、 更に 西 鶴 その 人の 遊歴の 兌 閒をも 加味して 「好色 一 代 £?;」 とし 

て 出版す る 時、 地方の 士は、 西 鶴の 俳諧の 註疏の 書と して、 またお のが 俳 境 を擴げ る案內 の^として、 兢 うて 購っ 

た 事で せう。 江 戶の 萬屋版 も吉原 所在の 大都 としての 出版で も あらう が、 田 代 松 意 や 遠 藤 正 友 等の 欝 然と 相 集ふ談 

一好 色 一 代 男」 の 成立  一 一 七 
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林 調 流行の 地と しての 出版で もあった でせ う。 撰 集 出版に 儲けて 居た 書肆が 此の 種の 出版に 鹈の眼 磨の 眼になる の 

は 常然、 隨 分と 作者に は づんだ 事で せう。 

もとより 常になら ね ど、 「諸藝 太平 記」 に、 西 鹧 が 池 野 豐ニ郞 右 衛！： から 「好色 浮世 躍」 とい ふ 草子 三 册を敉 ま 

れて前 銀 三百 兩^ り、 五日の 間に 南の 色 茶屋 木 屋の左 吉が處 へ 打ち込んでの けたと いふ 事 は、 少し は參考 になる か 

も^, L  00 

？  A7JA  i 

さて また、 宗 因の はした のが 天 和 二 年 三月 二十 八 n、 西鹤の 「一代^」 櫊 筆が 十一；^ である 所から、 この 著お は、 

西 鶴が 師匠に 對 して 流石に 遠慮して 居た ものと いひ、 また 談 林の 流行の 峠を越し たのに 見極め をつ けた 業で あると 

いふ。 それ は ともあれ、 談林 殊に 西鹤の 俳諧、 あの 遊里 情調、 都會 情調の 行方 は 自ら ここに 歸 着せざる を^な かつ 

たでせ う。 これが 自然の 成 行でした。 西赖 ほどで なくと も冋じ 行方 をした 宗 因が、 晚年は 大方 もとの^ 歌^に：！ つ 

て 俳諧から 遠ざかって ゐた 事から もさう^ はれます。 また 梅 柳 さぞ 若衆 かな女 かたの 一句、 よく 談 林との 關係を 語 

る^の 文章に は、 明かに 遊 mj^ 調、 都會 興趣に 醉 つて 居た 芭蕉が、 世に ふる は 更に 宗祇の i!i りかな， 古き 連歌師の 

行脚の 昔に 還って 自然の懐 抱に^る 様になった 事から もさう 思 はれます。 

E 舍 の文藝 たる 俳諧から、 かう いふ 都會の 文藝の 浮世草子が 引き出された 事 を. あの 慶 長の はじめ， ^佐 又兵銜 

が大津 街道で 鬻 いで ゐた略 ャ阿彌 陀怫、 また 道化 まじりの 風俗 寨 が 木版の 技巧 を屮 間に 挟んで、 菱 川師宣 富く 所の 

都會 趣味の 一枚 刷の 浮世 繪と なった 事と 思 ひ 合せて 與を 催す。 しかも 大阪 版の 「一代 男」 の 揷銃は 西^ 自 » の もの 

であらう が、 江戶 版の それ は、 「大和 繪師菱 川吉 丘： 衛師宣 筆」 の 署名が あるの を 面白い と^ふ。 まして 師宣 の； & 


繪 から 元 祿の丹 鏠、 その後の 紅繪、 吾妻 繪と 都會 趣味の 加 はる 事 を 八文字 屋本 さて は 洒溶本 その他の ものと 交^ 

させて 見て、 意味 深い ことと 思 ひます。 

(大正 十 一 年 「早稻 田 文學」 ) 
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好色 二 代 男考？ の 一) 

「好色 二 代 男」 は 「好色 一代^」 の綾篇 とい ふ 形で 書かれて ゐ るが、 前著 執筆の はじめから、 西 鶴 はこ k まで 書き 

つ^ける 豫定を 立て、 ゐ たので あらう か。 それとも、 「一代 BR」 の 意外な 好評から、 俄に 續篇の 案 を 立てた ので あら 

うか。 見る ところ、 後の やうに 考 へられる が 菜して さう であらう か。 西赖 は、 その^の 好色 評判の 書で ある r 內證 

論」 「まさり 草」 「白 烏」 「遊女 割 竹 集」 「太夫 前 巾着」 などが 觀 察の 淺く、 推量の 多い のを慨 して、 「二 代 男」 を 作つ 

たと やうに いって ゐ るが、 それ 等の 先 書と、 この 作と は どんな 交涉 を^して ゐる ことで あらう。 それ 等の 先 書の 中 

に は. 現存して ゐ るか、 どうか、 未だ さだか ならぬ もの も 多い が、 とにかく 「二 代^」 を考 へる 場合に は、 まづ、 

これ を 一 問題と しなければ なるまい。 

その他、 「二 代 男」 を繞 つて、 多くの 問題が ある。 その 一 つ は、 時代に は 前後が あり， 人物に は替 名が あるが、 事 

件 は 皆現實 なので あると いふ 西 鶴の 言葉 を， どの 程度まで 信憑すべき かで ある。 もし、 その 言葉 を その ま、 に 信憑 

すると すれば. 「昆及 iw 傅え し は、 松の 葉の 塵 たれば、 祇菌 箒の 跡まで も、 心の 綺麗なる 事ば かり あら はし、 よしな 


きこと ははき 捨る 物に ぞ」 とい ふ 作者の 扱 ひ を. どの 程度にまで 考慮すべき かで ある。 おも ふに、 これ は设も 菓耍 

な 問題で あり、 また ZK も 困難な 問題で ある。 「二 代 男」 に 書かれて ゐる 事件 を、 殆ど 西 鶴の 筆に よっての み 知る とい 

つてよ い 程に、 比敉 すべく、 考設 すべき 資料 を ほんの ゎづ かし か 持 合 はない 後代の 讀者、 少く とも 自分な どに は、 

滅多に 指 を 觸れる ことの 出來 ない 問題で ある。 

「二 代 男」 の 奥附に 「右 全部 八 冊 世の 慰 草 を 何 かなと 尋ねて 忍 ふ 草 靡き 草 皆 戀草是 を 築め 令 開 板^ 也」 と あるが、 

その 慰 草 は、 どれ 程の 意義 を 有する もので あらう。 これ を 「一 代 男」 の 西 吟の跋 にい ふ 「轉合 書」 と： m み 合 はせ る 

ことに 於いて、 また 一 つの 問題と なる。 「一代^」 を轉合 書と いふ 條件 は複雜 である。 しかし. その 一條 件に、 「源 

物，」 の非諧 匕と いふ 事が ある。 ゃ\ 重き 條件 をな して ゐる やうに 思 はれる。 いふと ころの I 草に も 或は、 「一 

代 男」 の 一條 件が その ま、 に繼 承され てゐ ないかと 考 へられる。 それが、 「一 一代 男」 を 「 一 代 男」 の續篇 とさせた の 

でない かと も考 へられる。 すな はち 「源氏物語」 は 「一代 男」 に 於いて、 俳諧 化された とい ふが、 なほ 「宇治 十帖」 

が 手を附 けられす に殘 つて ゐる。 「一代^」 の 成功が、 西 鶴の 翻案 を それにまで 及ぼさせた のでな からう か。 

もし、 さう だとす ると、 n 一代 男」 に 書かれて ゐる 事件の 中には、 人名 を かへ、 時代 を かへ て、 「宇治 十帖」 の そ 

丫をも 混淆して ゐ ると 兌なければ ならない。 或は 當代吸 前の 事件の ある もの は、 「宇治 十帖」 中の ものに 類似して ゐ 

るとの 理， e で 選ばれた とも 見なければ ならない。 それ 等 は、 「二 代 男」 の 中から 明に 指摘し^ら れる であらう か。 

然り、 大體 の見當 がっくで あらう、 との 兑 解の 下に、 ものい はう とする のが、 この 草稿で ある。 「好 cj 二 代 ぁ考」 

とい ふ 題 はこと ごとしい が、 みづ からが 限る 範圍は 狹く且 小さい。 ゎづ かに、 n 一代 男」 硏 i 九の 豫備の 一歩に と^ 
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この 小 稿 は、 「一代 男」 が 「^氏 物語」 の 俳諧 化で あると いふ 假定の 上に 書いた ので ある。 世 之 介の 浮世ぐ る ひの 

こと、 また 勘 常され た 後、 和 泉の 佐 野迦紫 寺な どの 浦 邊に佗 住みす る こと、 ゆるされて 家に つた あと、 大盡 遊び 

をす る ことの 筋 立 は、 源氏の 君の 色好みから、 須 磨の 浦 住み、 更に 歸 京の 後の 榮 華と いふ 「源氏物語」 の 大綱 を 移 

し來 たもので ある ことに 論 は あるまい。 世 之 介の 女 護. a わたり も、 卷の名 はあって、 事の 實 のない 「雪 隱」 の卷に 

據 ると とも 承認せられ るで あらう。 また、 卷 H の 「形見の 水ぐ し」 「夢の 太刀 風」 など は、 「夕顔」 の卷の 本文と 合 

はせ 讀ん で、 はじめて 與 趣の 深い こと も 注意せられ るで あらう。 しかし， 「二 代 男」 を 「宇治 十帖」 の 俳諧 化と 斷す 

る 前に は、 なほ 一 段の 緊密の 關係を 「 一 代 男」 と 「源氏物語」 の 問に 見出さねば ならない。 各 章 各條、 一 として 關 

係な きもの はない とい ふこと を 前提と する 必耍が ある。 「夕顔」 と 「形見の 水ぐ し」 「夢の 太刀 風」 ほどの 交渉 を、 

すべてに 亘 つて 承認す る ことが、 さし 當 つての 要件 である。 

卷 四の 「夢の 太刀 風」 につ ビ くの は 「巷った 物 は 男 傾城」 である。 三十 一 歲の世 之 介 は 江 戶にゐ た。 @ 犬 權兵衛 

のか かり 人であった。 ふと、 大名の 奥 女中から、 親の 敵 討の 助太刀 役 を^ まれる。 江 戶の氣 風に 染みた 彼 は M に 承 

諾 する。 鎖帷子に 身 を 堅め、 同じく 鉢卷、 目釘 竹に 心 を 付けて、 さて 敵 は 何ものと 問へば、 錦の 袋の 中に 祕 めた 4、 

様の 道具 を さして、 r 此形 さま をつ かふ 時には、 死 入ば かり 思 ふに より、 命の 敵に あらす や、 此敵を とりてた ま は 


れと世 之 介に 取りつ く」 のであった。 道具 は、 その 女中が 女中 頭から、 餘り 遣って、 さきがち びた 故、 この 物資る 店 

でと りかへ て來 よと いはれ た 物であった。 枕繪、 一人 笑 ひと 共に、 奥 女中が 祕藏 するとい はれて ゐる不 m^I な^ 其 

であった。 

これ もな ほ、 「源氏物語」 と關 係が あるので あらう か。 自分 は あると 考 へて ゐる。 「夕顔」 の卷の 中には、 一 挿話 

として、 源氏の 君が、 六條 御な 所の 侍女 屮將 のお もとに 戯れ か、 る ことが 書かれて ある。. 秋の ひと u、  ^^き！： ：- で 

あった。 御 息 所の もと を まかり 出づる 源氏の 君 は、 中將に 迗られ る。 紫苑 色の 折に あうた 羅の裟 あざやかに 引き ゆ 

ひた 中 將の腰 つきはな まめかし い。 君 は 「唤く 花に うつる て ふ 名 はつ \め ども 折らで 過ぎう きけ さの 朝顔、 いか^ 

すべき」 とその 手 を 執へ る。 咄^の 折から， なほ もの 馴れた 中將 は、 身に か i る 私 ごと を、 公け やうに とりなし 

た。 事 を 主の 君 御 息 所のう へに 託して、 「朝霧の はれま を 待たぬ けしきに て 花に こ&ろ をと めぬ とぞ 兌る」 とのみ 答 

へたので ある。 

こ &に西 鶴の 俳^ 乎 法が 兌ら れる。 中將に 挑む 源氏の^ を、 世 之 介に 挑む^ 女中に かへ、 公け ごとに 閒 えなす 屮 

將を 女屮 頭の 命 を 利用して、 おのが 思 ひ を はらす 女中に かへ たのであった。 「巷った 物 は ^傾城」 のお もて だけで 

も、 おもしろ さは ある、 その 裏に かくれた もの、 すな はち 本據を 知って、 讀 みかへ せば、 更に 作者の 作意 を 掬む こ 

とが 出 米る。 「好色 一代 の 各^ 各條 が、 「源氏物^」 と闢 係が あると は、 これ 等の 俳諧ぶ りに ついてい ふので 

ある。 

「眷 つた 物 は 城」 につ ピ くの は 一,K のつ り 狐」 である。 いふと ころ は、 切 莨 雪隱、 しのび 戶棚、 あげ 疊、 S 
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入の 戀衣 などの くら 事、 會合 所の 秘密で ある。 これ もな ほ 「夕 顏」 の卷と 交涉が あると いはう とする。 タ 額の は ひ 

の 何となく 祕 密を藏 する らしい 氣分 を、 轉 m した ものと 兑 るが ためで ある。 いな、 「晝 のつ り 狐」 のつ り 狐 は 狂言 名 

も あらう が、 なほ、 「夕 顏」， め卷の 中の、 源氏の 君の 言葉、 「げ に、 いづれ か 狐なら む を、 た^ 謀られ 給へ かし」 の 

「狐」 を 踏 へ てゐる こと を も兑据 ゑて いふので ある。 

擧 ぐる もの は、 た 三 一例に 過ぎない。 しかも、 輕ぃ關 係の もの を 選んで いふの は 、「二 代 男」 と 「宇治 十帖 J の 交 

涉が 大概 この類で あると 思 はれる ためで ある。 何故に、 「 j 代 BR」 に 重く、 「一 一代 男」 に輕 いか、 本據の 性質が さう 

させた のか、 西 鶴の 极 ひぶり の變 化か、 これ も 一 つの 問題で あり 得る。 

もしも、 二 例によって 示された やうな 見解が 全然 誤謬で あると したならば、 以下 說か うとす る もの は、 すべて 痴 

人の 夢中 語で あらう。 しかし、 おも ふところあって、 しばらく その 杞憂 を 杞憂と しての み、 霄を 進める。 

「一代 男」 に 就いては、 かう いふ 批評 もあった やうで ある。 さまで 舉識 のない 西鹤 は、 「源氏物語」 の 名 を-耳に す 

る こと はあって も、 おそらく 通讀 した こと は あるまい、 よしんば 源氏に 擬 する つもりが あった としても、 その物 詰 

は、 光源氏と いふ 人の 一代の 愦 話が 逐年 的に 記して ある もの だとの み 信じて ゐ たので あらう。 さう^ はれる ほど、 

細部に 於いて は、 彼と 此 との 間に 交涉 がない とい はれた ので ある。 少く とも、 今 は、 さう いふ 批評の 仔 在、 また そ 

の 種の 見解に 耳 を藉 さない ことにする。 また、 西 鶴の 知識の 穿鑿 もすまい。 彼が 讀ん だのが 原書 か、 梗概の 書で あ 

るか も、 問 はすに おかう。 おの づ から 決する ものが あらう。 問 はう とする の は、 何故 さう までして、 「源^物語」 に 

閼係 づけた かの 問題で ある。 尤も、 この 小 稿 は、 その 問題に 入る 一歩 前で 踏みと まる 蒈 である。 こ ゝには * 例の 俳 


諧 手法が、 どの やうな 形に おいて 「二 代^」 に 用 ひられて ゐ るか を、 煩 はしい が、 その 各條 について 指摘し ようと 

する まで ^ある。 

三 

放肆 狂妄 とも 評したい のが 談 林の 俳 風で ある。 その 風格 を その ま、 に とりいれ たのが 「二 代 男」 である。 かりに， 

西 鶴 その 人から 「二 代^」 は 「宇治 十帖」 を本據 として 書いた とい はれた にしても、 なほ 本據を そこと 指摘す るの 

は ra 難で あらう。 まして、 さう あらう の豫 想の 下に 穿藥 する ので ある。 狂者の 言に を はらねば 倖で ある。 

「一 一 代 男」 の卷ー 一の 笫ー 一條の 「津浪 は 一 度の 濡」 に は、 新 町、 越後 町が 出水で 音 無 川と なった 時、 遊客 どもが 騷ぎ 

舟で ざん ざめ かす 面白さ、 また どさくさ 紛れに、 その 夜の 客の 目 を 忍んで、 太夫と ある 男が、 翳ぎ 捨てた 舟の 中で 

かくれ 逢 ふこと が 書いて ある。 丙 鶴 は、 「さても 主 ある 女 を 宇治川へ 速れ し 古 も 思 出されて、 世に なき 事に も あら 

す」 といって ゐる。 この 言葉が、 「宇治 十帖」 との 關係を 暗に 語って ゐる やうに 思 はれた。 と^ふと、 「浮 舟」 の卷 

に 匂宮が 薰大將 の 戀人浮 舟の 君 を 誘 ふて、 宇治川 を 渡る くだりが、 想 ひ 出された。 

いと はかなげ なる ものと、 ロー 暮兒 いだす 小き 泔に乘 り 給 ひて、 さし 給 ふ ほど、 はるかなら む^にし も 漕ぎ 離れ 

たらむ やうに、 心細く 覺 えて、 つと 著き て 抱かれた る も、 いとうれ たしと 思す、 有 明の 月す み のぼりて、 水の 

面 もく もりな きに、 これな む 橘の 小島と 申して、 御船し ばし、 さし 留めた る を 見 給へば、 大き やかなる 岩の 様 

して、 された る 常 盤 木の 影繁れ o。 かれ 見 給へ、 いと はかな けれど、 千年 も經 べき 綠の 深さ を、 とのた まひ 
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て、 

ぉ^ とも か はらむ もの かたちば たの 小ぬ のさき に 契る こ 、ろ は 

女 も 珍しから む 道の やうお ぼえ て、 

たちばなの 小島の 色 はか はら じ を こ のうき 舟ぞ ゆく へ 知られぬ 

をり から 人の やうに、 を かしく のみ 何事 も 思しな す、 かの^に さし 著き て 下り 給 ふに、 人に 抱かせ 給 はむ は、 

いと 心苦しければ、 抱き 給 ひて、 助けられつ、 入り 給 ふ を、 いと 兑 苦しく、 何人も かく もて 騒ぎた まふら むと 

見 奉る。 

西 鶴の いふと ころが、 これ を さして ゐ ると は、 今 もな ほ 變らぬ 自分の 考 である。 しかし、 どんな 心の 狂 ひか T 津 

浪は 一度の 濡」 の全體 を， 呰、 「浮 舟」 のこの くだりに よる もの と^ひ 込んだ ので ある。 なほ 又、 黧も なつかしく、 

匂せ 2 も戀 しく、 去就に 迷 ふ 浮 舟の 態 鹿 を、 ある^の^ を 一度 はかなへ て やり、 二度 は ゆるさぬ 太夫の 强ぃ 態度に ひ 

きな ほした ものと 解した。 匂宮が 都に かへ つた 後、 宇治から 寄せた 手紙 を、 その 男が 太夫に おくった 手紙に いひな 

ほした の だと も 解した。 匄宫の 手紙 は、 これに 對 する 浮 舟の 心の 動拣を 示す たよりと なり、 男の 手紙 は 太夫の 張 を 

見せる 手段-となる、 この 變 化が おもしろい とも 思った ので ある。 なほ 他に も  一二の 據り どころ を 明かに したつ もり 

でゐ た。 そして、 すべてが 西 鶴の 幻術の 妙で あるとき めて か、 つたので あった。 その 考を雜 誌 「彗星」 今 ハキの 一月 

號に 戴せ たのであった。 ついに 狂者の 言、 痴人の 說を なした のであった。 

勿論、 この 條の 小見出しの 一 つ を r 顯 はれわたる 宇治の 俤の 事」 とい ふので あるから、 「字 治 十帖 一に 據る こと は 


明かで あり、 is: 鶴 また^に 據る ところ を 示す 意 II があった と は 推察 せられる。 たピ、 问 じ 「宇治 十帖」 でも、 木摅 

を 「浮 舟」 と 兌た p は當ら ない。 まさに r 總角」 の 卷と兑 なければ ならない。 漸次、 說き 米って、 その 倐に逮 した 

時、 訂正 を 加 へ ようとす る。 

「二 代 男」 の卷ー の 第 一條、 「親の 貌は兒 ぬ 初夢」 からと りか & らうと する 今、 まづ おそれる の は、 この 誤謬 をく 

りかへ す ことで ある。 誤謬に 氣づ いた 時、 また 訂正 をく りかへ すの は、 勿論で ある。 

二 代^の 世 傅 は、 一代^の 世 之 介が 都の 若 後家に 生ませて、 襁褓な がらに すてた 子で ある。 n 十く 卷ひ 父母に 死別 

れ、 姥の後 兌で 人と なった。 ある 年の 初夢に、 女 護な から 美 面 鳥が、 父に 托された 色 逍の祕 傅の 卷物 を^ 來 したと 

見た。 その 時から、 彼 は 色道の：^ 人と なった ので ある。 その後、 彼 は 仲 問 を 伴うて、 揚屋 町の 出口の 茶屋に 爬 かけ 

て、 朝 かへ りの 客 共に 讃 付けて ゐる。 一人 も兒遠 ひ はしない。 ところへ、 古^の くにと いふ 遣 手の？ 1 山が 來る、 ひ 

き 留めて 過ぎに し 事 を 語らせる。 語り 出 づる諸 阈の諸 分 を 聞 書して、 世 傅 も、 その他の 色 人 も加箫 する。 これが す 

な はち 「一 一代 男」 と 成った の だと あるの が、 「親の 貌は 見ぬ 初夢」 である、 いは^ 本書の 序の 體を なして ゐる。 

これが、 もとより 「宇治 拾 遣 物語」 の 序の 趣向に 據る こと はいふまで もない。 おも ふに、， 西 鶴 は、 「宇^」 とい ふ 

名 を ゆかりと して、 「宇治 十帖」 を 本據 としながら、 また 「宇治 拾遺」 を 本據 としたの であらう。 これほどの 戯れ 

は、 いつも 彼の 作に 見出される。 珍しい ことで はない。 
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遺 手の くに は 、「橋 姬」 の卷の 年老いた る 女房、 辨の 君の やつし ではなから うか。 源氏の 君の 胤なら ぬ薰 が、 生 

さぬ さきの 生みの親の 罪の 始終 を 知った の は、 辨の 君の 說き あかしであった。 それ を 諸 分 物語に 擬 したので はな か 

らう か。 辨の君 は、 また 薰の まことの 父 柏木と 母 女三宫 との 戀文 のかす かす を薰に 渡した。 美 面 鳥 また その 俤 でな 

からう か。 かって、 美 面 鳥 を 柏木の 友 夕霧に 擬し、 色道 傳授の 書 を 横 茁に擬 した ことがあった。 「横笛」 の卷 に、 

柏木の 籙が 夕霧の 夢に 現 はれて、 遣 愛の 侑 を わが 子 薰に傳 へ たしと い ふと 見て 覺め たと あるた めで ある。 或は^ 解 

に 過ぎ はせ ぬかの 懸念に、 みづ から 忘れよう. として. Q る。 

第二の 「誓紙 は 異見の 種」 は、 平野 橋と いふ 老粹 客が、 若い者に、 惡所狂 ひ はよ い 程に するがよいと 意見す る こ 

とが 中心に なって ゐる。 意見の 折に は、 いつも 惚れ ませぬ と 書いた 起請が とり 出される。 新 屋の小 太夫に 馴染 を か 

さねて ゐた 若き：！： の 彼 は、 小 太夫に われ を 思 ふとい ふ 誓紙 を 書け といった、 それほどに 思って ゐぬ 故に 書く ことが 

出來な いとい ふ、 それなら 惚れ ま せぬ とい ふ 誓紙 を 書け と 命じて 書かせた 誓紙が 、 いふと ころ の 意見の 嵇 となつ た 

ので ある。 

據る ところ は 何で あるか、 「橋 姬」 の卷 の八宫 の敎訓 である。 この 世 をぁぢ きな う 思うて、 宇治の 山里に 籠り ゐる 

八宫 は、 はやく 倂 にもな りたかった が、 二人の 姬の敎 養の ためにの み、 た ゆた うて 居られる。 妻 はすつ と 以前に 死 

んでゐ る、 念數の ひまひまに は、 丹な き姬 だち のために、 經を 片手に 持って、 かつ 讀 みつ、 も、 唱歌 を敎 へられ 

る。 また 大君に は. 琵琶、 中 君に は箏の 琴を敎 へられる。 作者 は、 この 父の 敎 への ル はし を 示して かう もい つて ゐ る。 

大君 は、 硯を ひき 寄せて、 その 面に、 手^の やうに 書いて ゐた。 父の 宫は硯 に は 書く もので ない、 これに 害く か 


よいと、 羝を與 へられる。 大君 は、 その 羝に 

いかで かく 萬 立ちけ るぞ とお も ふに もうき 水鳥の ちぎり をぞ 知る 

と 書いた。 妹の 君に も、 書け とい はれた。 まだ 幼い 筆の たどた どと やっとの ことで 書いた 歌 

泣く 泣く も はねう ち脔 する 君な くば 我 ぞ^ 守 りになる ベ かりけ る 

八^の 敎訓が 源の 意兑 となった としたならば、 小 太夫に 誓紙 書け といった の も、 或は こ.^ 等から 一！？ 示された かも 

知れない。 や.^ 拘 はりす ぎる こと をお それ はする もの &。 

これ も M じ 「橘 姬」 にある 事で ある。 蒸の 君 は、 ゆく りなく 八宮の 人となり を g| き 知った。 なつかしく、 ゆかし 

さに 堪へ かねて、 宇治 を 訪ねて、 佛 法の 弟子と なった。 機 ある 毎に^ うて、 かなりの 年 を 重ねた。 ある 年の 秋の 末 

つ 方、 薰は、 このほど しばらくの 無沙汰 を 思 ひ 出して は、 心慌 しく、 有 明の 月の まだ 夜 深き に、 駒の 足音し のばせ 

て 急ぎ 行く。 ほろほろと^ ち亂 る.^ 露に 衣が 濡れた。 

「二 代^」 の卷 一 の 第三 條、 「詰り 肴に 戎 大黑」 の 筆 はじめ、 

朿山 のあそび、 光叔 一 屮 まじりに、 揚 弓の 會も 詠め 暮し、 山の端に げし、 酒 嫌 ひ を 引 留め 1 長座 敷に なれば * 

千秋 樂を 下戸から 謠ひ 出して、 晝の櫻 を 夜嵐に 預けて、 此氣遣 さは、 男ぶ りの よき 役者 を 太鼓 持に して、 女郞 

に 付て 置に！： じ。 夜 は 何時 じ や、 是 から^に おせと いふ。 

とい ふの は、 宇治へ 急ぐ 薰の俤 でな からう か。 かれは 馬、 これ は 駕籠、 かれは 柴の籬 を わけつ.^、 そこ はかと なき 

水の 流れ を ふみしだいて 行く。 これ は 鼾の 最中の 揚屋 町 を 通る。 同じ 筋から 驚くべき 變 化が 作られて ゐる。 
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薰 は八宮 の， 住 ひに 近づく。 琵琶の 聲 がかす かに 聞え、 箏の 琴が あはれ にな まめいた 聲 してた えだえ M える。 山寺 

に 籠り ゐる 父の 留守の さびし さ を 慰む る 大君 中 君の す さびであった。 薰 はしばし、 竹の 透お 一の こなたに 隱れ て、 M 

きもし， 見 もして ゐる。 西鹤が 

扇屋の 長左衛 門が 門に、 立 問 すれば、 愛も摺 鉢の 昔 さえて、 三文 字 屋の戶 は、 細目に あいて、 のぞけば、 半 兵 

衛が 花鰹な どかく， よも や 今時分、 薷麥 切で は ある まじ、 但 湯豆腐 か、 

など、 いって ゐ るの は、 こ \ の 俳諧 化で なから うか。 

「二 代 男」 の 遊客 ども は、 柏 屋の妙 安に 行って、 太夫 まじりに 豪 所へ 出て 、料理に 手を盡 す。 おのおの &役 わりに、 

めし 

野 秋 は 食 を もる こと、 なる。 

野 秋 は 食 を もる はすと、 さだめければ、 終に^ 貝 しらぬ と は、 或 時女院 様に、 しゃくし を 見せ 奉りし に、 それ 

はま ま 盛 ものよ と 仰ら れ たる 事 も あるに、 是非に 盛 習 や、 C1 然旅 籀屋の 女房に、 ならり よも しれぬ 浮世と いふ。 

西鹤 が、 鍵 具に や 上！ 百 葉 を 費した 理由 は 何で あらう か。 これ も 「橋 姬」 を うつしと るた めでな からう か。 本據に 

は、 琵琶の 撥に 於いてい ふこと が 多い。 薰の隙 兌す ると 知らぬ 居 II のうち は 簾 を 短く 卷き 上げて、 いと あら はで あ 

つた。 

內 なる 人、 一 人 は、 柱に 少し 居 かくれて、 琵琶 を 前にお きて、 撥 を 手 まさぐ りに しつ \ 居 たるに、 雲が くれた 

りつる 月の 俄にい と 明く さし 出で たれば、 扇なら で、 これしても！：；： は 招きつ ベ かりけ りと て、 さし のぞきた る 

0, いみ じくら うたげに 匂 ひやかなる べし、 添 ひ 臥した る 人 は、 琴の 上に 倾 きか、 りて、 入る 日 を かへ す投こ 


そ あり けれ、 様 異に も 思 ひ 及び 給 ふ 御 心 かなと て、 うち 笑 ひたる け は ひ、 今少し 軍： りかに よし づきたり。 及ば 

すと も、 これ も 2； に 離る、 もの か はな ど、 

と 語って ゐた。 その 撥の 世話に くだかれ たのが、 あの 釵 貝で なから うか。 

い よいよ 野 秋が 盛る 段に なった。 いかにも もり ましよ が、 誰 やら 二階から 見さん す 物と いふ、 それ こそ 任せ、 所 

帶の取 付 くろめて やらう と、 曰 傘 を さしかけて、 上から は 見えぬ ぞ， 下の 御用 心、 それ 出た は、 いかいう その、 た 

しなまん せな どの 戲れ合 ひ は、 もとより 本據 にない ことで は あるが、 なほ、 薰の垣 問 見して ゐるを 聞いて、 旅お ろ 

して $： かくれ 入った 娘 だち の、 「かく 兌え やし ぬらむ と 思 しもよら で、 うち 解けたり つる 事 ども を 聞き やし 給 ひつ 

ら むと、 いといみ じく 恥し」 と考 へる 姬だ ちのお も はくが、 西 鶴の 幻術の たねなら すと 誰か 斷言し 得よう。 

卷ー の 第 M は、 「心 を 入れて 釘 付の 枕」 である。 吉 原の 太夫 薄雲 は、 その 頃の なら はしと て、 奴角內 の^に 負 は 

れて ゆく。 大門 筋の 辻 越えて、 曙の 風 も 冷やかな るに、 いみ じき ffi の わが 袖なら すき かれる。 まさしく 角 內の袂 か 

ら通 ふので ある。 歸 つて 遣 手に きけば、 その 男 常に はさ もな く、 太夫 さま 負 ひに ま ゐる時 は、 むくつ けなる 下男 

の、 洗 ひも やらぬ 鬢の匂 ひ をお きかせして はの 心づ かひから、 伽羅に 身 をな すとの ことで ある。 なほ 不思議に 思つ 

た 太夫 は、 その 紺 染の布 子 をと り 寄せて. 绗け目 を 解く と、 垢 なれぬ 白 小袖 を 中に 绗け 込んで あった。 角內を t- ん 

で、 その 口から、 それが 京の 太夫 高 橋のお くり 物で ある こと、 深く いひ か はした 仲 を^ かれた、 勘 當の身 を. こ、 
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に 奉公して ゐる こと を 聞いた。 薄雲 は、 計らうて 京へ 歸 してやる。 なほ、 木地の さし 枕 を 一 つ 渡して、 m すがら、 

もの & 寂しき 寢覺に 開け 給へ とい ふ。 箱 根の 峠の 宿に、 釘 目 を 開けて^ ると、 引出し 二つ、 上に 高 橋への 手紙、 下 

に は 金 やら、 丸藥 やら、 關の通 手形まで あった。 角內 まこと は 粹客佐 渡屋の 源の 嬉し さ， 涙に くれる ばかりで あ 

つた。 

角內の 伽羅の 小袖の 本據を 討ね る こと は、 さまで 難くない。 「橋 姬」 の.： W 直び との 袖の 香が、 すぐに 聯想され るか 

ら である。 

薰が 大君の 琵琶 彈 くの を 垣間見た 夜の ことで ある。 霧 深き 夜を曉 かけて、 御簾の 外に ゐ たこと、 て、 狩 衣 はいと 

^しく^れた。 濡れた 袖が いみ じく も 匂 ふ。 「うたて この 世の 外の 匂に やと あやしき まで 薰り みちたり」 と 作者 は， 

つて ゐる。 薰の名 は、 生れる やがて、 その 身に 異 香の 薰 する が ためにお ほせられ たのであった。 「かくれな きおん 

匂ぞ， 風に したが ひて、 主 知らぬ 香と おどろく 寢覺の 家々 ぞ ありけ る」 と は、 その 夜、 宇治へ 來る途 すがらの 出來 

事であった。 

あくる！；：、 京より 迎へ の ffi. が來 た。 薰は 取りに つか はした 直 衣に 着かへ た。 濡れた 衣 は、 夜前 尜內 して、 圾^ 兌 

させて くれた 宿直び とに 下された。 移り香 はかへ つて、 彼の 男を闲 じさせた。 

との ゐ人、 かのお ん脫 ぎす ての、 艷 にいみ じき 狩の おん 衣 ども、 えならぬ. CC き 綾の おん 衣の、 なよ /(\ と いひ 

知らす 匂へ る をう つし 著て、 身 を はたえ かへ ぬ もの なれば、 似つ か はしからぬ 袖の 香 を、 人 ごとに 咎められめ 

でら る、 たむ、 なか/ \ 所 せかり ける。 心に まかせて 身 を やすく も扳舞 はれす、 いとむ くつけ きまで 人の^く 


匂 を、 失 ひてば やと 忍へ ど、 所せ き 人の 御う つり 香に て、 え も 濯ぎ 捨てぬ ぞ あまり なるや。 

これが まさしく 據り どころ であるならば、 薰は 京の 高 橋で あらう、 從 つて、 宿直び と は角內 でなければ ならな 

い。 さても. 太夫 高 橋と 粹客 源との 問に、 この やうな 戀が、 實事 として あつたので あらう か、 また 薄雲の 俠氣が 架 

して 實際 にあった ので あらう か。 今の 自分 はあった とも、 なかった とも： 百 ひかね る。 たビ なかった として は、 巧み 

た鑭 案で あり、 あつたと しても、 また 巧みな 嵌め込み であると いふ ことのみ を 知る に過ぎない。 

釘 付の 枕 もまた、 その；：： の薰の 行蹬の 終始と して うけとられる。 蒸 は 京に 歸 つた。 懸想 だち もせぬ 文を姬 だち に 

おくった。 宿直び との 塞 さうな の を氣の 毒に 思って、 大ぃ檜 破 子 やうの もの を 數多與 へられた。 また、 山 籠の 窗 

が、 僧に 下される 布施の 料に と， 絹綿な ども 多く！： S けられた。 その 曰 は、 丁度官 が おん 行 梨て， -、 寺 を でた さる 

B に當 つて ゐ るので、 寺佾の すべてに、 綿、 0. 效裟、 衣な ど を 一 領づ、 おくられた。 

この 行き 屈いた 贈物が、 niu を かへ て、 その ま、 に、 簿 雲が 怙の釘 付の 枕の 引^しの 巾に 入れられた、 と 解して 

もよ いやう である。 

六 

第五の 「花の &替 て江戶 紫」 の 中心 をな す もの は、 小 W 原 町の 巾と いふ 粹 坊主が、 おのが 身 請した 吉 原の 小 紫 を、 

新三郞 とい ふ^に 譲る 顧 末で ある。 

越 中の 新 三郞は • 京の 太夫 吉野を 身 請す るつ もりで ゐた ところ を、 はやく も 人に してやられた。 淚は袖 こそ 形 
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太夫が 殘 して 毛 縮緬 を^せ た 姿 人形 を 造らせ、 名に 寄せて、 吉 野の 麓、 六 田の m に、 物い はぬ 姿 を 友と して 暮 

して ゐた。 折し も 山の 花盛りに、 小 田 原 町の 中 は、 小 紫 を 伴うて 來た。 新 三郞の 家に 立ち寄る。 ゆかしい 暮 しぶり 

に 驚く、 なほ また 美しい 女人 形に 驚く。 驚いて、 譯を たにして、 紫 を 進ぜた し、 吉野 にさの み 劣る まじき 女で ある 

と說 き、 紫に も、 とても 世に 男 を 持つならば、 か、 る 情 知り をと 說 きす & める。 二人 は 納得す る。 新三郞 はもう 用 

なきものと. 吉 野の 人形 を 鎌で うち 碎 いた。 西鸫 は、 一句の 評 を 以て この 章 を 結んで ゐる。 

これ をお も へ ば 干 鮭 も、 朽 木に 一 一度 花 を やる とか や、 人の 申せし。 

いふと ころの 干 鮭と は、 新三郞 がその 後、 江戶へ 出で 北 國の魚 問屋と なった からで ある。 

はじめ、 自分 はこの 本據を たづね て、 今 はこの 世に なき 人の 大君 を戀 ひわぶ る薰、 また、 薰が まさにお のれに り 

るされ て ゐる中 君 を、 匂 宫 に 譲った 薰 のうへ に擬 しょうと した。 おそらく、 「宿 木」 の卷 の屮、 薰が中 君に 對 して、 

大君 戀 しさ を 訴 へた 一一 一一 〔葉、 

かの 山里の わたりに、 わざと 寺な ど はなく とも、 むかし 覺 ゆる 人形 を もつ くり、 繪 にも 畫 きとめて、 行 ひ はべ 

らむ となむ、 思う 給へ たりに たる、 

に 泥み 過ぎた ので あらう。 すな はち、 大君の 人形 を 作りた やの 薰の願 ひ を、 現 實に行 ふ 新 三郞と 見た ので ある。 か 

の 宇治の 山里と、 六 田の 山里と を、 あまりに 强く 太き 線で 結ばう としたの である。 今 は、 その 解 を桀て X、 木據を 

r 椎本」 にお かう とする。 

「椎本 一 に 於け る本據 は、 これ を 二つに 分けてい ふべき であらう。 一は 「茶 辨當を まねき、 渴 をまい るの よし、 銀 


の 器 取 出し、 茶杓がない と 尊ね るも氣 の 毒、 近くの 庵に 立 寄、 軒の 吳竹を 所望して、 茶杓と いふ ものに 切と いふ、 

あるじ 奥より 甫 竹が ためた る 一 節に、 鹽瀨が 不洗を 取 添、 もし かやう の 物で も 御座らぬ か、 御用に 立べ しと 出せば、 

か、 る 所に あるべき 物と もお も はねば、 いづれ もかん じて」 とい ふ 六 田の 里の 新 三郞の あるじ まう けに 關 する。 

匂お は 初瀨詣 のかへ る さ 宇治に 遊ぶ、 蒸 も 來り會 する。 二人 はやが て、 多くの 供 を 伴うて 八宫の もと を 訪れる。 

こ、 はまた 様 異に、 山里び たる 網代屛 風な どの、 殊更に いと そぎて、 みどころ ある 御し つら ひ を、 さる こ、 ろ 

して かき 拂ひ、 いといた うしなし 給へ り。 いにしへの 昔な ど、 いとに なき 引 物 共 を、 わざと まう けたる やうに 

は あらで つぎく 彈 き 出て 給 ひて、 fi 越 調の こ、 ろに、 樱人 あそび 給 ふ、 あるじの， おの 御 琴 を か \ る 序にと 人 

々思 ひ 給 へれ ど、 箏の 琴をぞ 心に も 入れす、 折々 かき あはせ 給 ふ、 耳 馴れぬ け にゃあら む、 いと もの 深く 而，： ： 

しと、 若き 人々 忍 ひしみたり。 所に つけたる あるじ、 いと を かしう し 給 ひて、 餘 所に 思 ひやり しほ どより は、 

なま 孫 王め く賤 しからぬ 人 あまた、 王の 四 位の 古め きたるな ど、 かく 人め 兑 るべき をり と、 かねてい とほし が 

り 聞え ける にや、 さるべき K り參り あ ひて、 瓶 子と る 人 もき たなげ ならす、 さる 方に 古め きて、 よし/ \ しう 

もてなし 給へ り。 

この 思 ひの 外な 風^ を、 茶の湯 道具に 假 りうつ したの が、 「花の 色替 へて 江戶 紫」 の 「か &る 所に あるべき 物と もお 

も はねば」 であらう。 その 吉 野の 里の くだりに は、 「里の 實の花 あらす を、 それし ばし 枝 折 事 はい やよ と、 江 P のよ 

し原霄 葉 を 聞く に猶 ゆかしく」 と あるが、 よし 原 言葉の 主 は、 小 紫であった。 これ もまた { 千^の 宮の くだり、 「か 

の宫 はまいて かやす き 程なら ぬ おん 身 を さへ、 ところせ く 思 さる、 を、 か、 る 折に だに と、 忍び かね 給 ひて、 面白 
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き 花の 枝 を 折らせ 給 ひて おん 供に 侍 ふ 上 童の を かしきして 奉り 給 ふ」 と あるに 據る もので あらう か。 果して 然る か • 

いなか は 未だ 斷じ かねる。 

も 一 つ は、 小 紫 を ゆづる 屮 坊主の 心 ゆきに 關 する。 匂 宫な どが 河の かなたに 管絃 のあそびす るの を 閒 くにつ けて 

も、 姬君 だち の 身 を 顧みて、 か k る 山懐に ひき 籀 めて は 止ます もがな と 思 さる、 八 {呂 であった。 もう 大君 は 二十 五 

歲、 中の 界は 二十 三^に なって ゐる。 まして、 今^は、 せ  11 にと つて m く愼 むべ き^ま はりで ある。 ひたすら 往生の 

道 を 念すべき 身 も、 た^ 二人の 處 置に のみた ゆた うて ゐられ た。 頼みに する 者 は、 薰 だけであった。 宮は薰 に 心細 

げ なる 物語 をした 後、 「亡から む 後、 この 君達 を さるべき もの \ 便に も訪ら ひ、 思 ひ 捨てぬ ものに 數ま へ 給へ」 とい 

はれる。 尤も、 かう いふ 賴 みは 以前に もあった。 薰は 悅んで これに 應 じた。 

八 宫 を 中 坊主に ひきな ほす こと は 正しい、 官は、 すでに、 世 を 捨て 人の 優 婆 塞であった からで ある。 薰を新 一 一一 郞 

に ひきな ほす こと も 正しい。 薰 もまた はやく 世 を 厭うて、 隱遁を 期して ゐ たからで ある。 その 薰が、 ふと 大君 を 兌 

てから、 心のお きて が變 つた。 「思 ひしょり はこよ なく 豚り て、 おほどかに を かしかり つる 御け は ひど も、 面影に 

そ ひて * なほ 思 ひ はなれが たき 世な りけ りと 心^く^ ひ 知らる」 そのな ほ 思 ひ はなれが たき 世と いった 言 椠を、 世 

話に やつせば、 r 干 鮭も朽 木に 二度 花」 となる であらう。 しかし、 西 弒が、 そこまで 原文の あと を 追った か、 どうか 

は詳 でない。 

以上、 五條、 卷 一 を はる。 


七 

卷ー 一の 第一 は 「大 盡北國 落」 である。 江戶の 遊客 高 松 三 四 郞が、 勘當 をう けて、 北國 のさる 人 をた よって ゆく。 

^ごろ； Z を かけた 太鼓の 四天王が、 あと を 慕 ひて 供 をす る。 R かす 重ねて. しるしの 牟は 降坷む 雪に聲 ある ET 幅 

井の 町に 楝 高き 小 林 仁 兵衛の もとに^ く。 主の 妻 は 死んで、 今 n が 中陰の = 、庭に^: 十九 = の 餅搗く 昔、 扱 麩の^、 

荒 和布 刻むな ど、 世の中の 無常、 時し も參り 合うた こと を 悲しく^ つた。 しかし、 主 はま づ心 やす かれと て、 快く 

饗應 して くれる。 あくる n は 亭主 も 精進 あげて、 月 代 を 剃る。 さて 旅の 徒然 を 慰む とて、 八 幅の 掛物を 壁に かけて 

せる、 どれ も 太夫の 姿耩 に、 銘々 書 をした ものである。 とてもの^ に、 この 君達の 昔 を 物^れと いへば、 主人 は 

一人々々 の 上 を 語る。 いづれ も、 世に 亡き人々 であった。 語り を はって、 世 はかく 無常 なれば、 必す ともに 悪所ぐ 

る ひ を やめ 給 ふな、 たと へ 親御 は 兌抢て 、も、 今 一 度 天 祌を買 ふ ほどの 身に は、 必す ひき 立て 、ま ゐら せう、 自分 

も勘當 されて、 丹 後に ゐた 時、 阈 もとから 呼び かへ された の は、 かやうな 雪の 夕暮 であった、 おのく 吉例に まか 

せて、 一 しほ み 給へ、 と 滔荽を はじめる、 これが、 「大盡 北！： 落」 の極概 である。 

かう いふ 筋 立が、 宇治 十帖 のど こに 見出されよう。 しかも， なほ、 無现 にも ニ^の 交 涉を考 へようと する のが、 

この 稿で ある。 おへ^て、 西 被の 俳諧に 徹する こと を 念と せねば ならない。 

これの 本據を 「椎 本」 と 兌る こと は、 必す しも 無理で たいやう である。 

八^ はすで に薨 ぜられ た。 宇^の 山 sf, に は 娘^の みが わびしく 喪に 餡って ゐる。 まして、 ^も 慕れ て、 雪 霰 降り 
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しく^ は" 今 はじめて 思 ひ 入る 山 住みの 心地が する。 薰は年 新に なったら、 一寸 は 訪ね かねる と^って、 雪 を 冒し 

て 訪れる。 姬君は うれしかった、 例より は 鄭重に 扱った。 いつも は、 對 面する こと をつ & ましく 忍った 大^で あ 

るか、 折角の 好意 を 無にする もい か^と 應對 する。 薰は宫 の 思 出 を 語る ことが 頻 りであった。 また 姬だ ちの 上 を^ 

むる こと も 多かった。 

八宮の 常の 居 問 を 見る と、 塵 は 積って ゐる。 佛 のみが、 今 も 花で 飾られて ゐる。 勤 をな さる 床 もとり 拂 つて あ 

る。 薰は 胸に せまる 悲し さ を 一 首の 歌に 寄せた。 

立ち よらむ かげと たのみし 椎が 本むな しき 床に なりに ける かな 

E 募れる ほど、 多くの 田舍 人が 秣を 持って 來た。 佻 人が はからうて、 薰. の庄 から 遝 ばせ たので ある。 蒸 は、 その 人 

々に、 いつも この 様に、 娘 君 だち に 仕へ 巾せ と、 命 を. 下して、 京へ 歸 つた。 

かう 並べて 兑 ると、 事の 心 は 同じで、 事の 相 は 全く 異 つて ゐる。 事 は 共に 無常で ある、 訪ふ 人、 訪 はれる 人、 慰 

める 人， 慰められる 人、 主客 を顚 倒し、 佛の敎 と 色 単； の敎を 錯綜 させて ゐる。 顚倒 錯綜の 自在なる、 こ、 に 西 鶴の 

俳諧のお もしろ さが あるかと 思 はれる。 

かう して、 第二の 「津浪 は 一度の 濡」 の 順序と たる。 さきの R の^ 解の 誤謬に ついては、 前にい ふところが あつ 

た。 また 本據の r 浮 舟」 でな くして、 一， 總 角」 である こと も  一 一 W した。 今 は その 點を 、や-精 しく 說 くべき である。 

新 町の 出水の 暮方、 更け ゆく H の 影 を 水に 映して 見る こと は * またい つの 世に あらう かと * 俄 仕 立の 騷ぎ 舟。 

女郞 交りの 枕 踊、 竹の 拍子に あはせ て、 其 比の 花 遺 歌、 iw 人の 戀 する は、 きつく りきつ ちゃなん どと、 分 も 


なき 事の み。 又 小舟に 女郞 一人、 菅笠き せて 貌は 見へ す、 太鼓の 伊右衛門が^ して， 人 買 舟よ とど やく- そ L 

は賣 物に 極まった 女と いへば、 しらけて ぞ^りけ る、 共後此 里 の 若き 者 ども、 比丘尼 舟の 仕出し、 山た 舟、 し 

らさ 海老 賣 まね、 其 儘 三軒屋 川口 屋の裕 子に さしよ せ、 酒 事に して、 山 巿晴： M 西 湖の 萬景、 此 一 景に まさらし 

や、  • 

「津浪 は 一 度の 濡」 が 「總 角」 を本據 とする の笫 一 條件 はこれ である。 本據は 「總 角」 の 宇治の 紅葉 苻で あらう。 

十月  一 Rzgr 匂 宫は薰 と共に、 多くの 人々 を從 へて、 宇治に 遊んだ。 紅 紫の 盛り をめ でうた めで ある。 紅葉の 枝 

を 錦の 飾の やうに 苺いた 船に、 脊鉉の 調お もしろ く 響かした。 たそがれ 時に、 岸に 船 さし 寄せて、 文 を 乍る。 紅葉 

を 薄く 濃く かざ して、 沲仙樂 とい ふの を 吹く。 人々 の 興 酣な騷 ぎ 舟であった。 

その 頃、 薰は まだ 大君 を^ない が、 匂 {呂 はすで に屮君 を 得て ゐた。 その 日、 姬君 だち は、 舟の 騷ぎを M くにつ け 

て も さすがに 世に 重 ぜられ る匂宮 である、 何とな き 遊びに もこれ だ、 とおった。 「げに 七夕-まかりこても、 か、 

る彥 星の 光 を こそ 待ち 出で め」 と覺 えた。 それだけに、 とく 來給 へと 下 待ちに 待った。 ^ひ は！： じ 匂せ 3 である。 蒸 

も、 もとより さう である。 宫は 舟の 屮の 人々 の 心 ゆく さま を兑て は、 「あ ふみの 海の 心地して 遠方 人の 怨みい かに 

とのみ 御 心」 は 空であった。 人 R さへ なかったら、 すぐに も姬の もとへ と^って ゐた。 蒸 もまた 人々 の騷 ぎが 鎭り 

さへ すれば、 姬の もとへ 頻りに 匂せ：！ と 打 合 はせ てゐ た。 しかし、 內裘 より、 人々 が數 多來會 はせ た。 二人 は 絶望 を 

かこたねば ならない。 心 設けした 姬 だち の惱し さは 一方で ない。 わけて 中 君の 歎き は 多い。 何故に 宫に 許した ので 

あらう の悔 が、 蛇の やうに 心の 內に jg を搽げ る。 大君 も 何故に さう いふ はから ひ をした こと ぞと、 父の 遣誡も S 出 
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されて 悲しかった。 

「津浪 は 一度の 濡」 の 騷ぎ舟 以下の 記事 は、 この 男 二人、 女 二人の 思 はく を とりまぜて、 本據 とした。 太夫 は、 客 

の 目 を 忍んで、 自分に 焦れて ゐる SR に 逢って やった。 騒ぎ 舟の どさくさ 紛れに、 繋ぎ 捨てた 舟の 中で 首尾した ので 

ある。 宿 の^に 吟味に あった 時、 巧みに 隱し男 を 庇うて、 立派な 手管 を 見せた ので ある。 薰ゃ 匂せ！ J がな し 得た かつ 

た 手^ を、 もの \ 兌 事に やり 续 げたので ある。 西賴 は、 いにしへの 公卿の やさし さ を、 今の 太夫の かしこ さに 書き 

か へたので あった。 

さても、 太夫の 隱し男 はい やま す^ひに 堪へ かねた。 指 を 切って、 手紙に 添へ て 太夫に 贈る、 行末 とても 變 りた 

まふな といった。 太夫 は 憤った、 年月 戀 ひわび て、 逢 はれぬ 身 なれば、 夢ば かりの 情と ある を兌桀 て かねて、 迮ひ 

そめての 限 り^ひ 切られよ といへば、 この 上 は 浮世に 望みな しとい つた 言葉の 下から、 あさまし い 仕掛 は 何物 ぞと、 

折角の 贈物で ある 指 を 出水の 中に 投げ込ん だので ある、 中 君に、 この 氣慨が あったら、 どうして あの 惱 みが あらう、 

大君に、， 中 君を敎 へて、 さう いふ 强ぃ 態度 を とらせる ことが 出來 たら、 何の 歎きが あらう。 平安朝の いにし、 の 姬 

君の 弱さ を、 今の 太夫の 張りに かへ たの は、 いはに^ を 水に 變 じたと 同様で ある。 おそるべき 西 鶴の 幻術で あつ 

た。 その 條に 於いて、 據り どころ のない 「我 指 も 儘ならぬ 事」 の  一 ^を 添へ るに 至って は、 眞に おそろし さの 限り 

であった。 


卷ー 一の 第二 一  r 髮は島 田の 車佾」 は、 さし 當 つて は、 その 題に 示されて ゐる 通りに、 謠曲 「車 僧」 を本據 として. q 

るかと も 思 はれる。 まづ それ を考 へる。 

この 一 篇の謠 曲 は、 愛宕山の 天狗 をシテ とし、 車^ をヮキ とする。 fK 狗は 頻りに 単儈を 魔道に 誘導し とうとす 

る。 車^ は 持す ると ころあって、 承服し ない、 シテ はさら ば 行 くらべせ うと 挑み か、 る。 シテ は笞を ふり 上げて 車 

を 打つ、 ^は 進まない。 佾は拂 子 を 上げて 虚空 をう つ。 不思議 や、 車 は 牛 も 無く、 人 も 引かぬ に、 やすやすと 遣り 

かけて 飛ぶ 車と なる、 H< 狗は、 まことに 奇特の 佾 かな、 あらたつ とや、 おそろし や、 と 魔障 を 和げ、 合掌して 失せ 

て ゆく。 

して 兑れ ば、 西^ は、 車 偕から、 笑 はせ ようとす る 封^? を 捻出し、 天狗から、 つ ひに 笑 はせられ る 遊女 だち を 捻 

出した ので ある" そして、 意外な 行 くらべ を 案 2： したので ある。 

三人の 女 郞がゐ る。 容の 前で も 何 かお もしろ からぬ 顔つき、 兌 かねた！？^ の 一 人が、 勤め は^くと 笑 ふが 第 一 と 

いふ、 三 人ながら、 生れつき 笑 ふ 事が 嫌 ひとい ふ、 こり や 少し 笑 はせ て见 ようと^ 事と なる。 笑ったら、 三人の 女 

郞が丸 盆 持って 出口の 茶屋まで 行く 暂、 笑 はす 事が 出來 なかったら、 末社 殘ら す大盡 までが 赤裸に なって、 n 巾此 

里ぐ るり 歩く こと、 定める。 三人 を 上座に S して 封 ども は. 下 帶に猫 を 繋いだ 猿 ま はしゃら、 天狗の 面 を 懸けて 

楊枝 を啣 へる やら、 珍 装 さまざま、 一時 あまり も騷げ ど、 つ ひに 笑 はすこと が出來 ない。 三人 は 却って、 身上の 悲 

しさな ど 思 ひ 出して 淚 ぐむ ぐら ゐ であった。 いよいよ 負に 極めて、 いづれ も 裸になり か、 る 時、 封 £ ^の 一人が 小石 

を 紙に 包み 袖に 入れて、 耳 近く 寄って、 九ガの 節句 も 遠い やうで も 今の 事 じ や、 後 もさき も爲 乎が ある ぞ、 まづ" 
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これで 惱し うい ふ拂 をし やれと ささやく。 三人 は 「K 兀爾と 異な 事に て 笑 ひぬ」 かくて、 つ ひに 女郞 だち は 行 くらべ 

に 食け てし まった。 

いかにも 西 鶴ら しい 落 想であった。 「車 儈」 の 型の 中に、 型 を 生かして、 心 ゆく ばかり 遊女の さもし さを穽 ち^ 

たので ある。 俳諧のお もしろ さが つくづくと 思 はれる。 

車 を やる、 やらぬ を、 笑 はす、 笑 はぬ に轉 じさせた 趣向 は、 西 鶴 ほどの 人で ある、 何の 造作 もな く、 案じ £ され 

る 害で あるが、 なほい さ、 かの 據り どころ は あらう。 それ は 何で あるか、 「宇治 拾^物 語」 の r 高 階 俊 平が 弟 入^^ 

術 事」 であらう。 

入道 は ® 人から 算 おきの 術 を 學ん だ、 玄妙の 域にまで 達した。 後に は 師に從 つて 渡 唐 さへ しょうと した。 しか 

し、 約を果 さなかった。 師は 憤って、 彼 を 呪った。 渐 くその 術が 衰へ てし まった。 その後、 庚申の 夜、 若き 女房 ど 

もの 集 ひの 席に、 たまたま 入道が 參 した。 夜更けて、 人々 が、 寢 ぶくな つた 時、 入道に、 一人が、 笑 ひぬ ベ からん 

物語し 給へ とい ふ。 おのれ は ロ手づ つに て、 人の 笑 ひ 給 ふば かりの 物語 はえ 知り 侍ら じ、 さは ありと も 笑 はんと だ 

にあら ば， 笑 はかし 奉り てんかし と 答へ る。 猿樂 をし 給 ふか、 いな、 只 笑 はかし 奉らん とい ふ、 こ は 何事 ぞ、 とく 

笑 はかし 給へ と 責める。 人道 は算の 袋 を 解いて、 算を さらさらと 出す. 女房 ども は、 そんな もので と 嘲る。 いらへ 

もせで、 算を おく。 置き はて \、 いざと 算の 一 つ を 捧げ 持つ。 何の 笑 はう ぞと 女房 ども はい ひ 合って ゐ たが、 見る 

見る、 誰も 誰も 笑壺に 入る。 

いたく 笑 ひて 止まらん とすれ ども かな はす、 腹の わた 切る、 心地して、 死ぬべく 覺 えければ 淚を こぼし、 すべ 


きかたなくて、 ゑつ ぼに 入りた る 者 ども、 物 を だに えい はで、 入道に 向 ひて 手摺りければ、 されば こそ. E" しつ 

れ、 笑 ひ 飽き 給 ひぬ やと 一一 一一 n ひければ、 うな づき さわぎて、 伏し かへ り 笑 ふ 笑 ふ 手を摺 りければ、 能く：^ びし め 

て 後に、 おきた る算を さらさらと 押し 毀ちたり ければ， 笑 ひさめに けり、 今暫 しあら まし かば 死な まし、 また 

かば かり 堪へ 難き 事 こそな かり つれと ぞ言ひ あ ひける。 笑ひ闲 じて、 集り ふして 病む やうに ぞ しける。 

この 高 笑 ひと、 かの 微笑みと を讀 みくらべれば、 比べる ほど、 西 鶴の 皮肉 は はで あらう。 しかし、 或はお そる、 

この 一條 を、 「二 代 ERJ の 本據と 見る ことの 妄解 である こと を。 或はお そる、 これ たまたまの 喑合 である こと を。 

いかにも、 この 一條が 「今昔 物語」 にの み 出で ゐ るなら ば、 「俊 平 入道 弟 習 算術 語 一 と 題す る それの みであるなら 

ば、 自分 もさう きめて か&る であらう。 た^ 「字 治 拾遗」 中に あるが 故に、 なほ 喑 合と 斷 する こと を^お する。 何 

とたれば、 前に もい つた やうに、 「二 代 *」 全 體の體 裁が、 すでに 「宇治 拾遺」 に擬 して ゐる ものであるから であ 

る。 更に また、 「二 代 男」 の 中の 幾條 かが、 「宇治 拾遗」 に基づいて ゐ ると 思 はれる からで ある。 

さうな ると、 飜柒 とい はう か、 俳諧 化と いはう か、 滑稽 化と いはう か、 とにかく  、 西 鶴の 換骨錄 胎の熊 度 は、 

あまりに 烺 しいと もい はれよう。 しかも その 烦 はしい 事實 は、 彼の 談 林の 俳諧の 上に も、 浮世 草紙の 上に も、 しば 

しば 兑 うけられる。 「一 代 男」 の 中の 幾條 も、 「源氏物語」 やら、 「伊勢 物語」 やら、 謠曲 やら を、 とり^ね、 とり 

合 はせ て さて、 さっと 一筆、 西 鶴み づ からの 作意に 書き改めた 幾つが 注意 せられる。 そこに こそ、 驚くべき^ 威 

を 揮って ゐる 彼の 才氣 が讀 まれる。 特に 「髮は 島 田の 車佾」 の 場合 を あやしむ こと を 要さない。 

それならば、 この 一條 は、 表に 「車 僧」 を 兌せ、 裘に 「高 階 俊 平が 弟 入道 算術 事」 を祕 めた だけ かとい ふに、 そ 
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れ のみではなかった。 これ だけ は、 さすがに、 「宇治 十帖」 から 離れて ゐ るかと 思った が、 やはり、 さう ではなが 

つた。 成程、 奪 胎の重 心 は、 「宇治 拾 遣」 の それにお かれて ゐる やうに 讀 まれる が、 なほ 「字 治 十帖」 との ゆかり 

はあった。 細いながら、 かすかな がらに、 二つの 間の 交涉は 保って ゐた。 今の 自分に は， その 交 涉が保 たれて ゐる 

か、 ゐな いが 問題で なくして、 交涉 が、 どうして かう いふ 狀 態で おかれる が^ 問題で ある" 細 く かすかで あるに し 

て も、 彼此の 交涉を 保た うとした ので あらう か、 「宇治 十帖」 と絡緣 する に 忍び かねた ので あらう か、 最初の 意 11 

を 追 はう としたの であらう か。 それとも， 「字 治 十帖」 をし かと そこに 据 ゑながら も， わざと 細く かすかな 交渉と 

する ことに 於いて、 却ってみ づ からの あそび を恣 にし 得る ものと 思った ので あらう か、 讀者 をして、 微妙な 繫 がり 

を 迪ら せて、 みづ から 悅ん でゐ たので あらう か。 いづれ にしても、 問題 は、 他の 多くの 例を參 ii して 後に 決すべき 

であらう が、 こ、 に は、 とりあへ す、 「字 治 十帖」 の屮 から、 こ \ の本據 を考 へて おく ことが 必耍 であらう。 

「總 角」 の卷 は、 八官の 一周忌の 記事に はじまって、 大君の 死、 及び その 葬 後の 記事に を はって ゐ るが、 これ を 通 

じて 、そこ こ \ に薰と 大君の 行 くらべが 見られる。 

薰が 大君 を戀 して、 深く 思ひ惱 むこと は、 すでに 「橋 姬」 の卷に 見えて ゐる。 八せ；： の薨 後、 しばしば 宇治 を訪ふ 

につけて、 f; の 心 はいよ いよつ のる。 時には 思 ひの たけを 訴 へる。 大君 は その 意 を 知らないの ではない、 た^ 佛の 

道 を 念す る あまり、 すでに 世 心を棄 て、 ゐ るき ゆ ゑに、 知らぬ さまして ゐる。 事 は 「隹 本」 にく はしい。 

「總 角」 になる と、 萧 一は 幾度と なく. 大君に 訴へ もす る. 迫り もす る。 なほ、 大君 は聽 きいれ ない。 女房 だち は、 

ル：： が 皆、 娘に 背いて、 薰に從 ひ 申せと 勸 める、 それ どころ か、 機 さへ あれば 手引 もし かねない。 大君の 心苦し さは 


大方でなかった。 ある 夜、 薰は 大君の 室にまで 入った。 かりそめの 添 ひ 臥 ともあれ • 大君 はつひに 薰の 意に 從はた 

かった。 さて 後、 大君 は、 薰の心 を 妹 中 君に 轉 じさせようと 努力した。 しきりに、 みづ から 媒 しょうと した。 しか 

し、 薰は うけ ひかない。 薰は考 へた、 中 君の ある ことが、 おのが 願 ひの 妨 であると。 この 妨は、 旬せ； J に ゆづる こと 

に 於いて 除かれる と。 この考 へ は、 かねてから 懷 いて ゐ たが、 いよいよ 實行 にか、 つた。 計 畫は柒 外 すらすらと 運 

ば^た。 戀の妨 は 除 けられた 寄で ある。 しかも、 なほ 大君の 心 は 動かない。 さう かう する うちに、 大君 は惱 みの あ 

まり、 病に 臥した。 病 は ：= ましに おしくな り ゆく。 つ ひに 起たない。 薰は 悲歎の 涙に くれる。 葬送の 日 は 過ぎても * 

なほ 憂欝の 日 を、 字 治に おくって ゐた。 かくして、 r 總角」 の 行 くらべ は 薰の負 方と なった ので ある。 

女房 どもの 援け をまで 借りて、 手 を 盡す薰 の心づ くし もさる ことながら、 つ ひに、 從 ふこと なくて 終った 大君の 

苦勞 もな みなみで ない。 西： i は、 それ 等 を、 ^問 だち の いろいろの 珍 裝珍藝 にう つし 屮1 し、 また 女郎 だち の 笑 はぬ 

工夫に う つし と つたので ある。 

大君が 薰に從 はなかった の は、 薰を 嫌った ためで ない。 一意た ビ佛を 念す るた めであった。 すな はち、 戀の 魔^ 

に墮 さう と 企む 大 天狗 薰が、 つ ひに、 大君の 道心の 前に 屈した ので ある。 題の 「車 僧」 は、 その ー點に 東き をお い 

たもので あらう。 

九 

「髮 は-お m の 車 僧」 に 於いて- 冗 辯 や、 煩 はしい ものが あった。 第 四の 「男 かと 思へば 知れぬ 人 さま」 に 於いて 
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言葉 を吝 しまう とす る。 それ は ま た 多き を 要 さ な い。 本據が 前條に 聯關し てゐ るた めで ある。 

「二 代 男」 のどの 條 もさう であるが、 これ も、 一、 よし 原 正月 買の 事、 一、 さん 茶 呑んだ 程し る 事、 一、 女の 女に 

馴 初る 事の 三つから 成って ゐる。 「宇治 十帖」 と 交渉の あるの は、 その 最後の ものである。 

年の ほど は 二十 六 七の 優形 男が、 頭巾 深く 忍び 笠、 玉鬉 とい ふ 女郎 を^ ひそめ、 假の枕 を 並べた 後、 もなく^ 

つてく る。 かれこれ 一年、 なほ 一度 も わけ を 立てた ことがなかった。 

人 こそしら ねいつ とても， 上！ W も ありの ま、 床に 入て、 しめ やかに 手 迄 はしめ て 語る に、 かりにも いやしき ーー目 

葉な く、 御 袖の 留木 さへ 常なら す、 次第に 女郎の 身はぢ らいて ありけ る、 秋 も 最中の 十三夜の 月待暮 に、 御^ 

り を引留 是非に、 其 情 あれ かしと 戯れし に、 あいそめ し 時 しらせ 申と をり， 二世と おも ひし 妻に おくれ、 いま 

だ 其 悔み 事 やむ 事、 其 姿に贵 様が 似て あれば、 過に し 思ひ晴 しに、 責ては 仇な 枕 をなら ぶ、 かくて^に もなら 

ば、 誠 ある ^を S にと、 哀 なる 物語、 

さう して 歸る客 を、 訝しむ 玉 髪 は、 ひそかに、 しも^して、 跡 をつ けさせた。 客 は ある 水茶屋に 入った。 そこで^ 

物 を 着かへ た、 若 後家 姿に なって 駕籠に 乘 つて、 いづこ かへ 去る。 茶屋で 訊せば、 さると ころの 奥様で あるが 御 

つれ あ ひに 別れて 後、 世に も か はった おん 物數奇 をな さるとの ことであった。 

つれ あ ひに 刖れ たとい ふ 事の 類似 を、 「總 角」 に 求めれば、 大君の 父の 喪に 籠る ことで ある。 「御 袖の 留木 の杳も 

常なら す」 も、 大君が 薰と添 ひ 臥した 後、 中 君の 側に 寢る くだりの、 「所せ き 御 移 香の 紛 るべ くも あらす、 く ゆりか 

k る、 む 池 すれば、 との ゐ 人が もて 极 ひける 思 ひ 合 はせられ て」 とい ふ を 思 はせ る。 さう まで r なくと も、 少く とも、 


薰 その 人 を 聯想させる に 足る。 しかし、 西 鶴 はさう いふ 節々 よりも、 薰が 大君と 添 ひ 臥しながら も、 事なくて を は 

つたこと、 少く とも、 彼の 浮世草子の 世界で は、 摩訶不思議と 思 はれる この 事件に 多くの 興味 を^った ので あら 

う。 大君との みか、 中 君と さへ 同じ 態度 をと つた 薰の 心情 は、 女が 女 を 買 ふと 兌ない かぎり は、 解し かねた ので あ 

らう。 さう いふ 飜案 ぶり を われながら * よく 成し 得たり と 思はなかった らう か。 

薰が 大君と 添 ひ 臥した： 問に は、 み 佛が据 ゑら れてゐ る。 日 比 もさう であるが、 喪に 籠る 今 はな ほ 更に 名香の 薰 

が 高い。 薰の 亂れ心 はおの づ から 制せられる。 

名香の いと かう ばし く^ひて、 榕の いと はたや かに 薰れ るけ は ひも、 人より けに、 怫をも 思 ひ 聞え たまへ るみ 

心に て烦 はしく、  H; 染の 今更に、 折節 心 いられし たる やうに、 あは あはしう、 忍 ひそめし に 遠 ふべ ければ、 か 

i る 忌な からむ ほどに、 このみ 心に も、 さりと も 少し 撓み 給て なむな ど， せめての どかに^ ひなし 給 ふ。 

事の 趣 は、 表裏の 差 こそ あれ、 男 姿の 若 後家が、 春に もな つたら と 言った こと- -、 相應に 太い 絲が槃 いで ゐ ると 兑 

られ 得よう。 

とにかく、 この やうな 考 から、 事な く 止めた、 薰 はまた 別 様な 思 ひから、 R じ 態度 をく りかへ したので ある。 

その後、 薰は 老女 房の 手引で、 ひそかに 大君の 寢 間に 入る。 妹と 共に 寢てゐ た 大君 は、 け は ひ を 聞きつ けて 隱れ 

てし まった。 薰の 失望 はいふば かり もなかった。 居 殘れる 中 君 を 美しと 思 はぬ ではない、 更に また 隱れた 人に 對す 

る面當 てに と 思 はないで もない が、 さう したが 最後 大君から 「うちつけに 淺 かりけ り」 と 思 はれる の もつ らい。 ぷ 

も- 何事に せよ、 ^世の 緣は 免れ 難い もの ゆ ゑに、 後の 事 は ともかくも、 今 は、 「この 一 ふし はな ほ 過して」 と、 亂 
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れ心. をお さへ て、 た^を かしく、 懷 しく、 一夜 を 語り あかした ので ある。 その 曉、 手引した 老女 房 は、 薰 から、 事 

の 次第 を 聞いて、 大君の あまりなる 心强 さに、 むしろ 反感 を さへ 催した のであった。 
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卷 二の 第五 「百 物語に 恨が 出る」 に は、 客 をお くり 出した 女郞 どもが、 うち 集 ひての 茶ば なし、 どうせ 寐られ ぬ 

夜半で あるから、 百 物語して、 何が 出る かためして 兌ようと、 いろいろ 語った が， その 3. 斐 はなかった。 噺は變 つ 

て. 身の上の 悲し さ、 人 を 騙した 事な ど を 語り 出す。 客と いふ 客に 對 して、 ある ほどの 金 はなく させる. 世に ある 

身 は 捨てさせる、 しかも、 一度 零落した と 知る や、 申し か はした 入墨 子 も、 今の 勤めの 邪魔と 艾で燒 きすて るな ど 

\ 語って ゐる うちに、 女郞 ども は 心の 鬼が 凄くなる。 一 人 一 人淚に 沈みて、 歎き 入る 時、 井の 裏板 響き、 屛風襖 

も 鳴り わたる 時、 嗒の主 だち が 現 はれ、 日 比の 偽り 返す ぞ、 放ちた 爪、 黑髮、 日 帳 も いらぬと いふ。 おそろしく、 

いろいろ^ びても、 姿 は 消えない。 賢い 女郎が 考 へて * おのおの 揚屋の 算用の こり はと 高聲 にい ふ。 

現に も 世 中 は、 借錢 程す かぬ 物 はなき にや、 此聲 聞と、 化した る 形 消えう せけ ると ぞ、 

またしても、 西 鶴の もの 凄い 穿ちが 現 はれて ゐる。 もとより、 この種の もの は、 平安朝の 物語の どこに も あらう 苦 

はない。 西鹓 は、 「宇治 十帖」 のお ほどかなる もの \ どれに 對 比させる ために、 この 筆 を 執った ので あらう か。 

匂官 はすで に 中 君 を 得た。 宇治に 通 ふこと も繁 く、 おも ふ 心 も 深かった。 しかし、 もともと 色好みの 君で ある、 

さう まで はつにかなかった。 宇治の 山家に は、 漸く 憂愁が たち 罩 めて 来た。 まして、 匂^と 薰の 紅葉 舟の， すぐ そ 


こまで 來 ながら- つ ひに 寄らで 過ぎた ことが、 殊に， その 折の 事情 を 知らぬ 人々 に、 堪へ 難き 悲歎 をお ぼえ させ 

た。 

—，ままして、 なまな 吁 しき 屮に こそ は、 けしから ぬ 心 ある もま じ るら め、 何事 も 筋で となる 際にな り ぬれ 

ま、 にの^き ふこと つ k ましう、 所.； t- かるべき ものと 思 ひし は、 さし も ある まじき わざな りけ り。 

とさへ a ひ 入った。 そして、 父の 八せ " が犁 にとまで^ はなかった 匂宮 を、 いかに 薰の はから ひがあった にしても、 

妹に ゆるした の は、 自分の 罪で あると *  m 心ひ惱 んでゐ た。 煩悶 は 心 を 蝕んで、 つ ひに 病に 臥す やうに なった。 

匂 宮が六 君と 結婚した ことが、 いっか 字 治の 人々 の^に 入った。 姬だ ちはい ふまで もない、 女房 ども \、 恨めし 

く  S3 つた。 大君の^ はい やましに ず； る。 はて はて は 父君と く迎 へた まへ と 念す る。 念す るに つけても、 「斯うい み 

じく もの^ふ 身 ども をう ち 棄て給 ひて、 夢に だに 兑ぇ給 はぬ よ」 と 思 ひ 緩け る。 折も折、 中^は 姉に むかって、 故 

宫の 夢に 見 給へ る、 いと 物^した るけ しきに て、 この わたりに こそ ほのめき 給 へれと 語る。 妹の 夢に 兑 えて、 わが 

夢に つ ひに 兌ら れ ない。 亡せ 給 ひて 後、 いかで 夢にも 見 奉らむ と^ふ を、 更に こそ 見 奉らね、 と 大君 は、 これ も 罪 

の 深さ を 泣く. 姉の 言葉に 中^も いみ じく 泣く。 時 も 時、 匂^から 文が 來た、 細々 と 情の ほど を 籠め てゐ る。 また 

しても 偽り ごと かと、 大^の 心に は、 ^せ 2 に對 する 恨みが まさる。 

「百 物語に 恨が 出づ る」 の本據 らしい もの を r 總角」 の屮 から 拔 けば、 ほに、 これに 盡 きる。 騙 す^と 騙す 女郞 

恨む 女と 恨まれる 女郞、 その 人 をお きかへ、 ^を 入れ かへ て、 情趣 全く 反する もの を 現出す るの は、 西 敉の惯 川 乎 

段で ある。 この 趣^も、 さまで 珍しく はなから う。 
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夢に 八宮の 見えた のと、 現に、 落 ぶれ 客の 現 はれた のと、 さすがに、 ゆかりの あと も殘 つて ゐ るが、 それに I . 

も、 「揚屋の 算用 殘」 ニー 目 は、 西 鶴なら ではい ひ^ざる ものである。 けれど、 これに も、 或は 據る ところが あり は 

せぬ かと 思 はれる。  - 

それ は、 もう 「宇治 十帖」 ではなかった、 「宇治 拾 遣 物語」 である。 はじめに， 斷 つて ゐる やうに、 この 稿 は * 

「二 代 を 解き ほどいて、 「宇治 十帖」 との 關係 だけ を考 へれば よい 苦で ある。 「宇治 拾 遣」 など は、 いはす して 

もよ ぃ譯 である。 それ をい はねば ならない 程なら ば、 他に も當然 舉げて 然るべき 書 も ある。 それな のに、 何故に、 

「宇治 拾遺」 に據る もの を 指示しょう とする。 「二 代 ER」 の體裁 をい ふに ついては、 どうしても、 それに 觸れ ねば 

ならなかった。 それ をい ふ 以上、 また r 髮は島 田の 車儈」 の 「車 儈」 が 有つ 意 1； を考 へる 以上、 「宇治 拾 遣」 を 避け 

難かった。 更に また、 r 髮は島 田の 車 僭」 の本據 として、 「高 階 俊 平の 笫 入道 算術の 事」 を 擧げる ことが、 とも すれ 

ば 妄某狂 甚の斷 に 過ぎる 謗 もお そろし かった。 少く とも、 もう 一 つの 例 を 引いて、 旁證 としてお く 必要が ある、 こ 

、に また 「宇治 拾？ s」 に 言及す るの は、 その 现由 による、 後に は、 もう 必要 もなから うと 思 ふ。 

「宇治 拾 造」 卷 M に、 「藥帥 寺 刖當の 事」 が ある。 藥師 寺の^ 當佾 都と いふお、 ^常 はして ゐ るが、 殊に 寺の 物 も 

使 はすに ひた. すら 桢樂に 生れる こと を 願って ゐた。 さて 年老い 病して、 死に 近づいた。 一時 危^に 陷 つたが、 少し 

く 快くな つた。 弟子 を 呼んで いふ。 

見る やうに、 念怫は 他念な く 申して 死 ぬれば、 極 樂の迎 へいます らんと 待た る &に、 極 樂の迎 へ は^えす して 

火の車 を 寄す。 こ はなん ぞ、 かくは 思 はす、 何の 罪に よりて 地獄の 迎 へは來 たる ぞ とい ひつれば、 車に 附 きた 


る 鬼 共の いふ やう、 この 寺の 物 を、 一とせ 五斗 かりてい まだ 返さねば、 その 罪に よりて、 この 迎へは 得た るな 

りと： 一目 ひつれば、 我 首 ひつる は、 さばかり の 罪に て は、 地^に 墮 つべき やうな し" その物 を 返し てんとい へ 

ば、 火の車 を 寄せて 待つな り、 されば 疾く疾 く 一 石誦經 にせよ。 

さう 命ぜられた 笫 子ども は 手 惑 ひして、 いふが ま &に、 米 一 石 を 誦經の 料に した。 誦經の 鐘の 聲の する をり、 火の 

車 はかへ つた。 しばらくして、 別當 は、 今 こそ 極 樂の迎 へがと 悅 びつ \ 死んだ。 

この 事 を 書きし るした 「宇治 拾笾」 の 作者 は、 言 を 添へ ていふ、 

さばかり 程の 物 使 ひたろ にだに、 火の^-むか へ來 る、 まして 寺 物 を 心の ま、 にっか ひたる、 諸 寺の 刖當の 地 

獄の迎 へ こそ 思 ひやら るれ、 

こ &に、 「百 物語に 恨が 出づ る」 の 結びの 句 を、 も 一度 かきつけて みる。 

現に も 世 中 は、 借錢 程す かぬ 物 はなき にや。  I 

書く 意味 は、 類似 を 思 ふためで ない、 相異を 明かに したいた めで ある。 

「二 代 男」 の卷ニ は、 こ、 に を はる。 (完)  (「文 學 思想 W 究」 第 九^) 

この 稿に、 ^執る はじめ、 「二 代 男」 の卷 八までの 各條に 亙って、 か  >- る 解 を 試みた いと 思った。 饒舌、 ^多く 

して、 ^せられた 紙数 は盡 き、 しかも ゎづ かに 豫^ の 四が I に 建した だけで ある。 辯 を 好んだ のでな い 9 两 鹅の 

俳諧の は、 これ は あれに 據る、 あれ はこれ に 娘る といった だけで は、 つ ひに 意 を盡 し^ざる ためで ある。 な 

ほ、 後の.； ハ 卷に對 して、 この 誌上に * 稿 をつ V ける 機の あ" や、 なし や を 知らない。 
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卷 一 つ 隔てた 笫九卷 所載の ものに 書き 續 ける。 前 稿 ほ 「一 一代 男」 と 「源氏物語」 の關 係、 く はしく いへば 「一 一代 

男」 が 「源氏物^」 の 「宇治 十帖」 の 俳諧 化で ある こと を、 各卷各 章の 次を遂 うて 說か うとした。 しかも. ゎづか 

に卷 一 と卷ー 一の 解 を 終へ ただけ で^ を 止めた。 自分ながら 冗漫と 思 はれる 說明 がその 結 粟を齎 したので あった。 こ 

の卷 でも 卷 八に 達し 得ようと は 思 はない が、 とにかくに その後 を 承け て卷 三の 第 一 話から はじめる。 

しかし、 卷 三の 第一 「朱 雀の 狐 一 I」 と 「宇治 十帖」 との 關係 を考 へる に 先だって、 一事の 訂正 を 前 稿に 加へ てお 

きたい。 卷 二の 第三 r 髮は島 田の 車儈」 とその 原 據の謠 曲 「車 佾」 との 交涉 である。 

またく りかへ すの も 異な 事で あるが、 その 草で は、 封 £ 問と 遊女の 賭事が 主題と なって ゐた。 封？^ だち が を かしい 

限り を盡 して 遊女 ども を 笑 はせ ようとす る。 ^女 ども は 笑 ふまい とする。 笑 はせ たら、 笑はなかった ら勝、 笑った 

ら、 笑 はせ なかったら 負、 遊女の 負に はこれ これの 賭、 封 £ 間の 負に は それぞれの 賭と 約朿 堅く爭 ふ。 遊女 ども はお 

のが 身の上の 悲し さな ど を 念じて、 目前の を かしい 戯れ を 物の 數 とも 思 はたい。 かくて 封 £ 間 方の 負と なり さうた 時、 


その 一人が 小石の 紙包み を 金め かして 遐 女に 渡して、 これで 節句の 拂ひ をし やれと さ、 やく。 一一： 人の 遊女が  一^に 

にこと 笑って、 たうとう 負と なった。 

これが、 愛宕山の 天狗が 車佾を 魔逬に 誘導しょう として、 さまざまの 所作 をしても、 車 僭 は 堅く 逬心を 持して 墮 

ちす、 天狗 はついに 行 くらべに 负 けて 去って ゆく とい ふ^の 謠曲 「車 僧」 を原據 として ゐる こと は、 「髮は 岛 田の 

車 僧」 と ある 題のう へ にも 明で ある。 けれど、 さう のみ 兌る ことに 難の あるの は、 西 鶴の 意が、 その シテ ヮ キの關 

係よりも、 ヮキの 車儈と ァヒの 狂言の 關 係に 重き をお いたと 思 はれる からで ある。 ヮキと ァヒの 問に は、 つ ひに シ 

テ とヮキ との 間に 見られない 滑稽 戯が存 して ゐる。 謠 曲の 本文に 即 いて 「車 佾」 を考 へる より は、 舞 裏の 演出に 即 

いて その 能 を考 ふべき であった。 前 稿 を 訂正しょう とする の はこの 事であった。 

「車 佾」 のァヒ の 狂言 は 特に 溝 越 天狗の 名で 呼ばれて ゐろ。 

斯様に 候 者 は 愛宕山 太 郎坊に 仕へ. E. す 溝 越の； 大狗 にて 候、 只今 罷 出る こと 餘の 儀に あらす、 爱に革 僭と 巾して 

贵き 人の 御成 候。 此人 いにしへ は 高位の 人 なれ ども、 ^にお くれ 悲しみの 餘り、 髻 切り^ 世して、 其 名 を単佾 

と 申す。 

かう 語り 出 づる溝 越 天狗 は、 車倂の 人となり を說 き、 車 僭と 太 郞坊の 行 くらべ を說 く。 また 太 郞坊が 車 僭と 問答 

して 一 まづ 退散した こと を 語る。 

太 郞坊是 を 聞いて、 兎角 こは^な り、 さりながら、 斯稃 まで 思 ひ 立って、 我 近に；^ 入れす は、 無念た る 事と^ 

ひながら 罷歸 られて 候。 されば、 我等が 如き 小 天 狗 にも I 能 出で、 車佾 の：：： 前にて、 何事に つけても、 を かしき 
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事 を. E. し 仕り、 かの 人 を 笑 はせ よ、 少しな りと も 笑 はれた に 於いて は、 その 散る 心 をた よりにして、 魔 近へ 引 

入れう するとの 御 事に て 候 間、 まづ是 迄罷 出で た。 急ぎ あれへ 參り、 車 佾の容 體を兒 申さば やと^す る。 扨 か 

の¥愤 は どこもと におら る、 事ぢ やまで、 されば こそ、 あれに つ \ くりとして 居らる \。 やがて 一 W 葉 を 掛けう 

と^する。 

溝 越 天狗 は^ 倚の 側へ 行く、 

なうな う 車 僧、 車傦。 

と 呼びかけて、 又 退いて、 

是 はいかな 事、 彼奴 は^さうな、 盟 ならば 最前の 様に 問答 はせ まい 事ぢ やが、 何と ぞ して、 ちと 笑 はせ て 見よ 

う。 

とい ひながら、 側へ 行く。 いろいろと 戯れ か \ る。 

車 僭、 車 僭、 車佾、 車佾。 

と 呼ぶ。 ついて ゐた 竹の杖の 中 ほど を 手に 持って、 

車 傦を笑 はせ う。 車儈、 車 佾* お 笑 やれ 車 僧、 車 僧の 舁の先 を、 

とい ひかけ て、 杖 持ちながら • 兩の手 を 後に 廻 はし、 

鼠が 子 を 負うて あなたへ はちよ ろち よろ、 此方へ はちよ ろち よろ、 ちょろちょろ、 やちょろ やちょろ • 

と 彼 や 此方へ 行き もし、 また 飛び もす る。 


お 笑 や.； BfIT 車佾。 

飛ぶ こと 三度、 なほ 車 傦の笑 はぬ に 倦ん じ はて、 いふ。 

鹿の角 を 蜂が さいた 程に もない。 何とせ ぅぞ、 惣 じて 人間の 身 は、 こそぐ る 程 を かしい 事 はない と 申す。 是か 

らちと 櫟 つて 笑 はせ う。 

いろいろの 所作と 共に、 

車 佾を笑 はせ う、 櫟 らう ぞ単 愤、 くつくつ、 やくつ くつ、 ばくつ くつ、 やくつ くつ、 お 笑 やれ 車 僧、 車 僧、 ば 

くつくつ。 

とい ひい ひ、 左手 を 車 佾に當 てる。 車 僧 扇で 打つ。 一人 狗 退いて、 

あいた あいた、 扨々 おそろしい 人 かな。 Ar の 程 色 *C の 事 を 仕れ ども、 終に にこと もせぬ、 剩へ拂 子 を 以て 某 を 

打擲した。 是も 定めて 禪 法で がな あらう。 兎角 禪法は 痛い ものと 兌え た。 なかなか 某が 分で はなるまい。 急ぎ 

此 よし 太 郞坊に 申 聞かせば やとお する。 いかに 小 JK 狗共 たしかに 聞け。 某 かの 傦に向 ひ、 いろいろ さまざまに 

與を盡 せど も、 少しも 笑 ふべき 氣色も 兌え す、 その上 車傦の 法力の 强き 事、 なかなか 千 頭の 牛の 力 も 及ぶ まじ 

くと^ じ 候 11、 いかにも 然るべき 分別 をめ ぐらし、 まぎ 太 郞坊に 御出で あれと 5. し 候へ、 その 分 心 ^ 候へ、 心 

得 候へ。 

かう して、 ^<狗 は舞躉 を 離れる。 この 引く ところ を 以て、 弒^ どもの 戯れる くだり を讀 めば、 西 鶴のお 想の 端 を 明 

に 見る ことが 出來 る。 前 稿た えて この 事に 觸れ す、 最も 憎むべき 忘却で ある。 
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西 鶴が その 浮世草子の 中で 謠曲を 俳諧 化する こと は、 すでに 「一代^」 に はじまって、 はるかに 後年の 作に 及ん 

でゐ る。 しかも、 「一 代^」 と 「一 一代 男」 の 間に は、 r 謠曲」 に對 する 態度に 於いて、 著しい 相異が ある。 どうして 

も 太い線で 區割 せねば ならぬ ほどの 大 いけ ぢ めが 兌ら れる。 成程 「一代 男」 にも 謠 曲の 構想 を その ま \ に寫 し、 脚 

色 を さながらに 移した もの も あるが、 どちら かとい へば その 節 調 を 負 ふ 場合が 多かった。 たと へば 卷 W の 「目に 三 

月」 の 章の 起筆、 

げ にげに 花の 都、 四條 五條の、 人通り 

の 如き、 その 點に 於いて、 最も 多く を敎 へる もので あらう。 「げ にげに 花の 都」 は 「東北」 の 「色めく ぉ栊 はげ にげに 

花の 都な り」 に據 り、 「四條 五條の 人通り」 は、 「熊 野」 の rw 條 五條の 橋の 上」 に據 つたので あらう。 この 短き 句 を 

二つの 謠 曲の 文句に よって 仕立てる 西 鶴の 筆の 運び は、 ゃゝ考 へられな くもない。 西 鶴 はま づ 都の 殷脤を 書かう と 

する、 往來の 女 どもの 美しい 装 を 書かう とする。 その 時、 ふと 彼の 頭 を 掠め、 はからす も n の 端に のぼる もの は、 

「東北」 の 一 節で あり、 「能 一野」 の 一 節であった らう。 前に 引いた 「東北」 の 一 句 を 更にく はしく い へ ば、 

出で 入る 人跡 かすかす の、 袖 を つらね 裳裾 を 染めて、 色めく 有様 はげ にげに 花の 都な り。 

と ある。 また. 「熊 野」 の  一.？ も、 更に 後 をつ にければ、 

四條 五條の 橋の 上、 四條 五條の 橋の 上、 老若男女 貴賤 都鄙、 色めく 花 衣 袖 を 連ねて 行末の、 雲 かと 兑 えて 八 m 

一重、 さく 九 S の 花 ざ かり 名に 负ふ舂 の、 けしき かな 

と ある。 二つが 二つながら 都の 賑ひ、 都人の 装の 美し さを謠 つて ゐる。 西 鸫 の 聯想 はさ も あるべき 事で ある。 わけ 


て謠ひ 馴れて ゐる節 は、 要約され た 形に 於いて、 あの 起筆の 一句 を 構成 させた と 見て よい やうで ある。 或は ほら 

す、 西 弒は桁 上に その  一.？ を 害き しるす と共に、 みづ から 節附 して、 划々 と謠ひ 出し はしたかった か。 「z: に 三 巧」 

の はじめの 方、 

げ にげに 花の 都、 四條 五條の、 人通り、 むかし 兌し、 山の 姿 も か はり、 お 明 寺 も、 こ \ へ ひけ、 川原お もて の 

石垣、 

の 如き、 すべて 謠 ひの 節 附の ゆるされる 文の 調で たいか。 起筆 E ゐる ところの 謠の 調子 を その ま、 につ ビ けつ &筆 

を 執った とも 考へ られ る。 まして、 「川原お もて」 の 一 句 は、 「熊 野」 の 「川原お もて を 過ぎ ゆけば • 急ぐ 心の ほど 

もた く 鬼 大路 や 六 波羅の 地^ 堂よ と 伏し 拜む」 の 一節 中の もので あらう。 それならば、 西 鶴の 心 はま づ 「東北」 と 

「熊 野」 と を 八；： せ考 へ、 次に 「熊 野」 にの み 傾いた といへ る。 

こ、 に 如上の 言 をな すの は、 西鹤の 創作 心理 を檢 討す るた めでない。 「一代 Ef ；」 がいかに 多く 謠 曲の 節 調 を 取って 

ゐ るかの 一例 を擧げ ようた めで ある。 

ところが、 この やうな 場合 は、 「二 代 ％」 では 案外 少ぃ。 無い ので はない、 その 數に 於いて、 遙に 乏しい。 その 

代りに、 能の 舞臺面 を寫し 出さう とする ものが 多くな つたのに 氣づ かれる。 すな はち 西 鶴 をして、 やがて 散文 能 

「五 人 女」 を 書かせる 意圆 は、 すでに 「二 代 男」 に ほの 兑ら れる蒈 である。 「髮は 島 田の 車 僭」 は その 點を 考慮し 

て 解すべき であった。 前 稿 たまたま その 考慮 を 逸した ので ある。 憎むべき 忘却で たくして 何で あらう。 

「軍僧」 に 就いて、 一 つの 逸話が 傅 へられて ゐる。 ある 時、 ある 所の 演 能の 折の こと- 狂 首が 今 tr こそき つと ヮキ 
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を 笑 はして 見せう とい ひ 出した、 ヮキは 決して 笑 ひ はせ ねとい ひ 切る。 傍の^ はた^の 勝負で は くたい、 脐け 

に するがよい、 飮 まして 貰 はう とい ひ 出す。 かくて、 その E の舞臺 は觀 客よりも むしろ 舞裹. 裏の 人々 の視 || を萃め 

させた。 ^然 狂言の 活躍 は： めざましかった。 けれど、 ヮキは 笑 はない。 狂言 は 何とかして 弒勢を 盛り かへ さねば な 

ら ない。 靜に ヮキに 近寄って、 耳 もとで 囁いた、 買 はねば なるまい、 酒 をと。 ヮキ はに こと 笑った。 ヮキが 笑へば 

囉 子方まで が 笑った。 わけ 知らぬ 觀客 はな ほ 高らかに 笑った。 ヮキ はつひに 厳しく 所 課 をお はせられ た。 

この 逸話 は 甚だしく  r 髮は岛 田の 車佾， 一 に 類似して ゐる。 西 鶴の^ 想 はこれ からだと も斷 じたい。 た ビ西鸺 以前 

の 出来事 か、 西鸫 以後の 出来事で あるか を詳 にしない。 この 時 所の 不明が さう いふ 斷言を 躊^す る。 よし、 また そ 

の 時 も 西 鶴の 頃で あり、 所 も 西 鶴の 見 K に 入る ほどで あると しても、 更に また 西鹧 がその 逸話 を とりいれ たこと を 

明に しても、 なほ 「 髮は岛 田の 車佾」 を 一所 因に 歸 する こと を 躊躇す る。 西 鶴の 手法 は 二 段の 構へ、 三 段の 構への 

手強 さ を 以て 趣向の 裏を兒 せない ことが 多い からで ある。 やはり 前 稿で いった 「宇治 拾遺 物語」 の 「高^ 俊 平のお 

入道 算術の 事」 を 一所 因と 見る。 しかも、 あの 逸話 を 考慮の 外にお く 今 は、 なほ 更、 あの 遊女^ 間の 賭事 を、 笑 ふ 

まいと する 女房、 笑 はせ ようと 算術の 妙手 を 盡す俊 平 入道の 爭 ひに 交涉 させる ものと 兑る。 どうしても、 さう せね 

ばなら ぬ 程 n 一代 男」 の 底 を 「宇治 拾遺」 が 流れて ゐ ると^ ふからで ある。 いな、 西 鶴の 全 作品 を 通じて 「宇治 拾遺」 

が あれに これに 姿 を 現 はして ゐる こと を 注意すべき である。 

二 


以上 を 前^と して 卷 三の 第一 「朱 雀の 狐 ，1」 に 入る ことが 便 {且 でない かと 思 はれる ぐら ゐに、 これ もまた 「宇治 

拾 遣」 と交涉 をお つて ゐる。 

「朱 雀の 狐 幅」 はお 龜屋 店由來 記と もい はに いへ る。 踊 子の 師眩 ぉ龜九 兵衛が 時雨の 野道 を 急ぐ 時、 七十 ほどの 老 

婆の 濡れ 惱 むの を 兑て傘 を 貸して やる。 老婆 はお 禮 心に、 島 IS 遊女の 祕 密を敎 へる、 兑 通しの いろいろ を ！g かせ 

る、 M に また 噂 町の 日記と 上書した 手帳 を與 へる。 九 兵 衛は島 原へ 往 つて、 その 祕密を 素破拔 いて は 口 留の物 をし 

て やり、 噂 町の 日記 を槌 として 人を脊 して 物 をせ しめる。 

ほしき 物 をと つて、 此 所の 御 髭の 塵 を 取 やめて、 白 川の 流れの 末に、 萬 代 を 祝 ひの 水、 ぉ龜 酒屋と なる 事、 日 

比上戶 のた のしみ。 

これが 結びの 一一 目 葉で ある。 その 老婆と は 何人、 實は島 原 狐であった とい ふ。 「朱 雀の 狐輻」 と题 する 所以で ある。 

島 原 狐の 名往々 にして 文 獻に兑 えて ゐる。 ぉ龜 酒屋の 名 また 見る ところが あらう。 或はお 龜 酒屋 繁 SI の 由 來には 

かう いふ 嗒 もあった らう。 おそらく 西 鶴が その 巷說 をと つて 趣向 を 構へ る 時に 、「宇治 拾 遣」 の 「利 仁薯賴 粥の 事」 

の 輪廓 を假 り用ゐ たので あらう。 

正面から 見れば、 「朱 雀の 狐 福」 と 「利 仁綦蕷 粥の 事」 との 間に は 別に 緣も ゆかり もない やうで ある。 しかし、 

例の 捻轉の 手段。 俳諧の 手法よ と考 へながら、 少しく 斜に、 や \ 横にお し^げて 兑 ると、 交渉の 跡の遝 筋 か を數へ 

られ よう。 九 共 衛が^ 外の 幸福 を 得る こと、 かの 老婆が さまざまの 遊女 祕密を 話し、 いろいろの 兌^し をお り IS か 

せる がその 一 つで ある。 
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とい ふ 時、 はるかなる 草 村より" まだらなる 小 狐の、 彼 人 を 見て、 にげさらす よろこびな す、 姥 y の 色 か は 

り、 それと つれて、 むかう の 穴に 入て 跡な し、 さて は 兼て 聞つ る、 島 原 狐なる べし 

と 狐の 正體を 見せる の も その 一 つで ある。 話 を 時雨の 野道、 老婆との 邂逅にまで 導く 新隱れ 里 の 記事。 人あって お 

龜九兵 衛に誘 はれて、 上京の 人々 の 遊山 所、 新 隱 れ 里と 呼ばれて ゐる さる 方の 黑 谷の 下屋敷に 行く。 昨日の 遊び 騷 

ぎの あとの 座敷の かなたに は、 御酒 機嫌で 縛られた 女 小姓が ゐた。 その 人 は^に 縛 を 解いて やる。 その 人 は 案- 2： さ 

れて 御內證 問に 入る。 八疊 敷の W 隅に 俎燼を 四つ切り、 じ 色の 蒲圑を 懸けて 枕 を 一 ところへ 寄せて 噺を する やう 

な 構へ になって ゐる。 火の あるの を 幸に その 人 は 九 兵 衛と枕 近寄せて もの 語る。 そこへ さき 程の 女 小姓が 薄茶な ど 

を 運んで もてなし を するとい ふの がその 一 つで ある。 

九 兵衛は 突然 その 屋敷の 主に 命ぜられて、 急な 文づ かひで 島 原へ ゆかねば ならなかった。 時の 銃に 驚いて、 人々 

に 暇 乞 ひもせ す 走り ゆく とい ふの も その 一つで ある。 かの 九 兵 衛が島 原 狐に 逄 つたの は、 急ぐ 途中の 出來 事で あ 

つた。  - 

以上 は 「狐」 「{芥 赦」 r 兑 通し」 「煖 もり」 「急使」 「突然の 出立」 および 「意外の 恩赉」 の 幾つかに 耍 約され る。 

その やうに 要約した もの を 「利 仁薯蕷 粥の 事」 に 索め る こ と は 極めて 易い。 

利 仁 は 芋 粥 を 飽くまで 食 ベた やと 私語す る 五位 を 誘 つた。 ほんの そこそこと 忍 ひの 外、 京から 敦賀ま でと いふ 意 

外の 旅であった。 五位 はもと より 供 もな く、 利 仁 も わ づかを 具す るば かりであった。 こ k に 「突然の 出立」 が ある。 

一二 津の濱 に 狐の 走り出た の を 見た。 利 仁 はよ き 使が 出て 来たと 追 ふ。 


利 仁 狐 押し かくれば、 狐 身 を 投げて 逃 ぐれ ども、 追 ひ 責められて え^げす、 落ち かへ りて、 狐の 後足 を 取りて 

引上げつ。 乘 ケ たる 馬、 いと かしこし とも 兄え ざり つれ ども、 いみ じき 逸物に て ありければ、 若干 も延 さすし 

て 捕へ たる 所に、 この 五位 走らせて 息つ きたれば、 狐 を 引き上げ ていふ やう は、 わ 狐、 今宵の 中に 利 仁が 家の 

敦賀に 罷りて いはん やう は、 俄に 客人 を 具し 奉りて 下るな り。 明日の 巳の 時に、 高 島 邊に男 ども 迎 へに 馬に 鞍 

を 置きて ニ疋 具して ま-つで 來 とい へ 。 もしい はぬ ものなら ば、 わ 狐 只 心み よ、 狐 は變化 ある もの なれば、 今 H" 

の 中に 行きつ きて 言へ とて 放てば、 荒 凉の使 かなと いふ。 よし 1： 覽ぜ よ、 【能ら で， は 世に あら じと いふに、 2； 'く 

狐 見返り 見返りして 前に 走り 行く。 能く I 能る めり とい ふに、 あはせ て 走り 先立ちて 失せぬ。 

こ i に、 「狐」 と 「容赦」 と 「急使」 が あ. つた。 

その 翌朝 巳の 刻、 敦贺の 家の 老 どもが 利 仁 を途. に迎 へる， 二： 止の 馬 も牽 いて 來た。 その 屮の 一人が、 昨 宵 北の方 

に 狐が 憑いて、 主の 命を傳 へたの だとい ふ。 こ、 にや、 形 を かへ た 「見通し」 があった。 

その 夜 五位 は 利 仁の 家に^る。 寢 所に は 綿 四五寸 ほどの 直垂 があった。 自分の 薄 綿のに ひき かへ て、 その 暖さ氣 

のぼせ もす る 程であった。 それば かり か、 肉 障と もい ふべき 人 さ へ 侍って ゐた。 こ、 に 様 かへ た r 煖 もり」 が あつ 

た。 その 朝 芋 粥の もてなし があった。 五 石ば かりの 釜 五六に 滿 ちて ある 芋 粥に、 五位 は ほと ほと いた。 彼 は返留 

月餘、 樂 しさの 限り を盡 し、 數々 の 贈物 を 得て 都に 歸 つた。 こ、 に 「意外な 恩蒉」 があった。 

この やうな 比敉 は、 わたくし をして 「朱 雀の 狐 幅」 が 「宇治 拾遺」 に關 係す る こと を斷ぜ させる。 けれど、 まだ 

これ だけて は、 牽强 の辭を 弄する 嘲 を 免れない かと も 思 はれる。 それならば、 「一 一代 *」 の 他の 章と 「宇治 拾遗」 の 
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他の 章との 幾つ か を 比較す べきで あらう。 その 比較に 就いて は 前 稿す でに 幾つか を^げ てゐ る。 後 章 また 幾 つかに 

觸れ もしょう。 しかし、 それだけ では 依然 七して 認められない 內輪 話と も 聞かれよう。 n 一代 男」 を 離れて. 西 鶴の 

他の 作品に、 「宇治 拾 遣」 の 意識が 强く 動いて ゐる 例證を 指示す のが^ 好で あらう。 

「本朝 二十 不孝」 の卷 二に そのものが ある、 「人 はしれぬ！ i の 土佛」 である。 伊勢の 阈鳥 羽の 鍛冶屋の 一人息子 藤 

助 は、 親の 諫も 聞かす に船乘 となった が、 大風に 吹 流されて 異國に 漂萧 する。 おそろしい 奇獸橫 行の 域であった。 

また 風 荒れて 遙なる 磯邊に 流される。 硗には 敷 詰めた やうに 玉が 光って ゐた。 人々 は 下り立って 拾 ふ、 社 人が 顯は 

れて、 拾 ふな、 n 十く 舟に 乘れ と, す。 人々 は敎に まかせて 舟に 乘 つたが 藤 助の みはな ほ 玉 を 拾 ひつに ける。 その 時 

急に 風が 起って 舟 はかなた へ 走り 一途に 伊勢の 國に歸 つた。 事の 始終 を 聞いた 藤 助の 親の 悲歎 は茈 しい やがて 

一 一人と も はかなく なった。 さて また 一 方、 なに 殘 つた 藤 助は數 多の 人に 固まれて、 鐵 門の 緊ぃ 家に 入られ、 銅の 

柱に 逆様に 吊 揚られ て、 手足の 筋 をと り、 生 油を絞られた。 弱れば 生 藥を與 へて、 生けつ 殺しつ する。 日 數を經 る 

うちに 日本から 渡^の 倂が來 た。 昔の 態 は 失せて 眼ば かり 動く 藤 助 は、 右の 小指 をく ひきり、 左の 袂に、 自分 は 伊 

勢 鳥 羽の 藤 助と いふ^、 こ、 に 流され 來 ての 憂身 かなし、 この 所 は 弒纈狨 とて 懼ぃ國 なれば 命 を とられ 給 ふなと 書 

きつけて 見せる。 佾は 驚いて 立 退き、 他所で 修業して 歸 朝した。 a! 羽の 里に 來 てこの 物語 をした。 問く 人が 助 

不孝の 罰と いった。 

こ X に 見える 弒纈城 は 「宇^ 拾逍」 の 「慈覺 大師 缬纈埤 に 入り 給 ふ 事」 の 弒擷狨 である。 渡 唐の 愤は その 慈覺大 

師を假 りに 用ゐ たやう である。 


慈覺 大師 怫法を I；： ひ俾 へようと^ 土に 渡る。 折から^の 武宗は 佛徒を 孅 減しょう とする。 大師 は他阈 人の 故に、 

ゎづ かに 赦 されて 追放され た。 他國へ 逃げた 大師 は、 築地 高く 廻らした 門內に 入る。 すっとの 奥の 方で 人の t. ゆす 

る聲が 問える。 內へ 入って みると、 人 を 縛って 吊り下げて" 下の 壺に血 を 滴し 入れて ゐる。 大師 は そこに 横って ゐ 

る 瘦せ衰 へた 人々 に 訊す。 そのうちの 一人が、 木の 切で 土の 上に、 こ、 は纈纈 城、 こ 、 へ 来たる 人に は、 まづ 物言 

はぬ 藥を喰 はせ、 次に 肥 ゆる 藥を喰 はせ る、 その後 高い 所へ 吊り下げて、 所々 を 刺し 切って 血 をと り、 その 血で 額 

纈を 染めて 賫 るの だ。 食物の 中に 胡麻 ほどの 黑ぃ 物が あったら、 捨てる がよ いと 書いた。 大師 は 敎に從 つた。 さて 

怫を 祈願した、 靈犬來 つて 門外に 導き、 辛うじて 身 を 全うする ことが W 來た。 

も と怫法 の 奇特 を 仲 子と した 話 を、 不孝の 懲戒 を主题 とした 話に 仕 立 てな ほし たれば こそ、 筋 も 趣も少 し は 異な 

る もの \、 とにかく、 西 鶴が これ を 利用した 痕跡が 明瞭で あらう。 「二 代 男」 の 51 合 も 同じ 態度で あるが、 た^ 俳 

諧 化の 度が 少し 多いた めに、 わたくし だち は 一寸 迷 はされ るので なから うか。 

「二 代^」 と 「宇治 十帖」 との 關係を 主题 とする この 稿と して は、 ふさ はしからぬ ほど 「宇治 拾遗 物語」 との 關係 

を說 いた。 けれど さう した 結^ は、 「先 雀の 狐 幅」 から 「利 仁薯蕷 粥の 事」 の 分子 をお し 退けて、 「宇治 十帖」 の 分 

子の 所在 を 容易に 見せる ことにな らう。 その 分チ はたに 一 つ、 「橋 姬」 卷以來 頻りにく りかへ される もとの 女： 二お の 

侍女、 八 {a の老 侍女、 ^ となった 辨の おもとで ある、 これが S 原 狐の 老婆と 關係を W つ だけで ある。 これ だと すれ 
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ば、 あの 九 兵衛は 「宇治 拾 遣」 の 五位で あると 共に、 「宇治 十帖」 の 薰大將 に當る わけで あらう。 尤も、 その 辨は 

すでに 卷 一の 「親の 貌は 兌ぬ 初夢」 で 古 遣 手のお くにと なって ゐた。 西 鶴が 原據の 一人 を 二人に かへ、 三人に か 

へ 、 一 一度 用ゐ、 三度 用 ゐる例 は 多い、 別に 不思議 はない やうで ある。 

黧は辨 によって 赏の父 を 知った、 自分の 悲しい 運命 を 知った。 また 薰は辨 が 保管して ゐた實 父と 母との いたまし 

い 戀文を 手に入れた。 「親の 貌は 見ぬ 初夢」 では、 その 手紙が 諸國諸 分の 聞 書と なり、 こ、 では 嗨 町の 日記と なり、 

ま た 手紙と し て その 面影 を殘 して ゐる。 九 兵衛が 持參 の 手紙から 話 は 女郎の 封 じ 文の 由來話 にまで 及んで ゐる。 

この 推定 は 「二 代 男」 が 「宇治 十帖」 の 俳諧 化した もので あり、 少く とも どこかで 相觸れ てゐる ものとの 前提に 

於いての み 成立す る。 さもない 限り、 原據を 討ね るなら、 「宇治 拾 遣」 で 十分な 蒈 である。 殊に 重 かるべき 「字 治 十 

帖」 との 關 係が、 も 一 つの ものに 比して 輕 いのが 怪しまれ もす る。 しかし、 これ も 西 鶴の 癖の やうで ある、 彼が 作 

品に 對 して、 ある 意圖を 有つ とすれば、 その 一部の 首尾の 部分で は强 く、 他の 部分で は 弱い。 殆んど 彼の 方程式 だ 

ともい へる。 これ もまた その 一例と して 見られる。 それ は それと して、 今い ふが 如き 前提の 許される か、 許されぬ 

か を 問題に する の は、 あまりに 遲く、 あまりに ：：十 い。 前 稿の はじめに 於いてい ふべ く、 或は 荩を遂 うて 全部 を * し 

て 後に いふべき であらう。 勿論い さ-かの 一一 一一：： は 前 稿の 胃 頭で いひ もした。 た^ 「一代 s-」 が 「源氏物語」 の 俳諧 化 

であるとの 前提に 立って、 その 前提の 許容され る 所以に 就いては 始んど 及ばなかった。 今 もまた 依然として それ を 

問題と しない。 しばらく 一  挿話 を 以て I 時の 辨 にか へ る。 

去年の ヌ r 所 W を 信 濃に^ したわた くし は ー孜を 汽車の 中に 過した。 榨 られ^ら れて夢 も 結び あへ ぬ曉 がた、 ゆ 


くりな くすぐ 前の 寢臺に 村：！ 典嗣 君の ゐ るの を 見た。 久濶を叙す るの 後、 君 は^ 崎 紅葉が 「源氏物^」 を讀み 耽つ 

てゐ たこと、 讀んだ 本 は 「RI 本文 擧 全書」 である こと、 欄外に は 朱筆 縱横 或は 評語 を附 し、 或は 感想 を 錄 して ゐる 

こ と を 語られた。 こ の 牽を 讀んで ゐ る 時 、 窓外 に 日 淸戰爭 の 捷報 の 號外 の聲が 喧しな どと も 害 いて あ ると も 語られ 

た。 君 は 紅葉 手 澤の書 を 手に入れられ たので ある。 ^はまた その 結果 あの 「多情多恨」 が 作られた の だと も^られ 

た。 汽車 は 新^に 達して、 一 一人 は 別れねば ならない。 君 は 仙臺に 歸られ たので ある。 後月 餘 「河北 新報」 を 贈られ 

た。 「紅葉 山人と 源氏物語」 と 題す る 文が 述 載せられて ゐた。 わたくし は 更に 蒙 を 啓く ことが 多かった。 

測り 難き は 作者の 心で ある。 「源氏物語」 の 作者 は 「長 恨 歌」 を 前に 据 ゑて 「桐 壺」 の 卷を爲 り、 「平家物語」 の 

作者 は 「桐 達」 を 下に 構へ て 「小^」 を爲 り、 紅葉 はまた 「桐 逢」 に 興 を 得て 「多情多恨」 を爲 つた。 三者 枝 を 速 

ねて、 花槳 とりどりの 趣 をな す。 讀む^ は その 關係を 忘れて、 そ の 趣の み を 愛さう とする。 紅葉と 「源氏物語」、 

その の 消息 を 知らねば こそ、 「多情多恨」 と 「桐 壷」 との 關係 を、 去年の 夏まで 氣づ かなかった ので ある。 愛妻 

に 死^れ て 明け て も 暮れ て も 思 ひ惱む あの 主人公が 、 更衣に さき 立 たれて 歎きに 沈む 桐壺 の 帝から 出て ゐる こと を 

夢にも 思はなかった ので ある。 迂濶千 萬な みづ から を嗤 ひながら、 わたくし は何處 かに 西 鶴 手澤の 「源氏物語」 が 

ないだら うかと 夢の やうな こと を考 へ る。 幾多の 問題 は それによ つて 解決され るからで ある。 

「源氏物語」 も 糨彥の rffl 舍 源氏」、 また 紅葉の 「多情多恨」 ぐら ゐに飜 案され たなら、 彼此の 關 係に 就いて、 と 

かう に 惑 はすに も濟 まう。 けれど、 西 鶴が 翻案す る 段と なったら、 どうして その やうな 素直な 乎 n を 兌せ よう。 捻 

りつ、 =£げ つ、 もとの 姿 を かへ て 喜ぶ 俳諧 心のう へに、 古典と いへば とかくに 尙び がちな ぉ門 に栩 つく 談林 心の 持 
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主の 彼であった。 一 部 始終の 長篇を 避けて、 短篇の 構成に 專念 する 彼で ある。 或 時 は 一 卷讀 餘の感 をと り、 或^-は 

一節 一 條の 事に 託し、 一 部の 作意 を无 みし、 すたすたと 分 裁して" 勝手に 仕 立直さう とする。 滴む 人が それに 氣づ 

くもよ し、 氣づ かぬ もよ し、 氣 づけば 原據と 照して 俳諧 的 技巧 を 兌る がよ い、 氣づ かねば その上に 見せた 現赏描 一お 

の 腕 を 買 ふが よい、 とで もい ふの が 彼の 肚で あったら うか。 わたくし は、 と 兌て 「二 代 男」 と 「宇治 十帖」 の關係 

を 推定す る。 と 2 やって 推定の 自由 を 心掛ける。 

^へれば 考 へる ほど 厄介な のが 俳諧の 手法で ある。 「炭 依」 の 「梅 か 香」 の卷に 

奈良通 ひお たじつら なる 細 基 手 

とい ふが ある。 細 茶 手が 小 资本を 意味す る ことい ふまで もない。 奈 良の 地に 物康が 多い、 小资 木の 商人、 奈 良に 仕 

入れて 賣り、 赍 つて はまた 奈 良に 仕入れに 行く。 奈良通 ひとは その 義 である。 この 句 は、 前 句 

娘 を 堅う 人に あはせ ぬ 

に附 けて ゐる。 二 句の かかり、 彼奴 も わい らも 同じ 程の 小 商人な のに、 お 姬様ぢ や あるまい し、 彼^、 娘 を 人に あ 

はせ ようと もせぬ と 噂し 合ふ體 であらう。 して 見る と、 奈良通 ひの 語の 前.？ を 承け たの は、 必す しもな.. U に 仕入れ 

に 行く だけでなく、 何と はなしに 戀 のけ は ひを點 じたので あらう。 ふと 戀を思 はせ て、 あらぬ 活計の 趣に 轉す る。 

そこの かすかた 動きに さやめ きに M ハを 寄せた ので あらう。 しかも、 奈良通 ひの 一一 一一 口 葉に 戀を 託する の は、 その^の 淨 

瑠璃の 外題に さへ 見 ゆる 河- 2： 通 ひの 聯想が あるた めで ある。 俳人の 心の 細やか さは、 この 通 ひを緣 として、 「伊勢 

物語」 を ^據 とする 戀 物語 を 想 ひ 起させよう とする。 これ は 蕉風の 世界の ことで あるが、 AE: にも それが ある、 談 


林に 於いて は 殊に 甚し いものが ある。 その 手法 を縱 横に 弄する 西 鶴の 轉合 書に 於いて： 史に 激し いもの が あ ら う。 

「一代 男」 「二 代 男」 と 「源氏物語」 の關 係に 於いて、 その 手法が 頻りに 用ゐら れてゐ よう。 

筆 たまたま 「伊勢 物^」 に 及んだ。 維つ いでに かいつける。 「一代 男」 にも、 「二 代 男」 にも、 その他に も、 西 鶴 

はしばしば 「$: 勢」 を 題材と して ゐる。 例の 俳諧 化の 手口 を 見せて ゐる。 しかも、 「^勢」 の 構成の 章が もともと 短 

5  あきらか 

篇の 集り だけに、 西 鶴 は 殆ど その ま \ に 用 ゐてゐ る、 從 つて 轉 用の あと は 極めて 瞭に 見う けられる。 それでも、 時 

に氣づ かすに 濟す 場合 も あらう、 たと へば 、「好色 一代 女」 卷三 r 妖 莩寬濶 女」 の 一節、 

自 は生國 大和の 十 市の m: にして 夫婦の かたら ひせし に 其 男 目、 奈良の 都に 行て 春 日の 彌宜の 娘に すくれ たる 艷 

女 ありと て 通 ひける 程に、 偕に 胸 動かし 行て 立 聞せ しに、 其 女 切戶を 明て 引 入、 今^はし きりに 根 痒 ぬれば 

よき 事に あ ふべき ためし ぞと、 耻逋臧 情 もな く. i 腰 ゆたかに、 靠り をる 所 を それ は をれ が 男 じ やとい ひさ ま、 

かねつけ たる 口 を あいて、 女に 喰つ きし 

が、 あの 紫 平 河內通 ひの 原據 である、 風 吹けば おきつ 白波と 詠んだ もの 妬みせ ぬ 女の 俳諧 化で ある こと を、 十 人が 

十 人たがら 受け いれて くれない やうで ある。 あの 「伢 勢」 でさへ さう だとした たらば、 まして 「5g 氏」 の 俳諧 化 を 

討ね て、 夢中 語 をな さなかったら、 それ こそ 僥倖で あらう。 

「二 代 男」 卷 二の 第二 「欲 捨て 高札」 は吉 原の 太夫 西 尾に 就いて 語って ゐる。 持 參金は 欲しい、 しかも 西 尾 ほどの 
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女であって 欲しい とて、 仲人 商 褎 の擤を 驚かす SR のこと がま くらにな つて ゐる。 そこから、 話 は 西 尾の 美し さと、 

欲の 世の中との 二 筋に 仲び て ゆく。 その 欲の 世の中に、 客が 殘 した 紙 入 やら、 何 やか や を 高札に 書いて、 持主 を 探 

す 殊勝な 舟人が ゐた。 客 は 金よりも 中の 遊女の 手紙に 執着が あって 請 取りに くる。 舟人 は 客の 問に まかせて、 われ 

もとは 字 都 か  1 の 者で あるが、 西 尾 を 慕うて 通 ふこと 二 年 まだ 首尾せ ぬう ちに、 勘當 うけて この 始末、 せめて、 廓に 

通 ふ 人の 姿 を 眺めて 思 ひも 晴し、 また 行人、 待 人の 心 を 思 ひやって 舟 を 早めて 漕いで ゐ ると 語る。 客 は 西 尾の 馴染 

客、 それ を 聞いて 是非 戀の仲 立せ うと 告げる。 さう して 乘り 出す 隅 田 川の 舟の 中、 雷雨に 波 荒る \ こと 一 しきり、 

漸く 靜 まる 水の 上に 遊女の 幻 を 兌る。 西 尾の 姿であった。 客 は 言葉 を かける、 幻の 西 尾 は そ 知らぬ顔して ゐる。 舟 

人 はわが 思 ひ 入りの ほど を 兌せ うと 招けば 頷く。 笑へば あ ひ をす る。 そして 姿を消した。 客の 大盡 はいよ いよ 憐を 

催して、 太夫に 舟人 を 引合 はせ る。 

西 尾が 萬 事の こなし、 かたじけな さも、 とうと さも、 うれし さも、 ひとつに からげ て 皆 男 泣に ぞ 

この 話の 中心 は 西 鶴の 作品に 於け る 類型的の もので、 1： 十く 「一代^」 卷 五の 「後 は 様つ けて 呼」 に 兌え て ゐる話 

の 筋で ある。 た^ 彼に 缺 けて、 これにの みある が、 怪異 分子で ある。 

わたくし は 前 稿で は 努めて 「二 代 男」 と 「宇治 十帖」 との 關 係に 專ら であらう とした。 たまたま 筆の 他に 及ん た 

の は、 どうしても 避け 難き ものに のみ 止めた。 あれに 擧 げた 外に、 なほ 幾つかの 原據が ある。 しかし、 この 稿 はま 

づ はじめに 「宇治 十帖」 以外の もの を 指摘して、 それ を 片寄せ る ことに 於いて、 おの づ から 「宇治 十帖」 關 係の も 

の を 露 はさう とする。 おの づ から 前 稿に 於け る 態度と 異なる ものが あらう。 


「欲 捨て 高札」 を讀み 下す やがて、 幻の やうに 現 はれる の は謠曲 「隅 田 川」 の舞臺 である。 そこに は 人 商人に 誘 は 

れた獨 子 梅 若 丸 を 尋ねる シ テの 狂女が ある。 それに 同情して 舟に 乘 せて やる ヮキの 渡 守が ある。 舟 は 彼方へ 着く。 

ヮキは シテを 介抱して 梅 若 丸の 墓の 前へ 案內 する。 シテも ヮキも 念佛を gl へる。 ふと 墓の 屮 でも 念 佛の聲 が え 

る。 シテは 聞え たとい ふ、 ヮ キも閱 えたと いふ。 シテは ヮキに 母御 一人 念佛を 申せと 勸 めら れて、 南無 阿 彌陀^ と 

唱 へる。 墓の 中で、 子方の 梅 若 丸が 南無 阿 彌陀怫 と i? へる。 唱 へながら、 子方 は 墓の 造 物の 中から 屮 Z る。 

地 r 聲の內 より、 幻に 兌え ければ、 シテ 「あれ はわが 子 か、 子 「母に てまし ます かと、 地 「互に 手に 手 を 取り か は 

せば、 叉 消え消え となり 行けば、 いよ/^ 思 ひ はます 鏡、 面影 も 幻 も、 見えつ 隱 れつす る 程に、 東雲の {仝 も、 

ほのほのと 明け 行け ば 跡 絶 え て 、 

墓の 前に 歎きし をれ る シテの 姿の みが 残る。 

この 幻の 舞臺 から、 も 一 度 西 鶴の 本文に か へれば、 シ テヮキ を 一 人に 合 はせ て、 また 一 一人に 分った のが 舟人と 客 

だと も 兌ら れる。 枸 若の 幻 を 西^に かへ たの だと も考 へられる。 その 南無 阿 彌陀怫 の聲を ば、 

水 押に 立 あがりて 聞ば、 歌うた ふやう にも あり、 正しく 初 山が 上調子の 聲 とも 閗ぇ、 巿川 流の 琴 かとうた が は 

れ、  . 

とい ふ. •  首 曲唱 欤 にか へたの だと も 思 はれる。 

「隅 E 川」 の 幻影 を 一 ま づ拂ひ 去った あとに、 なほ 「舟 辨慶」 の 幻影 も殘ら ない ので はない。 た^これ は 「mlm 

川」 に 比して ほんの かすかな 幻影に 過ぎない。 こ-に は 問題に しない。 
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さて、 また 現 はれる のが 薰の大 將の俤 である。 isjn- は必 すし もさう でなかった が、 とにかく 屮君を 匂 宮 に讓 つた 

態度から い へ ば" 隨分慾 捨て 上 a 问札 を揭 げかね ない 人と も 兌ら れる。 すな はち あの 舟人から 薰の俤 が；^ ^させられ 

る。 それならば、 西 尾 はさし むき 中 君で なければ ならない。 では、 あの 客 は 匂 {呂 であらう か、 となると いさ & かの 

疑念が 起る。 匂宫 がいつ 中 君と 薰とを 引合 はせ たらう か。 しかし、 さぅ考 へる の は、 餘 りに 素直に 「宇治 十帖」 の 

筋を迎 へる わけ、 餘 りに 俳諧の ない 往 方と 首 傾けられる。 その 時 ふと 胸に 浮ぶ のが 「n 十 蕨」 の卷 一 節で ある。 

薰は思 ふところあって、 中 君 を匂宮 に讓 つた。 中 君は迎 へられて、 宇治の 山里 を槳て k 京の 一 一條 院に住 ひして ゐ 

る。 薰は をり をり これ を 訪づれ る。 ある 時の こと、 蒸 はしば らく 匂宮と 語らうて 後、 中 君の 居る 對の 方に^る。 女 

房 は 御簾の 外に 褥 さし 屮 Z して 薰の席 を 設ける。 女房 はま^ 中 君に 向って、 薰を 疎々 しく 极ひな さいます な、 今 n し 

も 日顷の 厚意の 御禮を 申しな さる やうに と拗 める。 中 君 はな ほ人傳 ならす 話しかける こと を 遠慮して ゐる。 ところ 

へ 外出 姿の 匂 宫 が兑 えた。 匂宫は 何故 薰を 他人行儀で 极 ふかと 中 君 を 咎める。 薰の 以前の 後兑 ぶり は氣 にか ゝる筋 

であるが、 なほう ち 解けて 昔話し を するがよい ともい つた。 

など か、 むげに さし 放ちて は 出しす ゑ 給へ る。 御 あたりに は、 あまりに 怪しと 思 ふまで、 後 やす かりし 心 寄 

を、 わが 爲はを こが ましき 事 もやと 覺 ゆれ ど、 流石に むげに 隔 多から むは， 罪 もこそ^ れ、 近 やかに て 昔 物語 

もうち 語ら ひ 給へ かし， 

とい ひながら、 匂せ" はな ほ 中 君と 薰の 間に 疑念 を 挿んで ゐる。 

さは ありと も あまり 心 ゆるび せむ も、 又い かに ぞゃ、 疑 はしき 下の 心に もぞ ある や 


と匂宮 がくり かへ しい ふのに は、 中 君 も ほと ほと W じ はてた。 

薰と屮 君と 匂宮の 三人 を繞る 微妙の 心理 を、 「1: 十 蕨」 の 末節に 示して、 それが どつ 發展 する か は、 けだし 「宇治 

十帖」 の讀 者の 最も 興味 を惹 くもので あらう。 けれど、 西 鶴の 與は そこに はない。 筋 を どう 利 W する か、 趣 を どう 

かへ るかに ある。 從 つて、 何の 遠慮 もな く、 匂お を 西 尾の 馴染 客に かへ、 「後に は 様つ けて 呼」 の 世 之 介の 態度 を 持 

っ粹 客に 仕 立直させる ことが 出來、 また 中 君 を 早速に 舟人 を迎 へる 西 尾に かへ て、 吉 野と！ S じく 女郎の 本分 を^す 

名 太夫に 飜す ことが S 來る わけであった。 

「欲 捨て、 高札」 と 「宇治 十帖」 の關係 はこれ であらう と^ふが、 それならば、 あの 西^の 幻 は、 「隅 田 川」 から 

のみ 來て、 「宇治 十帖」 に は 交渉の ない ことで あらう か、 さう は 思 はない。 R じ 「n 十 蕨」 に、 蒸が 屮 W を：^ る 度に、 

今 は 亡き人で ある 大君 を 思 ふことの 頻り である こと をい つて ゐる。 相似る ふしが 多い からで ある。 そこから 匂 に 

譲った こと を 悔いる 下心 も 起る のであった。 中^の まだ 宇治に ゐる ほど、 奪； は、 

いみ じく 物哀 と^ひ 給へ るけ は ひな ど、 いとよう 覺ぇ 給へ る を、 心からよ そのものに 兌な しつる と 思 ふに いと 

悔し く^ひ 給 へれ ど、 かひなければ、 その 世の 事 かけても 言 はす、 忘れに ける やと 見 ゆるまで、 け ざ やかに も 

てな し 給へ り、 

とい ふ 事 もあった。 後の 卷々 にも、 同じ やうな 事が くり か へ されて ゐる。 なほ、 さきに 引いた 「口 十 蕨」 の 一 卷の中 

にも" 中 君 また 賴む 人と して、 薰を 大^に 擬 する 意の ある こと をい つて ゐる。 

かの 人 も 恐 ひのたま ふ^る やうに * 古の 御 かはリ とな すら へ 間え て、 かう 思 ひ 知りけ りと 兄え たてまつ るふし 
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も あらば や 

かう いふ 筋から 幻の 想 を 構へ るの が、 西 鶴の 俳諧の 慣 手段で ないかと も考 へる。 

第三の 「一言 閒身 行衛」 は 五 音の 占 を 聞いて は 萬の 事 見通しと いふ 伊勢の 座頭 右 望 都が、 拔參 りの 娘の 五 音 を 聞 

いて、 あの 少女 は 行す ゑ必す 遊女と なると 語った とい ふ 話に はじまる。 つぎに 新 町の わびし い 方面 の 女郎と 客と の 

話に たる。 この 描寫が 作者の 最も 力 を 籠め たもので あらう。 最後に また 右 望 都の 話に かへ る。 ^勢の^ 六大 夫が 右 

^都と 同道して 新 町に 遊んだ。 その 夜の 遊女 は あの 折の 少女であった。 少女 は あの 時 座頭の 語る の を 聞いて、 旅な 

れば こそ かう も あるが、 國 元の 親 は 人の 一一 一十 人 も つ かふ 有德 人な の をと 股 立し く 思 つたが、 人の 身の上 ほど わから 

ぬ もの はない と 話す。 彥六は 今更に 右 望 都の 五 昔の 占の 上手に 驚く と共に、 その 女 を氣の 毒が つて 身 請して やった 

とのこと である。 

一章の 中心で ある 新 町の 描寫 は、 「二 代 男」 に 於いて、 極めて 重要なる 耍件 であるが、 しばらく 片寄せ て 五 昔の 占 

をのみ 問題と する。 西 鶴の 作品に はこの 種の 話が 多い、 盲者の 耳 根祌 徹して、 服 ある 者の 聞かぬ もの を聽 くこと に 

興味 を 持つ の は、 西； i その 人の 上に 聯關 して 甚だ 與味 ある ものであるが、 その 现. s に 就いて いふ こと を 避けて、 ま 

づ 「宇治 十帖」 とどん な關 係が あるか を考 へる。 

「宇治 十帖」 に は 一人の 盲者が なく、 五 音の 達人がない。 表面の 關係 はつひに 兌 出し 難い。 尤も、 この ^ を^ 術に 


かへ た ほどの 話 は 「宇治 拾 遣」 の 「易の うらな ひして 金 取り出し たる 事」 に a 出される。 易 術の 上手に よって、 

富める 家 の 娘が 贫し さ を繽け 、 また 易 術の 巧者に よって 贫 しさから 救 はれる 話で ある。 西鸫の 準と 相似て ゐる こと 

が 多い。 ゎづ かながら、 二者の 交渉 を 思 はせられ る。 

易の 上手が 旅の 宿 を 求める、 や &荒餒 した 犬い 家で ある。 家に は 娘 一人が ゐた。 翌朝 出で、 行く の を、 娘が 留め 

て 負 债千兩 を 拂 つて ゆけ とい ふ。 易者の 從者 ども は あざみ 笑 ふ を、 彼 はおし とに めて、 しばらく 易の 占 をす る。 さ 

て 娘に 御身の 親 は 易 をせられ たかと 問 ふ。 易 か 何 か 知らないが、 その やうな 事 はした とい ふ。 また、 どうして わた 

しに 千兩の 貸が あると いふかと 問へば、 娘 は 十 年の 後の 今月 今日， こゝに 宿る 旅人に 千兩を 貸して おいた から、 拂 

つて 貰へ との 親の 遺言 を 守って、 贫 しさ を 忍んで ゐ たとい ふ。 易者 は 娘の 親が 易の 上手で、 十 年後に 自分が こ k に 

^つて、 隱 して ある 金の 在所 を 娘に 敎 へる 運びに たる こと を 悟って ゐ たこと を 知った。 そして 彼 は その 在所 を 娘に 

敎 へて やった。 

この 話 はもと 「晋書」 に 見えて ゐる 隗炤の 故事に 基づく。 從 つて 「宇治 拾 遣」 以外に も载 せられて ゐ るが、 前に 

もい つた 理由で、 この 話が 西 鶴の 據り どころ であるならば、 その 據り どころ を 「宇治 拾遺」 に歸 すべきで あらう。 

r 一  言 聞 身 行衛」 から 「宇治 拾 遣」 圏 係の もの を 除いた あとに、 殘 るの は 「宇治 十帖」 關 係の もので なければ なら 

ない。 西 鶴 は 「宇治 拾 遣」 關 係の ものに 何 を 撮 合せて、 あの 一章 をな したので あらう か。 占に もせよ、 易に もせよ、 

それ 等と 結びつくべき 何 を 見出した ので あらう か。 わたくし は 「- M 木」 の 卷の中 君の 豫想 的中と いふ 事件で ないか 

と 思って ゐる。 
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父 八せ 1 に^れ、 姉 大君に 训れた 後の 中 君 は 宇治の 故宮 にわび しく も 住 ひして ゐた。 ゎづ かに 戀人 匂^と 戀 人なら 

ぬ賴 もし 人薰の 訪問の みに 慰められて ゐた。 大君の 喪 も 過ぎたなら、 京へ 柊る やうに と匂宫 は釉 める。 薰も 同意す 

る。 しかし、 中 君に は 行末の 懸念が あった。 匂宫の 邸に 移り 住む がた めに、 却って 世の 笑 ひぐ さに たる こと もと^ 

へば、 はかばかし くその 用意に とり か あらなかった。 

二月の 朔 日頃と あれば、 ほど 近くなる まへ に、 花の木 どもの 氣色 ばむ も殘り ゆかしく、 峰の Ei の たつを 粱て 

むこと も、 おのが 常世に て だに あらぬ 旅寢 にて、 いかに はしたなく 人 笑 はれなる 事 もこ そな ど、 萬に つ、 まし 

く、 心 ひとつに 思 ひ 明し 暮し給 ふ。 

けれど 阇圍の 事情 は 移住 を 決行させる。 わた ましの 夜 七日の 月影 ほのかなる 京 へ の途は 遠い。 車ながら に 思 ひ惱む 

の はまた しても 行末の 不安であった。 

なが むれば 山より いで & 行く W も 世に すみ わびて 山に こそ 入れ 

さま か はりて、 つ ひに 如何なら む、 とのみ 危く、 行末う しろめた きに、 年頃 何事 を か 思 ひけむ とぞ、 取 返さ ま 

しき や 

事 は 「早 蕨」 に兑 えて ゐる。 京に はこの 不安 を 裏切る ものの みがあった、 ^りた. き 匂^の 熱愛であった。 けれど そ 

れも朿 の 問、 中 君 は匂宫 と六宫 の 仲 を 耳に した。 事 は 「^木」 に 入って、 豫 想の 的中に のみ 遝んで ゆく。 六せ； I との 

結婚 はつひに 成立した。 中 君の 心に は 悔恨の 蛇が 幾つと なく 頭 を 擡げる。 何し に こ k に は 移ったら う。 何し に父宫 

の 仰せ を 守らで、 宇治 を 離れたら う。 今更に 思 はれる の は、 薰 にも 許さなかった 大君の 心の ゆかし さの みであった。 


されば よ、 いかで かは數 ならぬ 冇様 なめれば * 必卞人 笑へ に 憂事 出で 來むも のぞと は 思 ふ 思 ふ 過し つろ 世ぞか 

し、 あだなる み 心と ^きわたり し を敉 もしげ なく m 心 ひながら、 e に 近くて は、 殊に つらげ なる 事 も 見えす、 哀 

に 深き 契の みし 給へ る を、 俄に か はり 給 はむ ほど、 いか^ は 安き 心地 はすべ からむ、 た^ 人の 中ら ひな どの や 

うに、 いとし も名殘 なくな ど は あらす ともい かに 安げ なる 事 多から む、 なほ. S と 憂身な めれば、 つ ひに は 山 住 

に^るべき なめり、 など^す にも、 やがて 跡 絡え なまし より は 山賤の 待ち 思 はむ も 人 笑へ なり かし、 

西 鶴が これ を 「^のうら な ひして 金 取り出し たる 事」 に 結ぶ もの は、 今 引く ところの 初 句、 「されば よ」 に^る 心 

を 重く 兑る ためで あらう。 そこに 彼 一流の 手品 を 弄んだ ので あらう。 わたくし はかう いふ 兌 解 を 以て、 「一言 間 身 

行衛」 と 「〔十 蕨」 「^木」 との 關 係に 對 する。 尤も、 あの 遊女が 身 請され た 後の わびしい 住 ひ II 杉の 門 を さしこ 

め、 小 女に 物讀 おしへ て、 色 も 情 も、 免 類の 味 もしらぬ 身と なりぬ、 是も ましなる べし II を も、 中 君が 宇治に も 

歸ら す、 さりと て 匂 の寵を 尊に しかねる 結末から 來 たとまで はい はう としな い。 

ISg: の 「樂 助が 靱猿」 は 島 原の 蒸の # 衣裳が 主^に なって ゐる。 女郎 どもが 伊勢 講を 結んで K: 二十 末社の 集る 屮 

へ、 巾着 あるきり 明けて やる 大盡 があった。 なほも^ .1 はいふまで もない。 脇^ は 引 舟に、 s.iM は 禿に、 着物 は HR 

どもに. 取らして 赤裸になる。 遣 手 は 緞子の 下帶 にと りついて 守 袋に すると 引 ほどく ほどの 亂 騒ぎ， さて 袖の 小い 据 

の 長い 惜萧 も^はし くな く、 中京まで 取りに やる も兒 苦しがる 時、 今まで 軒端の 花 眺めて ゐた薰 が 禿に 噃 いて 御 
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紋 付の 涪物、 羽織、 中 脇差まで 持參 させて、 もとの 大盡 姿に させる。 薰は 外に 二人の 客が あつたが、 どれに も替衣 

裳 を挤 へお いて、 自然の 御用に 合 はせ たとい ふ。 

この 话は 題に 「靱 猿」 と銘 うてば こそ、 それと 解せられ るが、 さもな. ければ あの 狂 一 W を 聯想し さう もない。 それ 

を 聯想せ よと いふの が、 西 鶴の 耍求 である。 或は、 外の 場合で は 西 鶴 は 要求す る ことたく して、 勝手に これ 程の あ 

しら ひ をして ゐ よう。 いふと ころの 俳諧 的 態度で あり、 俳諧 的 手法で あらう。 もとより、 こ k にも 狂-一一 一一 I： の 原形 を そ 

のま、 にと り 入れない、 一 轉し 一 捻して 用 ゐてゐ る、 俳諧の 實が そこに 兌ら れる。 

大名が 猿 曳の猿 を 兌て、 その 皮で 靱を 持へ たくなる、 猿曳に 生皮 をよ こせと 命す る、 猿曳は 泣く 泣く 殺さう とし 

て、 殺し かねる。 さすがの 大名 も 憐愍 を 催して 赦 してやる、 赦 してやる どころ か、 はて は C! をも與 へる、 着て ゐる 

物まで も與 へる。 この 狂言の 原の 形に 兑る 大名が 大盡 か、 猿が 大盡 か、 猿曳 が薰 か、 それと 決し かねる ところに、 

捻轉が ある。 あれと これと を^き かへ、 入れ かへ たと ころに、 變轉が ある。 俳諧と はこの 謂で ある。 

しかし、 それだけ では 西 鶴の 藝 として は、 いつもの 癖と して は 少し あさ に 過ぎる。 前の r 髮は島 田の 車 僭」 の 

如き、 「車 儈」 の 看板 は揭げ ながら、 中には 立派な 偽りが あった。 こ、 の r 靱猿」 また それでた ければ ならない。 「宇 

治 十帖」 との 關 係の 潜在が ゆるされる 理由で ある。 

「宇治 十帖」 に 於いて、 惜しげ なく 物を吳 れる 大盡の 原形が あらう か。 ，ぱ おに 戀を讓 る^か。 隨分ー 第から 二三 話 

を 仕 立 上げる 西 鶴で あるが、 こ.^ では 聊 うるさ 過ぎる。 他に 討むべき であらう。 おも ふに 大盡の 方でなくて、 衣裳 

を さし 出す 太夫の 方に あらう。 しかも、 その 人 は 依然として 薰、 あの 太夫と 名 を！ じうす る薰の 君で ある。 


「宿 木」 の 蒸 はいつ しか 中 君 を 戀ひ慕 ふやう になった。 それの 道ならぬ 事 を辨へ 知る だけに、 その 心 を 抑へ て、 も 

との 後 兌 人と しての われに か へ らうと 努力す る。 と 思 ふ ほどに、 中 君に 伺候す る 女房 だち の 衣の 萎ば める の を わび 

しく 思った。 c 十 速に 母 女 ーー；宫 の もとに 參 つて、 何 か 用意の 衣類 をと 所望す る。 白 いのは あるが 染めた の はない、 す 

ぐに も 染めさせ うとい ふの を、 態々 染めな くと もと 斷 つて、 係の 者に いひつ けて、 女の 装束 幾く だり、 淸げ なる 細 

長な ど、 まだ 染める 絹 綾な どもと り 揃 へて 中 君の もとに 贈った。 中 君 自身の 料に は、 薰みづ からの 料に 當て 、おい 

た 紅の 躊 目に、 白い 綾を數 多重ね たの を 贈った。 何に せよ、 匂官は 身分が 身分 故に、 中 君 を^ ひながら、 かう 細かい 

事にまで は氣 がっかない。 それ を 思 ひやって、 斯うす る 薰の心 は 有難く 珍ら かな 事であった。 わけて 六 君に 壓 され 

がちの 今の 屮針 である。 召使 ふ 女の， 望の 身なりの 鮮 かさで ない の を 折々 兌る につけ、 六 君 方の 花やか さに 比較され 

る の を 心苦しく^ つて ゐた。 それ を 推察して 薰は衣 を 贈 つたので あるが， わざと 仰々 しい 特別 仕 立に しな か つ た ， 

並 々 でない 一意であった。 

中納言 (薰) の 君 はいと よく 推し はかり 聞え 給へば、 疎から む あたりに は 兌 苦しく くだく だし かりぬべき 心しら 

ひの 様 も、 侮る と はな けれど、 何 か は 事々 しくした て顏 ならぬ も、 たかな か覺 えなく 兌咎 むる 人 や あらむ と^ 

すなり けり、 

蒸 は 又 あらためて 中 君に 衣類 を 贈った。 今度 は 小袢を ！i らせ、 綾 を 織る 料 を も 贈った。 もと 薰も 匂宫に 讓らぬ 貴公 

子、 それが かう いふ 優しい 心 を^つ やうに なった の は 何故で あるか * 畢党 八せ 3 の 感化であった。 

この^し もぞ、 おに も 劣り 聞え 給 はす" 様 殊に かし づきた てられて、 かたはな るまで 心 倣 もし、 世 を^ ひす ま 
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して、 あてなる 心 様 はこよ なけれ ど、 故 親王 (八 宫) のおん 山 住 を 見 そめ 給 ひしょり ぞ、 淋しき 所の 哀 さは 様 こ 

となりけ りと、 心苦しう 思され て、 なべての 世 を も 思 ひめぐ らし、 深き 情 を もなら ひ 袷 ひに ける、 いと ほしの 

人なら はしゃと ぞ 

西 鶴 はこの 薰の 君の 心 用意 を、 廓の 世界に 移して、 太夫 薰の替 衣裳と したので ある。 さて、 西 鶴の 文 は 次の 一節 

を 以て 結んで ゐる。 

1 切の 女 郞萬事 は 男 次第 也、 物 を やらぬ のみ か、 物 n を さへ ろくに は 勤す、 なしみ もない のに 節句 を賴 むの、 

庭錢 はやめに しゃと、 ありきたり たる 祝 俵 も、 そこそこにして、 さりと はお かたと を も ひも 末に はたらぬ、 人 

^かしこ 過た る 世 也。 

いふと ころ は 太 夫薰 に 替 衣裳 の 用意 ある こ と を 稱揚す ると 共に、 薰を し て 、 女郞を して さう させ る 者 は 遊客 の 心 が 

ら である。 遊客 は {且 しく その 心 を 持つ がよ い、 しかも、 昔 はあった、 今 はない との 咏歎 である。 知らす、 西 鶴 はこ 

れを 引く ところの 「宿 木」 の 一節、 薰中 君に 衣 を 贈る 條のを はり 言 紫、 作者の 感想から 誘導され たので あらう か。 

もし さう だとしたならば、 彼と 此 との 行儀の 脔眼點 の 相異が 面白く： m まれる。 菜して 然る か、 いたか を 知らない。 


卷五 「敵 無の 花 軍」 は 花 揃 卯月 八 口の 吉田 屋の大 寄に 就いて^る。 集る 者 太夫 職 二十 人、 かりそめにも こまへ な 

事の 嫌 ひな 越後の 竹 六の 催であった。 すらりと 並べた 花 桶に は、 野 m の 藤、 生 玉の 若枫、 佐 太の 芍藥、 淺 澤の朴 お 


御堂の 白 牡丹、 野 m, の 美人 草、 玉 造の 二重 芥子、 木 津の大 手毬な ど數 知らぬ 花の 中に、 さし 合 ひの 茶 引 草、 身上り 

草な どい ふ も 交 へて、 釋迦 誕生の 花園 も かう かと 思 はれる ほどであった。 竹 六 は^の 主 を. つれて 舍 利^に に ゆ 

くから、 相手な しの 中 問 遊び を するがよいと 云ひ棄 て、 ゆく、 その後の 座敷の 女郞 どもの さもし さ、 話す こと は 身 

過の かなしい 事ば かり、 さて は 客の 讒訴、 どこに 太夫の 氣 品が あらう かと 驚かされる。 

この 梗概から でも、 「敵 無の 花 軍」 とい ふ 題に 二重 三重の 意味の 籠って ゐ るが 知られる。 敵 は 「一代^」 に 「てき 

も を かしき 奴」 と あるて きで ある、 客 を 意味す る廓詞 である。 この ^ では、 花 軍の 鎵 によって、 しばらく 仇敵の， お 

に 川 ゐてゐ る。 花 軍と いへば、 すぐ 砑の 玄宗の 風流 陣が思 ひ 出される。 こ、 の 文の 中に も、 「彼 花 軍 は 見ぬ もろ こ 

しの^」 と兑 えて ゐる。 西 弒 にこの 川 例が 多い。 「火矢 數」 にい ふ 「花 軍 敵 も 味方 もから， 1」 の^! 1 によって、 依 

つて 來る所 は、 おの づ から 明で あらう。 「MI 本 永代 藏」 の に 移して 風呂釜の 大臣」 の 章、 これに 趣向 を假 りた も 

のが ある。 r 玄宗の 花 軍 を やつし、 扇 軍と て、 數 多の 美女 を 左右に 分て 其 身 は 眞屮に 座して 汗 しらぬ 姿 を兩 方より 

金 地の 風に 扇ぎ立てられ a つよき かたの 女に たびき まけた る 方の 扇 は、 撮 取て 池に うかめ 扇な がし を 慰の 一景」 と 

あるの がそれ。 西 鶴 捻轉の 一例、 俳諧 化の 一例 を 示す と共に、 花 軍の 意義 を 更に 明に 兌せ てゐ る。 

花 軍と いふ 苜 葉が 聯想させる の はこれ だけで ない。 その^の 人々 が、 庶 土の 風流に のみ 心惹 かれ、 十； 倣 ひの 

r 國姓爺 合戰」 の 舞 裏にば かり 興を覺 えて、 能の 舞臺の 「花 軍」 を 等閑に しょう 蒈 はなかった。 くねる 姿の 女郎花 

が 白菊に 對 する 反感から、 牡丹 を はじめ 數々 の 草花が 戰 ふの を、 伏 兑の翁 草と 呼ばれた 白菊が 和睦させる 趣向の 下 

に、 女郎花の 精、 菊の 精、 牡丹の 精、 菊の 精と いり 亂れる 舞 臺の上 は、 さすがに 絢燜な ものであった。 花 軍の 一 
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語、 或は ^土の 風流 を 忘れて、 これ だけ を考 へる 人 も 多かった らう。 西； i はどうであった らう。 

「花 軍」 の ゆ ひ は、 伏 見の 里に 來た 京人が、 白菊の み を 愛で X、 女郎花 を 折らぬ ことに 端を發 する。 京人の 伏 見に 

來た q は 花の 會の 生花 を 尋ねる ためであった。 舞臺 では その 人が ヮキ になって ゐる。 ヮキ の名宜 はかう である。 

これ は 都 方に 住 ひする 者に て 候、 扨も洛 陽に 於いて、 遊 樂の景 煙つ きせぬ 中に、 殊に 此頃 弄び 候 ふ は 花の 會に 

て 候、 今日は 伏 見の 深 草に わけ 入り、 草花 を 尋ねば やと 思 ひ 候。 

して^れば 、「敵 無の 花 軍」 の 花の 會も、 また これと 交渉がない わけでなかった。 すた はち 題に いって ゐる花 軍 

に は 一 一 菓の 意の 存在す る ことが 知られる。 西 鶴の 俳諧 一 一段の 構への ある わけで ある。 

^して 二 段の 構へ であらう か。 两 弒が その 章の. とすると ころ を考 へれば、 二 段の 構へ でな くして、 三 段の 構 

へで ある ことが、 直に 颔 かれる であらう。 その 第三 意 は 何で あるか。 けだし、 西 鶴の 寓意で あらう。 敵 無しの 花 軍 

の 敵は嫖 客、 花 は 太夫 fK 神の 義、 容 なしの 名妓 くらべと 解すべき である。 しかも、 それ 等の 名妓に 何 ほどの 事が あ 

る。 その 日の 嫖客竹 六の 去った あとの 彼女 等の 亂れ がまし さは どうで あらう。 何處に 名妓の 實が あらう。 西 鶴 は そ 

の 醜態 を 暴露す る ことに ー點の 容赦 をし なかった。 彼 はまた * この 里の 太夫に かって これ 等の さもし さなく、 今の 

太夫に この 淺ま しさの ある 事 を 歎いても ゐる。 「二 代 男」 の 目錄の 例、 各 章 を 三倏に 分ち、 各 條に小 しを附 して 

ゐる。 西 鶴 は 意 あると ころ を これに 託する わけで ある。 「女 良 は 陰の 問に 心^べき^」 この^の 第二の 小兑 出しで あ 

る。 「此 si の 太夫 以前の 形 はなき 事」 第三の 小見出し である。 しかも、 第一に は 「九 軒に 夏の 名花 集 事」 といって 

ゐる。 何等の 皮肉で あらう。 题の 表面 は 奴の 名花 を 離れて、 草木の 花に のみ 即ぃ ていふの であった。 かうな ると、 


九 軒の 里の：^、 西 鶴の 前に 何の 顔ば せか ある。 なほ、 これ を 「二 代 男」 の 標榜す ると ころと 相 照し 見れば、 皮肉の 

度 は 更に 一段の 甚 しさ を 加へ る ものが あらう。 云 ふまで もない が、 西 鶴が 「二 代^」 でい はう としたの は、 其 里 其 

女郎の 美の 表彰に あった。 

見 及閜傳 へし は、 松の 葉の 痰 なれば、 祇菌 箒の 跡まで も、 心の 奇麗なる 毐 ばかり あら はし、 よしなき こと はは 

き捨る 物に ぞ 

とは卷 一 の 首^ 「親の 貌は兑 ぬ 初夢」 に兑 える 言葉で ある。 「一 一代 男」 の 本名 を 「諸艷 大鑑」 とい ふ、 その 諸 艷は諸 

の名妖 とも、 また 準へ て、 諸の 名花と もい ふべき ほどの 言葉であった。 さう いふ 檩 準の もとに 選ばれた 名 奴 列 俥の 

中に、 あの やうな 太夫 ども を舉げ ると いふの も、 所詮 は對 照して 他の 美 をい よいよ 發 揮させる ためで あったらう 

か。 それ は ともかく、 草木の 花に は、 ことごとし くその 所 その 名 を 書して、 太夫に はわ ざと その 名 を 知らさぬ ほど 

の 用意 を 具しながら、 題に はさり げたく 「敵 無の 花 軍」 とい ふ。 心佾さ 測り 知られぬ ものが ある。 して 兑れ ば、 花 

軍の 第三の 義は 明瞭に 反 意 を 籠め てゐ ると 見られる。 

一 語の 俳諧の 解 は 大方 かう である。 一 章の 俳諧、 「宇治 十帖」 との 關係 はいか やうに 解すべき であらう か。 

もし 人あって、 漫然と 「宿 木」 の卷を 通讀 したならば、 花 を 折る 記事 を そこに もこ k にも 見う ける であらう、 つ 

ひに 「源氏物^」 の 他の 卷には 兌ら れな いこと であらう。 

帝 は 女 二宮 を 薰に與 へようと 思って ゐた、 碁の 賭 物に 託して その 意 を ほのめかした。 薰は 蘇に 勝った。 帝 は 「ね 

たき わざ かた」 と 仰せられる。 さて、 
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まブ 今日は この 花 一 枝 ゆるす と. >ー はすれば、 御答閒 えさせで、 降りて 面白き 技 を 折りて まゐり 給へ り、 

世の つ.^ の ほ 一 根に に ほふ 花なら ば 心の ま 、に 折りて 見 まし を 

と 奏し 給へ る W 意 あさから す 見 ゆ、 

霜に あへ す 枯れに し 園の 菊 なれ どの こりの 色 は あせす も あるかな 

と宜 はす 

蒸 は 帝の 意 を 忖度して、 この 歌 を 詠んだ ので ある。 これ 花 を 折る の 第一。 

明くる 年の 四： =: 朔日、 女 二宮 は薰の 三條の 邸に 移られる 前 B、 主上 は 藤壺で 藤の 宴 を 行 はれた。 い と^ {： い 遊び 

であった。 薰は 藤の 花 を 折って 帝に 奉る。 冠に 挿し 給 ふ 料の ためで ある。 蒸の 聞え 上げた 欤、 

すべらぎ のか ざしに 折る と 藤の 花お よばぬ えだに 袖 かけて けり 

作者 は その 敬 ざま を 評して いふ、 うけば りたる ぞ き やと、 これ 花 を 折る の 第二。 或は 西 鶴が 大寄 を、 その 祈の 盛 

ん なつ どひの 俤と 兌るべき であらう か、 く はしく は 知らない。 

^は 溯る、 藤の荽 の 行 はれた 前年の 秋、 薰は 亡き 世の 大君 をお も ひ、 中 君 をお もうて、 まどろます 明した。 その 

曉、 霧の 籬に 朝顔の はかなげ に 吹いて ゐ るの を 見た。 やがて 中 君 を 訪づれ ると て、 苹を 命ぜられた。 まづ 庭に 下り 

て 朝顏を 折る。 

朝顔 を ひき 寄せ 給 ふに、 露いた うこ ぼる、 

けさ の^の 色に やめで むお く 露の 消えぬ にか & る 花と 兌る 見る 


はかなと 獨 ごちて 祈りて 持 給へ り、 女郞花 をば^ 過ぎ て ぞ出給 ひぬ る。 

薰は その 朝顔の 花を屮 君に 贈 つ た。 

折り 給へ る 花 を、 扇に うち 置きて 見 居 給へ るが、 やう やう 赤み もて 行く も、 なかなか 色の あは ひ を かしう 見 ゆ 

れば、 や をら さし 入れて、 

よそ へ こそ 見る ベ かりけ る しら 露の ちぎり かおき しあ さが ほ の 花 

殊更び てし ももて たさぬ に、 露 を 落さで 持ちた まへ りけ るよ と、 を かしう 見 ゆるに、 S きながら 枯る、 けしき 

なれば、 

消えぬ 問に かれぬ る 花の はかな さに おくる k 露 はな ほぞ まされる 

可に か、 れる といと 忍びて 一一 一一 n もつ ビ けす、 っ&ま しげに la ひ 消ち 給へ る ほど. なほい とよく 似 給へ るかな と 思 

ふに も、 まつ ぞ 悲しき。 

朝顔の 花 を かごと に、 薰と中 君の 微妙の 心理 はう つし 出されて ゐる。 これ 花 を 折る の 第一 二。 

あの 藤实の 行 はれた 年の 秋、 薰は 宇治の 古宮を 訪れた。 蔦の 美しい の を 見て 折りと つた。 中 君の もとに 贈る。 祈 

から 匂 宫も居 合 はせ た。 お は を かしき^ かなと 召し寄せて 見る。 その 意す でに 多少の 疑 ひ を揷ん だので ある。 作者 

は 「た^ならす 宜 ひて」 との 一句 を 添へ てゐ る。 宫は 蔦に 添へ る 文 を も 兌る. それから 何事 を も 掬み とられな かつ 

た。 わたしが 居る の を 承知で、 何げ なく 書いた の だら うよと 宮 はいふ。 かくて また 作者 は 「少し はげに 然ゃ ありつ 

らむ」 の 一句 を 書き 添へ てゐ る。 作^ はまた 维を つ^ける。 
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女 君 は 事な きを うれしと 思 ひ 給 ふに、 あながち にかく 宜ふを わりな しと^して、 うち 怨じ居 給へ る おん 様、 萬 

の 罪 も ゆるしつべく を かし、 返事 書い 給へ、 見 じ やとて 外様に 背き 給へ り。 

中 君 は あまえて 書 かざらむ も あやしと て、 文 を 認める。 

三人の 複難な 心的 關係を あざやかに 示す 蔦の 一枝、 これ を も 花と 兌る。 即ち 花 を 折る の 第 四。 

g; つが W つながら、 事件の 運びと して 重き をな す 花の 枝で ある。 「宿 木」 ー卷 の通讀 から、 この 事 は 最も 深く 印象 

づ けられる。 西鹣 にして、 「二 代 s?U と 「宇治 十帖」 と を、 ともかくも 聯絡させる としたら、 それ 等の 印象 を^ 合し 

た 形に 於いて、 あの 花 揃の 趣向 を 立てる とい ふこと は 極めて 容^に 考 へられる。 さう いふ 類例が 極めて 多い からで 

ある。 

「敵 無の 花 軍」 と 「宿 木」 との 關係 はこれ だけにと ビ まらない。 花 桶に 名花 多く 並べ 揃へ るく だり、 

釋迦 誕生 まします も、 かゝ る花藺 にての 事と や。 いづれ の 女 良 衆 も、 たと へ 月が しらに、 齒黑を 呑た まふと 

も、 とまるべ き 時 はと まるべし、 脇の 下から も あぶなし、 口から うみた ま へ 。 

とい ふの は、 彼の 竹 六が 遊女に むかっての 嫌がらせの 言葉であった。 四： =: 八 n の 花 揃の 席上と して は、 折に ふさ は 

しい 惡態 である。 聯想と して 甚だ 自然 だとい へる。 

それが 「^木」 のどの 點に 於いて、 交涉 を^つ ので あらう か。 ここに は 遊女の 避姙 と出產 とが あり、 あれに は 中 

君の 姙娠と 出 逄 とが ある。 二つの ものが 趣 を 異にしながら，. 事 は 甚だ 似て ゐる。 けたし、 西 鶴が 俳諧 的 關係を 以て 

一 一つ を 結び 合 はせ た 結^で あらう か。 


中 君の 姙娠と 出 產とは 「^木」 の 筋のう へで かなりの， 重要性 を帶 びて ゐる。 從 つて 卷屮に はいく 度 かくり かへ さ 

れてゐ る だけに、 通讀の 印象から いへば、 相應に 深い ものが あらう。 花 を 祈る の 場合と、 いづれ が いづれ ともい ひ 

かねる。 西： i は、 さう いふ 二 印象 を撖合 はして、 あの 趣向 を 構へ たと もい はれな く はたい。 

花と 出產、 この 二つ を 撮 合 はせ ようとた らば、 誰に しても、 すぐ 液 f- を 聯想す るで あらう。 まして 西 鶴の あの 如 

の 倒き である、 何の 造作 もな く、 すらすらと 案 を 立てた ところ は、 想像す るまで もなから う。 

西弒 のこの 構想に 就いては、 深く いはたい。 たに、 他の 作家の 同工異曲の もの を舉げ て旁證 とする。 近 松の 「川 

明 天皇 職人 鑑」 の 一齣 「さんろ 玉 世の 姬 道行」 これで ある。 さんろ は 山 露、 實は戀 ゆ ゑに 身 を やつされ た 花 世 親王 

である。 玉 世の 姬は 親王の 戀人、 親王の 胤 を^し ゐる。 その 繼母 は墮胎 させよう とする。 道行 は姬が ：i 母に 誘 はれ 

て、 秋 野 を あけ ゆく 悲し さを謠 ふ。 草づ くしの 技巧 を 凝して ゐる。 

, — 萆 ばし 刈るな 侑 を ふけ、 後に 二人が 悔み 草、 毒の 草 を も 身のう へと 知らぬ 手 もとの 喑 さに は、 燈臺 草き 思 

ひ 出す、 忍 ひ 出です やおし 夜の 亂れ合 ひに し 枕に は 蜜^. をぞ思 ひ 出す、 彼の ほのほの の 仄^き、 たそがれ n 十く 

寢し時 は、 蚊帳 釣^. を^ ひ 出し、 人 nz 思 はす 肌 觸れて 起きつ まろびつ さゝ めして、 相 拔取草 思 ひ 出す、 通路 遠 

き獨 居の 班 女が, の 淋し さは 茶 引 草 をも^ ひ 出し、 心細し ゃ糸溥 II 

勾 憫には 山路と 姬の 人形が 弒を兌 八：： せ：；： を 合 はせ る いぢら しさ を兒 せる。 間に 咽ぶ けうな 哀音 は つ^く。  ^母 は 山 

跻に五 種の 草 をと つた かと 問 ふ。 その 煎 汁が わが 胤を墮 させる 藥と 知らぬ 山路 はかう も 答へ る。 

さん 候 仰に まかせ 刈り 候、 あかり もとは 炝心草 鼠 尾花 は 溝 萩、 末つ む 花 は 紅の 花、 计日 やと は 芍藥牛 膝と は狗 
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兒槌、 何れも 仰に 任せ 今宵 滿 月の 露な から、 刈り 調へ 候 

繼 母は悅 喜して、 その 汁 を 無理 無 體に姬 の 口に 注ぎ込む。 姬は 忽ち^ 痛の、 さて は驗 のあった か と^ひの 外， 玉の 

やうな 若宮 を 生みお とす。 若宮 は 後の 聖德 太子であった。 變毒爲 藥の佛 法、 不可思議の 奇瑞であった。 

「職人 鑑」 に 於け る 山 露の 事 は、 いふまで もな く 舞の 本へ 「烏帽子 折」 の揷 話に 據る ことで あるが、 道行に いふ 堕 

胎と出 鹿と は、 つゆほど も それに 兑られ たい。 近 松 は 何に よって この 想 を 構へ たので あらう か。 考 へられた くもな 

い。 畢竟 は聖德 太子の 誕生 を 釋迦の 誕生に 擬 する ためで ある。 日 柬怫法 開基の 君 を それに 附會 する こと は、 c 然の 

聯想で あらう。 草づ くし をい ひ、 また 五 種の 花 をい ふの も、 釋迦 降誕の 花園の 聯想 を 下に^へ た 案で あらう。 ^し 

て さう だと すれば、 西： i が 四月 八日の 花の 會、 また 遊女の！：：： がしら の 齒黑飮 み をい ふの も、 花閬と 降誕に よる 趣 {! 

であった らう。 た^、 彼は怫 法の 奇特に 專に、 これ は 太夫 祕密 の^ 露 を 念と して ゐる • それが 異曲 では あるが、 つ 

ひに 同ェ とい はねば ならない。 この 比 敉が西 鶴の 俳諧ぶ り を 脇から 閬 明させる。 もとより、 この場合に、 近 松と 西 

鶴との 間に 直接の 交涉が あるか、 ないか は 扣應の 問題で あらう。 二者 の^に 幾多の &涉が あり、 模倣 沙汰の ある こ 

とは现 まさに 然るべ く、 事 また 然る を 知る。 しかし、 わたくし はこの 場合まで を 同じ つらに 扱 ふこと をば、 なほ^ 

躊 する。 苒 考を传 つ。 

「一 一代 男」 の卷 三な はる。 


卷 M の 第一 「緣の 抓 取 は 八 rE」 は 江 戶の吉 原の 話。 無法者の 武士が 鑲長 刀を拔 持って、 わが 戀を仕 かけた 女郎に 

町人の 自. E の 床入佾 し、 と 町人に 迫る。 叢に 隱れ ると、 鏠先耳 を こする 危さ。 その 町人が 命から がら、 供の 太鼓の 

新作 つれて 揚屋 へいって、 命 拾うた 祝 ひとて 大 寄の 大騷ぎ となる。 末社 どもに： Hli して 取 あてた 妓が それぞれの 鎵 

ぞと いふ。 中に も. 猪首で 跛で、 白目が ちで、 あたま は 六 筋 右衛門 何一つと り 得がない 新作が、 一人の 太夫 を捉へ 

る。 太夫 はわが 身 は 親の n じ やというて 放して^; ふ。 激しく 追 ひ 立てられた、 も 一 人の 太夫 は緣の 下に 隠れる。 折 

からのう ち 水に 袂も裾 も 濡れ そぼち て、 其 ま、 座敷に 上り かねる 體 たらく。 新作 は それほど 嫌 はる \ 君 を捉 へても 

詮なし とやめ る。 

はじめの 叢隱れ は^ 原に なく、 新 町に ない 廓 近み の 殺伐 を 示す ことによって、 吉 原の 地方色 を 見せる と共に、 緣 

の下隱 れに對 照され たので あらう。 西 鶴の ^は それにあって、 それ 以上に 出て はゐ なかった らう。 一章の 主題と す 

ると ころ は、 新作 を 嫌 ひぬ く 太夫の 心意 氣 にあった らう。 「數 年此 町の、 諸事 を 見 分、 間 知る 程に もな き 事な り、 う 

る はしき 衣裳 付の すたる を かま はす、 只 新作が 手に入 事 を、 愦 なくお も はれて」 とい ふ 太夫の 熊 度 を 承認す るので 

あったらう。 

この もの は^に 「宇治 十帖」 との 關係を 討ね てよ いやう である。 それならば、 どの 卷に、 これほどの 醜男が あつ 

たらう か、 また 醜男 を 嫌 ひぬ く 美女が あったら うか。 あらう 窖 がない、 あれば いづれ もやん ごとな き 御 方 だち、 た 

^^しさと けだか さの みが 存 する。 どうしても 會 はじと なれば" そこに 止み難き 深い 事情が あっての ことで あら 

う。 それ を さらり と 切り上げて、 美しい の を 醜く も、 けだかい の を 卑しと もす るの が 例の 俳諧の 乎 法、 かう 思 ふ 時 
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に、 努^と して 現 はれる の は、 中 君と 薰の俤 でな からう か。 

これ も 「.：g 木」 の卷 であった。 匂 莒 の 心が 六 君に 傾く の を 見る 中 君 は、 つ ひに 宇治の 山里に 歸 らうとまで 思 ひ 入 

る。 その 事に ついて 相談し ようと、 ひそかに 文して 薰の 訪問 を 待つ。 このほど 道たら ぬ. 事と 知りながら、 中 君の 戀 

しさ 懷 しさに 惱 める 薰は飛 立つ おも ひで、 簾 ごしに 對 面する。 今日は 鹿の il の 御簾のう ちに 入れ 巾して、 母屋の 御 

簾に 几帳 を 添へ て、 中 君 は 少しく 奥の 方に 引 込んで ゐる。 薰は それだけ でも 嬉しかった、 日 比の 隔てが とり 除かれ 

たからで ある。 中 君 はさす がに 匂宫 に對 する 妬し さはいはなかった、 世の中の もの 憂さに、 しばし 宇治に^る やう 

計って ほしと 賴む。 薰は 自分 一存で も ゆかぬ こと、 よくせ  1： と 相談して と 答へ る。 答へ ながら も、 ま- 1 はどうし てこの 

君を宮 に讓 つたので あらう かな どと 思 はれて、 悔恨の 胸 迫る につけて、 心の ほど を ほのめかす。 やう やう^くな つ 

て も JI らぬ を、 中 君 は 懸念せられ て、 心地 惱 しと 內に入 らうと する。 蒸 はまた 話しかける。 答へ る聲 のらうた さ 

に、 堪へ かねて、 簾の 下から 手 を 出して 袖 をお さへ る。 

女、 然りゃ あな 心 憂と 思 ふに、 何事 か は 言 はれむ、 物 もい はで、 いとに 引き 入り 給へば、 それにつ きていと 馴 

れ 顔に、 半 は內に 入りて 添 ひ 臥し 給へ り。 

薰は あれこれと 怨み つらみ をい ふ。 中 君 は 返事 をしょう とも 思 はない、 ふと 胸 に^く 憎しみ を * 漸くお さへ て、 

「思 ひの 外たり ける 御 心の 程 かな、 、 人の 思 ふらむ 事よ、 あさまし」 と 辱し めて、 泣き さう にす る。 薰は 少し は 道 

现と 思って 氣の 毒が る もの \、 なほ 思 ひの たけをい ひつぐ ける。 女 はた^た^ ra じ^てた。 

たかた か むげに 心 知ら ざら む 人よりも. 恥 かしう 心 づきなくて、 泣き 給 ひぬ る を、 こ は 何ぞ. あな 若々 しと は 


いひながら、 言 ひ 知らす ら うたげに 心苦しき ものから *  W 意 深く はづ かしげな るけ は ひな どの" 見し 稃 よりも 

こよな くねび まさり 給 ひに けるな ど を 見る に、 心から 餘所 人に しなして、 かく 安から す もの^ふ こと、 と 悔し 

きに も、 またげに 音 は 泣かれけ り。 

9- 君 も 泣けば、 薰も 泣く、 泣く 心のう ち は 違 ふ もの \、 苦し さに か はり はない。 ^は 悔恨に 追 はれ、 欲望に 韃 たれ 

たがら、 さすがに 抑制 を 忘れなかった。 

男 君 は 古を悔 ゆる 心の 忍びが たきた ども、 いと しづめ 難 かりぬ ベ かめれ ど、 昔 だに 有りが たかりし 御 心の 用意 

なれば、 なほい と 思 ひの ま、 にも もてなし 閱ぇ給 は ざり けり。 かやう の 筋 は 細かに もえな むまね びっ^け ざり 

ける。 かひな きものから、 人目の あいなき を 思へば、 よろ づに思 ひ 返して 出で 給 ひぬ。  、 

「昔 だに 有りが たかりし」 と は、 宇治の 一夜、 薰が中 君に 添 臥 はした もの \、 實 W のなかつ たこと をい ふので あ 

る。 こたび また 悶々 の 情を懷 いて、 彼 は 悄然と して 去った ので ある。 この 後 姿 を、 「それ 程 嫌わる、 君 を、 取へ て 

からお もしろ からすと、 是迄 とやめ ける」 とい ふ 新作の 佗びし さと 合せて 考 ふべき であらう か。 さまでで ない にし 

ろ、 この 筋 を あの 筋に 變更 へす る こと は、 西： i として は あまりに^い 筆の す さびであった らう。 さて こそ、 この 一 

原據 から. また 別 様の  一^ をな したので あらう。 次の 章 を、 その 見解の 下に 讀 まう とする。 

「心 玉が 出て 身の 燒印」 の 話の 筋 はほ^ 三條に 分れて ゐる。 「緣の 抓 取 は 今！！：」 と 原據を 同じう するとい ふの は笫ー 一 
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條 である。 第 一 條と 第三 條とは 共に 遊女の 身 過の かなし さ をい つて ゐる。 西鹤 のうが ちの 冴えの 最も 鋭き 現 はれで 

は あるが、 話の 興味から いへば 第二 條が 中心 をな して ゐる。 また 「宇治 十帖」 との 關 係に 於いても、 これが 主體で 

ある。 第 一 と 第一 一と は 今し ばらく 极 はない。 

扇 屋の長 左の 座敷に は 今日が 嘉祥 喰と て、 さまざまの 食物が あった。 けれど、 太夫の 權 式は氣 ま、 に 手 を 出 させ 

ない。 それ を 末社の 一 人が 「太夫 樣達も 喰た ひ 蟲は鳴 ども、 身す ぎと て、 かんにん づ ょひ亊 や」 などと 尜破 ぬく。 

その 中の 太夫の 一 人 は、 葡萄 一 房 をと 思 ひ寢の 手枕に、 鼠 一 疋袂 からと び 出で て それに 喰 ひつく。 鼠 は 追 はれて 火 

入の 中に かけ 込み、 また 袖口の 中に 入る。 人々 が 不思議の おも ひ をして ゐる ほどに、 太夫 はほ覺 めて 夢 を 語る、 二 

三人で あれ を 追 ひま はるので 火に 入る こと も 構 はす 逃げた とい ひたがら、 脇腹 を 見れば 燒所 ありあり と ある。 附者 

の女郞 がさき のこと を 囁く と、 太夫 淚を こぼして、 「我 一念に 一房 を 思 ひ 入 、鼠と なりし 夢見し が、 さても あさま 

しゃ、 勤の 身 程い や 成 事 はなしと ありの ま.^ 申されし 心中かん じて、 世間へ は 沙汰す る 事な し」 

これが 「栴 木」 と緣が あると いふの は、 葡萄への 執心 を、 中 君への 執心の 俳諧と 見る がた めで ある。 西 弒は薰 を 

新作に 擬し、 今 は 太夫に 準 ふるので ある。 さう いふ 兑 方が 許されるなら、 西 鶴の 俳諧の す さび は、 それから それへ 

とどう 移り ゆく か、 殆ど 端 睨す ベから すと いってよ からう。 これほどの 事 は 彼 は 常に 一 話の 組立の 事でして ゐた笞 

である。 二 段の 構へ、 三 段の 構へ など ゝ いふの も、 畢竟、 話の 成立の 前後の 區 別で、 內 質に は 少しも 相異 がない か 

ら である。 

もし、 この 話が 「一代 男」 の 中に あったなら、 わたくし は 「葵」 の 卷の六 條御息 所の 生- 1 が 葵上 を 苦め るく だり 


を^ 據 とすると もい ひもした らう。 更に また 「一代 5?」 の卷 六の 「心中 箱」 と 原據を 同じつ すると もい ひもしたら 

う。 さう いふの は、 御 息 所の 生蘸が 葵上の 病床に 近づいて、 修法の 芥子の 香 を 現^の 衣に 感 する、 すな はち 「あや 

しう 我に も あらぬ 御 心地 を^し 繽 くるに、 御衣な ども 芥子の 香に しみ かへ りたり」 とい ふこと を" 太夫の 燒所 を兑 

るが ためで ある。 隨分 西鹤の 俳諧の 筆に は， さう いふ 案 もあった らう。 けれど、 や.^ 考へ 直す ことに 於いて、 その 

解 を棄 てるで あらう。 「葵」 を原據 とする 解を餒 する 理由が、 木」 を原據 とする 解 を 支持す る 所以で ある。 い 

な、 この 話が 「一代^」 にあったならば など、 考 へる ことが、 すでに 無 川の 業であった。 どの 點 から 考 へても、 こ 

の 話 は當然 「一 一代 舆」 に 於いての み 成立すべき 性質 を 具 倫す る。 さう 兌るべき 一 つの 配列の 順序が あった。 この 章 

では 殊に さう であるが、 今 それに 就いて、 殊^の 辯 をた さない。 

戀の 執^ を 食の 執^に 飜す ほどの 諧謔 や 俳諧 は、 西 鶴が 絶えす くり か へ す こと で^に 據る ところ を 要さない。 さ 

う 知りながら、 なほ も 「宇治 拾遺」 の 「狐 人に つきて しとぎ 食 ふ 事」 を撖合 はせ たので ないかの 疑 ひ を 有つ。 疑 ひ 

は 疑 ひとして、 りに 西 鶴が その 意 11 によって 筆 を 執った としたた らば、 どんな 事になる であらう か。 

女に もの、 けが 移って いふ、 自分 は 通りが 、りの 狐で あるが、 腹が減つ たので、 ふと こ \ へ來 た。 食べたら すぐ 

に歸る ほどに 菜 を くれと 語る。 菜 を 前に 出す と 少し 食べて、 あなうま や、 うまやと いふ。 一座の 人々 は、 おそらく 

この 女が 貪べ たくって 言った と^って 佾み合 ふ。 狐が また、 持ち 歸 つて、 老女 や 子どもに もやりたい から、 包み紙 

を 貰 ひたいと いふ。 大きな 包み を やる と、 襟に 入れる。 では^り^で うとい ふ 時、 験^が 追へ 追へ とい ふ。 女 は 立ち 

上った と 思 ふとば たりと 仆れ 伏した。 や、 あって 起き 上ったら、 懐の もの は 無くなって ゐた。 「宇治 拾遗」 の怿^ a 
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はこれ である。 西 鶴 はこの 偶然の もの、 け を、 自 巳の 執念の 怪 とした ことによって、 一段の 興 を 醜し 得た。 m なる 

女 を 遊女に 轉す る ことに 於て、 遊女 の 身過ぎに 深刻のう がち を 成し 得た。 もう 世 ii 並 みの 話に なって ゐる 狐憑き を， 

^にかへ たと ころに、 愛嬌 も 添へ 犸た。 西 鶴の 俳諧ぶ りの 巧み さが 考 へられる。 かう いふ 考へ方 は^して ゆるされ 

るで あらう か。 西 鶴が 「宇治 拾遺」 を讀ん で、 この 着想 を 得た とい ふの なら、 もとより 問題に する 値 はたから う。 

西 鶴に 遊女の 身過ぎに 關 する 作意が あって、 そこ へ、 筆の 戯れが II 然り、 彼と して は 重要な 戯れで あらう が —— 

「宇治 拾 遣」 に 是非とも 觸れ させう の 案 を 立てさせ たとい ふなら ば、 問題の 性質 は變 つて 來る であらう。 前の 疑 ひ 

と は、 この 意味の 上に 於いて 考 へる 疑 ひで ある。 尤も 「一 一代 男」 と 「宇治 拾 遣」 との 關係 を通覽 する の結染 は、 殆 

ど 疑 ひを揷 むこと なくして、 直に この 俳諧 を 承認させる。 わたくし はさう 思って ゐる。 

「二 代お」 のこの 茕が、 かりに 「一代お」 に 在った としたなら、 1  パ條御 息 所の 事件と して 考 へられ はせ ぬかと いふ 

の は、 脇腹の 燒所を 趣向の 焦點と 見る からで ある。 その考 へを栾 てさせる 一 つ は、 燒 所よりも 鼠が 葡萄へ 呛 ひつく 

一事 を 重心と^ ふためで ある。 題して、 「心 玉が 出て 身の 燒印」 とい ふ もの、 必. すし も 西： i が 作意の 中心 を 示した も 

のでな からう。 彼の 題の 立て 方に この種の ものが 多い。 それに 枸 はるより は、 俳諧に 表裏 ある 事 實を軍 一く 計算す ベ 

きで あらう。 この 計算 はもと より、 此 項に 於け る 「宇治 十帖」 と 「宇治 拾遺」 の關 係の 本末に 就いても 應 用され る。 

一 〇 

^コ 一の 「七 慕 參 りに 逢ば 昔の」 は、 一 一度まで 幽 慮に 逢 ふ 怪異の 談 である。 細かい 廓のう がち を附帶 する こと 「二 


代お」 に 散見す る もの、 常 格で ある。 

親 仁の 手前 八十 三度の 鉈事も 元の 木 阿彌、 祖母 聱 にまで 捨てられた。 せん 方な しに 坊主に なって 慕 めぐりす る 或 

る 者が、 ある 夜老 坊主の 幽饞に 逢った。 幽籙 から 三 升 入の 吸 筒に 執着が ある、 それ を 手 向ける やうに 傅へ て くれと 

頼まれる。 また 或る 夜 は 炭俵 を 手に 提げ 持つ 遊女 姿の 幽靈に 逢った。 その 炭 俊に 不審 をう つて 尋ねる と、. 遊女の 身 

過ぎの くるし さ を 語り、 此 炭俵の 口を^け すに 死んだ 存念 故に 今 も 手 を はなしかね ると 語る。 その 時 さまざまの 女 

の 首が 飛んで 來て、 遊女の 身に 喰 ひつく。 是は 情なし、 おのおの 上于 王の たわけ はわが 身の 知った ことで なしと い 

、ば、 ^はばつと 消え失せる。 

これ も 勿論 「宇治 十帖」 との 關係を 保って ゐる。 しかし、 それ を检 討す る 前に、 他の 關 係に 就いて 考察し なけれ 

ばなら ない、 しばしばく りかへ された 謠 曲との 關係 である。 原據は 二つから 成る。 一 っは老 坊主の 幽^に 關 する。 

もう 一 度 その くだりに 就いて く はしく い へ ばかう である。 

ぉ時吉 原の 墓より、 洒の かほり ふかく、 六十 餘 のせい 高 坊主 出て、 我 怫體を 得ながら、 浮世に 思 ひ殘す は、 三 

升 入の 吸 筒せ、 是を乎 向よ と、 御 しらせ 給 はれと いふ。 御身い かなる 人と とへば、 葉 箒 葉 箒と、 寶磬 ばかりし 

て 消ぬ。 

謊 曲の 中に、 か、 る洒 好きの 坊主 あり やとなら ば、 直にな しと 答へ よう。 三 升 入の 吸 筒に 取材した もの あり やとな 

らば、 また；： 十 速に なしと 答へ よう。 たじ 西 の 俳諧 的 手法の 飜^ とい ふことの 前に、 これ あり やとなら ば、 一："！： 下に 

ありと 斷 じょう。 「木賊」 すな はち これと いひ 添へ よう。 
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「木賊」 の シテは 信 濃 園 原 山の ほとり、 伏屋の 森 近く 住 ひなす 老人であった。 ヮキは 老人 子 松 若 を 伴 ふ 旅僧で あ 

る。 お、 僧 だち は シテの 家に 宿る。 そこに、 はからす も 親子の 對面 をす る。 趣向 はー篇 のうき 世^であった。 こ、 に 

耍 ある は、 シテが ヮキを もてた す くだりで ある。 

シテ 「いかに 御佾 たちに. m. し 候。 餘 りに 夜長に 候 ふ 程に、 酒 を 持ちて 參 りて 候。 ヮキ 「御 志 はありが たけれ ど 

も、 飮洒は 佛の戒 にて 候。 シテ r 飮 洒は佛 の御戒 はさる 事 なれ ども、 かの 廬 山の ffi 遠 禪師、 虎溪を 去らぬ 禁足 

にだに、 陶淵 明が 志に て 飮酒を 破りし ぞ かし。 まして や 我が 子の 翫 びし、 舞曲の 酒宴の 戲 にて、 老生 を 慰む 志 

をば など か あはれ み 給 は ざらん。 地 「廬 山の 古 を 思し 召さば、 心の底まで も 汲みて 知る 法の、 ^水と 思しめ し 

て、 飮 酒の 心と けて 一 つき こしめ されよ。 

辭退 する 旅佾に 頻りに 洒を勸 める の は 宿の 老人であった。 それ を 酒好きの 老 坊主と したの は、 シテと ヮキを 一人に 

した 西鹤の 俳諧であった。 「木賊」 は はじめに 行方 知れすな つたわが 子に 對 する 老人の 愛 誇に 尊ら であるが * それ を 

三 升 入の 酒 筒の 愛着に 飜 したの が 西 鶴の 諧謔であった。 誰も 西 鶴の 奔放な 趣向 をよ しとす るで あらう。 

さすがに 西 鶴であった、 この 一節 は讀 者が 原 據を 解かぬ かぎり は、 興趣 を 滅却す る こと を 心得て ゐた。 されば こ 

そ、 その 老 坊主の 名 を 葉 箒と いはせ たので ある。 「木賊」 のヮキ がま だ シテの 宿を訪 はぬ ほど、 途に シテに 遭って、 

伏屋の 森の 箒 木に 就いて 問 ふこと があった。 圜原ゃ 伏屋に 生 ふる 箒 木の ありと は 見えて 逢 はぬ 君 かなの 歌に 詠まれ 

た 箒 木の 所在と その 歌の心 を 尋ねる。 シテ は御贅 候へ、 拊に 一 木う すうす と 兌え たる こそ 箒 木に て 候へ、 箒 草に 似 

たる 木に て^にょり 箒 木と 申しなら はし 候、 これ は 寄生木に て 候と 答へ る。 西 鶴 は その 箒 木 をす ぐに 紫^と した の 


である。 また あの 木賊 を 刈る 老人 を 葉 箒賣 としたの である。 轉合 を^す るう ちに、 しかと その 據る ところ を、 知る 

者 は 知れとば かりに ほのかに 示した ので ある 

酒 筒と 葉 箒の 解が かう だと すれば、 炭 依の 如き も、 また 容易に 類推され る 害で ある。 いな、 西： i はこれ にも 原據 

を隱微 の^に 敎 へて ゐた。 

能の 「六 沛」 は 今の 舞臺 では 殆ど 行 はれて ゐな いらし いが、 西； i の 頃に は、 しばしば 舞蕞の 上に 演ぜられて ゐ 

た。 ヮキは 旅僧、 シテは 前シテ m; 女、 後シテ は枫の 精で ある。 ヮキ： 二人 は 相 校の 國六 浦の 鬼の 稱名 寺に 詣づ る。 あ 

たり は 紅葉の 錦を鹏 せる 屮に、 木立 餘の 木に 勝れて、 唯 夏木立の やうに 一 槧も 紅葉せ ぬ 不^識な^ を 本堂の 庭に^ 

る。 前 シ テ は そ の 由來を 語る。 

げ によく 御覽じ とがめて^、 いにし へ 鎌 倉の 中納 一一 一一 n 爲 相の 卿と 中し ゝ人、 紅葉 を兑ん とて 此^に 來り 給 ひ し 

時、 山山の 紅葉い まだな りしに、 この 木 一本に 限り 紅葉 色 深く たぐ ひなかり しかば、 爲 相の 卿 とりあへ す、 い 

かにして 此 一 本に しぐれ けん、 山に さきた つ 庭の もみじ 葉と 詠 じ 給 ひしょり、 今に 紅葉 を 停めて 候。 

ヮキ はまた 何故に 爲 相の 卿の 詠歌に よって 紅葉 を 停め たかを 問 ふ、 シ テは答 へ る。 

げに御 不審 は 御理、 さきの 詠歌に 預かりし 時、 此木 心に^ ふやう、 かゝる 東の 山里の、 人 も 通 はぬ 古寺の 庭に 

われ 先 だち て 紅 紫せ すば、 いかで 妙なる 御詠歌に も 預かるべき、 功 成り 名 遂げて 身 退く は、 これ H< の 道な りと 

いふ 古き 言葉 を 深く 信じ、 八， に 紅^ を 停めつ ゝ、 唯 常 盤 木の 如くな り。 

ヮ午 はさう まで 此木 Q 心 を 知れる 御身 は いかたる 人と 問へば、 ヮキ は此木 の 精た るが 御 佾贵く いませば 現 はれたり 
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と 答 へて 去る。 

後 シテ現 はる、 ヮキは 草木 國土 悉皆 成佛 の、 この 妙 文 を 疑 ひ 給 はで、 なほな ほ 昔 を 語り 給へ とい ふ。 シテ は情懷 

を 歌に 寄せ、 また 舞に 託す。 かくて 

所 は 六 浦の 浦風 山風、 吹きし をり 吹きし をり 散る もみ ぢ 葉の、 月に 照り 添 ひてから くれな ゐの 庭の 西、 明けな 

ば 恥 かし、 収 申して、 歸る 山路に 行く かと 思へば 木の間の 月の、 木の間の 月の、 かげろ ふ 姿と なりに けり。 

地の 謠ひ と共に 舞 裏 を 下る。 佛桨 圓滿を 得た ので ある。 

これ を 西 鶴の 本文に 比较 すれば、 いふまで もな く 紅葉せ ぬ橄 は、 口 切らぬ 炭俵で ある。 炭の 赤くなる こと は、 す 

ぐに 紅葉に 見立てられる 喾 である。 枫の精 は 遊女の 幽 g である。 た V 精の 語る ところと， 幽^の かこつ こと \、 何 

とい ふ相異 であらう。 幽蘧 のか こち は あまりに 哀しく、 あまりに さもしい。 

はづ かしゃ 我、 新 町に 勤めし むかし は、 太夫と はよ ばれながら、 內證 のく るし さ 胸に 火宅 を はなれす、 此 苦し 

みの やるせなき を、 せめて は 分 知の 御 方へ 語 申すべし、 

とて 語り 出づる こと は、 太夫 はは じめ 二 年が 間、 毎日 伽羅 ニ燒、 奉書 五 枚 中 折半 帖、 封 じ 紙 三枚、 のへ 紙 五 折、 揚 

枝 三本、 月に 雪駄 一足、 草履 三 足、 蠟燭、 禿の 仕出し 迄 もと 細かい 算 川であった。 なほ 二が 過ぎて 銘々 さばきの 身 

となれば 箭 類の 外 は 手 ものと なって、 色 あげの 染賃、 糊の 錢 までのと 苦しい 勘定 を もの 語る。 炭 は 「過ぎつ る 十二 

月 雪の 夜に 相^る 迄、 此 炭の 口 を あけす に、 浮世に 殘 すを惜 まれし 一念の、 手 は よごれても はなさす」 とも^る。 

かう 語らす ことに 西鹤 らし さが ある。 r.1 ハ浦」 とくらべ 兒る こと に 於いて 西 鶴の 霄が いよ. いよ 明に 知られる。 さきに 


西 鶴が 原據 を隱微 の^に 敎 へて ゐ ると いったの は、 「七 墓參 り」 によって、 「六 浦」 を 示して ゐ るからで ある。 「六」 

と 「七」 の對、 西 鶴の 俳諧に はこれ ほどの 輕ぃ 洒落 も かなり タクかった。 

「七 墓參 りに 逢ば 昔の」 に 於け る謠 曲の 二 原據を 考 へて、 もう ー庞 その 本文 を 兌る と、 本文 そのものが、 最も 明に 

謠 曲の 體で害 かれて ゐる ことが 知られる。 はじめに 七 墓参りの 佾の 身の上に 就いて いふの は、 いは^ ヮキの 名宣で 

あった。. 六十 餘の高 坊主の 幽饞は 前シテ の 格で ある。 炭俵 持った 遊女 はいふまで もな く 後シテ の 格であった。 その 

前シテ と、 後シテ との^に どんた 關 係が あるか。 共に 赤くなる からで ある。 炭 も 燃えれば 赤く、 酒も飮 めば 赤くな 

る。 ニ^の 關係 はた ビ この ー點 のみ。 能幾番 のこの やうな 構想 を 有つ ものが 架して あらう か。 西 微 はまた 遊女に 喰 

ひつく 女の 首 を も舞亳 に 上せて、 こ  > に 奇想 天 外より 落つ ると もい ふべき 一 修羅 物 を 作り上げ たので ある。 末尾の 

ばつと 消て、 禮 場の 朝風 茂りの jcl- ほうほうと、 石佛 はありし ま、 にて 立^る、 あら こ はやの 

は謠 曲の 約束に 從 ふので ある。 西 鶴 はつひに 三番 目 物の 「六 浦」 と 四 番目 物. の 「木賊」 を 合 はせ る ことに 於いて、 

新に 二番目の 修羅 物 を 改作した ので ある。 世に また この やうな 變態 能が あらう か。 この 變態 能が 更に ー轉 した 時に 

「妤色 五 人 女」 が 成立す る。 その 事に ついては 前にい さ k か觸れ ておいた 喾 である。 

冗漫 厭 ふべき であるが、 とにかく にこの 章から 謠曲關 係の もの を 除き 去った、 淺る 「字 治 十帖」 關 係の もの は 何 

であらう。 あ、 までに 謠 曲に 據 りながら、 まだ^ 關 係の もの をお き 得る のが、 西； i の脸裕 である そのよい 悪. s は 

刖 として、 俳諧の 痴も 0 とい ひたくなる。 
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「宿 木」 の卷 を讀ん で、 氣づ かれる の は、 執拗と 思 はれる ほどに、 大君に 對 する 追慕の 惊 の 横溢して ゐる ことで あ 

る。 中 君 も 今 は 亡き人の 大君 を 忘られす、 薰 まして 忘る、 折と てはなかった。 あの 一 卷に現 はれる 察 件で、 その 愦 

感 に觸れ ない 何もの が あらう か。 尤も、 かくして、 事 は 浮 舟の もの 語に 發展 する。 作者の はじめからの 企圆 である。 

薰の 大君に 對 する 追慕 は 二重に 動く。 直接に その 人 を 想 ひ、 間接に 中 君 を 通じて その 人 を 想 ふ。 彼の 眼に 映つ る 

中 君のう しろに たえす 大君 を 見る からで ある。 薰の 戀 を 拒める 大君 は、 おのれに 代へ て 妹 中 君 を 愛した まへ と薰に 

願 ふ。 薰は中 君の 存在が、 おのが 戀を妨 ぐる ものと 解した。 とくそ Q 障礙を 除かう として、 中 君 を 友匂宮 に ひき ム：： 

はせ、 强 ひて その 中 を 結んで、 大君の 意に 北：；： いた。 しかも 病める 大君 は あの世の 人と なた。 蒸の 心に 悔恨の や、 螯 

くもの があった。 事 はすで に 「總 角」 の卷に 見える。 「n 十 蕨」 の卷 となると、 もはや 薰は屮 お を 中^としての み兒 

る ことが 出来た くな つた。 中 君 また 大君 を 想 ふこと なしに 蒸に 對面 しかねて ゐた。 大君の 喪 はてた 折の 對 面の 折の 

記事に、 最もよ く 見られる。 

いと 心 恥 かしげに たまめ きて、 また 此度 はねび まさり 給 ひに けりと、 H も 驚く までに ほひ 多く、 人に も 似ぬ 川 

意な ど、 あな めでたの 人 やとの み兑ぇ 給へ る を 姬君は 面影 去らぬ 人の おん 事 を さ へ^ひ 出で 間え 給 ふに、 いと 

あはれ と 見 奉り 給 ふ。  . 

その 時には、 中 君 はすで に匂宫 の もとに、 京に 移る やうに 豫定 せられて ゐた。 薰は中 君の 近く 住む やうに なること 

を甚 び、 中 君 はな ほ 宇治の 宿に 心の こる こと を わびしが る。 

ところどころ 苢ひ 消ち て、 いみ じくもの 哀れと 思 ひ 給へ るけ は ひな ど、 いとよう 覺ぇ 給へ る を、 心から^ 所の 


ものに 兑 なしつ ると 思 ふに いと 悔しく 2 心 ひ 給 へれ ど、 かひなければ、 その 世 かけても 言 はす、 忘れに ける やと 

兑 ゆるまで、 け ざ やかに もてなし 給へ り。 

御前 近き 紅梅の 色 も 香 もな つかしい のに^まで も 見過しが たげ に嗚 く、 まして r 养ゃ 昔」 のと 大君 を 思 ふ 二人の あ 

たりに は堪 へがた き 悲哀が た V よふ。 中 君の 歌、 

兑る人 も あらしに まよ ふ 山 ra!; にむ かしお ぼ ゆる 花の香 ぞ する 

薰の 歌、 

袖 ふれし 梅 はか はらぬ に ほひに て 根 ごめ うつろ ふ.： W や ことなる 

かう いふ 一 一人の 思 ひ は、 「^木」 の卷 に： 金って は、 いよいよ 亂れ がちで ある。 蒸 は 帝が 女 一 一せ ：！ を ゆるされる にも 意 は 

進まなかった。 大君に 對 する 追慕の 念の 深いた めで ある。 

なほ 飽かで 過ぎ 給 ひに し 人の 悲し さの み、 忘らるべき 世な く覺 ゆれば * うたて かく 契 深く ものし 給 ひける 人の、 

などて か は 流石に うとくて は 過ぎに けむ、 と 心^難く 思 ひ 出 でら る。 くち をし き 品な りと も、 かの 御 有様に 少 

しも 覺 えたら む 人 は、 心 もとまり なむ かし、 昔 ありけ む 香の 烟 につけて だに、 八， 一度 見 奉る ものに もがな. と 

のみ 覺 えて、 やむ ごとな き 方 ざまに、 いつしか など 急ぐ 心 もな し。 

薰 は匂宫 が 六 君と 結婚す る こと を 知った。 今： 史の 心の 悶えに H: ざめ がちな 夜 をのみ 過した。 さて は、 大君が 八， はの 

際に、 中 君 を 蒸に と 思った の を 裏切られ たこと だけが、 この 世の 執着と いひ 殘 した 言葉 をお もった、 おのが S 任 を 

忍 ひ、 おのれみ づ. から も 大君 ゆ ゑに 隱遁の 初志に 背いた 愚 さを^? みられた。 
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今 はとな り 給 ひに し 架に も、 とまらむ 人 を； s じ 事 と^へ とて、 离は思 はすなる 事 もな し、 たビ かの 思 ひお きて 

し樣を 、 遠へ 給へ るの みなむ、 くち をし う 怨めしき 節に て， この 世に は殘 りぬべき と宜 ひし もの を、 天翔りて 

も、 かやうな るに つけて は、 いと^つ らしと ゃ兒給 ふらむ、 など つくづくと 人 やりたら ぬ 獨寢し 給 ふ 夜な 枚な 

は ■ はかなき 風の 音に も 目の み覺 めつ、、 來 しかた 行く さきの 人の 上さへ、 ぁぢ きな き 世 を 思 ひめぐ らし 給 

ふ。 

六 君の 事あって、 匂 か：： の 愛 を 専らに なし 得ない と 知った 中 君 は、 蒸と 寢 もせで 叫した 宇治の 一夜 を 思 ひ m す 折 も 

あった、 あの 御 方と 世 を 契る やうた こと もあって もよ ぃ緣 だと^ ふ 折 もないで はなかった。 

女 君 も 怪し かりし 夜の 事な ど、 思 ひ 出で 給 ふ 折々 たきに しも あらねば， まめ やかに 哀なる 御 心ば への， 人に 似 

す ものし 給 ふ を 兑 るに つけても、 さても あらまし をとば かり は 思 ひも やし 給ら む、 

さう いふ 思 ひ を 以て 對 面した ことが、 はからす も 「緣の 抓 取 は 今日」 の 原據の 一條 を 醚し 成した のであった。 

中 君 はよ く薰の 苦衷 を 掬む ことが 出來 た。 薰が女 二宮の 聱 となった 後も、 た ほ 大^ を 忘れ かねて ゐ るの を 知 つ 

た。 さて は、 せめて 大君 世に 在らば、 大君の 夫と して 見 まし もの をと 思 ひ、 また さう であったら、 或は 大君 も 自分 

と 同じ様に 女 一 一宫 の 事で 身 を怨 むこと も と^ふに つけて、 大^の つ ひに 董； に從 はなかった 审： 々しさ を 今更に ゆかし 

がる、. 薰 もまた 折に ふれ、 事に つけて、 身 も 世 もた く 大君 をな つかしが る。 中 君の 若君の. c く 美しい 弒を兑 て は、 

これが わが 子であった ならと 思 ふ 心が、 自分 をして 遁世 さ せない の だと^み、 また 大君が この 子 を わが 子と して 玆 

してお いたたら ばた どと 夢の やうた こと を考 へ る。 決して 女 一 一宮に この 事 あるの を 願 ひ はした か つた。 


耍は屮 君の 悔恨で ある、 黧の 悔恨で ある。 また 想像され る 大君の この 世に 殘す 執着で ある。 これ 等の 欝镜 した 混 

沌 の屮、 おの づ から 形態 をな させた のが 「七 慕參 りに 迮ば昔 の」 の  一^であった。 

その 章の 蕩. W が 心に もな き佾 形と なって 、 七 墓参り をす る こと は、 前に^き しるした^ 據の 筋からで も考 へ られ 

る。 よし それが 裏切られ がちに もせよ、 蒸に 隠遁の 志 ある こと は をり をり 兑 えて ゐ るからで ある。 わけて、 「{ 伯 木」 

に は 次の やうな 一節 さへ ある。 竜： はかって 大君 ゆ ゑ に 隠遁 の 初志 を飜し た こ と を屮ぉ に^り、 また その 人に 死別れ 

た 心の 苦し さから 冉び 幽居の 意 ある こと をも^ る。 その-一 rn 葉の 一 ふし、 

m やつ 給へ わびに て 侍り。 音 無の 里 ももと め まほし きを、 かの 山里の わたりに、 わざと 寺な ど はなく とも、 昔覺 

ゆる 人形 を もつ くり、 繪 にも 螯 きとめて、 行 ひ 侍らむ となむ、 思う 給へ たりに たる。 

西 鶴の いつもの 手 n から 推せば、 こ V からだけ でも、 容易に 拾 坊主 一人 を爲ゎ 上げて、 あの 「六 沛」 の旅佾 「木 

賊」 の 旅 佾に附 * する であらう こと は 想像す るに 難くない。 

「忍び 川 は 手 洗が 越」 は 吉^の 奴 花 月 を 主題と して ゐる。 r 武藏の 爱に生 如來」 とい はれて ゐる名 太 失 を 見染 

めた 薪 岸-の 手代が、 花 月 を^ 出して. M^I? の 下屋敷に 榮華 を盡す 幻影 をみ づ から 描き、 また その 費 m の 勘定に 樂 しい 

幻影 をみ づ から 破って ゐる。 折から 旦那 殿の 代參 として 高野山 詣 をい ひつ けられ、 その 金で 大盡に 仕立て、 花 n の 

もとに 行って 心の ほど を 語る。 花 月 は 不便に 思 ひついて、 飛脚 を 仕立て 上咼野 山に 代參 させ、 そ の^を 花 W が 身 あ 
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がりして 手代 を 揚げつ じけ る。 それから 程： 終 て、 花 月 は^とし めし 八门は せて 出奔す る。 堀 をば 手 洗に 細引 付けて， ：！： 

ひの 岸に のき： 迫 をつ けたので ある。 こつが 原の ほとりで 追 乎に：？ フーら れる。 辛うじて 難 を 免れて 立ちの く。 

花 月の やうな 俠氣に 富める 文、 また^の 据 つた 女 は、 吉 原の 太夫と して ふさ はしい。 西 鶴 は江戶 の地氣 を：： 小さう 

としたの であらう。 いふまで もない、 「宇治 十帖」 に は その やうな. 女の あらう 害 はない。 あれば 心の；？！ い" 優しい 者 

でも あらう。 それならば、 この 花 月 はせ めて 大君 ほどの 心の 持主の 俤 であらう か。 いな、 火 を 以て 水と する のが 俳 

諧の 常の 手段であるなら ば、 弱い者 を 强ぃ花 月に 轉 じたと ころに、 西 鶴の 工夫が 兑られ よう。 弱い^と は 誰で ある 

か。 浮 舟 その 人で あらう。 花莒 蒲、 村 蘆 押 分けて、 細引で 向 ひの 岸に^ せた 手 洗 は、 橘の 小岛の 木々 の 影 を亂 して 

彼方の 岸なる 家に 急いだ 小舟で あらう。 手代と 花 月の 蚯落 は、 匂^と 浮 舟の 忍び 出で あらう。 すな はち 此の^の 原 

據 をば 「浮 舟」 の 卷の屮 に 索むべき であらう。 

「宿 木」 の 末 ほどに、 薰は屮 ^によって、 その 異母 妹 浮 舟 を 知り、 また その 姿 を 見た。 柬屋 において は、 二人の 仲 

は 結ばれて ゐた。 薰は それ を 字 治に 住ま はせ た。 西 鶴が 薪屋の 手代 をして、 向^の 下屋敷の 幻影 を^ かせた の は、 

これに 據 つたので あらう。 た^ 隅 ffl 川の ほとりと 宇治川の ほとりと 似逋 はせ てゐ ると いふの は、 や 、なづ み 過ぎ は 

せぬ か。 それにしても、 

道は繁 かり つれ ど、 この 有様 はいと 嗬々 し。 河の けしき も 山の 色 も、 もてはやした る^り ざま を 見出して、 口 

頃の いぶせ さ 慰み ぬる 心 地す 

と ある ほど を、 


物の 靜 なる、 向 ひ岛に 下屋敷、 二 f.:: 人前の 淺黄 椀、 三 町ば かり 牡丹 臭 を こしら へ、 我う ちの 自. E は、 花 車に 乘 

て ありき て、 月 代 も 人に かませ、 ！；！：： 代 も 夢見て て そらせ" ； ffl 火；：：^ すに 

と 捻し 出す のが、 例の 西 鶴の を かし さで あらう。 さう 兄ろ ならば、 高野山の 代參を 何と 兑 よう、 代參の 代參を 何と 

考 へたら よから う。 しばらく 匂宫の 變裝と 兌る。 

とても かな はぬ 戀を花 月に かける 乎 代の やうに、 匂宫は 道ならぬ 心 を、 薰の おも ひ 人 浮 舟に 寄せる。 人して 宇治 

の 隱れ家 を 探り 得た 彼 は、 ある 夜： 史 たけて 行く。 忍びやかに 格子 を 叩く。 侍女が 誰ぞ と^ふ。 巧みに 黧 の聲づ かひ 

して、 「道に て、 いとわり なく 恐し き 事の ありつれば * 怪しき 姿に なりてな む、 火喑 うなせ」 とい ふ 侍女 は 火 を 彼方 

に. 取り やる。 「我人に 兌すな よ、 來 たりと て、 人 驚かすな」 とい ふ。 導かれて 女 君の 居 M に 入る。 

女 君 は あらぬ 人な りけ りと^ ふに、 あさましう いみ じ けれど、 聲をだ にせさせ 給 はす。 —— . 初より あらぬ 人と 

知りたら ば、 聊 いふか ひも あるべき を、 夢の 心地す るに、 やう やう その 折の つら かりし こと、 年頃 思 ひわた る 

さまの たま ふに、 このせ 3 と 知りぬ。 いよいよ 恥し く、 かの 上の 思 さむ 事な ど 思 ふに、 又た けき 事なければ 限り 

なく^く。 

夜明けて 侍女 も 事の さま を 知った。 そして 人に 知らす まいの 心づか ひも 並々 でなかった。 心 S き 女 君は薰 のな つ 

かし さも さる 事ながら、 いっと はなしに 靡き そめる。 

高野山の 代參 のまた 代參を 身が はりとの み 解 すれば かう である。 けれど、 それで はま だもの 足らぬ ふしの 多 い。 

すな はち 「浮 舟」 の 中の あるく だり を 忘るべき でたい。 

好色 二 代男考  二 〇 三 
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匄官が 薰に假 装して 來た翌 R は、 浮 舟が 石山 詣に 豫定 して ゐた 日に <:H る。 別れ 住む 浮 舟の 母の もとから 迎 へが來 

る 約束に たって ゐた。 侍女の 心 惑 ひも 無现 はない。 やがて 迎 へが 來た。 侍女 は 浮 舟に 斷 りの 文 を 書く、 理由と して 

は 月の障り になった からと いふ そら 言であった。 

よべより 穢れ させ 給 ひて、 いとくち をし き 事と 思し 歎く めり しに、 今宵 夢見さ わがしく 兌え させ 給 へれば、 今 

日ば かり 愼 ませ 給へ とてな む、 物 忌に て 侍る， かへ すかへ すくち 惜しく、 物の 妨の やうに 兒 奉りけ る。 

西 鶴の もの 、极 ひぶり は 放膽の 中に、 細心が 存 する。 これ も その 一 つの 例と して 兌ら れる。 高野山^ 詣 はかす か 

たがら も：，；： 山 詣に緣 を ひいて ゐる。 

迎 への 者は歸 へる。 匂宮 はまぎ る、 事な き 春の 日 をし め やかに 語ら ふ。 匂宫の 眼に は、 さもない 浮 舟 を 六^より 

はるかに 美しと 映った。 浮 舟 は句宮 を薰 より 淸らた りと 兑た。 匂せ 3 は 

硯 ひきよせて、 手 習な どし 給 ふ、 いと を かしげに 書きす さび、 繪 など を 兌 所 多く 畫き給 へれば、 t 右き 心地に は 

思 ひも 移りぬべし 

若き 心地と は 浮 舟 を さしてい ふ。 彼女 はつひに 花 月 ほどに 粹を 知らす、 心意 氣 のない 女であった。 ある もの はた^ 

若さと；^ さとの みであった。 

匂お は稈經 てきた 宇治 を訪 ふ。 人 H のつ、 まし さに、 河の 彼方の ゆかり ある 家に 率て 行かう とする。 夜更 くる ほ 

どに 供人 はかなた の 用 意 を 調 へ て迎 へ に來 る。 浮 舟 は 何と はたしの 恐怖に 襲 はれる。 

いと はかなげ なる ものと 口： 暮兑 いだす、 小き 舟に 乘り給 ひて さし 渡り 給 ふ ほど、 遙たら む 岸に しも 漕ぎ 離れた 


らむ 様に、 心細く 覺 えて、 つと^き て 抱かれた る も、 いとら うたしと 思す、 

この 舟が 堀 越す 手 洗に 擬 はれた もので あらう。 

ひ は 皮 方て 涪く、 匂せ：： は 抱き 助けて その 家に 拉れ 行く。 明くる n も そこに 暮らす。 佻 入 は 「いと おそろしう 占 ひ 

たる 物 忌に より、 京の 內を さへ 去りて 愼む なり、 外なる 人 寄すな」 とい ひ 聞かす。 

人目 も 絶えて 心 やすく 語ら ひくら し 給 ふ。 かの 人の ものし 給へ りけ むに、 かくて 兑ぇ けむむ かし を^し やり 

て、 いみ じく 怨み 給 ふ。 二の 宫を いと やむ ごとなくて もち 奉り 給へ る 有様な ども 語り 給 ふ。 

匂せ 3 がお そる-の は 廓の 追手で ない、 薰 である。 浮 舟の 心の また 薰に 傾く ことで ある。 薰 との 以前の 仲を怨 むの 

も、 薰が ニ^に 對 する 熱愛 を 語る の も、 みな 薰に對 する 牽制の 手段であった。 けれど， 心 弱い 浮 舟 はな ほし かと 決 

し 得ない。 匂宮は 窓外の 雪 を 見て、 京から 寒さ を 冒して 來た 昨夜の 心づ くし を 語る。 

峰の 雪み ぎ はの こほり ふみわけて 君に ぞ まど ふ 近 はま ど はす 

匂宫 のこの 歌に 答へ て、 迷 ふ 心の ほど をい ひ 出した 浮 舟の 歌、 

ふりみだれ 汀に こ ほる 雪よりも なかぞら にて ぞ我は 消ぬ ベ き 

浮 舟 はかう 書いて 消す。 その 「なかぞら」 を 匂せ ：！ が 咎める。 女 も r げに 憎く も齊 きて ける 力な」 とはづ 力し くて 

引き 破る。  • 

こんな 心 弱い 浮 舟 を、 氣强ぃ 花 月に かへ たのが 西 鶴の 趣向で たからう か。 廓から 忍び 出た 花 月の 危 きに^へ たる 

心丈夫 は 追手の 脇 指で 突かれても * なほ 聲を 立てす、 一緒に 隠れて ゐる 男に も 痛み を 知らせす に、 立ち退い たので 

好色 二 代男考  二 〇 五 
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ある。 吉 原に 花 月と いふ 遊女の ゐ たこと も事暂 であり、 ^^したの も 事 莨で あらう。 しかも、 この 問の 消 i を 誰が 

知って ゐ よう。 知る もの は 西 鶴 一人でなかった か。 彼が 俳 眼 を 以て、 「宿 木」 を-狭んだ ためで なから うか。 わたくし 

はさう いふ 考で 「忍び 川 は 乎 洗が 越」 と 「宇治 十帖」 の 關係を 解 さう とする。 

一 二 

第五 「情 懸し春 日 野の 签」 は、 木 辻 鳴 川の 情景と そこの 遊女き さの 聰明 を 語る。 色里に 遊んだ 翌日、 末の 秋の 二 

日、 洞の 紅葉 兒に ゆく。 「かすり 井 も 朽葉に^ もれ、 袖 ！£• の 森の あたり は櫟 狩の 折 ふし、 所の 人の 手馴 し^ 捎 を打掛 

ばらり と 落る は、 袖に 時雨の 音の み」 枯葉の 朿 原に f- 敷かせて 酒の 後の 亂れ おもしろく、 歸る さは 春； n 野に 入って、 

き さが 茶 の ？1 出した 以前 の 跡 を 尋ねる。 

それよ それよ ^ 蔦の か K りし、 岩 を； IE 覺に たづね ければ、 石の 割目に 其 時う つて、 竹 花 入掛し 折釕殘 りて、 む 

かし を 今に、 やれな つかし や 其 女、 是な る挹 より 鎩を おろし、 釜掛 て、 そこに 袋 棚、 爱に懸 物。 

殊に 想 ひ 出される の は、 其の 女の 機轉 であった。 

神無月の はじめの 四日、 霜 は 日 かげに 消す、 奈良 草履の はき か へ も、 いかにと^ ひしに、 挾 節より 大杉原 を 

取 出し、 何 束 かかりの 飛石に ならべて、 客 を 通せし 事、 世に 聞 ふれて、 大和 屋が 狂- W の 糚 ともたり ぬ。 

その あけの 年の 二月 森 五が 七日の 能 を 兌に 來て、 ふとき さに 思 ひっき、 五日 ゐっビ ける。 もの、 兒 事に ふれ ども 

仕 かたが 憎く たかった。 能を兑 架て 明日 は sg らうと する 夜、 r ゐ ていぬ 男に 是 がなる 物 か」 と 髮を 切って たづむ。 


あけの 日留 て、 若紫と いふ 野 あそびに 品^へ ての 美々 しさ、 面..： II さ、 「都 にても なる まじき、 旅お くりに あ ひて か 

/る。 業 平も是 に はよ もや」 

これと 「宇治 十帖」 との 關係は 極めて 稀^な やうに 思 はれる。 據る ところ は 「宿 木」 の卷、 薰 が八宫 なく、 大君 

なく、 中 君な き 宇治の 古せ 2 を 訪ねる くだりで あらう。 

薰が 宇治の 古宮を 訪ねた こと は數 多い が、 その 屮の 一 つ。 九月 二十 R; 餘 りの ほど、 心すごう 荒 ましげ なる 水の 音 

のみ 宿 守に て、 人影 も 見えぬ あたりに、 辨の 尼と 語ら ふ。 まづ しても こぼる、 もの は淚 である。 薰 はもとの 寢殿を 

壞 ちて、 土 t に 改築し ようと はった。 昔ながら の 家の 姿を兑 るの もこれ を^り と 思へば、 あちこちと 兌め ぐる。 00 

の 情の み 胸に 迫る。 かくて 夜 を こめて、 また！ H? の 普；" 物お を 聞く。 大君 を 想 ふこと 頻 りであった。 

故姬 おの おん^ ども はた^き もせす、 ^顷の 御 有様な ど 語りて、 何の 祈 何との たま ひし、 花 紅葉の 色を兑 て も 

はかた く 詠み 給 ひける 歌が たりな ど を、 つきな からす、 うち 戰 きたれ ど 語る もこめ かしく、 言 少なる もの 力ら 

を かしかり ける 人の み 心ば へ かなとの み、 いと ^聞き そ へ 給 ふ。 

さて 歸 らうと する 朝、 薰 はまた なつかし さに 庭に 下り立つ。 

木 枯の堪 へ 難き まで 吹きと ほした るに、 殘る梢 もな く 散り敷き たる 紅葉 を、 踏み分け. たる 跡も兑 えぬ を、 兑ゎ 

たして、 とみに も 出で 給 はす、 いとけ しき ある 深山 木に やどりた る 蔦の 色ぞ まだ 殘 りたる。 こだにな ど 少し ひ 

きとら せ 給 ひて、 宮 へと 思しくて もたせ 給 ふ。 

あの 「敵 無の 花 軍」 の 一 原據、 葛の 紅葉 はこれ であった。 

好色 二 代男考  二 〇 七 
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これ を、 この^の 原 據と斷 する にして は、 あまりに 關 係が 稀薄に 過ぎる との 難があらう。 それ はしば らく ffi くと 

しても、 折角 原據が 「宿 木」 を 終へ て 「浮 舟」 にまで 進んだ もの を、 何故に また 「宿 木」 に炅 した かの 疑 ひが 起 

る。 この 疑 ひ は當然 何故に 「浮 舟」 に 入る 前に、 「來 屋」 に據ら たかった かの 疑 ひ を 導き 來 るので あらう。 その は 

て は、 「一 一代 男」 と 「宇治 十帖」 との 關係 にも 疑念 を揷 ませる であらう。 これが r 一  代^」 であったら、 ^に 事 は 

ない。 あれと 「宇治 十帖」 以前の 「源氏物語」 との 關係 は、 原據の 順に 配列され てゐ ないから である。 「一 一代 男」 は 

違 ふ、 これまでの ところ、 多少の 動き は あるに しても、 ほ^ 「宇治 十帖」 の卷々 の 順にな つて ゐる。 いさ、 かの 辯 

を耍し はせ ぬか と^ふ。 

これ も、 西鹧创 作の 方程式の 一 っと考 へられる が、 他の 作に 於いても 然る やうに、 「二 代 男」 のおのお の ゝ說話 

は、 ある 意 1! によって 配列され てゐる やうで ある。 即 かす 離れす、 ある 距離と ある 聯絡と を 保ちながら、 一定の 方 

向 を 期して 趨 つて ゐる。 まづ 俳諧 的 配列と いへば いへ る。 西 鶴 はこの 意 阖 を菓 じて、 原 據の卷 々の 順列 を輕ん じて 

ゐる。 彼の 原 據に對 し、 古典に 對 する 態度 は みなこれ である。 「源氏物語」 だけの * また 「字 治 十帖」 だけの 問題で 

はない。 

即 かす 離れぬ 配列と は 何で あるかと いふ こと を， 抽象的に 說 くよりも、 事 實-に 於いて 兌る 方が^い。 さしおり の 

必， 耍 から も卷 叫 を 例と す ベ きで あらう。 

第 一 の 「緣の 抓 取 は 今 rn」 は、 身 は 泥に 汚れても、 嫌な 男から 逃げよう とする 遊女の 話で ある。 第一 一の 「心 玉が 

出て 身の 燒印」 は、 食べたい けれど、 さう も 仕兼ねる 慾 心が 鼠と 化して 葡萄 を 食べた 遊女の 話で ある。 共に 欲 を 巾 


心と する、 しかも 一 は 欲 を 避け、 一 は^に 着して 反對な 方向 をと る。 即 かす 離れす の 配列と は、 この 狀 態に 於け る聯 

絡 をい ふので ある。 第一 一の 食べたい もの を 貧べ られ ない のが 哀しい 遊女の 身す ぎであった。 その 遊女の 身過ぎ を か 

ゝり として、 笫 三の 「七 墓參 りに 逢ば 昔の」 に 聯絡す る。 しかも 執着す る 物の 相異 が、 葡萄と 炭 依の 變 化が、 二つ 

の もの を即 かせない。 生きて ゐる 遊女と 死んだ 遊女の 相異 が、 ー應は 離れた 狀 態に おかせる。 第 W の 「忍び 川 は 乎 

洗が 越」 に は、 身上り して、 貧しい 手代 を 呼び つ^けた 遊女が ある。 これが 第 n 一の 炭 依 一 つの 妄執 をの こす 遊女に 

對 する。 こ ゝに即 離の 關 係が 存 する。 第 四と 第五との 離れぬ 關係 は、 第 四の 遊女と 第五の 遊女が 機轉を 同じう する 

ことに 於いて 兑られ る。 しかも 一は 刀 匁 危急の それ、 一は 茶の湯 風流の それ、 機 轉の相 は 全く 異なって ゐる。 これ 

が即 かぬ 關係 である。 

おも ふに、 は 「{ 千 治 十帖， 一 を讀ん で、 ほんの さらり と讀ん で、 たまたま 頭に 殘 つた 影 象から、 或は ある 一節 

に心惹 かれて 讀 直して、 新に 濃厚に した 影 象から、 いくつもの 說話を 構成した。 そのお のおの を、 ある 方向に よつ 

て 配列す る。 いな、 维 執る 時 は その 配列 を 頭に おいて 書きつ ^ける。 これが 西 鶴の 常 手段であった。 尤も 「一代 ERJ 

の 場合に は、 原據の 大綱 を殘 して、 おのおの ゝ說話 は 原據の 順序 を 離れて 配列し、 二 代 男の 場合で は、 ^據の 大綱 

を棄 て&、 や \ 原據の 順序に 從 つて 配列した。 「二 代 男」 の 或 ものが 原據の 順序から 離れた ものが あるに しても、 怪 

しむまで もない。 配列 を 即離關 係に おいたまで のこと である。 第三が r.:w 木」、 第 四が 「東屋」 を 一 つお いて 「浮 舟」， 

第五が また 「^木に」 かへ るな ど は、 その 配列の 本質から いへば、 當然の 順序 だとい つてよ い U 

こ、 に 前に 殘 した 問題、 この 章と 「宇治 十帖」 の關 係が. f 薄 過ぎる 现由 にかへ って考 へねば ならない。 もとより 

好色 二 代男考  二 〇 九 
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原據 との 關係 がほんの 一端に 觸れ ただけ の 例 も 多い。 これ も それまでの 事で あらう が、 それならば それなりに、 い 

つもの 手法の やうに、 他に 何 かの 原據 を藏 して はゐ たからう か。 よも や、 これ だけが 一段の 構へ でも あるまい。 き 

さが 霜 どけの 佗しき 折、 挾 箱から 大杉原 をと り 出し、 何 束 か \ りの 飛石に ならべて 客 を 通した こと、 ^に ig ふれて 

大和 屋が狂 言 の 種と なった と 文中に 見えて ゐ るの は、 いづれ 大和 屋甚 兵衛の 演出で あらう が、 その 舞臺が 何等かの 

形式で こ- -に现 はれて ゐる であらう こと は 想像す る に 難く た い。 現に この 章の さし 繪が 、 ど こ となく 舞臺面 を努駕 

させて ゐ はせ ぬか。 た^、 その 脚本が どんな もので あらう か を 知り 得ぬ 八， は、 V てれ を 西： i 二 段の 構へ とい ふこと が 

出來 ない。 水め るなら、 他に あらう。 いな、 求めす ともこの 章 を 讀み ゆく につれ て、 あれに もこれ にも 「^勢 物語」 

の^が 鼻 を 掠め はせ ぬか。 「伊勢」 の、 幾 章 を 練り 合 はせ、 ^ね 合 はせ たる 香の 高さ を 聞く であらう。 それとも わた 

くしの 錯覺 であらう か。 さう だと すれば、 憎むべき、 笑 ふべき 猫斷 である。 獨斷 か、 獨斷 でない か を さておいて * 

いさ 、かの 思 ひより を ま C い つけて みる。 

その 一 つ、 木 辻の 色里に 橋姬 とい ふ 遊女に 逢 ふ 一 節、 

犮に 藁の 屋 かすかに、 ともし 火の 消が てに、 ^すむ ともしれ ぬ 所へ、 此^の 化た る 人に そ、 のかされて 行に、 

；… 大 坂に て盃の 間を賴 みし 事 も 有 つる女 也、 爱に名 を 替而、 橋姬 とい ふ、 其 俊 鬼に して、 かみころされ たく 

も ありて、 其 夜 は閻を 幸に、 よね まじりに 揚屋 さがし、 

これ を 「^勢」 の芥 川の 章の おもかげと 兌る。 わびしい 藁の 屋を、 「あばらなる 藏」 * 鬼に かみころされても を 「^ 

はや  一 n」 の おもかげと 兑る。 尤も 橋姬 とい ふの は、 「伊勢」 を 離れた 刖の 方向からの 命名で あらう。 その 屮 での 小 


さい 二 段の 構へ として 見るべき であらう。 その 二つ、 洞の 紅葉 兌の くだり、 櫟 狩と いひ、 宗 益が 吹 矢の 小^ 狩、 こ 

れを 「伊勢」 の 初 冠の 章の おもかげと 兑る。 r 舂 日の 里に しるよ しして 狩に いきけ り」 の 「狩」 を 敷衍した もの と^ふ 

からで ある。 こ の萆 はまた 末の 旅お くりの 據り どころ となって ゐる やうで ある。 

お 紫と いふ、 野懸 あそびに、 て、 

また 

又 都 にても なる まじき、 旅お くりに あ ひて かへ る、 業 平 も是に はよ もや 

これ 等 を あの 殘 象と 考 へ ての ことで ある。 これが その 三、 

その 四. きさが この 前 茶の湯 出した ところ を 尊ね て、 「それよ それよ 饼お のか、 りし、 岩 を：：： 覺： にあれ これの 名 

^り を兑 出す の は、 「仆 勢」 の 

梅の 花盛りに、 去年 を こ ひて、 いきて、 立ちみ^ てみ；：^ れど、 去年に 似るべく も あらす 

の くだりの 梅 を 紅葉に か へ 、 朿 五條の 西の 對 のおん 方 を 遊女き さに-か へたので あらう。 

^に また 注意され るの は、 

十 l:n の 薪を兒 ^て、 明日 は大 坂に かへ る 夜、 ゐ ていぬ 男に 是が たる 物 か 

の r ゐ ていぬ」 である。 r ゐ ていぬ」 の義は 「率て.^ ぬ」 であらう。 「伊勢」 の 武藏野 は 今日はな 燒き そのく だり 「女 

をば 取りて ともに ゐ ていに けり」 に兑 える 「ゐ ていに」 であらう。 この 一 用語の 一例 も、 たまたま 西歉の 「^勢」 

に對 する 關心を 示す もので なから うか。 これ はさきの w 事例と 合 はせ て、 作^が 「^勢」 のお も かげ、 馊にせ n 葉迎 
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りに 漠 たるお も かげ を 念と した こと を證し 得る もので あらう。 すな はち この 章 もまた 一 一段 か 三 段 かの W へ であると 

見る べきで あらう。 

西 鶴の 頭の 動き 方から いへば， いつもの 癖で 何の 不思議 もない が、 かう いふ 「伊勢」 の 影の 徂徕 は、 殆んど M 時 

に、 「伊勢」 に 據る謠 曲 「井筒」 の 影 を も 伴ったら しい。 明に それと 指摘 せられる。 しかし、、 それ をい へば や， T 頃 

瑣 になる、 こ、 に は 言及せ すに おく。 

この 「ゐ ていぬ」 と 一. ゐ ていに」 との 交涉 は、 ゆく りなく もまた 溯って、 前章 「忍び 川 は 手 洗が 越」 の 一 趣向、 

花 月が こつが 原の 野末に 麥 こなした る 藁の 蔭に 隱れ たことの 據り どころ を考 へさせる。 據り どころ と は、 「ゐ てい 

に」 の 語の 用ゐら れてゐ る武藏 野の くだり をい ふ。 こ \ に 改めて 引く まで もない が、 引かねば 說 明の 筋 もどう で 

あらう。 

昔 男 ありけ り、 人の 女 をぬ すみて、 武藏^ へ.. ゐて 行く ほどに、 盜 人たり ければ、 國 守にから めら れ！ J けり、 女 

をば 叢の 中に 隱 しおきて 逃げに けり、 道く る 人、 この 野 は盜人 あなり、 とて 火つ けむと す。 女 わびて 

武藏野 は 今日はな 燒 きそ 若草の つま もこ もれり われ もこ もれり 

と 詠みけ る を 間き て、 女 をば 取りて、 ともに ゐ ていに けり、 

これ を -S 鶴の こつが 原の 事件と 比較す る。 

！ 日本 堤より 手 分して、 追 かけけ るに、 こつが 原の 野末に、 うれし やとい ふ、 人聲 する はと、 いそぎし うち 


に兑 うしない ける。 折 ふし 秋 も 入て、 麥 こなした る わら を重镫 ける 所、 もし 此中も 心に くしと、 大脇 指ぬ き 

て、 あらまし つきさが して かへ る。 花 月 股つ かれながら、 聲をも 立す、 いたむ 所 を、 二 布に て 血 をと めて 男に 

は 何ともい わすして、 叉 立の き 行、 追手 かへ りて、 鞘に 血の か \ りし を 不思議と、 一 一た び たづね 行に、 はやし 

れが たし、 

もし^して、 西 鶴が 彼に よって 此を^ 出した のであるなら ば、 火 を 脇 指に かへ、 女の 歌 詠む 聲を 花パ の沈默 にか 

へ、 女の 捕 はれた こと を、 花 月の 逃げお ほせた ことに かへ たので ある。 いつもの 俳諧 的 手法で ある。 その 手法 を 用 

ゐる： H 的 は、 前に もい つた ゃケ に、 江戸の 地氣、 吉 原の 氣 風の 顯彰 にあった らう。 この 態度 もまた 西 鶴が 常に 持す 

ると ころで ある。 さう いふ 點 から 考 へれば、 これの み を 特に 西 鶴の 翻案に 非す とい ふ 理由 はなさ さう である。 

「忍び 川 は 手 洗が 越」 に は、 もう 一度 同じ やうな 「伊勢」 の 俳諧 化が あるかと 思 はれる。 手代が 花 月 を 盥に乘 せて 

堀 を 越す 趣向 は、 「伊勢」 の芥 川で 昔 男が 女 を 負うて 渡る ことから 出て ゐ なから うか。 すな はち 西 鶴 は その 盥を 「浮 

舟」 の 舟から 得た と共に、 その 盥の繩 ひく 手代 を、 昔 男から 得た のでな からう か。 「伊勢」 の その 章が、 西鹤の 心の 

うちにあった こと は、 すでにい つた やうに 「鬼 はや  一 口」 が 「愦懸 し は 春 日 野の 釜」 の 中に も 見えて ゐる ことから 

も 明で あらう。 

さう して 兑 ると、 西 鶴が 「忍び 川 は 手 洗が 越」 を 書いて 來て、 その 末 近く 「伊勢」 をと り 入れた。 ほんのつ まほ 

どに 輕ぃ 趣向と してと り 人れ た。 その 「伊勢」 を 今度 はや \ 重く 扱った のが、 次の 章 「情 懸しは 春 日 野の 釜」 であ 

つた。 かう いふ 態度 は、 彼の 筆の っビ きに 於いて： ^も 多く 兑 うけられる。 これ も、 その 一例で ある。 つまり は、 西 
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鶴が 頭 を 掠めた もの を 追 ひすぎ るた めで ある。 あまりに 聯想に 趨り 過ぎる ためで あらう。 その^が、 ともす ると 原 

據の 第一義 を 二の町に させる。 「情懸 しは卷 日 野の 签」 にしても、 その 原據 「伊勢」 を 當 面に 极ひ 過ぎた ので、 却つ 

て 「宇治 十帖」 を 蔭に し 過ぎる 結果 を將來 したと 見るべき であらう。 尤も、 その 章が 「一 一代 s?-」 の屮 程に あると い 

ふこと にも 關係 する。 おそらく、 初め か、 ^りに あったら、 斯う もたかった らう。 原據を 有する 作であった なら 

ば， 「一 一代 男」 の やうな 作 虱の ものであった ならば、 きまって 第！ 一義的 を輕 くして、 第 一 義的を 重く 极ふ。 これ 實に 

四： i の 方程式であった、 この 事 は 前に もちよつ と觸れ ておいた^ である。 

少しうる さい と^ふ ほど 「情懸 し は 春 日 野の 釜」 の 原 擄を浼 めて、 西 鶴の 二 段の 構へ、 三 段の 構へ に 就いて 考へ 

た。 もう、 そんた 穿 暴 は 止めたい、 と 思 ふに も拘 はらす、 西 鶴の 筆の あと は、 どうしても 止めさせない。 少く とも 

「一代 SR」 の卷 二のう ち rt: 紙のう るし 判」 との 關係 だけ は、 その ま.^ にして おかせない。 

「誓紙のう るし 判」 は 世 之 介の 十七 歳の 事件、 木 辻 町に 遊び、 近. 江と いふ 女 を^ ふ。 ところの 風俗の さびし さ、 禿 

もな く、 女郎の 乎づ から 焖 鍋の 取 ましす るの も、 を かしい。 明けて 別れた 世 之 介 は、 戀に殘 る 所あって、 重て 宿に 

よびよせて、 かための 誓紙、 うるし 判の くちぬ までと 祈った とい ふ 始終で ある。 これの 原據は 「若紫」 の卷、 源氏 

君が 北山に 祈禱に 入って、 幼き 紫 上 を 見る ことに あると 思 はれる が、 その 筋 はもと より、 「情 懸しは 春 日 野の 釜」 に 

は關 係がない。 しかし、 二者の 文辭 に、 かなり 多くの 類似 點が讀 みとられる。 「誓紙のう るし 判」 に 

其 後 近 江と いへ る 女、 是 から 見れば、 たしか 大坂 にて、 玉の 井と 屮せ しが 水の 流れ も、 犮に すむ 事 笑し く 


と あるの は、 「春 R 野の： <1 一 に， 

太子の 御^^ を、 っゐ讀 て ほ-, S 影兑 るに、 大坂 にて 盃の間 を^み し 事 もお つる女 也、 ^に 名 を替 帝， 橋姬 とい 

ふ、 

と あるのと 殆ど 同じで ある。 彼に 見えた 揚屋の わびし さ を 見せる とて、 

みなと 紙の 腰 張に、 あしからぬ 手に て、 君命、 われ は 思へ どな ど、 らく 書の こし 侍る 

といった の は、 これの、 

^人 書の 襖に、 石竹 は 長 ふ、 柳 はみ ちかく、 發 の 足に、 水搔 ある もお もしろ く 

と あるのに、 少なから す 似ても ゐる。 それば かり か、 これの きさ も、 彼の 「折節 志贺、 千と せ、 きさ、 など、 盃計 

のさし 拾」 とい ふ 中に 見える 名であった。 そのき さ を 特に 擢 でて、 近 江に かへ て、 一章の 主人公に 仕立てた のが 「春 

日き の签」 である。 と 兌れば、 二者の 關係も 相應に 緊密なる ものが あると いふべき であらう。 

なほ 「SI 紙のう るし 判」 に は、 「商 賣の道 を 知らで はと 春 日の 里に、 秤 目し るよ し、 て」 など やうに r 伊勢」 を 引 

くもの が ある。 それと、 この 萆の 「伊勢」 ひ 仕 立と の^に、 特別な 一 父 涉を考 ふべき であらう か。 いな、 おそらくお 

良と いふ 舞臺 がさせた 聯想の あら はれと して、 輕く兑 てよ いかと 思 はれる。 

以上、 「一 一代 男」 卷四を はる。 

(「文 學 思想 研^」^ 十 一 卷) 
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「近代 艷隱 者」 考察 序言 


寛 永 三 年- 北條幽 水が 先 帥 西 鶴 十三 年忌に 際して 刊行した 追善 句集の 「俳諧 心 葉」 に、 

物語 あまた 書れ たる 中に 風流なる 名 を 取りて 

蘭 の^や 名 は^れぬ 艷隱者  萬 海 

とい ふの が 見えて 居ます が、 之が 證左 とたって、 西 鶴の 署名の 序文に、 西鷺軒 橋 焱と名 乘る旅 姿の 法師が 殘 して ゆ 

ける 書と いふ ことわりが あるに 拘 はらす、 貞享 三年 刊行の 「近代 艷隱 ^；」 を 以て 西 鶴の 著作で あると いふ 說が 成り 

立ちます。 さうた ると、 西梵軒 橋，；： 水は實 在の 人で なく、 西 鶴が 作り出した 人になります。 「俳諧 心 葉」 の 句に 氣づ 

いた 柳 亭種豫 も、 かく あれば 此の 書 も 實は西 鶴の 作歟と 疑問の 意を附 する に 留めました。 更に この 書の 內容 を撿し 

て、 「好色 一 代^」 または 「日本 永代 藏」 及び その他の 諸 作と 比較す ると、 根本的な 相 異に 驚かされて、 依然た る 

西鷺軒 著作 を考 へ、 その 架空の 人物に 非ざる 事を考 へる。 「西 鹤名殘 の 友」 に 見 ゆる 備 前の 西梵を 问 一 人と おへ よ 

うとす る。 或は 西 鶴の 揷畫 の眞蹟 の敌究 から 出發 し、 また 他の 刊行 書の 版下 や 揷繪と 比較して、 「^Ki^」 の 版下 

は、 揷繪 と共に、 皆 彼 自らの 筆に 成った 事が 解り、 また 題簽に 冠す る 所の 「扶桑」 の 文字から 元 政の 作、 「扶桑 IM 


逸 傅」 に 摸した 努力の 害で ある 事が 解って 來 ると， いよいよ 西赖 著作 說は 確定す る 事になります が、 これに はま づ 

他の 作の 暢達 e 在た る文辭 とこの 害の 生硬 蕪雜 なる 筆致との 相異 を、 題材の 關 係から 謹厳 を 求めて、 その 度 を 過し 

た爲 めと 斷 じて ゐ る內容 方面の 西 鶴 否定の 論を排 する 事を耍 します。 內 容を專 一 にす る 方から 考へ ると、 決して 西 

鶴の 作に あらす とい ひきって、 時には 西 鶴 署名の 序に 對 して さへ 疑惑 を 懐いて、 なす 所 あらんと する おの 奸策 とい 

ひ 立てたい 位です から、 當 時の 出版界の 事情から 見て、 さう いふ 事 も ある 苦です。 

斯うい ふいき さつの^ にあって、 なほ 內容に 即して、 西 鶴說を 肯定 するとしたら 如何で あらう。 少く とも 西 鶴ら 

しい 傾向 を 指示 するとしたら 何が ある だら う。 天 和 一 一年、 貞享 元年の 「好色 一 代 男」 「一 一代^」 及び ニ^の 「大下 

馬」 に 躍ぐ 述作と 見 • 三年の 「好色 五 人 女」 「好色 一代 女」 「本朝 二十 不孝」 と 年 を 同じ ゥ して 出版 せられた 書と 

して 見る 事 を 許さる る 何もの かが 索め 得られ、 これ 等 は 皆 索め るに 値せす とい はれ、 索 めても 中斐 なしと いはれ た 

ものでした。 それ を また ここ に 懲りす まに：^ なさう とする のです。 

「近代 艷隱 者」 は五卷 から 成って 居る。 前 一 ー卷は 東の 濱の靈 山の 饞 窟の中に、 神靈 のみ 3" を 奉じて、 草庵 ひき^ 

んで K た ^の 前にと ぶら ひ來た 人々 との 對話、 さて は そこから 兌 1™ した 人々 のせ i: 行 をし るす 事に 擬し、 後の 三 

卷は、 g 屮を 屮1 でて 心に まかせた 行脚の 逬 すがらに、 -Jtn に觸れ たの を 記す 事に 擬 して K る。 敢て、 擬 するとい 

ふ。 これ は 序にい ふ 所 を そのままに うけいれての 事です。 「世 を 深く 忍び、 遠くの がれて、 隱德の 有人、 風流 男女 

にか きらす、 名 を埤 みて 住し を、 其！： 其 M に兑 しに、 境界 殊勝に おも はれ、 あらまし に、 害う つして *  土^に 迚似 

籠た る 物 を 明れば、 名所 紙の あるに まかせて、 かさね 拾ら れし」 と は 序にい ふ 所です が、 また かう もしる されて あ 
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ります。 「ひとり/ \ 名のな き 人 を 尋ねし に、 呰 世に 傳 へし 人 也、 其 身の 取 置きに 氣を 付て 兌し に、 いはで それと 

は fi れ なし、 茼 中に 有て 見し と 害し は、 死去し 人 也、 行脚に 寄て 書く は、 世に ある 人と 云々」 して 兑 ると 花 葉の 翁 

も、 朝覺の 翁 も窟の 前に 來て相 語うた とい ふ 事 は、 明かに 虛樯 であり、 西鶯 軒が 袖の 湊で 菊の 翁と 邂逅した とい ふ 

も、 ただ 生者た る 事 を 示す 手段に 過ぎない。 西 鷲 軒の 笳屮の 修行 も、 行脚 も、 さう いふ 譯 であると したなら、 西^ 

軒 その 人 を も必 すし も資 在の 人物との み 兒るを 要さない。 そこから 彼 を 西： i その 人の 傀儡と も、 また 分.^ とも 兌る 

亊が 許されます。 

r 艷隱 者」 の窨は 勿論 ある 種の 隱 者の 列 傳で あるから、 單に 「扶桑 隱 逸傳」 の 體裁を 以てした だけで よい 譯 です。 

それが どうして、 あらす ともよい と 思 はるる 西 鶯軒を 拉し來 つた 事で せう か。 「一 代^」 は r 大 下馬」 の 一名 「近 

年 諸 國咄」 の 如く、 なほ 「諸阔 遊 単： 咄」 と 命名しても よい^で すが、 一面 「源氏物語」 の 趣向 を 世話 化する がた め 

に、 世 之 介 を 活^させても ゐ ます。 しかし、 西鶯 軒に 何の 活躍す る 所が ありませ う。 その 點に 於いて、 西 梵軒は 

「二 代^」 の 世 傅と 類似して 居る。 世 傳は世 之 介の 遣 子で あるが、 肝心の 「二 代 男」 の 中には、 ただよう も 諸阈の 

諸分覺 えたと 驚かさる るく にと いふ 遣 手の 長話 を 聞き 書し、 加筆す る 役目 をな すに 過ぎません。 「二 代^」 に 於い 

て 作者 はいふ。 「世 傳がニ 代 近年の 色 人殘ら す、 "冗に 加筆せ し、 され ど # 名 にして、 あら はに しるしが たし、 

此 道に たよる 人 は合點 なるべし、 其 里 其 女郎に、 氣を つけて 見 給 ふべ し、 時代 前後 も あるべし」 即ち 「近代 艷 隱 者」 

の 「いはで それと は隱れ なし」 と 近い 行き方 を 以て、 ここに 嫖客 遊女の 列傳 をた しました。 西 驚 軒と 世 傅、 並に く 

によ、 西鹧の 鬼^た る 點 に^いて 同一 に視 なければ ならない。 もし 西 鶴の 分身で あると いふなら ば、 を 異にする 


こ. e 等 も- 呰西 鶴に 於いて； t 然 たる 一 に歸 するとい ふ 事になります。 

或は 知らす、 この 三者の みか、 三者に よって^ へられた 嫖客、 まきた 隠者が また 西 鶴の 分身で たいかと いふ 疑問 

も 起り ます。 さ つい ふ考へ は 果して 許さる る 事で せう か。 

くる 年 は本卦 にかへ る ほど ふりて、 足；^ 車の 昔 も. 斗に うとく、 桑の 木の 杖なくて はたより なく、 次第に を かしう 

なる もの かなと 歎きながら も、 浮世 遊の 君、 白拍子、 戯女 見の こせし 事 もな き 身 を、 また 女 *| 島へ 渡って 摑 みどり 

の 女せ しめよう の 意氣に 燃えて、 好色 丸の 船出した のが 「一代 si -」 の 世 之 介でした。 色に 殉 すと いふか、 色に 徹す 

とい ふか、 歡樂の 極み を M つて 喪く^ を 知らない のが、 あの 頃の 人々 の 心であります。 犢 牛^の^ 犬 を 黑燒 にして 

、 山家の 作り-一 rc 槳 になり て 狼の 黑燒 はと 賫り あるいて、 多分の 代 を 騙り 取った の は 「= 本 永代 蔵」 の^の 才覺 男で 

した。 初^ 凝 昔の 戶 帳の 時代 渡りの 唐絨 なる 事 を 知って、 古びて 破れたり、 新しい の を 寄進に つかう と、 とり かへ 

歸 りて. 大事の 茶 入の 袋、 表具 切に^ りて 分^者に なった の は 「永代^」 の 質屋の^ 人でした。 利の ために は 人 を 

s かさう が、 欺 さう が、 祌ゃ怫 を だしに 遣 はう が 構 ふ！ ^はない、 その 才覺 を發 揮して 長者になる がよ し、 もし 才覺 

を 寺ち. 竹 はさぬ 者 は 仕方がな いから、 長者 丸 を = 夜に 服用して、 吝啬と 笑 はれよう が、 ぶち 叩かれよ うが、 M にも 

とめす に 一途に 致 ゥ3 成功の 端 を 開けと いふの が、 その IS の 人々 の 心であります。 逍義の 抑へ る もの もな く、 因^の 

鹿る. なき 町人 は、 かう いふ 様に 色と 愁 と に 驀然 と 突進し ました。 

^^の 酒屋の 惣 M がお 原の 虱に しみて >  U 前の 極樂 とは爱 の 事、 寢た 間は佛 と、 三つが さねの 蒲^の 上に 樂 枕し 
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て吉 野太 夫と 一 つ 二つ ものい ふ 時、 隣の 床の 客の もとに 急ぎの 手紙が 來る、 これ は H 出たい 金銀 抓み 取りの 內證、 

關東筋 大風 ふいて、 米が あがる とい ふ、 これから 大^にく だり 西 國米買 込み あがり 請けたら ば 太夫 を 根 引に する 

ぞ、 夜が 明け 次第に 爱を 立つ ぞと 今す こしの 別れ を 惜み、 床 を はたれ かねた の を， 伊丹の 客 は 首尾 かま はす^ぎ か 

へり、 其の 日の W つ 前に 大阪の 北濱へ ついて 米 大分 買 ひ 込む に、 晝 から あがって、 ただ 一時に 三十 八 貫目 丁 銀に て 

まう け、 この 忍 ひ 入れに 油貿 込み、 叉 叫 十四 貫： Z あがり を 請けて 親に 小判の 山 を 見せる とい ふ 話が 留」 に狨せ 

られて 居ます。 これ は&を 以て 利に かへ た 者でした。 けれど、 彼 はた だ 利の ために 利 を逐ふ もので なく、 利 を 得て 

後に 更に 犬なる 色 を 得ようと する のでした。 ひとり 彼のみ ならす その 頃の 町人 はせ この 勇猛心 を もって 居ました。 

彼等 はいふ、 世の 人々 が 業に 苦しむ の は、 儲けて 色に 遊ばん ため、 色に 遊ばぬ 長者に 何の 儕が あらう ぞと。 彼等 は 

その 言葉 さながらに 牛； きもし、 生きようと もしました。 この 生活 を 肯定して、 更に 語 を 加へ て、 人生の 意義、 賞に 

ここに ありと 斷. f るの が 西 鶴の 浮世草子であります。 彼 は 彼等に 示して かう いうので した。 人 は 十 n 一まで は辨 へな 

く、 それより 二十 §: 五まで は 親の 指 H をう け、 其 後 は 我と 世 を かせぎ" 四十 四 五までに 一生の 家 を 闲 め遊樂 する 事 

に 極まれり と。 その 遊 樂の極 こそ 「一代 男」 「二 代^」 に 現 はれた る粹 であります。 

斯 くも 現實に 立脚し 世 問に 沒 頭して 居る 西 鶴の 諸 作 を 見 終って、 さて 西鸫の 作と も 作に あらす ともい はるる 「近 

代艷 隱^」 に對 せば 如何。 そこに はま づ 出世間の 色調の 横溢せ る を 兌る。 

若き 3;T か來 ました。 彼 は 我が 父の 家 を 忍び 屮1 でて 遊里に 通 ふに、 行きに は 後の うれ ひ を 忘れ、 相^ ふに 一 生の 前 

後 を 忘れ、 歸 るに 父母の 心の ほど を 思 ひわ づ らふ ものでした。 このまよ ひ を 解て、 たのしみの ニー 一 n を 授け 給へ と 


ふ。 請 はれた 風 人 は 斯う 答へ る。 「足下 茇に とどまり、 今 家に かへ らん 事 を 恐る、 共 心 ひとへ に愁を もとむ るに あ 

り、 夕の 行 は ゆ ふ 興の 時 を 得る もの 也、 今、 歸るは 行 時の 順なる もの 也、 時 を 得て 順に かへ る は 物の 常 也、 何 を か 

おそれ 何 を か 歎かん、 人のお も ひ は 限な し 人の 命 はかぎ り あり、 限 ある 命 を もって、 かぎりなき 思 ひを愁 ふ、 愚な 

るに あらす や、 限 有 命を樂 むに 誰 を かお それ、 誰 を か 憚らん、 夫人 は 後に 悔む を至嚴 とい ふ、 時 を 得る にもた のし 

みの 時 を 失 ふ を も、 樂むを 風 人と いふ、 風 人 は 行て i! ぶ時內 をお も はす、 遊ぶ に 外 を はからす、 是非 を とがめす 座 

とともに 利して 悅び をな し、 人 をた のしめて 己 を 安ん する 也、 歸 るに 愁を おも はす、 人の 嘲 をぁづ からす、 是を風 

人と 云、 愁喜は 我に ありて 天 にあら す、 此心 を樂 まば、 たのしみ をし らんと。 若 い^は 家に 歸 つて 後、 贵は身 を 

いかす にたら す、 財 はこ ころ をた のしむ 物に あらす」 とて、 家 を 弟に 譲る^ として、 自分 は 花作りと なって 骨 を 送 

つたと いふ。 これ は 「近代 艷隱 お」 の 一 話です。 

他の 二十 三 話の 人物 も 大方 この 風 人の 徒でした。 なほ 「扶桑 隱逸傳 J の 「其 隱而遯 者。 大而不 切。 乃 今 採 其顯而 

可 見者。 而近求 之 於 木 朝。 始不論 緇素。 凡 有 逸迹^ 皆收 之」 の 類で その 人々 の 行 迹は问 一で はない。 されば 前の 風 

人の 艷に 遠ざかる に 異なって、 財に 一 心 を 汚さす 淸富 にして 淸贫 にも 劣る 亊 なく、 遊民と なる 事 を 恐れて、 世俗 を 

離れす、 内外の 分 を 定めて 此 里に 引 込み、 氣を養 ひ 性 を 樂 しむ。 栖興 盡れば 都に 出で て 舞妓に たはれ、 舞 童と 遊ぶ。 

され ど 愛 を 請 ふる 心なく、 富貴に 奢る 心なく、 ただ 彼と 共に 遊び、 彼と 共に 慰む とい ふ 蜣峨の 風流 男 もあります。 

之 を耍す るに、 宛た る 老莊^ の 所謂 逍 人の 持つ 所であって、 その 言葉 も そ のま まに 老莊の 書から 借り 來た事 の 多い 

の を 認めます。 娘の 病死、 つづいて 母なる 妻の 自殺、 その 間に も、 朝に 起き 夕 は 臥す る はつねの 變、 永く 臥し. 水く 
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起る は 生死の 變 といって、 靜に 七絃の 琴を撫 して 樂 しむ 人の 所行 はすで に莊 子が 範を 示して ゐ ます。 ー艷 隱^」 の 

一 人、 永代 島 あたりに^ 篥を ふく 若 道心の^ i 至 を 窺 ふと、 棚に は 老莊の 一 一書が あると いふ。 「抉 桑 隠逸 傅」 は 何と 

いふても 佛逬 から 出發 して 居ます。 故に 大隱 より 更に 大 なる 者は怫 なりと いひ、 「.s 有雞 見。 隱 顯叵 測。 湯 A 乎 無 

名焉」 を ま？ してお ますが、 それと これとの 問に おの づ から 色調の 相異を 認める。 

八/、 ここに 老莊 の哲舉 を說 かう と はしません。 けれど その 筏 歸逍の 思想、 ^^の 思想の 屮に 後の 享樂 思想 を產み 

屮 Z す 素 &: をお する 事 を， 認め、 その 大 なる 腋世觀 は ー逆轉 すれば、 ナ、 なる 樂； 大觀 をた す 機 を鈸 する こと を 認めます。 

漢代紈 素の 贵 公子の 遊蕩 も、 この 害 によって、 C らの 意義 を 悟り、 晋代 竹林の 七 野 士も、 この 现 から 出發 して、 そ 

の迥 I となり 享樂 となった 譯 でした。 眞 人の 思想から 不老不死の 神仙 思想 を 派出した 事 も、 更に 肉 愁沈醉 の 歡樂鄉 

を岐 生した 事 も、 曲解され 誤解され たにせ よ， また 老^と 相聯關 して ゐ ます。 ^之 介の 渡った 女 護 島のお の 如き も、 

一 綏の繫 る 所が あると 兌ら れ ます。 かう いふ 譯 ですから、 多くの 隱遁 者を撿 討して ゆく と、 隱遁 のた めの 隱遞 か、 

はた 享樂 のた めの 隱遛 かの^に 迷 ふ 者が 多い。 それならば 艷隱者 ども は 如何、 かう いふ 點 から 兑 ると、 どうやら 享 

樂 のた め隱遞 者と いふべき ものが 數 へられます。 艷隱 者と は實 は享樂 的隱遁 おなりと いひたい。 

享樂、 この 1J?;2 を 下す 時" それ は 島 原の 遊び も、 山林の 遊び も 皆 一 つに 兌る 譯で すが、 その 中に 入れば 齡 然とし 

て そこに は， 的と 出世 M 的との 距離 を^して ゐ ます。 わたくしども は 西 鶴 を 以て 世 問 的 享樂を 主張す る ものと 兌 

てゐ ます。 彼の 生活から 顧ても、 さう あるべき 害と 思 ひます。 そこから 「近代 艷 隠者」 の 西 鶴 作 否定 說も 成立つ 譯 


でした。 文化 文政 度に 於け る 遊蕩 者 輩 は老莊 の冋^ をな して、 c: 分违の 行爲を 辯 解す る资に 供し まし ズ。 西 ^ の 場 

八：： も^して さう でしたら うか。 「近代 艷隱 者」 もさう いふ^から 作られた もので せう か。 それとも 老莊 思想 をと り 

入れねば ならぬ 必然的の ものが、 两弒の 屮に存 して 居た のでせ うか。 

n 本の 文藝 S 想史に 於け る老莊 思想の 消長 は、 さておいて、 西鹤に 近き 時代に 何もの があった らう。 

闌臥義 炎。 高潔 慕 商皓。 鞠 頑 得道 遲。 帶病傷 秋 平。 聲 急蟬辭 枝。 影微登 依草。 旣與造 物 遊。 驟懐忘 裴老。 

これ は r 锼醬 集」 に^えた 石 川 丈 山の 詠懷の 詩で ある。 老莊の 口の 濃 さが 兌ら れ ます。 彼の 迺 I は 人生 そのもの- 

に 對 する 悲觀 から 來 たので なく、  人生の 拘束 覊^ に對 する 不平 不滿 から 來 ただけ に、 それから 離る る や、 露に 野鹤 

のお も ひ を 以て 生を樂 むので した。 彼 は 「弊 廐 煎 藥又猥 芋。 髡黹 江湖 一 病 翁」 と 自ら を斷 じながら も、 柬 山に 數奇 

を 凝らして 支那の 隱 者の 居に 倣て 樂み、 詩仙 臺を 作って は 三十 仙、 また 一詩 仙 を 加へ る ^を考 へて 樂み、 亡 た s じ 

隱 者なる 歌の！ a 俊、 粛の松 花 堂と 居 を 隔て 住み、 時に 相 圆の烟 を 揚げて 互に 往來 して 樂 みました。 これ 寅に 艷隱者 

とよぶ に ふさ はしい ものではありません か。 ^して 「艷隱 者」 の 作者 は 之 を 作屮に 取り入れました。 獨の 老人 跡よ 

り 美 宜を伴 ひ、 彷徨と して 來り、 共體 仰ぎ：：^ るに、 布の 單 なる 物 を 頭に かぶり 石の 手に 黎の杖 を 突き、 ひだりの 乎 

に杜 戈の 詩 を 持ちたり とい ふ 花 葉の 翁が それです。 翁 はいふ、 一生 妻と いふ ものなければ、 彼に 着す る 事 もな く、 

子孫な け-—. ま、 後名 を： s ふ^たし と。 そこへ 乎に 艷書を たづ さへ、 女の 意に n 一筋の 絲か けたる 仙 器 を もたせて 來た 

朝覺翁 はこれ を駁 して、 愛 を 斷抡て 其 もとに 役る かとお も ふに、 邪に 小 宣を寵 し、 變を 兌て はお どろき 斷 袖の^ ひ 
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をのべ て 着心 追悼の 詩 を 作し、 春風 泪を 乾かし かね、 是 よりして 其 i§ 少から すと いふ。 ここに。 はした くも、 

作屮 に、 よく 女 道男逬 の位爭 ひが あるの を 面白い と 思 ひます。 それ は 兎 も； w、 丈 山の この 思想 は當然 漢詩 人と して 

傅統 的に うけ 取れる ものが、 境遇の 上から その 强さを 加へ たものと 兒られ ます。 もし 西： i にして、 老莊に 共^す る 

所がなかったなら、 それ は何處 から 來た 事で せう か。 

老莊の 思想 は 詩賦を 通じて そのままに 奈良 平安の 責舯の 間に 傳 はり、 今、 五山 を經 て、 丈 山 その他にまで 來 まし 

た。 ここに 他の 一脈が ある。 兼 好 その他の 遁世 者 は、 それ を 佛敎と 混じて しかも 和げ たもので す。 「徒然^.」 が享樂 

的 厭世 思想より 成る 事 は 明かな ことです。 それ は 連歌師の 手 を 通じて、 俳諧師にまで 及びました。 「徒然が」 が 今 

n にまで 殘 つたの は、 連歌師 問に 傳寫 せられた ためで あり、 これが 刊行せられ たの は述歌 俳諧 流行の 機運に 會 した 

爲め である こと を考 へねば なりません。 連歌師 宗祇を 產んだ 時勢と、 老莊を 產んだ 時勢との il に、 幾多の 共通 點が 

存在して 居る。 その 時勢の 變轉 は、 宗祇 等の 心と 行と を 承け る 者 をして、 おの づ から 異なる ところ あらしめ ました 

「竹 镄 物語」 の 竹齋の 洒脫な 態度 や 「東海道 名所 記」 の樂阿 彌の飄 逸な 行動が それ を 代表し ます。 假名 草子の 發生 

の あと を 顧る 時、 どうしても、 それ 等の 脈が 四 鶴の 作 中に も 强く搏 つ こと を^ はなければ なりません。 諸 國咄の 形 

式 をと る こと、 前にい ふが 如く、 また 「武道 傳來 記」 にも 附 題して 「諸 國敵 討」 と いふが 如き は、 大阪が 諸^ 廻船 

の 港た るが 故に、 問 書に 都合が よかった とい ふ 見方の みで はなく、 これ 等の 系統 を遂 ふためと 解しても よい。 

この 兑 方が、 西 鶴の 俳諧師た る 事實と 結びつく 時、 彼が 旅行の 人と して、 足跡 いづこに 及んだ か、 また 「我 戀の 

松な は さぞ 初 かすみ」 名所 を 居ながら にして 戀ひ憬 れてゐ たかは、 しばらく 措いて、 なほ 十 景の名 を 域內の 所々 に 


命じた 丈 山 を、 心の 行脚 者と 兑る 意味に 於いて、 さきの？ I 鷺軒橋 泉 を- S 鶴 その 人の 傀儡と：^ る 事に とどまらす、 そ 

の 分身と して 許さた ければ たらなくなります。 なほ 一 つ を 加へ る。 西 鶴の 俳諧の 談林は 漢詩の 影響 を受 くる ことが 

多い。 その 成句 を 借用して 我が もの 弒を する 場合 も 多い。 その 例を擧 ぐる 煩し さに、 ただ 「二 代 男」 の 中から ニコ. i 

を 摘出し ます。 

御紋附 の牟、 角 助か さし 掛、 肩で 風 切って、 ちらしぬ る粧 は、 玉 雨 枝な き^: 梅 落と 詩人な どの 詠むべき 所な り、 

御室の 名木 呤て、 酒 幔高摟 寺 前の 花と、 あちの 人の 眺めし も、 愛 程に は ある まじ、 乳房 隱す 女より、 胸 あけ 掛て 

見せた る、 和 朝の 風俗^すべし、 . 

斯うい ふ 所から 類推して 西 鶴が 必す しも 漢詩に 緣 遠から す、 從 つて、 老莊 そのものに 觸れ る^ 食の ないでも なか 

つた 事を考 へる。 しかし、 これ だけ を z-て 「近代 艷隱 者」 の西鹋 著作 を 許す わけに は ゆかない。 何故たら ば 西 鶴な 

らす とも、 他の 談林 系統に 屬 する 作家の 筆になる とい ふ 事 もい ひ 得る 專 ですから。 また 「徒然 草」 の 影響 を S くる 

事 多き 「好色 三代 男」 かって は 西 鶴の 作と 信ぜられ たが、 今日に 於いて は 唯 一 人 信 やる ものの ない もの 迄 も、 西 鶴 

作と 認める 事になります から。  . 

兼 好の 無常 觀は 人生 をい み じき ものと 见る專 になります。 死が あり、 破 壌が あれば こそ、 われ 等の 牛 >) 樂ま うと 

する ものの あはれ が、 かくて 成立 するとい ふので す。 その 厭世 思想と 享樂 思想と は 相 背反す る 事がない。 彼 は 閑寂 

を 愛し、 つれづれ を 愛します。 また 彼 は 破れた る戀を 愛し、 逢 はぬ 戀を 愛します。 これ も 一切 穴 二と いふ 所から、 す 
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ベて は 一 に^す とい ふ兑 地から いふので せう。 否、 それ は ひとり 迢と怫 との 忍 想から 來 るので なく、 平安朝の 風流 

男女の 體驗 によって 知り 得た もの を 加へ てゐ ると ず r へられます。 平安朝 人 は戀の 情趣 を 貧り 味 はう とする。 戀の苦 

しさ は 盲目的に 昂る 事に よって はじまる 事 を 知りました。 熱情の 炎の 中に 冷 靜の水 を 滴す ことによって、 戀の 一切 

は樂 しきもの、 うれし， きものと なる の理を 解し ました。 互に 技巧 を 弄する だけの 餘裕、 その 技巧 を 洞察す る だけの 

落ち つ きを 持 つ 者の みがい み じき 戀を なす资 格が あ ると 悟りました。 た え 間な き ほどに^ 驗 する 戀 の 飽和 は、 自ら 

胸に 湧く 熱烈の 情に 節制の 水 を 注いで、 かう いふ 斷定を 導き 米り ました。 故に 戀を 得た 其の うれし さの ただ 屮に、 

これ を 失 ふ 時の 哀し さを考 へよ、 泣けよ と 兼 好 もい ふ。 

かう いふ 遊戲 性の 戀 愛が、 あの 道義の やかましい 江戸時代 にも 許されました。 それ は 廓に 於け る戀 愛です。 廓の 

戀愛 にして、 この 制限が たいとしたら、 廓 は 成立せ す、 廓の 與趣は 空なる ものと なって 了 ふ。 徒然 萆は その 意味に 

於いて 恰好な 廓 通 ひの 風流 男の 敎訓 書と たります。 あの 「たきつけ」 「もえぐ ゐ」 「けしす み」 は、 ただ それ を^ 

承した のに 過ぎない。 その 文章 を そのままに 踏襲し、 その 意 ある 所 を 敷衍した に過ぎない。 しかも、 これが 後の 浮 

i 草子 「好色 一代 男」 の先驅 者で ありました。 人 は 西 鶴を粹 法師と いふ、 彼 は 俳諧師と いふ 傅^の もとに^ 形で あ 

つたから、 この 名 は當然 です が、 彼 はまた それによ つて、 雙 岡の 法師と もたらび 稱 せられる ものです。 ただし、 後 

の 法師 は 前の 法師の 所說を 口 うつしに する もので はない。 わけの 聖 たる 實に 彼み づ からの 體驗 から 來て 居ます。 

廓に 入りび たりの 彼 は、 よく 廓の 眞相を 解し 遊女の 眞相を 解し ました。 その 理解 を 筆に したの が 彼の 好色本で 

す-。 彼 は 女^の 髮 切り 爪切の 裏面 を 知りました。 死人の それ を 買って、 眞の もの は 手管の K に 遣 はして、 外の 五 七 人 


の 大盡へ は贵様 故に 切る とい ふて、 偽の もの を 遣る のです。 これ を r 一  代 SR」 にも 書いた 彼 は 「一 一代 男」 に 於いて 

はな ほ 立 入って、 その 指 は 我儘に は 切らせす、 親方に 斷り いうて、 手管の 男で ない 資證を 示してから 切る 次第 を 書 

きました。 揚屋 町の 北口より 南の 門まで、 太夫ぬ めり 近屮^ 九十 六 足の 所から、 太夫の 入 帳 遣 帳から 決して 笑 はぬ 

と 賭け事 をした 女郎 を 笑 はす 上 工夫 は、 耳 近く 哿 つて、 節句 も今ぢ や、 まづ これで 拂を しゃれと、 小石の 紙 包 を抆 

げ 出す にある 事 も 書きました。 女郎の 勤の 暇の 百 物語が おじて ％ を だました 心の 鬼の 物^き^、 話しの 當人 共が 幻 

に 顯れて 恨た てる、 その 時に ある 女郎が 各 揚屋の 算用 殘り はとい へ ば、 借金 ほど 好かぬ もの はない のか， 此の 聲閱 

くと 共に 姿 は 消え失せた とも^きました。 さう いふ 様に 委曲 を盡 した 所から、 粹の 叙述が はじまります。 

足 州の 傳 七と 世 之 介と が 野 秋 を 屮 にしての ゆ ひ を、 粹に 捌いて、 一 n はさみに あ ひぬ、 昨日の^ を 今日い はす、 

今日の 事 を 明日 語らす、 そな はっての 利發 人、 文つ か はしける にも： .1 方お なじ 心 をつ くし、 起請 もお 二人より 外 は 

書ぬ とい ふ 化な しとたり、 さて は 不思議の 出合、 此 時和談 して 三人 同じ 枕 をなら ベながら、 下^て^：: 尾す る譯 もな 

く、 ぁぢた 事 許、 前代未聞の 倾械 狂と いふ ことにまで なりました。 妬み は 野暮の^、 恨 もまた 不粹の 茶です。 赏は 

それほど に^ぜね ばと 起請の 斷り いふ 小 太夫に、 それたら 惚れぬ とい ふ 誓紙 を 書け とい ふ 客の 譯 知り、 老いての 後 

に 子供 手代に その 誓弒 取り出し、 惚れ ませぬ とい ふ 起請、 世に ない 專 なれ ど、 これに さへ 見棠て 難く 心を盡 した ほ 

どに、 今の 世 智贤き 女郎の 僞 誓紙と つて 喜ぶ は あさましい、 惡所狂 は ほどが よいと いひき かす こそ、 粹な^ 见 とも 

いふべき でせ う。 

この やうな 粹の窮 る 所 は 何ぞ。 E く逍。 かう 胸に^ んだ 時、 はしなくも 「近代 艷 隱老」 の 岡 崎の 市 隱の言 葉 を 思 

「近代 艷^ *」 考^ iiw  ニニ 七 


江戶 文^ 硏究  ニニ 八 

ひ 出します。 

色より 至 迸に 入 こそ 誠の 近 なれ、 此道 のいたり とい はば、 色に おぼれ 情に ひかれ 遊 を ことと 成に は あらす、 漸 

入て は 人の こころば せ を 知、 世の ままならぬ 常 を さとり、 契し かね ことの 夢なる 事 を 思 ふは此 はじめたり、 初 

春の 朝 我閎に 曙の 鐘を哀 み、 宿の 軒端に 霞 を 見る もお かしく、 秋の 初 夕、 佛 前に 魂 まつる 業、 物す ごき 暮の冬 

も， 月 を 見る こころと なって、 其 色里の 便き かぬ 事 も 還て たのしむ は、 至 道に 入の 門たり、 形 は 外 を かさら す 

美人の 色 を わすれ、 心 を 懷て靜 にし、 自默 して 言 を やむ る は 心 を ゆたかに せん 爲也、 ゆたか たれば 色 心 動す 心 

うごかねば 形を勞 せす、 形 安ければ 心悅 ぶ、 こころ 悅時は 常に 色 有て 樂 足り、 いまだ 迮 見る 迮兑ぬ をい ふに あ 

らす、 此 境に. S たれば" 形うる はしく 老に 至る 事 遠し、 是 より 物と 相 さか はす、 知 を 捨て 愚に 入 時 は 色道の 至 

極と なる、 

これ を讀む もの は、 「徒然 草」 の 一 節 を 思 ひ 出さざる を 得ないで せう。 それ は ともあれ、 「 一 代^」 より n 一代 

E ？」 に 至って、 西 鶴の 遊里の 裏面、 遊女の 實 情の 穿鑿が 漸く 微に 入って、 あの 穿ちと いふ 位にまで なつ て^る 事 か 

ら、 また 「一代 男」 の 結末 は 女 護 島 渡りで あり、 「二 代お」 の は 女色の 裏の 大往生で あると いふ 相異 から、 「一代 

w」 「一 一代 男 j さて 「近代 艷隱 者」 とに 展開 を あとづける 事 は 許されな いもので せう か。 

切らせた 指 を 百 八の 珠に黎 ぎ、 是を 後世の 嵇 となし、 三十 三の 三月 十五 日限に、 さし 引な しに 遣槳 て、 大 盡大往 

生 を 極めけ る、 これ^の 中の 浮れ 男に 物の 限り を 知らし めん 爲 なりと いふの は 世 傅の 最期でした。 一代の 遺 繰の 文 

^常： ね、 煙の 中に 手 を 合せ、 眠れる 様に 臨終の 時、 日 比 撒きお きし を毡の ー步 小判の 花 降り、 世 を 先立ちし 太： k ど 


もが 諸の 菩薩に 姿 を變へ ， 八^の 小 布 M に 救 ひ 取る 臨終 は、 是 死んでの 德、 無心い はれす、 五節句！！ はす、 常住 不 

斷の 上^:: IT 頭 北西^の 樂^、  K り を 知らす 黉 歎を受 くるに 値します。 かくても なほ、 これ を 色より 至 道に 入る 者 

の 前提と して 考 へる 事が 出來 ない のでせ うか、 題名の 「 艷隠 お」 の 「su は單 なる 享樂 でなくて、 やはり 色の享 樂 

を蔡 とする It ですから。 

「好 &ニ代 5?;」 を 「一代^」 と 「艷^ お」 との 中 M において r 艷隱 者」 の西鹧 述作の 可能性 を 兌 出さう とすると、 

卷 頭の 「我 化て 死し、 又 化して 生じ、」 もさて はとお も はれ、 または 「重箱に 釵 入れと あ-へ 物 一 っ瓢 摩の 消も樂 みは 

s じ、 絹 幕お 枕の 見 透く に、 風呂敷 引 張し 屮に、 入 子 鉢の 明筌を 枕に した も、 夢幻の 舂じゃ もの、 恥ぬべき^ にも 

あらす」、 とい ひ、 また 「大鵬 は 九 萬 鬼 駅り、 周の 穆 王の 乘れし 駒 を」 とい ふの も、 もしゃと 思 はれます。 もし そ 

れ 「暁 風殘ぉ 夜の 凉、 八， 朝 思へば 夢」 の ごとき 語句に あ ひ、 「和國 の- 2： 外の 濱、 松 前のお 渡り、 人家 離れて、 枯野 

の 薄 分けて 行く に、 入海 三 里の 氣色、 蝦夷が 千 の 松し やれて、 岩 自然の 美形、 浪に數 寄る 花 貝、 紅^ 紫蘭の 眼 を 

奪 はれ、 夕日 磯に 落ちて 八 色の 玉 を 洗 ふ、 古木 靑龍 動かす、 洲 崎の 令： 人 を 兌 しらす、」 の 如き 筆法 を 兌る と、 もう 

r 艷隱 者」 と は 同 一 歩武に ありと いはう とします。 

西 鶴の 浮世草子 を讀 むと、 世 之 介 も、 世俾 も、 世傳 及びく にに よって 傳 へられた 悴容 も、 ^彼の 分身で ある 事が 

合點 せられる。 f^J 者 ども また その 分身と いひ 得る。 

西 鶴 も かって は 耽溺の 人でした、 今 はわけ の聖 です。 彼は當 時の 町人 どもが^ 級 制度に 對 して 半意識、 キ無^ 識 
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の 中に 感 する 愤懣 以上の ある もの を 有して ゐた 害です。 町人の 憤懣 は 廓に よって 和 げられ る。 彼の 憤遴 もまた 廓に 

よって 和 げられ もし、 形も變 へられ もした。 さう して 現 はれた のが 談林 であり、 浮世草子であります。 彼は談 林の 

俳諧師で あり、 浮世草子の 作者で ありました。 故に 彼 は 廓に 遊ぶ 富豪に 陪 して、 その 興 をた すくる 封 Ei! でも あつ 

た。 當 時に 於いて はやむ を 得ざる 所でせ う。 洒落 本の 京傳 もまた 十八 大通 などの 腿 巾着で あり、 封 siw であった。 

そこに 二人の 差 をお も はねば ならない。 京 俥 は屈從 し、 西 鶴 は傲谩 であると。 その 西 鶴に して 封 は 遊女と 共に 

哀しき 身す ぎで あり，、 淺 ましき 職業で あると 思った 事が 西 鶴に あったら うか、 面白 を かしく 笑 はせ ておいて、 後 ざ 

まに 老獪の 舌 を 永く 出す 折がなかったら うか、 その 姿 を、 われながら 嘲る 瞬 g がなかったら うか。 慰^た る 彼 は i;- 

に 於いて 客より 以上に 廓 を 解し、 廊の 作法に 通じ、 廓の 表裏 を 知るべき 害です。 この 客に 對 する 優越の 感、 極言す 

れば 「徒然 草」 にい ふ 自讃、 また 俳諧 者 流が 好んで 用ゐる 自讃の 感は、 客の いたらぬ 仕う ち を 憎み もせす、 篤り も 

せす、 冷然と して 笑って 濟 ませる。 たまたま 親切 氣の 起った 時に のみ、 敎訓の 態度 を 取らせる。 笑 ふべき 事象に 對 

する 時、 彼に はかなり 複雜な 笑が 胸に 迫る。 ただ それが、 人に 反射す ると、 單 なる 大笑 ひとな つて、 笑 はれた その 

人 も 一緒に 笑 ふ 様な、 罪な き諧 譃 となって 表 はれる。 進んで 渦中に 投じて 共に 泣き 共に 悶え、 共に 愤 ると いふ 様な 

態度 を 取る 事な しに、 その 泣く もの を 泣く ままに、 悶える 者 を 悶える ままに 手 を 觸れで 見て 居り、 變動窮 りなき 相 

をお もしろ しと 思 ふだけ です。 よその 戀が 成らう が 破れよう が、 面白みに か はりな し。 人の 家が 榮 えよう が、 分散 

せう が" 人の 息子が 勘當 受けよう が、 許されよ うが、 この 世の 樂 しさに はか はり はない。 身 は 境遇と 共に 變 はらう 

が、 それ を も 面白し と觀 する 事が 出来る ほどに、 心 を 流水 行 雲なら しむる のが、 この 夢幻の 世に 善處 する 所以で あ 


ると 考 へ てゐ ました。 

これ を艷隱 者の 一人に 代 1  一一 n せし むる と、 我 はつねに 四 時のう つり 替り をた のしみ て、 飛 花 落葉に 無常 を觀 じ、 變 

化の 境 を おどろかす、 老病 を 元 rK 利と 明し、 貧富の 分 を 忘れて 爾じ として 暮 すと いふ 事で ある。 されば 七日のう ち 

にと 調伏した 驗は、 忽ち 親 仁 眩暈 心に て 倒れた の を 機に、 不孝 息子が 毒藥 1  乂んで 素 湯で 飮 まさう として、 却って そ 

の 毒に 當 つて 空しぐな つた^も、 表面 は 「本朝 二十 不孝」 の 序文 通りに 敎訓と 解しても、 底意 は 親 仁が 蘇生して 子 

の 死んだ を 歎く を かし さに あると 考 へられます。 「好色 一 代 女」 にしても、 放浪の 女の 身の かなし さ を かこつの でな 

しに、 浮世に 揉まる る 相の を かし さを樂 しむの が 作者の 肚と思 はれる。 「 一 代 女」 の を はりに もい うて ゐる、 「たと 

へ 流 を 立 たれば とて 心 は 濁りぬべき や」 と。 

^問の 西 鶴が 廓 を 出で て 家に 歸 ると 浮世草子の 作者 西 鶴と 化する。 鎗屋 町の さびしい 住 ひ は 昨 宵の 一 座の 面^さ 

を覺ぇ 書に する 西 鸫 をして、 かかる 遊與の 究極 を考 へさせ、 「開ける 梅暦に 春 を覺 え、 靑山か はって 白雪の 坷む時 

冬と はしられ」 とい ふ 「一 代 女」 の 好色 庵に^ ひ 至らせた 事で せう。 彼の 棲 家 は、 自然の 岩の 洞、 靜に片 庇 をお ろ 

す もので はない にせよ、 「宵 は 時雨して、 軒ち かき 板屋に 冬 を、 はじめて しらす、 —— 枯 野に つれて、 人の 心 も 次 

第に 山の 眠る が 如し」 とい ふわび しさの 中に あったらう。 かう いふ 風情が 俳諧師 傳統の 住居でした。 少く とも 俳諧 

師 はさう いふ 幻影の 中に 住んで ゐた。 彼の 師宗因 は 俳諧師た る 0 らを かへ りみ て、 身 はい やしくて、 四の 民に 交ら 

す 形は釋 氏に 似て 精舍 にも 住せす、 心 は 山林に ありながら、 靡 裏に はしる しれ^と いった。 西 鶴 を 以て 同じ 考を持 

する ものと したならば、 「近代 艷隱^ ：」 の 序にい ふ 如く、 世の中 を 思 ふに 何 か 珍しから す、 烏に 嘴 あり、 羽 あり、 

「近代 艷隱 者」 考ぉ tirlllH  二三 一 
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鳴 も 飛 も 心に まかすべし、 人たがら 人 ほどか はりた る もの はなしと、 無常 を 隣に、 夢 を 我稱に 語る 時が 赏際 にあつ 

たと考 へられな いでせ うか。 さぅ考 へ來 つた 時、 醉 うても、 醉 ひきれ ぬ 我 は 何ぞ、 傍觀 下瞰、 ただ 冷に 笑うて 濟す 

我 は 何ぞと 自分に 問 ひ はせ ぬか。 問 はれた 自分の 答 ふる 所 は、 艷隱者 どもの いふ 找な 言葉 を 以て^: へ た 事で せう。 

今更に 愕然として 驚いた 西 鸫は、 今^に^ 諧 の傳統 を^ ひ、 教養 を 思うて 老莊 にまで 遡って はじめて 解す る 所が あ 

つたで せう。 師の宗 ra: もい ふので した。 

老莊の 胸より. S の 霧 はれて 

よしや 吉 野の花 も 候べ く 

そこに 彼の 兌る 世の 一切の 樂 しみ を 許す 现 が^する と考 へた 事で せう。 私 は 西 鶴が どれ 程の 老子 莊 子の 書 を讀み 

こなす 事が 出來 たかを 疑問と します。 ただ 彼の 生活、 彼の 環境 は その 意の ある 所 を 掬む ことに 於いて、 他の 讀 書生 

より 早から うとい ふ 事 は^かれます。 彼 は 一 方に は 自分の 胸中に 徂徕 する 心の ある もの を 誇張 化する 事に よって、 

老^の いふ 所にまで 近づけようと しました。 さう する 事 は 悪い 事と 思 はない、 CI らを 高き におく 所以と 考 へて ゐる 

車でした。 永い 俳諧の 傳統 はな ほ西鹤 をして 此の 念 を 抱かし めた。 彼 はこの 思 ひ を 筆に しょうと 思った。 しかし、 

日^の 題材と 異なる ために 筆の 勝手が 逮ふ、 それ はよ しとしても、 老莊を 高し と 見る 一念 は それから 離れる 事 を 難 

くさせ、 老莊に 熟せざる それ は、 離れて 即 くの 工夫に うとく させました。 その 成句 を そのままに 用ゐ ざる を 得な か 

つたの もこれ がた めでせ う。 彼 は 彼が 知り 得る かぎりの 支那 古典の 文辭 を用ゐ ました。 さう して 出來 上った 「近代 

^隱 者」 が 彼の 苦心の 作で あり、 彼の. 得意の 作で あるが、 それだけに S 虛な 作、 失敗の 作と なった のでせ う。 


斯うい ふ 様に 西鹧 を：：：： r 「近代 艷隧^ 」 を 見る 事 は、 つ ひに ゆるされない 事で せう か。 この 推測 を ゆるされて か 

も、 更に とりかかる. 1 微な 穿鑿が、 西 鶴 著作 を 確め る 事に たり ませう。 

けれど" 西； i は 遊 単； に 出入す る 人で あり、 裏に はしる 人であります。 雲 を樂む 仙でなくて 人 を樂む 人で ありま 

す。 然し、 その 心の底に はこの 隱遛を 以て 高し と兑 るお も ひがあります。 3 顷は ただ 心の 一部 をい：： める に 過ぎす、 

みづ から も そのお 在 を 忘る る 程の もので せう が、 その 存在が 彼の 全创作 をして. M 菝 あらしむ る ものでした。 「近代 

艷隱 者」 は^ 際 以上に 理智 的に 構成した ものです から、 そのままに 彼の 心と して 受取る 事 は出來 ない にもせ よ、 彼 

の藝 術の 本義 を 考 へ る 時に、 對 比せざる 可から ざろ ものと^-へます。 

もし 後の 八文字^ 本に 魂な しとい ふと すれば、 また 西鶴桟 倣の 作に 西 ^ らしい 點 なしと すれば、 つまり、 西弒を 

して 「近代 艷隱 者」 を 指ち 作らせ、 得意がらせる ある もの を缺 くが ためとい ふ 事に なりません か。 私 は、 「好色 五 人 

女」 の 八百屋 物語の 終りに 附 した 「さても さても 取り集め たる 戀ゃ哀 や、 無常な り、 夢な り 現な り」 も、 その ある も 

のが、 そのままに 迸り 出で たものと 解し ます。 鹽 賣の樂 助が ただ 鹽赍 のま まの 姿と、 心して 「絨 留」 の 中に しるさ 

れ たの は、 西 鶴が 彼 を 市隱を 以て 呼ばう と. いふ 成 心 を 離れ、 隱遛 趣味に なづ まざる ためとい はう とします。 そこ か 

らおへ て來 ると 、「近代 艷 隠お」 は- c 鶴 そのままの 形で なく、 幻で ある、 その 艷隱者 は 現實の 形で なく、 理想の 影 

である。 影なる が 故に 薄し ともい はれる。 けれど これ は 未だ 西 鹧作を 確-: 儿 する もので はない。 その 確定まで は、 

途の考 察の 順序 を 履む 必要が あります。  . 

一 近代 艷 .1 者」 考 や 序言  二三 三 
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それにしても 

浮世の 月見す ごしに けり 末！  U 牛 

淡々 乎と して 生涯 を 一 句に 纏めた 彼の 辭世を 何と 見 ませう か * 

仙 皓西鶴  ゾ：. ■  ■ ： 

先師の 墓碑に ただこれ だけ を銘 した 團水 等の 意 は那邊 にあった でせ う。 

(大正 十 一 年 「早 稻田文 學」) 


國姓 爺合戰 の 紅 流し に 就いて 

1 黑木勘 藏君を 追想す 1 

近 松 門左衛 I:. の國姓 爺合戰 以前、 すでに 鄭 成功の 事蹟 を 題材と した 瑠璃が あった、 錦 文 流の 國仙 野手 柄 日記 こ 

れ である、 しかも 二者の 間に は 極めて 緊密な 關 係が ある、 とい ふこと は 今日に 於いて こそ^ 識 になり きって ゐるも 

のの、 今から 十數年 前は必 すし もさう ではなかった。 錦 文 流に 其の 作の ある こと すら 知られない ほどであった。 そ 

れ なのに、 わたくしが 割合に 平 く 其の もの を讀 み、 また 近 松の 作との 交 涉を考 へる ことの 出來 たの は、 一に 亡友れ； 

木 勘藏^ の 斡旋が あつたから である。 ^の ほ 瑠璃 作品 に 博く 通暁して ゐ たこと は 今； 史樓言 を 要しな い。 邦樂 年表 の 

編著 裕 にこれ を 示して ゐる。 懶惰の 性、 流布 普遍の もの すら 眼 を 通さう ともしない わたくしが、 K にもな く 奇書 珍 

籍に 寓目す る こと は 君の 慫慂 による ものが 多い。 阈仙 野手 抦 日記の 如き も、 まさしく それであった。 

國仙 野手 柄 日記の 解說 及び それと 國姓 爺合戰 との 關 係に 就いては、 說 いて 精し くな いまでも 君の 書きの こした も 

のが ある。 これ もまた 此の 事 を 常識 化する に與 つて 力あった 一 つで あらう。. これ を ここに 寫 しとる にも 感 多少。 ^ 

國姓爺 合 戰の紅 流しに 就いて  二三 五 
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はとみ に 病んで 遽 しく^ を 去った。 昔^い まだ あざやかなる に、 時 は 早く も 流れて、 また^と 別れた 悲し. S 秋の 半 

ばと なった ので あ る。 

此作 (阈 姓 爺 合戰) より 前に 國姓爺 を 題材と した 淨 瑠璃と して 作られた ものに！： 仙 野手 枘 R 記と いふの が あ 

る。 錦 文 流の 作で、 山 本 飛彈掾 座に 於け る^ 濃掾、 岡 本 今 文彌の 正本で ある。 著作^ 代 は 明かで ない が：. ^木の 

終りに、 山本彌 n 一五郎 受領 手づま 太夫 山 本 飛彈^ 太夫 今文彌 正本と ある q によって 化れば、 彌三； 九郞が 飛彈掾 

を 受領 後 問 もない 頃の ものであると 考へ るが、 彼の 受領 は n 宜案 によれば： 兀祿 十三 ハキ十 一 バ仆^ nl である 點か 

ら椎 すと、 此作は 同年 末 か翌十 s: 年 春 頃の 作と 考 へて よいと 思 ふ。 雲 南の 龍 明 王が 韃靼 王の 爲に その 居械 を^ 

まれた ので、 皇女 栴 だら 女 は 圍みを して RI 本に 渡り、 智勇 兼備の 士を 語ら ひ 父 王 を 助けよう として、 御影の 

沖に 船が かりし 高樓に 遠目 鏡 をす ゑて 往來の 武士 を 目 利し、 ここに 鷲尾逹 矢 之 助 氏 照、 同 矢柄 之 助 輝景の 兄弟 

を 得る。 兄 は 色事師、 あは 大力 無雙の 勇士で ある。 二人 は 彼 地に 渡って 奇計と 武略と を 以て 韃靼軍 を 敗. つて 龍 

明 王 を 救 ひ、 その 功で 兄の 遠矢 之 助 は 太子と なり、 笫の 矢柄 之 助 は阈姓 爺と なった が、 本國 からの 迎 があった 

ので 別れ を^げ て歸國 し、 兄弟が 多年 父の 敵と して 狙って ゐた大 友 彈正を 討 架す とい ふ 筋で ある。 水から くり 

など を 盛に 川 ひた 荒 Sg 無稽 の ものであるが、 近 松の 阈姓 爺より 先 にかう いふ 作の あった 事 は： 汗 n すべきで あり 

殊に 彼の 栴 だら 女と 此の 栴檀 皇女と は： g る 類似して 居る し、 又 これの 第五 段の 吳三 桂の 山 蜂 を 入れた 竹筒 ® 計 

略 は旣に 彼の 手柄 日記に 用 ひられて 居る たど、 兩 者の 問に 多少の 關係 はあった とも兑 られ るので、 今 n 迄^り 


世間に 知られて 居ない 作で ある 故玆に 一 ずして S く 次第で ある。 

これ は 昭和 一 一ハ牛 に n: 本名 著 全集の 近 松 名作 集の 解說 として 執筆され たもので あるが、 その 時 は 一 一 おの 11 に 相應な 

關 係が あると はい ひながら、 まだ 改作と も飜 案と もい はれなかった。 それ を 明かに 斷言 したの は翌 三ギ、 ョ 本文 舉 

講座の 近 松 時代物 研究に 於いてであった。 おも ふに 此の 二つの 作品の 交渉の あと は、 どちら かとい へば 共の 跡の 著- 

しい ものである。  わたくし など は讀下 に 翻案 呼ばり をした のに、 ^の愼 m- な 態度 はな ほ 其の 決定に 多くの 時 をお 

いたので ある。 さい は ひに 此の 事 は 君の 裏書が あって 獨 斷の訾 をう けす に濟ん だと はいへ、 輕卒 わたくしの 如き は 

まさに 愧 死すべき である。 

近 松が 阈仙 野手 柄 日記 を どうい ふ 態度で 飜案 改作した かとい ふこと は、 彼み づ からの 霄 葉から 知られ さう も な 

い、 しかし 作屮 を投尜 すれば 多少の 手がかり も^られよう。 現に 黑木 君の 文中に 舉 げられ てゐる ものから も 求めら 

れる。 

國姓爺 合戰の 第五 段の 軍 評定で、 ^三 桂 は 韃靼勢 を鎏に するとて 頻りに 祕 策を說 いて ゐる。 其の 一案、 山お を數 

多く 入れた 竹筒 を 士卒に 持たせ、 これ を 敵前に 拾て てわざと 逃げ 退せ る。 韃轵勢 は^ 物と 心得て 筒の 口 を拔 く、 山 

^は 賊兵を 毒 痛させる、 そこ をと つて 返して 攻めつ ける と說 明しながら、 彼は简 の：：： を拔 いて 兌せ る。 数多の 蜂が 
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^羽ぶ いて 飛んで 出た。 彼 はまた 言葉 をつ づける。 贼兵 ども は 竹筒 を淺 はかな 謀 だ、 燒 捨てて 恥 かかしよ と； W み^! 

ねて 火 をつ ける の は 必^、 共の 時 筒の 底に 仕 懸けた 火藥が 一 時に 爆發 して 敵 兵に 殘る 者と て は 御座るまい とい ひた 

がら、 火繩を 筒に さしつける。 亂 火の 仕懸が ばつと 飛び立った。 しかし 國姓^ は尤な 計略と 頷きつつ も、 其の 锬策 

を 採用し ない。 韃靼王 を 母の 敵と H ざす 彼 は、 無二無三に 之 を 討って とる こと を 欲する からで ある。 全篇の 屮樞笫 

三 段の 終始で ある。 しかし、 それ は 表面の 现 由 である、 他に 裏面に 之に 託する ものが ある。 

竹筒から 山 蝰の飛 出で て贼 兵を惱 ますこと、 また 竹筒 を燒 いて 猛火 爆發 する こと は、 ra; 仙 野手 柄 =^ にす でに 兌 

えて ゐる。 演出の 場 は 相 應の舞 臺效^ を 舉げて 喝釆を 得た やうであった。 國姓 爺が 吳三杜 の 策 を 退けた の は、 畢竟 

近 松が 飛彈掾 座の 舞臺の 工夫 を 襲用す る を 欲しなかった ためで ある。 其 の 面影 を旲 一一 一 梓の 試みに ほの 兑 せて、 事 を 

他に 轉 じたので ある。 それならば 近 松 は 國姓 爺合戰 にあって 事理の 到徹 のみ を 期して、 舞 臺の變 化 を 念と しな かつ 

たかと いふに、 決して さう ではない。 むしろ 飛彈掾 座な どの 企て 及ぶべく もない 變 幻の 工夫 を 凝した * しかもな ほ 

手柄 日記が 有つ 荒^ 無稃を 排除した ので ある。 此の 二方 面の 成功が 並行し たれば こそ、 十七 簡 月の 速 綾 興行 を 羸ち 

^たと 共 に、 其の テク スト は 手柄 日記が 殆ど 散佚 された のに 拘 はらす、 淨 瑠璃 中 の 最大 傑作 を以 て 今に 設 み つづけ 

られ るので ある。 

近 松の 飜柒 ぶりの 一 端 ji、 また 栴 だら 皇女と 遠矢 之 助 兄弟の 渡 IW- を 小む つと 栴檀 皇女の 道行に 移した ことから も 

椎 知され る。 小む つが 變 装した 男 姿、 撫付 鬢の大 たぶ さ、 朱鞘 木刀 眞 紅の 下緖、 花の 口紅 雪の おしろいと は、 これ 

ぞ女蕩 しの 遠矢 之 助の 名殘 ともい へばい へる。 すな はち 近 松 は 錦 文 流の 趣向の 輪廓 を さながらに 殘 して、 內容を 全 


く 改めた ので ある。 小む つの 若衆 姿の 如き、 渡. の 後 は 夫國姓 爺と 共に 戰場 を馳騁 する ために はなって ゐ るが、 な 

ほ 他に もっと m 大な條 件と して 极 はれて ゐる やうで ある。 其の 條 件の 一 つ は祌功 皇后の 事蹟 を藉 りて、 日本 武勇の 

精祌を 代表させる ことで ある。 皇后 は 三韓 を 征伐す るに 當 つて、 髮を 水に 垂れて 吉凶 を 卜し、 分れた 髮を 其の まま 

に 男の すなる み づらに 結うて 出陣され たので あるが、 今の 小む つのな す 所に 先 後の 違 ひ は ある ものの， 男装す る こ 

とと、 吉凶 をト する ことに か はり はない。 假 用の あとの 歴然たる 理 .5 である。 故に 小む つが 住吉の 神に 就いて 語る 

言葉の 中に も、 神 功 皇后と. 5. す 帝、 新羅 退治の 御 時な どと もい ふので ある。 此の 事 或は 近 松の 筆の りで あったら 

うか。 

小む つと 栴擅 皇女の 道行 はまた 住吉の 神の 奇特 を 語る 筋合で もあった。 さきに 第二 段の 千里の 竹に、 伊勢 大 神の 

威德を 示し、 ここに は住吉 神の 神秘 を兑 せる。 一は 夫の 身 を 守り、 一は 妻の 身 を 護る、 いづれ にしても いやち こな 

E 本 神明の 稜威 である。 作者 近 松が 國姓爺 八 "戰の 全篇 を茛 かう とする もの は H 本 精神の 發露 である。 ^土 を 舞 臺と 

したの も、 隨分 其の 發露を 鮮明に する 乎 段で ないかの 感を さへ 懐かせられる。 道行の 條に謠 曲 白 樂天を 引用した の 

も、 尊き 日本のお ん祌の 前に 唐土 のん の 何す る も のぞの 意 をし かと 見せた のであった。 

唐土の 舞臺 なる が 故に、 日本の 精 祌をロ 本の 舞臺 よりも まざまざと 見せられる とい ふこと は、 和 藤 內が父 を I ^人 

とし、 母 を 日本人と する がた めに、 なほ 口 本 精神の 具體的 人物と しての 效菜を 十分に する ことの 出來 るのと 軌を同 

じうす る。 しかし ここに 日本 精神と いったが 語感 はや や 過ぎる、 さう までの 思想 的 意義 を冇 つので はない。 たと へ 

ば 延平王 國姓爺 の 龍馬の 原の 本狨、 陣幕 外 幕 錦 の 幕、 滿 n ただ 唐 風の 舞臺 に、 勸 請され てゐる 伊勢 兩^ のおん はら 
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ひ 大祓麻 を 見て は、 ぬ かづく ほどの 觀 客の 心意 氣を いふので ある。 竹 本 座の 大衆の 日本 精祌と は、 けだし それほど 

の ものであった らう。 近 松 は^もよ く 其の M の 呼吸 を 心得て 國姓爺 合 戰の筆 を 執った ので ある。 

三 

それにして も 面 .Jn い の は 此の 道行で あ る。 う ち 見に は 美し い 男と 女との 常の 戀の 道行と 兑られ る。 詞曲 に さう と 

取れば 取れる 文句 も ある、 勾 媚には それらし い 振 もあった らう。 しかも 二人の 思 はく はさう いふ 艷な 筋で はない。 

さりと て 哀し いわび しい 常の 道行で もない。 渡る 唐土に 對 する 二人の 胸の 思 はく は 全く^ ふ。 此の 胸の 相異は 其の 

ままに 二人の 服装に 現 はれて ゐる。 一人 は 日本の 若衆 姿、 一人 は^の 女 姿、 世に この やうな 珍奇な 打扮 の^ 行が あ 

らう か。 

阈姓爺 合戦 の 舞 辜： を逋 じて考 へれば、 © と 日本の 服装 に は 相 應な條 件が ある やうで ある。 服装の 變 化に は 必.. f 何 

等 かの 意味が 伴 ふ。 千里の 竹で 唐人の 雜兵 どもの 頭 だけ を = 本 風に する 場合な ど はさて おいて、 まづ 注意され るの 

は 和 藤內の 父老 1{K の 服装の 變化 である。 たと へば 第一 一段 もろこしぶ ねの 場で R 木の 服装 をして ゐ るの は、 栴桢皇 

女の 蓆 人 姿を^ 分に 奇異の 感を懷 かせる ためで ある。 共の 老  一 {n をして 渡^の 船中で^ 服に m かへ させた の は、 古 

鄕へ歸 る S5 錦と^ 而に釋 いて はゐ るが、 眞意 は樓門 また 奥 殿の 場に、 母親 一 人 を H 本 姿に する ためで あらう。 ！ 

和 藤內の 服装 は はじめから 和なら す恧 ならぬ 異體の 服装で ある、 そこに も 作者の 意 II は兑 えて ゐる --1 それ は樓 門 

の 場 は ともあれ、 奥 殿の 場で^ 分に 日本 精 祌を發 揮させる ためであった らう。 


奥 殿で 和 藤 S は 唐 服に 着かへ る、 和 店 混淆の 衣 を 脫 して、 純然たる 廣人 姿と なる。 母の n 本 姿 は. S やが 上に 目立 

つ。 さう して 母 は 自害す る。 日本 精祌は 十二分に 舞臺の 上に 發捣 される。 

和藤內 はすで に 唐 服 を 着 川して 延平 王國姓 爺と なって 三軍 を 指揮す る。 然る 後に 彼が 行 ふ 軍法 戰術は 悉く 3 本流 

である、 ここに も 和に して 唐、 席に して 和なる 和 藤 內の實 が 唐 服と 相俟って 明かに 兌ら れる。 

小む つと 栴擅 皇女の 道行 * いへば 吳越 同舟なら ぬ 和漢 同舟の 道行の 異装 も、 おの づ から 見る：：： 珍しい 外様 だけの 

ことでなかった。 ただ 此の 場合 は 外の 場合 ほど に內容 との 關係を 深く して ゐ ない。 時に 象徴的な と. S ひたい ほどの 

外の 場合から 見れば、 やや 珍しい 點に 工夫が あつたと も^はれ る。 國仙 野手 柄 日記の 和 唐 服装の 關係 は、 大方 はこ 

の 道行の 場合 ほどの 淺さ のみで ある。 手柄 日記と 其の 翻案， 改作 の 國姓 爺合戰 の 相異は ここに 兌ら れる。 まして 服装 

以外の 和 唐舞臺 の 變 化と 內 を^く 事理 の 關係を 廣く合 はせ考 へれば、 其の 相異は いよいよ 顯 著な ものになる。 

道行の 文 は、 

廣子髹 に は薩摩 櫛、 島 田 髭に は 唐 櫛と、 大和 もろこし 打ち まぜて、 さし もなら はぬ 旅立 や 

に はじまる。 此の.？ は舞臺 の 人の 姿 を ただにう つし 出した に過ぎない。 しかも 說く老 はいふ、 

此 文句う はべ は 何^もな けれど、 底意に ふまへ たる 故專 ありて 誊出 でし 也。 莊 子に 蝸牛の 角の 上に 國ニ 筒^お 

り。 左の 角の 上なる を 蠻の阈 と 名 づけ 右の 角の 上なる を 蜀の國 と名づ く。 此の 左右の 阈冗 に爭 うて 戰 ふと 云 へ 
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り。 此の 語の 心 を ふまへ て、 中 昔の 前 句附の 笠に、 かしらの 上に II が ニ齒阈 とい ふ S! ありし を、 加贺^ の 下に 

さした る薩摩 櫛と いふ 句 を 付けて、 豚 句と なり、 世上の 人の 語り^ となる、 此の^ 行の 出の 文句、 また^れ を 

うつした る 也。 啻 子 わげ に は 和！： のさつ ま 櫛、 和 國の島 E 髭に はもろ こしの 櫛と やまと もろこし 打ち まぜて 

とい ひかけ て、 栴擠 女と 小む つと 打ち まじりての 旅立 を ことわる 也 云々。 

說く おは、 國姓爺 合 戰の耍 句な ど を解釋 した 難 波 土産の 著者 穗積以 莨で ある。 以 貫と 近 松との 交涉は 甚だ^ かつ 

た。 近 松の 藝 術に 倾 倒せる 其の 人の 解釋 には聽 くべき ものが ある。 また 近 松の 造.？ に は 以^が いふ やう な手綺 に よ 

る ものが 多い。 今の 坳合必 やや 以 貫が 指示す る 如き もので あらう。 殊に 廣土 を舞臺 にす る 作 だけに、 語句の 彼の 詩 

文に 據る ことの 外に、 趣向に 彼の 故事 を 踏ま へる こ とも 常より は 多い やうに 思 はれる。 花い くさが 天 寶遣事 にい ふ 

鬪 花の 故事に より、 九 仙 山の 仙客圍 碁が 知られた る 斧 柯爛盡 の 故事に より、 第五 段、 一 (にの 人^の くだりが 漢楚の 

戰記 による 如き これで ある。 しかも：：： 本に 關 する ことどもに は、 今 牛 若と いひ、 先例 吉 野の 碁盤 忠信と いひ、 やや 

說き 明し の 心 持が あるのに 引き かへ て、 彼 土の ものに 就いては 殆ど それ を斷る ことがない。 花い くさの 倏、 ゎづ か 

に IS じ；. K 齊遣事 所載の 風流 陣の 一語 を； t したの は、 むしろ 顧みて 他 をい ふやうな ものである。 作^ は 何故に さう い 

ふ 態度 をな すので あらう か。 やや 考 へねば ならない。 

それ は それと して、 難 波 土産の 著者が 道行の 起筆 を 解す る やうた 往 方で、 わたくし は 第三 段の 紅 流しの 場が 紅^ 

傅 情の 故事に 本づ いて ゐる こと をい はう とする。 此の 事の 始終が おの づ から = 本の 故事 を 明かに し、 ^土の 古事 を 

^にす る 態度 を 明かに する ことに もなら う。 


和 藤內は 父の I{G と 母と 相伴うて 義兄 甘 輝の 獅子 狨の 門前に 立つ。 韃鞑 一方の 將 たる 甘 輝の 妻の 錦 祥女は 和藤內 

の 異腹の 姉で ある。 父の ー宫は 其の 二 歳の 折に 日本に 渡って ゐ たので あつたが、 二十 年後の 今、 祖 M 大明 のために 

援兵 を まだ 逢 ひも 兌ぬ 萆の廿 輝に 請 ふとて、 ひそかに 娘 を たづね て來 たので ある。 錦祥女 はたえて 久しい 父親との 

對 面に 心 は 躍れ ど、 夫 は？ £{寸 なり、 他 國 人 を 域- r に 入れるな との 韃靼の 國法は 厳 重なり、 つ ひに 父 を 內 に 招く すべ 

はない。 此の 時 囚人なら ば 咎め は あるまい と、 母 はわれと わが 身に 繩か けて 貰って 門內に 入らう とする。 夫に 代つ 

て繼 娘から 聱に說 いて 貰 はうた めで ある。 錦 祥女は 門 外に^つ 父と 異腹の 弟に いふ。 • 

此狨の 廻りに ほった る 堀の 水上 は、 みづ からが 化粧殿の 庭より 落つ る やり 水の、 末 は 黄河の 川 水と ながれ 入る 

水 筋な り。 つまの 甘 輝が 聞 入れて おん 願 ひ 成就せば、 おしろい 溶いて 流すべし、 川 水 白く 流る る はめで たきし 

るし と^し 召し、 勇んで 城へ 入り 給へ。 また おん 願 ひかな はすば、 紅 をと いて 流すべし。 川 水 赤く 流る る はが 

な はぬ 左右と 思 召し、 母御 前 を 受取りに、 門外まで 出 給へ。 善惡 二つ は 白妙と 唐紅の 川 水に 心 を 付けて 御らん 

ぜょ。 

斯うして 奥 殿に 入った 母親 は、 折から 歸 つて 来た 甘 輝に 逢うて 願の ほど を こまごまと^る。 甘 輝 はまた 唐土 丈夫 

の意氣 で、 女房の 緣に ひかれて 味方した とい はれる のが 口惜しい と 錦 祥女を 殺して、 さて^と 姑の 願 をう け ひかう 

とする。 母 は^みの かな ふの は うれしい が、 繼娘を 粒 させて は繼 母の 義は 立たない と、 身まづ 死なう とする。 錦祚 

女 は 事の つ ひに ならぬ を 兌て、 約の 如く 紅 を 流した。 

瑠^の 鉢に 紅と き 人れ、 これ ぞ 親と 子が、 渡らぬ 錦 中た ゆる、 名 殘は今 ぞと夕 波の 泉水に さらさら さら、 ^ち 
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たぎつ 瀨の もみ ぢ 葉と 浮世の 秋 をせ きく だし、 共に 染めた るうた かた も 紅く くる やり 水の、 落ちて 黄河の なが 

れの 末、 

巖 頭に 立ちつ づけて、 吉凶い かにと 待って ゐた和 藤- S は、 憤怒の ままに nl. 速狨 內に亂 入す る。 甘 輝と 鬪は うとす 

る。 錦祥女 はおし とどめて、 あの 紅 こそ はおの が 胸の 血で あると 襟 を 開いて 傷 所 を 兌せ る。 死 を 以て 夫に 親と 弟と 

の 望み を かなへ て やる やうに と 哀願す る。 夫も淚 ながらに 聞き入れる。 母 もまた 娘 一 人 は 死なせ はせ じと 自害す る。 

國姓 爺合戰 の 中の 眼目 第三 段 を 鏠ふ紅 流し の 始終 は 斯うで ある。 これ を 今更に 書きし るすの も を かしい が- 依 憑 

の ものと 比較しょう とする 今 は、 一 應拔き 出して おくのが 順序で あらう。 

紅 流しの H つて 来る 紅葉 傳 情の 事、 またよ く 知られて ゐる。 しかし 比較の 前に は、 亦 書きし るすべき であらう。 

唐の 禧宗 皇帝の 代、 于祐 とい ふ 青年が 宮城の 近み を 逍遙した。 時 は 秋、 流れて 宫墙を つる 御 溝 の 水に 浮べる 木 

の 葉の 色 とりどりなる 中に" 一き は 紅 燃 ゆる 一葉に、 何やらん 文字の やうな のが 見 ゆる。 怪しんで かい 寄せて 拾つ 

て 見れば、 一首の 詩が 讀 まれた。 

流水 何甚急  深宫盡 日 閑 

慇憝謝 紅葉  好 去 到人閒 

于祐は 此の 詩 を 誦して 其の 詩の 主 をお もった。 いづれ は 九重の 宮居の 外の 風な つかしが る 美しい おん 方の すさみ 

ぞと 推し はかって ゆかし さに 堪 へない。 おのれ も！ 一 句 を 紅葉に 題して 御 溝の 水上に 浮べた。 此の もの 流れ 流れて み 

墻の 中に 入って、 あの 詩の 主の 手に 拾 はれよ と 祈りながら。 共の 句に いはく、 


曾 聞 葉 上 題紅怨  槳上題 詩 寄 阿 誰 

于祐の 曾 葉 上 題 紅怨 とい ふの も、 さきに 其の 事が あるから である。 本 事 詩に 斯う 見えて ゐる" 

废の 詩人 顧况 かって  一二の 詩友と 宫苑の ほとり を 逍遙した。 水に 浮び 流れる 梧桐の 大葉 にものの 書かれて あるの 

を 拾った。 害 かれた の は 一 宵の 詩であった。 

一 入深官 裏  年^ 不見春 

聊題 一 片葉  寄與 有情 人 

况讀ん で 其の 人 を ゆかしみ、 翌日 一 首 を 題した 一 葉 を 上流に 投じた。 

愁兒鶯 啼柳絮 飛  上^せ：： 女 斷腸時 

君 思 不禁東 流水  葉 上 題 詩 寄與誰 

せ！ I 女 春愁の 詩が たまたま 顧況 の 手に入つ たの は 偶然で ある。 況 が和酬 して 上流に 投じた の は 其の 偶然 を 再び し よ 

うとす る ものである。 斯 くの 如き こと は 果して これ を 期待され るで あらう か。 況が題 葉 を投 する の 後十餘 日、 人 あ 

つて 苑 中に 游び、 また 題 詩の 一葉 を 拾 ひ、 これ を況に 示した。 

一 葉题詩 出禁狨  誰 人 酬和獨 含 情 

自嗟不 及 波中槳  蕤 樣乘舂 取次 行 

これに よれば 況の 期待 は 達し 得た のであった。 祐 がー 一句に こめな した 願 ひ は 況が捉 へ 得た 偶然 をお のれに も 分け 

まへ しょうと ての ことであった。 しかも 祐は惠 まれない やうで ある。 祐が題 詩の 紅葉 を 水に 浮べて 後、 ついに それ 
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が 宮中の 人の 乎に 觸れ i:- たしる し を 知る よしがなかった。 斯くて S しく 年を經 た。 

惠 まれな いのは 于祐其 の 人の 身の上で ある。 彼 はいくた びか 試に 應 じて 登第す る こと を 得な か つた。 ^を わびし 

くも 貴人 韓 詠の 門下生と なって ゐる。 其の 頃 帝が 數多 のせ：： 女 を 下して 人に 嫁がせられた ことがあった。 韓詠 は祐の 

不遇 を 愍れ み、 ^女の 一 人を媒 した。 其の 者 は 富み 且 美しかった、 韓 夫人と いふ。 夫人 嫁して 後 やや 時あって 祐の 

書 笥に題 詩の 紅 紫が 藏 せられた の を兒 た。 驚いて これ ぞ おのが 戯れに ものした ものと 夫に 苦 げる。 夫 はこれ を 拾つ 

たこと、 また 別に 题 詩の 紅葉 を 浮 ベた こと を 語る。 夫人 はさきに 其の もの を 御 溝に^ て 今に 秘め 持って ゐる と齊笥 

から 取り出して 示した。 一 一人 は 相 顧みて 綵 の^き を菩ん だ。 夫人 は 其の よろこび を 一 詩に 寓 した。 

一 聯 怯 句隨 流水  十歳幽 思^ 素懐 

今 E 郤成 鸞^ 友  方 知 紅葉 是良媒 

まこと 于祐 は^まれ たので ある。 さきに^んだ 顧況の 偶然 をお のれの ものと する ばかり か、 つ いに 此の 佧配 を^ 

たので ある。 風流の 話柄 世に 犬に 行 はれた。 ただ 其の 行 はれた 結 傅 聞 漸く 其の 赏を轉 じて 諸 害の 記戟必 すし も 

一 つで はない。 或は 人の 名 を 異にし、 或は 時と 所 を 異にする もの も ある。 今し ばらく 太平 廣 記の 叙す ると ころに 從 

ふ。 おそらく 近 松 は 其の 書に よって 之 を 知った ので あらう と 思 はれる からで ある。 いな、 近 松ば かり か， 其の の 

人々 は 其の 書に よって 之 を 知る ものが 多かった。 元綠十 §： 年刊 の 諺 草の 中の 紅澳 の 媒の條 下 また 太 平廣記 を 引 W し 

てゐ る。 

こ の 紅葉 傳情 の 稚談 と 紅 流し の 趣向と の 間 に飜案 とい ふこと をお ぃて考 へようと する 者 は、 御 溝の ほとりに おの 


が酬 和の 句 を 浮べて 後の^ R を、 何 かの たづき や 得る と 水の面 眺めて くらす 于祐 を、 吉凶 いかに 赤 ei いかにと やり 

^ の 末を兑 詰める 和 藤 に^き かへ たので あると 兌る。 水上から 紅 を题 した 紅葉 を 流し て 前の 詩の 主の 乎に 入れ か 

しと 念じながら、 あえかなる 魅の^ み を さへ かける 于祐 を、 胸の 血 を 流しながら、 これ を 紅と 兌て はいかに 父と お 

が 歎 かう ぞと 悶え 苦しむ 錦祚女 に 轉身 させた ので あると：^ る。 一片の 紅絮 よく 宿 緣を全 うさせる 于祐 夫婦 の やさし 

さ を、 ^のために 飽かす 飽かれ ぬ 仲 を 死に^れる 甘 輝 夫婦の かたし さに 變ら せた ので あると 兑る。 斯うまで 彼と 此 

と を變轉 させる ことに 於いて、 近 松 ひそかに 會 心の 笑み を もらした ので あらう と 推測す るので ある〕 さう 推測す る 

ことに 於いて、 近 松が 竹 本 座 の 大衆 のために は舞臺 の 上の 效果を ああまで 存分に 极 ひながら、 なほ 几 上に かう まで 

おのが 感 與を縱 にす る 技 if に 驚く ので ある。 此の 二 面の 働きが あって、 はじめて 傑出の 一 篇國姓 爺 合 if を 成し 得た 

の だと 斷 じょうと する。 阈仙 野手 柄 日記が ついに 側に も 寄り 近づき かねる 理由の 一 半 を これに 歸 さう とする。 

最も 世に 知られて ゐる事 を ことごとしく 引用す るの もい かが なれ ど、 南 水 漫遊 に^う 見えて ゐる。 

最明寺 殿 百 人 上臈と い へ る 院本、 お ほけ たく も饞元 法皇 彀^ まし まし 其 頃 歌人の 聞え ある 公卿 を 召させへ i ひ 

いづれ も 秀才な りと 雖も、 ^松と やらん に は 劣れり とて、 彼 院本 を 取 出し 給 ひ、 最明寺 が逍 行ぶ りに 蝶の^ の 

おしろい を こぼして、 梢に は 鶴の 霜^ をぬ ぎかくる、 雪 は 花より 花 多き と 害け り、 是 なん^ 機活 法. 鄭の 部に^ 

毛 蝶 粉と いふ 四 字 を 出し^ける 所、 石曼 卿が 雪 を 詠ぜし 詩に、 蝶 遺 粉 翼輕難 拾、 鶴 墜霜宅 散末轉 とい ふ 句 を 和 

語に うつせし ならす や、 かかる 才智 を 以て 和歌 を 詠 じな ば * 秀逸 數多 ありぬ べしと 御感 あらせけ ると なん。 

近 松の 作 中に 法皇の II に； g する もの は數 多い。 しかし 此の 紅 流し ほどの 鮮 かさで 飜案 した ものが 他に あらう か、 
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わたくし はつひに 其の 例 を 兌 出す ことが 出来ない。 わたくし は 法皇が 此の 飜案を 知ろ しめされた たら、 いかに 絡大 

の辭を 以て 評され たかを ^ へ る。 

斯うい ひ來 つて、 今更に 紅葉 傳 情の 故事 を 紅 流しの 夫婦別れに 飜 案した の だとい ふ 推定が 菜して 正しい か、 それ 

が獨斷 でない か、 ともう 一度た しかめる 段になる と、 やや たじろがねば ならない。 これ も 亦 國 仙 野手 柄 日記と 國姓 

爺 合 戰の關 係の やうに、 しかと した^ 據を 持ち 合 はせ ないから である。 近 松の 言葉と して 傳 へられた ものが なく、 

難 奴土產 また 觸れ ると ころがない。 然ら ば これ も 作 中 を 摸索す るより 外に 途は ないやう である。 

これ ぞ 親と 子が 渡らぬ 錦 中た ゆる、 名 殘は今 ぞと夕 波の 泉水に さらさら さら、 落ちた ぎつ 瀨の もみ ぢ葉と 浮世 

の 秋 をせ きく だし 

此の 落ちた ぎつ 瀨の もみ ぢ 葉と は 渡らぬ 錦の 緣を 以ての みいった ので あらう か、 紅に なぞら へての みいった ので 

あらう か C どうも さう とば かり は 取り かねる。 それならば 作者 はこ こに 意識して か、 意識せ すして か、 據る ところ 

の片 瞵を兒 せた ので はなから うか、 とも考 へられる。 しかし それ を 證 として 飜 案と 斷す るの は 理由と して 餘 りに 薄 

弱で ある。 別に 求めねば ならない。 求めて！； 姓 爺合戰 以外の 近 松の 作品の 中に これ を 得た。 鎚の權 三 東 帷子の 下の 

卷の 一 句で ある。 

橋 はさながら 紅葉の まれに 逢 ふ 瀬の 敵と 敵 


橋と は 伏 見の 京 橋で ある、 敵と 敵と は 女敏の 鏠の權 n 一と 女 敵 討の 淺香巿 之 進で ある、 橘 はさながら 紅葉と は 市 之 

進す でに 權三を 斬る、 流血 淋漓と して 橋 上を染 む、 其の 狀を 形容した ので ある。 さて 紅葉の まれに 逢 ふ瀨と は、 其 

の 意を釋 くべ く、 此の 語句に 對 すと 何 かしら 下に 構へ、 下に 踏まへ る ものが ありさう である。 其の 故事 はとなる と 

どうしても 紅葉 傳 情の 艷 話より 外に はない やうで ある。 わたくし はさう 解釋 して ゐる。 世の 註 家す でに 其の 故事 を 

引用して ゐ るので あらう。 

の權 三重 帷子 は 享保ー 一^の 作であった、 國姓爺 八 门戰は 正德五 年の 作であった。 正 德は六 年で 改元して 享保 とい 

ふ、 すな はち 近 松 は 望 帷子の 二 年 前、 一度 用ゐた 故事 を； 冉び ここにく りかへ したわけ である。 さう 思へば 其の 假 W 

の 方法に 就いて、 もう 少し 立ち入つ て考 へ ねばならない。 

市 之 進が 女敏權 三の 行衛を たづね る こと は 時 やや 久しき に 一旦る、 まれに 逢 ふ 瀨とは 北 ハの義 に 於いてい はれる。 言 

葉のお もて は 筋の 運びと 共に さうな つて ゐる。 しかし 此の 一句 はかね て 市 之 進と 女房お さいの 上に も 係って ゐるゃ 

うで ある。 作者 執筆の 際、 肚に 其の 想 ひが^ まって ゐ たので あらう。 

おさい の 最後 はいた ましい。 殿の 御供 申して 江戶 詰と なった 夫巿之 進と 训れた 後のお さい は、 三人の 子の 養育に 

力 を 致して ゐる。 もとより 絡え す 夫を悛 しう も菽 はしう も 思 ひつ づけて ゐる。 しかも 不 阖 した 事の ほづみ は戀 なら 

ぬ 戀の惡 名 を 食うて 家出し なければ ならなかった。 これ もまた 戀 しい 夫の 名譽 のために、 い つの 日に か 討 たれよう 

との 覺 悟からで あった。 時 久しう して 其の 夫に 邂逅した。 われ を 討た うとす る 夫に、 なう 懐し やとす がり 寄る 心根 

の ほど、 忍へば しほら しい" けれど 片手 なぐりの 夫の 刀 はくわら りすん と 腰の 桥を 斬り 下げた。 不^の 和乎權 三の 
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血に よって 紅葉の 橋と なった 伏 兑の京 橘 はた ほ 一 入の 色に 染めな された ので ある。 

ffl 別れて ハヰ を^て * しかも 事愦は 左右な く 逢 ひかね る だけにた ほい やます 夫戀 しさ は、 たう 懷 しゃの 一語に 墮搾 

された ので あるが、 夫 もまた 妻に 逢 ひ 見る すな はち 哀しい 夫婦の 別に 胸 は 張り裂けようと する。 作者 はまた 簡明の 

筆で これ を 叙して いふ、 帶 引きつ かんで つら 引上げ 見れば 子供の 不便 さと 憎し 憎し の 恨みの 淚、 胸に 浮む を 打拂ひ 

すん と 斬 下げ 云々 と。 

この 京 橋 橋 上の 出来事と 紅葉 傳 情の 事との 關係 は、 事の 運び こそ 逮へ、 彼の 鸞鳳艷 美の 談を 八" 鏡 悲痛の 筋に E す 

る ことに 於いて、 紅 流しの 往 方と 變 はり はない。 手法 全く 相 同じい。 つまり 重 帷子の 一場 は 紅 流しに 於け る 棘 捩の 

や 法 を さながらに 襲用し、 其の 終始 を 要約し、 更に 人生 凑慘の 度を强 めた ので ある。 

鐘權 三重 帷子 は 國姓爺 合 戰の後 二 年に 作られた とはい ふ ものの、 それ はた だの 二 年ではなかった。 竹 本 座に はす 

つと 引き 續 いて 上演され た 二 年であった。 作者 近 松から いへば 腿 前に 其の 舞 喜： を 展開され てゐる だけに、 つ ひに 記 

憶の 新な 舊作 である。 さう いふ 舊 作と 今度の 新作 重 帷子との 間に は 幾多の 交涉が あるべき 害で ある。 ただ 素^に 關 

係 づける ものが 少く、 わざと 方向 を かへ たもの が 多いだ けにう ち兑に それと 勘づかれな いまでで ある。 此の 京 橘の 

筋な ど は 最も 紫 直に &も兑 ^い 一 つであった。 

紅葉 傅 情の 事に よって、 近 松が 想 を 構へ、 辭を 修めた ものが 他に も あり やなし や。 わたくしの 检^ の疎漫 はま だ 

之を盡 さない。 この やうな 時に 黑木 君が ゐた ならば、 何 かの 解決 を 得よう ものと、 今： 史 にわび しい。 まして 紅^し 

の 趣 W を さう 解釋 する ことが、 獨斷 でたい か を 君に 質さう とする にも" 幽明 相隔 つる こと を いかにもし 難い。 


六 

紅 薬 傅 情 の^に もやさし い ゆかしい 物^ は、 彼 土の 訶客 文人 これ を傳 へて 詩に 文に 藉り W ふろ ものが 多い 。戯^ 

にも これ を 題 村と する ものが 少く ない。 王 伯 良の 題 紅 記の 如き は 其の 早い 頃の 作の 一 つで ある。 あの^ 魂 記の 屮で 

旦 の 杜小 姐が 养に H つ て愦を 感じて 沈吟す る臺辭 の 中に それに 關 する ものが ある。 そのむ かし、 韓 夫人が 于祐 の 君 

にめ ぐり 遇 はれた 事の 始終 は 題 紅 記に 兌え てゐ る。 人目 をし のぶ あのお 一 一方が やがて 晴れて の緣を 遂げな された の 

に、 わが 身 一 つ は 若草の ね よげ の 春 を 外にす ると は、 などと いって ゐる。 

題 紅 記 は 傅って ゐ ない。 從 つて 其の 略 を も 知る ことが 出來 ない が、 杜小 姐の 臺辭 から 推せば いはれ てゐる 紅^ 傅 

情の 事より は ^構に 於いて 多少の 複雜を 加へ てゐる やうで ある。 題 紅 記、 今 U すでにた く 其の 以前の 作、 紅葉 記 ま 

た傳 はって ゐ ない。 紅葉 傅^の 事 を 題 村と した 戯曲の 容易に 諝 まれる もの を 求 むれば、 すな はち 雙珠 記で あらう。 

支那 南 曲の 例、 毎 齣の を はりに 下 場 詩が ある。 ^場の 俳優 これ を吟 じて 其の 齣の 要 を 示す ことで ある。 ただし 第 

一 齣に はさう いふ 下 場 詩に 代って 全篇の 桢概を 要約した 句 をお くこと になって ゐる。 雙珠 記の 大體を 知る ために は 

それ を 引く のが 便究 である。 下 場の 句に いふ、 

王 濟川從 軍 受誣  郭小艷 ^子 全貞 

慧姬 女寓诗 賜 配  九^ 兒棄 職尋親 

王濟 川と は王楫 である、 家 はせ、 しいが 舉識 があった、 今年 會 試の 歳に 當り、 上京して 之に 應 じょうとして ゐた。 

1： 姓^ 合 硪の紅 流し lin いて  二： A 一 
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折から 急に 徴 されて 遠く 隕 陽に 去る ことにな つた。 軍に 從 ふと は その 事で ある。 

郭小艷 と は 共の 妻の 郭氏 をい ふ。 夫に 從 つて 隕 陽に 行く。 一子 九 齢 時に 年 四 歳、 これ もまた 伴 はれて 行った。 隕 

陽 の 營長李 克成は 正しから ぬ 男であった、 部下 王楫の 妻の 容色 を 喜ん で これ を 挑む、 もと より 貞淑な 郭氏は うけ ひ 

かない。 事 はいつ か 王楫の 耳に 入った。 王 楫は克 成 を 責める。 克成 はつひに 事 を 構へ て 之 を獄に 投じた。 王^ 川從 

軍 受誣と はこの 事で ある。 

王楫 はいろ いろと 辯 解しても 赦 されたい、 罪 はついに 死に^した。 王楫は 妻との 別 を 歎きながら、 せめて は 其の 

身の 立つ やうに とて、 E 分の 亡き後 は 獄吏 某に 嫁せ よと 命す る。 郭 氏の 悲し さはい やます。 しかも 夫の ために 獄囚 

の 例と して 相 應の金 を 要する ことから、 九 齢 を 人に 賣り、 其の 金 を 夫に おくり、 みづ から は 淵に 身 を 投げる。 つい 

に 死んだ、 けれど 神 は 眞心を 愍んで 之 を 蘇生 させた。 郭小艷 鬻子全 貞と はこの 事で ある。  - 

慧姬女 は 王楫の 妹であった。 兄が 隕 陽に 去っての 後、 選ばれて 宮中に 仕へ る ことにな つた。 祈から 朝廷 は邊 戌の 

十： におく ると て 官女た ち を 命じて 鑌衣を 縫 はせ た。 鑛 衣と は 綿入れの 義 である。 慧姬 はほんの 輕ぃ 戯れ ごころ から 

ちょとの 思 ひ を 詩に ものし、 之れ を 書き 認めた 羝を 綿と 共 に 入れた。 この 鑌 衣が ゆく り なく も 兄 の 友 陳時策 の 手に 

歸 した。 時 策 は王楫 と共に 試に 應す ベく 準備して ゐ たのに、 運命 これ を 許さす して 當時邊 戌 一方の 將 となって ゐた 

ので ある。 其の 詩は艷 にやさし かった。 これ を 讀んだ 時 策 は大に 喜んで 幾度 か 誦する 餘、 これ を 節度 使に 齿 げた。 

事 はつひに 朝廷に^ した。 帝 は 其の 詩の 心 を ゆかしと て、 詩の 主 を 探し出して 之 を 時 策に 賜 ふこと になった。 斯く 

し て 慧姬と 時 策と は おも ひもよ らぬ 良緣を 得た ので ある。 慧姬女 寓詩賜 配と はこの 事で ある。 


さても M 歳で 寶られ た九跄 はすで に 十六 歳と なった。 學を 好んで 試に 應 じて 狀 元と なった。 考試 第一 の 成镜を 擧 

げ得 たので ある。 ig! に官を 授けられた。 しかし 九 齢 は 心に 樂 またかった、 赏の 父と 母に 逢 ひたさ ゆ ゑであった。 つ 

ひに 父の 行 所を尋 ねる とて 官を棄 てて 旅路に 上った。 たまたま 戰功 によって 官を 得た 父が 慧姬と 其 の 夫 時 策と^ 伴 

して 京に 上る のに 邂逅した。 親と 子 は 相 抱いて 泣いた。 九 齡兒 棄職尋 親と はこの 事で ある。 

主要人物 人に よって 繫 がれた 事件の 間に 王楫の 母が 別れる に當 つて 郭 氏と 慧姬 とに 分ち 與へ た雙珠 の 一つ一つ 

が轉々 する ことから、 奇遇 邂逅の 緣を なして ゐる。 雙珠 記の 題名の 本づく 所以で ある。 

雙珠 記の 全體に 亙る 事件 は 大方 かう であるが、 紅葉 傳 情の 事に 交涉の あるの は、 慧姬女 寓詩賜 配の 一條で ある。 

どの 程度の 交 涉を冇 つた か、 どんな 飜案 ぶりで あつたか。 さきに S じ 題材に 關 する 日 東傳奇 作者の 態度と 乎 法と を 

撿 討した 以上、 ま づ之を 知る こと を 欲する。 

第二 十七 齣、 宮 女う ち染 うて 纊衣を 縫 ふ。 初； ニ史と 針の 運びが 急し い。 三史、 蟲の聲 の やるせなき を 聞きつ 

つな ほ 縫 ひつ づける。 鹚は嗚 いても なほ 止めない。 五更. ほのほのと 空 は 白けて、 衣 は 漸く 縫 ひ 上った。 他 

のせ； i 女 だち は 疲れの ままに いっか 寢 入っても、 3 心 ふこと 多 さに つ ひに 寢 ねがての 慧姬 であった。 兄と 嫂と に^れ、 

母に 別れた 孤 獨の身 を、 宮 I？ の 幾 m, 厳しく 閉 されて 空しく 處 女の 日 を 過 さう とする はかな さが考 へられる。 今、 斯 

ぅ鏠ひ 上げた 衣 を どんな 若い 勇し い 丈夫の 君が 召す こと ぞと^ へ ば、 何と はなしに 胸 は^る。 共の 心の を さめが た 

さに、 一首の 詩 を ものした。 

沙場征 戌 客  寒 苦 若爲眠 

國姓爺 合 戰の紅 流しに 就いて  二 五三 


戶文 si- 研究  一一 五 四 

戟袍經 手 作  知 落 阿 識邊 

蓄意多 添 線  含愦更 誇 綿 

今生 已 過 也  重 結 後生 鎵 

これ を 紙に 認めて 衣の 中に 縫 ひ 込んだ。 そのむ かし、 紅葉 心あって 韓 夫人に 此の世の つれ あ ひ を 得させた とやら 

此の 衣に も 心が あったなら、 わたしの 後^の えに し を 結ぶ よすがと もなる ことか、 などと 獨 語した。 

斯 くの 如くして、 作者 沈 鯨 は 其の 據る ところ を 露 はに：： 小した ので ある。 

§ 一十 九 齣、 陳時 策は邊 境の 冬の 塞い 折 柄、 恩賜の 鑛衣を 得て 頻りに 喜ぶ。 とりわけて 外の ものより 綿 こえた の 

が 嬉しい とまさぐ る 指さき に弒 があった。 縫！： ：！ をお しあけ てとり 出せば 一首の 詩が あった。 之 を 誦して、 此の 詩 は 

立意溫 醇措詞 雅麗、 其の 人 は 才女 子 と^へば 思 ふ ほど 懷 しく、 せめて は  一 n 兑 たやと 心 あこがれて 升！ K 縮 地の 術の 

無い こと を 歎く。 紅葉に 句 を 題した ことから 良緣を 得た ためし も ある もの を、 鑌 衣の 詩に 佳 偶 を 得 とれぬ こと も あ 

るまい ぞ、 などと も述懷 する。 

^三十 一齣、 鑌 衣の 詩 を 得てから * 見ぬ 戀に あこが るる 時 策が、 たまたま 赦免され た 王 楫に遇 ふや、 まづ 語る こ 

と は あの 詩に 就いて であつ た。 其の 詩の 主が 妹慧姬 である こと を 知らない 王楫 はしき りに 推賞し て、 此の 詩句 甚だ 

新に 意 甚だ 厚し、 以て 韓 夫人の 故事 を追踪 すた どと いふ。 作者 はこれ 等に よって ますます 據る ところ を 明に する。 

第三 十 g 齣 

鑌 衣に スれた 詩が どんな 人に 讀 まれる ことかと 慧姬は 心 を惱 まして ゐる。 一 夜 鳳と 鳳の 鳴き か はし 舞 ひつれ る 夢 


を 兄た。 何の i やじらせ かと 人に 問けば 夫妻 諧 遇の 象との ことであった。 そこ へ內 官が兑 えて 0 衣に 詩 を 入れた 者 は 

誰 人 かとた だす。 慧姬 はわた くしに こそと 屮し 出で る。 心 ひそかに 罪せられる こと を 期す る。 內おは 聖上が 其の 意 

をめ で 其の 志 をい つくし まれて 詩 を 得た 軍士に 嫁ぐ こと を 許された ものであると 告げ 知らす。 愨姬の 吸に 感激の 淚 

があった。 

第三 十六 齣、 慧姬は 軍 校に 送られて 時 策が ゐる劎 南の 地に 赴く。 勅命 はかし こく、 栴緣は ゆかしい。 心 ややお ち 

つかぬ 旅であった。 慧姬 うたうて いふ。 

自分 終 淹宫壶 誰 期 觔賜述 姻^ 山 此去知 遠近 依稀是 夢中 身、 

^三十 七 齣、 劍 南の^ 營に論 功の 事が ある。 王 楫と時 策と 共に 將 軍に 任ぜられた^ びの 折から 慧姬 は來^ する。 

慧姬は 時 策に 逢った。 また 思 ひも よらす 兄の 楫 にも 逢 ふこと を^た。 下 場 詩に いふ。 

勅 降 仙 姬下九 直  笑 啼交集 叙 行 II 

今 ^各 把 銀缸^  祸恐 相逢是 夢中 

第三 十八 齣、 ^婚の 場、 うち 集 ふ 人々 は 祝 贺の辭 をい ひか はす。 紅葉 良媒、 紅葉 緣な どの 言^がし きりに 人 々の 

口 の 端に 上る。 

紅 椠傳 情の 赛に據 る 趣 は雙珠 記の 中に 斯く點 緩され てゐ る。 北 ハの後 まれに 人の 言葉の 上に 現 はれる もの は ある 

が、 Mf 件と して 展 g される もの はない。 これによ つて お へれば 雙珠 記の 作者が 彼の 故事 を藉 りる 意 は 圃姓爺 作者の 

意と 全く 表裏 をな して ゐる。 これ は 彼が 所據を 蔭に 隱 すのに は ひき かへ て、 努めて 明かに 示さう とする。 明かに-: 小 

阀姓爺 合^のお 流しに 就いて  二 五 五 
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す ことに 於いて 風情 を 添へ ようとす る。 肚の藝 でな くして、 手 さきの 藝 であった。 

第三 十六 齣、 慧姬劎 南に 赴く 途中の 場、 述懷の * 辭に いふ、 

偶 寓鑌衣 詩、 竊比題 紅槳、 紅葉 締良 緣、 衣 亦成姻 業、 物 雖不爾 同、 先 後 均 一 轍、 感沐^ 恩 深、 皇圖颐 如^ 

此の たまたま 綾 衣 詩. を寓 して ひそかに 題 紅葉に 比すと いふ もの、 事 は 慧姬の 身のう へに 就いて いふ ものの、 おの 

づ か ら 作者 沈 鯨の 紅葉 傳情 利用 の 態度 を 明に する ものである。 作 中の 人物に は ひそかにと いはせ ながら、 作の fm 者 

に はわ ざと あら はに する ので ある。 阈姓爺 合戰の 作者に は 此の 事が たかった。 ここに 二者の 大き. い 距離が^ する。 

おも ふ、 近 松に して 彼の 土の 作者であった ならば、 或は 沈 鯨と 共に 同じ 態度 をと り はしなかったら うか。 近 松 も 

我が 國 の 大衆 の 最もよ く 知って ゐる ものに 對 して は、 わざと 之 を 露 はに して 今 牛お と い ひ 、 先例 吉^ の ^盤 忠信と 

いふ こと もあった。 沈 鯨 また あまりに 多く 人 n に臉 炙され た 故事なる が 故に、 蔽 すまで もな く かへ つて 之 を 明かに 

し 更に 之と 對 比させる ことに 於いて 新 趣 を 醜し 出さ せようと したので あらう か。 戲 曲の 性質が 海 を 隔て てな ほ 此の 

1 一人に 问じ 態度 を とらせた ので あらう か。 

紅葉 傳 情の 事 を 擁しての 兩 作者の 距離 は、 作の 讀者觀 客の 相 異によ つて 決せられた 態度の 距離であって、 作 技の 

優劣に 關 はる もので ない。 從 つて 一 一 つ の 作の 意圖 またお のおの 異なる ものが ある。 

雙珠 記の 作者の 最も 努める もの は、 题名 すでに 然るが 如く、 雙 つの 珠を繞 ろ 人々 の 離合の 不思議 を 叙す る ことで 


ある。 奇遇すな はち これで ある。 綾 衣の 詩の 趣向 も 紅葉 傅^の 艷遛の 趣 を 移す にある こと は 勿論で あるが、 それ も 

また 奇遇の 感を强 める ことに 於いて、 一段の 川 意が あった やうで ある。 慧姬が 縯衣 詩に よって 逢 ふこと が 出 來た夫 

は 未見の 人で はない、 兄の 舊友 である。 また 共の 舊 友の 陳時策 一人で はない、 おも ひも^らぬ 兄に も迮 ふこと が 出 

來 たので ある。 ここに 傳 へられた 于祐韓 夫人の 談と 異なる ものが ある。 

第三 十八 齣、 結婚の 場に うた ふ、 歌、 

鑛衣 若不藏 詩句、 那得相 逢 慰 所思、 狗恐 音容 眞夢裡 

前の 一句 は慧姬 これ をうた ひ、 後の 二 句は愨 姬と： 土楫 との 合 1? である。 作者の 意の 在る ところ も ほぼ 忖 り^られ 

る 0 

作者 はまた 鑌 衣の 詩に よる 良媒 を^ 緣ぁ つ て 然る こ と を い ふ。 紅葉 傳情 とし て 語られ てゐる ものに も、 もとより 

其の 意が 籠 めら れてゐ る。 作^の 新しい 工夫で はない。 ただ 作者 は 一人の 相 人 をお いて 之 を豫 1 目 させ、 其の 豫 言の 

的屮に 於いて ^緣 の 宿緣 たる 所以 を や ゃ聲を 大 にして 說か うとした。 そこに 原 話 に對す る 新し い 作意が 兑られ る。 

笫三 十八 齣、 結婚の 場の 下 場 詩に いふ、 

談 M 術士 決將來  妙應 於今豈 狼猜 

萬事不 m 人 計^  一  生都是 命安排 

は 作の 發 端に 遡る ことに 於いて はじめて 解され る C 王楫 のな ほ鄕 にある 頃、 試に 應す ベく 舉に 努めて ゐた。 

友人-: f 時 策と 孫 綱 また 行 を 共に する こと を 約し た。 たまたま 人 を 相して 誤る ことのない 袁 fK 綱の 共の 地に 來 たこと 

^姓 爺合戰 の^ 流しに 就いて  二 五 七 
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を 知って、 三人 は 未来の 吉凶 を鑑て 貰った。 天 綱 は 王 楫を視 て、 やがて 遠く 去って 骨肉と 別れて 苦しみ、 更に^に 

陷 つて 艱み、 然る 後に 立身 するとい つた。 孫 綱 を 兌て は考試 登第して 高官に 上る こと をい ひ、 時 策に 對 して は ^士 

となって 勳功を 立て、 更に 事に よって 住 配 を 得る といった。 其の 佳 配 を 得る と は 慧姬を 得る ことであった。 結婚の 

場に 於いて 知られる 豫 言の 的中 は、 其の 事が さう であった。 王楫の 身上に 關 する ものが さう であった。 すな はち 棹 

と 時 策と 相 顧みて 袁 天 綱 を 想 はねば ならな か つたので ある。 

作意す でに 奇遇 を m, じて ゐる、 故に 作 中に くり か へ す ことが 多い。 

王楫 夫妻が 鄕を 出で た 時、 母 は 嫁の 郭 氏に 身の 寳 として ゐ た雙珠 の 一 つ を與 へた。 形兑 として 持って ゐて たもれ 

とい ふば かりで なく、 雙珠 ふたたび 相會ふ 日の 平 かれと 願っての ことであった。 愨姬 のお 中に 入る 時、 母 はまた 殘 

る雙珠 の 一 つ を與 へた。 郭 氏に 與 へた 同じ 思 ひ を罩 めての ことであった。 雙珠は 手 を 離れ、 子と 嫁が 去った 後の 老 

母の さびし さ、 そこへ また 安祿 山の 騷 動が 起った。 母 は 妹の 韓姨 娘と 共に 子の 友人 陳時 策、 孫 綱の 二人に 護ら れて 

難 を 避ける。 けれど 兵火の 混亂は 一行 をして ちりぢり にさせて、 母 一人いた いたしく も 荒野 を 迪 る。 憂さ つら さの 

折も折、 嫁の 郭 氏に 邂逅す る。 奇遇であった、 まさしく 神に よって 惠 まれた 邂逅であった。 

さきに 郭 氏が 李 克 成に 挑まれた ことから、 夫 王楫は 牢獄の 人と なった。 之 を 歎き、 また 貞操 を 全くす るた め ， 

に 投じて 死んだ。 祌は之 を 慾んで 蘇生 させた。 郭氏は 神の 導きに よって 母に 遭った ので ある。 二人 は相携 へて 京に 

上った。 京に 上って、 また 韓姨 娘に^ ひ、 また 袁天綱 に迮 つた。 天 綱の 計ら ひに よって、 王^ は 赦免され る ことに 

なった。 


王 楫は劎 市に 行って、 そこに 軍士と なって ゐる時 策に 逢 ひ、 奇遇に 驚く。 その 時 策 は 綾 衣 詩の 緣 によって 愨^ に 

逢 ひ、 慧姬 はまた 兄に 逢った ので ある。 奇遇と 奇遇と いよいよ ffi なる。 

慧姬が 宮中 を 出で て劎 南に 赴く 途す がら、 肌身 離さぬ 珠を 落した。 從老は ひそかに 拾って 私した。 從者 は^に 

つて 後、 韓姨 娘の もとに 持って行って 酒に 換へ ようとした。 其の 時 韓姨娘 は 姉と 郭氏 と共に 酒を賣 つて 生計 をた て 

てゐ たので ある。 三人 は 其の 珠 によって 慧 姬の劎 南に ある こと、 また 鑌 衣の 詩の 出来事 を 知った。 

郭 氏が 身 を 淵に 投す るに 當 つて、 九 齢 を 人に 賣る、 姑から 貰った 珠を 形見と して 持たせて やった。 其の後 十餘年 

を經 た。 此の 少年 は 聰明 好舉、 京に 上って 考 試に 應 じょうと する。 其の 途中 孫 綱に 迺ふ。 綱 もまた 試に 應 するとて 

京に 上る のであった。 九 齡の貌 は 甚だ 父に 似て ゐる。 父の^ 友 孫 綱 は 之 を 怪しんで 問 ふこと から 一 一人 は 名乘り 八：； つ 

たこれ も 亦 奇遇で ある。 かくて 二人 は 共に 試 をう けて 登第した。 王 楫が孫 綱と なした 往年の 約 は 其の 子に よって 果 

された ので ある。 

九 齢す でに 官人 となった。 さきに 慧姬 の珠を 拾った 從者は 宫府の 命に よって 九 齢に 附隨 する。 一 日 九 齢が さきに 

自分が 拾った 珠と 同じ 珠を 所持す る こと を 怪しんだ。 之 を 九 齢に 4c げる。 九 絵 はこ こに 祖母と 母と 大叔母と に 逢 ふ 

ことが 出來 た。 奇遇の 一 つで ある。 

母に 逢 ふこと が 出来た 九 齢 はいよ いよ 父戀 しさの 念に 堪 へない。 つ ひに 官を棄 て 旅に 上って 其の 行衛を 探さう と 

する。 渐く 手がかり を 得て 劎南 へと 向 ふ。 劎 南に ゐた王 楫は妹 慧姬と 其の 夫 時 策と 共に 上京の 途 にあった。 漢 中の 

嘉陵驛 に 宿した。 月明き 夜で ある、 王 楫と時 策と は 心 も輕く 逍遙す る。 そこへ 九 齡が來 かかる。 時 策 は 目敏く 其の 
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少年の 貌 が王楫 に似て ゐる こと を 兌つ ける。 それが きっかけと なって 三人 相 語る。 九 齢 はもと より 父 を 知らす、 父 

も 九 齢で ある こと を 知らない。 九齡 はた だ王楫 等の 劎 南に ゐ たこと を 聞いて、 それならば 鑌衣寄 詩の^ を 御存じで 

あらう と 問 ふ。 事 は 奇遇に 屬 して 人 皆 喜んでも のがた る、 お 身のお たづね もや はり 其の わけ かと 時 策が 答へ る。 い 

や、 此の^ 女と わたくしと は 聊かの ゆかりが 御座る のでお たづね 申した ので 御座いま すと 答へ る。 話は渐 く. 1 やか 

になる。 九 齢は珠 をと り 出して 身の上 を 語った。 ここに 父と 子と は 名 乘り合 ふ。 奇遇の 最も 大きい 筋であった。 こ 

れ第 四十 五 齣、 下 場 詩に いふ。 

浩蕩 風塵 阻 雁 魚  相 逢 骨肉 共欷戯 

眼前 跋涉勞 無怨  膝下 從容 樂有餘 

第 四十 六 齣、 大圑圓 である。 京に 王 氏 一 冢 のおみ な會 合する。 親と 子と 夫と 婦と相 抱いて 哭 する。 雙珠 また 母親 

の 手に かへ る。 これ を 棒げ、 これ を 受けて 人々 は拜 しまた 哭 する。 合唱の 歌の くり かへ しにい ふ。 

雙 牧^: {E 肉 菜 逢 悲喜 集感蒼 穹 

祈から 勅使 来って 聖旨 を 傳 へる。 母と 子と 嫁と 孫と いづれ も 孝忠貝 を 貧せられ て 恩命 極めて 篤い ものが あった。 

紅葉 傅 情の 故事と^ 姓 爺 合 戰の紅 流しの 關 係を考 へる ことから、 つ ひ雙珠 記の 屮に迷 ひ 入った 感が ある。 しかし 

しばらく 迷 ふが ままに 迷 ひゆけば、 また 一 一つの 作の を^くべき 筋合の ない ので はない。 國姓 爺合戰 また 想 を 奇遇 

に 構 へ る 節も少 くないから である。 

第二 段の もろこし 舟の^、 海の 遠き を 隔てて 栴榥 皇女と 老  一 l=n の 君臣の 邂逅の 如き； 4 すでに 奇 である。 第 ni^ 毯 


門の 場、 別に 證據 とい ふ 證據な くして、 巧 下の 銥屮 照し 照され る 貌と貌 とに よる 親子の 名乘、 ^は； 史に奇 である。 

奇を 以てい ベば はるか にお 陵 驛バ夜 の 邂逅 に まさって ゐる。 けれど 榄 門 の 場 はた だ 事の 奇を 以 て 作意 をい ふ ベ き で 

ない。 渐 く相逯 ひ 得 て^に 別れる、 しかも 咫尺の に 父と 娘が 相 兌る 折 もな く、 樓上樓 下、 しかも W 明りに うち は 

る 面影 をせ めても のお も ひやりとしたければ たらない 本意ない、 はかない 邂逅、 世に もまた かかる 痛し ぃ邂- おが あ 

らう か。 かかる 邂- おはつ ひに 雙珠 記の 屮 にたえ て；^ る ことの かな はぬ ものであった。 そこ を ー篇の 眼；：： とする W 姓 

爺 合戰は 全く 雙珠 記と 逮 つた？ i 晴に 於いて 考 ふべき 作品であった。 奇遇 一 一三の 類似が ある だけに、 共の 相異 はな ほ 

著し さ を 加 へ る。 しかも まだ 共の 相異を 作の 構想の 焦 點の相 異に； I して、 作者の 技の 優劣に 關 はらせようと はした 

い 優劣 はむしろ 他の 點 からお ふべき であらう。 


奇遇の 赏は 都の 變化 があって はじめて^られ る。 故に 奇遇 を數^ ねる こと は W の 變化を 縦^に する ことで ある。 

奇遇 ま；；： 奇遇、 讀む老 をして ひた；： 木れ に 呆れさせて、 しかも 一 篇を 緊張の 中に 讀 みお ほせさせる の は、 凡手の 及ぶ 

ところでない。 支那の 戯此に 奇遇 を 以て 想の 骨子と する もの は 多い、 事の 支離滅裂に ならす、 讀^ の M ハ趣索 然とな 

ら ないで： れむ もの は少 い。 雙珠 記の 如き は、 共の 屮で 最も 傑出した 作で ある。 作屮沈 鯨の 手腕の ほど は 此の 一 竈に 

よって よく 設 明され る。 

沈 ^ の 成功 は鑷竞 一 篇の糾 絨の整 正に 歸 されば たらない。 ^構 布 S の 妙 を 以て 稱 すべきで ある。 彼の 十； の^^が 

^姓 爺合戰 の.^ 流しに 就いて  二 六 一 
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通郞 細針密 線、 其の 穴を穽 つて^ 應 する の處、 天 衣の 無 縫なる が 如く、 つぶさに 巧 ^を兑 ると いふの は 其の 意で あ 

る o 

斯 くの 如く 雙珠 記の 妙 を 構造に おいて 考 へる 時に、 まさに 合 はせ 考 ふべき は國姓 爺合戰 一 篇 の組絨 である。 

阀姓爺 合 戰は場 を 分つ こと 十一 一、 其の 景 情の 變化統 一 最も 妙 を 極めて ゐる。 其の 變化は 舞 臺の效 菜と なって 現 は 

れて、 竹 本 座の 觀 客の 與味を 十七 ゲバの 久しき に亘 つて 鬚いだ ので ある。 しかし 其の 變化を 舞臺の 上に のみ^して， 

散漫 以て 事理 を 殺す 阈仙 野手 柄 日記の たぐ ひとは 逑ふ。 其の 變化 はまた 理を 以て 統一 される^ 化で ある。 變化 がい 

やます ほどに 其の 奥の 統 一 の 線は緊 しさ を 加へ る。 この 二つ の ものの 關 係の 絡 妙が 此の 一 篇 をして 近 松の 時代物の 

^大 傑作. * させ、 全 ^瑠璃 作品の 壓卷 とさせた ので ある。 

此の 變 化と 統 一 と はまた 九 仙 山の 景 事の やう に^の 俗眼 俗 に投 する ものと、 紅 流しの 飜 第の やうな 文筆 淸鑑の 

ためにす る ものとの 聯絡に 於いて 考 へられる。 其の 他變 化の 事象と、 これ を 統一す る 工夫と を あとづけて 說 くべき 

多くが ある。 今、 しばらく ^略に 從ふ。 また 雙珠 記の 構想との 比較 を 試みる ことの 耍を おも ひながら、 これ もさて 

おいて、 ただ 近 松の 手腕つ ひに 沈 鯨の 上に ある こと をい ふ。 

事 は 內容の 上から 雙跌 記が 現實を 主と しながら 非 現 實に陷 る ことが 多く、 阈姓爺 合戰が もと 非現實 に出發 して 却 

つて 現赏 の果を 全うする ことに も關 して ゐる。 しかし それに も 觸れる ことなく、 近 松の 構想の 妙が 形態の 約 東に 基 

づ くことの 多い 點 のみに 就いて いはう とする。 

それ は 何で あるか、 十二 場が 盟 なる 十二 場で なく、 五段に 要約され る 十二 場で ある ことこれ である。 K 段の 段 中 


の もの 相 分れる ものが おのおのの 機能の 下に 動いて しばらく 十； 一場と なり、 これが 使命 を^して おのおのの 所^の 

段に かへ る 時、 五段に 還元され る。 内容の 變 化と 統 一 はかう いふ 形態の 約束から 案外 容易に 誘導され る。 圃姓爺 合 

戰を 此の 關 係に 即 いて 讀下 すれば、 作者の 細微の 工夫 は/? のづ から 明瞭になる ので あらう。 ここに 烦 はしく 分斛し 

綜合して みる 必要 もない やうで ある。 

しかし、 一 篇の淨 瑠璃が 五段の 組絨 をお つ ことにお いて、 大きい 效枭を 遂げて ゐる こと は、 暂は國 姓 爺 合^だ け 

の 乎 法で ない。 近 松の 時代物 を 通じての 乎 法で ある。 近 松 は 共の 手法 を あの 題材に 適應 してび 分に 作の 妙を縱 にし 

たわけで ある。 いな、 綱れ 切った 乎 法に よって 易々 と 舞 臺の內 と 外との 成功 を 贏ち 得た ので ある。 國姓爺 合 戰が構 

造に おいて 雙珠 記 以上の もの をな し 得た 所以で ある。 

それならば、 近 松 は 此の V び 瑠璃の 五段の 組織 を 何に よって 案出した ので あらう か。 其の 以前の^ 瑠璃 はすべ て 六 

段であった。 それが 五段と なった。 それが おの づ から 形に 於いて^ 全なる 釗 詩たら しめたの である。 近 松を考 へ、 

淨 瑠璃、 少く とも 共の 時代物 をお へる 上に 極めて^ 要な 問題であった。 しばしば 問题 となって、 解決に 暇 どる 問題 

であった。 或は 西洋の 釗 詩の 五部の 影響で あるな どと 一 西洋人に よって 說 かれ、 一 時 はう かう かと 其の 曾 葉に 乘っ 

たこと も ある 問题 であった。 

しかし それ も 今 はもう 解決され てゐ る。 解決した 人は黑 木勘藏 君であった。 君 は 世の 人の 氣づ くべ くして、 つ ひ 

に 忘れて ゐ た竹豐 故事の 一節から 其の 鍵 を^た ので ある。 これ を 緻密な 淨 瑠璃 組絨 解剖の 撿 討に 於いて 正確 に^し 

たので ある。 其の 詳說は さい は ひに おの 筆に よって^に 殘 されて ゐる。 日本 文舉： i-M 狨す ると こ ろ の 近 松 時代物 の 

E1 姓 爺 合戰 5 魟 流しに 就いて  二 六 三 
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研究の 中に 見えて ゐる。 ここに 北 ハの耍 節 を 引 用する。 

君の 學界 に貢獻 した^と は 多い。 しかも 天 君に 假 すに 十 年の 齢 を 以てしたら、 この 近 松 五段 糾弒の 解の 如き 煎耍 

事、 なほ 幾つか を 世に 示して 敎 へる ところの あったら うにと、 今更に 愛惜の 意に 堪へた い。 秋風 肅殺、 歳 一年 を 經 

て、 祥月 命 R は數 日に 迫った。 此の 稿、 筆お のづ から 君に 及ばざる を 得なかった。 ^の 文 を 引く の も、 これ を讀む 

人に せめて は 君の 記憶 を 新に し、 ^の 業績 をお へて 貰 ひたさ ゆ ゑで ある。 合掌 ノ 

君の 文に いはく、  . 

「滞 瑨璃は 最初から 五段 組. 1 であった かとい ふに さう でない。 ^の寬 永 ニ^ 版の 「たか だち」 の 五段で あるの は 企 

く 一  つの 異例に 過ぎす して、 延寶寛 文 以前の 所謂 古 淨瑠埚 はすべ て 六 段であった 。例の 「六 段物」 とい ふ稱 呼が 古 

淨 瑠璃の 代名詞の 如くに さへ 川 ひられる の は 之が 爲 である。 然るに 寬文年 S1 に 至って 上方に 於て 初めて 五段 組絨の 

作が あら はれ、 天 和貞享 以後に 於て は 上方に は 殆んど 六 段物 は 跡 を 絡つ に 至った。 仉 し江戶 に 於て は 金 や 物 は 勿論、 

土 佐 節の 正本 もす ベて 六 段であって、 元祿 以後 迄 もこの 糾絨が 行 はれて おた。 

私の 兑 た範圍 では、 五段 組 綾と して は 井上播磨掾の 正本と 思 はれる 寛 文 一 1* 版の rralK 王 高名 物語」 が设 も， u い。 

次いで 「釋 迦八桕 記」 (寛 文 九 年刊) 「善道 記」 (寛 文 十 年刊) 「頼 光 跡目 論」 (寬文 年 屮？) 「花 山院后 諍」 (延贊 元 

年刊) rn 本 王 代 記」 (延寶 三 年刊) 等 いづれ も 井上 掭磨拔 の 正本と 思 はれる ものが 五段 糾絨 になって ゐる。 尤も， 


磨 t の 正本に は 六 段物が 多い が、 その 屮に i 文の 末に 至って かう いふ 異例 を 兌る ので ある。 そして 播磨拔 より は 稍 

々後れて、 延 S より^ 和に 至って^ 都で 一流 を 語り 出した 山 本土 佐搽ゃ 〈十 治 加贺掾 の： 止 本に 至って は、 延寳 以降の 

刊行に か」 る 彼等の 正本 中 現 布の もの に は 六 段物 は 一 篇 もな いので あ る。 かくして 丁度 近 松が 作老 として^に 出た 

延寶 fK 和に 至って 六 段物 は 上方に 於て 漸く その 跡 を 絶ち、 五段 物が 之に 代って 行 はれる 事と なった のであって、 近 

松の 作 は、 その 初期の 推定 作に 至る 迄す ベて 五段 組絨 であって、 六 段物 は 一 篇もな い。 而 して 淨 瑠璃の 五段 組； i と 

六^ 組^と は、 その 體制 上に 於て 新^ を： HH 別す る 一 つの 目標と さへ もされる に 至った 程に 重耍 なる 形式 上の 相逮で 

ある。 尤も 五段 組絨が 行 はれ 出した 常 初に は 六 段物と の^に それ 程の 截然たる 差違が あつたと は兒 られ^な いが、 

近 松の 乎に よって 五 段紐絨 の ^瑠璃 の 形式が 完成 される に 至 つ て は その 作 は 十い き 六 段物と は 全く 面 H 様式 實锊を 

異にする に^った といって 差 支ない と^ふ。 

然 らば その 相違 は 如何にして 生じた もの か、 ^瑠璃の 六 段 紺 I！ は 何故に 五段 組 縫に 改められ たかと いふに、 これ 

について は 今日 迄 未だ 明確な 解說は 下されて B ないやう である。 併し乍ら^ 瑠璃 一 篇を六 段に 分つ の は 例の 「十一 一 

段 草紙」 の 十二 段 を 半減して 六 段に 緊縮した ものであるのに 對 して * 五段に 仕立てる の は 能の 番組に 倣った もので 

あろと いはれ る處に 注：：！ すべき 喑 示が あると 考へ る。 

^し.,、 5 伽 草紙の 脈 を 引く 十一 一段 草紙 以下の 十；：^ 瑠璃 は、 よし それが 人形の 所作に 合せて 語られる もので あつたと 

しても、 その 形式に 於て は 純然たる 叙事文 式の もので あり、 物語 風であって、 嚴格 にいへば 戯曲と して は 取扱 ひ 得 

ない 形式の ものである。 之に 對 して 能の 番虮に 倣って 五段に 改めた の は釗的 表現 を 主と する 様式に 改めた もので あ 

阈姓爺 合 戰の魟 流しに 就いて  . 二 山 ハ^ 
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ると 私は兒 ようとす るので ある。 尤も 本來が 非情の 木 偶 を 操って 複雜 なる 人生の 葛 藤 波 Pi を 聽衆觀 客 の 前に 展開せ 

しむる おの 詞^で あるから、 其の 文中に 叙事 的 誇張 的 乃至 抒情 的の 部分の 加 へられる の は 免るべからざる 制約で あ 

る 上に、 一 篇 中には 景中、 物盡 し、 道行と いふ やうな 昔樂的 伎倆 を發 镩 し、 叉 舞踊 的 場面 を 重んじる^ 齣が 加 へ られ 

る 約束に なって 居る 淨 瑠璃 釗の 詞章が、 俳優に よる 科白 本位の 劇詩の 形式 を 論す る 標準 を 其の儘 適 川し 得な いのは 

言 ふ 迄 もない が、 倂し私 は 五段 組絨の 完成され た淨 瑠璃 を 以て 立派な 一 つの 劇詩と 兌る に 躊躇し ない ものである。 

而 して 謠 曲の 素養が あつたと いはれ る 井上播磨掾の 正本に 初めて 五段 組絨が 現れ、 次いで 最も 自覺 的に 謠 曲の あ 

ら ゆる 長所 を淨 瑠璃の 中へ 取 入れようと 努力した 宇治 加贺掾 及び 同時代に して 藝 風に 共逋點 のあった 山 本土^ 拔の 

正本が すべて 五段 組繙 であるの は 決して 偶然の^と は考 へられない。 のみなら す 「竹豐 故事」 に 

淨 瑠璃 を 五段に 綴る は 能の 番組に 同じ、 初段 は 脇能； 二に 修羅、 三 は 葛 事、 四 は 脇 所作、 ^五 は 祝言な り、 大 

體是に 表せる 物な り。 

と あるに よって、 淨 瑠璃の 完成 期に 於て は、 その 五段 組 H が 能の 番組に 倣った ものであると いふの は， 定說 であつ 

たと 兒て差 支ない ので ある。 

r 玆に 於て 當然 起る の は、 然 らば 能の 番組 は釗 的で あるかと いふ 問題で ある。 元来 劇詩 殊に 悲釗 がその 形式と し 

て、 事件の 發端 たる 動機から 葛 一 i を經て 最後の 解決に 至る！ 二 大過^ を 取り、 而 して その 葛藤の 中には 更に 葛藤の^ 

進と 最高潮と 轉 向と を 要し、 結局 五段 (五 幕) より 成る との 說は、 獨り 西洋の 釗^ に 於ての みはらるべき 形式で は 


なくて、 これ は 各 ^各：^ 族の 問に 於て 劇の 進歩に 伴うて 自然に 作らるべき 釗本來 の 一典 型であって それ は必 すし も 

因^の 關係 にあら すして 並行の^ M たり 得べき ものであると 信す る。 故に 我が W に 於ても 外 來剡の 影響 を認 め す 

とも、 此の 形式が 夙に 現れて 居る のは怪 むに 足らぬ。 即ち 能樂が この 五段の 形式であって、 それに ついては その 大 

成 者た る 阿彌 によって 旣に 論じられて 居る ので ある。 世 阿 彌に從 へば 一番の 能 は 序、 破、 急、 の三體 より 成り、 

更に その 破に 叉 序、 破、 急の 三 段が あって 結局 五段から 成る といって 居る (能 作 書)。 かく 能  一^ を 序、 破、 ^に 分 

つ 事 は、 恐らく は 舞樂の 曲と 舞と が 序、 破、 おより 成る その 構成 法から 想 を 得た もの かと 推察す る。 自然 これ を謠 

曲の 組^と して 考 へる 場合に は、 音樂 上の 過程 を 示す ものと 兌ら れ るが、 これが 舞 臺 に 演じられる 能と して 取扱 は 

.si る 場合に は、 この 五段 は釗的 展開の 過程 を 示す ものと^て よい。 即ち 能の 序、 破、 急 は單に 昔樂的 のみでな く、 

釗 的の 意味 も あると 解釋 して 差 支 あるまい か と^ふ。 

「淨 瑠璃 の 五段 組絨は 能の * 紐に 倣って、 それによ つて 劇的 表現 を效果 あらしむべく つとめた ものであるが、 併 

しその 體 制は必 すし も 能の 如く 祌、 男、 女、 狂、 鬼と いふ 標準 を 忠實に 遵守した もので はない。 前に 擧 げた 「竹豐 

故事」 の 言 は淨 瑠璃 五段 組： i の 實質を 述べた ものではなくて、 その 典據と 形式的の 標準と を 示した のに 過ぎない と 

解釋 すべきで ある。 處で 五段 組 絨 の淨 瑠璃の 代表作た る 近 松の 圆 熟 時代の 時代物な どに 兌る 段取りと その 內^ と は 

大抵 次の やうに^ ばれて おる ものが 多い。 先 づ^ 一段 は 事件の 動機 發端、 又は 後の 活劇の 伏線 等 を.： 小す が、 その 大 

序は壯 簾なる 大內ゃ 諸侯の 邵 などの 場面で ある 事が 多い。 そして^ 二 段より 第 四^ 迄に 一旦って ^豚 を 描く。 その内 

1： 姓 爺 合 戰の舡 流しに 就いて  二 六 七 
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第二 段 は 後の 大 葛藤への 誘因 を极 ふので あるが、 全篇の 筋の 上から 兒れ ば、 忠 Hi 節婦た どが、 惡 人の：； 3 害 を 受けて 

ぁ1 しつつ も 義に殉 じょうと する 忠烈 悲壯 なる 場面 を 描き、 第三 段 は その後 を^け て 葛 籐 の 最高潮 を 示す 條で、 全 

篇の 山が こ ゝ に^けられて 居り、 事件 は 悲劇的に 展開され、 身替 りと か 擬悔の 自害と かいふ やうな 趣向が 取扱 はれ 

る 場合が 多く、 こ&に 解決への 豫想を 示し、 第 四 段は轉 じて 大抵 は 夢幻 的 超現實 的の 場面と なる が、 その 袅に 解決 

へ の 曙光 を 示し、 第五 段に 至 つ て 解決 を 苦げ るので ある。 而し てこの W 決 は 時代物に 於て は 必す惡 人 減び て 善人 世 

に 出で 榮ぇ ると いふ MIra ^應報 的の 結末で あるが、 古風の もので は、 祌佛の 力に よって 光明 的の 大圑圓 となると いふ 

もの も ある。 そして 更に その 跡に 華やかな 節 事 舞踊な どの 添 へられて 居る もの も少 くない。 而し てこの 第一 段より 

第 四 段まで は、 大抵 前に-: つた やうに 口中 切、 即ち 世阿彌 のい ふ 序、 破、 ^に 常るべき 三 段 過程 を 踏んで 居る。 そ 

の 中で 最も^ H とすべき は 三段目の 切であって、 こ 、は 實演に 際して は、 一 座の 最も 優秀なる 夫夫の 持 場と 定まつ 

てゐ る。 故に 竹豐 故事に も 「第一 太夫の 軍： ん する 所の 役と 謂 はば 大 序の 三 段 目の 切」 と ある。 大抵の 作で はこの 場 

だけ を 取 出して 兑れば 純然た る悲釗 になって 居る のであって、 演奏者が 力 を： 汪ぐ逋 り 作者 も こ、 を 山と して 力 を 入 

れ、 叉兑物 も 最も M ハ脔 する 場面で ある。 

例へば 「阈姓 爺 合戰」 の 第 三段目 は、 (口) 獅子が 域 櫓 門の 場、 (中) 紅 流し、 (切) 和 藤 内の 母 c お：、 甘 輝 和 藤内投 

» 携と、 かう 火き く 三 場に 分れて 居り、 そして 錦 祥 女と 和 藤內の 母との 死と いふ 悲釗 的の 場面 を^ n として 居る ので 

ある。 

「併し乍ら 近 松の 時代物 を：^ るに， そ G 五^に K る 全 篇 を 一貫して、 よし 有 的と 迄 は 行かす とも、 见に角 各 段 


の 間に 相當の 聯絡 照 應を保 つ た 作 は 、 形式 上から 兌て は 比^的 佳作の 部 に 羼 す ベ きも のであって， 多く は 各 段殆ん 

ど獨 立した ものであるの を、 ある 世界 ある 人物 を 中心として 一 篇に 仕立て上げ ると いふ 必要 上から して 無理に 絡 

關系 をお たせた やうに^ はせ る もので、 一一 一一 ！： は^ ォデ ン の审 ざし 式の 感じが する。 n 然 全篇に K る 主人. 公^ かで な 

く、 各 段^々 の 人物が 中心と なって 活躍し、 全篇 を K く笞の 人物 は 却って 隠れて 居る やうた 作柄が 多い。 この 傾向 

は 近 松の 作に： ^ても^と 共に 甚 しくた つた やうに^ はれた が、 これが 後に 宗輔、 出 雲 等の &巧 本位、 目先 本^の 作 

者 の 跋恩 となり、 又 合作 の 風 を 生す る 誘因と もた つたと 见られ ると 思 ふ。 

能の * 紐に ® つて 五段に 仕立てる 事 を 本體 とした^: 瑠璃の 長所と 短所と はこ" にあった ので ある。」 

(昭和 五 年 「^合 世界 文學」 ) 
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近 松の 宵 庚申に 就いて 


^に豐 竹 座、 西に 竹 本 座と 操 興行の 腹の 探り 合 ひい そがし く、 各 座の 作者 紀海 昔と 近 松 門左衛 s: との^の 鎬 のけ 

づり合 ひた ビ ならぬ 享保七 年の ^nffn、  丁度 锊 庚申の その 日、 大阪に 一 つの 心中 事件が 起った。 新靱 町の 八百屋 

の 養子と 娵の 夫婦 心中で ある。 半 兵 衛 とお 千代の 浮 名が まだ 大阪三 鄕の隅 々まで ゆき： 旦り もしたい 翌日 六日に はも 

う 海 音の 「心中 二 腹帶」 は豐 竹の 勾攔 にか k る。 二十 二 R に は 近 松の 「心中 宵 庚申」 は 竹 本で 御 見得の 運びと なる 

何せい、 十六 n の 立ち 遲れ である。 勝利 はつひに 東の ものと なった。 されば 心 祝 やら 何やらで 千日の^ 所へ お 碑 を 

建て \ 供養す る。 さなく とも 快から す 思って 居た 八百屋で はこの 仕 打 を 怒って、 夜分に 石碑 を 座の 木戶 前に 述 びか 

へした。 翌朝 表 方が 取りの けうと した 時、 その 俊に するがよい、 却って 景氣 にもなら ぅぞ との 座元 越 前の 計ら ひ 

は、 うまく 圖に當 つて、 その 評判に 東 はまた 一し きり、 大入を 占め 得た とい ふ。 「心中 二 腹帶」 が 菜して 一夜の 作 

であらう か、 或は 逬行 だけ を 出物に したので あらう か。 或は その 興行 日の ほど もお ぼっかな いが、 兎に^に、 兩座 

の 兢举は 凄い ものであった らう。 

座 方の 競 ゆの か ゝる狀 態で あるに 拘 はらす あやし いのは、 兩 作者の 作意の 一致した 事で ある。 こ れと 彼と もとよ 


り 睨み合 ひの 姿で あれば 相談せ ぅ喾 もない のに、 これ は また 談合 づ く かと 思 はれる 程の 實說 扳替が 喑 合し たので あ 

る。 兩作 共に 八百屋の 姑の 善人な のを惡 人に、 ^の 惡人を 善人に 書き かへ たので ある。 

その 實說 なる もの は、 例の 西澤 一 風に よって 傳 へられて 居る。 

大 阪新靱 町の 八百屋 半^ 衛、 嫁お 千代と 心中^ 死した る を、 すぐに {竹庚 申と して 出せし は、 誰もよ く 知りた る 

事に は あれ ど、 予 幼少の 時、 新靱の 老人の 話に 聞きし は、 實 說も淨 瑠璃の 如く、 たに 違 ひ ある は 八百屋の 姑 婆 

は蟲も 殺さぬ とい ふ 程の 人な り。 右衛門と い へる 老人 も あながち 惡 人なら ね ど 兎に角 若い 女好きに て 下女 雇 

女 を 孕せ る 事 度々 にて、 嫁お 千代 を 口 說く 事甚 しければ、 姑に 是を ぐれ ど、 まさか^の 半 兵 衛には 此^ もい 

ひかね、 年月 をす ごすうち、 半 兵衞は 用事あって 遠方へ 行き、 ながらく 留守中 なれば、 SJa: 右衞門 か. -る 折に 

こそ 本望 を 達せん とて か、 晝夜 とも 透 問 さへ あれば 嫁 をロ說 く。 老婆 これ を氣 の^に 思 ひ、 常 盤 町の 伯母の 方 

へ W け、 世^の 人の 問 ふ 時には 連合の 悪性に よりと はい はれす 據所 なく 瓶の 身 持 家風に あはぬ 故 預けし など 答 

へけ り。 半 兵 衛歸 宅の 上 は 仔細な くお 千代 を呼戾 せし が 伊右衛門 ますます 煩惱の 犬の 如く、 人 ほ を 構 はす ロ說 

き、 聞き入れざる を 极 にもち て、 養子 顰牛 兵衛 すこしの 仕 あやまち を 仰山に 罵りけ るに ぞ、 老婆 も いろいろと 

諫言し けれど、 伊右衛門 は獍 逆立 物い ひの 絶ぬ 故、 義理に 迫って 暇 を 出し、 锊资 中の 夜つ ひに はかなき^ 死 を 

したりと ぞ。 

この 老人の 言に 信 をお くなら ば、 二つの 作意の 一致 は、 作者の 意圖に 出た のでな くして、 共に 姑が 苦衷のお^ が 

因 をな せる 世評に 忠なるた めと 解すべき であらう。 一 一 つ の 作に 事件の 共通な ものが あると すれば、 それ も當 時の 世 

近 松の .W 庵. S- に 就いて  二 七 一 
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評に 據 つたた めと 兌るべき であらう。 さもない かぎり、 立ち 遲れ ながら、 なほ 敏の 作意 を 追って 改めようと もしな 

い 近 松の 愚 さ を 何と 評したら よから う。 

二つの 道行に は、 共に わが 戀ぢ はいと なき； 二 味よ の 小唄 を攝 取した。 それによ つて、 その 小^の 流行が 推せられ 

る。 それと！； 1： じく 二つの 作 を くらべて 兌て、 この 事件のと り 沙汰が どうで あつたが 知られる。 

半 兵衛が 遠州濱 松の 武士の 出で ある 事。 彼が 生家に かへ つた 留守中に お 千代の 姑 去りに あった 事。 半 兵衛が 旅先 

からお 千代 を 連れ かへ つて 他所に 預けお いた 事。 その後 半^ 衛 から 改めて 離緣 した 事。 その はての 心中、 その 死 姿 

の 見事 さ、 寺の 門前に 緋モ氈 を 敷いて 二人共に 匁に 倒れる、 しかも^ は股帶 して 切， M した 上に、 潔く 咽喉 を 突いて 

死んだ のが、 武士の なれの^ をし のばせる 事、 女 もまた 身 持に 腹の 帶 をして 居た 事。 

二人の 作者 は、 この 巷說 に^いて 各 想 を 構へ た。 きく 所 同じう して、 二人のお も ふ 所 は相異 る。 ゆく りなく 取材 

を 同じう した 事が、 また 一 一家の 作風の 相違 を 明に する。 

「心中 二股 帶」 は 筆 を 結んで 「花す ぎ！； の 若綠、 この 下 闇 は靑物 や、 町人 なれ ど、 古の 武道の 燈かゝ げたる 末に 名 

を こそて らしけ り」 とい ふ。 海 昔 は 牛 兵 衛の死 姿に 萧^ した。 その 腹帶に 着眼した。 何故に 腹切って から， M 帶 した 

かさて 後に 咽喉 をつ いたか。 海 昔 は すべて を 半 兵衛の 武士 出身で ある 事に 歸 した。 半 兵 衛は劍 難の 和 あるた めに、 

特 に 主命に よって 町人と された ものである。 故に 彼 はな ほ 主君 をお も ふ 者で あり、 武士道 を 念と する 者で ある。 武 

十； おと 心屮 と、 それ はもと より： .1 立すべき もので はない。 武士の 氣質を 今 も 持す る 彼 は、 心中 を 陋 とする。 彼の 脇 

^は 主お より 拜領 した ものである。 彼 はお も ふ 武士の 刀 は 忠義 を 3" とし、 町人 は 又鱧義 にさす。 大切の 一  ^ を 武^! 


にも W ゐす、 禮^ にも か、 はらす、 穢 しき 兩 人が 最後に 計りつ かはん 事、 勿體 なし^ 加な しと。 卽ち、 はじめに^ 

きった の は 主 S への 追 腹、 故に 武士の 眞 似して ひき II したので ある。 半 兵 衛の身 は 一 つ、 死 様 は 二つ。 ^十： として 

の 彼 は 斯うして 死んだ。 殘るも 一 つの 死 は 町人 八^屋 牛 兵衛の 最期で ある。 彼 は 斯うして お 千代と 共に 心中した。 

海 音 は 牛 兵 衛の死 を 斯う 解釋 した。 しかし、 半 兵衛の 心中の 對手は 決してお 千代ではなかった。 その 對手は 義理 

である。 武士道 武家の 道 德の形 を か へた 冷き 義现と 心中した ので ある。 それと 心中 させた の は 實に紀 海 背 その 人で 

ある。 

半兵衛 はお 千代 を 愛した。 けれど、 義理 をお も ふ 時、 彼 は その 愛 を も 否定す る。 「鬼 角 二人が 腐り 合 ひ、 切られぬ 

緣を 恨む がよ い」 ともい ふ。 それならば 何故に、 お 千代 を 殺し もし、 また 同じ 枕に 死んだ か。 彼 は 世 問 の^. 现に ：3 

られ たので ある。 世間 は 女房 を 去る に 七つの 法則 を 立て、 さらぬ に 三つの 敎を なした。 华兵衛 はこれ 等の 去る 去ら 

ぬの 法則 軌^の II に苦惱 せざる を 得なかった。 七 去の 法則の 中に も 親の 氣に 入らぬ 女房に 添 ふ を 不孝 尤 とす。 女 1W 

お 千代の 派出 好み、 奢ぶ り、 とも すれば 賣 女と 見 あやまれる 風情 は、 もとより 姑が 蛇の様に 嫌 ふところ である。 さ 

らば 離緣 しょうと する に、 お 千代の 家 は あま 巾に 貧しい。 三不 去の 法則の 中に も、 いに 所な き 妻 を 去る を 不義の 大 

なる ものと する。 暇 を やれば 孝行の 道 は 立つ。 というて 去る に 去られぬ 敎を どうしょう。 お 千代い としのお も ひよ 

り 半兵衛 はこの 二つの 道の 安 協 を 念と した。 念々 おもうて やます、 つ ひに 彼 は 死 を 決した。 おのれ 死した 後に、 い 

に 所ない 妻の 鹿 置、 それの あはれ さに はじめて 死の 道連れと した。 即ち 海 昔の 半 兵衛は 愛に 殉 じたので なくして 義 

理に殉 じたので ある。 

近 松 庚 屮 に 就いて  二 七三 
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近 松 とても 義理 を 東ん する。 しかし、 彼 は 篛理 のために & 现を 重ん する 事、 海 音， の 如き ものではなかった。 その 

義现の 尊重 は 人情の ためにす る。 義理の 石の K みに 虐げられる 人情と いふ 小さい 草の 花の あはれ さ。 近 松の ねら ひ 

はま さしく そこにあった。 まして その 世話物 は、 「贫极 崎 心屮」 から 「二 枚：^^. 就」 の やうに 段々 と義 现の& 合が 濃 

さ を 加へ る。 「心中 宵废 中」 は その 最後の 作で ある。 義理の 色い よく 濃き ものが ある。 「女 殺汕 地獄」 そこに は 町 

人の 世界に も、 いかに 主 從の關 係が 武士の それに 追隨 して 來 たかを 語った。 今 また 武士 出の 半兵衛 について^ るの 

である。 義理に ついてい ふところ 多 かるべき 苦で ある。  . 

近 松の 半 兵 衛も七 去三不 去の 法則 を m しとす る。 彼が 心中 決行の 理由 を數 へた^つ の 一 つ、 世間の 義理と はこれ 

である。 他の 一 つ は 女房の 親への 篛琐 である。 お 千代 はすで に 二度 嫁入りして 出お、 りの 身の 三變 ほの 嫁入で あつ 

た。 それが また、 何とい ふ^な しに、 合性の 惡さ 故に 姑から 嫌 はれた。 富める 家の 主、 病める 父親 は、 この 末 娘の 

身の上 を ひたすら 案す る。 彼 は 涙して 娘の 行末 を 半 兵衛に 托する。 半 兵衛 はつひに 終生 去らざる 事 を 約す る。 けれ 

ど、 半 兵衛は その 約 を^す 事が 出來 なくなった。 何と なれば その 約 を 守らう とすれば、 姑の 惡名を 去る よしがない 

ためで ある。 彼が 死因の 一 つ、 養^への 義理 は 斯うして 彼の 身に 迫り 來る。 姑 去り、 その 事が 世 問に パ ットな つた 

時、 人々 は 一様に 姑の 暴 狀を责 めたてる であらう。 子と して どうして これ を視 すごす 事が 出来よう。 まして^ ひ 子 

の 義理 は、 なほ 更に 姑 を 庇 はねば ならぬ。 武士の 家に 生れた 義理堅 さはな ほ 一段の 努力 を耍 求す る。 赛 親への 義现 

は、 つ ひに お 千代の 離緣を n づ から 宣告す るより 外 はない。 さすれば 女房の 親への 義理 はどうなる。 こ こに 於て 彼 

は 死 をお も はざる を ：$ なかった。 


死 W 三つ。 斯くてな ほ 一 つ を あます。 殘るー つが、 つ ひに 海 音の 作 中に 於て 兌 出し 難き ものである。 「女房の 親 

と 我 親と 世間の 篛现と 恩愛と、 三す ぢ 四 す ぢの淚 の 絲。」 その 恩愛が それで ある。 近 松の 半お 衔は、 & 後までお 干 代 

との 愛 を 否定し、 呪叽 する ものでなかった。 彼 は 義理 を m, ん じた。 ffi ん すれば 审 一ん する 程お 干 代 可愛、 いとしの 情 

にたへ なかった。 

つらい め 計りに、 日 を 牛 日 心 をのば す 察 もな く 死なう とせし も 以上 五 度、 恨 ある 屮 にも そなた こ缘 ぐみ、 ^め 

てのう さ啧 せし に、 それさへ そ はれぬ 様になり 死ぬ る 身に なりく だる。 よしたい 者に つれそうて 半お 衛が 身の 

0M, そなたに 迄 ふるま ひ、 在所の 親 仁 姉御に も 悲しい 事 を？ i すと^ へば、 此 胸に やすり を かけ、 忏を^ 火で 

妙る 様な。 

彼 はお 千代と 死す る 時、 た V 愛の 火の みに 燃え立つ。 死灰の 如き 義理の 加 はる 餘 地はなかった。 その 辭 世の 「十" 

をす てばや、 義理 もお も ふま じ」 とい ふの は 即ち それで ある。 水の 中火の 屮 でも 光の 世まで もこな 様と 夫婦と 成て 

ゐ る 所 を 見 立 て 死んで 下さん せとい ふ お 千代の 首 葉 はまた 半兵衛 の 胸の 屮 にも^んで ゐ た。 

半 兵衛の 死因の 義理 は^この 恩愛 を 裏と なし 表と なして はじめて その 働 をす る。 半 兵衛 がお 千代の 父に 堅い 約^ 

をな したの は、 單 なる 義理で なくして、 その 娘お も ひの 心根に 感激した ためで ある。 お 千代 は 夭が 緣 きらぬ とい ふ 

うれし さに、 病める： 父 を 兌^て \ つれ 立ち か へらう とする。 父 はこれ を 咎めす して、 却って 娘の ために 泣く。 「半 兵 

衛 これ 見や 此 しどな さ、 歸 らんと いふ 嬉し さに 親の 病 を かと も 言 はす 悅ぶ 顔を兑 る 親の 心の 內の 嬉し さ を 叶はビ 兑 

せて， 暖 いひた し。」 この 恩愛 强ぃ 力に うたれ たためで ある。 半兵衛 の胸裹 ^これで ある。 

近松ク W 庚 巾に 就いて  二 七 五 
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義 理 を 恩愛 か ら ひき 離さう とすると ころに、 形式 化 され た 武士 の 道德が ある。 義 理を 恩愛 も て 裏う ちす ると ころ 

に、 武士 もまた 法則 軌範の 傀儡た る 事 を 免れる。 海 音 は その 道 德に專 念して、 武士と しての 半 兵衛を 描いた。 近 松 

は 武士 町人の け ぢめを 離れて 人 問と しての 半 兵衛を 描いた。 「心中 二股 帶」 は 元 祿 の 時代相 を见 るべ く、 「心中 宵爽 

申」 は 永遠の 人間性 を 見るべき である。 武士の 道德を 理想と して 仰いだ 時代に は、 なほ 海 昔の 作 を もよ しとしょ 

う。 武士の 生活 を 過去の ものと する 今日に はもと より 近 松の 作 をよ しとす るで あらう。 二 作 これ を 比べ 来れば 海 昔 

つ ひに 近 松に 一 筆 を輸さ にる を 得なかった。 

二つの 作 共に 上の 卷に 於て 濱松 を舞臺 として、 半 兵衛の 武士 生活 を 勞髴 せしめる。 海 音 は 弓術に 柔術に 飽くまで 

武士の 名殘を 示し、 近 松 は 念 者 裁きに、 料理の 計ら ひに、 武士と 町人の 間 を ゆく 相違 は ある も、 今日に 於て は いづ 

れも あらす ともよし。 何と なれば、 二者 共に 時代相に のみ 即した ためで ある。 

聾者 看 技 

聾の わたくし は 時々 こんな こと を考 へる。 補 聽器を 使 はなく つても よい 芝居が 見たい なと、 いふ 意味 は 別に 役^: 

に聲 張り上げて くれと 耍 求す るので はない。 補聽 器ぬ きと は、 片言 一句 聞き もらさ じと 身 構へ せす に濟む ほどの 芝 

居が 見たい とい ふこと だ、 二と 二で 五で あり、 三で ある やうな 芝居が 見たい の だ、 二と 二で 四で ある 芝居、 それ を 


セリフで 運んで ゆく やうな 責苦 めの 芝居 は、 甚だ 以て 龔に 向かない。 そんな 芝居に は、 どうしても 補 聽器を 肉附に 

しなければ ならない。 二と 二で 五と なり、 n 一となる ことが 許されるなら、 勝手に 聽 きもら しても よい 害、 聞えない 

ところ を氣 俊に 補っても よい 苦 だ。 それ は セリフ だけの 話で ない。 耳の 芝居 だけの ことで なく、 目 耳 心の すべてに 

亙る 芝居に 就いての ことで ある。 芝居が 結局 劇から 離れて、 お 芝居に 近づいて 貰 へれば よいの だ。 

聾の わたくしが 補 聽器を ほんの ちょっとの 問はづ したと する。 もう 舞臺の セリフ は 相應に 走って ゐる らしい。 慌 

て ざまに また 補 聽器を あてが ふ。 そして さきに 聞いた あと を鑌 ける。 聞き もらした の は、 書拔の 五六 行に 過ぎな か 

らう。 それな のに、 もはや 後の セリフ は 前の セリフに 接 綾し ない。 接續 しない どころ か、 肝腎の 筋が わからな くな 

つたの だ。 それほど 片言 一 句 も 重要性 を 有って ゐる のが 今の 芝居 だ • 

どうで もい いや、 とわたし は補聽 器を桀 てて しま ふ。 今度 は 役者の 所作と 口の 動き を しをりに、 勝手な セリフ を 

自分が 作って あてはめて みる。 觀 客の わたし は 即席に 創作家に なった わけ だ。 幕が 閉まる までに、 もう 一幕物が 出 

來る。 出來 上った 自分の 脚本と、 眼前に 演ぜれ た 脚本と を、 あとから 比較して みる。 十が 十、 向う の 作が よいと は 

いひ きれない。 已惚 ではない が、 .0 分の 方が 上出來 だとい ひたい 場合 も ある。 だから 劇場に 舞 薹 を 兌ながら いつ 

も 創作 をして ゐる などの 不所存 は 懐かない。 努めて 舞 臺の作 を 尊 I する つもり だ、 それに も拘ら す、 舞臺 の理 責め 

はどう かする と 創作の 易き をお も はせ る。 

これ は 新作の つい 讀ん でない ものの 舞臺 にの み 限らない。 たと へば 大近 松の 作で も、 その 昔 はさう でもたかった 

らうが、 今の 演出で は、 理 責めの 演出の 前に は、 やはり 同じ こと だ。 なほ 惡 いこと は、 なまな かのうろ 覺 えの 文句 
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が 簡^: をして，：：：. e た创 作、 また 自. a な 改作 を 許して くれない。 たと へば、 こんな こと も ある。 このほど 觀た 膨次郞 

一座の 「心中 宵 庚申」 の 上田 村の 場。 

姉のお かる は、 また 嫁入 さきから 追 ひ 出されて 來て 父の 勘氣 に^れて ゐ るお 千代 を いろいろと とりなす。 と^の 

つまり、 お 千代 を 床の 中の 父親の もとにお しゃって おいて、 やっと 安心した とやう に、 中仕切の 障子の あちらで 頻 

りに 胸 を 撫でお ろす。 そして、 障子の 此方で は/? 千代が 靜に屛 風 を 立て 廻 はす。 あの 淨 瑠璃の 文句 をう ろ覺 えなが 

らに 心得て ゐれば こそ、 かう も 合點が ゆく ので あるが、 でた かったら、 この 邈者 は隨 分と、 さて は あの 女が あとが 

ら 尋ねて 來た 若い 方の 女 を 年寄りに 取 持った の だな、 それに あの 若い 女 は 年寄に ぞっ こんなの だな、 などと 改作 を 

やらない と は保證 が出來 なかった。 そんな 改作 は惡ぃ 耳の 全 要求で あらう か、 それとも 舞毫に 穴 一 つ あけまい との 

緊密が させる ので あらう か >  とかく 聾者 は 一切 を 聾で 埒 あける こと をお それる。 その 責任の 半ば を 演出の 方に も 負 

檐 させたがって ゐる。  - ゝ 

わたし は 半兵衛 がそ こ へ來合 はせ た 段に なっての 舞臺を 見て、 0 分の-斗に ひき くらべて、 つくづくと 半 兵 衛 やお 

かるの 耳の よいのに 畏れ 入る。 いや、 半兵衛 役者お かる 役者の 耳の 聰 いのに 驚かされる。 父親 平 右衛門 は 牛お 衛に 

あてつけて、 わざとお 千代に 平家物語 を讀 ませる。 おかる と 牛 兵衛は 共に 障子の こちらで 聞く ことになる。 これ を 

舞 裏で 見る と讀む 人と 聞く 人との 距離が あまりに 甚 しい。 驚いたり、 畏れ 入ったり する の は それが ためで ある。 原作 

では、 決して ああまでの^ 離を考 へて はなかった 害 だ。 原作で は、 たしか、 おかる は 牛 兵 衛を扮 てても 立 たれす、 

障子の 傍に 立ち寄って、 ここに 仕事しながら 障子 隔てて 間き ます、 とい ふので あった。 半お 衛は半 兵 衛で不 あし』 


ひなる： -m を かねて、 詞を^ め 折 を 5: ち、 共に 摺り 寄り 聞 きゐた ると いふので あった。 その^: 子 一 蒉を 枷に する のが 

原作の 舞^だ 隙 子  一 -m を 隔てに する W 人の 席と 席と が 近い ほど、 あとに も 先に も 萬 事舞臺 の 呼吸が よく. 效采も あ 

^る 害で あつたの を、 何故に ああい ふ 行方 をす るので あらう。 萬 事が 现資 めの 今の 舞臺 にこれ は を かしい とお へれ 

ば、 おおそれ それ、 みんな 耳の 聰 さがな す 業であった らう。 

また、 わたし はかう いふ 事も考 へる。 お 千代が 平家物語 を讀 む。 うつむい たまます らくと 讀む やう だ。 せめて 

口の 動きで も 兌せ て くれたならば， と^は 外の 觀 客が 思 ひも つかぬこと をい ひ 出す。 ところで、 あの 平家物語の 讀 

み 聲を大 夫の 方で^ ろ 約 おの、 いた、 語る より 外に は途 のない 人形芝居で あったら、 どんた ことになるの だら う。 

わたしが 考へ ると いふの は、 其の 事で ある。 勿論 人形の 口 は 動かす とも、 首の かしげ 様 や、 ゎづ かば かりの 手の 動 

しゃら で、 n の 言葉 どころ か、 心の 言葉 そのもの さへ ぢ かに 聽 きとれ るので なから うか。 やはり、 人形芝居で 出來 

てゐる もの は、 人形芝居で なければ 牧 さまらぬ ものが あるら しい。 ー體 耳の 方々 が" あの 朗讀 から 何もの をう けと 

るので あらう か。 ^して、 お 千代 も、 おかる も、 平 右衛門 も M ハ奮 する ほどの もの を、 受けと り 得る ので あらう か。 

原作で は、 多分 父親 -午 右衛門が 飽 くま で 半^ 衛を兌 殺し に するとい ふの 態度で、 極めて 冷かな^^ し かいは な か 

つたと 思 ふ。 たに * 言葉の うらに は、 半 兵衛の 衷心 を 解して， 彼 をして 自殺 を 止めさせる 工夫 を敎 へ てゐ たと 思 ふ。 

ところが、 舞臺 で兑 るの はどう もさう でない らしい。 けれど、 ^ の わたし はいかに 父親の 口 もと を a^.-? めても、 原 

作 通り か、 改作の 區別を 知る ことが 出來 なかった。 わたし は當惑 した。 そして 退屈した。 ふと、 やつば り 能が いい 

な ァと 思った。 
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しかし、 能に 七 分の 心 を 傾けながら、 やはり 芝居に 三分の 未練が 殘る。 すると 孔尙任 出現 以前の 支那のお 芝居が 

頭 を 掠める。 作者の 臺 辭は少 つて 多く は 役者が 舞舞の 上に 勝手に しゃべり 立てる。 役者の まゝ にして ならぬ のは聲 

高に うた ふべ ぎ欲詞 だけであった とか、 何とい ふ氣^ さで あらう。 わたし はそんな お 芝居が い k ナァ と考 へ る。 

けれど さう いふ 事 は 伺 本の 制度が ある 今日 ゆるされな いのなら 誰か 黄表紙 式の 輕ぃ 脚本 を 書いて くれない かと 甘 

えて 見た くなる。 n:=: は燈、 江 海 は 油、 風 雷 は 鼓 板、 天地人 は 一 大の 劇場、 堯舜 は旦、 湯武は 末、 操莽 は^ 淨- A 

今來許 多の 脚色と 殿上の 柱に 書いて おかれた 大 淸康熙 帝の 見識 やらた わ 一一 目 やらで、 押して ゆく 脚本 はない ので あら 

うか。 

たと へば 夢 茶 nl! のお 如、 夢 魂逬 人の 夢の 狂言の 案じの 様な 案じ をす る 人 はない ので あらう か。 夢 魂 道 人 は 黄 表 

紙 「盧生 夢 魂 其 前日」 の 主人公で ある。 もとより 戯作者の 筆に なった 代物で は あるが、 とにかく 滑稽 詼 誠の ^ に 宇 

宙の大 を 弄ぶ とい は^い ふ 事 も出來 よう。 今の 釗 作家 は あまりに 宇宙と やら、 人生と やら、 何と やらの 前に 堅くな 

り 過ぎる。 誰か これ を嬌 めるべく、 また ffiTX が 袖 聽 器の 乎 を 祈々 休すべく^ を 執る 黄表紙 式 狂言 作者 はゐ ないか、 

その 出现を しん 以て 祈る。 

(大正 十五 ギ 「テア トル」) 


淨 瑠璃の 五段 物 

わが 浮世 繪の 海外に 流出せ る こと U 久しく その 數 甚だ 多い。 しかも 歐洲の 諸 博物館の 藏 して 誇りと する^? の は • 

大方 僞板 であって、 3 呉 板な の はわ づ かに 一 一の 町の ものに 過ぎない とのこと である。 

西 人の 浮世^ 研究に 關 する 書籍 は 少なから す 刊行され てゐ る。 その 屮 また 聽 くに 足る もの、 聽 いて 敎 をう くる も 

の、 もとより 乏しくない。 しかし、 浮世 緖の玄 味に 至って は、 彼等 眾 して 解し 得た る. か、 いなか を詳 にしない。 浮 

世繪は 江戶； 二百 年の 鎖國の 生活が 產 める もの、 わが 國の 傳統 が傳統 として、 他からの 刺戟な しに 守りお ほせられ た 

時代の 影で ある。 その 形 を 理解な しに、 その 影のお もしろ さが どの 程度まで いひ 得る ことで あらう。 浮世 搶の 色と 

に ほひと ひじき と は、 眞 偽の 板に 於いて 雲泥の差 を 有って ゐる。 西 人の 研究に して、 博物館 藏 すると ころの^ 板に 

禍 される たくば 倖で ある。 かう いふ 考は 何も 浮世 繪に 就いての み 抱かれる ものではなかった。 

瑠璃の 五 Si 物  二  <  一  • 


^戶文 Ea- 研 .^  二八 二 

もう 今では 誰 一人^ じさう にない^で あるが、 すっとの 以前 • 一  西 人に よって、 わが 近 松の 淨 瑠璃の 五段 机： i は、 

西洋 劇の 様式の 影響の 下に 完成され たと 說 かれた ことがあった。 ^しい 說 として、 わが！： 人の^に も^ 分 承認され 

もした。 けれど 間もなく これ を 訂正す る說が 生じた。 基づく ところ は 十二 段 草子との 關係 である。 

十二 段 草子、 く はしく いへば 淨 瑠璃 十二 段 草子 は 牛 若 丸と 矢矧 のおお の女淨 瑠璃 娘との 戀 物語で ある。 小 野お 通 

の 作と いはれ てゐ るが、 未だ 確證を 得る よし もたい。 淨 瑠璃の 名 またよ つて 起る とい ふ も、 未だ 信遝を 寄す るまで 

になって ゐ ない。 とにかくに 淨 瑠璃 節の 詞章 中に 於いて 現存せ る 最古の ものである。 

十二 段 草子の 名 は、 理由 は ともあれ * 十二 段に 分れて ゐる ところから 命ぜられる。 太夫が その 十二 段 を 語る に は， 

あまりに 勞れ 過ぎる。 渐 く複雜 になった 淨 瑠璃の 詞章 は、 これ を 折半して 六 段と する を 便 <儿 とし、 後 また 一段 を 減 

じて 五段と したので あると いふの が 訂正 說 である。 要は 太夫の 聲 量の 問題であって、 西 劇の 與る ところでな いとい 

ふので あった。 

十二 段 草子の 流行の 後に、 六 段の 淨 瑠璃の 存在した の は事實 であり、 その後 五段の 淨 瑠璃の 盛 行した のも^ 赏で 

つ ある。 しかし、 この 訂正 說は、 五段 を、 また 六 段 を、 一人の 太夫が 語る とい ふ 誤謬の 上に 成立して ゐる。 興行 常時 

の 番附の 太夫 名 を 一 臀し ただけ でも こんな 事の い ひ 得る 害はなかった。 無理から も 西 人の 誤謬 を排 せんとす ろの 

餘、 また この 妄說 をな したので ある。 しかも、 一時 は 中々 信ぜられても ゐた。 

六 段の 淨 瑠璃が 十 一 一段 を 折半した とい ふこと はな ほ 認めても よい。 五段 もまた その 六 段より 出づ ると いふに^つ 

て は、 認めら るべき でない。 何と なれば、 五^と 六^ 物と はおの づ から 發 生の 途を 異にして ゐ るからで ある。 


けだし、 淨 瑠璃の 五段 物 は 能の 五^の 番組に よって 創 まった。 能の 五段の^ 糾と は、 初段の 脇能， 二 段 Q 修羅 能、 

一二 段の 葛 事 能、 四 段の 脇 所 事、 五段の 祝言 をい ふ。 

この 五段 組； i はまた  一^の 能の 屮 にも^ 在して ゐる。 能 樂の现 論と 實演と を 通じて 第一人^、 いた 能樂の 完成 者 

である 世 阿 彌は能 を 序、 破、 急の 三體に 分ち、 更に 破 を 序破急の n 一部に 分って ゐる。 かくして、 一^の 能 は； A. はか 

ら 成立して ゐる。 淨 瑠璃と 能 樂の關 係の 緊密の 度 は 今 こ \ に いふまで もない。 新しい 淨 瑠璃 作者 は 完備せ る 能の 樣 

式に 準據 して、 淨 瑠璃の 五段 物 を 創めた ので ある。 すな はち 單 純なる 十二 段 草子 式の 叙事詩の 域 を 離れて、 渐く緩 

急遲速 の 律 度 宜しき に從ふ 劇詩 の 境に 入った ので ある。 ^話 物 の 一 二 段組絨 の 如き は、 序破急 の 三體を その ま. -に哆 

Q して、 来 だ 破に 三部 を 分たざる ものであった。 世話 三 段物の 精 粹は序 を 菜て、 ^を 菜て \、 破の 三部に よっての み 

成立して ゐ ると いっても よい。 

淨 瑠璃の 五段 物と 西釗の 様式との 關 係の 說を 訂正しょう とした その 頃 はま だ 世！： 彌の名 も^に 諮の 節附の 人と し 

ての み 知られて ゐた。 あの世 阿彌 十六 部 集の 如き も、 未だ 世に出です、 S で K も、 世に 讀 まれて ゐ なかった。 從っ 

て、 能と 淨 瑠璃が 密接な^ 係の ある 事 を 十が 十まで 承知して ゐる國 人 も、 つ ひに. この 一條 件から、 西 人の-;: 女 說を打 

破す るに は 至らなかった ので ある。 言 槳 こそ 違へ、 劇の^ 在す る 以上、 序破急の 三體 なからざる ベから す、 また 朿 

西 古今 を 通じての 普遍の 法則の み、 との 兌 を 以て、 西 劇の 五投 組織と 能の 五番 組立と また 淨 瑠璃の 五段 様式の 關係 

を說 いて、 西 人の 誤謬 を訂 すまでに ゆかなかった ので ある。 彼の 意見 を聽く 前に、 あまりに 多く 我の 知識 を缺 いて 

ゐ たので ある。 

瑠璃の 五 a 物  二八 三 


江戶 文^^ 究  二八. 四 

能樂 そのもの ゝ價値 を さへ、 浮世 繪の 鑑賞と 共に 西 人に 敎 へられて、 はじめて 蒙 を 啓いた 時代 も、 さう まで 遠い 

過去でなかった ので ある。 

能の 五番 組 綾 の談は ゆく りなく 西 鶴の 「好色 五 人. 女」 を 想 ひ 起させる。 

「五 人 女」 はこれ を 「 一 代 男」 「 一 代 女」 に 比較 すれば、 各篇が 整然たる 組 絨 を 有して ゐ ると 評される、 なほ その ま 

k に 西 劇の 五段の 展開に も 常て はめる ことが 出来る とい はれて ゐる。 とも すれば 統 一 なく、 中心な き 彼の 好色本 中 

の 異彩で あると は 衆評の 一致す ると ころで ある。 

その 一一 一一 n はま さしく 當 つて ゐる。 しかし、 そこまで 考 へる とならば、 何故に 一部が 五篇 より 成り、 ー篇が 五^より 

成る 組； 1 にまで 立ち入らな いので あらう か。 

卷 一 の 「姿 姬路 淸十郞 物語」 卷 二の 「情 を 入し 樽屋 物語」 卷 三の 「中段に 見る 暦 屋 物語」 卷 W の r 戀 草から げし 

八^屋 物語」 卷 五の r 戀の山 源 五兵衛 物語」 の 排列 は、 おの づ から 能の 五番 組 綾で ある。 これ 等の 五の 物語 はおな 

つ、 おせん、 おさん、 お 七、 おまん の 五 人の 女 を 主人公と して ゐる。 おのおの は 女 をシチ とする 一番 能であった。 

その ー赉に また 序破急の 五段 を 有して ゐる こと は、 例 を舉 げて說 くが ほど もない。 ー讀 極めて 明瞭で ある。 

西 鶴が 何故に この 散文 能 を 作った か、 おもてに 小 說を裝 うて 裏に この 戯れ をな す 動機 如何、 事 は 漸く 西 鶴の 好色 

本の 本質に 關し、 彼の 藝 術の 本質に も關 する。 たまた 4* 能の 五番 組絨 から 迷 ひ 入った 今 は、 その 樓說を 避くべき で 


ら 


いっかの 折に ゆづる。 

广 昭和 一二 年 八月 「英 學熟學 報」) 


ゆ 瑠璃の 五段^  二 1/E 


江戸 文 學硏究  二八 S 

能樂 そのもの- -價値 を さへ、 浮世 繪の 鑑賞と 共に 西 人に 敎 へられて、 はじめて 蒙 を 啓いた 時代 も、 さう まで 遠い 

過去でなかった ので ある。 

能の 五番 組 絨の談 は ゆく りなく 西 鶴の 「好色 五 人. 女」 を 想 ひ 起させる。 

「五 人 女」 はこれ を 「 一 代 男」 「 一 代 女」 に 比較 すれば、 各篇が 整然たる 組 絨 を^して ゐ ると 評される、 なほ その ま 

k に 西 劇の 五段の 展開に も 常て はめる ことが 出来る とい はれて ゐる。 とも すれば 統 一 なく、 中心な き 彼の 好色本 中 

の 異彩で あると は 衆評の 一致す ると ころで ある。 

その 言 はま さしく 當 つて ゐる。 しかし、 そこまで 者 へる とならば、 何故に 一部が 五篇 より 成り、 一 篇 が五窣 より 

成る 組 綾にまで 立ち入らな いので あらう か。 

卷 一 の 「姿 姬路 淸十郞 物語」 卷 二の 「情 を 入し 樽屋 物語」 卷 三の 「中段に 見る ！i 屋 物語」 卷 W の r 戀 草から げし 

八^屋 物語」 卷 五の r 戀の山 源 五兵衛 物語」 の 排列 は、 おの づ から 能の 五番 組 綾で ある。 これ 等の 五の 物語 はおな 

つ、 おせん、 おさん、 お 七、 おまん の 五 人の 女 を 主人公と して ゐる。 おのおの は 女 をシテ とする 一番 能であった。 

その 一 桥に また 序破急の 五段 を 有して ゐる こと は、 例 を舉 げて說 くが ほど もない。 一 讀桢 めて 明瞭で ある。 

西 鶴が 何故に この 散文 能 を 作った か、 おもてに 小說を 装うて 裏に この 戯れ をな す 動機 如何， 事 は 漸く 西 鶴の 好色 

本の 本質に 闢し、 彼の 藝 術の 本 贯 にも 關 する。 たまた 4* 能の 五番 組： g から 迷 ひ 入った 今 は、 その 樓說を 避くべき で 


ら 

ラ 


いっかの 折に ゆづる。 

(昭和 一一 一年 八月 「英 學鹅學 報」) 


ゆ 瑠璃"？ 五 ^  二 1,5 
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虚 實 皮膜の 間 


近 松 門左衛 門の 1  一一 n 葉と して、 穗積以 莨が、 その 著 「なに はみ やげ」 に俾 へて ゐる 

藝 とい ふ もの は、 實と虚 との 皮膜の 問に ある もの 也 

は、 近 松が みづ からの 藝術觀 を^も よく 說 き^た ものと いはれ る。 彼の 淨 瑠璃が まさしく この 兌 解の 下に 作られて 

ゐる こと は、 彼の 作品の 莨 際に 照して 知られる。 この 言葉 は、 藝 を寫實 とし、 自然 模倣と する. HISS- に， すろ Ml で 

あった。 寫實を 主張と する 者 は、 例 を 歌舞伎に とって、 立 役の 家老 も眞の 家老に 似せよう、 大名も^ の 大名に 似せ 

ようとお 力す るの が、 今 e の實狀 である、 今日の 藝 はさうな ければ ならたい と說 いた。 これに も现. S はあった。 お 

想 の 跳梁 を M 端にまで ゆるして、 荒 斑 無精 の 作の みが あり、 思 ひきった 寫實 ばなれ の 藝風 のみが 行 はれて ゐた^ 舞 

伎界 に、 來 るべき 仅 動が 來 たので ある。 この 主張 は それ を 代表 するとい ひ犸 る。 近 松 はもと より 寫實を 肯定す る。 

ただ 寫實 に專ら であって、 寫實 以上と いはう か、 以外と いはう か、 とにかく 寫贲に 加へ る 或 一 事の 存在 を 忘るべき 

でない、 いな、 絡 對に缺 くべき でない との 主張の 下に、 かの 反駁の 言葉 をた したので ある。 

近 松 も、 また 列 を 歌舞伎に とってい ふ。 立 役の 家老 は眞の 家老の 身ぶ り 口上 を寫 すと いふが、 眞の 大名の 家老 力 


立 役の やうに、 顔に 紅 脂 白粉 をぬ り はすまい。 i£; の 家老 は 顔 を 飾らぬ からと て、 立 役が むしゃむしゃと 髭 は 生な 

り、 あたま は剁 なりに 舞臺へ 出て I： をしたなら、 どこに なぐさみが あらう。 虛で なく、 實 であって 赏 でない、 その 

間にの みなく さみが お 在す る。 近 松 はかう いって、 前言、 r 藝と いふ もの は、 S と虛 との 皮 K の I？ にある もの 也」 

に 自註 を 加へ たので ある。 

、 「なぐさみ」 がいか やうな 意義 を 有すろ か、 どの 意蓊の 「なぐさみ」 が藝と 最も： m ぃ關係 をお する か、 考 ふべき 

問题 である。 しかし、 こ、 に輕く 、歌舞伎の 觀 客が 舞 裏 鑑賞に よる 美の 享樂 と：^.:; えす る。 さう だとす ると、 近 松の 

いふ！！ 術 は、 E 然桟 倣に さきだ つ て、 まづ觀 客に 享樂 させる 美 を準储 する もので なければ ならない。 現實を 美化 

し、 现想 化した もので なければ ならない。 

秫々 の條 件の ために、 おの づ から 峻刖 すべき 性質 を 有する とはいへ、 近 松の； # 術 觀と枕 阿彌の 藝術觀 とに、 一脈 

の 通す る もの を 見る。 いな、 自然 模倣と 美との 交渉 を、 かう いふ 狀態 におく ことが、 傅 統の然 らしめ ると ころで あ 

つた。 能と 歌舞伎 また 淨 瑠璃との 本来の 相 逮は、 近 松の 考 へる 荧と世 阿 彌の考 へる^ とを必 すし も 一致 させ はしな 

いが、 なほ 倾向を s じうさせる のが、 二人の 上 に^く 俾統の 力で ある。 

「なに はみ やげ」 に 傅 へられた 近 松の 言葉が、 いつの 年に 語られ たかは 明かで ない。 晚 年の 言葉で あらう こと 

は、 ほぼ 推定され る。 この 推定から、 近 松の 藝術 ii は、 さう いふ 俾統を 承け ると 共に、 現赏の 事象 を 最も 重く 扱 ふ 

べき 世話物の 創作の^ 験より 出て ゐる ものと 考 へられる。 世 阿彌の 椠に、 「誠の 其 途の 鬼よ くまな ベば、 おそろ 

しき あ ひだ、 面白き ところ^に なし」 と あるが、 近 松の 描き出す もの は、 誰も 兑た ことのない 其途の 鬼で なく、 眼 
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前の 社会 事象の 眞實 でなければ ならない。 なほ それ を 醜から す、 面白く、 美しく 描き出して、 たぐ さみ を 尺 衆に 與 

へる もので なければ ならない。 近 松の 世話物の 成功 は、 それ 等 を 巧みに しお ほせた^に ある。 成功 は、 また 世！：^ 

の やうに 美 を 幽玄に のみ 限定 しないと ころに ある。 近 松に 於いて は、 虚實 の關係 はすつ と^ 雜 である。 實に對 立す 

るた めに、 種々 の內容 を 有する 虚の 存在 を 必要と した。 

虛の  一- W 容に 善が ある。 殊に 近 松 その 人の 性格との 必， 然的關 係から、 彼 はしばしば 現實 の社會 事象に 逍德 的解釋 

を 加へ る。 なぐさみ は 美と 共に 善から 得られる。 わけて、 當 時の 竹 本 座の 觀 客に は、 缺 いて はなら ない^の 乎投で 

あった。 

今宫 の戎の 森に 心中が あった。 日 野 絹 一反 を 松の木に 懸けて、^ と 女が 縊死 を 遂げて ゐた。 松の木の 下に^の 足 

袋が 脫ぎ すてて あった。 何故に 脫ぎ すてた 足袋 か。 たかが 滑って 攀ぢ にくいた めで あらう。 しかし、 近 松 は その^ 

實 であらう と^はれ る ものに、 虚を 加味す る。 共の 虚は 道德的 ^容を 持つ。 B?! は 木に 上らう としても 路 み^る。 や 

くも 上って ゐる 女よ， をな ごの 身で さへ も 上る もの、 こり やどう ぞいのと 手 を 引く。  ^は淚 を はら はらと 流す。 ァ 

、主の 罰のお そろし や、 此の 足袋の 汁 足 は且那 のお 古、 常 は ともあれ、 此の 時 は 頭に も 戴く 箬、 土足に かけし その 

咎ぉ 許しな されて 下されと い-つて、 足袋 を脫 いだ。 松 下の 足袋が それであった。 かう まで 主人お も ひの？： が、 どう 

して 心屮 をす るの か。 近 松 は 溯って 動機 を考 へる。 かう して、 條现 整然として 虛が茛 く 一 篇の淨 瑠璃 「今 宫の 心中」 

を 次 立 させた。 ここに 觀客聽 衆 は 同 情の 淚で、 二 郞兵衛 おきさの 人形の 動きに 眺めい る。 舞臺 は濟ん でも， 人々 は 


快い 悲し さに 醉 つて ゐる。 

美の ために、 善の ために、 實に 配す るに 虚を 以てする、 虚實 皮膜の を覘 ふ、 とい ふ點 に比べる と、 輕 くも 小く 

も あるが、 忘れて ならない 別 様の 虚も存 する。 题 村が 現在の 事件で、 關係 者が そこ ここに ゐる、 とい ふのに、 わ 

けて、 竹 本 座と いふ 人氣 渡世の ために 筆 を 執る ので ある。 あれこれに 氣 がね する 結 枭、 やむな きに 出 づる虛 を 加へ 

る 例 も、 しばしば 見う けられる。 彼の 懷抱 する 愛が、 すべての 人物 を惡 人に させなかった の は その 一面で、 他に か 

うい ふ 一 面 もあった。 

しかし 當 時の 觀客は * 事 實の眞 と 作品の 虚とを 比較す る ことに 於いて、 作者の 企 圖を考 へて やったら うか。 ほん 

の 少數者 は ともあれ、 大多數 はさう ではなかった らう。 たと へば、 「心中 宵 庚申」 で、 半 兵衛の 姑は惡 人で あり、 

舅 は 善人に なって ゐ るが、 「傅 奇作 害」 の實說 によれば、 事實 は反對 であった。 この場合に 於け る 近 松の 變更 は、 

一 に 作の 趣向に よる ことで、 當事 者に 對 する 氣 がね からではなかった らうが、 もとより 竹 本 座の 觀客 は、 變更 され 

た 筋の 運び をのみ 面白し と 見て、 その 手 繽を考 へ もしなかった らう。 近 松 も、 また 考 へて 貰 ふこと を 期； 5： しな かつ 

たらう。 ところが、 井原 西： i の 浮世草子の 場合に なると、 作者 も、 讀者 も、 その 手 續を與 がって ゐ なかった か。 

寫實を とする こと、 西 鶴の 如き はない。 現實の 生活 を さながらに 描く こと、 彼の 如き はない。 荧化、 现想 化、 

道義 化より は、 むしろ、 醜 化、 不 道義 化 を 念と する かと 思 はれる ほどに、 現實 暴露 を あへ て して ゐる。 その 作お 
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が、 なほ 現 實の關 係 を 利す ると は 何の 謂で あるか。 彼が つねに 讀 者の 笑 ひ を 求め るた めに、 誇張の 筆 を 弄する こ 

と、 たと へ ば、 「^色 一 代^」 の 世 之 介が、 一 代に 會 つた 女と 少宽 を數 へて、 女 三千 七 百 叫 十二 人、 少 人の もて あそ 

び 七 百 二十：.； ；- 人と いふが 如き を さすので はない。 これ は 直に 虚 である ことが^ 破され る。 實 らしい^、^ らしくな 

く 兌せ かける 虛， たと へば、 今の 男女の 數を 正しい ものと 兑 せる ために、 「手 日記に しる」 とい ふやうな 熊 度に つ 

いてい ふので ある。 なほい はば、 架空の 人 物 世 之 介と いふの を 設けながら、 「あら はに 齊 きしる す 迄 もな し、 しる 

人 はしる ぞ かし」 とさ も赏 在の 人物め かす 態度 を さしてい ふので ある。 讀者 はは じめ、 西 鶴の 筆に 魅せられて さう 

信す る。 漸くに して 欺かれた こと を 悟る。 悟って、 さて、 作者の 趣向 を 知る。 乎 腕 ありて として^ 釆の聲 を 上げ 

る。 作者と 請考は 相 顧みて 笑 ふ。 おも ふに、 西 鶴 は、 かって 俳諧の 一座に 參 する 老が、 すべて、 その 螯、 その 夜の 

氣分を M じうす るが 如く、 一  部の 浮世草子 を屮 にして、 作者の 旺を现 解し 得る 讀 者の ある こと を 期待した ので あ 

らラ a 

多くの場合に、 西 鶴 は 個 々の 事象の 描寫に 於いて、 實を 以てし、 その 配列に 於い て^を 以てする。 また、 侗々 の 

事象に 赏を 以て 充てながら、 その 一部に 虛を殘 す。 たと へば、 事と 處に實 が あれば、 人に 虚が あり、 人と 事と に^ 

が あれば、 處に虚 の あるが 如きで ある。 もとの 事實を 悉く 知らぬ 者 は、 讀んで 悉く 信じ、 その 中の 一 虛 事を兒 出し 

たもの は、 他の 事 實に對 しても、 輕ぃ疑 ひ をお つ。 信すべき か、 信すべからざる か、 その 惑 ひの 中に、 を かし さ 面 

白 さ を 味 ふので あった。 當 時のお 識の讀 者に は、 かう いふ 感を 抱く ものが 多かった ので あらう。 

時の 隔り は、 西 鶴 の虚實 を 全く 混淆 させて しまった。 今 は 多く、 西 #1 の 筆 を 信じて、 ^かれた もの を、 みながら 


に赏 とのみ おも はせ る。 作意 を 露 はに 兑 せなかった 町人物に なると 一段と さラ である。 西 鶴が 猶ゐ たなら ば 今の 讒 

者に どんな 苦笑 を 以て 對す るか、 推測す るに 難くない。 . 

「好色 一代 男」 の 主人公 世 之 介の あまりなる 口 十 熟と、 六十 歳の 女 護 島 渡りと は、 はじめから、 誰も 作者の 趣，： I： と 

して、 世に その 人 ありと はすまい。 ただ、 世 之 介 を 活躍させる 背景と、 また 對手 である 遐 女と を 寶と兑 るで あら 

う。 殊こ、 遊女が 問えて ゐる 太夫であるなら ば、 なほ さらさう 思 ふで あらう。 勿論、 西 鶴 はさう 思 はせ る やうに 筆 

を 執って ゐる。 「一代 5?」 卷五、 三十 K 歳の 條、 「後に は 様 付て よぶ」 の^に は、 二 代目吉 野の ことが^ かれて あ 

る。 吉 野が 小刀^^の 賤 しいお 子の 戀慕 をい とほし がりて、 頤ひを かなへ て やった ので、 とかくの^ 沙汰と なった . 

の を、 阯 之 介が 身 請した こと、 世 之 介 一門が 吉 野を荽 とする の を 承服 しないの を、 吉 野が 一門 屮の 女達 を 招いて、 

上手に 應對 して、 すっかり 氣に 入られ、 それ 等の 取な しで、 正妻と なること が 書かれて ある。 これ を 後人の 考證と 

比較し、 先人の 記載と 參 照して、 ある 程度の 信 をお くこと が 出来る。 吉 野の 情深く、 聰明で 女藝 のかす かすに 述し 

たこと は、 まさに この 通りであった らう。 ただ、 世 之 介は實 在の 人物で ない が、 吉 野に その 人らしい 者が あった。 

灰屋紹 益が それで ある こと も證 明され てゐ る。 紹 益が 法 華 信者で、 また 吉野も 法 華 信者と なった こと は、 「後の世 

を g ふ 佛の道 も、 旦那 殿と 一所の 法 花に なり」 の 一句 も あだに は^むこ とが 出 來す、 更に、 吉野 愛翫の ぜんまい 仕 

掛の 蟹の 盃の遗 物の ある ことから、 r 土圭を 仕懸 なをし」 も 據り所 あるか を 思 はせられ る。 さすがに、 知られ てん 

る吉野 だけに、 西 鶴 も： 止しき を そのままに 傳 へ てゐ たかとも 考 へ られ るが、 なほ 一 應の疑 ひ を、 作者の 例の 乎 法に 
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かけても よい。 大體 が實を 以て 通って ゐる だけに、 ど こぞに、 虚が あり はせ ぬか。 ことによると、 虚が 最も 大きい 

條 件で あり、 根柢 をな す もので ないか。 まづ 眉に 唾して かかる 必耍 はなから うか。 

この 章の 重 耍な條 件と 思 はれる の は、 小刀 銀 冶の 弟子の 事件で あるが、 この もの は 果して 眞實 であったら うか。 

諸 書 これ を傳 へて ゐ るが、 或は 却って 憑據を 「一代 男」 におき はしない か。 以前の 書に は、 たえて この 事が 見えな 

く はない か。 前にい ふところの 先人の 記載と は、 畠山箕 山の 「色道 大鑑」 のこと であるが、 それに は、 ただ 「寛 永 

第 八 辛 来年、 就危客 而有訴 論、 因玆 難不充 年季、 同年 八お 十日 年廿六 而還舊 里」 とのみ ある。 この 麁 客が^ して 小 

刀鍛冶と はどうして 斷じ 得られよう。 或は、 同じ 吉野 を原據 としたと おも はれる 近 松の 「山 崎與次 兵衛毒 門松」 の 

貧しい 難 波屋與 平に、 却って、 もとの 俤が 遣って ゐな いと 誰が 保證し 得よう。 吉 野が 世 之 介 一門の 女達の 應對 ぶり 

も、 この 章の やまで は あるが、 これ も枭 して 事實 であらう か。 世 之 介の 身 請、 實は紹 益の 身 請が、 「色道 大鑑」 の 

記載から は、 作者の 趣向で ある ことが 明かで ある 如く、 この 一 段 も、 傳 へられて ゐる吉 野の 聰明の 事々 を、 綜合す 

るた めの 趣向で あるか も 知れない。 

太夫が、 わざと 賤 客に 會 ふの 話 は、 西 鶴に あって は、 一 つの 類型 をな して ゐる。 人に より、 處 によって、 事 を か 

へて ゐる だけで ある。 これ もまた 考 へねば ならない。 また、 吉 野の 寢起 姿が、 却って 他の 太夫 だち の 盛装 を懕 した 

こと は、 また 箕山 によって 記載され てゐ る。 西 鶴 は、 ゎづ かに 周圍 を變更 する ことに 於いて、 そのままに 「好色 二 

代 男」 の 中に EE ゐてゐ る。 しかも、 「色道 大鑑」 とも、 ^山と もい はやに. 「H の 好き 時 素 法師が 語りぬ」 とい ふと 

ころに、 例の 手法が 見られる。 これ もまた 參 照すべき 一 事で あらう。 


「好色 一代^」 に 「源 氏 物語」 の悌が ある こと、 いひ か へれば 、「源氏物語」 を 現代化し たのが 「好色 一代 男」 である 

こと は、 最も 明かな ことで ある。 一 篇の 結構が それに 基づく だけ か、 個々 の 事件 も、 彼 を 翻案した ものが 多い。 三 

十五 歳の 章に さきだつ 三 十四 歳の 「火 神 鳴の 雲が くれ」 の 如き は、 一目して r 須磨」 の卷の おもかげ である 事が 知 

られ る。 けれど 今の 吉 野の^に なると、 あまりに 明白な 實 のために、 西 鸫の虚 である 「源氏物語」 翻案の 筋 は どこ 

ぞに 逸して しまった 感が ある。 しかも、 なほ 依然として、 その 筋 を 追って ゐる西 鶴なら ば、 彼の 虚實は 皮膜の 間 に 

逍遙す る 幻術 を、 心に くしと しなければ ならない。 實に西 鶴 は その 幻術 を 巧みに しお ほせて ゐる。 彼が 現 實描寫 の 

筆 を 彼の まことの あら はれと いふべ くば、 これ はまた、 驚くべき 彼の あそびの 發露 でなければ ならない、 然 らば， 

その 章 は 「源氏」 の 何に 基づいて ゐ るか。 

源氏 は須 磨の 浦から 移って、 明 石の 誼に 住 ひする。 館の 主の 入道 は、 はやくか^ 姬を、 源氏に 奉りた さに 心 は 苛立 

つ。 漸くお も ひ はかなうて、 源氏 は 明 石 上の もとに 通 ふやう になる。 源氏 はお も ひも よらぬ 浦邊 にかう いふ 君 も あ 

つた かと ゆかしが る。 愛の 心 は 頻りに 動く。 けれど 源氏に もま まならぬ やるせな さが ある。 京なる 妻 紫 上の 妬み を 

おもへば、 さう は姬の もとに 通 ふこと が 出来なかった。 その 中に、 源氏 は 都に 召し かへ される。 その 喜び はさる こ 

とながら、 明 石 上との^ 離 も 悲しい。 

「須 磨」 の卷に つづく 「明 石」 の卷に はかう いふ 事件が 書かれて ある。 それに つづいて、 明 石 上の 姙娠、 また 姬 

君の 誕生、 源氏が 永い 焦慮の 後に、 その 誕生 を 紫 上に 告げる ことが 「潯 標」 に 書かれて ゐる。 その後の 卷 では ある 

が、 その 姬と 母が 京に 迎 へられる ことが 書かれて ある。 西鸫 が、 この 卷々 の 筋 立 を、 いかに 巧みに 吉野 事件に 結ん 
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だか は、 直ちに 讀 むこと が出來 る。 小刀 鍛冶の 弟子の 惱 みと 入道の 惱み、 源氏の 明 石 上の 京迎 へと 批之 介の 吉野身 

請、 一門の 故障と 紫 上の 嫉妬と、 一々 對 照され る。 

吉野 事件に 即すれば、 殆ど すべてが 事赏、 「源氏物語」 に 即すれば、 あらゆる ものが 翻案、 二者 を 合 はせ 考 へ れ 

ば * 虎實 配合の 妙、 西 鶴 はかう いふ 三 段の 構へ で讀 者に 對 して ゐ たので あらう。 讀 んで實 事と する の を 下の 讀者、 

飜案 とする の を 中の 讀者、 虚實の 妙 を 見て くれる の を 上の 讀 者と、 彼 は ひそかに 思って ゐ たらう。 當 時に 於いて 

は、 上の 讀^ も 相 應の數 に 上った ので ある。 彼の 浮世草子 は、 決して 竹 本 座の 觀客 ほどに 民衆的ではなかった。 

ここに 引いた の は、 最も 著しい 一例で ある。 これ は 「一代 男」 にと どまら す、 他の 作に 亙って いひ 得る ことで あ 

る。 「好色 二 代^」 は、 遣 手 婆に 諸 國の諸 分 を 語らせて、 聞 書した 體裁 をと り、 なほ、 「世 傳 がー 一代 男、 近年の 色 人 

殘らす 是れに 加筆せ し、 され ども 變名 にして、 露 はに は 記し 難し、 此 道に 賴る人 は合點 なるべし、 其 里 其 女 郞に氣 

をつ けて 見 給 ふべ し、 時代 前後 も 有べ し」 といって ゐる。 もとより 人 そのままの 實事も あらう * それと 共に、 彼 は 

すべての 章に 於いて、 「源氏物語」 の 「宇治 十帖」 の 翻案 を 企てて ゐ たので ある。 

近 松が 藝を. M* 皮膜の 問に ありと する の は、 主として 美の ためであった。 西 鶴が 同じ 態度 をと るの は、 を かし さ 

のた めであった。 その を かし さ を、 求める のが、 俳諧の 俾統 であった。 近 松が 據 つて 立った 傳統 と、 西 鶴が 守る 傳 

統 との 間に、 どんな 交涉が あるか。 近 松が 觀 客に 重き をお く なぐさみと、 西 鶴が S 已を屮 心と する たぐ さみと、 ど 

うして 逭 ふか。 問題 は 却って この 後に あらう。 前 11a おそらく 用た きもの を縷說 したに ちかい。 (昭和 二 恕」) 
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「世^化 物氣 ；^」 が 增谷大 梁、 半 井 金 陵の 合著と して、 明 和 八 年に 刊行され たこと は、 一 一様の 意義 を 有つ ものと 

して 解し 得らる \。 氣質 物の 流行の ため、 即ち、 息子、 娘、 親 仁な どと 類 を 分ち て、 その 問に 細やかな うがち を 見 

せようと する 八文字 屋 本の 作風が 一 世 を 蓋うて、 長者、 旗本、 俳人、 舉者、 出家 さて は 茶人、 妾と おのく 分野の 

奇拔 を兢ふ あまり、 終に 化物な どと いふ 人の 意表に 出づる ものに 到達した ものと 考 へられる ことが 一 つ。 怪談 物の 

流行の ため、 すな はち、 寬文 六^の 淺井了 意の 「伽婢 子」 を はじめと して、 「新 御伽 婢子」 r 宗 祇諸阈 物語」 これに 

踩ぎ" 更に 寶曆、 明 和に 於いて 陸檨 として 出で た 幽靈變 化の 談の盛 行 を 追 ふ ものと 考 へられる ことが 一 つ。 

すでに 化物が 存在して、 何等かの 行動 をな すと いふ W 上、 その 生 立に 從ひ、 その 境遇に 應 じて、 氣 質の 變の 存在 

が說 かるべき 害で ある。 職業に より、 階級に より、 嗜好に よって、 類 を 分った のが 人 i! の氣質 物であるなら ば、 氣 

質 物の 中 また 化物 氣 質の 存在す る こと は、 決して 異 とする に 足りない。 しかし、 大梁、 金 陵の 期す ると ころ は それ 

でなかった。 彼等の 化物と は、 狐 f の 類、 また 山氣林 15? の怪を さしてい ふので はない。 士農工商の W 民 を 離れ. 何 
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の 活計 もな く、 無爲に その 身 を 治める 遊民、 もとより 戯作者 も その 中の 一 つで ある 者 共 を さしてい ふので あった。 

「世間 化物 氣質」 と は 世^に 多い これ 等の 化物 どもが、 いか やうに 化け もし、 化かし もす るか、 いか やうに 世人 を 欺 

瞞す るかの 手段 を寫し 出した のであった。 作者 等 は はじめから、 この 作意 を 序文に 於いて 明かに して ゐる。 

遊民の 一人が、 ある 金 持に 勸 めて 下屋敷 を 買 はせ た。 妖怪が しば/.. \ 出現して、 化物 屋敷のと り 沙汰が 高くな 

る。 遊民の 一人が 退治して 見る と 塊 めら れてゐ た 黄金の 精靈 であった。 小判 を 掘り出す と共に 怪異 は 息んだ。 金 持 

の 慾 心 は 漸く 深く、 度々 彼に 勸 めら れて 化物 屋敷 を 買った。 その都度 彼 は 退治して ゐた。 けれど 事實は 彼が 惡 企み 

で怪を 出現 させ、 また 小判 を 埋めて おいた ので ある。 擧 句の はてに、 この 怪の みは 退治す る ことの 出來 かねる の n 

實の 下に、 大きい 屋敷 を 貰 ひう けて、 おのが 住 ひに してし まった。 題して 「角 屋敷 をのみ このんだ 妖怪の 計」 とい 

ふ。 卷 一の 第 である。 作者が 傳 へようと する 遊民 人 を 欺瞞す るの 手段 は、 大方 この類で ある。 

怪異 小 說の目 を 立てる ことが、 江 戶小說 を极ふ 上に、 どれほどの 便宜 を齎し 得る か を 知らない。 また その：：： を 立 

てねば ならぬ 理由に 就いて、 く はしく は 知らない。 怪異 小說の 名の 下に、 どれほどの もの を 包容す るが 正しい か を 

も辨 へない。 故にし ばらく 世の 稱 する ま \に從 ふに しても、 この やうな 作品が、 その 名に よって 分類すべき でない 

こと は 明かで ある。 しかも この 書の 存在 そのもの は， 怪異の 書の 流行 を 裏書す る ものである。 

險密に その 義を 限る ことたく、 漫 にい はれて ゐる篛 を 取って 考 へれば、 怪異 小說 たる もの は、 寛延 あたり を界と 


して、 前後の 二期に 分つべき でない かと 思 はれる。 その 盛 行 は どちら かとい へば その後 期に ある。 寬延 から 寳曆明 

和また 安永 と 序 を 以て 刊行の 數の 高まって ゐる ことが 認め られ る。 

數 多き 作品が 世の 流行に 從ふ にある こと はいふまで もない が、 作者 はおの くの 作に、 何等かの 新しい 意 篛を加 

へ ようとす る。 题首 また 序文に とりどりの-!  一一  n 葉 を 多く 加 へて ゐる。 

釋迦文 尊者の 大德大 いなる かな、 上智 を さとす に 不可 說 微妙 の^に 大悟 を 得、 下 愚に 至って は、 三世 2:^ を も 

つて 惡を こらし、 善 をす \ む。 衆生 濟 度の 法 便 仰ぐべし、 尊ぶべし、 是ぉ怪 にあら すして なん ぞゃ、 怪の大 な 

る もの 也。 近世 風雲の 佾 ありて 遍參の 間、 傳問 或は まのあたり 見る 處の 怪說を かたる。 川 崎 氏 書 と^めて 五册 

と 成る。 是將怪 の 小なる 物 也、 大 いなる 物 は大益 あり、 小なる 物 もまた 小 補な くんば あら じ、 この 事 を 得て 梓 

行して 世に 弘 るの 理、 是 によって 省 悟すべし。 

これ は 明 和 七 年の 「近代 百 物語」 の 序で ある。 この類 ひが 最も 多く 書かれて ゐる。 怫 によると、 儒に よるとの 相異 

は あるに しても * 敎訓を 以てする こと は 一 である。 齊曆 ニ^-の r 實 物語」 の 序の 如き は 懦を藉 りる ものであった。 

君子 は怪を 語らす、 小人 は怪を 好む。 fK 下の 人、 共 心 を 依る や 尊き^ り、 卑しき 有り、 歎すべき の 茈 しきな 

り。 今 此の 一 篇は予 に ひとしき 小人 をして、 是 よりいたら しめて 是を 語らざる の 高き に 至らし めん 一 助と もな 

らんと 梓に 盛す。 

怪異の 談の 流行 は、 た^に 事の 奇を傳 へる だけでなく、 渐く 文辭の 綺麗 を爭 ふの 風 を 生じた。 それ を誇负 する もの 

は ともかく、 さもないと すると、 おの づ から 一言の 辯な きを 得なかった。 明 和 九 年の 「怪談 記 野 狐 名 玉」 は 序文 一 
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篇の 外に 更に 言葉 を 添 へて なた。 その 言葉に い ふ 、 

乍 撣 口上 

一  > 此 著者 古今より 品々 の 百 物語 怪談の よみ 本 多く 御座 候 得 共、 其 外々 の 珍 敷 事 不思議 あやしき を閒 にした が 

ひ、 かすかす 書 集し 草稿の 中より 撰 出して 五卷の 草紙に 合し 候へ ども、 何 か 山川の 主咄 しも A めかし くお ぼし 

めし さ ふら はんやと 案じ ゎづら ひ、 亦 は 春夏秋冬の 御伽 慰に もな らん かと^: たてまつり しかば、 こって 思案に 

あた はすと いひ 傅へ し 古人の 敎に まかせ、 聞と どめし あらまし を 怪談 記 野 狐 名 玉と 稱し、 ひらがな 繪入 全部 五 W 

と 興行な し、 彼 書林の 乞に 住す。 又は 何某 何^と しるせし も 近代の 事 多ければ、 世間 を はにかり 名 を あら はさ 

す、 おの/ \ よく 聞き 侍 ひ 給へ。 

怪異 小說の 作者の 態度が、 必す しも 怪異に 精進して ゐ ない 時に、 寶转五 年の 「化物 判 取 帳」 の やうな ものが # する 

の は、 ^に 怪しむ まで もなかった。 

三 足の 烏、 米 を 春く 兎 も、 御 てんとうさまが 正直 を 間けば、 天狗 は 夏の 名、 火の 雨 は 氷雨. 火 車と いふ 婆 *c 

ァ、 すつ ばの かわとい ふ 世 智も兑 ると 噺とは 遊里の 畜生 獸に あらす、 鬼 ころし 銘劍 にて なきが 如し.' しかれば 

土蜘 とい ふ もす まひと り、 化 鳥と 呼ぶ 俳諧師、 n だに て 不殘相 濟申候 以上、 

としる された 序文から も、 內容の 性質 を 推す るに 難くない。 

王子の 社の 閲 まぎれに、 狐 どもが 何やら ひそ/ \ と 話し合って ゐ たと 兌た あとに、 怪しい 手帳が 落ちて ゐた。 平 

一疋、 切 首 五った どと 書いて あった。 「狐の 手帳」 にこの 怿を錄 した あと、 作者 はおに 實說 なる もの を^して ゐる。 


手帳 は 芝居の 逍具 帳であった。 狐と 見た の は 芝居の 作者が 人 n を 避けて 道具方と 相談す るた めに、 わざと 寂しい 所 

を 選んで 會 つて ゐ たのであった。 

「一眼の. 1 符」 とい ふが ある。 邪心な き 者が この頃から 毎夜の f 行、 いっか 瘦せ 細って、 一目 小僧 一目 小^との 

み ロ^に 吱 いて ゐる。 さる 人が 付を與 へる。 奇病 はとみ に 癒える。 作者 はまた 事の 襄を^ げ ていふ 博奕に 凝り 固 

つた 彼 は、 たビ 一 の 目の 骰斗 をのみ 張って ゐた。 運 拙く していつ も 負けつ^い た。 田畑まで もな くして しま ひ、 そ 

れが もとで」 おとなり、 あの やうに  一 ：：：！ 小佾ー n 小佾を 口にする のであった。 靈符と はさる 人が 遺 はした 博奕 を^め 

よとの 申 渡狀に 過ぎなかった。 

「化物 判 取 帳」 の 十六 條、 みな 事 炎に 幽 怖の 影な く、 趣向に 機智の 敏 のみが 見える。 この やうな もの もな ほ：^ 異 

小說 として 扱 ふべき であるか、 いなか を 知らない。 たビ 「世^化 物氣 質」 と共に、 怪異 小說の 流行 を 前提と しての 

みこの 寄の^ 在の 意義が 解 し^られる。 

出 板 华バ日 は 明瞭で ない が、 「化物 氣^」 「判 取 帳」 より や X 溯った^ 代に あるかと^ はれる 花洛誹 林ぶ 峰の 「怪 

談 御伽 櫻」 も， また 怪^ 小說の ー異體 として 考 へられる。 

中には 前の 二 害に 見る やうな 怪の名 を 祸げて 怪の實 に 背く もの も ある。 たと へ ば 「丹 波の 山猿」 の 章の 如きが それ 

である。 丹 波の 龜山 近き 甩に 化物 屋敷が ある。 化物 は 劫經た 猿で あると いふ 話 を 聞いた 浪士 が、 生 捕って 赍 物にし 
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ようと 考 へた。 猿 は 友 をよ ぶ 性質が あると て、 みづ から 猿の 皮 を 纏 ひ、 猿 さながらの 姿で 忍び込む。 * して 怪物が 

ゐた。 ひつ 捕へ ようとす る 折、 怪物 どもに 手籠に される。 これ も 猿 を 生 捕りに 來た者 どもであった。 いかにい ひ譯 

けしても 聽 かれす、 つ ひに 大阪 の逬頓 堀の 見世物 小屋に 賫られ てし まった との 話で ある。 殊に 注意され るの は、^ 

末に 於け る 「木戶 口 かため、 鎖 を 付、 丹 波の 國鎌田 村の 化物、 縐 三文で 前代未聞の 咄の 種、 さあ- (、錢 は 一お く」 

とい ふ 一句で ある。 事件が すでに 怪を 離れて ゐる ところへ、 この 結句が ある。 全 章た めに 諧謔に を はらう とする。 

これが 怪談 を 以 て 標榜す る 作者 の意圖 であらう か、 疑た きを 得な い。 

怪を傳 へながら、 結句に 洒落 をす ゑ、 諧謔 を 弄する のが、 「御.！ 櫻」 の 各 草であった。 たと へば 「猫の 色里」 の窣 

の 如し。 

京の 男が 石山 寺に 詣る 途上、 おも ひも 寄らぬ 窒の 色里に 來て しまった • しかも、 擁して 眠らう とする 妓は 全身の 

毛で ある。 妖 はいふ、 こ \ に來た 者は呰 殺して 決して 歸 さぬ ことなれ ど、 われ 御身の 家 近くの 飼 猫たり し^、 難 を 

救 はれた よしみが あるから、 敢 へて 助けよう、 とひ そかに 逃して くれる。 後から 多くの 猫が 追 ひ 迫って、 頻りに 砂 

をな げかけ る。 辛うじて 歸る ことが 出來 たが、 その 砂の か、 つたと ころ は、 猫の やうに 毛が 生えて 醜 さいひ やう も 

ない。 詮方な しに 蜣 蛾の 奥に 隱居 する。 n 一一 尊 來迎を まつのと ほそ、 この 世からの 安樂 世界と 悟りて、 只 他念な く、 

にやん まみ だ怫 く」 これが 例の 結語で ある。 

また 「戀 慕の 遠目 鏡」 に はわ ざと 狐に 瞞 された ふりして、 一緒に 茶屋に 遊び、 それに 代金 をお しっけて 去る 狡猾 

な 人の 話が しるされて ゐる。 瞞し そこねた 狐 は、 まことの 姿を顯 はして、 やっと の^ひで 奥山に 逃げ かへ つた。 こ 


の 類の 話 はしば/ \. 怪異 小說 にくり かへ されて ゐる。 とりたて 、いふが 程 はない。 しかし、 他に 見る こと 少 いのは、 

例の 結句で ある。 「扨 己が 住家に 歸り、 右の 次第 を 語れば、 友 だち 狐 共 あつまり、 肝 をつ ぶし、 衩 もく 人間 程 * 

おそろし いもの はない と、 みんな こん くわいして 入に けり」 

怪談 は必 すし も晦 H ハ陰 森の 談を 意味す る もので ない。 さりと てこの 「怪談 御伽 櫻」 の 態度 は あまりに 明るき に 過 

ぎる。 作意の あると ころ を 察知す る こと を 要する。 

「御伽 櫻」 の 一瞥 は 少なから す 西 鶴の 怪談 物 を 想 ひ 出させる。 或は ニ^の 問に 直接の 交涉が あるかと も 忍 は せら 

れる。 雲 峰 は 西： i を模 して 怪異の 間に 多少の 諧謔 を 寄せよう とする 、たに 技倆の 乏し さが 西 鶴の 辛辣 を 移し 得ない 

で、 ゎづ かに 結句の 洒落 を 得た に過ぎない かと も 思 はせられ る。 か. つい ふ 聯想 は 「御伽 櫻」 の 外、 をり/ \ 浮世 草 

紙型の 怪異 小說に 於いて 起される。 

西 鶴の 創作 意識が 怪異に 動いた の は 「好色 一 一代 男」 に はじまる。 もとより 「好色 一 代 男」 にも その 動き は 見られ 

るが、 これ は西弒 自らした のでな くして、 原據 である 「源氏物語」 中の ものに 惹き 動かされ たのに 過ぎなかった。 

卷 六の 「心中 箱」 に は、 太夫 藤浪に 切らせた 髢が 四方へ 捌け、 延びて は 縮み、 二三 度 飛揚った 不思議、 また 世 之 

介が 夢に 藤 浪が來 て 縮緬 一 卷 を吳れ たと 兑て、 覺 めた 枕が みに そのもの ゝ ある 不思議が しるされて ゐ る。 これ は 

「葵 卷」 に 六 條御息 所の もののけが 葵上の 前に 現 はれる くだり を 移しと つたので ある。 源氏 君から 事の 始終 を 聞い 

て、 われ も 思 ひ あたる ふし 深く、 つ ひに 伊勢に 去る のが 御 息 所であった。 西鹤 はこれ を もまた 翻して、 藤浪 をし 

て、 わが 心寢 ても覺 めても 世 之 介 様に 心逋 はすた めか、 それならば もう その 勤め せんた しと 出家す ろ ことにして ゐ 
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西 鶴が 「二 代 s」 に 於いて、 特に 妖怪 味 を 加へ たの は、 その ^據 である R 十 治 十帖」 が怪 をし るす こと、 「源氏 物 

語」 の 前の 部分より 多いだ けで はなく、 その 「宇^」 を か、 りと して 「宇治 拾遺 物語」 に據る ことが 多いた めで あ 

る。 「宇诒 拾 遣」 はわが 志怪の 書の 古き もの \ 一  つ、 また 怪異 小說に 心 を 寄す る 者の、 いつも 好 箇の资 料と して ゐた 

ものである。 

西 鶴 ほどのお が、 何故に その 頃の 怪談 作^の 後塵 を 追 はう としたかの 理由 は考 へられな くもない。 「一代^」 の 方 

は當 時の 文壇に 强く 脈搏ちながら、 まだ 人々 の 意識す るに 至らぬ 諸 傾向 を いちはやく^ けて、 鮮に 示現した ためで 

あらう。 「二 代^」 の 妖怪 味 は 同じ 態度に 於いて、 時の 流行で ある 怪談 を 利用した のであった らう。 西 鶴の 作に は、 

獨自の 地 を 踏み めながら、 なほ 常に 左右の 動き を 注意して ゐる. i 心の あとが 認められる。 これ も その ー特 相と し 

て 見る ベ きで あらう。 

しかし、 西： i はつひに 西 鶴 である。 どの やうに 「宇治 十帖」 の 不思議 を 移し、 「宇治 拾 遣」 の 怪談 を 翻す. 二して 

も、 K くもの は現赏 の 色調で ある。 舞臺を 遊 現にした とい ふだけ でな く、 すでに 彼の 能 V 度に よって 決せられ たので 

ある。 

年 明 前の 女郎 どもが 百 物語 すれ ど、 何のし るし もな く、 噺は 次第に 變 りて、 身の上のお そろし さ、 さて は 人 を^ 

した 思 出 を 語って ゐ ると， その 人々 の あさましい 姿が 幻に 顯 はれて 恨み かける。 思 ひくに 鉈 一一 一一 ！： すれ ど、 家の 內の 

荒る \ こと はやまなかった。 その 時に 一人の 女郎が、 おのく 揚屋の 算用 殘り は、 と 高 聲に屮 すと、 借錢 ほど 好か 


ぬ もの はない のか、 化した 形 は 消え失せた。 これが 「二 代^」 の卷ニ 「百 物^に 恨が 出づ る」 にい ふところ である。 

依然として、 西鹧は 幽界の 事 を 明 界に轉 じ、 .^lEf に轉 じ、 た^ 事の 奇構 を假 りて、 意外のと ころに 嫖客 遊女の 心现 

を 穿って ゐた。 これ は 「二 代 男」 の 怪異の 事件に 於け る どれに も 《おて はまる ことで ある。 

「一 一代^」 では まだ 從位 を^め るに 過ぎない 怪異が 願 倒して 主位 を 成せる 西 鶴の 作に、 「大下 SL「 懷^」 が ある。 

怪異 小說は 多く 短い 話 を 集めた 形 をと つて ゐる。 編 次の 方法 は 一 ではたい が、 大方 二つの 系統が 認められる。 殊 

に 前期の ものに 於いて 著しい。 一夜 人々 相會 して 怪談 をす る。 その 百に 滿 つる 時、 必す奇 しき^の 起る とい ふの が 

百 物語で ある。 これに 擬 して 怪異の 話 を 1  一め るの が 一 つ。 淺井了 意の 「伽婢 子」 はこれ である。 旅客の 詣 N に 於け 

る 見聞に 託し、 さなく も 話 を 諸！： に 配す る 形式 をと るの が 一 つ。 「宗 祇諸阈 物語」 が これで ある。 「懷 硯」 「大 下馬」 は 

また これに 腐す る。 r 大 下馬」 の 如き は、 一 に 「西 赖諸國 ばな し」 とも 題して ゐる。 

「大 下馬」 に は 諸 國に傅 へられた 怿談 がさな がらに 載せられても ゐる。 しかし、 必す しも それによ つて 諸 阈の地 

方 色 を 明かに 示さう と はしない。 いな、 漫 りに 某の 國、 K のと ころ を假 りて、 諸阈 ばな しの 格 を 保つ こと も少 くな 

い。 r 大 下馬」 卷ー 一の r 殘る ものと て 金の 鍋」 をと つて、 その 一 證に當 てること とする。 

眩に 時雨て 生 駒の 山も兒 えす、 日暮に 平野の 掛 に歸る 木綿 買が、 道 を 急いで、 昔 業 平の-; 咼 安通 ひの 息つ ぎの 水と 

いふ 所まで 定 つて 來た。 あとから 八十 ほどの 老人が 負うて くれとの 賴み。 一 M ほど もいた はり 行く と、 日和が あ 力 
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る。 老人 は ひらりと 下りて、 さぞ 草臥れた らう、 酒 一 つと、 息の 中から 手撙ー つ、 黄金の 小 鍋 幾つか を 吹き出す。 

なほ 酒の 相手 をと、 十 E! 五の 美女 を 吹き出して、 琴 琵琶 を搔 き呜ら させる。 その 中に 老人 は 女の 膝 を 枕に 寢 入る。 

女 は隱し 夫に 逢 ふこと おゆるしと 木綿 買に 斷 つて、 十五 六の 若衆 を 吹き出して、 手を携 へて どこ やらに 行く ことし 

ばし。 やがて 歸 つて 來て、 若衆 を 呑み込む。 問 もな く 老人 も 目を覺 して、 女 を 呑み込み、 道具 を 呑みし まひ、 金の 

小 鍋 一 っを殘 して 商人に 取らす。 日も那 古の 海に 入れば、 相生の松 風謠ひ 立ちに、 老人 は 住吉の 方へ 飛び去った。 

里に 歸 つて， この 事 を 語る と、 生 馬 仙人と いふの が、 毎日 住吉 より 生 駒へ 通 ふとの いひ 傅へ、 多分 それで あらう と 

のこと 0 

「精 齊諧 記」 はこれ に 類す る 一 話を傳 へて ゐる。 柬晋 陽羡の 人、 許彥ー 日綏 安山 を 過ぐ。 一 書生 あり、 足 を 傷め 

てゐ た。 許 彥が炱 へる 鹅の 籠の 中に 入れよ とい ふ。 書生すな はち 籠に 入って 鹅と 並び 座す、 鵝も 驚かす、 負 ふ も 重き 

こ ともなし。 樹 下に 息 ふ 時、 書生 出で て、 共に 酒 を飮 まう とい ひながら、 口中より 一 銅盤 を 吐く。 盤 中 山海の 珍味 

を 盛って ゐる。 酒數 行に して、 一美 女 を 吐く。 宴す る こと 暫くに して 書生 は醉 倒る。 女 彥に對 つてい ふ。 われに 外 

心 あり、 一男 子 を 呼ぶ と。 口中より 齢 二十 三 四の 美しき を 吐き出す。 その 時 書生の 陲が覺 めようと する。 女子 は 驚 

いて、 一 の 几帳 を 吐いて 書生 を掩 ふ。 女子 また 眠る。 後の 男彥 にい ふ、 この 女愦 あれ ど 未し、 他の 女と 逢 はう と 忍 

ふ、 泄し給 ふなと。 ^二十 ほどの 美女 を 吐き出す。 燕酌痹 遊す る こと 程^る。 やがて 腌れる 二人が ロ覺 ると て， 吐 

くと ころの 女 を 口に 納める。 そこへ 書生が 吐く ところの 女が 來て、 さきの 男子 を 口に 納めて、 靜に彥 と 物語る。 書 

生 も 起き 上り、 もう n も 暮れた と、 銅器 を 殘らす 口中に 納め、 大 銅盤 一 つ を 彥に與 へる * 後、 彥 は蘭臺 の 令と なり， 


盤 を 侍 屮張散 に る。 散よ つて その 銘を 兌れ ば、 赏に漢 の 永 平 三年に 造る ところの 古器であった とい ふ。 

「懐 硯」 と 「大 下馬」 に 支那の 怪異 談の 翻案 せられる ものの 少なからぬ 事から、 二者の^ に^ 接の 關係を 認める 

の は、 失當 でない と 思 はれる。 

西鹧は 彼の 梭雜を 簡^に した、 漢の 古器 を 金の 鍋に した。 そこに 用意 は兒 える。 更に 大きい 川 想 は、 業 平の 息つ 

ぎ 水まで をと り 出し、 那 古の 海の 入日まで い ひ 立て、 住吉 まで を 持ち出して、 諸！： ばな しの 一 つに 牧め ようとし 

た點 にある。 生 馬 仙人の 稱の 如き、 もとより 生 駒の 山の 附會に 過ぎな からう。 他の 作者の 諸！： 咄 型の 怿 異小說 HE 様 

に、 必す しも その 國、 その 地に 緊密 を耍 とせざる ものであった。 

姥 火の 話 は 河 內の阏 に 傅 へられて 名高く、 戯曲 小 說の资 料た る處の 多い ものである。 r 大 下馬」 また これ を戟 せて 

ゐる。 

卷 五の 「身 を 捨て 油 齑」 にしる されて ゐる事 は、 巷說 とい さ、 かの 相異を 見ない。 平 岡の 里の 姥が、 世 を 渡る か 

せぎ に 木綿の 糸 を 紡げ ど、 燈 油に 事を缺 き， 明 祌の燈 明を盜 みて たよりと する こと 夜毎に 柬 なった。 一夜 宫守 ども 

弓 長刀 を 用意して 警める ほどに、 また 忍び寄る。 弓の 上手が 雁股赉 へて 引いて 放せば、 姥の細 首 切って とる。 首 は 

その ま-火 を 吹き出して- rK に 上った。 その 魂魄 消える ことなく、 火 は そこ こ \ を 飛びめ ぐり、 これに ー幻 を 越さ^た 

者 三年と 生き延び たの はない とのこと である。 この場合に は、 西 鶴 は 西 鶴ら しい もの を 添へ すに はおかなかった。 

ひとりす ぎ^、 世に かなしき 物 はなし、 河内の 國、 平 岡の 里に、 むかし はよ しある 人の 娘、 かたち も 人に すぐ 

れて、 山家の 花と、 所の 小歌に うと ふ 程の 女 也。 いかなる 凶 果 にや、 あいたれ し 十 一人 迄、 あは. 富の 消る 
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ごとく、 むなしくなれば、 はじめ 戀れ たる 5.: 人 も、 後 はお それて、 言葉 も か はさす、 十八の 冬より、 おの づか 

ら 後家 立て、 A 十八に なりぬ。 

何 を か西鹤 らしい とい ふ、 十八までに 十 一 人の 男に 逄ひ 馴れたと いふ 事で ある。 巷 說に閗 かざる ところで ある。 

西 鶴 はまた 文の 結びに、 姥 火に 肩 越された 者の 間もなく 死ぬ る こと を 記した あとに、 一事 を 加へ て、 文の 結びと 

して ゐる。 

今 五 里 三 里の、 野に 出け るが、 一 里 を 飛く る 事 目 ふる 問 もな し、 ちかく 寄 時に、 油 さしと いふと、 たちまちに 

消る 事のお かし。 

この 「油 さし」 が 「二 代 男」 の 「百 物語に 恨が 出る」 の 「おの/ \ 揚屋の 算用 殘り」 と 脈 を 引いて ゐる。 それ も 

これ も 作者 はこの 「おかし」 を 焦點 として 作 をな して ゐる。 すごさ、 恐し さは さまでの 耍 求ではなかった やうで あ 

る o 

「大 下馬」 のうち、 殊に 西 鶴ら しさ を 見せた もの は、 卷 一 の 「傘の 御 託宣」 であらう か。 まだ 傘と いふ もの を 見 

たこと もない 肥 後の 山奥で、 傘 を神體 として 祀る こと、 その 傘に 性根が 入って 美しき 女 を 供へ よと 託宣す る こと を 

しるして ゐ る- 西 鶴の 西 鶴ら しさ は、 里人に よって 決定され た 白齒の 女が、 我々 が 傘 とても あるべき かと、 傘の 祌 

姿の 異な 所に 氣を 著け る こと、 みづ から 進んで 身代りに 立った 色よ き 後家が、 よもすがら 何の 情 もな しと、 傘 を 握 

つて、 思へ ば 身體た ふし 奴と 引き 破って 棄 てた ことに 於て 見られる。 

世に ありふれた 常の 物 を も、 はじめて 見た 人が、 怪しみて 祌に， まる を かし さは、 怪異 小說の 中に、 しばしば 記さ 


れてゐ る。 信 ITI の 山^く，  ^人か^ しゅけ る^ 鲻を祀 つた 專 さへ 见 えて ゐる。 伞を 知らぬ 者が これ を 神と する の も 

ありさうな 事で あるが、 それよりも 西 鶴に お 齒の娘 や 色よ き 後家に あらぬ 思 ひ をさせる 傘の 形に 興味の 屮心 をお か 

うとした。 されば 傘 を祌體 とする： 止 W の现. H も， 「この 竹の 數 をよ むに 正しく 四 十本な り、 紙 も 常のと は 各 別な り、 

忝くも これ は 名に 聞きし 日の 神內宮 の 御 祌體」 とい ふに 止まる。 

この 事 は 直に 「化物 判 取 帳」 の 傘の 見 立に 比^す る ことが 出来る。 

息子が 夜 あそびに 出かける とて、 床の 中に 藥鐯を 冠せ た 傘 を さし 込んで おいた の を、 さう と は 知らぬ 親 達が ；大狗 

になった とお それ 悲しむ 「夜間 天狗」 では、 例の あとから 裏 を 聞かせる 必耍 上、 鼻 は 七 八寸、 骸は 六十 木の：^、  M 

を さっと 開けば あたり を 蓋 ひ、 收 めれば 小兒の 身よりも 細い 異體 などと 書き立てて ゐる。 こ の 作者の 耍求 はた^-こ 

の 一 點に とに まるため である。 こ 、に 重き をお くもの を、 輕く极 つたと ころに 西 鶴の 作意が 明かに される。 

かう いふ 作意 を眞 似て、 しかし 眞似 そこねた のが、 あの 「御伽 櫻」 である。 r 御伽 櫻」 はまた 「好色 二 代 男」 がお 

つ 章 末の 結句の 輕妙を 學ん でお す、 つ ひに 駄洒落に 讀 ちて しまったの である。 

世の 流行に つれて、 怪奇 小說を 試みた 西鹤の 筆が、 やはり、 彼の 眞 面目で ある 好色ぶ り、 ぼ 世ぶ りで ある こと 

は、 さまで あやしむ に 足りない。 彼が 典型と した 怪異 小說 そのものが、 すでに 怪異に のみ 專ら でなかった からで あ 

る 0 
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江戶 時代の 怪異 小說が 「伽 婢子」 に はじまる こと はいふ 迄 もない。 尤も その 以前に 怪異 をし るした もの は ある。 

た^  21 栗 物、 懺^ 物の 形式 をと つて ゐた。 もとより この場合の 怪異 は 懺悔 を 導き， 因果 を說く 手段に 過ぎな か つ 

た。 それが 「伽婢 子」 に 至って、 因果 應 報の 鼷袢 から 離れて、 怪異 を 怪異と する 獨立性 を 保ち 得る ことにな つたの 

である。 少く とも 「伽婢 子」 に 書かれた もの は、 その やうに 讀 まれる。 しかし、 作者の 標榜す ると ころ は必 すし も 

さう でなかった。 

作 老淺井 了 意 はみ づ からの 態度 を 序文に 於いて 明かに して ゐる。 彼 はま づ 儒教、 佛敎、 祌 道の 三 敎が、 各の 靈 

理、 奇特、 怪異、 感應の 空しから ざる 事 を敎. へて、 その 笾に 入らし むる 媒を する こと を 述べ、 世^に これ 等の 書が 

甚だ 多く、 また わが 「大和 物語」 「宇治 拾 遣 物語」 など も その 類で ある こと を 述べた 後に、 「此の 伽 婢子は 遠く 古 を 

^るに あらす、 近く 聞き 傳 へし 事 を 載せ 集めて 記し 著 はす 物な り、 擧智 ある 人の 目 を 喜ばしめ、 ^を 液く 爲 にせ 

す、 只兒 女の 耳 を 驚し、 自ら 心 を 改め、 正逍に 赴く 一  つの 柿 ひと せんとな り」 といって ゐる。 

彼 はこの 書 を 儒佛祌 三敎に 入る の媒 としなかった。 けれど 兒女を 善に 勸 むる 所以な りと した。 一 切が 敎訓 を笫ー 

義 とする 啓蒙 期に 於いて は、 與趣は 怪異 そのものに あると しても、 怫 敎因粜 のためにす るので なくと も、 なほ か、 

る 文 辭を卷 頭に 揭 げざる を 得なかった らう。 これが 當 時の 假名 草紙の なら はしで ある。 「伽婢 子」 もとより その 一 つ 

として 書かれた ので ある。 

因^ 應 報を說 くた めに はま づ 怪異 感應 の 實在 を說く のが 懺悔 物 また 因 * 物で あるが、 今敎訓 を^ 榜 する 以上、 怪 

異 を勸懲 の 手段たら しむる 以上、 どうしても 怪異の 現な を 信ぜ させねば ならない。 「伽婢 子」 の 序 は 結ぶ に 次の 言 を 


以てして ゐる。 

HE を 貴びて^ を^ ぜ ざる は、 古人の 賤 しむ 所な り、 陰陽 五行 天地の 造化 は廣大 にして 测り 難く、 幽遠に して 知 

り 難し、 時 面 見ざる を 以て、 今 聞く 所 を 疑 ふこと なかれと 云爾。 

讀 者に 信を耍 める 彼が、 すでにみ づ から：^ じて I ^はない かとい ふこと は 疑問で ある。 その 疑問 は 疑問と しても、 彼 

の 序文の 中には、 決して その ま、 に 請けと り 難き 一 節が ある。 

彼 は 近く 聞き 傳 へた 事 を 載せた といって ゐる。 すべてが 我が 阈の 出來^ として 書かれて ある。 しかし、 事 實は支 

那 の小說 また 怪異の 雜 錄を飜 案す る ものが 大部分 を^: めて ゐる。 遠く 古 を 取る にあら すと、 過去 を 避けた の も、 よ 

り 多く 讀 者の 信を迎 へる ためであった らう。 その 期待 はつひに 一語 をして 飜 案飜譯 である ことに 觸れ しめなかった 

ので あらう。 彼は飜 案飜譯 以外に 世に 知られて ゐる 巷談 を も 混じて ゐる。 譯者 のかって 聞く ところ を ゆかりと し 

て、 未だ 閗 かざる ところに も 信 をお かせる ためで あらう。 

「伽婢 子」 より はるか 前、 江戶 時代に 入る にさ きだちて、 天 文の 顷 にこれ に 類す る 志 怪の書 「奇異 雜談 集」 が あ 

つた。 「今昔 物語」 「宇治 拾 遣 物語」 あたりの 體 裁に 倣って、 その •  頃の 口 傳を錄 すると 共に、 「太平 廣^」 などの 翻^ 

を 載せて ゐる。 しかも 飜案 である こと を斷 つて ゐな いこと 「伽婢 子」 の 場合と 似て ゐる。 たに 「剪 燈新 話」 から 選 

んだ三 篇に對 して は、 飜案 をな さすに、 飜譯 をな して ゐる。 何故に 「廣 記」 と 「新 話」 の极 ひに 於て 異なる ものが 

あるかと いへば、 前者 は讀 まれて ゐる こと 久しく. 今更の 飜譯 でも あるまい が、 後老は 渡來： くして 未だ 讀 まざ 

るお が 多い と考 へたた めで あらう か。 「金 鳳 釵記」 「牡丹 燈記」 「中 陽 洞 記」 を 「姉の 魂魄 妹の 體を かり 火に 契り し 
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事」 「女人 死後 男 を 棺の內 へ 引 込 ころす 事」 「弓馬の 德 によって 申 陽 洞に 行き 三女 をつ れ歸り 妻と して 榮花を 致せし 

事」 の 題 下に 譯 した 三篇の はし 書に、 「新 渡に 剪燈新 話と いふ 書 あり 奇異なる 物語 を あつめた る 書な り、 今 二三 ケ條 

を 取って こ 、にの するな り」 といって ゐる ことから も 注意 せられる。 

「伽婢 子」 の 翻案の 原據 にして、 最も 多き を 占む る もの は、 この 「剪 燈新 話」 であった。 その 頃 は 日 東 渡 來の後 

久しく、 もう 活字 版に もまた、 整版に も飜 刻され て、 かなりに 廣く讀 まれて ゐた。 世に は その 飜 案の あと を兒 て、 

直に これと 指摘す る ことの 出来る 人も少 くなかった と 思 はれた。 

新 渡なら ぬがた めに * 特に その 飜譯 する こと も、 また 原書 名 を 祸げる こと を も 要さない 今 は、 わけて 序文に いふ 

が 如き 企圖の 下に、 他の 唐 代の 傅奇、 その他の 雜^ による ものと 同様、 つゆほど も 漢臭を 遣さぬ やうに 努めねば な 

ら なかった。  • 

「伽 婢子」 の 態度 はかう 決した。 

「剪燈 新 話」 は 全部に 於いて 二十 篇、 その 中飜 案され たの は 十八 篇。 しかも * 1 篇を その ま、 にと ると 共に、 そ 

の 一部 を 割りて 數條に 仕立て直した もの さへ ある。 それな のに、 どうして 「富货 發跡司 志」 「鑑 湖夜泛 記」 の ニ篇を 

漏した かとい へば、 或は 飜 案に 無理が 生す る 事 を 虞れ たので はなから うか。 人の 貧 宵 禍福 を 支^す る 發跡司 を、 道 

敎の 興味な しに 移し 來る ことの 困難、 また 綾女 S を繞る 傳說の 乏しい わが 國に、 彼の 星の 辨を蕭 して 来る ことの M 

難が 推測され る。 

了 意の 翻案 は爲 にす ると ころあって、 この 苦心 をな したが、 なほみ づ からの 感興から いっても、 史に 苦心 を^ね 


ねばならぬ ことがある a 

「剪燈 新 話」 の 作者 翟佑は 事の 奇構 を傳 へる と共に、 文の 綺麗 を 誇らう として ゐた。 了 意 は 奇構を 移す と共に、 

その 綺麗に も 倣 はう としたの である。 單 に敎訓 のために のみす るの は、 彼の 好まなかった ことで あらう。 彼 は r 渭 

娇 奇遇 記」 を 翻案して 「夢の 契り」 とした。 しかし 後年の 作者 其 鳳が 「月 華 通鑑」 屮に 加へ た r 渭塘の ゑに し」 の 

冒頭の 辭の 如き はむしろ これ を陋 としたの であらう。 いはく 

和漢 M  一  と は 男女 最愛の 實 にして 一 度 契り を 結びて W 信を逮 へす うしろ ひもよりの いひな づけに 諸 白 髮の末 

を 見と にけ、 兑の よすがに 谐老の 一一 一一 n 葉淺 からす、 袖の ふり^せ 軒端の あまやどり、 いづれ わりな き媒 とな 

れ るも姽 うかる \ の 事に も あらす、 #= より 貞烈の 女子 少き にあら す、 されば 我 日の 本の 故事 は 誰々 も 聞 なれ 兌 

たれし ま k にしば らくさし おき 唐土の 名 女 劉 氏の 列女傳 以後の 名高き をかぞ ふれば 云 々 。 

また 了 意 は 其 鳳の 譯 文が 原文の 詞藻の 美 を恣に 切り捨て たこと を慊 しとし なかった らう。 r 渭塘 奇遇 記」 と 「夢の 

契り」 との 比較 は、 その 苦心の あと を 明かに する。 

王 生と いふ 金 陵の 美少年が 舟 路渭塘 を 過ぎ、 酒肆の あるの を 見て 寄った。 家 は 富み 娘 は 美しい • 娘と 生と は 相 兑 

て戀々 の 情の 動く をの 覺 えた。 舟に 歸 つた その 夜、 生 は 娘の 窒に迎 へられて 歡謔を 極めた と 兌た。 家に 歸 つた 後 も 

同じ やうな 夢を見て ゐた。 或 夜の 夢に 娘の 紫 金^ 甸 の 指瑗と 生の 水晶の 雙 魚扇墜 をと り 交 はした と 兌た" 覺 むれば 

指環 は 手に あって、 おのが 持てる 扇墜は 見當ら ない。 生 は 大に奇 として、 1 兀稹の 體に效 ひ、 會眞詩 三十 韻を賦 した。 

明 歳 また 渭塘を 過ぐ、 酒肆の 主人に 迎 へられて、 娘の 室に 入る。 あたりの 光景す ベて 夢中に 見る がま k であった。 
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生が 別れて 後の 夢 ものがたり を すれば、 娘 もまた 同じ 夢を見た こと を 語る、 娘が 扇墜を 出して 示せば、 生 も 亦 指環 

を 出して 見せる。 一 一人 はつひに これ を 神 契と して 夫婦と なった。 

翟佑 はこの 事 を 傅へ るに、 美辭 のかぎ り をな して ゐる。 渭 橘の 酒肆を 叙す ると ころ、 これ を 書 下せば かう であ 

る o 

靑旗簷 外に 出で、 朱擱曲 檻縹綁 として 霰け るが 如し、 高 柳 古槐黑 槳交墜 ち、 芙蓉 十數 株、 顔色 或は 深く 或は 淺 

く. 紅葩綠 水上 下 相 映 じ、 £： 鹅 一群 共 間 を 游泳す。 生、 舟 を 岸 側に 泊し、 肆に 登り 酒を沽 うて 飮む。 E 螫の蟹 

を斫 り. 1 鱗の 鱸 を 鮪に す、 * は 即ち 綠橘 黄拉、 蓮塘 の藕、 松坡の 栗。 花 磁の盞 を 以て^ 珠の紅 酒 を 酌みて 之 を 

酌む。 

了 意の 苦心 はこの 綺麗 を さながらに 移さう とする。 渭塘を 淀の 川の ほとり 橋 本に 擬 して、 そこに ふさ はしい け は ひ 

を 出さう とする、 また 書き ならべられた 馳走の 品 々のお どろお どろし さ を も 取り入れよう とする、 すな はちい ふ、 

亭の 西の方に は 古り たる 柳 枝 垂れて 紅葉に 交 はり、 嵐に 散り 落ち、 下葉 移ろ ふ 萩が 露抆 もと を、 に菓げ なり。 

秋 を 哀しむ 蟲の聲 尾花が fey 弱り 行き、 籁の菊 は^き 匂 ひ、 袖の 香 を誰ぞ とも、 仇に ゆかしき 心地 ぞ する。 北 

の 方 を 見渡せば、 淀の 川 波 浮き 沈む 鷗の聲 は 遠近に 遊ぶ 心ぞ 知ら まほし。 楊枝が 嶋も 程近く、 渚の 院も爱 なれ 

や、 水 野 を 過ぎて 山 崎 や、 うど 野に 繽く 三嶋 江まで、 只 11! にぞ 見渡さる る。 主 杯 出し 酒勸 めて、 是れは 松 江 

の 鱸 魚に は あらね ども、 彼の 玄^ 法師が 庭の 訓 へに 名を譽 めた る 淀 鲤の鲔 とて 取り^へ て 出したり、 又 これ は 

吳中 の 奪 菜に は 侍らね ど、 贯 之が 詠め つみた る 水 野の 澤 の极 芹に て 侍るな ど 心 ありげ に歡 待し ければ 云 A , 


翟佑 はまた 王 生 夢に 酒肆の 女の 审： を 兌る のく だり を 叙して、 精細で ある。 

窓 11  一 g 花^ を掛 く、  iirt に 一 綠鹦 鹅を畜 ふ。 人 を兑て 能く：； H ふ。 軒下に 小 木 鶴！ 一 雙を垂 る、 線香 を 啣んで 之 

を 焚く。 案 上に 古 銅 瓶 を 立て、 孔雀の 尾 數莖を 挿む。 共 傍に 筆硯の 類を設 く。 皆 濟楚を 極む。 架上に  一^玉^ 

を 横た ふ。 女の 吹く 所な り。 壁 上に 金 花 牋四幅 を 貼り、 詩 を 其 上に 題す。 詩體は 則ち 東坡の 四時の 詞に效 ふ、 

字畫は 則ち 趙松 雪を師 とす、 何人の 作る 所なる を 知らざる なり。 

ー讀 直に 支那なら ざるべからざる 狀景 を、 了 意 は どの やうな！！ ぶりに 翻案した か。 「夢の 契り」 の 一節 は 彼の 巧妙と 

才筆と を 語って ゐる。 

軒に は 小 為の 籠 一 つ 懸けて、 焚きし めら かした る 香の. ？、 心 も强く 焦る らん。 机に は荧 しき 菊の花 少しく さし 

て硯箱 あり。 牀には 源氏 $： 勢 物語、 其の 外面 白く 書きた る 雙紙を 積み 菓ね、 壁に 寄せた る^ 琴 は 思 ひを陳 ぶる 

慰め かと、 H とまる 心地して 云々 

原文に は 前に 引ける 後 をう けて、 金花牋 幅の 詞を 載せて ゐる。 了 意 は 巧に それ を そらして、 源氏、 勢、 その他 

の雙 紙に 代へ たので ある。 「剪燈 新 話」 の 例文 中往々 詩 詞を點 綴す る ことが 多い。 彼に 於け る 傳奇體 の小說 の^で あ 

る。 了 意 は 時に これ を 和歌に 移し、 時に 文の 叙述の 中に その 意 を 籠め ようとす る。 要は その 形に 囚 へられす に、 そ 

の 氣分を 活かさう とする ので ある。 「渭塘 奇遇 記」 中の 詩詞 は、 こ \の四 詞の 外、 また 會莨 詩が ある。 了 意 は その！ 二 

十 韻 を 一 首の 和欹 として ゐる。 

^にいま^ ふ 夜 あまたの 語ら ひ を 夢と 知りつ \ さめす あらな む 
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原詩 は あまりに 長い。 こ、 に 引用す る こと を 避ける。  - 

了 意の 苦心 は、 前にい つたく だり を r 渭瑭の ゑに し」 のと 比铰 すれば、 なほ 一段と 明瞭であった。 筋の 運びに い 

そがし いこの 譯文 は、 滔肆 のく だり を、 た 「種々 の 肴 を そろへ 眞珐の 美酒 を 出して す.^ めければ」 とい ふだけ で 

あった。 また 娘の 室の くだりに は 全然 觸れる ことなく、 會眞 詩に 就いて いふと ころがなかった。 

六 

、 

「伽 婢子」 の 基づく ところ、 「剪燈 新 話」 最も 多く 「剪 燈餘 話」 これに 次ぐ。 「餘 話」 もまた 「新 話」 の 如く 明 代 稗 

史の 雄篇であった。 選者 李昌鹈 は^ 佑の 「新 話」 が あまりに 詞藻 を 軍： ん じて、 勸懲を 輕ん じて ゐる こと を遣憾 とし 

て、 この 著作 をな したと いって ゐる。 然 らば 敎訓を 標榜す る 了 意 は、 むしろ この 方 をと るべき であるに、 なほ 多く 

「新 話」 に據 つて ゐる ことが、 おの づ から 標榜 以外に 意の ある こと を 示して ゐる。 

しかし r 餘話」 の 措辭の 美- また 詩 訶の點 綴 は 「新 話」 と異 つて ゐな い。 この 點に 於いて、 了 意の 飜 案の 苦心 

は、 彼此の 間に 相異を 見ない。 その他の 態度 もまた 同じ ことで ある。 今 「餘 話」 の 中から 引く の は、 了 意の 苦心に 

關 する 他の 方面 を、 しばらく 「新 話」 以外に 求める とい ふだけ のこと である。 

崔英は 妻 王 氏を携 へて、 舟路 任に 赴いた。 途中 英は 舟人の ために 水に 沈められ、 王 氏は囚 へられて、 舟人の 次子 

の窒 たる こと を强 ひられる。 王 氏 辛 じて 逃れて 一 寺に 入って 尼と なる。 ある 日 寺に 畫 芙蓉 一幅 を 施す 者が あった。 

これ 英の 筆で、 舟人に 奪 はれた ものである。 王氏屛 上に 一詞 を 題した。 その 屛が轉 々して W の 御 史大夫 高 公の 館に 


入った 日、 偶、 英が來 合 はせ て、 妻の 作なる こと を 知って 泣いた。 水練に 熟せる 彼 は、 水 を 潜って 難 を 避けた 後、 

あちこちと 放浪して ゐ たが、 この 日 丁度 館に 書 を賫 りに 來 たので ある。 公 はま づ 夫人 をして 李 氏を迎 へさせ、 髮を 

蓄 へて 初 服に 返らせる。 而も、 英に 知らさない。 公 はまた 謀って 贼を囚 へ、 英を 舊官に 役せ させた。 英の 赴任 別宴 

の 日、 はじめて 王 氏と 會は せて、 今生の 緣を 全うさせた。 夫婦 は 遠く 去った。 任滿 ちて また 公 を 過れば、 公す でに 

薨 じた、 夫婦 號哭 して、 施餓鬼 を 行 ふこと 三晝 夜であった。 

これが 「餘 話」 載す ると ころの 「芙蓉 碎記」 の 梗概で ある。 篇末 また 一長 詩 を 載せて ゐる * 晝 芙蓉 屛の 歌と いふ。 

翻案 「梅花の 昇 風の 事」 では、 ^英を 山 n の大內 家に 身 を 寄せる 公卿の 一 人中 納 言と し、 英の 赴任 途上の 難を陶 

の亂に 遭って 京 上りす る 途上の 出來 事と した。 また 晝 芙蓉 を 畫 梅花に 移した 屏風が 緣を なしての 夫婦の 邂逅に は、 

高 公の わざとの 計ら ひがなかった。 これ はせ 英を 公卿と し 高 公 を 室の 武人と した 身分の 相 異によ る。 かう いふ 小異 

を 外にして、 了 意の なした 改作の 大 なる もの は篇 末お あった。 

原書の 篇 末に 於け る 高 公の 死 を、 崔英 に當る 中納言 の薨に 代へ た。 また 北の方 も 程なく 死ぬ ことにした。 さて 篇 

を 結ぶ に、 中陰の はての CI、  二つの 塚より 白き 雲 立ち 昇り、 西 を さして 行く かと：^ えたが、 異香 すでに 山 谷に 充ち 

滿ち たとの 記事 を 添へ る ことにした。 すな はち 霰 芙蓉 屛 風の 歌に 代へ るに この 怪異 を 以てし、 原文の 現世の 奇遇 以 

外の もの を 補った ので ある。 更に また 了 意 は 原文が 詩 詞を缺 くと ころに、 二 首の 和歌 を 加へ てゐ る。 かう いふ 添加 

の場ム r は、 しばしば 兌う けられる。 了 意の 苦心 も そこに あり、 「伽婢 子」 の 意 阖 もまた そこにあった。 

了 意の 怪異 小說は 「伽婢 子」 の 外に 「狗 張子」 が ある。 「餘 話」 に據る ものが 多かった。 また 「新 話」 に據る もの 
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も少 くないが、 これ は 一 話の 全部 を 取る よりも、 分 裁した 一部 を 仕 立直した もの を 多く 認める。 しかし、 飜 案の 態 

度 は 全く 「伽婢 干」 の それと 同じであった。 改めて こ、 に說 く必耍 がない やうで ある。 

r 狗 張子」 は 了 意の 遣 稿であって、 入寂の 翌年 元 祿 五^の 刊行に 係る。 刊行せ る 者 は 京の 書雕林 九兵衛 である。 

彼 は 伊藤 仁齋の 門人であって、 和應 の舉識 あり、 また 文才が あった。 怪異 小說 「玉 櫛笥」 「玉 帚 木」 の 作が あった。 

みづ から 「伽婢 子」 及び 「狗 張子」 の 續集を 以て 擬 する こと をい つて ゐる。 各 話の 支那の 志怪の 書に 基づく こと、 

また 努めて 漢臭を 遣すまい と、 心掛けて ゐる こと、 ほに 了 意の たす ところ 似て ゐる。 た^ 了 意が 原文の 措^の 荧を 

も 合 はせ て 移さう とする 努力 は、 これ を 缺 いて ゐた。 

「伽 婢子」 「狗 張子」 の 作風 を嗣 いで、 怪異の 書 を 出す ものが 段々 と 多くな つた。 隨分 これ 等の もの を^ 胎 して、 

したり 顔な 者 も ある。 しかし、 溯って 了 意の 據 とした ものに 基いて、 新な 飜案を 試みる 蜚 もあった。 たと へば 都の 

錦の 如きが それで ある。 

この 作者の 「御前お とき ほうこ」 の 序 中に いって ゐる 。「かの 一向の 粹倂が 剪燈新 話の 拔書を 恨み、 頭から 御前の 

威を偫 て、 漸に 殿様風 を 吹せ、 御伽 御坊 を 招 寄、 あの世と この 世の 境目 を滅 法界の 法巢 にして、 詰る 處は 此方の 

负」 いふと ころ は 「伽婢 子」 を稅 倣しながら、 なほ 異を樹 てて、 幾分の 新 様 を 期せん とする にある。 

「御前お とき ほうこ」 と 了 意の 作との 問に は、 もとより 原據を 同じう する ものが 多い。 たと へば r 狗 張子」 卷七 

の 「細工の 唐 船」 と 「御前お とき ほうこ」 卷 四の 「芝 崎 藤 藏竹田 近 江が からくり を兒て 遁世した る 事」 の關 係の 如 

し。 しかし、 一は 世話の 世界に、 一は 時代の 世界に、 おのおの 趣向 を 構へ ただけ でな く、 た ほ原據 にない 事件 を 前 


後に 加へ る ことによって、 どうかす ると 兩 者と 原 據の關 係 を 忘らせられる。 

かう いふ 現象 は 了 意と 都の 錦の 作 中に のみ 見られる ことでなかった。 怪異 小說の 全般に 於て 認められる。 いは ゆ 

る 怪異 小說が 頻りに 類 話 をく りかへ しつつ、 驚くべく 大数に 到達した 理由の 一. 半 は、 この 點 から 解釋 される かと^ 

はれる。 

怪異 小說の 作者 は その 態度 を 一にして、 ゎづ かに 取材の 範圍に 於いての み、 また 翻案の 趣向に 於いての み 新奇 を 

兢 はう とする。 されば 地方に 傳 へられて ゐる 口碑 を さながらに I ^しもす る、 または 飜^ にから ませ もす る。 或は 「今 

Au」 「宇治 拾遗」 の 如き、 わが 古き 志怪の 書から も飜 案の 资料 をと る。 しかし、 原據の 多く は 支那の 書であった。 了 

意以來 おの づ からの 傅統 となった ので ある。 

「齊 諧」 は今傳 はる ことなく、 從 つて その 寳を 知る ことが 出來 ない が、 支那に は 古くから 怪異の 書が 多く 存 して 

ゐた。 寓言の 書、 また これに 伴って ゐた。 漢 代の 小 說と稱 する もの、 多く は 六 朝の 作に 係る が 如き も * 眞僞 の辨は 

こ.^ に耍 がない。 とにかくに、 これ 等 怪異の 小說は r 唐 代の 傳奇 と共に われに 渡来して、 わが 文 舉に影 すると こ 

ろが 多い。 宋 代小說 また 窒 町 時代に？ I! まれて、 わが 作 老の资 料を輔 ける もの さへ あった。 特に その はじめ^から 支 

那の 典籍 を 重んじて ゐた江 戶 時代に 於いて" 西 鶴が また 新 旗 轔を祸 ばない 以前、 室町 時代の 小說が 漸く 御伽 草紙の 

名の もとに 刊行され て ゐる顷 に、 少しく 奇構を 以て 人 を 驚かさう とする 作者 は、 どうしても 材料 を 支那の 怪異の 書 

に 仰ぐ こと を 便利と した。 範圍 は廣く 所謂 漢 代の ものから 新 渡の 明 代の ものにまで 及んで ゐる。 

ひとり、 ^の 趣向 を 彼から 舉ぶ ばかりでなく， 編述の 態度 もまた 彼に 倣 ふ ものが 多かった。 「伽婢 子」 r 狗ぉ 子」 
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の 作者が 序文に 於いて 檩榜 すると ころ は、 もとより 作者 その 人に、 この 意 あると はいへ、 まづは 「剪燈 新 話」 また 

「餘 話」 の 序の口 眞 似と 見るべき である。 

わが 怪異 小說が 多く 範を 支那の 書に 寄せた の は、 支那の 文化、 支那の 典籍と さへ いへば、 これ 尙 ベる その 頃の 常 

では あるが、 なほ考 へて よいの は、 その 時の 人々 に は、 支那 そのものが 未知の 世界で あり、 幽遠の 鄕 土であって、 

そこから 傳 へ られた 不思議に は、 たやすく 現實の 分別 智を 以て 律し 得ざる 心情 を懷 いて ゐ たとい ふ 事で ある。 

貞享 三年の 「百 物語 評判」 は 怪異 事に 關 する 山 岡 元 隣の 評論で ある。 或は その子 元 恕の筆 も 混じて ゐる やうで は 

あるが、 大方 は 元 隣の 文と して 讀 むべき である。 評論の 檩準 はと も すれば 怪異 圈外を 出で て、 現實现 を：：！； (する にあ 

つた。 卷 五の 「而 慍齋 化物 ものがたりの 事」 の屮 に、 

某 こそ 化物 多く 見 候 ひて、 此の 事 を 恐れ 申し はべる、 其の 次第 を 語り 中さん。 まづ た^今 は 世に 儒舉 はやり 候 

故、 我人と もに 少し 文字 を讀み 候へば、 髮頭 異様に 衣服き らくし くつく ろ ひ 賢げ にもの 云 ひ、 年よ る 人 を 侮 

り 露 許りの 學 問に 高ぶり、 利 慾 は 常の 人に 十倍して、 口に は 見事に 云 ひなせ ども、 實の 律義 露ば かり もな き 

は 俗儒 腐儒な ど 云 ひて 儒者の 化物な り。 

とい ひ、 なほ 僧侶、 傾城、 役者の 例 を擧げ て、 人 を 誑す の 化物な りと いって ゐる。 殆ど 「世 問 化物 氣質」 の 態度と 

擇ぶ ところがない。 彼 はまた 仙術 を 信じなかった。 その 意 儒敎に 専らであった ためで ある。 故に 飛行 昇 1K をば 「二 

程 全書」 の 人 は i! にっきて 生る る 者 なれば 決して 其の 现 なしの 言 を 引いて 否定して ゐる。 卷 五の 「仙術 幻術の 事」 

に 見えて ゐる。 しかし、 彼 もまた 悉く 怪異 を排し はしなかった、 理由 は 支那 また そのもの ありと いふに 歸 する。 た 


とへば 絶 岸 和 尙が肥 後に て 轆轤^ を 兌た と 聞く や、 必. f しも その 事 を 疑はなかった。 「博物 志」 一： 拽神 記」 r 輟耕 錄」 

を 引いて， 昔より 多く 南蠻の 地に ありと し、 さて 

H< 地の 限りなき 造化の 變に 至りて は、 水母の s なく、 蝙蝠の 逆に 懸り、 梟の 晝 肓 ひたる 類、 一 應 の兒識 にて 計 

り 難し。 されば 肥 後に も ある まじき にも あらす。 いかさま にも 都 方に は 稀に も 聞き及ばす、 すべて 怪しき 事 

は、 遠國 にある 物な りと 思 ひ 給 ふべ し。 

といって ゐる。 彼 何故に 支那の 怪を 信す るかと い へば、 「怪しき 事 は遠國 にある 物な り」 とい ふ 遠 II の 殊に 遠き もの 

として、 支那 を 見る ためで あらう か。 これが また 常時の 怪異 小說 作者た ちの 支那 觀 であると も考 へられる。 

その K、 嵇. _< の條 件から 支那の 典籍に 親しまう とする 人々 は 自己が 扱ふ當 面の 問題 以外に， 怪異 小說 作者た ちと 

共に、 未知の 世界で ある 支那の 怪異に 與味を 寄せて ゐた" 悅んで 彼の 志怪の 書を讀 むだけ でな く、 更に これ を飜刻 

し、 訓點を 附し略 註 を 施し、 或は これ を飜譯 し、 抄譯 して、 一般の 人々 にも その 面白さ を頒 たうと した。 これ も 

また この頃の 啓蒙運動の 一 手段であった。 艰 して 林羅 山の 著で あるか は 疑 はしい ことにしても、 羅山子 また 林 逍^: 

の 名 を 以て、 元祿十 一年に 刊行され た 「怪談： 全書」 の 如き は、 「太平 廣記」 「古今 說海」 に據 り、 時に 「剪 燈新 話」 

中の もの を もま じへ て、 支那の 怪異の 談を 紹介して ゐる。 この類、 他に 一 一三 を數 へる ことが 出来る。 

了 意の 著作 中に もこの 種の ものが 存 して ゐる。 「新語 園」 これで ある。 然 らば 了 意 は 支那た る こと を耍 する 人に 

は、 この 書を與 へ、 必す しも 支那た る こと を 要せざる 人々 のために は、 殆ど 漢臭 を脫 離した 「伽婢 子」 r 狗 張子」 の 

翻案 をな したので ある。 
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か、 る 了. おの 二種の 用意 を 一書の 中に 混じて ゐる のが 「御前お とき ほうこ」 である。 前-一 rn すでに 觸れ ると ころが 

あった やうに、 これ は 多く 和漢 志 怪の飜 ((一で、 殆ど 原據の 色調から 離れて ゐる ものである。 しかも その 屮の 「太 乎 

廣 記に 瘤の 中より 猿の 出る よし 書し 事」 とい ふ 一 荩は、 すでに 表題に 明かで ある やうに、 「太平 廣記」 の 一 项の& ^で 

ある。 作者 都の 錦 は 飜譯を 加へ た 理由に 就いて、 特に 斷り をい つて ゐる。 「太平 廣記を 開いて 兑 るに、 奇異なる 雜談 

多き 中に、 ふと 思 ひよりし ま \、 其 心 を 和て 書付 侍る」 とも 、「曰 本の はなしに 唐 流 を 打 込ば、 米に 砂 を まぜた る や 

うなれ ど、 怪奇なる 泰の おかし さに 書と^ めければ」 ともい つて ゐる。 けれど これ は 表面の 现. S に 過ぎな からう。 

實 はこの 害が 諸 IT はなしの 形式 をと つて、 「是は 大阪」 「是は 近 江」 とやう に 各 話に 題して ゐる關 係 上、 「是 は^ 土」 

の 一 話 を 加へ たいた めでなかった か。 勿論 それ もあった らうが、 眞の理 由 は 更に 奥深く、 彼の 胸底に^ して ゐた ら 

う。 彼の 性癖 は 支那の 原據を 明かに 示して 彼の 擧識を 街って 兑 たかった ので あらう。 支那の 典籍に^ する， 通ぜぬ 

が、 その 顷に 於、 いて 學殖を はかる さしあたっての 11 準であった。 彼 はまた 原據を 明す ことによって * 全くの n 本ば 

たしに 仕 立直した 腕前 を 識者 の 問に 認めさせる ものと 思ったら う。 西 鶴 何す る^ ぞと いふ 例の 文才の 誇 リを兑 せた 

かった ので あらう。 たまたま 「太平^ 記」 の 一 話の 飜譯 が揷 入され てゐる こと は、 或は 獎 中の 錐 鋒で あらう か、 臆 

斷 なほ ゆるさるべき か 都の 錦 その 人の 作風であった。 

七 

寬延 あたりに 一線 を 劃して、 江戶の 怪異 小說を 前後 二期に 分ける こと は、 畢竟 「§| 英草 紙」 の 出現 を柬 耍視す 


るた めで ある。 書 は 近路 行者の 作 寬延ー 一 年の 出 板に 係る。 この頃 怪異 小說盛 行の 機運の 著しく 動き 出して ゐる とこ 

ろに、 この 書の 投げた 影響 は 大きかった。 そこに 明瞭なる 相異が 前期の ものとの に 起った。 「英 草紙」 もまた 「伽 

婢子」 「玉 櫛笥」 「御前お とき ほうこ」 と共に、 支那の 怪異 談の飜 案 を 皆 として ゐる。 しかも、 彼等と 相 分つ 现. E は 

一 には飜 案の 態度で ある。 二に は 翻案の 原據 の相異 である。 

こ、 に 至って は、 もう 了 意の やうに 「伽婢 子」 「狗 張子」 と 「新語 圜」 と を 書き わけ、 また 都の 錦の やうに、 「御 

前お とき ほうこ」 の 中に 翻案と 飜譯と を 盛り わけ る 必要が なくな つたので ある。 翻案 に は 必 すし も漢臭 を 避け る こ 

と を 念と せす、 むしろ 漢臭 三分の 遺^: を 期待し てゐ たので ある。 

俳諧 的 手法 を界 しながら、 隈なく 現窗 生活 を 描お した 西 鶴の 好色本、 町人物 は、 すでに その 極に 违 して、 その後 

を 承け た 其磧の 如き は、 徒に 模倣 を 事と して、 た^ 抉 剔の 度 を 加へ るに 過ぎなかった。 それ もやが て讀 者に 倦 かれ 

たはて は、 事件の 變化 によって 興味 を かう と 努めて、 淨 瑠璃 歌舞伎の 小說 化に 專ら であった。 浮世草子 作者の 態 

度の 推移、 や、 寫莨を 離れよう とする 倾 向に 乘 する ものが 怪異 小說 の 擡頭であった。 すでに 相應の 流行 を 見せて ゐ 

ると ころへ、 なほ 得手に 帆 を あげざる を 得ない。 支那の 傳奇の 類 は 以前より すっと 飜案 せらるべき 情勢と なった。 

しかも、 飜柒は 怪異の 事件 を^す だけでなく、 時に 支那の 情調 を も 伴 はう とした、 支那ら しい もの を^へ て、 强ぃ 

て n 本の 氣分を 出す こと を 要せざる こと は 勿論で ある。 舞臺 の變 化、 背景の 變化、 これ また^ 者に とっての 新しき 

興味であった。 飜案 者み づ からの 好みとの み 見るべき でなかった。 

飜柒の 巧 は 彼此の 轉換に 於いて、 彼 を 失 はす、 此は损 はざる 點 にある。 さすがに 近路 行者に は その 用^が あつ 
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た。 たと へば r 喩 i 明言」 の 「閙陰 司 司馬貌 斷獄」 と 「紀任 m. 陰 司に 到て 滯獄 を斷る 話」 とに 於け る 斷獄の 事件の 

さし か へ の 如きが その 一 例で ある。 しかし、 こ、 に はこれ 等に 就いて いふよりも、 むしろ 彼が 「支那」 に 寄せる 執 

^の 度を考 へ る ことにする。 

彼 は 「警世 通 言」 の r 莊子休 鼓 盆 成 大道」 を飜 案して 「黑 川、 源 太 主 山に 入て 道 を 得た る 話」 を 作った。 南 華 山と 

金 華 山、 莊 子と 源 太 主な どの やうの 地名 人名の 相 異の外 は、 殆ど 原作の ま k であるが * 事件 はどうしても 日本の も 

のとして 讀 まるべき 性質で たかった。 彼 はこれ を さへ 厭はなかった。 

彼 はまた 同じ 「通 首」 の 「命 伯 牙 捽琴謝 知 音」 を 翻案して、 「豐原 兼 秋 音 を 聽て國 の 盛衰 を 知 話」 を 作った。 これ 

に は 多少の 鹽梅 をな すと はいへ、 原作に 於いて や、 煩 はしい までに 害 かれて ある 昔樂論 は、 ゎづ かに 和樂の 一條 を 

添加した だけで、 ほ^その 全 體を譁 出して ゐる。 これ は 他の 方面から も考 ふべき であるが、 さし 當 つて は！ g 作 尊 E 

の 意に 於いて 見られる。 

近路 行者の 原作 尊 東 は r 英 草紙」 の 後篇と して 出した 「繫野 話」 の 「^口の 遊女 液 情 を 恨て 珠玉 を 沈る 話」 の 胃 

頭に 於いて 證 せられる。 彼 はま づ江 口の 色里に 就いて、 說 くこと や」 多き に 亙って ゐる。 原作で ある 「警世 通 言」 

の 「杜十 娘 怒 沈 百 寶筘」 に はこれ に當 るべき 遊 単： の 記述がない。 ある もの は 燕 京 建 都の 盛 を 謠ふ詩 一 章と その 由來 

である。 飜案 者は飜 案の 勝手から その 都 を 江 口の 色里に 改めながら、 なほ 原作 冒頭の 氣分を 保存す る こと を 忘れな 

かった ので ある。 

かう いふ 心づ かひ は黼案 を^む^に 、 ま づ 原據を 明に してお くこと に たる。 r 英ゃ 銑」 に 於 いても さう しなかった 


が、 「繁野 話」 「莠句 冊」 の 場合に は、 序文の 屮 について ゐる。 「繋 野 話」 「莠 句晋」 また 草宫散 人の 名 を 以てせる 「垣 

根 草」 は 共に 近路 行者の 作で ある。 

r 繁野 話」 の 序 中に いふ、 「手朿 弓の 故事に 任 氏の 傳奇を 翳ぎ、 邪 色の 人 を 潔す こと を覺 す、 白菊の 卷は白 锿梅嶺 の 

» 趣を假 り、 占卜の 前數に 因る 事を說 き、 女敎の 名實全 からん こと を はげましむ」、 またい ふ 「江 口の 始&は 杜十娘 

を f して 俠妓の 偏性 を 加たり」 とい ふところ は、 「紀 の關 守が 鏺弓 一 旦白 鳥に 化する 話」 は 牌 代の 傳奇 rffi 氏啄 一 と、 

わが 「今昔 物語」 の 「人妻 化成 弓 後 成 <：：? 飛 失 話」 とに 據り、 「白菊の 方 猿掛の 岸に 怪骨を 射る 話」 は * 牌 代の 俾奇 「白 

^俾」 に據 るとの ことで ある。 ，yn は 「. 江：： の 遊女 蕺愦を 恨て 珠玉 を 沈る 話」、 杜十娘 は 「通 一一 H」 の 「杜十 娘 怒 沈 I:! 

寶 ffi」 のこと である。 

「莠句 冊」 の 序にい ふ、 「求 塚の 後の 卷には 三つの 所 を 仉に 男と なす を經 とし、 神代の 事の しら 絲に黏 して 緯 をと 

り、 蘇 小 狡 娘の 巧 令 を 潤色と す」、 またい ふ 「吉 野猩々 は 徐渭が 四 聲猿を 襲 ひ 云々」 蘇 小 狡 娘と は 「醒 世恒 || 目」 の 「蘇 

小 妹 三 難 新郎」 をい ひ 徐渭の 「ra 聲猿」 と は 明 代 有名の 戲曲を さしてい ふので ある。 

近路 行者が 自ら 示す ところ はこ.^ に 盡く。 しかし. これ だけで も その 原捣に 於いて、 了 意 等の 知らざる ものが 加 

はって ゐる ことが 明瞭に 認められる。 まして それ 以外の もの を考 へる と、 更に 劃然たる ものが ある。 諷詞小 說が新 

に 加 へ られ たこと である。 

近路 行者が 最も 多く 原據 とした 「醒 世恒 言」 「餮世 通！ IIIHJ 「喩世 明言」 すな はち 「三 111。」 の 名に よって 總稱 せられ 

る 明 代の 小説、 及び r 拍粱 驚奇」 は^ 詞小說 である。 誠 詞小說 と は 平 話 俗語で 書かれた 小 說の義 である。 
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「剪 燈新 話」 「剪 燈餘 話」 の 類 は、 駢儷華 鼈の 體を 以て 害れ てゐ る。 わが 漢文に 熟する 者に は讀 むこと を 難しと しな 

い。 譚詞に 至って は、 おの づ から 特殊の 擧習を 要する。 了 意 等 は 未だ これ を舉 ばなかった。 近路 行者に 至って これ 

をよ くした ので ある。 

近路 行者 は都賀 氏、 名 は 庭 鐘、 大 坂の 人、 儒醫を 以て 世に立った。 さきの 四 作の 外、 「老曰 婆 演義」 の譯 註の 書 「通 

俗耆 婆傳」 の 著が ある。 彼が 譚詞を 誰から 學ん だか は、 知る よし もない が、 なほこれ を當 時の 流行に 歸 する ことが 

出来る。 岡嶋冠 山、 岡 白 駒、 松窒 式部、 陶山尙 善 等の 先舉が 途を拓 いて、 譚詞 の小說 また 戲 曲の 類が 頻りに 讀 まれ 

てゐ たの も その 頃で ある。 n 二言」 から 拔萃 して、 訓點、 註解 を 施した 「小 說精言 」 「小 說奇言 」 などが 出 板され、 

また 「水 滸傳」 の辭 書、 或は 特に 小 說を讀 む^の ためにした 譁詞 の辭書 も編茲 された の も その 敏 である。 中には 會 

話 も、 書牘 もす ベて 譁詞 を川ゐ て、 ま 那人氣 どる 新人 も少 くなかった。 また 支那 舶載の 害 を 購求して 讀書 人に 提供 

した 木 村蒹葭 堂の 如き 人 さへ あった。 庭 鐘 も 亦 その 恩 遮 をう けた 一人で ある。 上 £ 秋 成 も 亦 彼と 交際 淺 からぬ 一人 

であった。 まこと、 その^の、 京 坂の 文人 等が 支那の 新 文藝、 明淸の 戯曲 小說に 寄せた 熱愛の 詳細 は、 怪異 小說の 

問展を 知る 上に、 缺く ベから ざる 軍； 耍事 である。 今 は輕く 言及す るに とビ める。 

庭 銃の 作品 四 部 M 十 話の 中、 最もよ く 彼の 飜 案の 態度 を 示す の は、 「警世 通 言」 の 「王荆 公 三 難 蘇 字士」 と 「英草 

紙」 の 「後醍醐の 帝 三た び 藤 房の 諫を 折く 話」、 「莠句 冊」 の 「猥瑣 道 人 水 品 を辨じ 五官の 音 を 知る 話」 及び 「玉 林 


道 人雜談 して lUg を 屈する 話」 との 關係 である。 

輕薄 才子の 蘇爽坡 は、 動もすれば おのが 才を负 うて、 人 を 嘲る^ があった。 彼 は 黄 州の 菊花が^, 舞す る こと を 知 

ら ないで、 王荆 公の 詩句 「吹 落 黄花 滿 地金」 を 笑った。 また 彼 は王荆 公から^ 塘； 二 峽の中 峽の水 を 託されながら、 

下 峽の水 を 汲み 來 つて 欺かう とした。 彼 はまた 「如意 君 安樂」 の 故事 を 知らないで、 荆 公の それに 對 させた 句 「竊 

已啖 之矣」 を 怠篛 なしと した。 王 荆公は 一 々とれ を 難 じて、 彼の 誇り を 折いた。 これ 「通 1  一一 口」 に 見る ところで ある。 

庭 錡は荆 公が 菊花 落瓣を 見せる とて 東 坡を黄 州圑練 副使に 左： f した 第 一 難 を、 後醍醐 帝が 藤 房 を 武藏に 遣して 逃 水 

の赏際 を^させられ る^に 飜 した。 屮峽の 水の 第二 難 を、 帝の 信佛を 諫めて 却って 拆 かるる 事に 飜 した。 如意^ 說 

の 第一 二 難 を 千里 馬 及び 沈 魚 落雁の 出典に ゆき 詰る 事に 飜 案した 「英 草紙」 の 第一 卷の 第一 篇は これで ある。 卷 頭に 

据ゑ たの は、 或は 彼が ひそかに 得意 を 感じた ためで あらう か。 ^意 は 彼の 話の 輪廓 をと り來 つて 我が 史上の ものに 

換へぉ ほせた とい ふ點で あらう。 しかし、 慢に 支那の 異聞に 與 がる 彼 は、 また 黄 州の 菊花 落瓣の 一事から 一 話 を 仕 

立てざる を 得なかった。 

西風 昨夜 過-一 閬林， 吹 落 黄花 滿 地金。 王荆 公の 詩句 はこれ である。 秋 花不レ 比， 一春 花 落， 說 -ー與 詩人， 仔細 吟。 

来 坡の難 じて 綾け たもの は是 である。 「玉 林道 人雜談 して 回 頭 を 屈する 話」 に 於いて は、 荆 公の 句 を 玉林逬 人の 歌に 

譯 して、 

け さ 見れ ば 垣根に 敷け る 黄 群 濃 は 昨日の 風に 散り やそめ つる 

^坡の を 回 頭 和尙の 歌に 譯 して、 
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筘 のうちに 哚て 拱く 秋 は あれ ど 嵐の 庭に ちる 花 はなし 

といって ゐる。 なほ 和尙 をして 菊 は 散る ものに 非す の 論 をな さしめ、 更に 道 人 をして これ を說 破させる。 說咴 する 

言葉の 屮に、 「此ー 一句 は揚 州の 菊花 こそ 散りて 地に 落つ る王荆 公が 作 を、 歐 陽が 知らで 難ぜ しか 知りても 雄ぜ しか、 

S に其說 あり 云々」 すな はち^ 據を ほのめか したので ある。 

^人と 和尙の 間にな ほ 「如意 君 安樂 否」 の對句 及び その 解に ついての 問答が ある、 これ は 原文 を 殆ど さながらに 

譯し たもので ある。 

^塘 三峽の 水の 件に 攄る もの は、 「猥 瓒逬人 水 品 を 辨じ五 {n の 昔 を 知る 話」 であるが、 瞿塘は 字 治 川 * そこに また 

三 峽の別 を 立てる。 その 顷の 煎茶 好事の 徒の 言に 從ふ ものであった。 庭 鐘 もとより その 一 人であった。 煎茶 は 以て 

支那の 雅遊を しのぶの 閑 技と して 者 へられた ので ある。 尤も 原文に も 茶を烹 るの 事が ある、 この 色に よって n i 峽の 

別 を 捻す るた めで ある。 宇治の 三 峽の 差が 茶の 色 を 分 つ こと は、 庭 錡 等に よつ て は必 すし も異 とする にもり な い。 

故 は 庭 錡に道 人 をして 釜に 滴る 水の 聲 をして、 そのけ ぢめを 聞かせる 事に したので あらう。 

原據の 一 話から 多くの 話 を 案出す る こと は 決して 珍しくない。 了 意の 前例な ほこれに まさる ものが ある。 た ビ 支 

那の^ 物、 支那の 氣分を 惜しむ もの 斯 くの 如き ものはなかった。 こ、 に 庭 錡の飜 案ぶ りに 於け る 別 方面の 態度、 二 

話 を 以て 一 話 を 作りな す ものに 就いて 考 へる。 r 拍宋 驚奇」 の 「襲 私怨 狼 僕告、 王； と r 英 草紙」 の；， 白水 翁が 寶卜 y 

言 奇を 示す 話」 との 關係を 例と する。 

その 原據 は、 本文と まくらに 當る ものの 二 話から 成って ゐる。 尤も その 本文の 方の 輪廓に よって、 「垣^ 草」 Q 


「山村が 子孫 九 世！：： 忍の 字 を 守る 事」 が 作られて ゐる こと を 忘れて ならない。 しかし、 ケ は それ を さし^  (て、 

「英草 被」 中の もの をのみ とって 比較す る。 

「襲 私怨 狼僕吿 主」 は はじめに 一條の 議論 を据 ゑて ゐる。 要は 湛湛靑 ^不 レ可レ 欺、 未， 一 曾舉 V 意 ヒ 先知、 善 惡 到頭 

終苻レ 報、 只爭 H 來平與 n 來遲- の 詩 意に 歸 する。 次に これ を證 する がた めに 一 話 を說き 出して ゐる。 

蘇 州 府の富 人 王 甲と 學 乙と は 世 蟻の I？ であった。 ある 夜 王 甲 は 不良の 徒 を かたら ひ、 みづ から も變裝 して^ 乙の 

家に 亂 入し、 つ ひに 彼 を 殺した。 李 乙の 妻は牀 下に 隱れて 事の 始終 を 見極めて 官に訴 へる。 王 甲 は 直に 獄に 免ぜら 

れて まさに 斷^ されようと する。 しかし、 彼 は © 中 ひそかに 策して 一人の 訟師と 諜し合 はせ て 放 を 謀る。 南京の^ 

&に賂 して、 李 乙 殺害の 犯人が 他に あつたと ず はせ たので ある。 彼は赦 されて 家に 還って 門に 進む。 そこ こる を！ 

て氣 死した I 方鏺到 -1 得 門 首 一 忽然 一 陣冷 M、 大叫 一 議、 不妤 了、 李 乙哥在 &裡， 了、 驀然 倒， 地、 叫喚 不， l、i- 

時氣絶 II 原作者が この 將 ^作 假的を 書いた の は、 將 假作眞 的の 奇話を 誘 ひ 出す ためであった。 

溫州府 の 人王杰 ある 日 言葉 咎めから 薑賫 を毆 打した、 ところが その 者 は 痰 火 病が 持病な ので、 氣 絶した。 王杰は 

驚き 慌てて 介抱す る、 やっと 氣 がっく。 陳謝 百方 御馳走 をしたり * 物を與 へたり して かへ す。 程^て 渡 守が 来て、 

波 船の 屮で 薑寶が 死んだ こと、 また 臨終の 際、 王杰を 宵 に訴 へて くれと 賴 まれた こと を 告げる。 渡 守が 偽 を 構へ て 

彼 を 脅迫す るので ある。 と は 知る よしなき 王杰は 狼^して 彼に 金 を 贈って その 死骸 を 匿させる。 渡 守 は 辻 袪を合 は 

せる ために 河流れ の 死骸 を ひき 上げて おいた のであった。 王杰の 一 僕 も 命ぜられて、 渡 守と 共に 事に たづ さはった 

が、 その 僞を 看破す る ことが 出来なかった ので ある。 
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その後、 僕 は 事 を 以て 王杰を 怨み、 彼 かって 人 を 殺せり と吿訴 する。 王杰囚 へられて 自. n: し、 やがて 處 刑せられ 

ようとす る。 妻の 劉 氏の 心勞は 一方でなかった。 そこへ 偶然 殺された 害の 薑賣が たづね て來 る。 彼 は 所 ffl あって 久 

しく 鄕 里に 歸 つて ゐ たので ある。 劉 氏 もとより 文 墨に 通じて ゐる、 事の 仔細 を 認めて おに 訴へ、 宫は 直に 彼此 對問 

して、 渡 守の 詭計、 また 僕の 主に 背く の 非が 明白になる。 彼等 は 刑せられ て、 王 杰は赦 される。 

^作者が 此の 公案 を 以てい さ X か 世の 獄を斷 する 人の ためにしょう と考 へたので あらう。 しかし、 飜案 者に は そ 

の 要がない、 その 奇趣を 借れば よい。 奇趣 なほ 足らす として、 更に 奇構を 重ねた。 二 話の 奇話 をと お 合 はせ て、 換 

骨奪胎 を 行った ので ある。 貞淑の 二人の 赛は 「英 草紙」 に 於いて は、 姦夫と 謀って 夫 を 殺す 不良の 妻で ある。 主 を 

訴 へる 僕 は、 舊主 のために 姦夫 姦婦 を訴 へる 忠婢 である。 その他 一 々對 比すれば、 庭錡の 作意お のづ から 明瞭で あ 

る。 しかも、 原作に はわ づ かに 王 甲が 李 乙の 幻 を 見た だけの 怪を、 これに は 殺された 者の 言葉と 姿 を 詳に寫 して ゐ 

る。 注意に 俯す る。 單な る異閗 を^ 談に飜 案した ので ある。 他に もこの 例が ある、 また 時の 流行に 從 つたので あら 

うか。 

九 

森 羅子は その 著 「古 加 良 志 草紙」 の 序に 於いてい ふ。 「剪 燈新話 同じく 繽 話の 二部 を國 字に 譯て 御伽 婢 とし、 古今 

小說、 今古 奇觀、 警世 通 一一 百， 拍案驚 奇の四 部より 抜萃して、 英繁の 二 書と は爲 ぬ。 此三篇 の 書 は 御伽 冊子の 父母に 

して、 作意の 奇、 作文の 妙、 見る (母に 新なる 如く、 讀人 乎に して 飽く事 を 知らす 云々」、 「古今 小說」 と は 「喻世 明 


言」 の 別名で ある。 「今古 奇觀」 と は 「明言」 「靈 裏」 「恒 言」 及び r 拍案 驚奇」 より 拔草 して 編述 した 書で ある。 最 

も 多く 我國 に讀 まれた もの である。 わが 怪異 小說 と^も 多く 交涉 をお す る 書で あ る。 

英繁の 二 書 また 「莠句 冊」 「垣根お」 の 諷詞小 說に负 ふ もの は 多い。 しかし、 また 譚 詞小說 以外の 奇の 影響 を 受け 

る こと も 多かった。 この頃の 誡詞の 流行 はと も すれば それ 以外の 影響 を 忘れさせる。 たと へば 「諸 越の 吉野」 の 作 

者の 如き は、 上田 秋 成の 「雨 月 物語」 の 「夢 應の鯉 魚」 の 原據を 推して、 r 醒世恒 言」 の 「薜錄 事 魚服證 仙」 である 

とい ふ。 その 誤謬で ある こと は 勿論で あるが、 序文 を も譚詞 もて 書きな す 程の 「諸 越の 吉野」 の 作者 は、 たまたま 

「古今 說海」 の 「^服 記」 の 存在 を ra 却した ので ある。 

おもへば 譁詞 と譁詞 ならぬ もの を 問 はす、 了 意 また 庭 鏡 を 先達と して、 支那の 小說 の^まれ たこと は 驚くべき も 

のが ある。 その 結 ^翻案され たもの の數も 大方なら ぬ ものが ある。 翻案 はた ビ 彼の 趣向 を 移す にと^ まらす、 その 

取 拾に 於て 漸く 彼に 囚 へられざる ものが ある。 原作に 對 して 相 慮な 批判 を も 加へ る もの さへ ある。 庭鎵の 書中す で 

に 之れ を兒 る。 ただ 多く は 隠微の 間にな されて ゐ るが、 中に 安永 四 年の 「中世 二 奇傳」 の 如きが ある。 その 一つ は 

褂 代の 傳奇 「柳 毅傳」 の飜 案で あるが、 結末に 於いて 原作と 異なる ものが あった。 これ は 我が 俗に 從 ふためで なく 

して、 原作 を 正す の 意 を 以てな されて ゐる。 書に 加 へられた 評言 は、 明白に これ を 語って ゐる。 

原作に あって は 龍 女の 難 を 救って やった 柳毅は 一 度 は 龍 女の 叔父の 勸婚を 斥けながら、 つ ひに 結婚す る ことにな 

つて ゐる。 飜柒 の 省で は毅に 當る淸 人が 最後まで 婚を 拒みお ほせる ことにな つて ゐる。 淸 人が 龍 女 の 叔父の 一- n を 破 

する 一 段に 對す る萱蔻 老人の 評註に いふ、 
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此 一 段心ヲ m テ書タ ル ト 覺ュ。 吾 朝 唐土  ノ文ノ 作法 二 カナ ヘリ、 此詞テ 八；： サ ン ト シ テ 末-一 淸人ノ 妻ト スル トイ 

ハ バ、 ー傳ノ 木^ テ失フ ベ シ、 ー傳ノ 本意、 信義 ヲ守 ルヲ主 トス レバ ダ、 此 ノ傳ノ 柳毅傳 ュ豚シ ハ、 此ー 傅お 

ル II ヨリ テダ 云： A 

この 兌 II を どれほどの 高さに 評慣 すべき か を 知らないが 、この種の 考を 具す る 飜案者 は その 頃に 於いて 少く なかつ 

た。 それほど わが 怪異 小說と 支那の 小 說傳奇 と は 密接の 關係を 保つ やうに なった。 しかし、 怪異 小說の 作者が すべ 

て 彼の ものに 熟して ゐる とはい はれたい。 浦？ i 椿 園の やうな 多く 讀み、 また 多く 譯し、 多く 飜案 する 者 も あるが、 

中には 何でもない 奇聞 怪談 を强 ひて 支那に 結びつける ために 苦む 作者 も ある。 たと へば r 诳詩 選」 の 句を假 りて^ 

を 仕立てる 「俗談 唐詩 選」 の やうな もの もあった。 

「世間 化物 氣質」 の^ 在 は、 怪異 小說の 流行 を 裏から 證し、 この 「俗談 唐詩 選」 の 存在 は、 怪異 小說に 於け る 支那 

小 說の盛 行 を 横から 語る ものであった。 

IO 

さう いふ 怪異 小說の 問に 於いて、 最も 傑 し、 また 最も 高い 獨自性 を 有する もの は 上田 秋 成の 「雨 月 物語」 であ 

る。 怪異 小說 はこ、 に 至って、 その 實を現 はした とい ふべき である。 

漫に 「雨 月」 と 支那 小 說の關 係 を 見れば 一部す ベて 其の 影響の 下に 在りと いはれ る、 しかしみ な 直接の 關 係が あ 

るかと いへば 疑問で ある。 「夢 應の鯉 魚」 の 「古今 說诲」 收 むる ところの 「魚 服 記」 に 於け る、 「蛇 性の 姹」 の 「西 湖 


佳話， 一 の 中の 「雷 峰 怪蹑」 に 於け る 「菊花の 約」 の 「喩世 明 首」 また 「古今 小說」 の r 范. ：！： 卿 雞黍死 坐 交」 に 於け 

る もの は 直接の 關係 だと 斷じ 得る。 殊に 「菊花の 約」 の 如き は 全く 翻譁 といっても よいが、 其の 他の ものに なると 

支那 小說と 「雨 圬」 の 問に 「伽婢 子」 r 英 草紙」 の 類 を 介在 させた 問 接の ものと して考 ふべき である。 

r 淺 茅が^」 は 「剪燈 新 話」 の 「愛 卿傳」 に據る 「伽婢 子」 の 「藤 井清 六 遊女 宮狨野 を娶る 事」 より s で、 r 吉備^ 

の 釜」 は 「新 話」 の 「牡丹 燈記」 に據る 「伽婢 子」 の 「牡丹 燈篛」 より 出で てゐ る。 彼が 翻^の 上に 立って、 更に 

翻案 を柬 ねる が爲 めに、 いよいよ 「支那」 を 遠ざかって、 「秋 成」 に 迫る 便 {儿 がなる。 「雨お」 の 光彩 は 一 にこ k を 基 

準と して 發 する。 單 なる 流行に 動かされて なした 「雨 月」 ではない。 彼の 全心 全籙が これ を 成し 得た ので ある。 彼 

の 數奇の 生涯、 彼の 狷 介の 性格、 彼の 幽怪の 信仰が 相 寄って これ を 成した ので ある。 

おのおのの 原據を 通じて 見た る 了 意の 飜 案と 秋 成の 翻案に は、 どれほどの 相異が あるか。 たと へば 「牡丹 燈笳」 

と 「吉 備津の 釜」 と を 比較 すれば、 彼 はほ^ 原 話の 奇異の 趣向 を 移せば 足れり とする のに、 此は凄 愴の度 を 加へ る 

ために、 却って 原 話 を 離れた 自. s を 持して ゐる。 「菊花の 約」 の 原據と 「英 草紙」 の 「豊原 兼 秋 昔を聽 きて 國の 盛袞 

を 知る の 話」 の原據 「t: 世 通 首」 牧 める 所の 「命 伯 牙 摔琴謝 知 昔」 と は 類 作の 關係 にあって、 蒲 想 ほぐ 相似た 義兄 

^の 死 を 以て 約 を审； する^で あるが、 庭 鐘と 秋 成の 原據の 選擇に 各々 好みが 著しい。 庭 鐘 は 原作の 中の 音樂 論に 多 

大 の 興味 を 寄 せて ゐ たらしい が、 秋 成 は それと は 別に 幽靈の 出現 を屮 心と する 據を取 つたので あらう。 二 家の 和 

異が 極めて 明瞭に 認められる。 

秋 成が 直に 支那の 原 話に 據 つた 「夢 應の鯉 魚」 と 「魚 服 記」 の關係 は、 飜案 とい ふより はむしろ 翻譯 とい ふの が 
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ふさ はしい。 所と 人の 名 を かへ ただけ といって よい。 しかし、 秋 成 は その 間にな ほゎづ かの 加筆に よって、 驚く ベ 

き 効果 を舉 げてゐ る。 原文に は 鯉と 化して 遊ぶ くだりに は、 た^ 「三 江 五 湖、 騰踏將 お」 とのみ あるの を、 これに 

は 琵琶湖 をめ ぐる 名所 を こまやかに 叙して、 道行ぶ りに 仕立て ゐる。 才筆 誦すべき ものが ある。 けれど、 それほど 

の ffl 意 は 庭 錡も往 々これ をな して ゐる。 例 を前屮 z の ものから 求めれば、 「王荆 公三 難 蘇 學士」 に 於いて、 東坡 が巫峽 

を 過ぐ るく だり、 「柬坡 f 兌那 峭壁 千尋、 沸 波 一 線， 想 一， ー耍 倣，, 一 篇 ni 峽賦 S 構不レ 就、 因， 一 速 曰 鞍馬 困 倦 几 構 思 • 

不 レ覺睡 去，； とのみ ある 原文に 據 つた 「莠句 冊」 の 「猥瓒 逬人水 品 を辨じ 五官の 音 を 知る 話」 が これで ある。 こ-に 

は 引用し ない が、 巫 峽に當 てた 宇治 河南 岸の 景物 を 叙して、 細やかなる ものが ある。 しかも、 この場合に 於け る 秋 

成 を 以て 庭 鐘の 上に 置かう とする の は、 庭鎵が 土地の 風物に 専らなる ところ へ 、 秋 成 はかね て鲤 になり きった 心 ざ 

ま を も寫し 出して ゐる ためで ある。 人 か鲣か はた 秋 成 か、 三者 三に して 一。 この 心 また 「雨 月」 の幽饞 と 秋 成と を 

分つ ことがない。 碌々 たる 怪異 小說に 於いて 拔頭 たる 所以で ある。 人が 河 伯の 御意に よって 鯉になる ところ、 原文 

に はた^ 「於 是」 とのみ ある、 都の 錦の 「御前お とき ほうこ」 中の 「五條 通に て 水無瀨 文治と いへ る もの 死て 魚に 化 

し 事」 に は、 「こ は淺 まし やとうち 驚きながら、 すべき やうな く、 水の 上を游 めぐる」 の 語句 を 加へ てゐ る。 秋 成 も 

また 加へ てゐ るが、 これ は 「あやしと も 思 はで、 尾 を 振り 鳍を 動して、 心の ま、 に 逍遙す」 とい ふので ある。 二者 

の 問に 劃然たる 區 別が 有する。 鯉の 心を會 得した 秋 成の 輿義 にして、 はじめて 鲤を 描いて 神妙に 達し、 畫 ける もの 

を 湖に 散せば 紙 繭 を 離れて 水に 遊戲 する 怪異 をな す 害で ある。 都の 錦の 書 はついに この 事に 與 るべき でない。 彼 ま 

た 原文の 結び 以外に 出でなかった。 


「蛇 性の 姹」 と 「雷峯 怪蹬」 の關 係、 また ゎづ かの 添 刪 を 以て 効^ を擧 げてゐ る。 西 湖 を 熊 野、 雷 塔 を 道 成 寺の 蛇 

塚に 飜 した 爲 めに、 おの づ から 起る 異同 以外、 彼が 原據を 改めた 効枭 は、 すべて 怪異の 念 を 高める ことであった。 

秋 成 は 原文の 事件の 屈折 を 努めて 避けよう とした。 原作者 は 白 娘 子が 許宜に 執拗なる こと を 示す とて、 幾度^れ 

て もまた 逢 ふこと にして ゐ るの を、 これ は その 度數を 減じ、 また 邂逅の 狀に變 化 あらしめ る。 白 娘 子が 怪を 現し、 

本性 を 現 はす 度 をも少 くして、 たまたまの 示現に 驚愕の 情を大 ならしめ る。 最も 重要なる 相 異は豐 雄が 娶 つた 富 子 

に、 眞名 兒の篛 の 憑る ことで ある。 眞名兒 は 原作の. E 娘 子で ある。 この 箏は 原文に なくして、 全く 秋 成の 創意に 係 

る。 原文 は 許宜が 姉の 夫 李 幕下に 未だ 妻を迎 へす といって ゐる ところへ、 白 娘 子が 突 雨と して 來 りて、 恨み つらみ 

をい ふこと をい ふこと だけが ある。 

李 幕事即 發レ語 道" 兩次官 司、 我也會 SL, 些氣カ 檷好 無^、 怎娶 -1 了 妻子， 在レ 外、 不 ，0 通 n 偶 喜信兒 ，與£レ 我、 

是何 道理、 許宣 道、 我 並 不曾娶 &r 姐夫此 話、 從 m 那裡， 說起、 ず： 說不 了。 只 見 姐妲同 u 了 白 娘 子 靑靑ー 從，, 內裡， 

走 出 來逬、 娶妻 好事、 何 必瞞， 人、 這不 n 是僳 妻子， 麼、 許宣 一 見、 魂不： v 附&、  ^叫 姐 姐 道、 他せ 妖精、 切お レ 

信レ 他。 白 娘 子 因接說 逍、 我 與レ作 做， 一 夫婦 一 場 一 並 無 レ虧， 1 負儸 1^ 爲, 何反聽 u 外人 一 W 語！ 與， 我不 レ瞍、 我 婦人 家旣 

嫁 一一 了 倆？ 却 叫 レ我叉 到 一一 那裏, 去、 云々 

妖饞が 現 身に 憑る の怪 は、 怪異 小說 中つ ねに 見る ところで ある。 しかし、 秋 成 はこれ を 平安朝の 物語に 兌る こと 

多い もののけから 案 を 得た ので ある。 若き 彼 は、 支那の 小說が 新しい 剌 戟を與 へる と问 じほ ど、 また それ 以上に、 

わ が 古き 物語から 新し い 興趣 を 掬し はじめた ので ある。 「雨 月」 は 丁 俊 彼が 心 を阈擧 に 向け そめた s; の 作で ある。 事 
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. -  一二  s 

は Ei ハ小說 「漫 證」 一 西 山 I」 Gffia 部 望と is せ J ベき ことで あらう。 

] ,」 於いてよ、 また. f との 交 f も考 へねば ならない。 「I」 の 「松 山 I」 におけるの タ 

^v,  n—」 -£ いて ゐ るかき も はせ る。 序文に 「扉 月 朦朧 之 夜、 窓 下 編成、 S 梓 氏、 题曰雨 月 物 

F- づマ、 に ニー  j_M  .Jii  二  -'」 n.-\\  \>:3vltH ！、 

. _  >  。 コ, yrj  一  isftr 巾. &ヮキ とする 曲で ある さしあたって は 

語」 とい ふの は、 例の 文人 人 を 欺く もので あらう 「雨 月」 は 西 f 法 B をヮキ とす 7 はて ォ 

, 、 、- SS:  乂、、  r-t ごつ h«.:A も、. U る^ 玄^-、 これ 秋戎が 期す る もので な 力った 力 

「白 峯」 との か、 り 仝 骼に 於いて は その. P 力 J す 7 お ま w  ，Jdirm 

し に i 1 WD  火 4^ 匕き や こやまざる もの をお 

「蒙 紙」 「珈婢 子」 また 支那 QI との I は どれ もどれ も 秋成 力 一 切の もの を 秋 f せづ- やま 

せて t が、 「露 巾」 に 至って は、 殊に 秋 成 魂 を I す tG でない かと 思 はれる。  〜 

「靑 1 巾」 は 叫 加五ハ 牛の 「^おとの ゐ袋」 と 交涉を 有する。 秋 成 は^に この 書の 「伏 兌お は 亡^の 行歹の 肩」 と 

rg 子」 の 「患 評 I」 霧 はせ て |._ を 成して ゐる。 「との ゐ袋」 の 置 巾」 に緣が あると 1 ふ^ 

gim また ei 一  如と す Is 人、 附り すたれし 寺 I たてし 僧の 事」 の 二 

章で ある。 

こ、 に考 へて t たいの は、 「との ゐ 袋」 にも 支那の 奇談からの I が 多い ことで ある。 今 Q「f を 以て 一如と 

す 5 の 聖人の 如き も、 I 「剪 燈菌」 Q 「華 糧錄」 Q 飜 案であった。 たに 作 直 仙 子 文坡. かこれ S に 

「餘話」 にと つた か、 或は 「狗 擊」 にと つ たかは 遂に 斷じ 難い。 了 意の 「狗 擊」 にも これ を 綱して sf 

^陉 異を^ る」 とい ふの が あるから である。 

秋 成が 「との ゐ袋.」 を 參照 した こと は、 彼此の 比較に 於いて、 額 かれる が、 「狗 ま」 を I した こと も f 


と 明かで ある。 

詳細に 述べて ゐる よしなき 今 は.， まづ卷 三の 「蜷川 親當逢 亡魂」 の 女の 幽籙と r 靑 頭巾」 の^の 幽繫と を 繫ぐ絲 

の 連絡が あるとの みい ふ。 また 卷 H の 「蛸 蟲崇 をな す」 の 孫四郞 と佾宥 快の 男色、 また 孫四郞 との 中 を さかれた 宥 

快の 死 及び その 妄執と 寵 童に 死別した 佾の 妄執と を 紫ぐ ものが あると いふ。 更に また 僧の 怪を鎭 めて すたれた 寺 を 

興した 快 庵 禪師が 里人に 語る 鬼神の 說と卷 五の 「杉 谷 源次附 男色 辨」 の^に 何と はなしに 槃 いで ゐる絲 を 認める と 

のみい はう とする。 

おもへば おそろしい 秋 成の 力であった。 秋 成を繞 つて 鏈れて ゐる絲 の 幾 筋 は、 一度 秋 成の 指先に さばかれて、 あ 

あまで 堅く 太く より 合 はせられ たので ある。 怪異 小說中 また か、 るけ ざ やかな 手業 を兑 せた ものが あらう か。 

しかし、 「との ゐ袋」 と 「雨 月」 との 關係 は、 秋 成の 獨自 性を考 へさせる と共に、 なほ r 諸逍聽 耳 世間 猿」 r 當呔 

妾 形氣」 の 八文字 屋 本に 於け る關 係の やうに、 流行に 動かされて ゐる秋 成の 一面 を 示す ことになる。 「青 頭巾」 の 

みならす、 この 事 は 「ifH」 の 全體に 就いて いはれ 得る。 かくて 流行 やら 怪談の 好み やら を脫 ぎす てて、 全く 赤裸 

裸の 秋 成 を 語る 「春雨 物語 j が 別途の 研究の 對象 となって 來る。 

「雨 月 物語」 の 「佛 法佾」 と 「春雨 物語」 の 「目 一 つ 神」 は 怪奇の 筋 立から いへば、 大方 相似て ゐる もの ゝ、 趣 は 

全く 相異 つて ゐる。 彼に は强 ひて 人 を 恐怖に 誘 はう とする 巧みが 底 を 割って ゐ るのに、 此は幽 IP!: の^^ に、 ^に 諧 

謔の 一抹 を も 加へ てゐ る。 若者が 怪しの 山伏の 金剛杖に とりすがって 歸 るく だり、 

祌は 扇と り 直して、 一目 連が こ、 に 在りて 空しから む やとて、 若者 を 空に 扇 上ぐ る、 猿と 兎と 手打ちて 笑 ふ 笑 

怪^小^ 研究  一；： 一一： K 
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ふ、 木末に 至りて^: ちとり て， 山伏 は 飛び立つ、 この 男 を腋に 挾みて 飛び かけり 行く。 法師 は あの 男よ あの HR 

よと て 笑 ふ。 

かう いふ^し き 者の 笑 ひ は、 つ ひに 「雨 a」 のど こに も 見出す ことが 出來 なかった。 また 「血 かたびら」 の 章に 於 

いて、 藥 子の 死 を 叙して、 怪異の 一 事に 及ぶ、 

この 血の 帳 かたびらに 飛び 走り そに きて、 ぬれ ぬれて 乾かす、 猛き 若者 はりに 射れ どなび かす、 劍に 打てば^ 

缺け こぼれて、 た^ 恐し さの み增 りしと なむ。 

いふと ころ はこれ のみ、 却って 藥 子の 執^が 現實の ものと なって 來る。 まだ 怪談の 型 を 出入して ゐる 「雨 巧」 に 於 

いて は、 到底 期し 難き ものである。 

「樊 iB」 の 章の 今存 する もの は 前半に 過ぎない。 後半 を兑 ないで 推測す る こと はいかに であるが、 秋 成の 說 くと 

ころの 大旨を 察せられな く はない。 すな はち 「世間 猿」 が 扱って ゐる 事件の 類 ひで あらう か。 ^して それで あるな 

らば、 彼に 於いて、 まだ 事件のお もてに 興がって ゐ たのと ひき か へ て、 此に 於いて はいかに 事件の 底 を 流れる 力に 

意 を 寄せて ゐ るかが 考 へられる。 秋 成の 怪異 は 現實を 踏へ る こと， 愈强 くして、 愈 加 はるので ある。 

秋 成が 赤裸々 にお のれ を 語る とい ふの は、 たと へば 「E 一  っ祌」 の 章に 於いて、 祌が 京に 師 なく 文な く 物知りな 

きこと を說き 聞かせる やうな の を さしてい ふので ある。 作 中の 人物と 秋 成と が合體 する 狀 態に 就いて い ふので あ 

る。 なほ 貫 之 を^ 倒す るが ために 「海賊，！ 一章 を 成す が 如き もの これで ある。 「雨 HJ に 「貧 福 論」 が ある、 傾向 

や \ 相 通 ふ ものが あろと はいへ、 未だ 全くお のれ を： 衣白す るに 至らなかった。 「海賊」 にわ づ かに^す る 趣向 は、 


或は 「英 草紙」 の 「豐原 浚 秋 音 を聽 きて 阈の 盛衰 を 知る 話」 の 前半から 得た ので あらう が、 つ ひに^なる 知識の 興 

味 を 以て する かの 昔 樂論 とこ の 貫 之 論との 間に 存す る 差異の 甚し きを 思 ふべき である。 

「春雨」 を 以て 秋 成 特殊の 研究の 對 象に するとい ふ 意 はこれ 等の ためで ある。 秋 成の この 態度 はまた 支那の 稗官者 

流 の 態度で ある。 秋 成は當 時の ま 那摸做 者の なすと こ ろと 途を異 にして、 おの づ からこ、 に逹 したので あった。 

(S? 和 三年 「日本 文學講 ffi」) 
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京傳黃 表紙に 關 する 一 小論 

II 江戶生 艷氣樺 燒の績 編と 駿河  一 一 丁 町 II 

京 傅の 黄表紙 中の 常り 作、 「江 戶 生艷氣 樺燒」 が： 人 明 五 年に 出てから 五 年 目、 寬政 元^に、 「碑文：； 介 利 生 S 竹 節」 が 

出版され た。 それに は 冠して n 一代 目艷 太郞」 とい ふ、 即 ち 艷氣樺 燒の續 編で ある。 おなじ 續編 とも 兑 るべき もの 

に、 「通-一目 總籬」 が ある。 これ は 洒^ 本であって、 二^ を 溯れる 一大 明 七 年に 出版 せられた。 斯様に 黄表紙から 洒落 本 

に； 几って、 M じ 筋合が くり かへ される の も、 畢兌艷 氣樺燒 が 世に 迎 へられた ためで あるが、 事 は 「總 籬」 の 凡例に 

於て 知る 事が 出來 る。 

艷次郞 は 靑樓の 通 句 也。 予去々 の^江 戶 生艷氣 樺燒 といへ る 冊子 を 著して より 已 恍惚なる^ を 指して 云爾。 因 

て 以て 此害 に似て 名と す。 氣之介 志 庵 共 に 彼の 冊子に 出づる 所の 名 也。 

艷次郎 の 名 は 世^に 流布して 特 極の 意^ を 有し、 その 揷^ に兒 えた 獅子鼻 は 後に は 京傅枭 とまで 呼ばれて 人の 口 

の 端に 上る。 作ぶ 京 傅の 得意お も ひ 知るべき であらう。 w 竹 節の 主人公、 二 代 目 艷太郞 のうぬ は 勿論 總籬 のうぬ ぼ 

れ に出づ る。 初代^ 次 郞とニ 代 艷太郞 の 生涯 はどう 似て ゐ るか、 違って ゐ るか。 いひ か へれば、 艷： ぉ桦 燒と 叫 竹 
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節との 趣向の 間に はいかなる 關 係が ある 事 だら うか。 たかに 黄表紙の 似たり よったり の 趣向と はいへ、 その 世界と 

して は なかなかの 問題で あらう。 似迎 つて 居る 間に 大に異 つて 居る 持 味 を 寄す ると ころに 黄表紙 作お の 苦心が あ つ 

たらう。 

京 傳は艷 太 郞を親 同様の 醜男と する、 また 生得の 浮氣 者と する、 た ビ親を 千萬兩 分限の 獨 息子と したのに、 子 を 

貧闲 の孤兒 とする。 更に あはれ な 二 代 E 艷太郞 を 急に 美しい 男と なし、 金に 不自由な き 身と なし、 親が 千金 を 散 じ 

て臝ち 得た る 假の浮 名 を やすやすと 實の艷 福に！ t ぜ させる、 さう して 不思議 を 仁王 尊の 利 生に 歸 着せし める。 要す 

るに 作者 はかっての 艷氣 樺燒の 評判 をな ほ 逸する 事な く、 なほ も當 時の 碑文 谷 法 華 寺の 仁王 尊の 流行 をと り 入れて 

爯 度の 喝来を 迎 へ ようとし たので ある。 

艷太 郞は贫 と 醜と によって 好色の 願 ひの かたはぬ 情な さ を 碑文 谷の 仁王 尊に 訴 へる。 金 を 授けた まふ か、 色男に 

して 下さる かと 七 H 絕 食の 祈願 を 籠め る。 仁王 尊 も 金 は 厄介で あると 斷 つて、 訥 子生寫 しの 面を與 へる。 面 は肉附 

の 面と なって、 艷太郞 はう つて 變 つた 美男と なる。 すぐ^、 金 持の 一 人 娘に 惚れられて 入婿と なる。 親譲りの 浮氣 

の 性 は 頭 を 擡げて、 女中と いはす 乳母と いはす 近所の 娘と いはす、 片端から 手た づける。 地色に 飽 いて 吉 原へ と 乘 

り 込む。 駕籠 舁も 男色に めで & 駕籠 賃 をと るまい とする、 遣 手 も 心あって 祝儀 を斷 る、 わけて 相 方の 惚野屋 の惚野 

に 至って は 揚代は 勿論 一 切 を 貢ぐ。 これ はすべ て 親の 艷次郞 が 金の 力に よって 眞似形 だけ をして 貰った もので あつ 

た。 さうな ると、 うぬ 太郞 がう ぬに なって 行く の を 誰が 咎める 事が 出来よう。 艷太郞 が 家に か へ ると 女房が 嫉 しさ、 

口惜し さに 胸 ぐらと つて ひきす り ま はす。 これ も かって 艷次郞 が 遊 所から 歸っ てやき 手がない と 張 合な しと、 高い 


給金で やく を專 門に 抱へ ておいた 妾に して 貰った 所作であった。 何とい うても、 それ は假、 此は實 の相这 が ある。 

女房の こづき 方は餘 りに 激しかった。 面 は 落ちる、 艷太郞 はもとの 醜い 貌 となる。 さう すると 女房 は： 逸 ひ S すし、 

倾城惚 野 は 愛想 づ かし をす る。 • こ 、に 艷太郞 は ある 悟に 達する。 もとより その 程度 は 親 艷次郞 が、 ng; きって 特に 

させて 貰った 勘當の 間に、 なした ぶまな 數 々から 會 得した それと 同じ ものであった らう。 

二 

京傳 のこの 趣向 は 「呼繼 金 成植」 に 於て は、 あとお りの 形 をな す。 それに は 艷次郞 は 未 死なす に 居る。 家 もさ ま 

でに 逼迫して 居らない。 

爱に 世に 知れる ところの 浮氣屋 の 一人息子の 艷次郞 は 御存じの 通、 生得 浮氣 にして 持 地面 も 有 金 も： つか ひ * 

して ニ萬兩 位の 身代と なり けれども、 やつば り浮氣 はやます、 此節 養子 を せんと 色々 尋ね けれども、 和 應の者 

もな く、 惡ぃ志 庵と きたり 喜 之 助 を 呼んで いろいろと 艷次郞 一 一代 ほの 浮 氣者を 工夫す る。 

斯うい ふ 害き 出しの 黄表紙 は M 竹 節 出版の 翌年、 即ち 寬政ニ 年に 屮 Z でた。 作者 名 は 時鳥 館主 人、 畫ェ文 橘、 序欹 

に は 山 東京 傅と 署名して ある。 

艷次郞 等 は 相談の 結 «、 金 幾と いふ 者に 話 をき める。 朝寢が 好きで、 ^暮な 事が 嫌 ひで、 女郎 買が 好きで、 酒が 

えても ので、 金 を 持たぬ 性と いふの がその 资格 である。 當時金 鷄は駿 河の 二 丁 町に 流連して、 三 增屋の 小の 原と い 

ふ 傾城に 深く 馴染んで 居た。 そこへ 志 庵、 喜 之 助が 迎 へに ゆく。 小の 原 は はじめから 金 雞を悅 ばぬ、 しかし、 ^れ 
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の 折と て、 わざと 實意を 見せて 瘊に惱 む眞似 をす る。 流石 は 艷次郞 の 跡 をつ ぐ金鷄 である、 そのうぬ は 嵩 じて、 小 

の 原と 心中 を 見せかけ、 馼 府中へ 浮 名 を 立てようと- 五 10 兩 にて 小の を かりきり、 その 以前 艷次郞 が {!: なでした 

狂-一- r を そ のま ゝ に 安^川 河原で くり か へ さう とする。 

金 鶏 小の 原 は 安倍川に、 しめし 合 はせ た 志 庵 喜 之 助の 二人の 追手の 來 るの を 待って はると、 一 天 俄に かき^ り、 

お 梅 久米之 助、 梅川忠 兵衛、 おはつ 德兵衛 などの 古の 心中の 聖 共が 數 知れす 現 はれ 出で、、 もう 二人 を 在^へ かへ 

さじ、 戾 さじと 迫る。 そこ へ、 志 庵 喜 之 助が やっと 駅け つけて 散々 に鉈び 入り 回向 金と して 千兩を 财 る^とし、 二 

丁 町の 酒樂の 所で 渡す 約束 をす る。 釋迦と 閻魔 王と が 請 取に 來る。 金 鶏は危 きと ころ を 漸く 逃れ 得て、 江 戶 へ 旅立 

つ。 しかし、 性來 のうぬ はや はり 艷次郞 と 同じ やうな 所行 を 道屮 にくり かへ させる。 」ぉ々。 飯盛り を 二分 づ、 で や 

とひ、 色男が 通る からと て 泣きながら おひかけ させるな どの^ 鹿を盡 して 養父の もとに 乘り 込む。 

金鷄 とい ふ 名 は、 これより さき、 一年 前に 京傳作 「鳴 呼奇々 羅金 鹚」 の 主人公と して 見えて 居る。 その 金 鷄は上 

州 一 の 宫邊に 生れ、 風流 を 好み、 和漢の 文章に 眼 を さらし * 江 11 に 出で \ 名 ある 先生 達に 交 はり、 文章 を；^ 飽きて 

狂欹師 となり、 歌 修行、 むだ 費仃何 やか や を こめて 出かける。 西 行に して 金が あり、 芭蕉に して 男が 好す ぎる 旅 は 

うい ものと はい ひ條、 金 さへ あれば 何の 苦勞 もな く 京に 上って 都の 狂歌 師を 詠み やぶり、 また 江戶を 志して 下る 

途中、 駿 河の 一 一丁 町の 酒樂の もと へ たづね 行き 三 增屋の 小の 原に 馴染んで、 日 を くらす。 そこに 大金 を 費って 江 P 

. にかへ る 途中、 道に 迷って、 と ある 家に 一夜の 宿を賴 む。 この 家に は 美しい 娘が 居た。 三庄 太夫の 息女で ある。 互 

に戀風 身にしみて、 契 を 結ばう とする 折 柄、 n ー庄 太夫が 立ち 出で て 金鹚を 一 うちにと ふり 上る 刀の 下に 娘 は 忽ち ひ 


き拔 いて 鶏の 姿と なる。 われ こそ、 まこと は 淀屋辰 五郎が 所持せ し 金の 鷄の 精^たり、 汝の 名に めでて 女と 化し、 

そちが 色に おぼれて 風流 を 失 はぬ 悟道 を 授けん 爲に現 はれたり， この 上 は 色に そみ て 風流 を 失 ふべ からすと いふか 

とお もへば、 家 もな く、 三庄 太夫 もた く、 た^ 金の 鷄 のみが 殘る。 金鷄は 江 戶へ歸 り、 その 鷄を 家の 寶 とし、 うき 

世の 悟 を ひらき 一 竹 をよ む、 その 欹に いふ、 

人 心 皆 はちす 葉 のつ ゆ なれ や 丸う なっても うは すべりして 

作者が この 狂歌 師に 淀屋 の 寶物を 以 てしたの は、 金 幾と い ふ 名に 因 緣を附 け たにす ぎな か つたら う。 作^ はすで 

に 金鷄 をして いはせ て 居る。 「おれが 名が 金鷄 だから • そこで 作者が 淀 屋の寳 物に 三庄 太夫と お 目に かけた な。」 そ 

の 鶏の 精の 所作に 對 して は、 作者 はまた 金鷄の 人となり を說 いて、 癖と して 歌舞伎 を 好み 濱 村屋僉 おともい うて 居 

るゥ  . 

それにしても 「呼緞 金 成植」 の金鷄 とこの 金 @ とはい かたる 關係 をお する ので あらう か。 二者 を 问ー 人物と 見る 

ならば 「鳴 呼奇々 羅 金鷄」 に は 風流 を 主と し、 「呼耱 金 成植」 に はう ぬ を 主と させた 理由 は 何う であらう か。 

世に も 知られて おる^ り、 艷 氣樺燒 は京俾 が^に 憑っての み 作り爲 したので なく、 事實 の^す る ものが ある。 艷 

次郞は 阈學者 岸 本. a 豆 流の 父親 を 粉本に した ものである。 今日 こそ 由 豆 流の 名 は 相臉に 知られて 居る とはい へ、 こ 

れを當 時に 於け る 父の 名のき こえに 比すれば、 所謂 月^も たにたら ぬ 事で あらう。 

京傳黃 表紙に 關 する 一 小論  三 四 五 
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山 豆 流の 父 を 榮次郞 とい ふ. その 父 を八郞 次と いふ。 八郞次 はもと 金 座の 乎 代で あつたが、 引负 をして 金 座を遂 

はれ 町人と なり 塗師方 御用 栗 達 本 兵庳の 手代 を 勤めて 居る 中、 主人に 代って 「明 和 伎鑑」 著述の 罪 をう けて、 刑に 

處 せら、 ル、 榮次郞 は その 代惯 として 多額の 黄金と、 弓弦 御用達 岸本大 隅の 株を與 へられた。 榮次郞 は その 金を恣 に 

まき 散らし 、 深い 中で もない 吉原 の 傾城 瀨川を 身 請す るな ど の 愚し い、 しかも Q ら はおたり とす る數 々 を 行 つ て 常 

時 を 驚した。 京傳は n 十 速に その 嗨を 利用す る。 榮次郞 を 知らぬ 者 は 世に も 斯様な うぬ は あるまい もの をと を かしが 

り、 知る 者 は榮次 郞の俤 をお も ひ^んで 與 がった 事で あらう。 榮次郞 はまた 讀め もせぬ 書籍 を 山積して 得意がって 

居た とい ふ、 艷氣樺 燒の设 初の 一枚、 艷次郞 が 鼻 うごめかして、 浮 氣の本 ども 讀み 散らす うしろに 重ねられて ある 

本箱の 蓋に しるされた 古典 の 名 を 見る も の は、 扮本 たる その 人 を 聯想し て 微笑 を 禁じ 得な かった であらう。 

これに ひき かへ て、 「嗚呼 奇. ^級 金鷄」 の 金鷄は 和漢の 典籍に 讀み 耽る 人、 文章 をよ くす る 人と なって： る。 ^傳 

は そこに 何等かの 對比 を考 へたので あらう か。 その 對比 はまた 江戶 生と 上 州 生のう へに も 及すべき であらう か。 上 

州 生の 江戶逋 人、 故に 京傳譯 は^らして 淀屋 K 物、 江戸 名物と いふ。 

奇々 羅金 鷄は實 在せ る 知名の 人で ある。 否、 艷次郞 の 如く 名 を 知られようと 努力す る 人で ある、 た (ると ころ 

は艷次 郞と寶 名の 方面が 違 ふだけ である。 金鷄は 本名 畑秀 龍、 字 は 道 雲、 七！；：； 市の 藩 翳、 まさしく 上 州 一 お 附近の 

人で ある。 上 毛の 三 山中 白雲 金 洞の みはき こえて 金 難 は閱 えす、 故に 余 鶏と 名 づけて、 他 S 舉^ 大成の n にあた つ 

て . 金鹚山 をして 白雲 金 洞と 肩 を 並 ベ させた がよ いとの 平秩東 作の 勸 によって そ の號 をな した。 彼 は：： い くから この 

名 を 高う する に 苦心した。 狂欹師 として 橘洲の 門に 學ん で、 いかに：. K 下知 名の 十と 交 ある 事 を 誇った であらう。 そ 


の 人々 に 贈る の 辭幾篇 を 刊行して いかに 得意で あつたか。 また その 人々 から 序跋を その ま ：！ に 加へ て、 いかに 有 ra^< 

であった か。 艷次 郞を嗤 ふべ く はこれ も 亦 哂ひ桀 つべき であらう。 「嗚呼 奇々 羅金 鶴」 の畫の 第一 葉、 悠然として 山 

に對 し、 菊に 對 する その 姿 は 直に 彼が 蝸廬 記に 於て 見るべく、 その 第二 葉、 西 行 もどき の 風流 修行の 姿 は、 やがて 

致仕して 後、 江 11 に また 京に 諸 名家 を 訪ね あるいた 彼の 姿であった らう。 最後の 畫、 淀屋の 金鷄を 飾った 前に 傲然 

と 構へ た 姿 は、 淺草橋 場の 草庵に 於け る を さまり 振 さながらであった らう。 

彼 は ある 時 一 つの 旅硯を 手に入れた。 さう して 作った 旅硯の 銘文の 一節に いふ、 われ 汝を 得て 朿 行の 具 すでにと 

との へり、 汝必 すし も 我 行脚の 體を 輕んす 可ら す、 ちぎれ たれ ども、 居士 衣、 さびれ たれ ども 鐵笏、 痩せ たれ ども 

金鷄 先生な り 云々。 これ を その 行爲と 合せ 考 へる 時、 誰か 單 なる 諧謔の 言葉と しての み讀む 事が 出來 ようか。 さう 

した 時、 n もとに 浮び 来る 笑 は、 「嗚呼 奇々 羅金 鶴」 を展げ ゆく 時の 笑と 一 つになる であらう。 

四 

さても 京傳 は、 どうして 彼 を 粉本に したので あらう。 彼 は 榮次郞 に 於け る 艷次郞 の 如く 考へ てしたの であらう 

か。 それにして は奇々 羅金 幾の 名 は あまりに 露骨す ぎる。 また 粉本に せられた 金鹚 はどうい ふ 心 持で 京 傳に對 した 

ので あらう。 彼 は 決して 京俾に 怨みが ましい 念 を 持たなかった らう。 寧ろ 手段 をえ らばぬ 賫 名の 前に は ひたすら 感 

謝に た へなかった らう。 彼の 贈山朿 京傳 文の 京 傳禮讃 は その 心 持の ひきつ ビ きで なから うか。 或は 馴れ合 ひ 話し 八门 

ひのう への それでなかったら うか。 

京俾 黄表紙に^ する 一 小論  三 四 七 
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時鳥 館主 人の 何人で あるか を 知らぬ わたし は、 こ 、に 一 つの 想像 を恣 にす る。 それ は 「呼繼 金 成祯」 が 「鳴 呼奇 

奇羅金 鶴」 の 一年 後に 出版 せられた 事、 また 京 傳の序 歌と して 駿河ニ 丁 町 余 鹚名殘 を 載せて ある 察から、 勝手に 時 

鳥 館主 人 を 金鷄 とする、 或は また 金鷄同 臭の 徒と する、 さう して どうせ 黃 表紙 種になる なら、 いっそ 世 に 知り わ 

たって^ る 艷次郞 の 後 をう けよう までと、 あの 艷次郞 養子の 趣向 立 をした ので あらう ときめて か、 る。 さう して 京 

傳 をして さきに 奇々 羅金鹚 その 人から 聯想した ある もの を考 へ 出させて、 くすぐったい 思 ひ を させたら うと もき め 

て か  > る。 

二つの 黄表紙に 兌え る洒樂 志 庵が いふと ころの 田舍 通は實 在の 人であって、 安永 再興の 二 丁 町の 細見に は 吉野^ 

酒樂の 名で 序文 を辔 いて 居る 事 を 知り 得る 程度に 於て、 實 在の 人金鹦 がー 一丁 町に 於け る 遊びぶ り を 知り 得る 手段 は 

ない ので あらう か。 三埒屋 小の 原と いふ 遊女が 實 際に 居た か 居な かつ たかを 知る ために 天 明の 末年 寬 政の 初年の 一 一 

丁 町の 細見 を 乎に する 機會 はなから うか。 片々 たる 黄表紙から 起る 問题 はつひに か、 る はかな ごと 以上に 出 づる事 

が 出来ない。 

よし それ を 明に する 事が かな はすと も、 二 丁 町 は 何とい うても 赏遊^ 二 丁 町で ある。 そこの 揚屋、 女郎屋、 女郞 

藝者封 £ 問 はたまた ま殘 つて 居る 幾 樋の 細兑を 照合して それと 推すべく、 そこの 娠はひ は、 や、 後年の もので は ある 

が 「膝 栗毛」 があって や、 く はしく 傳 へられて：^ る" また 馬 琴の 「竊旅 漫錄」 は その 兑聞を 叙す る。 

おも ふに 膝栗モ がその 繁昌 を傳 へながら、 その 鄙び た 様 を 叙す るに いそがしく、 ま た吉原 の 作法と 異な る 點を舉 

げてを かし さ をい ひ 立てる の は、 その 書の 性 贾の然 らしむ ところで ある。 何とた れば 江戸と^ 舍 との 對 比から 滑^ 


をと り £ すが、 作者の 主意と すると ころで あつたから。 二 丁 町の 遊女 をして、 仰々 しく 地方 語 をい ひ 立た せる も， 

畢竟 は その を かし さ を 欲する ためで ある。 

然 らば、 この 二つの 黄表紙が 二 丁 町 をい かやう に 取り扱つ たか。 また 何の 要あって 二 丁 町 を舞臺 としたか。 その 

何の 要あって この 問 は 當然金 鷄のニ 丁 町に 於け る 遊びぶ りを詳 にす る を 要する。 しかし、 それ を 外にして なほ 考へ 

る 事が 出来ないで もなから う。 

「呼糙 金 成植」 の 金 鶏 はいふ、 「そんなら 艷 さんの 養子に しょ ふと 云つ しゃるなら 、江戸で また 工夫 を 廻らせて 浮 

氣を しゃせう。 實は. 江 戶には 秋風 だから 此方へ 來た のさ。」 

金 幾が 花の 江 戶の五 丁 は 飽きた とい ふ 言葉 を その ま、 に 聞き 棄て すに、 これ を洒洛 本の 趣向の 變遷の 上に 合せ 考 

へる。 寬 政の 初华、 もう そこに は 洒落 本の 世界 も、 吉 原から 深 川へ、 深 川から 他の 岡場所へ、 さう して 遠い w^: の 

廓へ、 そして そこの 變通を 面白し とする ほどの 變種を 交へ そめる。 これが やがての 膝 栗毛な どへの 中繼 をす る。 こ 

この 一 一丁 町 もまた 同じ 傾向のう へ にあり と 解して 然るべき であらう か。 

然 らば 作者 はこの 二 丁 町 を どう 取り扱つ たか。 「嗚呼 奇々 羅 金萄」 に は 附記して いふ、 「此 作^ は 二 丁 町 不通と 兌 

えて、 女郎の 言葉が やつば り f 口原て やつ さ。」 

作者 は 別に 二 丁 町の 特異の 色 合 を 明に する 事に 努めなかった。 「呼 繼金成 木」 に 於て は、 ゎづ かに 女郎の 言葉の み 

吉 原と 違 はせ た 小の 原の 言葉 は 斯うで ある。 「金さん が 養子に いかすい かすと いひな さる。 艷 さんと やら は、 あの 草 

子に 出た 人で あらう す や。 その 草子 を 皆が お 兌と いふから 兌 やしたら ね、 貰って 來た 程の^ だが、 あれで も江戶 で 

京傳黃 表紙に 關 する 一 小論  三 四 九 
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は G 男 だ アヤ、 ；：； 一 戶には 色男 はな いげで、 あんな 人に 惚れら あや、 志 庵さん、 ぬし もい、 思案の 出る 時 も あらす や 

ァ。」 膝 栗毛が この 點を 特に 强く いひ 表 はすと、 また 犬なる 距離 を 有する。 三 馬の 潮 来の 遊廓 を うつせる 中 本と もま 

た 一方ならぬ 徑庭を 有する。 これ は その 様式の 相違と 共に また 年代の 相違で あらう。 勿論 作者の 作意 は それ を屮心 

にして 民なかった \ め である 事 は 認めながら、 なほ 一 一丁 町 を舞臺 とする 黄表紙の 存在 を 意味す る ものと 考へ る。 

こ、 に 三 馬が 潮來の あな を 穿つ ほどの ゆき 方で、 二 丁 町の あな をう つし 出す ものが あったら どうで あらう。 それ 

と 膝 栗^と これ 等の 黄表紙と を比铰 したら どうで あらう。 膝 栗^の かいなで 振、 黄表紙の ゆきす り ざま もな ほ瞭に 

ならう。 幸に その 書が ある。 未刊の 洒落 本、 題して 「阿部 川の 流」 とい ふの がそれ。 雨 雪 軒 谷水の 作、 文化 十^に 

成る。 谷水 は 江戶の 遊客で あるが、 二 丁 町に 出入して、 よく そこの 風習に 通じ、 人情 を 暁って この 著 をな したので 

ある。 序 あり、 ま づニ丁 町の 輪廓 を 語る。 

抑駿州 府中 二 丁 町と いつば. y 戶吉 原の 源に して その^ ひ、 叉 江戶に 勝れり。 通ふ數 重なるに したが ひ 情の 深き 

事^ 妓の能 及ぶ 虑- にあら す。 奇 遊の 趣向と いつば、 たと へば 客 五 人 あれば 一人の 分量 三 "白 孔 出し、 銀 二 朱の 新 

造 一人 を 揚げ、 その 餘 はっけと たづけ、 何人たり とも 座敷へ 來り 飽くまで 食 ひ 飽く迄 飮で歸 る 事 またまた 外國 

にある まじく 物 日 節句の 大波な く三會 目の 頭痛 もな し。 若い者と いふた く 皆 遣 手の 差配たり。 茶屋 附は御 無 W 

たるべし。 其 地に 住で 夜毎す けんに 足を勞 せば 思 ひの 外なる 事 出来て、 一文 いらす の 花魁 貰 ひ あり、 また 外の 


妓樓に 友達 遊び 居る 時に、 我 相 方 を 伴 ひ 他 座敷へ 行く 事 苦しから す、 後 入お 初 尾な どい ふ 色 の 秘事 は その 處 

に 至て 知るべし。 花魁 揚代 一歩な り、 二 朱 あり、 悉く 極秘 を 現 はすに 至って は 事 長う して 筆に 盡し 難く、 知る 

君子に 問 ふべ し 云々。 

本書 はま づ信 濃屋、 奥州 屋、 丁字 屋の三 章に わか たれる、 おのおの、 特色 を 示さうた めで ある。 また これ 等 を 通 

じて 五つの あな を數へ る、 一 一丁 町の 通 書た る 所以 はこ 、にある。 その 第 一 穴に いふ、 早歸 りの 客 あれば、 その あと 

へ 間夫 をい るるな り、 尤内證 にても 知って は 居れ ど 大目に見て おくな りと。 これ は その あり 様を寫 し 出した 後の 割 

註で ある。 第二 穴 は 女郎が 客 をお き 去りして 問 夫との 忍び 合 ひ、 第三. 穴 は 阿部 川の 凉み、 例の 割 註に いふ、 そこ 等 

の 木 竹な どと り 集め 河原に て 火 を 焚き 燜を なし、 肴と り 開げ 飮 みかける、 これ 叉 第三 穴 也、 此 趣外國 に未閒 かざる 

ところな り。 第 四 穴駕界 のうが ち、 駕籠 舁がぼ 姓 故 日が 出れば 野良仕事に 出掛ける ので、 客の もとめに 應 じられ な 

い 事。 第五 穴 は 丁字 屋 から 川な ベと いふ 所へ 人目に か \ら すに 出られる 間道。 これ 等の 穿 をと ころ どころ に 挿んで 

二 丁 町の 紹介に つとめる。 全體の 色彩 はもと より 吉 原なら すして、 岡場所 叙述の 洒落 本に 類す る。 惡 ふざけ、 悪お 

ち、 や \ 色 合 は 濃 かにす ぎる、 勿論 そこに 二 丁 町が あらう。 膝 栗毛 もさう 敎 へて 居る。 

丁字 屋の 章から 以下の 三 章に つ いて、 女 郞菊之 助と 客 馬植が 通った 筋 をな して 居る。 馬鹿 は 江戸から 來た 府中 

詰の 侍、 それが 二 丁 町 通 ひに うき 身を窶 して、 とも すれば 江 戶に殘 した 妻子 を も 忘れて しま ふ 始末、 それが 募って 

借金に 首 も 廻らす、 つ ひに 邸 を遂轉 して 近在へ 身を隱 す、 また ある 時 は 江戶の 妻の 歎きの 文に 思 ひを碎 いて 菊 之 助 

と 切れて 江戶へ 行かう として、 それ も かな はす、 菊 之 助 も 同じ 思 ひに 惱み くるしむ 顚末、 いは ビ谷峨 の 作風と いは 
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うか。 作者 谷水 はいかなる 人で あるか を 知らね ど、 或は 谷哦に 私淑す る もので あらう か、 谷水の 谷 字の 相 通に よつ 

て さう 思 はせ るば かり か、 作風の 校 做から もさう 考 へさせら る。 

. 全編 はま だ これで 終って 居ない、 作者 は卷 末に 附記して、 •  後編なら びに、 若 松屋、 一 二 增屋、 伏見屋 など 末 あら は 

さに る 世界 追々 述作 仕 候と いうて 居る。 その 三 增屋の 章 を 見る 事が 出来たなら、 よし 年次の 相違 は あらう とも、 前 

の 一 一つの 黄表紙と 讀み合 はせ て 得る ところ も あらう と 思 ひながら、 未 手に する 事が 出来ない。 それ どころ か 後編と 

いふ ものが^して 書き 繽 けられた か、 どうか、 これ さへ 知る 事. か出来ぬ。 た^これ 等 を 知り もし、 讀み もす る 機お 

の 日の 早 かれとの みおも ひわ づ らふ。 

二 丁 町の 細見に ついては、 馬 琴の 覊旅 漫錄に 安永 九 年の 春吉野 ゃ酒樂 とい ふ 者 はじめて 撰み 权 行す。 その後つ ひ 

に 行 はれす、 前後 一 板な りと 兌え る。 馬 琴が 駿府に 六日の 間返留 したの は享和 二 年で ある。 故に その 一一 目 を 信じて、 

寬政 初年 度の もの を 索め る 望 をた つべき であらう が、 そこの 細見 は必 すし も 一 板でなかった。 はかない、 或は 宽政 

初年の もの や あると、 なほ 望を槃 いで 居る。 この 拙き 一文の 如き、 世の 知れる 人の 敎を乞 ひたさの みに 草した とも 

いふべき である。 

(大正 十五 年 六月 「新 小 說」) 


黃 表紙の 本質 

こひュ がはく は 江戶氣 分の 皆様、 故 討の 堅み を やめて、 喜 三 二 舂町傳 來の靑 本に くだけ 給へ と 「嬲訓 歌 字盡」 に 

敵 討 物の 流行 を 篤る 一二 馬 はまた 同じ 文化 二 年の 「親^^せ 藥」 に 御 江戶の 名物た る 戯作の 道 を旣に 凑季に 及んだり 

と 歎聲を もらして ゐる。 しかし、 その 「胯ぜ 藥」 にした ところが、 敵 討 物に 靑 本の 趣向 を 混ぜ あはせ ると いふ だけ 

3 代^、  ^こしても 敵 討 物なら では 夜 も U も 明けない その 頃の 黄表紙の 世界であった。 上方に 起った 奇異 小說の ^ 

をう けつぐ 讀 本の 堅み が 浸潤した ための 結果と^ へられる。 その 流行の 魁 は 知られて ゐる やうに、 文化から 享和、 

更に 溯る 寬政 七^-の 南杣 笑楚滿 人の 「敵 討義 女英」 であった。 讀 本で いへば 「いろは 醉故 傅」 出 板の 翌年、 「高 尾 船 

字 文」 出 板と 同年の ことで ある。 

楚滿 人に あって は、 これ は歒討 物の 筆 はじめでなかった。 十二 年 以前の 犬 明 三年に すでに 「敵 討 三味線. S 來」 の 

作が あった。 それが 散々 の 不評判であった こと は 翌年に 眉 壽亭の 「復讎 二葉 松」 とい ふ 追隨の 作が あるの をせ めて 

もの 兌つ けものと いはねば ならぬ 程であった。 その 「ニ槳 松」 が 文化 三年に、 「敵 討养 吿鶯」 と 改題して 返り^き を 
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した。 r 度 「胯 膏藥」 出 板の 翌年に^る。 黄表紙の 變 態の 流行が さう させた のであった。 

寛 政 七 苹には あ k まで 喝采 を 博した これと同じ 型の ものが、 どうして H< 明 三年に は 顧みられなかった ので あらう 

か。 耍は 十二^-前の 黄表紙の 世界 は 「金々 先生 榮花 夢」 の傳 統を嚴 守し、 十二 年後に は 安永 年 この 方の 江 n 氣と、 

輕 みと を 忘れた ためであった。 最 聞え たもの を 例と すれば 「長生 見 度 記」 「1  ェ多雁 取 帳」 出 板の 年" 一 御物 好 茶臼 藝」 

「太平 記 萬 八 講釋」 の 前年、 「江戶 生艷氣 樺燒」 の 前々 年に は、 あんな 堅み が 受け いれられう^ はなかった。 當 時に 

於て は 迫害と 慘虐に 遭 ふべき 切支丹 黄表紙と もい ふべき 「敵 討 三味線. s 來」 であった。 

黄表紙 は 例と して 半紙 半截 形の 五 枚 を ー卷 とする、 それが 卷を 重ねる こと 三つ、 即ち 十五 枚より 成る。 「三味線 

由來」 に 書れ た 復讎の 顧 末 はかう であった。 

三味線の 元祖 中 小路に 從 つて 祕 曲の 傳授 を. う けた 名人 石 村 は 門弟に これが と 思 ふ 者が ない ところから、 手筋の よ 

い 娘の いとの まだ 十 歳の 幼き に拘 はらす、 亂 後^、 中島の 秘曲 を敎 へる ことにした。 それ を 門 笫戶村 八十 丸が 盜み 

聽 く、 そして 露顯に 及んだ ので、 師匠 石 村 を 殺害して 逃亡す る。 妻のお れい は 悲歎の 餘 りに 琴曲の 想 夫戀を 三味線 

にう つす、 これが 弄齋の 曲であった。 そのうちに 母 は 病死す る、 今 はたよ ると ころもない 娘 は、 江 P の 廓に 勤めす 

る 身と ならなければ ならなかった。 その 頃 江 戶 に はま だ 三味線が 稀であった。 おいとの 淺 妻が 朋輩に 敎 へてから、 

大に行 はれ 出した。 淺妻 はまた 投節を 作った、 それが おすが がきに 彈れて 廓の 名物と もな つた。 柬^ 方の ある 大名 


の 若殿が 淺 妻と 馴染 を^ね る。 淺妻も 勤 はなれた 誠の 契 を 結んだ。 問 もな く 若殿 は國 もとへ 呼び かへ される。 戀慕 

の 闇に 迷った はて は 盲目の 身と なり、 廓に ゐる こと もなら す、 乞食と なって さすら ひ 歩いた。 俠氣の 角 田 川の li 頭 

に ひきとられて、 三味線の 藝で身 を 立てる ことにな ろ。 所々 の 御 邸へ あがる うちに、 特に^ 2S にあ づ かる 御 方のと 

ころで、 ^ひがけな く 秘曲 亂後夜 を 聞いた。 それ を 手が k りに 敵戶村 をつ きとめる。 戶村は 菊 崎 丹 下と 變 名して そ 

の 邸に 抱 へられた のであった。 淺妻は 御 邸の 殿の 後 立に よって 讎を 討つ、 その 孝心に よって 稗な く 兩眼は 癒えた。 

長 谷の 觀 音の 利 生に よる ことであった。 御 邸の 殿 は 以前の 若殿の 御 一家で あると ころから、 仲人に 立 たれて、 こ、 

に 良緣を 全うする。 た^ 名家 石 村 あとが 絶 ゆる こと をお それ、 三味線 をよ く 作る 柏屋 の^を 養子に する。 

楚滿 人の 叙述 は 北 尾 政 美の 繪を 伴って ゐる。 これ は 黄表紙の 約束に 從 ふこと であった。 黄表紙が 他の 小説の 樣式 

と ！？！： 別せられ る 第 一條 件 は、 文と^ が！ 1： じ 位置に ある ことで ある。 時には 繪が 主位に ある ことで ある。 馬 琴 は 「臍 

沸 西遊記」 にネ雙 紙 は繪を 針と し、 文 を ほ とすると いって ゐる。 三 馬 は 「式 亭三馬 腹 之-?:」 に 作者 を 太夫に 見立て、 

畫ェを 三味線 ひきに 兑 立て、 ゐる。 さう いふ 黄表紙の 「三味線 由來」 に 於て 政 美の 繪は 楚滿 人の 文と どの やうな 關 

係 を 保って ゐる ことで あらう か。 「三味線. a 來」 の 價俯は その 關係 如何によ つて 決する ことで ある。 

政 美 描く ところ、 序の 半 丁 を 除いて、 十四 丁半、 一 丁 一 圆、 牛 丁 一  圖の いろいろ を とりまとめて、 十七 II であった。 

第一 圔、 石 村が 娘に 三味線 を敎 へて ゐる ところ。 第二 11 秘^ 傅 校 を 11 村が 緣 下に 潜んで 盜み閒 くと ころ。 第一 一. 一、 

戶 村が 石 村 を 殺して 逃げて ゆく。 第 m、 母親お れい 淚 ながらに 弄 齋の曲 をお いとに 敎 へて ゐる。 第五、 おれいの 病 

氣、 おいとの 看護。 第 六、 おいと 淺妻 となっての 全盛ぶ り。 第 七、 淺妻 朋輩に 三味線 を敎へ る。 ^八、 若殿との 睦 
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しい 姿。 ^九、 家老の 諫言。 第ト、 淺妻肓 E となる。 第 十 一 、 淺^の 乞食 姿。 第 十二、 船頭のお に ひきとられる。 

第 十三、 ある 御 邸に 三味線 を彈 く。 第 十四、 淺 妻が 秘曲に 耳 を 澄して ゐる。 第 十五、 御 邸の 主に 訴願して 卩 村を吟 

味して 貰 ふ。 第 十六 圖、 仇 討。 第 十七 圖、 若様との 婚約のと ころ。 

かう いふ やうに 繪 柄の 連繽を しるして、 さきの 筋と ひき 合 はせ ると-、 繪と 文と が 極めて^ 密な 並行 をな して ゐる 

ことが 知られる。 その 緊密な 程度 は黃 表紙 中の ものなら すして、 合卷の 性質 を 具備す とい ふ 方が 解釋を 早くす る や 

うに さへ 思 はれる。 

あらためて 說 明す るまで もない、 合 卷とは 黄表紙の 後 身であった。 黄表紙が 五 枚づ" の^ 卷に 一 々表紙 を附け 

貼 外題 を附 けて ゐ たの を、 五卷を 一冊と し、 それ を 前後の ニ卷に 分つ やうに なっての 稱呼 である。 この 形式の 變化 

はすべ て 製本 上の 便利から 來てゐ る。 さう いふ 三 馬の 考案 を 要する ほどに、 文化 n. 一年 前後の 黄表紙 は 分厚な ものに 

なって ゐた。 勿論 內容の 推移が さう させる ことであった。 敵 討 物の やうな 筋 を 主と する やうに なり、 筋の 統一 を尙 

ぶ e うにな つたから である。 筋の 統一 はと もす ると 作柄 を 味なき ものにし てし まふ。 そこから 事件の 複雜を 肝耍な 

こと、 する。 統一と 複雜 との ふた 途を かける ために、 叙述 は 勢 細やかに なりが ちで ある。 合卷も 文と 繪 とが 同じ 位 

置に ある こと は 黄表紙と か はり はない。 たビ し、 合 卷の输 は 文の 叙述の 進行の 鈍 さから、 さう 输 組の 變化を 速に す 

る ことが^ 來 すに、 停滯 がちであった。 連續 して ゐる ffi 面 を迎 りさへ すれば 事件の 推移 を 解し 得る ことで ある。 「三 

味 線. e 來」 はすで に 合卷の 性質 を 具して ゐた。 とい ふより は， この 物 こそ 合卷 様式 を治定 した 最初の ものであった。 

即ち 黄表紙ら しくない 多くの 耍 素を備 へて ゐた。 


黄表紙 は 近く は 赤本から 出て はゐ るが、 系統 を 遠く ま で 溯って ゆけ ば 繪卷物 のむ かしにまで 還らね ばた らな い " 

繪卷 物が 物語 草紙の 上に 立って 成立す る 時 は、 その 題材が 源氏で あらう が、 住吉 であらう が、 すべて を 取って 繪に 

する 必要はなかった、 繪 になる ところ だけ を 選んで 前後に そこの 文 を W すれば 事 は 足りた。 それ を 毎 葉必 す紛 とい 

ふ 原則 を 守って ゐ る合卷 は、 物語の すべて を繪 とせぬ ばなら なかった。 よし ん ば合卷 作者が 細 心 な 注意 を繪組 に 拂 

ふに しても、 is の變 化を少 くして、 興味 を淺 くす るの 不利. から 脫れる ことが 出来なかった。 

廣 いところ からい へ ば 合 卷の繪 組は變 化の 甚し いもので ある。 ^問に 目まぐるしい 變化を 草雙弒 式と いふの は、 

多く は こ の 合卷を 意味す る ことで は あるが， そ の總名 草 雙淤と い ふ狹 ぃ範圍 の 中で もの をい ふとなる と、 合卷 の 辙 

の變化 はつひに 黄表紙と B を齊 しう して 語るべき でなかった。 黄表紙 は 合卷の 不利 を 伴 ふこと なく、 むかしの 繪卷 

物 の 特長 を 十分 に 發 揮す る 都合 のよ い 位置に あった。 黄表紙 の繪 0 連 綾 はどうしても そこの 文 を： 請み 合 は せたけれ 

ば、 事件の 推移、 筋の 運びが 理解され ないやう に 描れ てゐ た。 繪 面のお のおの は 麓 を傳 ふこと なく、  ^に 一 躍して 

登る 山の頂で ある。 繪と繪 との 連鑌は 峰づた ひとい ふよりも この 頂から あの 頂に 飛びう つる ことであった。 黄表紙 

の 叙述に は 首尾の 統 一 はさまでの 問 題でなかった。 書かれた ると ころ はみながら 叙述の 山で ある。 すな はち 黄表紙 

1 篇の 文の 山と 山との 連績 であった。 この 繪の 頂と 叙述の 山と が 一致す る、 それが 黃表羝 であった。 傑れた 黄表紙 

と は その 一致の 程 合の ぴたりと する ことに 於て いはれ る。 しかも、 繪と 文と は 燃 ゆる 情愛 をう ちに 秘めて 外 E に は 

さりげなく もてなす ほどに 餘裕を 持つ 一 一人の 中であった。 こ の 夫婦 中 は、 また 連 俳の 與趣 を假 りて 說 明す るが W- に 

適切で ある やうに 思 はれる。 ある ー槧に 於け る 文と 繪 との 關係は 前 句と 附 句の それであった。 前 句と 附句は 不即不 
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離の 態度 を W て相對 すべきであった。 たえて は續く 蓮の 絲の 細い ゆかしい 味 は 書かれす、 描かれぬ 二 句の に 潜ん 

でゐ る。 讀 ますして、 その 全 斑 を 見 盡す繪 の 面に 何の 微妙が あらう。 「三味線. m 來」 の は 畢竞、 笑の しをり、 細み を 

解せ ざる ものであった。 當 時の 俳 筵から 逐 はれる を 誰が ひきとめて やる^: が あらう。 散々 の 不評 は そのと ころで あ 

つた。 

黄表紙の 输 がすで に 本文の 圖解 でない とすれば、 本文 以外の 本文と して 讀 まれる 適例 を擧げ なければ ならない。 

黄表紙の 傑作と いふ ほどの 傑作なら ば どこに も 見られる ことが、 こ \ に は 「金々 先生 榮花 夢」 の 一 つに 就いて いふ 

ことにする。 あれに 描れ た 金々 先生の 通人と なって からの 三槌の 服装に よって、 r 當世 風俗 通」 の 上の 令 子 風、 中の 

息子 風、 また 異體の 一 つの 長々 しい 說 明が 讀 まれる ことであった。 安永 §: 年の 人々 は繪を 兌る と共に、 これ を讀ん 

で そこに 書いて こそな けれ、 作者の 眼：：： として ゐる うがち を 裕に现 解した ことであった らう。 

黄表紙に は 地の文の 外に、 言葉 書が ある、 圖 中の 人物の 會話 また 獨 語の 書き込み である。 これの 由 來も迎 つて ゆ 

けば 遠い ところに あった。 はじめに 繪の 前後に 配した 本文 を畫 面に 收め また 會話、 獨語を もちら し 書して その 巾に 

牧 める 输卷物 は、 鎌 倉 末期から^: 在して ゐ るとの ことで ある。 繪卷 物から 假名 草紙、 浮世 草紙に は 一 辚の絲 が ある 

が、 その 絲を 傅うて、 浮世 草紙の 揷繪に は 少なから す、 その 種の ちらし 書が 兌ら れた。 しかも 作者 は 桕應な 技巧 を 

凝して ゐた。 その 結果 は 地の文から 離れ、 描れ た 人物の 行 爲に即 かぬ ちらし 書 を 得て、 本文 通讀の 以外の を かし さ 

を 作り 成す に 至った。 こ i にも 地と 繪と言 槳 書との 問に 一定の 距離の 存在 を必耍 ともす る。 赤本 を屮に 隔て、、 ^ 

表紙 は その 浮世 草紙の ちらし 書の 洒落 を 起用し * また 一段と 活用した。 その 一 例 を また 「金々 先生 榮花夢 」 から 借 


りて 來る。 金 々 先生が 和焱屋 の 主人 に ひき 合 は される ところに 腰元 の 言葉 書が ある。 獨 語の 形に 於て 害れ て あ つ た" 

「今度の 若且那 はとん と 雷 子が もの 草と いふ 格好 だ。」： 女 永 一 一年の 五月の もの 草の 狂言、 「十帖 源氏」 の 筋 は 常時の， 

きに はま だ 新な 記憶であった らう。 嵐 三 五郎の 京屋雷 子の 舞 棗 姿 はま だ 人々 の 目の前にあった らう。 いは^ 棄 .H と 

もい ふべ き^ ー兀 の 言葉 は 、遠見に 描れ た そこの 座敷と 共に 、人々 をして 巿村座 の 舞臺 を努 M させ るに 十分であった 

らう。 芝居なら ばヮッ と來る ほど、 繙 く^を 感心 させた ことであった らう。 「三味線. M 來」 にも 勿論：； 目 紫の 書込み は 

あった。 その どれが 不即不離の 妙 を 得て ゐた であらう。 すべて は繪 と共に 地の文に 即き 過ぎた ものの みであった。 

三 

「三味線 由來」 に は 序が ある、 それ も 黄表紙の 約束に 従っての ことであった。 「本朝の 絲調は 天 細 女 命の 庭 僚の 琴 歌 

より 起り て 琴瑟箏 琵琶 にかぎ りたり、 しかるに 人皇 百 七 代 正 親 町院の 御宇 永祿 f 一年 琉球阈 より 蛇 皮 二 絃の樂 器 渡 

り、 和 泉國中 小路 大和 阈長ハ 介の 籤 夢に よって 一 絃を絲 加して 三味線と 號、 門人 石 村 妙手に して 今此 點のェ なる 來. 5 

實事を 尊て 兒女 出精の 便に もと 草紙なら しむ。 」 この 序 はさながら 讀本 か、 また 讀 本の 影響 を 多く 受けた 合 卷の態 

度 を 示して ゐる としか 思 はれない。 篇 中に また 弄齋の 歌詞 を 舉げ、 二十 一 ^八 秘曲の 名 を 泉げ てゐる こと も、 ま 

すます その 態度 を 裏書して ゐた。 しかし、 書れ た 三味線の 由來 は.^ 實 でない、 その 假托に 出づる こと は 勿論で ある 

が、 その 假托を わざと 史實 である やうに 見せる ことが 惡ぃ。 卷 尾に 「此 一條 未 書に は 見當ら すと いへ ども、 籽 ける 

道に て 間き おぼえし あらま し 書き 述 ベ 侍れば 必す 拙き を そしり 給 ふべ からす」 と あ る斷り 書が さらに 惡 かった。 序 
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中の 「兒女 出精の 便に も」 とい ふの はな ほ 一 段と惡 かった。 

黄表紙 本 來のを かし さ は 子供の 赤本の 輪廓 を その ま」 に、 中に 似ても 似つ かぬ 浮世の 通 を 盛りた す ことで あつ 

た。 手に する 本 は 十 歳の 翁と いふと ころで ある、 また それ を 讀む者 は 十 歲の稚 氣を失 はぬ 老翁で ある。 これ 等 は 江 

戶 時代の 變體的 文化 を 背景と して 解せられ るべき を かし さであった。 その を かし さ を髓腦 とする 黄表紙に はお 實ゃ 

考證は 禁物であった。 もし そこに 史赏考 か あると すれば 黄表紙の 世界に 限定と せられた 「繪 草紙^ 代 記」、 「億說 

年代記」 の 類で なければ ならなかった。 

しかし、 三味線の. 5 來ゃ、 考證は 絶對に 黄表紙 樋に ならない とい ふので はない、 「三味線 由來」 に は 黄表紙に なく 

て ならな い あ る 物を缺 いて ゐる ために、 黄表紙の 正統から 外道 視 せられ るので あった。 黄表羝 作者 は それが 過去 の 

もので あらう が、 現在の もので あらう が、 事 實に對 して ある 距離 を 隔て、 立つ ことであった。 ^實 に即 いても の を 

いへば いふ ほど、 その 距離 を嚴 守す るの が 彼等の 態度であった。 さう いふ 場合に は 事實を 誇張し、 或は 反對 のこと 

を 述べる ことによって、 その 距離 を 保った。 黄表紙の 趣向と いひ、 案じと いふの は、 つまり は その 距離 を 外の 1 目粱 

でい ひかへ たこと である。 黄表紙 は 精々 諧謔と、 諷刺に 分類 せられる ことで は あるが、 それ は 距離の 仲 縮から 夾る 

ことで たくして、 距離 を 守りながら、 わざと 近よ る眞似 をしたり、 わざと 遠ざかる ふり をす る S はくからの 相 揮に 

過ぎなかった。 二つの ^別 は 距離 を 活用す る 手段、 また 態度に よって 決した。 その 二つの いづれ が 優って ゐ るかな 

どと は、 もとより 問 ふべき 筋合ではなかった。 耍は 不即不離の 妙諦を 得た もの を 傑出の 作に 推せば よい ことで あつ 

た。 


m 沼 事件から i 木 翁 侯の 改革に かけて は數 多くの 諷刺の 作が あった。 その 中の 「時代 世話 二 挺 鼓」 は W 沼 意^ を將 

門に、 佐 野 善お 衛！： を 藤原秀 鄕に兒 立てた。 ー篇の 趣向 は 意知の 紋 どころ、 七曜 紋 から 出で \、 叙述 は それの 由來 

話に 收 まる。 そこの 繪には 首を切られた 將 門の 骸 から 七つの 魂が 飛び出す。 將鬥に は 六 人の 影武者が あつたからで 

ある。 これが 七曜 星の 見 立であった。 本文に は 將門を 祭って 神 田 明 神と する、 その 頃祌 田に 夜な夜な 七曜の 星の 光 

を 放せし はこの 將 門の 魂な りと ある。 e 沼 邸の 祌 W 嵇 にある は 常時 誰知らぬお はない 害であった。 黄表紙の. も 

この 處に繪 趣. W をも^と してな された のであった。 作老は 文と 繪に 於て 趣 s を 弄すれば もう 滿足 する。 調^の 結^ 

を どうす るの が問题 でなかった。 諷刺され た 者の 白 眼 を 趣向の 蔭に 避ける 手際、 危ぃ 趣， M の 綱 わたり、 作 おと I？ 片 

の與 味が そこにあった。 これ はまた 赤本の 傳統を このま ゝの 教訓 物の 場合に も あてはめる ことであった。 通 笑の 敎 

訓 物の 工夫 は 敎訓の 堅み をい かにして 和く する かにあった。 故に これ は ある 程度まで 認められ、 その 工夫 を缺く 「一一 一 

味 線 由來」 はつひに： しみられなかった。 

四 

き 

^と 文、 本文と 曾 葉書、 これから 對 象と 作^との 問に 兌 出される 距離 はまた 作者と 讀 者との^ にもお して ゐた。 

黄表紙の 中に 作者み づ から 顏を 出す もの は、 數に 於て 少 くない、 春 町の 「其 返報 怪談」 以來、 荠三 二に も、 京俾に 

も 一二 馬に も、 一 九に も、 鬼武 にも 数へ 來れ ば、 どの 作者に も あり、 中には 「芝 全 交 夢 寓言」 の やうな 他の 作者に 就 

いてい ふ もの さへ あつたが、 それ 等 は^そ こに おのれ を 語る とより は、 却ってお のれの 屮に 住しつ おのれから 
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離れる ケレ ンの 見せ どころ であった。 それが また 讀 者に とって は、 その 趣向 を 喜びたがら、 作者の 面影 を 兑る うれ 

しさと なった。 讀者 のこの 心 持 は、 假扮 して 舞臺に 立つ 役お なにがしの 技に 恍惚と しながら、 樂屋 裏の その 人に^ 

りたき 親しみ を 寄せて ゐる江 11 の覜 客の 心理に もた とふべき であった。 つ ねに 樂屋を 見た が る 芝居 好 の やうに、 黄 

表 銑の 設 者に は 作者の 趣.！： の；^ の 山來を 知らう とする ばかりでなく * 黄表紙 そのもの、 作られ る 順序 を も 知ら う と 

した。 

讃 者と 作者 間に 於け る この 關係 は、 直に 作者 同志の 關係 とも 兌る ことが 出來 る。 黄表紙に は 模倣、 踏襲が 然と 

ゆるされて ゐた。 燒 直し * 染 直し は當然 のこと であった。 何と なれば これ 等 は剽竊 でな くして 換骨^胎の 妙で あり， 

原作に 即 いて 離れる 腕の冴えの 兄せ どころ であると 作者 は 信じて ゐ たからで ある。 作者と 他の 作^との 附 合の 味 ひ 

どころ と 解して ゐ たからで ある。 

「敵 討 三味線 由來」 にす がって 言 をな せば、 ゎづ かに この 様な もの をな し 得る に 過ぎなかった。 しかも 黄表紙の 

本質 を說 いて 徒に 空漠の 感を なすこと であった。 それ は說 明に 繪を 伴って ゐな いとい ふこと が 原 因の 一 つで ある や 

うに A3  乂る。 

(昭和 二 年 TO: 月 「國^ と 闼文學 J〕 
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摸倣 やら、 3 襲 やら、 いつも 问じ やうな 趣 {!: をく りかへ して ゐな がら、 それが 却って 觀容の 興に 投じた とい ふの 

が、 江戶 時代の 歌舞伎の 世界の 不思議であった。 同じ 不思 おが、 その 頃の 小說の 世界に 展^して ゐる。 殊に 草雙紙 

こ 於 r て甚 しい。 n 先の 新し さ を 念と する 黄表紙に さへ 隨分 多かった。 二番煎じ はいふ も 憑な こと、 三 fM じ、 S 

番前： 二 ほどの もの も少 くなかった。 讀者は 摸倣す る もの を 知って ゐる、 摸倣され たもの も 知って ゐる。 その 相^ 關 

係 を 知って ゐる。 さう して その 關係 をお もしろ いと^ 釆す るので あった。 故き を溫 ねて 新しき を 案出す る ものと し 

て、 作者の 腕 並 を禮讃 した。 この 事がなかったら、 殆んど 摸倣 專 門の 黄表紙 作者 式亭三 馬の 如き は、 とうに 葬られ 

て ゐた笞 である。 

さう いふ 屮 にも、 汴 意せられ るの は、 京 傅の 黄表紙 「嗚呼 奇 羅金 鶴」 と！^ 人の 作 「福 糚笑 門松」 の關 係で ある。 

前， ま寬政 元年の 板、 後者 は ニ^の 板、 繪 だけ は、 その 頃 かなり 多い 改題 本と^ はれる やうに、 どちらも S じ もの 

であるが、 そこに 京 傅の 手品が あった。 踏襲 を^ 切る 嶄新 があった。 その 手品の 乎 際よりも、 手品の 件^が 京俾 

その 人の 藝を 離れて 黄表紙の 特質 を喑 示す る やうに も^はれ る。 
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「鳴 呼奇 々 羅 金鈸」 に は 次の やうな 叙が ある。 

ほんもと 

何方 か 鬼の と^めん、 假宅も 己が 住家に 立^る。 顷 しも 例の i 曰肆 が、 戯作の 催 足 はや 三度 口、 ちょっと 捻た 

床 花 は、 ゎづ かに 二部の 靑 表紙、 共 初 文に じり^、 手の 無い 所 は京侬 が、 名代 新造の 未 手 いらす。 趣 {!: にと り 

し 客人 は、 今 を 盛の 風流 士 にて、 廓に 奇々 羅金鷄 鳥、 模様に 鏠 ひしき ぬ， <\- に、 いつ 來 なんす の艷 1  一一 c は、 また 

の 御 げん をき め 頭巾 か 

すでに これに も 見えて ゐる やうに、 この 黄表紙の 主人公 は奇々 羅金鷄 である。 彼 は 狂歌 師 として、 行脚に 上った。 

その 途中の 出來 事が 題材と なった ので ある。 

もの 、順序と して、 梗概 をし るさねば たらない。 しかし、 「福 ® 笑 門松」 との 比較の ために は、 繪紐を 伴って、 說 

明す る ことが 必要 であった。 

笫 一 圖、 金鷄は 案に 凭って、 悠然として 前^に 對 して ゐる。 彼 は 上 州 一 せ" の 人、 门 十く 江戶に 出で、、 名 ある 先生 

だち に 交り、 文章 を兑 飽き、 今 は あ ぢに埝 つて、 狂歌 師 となった、 圖に 就いて かう いふ 說明が ある。 第二 n、 金^ 

の 行脚 姿。 彼 は 狂歌 修行の ために 旅に 出た ので ある。 第三 n、 金鹦は 公卿 衆と 伍して、 狂歌 を 詠んで ゐる。 彼 は 京 

都に 逗留して、 京の 狂歌 師を 詠み 破った ので ある。 第 四 n、 胶府ニ 丁 町 彩鼓樓 に 於け る 金 戴の 流連。 金雞は そこの 

遊女 小の 原に なじみ を^ね てゐ る。 第五 圖、 同じ. B に 於け る 金 雞と寺 十の  一.^。 寺 十と いふ 富 一 朵が佥 谿の古 I 名 を 幕 


つて 一座した ので ある。 第 六圖、 金鷄 狂歌 千 枚 書の 會場 表。 彼の 高名 は 二 丁 町で 揮毫 責に 遭遇した ので ある。 笫 七 

圖、 同會 場內。 こ K に 金鷄の 狂歌の 三 首が 紹介され てゐ る。 第 八圖、 行脚 姿の 金鷄 が^ を 乞うて ゐる。 彼 は 江戶に 

歸る 途中 路^み 迷うて、 由 良の 湊に 出で、 三莊 太夫の 家に、 一夜の 涫 を賴ん だ。 娘お さん は、 金鷄の 風流の 姿に め 

でて、 父に 隱 して ゆるさう とする。 第 九 n、 おさん 閨 のうち。 おさん 金 鶏に 惚れて、 閨に引 込む、 三莊 太夫が 立！！ 

して ゐる。 ^十 31、 同じ 闺 のうち、 三莊 太夫 刀を拔 いて 金鷄を 斬らう とする、 おさん は鷄 娘の 身ぶ り。 鷄 娘のお さ 

ん は金齄 にい ふ、 われ こそ まこと は淀屋 UK 五郎が 所持せ し、 黄金の 鷄 の精靈 である * 汝が 女色に 溺れて 風流 を 忘る 

る こと を 惜しみ かくは 姿を说 はした とい ふかと^ へば、 おさん も、 三莊 太夫 も 消えう せて、 黄金の 鷄 のみが 殘 つて 

ゐる。 第 十一 圖、 金 鷄は货 金の 鷄を 飾った 床 脇に、 おさまり かへ つて ゐる。 

京 傅が 趣向と して、 三莊 太夫の 世界に 結びつけ たの は、 金 鈸の名 を か、 りと して、 しば/ \ 歌舞伎 淨 瑠璃に くり 

かへ される 三莊 太夫の 娘お さんの 鷄娘、 すな はち， 父の 非道が 禍 して、 おさん は鷄の やうに、 羽ばたき をす る、 と 

きをつ くると 一； ム はれて ゐる事 を 利 川した 爲め である。 それ を 叉 淀 屋の寶 物の 金鷄に 托した のであった。 京傳は その 

趣 を 明に すべく、 笫 十一 圖の金 鶏 をして、 おれが 名が 金 幾 だから、 そこで 作者が 淀 屋の寶 物に、 一 ニ莊 太夫と おめ 

にかけ たな どい はせ てゐ る。 そして、 外 题の角 書に、 と据 ゑた ので ある。 
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角 書の 淀屋 名物 は それでよ いとしても、 柬都 見物 は、 一 應の說 明 を 要する やうで ある。 考 ふべき は、 實 在の 人物 

としての 金 鶏で ある。 彼 は どんな 素性の 者で^った か。 淸 水濱臣 撰の 墓碑 文は俾 へて 正しき ものが あらう。 その 略 

にい ふ。 

彼、 氏 は 平、 名は秀 龍、 字 は 道 雲、 金 鷄と號 した。 世々 上^ 七日 市の 藩に 仕へ、 醫を 以て 聞え て ゐ^。 しかし、 

彼 は 若い 時から 風流に 心 を 寄せ、 殊に 狂歌 を 好んで ゐた。 行脚の 志 深く、 つ ひに 三十 六 歳に して 致仕した。 京に：：：： 

を 重ね、 三 河に 年を^て、 さて 江 戶に寓 した。 はじめは 市中に 住んだ が、 後 橋 場の に 風雅の^ を營ん だ。 文化 六 

年 正月 二十 一日 m 十三 歲で殁 した。 上 毛 高 尾 村の 長舉 寺に 葬った。 翳 道の 著書に 金 鶏 醫談が ある。 狂 欤に關 する 書 

は 十 種に 及んで ゐる。 

これに よれば、 「鳴 呼奇々 羅金 鶴」 の 中の 京都 逗留 も、 あとな き 事ではなかった。 して 兑れ ば、 二 丁 町の 小の 原と 

なじみの 話 も事實 であった らう？ 尤も、 小の 原 事 伴 は、 寬政ニ 年の 黄表紙、 時鳥 館主 人の 「呼繼 金 成植」 にも 兑ぇ 

てゐ る。 この 書 は 一名 を 「駿河 町 二 丁目 金鷄 名殘」 といった。 これに は 序と して、 京傳の 唄が 載って ゐる。 

金筠は 度々 二 HI から. 江戶へ 出た やうで ある。 彼 は 京に 上る の 前 も， 江戸に ゐ たが、 京から 下って から も， 江厂 に 滞留 

して ゐた。 しかし、 また、 永住の 意 は 決して ゐ なかった らう。 そこで 京傳 は、 角 書に 柬都兑 物と しるした ので あら 

う。 もし、 永住と きめた 後なら、 とても それで 滿足 する 彼で はない。 おそらく、 彼 は^ 都 名物と 書く こと を 强耍し 


たらう。 それほど 彼は赍 名に 焦^して ゐた。 

金 鶏の 號 がすで に、 賨名を 蔭に 潜めて ゐる。 或は 平 秩^ 作が、 この 若き 賣 名の 徒 道 雲 を挪揄 して、 これ を 命じ、 

道 雲 は その 意 を 解し ないで、 誇り かに、 自分に 附 したので なかったら うか。 彼が 祭 平秩柬 作文の 一節に いふ。 

不 侫少ハ ヰの ころ、 江 城に 遊舉 して、 業 を 牛 門の 巴人 先生に 受く。 來作子 もまた 先生に 隨 つて 遊ぶ、 一 n 講說の 

むしろに して、 東 作 子予を かへ り 兌て いはく、 足下の 鄕上 毛に 三 山 あり、 一 を， ：n 雲と いひ、 一 を 金 洞と いひ、 

一 を 金 鶏と いふ、 しかるに 白雲 金 洞 は 人の よくしる 所に して、 金鷄の 一 山 は、 世人 これ を 知らす、 足下た めに 

金鷄を もって 號 とすべし。 しからば 則ち 足下の 巢. 業 大成の 日に あって は、 金鷄山 また. iw 雲 金 洞と-お をなら べん 

は、 おもしろき ためしな るべき など 狂 じければ、 先生 もげに と 笑 ひしょり、 社友み な是 に； II： じて、 終に 予 をし 

て 金 鶏と 呼り。 

とはい ふ もの、、 これ は 鑿 解に 過ぎ はせ ぬかのお それが ある^に、 彼が 自負と 賫 名の あと を、 彼の 著、 「金 鶴 翳 談」 

から 引く ことにする。  -' 

我 州 近 R 多 出 名士、 蓋 古 來所無 也、 # ^山 氏 荻 原 藤 丘 之 於^ 舉、 藤 子 虎之 於 文辭、 西 野 河 翁 氏 伯 突 之 於 詩、 

九 峰 山人 河 孔陽無 幻 道士 之 於 害、 歙浦子 A 濠 州 和^ 之 於怫、 儘 明 石井宗 澄 之 於 和歌、 樋 n 生 之 於^ 劍、 生 

方 生 之 於 俳 歌、 町 田 翁 梶山翁 茂 木 氏 之 於 好事、 ^其 傑 然爲者 也、 聲 名藉甚 海内 無 不知 焉、 獨 以醫兑 知者 誰、 金 

0 一  顚生 而已、 甚哉爲 仁^ 之少 也。 

これ とても まともから 解 すれば、 必す しも 一 K 名の 赏を 示す もので なから う。 しかし、 彼の 戯文 集 「燭夜 文 成」 の^ 

黄表紙の 1 赏  三. パ七 
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に 至って は、 彼 もまたい ひとく 術が あるまい と 思 はれる。 朱樂漢 江、 平秩鬼 作、 废衣 橘洲、 §: 方眞 額、 山^ 京 傅， 

蜀 山人な どの 當時 の歷々 の 序 跋を附 して、 出した この 壤は、 決して^の 鑒を 期す るに 足りたかった。 さすが は橘洲 

である、 彼 は 序文に 於いて、 褒める もつ らく、 貶す も惡 いその？ in 際 を、 上手に 逃げて ゐた。 さう して、 幾分 彼 を 

庇護して ゐた。 

金鷄は 天下の 人 を醫 する の^が ある、 しかし、 また 文雅の があって、 歌 文 を 好んで ゐる。 た^ 巧拙に 拘 はらす. 

また 多く 滑稽 を雜 へて ゐる。 その 歌 も 文 も 意 を用ゐ ない が、 おの づ から 豪放 見る に 足る ものが ある、 ^の 彫蟲 する 

者と 逞 庭が ある。 この 篇の 如き は 金 鶏の 本色で ない。 もし 金鷄 の金鷄 たると ころ を 見たい もの は * 彼の^ 術 を觀る 

べきで ある。 

これが 橘洲 のい ふところの 大體 である。 

さう いふ 金 鶏 を" 京俾 がどうして 麗々 しく 提燈を 持ち、 お 太鼓 をた、 いたので あらう か。 く はしい 消息 は 勿論 知 

るよ しもない e 佥雞に 贈 山 東京 傳 文が ある。 鱧讃 のかぎ りを盡 して ゐる。 彼 は 銅脉、 也 有 堕^ 先生、 風來 山人、 

蜀 山人 等の 狂詩 狂文、 俳文 を； i げた あと、 戯作 著に 就いて いふ。 

その^ 戯作者 を もつ て^る もの は、 喜 三 一 一 萬 象 全 交 春 町が ともがら ともに よくなる、 今や 山柬 子の 世に 鳴る、 

實 になり もの & 一  牧 看板に して、 自 笑が，^ に 出る 事 しんぬ まさに 三千 丈 "嗚呼 それなり もの-親玉な るかな， な 


る は 瀧の 水、 なる はたきの みづ、 絡へ すと ふたり * たへ すなったり なったり なったり と頓首 冉拜。 

まさかに、 ^傳 ほどのお が、 この 辭に 酬いる ために、 あの 黄表紙 を 作らう 笞もな い。 この 文 は 例の 「燭夜 文^」 

に收 めら れてゐ るが、 その 成る の 日が 「嗚呼 奇々 羅 金鷄」 と いづれ が 速い か遲 いか も 知られない。 想像 は 金 雞が辭 

を ひくう し、 禮を 厚う して、 京 傳に 自家の 宜傳を 賴んだ ことにまで 及ぶ。 京傳 はさ も 廣吿の 文で も 書く やうに、 や 

す やすと ひき 受けた ことにまで 及ぶ。 隨分 その 位の こと をし かねない 京傳 である、 その 時、 金鷄 は、 板 元 蔦 重に 入 

銀 をした か、 しない か、 したなら どれほどの 額で あらう。 そんな 事 は、 今日から 知られ やう 害 はない。 知られる の 

は、 た^この 黄表紙が 散々 の 不評判で を はった ことで ある。 それが 江戶で 知れ渡 つた 人で もあるなら、^ であるが * 

奇々 羅金鷄 の 名に、 どれほどの 魅力が あらう。 金 鶴が 當 時賣れ ツ子の 京傳の 黄表紙 を 利用して、 自分の ために 圖る 

とすれば、 江 戶 の讀 者に は、 また 讀^ としての 選 擇樅を 有して ゐる。 流行の 與窀は 一 に その 權に よって 決せられて 

ゐた。 

六 

流行の 榮 饗を與 へられない 黄表紙の 板木 は、 馬楝の 呵責に 逢 ふこと が少 いだけ に、 線も點 も： 明れ てはゐ ない。 一は 

重に 對す る篛现 合 上、 いづれ 「^呼 奇々 羅 金鷄」 の 出 板に 對 して、 蔦 重に 難色が あつたと 思 はれる だけに、 京傳は 

何とか その 权 木に 就いて 考 へなければ ならなかった ことが 考 へられる。 京傳 は、 その 本文 丈を创 つて、 歌 IS の綺を 

殘し、 新に 本文 を 書き そへ るの 案 を 充てた。 彼 はこれ を 以て 死中 活を 得る の 妙案と^ つたら う。 燒 虹し、 染^し は 

贫 表紙 2 一  特質  三 六 九 
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世上い くら も ある。 二番煎じ 三^ 煎じ も數 多い。 しかし、 かう いふ 燒 直し、 二番煎じ は どこに ある。 何 だ 去年の 扳 

の 二度の 勤 かと、 馬鹿にして か、 る讀 者が ゐ たら、 まあ 本文 を 讀ん で御覽 じ、 舞臺は 同じで も、 役者 も か はれば、 

芝居 も か はって ゐ ますと やり 返す つもりで あらう。 そして、 その 讀 者になる 程な、 これ は 面. n: いと 手を拍 たせる 仕 

^であった らう。 さう する ために は、 題 を 改めても * 新 板ら しくせ ぬがよ い。 去年の 板木の 廢物 利用で ある こと を 

露 はに するがよい。 中の 人物の 金鷄た ども、 その ま、 に 羽織の 紋所に 金の 字 をつ けて おくが よい。 繪の 中に 書き込 

んだ言 葉も殘 してお くの が、 却って 面白から う。 慾せ きのと ころで ない 限り 繪には 手 を 入れまい、 との 方針 力ら、 

少しば かり 物 を 消したり、 人 を 消した の は、 ゎづ かに 二 圖 に 過ぎなかった。 

さう して 出来た 「一 i 秫笑 門松」 . に は、 序に 於いて、 事の 始終 を 明に しるして ゐる。 

夫 種 あり、 人の 心の 種 を まきて は 言の 薬草と なり、 櫻 木の^ をう えて は、 よし野 を 花の 山 ともなす、 さり や 化 

之 介も械 のな きしな だま は 遣 はれぬ とこ そいへ り。 物と して 然ら ざると いふ ことたし。 今や 何某 笑 ひの 實をと 

らん 事 を 思ふ是 にも 咄の たねなくて はと、 その 秫を 乞うて、 二 冊のう ちに まきつく し、 とんに 题 して、 笑 ふ 門 

なる 福の 種と いふ 

山朿 京傳述 

七 

「嗚呼 奇々 羅 金 鶏」 に は、 とにかく 主人公 金 鶏が ある だけに ー篇を 莨く 筋を冇 つて ゐた。 今度の S 種 笑 門松」 で 


は、 その 筋 を扮 てた が、 また^の 筋 を 立てなかった。 從 つて、 十一 の 圆 は、 何の 聯終 もない^ 立した 十一 圖 となる。 

その ー圖 一圇 に、 獨 立した 一笑 話 一 笑話 を あてはめ たのが 京 傅の 工夫であった。 

金 @ が 前 I 山に 對 する 第一 闘に は、 繪師と 題す る ものが、 金鹦の 行脚 姿の 第二 圖 に は、 山家と 題す る ものが、 當て 

はめられた。 以下 同じ やうに、 第三 圖には 色紙、 第 四 II に はすみ がね、 第 SSI に は咄、 ^六 圖には 鯨、 第 七 圆には 

子儈、 第 八 圖には 旅 僭、 第 九 阖には 小む すめ、 第 十圖に はからと し、 笫十 一 圖に はたば こと 1- する ものが 書き か へ 

ら れてゐ た。 

1 二の 例 を舉げ る。 第一 II の繪 師の题 下の 話、 

大名の 床の間に^ を かきたる 耮 有し を、 畫師兑 て 大きに 笑 ひ、 さても 下手な 繪 かな、 かんじんの 梵 のかた ち は 

ひとつ もない。 我等が 家の さぎ は、 又 かふした 物で はない と、 自谩 して ゐる 所へ、 庭の 泉水へ まことの 梵をり 

しかば、 そばなる w、 そんなら、 あの やうな 驚で ござらう といへば、 ィャ まだ，/^ あの やうな もので もたいの 

さ 0 

笫九 n、 金 鷄が宿 を 乞う 圖 にあて た 旅僧と いふ 題の 話、 

枝 折戶の 外に、 旅佾が 立って、 どうぞ 一夜の 宿 をね が ひます といへば、 內 より 十六ば かりの 娘 立 出で、 ひとり 

旅 は とめられ ませぬ とつ こどた くい ふ。 内の 主、 その やうに 邪見に いふな、 弘法 さま だ も 知れね え、 旅僧 これ 

を 聞いて、 しすまし たりと、 南無 三、 露 はれたり といへば、 主、 さても くも ふとい 坊主め だ、 弘法 様の g に 

なって、 い k くら ゐな事 をい ふと 叱れば、 南無； 二 又 あら はれた さうな。 

黄表紙の 一 特質  三 七 一 
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この 二つの 例話ば かりで はない、 その他の も 多く は、 當時 ありふれた 話であった。 京 傳は話 そのもの、 舆を 問題に 

しないの ではない にしろ、 耍 はもとの 筋 を 離れて、 新に 別 話 を とりいれ たこと を、 問題に したので あらう。 その 話 

の 陳腐 は 深く 咎めす に、 その 工夫の 新しい の を 誇りに したので あらう。 

しかし、 京傳 だけあって、 その 話 を 話す ところ は 話して ゐる。 第 十圖 *  ！ニ莊 太夫が 刀を拔 いて 金鷄を 斬らう とし、 

おさんが 鷄 娘の 身ぶ りで 庇 ふところに、 あてはめた 「からと し」 と 題す る ものに、 それが 見られる。 

三莊 太夫が 內に安 壽姬、 つし 王 丸 今 は 柴刈り、 しほ 汲みと なって.,、？ はしける が、 習 はぬ 下職 故、 人並に 出來ね 

ば、 太夫 大に いかり、 正月 なれ ども、 から としをと らせんと いふ 事 を、 所の 山が つし ほくむ 蟹、 いた はしき 事 

に 思 ひ、 からどし と あれば、 定めて 何も 食 はすに ゐる であらう とて、 呰々 餅な ど燒 きて 持ち ゆきし に、 一 一人な 

がら 何 か 食って ゐる 故、 何 をく ふぞ ときけば、 アイ きらす さ。 

八 

「福 稲 笑 門松」 の 出 板 事情 もさう であるが、 この 「からと し」 の^と • さし 辚に 於いて、 最も 明に 黄表紙の ある^ 

の 特質が 示されて ゐる やうに S はれる。 


黃 表紙 繪 趣向 推移の 一 様式 

「心 擧早染 草」 は 「江戸 生浮氣 樺燒」 と俱に 山朿京 傅が 黄表紙 述作 中の 雙璧 と稱 せられる。 この 作 一 度 世に 行 はれ 

て 以來、 その 趣向 はいく 染め かへ し、 染め^して、 模倣 ものが 相 踵いで 出た。 京 傳みづ からにしても、 「堪忍袋 絡ダ 

善玉」 を 出す 際に は、 さすがに、 二 希 煎じが 氣 になる と 兌え、 本屋に 强請 せらる る 場面まで つけ 加へ て、 辯 解を盡 

しながら、 なほ 早染草 後編 第三 編と 銘 うって 綴らざる を 得なかった。 「早 染草」 が、 さばかり の 流行 を醯 成した の 

は、 その 骨子た る心學 話、 敎 訓話 そのものの 流行に よると はいへ、 所詮 は、 人心に 於け る善惡 二方 面 を 滑稽 化した 

る 善玉 惡 玉の 趣向に ある。 善の 文字 また 惡の 文字 を、 さながらに、 H 鼻 立に 擬 した 小い 子供 等の 活動ぶ りの を かし 

さに ある。 否， その子 供 等の 裸 姿に あったらう。 第二 編 r 人 問 一生 胸算用」 の 口上に いふ。 

柬 西^西、 高う ひかへ ました 上なら す、 裸に て 失 禮の段 御 用捨 下され ませう。 さて 去年、 私共より あつまり、 

不調法なる 狂 1 目と りくみ、 鉀覽に 入ました る 所、 殊の外 御 評判な し 下され 大慶 仕りまして ござります。 

この 不調法なる 裸 狂言の 繪 趣向が 殊の外に 評判 せられた 譯 であった らう。 何とい ふ はかな ごとで あらう。 けれど * 
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黄表紙の 面目 は 却 つて こ \ に^する。 

京 倬の讀 本 「優^! 華 物語」 は、 その 挿 繪が喜 多 武淸の 目 なれぬ 街 風なる た. めに 散々 の 不評に を はり， 「樱姬 全 傅^ 

草紙」 は、 歌 川 豐國の 今様ぶ りなる ために、 好評 はまた 一段 を 加へ 得た。 揷繪 の價値 は、 繪を 離れて 文に 専な るべ 

き讀 本に して、 なほこれ 程の 重き をな して 居る。 まして や 黄表紙に 於て はい はすとの 事で あらう。 京傳 が、 これ を 

淨 瑠璃に 譬 ふれば 畫ェは 太夫の 如く、 作者 は 三味線 彈 に似て 居る とい ふの は、 決して 豐 國に對 する 一片の 御世 辭で 

たかった。 江戶の 民衆の 胸中に わけ 入る 事 深く、 また 畫ェ 政演 として 永き 經驗を 有する 以上、 おの づ からこの 言 を 

なすべき であった。 馬 琴 またよ く 事 を 解す。 その 作 「臍 沸 西遊記」 に 於て いふ。 くさ 双紙 は输 を^と し 文 を ほに す 

と。 「心 舉 门十染 草」 が 作意より 寧ろ 输 組に 於て、 善玉 惡 玉の 裸 姿の 繪 趣向に 於て" 江戸の 人々 の 賞 讃を博 し^る、 そ 

こに こそ 黄表紙の 面目 は^: する。 

京傳 はこの 善玉 惡 玉の 裸 姿 を、 弃三 二の 作、 「天道 大福帳」 から 思 ひついた。 造物主 を 意味す る 天道様 を 输に現 は 

すため に、 丸 を 描いて 日輪に 象り、 それ を 首と して、 また 天道 をき かすた めに 淨衣を 着せた のが、 喜 三 二の 工夫で 

あった。 その 工夫 を 蹈襲して、 逆に 淨衣 を剝 ぎと り、 顔に 善 また 惡の 文字 を 書いた のが 京 傅の 新 工夫であった。 大 

福 帳 は fK 明 六 年の 出 板で ある。 それが、 善玉 惡玉 物流 行 最中の 寛 政 六 年に 再 板 を 出した の は、 この 繪 趣向の 橾 りか 

へし、 盛り かへ しと 關 係して 居な からう か。 

作意、 繪 組の すべてが、 燒き 直し、 染め かへ される のが、 黄表紙の 常で ある。 r 盧生夢 魂 其 前日」 の 序に 於て、 古 

きを たづね て、 新しく 害き かゆる が、 卯ち 趣向の 新しき とい ふ ものと ことわる 京傳 は、 日輪より 出立して、 二つに 


分裂した 善玉恶 玉 をば、 いつまで 裸 姿の 古き にお かせた 事で あらう。 またい かなる 衣裳 を涪 せかへ、 ^ぎ 力へ させ 

た 事で あらう。 こ、 に その 趣向の 新しき を 討ね、 また 善玉 惡 玉の 繪 組のう つり か はり を あとづけよう。 

善玉 惡 玉の 裸身に 人形 遣の 衣裳 を 着せる。 すると 善玉 は、 人形 遣の 佛 となり、 惡玉は 鬼と なって、 一切衆生の 一 

心から^る 因 緣の絲 を ひく 事と なる。 たと へ ば 口返^す る 女房の 絲を ひく^ はいふ。 

この か、 ァは n. い ゑら いから *  & にも 絲を つけて おかねば たらぬ。 

亭主の 絲を ひく 鬼 はいふ。 

あんまり 小面が 憎い 山の 祌だ。 さらば 手の 絲を 引て 横面 を 兌 しらせく りゃう。 

鬼が 手の 絲を 引く がま、 に、 亭主 は 檑子木 を ふりあげて、 ぶち 打擲す る。 他の 場面に 一人の 按摩が 通る。 これ は 

佛が絲 を ひく。 繪 解の 詞 にい ふ。 

さきの 世の 因緣 により、 たと へ 盲目に 生る、 とも、 心さへ 正しければ、 佛 様が^ 合、 どぶへ^ すまい。 犬の 糞 

を 踏 づけ させまい などと HE 明と ちが ひ、 殊の外 心 を 付て 絲を ひき 給 ふ。 

か、 る 趣向に よって 出來 たのが、 「s ^四 人 詰南片 傀儡」 である。 もとより 南京 あやつり をき かした ものである。 

この 人形 遣の 衣裳 を 着せる 事 は、 「廐 生 夢 魂 其 前： UJ の夢づ かひの 衣裳の くり か へ しで ある。 この 作^も 夢の 衣裳 

づけに は、 大分 乎 こすった さう です とい ふ、 その 衣裳の 工夫 を 蹈襲した。 
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「や m 片 傀儡」 の 因 緣の絲 は 過去に 繋がり、 未来に 繋がる。 その 塊 儡の 絲を たちきって、 た^ 一一； 世 a 菜の 道理 をし め 

し、 彼 幕 無の 戲 場の 如く 過去 未來 現在、 即ち これの べつ ビ けの 狂言と 見る ところに、 「忠臣 藏 前世 器 無」 の 作意が あ 

る。 忠臣 藏 中の 人物の 前生 を 示して、 奇拔 をき はめて^ る。 討 入の 義士 は 前生、 夜商人、 甘酒 を寶 つた 人 は あまと 

よびかけ、 統川 うん どん を 商 ひし 人 はか はと 答へ るの 類で ある。 しかし 善玉 惡 玉の 本 系の 外で ある。 

三 

善玉と 惡 玉と は、 また 衣裳 を脫 ぎす て、 裸 形と なる。 文字 を 目 募と せす に、 頭の 上に、 丸の 中に、 酒と 書き、 餅 

と 書いた の を 戴く。 餅の 神が 善玉の 變身 であり、 酒の 神が 惡 玉の 變身 である。 酒の 祌も はじめの ほど は、 惡 うはな 

い。 まづ 一杯 二 杯の 酒 を 飮む間 は、 酒の 神 は、 家に 塵埃と なって ちらばって 居る 愁を玉 箒で 掃き 淸 めて くれる。 結 

ばれて 居る 氣の紐 を 解いて 吳れ る。 けれど、 その 杯 を 重ぬ るに 從 つて、 段々 にわる さ をす る。 はて は、 人の 心の 錠 

をはづ して、 仁義 禮智 信の 寶をも 奪 ひとる。 

洒飮 みが 一 合から 三 合、 さて は 一 升、 一 一升と あと を ひく 様 を 繪に現 はす 京傳の 巧み さは、 裸 形の 酒の 祌の、 頭の 

酒の 文字に 代へ るに 一 合、 三 合、 五合、 一升、 二 升 を 以てした。 それ 等が. 顯に手 を ひき 合って、 一列 をな す。 さあ 

さあ、 皆の 衆、 手 を ひき やって、 あと を ひき やれと かけ 聲を する。 また 一人の 酒の 祌は、 拍子木 をう つ。 それ をき 

つかけ に 廻 道具で 家 を 廻して 見せる ためで ある。 また 一人 は 服の さきへ 蠟燭 をつ けて、 扇 を あ ふぐ。 ^をち らちら 

させる 爲 である。 一 1 人の 酒の 神が 駕籠 を羿 いでゆく。 觎菱と 鰹の さしみ を迎 へ に ゆく ためで ある。 「11 鬼 殺 心 « 桫」 


の を かし さは 大方 かう である。 

餅と 酒との 對 立にまで 變 化し 來 つた 趣向 は、 またもとの 善と 惡 との 對立 にかへ る。 けれど 裸 姿で ない。 また 單な 

る 一 一人でなかった。 對立は 頭 だけで ある。 一 身に して 善 惡の兩 頭 を 具す る 畸形で ある。 京傳 はこの 作に 題して いふ * 

「兩頭 箫善惡 日記」 と。 

1 莖に 二つ たれる 桃の 實の、 一は^ く、 一は 辛き を炱 つて 産める 子 は、 世に も 珍しき 兩頭 である。 一の^: は惡相 

にして、 芝居の^ 方 そっくり、 一 は 善 相に して、 實方 さながら。 悪 は^を 嗜み、 善 は 餅 を 好む。 さて、 この 者の 心 

に惡念 起る 時 は、 善の 首は陲 り、 心に 善 念 起る 時 は、 惡 の首陲 る。 この 兩念 互に 爭 うて やむ 時がない。 つ ひに は 二 

の 首 は 不和と なり、 一が 飯 を 食 はう とすれば、 一人 は髮を 結ばう とする。 一人が 塞い というて、 袷 を 着ようと すれ 

ば、 一人 は 暑い というて 片 肩を脫 ぐ^ 様。 ところが ある 夜の 事、 二つ 頭が 二人前の 夢を見た。 その 夢の 中に * 地蔵 

菩薩 は 善の 首 を 極樂 につれ ゆかう と 手 を ひき、 鬼 は 惡の首 を 地獄に つれ ゆかう と 乎 をと る。 つ ひに 地藏と 鬼と 奪 ひ 

合 ひながら、 地獄 極樂の 境にまで 來る。 閻魔 王來 つて、 この 舌 を.^ かう とする が、 何分 一身の 事と て 詮方な く、 か 

りに 娑婆に 歸る事 を 許す。 惡の首 は、 この 夢から 一念 發 起して、 鎭鬼道 人の 敎を うける。 逬人は 小槌 を 以て 惡の首 

をう つ。 いっか その 首 はしな びお ちて、 善の 首 は 益々 誠の 道に 入る。 

京傳は その】 予に 於て いふ。 一身に して 二心 ある 人、 おこれ を II に うつさば、 兩頭雙 首の 禽獣に ひとしく 見に くき 
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形容た らんと。 けれど その 醜態 を；； 小す 事に よって、 敎訓 めかし、 心舉 めかす の は、 彼に 於て は、 畢 竞附烧 匁に 過ぎ 

たかった。 彼 は、 一身に して 兩 頭の 相 爭ふ 姿の を かし さ を 描けば よかった。 要は^ 組の 面白さに ある。 こ、 にさう 

斷 一一 一一 〔し 得る 理由 は、 「善 惡 ng^」 をと りて 彼の 十二 华 前の 作 r^l 扮接銀 煙管」 と 比^の 上で ある。 

r 扮接銀 煙管」 の 畸形：： 儿は 男女の 兩頭 である。 名 を 小野簋 歌字盡 から^じ 出して 娣之 介と よぶ。 獵 師の蒌 が、 みる 

M かぐ 鼻 を养 むと 夢み て^んだ ものである。 これが 後に、 半 夏に うまれた からと て、 お を 半 兵衛、 女 をお 夏と 改名 

する。 江 戶へ來 て、 ^は 聲色づ かひ、 女 は 長唄の 藝者 となって 暮 して 居る 程に、 半兵衛 に はお 千代と いふ 女が 出來、 

お 夏に は 淸十郞 とい ふ 男が 出來 る。 二つの 首 は 相談 づ くにて、 一夜が はりに おのが 戀 人に 遇 ふ 事に きめる。 けれど， 

半お 衛が 我儘で、 自分 一 人逄 淞を樂 しむ^から お 夏の 腹 立と なり、 喧嘩と なり、 つ ひに 心が わかれわかれに なり、 

乘合 舟の 氣取 にて 不自由な 身と なる。 かくて 一 一 つ の 竹 は、 いっそ 死んで 未來は 閻魔 王に お 願 ひして 一 一つの 體 にたら 

うと、 お 千代、 淸十郞 共々 相談して、 體 は：：： 人、 (H は 叫つ の 道行と なる。 半^ 衛の に はもと より^ 蚝が かけられ 

て 居る。 いざ 心中と いふ 折から、 長 崎 下りの 和 蘭 流の 首つ ぎの 名人が 通り か、 り、 その 死 をと^ めて、 疮^ をす 

る。 半^ 衛の 首を切って 死人の 體 につぐ のであった。 こ k に、 半兵衛 とお 千代、 淸十郞 とお K の 二 紐の 夫婦が 出來 

上った。 

この 趣向 は、 ER 女と 善悪の 區別 こそ あれ、 繳の 上で は 殆ど： l じ ものである。 ^悪日 記に 於て、 閻魔； 土が， 兩 頭の 


者 を 見た きの 詞 寄に、 みる = かぐ 舁が 見たなら 養子に 欲しい とい ふで あらう と ある。 そのみる U 力ぐ^ を、 夢に 見 

て 嫂 之 介 を 生む と ある。 しからば その 思 ひっき は、 すでに 十二 ギ 前に 存 して 居た。 また その 繪 絍を兑 ようか。 お 千 

代が 半 丘 ハ衛の 手 を ひき、 淸十郞 がお S の 手 を ひく 場面 は、 あの 地藏と 鬼との それで ある。 二人の つかみ 八；！ ひのお f- 

ま、 さながら 同じ様に、 また 不和と なった 二人の、 一人 は 飯 を 食 はう とし、 一人 は 手拭 を 持って 居る 形 も その ま、 

である。 

して 兑れ ば、 京都 は、 善玉 悪玉の 趣向 をい くくり かへ し、 いく 染め^しした その^に、 この 舊作 をと り^して、 

かって は、 お 千代 半 兵衛、 お 夏 淸十郎 の 浮氣 話なる が 故に 喝釆を 得た 趣向 を、 今 流行の 心 に 染め かへ たもので 

あった。 十一 一年 以前に s ら 作り、 n ら靈 いた 舊 作の 繪 組の いくつか を、 その ま" に、 重 政の 手に 渡した ので あらう。 

いかに、 善玉 惡 玉の 趣， W が、 流行した 事で あらう。 流行の^に は 何事 を もな す をい と はぬ、 そこに 货^ 紙の 而 = が 

もす る 

六 

銀 煙管の 媽之介 は 小 野 篁 歌 字盡 から 案じ 屮= したと いふの を 知って、 さて 式亭 一二^の 作 「一一 一：^ « 訓^ 字蕴」 の题を 

兑る 時には、 誰も 一 一 者 の^に 何等かの 關 係の^ 在す る 事を考 へ るで あらう" 

お 千代 半 兵衛、 お 夏 淸十郞 は、 これにあって は、 おそめ 久松 であり、 お 梅 久米之 助であった。 おそめ は^ 勢の^、 

お 梅 は 日向の 者、 同時 刻に 死して 冥土に ゆく。 お 梅 はま だ 命數盡 きぬ 事と て、 娑婆に 歸 される 苦な の を、 门个 くも 鋭 
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達が 火 葬に したために、 おそめの 死體 を^り て 蘇生す る。 久 松の 喜び は 大方で ない。 しかし 姿 こそお そめ なれ、 魂 

魄 はお 梅なる ために 久米之 介 を 慕うて やまね。 漸く 事情が わかって 飛脚 を： y 向に 立てる。 久米之 介も來 る。 お 梅の 

親 夫婦 も來 る。 その 歸る さに、 親 同志、 戀人 同志の 體爭 ひ。 つ ひに 日向 者が、 悄然と 去って ゆく 時、 お 梅の 一 念 は、 

その 首に 凝 わかた まって、 自然と 伸び 出して 久米之 介と 共に ゆく。 

日向に 歸 つた 人々 は、 どうがな して、 お 梅の 體を ひきとらう、 それに は、 病氣 にして 伊勢 人 を らせ るが よいと 

考 へて、 無闇に 飮み食 ひ をさせる。 けれど その 考は あさまであった。 伊勢の 體も 苦しめば、 日向の 首 も惱み 出し 

た。 伊勢 は 伊勢で なほ 焦って その 首 ひきとりの 工夫 をす る。 氣 轉の醫 者竹齋 とい ふが ある。 それの 工夫に よって、 

鐵 分の 藥を H 向に迗 つて、 口に 啣 へさせる。 さう して、 磁石 を 尻に おしあてる。 日向の 首が するすると 勢 の^に 

を さまった。 日向から は、 とり 戻しの 訴を 殿様に 聞え あげる。 その 殿様のお 判き は 斯うであった。 油屋 のお 染が魂 

は 茶屋のお 梅な り、 叉 茶屋のお 梅の 體は 油屋 のお 染 なり。 ぉ染 はお 梅に 體を かし、 お 梅 はお 染に魂 を かし たれば、 

双方 かし 借の 出入な し。 油屋 夫婦、 茶屋 夫婦し めて H 人、 いづれ も 親に まぎれな く、 久松も 夫な り、 久米之 介 も 夫 

なり、 以來は 一 ヶ月 を 一 一つに 割り、 上 十五 日 は油屋 分、 下 十五 日 は 茶屋 夫婦 を 親と なし、 久米之 介 を 夫と なし、 双 

方 入れ か はりの 輪番 持。 當 分に 中よ くしたら ば、 家內 安全、 まめ 息才、 お 商 も 御 繁昌と 殿様み づ から 仰 わたさる、 

ぞ^ 難き。 

何とい ふ 馬鹿馬鹿し さで あらう。 これ、 三 馬が、 敎訓 物に 反抗して、 その 序に 貞女 兩 夫に 見えす、 忠臣 永々 の 深 

編 笠、 俱に ー對の 馬鹿 律義に して、 獨 娘に 婚八 人の 譬を 知らぬ 昔々 とい ひ、 また 敵 討 物 を 排斥して 江戶氣 の^ 様、 


敲討 のか たみを やめて、 喜 三 一 一 舂町傳 來の靑 本に くだけ 給へ と 一 部の 大意に 斷 つた その 筋 立であった らう。 

ぉ染 のお 梅 は、 久米之 介と 心屮 しょうと する。 久松も あとお ひかけ る。 おそめと お 梅が 二役つ とめた 同行 三人の 

道行。 道 傍の 石の 閻魔 王 の^げ にて、 女の すべて を 半分と し、 その 半身 を左甚 五郎に 跳へ、 また 竹齋 の妙藥 にて 繼 

目 を 補 はせ る 事と なり、 お 梅と お 染と各 一人前の 體 となって、 あらためての 婚禮 に、 めでたく、 事 は を はる。 

これ は 「銀 煙管」 の燒 直しでなくて 何で あらう。 その 「§g 戀淵 もやいの 首 丈」 の淨 瑠璃 は、 これに は、 「古 小袖 

比翼 三紋」 とか はった に過ぎない。 磁石の^：: なほし は 京傳作 「狂言 末 廣榮」 の 模倣でなくて 何で あらう。 竹の 綺 組の 

幾 枚 か は、 殆ど その ま、 に 惜り來 つた ものである。 然も 三 馬 は 狡猾で ある。 明の 李 卓 吾が 山屮 一夕話 を兑 るに 桐 域 

女の 條 下に 至り、 ひとつの 趣向 をた くむに、 我 邦 梅塢散 人が 婦人 やしな ひお に兑 えし^ 勢 や 口 向の 物語に 彷彿たり。 

和漢 一 雙 の奇々 怪々、 おもしろく 覺 ゆるま まに、 是を淨 瑠璃のお 染久 松、 お 梅 久米之 介が 事蹟に ひるが へし、 又 八 

文字 屋の 竹齋 物語に まじへ て 例の 草紙に っビる 云々 と 陽に ことわりながら、 つ ひに 一言半句の 末 廣榮、 また 銀 煙 脊 

に 及ぶ ものがない。 何等の 狡猾で あらう。 

しかし、 善玉 惡 玉の 趣向の 變化を あとづける 時、 この 作 はまた 重耍 なる 位置 を 占める。 いふまで もな く、 それ は 

繪 工夫 を 主としての 1 一一 n である。 今、 これ 等の 關係 を阖を 以て 示す と 斯うで ある。 
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a 雜 天道 大 福 帳 

b  心 學早染 草 

c  g 卿 驢 四 人 詰南片 傀儡 

d 1 | 鬼 殺 心 灼^ 

o  ^  § 扮接銀 煙管 

f 兩頭筆 善 惡 日 記 

g  ,ノ  51 嬲訓 歌字盡 


： 入 明 六 年 

^政 二 年 

宽政五 年 

宽政八 年 

HS  1^1  ノ年 

^政 十 1 年 

文化 二 年 


一事の 加 ふべき ものが ある。 三 馬 はこれ より 先、 享和 ニ^に 「s 綿 溫石奇 效報條 J を 作した。 ^に e、  f に© 

ぐ ものである。 要は 綿溫 石の 效 能から 一 體 八 身の 赤子の 誕生の 趣向で ある。 京 傳の校 倣 作で ある。 しかも、 最後に 


於け る 八 身の 分離の 如き、 勿論、 ^傅の^ 工夫 を 襲 ふに 過ぎなかった。 

七 

S 政 八 年、 京 傅 は 「人心 鏡お 繪」 を 出した。 これ も 例の 心舉 物に 嵐す る もの。 彼 自ら 解して いふ。 或は 照り、 或 

は 曇り、 鬼も佛 もうつ せば うつる、 胸の 鏡の 善 惡邪正 を 竹の 筒から 振り出す、 譬喩 方便の^ 液より 思 ひついた るの 

ベ 鏡、 出して 寫し て讀 本より 手が るく わかる 稗. となし、 人心 鏡 寫繪と II 题 する 事し かりと。 この 作の 趣向 は、 共 

人の 言行と、 その 心と に表裘 ある 事 を 示す にある。 虱が 鳴いたら、 外聞の 惡ぃ 事で あらう が、 鳴かねば こそ^ は濟 

む。 人の 心 も その 様が 胸の 鏡に うつる ものなら 其體は あさましから うが 凡夫の 眼に は 見えない ので^ は濟 む。 しか 

し神佛 や、 天道のお 目から は善惡 邪. 止.、 此の 繪の やうに あきらかに 見える とい ふ、 その 繪と は、 たと へば、 今 を 借 

りる 人の 胸のと ころに 鏡 を 示す 小判形の 輪の 中に、 地銥の 姿が 描かれ、 返しに 來た その 人のに は 閥魘が 描かれ、 ^ 

主のに は、 小判の 母が 小判の 子 を 産んだ 樣が 描かれ、 茶 を逑ぶ 下女のに は、 船 を 漕いで 居る 姿が 描かれて おろが 如 

きもので ある。 善玉 惡 玉の 對立 は、 今や 人と 心との 對立 となり、 その 趣向 は 一 傍系 をな す。 さる にても 鏡寫繪 の 末 

紫に 於け る繪組 こそお もしろ い。 机の 前に 坐して 扇パ チパチ と 呜らす は 京俾。 その 鈸に は、 煙草 入资 る^が うつる。 

その 繪 解の 詞 にい ふ。 

京傳が 胸の 鏡に は 煙草 入 店の 體相 がう つり、 當年 は^して 新 物品々 ござり ますから、 何卒 相變ら すお 求め 下さ 

れ ませう とい ふ 口上 をのべ、 どうぞ 煙 苹入を 一 つも 餘計寶 つて 親 兄お を 心よ く はごくみ たいとい ふ 乎 前 勝 乎な 
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姿が うつる。 

京傳の 黄表紙の 例と して、 卷 尾に 附 する 廣吿が 巧に 利用され て 居る。 けれど、 京傳 のま こと の 鏡に うつる もの は、 

それで はなから う。 か、 る 繪組を 案出し 得た とい ふ 自慢の 鼻 うごめかす 姿で あらう。 まして や、 明德の 鏡、 方便の 

© の 粉、 正直の 水銀 を もって、 胸の 鏡 を 磨き、 惡 しき 姿 をう つす ベから すなん どの 戒の 文句 は、 た^ 鏡の 外た る あ 

だ 文句で あらう。 傍系に 屬 する 鏡の 影 物の 一類の 如き、 皆が 皆まで 繪の 趣向 もて 凝ぎ 合って 居る 事 はいふまで もな 


人と 胸との 對立 は、 やがて 虚と實 との 對立 となる。 寬政 九^の 作， r 虚生實 草紙」 がそれ である。 男が， 女の 酌で 

い、 氣持 になって aw る その後に は、 櫸褂の 女の 一人 は靱を ふりかざし、 一人 は 斧 を ふりかざして W る。 これ は 女 は 

男の 命 をた つ 斧な り、 身 をき る剁 なりと いふ 意 を 繪に現 はした ものである。 けれど、 「實 草紙」 に 於て は、 また 冈 緣 

因 粜 の 姿 を も 繪に現 はす。 定九郞 に は、 天道が 雲の上から 禍の玉 をつ るし 下げ、 勘 平に は 五十 兩の 福の 玉 をつ るし 

下げる。 しかも、 勘 平が 切腹せ ねばならぬ 理. E を 示す ために、 怫が、 因 緣の絲 ^をめ ぐらして 居る 如き は 其 一例で 

ある。 w に 見 か はす 若き 男と 女との 足 もとに 縟る 赤き 紐 をパ下 老人の 結び 合 はして 居る が 如き は、 共 一例で ある。 

か k る 善悪 表裏の 姿、 また 之れ 等の よって 來る譯 の 姿 はまた 新しき 工夫 を 得れば、 影繪 にう つる 姿と 變る。 翌十 

年の 作 「兒訓 影 繪喩」 にう つし 出された ものが、 それで ある。 


さきに、 斧 ゃ劎を ふりあげた 女 姿 を兑 たお 女歡會 は、 影繪 として は、 女の 骸骨 姿が うつり、 胸の 鏡に 地藏 と^ 縻 

をう つした 借りる 人と 返す 人と は 影繪に 於ても 问じ 姿が うつる。 定九郞 の 影繪に は、 燈と 蜻蛉と がう つる。 飛んで 

火に 入る 蟲の 心で ある。 みえ 坊の藝 子 狂 ひの 影繪に は、 無 間の 鐘う つ 姿が うつる。 

京傳 は、 この^ 趣向 をば、 いかに 仰々 しく、 心擧 めかし、 古典め かした 事で あらう。 いはく、 天逬の 明なる 炝を 

もって 照し うつす ときんば、 人 問 萬 事の 異形 を あら はすべし、 豈 怖れつ、 しま ざらん やと。 またい はく、 莊子齊 物 

論に 罔 雨と^と の 問答 を 載たり。 罔！ S は 影のう ちに また かげの 如く It きもの ある をい ふ。 今予が あら はす 影 繪の喩 

へも是 に 相似たり。 卅 1 の 人善惡 表裏の かげ ひたた ある 事 を 示め す而已 と。 

影 繒喩の 影^ は、 各 右の 上の 方に 一 寸餘 とニ寸 足らす の 欄 内に 描かれて ある。 この 綺絍を その ま k に 蹈^ したの 

が、 共 翌^の 作 「京 傅 主 十六 利鑑」 である。 これ は櫊 内に、 阿羅漢の 像 を 描き、 これ を 人 II の 世の いとなみに 翻し 

たもので ある。 しかも、 尊者の 文字 を 代へ て損老 とした。 損 は 損得の 損です ベて 人 は 一心の 持ち 様に て 一生のう ち 

には大 なる 損の ある 事 十六 を かき 槃 めて、 それで は 損 者、 これで は 損 者と. 斗ぢ かく 子供 衆に も わかる 様に、 たと へ 

をと りて、 その 理を 知らし むるな りと 作者 は說 く。  . 

欄 内に は 爪に 火 を^して 居る 阿羅漢が 居る。 慾 連 損 者で ある。 攔 外に は、 藏 前に 老人が^ をして^ る。 その^" に 

は、 女房、 息子、 娘、 番頭が 居なら ぶ。 ル" 一 様に 異様な 盜人 頭巾 を 戴いて 居る。 慾^ くして 今 もな ほ 金の 希 をして 

居る 老人の 眼に は、 これ 等 はすべ て盜 人との みう つるので あった。 憫內に は 酒の 通 を 手に して 眺め^る 阿羅漢 力 あ 

る。 借 越 損お とい ふ。 欄外に は 淵の 中に 身 を 沈めて K る 夫婦が 居る。 淵 は 借金の 淵で ある。 借り越し^のう き= を 
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示す 0 であった。 その他、 は P. 氣損 者、 邪見 拫者、 遊 者 損 者、 短 氣者損 者の 類 これで ある。 

か、 る^ 趣向 は享和 三年の 「^飾 裡象^ 見通 坐 敷」 に 於て、 またく り 返された。 たと へば、 攔內の 掌に 筋め かして 

厶り 升スと 書いて、 狂言の 筋と 題し、 欄外に 芝居小屋の 光景 を 描く が 如きが これで ある。 .馬 琴の 作 「世 諺ロ钳 おば 

,恥」 も s じ 趣向に 屬 する。 衣裳 雛 形 を かき、 それに 無地 情なし 木綿、 紋所 ひっこ ひの 抱の ぼり と题 した 攔 内 に對し 

て、 藝 子に 抱きついて 居る 野暮 客 を 描く の 類で ある。 しかし、 今 はこの 類の 趣向に 關 する もの を兑 すて"、 また 鏡 

の 影 物なる 一類に かへ る。 

「假名 手本 胸 之 鏡」 は 「十六 利鑑」 と共に 十一 やの 作。 この 繪は 丸形であった。 その 鏡 を 示す 丸の 中に 描 力れ たの 

が 假名 手本 忠 R 藏の 狂言の 姿で ある。 序にい ふ。 この 草紙 は 狂 一 W を 鏡の 表と し、 その 道现を 鏡の 裏と し、 それ を 総 

にう つし、 表裏 合せて、 其 本意 を 知らし むと。 かう いふ 作意 はいくく りかへ しされた 事で あらう。 定九郞 の 如き は、 

何かとい へば 利用され たもので ある。 して 兌れば、 忠臣蔵 を 通じて、 丸形の 鏡の 屮にを さめた 點に 於て、 繪 組の 新 

しさ を 贳 すべ きで あらう か。 

か、 る 鏡の 工夫 は、 一 轉 して、 GE 鏡の 工夫と なる。 「假名 錢神 問答」 の 放蕩息子 目前 屋理兵 衛は造 錢笳に 於て、 古 

錢人 共に あ ひ、 錢の 遠目 鏡 を かりて、 錢の 德の贵 さ を 知る。 EZ 鏡に うつる 所 は、 すべて 夢の 圖の 様に、 理兵衛 の 胸 

から 廣 がる。 否 胸から 廣 がった のでなくて、 胸に を さまる 事、 ^^した 事 を 示した もので あらう。 そこに 描 力れ た 


旅人 は錢を 穿いて 行き、 初 鰹 も、 飛行船の 战に、 錢の 羽根あって 飛ぶ。 短 氣な人 も 金で 面 を 張られて、 腹 を 立つな 

く、 屯の 様な 姑 も、 持參 金を^に かけて W る 嫁に はお 給 什 をす るので あった。 

现兵衛 は、 「心舉 1. 染草」 の 理太郞 と S じ 者で あらう。 理兵衛 が 金 錢の德 をお つた 後の 蔵の 前の^に は、 小判が 小 

判 を 産んで 產湯 をつ か はして 居る ところが 描かれて W る。 岡 は 「人心 鏡寫 鏡」 の金货 人の 胸の 鉸に うつれる もの を 

廓 大したに 過ぎなかった。 錢の 銃に うつる 本藏の 贈賄の 姿 は、 「假名 乎 本 胸 之 鏡」 に 於け る 利 慾， の 鏡に うつる 姿 その 

ましであった。 

何とい ふ燒 直し 染め か へしの 趣向で あらう。 

錢神 問答 出 板の 後三年、 「裡 家^ 兌 通 座敷」 出 板の 同年、 享和三 ハキに は 「分解^ 胸屮 双六」 の 作が ある。 

その 發 端に いふ、 顔 かたち は 同じ様に 見 ゆれ ども、 高き あわ、 賤 しき あり、 智愨 ある あり、 愚なる あり、 よき 人 

あり、 惡 しき 人 あり、 すべて これ 问 じから す、 もし 人の 心に 道中記 あらば はづ かしき 事なら す やと。 

それならば、 この 作、 何故に^ して 分解 逍胸 中道 または 胸屮 梁內 とい はたい ので あらう。 「貧，  1 兩道近 中 之 記」 ま 

たは 「f^ 悟道 迷 所獨^ 內」 と 同じ^な 命名 を とらなかった らう。 しかもな ほ 双六と いふ 现は 如何。 卷 末に 附 した 賫 

込 土間 双六 また 人 ii 萬 事 道中 双六の 如き は、 ほんのい ひ譯 に過ぎない。 作^ は、 明に 北 ハ现由 を說 いて 居る。 

此 双紙の 畫は 胸の 鏡の やき 直しに て、 双六 煎餅が 腹に つかへ、 双六 齒 磨の 袋 を腹掛 にした 様な 名 なれ ど、 た^こ 

じつけ の 名所 舊蹟 が此 双六の 御馳走 さ。 

名所 舊蹟の こじつけと は、 小 田 原 をもぢ つたむ だ 腹の くだりに、 
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むだ 腹 をた てる はさり と はう いらう 名物な り。 猫に ひかれて 鏗 のた、 きのめし あつくな つて 簡は梅 づけも^ る 

たり 云 々 

とい ふたぐ ひで ある。 繪の燒 き 直しと は 胸の 鏡の 鏡に 代へ るに、 双六 緣 Q 一  つ 一 つ を 以てする ので ある。 鰹 をく は 

へ て 逃げる 猫お ひかけ る^の 胸 から^へ かけて、 例のう いらう の 店 前 を 見せた 小 田 原の むだ 腹の 11 が ある。 この 繪 

の 趣向 は 八 年 目に して、 またく りかへ された ので ある。 しかも， なほ 人々 は、 この 趣向 を ふる 奐 しとい はで、 新し 

と 喜び、 珍しと M ハ がった 事で あらう。 黄表紙なる もの 大方 斯 くの 如きで ある。 「堪忍袋 緖ダ 善玉」 の發 端に 於て、 京 

傳が n 十染 草の 三 編 を 出す 事の 不可なる. e をい ふ 時、 蔦屋の 主人が これ を駁 した 言葉 こそ、 きくべ きものであった。 

先生 未 天地の 大 いなる， S を 知らす、 ゆく 出の 流 はたえす して、 しかも 昨日の 見物 は、 今 n の 見物に 非す、 高麗 

屋が 幡隨長 兵衛、 訥 子が賴 兼、、 半 四 郞 が七變 化、 政 太夫が 鬼 一 法服、 幾度しても 大當 せし なり， なん ぞ 不可な 

りと せんや。 

かゝる 理由の もとにく りかへ し、 染め かへ し、 燒 直さる、 黃表羝 の 一端、 喜 一二 二の 「天道 大福帳」 から 出で \、 つ 

ひに 三 馬の r 嬲訓歌 (十 盡」 に 終る 一類、 また 「心舉 M 染ゃ」 から 分岐して、 「人心 鏡 寫繪」 から、 「分解 逬胸巾 双六」 

に 至る 間の 鏡の 趣向の 一類 を^ぎ 來れ ば、 まづ 斯う も あらう か。 もし 更に また、 鏡の 趣向、 影の 趣向 を遂 うて、 一 

轉 化した もの、 或は 京傳の 作の 埒の 外に 出で \ 他の 作者が 案じた る もの、 たと へば、 馬 琴の 「^兼 珍紋 H 彙」 の 

頸の 系充を 討ね るに は、 あまりに 頌 しきに 過ぎよう。 まして や、 一 々に繪 を 伴 はすして、 繪の 趣向 を說 くの 烦 しき 

に甚へ 得ないで あらう。  (大正 十四 年 M 月 「版 靄禮 讚」) 


山 東京 傅 ，乙 黃 表 紙 


「日本 文舉 聯講」 の 旣刊の 分が、 どれ も國文 擧ラ. チォ 講座の 講演 を 基礎と して ゐ たのに、 今度の 分 だけが、 ラ.， チォ 

と 無關係 だとい ふこと は、 わたくしの 題目に とって 甚だ 都合が よかった。 黄表紙と いふ 以上、 作者が 京 傅で あらう 

が、 春 町で あらう が、 また 一 九、 三^で あらう が、 その 作の 全 內容を 耳からの みで 傅 へられる 性贯 ではない。 さし 

繪が あるの が江戶 時代の 小 說の刊 本の 常で あるに せよ、 黄表紙と なると、 どの K にも 繪が あると いふより は、 文章 

は繪解 だとい つてよ い 程に、 文章と さし 繪が 主從關 係を顚 倒して ゐる變 態な、 別格な 代物で ある。 されば、 黄表紙 

よりも、 もっと、 繪と 総との 關 係が 緊密な 聯絡 を 保って ゐる 合卷、 すな はち 黄表紙の 後 身、 例せば 種彥の 「條紫 s 

合 源氏」 の やうな ものに なると、 しばしば 說明附 きの 活動 寫眞 にさへ 喩 へられて ゐる。 この 比喩が 甚だ 巧 だ、 とな 

ると 黄表紙 はさし むき 幻燈 だ。 さう いふ 性質 を 所有す る 黄表紙で あるから、 その 說 明に 當 つて は、 ラ. チォ より 幻燈 

の 助 を 藉 りる ことが、 どうしても 恰好 だと 思 はれる。 

現に 江戶 時代に も、 黄表鈹 全盛の た r 中に も、 そこに 着眼して、 赤本、 黑本、 靑 本の 變遷 から 黄表紙の 推移に 就 

山 東京 ！！i! と 黄表轵  三 八 九 
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いて 說 明した 岸田杜 芳の繪 草紙 年代記が あった。 天明 三年の 出版で ある。 

しかし、 この 書は單 なる 繪 草紙 （I 赤本、 黑本、 靑本、 黄表紙、 合卷の 總稱、 一 に草雙 紙と もい ふ、 尤も 草雙紙 

に 廣狹の ニ義が ある、 これ は 廣義の 場合。 狭義の 場合 は 合卷を さしてい ふ I の 歷史の 書で ない。 そのもの がすで 

に 一 編の 黄 表 銑、 小 野 小町と W 位少 將の戀 物語 を 主題と した 戯作で あるが、 その 筋の はじめ を 赤本の 畫 風と、 赤 木 

作者の 口調で 書き 起し、 漸次 黑 本から， 靑本 へと 筆 をす.^ め、 更に 黄 表 瓶の 畫風 文調に 進み、 最後 を その^の 流行 晝 

家政 演の畫 と、 杜劳 みづ からの 地の 筆 癖で を さめる。 丁度、 幻燈 式說 明で 繪 草紙の 變遷を 具體 的に 示した わけで あ 

る。 その 政演 とい ふの が、 實は京 傳の畫 名であった。 京傳 はま づ 黄表紙の 畫家 として 世に立ち" 後に 黄表紙の 作 を 

なす やうに なっても、 永く 畫 家と 作^と を 並行 させて ゐ たので ある。 

「繪 草紙 年代記」 は 趣向と して は、 なかなかに 面白い。 た^ 難 は繪^ 紙の 變遷 を說 いて 朱 だ 精し からぬ 點 にある。 

^^1  ー1  くさき- フし こじつ は 

そこで、 增補 やら、 模倣 やら を 一纏めに した 式亭三 馬の 「§1§ 稗 史億說 年代記」 が 出版され た。 享 和ニハ ヰの ことで 

ある。 この 題材 は 角 書に すでに 明で ある やうに、 鉢 冠姬の 物が たりで ある。 それが 杜芳の 原作と 違 ふだけ で、 全 體 

の 考案 は 全く 同じで ある。 尤も 一 一 著の 問に 繁簡の 差の ある こと はいふまで もない。 

これ 等の 書に いふと ころ は、 今日から 兑れば こそ、 幾らかの 誤謬 も 指摘され るが、 兩 著者の 態度 はかなり の眞劍 

味 を 有って ゐた。 それならば、 何故に その 說明 にこの 戯作の 體 裁を藉 りたので あらう か、 あの 趣向の 上に 立てた の 

であらう か。 具 體的說 明と いは^い ふ もの、、 或は この 趣向の ために、 體裁 のために、 どうやら 說 明が 散漫に なり 

はしない か。 それ どころ か、 それ 等の 曰の 黄 表 羝の讀 ^だち は、 あの 戯作の 蔭に なって ゐ る^ 著者の 研究 發表 を： M 


づ かすに しま はたかつ たか。 ヶ ならば、 莨-止 面から 櫞 草紙 變邀 おとか 雙紙 5. 、 とか 銘 うって か、 らう もの をと、 い 

さ、 かの 疑問が 起る。 疑問 は その 3； の 悠長た 世相、 少く とも 黄^紙？ H 者圈に 於け る のんきな 空氣を 承認す る ことか 

ら、 いっと はなしに 解決され る。 

今；！： ならば、 此の 態 应 がどう の、 あの 乎 法が かう の と、 齒に衣 着せす に^ 値評慣 をす るで あ らう 黄表紙 批^^ は、 

一 々役^の 評判記に 凝うて、 位附を 定め、 そ の # 架 S で 月 口： をして ゐた。 硏究 も、 穿 懸も 遊びの 巾で 發^ しょうと 

する 悠長な 世の 相 は、 この 一 ， からで も 推測され よう。 

江戶 時代の 文舉 は、 時に 多少の， 化 はあり、 推移 は あるに しても、 悠長と か、 のんきと かに 屮心 になって ゐる。 

この 屮心點 を 忘れて は、 とても 理解され る 苦がない。 いかたる f 類の 作品 も、 今の 世の せ、 こまし さ、 テンポの 平 

さ をき 準と して 考察 さるべき でない。 とりわけ 黄表紙の 埸 合が さう である。 これ こそ は 悠長、 のんき を 考 祭の 第一 

條忭 とする 必要が ある。 いな、 荧 表紙 こそ は、 江戶 時代の 悠長、 のんき そのもの、 象徴で あり、 權化 である、 と は 

なければ ならない。 . 

それならば、 黄表紙 を^く 悠長の 性 ぼ、 のんきの 程度 は どんな もので あらう か。 それ をき へる に當 つて、 極めて 

便利な 參考资 料が、 近顷 の 新 閒小說 のさし 繪の 屮に现 はれて ゐ ると、 少く とも わ たくし は 注意し てゐ る。 たと へば、 

谷 崎 潤 一 郎 氏の 「蓼 貧 ふ蟲」 に 於け ろ 小出桝 ^氏の さし^、 十 一谷 義三郞 氏の 「時の 敗殘 者」 に 於け る 木 村^ 八 氏 

のさし 繪、 E 屮. ー贝 太郞 氏の 「旋風 時代」 に 於け る 河 野 通 勢 氏の さし 繪に は、 從來の ものに ー寸考 へられたい 特 相が 

あるかと 思 ふ。 どこか 廣ぃ 意味で いふ 草雙紙 趣味と もい ふべき ものが 漲って ゐる。 といって、 泉 鏡 花 氏の 「山^ 評 

山^ 京傳と 黄表紙  三 九 一  . 
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判 記」 に 於け る 小 村雪岱 氏の さし 繪とは 勝手が 違 ふ。 雪岱 氏の は 狭い 意味の 草雙羝 すな はち 合卷 のさし 繪、 或は こ 

れと 幾分の 交涉を 有って、 多少の 變 化が ある 人情本の さし 繪の ある ものと 見るべき であらう が、 佾重、 莊八、 通 勢 

氏 等の は、 合卷 より 溯った 黄表紙の 味と 兌なければ ならない。 まづ 一例 をい へば、 「旋風 時代」 のさし 繪に、 一本の 

樹を 描いて、 その 枝槳を 本文の 文句の ちらし 書きで 現 はした の もあった。 どうしても 末期の 黄表紙の 繪組を 聯想せ 

ねばならない。 それば かり か、 畫家 がさし 繪の餘 白へ、 いや、 餘白 どころ か畫を 書きつ ぶす といっても よい 程のと 

ころへ、 歷々 しく 小說の 原稿の 屈き 方が 遲 くって 困る と 書き込んだり、 かう いふ 記事で は • 人物の 動きが 少 くって、 

繪が描 きづら くって 困る と 書き入れ たりして ゐる。 あの 黄表紙の 中に、 作者と 畫 家との 樂屋 ばな し を さらけ出して 

愛嬌に して ゐる もの を、 今の 洋書 家が 立派に やって ゐ るの だ。 作者と 晝 家と 板 元との 魂膽 ばな し を、 その ま ゝに作 

の 趣向にまで する こと を 許す のが 黄表紙の 特徴の 一 つで あるの を、 これ 等の 人々 は 板 元 を 新閱の 編輯 局と 呼び かへ 

たま ゝで、 昭和の 今 H に 於いて 行って ゐ るの だ。 何が さう させる か。 さう させる ものが 黄 表， 紙の 發 生と 發 達の 裏に、 

うしろに あ つた ものと 交涉を 有って ゐ るか。 わたくし は 相 通す る ものが あると 考へ てゐ る。 

これ 等の 畫 家が 作者と の 問 に 私的 交際 の ある こと も、 寮 家が たにの 畫家 でな くして 作者 氣分を 多分に 有 つて ゐる 

畫家 である こと も、 さう させた ので あらう が、 より 多く それ 等の 作と さし 繪が 載せられる のが" 同じ 新聞紙で も 夕 

刊 であると いふ ことに、 多大の 原因が あり はせ ぬか。 夕刊 は 朝刊に 比べる と、 や \ 悠長 味が 伏在して ゐる やうに 思 

はれる。 その 悠長 味が、 この 霰 家の 戯れ を 許容す るので なから うか。 

それにしても、 夕刊 はつひに 新 閒 である。 今朝の 朝刊 を 承け、 明日の 朝刊 を控 へ、 明日の 夕刊に さきだつ もので 


ある。 依效 として、 今の 世の 慌 しさが あり、 スビ— ドが ある。 霰 家が いかに 黄 表 弒氣分 を 出さう としても、 0 らの 

制限が ある。 これが せめて、 月刊の 雜 誌であって、 S 家が 作物 を讀ん で、 その 屮 からさし 繪の構 n を^ じ W す餘裕 

と、 組版に いろいろの 注文 を 與 へる 餘裕 とが、 時^ 的に ゆるされる としたな らば、 決して 今の やうに * 小說の ー攔 

に ー圆 のさし ^といった 風な 雜 風景で を さまる わけで なから う。 こちらの 隅に 見お くる 人物 を 立た せ、 中 ほどに 背 

景を 見せ、 あちらの 隅に 兌 か へ る 人物 を 現 はして、 その 問に 活字 を 組み込む とい ふ ほどの H 夫 を 兌せ るで あらう。 

よしんば、 繪の 筆つ きと、 今の 活^の 字形との §1 の 不調和に 難 は あるに しても、 さう した 結 * が、 はじめて 通 勢 氏 

等の 期待す る ものに 近づかう。 そして、 いよいよ 黄表紙ら しくなら う。 

そこへ ゆく と、 黄表紙 時代 は のんき だ。 叫 n の 編 料 もない、 印刷 もない。 黄表紙の 出版 は^ 年の 春の はじめ だ。 

出版までに、 ほに 一 ケ 年の 餘裕が ある。 畫 家と 作者との 相談 はどうに でもなる、 印刷の 上の 工夫 はどうに でも 附く。 

しかも、 黄表紙の 場合で は * さし 繪の 案まで が 作^に よってな された。 作者 は 下繪を 描く、 畫家 はた^ それ を淨寫 

すれば よかった。 さう でな くと も、 赘家は 作^の 指定に 從 つて 描いて ゆけば よい。 たまたま 作者の 工夫の つかぬ と 

ころ を、 その 顿み によって 描き 足して やれば よかった。 この 作者が 畫家を 兼ねる といって よい ほどの 條 件が、 なほ 

た ほ 黄表紙の 文と 繪 との 關係を 複雜 にさせ、 辂の 趣向と 作の 趣向と を錯粽 させた。 その 錯綜が ますます 悠長 味を發 

揮して、 讀 むお、 見る 者 をして、 ふんだんに 笑 を 催させた ので ある。 この 點は どうしても 八；' の 夕刊 新 lg の 小說欄 か 

ら は 受 取られる 筋合 でなかった。 

しかも.. それ 等の n の 黄表紙の 讀^ は、 この 作^: が 來年は どんな 趣， M を 凝す だら う、 あの 作^が どんな 倾 ，M に趨 

m 來京 傅と 黄表紙  三.^ 三 
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る だら う、 どんな 笑 を將來 する ので あらう、 と心靜 かに 一年 を 待ち 構へ、 待ち 鉈び た。 どうしても 今 口から はしか 

と考 へられない 程の のどか さであった。 

そのの どかさの 最も^ しい 例 を、 京 傅の 黄表紙から 拾って みると" さし 常り r3f | 奇專 中洲 話」 などが^ 好 

の もので あらう。 これ は 中洲の 假宅を 舞 辜： にして、 荻 野 八重 桐と 三 浦屋高 尾の 中洲に 緣 ある 話 を、 梅 川忠兵 衛に^ 

せた のが、 筋に なって ゐる。 ところが 本筋に 入る 前の 見開き 三 丁の 繪は、 ま づ梅川 忠兵衛 の 記憶 をよ び 起す ための 

道 其に なって ゐる。 たと へぱ、 屛 風の 中には 梅 川が 忠兵衛 に 寄 添って ゐる" 屛 風の 外に は 八 右衛門が 忠兵衛 の羝入 

から 印判 を拔 いて ゐる、 さし 繪の 書き込み は、 すっかり 讀 者の 心 持で 出 來てゐ る。 「どれ 見せな、 おつな 本 だの、 此 

屛 風のう ちに ゐる は 高麗 屋 に似て ゐて忠 の 字が 付て ゐ るから、 大方 飛脚 屋の 忠兵衛 さ， こちらの 女 郞は濱 村屋と 

いふ もので、 梅と いふ 宇が 付て いるから たしかに 梅 川 さ、 早く その 次ぎ を 開けな」 とか. 「そんなら 此 敵役 はさ しづ 

め 中の 島の 八 右 衛！： で ござり やせう。 色男の 紙 入 を 盗んで、 中の 印判 をせ しめ、 うまい うまい とい ふ 顔 をして ぉリ 

やす、 憎らしい ね」 と 書いて ゐる。 また 書き込み は讀 者の 階級 を ほ^ 豫定 して か、 る。 「これ 兌た、 此女郞 はいつ 

そ、 いやらし くして ゐる わな」 「此 色男 はいつ もお 口 へ まゐる 小間物屋 に似てお ります」 これ はお 邸の 女中 方と して 

の 一 一目 葉で ある。  . 

京俾 はもと より 讀者 をお 邸の 女中に のみ 制^して ゐ ない。 梅川忠 兵衛逍 行のと ころ (第一 圔) の 書き込みが、 他 

の 護 者 階級 の 豫想を 明に する。 

どっこい、 こ、 は 梅 川と 忠兵衛 が逍行 だ、 こいつ は 富 本の 淨瑠谜 で 誰も 知って ゐる ところ だ。 廿 a 餘 りに 四十 


兩っ かひ * して 二分 殘る、 かれ も ほむ や はっせ 山、 と はよ く 害いた 文句 さ。 この^: 瑠璃 は I:i 前が よく^り まし 

たよ。 この 時分から 兑 ると、 高攛屋 もめつ きり 年が寄りました。 これ さ、 もしお 孃 さん、 そんね へに 唾 を 付て 

お開け 遊す と、 あとが おつか ひ 物に なり ませぬ。 一寸お よし、 およし 

讀 者の 階級 は いづれ にもせ よ、 作者 は、 それ 等 を 作 中に とり 入れて しまったので ある。 丁度 その 顷兑物 席 を その ま 

ま に 舞 棗 に 延長す る 芝居が あつたのと 问じ 事で ある。 

それならば、 今の 新聞 小說 のさし 繪の 傾向 は、 それ 等の 歌舞伎と ある 點に 於いて 一致して ゐる 新興 钊の^ 姊ー： お 

だ。 そこに は 觀容を その ま、 に 舞 臺の群 奥. と 兌る 場面が、 しばしば 演ぜられて ゐる。 

これ だけの 話 を前遛 にす る こと を必耍 とする 京 傳の黄 表弒 である。 黄表紙と い へば、 どれ も 同じ やうな 悠長 その、 

ものである にしても、 その 中へ 入って 見 ると 悠長 の 度合 の 關係か ら、 作風 に少 からぬ 變遷 推移が 兌う けられる。 とこ 

ろで、 京 傳の荧 表羝は 黄表紙の 歴史の 上から は、 や、 悠長 味 を 缺き來 つたと いふ 點に 於いて、 緊張 味 を 加へ 來 つた 

とい ふ點に 於いて、 彼み づ からの 位 ^を 保つ と 兌て よい。 黃表 銑の 洒落が 洒落 だけで 承知が 出來 ない、 何 かしら 後 

に 或 もの を 含ませな いと、 物 足らない とい ふやうな 時代に なって 來た、 そこ へ、 彼の 性癖 やら、 好尙 やらが 合體し 

た。 いひ か へれに 洒落の 合理化が、 彼の. 2： と 外と に 動いて、 彼の 黃 表紙の 特相を 確定した と考 へても よい やうで あ 

る。 京 傳と黃 表紙との 關係 はとい ふ 題目の 下に は、 まづ こ、 Q ところ を說 明し なければ ならない。 それに は、 何 を 

山 ^  ^ 巧： と 黄 ^巧-  三 九： 九 
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わいても、 黄表紙と いふ もの を 内容 的に 決定した 「金々 先生 榮花 夢」 に 就いて、 一瞥き 拂ふ 必耍が ある。 

金平 淨 瑠璃 の 筋 書めく も の やら、 お 伽ば な し や らの鎗 解 本 はかなり n 十い^ か ら行 はれて ゐ た。 半紙 を 半分 こ^つ 

た大 さで、 五 枚 を 一 冊と する 小 本が、 赤い^ 紙 を かけた ので 赤本と 呼ばれて ゐた。 それから 黑表羝 にか はる、 黑本 

と 呼ばれた。 內容は 赤本と 大した 相異 がない。 その 表紙が 萠黃 色に なって 靑 本と 呼ばれた 享 保の 時分から、 訪の筋 

も 大人ら しくな り、 材料 も當 世が k つて 來、 さし 繪 もや ゝ 精緻の 筆つ きになって 來る。 當 世の 洒落 もちよい ちょい 

と 書き込みに 兌え て來 た。 そ の 常世 風が そ のま \ の 姿と なって 出現した のが、 あの 戀川春 町の 作 「金 々 先生 榮花 夢」 

である。 時 は 安， 水の 四 年、 表紙の 色 も萠黃 から 黄色に 轉 じて 黃表羝 と 呼ばれる 一頃であった。 これ を 手に した 人々 は、 

今までの 春の 忍び足に 氣づ かすに、 突爾 として 服 前に 唤き 出で た 洒落の 花に 驚歎した ので あらう。 もう 常世の 紛草 

紙 どころ か、 立派な 通人の ものと 持囉 した ことであった らう。 おもへば 歩みの 遲. Sie 草紙の 洒落であった。 天 和の 

頃の 赤本から やっと 安永の 黃 表紙に 到達した ので ある。 そこに ものん きさが ある。 黃 ^紙に なっても、 なほ 半羝半 

分 ほどの 大さ である、 その 紙 も 依然としてす きか へしの 粗末な もの、 また 冊數を 重ねる 自由 は あるに しても 五 枚 一 

冊 の 單位を 守 つて ゐる。 いや 黃表羝 か ら合卷 に 移っても、 なほ、 この 約束 を 守って ゐる。 草雙羝 の 世界と いはう か、 

江戶 時代の なら はしと いはう か、 とにかくに、 悠長な 相が 兑られ る。 

「金々 先生 榮花 夢」 が當世 通人の 讀み 物、 兑 もの だとい ふたら * さも 洒落の 生粹の やうに S はれる が、 在り やう は 

ませて はゐ るが、 子供の あどけな さの 脫け きれないと いふ 程度で ある。 尤も、 その 點が 安永 度の 黃表弒 の 生命で あ 

つた。 


「金-^ 先生 榮花 夢」 上下 二 冊、 十 丁のう ちに 十二 阖 が を さめられて ある。 

1、 目 黑の粟 餅屋の 前に 旅 姿の 金 村屋金 兵衛が 立って ゐる。 金 兵衛は 江戸で 一稼ぎす るつ もりで m 舍 から 出かけ 

て來 たのであった。 2、 粱 餅屋の^ さきで、 金 兵 衛は夢 を 兌て ゐる。 夢の 中に 駕籠の 迎へ をう けて ゐる。 金お 射 は 

粟 餅の 出 來る問 をー寢 入りした ので ある。 夢の 屮の迎 へと は 金 持の 和泉屋 から 養子に^ まれた ので ある。 3、 和枭 

屋の廣 座敷で、 金 兵衛は 親子 主 從の對 面 をして ゐる。 4、 通人 姿の 金兵衛 は酒实 に 興じて ゐる。 金 兵 衞は今 は^^ 

どもから 金々 先生と もて 離される のであった。 5、 金 兵 衛の吉 原 通 ひ。 o, 金 兵 衛の吉 原に 於け る 豪遊、 節分に 豆 

が はりに 金銀 を まき 散らして ゐる。 7、 金^ 衛の深 川 通 ひ。 s、 深 川の 遊女が 茶屋の 女と 話 をして ゐる。 話 は 金丘ハ 

衛を 茶に して ゐる のであった。 9、 怒る 金 兵衛を 皆々 が ひきと^め る。 金 兵衛の 怒り は 漸く 遊女の 仕 打 を 知った た 

めであった。 w、 わび 姿の 金 兵衛が 徒歩です る 品 川 通 ひ。 もう 金に 窮 した 金 兵衛 は、 とても 叫 つ 乎で おさせる 力 も 

なくなつ たので ある。 ；： T 金 兵衛の 勘當、 の 旅 姿で 泣きながら、 i.c 水屋 を 去って ゆく。 お、 以^の 梁 餅屋の^ 前 

で 金 兵 衛は仲 をして ゐる。 夢から 覺 めた 金兵衛 は、 人間の 榮 華が 粟 餅 一炊の夢に 過ぎない こと を 悟って、 すぐに 在 

所に 歸る。 

この 趣向 は 「枕屮 記」 に 見えて ゐる 邯鄲の夢の はなしに よる こと はいふ 迄 もない。 しかし *珠 町の^り どころ よ、 

「枕 中 記」 でない。 「枕 中 記」 を藉 りた 能の 「邯 鄲」 であった。 3 のと ころに は、 「邯 鄲」 の 文句 を 殆ど その ま、 に 川 

ゐ てもゐ る。 しかし、 泰町は 別に 能の 氣 分で 統一しょう とは考 へない。 現に そこの 廣糜敷 は 新しい 流行の 浮 繪で描 

いて ゐる。 それが また 歌舞伎の 舞毫面 を 聯想 させ もす る。 しかも、 そこの 給仕の 女中の 言葉に 「今度のお a 那 はと 
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んと雷 子が 物ぐ さとい ふ 恰好 だ」 と ある。 いふと ころ は 「榮花 夢」 出版の 前々 年、 巿村座 上演の 「十阽 .©^」 で、 

巿川雷 子の 役名 物ぐ さ 太郞を さすので ある。 かう いふ 能が、 りと 歌舞伎が k りが、 何と はなしに 調和す るの が、 こ 

の 作の 持 味 だ。 いな、 能と 歌舞伎 だけでなく、 いろいろの 異分子が 融合す るの が、 この 作の 筏し ばらく の黃 表紙の 

特徵 だ。 その ゆとりが 見られな くな ジ たのが、 京傳 時代の 黃 表紙の 特徵 である。 京傳 時代に は大 間な 往方 では 承知 

出來 なくなつ たので ある。 

「榮花 夢」 の 繪は舂 町の 自畫 であるが、 どちら かとい へば、^: 略された 擎 であるに 拘はら す、 急^ 急所 +1 逃がして 

ゐた い。 たと へば 第三 岡の 吉原通 ひのと ころに しても、 向う の 屋根と 土手の 片端と で、 その 場所 を 示した 手際 を考 

へる がよ い。 また、 金 兵衛の 風俗に しろ、 その 頃の 息子 風俗の 上の 部と 評慣 されて ゐる もの を、 巧みに とり \L て 

ゐる。 脇差に しても、 羽絨 ばかりの 時 は 落し さしと いふ 格 を 守らせて ゐる， 1 かさ、 また 龜屋 頭巾 を 冠ら せた のに も、 

鎗の 趣向が 兌ら れ よう。 この^ 略と 細緻との 關 係が、 京傳 時代の 黄表紙の 繪に は、 一寸 兑られ たくなる。 £ おし 八 ；： 

はせ て かなりの 推移 の あと を 認めね ばた らな い。 

文の 說 にしても * さらり として ゐる、 それでも 通-; 一一 n や 流行 唄 だけ は 上手に はめ込んで ゐる。 それに また 文と 終 

との 關 係が、 和應の 距離 を 保ちながら、 どこかし つくりと なって ゐる。 この 大味 は、 或は のんきの^り、 悠長の 極 

みともい ふべ き (文 永と して、 はじめて 見られる ものである かも 知らない。 

r 榮花 夢」 の 後 をう けて、 黄表紙が どの やうに 推移した か 。春 町の 後に どんな 作者が どんた 作風 を 以て 出現した か。 

その j 々を 考へ るの は. こ、 に は餘裕 がな さすぎ る。 今 は 「榮花 夢」 とお も 緊密の 關係を 有する とより は、 むし 乙 


SE1L  - みるが と-、. S つす &の ゆめ 

類 作で あり、 投 倣の 作で あると 兌る 方が よい ま：；！； 二の 「IS5:§ 見 德 一 炊 夢」 をと つて. 「榮花 夢」 との 差 をお 

へ、 兩 作^: の 作風と より は， 後の 作の 出版され た 天明 元年と 前の 作の 出版され た 安永 M 年との 時の 距離が どの やう 

な 作風の 相異 を將來 して ゐ るか を 考 へようと する。 もとより ほんの 一 わたりの 考へ 方に 於いて、 たと へば^: 町 その 

人に も r 榮花 夢」 の 類 作が あるに も拘 はらす、 參照 しないと いふぐ らゐの 程度に 於いて。 

r 一 炊 夢」 は 三 冊、 十五 丁、 從 つて 繪の數 も 多く 一 一十一 ー圖 になって ゐる。 

1、 蘆の 屋の 店、 息子 淸太郞 が眠氣 さましに 蘩麥を 貧べ ると て、 小僧 を 読へ にやる。 2、 榮華屋 の^: さき、 二人 

の 客が 邯鄲の 枕 を 借りて ゐる。 この 店で は 値段に 應 じて、 いろいろの 夢 を 商 ふので ある。 3、  二人の 客の 夢、 三十 

二 文の 客 は 舟 饅頭の 夢、 十六 文の 客 は 芝居 一 ト 切の 夢。 4、 一人の 客の 夢、 四文錢 一本で 吉原 遊びの 夢。 5、 銀 百 

匁の 夢、 祝言の 體と 女中 をロ說 いて ゐる 體。 祝言して まだ 枕 も か はさぬ うちに 嫁に 死なれ、 女中 を n 說 いて 忌明を 

約束し、 約束 を^さぬ うちに 夢が 覺 める。 G、 淸太郞 が 千 兩の夢 を 買 ふところ。 それで 五十 年の 榮華 を兒 ようとす 

る。 7、  二十歳の 淸太郞 の 江 島 遊び。 8  、 淸太郞 が 京の 祇園の 白人 を 大勢 剃 下 奴に して 踊の 趣 向 をして ゐる。 9、 

二十 六 歳の 淸太郞 江 戶 三 座の 役者 を 京に 呼び寄せて ゐる。 w、 三十 一歳、 長 崎で 唐人に 書を舉 んでゐ る。 ； ："、 三十 

七 八 歳、 席 土で 美女の 酌で 酒 を 飲んで ，ゐ る。 ^、  ra: 十 歳、 江戶 での 遊 典。 む、 俳人の 集 ひ、 淸太郞 は 俳諧に 凝って 

ゐる。 w、 五 • 十歲、 淸太郞 の 道 成 寺の 舞^、 素人 狂言に 凝って ゐる。 お、 冋 じ邯鄲 のシテ 姿、 能に 凝り W つたので 

ある。 w、 茶の湯 遊び。 ー；-、 七十 歳の 淸太郞 杖に すがって ゆく。 わが^ 懐し く 宅 を 尋ねる ので ある。 お、 蘆の 屋 

の舊宅 Q 法^。 淸太郞 が 行方不明 となった ので、 家督 を讓 りうけ た 手代 代 一 一が 淸太郎 のために： れ十 年の 法要 を^ん 
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だので ある。 ？ T 蘆の 屋の 座敷、 大勢が 代 二に 向って 金の 催促、 總 /百 萬兩、 みな 淸太郞 が 遊興費で ある。 ^、 そ 

の 百萬兩 のために 破產 とたる、 人々 が 取 分 を 計算して ゐる。 やっと 家に 歸 つた 淸太郞 は 恐縮して ゐる。 nl、 淸太郞 

代 一 一一 一人の 坊主 姿と、 夢覺 めて 帳場の 手代 を兑て ゐる淸 太郞の 呆れ顔。 窬麥屋 の 出前 持 「もしお 賴， .3. します、 

今お 跳への 薔 麥が參 りました」 

趣向が いかに 細かくな つて 來 たか、 筋が 複雜 になって 來 たかは、 r 榮花 夢」 の 荒 筋との 比較に 於いて、 や i 明で あ 

らう。 こ、 に はさし 綺を^ 略した が、 それが あったならば、 いかに 寫實 的に なって 來 たか^、 一目瞭然 たる ものが 

あらう。 

「見 德ー炊 夢」 の 出版 當 時の 評 はよ かった。 蜀 山人の 作と^ はれる 「111 菊 一 t 草」 の位附 では、 立 役の 部の 極上 上 

吉にな つて ゐる。 その 書 は H< 明 元年 出版の 黄表紙 四十 七 部 を、 役者 評判記の 體 裁に 依って 批評した ものである。 批 

評 は 時に 評者の 好みに 偏す る こと も あらう が、 これ を 通じて、 當 時の 讀 者が どの 點を悅 んでゐ たか、 作者が どの 點 

を覘 つて ゐ たかの 概略 だけ は 知る ことが 出 來る害 だ。 すな はち 當 時の 黄表紙 觀の 一 端 だけ は考 へられる わけ だ T 见 

德 一 炊 夢」 のど こが、 役者なら ば 巿川圑 十郞と いふと ころ に 格附け を させた のか、 「菊 毒草」 の 評言 に聽 くべき であ 

らう。 

いふまで もな く、 批評の 東 耍點は 頭取の 言葉と なつ てんる。 主として それ を拔 いて 兑る。 

此度 蘆の 屋淸 太郞の 役、 先 幕 明に むかしの 事な れば、 うそ かしらね どとの いひ 分出來 ました。 次に 淺草 並木、 

榮 花屋 夢 一 ー郞、 邯鄲の 枕 を 貸して、 半時の 夢 十六 銅より、 五十 年の 夢 金千兩 までの 書付、 古今 無 雙の大 出來々 


々々、 團左衛 門の 若黨、 三十 二 文で 船 饅頭の 一時の 夢、 草履 取 折內も 十六 文で 芝居の 夢 一 ト きり、 屮 にも 武左 

衞 門が 夢 は、 一 ケ H 鈒百 目と あれば、 各 训實が ありて 面白い との せりふ、 諸 見物 はら を 抱えます。 衩淸 太郎千 

兩の夢 を兑ん とて" 三つぶ とんの 上に 座した る 見への 繪 よし、 夫より 江の 島 かま くら 京都 やまとめ ぐり、 遊與 

遊藝 のお ごり の 所お もしろ い 事。 

淸太郞 故 鄕へか ゑり、 番頭 代 次が 代に なりて、 百萬兩 のっかい 道 算用た ちがた く、 かし 方 も W 萬兩 二分 六 匁 七 

分、 二分 何が し はまけ て やらう のせり ふ、 こまかい 事。 ついに 發 心して、 五十 年の 榮 花の 夢 さめて *  二八の そ 

ばの あつら へ、 けん どん 箱の 角から すみまで、 つるつるった 屋の大 門 口 を ひらいて 初 笑、 今に はじめぬ 氣 さん 

じな 夢 物が たりの 夢より は , ちと 實が あって 大當 り/ \>。 

これに はい さ、 かの 註が 必要で ある。 先 幕 明に むかしの 專 なれば 云々 と は、 「むかしの 事 なれば、 うそ かも 知らね 

ど、 淺草茅 町の 邊に 蘆の 屋淸 右衛門と て 百 萬兩 分限と よばれた る大 のはら ふくれ あり」 とい ふの が 書 起し だからで 

ある。 半時の 夢 十六 銅より 云々 の 書付と は、 2 の圖、 榮華屋 の 店に 於け る 値段 づけ を さしてい ふので ある。 その 値 

段 づけ は 甚だ 細かい。 一 かんたんの 枕 ゑいく わの 御 ゆめ 値段の 定 一半 時 之 夢、 代 拾 六 銅、 一薆 時 之 夢 代 n ー拾贰 

銅、 一 之 夢 代 g: 百 銅、 一 ® 夜 之 夢 代 余貳 朱、 一十 日 之 夢 代金 三 歩、 一年 月 之 夢 代金 ® 兩、 ー窒ケ巧之 

夢 代 銀 百 目、 一 S ケ年之 夢 代金 贰拾 兩、 一十 ケ年之 夢 代金 貳百 兩、 一 五 拾 年 之 夢 代金 千兩、 右 之 外 御望 次 

第 これで あろ。 淸太郞 が 五十^の 夢 を 千 雨で 買った の は * この 俽 段 附に從 つたので ある。 

これにしても、 「菊壽 草」 は 缺點を 指摘し なかった かとい ふに、 さすがに それ を も 忘れない。 尤も、 いふと ころ は 
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た^の 一ヶ所で ある。 わる 口の 言葉と して 、「ろせい は 夢 さめての 所で、 夢が さめた と 思った」 といって ゐる。 おの 

淸太郞 が r 邯鄲」 の 能 をつ とめて ゐる 所の 書込みに、 「蘆 生 は 夢 さめて、 蘆 生 は 夢 さめて」 と ある こと をい ふので あ 

る。 書込み は、 もとより、 謠の 文句 を その ま、 に 挿. ん だので あるが、 それが 趣向の 結末に 入った こと を豫想 させ 

る。 けれど、 事實 はさうな つて ゐ ない。 難 は その 點に 於いてい はれた ので ある。 

褒貶 はすべ ての 微細な 點を 問題と して ゐる。 黄^紙の 作^と いひ、 讀 者と いひ、 よくも かう まで 遊びに 眞劍 にな 

り 得た ものと、 た^た^ 驚歎され る。 その 眞劍味 は何處 から 生れた か、 告 時代の 心で ある。 いな、 その 時代の 江戶 

の都會 人の 心で ある。 それ は 何故に とい ふこと になれば、 また^な 問題で ある。 こ、 では、 そのものが 遊びの 筆 を 

藉 りて 黄表紙に 最もよ く 現 はれて ゐる とい へば それでよ い。 尤も、 黄 表羝の 世界で は、 「榮花 夢」 の 趣向 を^^す る 

もの を、 次 を 以て 擧げ て、 いよいよ. i かさ を覘 つて ゐる こと. -、 また 覘 ひの 的になる 材料が さまざまの 情勢に よつ 

て變 化する こと を 言 ひ續 くべき であらう。 殊に、 r 京傳と 黄表紙」 の 題 下に は、 少 くと も京傳 の 黄表紙 「廬 生^ 魂 其 

前日」 または 「I 一 || 金 々先生 造化 夢」 を舉げ て、 細か さを覘 ふだけ でな く、 これ を 貫く 統 一 性 を 求めた こと をい ひ， 

そして 何故に 然る かを考 へねば なるまい。 また 遊戯 心の 活躍の 半面に、 敎訓の 精神が^ だ 露骨に 動いた こと を考へ * 

更に その 理由 を考 へねば なるまい。 殊に、 後の 敎訓 とい ふ點 からい へば、 r 榮花 夢」 そのもの を さへ、 敎訓 ものと し 

て兑 直さう とした 時代で ある こと を も 注意せ ねばなる まい。 丁度、 「造化 夢」 の 出版され た 寬政六 年に、 同じ 板ー兀 の 

蔦屋 から、 r 榮花 夢」 の 第三 版の 出版され たの は、 「造化め 」 の 敎訓と 聯絡 を 保ち 得る もの との 意圆の 下にた された こ 

とが 明で あるから。 


けれど、 これ 等 はしば らくさし 措いて、 黄表紙の 作者 京俾 その 人を考 へ、 ど-つして さう いふ 敎訓を 書いた か、 ま 

た 時代の 敎訓精 祌を迎 へる やうに なつ たかを 考 へる 方が 順序 だと 思 はれる。 

北^ 政 演畫と 署名した 黄^紙 は 安永 七 年 出版の ものから 兌う けられる が、 京 傅 作と 銥 うつたの は 同 九 年が はじめ 

の やうで ある。 九 ^出版の 「娘 敵 討古鄕 錦」 は畫ェ としての 政演の 署名の 外に、 「京傳 戯作」 の 方 印が 兌ら れる。 ま 

づ京傳 黄表紙の 處女 作と 認めて よい やうで ある。 二十歳の 時の 出版 だから、 その 前年、 十九 歳の 折の 作と考 へられ 

る o 

敵 討 物と いへば、 いづれ 堅くなる のが、 常の 事で は あるが、 これよりも 少し 寬 いだ、 ゆとりの ある 作 は、 これ ま 

でも 兑 うけられる。 あの 才人 京傳 にして、 どうして か& る他奇 なき 筆 を 執った かと 怪しまれる 程の S さ だ。 

草木 何ぞ 心なき に 有べき や、 こ V にある 御大 名 御秘藏 ありし 名木の 櫻 有しが、 此櫻 時の 吉凶 を吿 ぐる こと 妙 あ 

りて、 少しも 遠 ふこと なし、 故に 殊の外 大切に し 給 ひしが、 大殿 すぎ 給 ひし かば、 則 枯れたり。 此度 若殿^ を 

^ぎ 給 ひしょり. もとの 如くに 榮ぇ、 花い よいよ 見^に 哚き けり、 まことに 妙なる 名木 世に たぐ ひなし。 

かう いふ 讀み 本め く肇を 以て はじめる 一 篇の 脚色 も 亦、 單純 過ぎる。 悠長の 氣 分がなくて、 た^ 緊張の 形の みが 

ある。 

1、 若殿が その 櫻の 盆栽 を 澤之丞 に 預ける。 2、 澤之丞 一 家 は その 盆栽 を 大事に 保護して ゐる。 3、 澤之丞 の 家 

山^ 京^と 荧表銑  SI〇 三 
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來伴 介が 主人の 妻し がらみ に橫戀 慕 をして ロ說 立てる、 拒まれる。 4、 伴 介 その 櫻 を 根元から 切って 逃亡す る。 5、 

櫻の 一大事から 若 殴 御前の 評定、 かねて 澤之丞 の 首尾よ さ を 妬める 作左衛 門の 讒言。 G、 澤之丞 上意に よって 切 股。 

了、 しがら みと 娘お よしとの 立 退。 S- 乳母の もとに ゆく 途中、 しがら みの 病氣、 そこへ 伴 介が 來か k る、 9  、作 

介 叉し がらみ を 挑み、 聽か ぬに 業 を わかして 殺す。 しがら みの 魂、 およし を 導いて 逃がす。 ^、 およしの 乳母の 家 

に たどりつく。 芤母 夫婦の 慰籍。 u、 若殿の 廓ぐ る ひ、 作 左 衛門伴 介に 金を與 へて、 殿を歸 館の 途に 殺させようと 

はかる。 お、 伴 介 忠臣 斧 之 介 を 若殿と 見 違 ひて 斬り か \ って懲 さる。 s、 劍術 師匠 流水の 子息 四 郞九郞 およし を 兌 

染める。 お、 TO: 郞九郞 およし を娶る こと を 父に 懇願す る。 お、 客分と なった およし 四 郞九郞 に 敵 討の 話 をす る。 ^、 

およし 劍 術の 稽古、 上達。 ^、 父母の 魂魄 敵の 在所 を敎 へる。 お、 敵 討。 ^、 祝言、 そこの 言葉 書、 「これほど 目 出 

度、 嬉しい こと は ござんせ ぬ」、 「此卷 もの は 父 流水の 秘密の 書 じ や」 と ある。 

筋 立の 簡單 なば かりで なく、 筋 を 追 ふ繪の 立方 も、 また あまりに 簡單 である。 文と 繪の關 係に 於いて は、 前に 數 

へ來 つたので、 ほぐお へられる やうに、 あまりに 即き 過ぎて ゐる。 文と 繪の關 係が 即 いて 離れな いのが 八：： 卷、 離れ 

て即 くの が 黄表紙と、 草雙紙 の 世界で は 大概 決めて か. - つてよ いとすれば、 この 作 はもう 合卷式 だとい つてよ い。 

それだけに 當 時の 黄 表羝の 好みから 見れば、 當然 篩に ふる はれる 代物 だ。 

この 作の 優劣 は 深く 問題に しなく つてよ いと 思 ふが、 どうしても 考へ てお かねば ならな いのは * この 作風に 京俾 

その 人が その ま & に 現 はれて ゐ ると いふ 事 だ。 少く とも わたくし はさう 考 へ てゐ る。 これに はいろ いろな 說 明の 上 

でなければ ならない が、 京 傅の あの 才氣澄 潮 は 決して 天成の もので ない、 むしろ 訓練の 結果 だ、 地 は 案外 理屈 ぼい 


男、 それ も 程度問題 だが、 本來は 洒落 氣 のさう まで 豐 でない 男 だと 推定され さラ である。 その 地が はっきりと 彼の 

黄表紙の 處女 作に 現 はれた の だと、 わたくし はこの 不 洒落 を 解して ゐる。 

京傳 黄表紙の 出世作 は rgg 御 存商賫 物」 である。 蜀 山人の 黄表紙 評判の 書 「II 岡目八目」 では 總卷 軸に 推されて 

ゐる。 作の 趣，： ！： は、 靑本 I その 頃 は、 その後に も 以前の 名 を その ま i に、 黄表紙 を靑 本と 呼んで ゐた II の當世 

ぶり を 上方 下りの 浮世草子 やら、 また 赤本 黑本 などが 妬んで、 楣 つかう とする、 しかし： ^後に は 罪 を 悔いて 謝り 人 

る 筋で、 一切 を商賣 物の 本 ゃ繪の 世界で 埒 あけて ゐた。 刖に 梗概 を 述べる まで もな く、 「^口 八 n」 の 評言 を 引く 

ことが、 大體 を推则 される ばかり か、 埚釆を 博した 现. S も 合せて 知る-使 利が あらう。 頭取の 1 目 葉、 「黄 歳の ゑ ざう 

し、 總卷 軸、 作者 京傳と はかりの 名、 まこと は 紅 窣齋 門人 政演 丈の 自畫 自作、 ごぞんじの 商赍 物の 本づ くし、 屮に 

も 一 枚 繪が柱 かくしの 娘に なれそめ、 黑 本が 靑 本の やきもち を 燒 くと はお かしい^。 一  枚繒が ざう り 取、 W に 三 t 

二 枚の 男 も出來 ました。 附 立の 書付に、 此本 何方へ まいり 候と も、 御 かへ しと は 細かい，.—。 東 錦が」 M 敷に て、 I？ 

鹉 石が 聲 色、 いろは たんかの 夫婦い さか ひ を、 どうけ 百人一首が とりお さへ、 、源氏物語 鹿 詩選の 異兑 にあ ひて あや 

まり 入、 黑本 赤本 下りの 本の 本 退治、 一番 目の 大詰まで 古今の 大出來 力々々。 畫 なら 作なら、 ぉ鉼 にかな ぼんと は 

惡ぃ 地口 云々。」 

蜀 山人の 評 はや.^ 褒め 過ぎても ゐ よう。 しかし、 處女 作と 比較 すれば、 上達の あとに 驚かされる。 この 人の 性. 1 

であるが、 たえざる 努力が こ、 にまで 到達した の だと 考 へられる。 蜀 山人の 好評 は大體 趣向 立に 就いて いはれ てゐ 

こと は. li  、 かひ あ. u らしね 

るが， たしかに その 趣向 立 は 整って ゐる。 それ を 粉本で ある 春町畫 作の r 辭鬪戰 新 根」 と 比^す ると、 1^ と 趣 
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向 立の 整齊に 於け る 價値を 明に する ことが 出来る。 おそらく 春 町に いはせ たら、 安永 七 年から H< 明 一 一^までの 一二 年 

間 の 黄表紙 の 變遷が * 豎子 京 傅の 名 を 成させた の だと 斷す るので あらう。 江- -1 時代の 文化 相 は 大同 中に 於け る 小異 

の 流行 を 重要視せ ねばならな いが、 黄表紙 は 最も 多く 小異の 流行 を 生命と した 小說 であった。 

京傳の 「御 存商賣 物」 を 出世作と させた もの は、 もとよ わ 黄表紙の 內に 動く 流行の 相で あるが、 それと 共に、 彼 

の 好尙の 壺に當 つたので ある。 すな はち 「辭 鬪戰新 根」 に 乏しく つて、 「御 存商賫 物」 に 多い 趣向の 整齊、 作柄の 統 

一 性 を 一 一重の 意味に 於いて 解す ベ き で あ る。 

も 一 っ考 へて おきた いのは、 「御存 商^ 物」 を總卷 軸に 推した 蜀 山人の 肚 である。 言葉の A もてに は 云って ゐな 

いが、 どうやら 彼の 江戶最 3C か寳際 以上に 京 傳の作 を評慣 したので ないかと 推測され なく もない。 とい ふの は、 京 

傳の 趣向が 赤本 黑 本と 靑 本との いさく さに あると いふより は、 むしろ 赤本 黑 本との 陰に ゐて. それ 等 を 煽動した 八 

文字 屋 の 讀み本 及 び 行成 表紙 の 下り 繪 本と 靑 本と の爭 ひ、 つまり は 江 戶の地 本の 靑 本が. 上方 本を壓 倒す る ことに あ 

つた。 されば、 黑本 赤本に 對 して は、 靑 本に^ 向 ふ 根性 を綴ぢ 直してから、 もとの やうに 繁昌す るな どとの 結末 を 

とらせた ので ある。 何に しても、 黄表紙 を 江 戶生粹 の 流行 本と 見て、 上方の 古風の 本の 上位に おかう とする こ と 

は、 常時の 江戶 人に とって 當然 のお 持であった らう。 蜀 山人の 態度 は、 たまたま それ 等 を 代表した のに 過ぎな かつ 

たらう。 

この 推測の 當不常 は ともかく、 常時の 江戸 人が 京 傅と 共に、 黄表紙と いふ ものに 多大の 關心を 持つ こと、 また 赤 

本黑 本から 黃 表紙 へ の 推移に 少なからぬ 興味 を 寄せて ゐ たこと だけ は、 裕に 京傳の 趣向から うけ 取られる。 彼 や は 


黄表紙に 對 して 漸く 回顧的、 反« 的 態度 をと つた。 また 現在の 黄表紙が^. 雙羝の 俾統に 於け る 位 S の 意識 を强く 把 

持した 杜^の 「繪ゃ 銑 年代記」 の 作 も、 「御^ 商 齊物」 の翌ハ 牛の 出版で ある こと を^,, 'へねば ならない。 かう いふ 情 

勢に 面する 黄表紙の 作風が、 奔放 c: 在 を 期し 難い こと は當然 である。 いひ か へれば" すでに 黄^紙に 型と いふ もの 

が 成立した ので ある。 「御 存商費 物」 の 成功 も、 京 傅が その 型 を 最も 正確に 守りお ほせた ことに 11^ すると 兄て よ 

い。 「御 存商賫 物」 の 要素 を 分析す ると、 その 頃の 黄表紙の 要素と 同質の もの を 兌 出す ことが 多く、 また それ 等の 

綜合 狀態が 黄表紙の 一般 共通 性で ある こと も、 最も 容易に 指摘す る こと. か出來 るからで ある。 

四 

京 傅の 才氣 はいち n 十く も 黄表紙の 型 を 心得て、 立派な 成 綾 を 「御 存商寶 物」 に舉 げた もの \、 いつも S じ 常 石の 

みは 打てない。 型に 入って 型 を W る 工夫 も必耍 だ。 その 工夫に 出來、 不出來 が あるの も當然 だ。 その後に あまり 薰 

ばし くない 「不 案配 即席料理」 「天 慶和句 文」 などの 作の ある 所以で ある。 京傳の 聰明 は、 また 新しい 工夫 を 凝し 

た。 工夫 はつひに 從來の 型 以外に、 新型 を さへ 创り 出した。 天明 五 年 版の 「江 戶 生艷氣 樺燒」 がそれ である。 今 口 

京诲の 黄表紙と い へば * 誰し もこれ を樂げ るで あらう ほどに、 世に 聞え た 作で ある。 

京傳畫 作の この 黄表紙 は 三 冊、 二十 ニ圖 である。 1、 仇 氣屋の 息 千 艷ニ郞 が新內 節の 正本 を讀 んでゐ る。 どうが 

なして、 それ 等に 謠 はれて ゐる 人々 の やうに なりたい と羡 しがる。 2、 艷ニ郎 と 近所の 道樂 息子 北 利 喜 之 介、 輪留 

井 忍 庵の 對坐、 二人 は 頻りに 艷ニ 郞を惡 遊びに そ、 のかす。 3、 艷ニ郞 は 腕な どに 剌靑 をして ゐる。 これが 浮^の 
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はじまりと 思 ふからで ある。 4、 艷ニ郞 の もとへ 耻け 込む やうに、 思陁が 金で 藝 者に 頼んで ゐる。 艷ニ郞 が 浮 名 を 

廣 める 工夫の 一 つで ある。 5、 頼まれた 藝 者が 龃け 込む、 家の^ どもが 呆れて ゐる。 6、 その 事 を 板に して 讀寶に 

頓んで 賫ら せる。 7、 仲の 町 茶お に艷ー 一郎が 喜 之 介 思 庵と 一 緒に ゐる、 女郎 買で 浮 名 を 立てようと 考へ たの C あ 

る。 s、 艷ニ郞 浮 名 屋の浮 名 を 買って ゐる。 9、 艷ニ郞 妾 を 抱へ る 、女郎 買から 歸 つても 妬 手がない と 張 合 ひがな 

いとて * 妬く のを條 件と しての 妾で ある。 ^、艷 二 郞は思 庵の 名 あてで 浮 名 を 上げ 詰めに して、 自分 は 新造 買で 迮 

ふ、 間夫の 氣 取りで ある。 u、 艷 ニ郞、 新造 や 禿を賴 み、 大門 口で 引 きづら れて 行く。  ？ T 艷ニ郞 妾に 勢 一杯 妬か 

せて 恐悅 がって ゐる。 提灯 屋の^ 前、 喜 之 介 浮 名と 艷ニ郞 の紋を 比翼に して 提灯 を 注文して ゐる。 IE 向 院^ 了 

のお 開帳に 奉納し ようとい ふ 艷ニ郞 の 顿みゅ ゑに。 ^、艷 ニ郞 仲の 町で わざと 地 廻りに 殿って 貰 ふ。 JfT 艷ニ郞 叙 

に 勘當を 懇願して ゐる。 艷ー ー郞 世間が 金づ くで させて ゐ ると 噔 する 事 を 聞いた ためで ある、 母親のと りなし で 七十 

五日 限りの 勘當を ゆるされる。 55、 藝 者の 裸足 參詣、 艷ニ郞 に 雇 はれての 勘當 御免の 祈願で ある。 ^、艷 二 郞が扇 

の 地紙賣 りと なって ゐる、 浮氣 な商賫 と へての ことで ある。 s、 艷ニ郞 浮 名の 僞 心中の 支度、 浮 名 を 身 請して お 

いての 狂言で ある。 w、  二人 驅落 する、 素直な 身 請で は 色男で ない との考 へから。 ^、 心中の 場所と きめた 三圍の 

土手、 二人 は 泥棒に 遭って 眞 裸に される。 ？ T  二人 裸の 道行、 道行 與鲛 肌と 題した 新內 節の 歌。 艷ニ郞 浮 名 を 

拉れて 家に かへ り、 父親から 意見され てゐ る。 泥棒と は赏は 父親と 番頭の 業であった。 艷ニ郎 は 改心し、 浮 名も艷 

一 一郎の 醜男 を 諦めて 夫婦と なる。 

この 作 を 黄表紙の 新型 だとい ふ 一 つ， は， 誇張から 來る 滑耮の 裏に、 まざまざと 兌せ た寫 實が强 いうが ちとな つて 


ゐ る點 である。 もとより うが ち は 黄 表 羝の缺 い て はならぬ 耍素 にな つ て ゐ るが , かう まで 細かく はつ きりした の は 

少ぃ。 それが ために モデル 說 さへ 起った。 艷ニ郞 は 京傳が 空想から 生れた 人物で なくして、 實 在の 人物で あると い 

つて、 國舉者 岸 本 由 豆 流の 父親 か、 または 太 申の 名で 知られて ゐる和 荥屋甚 助が その 人 だと 傳 へられ もす る。 眞疑 

は 別と して、 さう いふ 推測 も ゆるされる 程に、 寫實 性に 富んで ゐる こと は事實 である。 

更に また 新型の 新型た る 所以 は、 この 構成が 從來 の 黄表紙 の 型に な い 洒落 本 の 重 耍耍素 を そ のま ゝ にと り 入れた 

ことで ある。 いな、 それ を 骨子と した ことで ある。 耍尜と は 何 か、 半可通の 滑稽で ある。 遊 単； の 事なら 何でも 知つ 

てゐ ると いふ 氣 取りの 己 惚れの 男が、 見る 兌る 遊女に ふりつ けられる を かし さで ある。 洒落 本の 洒落に 滑^と いふ 

意義 も あると するならば 、當然 この 點に 於いてい はれる ことで あるが、 京傳は それ を 黄表紙の 約束の 下に 誇張した 

ので ある。 故に 一度 誇張 を 洗 ひ 落したなら、 現 はれ 屮 z づろ もの は 立派な 洒落 本の 型で あらう。 しかも、 抽象的な、 

一般的な 洒落 本と いふより は、 や \ 具體 的に、 的に、 それの 作、 それの 書と さへ いはれ さう である。 

京 傅 はこの 作 出版の 一年 を 隔て \、 洒落 本 「通 曾 總籬」 を 出した。 天明 七^の ことで ある。 これに は艷ー ー郞、 喜 

之^ 思 庵 三人の 名が その ま、 に 見えて をり、 「浮氣 樺燒」 の 中に ちょいちょいと 兌え て ゐた吉 原 松葉 屋が 全篇の 

世界に なって ゐる。 京 傅が これ を 前 作の 黄表紙と 關係 させた 理. m は、 その 凡例で 明に いって ゐる。 

艷治郞 ハ靑樓 ノ通句 也、 予去々 春 江戶生 艷氣樺 燒ト云 冊子 ヲ 著 シ テ ヨリ 己 恍惚 ナル客 ヲ指テ 云爾。 2 テ 以テ此 

書 二 假テ名 トス、 氣之介 志 庵 共 一一 彼 冊子 二 出 ル所ノ 名 也。 

つまり は、 「浮氣 樺燒」 が 太に 行 はれた 餘勢を 負 ふとい ふので ある。 寶に、 その 書の 行 はれた こと は 已 惚容 を艷 
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治郞と 呼ぶ 通 言が 出来た とい ふ 以外に、 醜 さの 象徴と して 描かれた 艷治郞 の 鼻が、 また 京 傅 鼻と 呼ばれた ので も 著 

しい。 しかし、 さう のみ^-へて よいので あらう か。 わたくし は 寧ろ 京傳が 洒落 本の もの を 洒落 本に 返した の だと 考 

へ る。 黄表紙に とり 入れ はした もの \、 それで は赏 ひお ほせられ ぬ もの を、 本來の 形に 於いて 縱 横にい ひ £ たさう 

としたの だと^へ る。 

さう いふ こと を考へ させる の は、 同じ 凡例の 中の、 も 一 つの 侗條 である。 

此書ハ 論語 二 所謂 損 者 三 友 ヲ以テ 大意 トス、 蓋總 籬 ト題セ ル ハ、 流行 ニ後タ ル 古句 ノ 雜无テ 以ッテ 也。 

「浮 氣 樺燒」 に は 艷ニ郞 の己惚 筋が 本筋に なって、 喜 之 介、 m や：^ はた^の とりまきに なって ゐる。 しかし、 「 總 ii」 

では、 艷ー 一郎の 己惚筋 は餘程 緩和され て、 その か はりに、 あとの 一 一人が 殆ど 對 等に 主人公 艷ー 一郎と 共に^ 躍して ゐ 

る。 この 侗條害 は、 作者が その 點を 特に 覘 つて 書いた こと を 明に 兒 せる。 

ところで、 洒落 本 側から いへば、 半可通と 生息 子の 二人 づれ、 しかも、 生息 子が 持て ゝ、 半可通が 振られる 滑稽 

は、 殆ど 通り相場 になって ゐる。 そこへ 新機軸 を 現 はした のが、 9< 明に 近く、 安永 も 末 頃に 出来た 秩都紀 南 子の 

r 驛者三 友」 である。 必す しも、 三人 型の はじまり だと はい はない が、 これまでの 三人 型が 假托の 人物で あつたの 

を、 生 世話で ゆき、 なほ 題名にまで はっきりさせる^ 度に 至った の はこの 書で ある。 この^ は 一名 を、 「§ 穴舉 問」 

またの 名 を 「馬糞 夜話」 とい ふやう に、 新 宿 を 世界と した ものであった。 驛 者の 驛 ほそれに 基づいて ゐる。 また^ 

二 友 は 「論語」 にい は ゆる 益ネ三 友の もぢ りで ある。 京 傅が 「通 總」 に 藉り用 ゐた視 者 三犮 の對 である。 

「驛者 三 友」 の 三 友と は、 雷 HIT 無 有お よび 露 時雨の ことで あろ。 三人 はよ く 新 宿の 遊びに 就いて. 語り、 よく^す 


が 中に、 雷 尾と 無お は 一 ッば しの 通 先生 氣 取であった。 彼等 は 頻りに J 子株の fl 時雨 を 通に 仕立て ゝ やらう と 努力 

する。 しかも、 半可の 通 先生 だち が 味^ をつ けて、 露 時雨の みが 大 もてに もてた ので ある。 

露 時雨の もて 方 も 無理 はない、 あの 色男 だ、 あの 氣立 だからと いふ ことが、 當 時の 洒落 本の 愛好者の 中には 考へ 

られ たらしい。 露 時雨の 名 は、 この 洒落 本 以前の 作、 安永 六 年 版の r 妓者 呼子 鳥」 のおし もお され もせぬ 色男の 名 

として 知られて ゐた。 尤も、 「呼子 鳥」 は 田螺 金魚の 作で あるが、 それの 評判の よいと ころから、 他人の 紀南 子が 勝 

手に 自作に 聯絡 を とらせた ので あらう。 今日から は 怪しく も m 心 はれる が、 當 時として は^に 珍しく もない 融通で あ 

つた。 

この 三人 遊びの 趣向 を その ま、 に、 また 新 宿の 世界 を吉 原に かへ、 更に 滑稽の 度を壻 すため に、 その 色お を 醜^ 

の 癖に 已惚の 強い 者に 仕 立直したら、 何になる。 わたくし は、 「& 氣 樺燒」 の 成立 を、 この 順序で 考 へて ゐる。 

であるから、 京傳は 「浮氣 樺燒」 の 筋 を、 黄表紙から 本来の 洒落 本に かへ した 時に、 や-明に r 驛者三 友」 の 手 

法に かへ り、 またい はで もよ い 損 者 三 友な どの 言葉 を 凡例に 漏し た の で あらう と 推測して ゐる。 

更に また 京傳は その 三人 仕 立 を、 一， 總籬」 の 喜 之 介 女房お ちせ で仄 見せた 筋にまで とり 入れ もした。 それが r 總 

籬」 と问じ 年に 出版され た 洒落 本 「古 契 三娼」 であった と考 へる。 「總 籬」 の 三人で、 三人 三 様の 氣 立の 相 異を、 こ 

れは吉 原、 深 川、 品 川の 地方色 を 示す とて 古手の 三 遊女の 相 異に かへ たので ある。 この 洒落 本の 題名 はもと より 虎 

溪三 笑の もぢ りで あるが、 まだ 「驛ぉ 三 友」 一 とかす かた 聯絡の ある こと も 注意すべき でない かと 思 ふ。 
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當り 作で さへ あれば、 他人の 作で も 平氣で 自分の ものに とり 入れる ことが 許容され てゐる 世に、 自分の 當り作 を 

利用し ない とい ふこと はない 箬だ。 本来から いへば 當然 では あるが、 「浮氣 樺燒」 の 好評 をう けて、 洒落 本と 畠逑 

ひの 續編 「通 言 總籬」 を 出した 京傳 である 以上、 黃 表紙の 方面で も、 何 か 綾 編が ありさうな もの だ。 そのものが あ 

る「^§ 碑文 谷 利 生 四 竹 節」 だ。 

艷次郞 の 一 一代 目、 艷太郞 は 生来の 醜男で どうしても 戀を 得られぬ かなし さ 故に、 時の 流行 佻、 碑文 谷の 仁王 尊に 

祈願す る。 何事 も 願うて かな はぬ 事の ない 此の 怫の 威德 は、 艷太郞 に 美男の 面 を 授ける。 面 は 肉附の 面と なって 離 

れな い。 さうな ると、 多くの 女の 憧憬の 的と なる。 しかし、 餘 りに い、 氣 になって、 色に 憂身 を窭 した はて は、 い 

つか 佛に 見離される。 面は脫 けお ちる、 もとの 醜 さに か へ る。 もう 誰 一 人 寄りつ く 女と て はな い。 彼 はこ . ^につく 

づく とおのが 身の程 を考 へ る。 悟り は 四 竹 節に 身の上 を誥 ふこと になる。 

黄表紙 は 江戶の 小說の 中で も、.. 最も 多く 時の 流行 を 題材と する。 流行で ありさへ すれば、 神佛 でも、 風俗で も、 

また 政治 上の 事件で も 同じ 扱 ひ をす る。 碑文 谷 仁王 尊の 流行 はたし かに、 もう 一度 「浮 氣 樺燒」 の 趣向 をく りかへ 

させる に 都合が よい。 京傳 として はか &る 方法で、 自分の 當り作 を 利 ffl すべきであった らう。 

しかし、 この 作が 寛 政 元年の 出版で ある こと を, -考 へ、 そして 初代 艷ニ郞 の 作から 四 年の 隔 りが ある こと を數 へて 

見る と、 かなり 間の ある こ と を 怪しまねば たらぬ。 その 黄表紙の テン ボは、 世相の 變 化に 伴うても う 少し！： 十くな つ 


て ゐる害 だ。 流行の 尖端 を ゆく のが" これ 等の 小冊子の 特 相であるなら ば、 これ はまた 自ら 流行 遲れ の^ 本 を 作る 

ことになる。 或は 「四 竹 節」 以前、 「浮氣 樺燒」 の繽 編が、 すな はち 黄表紙と しての 第二 編が あり はしなかった か。 

くわいつ 3 うね はれ か & 

勿論 その物が あった 「四 竹 節」 の 前年、 天 明 八 年の 出版 r 會通已 恍惚 ii 子」 である。 

尤も、 この 黄表紙の 趣向 は 「浮氣 樺燒」 を 直接に 承け てゐ ない が、 いろいろの 點に 於いて、 その 綾 編で ある こと 

が考 へられる。 ？ al に また 「通 言 總籬」 とも 多少の 聯絡の ある こと も 注意され る。 

これに は 艷ニ郞 ではない が、 例の 牡丹 募の 主、 京屋 傳ニ郞 とい ふ 息子 株が 主人公で ある。 もとより 京傳 その 人 を 

匂 はせ てゐ る。 「今 廿 六の 春、 男 一： 止と いふ 盛り をた ビ 父の 脛の みか ぢり」 とい ふ 廿六歳 は、 まさしく 京傳 その 年 

の 年齢であった、 さても、 ある 曰 傳ニ郞 は 客人 大明祌 から うぬぼれ 鏡 を 授けられる。 鏡の 照し 中 Z すと ころ、 吉 原の 

人情、 通人の 心意 ことごとく 現 はれる とい ふ-靄 物であった。 傳ニ郞 は 早速 その 鏡 を 北の方に 照して みる。 一人の 通 

人が 行く。 

小袖 はちと きた 奴 なれ ども、 羽： i は 仕 立お ろしと 兌へ る、 八 丈の 羽 綠 無性に 前 下りば かり 長き 仕 立、 あと をつ 

けて 寫し 兑れ ば、 友達のと ころと 見え、 表から m, 町さん うちに いなさる かと 訪 るれば、 內 より 小 女 出で、 いえ 

出ました。 とい ふ、 こいつ はし まった とい ふ顔附 にて、 叉 その 先の 黑 格子のう ち、 くだ 旅 を であけ て、 内へ 

はいる。 1M: に は 通が 二三 人 話して ゐて、 くわき やうさん 大 ぶお 奇麗ね、 卅 

問 はれた 通人 は 女郎から 貰った と 答へ る、 それなり^に ひっかへ して 家に 歸る、 た^ 羽綠を 見せたい ばかりの 所 

作であった。 うぬぼれ 鏡 は 漸次に かう いふ 心い きを 寫し 出す。 
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r 總籬」 と 交渉が あると いふの は、 この 一節で ある。 引く ところの 前文 は、 「籬 總」 の 次の 一節と 參照 する ことに 

於いて、 はじめて 京傳の 意圖を 明に 知る ことが 出來 る。 

伊勢 町の 新道に 奉公人 口 入所と いふ 簡板 のす ぢ むかう、 いつでも 黑 格子に 蘭の^ 植の 出して ある は、 芝 蘭の 友 

を 旦那と 稱 す江戶 がみの 北 里 喜 之 介が 住居、 飽 魚の いちぐらに 同じ！： 口、  くだ 簾の 外に 仇氣の ひとり 息子 艷次 

良 

京俾 はさつ と 一 總籬. j を 掠めて おいて、 「浮氣 樺燒」 と 「總 籬」 の 骨子で ある うぬぼれの を かし さ を、 新しい 鏡 

の 趣向で 展開した ので ある。 鉸は 一人の 美男の 意 休 を 大勢の 助 六が とり 捲いて ゐる ところ を 照し 出す。 うぬぼれの 

世の中と て、 助 六ば かり 多くな つたた めで ある。 また 遊女が 文 を 板 行に すると ころ を 照し 出す、 色男が る 客人に 皆 

日 文 日 起請 をお くらねば ならない からで ある。 新造が はづ して 客を晝 三に 逢 はせ ると ころ を 照し 出す、 客が 新造^ 

で晝 三と 忍び 逢 はう とする ために、 新造 は 三分、 晝三は 一分の 値と なった ので ある。 鏡 はまた 醜 SR が 喜ばれて 色男 

が 嫌 はれる 世界 を さし 寫し 出す。 そこで 傳ー 一郎が はじめて わが 世來れ りと 勇み 出し 時、 客人 大明祌 がまた 姿 を 現 は 

して、 う ぬ， ぼ れ の 非な る こと を お^しに な る じ 

今、 この 黄表紙 を 「浮氣 樺燒」 「總 籬」 と 「M 竹 節」 の 間にお いて 見る と、 うぬぼれ を 或る 一 人の 身に おはせ た 

筋 を、 ばらばらに ほごして 吉原 遊びの 一般の 相と したの が 「己 恍惚 照 子」 であり、 「己 恍惚 照 子」 の 客人 大明神 を 仁 

王 尊に か へ 、 また その 分裂 を 一 侗 人に 統 一 させた のが 「四 竹 節」 とい ふこと になる。 して 見る と黃 表紙の^ しい 系 

銃から いへ ば， 「四 竹 節」 は 依然として 「浮氣 樺 境」 の 一 一代 n であり、 「「し 恍惚 照 子」 は兄贵 分で はありながら、 穷 


系と いふ 格になる。 

み 寸ぢ， 1.1 ちき やく C き -フ へだ 

尤も、 それほどの 旁 系 を 物 かするならば、 「已 惚恍照 子」 の 外に も、 そのもの は ある 「三^ 綵 客氣植 raj がそ わ 

だ r 總籬」 と问 じ^の ik 明 七 年 出版 だから、 その 洒^ 本と どちら を 兄、 どちら を^と は出來 ない が 血 W 立派 

に^ つて ゐる。 

この 黄表紙の^ 一  1! は、 n 一人の 息子 株の 對 坐して ゐる ところで ある。 耪柄は 殆ど 「總 籬」 のさし 繪そ のま \ であ 

る。 三人 は 互に、 どうがな して 世間と 違った 吉原 遊び をして 兑 たいとお へる。 上 冊 は その 中の 一人 梅 枝の 遊び、 屮 

冊 八重 次郞の 遊び、 下 冊 松 太郎の 遊び、 呰世 にも 馬鹿々 々しい 變態遊 典で ある。 

梅 枝 は 當年五 歳の 枠 を 拉れて ゆって、 おいらん を 買 はせ、 s 分 は 新造 買で を さまる。 しかし、 さう いふ 遊びの は 

て は、 勘當の 身と なって、 家 を 立 退かねば ならなくなる。 

八 S 次郞は 馴染の 女郎に 死なれる ことによって、 客と しての 名 を 世 問に 知られようと 考 へる。 人相 兑を 道して 

行って、 その 年の 秋 あたりに 死に さうな とい ふ 女郎 を 探し W し、 每夜铄 衣 通 ひ 詰める。 さて 追善の 河 東 節 やら、 荻 

江の めりやす やらの 弘め をし よ うと 準備す る。 さ て は辭世 を當時 の 流行 書家 東 江 に 書か せ て 石塔に 彫り つける どこ 

ろか、 自分 は 坊主に なって、 女郎の 死 を 待つ。 けれど、 いつまでも^ かな女 郞は、 問 夫を拚 へて、 廓を驅 落す る。 

八重 次郞 のみ は 準備 ^端の 費用に、 家屋敷 を も 手ば なすこと になる。 

松 太郞は 何の 乎 もない 地の ま、 で、 氣の 合った 女郎と 馴染 を 重ねた が、 身 請しても 家へ 拉れか へらす、 そのまま 

に 女郎屋へ 預けて おく、  rtn 分 も 八十 八、 女郞も 七十 五に なっても なほ 通 ひ 詰める、 家督の 粋 は 世 問 を 憚って 無 に 
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勸 めて、 女郞を 家に ひきとって 祝言 をさせる。 

この 槌概 によって 知られる やうに 、「客 氣植 田」 は 遊びの 馬鹿々々 しさ を 、「浮 氣 樺燒」 から 繼 承し、 三人の 遊び 

の 型 を 「總 籬」 と共に 創り 成した ので ある。 

「客 氣植 田」 が 「總 籬」 との 交 涉を露 はに 見せて ゐ るの は、 殊に 中 冊であった。 その 1 1 一 を 拾 ふと、 中 冊の^ 一  鬮 

賣 名のた めに 短命の 女 郞を買 ふ 案 を 立てた 八重 次郞が 机に 倚って、 脂 下って ゐる。 そこの 書込みに 「丁字 屋 だと は 

てな とい ふ 場 だ」 と ある。 r 總籬」 は 重な 女郎屋の 通 言 を解說 すると 共に、 例の 三人の 會 話の 中に 頻りに 使用して 

ゐる。 こ、 の 「はてな」 も 彼に 於いてい はれて ゐる ものであった。 第一 一 阖、 女郎屋の 格子 前、 通り 行く 禿 一 一人の 會 

話 「さ、 のどん、 こんた あどけ へいく、」 「長 崎屋 へいく は」 は、 「總 籬」 の 中で も 禿 同志の 言 槳 として その ま、 に 

見られ、 また、 ^じと ころの、 遊客の 一 人の 言葉 「さっきい の 字^ 勢屋 にい さしった の は、 ^とき やうさん だよ」 

は 「總 籬」 のおす 川の 言葉 「いの 字 伊勢屋に とき やうさん がいさつ しゃる から、 おれが 一一 目 ふとって、 よくお 出なん 

したと いってき や」 と 同じ 筋で ある。 この 點 からい へば、 京傳は 一方で は 洒^ 本 「總 籬」 を 書き、 一方で は その 输 

解 本 「客 氣植 田」 を 作った ともい へる。 

しかし、 黄表紙 は 何とい つても 滑稽 仕 立で 通さねば ならない。 ^稽 をつ まとして、 通 を 3" とする 洒^ 本と は ら 

性質 を 異にする。 その 相異 は、 问 じ 材料 を どう 扱った かの 次の 場合に 於いて、 最も 明に 讀 みとられる。 

「總 籬」 の 中に、 思 庵が 爪彈で 三味線 を彈 いて、 京傳の 作の めりやす 「すが ほ」 をうた ふところが ある。 喜 之 介が 

聞いて、 「京 傳」 がいつ ばいに うがった 文句 だ」 とい ふ。 之れ がきつ かけに なって、 めりやす 話と なる。 r 浮氣 樺燒」 


の はじめに めりやすの 名 を 幾つと なく 列擧 したのと、 多少の 聯絡がない ので もない。 

艷ニ郞 がい ふ、 「かな やの 白妙が 追善の めりやす は 何とかい つたつ けの」 思 庵 「それ はお 衣 さ」 おちせ 「花ぐ 

もり は 四 代 目の 瀨川 だそう だね へ」 

この 追善 めりやすの 材料 を、 その ま、 に S ゐた 「容 氣械 田.」 では、 之れ 等と 共に 茶 かし を 伴 ふこと を 忘れな かつ 

た。 馴染の 女郎の 死を豫 想して、 追善の 音曲 を 案じて ゐる 八重 次郞 が、 こんな 事を^って ゐる やうに 害 かれて ある。 

江戶 節の 方 は 水 調子 も 古いから、 ちゃ 調子と でもつ けよう。 文句 は 京ば しに 賴む つもり だ。 めりやす は 何とい 

ふ 外題に した もんだら う。 四 代：： ：！ の瀨 川が 追善 は 花ぐ もり、 かな やの. C 妙が 追善 は： 炭 ころも だから、 破れ ごろ 

もとで もせう か。 しかし * それ は 櫻姬の 追善 を 見る やう だの 

r 容氣植 田」 のこ \ の ところでは、 荻 江 藤 次の 言葉と して 「いづれ 私の 方 は 泰琳に 相談 仕り ませう、 文 京 さま も此 

問す が ほと いふ めりやす を 長崎屋 でお 弘め なされました」 と 書いて ある。 いって ゐる事 は、 「總 籬」 のおち せの 言 

葉 「モ シ その めりやすが 此頃弘 めの あつたす が ほと やら かへ」 思 庵の 言葉 「泰琳 が 妙に 節 をつ けたよ」 に閒 かせて 

ゐる 通で あるが、 主旨 はむしろ それ 等 を 片寄せ て、 破れ ごろ も、 ちゃ 調子の 戯れに ある こと はいふまで もない。 

「浮氣 樺燒」 の ー當 りが、 黄表紙の 內 にも 外に も、 かう まで 聯絡 をと りながら、 それから それへ と發展 して ゆく。 

しかも、 發展は 京 傳みづ からの 著作の 巾に とに まらす、 他の 作^に も 幾多の 模倣の 作 を 出させた。 燒 直し、 染 直し 

の はて は、 殆ど 原形 を 失 ふ ほどに 至る。 それが、 その 頃の 作者 道德に 於いて 許容され てゐ た。 いな、 作 老は相 身 互 

にさう して ゐた。 現に 京 傳の作 さへ、 その 例が 幾つか ある。 た^ 彼の 手際が よく 一寸 兌に は氣 がっかぬ ほどに 様子 
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を か へ させて ゐた。 

こ、 に は、 京傳 以外の 作者の 「浮 氣 樺燒」 の模做 作に 就いて いふべき 苦 だ。 けれど 一 々いふの は W はしい。 とい 

つて 燒 直し 染 S しの あと を 指摘し ない 限り は、 名 を 列ね ただけ では どうで あらう。 むしろ、 京 傳みづ からが 「浮氣 

樺燒」 から あらぬ 方へまで 押しす、 めた 一 一三の 例 を 擧げる 方が 都合が よい やうで ある。 

「浮氣 樺燒」 から 「客 氣植 田」 へと 進行した あと、 「客 氣植 田」 から 「己 恍惚 照 子」 へ と， 聯絡す る絲の 一筋に、 京 

傳 その 人 を 作 中に 露 はに 出す 一 事が ある。 前に もい つた 格子 前のと ころの 女郎の 言葉、 「私 どものと こ へ お出な さ 

る 客人が 去年 一夜 千 雨と いふ 草雙紙 をお 書きな さり やした が 大笑 ひだ」 「政さん 今夜 はで へぶ 綺麗で おさんす ね」 の 

一夜 千兩の 作者、 また 政演 をに ほ はせ た 政さん が、 京 傅 を さして ゐる こと は 勿論で ある。 さう いふ 京俾が もっと 表 

面に 出現した 時に、 「己 恍惚 照 子」 の 京 g 傳ニ郞 になる 笞だ。 その 名 も 艷ニ郞 と 脈 を ひきながら、 誰でも それ を 知 

る やうに、 京傳を 明瞭に したので ある。 

京 傳を作 中に もっと 露 はに 見せた もの \ 中で、 著名で も あり、 また 早い 頃の ものである のが、 寛 政 二^-すな はち 

「四 竹 節」 の 翌年、 寬政ニ 年の 「京傳 憂世 醉醒」 同 三年の 「世上 洒落 兌 繪圖」 だ。 

「憂世 醉醒 J では * 京 傅が 眞 崎の ほとりで 厄介 仙人から 仙 通 丸 を 校って、 仙術 を 得 * いろいろの 榮 華を盡 す。 深 川 

遊び、 口 i 川遊び、 芝居から 吉 原の 居續、 妾ぐ る ひ、 さて は 大名の 姬 君との 色事、 それが 露 はれて 繩 B の 苦勞、 耶へ 

ひかれる ところ を、 且那 寺の 和 尙に救 はれ、 鉈び^ のために 坊主と なる、 と^ったの は 夢、 いや 夢なら ぬ眞崎 狐の 

仕業であった。 京傳は はじめて 浮世の 癸 華の はかなき を^った。 


「洒落 兑 繪圖」 で は 京傳が 今の 世の 洒落 過 ぎたいろ いろ を 書かう と 、草雙 紙の 维 執る ことに はじまる。 京傳は 役^ 

の c; 常 生活 を 兌せ る 芝お、 狐の 化けて 來 たの を 知りながら、 平氣で 客に して ゐる 女郞、 血の道の 藥を 飲む 水 炊 

を 食 ふ下戶 など を 害いて 得意がって ゐる。 ところへ、 天帝が 訪ねて 來る、 京 傅 は；. K、 帝に 案內 されて、 世の 通人 ども 

の 洒落 過ぎて、 しゃれ かう べにな つたの を 兌せられ る。 それ どころ か、 いつの 間に か 0 分まで も 半分し やれ か k つ 

た。 京 俾は彌 勒彿に 救 はれて、 もとの 姿と なり、 これから 後 は 世の常 道 を 心がける やうに なった。 

この 梗概から でも 注意させる の は、 いかにも 敎訓の 色 合が 强く 兌え る ことで ある。 少く とも 「客^ 樅 田」 より は 

はっきりと 兑 うけられる。 共に、 望むべからざる もの を 望み、 ^まるべき に 止まらぬ 事の 非を敎 へる 形に なって ゐ 

るが、 實は その 頃の 時運が 將來 した 敎訓 物の 流行に 從 つたまでに、 骨子 は 依然として、 「浮氣 樺燒」 その他 を^く；， 仃 

過ぎの を かし さに ある。 して 兌れば、 京傳の 黄表紙 は.、 目先 だけ を かへ ながら、 いつも 同 じ 所 を 彷徨して ゐ るので 

あらう か、 いな、 これ は 京 傅ば かりで たい。 黄表紙の 作者が 皆 さうな の だ。 いや、 黄表紙 だけで ない、 ；：in の 文舉 

が 殆ど ル I これ だ。 耍は江 II 時代の 生活 內容 の停滯 とい ふこと に歸 する。 あの e まぐ るし い 流行 も、 その 停滯を 一時 

欺瞞す る 乎 段に 過ぎない。 その 理. m は 今の 問題で ない。 問題 は 黄表紙 作者 を 代表す る京傳 が、 どの やうに：： 先 を か 

へた かで ある。 そこに、 遲 緩と 匇忙と を 錯綜 させた 黄表紙の 迆行 を兑れ ばよ い 答 だ。 

六 

京 傅が 黄表紙に 於いて、 ^もよ く n 先 を かへ 得た の は 寬政ニ 年 出版の 「glg 心 舉：： 十染 や」 だとい はれて ゐる。 n 
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川樂 翁の 政治の 變 革から 來る 世の 動き を、 いちはやく 兌て とって、 この 敎訓物 を 書き出した 手際 は 極めて 鮮 だと； t 

される。 作の 出版 は 丁度 「憂世 醉醒」 と 同じ^、 「洒落 見 繪圔」 の 前年に 當る。 

成程、 「口 十染 草」 が、 あの 趣向と、 この 繪 組で 出現した こと は， 突爾の 感を與 へる に 足りる。 しかし、 「浮^ 樺燒」 

がその 後に いろいろと 變 形し、 變 質した こと を 逆に 考 へれば、 趣向に 於いても * 繪 組に 於いて、 「早染 草」 以前す で 

に 多くの 「早染 草」 のあった 事を考 へねば ならない。 

それに は、 まづ はじめに 「早染 草」 の 輪廓 を 知って おく ことが 便利で あらう。 

1、 天帝が シャボン玉 を 竹の 管で 吹き出す やうに、 人 問の 魂 を 作って ゐる。 2、  n 本 橋の S 前屋 理太郞 誕生、 惡 

魂 その 皮肉に 入らう とする の を、 天帝が 遮りと める、 善 魂が 入る。 3、 理太郞 の利發 、 これ は齊 魂が ゐる 故で あ 

る。 4、 悪 魂の 評議、 何とかして 理太郞 の 皮肉に わけ 入らう と 工夫す る。 5、 现太郞 元服。 6、 十八 歲の理 太郞轉 

寢の隙 を； S ひ、 惡魂 どもが 善 魂 を 縛り上げる。 7、 理 太郞惡 魂に 手 を 曳れ、 腰 をお されて 吉原 土手 を 行く。  8、  m 

太郞吉 原の 遊興。 9、 理太郞 床 入。 ^、 女郎屋の 廊下で 理 太郞歸 らう か、 歸 るまい かとうろ うろして ゐる、 善 魂と 

惡 魂が 兩 方の 手 を 引 張って ゐる ために。 ； =1、 理太郞 帳場で 帳 合 をして ゐる、 善 魂が 入って ゐ るからで ある。 そこへ 

惡魂 女郎の 手紙の 中に 入って 來る、 善 魂 それ を 見せまい とする。 お、 惡魂 女郎の 手紙の 中に 入り 来て、 理太郞 を そ 

その かす、 惡魂善 魂 を 殺す、 は、 惡魂、 善 魂の 妻子 を 追 ひ 出し、 理太 郞を吉 原に 流速させる。 w、 现大 -郞惡 魂に 勸 

めら れて、 親の 土 藏の家 尻 を 切る。 お、 理太 郞追釗 となり、 道理 先生に とって 押 へられる。 川、 道理 先生の^ iT 

现太郞 の 改悛、 善 魂 その 機に 乘 じて 父の 柳の 惡魂を 斬る。 现太郞 家督 を嗣 いで， 親孝行 をす る。 


書中い ふところの 逍现 先生 は 心擧の 大家 屮澤道 一 一で ある。 作者 は その^ 流行して ゐた とはい ひながら、 とにかく 

に 硬い ところの 心 學の說 と、 黄 紙 表に とり 込んだ のが 味^であった。 されば こそ、 序の 屮 にも r 繒 草紙 は现屈 臭き 

を 嫌 ふとい へ ども、 今 その 理屈 臭き を もと、 一 ト 趣向と なし 云々」 といって ゐる。 

こ- フし じ it きに あいぞめ 

この 黄表紙に 先づ 一年、 京 傅に 「孔子 縞于時 藍染」 の 作が あった。 もしも 江戶 時代の 戯作者 氣質を 忘れ、 また 京 

傳に 何ら かの 政治的 意見が あつたかと 见て、 この 二 作の 關係 を考へ もしたならば、 それ こそ 說 明の 出 來 かねる もの 

が あらう。 何と なれば 「干 時 藍染」 はいふと ころの 寛 政の 治の 揶揄した ものと 兌ら れ、 rn 十染 草」 は その 方針に 迎合 

する ものと 考 へられな くもない からで ある。 しかし、 京傳の 黄表紙に 就いて、 そこ を 問題と する のがす でに^ り 

だ。 むしろ 戯作の 趣向と して、 二つの 作の 問に、 どんな 聯絡が あるか^ 問題 だ。 

「干 時 藍染」 の 世界に は、 頻りに 漢籍 を 考究す る 乞食が ゐる。 まして 世間 一般の 人々 はすべ て^ 德家 となって、 不 

義の利 を輕ん じ、 努めて 金^ を 人に 與 へようと する。 その 結 ET 漸く 金銀が 邪魔 扱 ひせられる。 女郎 は 旅人の 客な 

ぞと 見る と、 すぐ 大金 をお つつけ たがる、 才覺な 男 は燒昧 t 曰を燒 くと 金が 逃げる とて、 燒き 立てる、 商人 は 大高賫 

仕 候の 看板 を 出す。 往來に は 巾 澄 切られが 徘徊す る、 大昔 寺 前 なぞに は追剝 がれが 出る。 天 もまた 感 通して 金 を 降 

らす、 人々 はいよ いよ 難儀 するとい ふ 布 様。 

この 作が 宽 政の 治 を 滑稽 化した もの だとい ふこと は、 この 荒 筋から も 兌ら れる。 しかし、 諷刺した ものと は、 _原 

作 を讀ん でも、 兌ても うけ 取られない。 それ どころ か、 H< 明 六 年の 作 「江戸 春 一 夜 千兩」 と S 一  趣，：！ だ と^はせ る 

方が 强ぃ。 
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「一夜 千兩」 の 趣向 は、 ある 金 持が 家- s: のぶに 大金 を與 へて、 一夜の 屮に 費って しまへ、 費って しまったら、 ^の 

褒美 を 遺る とい ひ 渡す。 人々 は 金 を 貰 ひたいば かりに、 いろいろと 苦 K 力す る、 しかも 中々 費 ひきれ ない。 人々 はは 

じめ て 有難す ぎて は 結局 面白くな し、 生かして 金の つか はれぬ とい ふ # を辨へ 知る とい ふので ある。 

つまり、 過ぎた る は 及ばざる が 如し を理の 標準と して、 過ぎた るく るし さ、 を かし さを兑 せた のが、 この 二つの 

作で ある。 過ぎた る は 及ばざる が 如しとの 意 は、 短く 行 過ぎと いふ 言葉で いひ 現 はされ る。 一度 行 過ぎと いふと、 

そこに 行 過ぎの を かし さ を 書いた 黄表紙の いくつかに 想 ひ 出される。 中に 最も を かし いのは 「浮 氣 樺燒」 でな かつ 

たか。 その後 をう けた 「客 氣植 田」 もさう でなかった か。 もし、 行 過ぎと いふ 中心思想 -I 餘り にも 仰々 しい： 一一 一" 葉 

では あるが、 —I を 以てい へば 「干 時 藍染」 もまた 「浮 氣 樺燒」 の 正統で はな いまでも、 旁 系と して 兑 るべき もの 

でな からう か。 

s>t きうち あとれ まつり 

政治と 遊與 との 世界の 和異 が、 「浮氣 樺燒」 と 「干 時 藍染」 との 速續を 躊躇させる なら、 しばらく 「復^ 後 祭祀」 

に 就いて 考 へる のがよ い。 作 は 「干 時 藍染」 の 前  一^、 すな はち 「己 恍惚 照 子」 と问 年の 出版で ある。 

父 を 殺した 仇 はすぐ、 ひつ 返して 來て 息子の 手に かゝ つて 死ぬ。 息子 耍太郞 は 主君から 御 褒の言 葉 を 戴き、 n 十 速 

家督 を相績 する。 しかし、 耍太郞 の 意 は慷ら ない。 昔 か. ら復 謹； といへば、 さまざまの 憂苦 勞を經 てはじめて 願 を 達 

する の を、 これ は あまりに さらさらと 事が 運び 過ぎた と、 特に 主君に 申出で て、 復讓： の苦勞 をし に^かけ る。 乳母 

の もとに 行って は、 無现 にお 氣 になら うとし、 乳母の 娘 を 遊女に 賫ら せるな ど、 世 ぼの 復嚷： の^を その ま、 に 行 は 

うとす る。 虚無 佾と なり、 袖 乞と なる。 その はて は實の 乞食と なり、 苦しがた しくい よいよ 死なう とする 時、 ^主 


に 救 はれる。 ^主 はかね て 乳^に いひつ けて 娘 を 賢った ことにして、 莨 は G 分の 手 もとに，！、？ かれた ので あつたが、 

要 太郞を もとの^  士に とり 立てる と共に、 その 娘 を 妻に させた。 耍太郞 は 父と 仇の 亡饞 のために、 復 ft の 場の 形式 

で 祭 をす る 。 之れ が あとの 祭 だとい ふの が 趣向で ある。 

この 趣向から y へる と、 耍太郞 はさし むき 艷ニ郞 とい ふところ である。 耍太郞 の 太郞も rra! 竹 節」 の 艷太郞 の 太 

郞と緣 がな くもない。 殊に 耍太郞 の 主君 は、 艷ニ郞 の 父親と いふと ころが ある。 この 行 過ぎの 黃 表紙 は、 隨分 「浮 

氣 樺燒」 の 二番煎じ だと もい はれよう。 

ラ 過ぎから 出る 滑 稍 を 輕 とする こと は、 京^の^^ 紙の 定石で あるが" 行 過ぎの 持って ゆき どころ、 常て どころ 

は 何でもよ かった。 して 兌る と、 「後 祭祀」 に 於け る 態度が、 それと M じ^の 作 「時代 世話 二 挺鈹」 に 於け る 幾分 か 

の 政治 事象の 興味と 合流す る 時に、 翌年の 作 「干 時 藍染」 の；. 仃 過ぎ 黄表紙 を s す こと は 何の 不思議がない。 その 翌 

年、 寬 政ニハ 牛に、 その後 編と して 「藍 返行義 霰」 ま た^じ 覘 ひの 「玉 磨靑 砥錢」 の 作が 出た が、 殊に 「靑 砥錢」 に 

於いて 「浮氣 樺燒」 に 近い 趣向の 少なから す兑 うけられる も 怪しむ を耍 さない。 

今、 あらためて それ 等 を^-次 を 以て 順序立て ゝ兑 る。 

天 明 五 年 「浮 氣 樺燒」 同 1  パ^ 「 一 夜 千兩」 同 七 年 「客^ 楝 WJ 同 八^ 「後 祭祀」 「己 恍惚 照 子」 .翌 ^政：： 儿^ 「千 

時 藍染」 「g: 竹 節」 1ハキ 「行 義靈」 r 靑 砥錢」 「早 染草」 

あの 硬い 筋の 「早染 草」 が 案外の 大 常り をと つたの は、 時の 敎訓 物の 流行 も あらう。 また、 今 曰から は 推測が 出 

來 かねる ほどに、 よくも 無理な こなし をな し 得た もの だとの 樂屋 筋の 評判 もあった らうが、 まづ 一般の 受け 方 は、 
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あの 繪枘 のお もしろ さ、 善魂惡 魂の 裸 人形の 工夫に あつたと 想 はれる。 

その 工夫 は 、喜 三 二の 作、 天明 六 年 版の 「天道 大幅 帳」 から 出て ゐる とい はれて ゐる。 頷かれる 話で ある。 r 大 

福 帳」 では、 天道様が 善人に 福を與 へ、 惡 人に 禍を與 へる。 人間の 一切の 行爲は 天道様の 指 圖に從 ふ 天人 どもが 熊 

手の さきの 働き を かりる わけで ある。 その 天道が 淨衣 をつ けた 日輪と いふ 姿で 描かれた ので ある。 京傳は その 天道 

と ik 人と を 一 つに 合 はせ、 その 天道の 姿 を 善惡の 魂の 姿に 利用した ので ある。 しかし 「大福帳」 から 突然 「早 染草」 

の繪の 工夫が 生れた とい ふこと になる と、 いさ、 か 疑問で ある。 いつもの 事で あるが、 京傳に はすで に その 下地が 

あった、 準備が あつたと 見なければ ならない。 

一 體 「早染 草」 の耍 素の 中で、 こ k に 必耍な ものから いへば、 ffi ぃ輕 いは 別と して、 天 帝、 ® 魂 及び 善 惡の對 立 

の 三つが ある。 その 屮で 天 帝と 善 惡の對 立 はすで に 「大福帳」 に 見られる が、 籙魂 だけ は 之れ に關 係が たい。 

京 傳の黄 表 羝の籙 魂の 要素の 始めて 现 はれた の は、 天 明 八 年の 「時代 世話 二 挺詖」 か と^ふ。 形 は 極めて 槠單 だ、 

丸の 中に 玉と いふ 字 を 書いた だけ だ。 尤も、 この 作で は" 魂 はさまでの 働き をして ゐた い。 それが や、 作の 趣向と 

たったの は、 「延壽 反 魂談」 に はじまる。 

天帝 は 人の 死生 を 司る、 人の 命 がをはる と 帳面の 名前に 點を つける、 天 帝 ある 時 名前 を 消し 逮ふ。 消された SR の 

魂 は 忍びの 者に 奪 ひ 去られる。 魂の なくなった はた^ ぼんやり として ゐる、 人相見に 見て 貰 ふと 來月三 n: に 死ぬ 

とい ふ、 男 はすつ かり 死 支度 をす る、 地面 家作 をす ベて 金に かへ、 いろいろの 遊び をして 費って しま はう と 苦勞す 

る。 まだ 殘 つてる の も 寺の 祠 堂 金に 上げて しま ふ。 つ ひに は 女房 を も 尼に する。 ところが、 その 日に なっても 死た 


ない、 そこへ 友達の 男、 實は琴 高 仙人が 來て、 魂 を 持って来て くれる 男 は. I 兀氣を 恢復す る、 また 富に 當 つて 金 持に 

なる。 

この 「反 魂談」 の 趣向 は、 いふまで もな く 「客 氣植 田」 の 八重 次郞の はなしと M 案で あり、 また 「一夜 千^」 と 

も 類 想で あるが、 殊に その はじめの ところが、 「大幅 帳」 との^ 係の 淺 からぬ ことが 兑られ る。 更に その 部分が そ 

のま k にす つと 後の 享保 一 一年 版 「御 誹 長壽 小紋」 の卷 頭にまで 持 越した ことが 注意 せられる。 

「反 魂談」 の 魂の 形が 火焰に 類して ゐる こと は、 少しく 考へ ておいて よい。 「反 魂談」 の ra^ の 作 「三 河岛 不動 記」 

と 多少 の 交涉が あると 兒て のこと である。 作 は 三 河 島の 不動 尊の 流行 を當 込んだ ものであるが、 不動 尊が 炭圆 の 精 

と戀 仲になる を かし さが 趣向と なって ゐる。 それに は 炭 国の 精 を 火炤の 形と して 描いて あった。 すな はち 京 傳は火 

の 玉 を 一 方に は 魂と して 扱 ひ、 一 方に は 火の 精と して 扱った ので ある。 

やま ほと ぎす！ t ころの， t- づ あゆ 

その 火の玉の 形の 魂 を、 や \ 複雜 にした 作が、 翌寬 政ニハ 牛に 出た 、「山 杜^ 蹴轉 破瓜」 である。 それに は^ 魂 重耍 

な 趣向の 材料と なって ゐる。 德三郞 とい ふ 男と 重次郞 とい ふ 男が、. 共に お 竹と いふけ ころ を 買 ひ 馴染む。 けころ は 

^もなく^ 原の 女郞 となる、 名 をから 竹と 呼ぶ。 二人の 男 は 食け じ 劣ら じと 通って くる。 その はて は 次 郞は旭 如 

來に 祈り、 重 次 郞は九 郞介稻 荷に 祈って、 から 竹 を 一人 ト：： めに しょうと する。 つ ひに 旭と 九郞 介の 逹引 となる。 ト 

ドの つまり はから 竹の 體は、 縱 割に 分けられ てし まふ、 しかもから 竹の 魂魄 は 二人の 男 を 慕って、 さ迷 ひ 歩く 時、 

九郎介 は 魂、 旭 如 來は魄 を 拾 ふ。 九郞 介と 如來 はから 竹の 體の^ 分づ. -を、 作り物で 補 ひ、 それに 一方 は 魂 を 入 

れ、 一方 は魄を 入れて、 頓んだ のめい めいに 與 へる。 彼等 は 凡夫の かたし さ、 さう と は 知らす に恐悅 がって ゐる。 
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かうな ると、 殆ど 「门 十染 草」 だとい へる。 作 は 「门 十染 草」 と 年 を！！ じうして ゐる。 「早 染草」 だとい ふの は 趣向 だ 

けで ない。 繪に 於いても 魂と いふ 字 を 書き、 魄と いふ 字 を 書いた もの を、 人 問の 形に し、 それ を 善惡の 字に 書き か 

へれば、 もう 「早染 草」 だとい ふので ある。 尤も、 趣向と して は、 二つの 作の 間に は 大きい 相異が ある。 和異は 魂、 

魄、 如來、 稻荷、 重 次郞、 德次郞 とに 分れて はゐ るが、 その 間に 善 惡の觀 念の 伴 はない ことで ある。 「大福帳」 から 

脈 を ひいて ゐる善 惡の對 立の 見られな いこと である。 それならば 京傳に 於け る 善 惡の對 立 は 「早染 草」 に はじまつ 

たので あらう か。 いな、 その 以前に ある 「早染 草」 の 前 一年、 寬政 元年の 「门 十 道 節用 守」 がそれ だ。 

おぎ やの 花お きの 客に、 幸 ニ郞、 悪 ニ郞の 二人が ある。 女 は 幸 ニ郞に 惚れて、 惡ニ郎 を 袖に する。 惡ニ郞 は 何と 

かして 女 を 廓から 盗み出さ うと 考 へる。 それに は 韋駄天の 守が 必耍 だと 思って、 さる 所から 盗み出す。 その 守が い 

ろい ろの 奇瑞 を 現 はした はてに、 幸 ニ郞は 花お きを 妻と し、 惡ニ郞 は 支那の 地で 殺される。 「節用 守」 では 刖に善 が 

どう だとい ふ 事 はない が。 惡が滅 ぶと いふ 點に 於いて 一 糚 の敎訓 物に なって ゐる。 

して 見る と >  「早染 草」 は 「干 時 藍染」 から ー轉 した 趣向 をと ると 共に、 これ 等の 要素 を 一 つに 纏めた わけ だ。 

「浮氣 樺燒」 が縱 にも 橫 にも 擴が S を 有って ゐ たやう に、 これに も、 縱 横の 聯絡が 伃 在して ゐ たので ある。 何も、 こ 

の 二つの 作に^ら ない、 京傳の 作の どれ も かう いふ 徑路を 踏んで ゐる。 いな、 作者の 誰彼の^ なく、 黄 衣 紙が 皆 そ 

れ である。 それ を 見ないなら、 いっそ、 黃表衹 は 千篇一律の 語 を 以て 蓋うて しま ふの がよ いやう だ。 


「G5. 染草」 の 出現 は 京 俥、 の 著作の 傾，；！ からい へば、 隨分 自然の 推移 だとい はれた. s こと もない が、 彼と して はな 

ほ 一 つの 試みであった らう。 ぁ& まで 喝采され たの も、 或は 案外であった らう。 しかし、 柒外 だと 思 ひながら その 

きつ 掛け を 逸す 京傳 ではない。 nl. 速 後 を 書き出し たのが 翌年の 「人 問 一生 胸算用」 だ。 これ は 筋 を 前編のより や 

ゃ複雜 にし、 更に 善と悪と を 心と 氣 にい ひかへ た、 心舉の 色調 を 一段と はっきりさせる ための 工夫 だ。 後一 年 をお 

いて、 笫三編 を 出した * 「勘忍 袋 緒/善玉」 だ。 これ またもとの 善惡 にかへ つた。 通った 筋で なく、 いろいろの 場 

合に、 善魂惡 魂の 爭ひ をさせる ことが、 趣向に なって ゐる。 

更に、 寬政 八^に は、 馬 琴 は 「早染 草」 の 第 四 編と 銘 うって、 rra 遍 摺心舉 草羝」 を 出版した。 これ は 玉の 數を 

多くして、 善惡の 外に 首、 金、 替、 淚、 生 根 * 磨、 屁、 乎な どの 玉の 名を舉 げてゐ る。 とにかく、 どこまで 鑌く善 

魂惡 魂の 趣向で あらう。 黄表紙に 於け る 流行 性が つくづくと^ へ られ る。 さう いふ 流行 性 を 有つ 時代の 心が 怪しく 

も 不思議に も考 へ られ る。 

今い つたの は、 善 魂惡魂 物の 正系に 屬 する ものである。 一 つの 當り 作が あれば、 正閏お のおの、 統 を^て &、 そ 

れ から それへ と擴 がって ゆく のが、 黄表紙の 常。 殊に 京 傳みづ から は絕 えす みづ からの 作の 中で それ を 行 つて ゐ 

た。 であるから、 善魂惡 魂が どんた 形に 變 化しつ-、 彼の 黄表紙の 間に 出沒 して ゐ たかを、 ー應撿 討す る 必要が あ 

る 0 

「胸算用」 と 年 を 同じう する 「廬生 夢 魂 其 前日」 が 最も 早く 現 はれた 變 化物の 一 つで ある。 これ は 善 魂 惡魂を 外題 

にもい つて ゐる やうに 夢 魂と した。 善魂惡 魂が 人間の 善行 惡行 を拔る こと を、 夢 魂が 人 の 夢に 見せる こと に し 
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た。 すな はち 趣向の 筋と して は、 「早染 草」 の 天帝に 當る夢 魂の 司、 夢 魂 道 人が 夢 魂 どもに 命じて、 廬生 邯鄲の夢の 

狂言の 支度 をす る ことで ある。 京 傅 は 自分の 「早染 草」 の 趣向に、 古い 「金々 先生 榮花 夢」 の 趣向 を 撮 合 はせ たの 

である。 

けれど、. 當 時の 黄表紙 愛好^! の悅 ぶと ころ は、 その 趣向で ない。 やはり 善魂惡 魂の 對 立が 面白かった らしい。 之 

れ がまた 善 魂 惡魂を 復活 させて、 「緒/善玉」 を 書かせた 理. 5 であらう。 

京傳 はまた 「其 前日」 の 工夫 を その ま、 に棄 てなかった。 彼 は 巧みに その 屮の ある ものと、 善魂惡 魂の 工夫と を 

一 つに 混ぜ 合 はせ て 「§: 人 詰南片 傀儡」 を 書いた。 善 魂惡^ は 鬼と 怫と にか へられ、 「其 前 口」 の 夢 魂の 狂 一 一 一一 n 方お、 

これで は 南京 傀儡 の絲づ かひに か へられて ゐる。 すな はち 人間の 善行 惡行そ の 他 は、 こと ご とく 鬼と 佛が絲 を 操 つ 

て さう させる の だとい ふの が 趣向 だ。 丁度 「緒/善玉」 と 同じ 寬政五 年の 出版で ある。 

善惡 から 怫 鬼に 移った 趣向 は、 七 年に は 「貧 福 道中 之 記」 の 貧 福の 對立 となり、 八 年に は 「鬼 敉心角 1」 の 酒 

餅の 對立 となった。 

「心 角樽」 は 角 書に 「洒祌 餅祌」 と ある やうに、 酒 神が 段々 と 人を醉 はして、 しま ひに は 心の 錠 をはづ して、 仁義 

禮智 信の 寶を奪 ひ 去る の を、 餅 神が 頻りに 妨げようと する， ひが 筋 立に なって ゐる。 第十圖 はま だ飮み はじめの 者 

を、 酒の 神が さいなむ ところ、 槌で 頭を撲 つて 頭痛 を 起させ、 胸 を 八人舂 にし、 額の 筋 を 出し、 また 丹 を 溶いて 顏 

うそから でた ** ことの さう し 

を眞 赤に 塗って ゐる。 この 洒 餅の 對立 は^に 翌年の 「虚 生實 草轼」 の^ 實と聯 終 を 保って ゐる。 この やうに、 趣 

,M は變 はるが、 K く 敎訓の 精神に は變 はり はない。 時の 流行が 敎訓 物に あつたと いふに しても 餘り 度が過ぎ はし ま 


いか。 それに は现 山が ある。 敎訓 物の 流行 を 誘導す る 力が、 特に 京傳の 身の上に 働き かけた 結果で ある。 

さう でなくて さへ、 黄表紙の 洒落が 理に墮 ちかけ たと ころへ、 例の 寛 政の 治が 齎す 風紀 振肅 だ。 戯作者 ども は 持 

前の 洒落 氣 分で、 もとより それ以上の 政治 關心 でもな く、 それ 以下の 社舍 興味で もな く、 た^ 漫然たる 洒落 氣 分で 

諷剁 らしく 茶 かし、 冷 かし はじめた。 たと へば、 古今の 大當り をと つたと いふ 喜 三 一 一作の 「文武 一 一 逍萬石 通」 など 

の 類で ある、 祌經 過敏な 當局は 直に それ 等に 絡 版 を 命じた。 風紀 振肅で 戯作の 種が 乏しくなって ゐる 上に、 戯作の 

取締 だ。 それ 等に 反抗す る氣カ は、 生憎と 戯作者 共に 持 合 はせ がない。 いな、 その 必要 もない、 それよりも 彼等 は 

戯作 取締 令 下に 風紀 振 肅に苟 合する のが 身の 安全で も あり、 時の 動きに 乘 する ものである、 と考 へて 敎訓 めいた 作 

を 出さう とする。 屮 にも、 さう いふ 點に 機敏な のが 京 傳だ？ 彼 は 試みに rnl. 染草」 を 出した、 それが 豫想 以上に 時 

好に 乘 じたので ある。 これ だけで も敎訓 物に 專 念すべき を、 まして、 京 傅に は處分 問題が あった。 黄^紙の^ 1^ を 

もとに かへ す元氣 さ へ なくなって、 敎訓 を檩榜 せねば ならなかった。  • 

京 傳が處 分 を 受けた の は、 時事の 諷刺の ためで ない， 禁を 犯して 洒落 本 を 書いた ためで ある。 あの 小心な 京傳 

が、 どうして、 そんなお ほそれた 事 を 仕出 來し たかと いへば、 永い 11 の關係 はあり、 氣は^ いし、 旁 板 元蔦屋 の懇 

請 を 斥け かねた ものら しい。 とにかく 寬 政三ハ 牛に は 手 鎖の 刑に 處 せられた ので ある。 

でなくても、 京傳は その 前年に 戯作 を： M める とい ふこと を蔦屋 に. 3. 出した、 事 は 三^版の 「箱 入 尨面屋 人形 I の 

序に 見えて ゐる。 序 は 版元 蔦 唐 丸の 言葉と なって ゐる。 ， ； 扨 作者 京 傳申候 はたに 今まで かりそめに つたなき 戯さ 

く： ii り、 御らん に 入 候へ ども、 かやう のむ ゑき の 事に 日月お よび 筆紙 をつ いやし 候 事、 さりと はた わけの いたり、 
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^に 去舂 など は 世の中に あしき ひやう ぎ をう け 候 事 ふかく これ 等 をはぢ 候て、 當 年より 決し 作 相 やめ. W 屮 とわ 

たくし 方へ も かたく ことわり 申 候！ とい ふの が、 その 一節で ある。 そこへ！！ 刑で ある- ^傅 は 餘程考 へたら し 

い。 しかし、 版元から はせ つかれる、 戯作 を餒 めて は 活計が 立たない。 洒落 本 を 結った 彼 はお そる 恐る 黄表紙の 筆 

を 進めた。 翌四 年の 作が どんなに 黄表紙ら しくない 代物で あつたか。 「唯 心 鬼 打 豆」 の やうな 敎訓 はい はすと も あ 

れ、 「^剛 垂揚 柳」 「梁 山 一 歩談」 の やうな 「水滸 傅」 の 筋 書、 でなければ 「s 之 偶 春 朝 R 名」 の やうな 十" い 滑お 本 

の燒 直し。 それ どころ か、 「桃 太 郞發端 話說」 の やうに、 赤本の むかしに 還る 氣 持と、 諧み本 風の 文章で ゆかう の 

心 持 を 一 つに した 至極 安全の 作ば かりだ。 彼が 最も 得意と する 黄表紙に 洒落 本 をと り 合 はせ る 作風 はもう 兑られ な 

い。 洒落 本の 洒落 も、 黄表紙 本來の 洒落 もす つかり 洗 ひお とされた 形で ある。 

しかし、 才人 京 傅の ことで ある、 洒落 本の 洒落が 黄表紙から 封せられ たと ころで、 また 例の 細心な 工夫から 何 か 

か はりになる もの を 案じ さすに はゐ ない。 敎訓 物のば つと しない もので 押すなら 押す で、 何 かしら， 口 を娛 ませ 

る 手段 を 工夫す る。 わけて 彼が 畫家 であると いふ 强味 は、 敎訓 物の 黄表紙に 他に 眞 出の 出来ない 畫 趣向 を 創め さ せ 

か ！■ みの-つつ し な さ， •* 

た 寛 政 八 年 あたりの 「人心 鏡 寫繪」 などから、 その 作風が 兑ぇ 出した。 九 年の 「虚 生實 草紙」 「三歲 阖繪稚 講釋」 

十 年の 「FE 化 帖準據 本苹」 「兒訓 影 繪喩」 「化物 和お 草」 十 一 年の 「假名 手本 胸 鏡」 「京 傅 主 十.； ハ利 I」 など、 ル：： それ. 

である。 

「鏡 寫繪」 もまた 一面 心學 物であった。 「早染 草」 から 分岐した 系統に 屬 する。 これに は 別に 纏った 筋 はない。 た 

だ 人の 心との 間に 表褢が あろと いふ こと を、 いろいろの 咧で 示した ので あるが、 その 裏の 心 を、 胸の あたりの 小判 


形の 鏡に うつる 姿で 表 はすの だ。 その 鏡の 繪の 趣向から、 事の 表裏 やら、 事と 事の 因 やら を 繪で對 照 的に 示した 

「虚 生赏 草紙」 の 趣向が 生れる。 さて は その 虚實を 影繪で 示さう とする 訓影 繪喩」 が 作られる。 こゝに 例と して 

擧 げた ニ圖の 中、 第 十一 圖は 風の 荒くな つたに も拘 はらす、 釣に 有 頂 天 になって ゐる 人の 危さ を、 劎の上 を 渡る 影 

-繪で 示した の である。 笫 十一 一 圖は金 を 借り る 人と 返す 人の 心の中 を、 地藏と 閻魔の 影繪で 兌せ たの である。 

この 繪の 趣向 を 形 その ま」 に傳 へたの が 「京 傅 主 十六 利鑑」 である。 外題が 兆傳主 十六 羅漢の もぢ りで ある こと 

はいふまで もない。 たと へば。 第 十三 圖の借 越 損 者 はと かく 物 を 借り越す の は 損じ やとの 洒落、 下の I! は^ 金の 淵 

に陷 つて 苦しむ さま を 兌せ たもの、 また 第 十四 圖 の 貧須廬 損^: は 貧 をす るの は. m じ やの 洒落、 下の 圖は. いくら^け 

て も 足らぬ 心 を燒 石に 注ぐ 水 で兑 せた ので ある。 他 の 十 M 損 者 も^こ の 趣向で 出來て ゐ る。 

この やうな 趣向 は、 前に 舉げ たもの 以外、 なほ いくつかに 数 へられる、 一 つ 一 つ を舉げ るの は烺 はしい。 要する 

に、 それ 等 は 何等かの 形に 於いて 「早 染ゃ」 の 脈 を ひいて ゐる ことが 注^せられる。 更に また 繪の 形の 類似して ゐ 

るの を 合 はせ る 趣向が 强く働 いて ゐる こと も 注意 せられる。 その 方が 敎訓の 側から 離れて 獨 立した のが、 「化物^ 

木^.」 の 類で ある。 尤も、 それ は 純袢な 黄表紙で はない が、 敎 と 類似の 擀校様 を 合 はせ た 「敎 訓繪 兄弟」 が 某： 本 

になって ゐる。 勿論， 京 傅の 作、 寬政七 年の 版で ある。 

京 傳が筋 を 離れて、 ばらばらな 綺の 趣向 を 眼：：： にして ゐる 黄表紙に 專 念して ゐる ^は、 また 筋 を 通す 讀み物 を、 

他の 様式の 小說で 書かう として 苦心して ゐる昨 だ。 洒落 本と いふ 武器 を^ はれた 彼と して は、 當 然の考 傲 だ。 他の 

様式の 小說と は讀み 本の ことで ある。 彼 は その はじめに 此ー 一様 式 を 書き分ける 事に 工夫 を 凝した やうで あつたが、 
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やがて 無益な 努力で ある こと を 知ったら しい。 むしろ、 その 調和 をと 考へ 出した のが 多分 享和 元年 頃ではなかった 

らう か。 ！ 一年 出版の 「通氣 智之錢 光記」 「呑 込 多靈寶 塚 起」 「賢愚 湊錢湯 新 話」 「枯木 花大悲 利益」 が 内容に 於いて、 

^に 聯絡の ない にも 枸 はらす、 春夏秋冬の 名の 下に 一部の ものら しく 兑 せかけ たの も、 幾分 かその 氣 味が あり は 

しない かと 想 はれる。 しかし 讀み 本の 「安積 沼」 を 出した 享和 三^に は、 黄表紙の すべて は 相變ら ぬ斷片 的繪趣 {!: 

であった。 けれど、 翌 文化 元年 版の ものに なると 讀み 本と 黄表紙 は 完全に 調和し 出した。 「江 戶 砂子 娘 敵 討」 「五 人 

切西风 斬寶」 にしても、 皆 筋 を 主と した 讀み 物で ある。 繪は その 筋 を 追 ひ、 文の 影身に 添 ふ 形に なった。. 同一 一年 版の 

はじ *i り  え ど 

r 復讓 〔煎茶^ 觴」 にしても 、「荏 土 自慢 名產 杖」 にしても、 その 傾向 は 一段と 明瞭に なった。 天明 八 年の 「役 S: 後 祭 

祀」 の繪を や ゝ剛く 描き 直し、 文章に もい さゝ かの 變化 をつ け、 題 を 讀み本 風の 「殘燈 奇談 案 机 之 塵」 に 改めた の 

もこの 年であった。 その 翌年の 「敵 討兩輛 車」 「敵 討 孫 太 郞蟲」 になる と、 冊數も 多くな り、 また 前後に 卷を 分つ や 

うにな つた。 もう、 かうな ると 合卷 といって よい。 なほこれ を 黄表紙と いふの は、 萆 なる 體 裁の 上の 15!: 別に 過ぎな 

い。 四 年 版の ものに なると、 新しい 形の 合卷 型と なって、 京 傅の 作 は 黄 表 弒と關 係を斷 つたので ある。 

かうな ると、 京傳の 黄表紙の 末期の もの は、 おの づ から 彼の 處女 作の 主題に かへ つたこと になる。 またもとの 無 

洒落に 復活した わけで ある。 なほ、 屮^ の敎訓 物が 勸善 懲惡の 形に なって、 敵 討 事件に 溶け込んだ とも 兌ら れる。 

そして 局部々 々で 洒落 を ふりまく、 つまり はこれ までの 彼の 傾向 を 統べ 合せた 形 だ。 轉ん でもた^ は 起きない 彼の 

悧巧が つくづくと 考 へ られ る。 

京 傅が 表紙と 絕緣 した 頃 は、 他の 作^も 同じ 行方 をして ゐた。 たぐ 彼等の 多く は、 京傳 より：： 十く 敵 討 物に とり 


力- - つて ゐた。 彼等 は 京傳の 如く、 繪の 趣向に 迷 ふこと なく、 驀 然と 讀み本 風の 筋 書の もとに、 合卷 へと 向った の 

である。 その 點 からい へば、 いつも 黄表紙の 流行に 先 じて ゐた 京傳 は、 かなりの 流行お くれと なった ことになる。 

何故に 迷って ゐ たか、. 何故に 流行お くれと なった か。 京 傅が 黄表紙の 型に 對 する 執着が さう させた ので ある。 つま 

り は 彼の 性分、 たと へば 石橋 を敲 いて 渡る ほどの 性分 だからで ある。 その 性分が、 かって は 一つの 常り 作が あれ 

ば、 それ を繞 つて、 ，1 かい 工夫から、 幾つかの 當り作 を 成させた ので ある。 今 はか へ つて それが 邪魔 をした ので あ 

る。 しかし、 さすが は京傳 である、 これなら ではと 兑 込が ついて、 敵 討 物に うち 込んだ 時、 やはり また 敵 討 物の 霸 

王と なり、 更に 合卷 作者と してお しもお され もせぬ^: となりき つたので ある。 かくして 春 町、 菩三ニ 以後の 黄表紙 

は、 どこまでも 京傳 によって 代表され ねばならなかった。 

(昭和 五 年 四月 「日本 文學聯 講」) 
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黃 表紙 沪 ら合卷 へ 

I 

おやの か 1- き..， .4 

どこまで も 春 町 喜 三 二の 傳統を 守って、 今の 流行に 與 せじと 意氣 ごんで ゐた 一一 一馬 も * いひ わけたら/ \ 「親 讎^^ 

藥」 を 書かねば ならな くな つた。 出 板 は 文化 二 年、 板 元は 本 材木 町の 西^であった。 敵 討の 草紙と は俱に 大 を 戴か 

やと ひねくり 浮世 を惡 くす ねて、 二三 年 休んで 兌た が、 形勢お のれに 非な り、 つ ひに 此方から 板 元の 御機嫌 を 伺つ 

たやう に 本文に 害いて あるの は、 わざと 裏から、 横. からもの をい ふ 戯作 老 一流の 洒落に 過ぎない。 ^莨 はや はり、 

「式 亭雜 記」 のお のれ 三^ 敵 討の 草紙 は 嫌 ひなり しが、 西宫 のす 、めに まかせて、 始めて 敵討^ 草紙 を 編み 一： ム々 とい 

ふに あった。 

t じめ な  しゃれに も 

「老實 製法 滑稽 妙劑」 の^に も、 「うちまた 膏藥」 の表题 にも 明白で ある 妥協の 看板 を 今更に 祸げ ねばならぬ 稃、 

その 頃の 黄表紙 世界 は 敵 討 物が 全盛であった。 その 形勢 も 三 馬の あの 作から 聽 いて 兌たい 氣 がする。 

近來敵 討の 草紙の はやる こと 夥しく、 いづれ も问じ 趣向に て、 ^道の 意氣 地、 女色の 執心、 劎 術の 仕 合、 角力の 

勝负 より 事 起り、 或は 親 をう たれ、 或は 兄弟 をう たれ、 艱難辛苦して、 つ ひに は 敵 を 討ちお ほせて、 許嫁の 婚禕ぉ 


定り のめで たし めでたしと 舞納 るまで、 皆 ありかく の 事 なれば、 i-A の 作者 頭 を 割って 魂 ^を碎 き、 新しき 敵の 

打ち やう、 珍しき 人の 殺し 方、 あはれ なる 尋ね やう、 危き 逃げ 方 をた くまん と寢 る：：： もお すに、 よき 趣 e をつ けね 

らふと 雖、 わが 朋友た る 南 仙 笑楚滿 人が お 家の 株に は 及び難し。 數 年来の 老巧 一時に 洒落 を^き て、 世の 屮敵 討の 

草紙に 一統した 察 は、 これ 楚滿 人の 手柄と いふべ し。 

楚滿 人が 「敵 討 三味線 由來」 を 出版して、 不首尾に 終った の は 天 明 三^であった。 「敵 討莪女 英」 を 出して 好評 を 

博した の は 寛 政 七 年であった。 その 十二 年の 問に 於け る 黄表紙の 世界に は 犬なる 推移が あった。 寬政 七^から 今^ 

文化 二 年まで、 九^の 間、 「雜 女英」 の 模倣 追從を 馴致した 现 巾 は、 黄表紙の ft 外に； 且つて、 多くが 數 へられる。 

その^って 來る ところ は、 別の 問题 とする にしても. さし 當 つて 考へ ねばならぬ こと は その 流行の 結 菜で ある。 

「合 卷」 とい ふ ものが 成立した のであった。 合卷の 成立 は、 何も 鉍討物 のみでない、 いろ/ -\ の條件 による 事で は あ 

るが、 直接に は 敵 討 物が 最も 多く 闊與 して ゐる。 敵 討 物に は、 はじめから ー茛 せる 筋がなければ ならぬ、 敉雜 なる 

事^も 必要であった。 黄表紙の 約^と して、 五 丁 一冊が ー單 位で あるが、 もう 在来の 二 盟位、 一；；^ 位 ほどで は， そ 

の耍求 を充せ さう もない。 單位を 重ねる こと は隨 意で あるが、 製本の 不便が そこから 起る。 これ も 黄表紙の 約束と 

して、 一 單 位^に、 ^紙 襄 表紙 をつ けて 獨 立した 一 冊と する からで ある。 合 卷とは 畢竟 その 不便 を 除く ためにお 冊 

の 表紙 を^いて、 數冊を ー卷に 綴ぢ合 はせ るとの 義 であった。 文化 三年 板 元西宫 から 出版した 三 馬の 作 「雷 太郞强 

惡 物語」 は、 十 冊 を 前後 二 編に 分って ゐた、 即ち 二 冊に 綴ぢ合 はせ たので ある。 これが 合卷の はじめで ある。 ーーぉ1 

の 工夫に 係る。 
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三 馬 は その 翌年 以来 合卷が 流行して、 黄表紙 仕 立が 廢 つたこと を大に 自慢して ゐる。 ことし 文化 ヒ に 至 t ビ、 

今に 合卷 流行す、 相撲 取お のが 勝た る咄 ばかりす るに 似 たれ ど、 合卷繪 草羝を 世に 流行 させし は、 予が 一生の SMJ 

思へば、 老後の 思 ひ 出 いさぎよく 侍りと 文化 七 年の 手記 「式 亭雜 記」 にいって ゐた。 

五 丁 一  冊の 單 位の 重ね 方が 少 ければ 少ぃ ほど、 輕ぃ 洒落が 存分に 振舞 ひ、 多ければ 多い ほどい ふ 所の まじめに 落 

ちつく のが、 その 頃の 繪雙羝 の 第 一條 件であった。 三 馬が 合卷を 工夫したり、 その 流行 を悅 ぶの は、 おのが 尊し と 

する 春 町 喜 三 二に 弓 を ひく 事に なり はしなかった か。 どうで もよ ささうな 書冊の 形式が、 案外 重い 力と なって. T 容 

を 規定す るの が 江 戶文藝 の 常で ある。 三 馬の 新 工夫 はつ まりお のが 嫌 ひな 敵 討 物、 また それに 準す る もの、 流行 を 

助長させる ことになる。 それにしても、 その 頃の 社會の 事情、 また 小 說界の 趨勢 は 三 馬が おのれの 矛盾に 氣づ かう 

が、 氣づ くまいが、 年々 に 合卷の 流行の 度を增 して、 餘勢 はるかに 明治の 初期にまで 及んだ ので ある。 もし 三 馬が 

それ を 兒てゐ たら、 「式 亭雜 記」 に 何と 書き 添へ たので あらう か。 ついそん な いらぬ 事まで 考 へら. ^ る。 , 

老實と 滑稽との ニ途 かける とい ふ 「親 讎 うちまた 膏藥」 の 表題の 中には、 もう 一 つの 洒落が 隱 されて ゐる。 敵 討 

物の 中に また 敵 討の 趣向が あると いふ ことで ある。 まづ 過去 の^の 敵 討が 上卷 と中卷 にしる される。 現世の 敵 討が 

下 卷に害 かれて ゐる。 二つの 敵 討 は 因 菜の 關係を もって 繫ぎ 結ばれて ゐる。 三 馬 は 京 傅の 「忠臣 藏 前世 幕. から- 

この 趣向 を 得た ので ある。  また その 趣向 を繪の 上に 一； 小さう とする。 すな はち 喜 三 二の 「天道 大福帳」 を 粉 仁と した。 


いは ビ 敵に 身 を 寄 せ て なほ 敵 を 謀らう とす る此作 に は、 こ んな 苦し い 思案 をし なければ ならな か つた。 いつもの 模 

倣緞 からだけ ではなかった らしい C 

それから 兌る と 京 傅の 「&讎 後 祭祀」 の 趣向 はすら くと 樂に 運んで ゐた。 黄表紙に 於け る 京傳三 馬の 腕の ち 

が ひも さる 事ながら、 周圓の 事情が さう させた ので ある。 作 は 文化 ニ^から 十七 ハ牛 前の 天明 八^ 出版であった。 

元龜， ヰ 中、 濱 松の 家中 瀨間井 横藏が 廣居與 太左衛 門 を 殺す。 一 旦^げ 延びた が、 みづ から 與太 左衛 門の 一 子耍太 

郞の もとに 名乘り 出で、 討 たれる。 耍太郎 は n 十 速に 父の 鑼を 討った ので、 殿のお ぼえ もめで たかった。 

二 丁半に 書れ た 「後 祭祀」 の 發端を かい 摘めば 斯うで ある。 作者 は 筆 を あらためて また 喾き 出した。 「これ 作お 

の大 ベら 坊め、 今時 こんな まじめな 敵 討の 趣， M が 兑られ る もの かと は 愚々、 細工 は 流々、 仕上げ を御覽 じろ」 

楚滿人 は 敵 討 物流 行の 開祖で は ある。 しかし、 敵 討 物の 元祖ではなかった。 赤本に こそ 少 けれ、 mi 本に も、 靑本 

にもす つと 兌 出される 鈸討 は、 黄表紙に 於ても、 「三味線 由來」 以前 數 多く 世に 行 はれて ゐ る。 たビ まじめな 筋合 

が ぱっと 受けない とい ふだけ で、 絶える 事な き 一 脈であった。 作の 趣向が いづれ も 似たり 寄たり である こと は常然 

である。 京傳は その 古めかし いもの を ひきうけて、 目先の 變 はった 代物に 仕立て 直さう としたので ある。 

要 太 郞は考 へた、 世の 敵 討 は 皆 艱難辛苦の 限り を盡 した 後で 目的 を^す るのに、 自分の は あまりに あっけな さ 過 

ぎる。 敵 討に 艱難が 附 隨の條 件であるなら ば、 時の 順序 はどうで もよ からう と、 改めてお 暇 を 頂戴して 苦勞 しに 出 

かける。 まづ 乳母の もと を 尋ねる、 乳母の 娘に 色 をし かける、 毒 を 食べて 病氣を 求め 酢 を 飲んで 瘦を 欲する。 乳母 

の 娘 を身賫 させる。 虚無僧と もなる、 遊 M 通 ひもす る。 揚句に は 非人と もなる。 すべて 敵 討 物に 書かれた ほどの も 
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のを實 行した。 いよく 眞の 艱難に 入って、 飢餓に 陷 った耍 太郞 が、 今度 はほんに 死なう とする^、 、王お が迎 りか 

かって 救 はれた。 主君 はこれ まで 耍太郞 の 影身に ついて、 する がま-の たわけ を盡 させた ので ある。 乳母の 娘お 山 

の身寶 も、 廻 者 を 遣 はして 買 ひとった ので ある。 主君 はた わけと はい へ、 孝行の 眞似 である、 賞すべし と 褒められ、 

またお 山が たわけの 道具に なった の も、 深き 緣 なれば とて 一 一人 を 夫婦に させる。 

耍太郞 は 主人の 情に てもとの 武士に たち かへ り、 父與 太左衛 門と 敵 橫藏が 亡 ：1 を 神に 祀り、 主人へ 願 ひて、 御 

域 下へ 三十 間 四面に 竹矢来 を 結び"^ 木の 萬燈を 造り、 白装束に て 祭禮を 行 ふ。 今まで 耍太 郞が盡 したる た わ 

け は、 皆 あとの 祭 故、 今の 世まで も、 これ を あとの 祭と いひ 傳へ ける。 

かって、 一度 京 傅 はこの 趣向 を 手 かけた ことがあった。 すら/ \ と樂に 書いた やうな と 兌ら れ るの も當然 であつ 

た。 三年 以前に 大當を 得た 「江戶 生艷氣 樺燒」 の 色 SR 株 を 敵 討に 譲った まで^あった。 耍太郞 は 即ち 艷 次郞、 お 山 

は 即ち 浮 名、 主君 は 即ち 艷次郞 の 父親であった。 あの 心中の 狂言まで をした たわけ の 滑稽 は、 ゆきすぎから 起る。 

こ k の 主^も、 最後に 要 太郞に 「とかく 萬 事 ゆきすぎ ると 此 通り だ ぞょ」 と 仰せられて ゐる。 二者 全く EE 趣 SI 案で 

あった。 

三 

飽くまで 洒落で 固めた 此 作が、 十七^の 後、 たまく 「胯膏 藥」 と 時 を 同じう して、 歸 り新參 をす る。 題 も 改め 

つく なの  •  • 

て、 「殘燈 奇譚案 机 塵」 とい ふ。 表題 を讀 本め かした の は、 いふまで もな く、 今の 奵 尙に應 する ためで ある。 內容も 


とより 幾分 の 訂正 を 必要と した。 

訂正の 一 つ は 筋の 變化を II める ことであった。 横 蘇が 耍太郞 に 討れ る。 本文に 註して、 r 此 うち 始終 くらが り に 

ての 事な り」 と ある。 後の 伏線であった。 後の 事柄 はかう である。 主君 は 要 太 郞の難 を 救って、 もとの 武士に とリ 

立て、 かねて 買 ひとった お 山、 今 は 奥方 附の 腰元に なって ゐ たのと 夫婦に する。 さて 殿 は 仰せられる。 

まだ 汝が膽 のつ ぶれる 事 あり、 見る 』 べしと て 一問の 襖 を 開かせ 給へば、 亡父 與太 左衛門 敵橫藏 たち 出で ける 

故、 これ は幽 -1 か 夢 かと 耍太 郎叉膽 をつ ぶす は理 なり。 與 太左衞 門が いふ やう、 汝 もの^に ゆきすぎ たる 生れ 

故に 親の 燕 悲 にて、 その 心 を ^ しゃらん と密に 御主 君に 願 ひたて まつり 横^ 殿を賴 み、 口論と 僞 つて * Ife 

に 害さ^し 體を たし、 汝が眼 を くらませし は. 芝居で 閒 ゆるの り 紅の 血し ほ、 張子の 首 皆 暗闇の しな ：土 なり。 

^して ケ ろく， /(\ に 念 も 入れす、 迀澗に ゆきすぎの たわけ を盡す こと 斯 くの 如し。 

これが 祭禮の くだりに 代って ゐる。 

訂 冗の 一 つ は、 武家物ら しくす る ことであった。 「後 祭祀」 の 要 太郎 はどうが なして 路用 をな くさう と、 拳の^ 古 

にう き 身を窶 す。 ^^の 敵 討なら けん 術 を^ ふ 場 を、 術と いふ 字 をぐ つと ぶん 流す のであった。 「案 机嚷」 の 耍太郞 

は、 眞寶の 劍術を お ふ。 下手な ために 相弟子に なぐられ、 怪我 をして は 療治に 錢を とられて ゐた。 訂正の この 方針 

は 1 目 葉 だけ を 改めた が 地の文 は 同じで あるに 拘 はらす、 廓 遊びの 三つ 蒲 團の繪 をば、 土手 八丁の^ に 改めた ので あ 

る。 その他 拾 ひ 立てれば 數 多い 異同で あるが、 要は 洒落 味の 稀薄と いふ 一 點に歸 する。 
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さすが は京傳 である。 かう 堅苦しく 仕 立直した 改版に も、 最後に 一 つの 洒落 をい ひ 忘れなかった。 

昔から 敵 討の 本澤山 あれ ど、 此 草紙の やうに、 怪我の ない 無事な 敵 討 は 外に は 御座り ませぬ ぞ。 こいつ は類拔 

と 御 評判 御 評判、 さき- の 御 評判。 

) -!  j  .  .U  - きうち r* き ほどのお わ-.: ひくき 

この 洒落 を その ま、 にうけて、 更に また 一 段と 仕 立直した のが、 一 九の 作 「敲打 先 程 御 笑 草」 である。 めでた 

いづく しの 春 なれば、 おとし 玉に も 流行の 敵 討は氣 がつ まると * ひねくり ま はして 出放題、 めったに n を 叩きう ち 

と 洒落たる は、 ほんに これが お 笑 ひ 草と、 はし 書に しるして ある 此 作に は、 もとより 京 傅の 改版 物に 於け る 窮屈の 

あらう 害がない。 もとの 「後 祭祀」 にかへ らうと する 趣 向 立と も 見られる。 

筋 はた わい もなかった。 一人の 武士が 问じ 家中の 者に、 すりこ 木で 敲 かれる。 敲 いた 方 は 至っての 臆^者 故、 後 

難 をお それて 遂轉 する。 敲 かれた 方 は 武士の 意地から、 すりこ 木で 切腹しょう とする。 子 は 父 を 諫め、 代って 敵 討 

に 出力け る。 すりこ 木で 敲 きかへ すと いふ だけで ある。 怿俄は はじめからない 約束に なって ゐる。 敬の あり 所 は a 

に 知れた。 けれど 早く 敲打を 濟 して は 手が なさ 過ぎる、 孝心 も 薄い 譯と、 例の いらぬ 辛苦に 骨身 を碎 く。 いろ/ \ 

の經緯 あって、 二人 は對 面する。 年来の 父の 敵と すりこ 木で 敲 きのめす。 相手 はす かさぬ 男で 在り 合 ふ 鍋 を^って 

しま ふ。 瘤 一 つ 出来 はしない。 これにて 敲打 ざっと 相濟 みめで たい/ \ 一  つうって くれ、 しゃん 《 と 乎をケ 

て 左右へ こそ 刖れ たと ある。 父の 悅びは 勿論の こと、 殿の 首尾 もよ かった。 父は悅 びの 餘り、 相手の ために ^參を 


も 願 ふ。 斯くて 二人 は 和睦して 兄弟分と なった。 

一 九 はもと/ \> 三 馬の やうに 草 雙紙斯 く あるべし、 春 町 喜 n 一二の 傳統を 忘る、 勿れな ど考 へて、 これ を 作った の 

ではなかった。 彼 はこの 作の どれ 程の もので あるか は、 人から いはれ ない さきに 心得て ゐる。 されば こそ、 餘. a: が 

ありさへ すれば、 今年 出版の 滑稽本の 廣^ をして ゐる。 それ どころ か、 「さて /-\ 面白く もな き 事 を 御覽に 入れ ま 

して 御座います その代り」 として、 また 滑稽本の 廣 吿を卷 末の 口上に 述べて ゐる。 

文化 十二 年、 すべて 黄表紙 を 離れて、 合卷 になって しまった 今、 一九 は 種が 秫 だけにな ほ货 表紙の 心 持で ゆかう 

としたまで である。 十五 丁 物にした の も、 「於 六 櫛 木^ 仇 討」 以来 合 卷の約 鬼の 口 繪を形 だけにして、 「わざと 

之圇」 と 題した の も、 それが ためで ある。 しかし、 表紙の 錦畫仕 立な の や、 勝 川春亭 のさし 繪の 役者 弒 やら、 合卷 

も 合卷、 おし も 推されぬ 代物であった。 そこに 形式に 於け る 混亂が 兌ら れる。 

文化 十二 年の 草雙 紙の 世界に は、 安永 天明の.！ み輕 みは、 どこ を 探しても ありさう もない。 さりと て寬 政、 文化 

初年と は 全く 色 合 を 異にして ゐる。 その 問に 於て、 一九の 計 盡 はう まく ゆかう 贫 がない。 むしろ、 沿稽 木に かへ た 

なら、 まだし もの 事で あ. つたら う。 事實、 その 類 はとうの 以前に、 萆雙 紙の 範疇 以外で^ 分に 活蹯 して ゐ たので あ 

る。 滑稽の 內容 としての 混淆が、 また 此 作に 於て 見られる。 

とり 立て K いふに は 恥し いほ どの 「敲打 先程 御 笑 草」 も、 精々 「役讎 後 祭祀」 r 殘燈奇 譚案机 塵」 との 問に 細い 

一線 を ひいて 兌る と、 どうやら、 草 雙紙椎 移の あと を迪 るた しに はなり はせ ぬかと^ はれる。 あの 何千 部と ある 小 

冊子の 一つ一つ は、 よしんば 屮斐 ない ものである にしても、 すべて を 網の E として、 一つ 殘さす 結び 合 はせ たな 
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ら、 一 々摸倣の あと を 追うて" 整理し、 分類し、 進化 退化の W 蹟を 明白に したなら ば、 何 かの 意蕤を 見出す ことが 

出來 よう。 い つも 同じ やうな 草雙紙 概論、 これ もほんの 片 はし を 讃んだ だけの 臆则 をく りか へ さすに も 濟む譯 でお 

る。 さりながら、 讀破 する だけで も 何千 部 は あまりに 多い。 羝魚は 遠慮なく この 大切な 资料を 荒して ゐる。 

考察の 範圍を 小說の 歷史の 中に 限って いへば、 黄表紙から 合卷 への 推移 は" 多く？ M 本の 影響の 下にな された ので 

ある。 讀 本の 特質 は、 いふと ころの まじめで ある。 洒落 を 忘れた 黄表紙 は、 その まじめ を 介して^ 本に 接近す る。 

さて は 二つの 者の 違 ひ は、 内容の 繁簡と、 さし 繪の 多少に 歸 する 場合 もあった。 讀本 にも 特に 繪 本と いふの が あ 

り、 合卷 にも 續 物の 長編が ある。 その 境 はいよ いよ" する ことが 出来なくなる。 しかし、 どこまでい つても 草雙 

羝 は草雙 紙、 讀 本は讀 本であった。 區刖は 作者の 態度に よって 決せられる。 

京 傅が 文化 三 年に 出した 讀本 「善 知 安方 忠義 傳」 は 十：： く 歌舞伎 ほ 瑠璃に も兑 えた 平 將！： の 遣 孤 良 門の 事蹟に、 謠 

曲 善知爲 の 趣 を 撮 合せた ものであった。 しかし、 京傳は 前編 だけし か 書かなかった。 將 門の 臣善知 安方の 子 千代 宽 

が 母の 讎老熊 を 打ち、 孝行の 德 によって、 源 家の ほと なり、 富貴 を 極める こと、 また 善知^と 化した 安方 夫婦が、 忠 

義貞 節の 功^に よって、 天 堂に 生れ、 歡樂を 極む る ことな ど は、 後編の 豫吿の 中に いって はゐ るが、 つ ひに 筆に す 

るに 及ばなかった。 ところが 京傳は 文化 七 年に、 合卷 「釵敉 うと ふの 俤」 を 出した。 一部 六 冊、 これ を 二 冊の 合卷 

とした。 叙述の 順序に 少しく 逮 ふこと は あるが * 全編 は 「忠雜 傳」 の 繁を« き、 耍を 摘んだ だけで、 筋の 上に^ な 


ると ころがない。 桢概 をと り來 つて 锈解 本に したと いった 方が わかりが 早い。 うた ふの 悌と いふ も、 或は 善 知 忠義 

傳の 俤の義 であるか を 思 はせ る。 た^これ は 親 敵う とふと いふ だけに、 後編に 於て はなさるべき 千代 童の 敵 討 その 

他 をい はねば ならない。 & 後の 半 丁に、 ほんに 附錄 とい ふ ほどに この 結末 をつ けて ゐる。 丁度 、新聞 小 說の精 物が 

まだ 完結に 至らぬ 中に、 芝居な り、 映粛な り は、 いち 早く 結末 を兑 せて ゐ るのと！： じ譯 であった。 それ は ともかく 

も、 作お は * お 本を审 一く、 合卷 を輕く 見て ゐ たので ある。 

京傳は 「忠義 傳」 の繪に 就いて、 この やうに いって ゐた。 「繪を 加 ふる はもと 童の 口 を 慰る のみ なれば、 II 人の 

意を枉 げしめ、 今様の ほ なれたる 樣に HI かしむ。 さるう ちに もた ま/ \\ 古に 茶： くも あり。 故に 本 據の圖 HI を 記し 

て、 古き 新しき^ 風 を わかち 知らし む。」 さう して、 源賴光 十： 蜘蛛 退治 物語 繪、 十 界阖、 法然 上人 行 狀繪卷 物、 百^ 

夜行 圖 * 蘭人 解體 51、 土 佐 光信 變化 阖、 などの 目 を舉 げてゐ る。 

r 忠義 傳」 のさし 繪の 中で、 これ 等の 古 圖を參 照して、 大に 趣向 を 凝らした の は、 大宅 光！； 相 馬 古 御所に 兑る^ 妖 

の圖 である。 さまぐ の 姿が 五 丁に K つて 粛 かれて ゐる。 それが 合 卷には 省れ てゐ る。 合卷の 方で は 白 猪 婆々 の 立 

廻りな どが 變化を 示して、 三 丁に K つて^ かれて ゐる。 何故^ かれ、 何故 加 へられた か。 加 へられた の は、 今の 芝 

居の 舞臺 姿で ある。 ^かれた の は、 むしろ 好事の 人に のみ 兒て籃 ひたい 凝り 方で ある。 正面 切って は、 宽蒙 のた め 

の讀 本と いひながら 實は 大人に 讀んで 貰 ひたい、 兌て 货ふ つもりで あるの が 「忠義 傳」 の 作^の 腹であった。 「うと 

ふの 悌」 の 方 は、 これ こそい ふ 所の 童 蒙 相手の 今様ぶ り を^ 一として ゐ たと 思 はれる。 

京傳の 意見 を さし 繪の 上から 當て 推量す るよりも、 もっと 手 短な の は、 卷 水が 合卷 「假名 讀八 犬傳」 に 就いて い 
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つた 言葉で ある。 余が この 假名 讀八 犬俾は 欲する 處、 一筋に 婦 幼の 愛に 媚るを もて、 唯 捷徑を 3 口と すれば、 其^の 

人 は 嘲りて 龍お の 門 護て ふ 海 ならね ど是も 叉 骨な き 策 子と 言 はれ やせん 云々。 こ」 にい ふ 「假名 讀八犬 傅」 と 原 

書 「八 犬傳」 の關係 は、 直ちに 合 卷と讀 本の 全 體 の關 係と して 兑て よい やうで ある。 

けれど 皆が 皆 「假名 讀」 の 態度ば かりでなかった。 文政、 天 保の 頃に は隨 分と 「忠義 傳」 負し の繪 趣向の 凝り や 

う を 兌せ たの も 多かった。 讀 本の 作に 緣少 くて、 合卷に カを盡 した 種彥 等の 作に その 特相を 知る ことが 出來 る。 そ 

こに 合卷の 中に 於け る 推移 變遷を 知る ことが 出來 る。 

剽竊と か 摸 做と か い ふ 言 薬 は、 迂濶 にい ひか けられた いのが 戯作の 性質で あった。 實は そこ に 趣向が ある 場合が 

多い。 據る ところが 明に なって、 はじめて 附會の 趣向が わかり、 洒落が 活躍す るので あった。 今なら 剽竊 せられた 

とて 咎め立て をし、 摸倣で あると 貶む ところ を 互に 笑 ひ 合って、 古き を 新しき に燒 直し、 染 直す 腕自^ を 黄表紙 作 

者 ばら はする のであった。 されば 一 々趣向の 原 據を斷 る もの さへ 少 くない。 三^の 「嬲訓 歌 字盡」 など もこれ であ 

る o 

「跨 膏藥」 と 時 を 同じう 春 町 喜 三 二の 傅統を ふりかざす 態度 を M じうす る この 作に して は、 あまりに 野暮く さい 卷 

頭の r 一 部の 大意」 であった。 

頃日よ くばりの ひま を 得て、 明の 李 卓 吾が 山中 一夕話 を 見る に-桐 城 女の 條 下に 至り、 一 つの 趣向 をた くむに、 


我 邦 梅捣散 人が 婦人 やしな ひ 草に 見えし^ 勢 や 日向の 物語に 彷彿たり。 和漢 ー雙 の奇々 怪々、 おもしろく 覺ゅ 

る ままに 是を淨 瑠璃のお 染久 松お 梅籴之 介が 事蹟に ひるが へし、 又 八文字 屋 の竹齋 物語に まじへ て 例のお 紙に 

綴る。 是則虛 を もって 實に傳 へ、 實を 以て 示す の 戯作者 だまし ひ。 趣向の 種 を あからさまに^る は、 放 下師の 

小刀の 仕樣 を敎 ゆるに 似 たれ どち かごろ 敵 討の 草紙に 滑稽の 名 をう ば はれ、 三年 筆 を 執ら ざれば 紋切形 をう し 

な ひたる 作者が 筆の 手 まど ひなり 云々。 

今更に 注意 せられる 讀 本の 影響で ある。 それでも なほ 作者 は卷町 喜 三 一 一の 昔に か へれと いふので ある。 あの 輕み 

はとても 求められ さう もない。 こじつけ るの、 燒^ すの、 染 K すのと いふの は、 もう 禁句ら しい。 むしろ 読本 作者 

の 合 じる しで ある 飜 案と いふ 語 を 以てする 方が 當を 得て ゐ るので ある。 こじつけと 飜 案と、 歸 すると ころ は 一 つで 

あるが、 その 語に 伴 ふ 感じに は 大いに 違 ひが ある。 讀 本と 黄表紙と は その 感じ を 標準と しても 別せられ る。 

合卷 もまた 讀本 と共に 翻案に 伴 ふ 語感 を 享有す る こと を 許されて ゐた。 讀 物と なるとな ほ更 であり、 まして 支那 

の 稗お 小 說を假 りる ものに なれば 當然 であった。 例と して は 倾城水 滸俾も ふさ はしい。 しかし、 今 はまが ひとい 

** が ひみた て 

ひ、 みたてと いふ 草雙紙 言槳を W ゐてゐ るの を、 面白い として、 r 漢楚 賽擬選 軍談」 を 引く ことにする。 

智者 は 自適して、 流行の 先達たり、 ^才は 自適せ す、 人の 遊ぶ 所に 遊びて、 流行 を 追 ふ ものな り。 果敢なき 冊子 

物語 も 時好に 愜 へば 行れ、 愜 ざれば 行れす、 書林 永壽 堂、 こ ゝに兑 るよ しゃ 有 けん。 傾城 水滸に 伯仲すべき 新著 も 

がな と予に 請へ り。 されば、 廣 山の 稗史は 西遊 水 滸のニ 書の 外に、 叉飜 案すべき ものな し。 よって 漢 楚の鬪 戰を頓 

朝 義仲兩 雄の 確執に 綴 易て、 もて 這 物の 本 を 作れり。 抑淸 盛の 秦始皇 に 似た る、 賴 政の 陳涉に 似た る、 翊 朝の 漢髙 
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t きのかた 

祖に 似た る、 政 于の呂 后に 似た る、 時政義 時の 諸お に 似た る、 牧 子の 呂須に 似た る 、義 經の韓 信に 似たり しょし は- 

ふみよむ もの  ， 

前輩聊 評論 ある を、 讀書 者の 話柄に すめり。 只是 のみ あらす して、 篛 仲の 項 羽に 似た る、 覺 明の 范增に 似た る、 巴 

の， 布に 似た る、 兼 光の 鐘 離眛に 似た る、 伊東祐親 入^の 田 横に 似た る、 廣元善 信が 蕭荷 曹參と 相似た る、 成^^ 

同 ありと いへ ども、 亦 その 趣な きにし も あらす、 啻頼 朝の 臣時 政の 壻に樊 喰の 如き ものな く、 功 成 名 遂て身 退きた 

る、 張子 房の 如き ものな く、 智辯敵 を 欺く に 足る 食 其 陸賈の 如き ものな く、 諸 呂を誅 して 漢窒を 全くせ し 陳平周 勃 

の 如き ものた し、 その 無 もの は些許 似つ か はしき を 撮 合して、 一人なる を 二人の 事と す。 ， ば 下 邳の圮 橋の 張 ft{ は 

牛 若なら ねば 不可なる が 如し。 蓋 漢楚の 興亡 は史記 漢書の 正史 ある を 演義に も亦綏 たり。 そ を 又. 譯 せし 通俗の 淡楚 

軍談 さへ ある を、 婦 幼 はな ほ も 兌 まく 欲せす。 讀む といへ ども、 解し^ら ぬ 異邦の 軍記 なれば なり。 夫 江 南の 橘の 

江 北に 栽ら れて、 枳 となる もの は、 便是 風土の 妙 也。 か k れば漢 楚浈篛 の 一 喾も予 が 架上に 措と きは變 じて 本邦の 

て つ S 

軍記と なれり、 叉是 風土に よる ものから、 實は 時好に 推當 たる 作^の 手^ としり ねかし。 

婦幼 のために、 異邦の 軍記 を飜案 するとい ふこと も、 合卷の 性質 を 知る 上に は、 忘れて はならぬ 一節で あるが、 

それよりも 赛擬 選と 重ねて 題名と する だけに、 また 表紙に 和漢 撮 合と 銘 うって ゐる だけに、 さすがに 工夫 を 凝らし 

てゐ た。 同じ 賽を 名に 负ふ にしても、 文政 十二 年の この 作 は * 文化-; ハ^の r 敏討賽 八 丈」 の 比で はない ので ある。 

これ を 「金々 先生 榮花 夢」 の 翻案ぶ りに 比べれば どうで あらう。 謠曲 「邯 鄲」 に據 りながら、 わざと 「枕屮 記」 

など Q 支那 物から 來 たやう に 兌せ てゐる 序文の 手品 は、 あまりに 見え透 いた 藝當で あった。 

ヶ、 に 闩 く、 浮世 は 夢の 如し， 歡を なす 事い くばく ぞ やと。 誠にし かり 金 々先生の 一生の 榮 花を邯 鄲 の 枕の 夢 も 


ともに 粟粒 一 炊の 如し、 金々 先生 は 何人と いふ 事 を 知らす、 おも ふに 古今 三 鳥の 傅 校の 如し、 金 ある 者 は 金々 

先生と なり、 金な き 者 は ゆ ふでく 頓 直となる 云々。 

切り口上の 眞面； ！ な屮 に、 金々 とか、 ゆ ふでく とか 顿直 とか、 いふ (目薬 を 挿んで そこから を かし さ を 生み出さう 

とする のが 作者の はから ひであった。 金々 とは當 時の 通 言で 生 粹の客 をい ひ、 ゆ ふでく は 田 舍者を いひ、 頓直は 悪 

容と いふ ことであった。 この 序文の 態度 は 即ち 全篇の 趣向に 兌ら れる。 本邦 風に せし、 世話 風に し、 洒落ぶ りに す 

る飜案 は、 もとより 「漢 楚賽擬 選 軍談」 のか、 はり 知らぬ ところであった。 

馬 琴の 漢楚 軍談 を 見立てる 場合に は、 兑 立てから 來る 洒落 を 全然 期待して ゐ なかった。 彼は兑 立た 後 も、 たほ^ 

の 一致 を缺 くこと を 虞れ てゐ た。 篛仲を 項 羽に 見立て も、 その 勇悍膂 カ项^ に 及び難く、 項 羽 は 忠信. お 仲に 劣って 

ゐる こと を氣づ かって ゐる。 粟津の 肷に^ 仲に は脔 戰の氣 力がなかった。 垓 下の 敗に、 項 羽 はな ほ 漢の十 將軍を 殺 

麾 けた。 かう いふ 二人の 相異は ある もの、、 彼が 虞 氏と 訣れる 愛惜 悲歌の 趣と、 此が松 殿 殿下の 姬 との 训の 趣と 和 

似た る ことに、 翻案 者 は 一段と 力瘤を入れる のであった。 原 害 を 東 じ.、 彼我の 相 遠 を大く 見る 馬 琴 は、 みづ からこ 

の飜 案ぶ りに 慊ら なかった。 た V 「童 蒙. 何 を か 知らん」 の 合 卷の氣 易 さ 故に、 讀本 ほどに やきもき はしない だけで 

ある。 

^本に は 々の 要素が あるが、 その 中で や km, い 位^ をい ！： めて ゐ るの は、 あまりに 常識 沙汰で は あるが、 勸お^ 

惡の 思想で ある。 とかく 意 蒙 婦女の ためとい ふ 安 を 立て、 ゐる 合卷に は、 讀 本の 上越して、 この 要素が 存在せ ね 

ばなら ない。 合卷に は、 それと 全く 異なる 耍尜 * それ を 裏切る 數々 が あるに しても、 先づ 正面から はさうな ければ 
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ならなかった。 まして 馬 琴の 作に は それが 多い。 

「風俗 金魚 傳」 の 第五 編の 序 は 例と して 引く に^りる。 

予が戯 に 著した る 風俗 金魚 傅の M 編、 一 十六 卷 にして 未盡 さす、 今 亦玆に 卷を 綴りて 五 編と たして、 局 を 結べ 

^ら やま 

り。 北ハ 事す ベて 唐 山なる 金翹傳 の飜案 なれ ども、 問 亦 作者の 新 意 を まじへ て、 もて 糊懲を 正しくし たる、 就屮 此^ 

には增 柿せ しもの 尠 なから す。 金麵 傅なる 徐明山 を 下野の 太郞に 翻案し は、 彼 は 草贼烏 合の 頭領、 是は將 帥 名家の 

子孫、 その 起る 所 も、 霄壞の 差別 あり。 かくて 翠翹は 無双の 孝女 薄命に して、 百 切 千 磨の 苦艱 はありと も， これ を 

もて 草賊の 妻と なす 時 は、 皇天 照 給 はぬ に 似 たるべし。 作者の 川 心 こ V を もて、 勸懲の 意 を 明す に^れり 云々。 

「金 翹俾」 は 支那の 稗史の 常と して、 勸懲の 裏に 潜む 淫猥と 殘虐が 多かった。 瑪琴は 努めて それ 等 を 除いて、 なほ 

勸懲の 意を强 めて なる。 「金 翹傳 j は 早く 寶曆の 頃に 譯 された ので ある。 た^し その 譯文は 原文に 拘泥し 過ぎる。 そ 

こで 馬 琴の 飜案 とな つたので ある。 童 蒙兒女 はな ほ鸺し 難き 文體を 見た からで あ つ た。 

こ」 に 於て 書賈 がい へらく、 此書も 傾城 水滸の 如く、 胎を奪 ひ、 骨 を換、 本邦の 事に 編り 易な ば貌に 誇り、 才を 

食み 遂に その 身を愆 とい ふ 世の 女 等の 警 ともなり なば、 徴 普の 一端な らんと 請 こと i ^なる によりて、 疎^なる 事 は 

これ を 添へ 諄々 しき はこれ を 削りて、 云々 と ある 初 編の 序 は、 二重の 意味に 於て 合卷の 特質 を說 明す る もので あつ 


讀本合 卷の飜 案の 對 象に は、 支那の 埤史 小^ば かりで ない、 わが 欲 舞伎淨 瑠璃が ある。 先蹤は = 十く から 八文字 屋 

本に 於て 見られる。 それだけ でない、 草 雙紙發 生の 一 つと して 忘れて ならぬ の は、 歌舞伎^ 瑠璃の 片鳞を 兌せ た 赤 

本の 存在で ある。 黑本靑 本と なると、 筋 も 少し はく はし さ を 加へ て來 た。 黄表紙と. なると、 もう 目眩し さに 堪へな 

いほ どの 曾 我物、 忠臣 藏物 である。 當狂 1  一一 口. の 品 さだめ、 名 ある 役者の 褒めた、 え、 それから それと 煩 はしい。 敲討 

物まで が、 その. K 方 は 歌舞伎の 脈 を 受けて ゐた。 か、 る 傳統が あると ころへ、 人物 を 役者の 似顔で 粛か うとす るの 

であった。 合卷の H< 下 を 三分して、 その 一 一 を 保つ のが 歌舞伎 物と いってよ い。 

書替 狂言と はさても 怪しい ものである。 古い 狂言 を 絢 ひ 交ぜに し、 さし 込みに して * そこから 新しい 狂言 をお じ 

出す ので ある。 見物 は 却 つ て おのが 古い 知識が おも ひ 寄らぬ 新しい 姿と なつ て 出現す る變化 をのみ 悅 んでゐ た。 獨 

創を缺 くこと を 非難し なかった。 丁度、 黄 表羝 などの 燒 直し、 こじつけ を 嬉しがる のと 同じ 事であった。 さう いふ 

不思議な 現象 を 生み出す 當 時の 社會に は どんな 特殊な 事情が あるか は、 最も 緊要な 問題で、 また 此小 稿で は 觸れて 

はならぬ ことであった。 筆を撋 くきつ かけ を 失 ふからで ある。 ^双紙が 歌舞伎と 紡び つく 時に、 草双紙の 作お は、 

い よ く 歌舞伎 作者 の 手法 を も 合 は せて、 換 骨窀胎 の 工夫 を锭 にし、 書替 狂言 を 紙 の 上に あってす る 結果 を 生じた 

といへば、 今の 場合 はよ ささう である。 そうして、 その 一人の 例と して 秘^ を 舉げれ ば 足りる やうに 忍 はれる。 

種彥を 舉げれ ば、 まづ 作品の 例と して は 「正本 製」 の 名 を祸げ なければ なるまい。 けれど あまりに 知られて ゐる 

それ を、 さしおいて 「昔々 歌 舞妓 物語」 をと る ことにする。 それに また 初 n; 「夕ぎ り 藤の うら 薬」 二；：： UI 「怪談 三 

れ？ お 仙」 の 二つの 序文 だけ を あげて、 說明 を^く ことにする。 短い 序文の 中から も 種彥の 好み をし かと 兌き はめる 
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こ、 - 一が 出来、 「正本 製し * 遂 つた 趣向 を 知る に 足る とお も ふからで ある。 

初日の 序にい ふ。 た^し そこに は 一人の 口上い ひが 幕 外に ゐる。 いふまで もな く、 作者 を 見せた 譯 である。 

偖 初 編と いたさす、 初日と 記し ましたる は、 近年 正本 物語、 芝居ば なし、 又 三 題 穴 さがしな ど 名 づけ、 落し 噺 

しの 述中 にて、 道具 建 を かまへ、 鳴 物 を 入、 かぶき 狂 1 目 を 其 ま、 見ます やうに いたされ まする 名人が ござり ま 

すれば 繪 やう も それになら ひました る 故に ござります なれ ども、 末々 まで、 私の 化物の やうな 顔で 身 振 をい 

たして^ ります 繪 では、 御與 にもな り ませぬ から、 當 時の 役者 似貌 にかき くれます やう 頼みまして、 人阈丸 

の隨 意に つかまつりました。 初 E より 七日 目まで 出し つ^けて 賫 出します るの 間、 あるひ は 百年 五十 年む かし 

./\ の かぶきば なし を 御 聞 あそばす とお ぼしめ され、 おん もとめの 程 を 願 ひ あげます。 

一 一 編 即ち 二日 目の 序文 は 斯うであった。 

又 野暮なる 口上 を 巾し 上げます る。 初日に は 坂 E 藤 十郞藤 屋^ 左衛 門の 犴言を 申し上げました ところ、 近贫の 

怪談が 流行いた すと ころから、 なん ぞ 化物の 出る ものが よから うと、 御 見物の 御 好に ございま すが、 こはだ 小 

平 次、 四 家 雜談の 類 は、 昔の 狂言で は ござり ませす、 新に 作りまして は 題意に も はづれ ます、 叉 作り ましたる 

ところが、 今 名人の 噺の やうに は 書 とれ ませす、 漸 水木 辰 之 助 餞 振舞と 題ます を 見いだ しまして、 申し あげ ま 

す。 これ は 辰 之 助江戶 くだりの 節、 都 萬 太夫 座名殘 狂言、 作者 は 近 松 鬥左衛 門に ござり ますが、 百 三十 餘 年の 

昔と なり ましたれば、 時好の たが ひました ところ は 例の 愚作 を 加 へ まして 申 上げます。 

(昭和 二 年 十月 「早稻 S 文 學」〕 
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洒落 本が 單 なる 通の 生活の 描寫ゃ t 述で ない こと は、 その 流行の はじめの 曰に 呼ばれて ゐた通 書の 名が 問 もな く 

影 を 潜めた 事寶 から も考 へられる、 通と いふ 意 讒 にも 用ゐ られれ ば、 滑稽と いふ 意義に も 用 ゐられ るの が 洒落と い 

ふ-;:" 葉で ある。 通と 共に 滑稽 を も 重き 要素と する それ 等の 書 は 洒落と いふ 名 を 冠ら す ことによって、 明確に その 實 

を 示す ことになる。 洒落 本の名が 通 書の 名に 代って 呼び 榮 えられた の は そのため である。 同じく 通と いっても、 滑 

稽 といっても、 內 質に 於て 程度に 於て、 様々 のちが ひが ある。 まして 一 一 つ の 要素の 結合す る狀 態に もち が ひが あ 

る。 洒落 本の いろいろの 相 は そこから 起って 來る。 

黄表紙の 中に も 通と 滑稽 を經緯 とする ものが 少 からす 兒られ る。 それと 洒落 本と を どう^ 別す るか は 形式のう へ 

では 殆ど 問題で ない。 黄表紙に は 毎 丁に 繪が あり、 洒落 本に は 揷繪が 一葉、 多くても 數 葉と いふ 見やす い 標準が^ 

して ゐる。 

洒落 本の 多くが ほに 一定した 喾式を おっとい ふこと は、 また 黄表紙と のちが ひ を 明に する。 書式 は對 話を大 く、 

洒落 木の 本質  一 


江 戶文舉 W 究  s 五 二 

地の文 を 小く、 大概の 場合 は 二 行に 割って 書く ことで ある。 狂言 本の 體裁 を投 倣した とい はれる。 對話 を大く 書く 

の は 對話を 重く 极 ふため、 對話 によって その 人 も >  人の 心の 動き も、 その 人に 關 する すべて を 表 はすこと が 出來る 

とまで まく 极 ふためで ある。 つ まり 狂言 の 臺辭の 役目 を 勤めさせ るので ある。 洒落 本が 狂言 本 の 書式 を 摸 做す る の 

は それと 性質 を 同じう する ものが あるから であった。 さう いふ 譯で 洒落 本が 狂言 本で あると すれば、 黄表紙 は： ^人 

筋 書と いふ ことになる。 

二つの ちが ひ を 斯う 認める にしても、 內容の 異同 を 定める に はもと より 一 應の考 慮 を拂 はねば ならい。 京 專の黄 

表紙 「江戸 生艷氣 樺燒」 は 橄類を 異にする 一 一つの 精 編 を 有って ゐる。 形式の 目安 はすぐ に、 「碑文 谷 利 生 竹 節」 を 

黄表紙との 見分け、 「通 言 總籬」 を 洒落 本と 兑 分けさせる にしても、 色^で ない のに 色 扔 めかし， 通で ない のに 通ら 

しく 振舞 ふ を かし さ を 筋 だけで 考 へる となると、 どれ も 同じ ことになる。 しかし、 一 應の考 迸から， 黄表^と 洒 i 

本に は を かし さの 演ぜられ る 世界に 廣狹 の 差が ある こと を兑 出す。 黄表紙 では 廣く世 11 に ；！！ I 一  つてい ひ 、「通 1 目 總籬」 

では 狹く吉 原に 限って ゐる。 「總 籬」 の 吉原は 洒落 本の 全體 から 兌て、 深 川 を^め、 岡場所 を ふくめて、 遊里と ま 

でい ひ 代へ られ る。 隨分 遊里 へ 行く 途上 もしる されて ゐろ ところから、 遊 単： を屮 心と する 世界と もい ひ 直される。 

とにかく、 場所の 限定が 洒落 本 を 黄 表 羝と區 別す る 一 條件 をな して ゐる。 

それよりも 大 いちが ひ は 作者が 逋を极 つて ゐる 態度で ある。 黄表紙の 作^ は、 こ、 にも 通 を廣ぃ 世間の 一 現象と 

して 見る。 通と 流行 怫と • 政治の 變 動：：： と、 米の 相場の 問に 區別 をお かない。 一木 一草と 何のけ ぢめ をな さない。 

おし 曲げ、 ねぢ 曲げ、 或は 誇張し、 或は 顚 倒して 滑稽の 具と する こと は 通と いふ 常世の 尊い ものに 對 しても 容赦 は 


しなかった。 ところが 洒落 本 作お が い つ さう いふ 態虚で 通の 威厳 を S した か。 作者の 誰も 離 も鞠躬 如と して 通の 前 

に 長み. & して ゐる。 洒落 本の どこに 通 を^ 稽极 ひに した ものが あるか、 もしあった としたら、 それ は 通の 實德 なく 

して 通の 虚位 を 擁す る^に 對 して である。 「通 言 總籬」 の 主人公 は" 作者 も 請^; も實の 逋の淨 玻璃 鏡で 照して ゐ ると 

知らす に、^ 壶 かして 半可通 を も 行って ゐる のが を かしい のであった。 洒落 本 の 滑稽 は 半可 逋を點 出す る ことに 於 

てはじめて 得られる。 

二 

洒落 本 は江戶 の ものと して 榮 えたが、 發 生の 日 は 上方が さきで ある。 K 曆七 年の 「異楚 六帖」 は：： dp の 洒落 本の 

^とい はれて ゐ るが、 その 以前に 大阪に 數槌の ものが 存 して ゐる。 それが 揃 ひも 揃って 漢舉者 流の 乎に 成って ゐる 

ことが また 洒落 本に 縟 綿す る^ 稽 味の 問題に 觸れて 来る。 事 は 「好色 一代^」 にまで 溯る。 西吟は それに 跋 して、 

娌謗 田よりか けあがり 大笑 ひ 止ます といった。 性慾に 關 する もの、 それ sli が 笑 を 伴 ふこと であるのに 1 まして 西 

鶴 はわ ざと これ を迎へ もした。 今の 西 鶴を讀 むお は 西橄 の ^稽を 以て 性愁の 嚴肅を 妨げる ものと して、 彼の 轉合書 

を 憎々 しく^ ふので あらう が、 當 時の 見解 はま さに 西吟の 1 目の 如くであった らう。 これが ために 「一代 男」 は ir- て 

礫され もしたら う。 しかし、 浮世 や 紙の 作者 は 漸く 西 鶴の 高 笑 ひ を 封 じた。 あまりに 粹を 尊び んじ たはて は、 粹 

の 中に ゐて、 笑 ふ ほどの 餘裕を 持ち 得なかった ので ある。 後の 浮世 草紙の 笑に は、 きまって 粹に囚 へられた 苦し さ 

がっき. 1- うて ゐた。 その 苦し さから 脫れ て。 忘られ てんる 昔の 高 笑に かへ らうと する のが 常 初の 洒落 本で ある。 そ 
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れには 漢擧者 は 極めて 都合の よい 地位に 立って ゐる。 遊里の 粹を 遠く 離れる ために、 修身 齊家は 町人の 才覺 よりも 

すん と 役に立つ。 粹と 漢學、 この 對 照 だけで も隨 分と 笑 はせ るに 足りる の を、 支那 文物 流行の 世 は、 彼等に よい 舶 

載の 武器 を與 へた。 支那の 艷史は 西 鶴の 好色本の 與り 知らぬ 戰法を 以て 笑 をと つて 押へ た。 漢文で 島の 內の景 情 を 

うつし 出し、 孔釋老 の n 一聖 を 白樂： 大に坐 敷 を 持せ て 李 白の 揚屋で 遊ばせた の も 彼等であった。 支那ば かりで なく、 

わが 古典から 六 歌仙 を も拉 れて來 て、 支那の 客 子路の 亭主 役 をさせる の も 彼等であった。 斯うい ふ 行方 は 江戶の 「異 

素 六帖」 にも 見られる。 遊里の 通 をい ひ 立てながら、 漢詩と 和歌と を あしらっての 滑稽が そこに ある。 この 洒落 本 

發生當 時の 滑稽の 手段 は 終に 洒落 本の 終にまで 繼鑌 した。 題號に 於て、 序に 於て 明に それ を兒る ことが 出來 る。 上 

方當 初の ものに 板橋雜 記の 類が 引かれて ゐる こと は、 こ、 にい ふまで もない。 今は寬 政の 「部屋 三味線」 にも この 

事 ある を 知る ために その 一節 を拔 いて 兌る。 

とうじん  しゃれ はやる  から  • 

近來淸 人の 著す 所の 艷史 多く 渡り 姣戶娼 門中國 に蕃衍 し、 蠻 豹に 及 を 知る。 其 書 を閲に 異域 も 本朝 も 人の^と 

いふ もの は 更に 變る事 はな けれども、 蓼く ふ 虫 も 好々 の感は あるな り。 明の 世に は 北 里に 金 陵と いふ 公の 花街 

ありて 廓妓の 風俗 衣 冠 正と して、 我 軍 方今の 芳 原の 如く、 叉 金 陵につ^ いて、 一 筒の 外場 所 あり。 是は 風俗 

しろ-つと  こど- 0 

伯 人に 同じ： つして 浮 花 川の 妓兒に 似たり。 

支那に 艷史の あるの は、 もと 詞人 風雅 文 墨の 戯に 出づ るとの ことで ある。 洒落 本の はじめ の^の 作者 は 皆 その 心 

を 以て 筆 を 執って ゐた。 そこから は樂 しい 笑が 聞かれる。 しかし 艷.^ の 作者に は、 諧謔の 問に 隠れて 慷慨の 氣を も 

らす もの も あるとの ことで ある。 それ を わが 國に 索れば 風來 山人の たぐ ひで あらう。 山人が 戯作に 筆 を 染め， また 


細 兑に序 を 書く の は、 世に 用 ゐられ ぬ 不平の 日の す さびで ある。 鋭鋒 はおの づ から 現 はれて 凄い 諷刺と なる。 その 

頃に 山人が しばしば 通 書の 根元と 名 ざれて ゐ るの は， 洒落 本に は、 諷刺はなくて かな はぬ 耍 素であった からで あ 

る。 野暮の 篤 倒、 半可通の. 諷刺 これが 洒落 本が 有つ を かし さで ある。 山人の 白 服が いかに W 通 を 睨めつ け たかは、 

述作の 上に 明かに 知る ことが 出来る。 

江戶の 洒落 本の 形式 £ 容は 遊子 方言に よって 治定 したと いはれ る。 それに は 半可通の 一人が 最も 活 躍 する。 彼が 

活躍 すれば する ほど を かし さは 加 はる。 彼が 通 を說き 立てれば 說き 立てる ほど、 後から 化の 皮の 現 はれる を かし さ 

の 度が 增す。 作^ は そこに 二重の 計 賽を考 へて ゐる。 一つ は沿稽 のた めで ある。 一つ は 通 そのもの、 ためで ある。 

その 者 は 身に 通 を體し 得ねば こそ、 半可通で は あるが、 口耳の 舉 としての © は 若い 息子 を敎 へる に 十分で ある。 洒 

落 本 は 滑稽 を 京い 耍素 とする にしても、 通 を 離れて 成立す る もので ない。 洒落 本に は 趣向が あれば、 必す、 通の 叙 

述を いかにして 全くし、 さて、 どうして 滑稽に 牧 める とい ふ企阖 であると 見ても よい ことであった。 たと へば 「伊 

賀越增 補 合羽 之 龍」 は 深 川 仲 町の 世界に 伊賀 越 事件 をと り 入れた ものであるが、 作者 歸橘 は、 その 趣向のう ちに 大 

通の 服装 をい ひ 出で， -ゐ る。 世 を 忍ぶ 身の 政五郞 は^ 者 通^から 大通散 を 買 ひ^めよう とする。 通 庵の 功 能の 說明 

は 斯うで ある。 

ま づ此大 通 散 を 一 服^; むが 否や、 佐 食 炭の 如き 兀も 鼠の 尾に 似て 艷を 出し、 巖 石に ひとしき 菊石 も 一 つに よつ 
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て 笑 窪と なり、 羽！！ の 桁 は 衣に あらす、 眞 田の 鈕は素 麵の瀧 を 欺き、 胸高の 細き 帶は、 おはに の 北； z より ほ^^ 

く、 尻の 先き に 引か、 つて 小便に 行ば 肌 をぬ かんと 疑 はれ、 太 身のお 太 身のお 太刀の はげた る は、 鬢 ざし もど 

きの 鲛 鞘と 變り * 銀 流しに モ 彫の 煙管 は鐵と 銀の 張り 分けに 光り、 金 毛織の 煙草 入 は 古渡の 金 更沙と 古び、 薙 

刀 形の 藁 草履 はふす ベ 緒の 五 枚 裏 附と變 じ、 丈 高から す 低から や、 色. H: 過ぎす、 ほんのりと、 いき 過ぎす に 下 

卑で なく、 女郎に 買 はれす、 引かれ もせす 是大 通のお ほよ そたり。 

大通 散に ■ よる 變身は 不通 散に よっても とに かへ る ことが 出來 る。 歸橋は 洒落 本 作：^ の 常套手段 である 通と 野暮の 對 

比 を この 藥 一服の 功 能に よって 盡 した。 さう いふ 工夫の 數々 が、 傑作の 名 を 成させた ので あらう。 通と 野暮と、 そ 

の 間に 半可通 を おくのが 洒落 本が 通と 滑稽 を 交錯す る 型で あつたが、 粹に囚 へられた 浮世 苹 紙の やうに、 洒落 本 も 

また 通の 中に 潜. リ 込んで 小聲 にものい ひがち の 或 期 ii があった。 たと へば 京 傅の 「通-一目 總籬」 の 如く、 「古 契 三 笑」 

の 如きが それで ある。 また 「傾城 鐫」 も それで ある。 これ 等は吉 原の 一 娼家、 深 川 品 川の ある 特殊の 事柄に 就いて 

のうが ちで ある。 通の 描寫 なり 叙述な りが 微細に 入る 時 は、 自ら さうたら ねばたら ぬ。 しかも、 作者 は 滑搭を 忘- e 

てはゐ ない。 た^ 通の 外に^ 稽を 求めないで 通の 内に 滑稽 を 得た とする。 うがちと いふ もの. - 性質 はもと よりそれ 

である。 けれど それに は 通の 中に 塞く 苦し さが ある。 苦し さは 通の 手 を 緩めて 貰って 通と 樂 しく 遊びたい と考へ 

させる。 洒落 本の 世界が その 岡場所から あの 岡場所 へ と轉 する の も、 その 考を實 現す ろた めの 焦慮と も 兑られ る： 

しかし、 それ は 甲斐の ない ことで ある。 そこに は 直ぐに その 岡場所 あの 岡場所の うがちが 出來 てし まふので あつ 

た。 


「E 舍芝 ®」 の 出現 はさう いふ 傾向 を 一 轉 させた 洒^ 本であった。 これ はまた 洒落 本の 滑 嵇を考 へ るた めに^^な 

資料で も あ る。 江戶の 洒落 木 を 江 戶 の 遊 単： を屮 心と した 世界の ^述 と^^した くても 、 E 舍 芝居 はと う に 洒落 本 の 

埒 のおに あるべき である。 現に： 大明 板の その 書が 享 和に： 冉 刻せられ た 時には、 洒^ 本特 おの 小 木 形を粱 て "屮本 形 

となった。 中 本と いひ、 小 本と いひ、 本の 大 さからの 稱呼 である。 滑稽本と は 多くの場合 中 本 を. 2^ からよ ぶこ 

とであった。 

「m 舍芝 fc」 が田舍 言葉 を その ま， -に e 小；： の 芝^ を； おし 出した の は， 洒落 本が 极ふ 野暮 型の 一 つで ある m 舍容 を延 

おした ものと 兑られ る。 しかし、 それよりも 作者ず z 象亭 自ら 風來 山人の 門 生と 屑 害へ つける その 人が、 钆 へら-穴 

師^の 皮肉 を 洒落 本 の 行 過ぎに 對し て爆發 させた ものと 兌るべき であら う 。 その 顷の 洒落 本が 妙に 苦み を^ ぜ ての 

微笑 を^ぶ の を、 以前の 高 笑に 役れ、 洒落 本の 初めに 役れ の 諷刺であった らう。 作者 は 序践に 於て その 態度 を 叫に 

示して ゐる。 序に 今の 洒落 本のう がちの 弊 を あげてい ふ。 

底の 底 を^ん と 欲して 八 萬 奈落の 汚泥 を 掘 出し、 ffl の睏を 探さん と 欲して、 六 萬 坪の^ 芥を搔 出し、 见 ぬ事淸 

しの 影^-^、  くら 闇の ^を あかるみへ 持 出されて、 始 奴の 身の上に は 迷惑に 及ぶ 事 少なから す、 n だ 兌る に 興た 

く、 兑ら る.^ に 害 あね。 實に笑 を 取る に 失して 苦笑 を惹 出す に 至らし む。 "だ を や 過た る はな ほ 及ばざる が 如し 

とやい はん。 
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序 はまた 通の 寫實の 弊 を 犟げて 滑稽の 耍素を 多く 加 へ ねばならぬ こと をい ふ。 

凡 稗官を 編に 一 つの 書法 あり、 よく 近く 譬を とらば 立役眞 劍を拔 いて 赏に 敵役の 頭 を 刎ね、 やつし 女形 をと つ 

て 前 を まくり 肌 を 現 はして えならぬ 事 を 仕出し、 近 外襌を 弛して 睪丸を 振 廻 さば、 口 を 驚し 片腹を 抱 ゆべ けれ 

ど、 正の 物 を 正で 御 目に^け すして、 しかも 正の 物の 如く 見す る を 上手の 藝と 云つべし、 戯作 も亦然 り、 實を 

以て 實を 記す は實錄 なり、 虚を 以て 實の 如く 書きな す は 戯作な り。 洒落 本の 洒落 を 見て 洒落る 洒落 は、 洒落た 

所が 洒落に もなら ねば 只 を かしき を專 とすべし。 

「江 戶 作者 部類」 に は、 この 序が 因 をな して 京傳は 終に 萬 象 亭と絡 交した と ある。 京 傅の 洒落 本 は 「通 言 總籬」 「古 

契 三 笑」 とのみ いはす、 どれもう がち を 生命と して ゐる。 京 俥が 萬 象亭の 皮肉 を眞 向に うけて、 かっとば かりに 怒 

つたこと は、 さも こそと 颔れ る。 しかし、 さすが は京傳 である。 萬 象 亭の言 を 過ぎたり、 なめげ なりと は^った も 

の \、 「田 舍 芝居」 の 存在 を 憎む ものではなかった。 それ は 弟子 竹 塚 東 子の 「E 舍談 議」 に 序 を 書き、 跋を 寄せて ゐ 

る ことから 明に 推せられ る。 「田舍 談議」 は 談議と 芝^の 違 ひこ そ あれ、 全く 萬 象 亭の作 を 模倣した ものであった。 

京 傳の跋 の 一 節に いふ、 

閱を はって 獨笑 やます、 懷 にして 茅屋に かへ り、 頓に 四方の 君子の 笑 を まねかば 翁が 本意なる べしと 云々。 

京傳と 萬象亭 との 相異 は、 洒落 本の 一 一つの 要素の 孰れ を 重く 兌る かに ある。 萬 象亭は 滑稽 を 重く 兑 よと いったけ 

れど、 通を棄 てよ といはなかった。 通の 片は しもない 「田舍 芝居」 を 書いて 洒落 本斯 くの 如しと はいはなかった。 

序に 「洒落 本に あらす して 野 夫 本な り」 というて ゐる。 言 は 決して 皮肉から 出た のでな くして、 洒落 本の 解釋 から 


出た のであった。 

^まあれ、 滑 精と 通との ニ耍 素が あって はじめて 洒落 本 は 成立す る。 洒落 本の 應史は 殆ど 一 一要素の 消長の 狀態を 

叙 すれば よい ことであった。 しかし 通と 滑稽が 對 立して ゐる間 は、 未だ 洒落 本の 華と はい はれない。 二つの 要素が 

融合した 妝態嫖 客と 遊女が 顧みて 自ら を を かしと 思 ひ 乍ら 弄する 手練手管、 この 通の 戯の 描寫 こそ、 最 精彩 を發す 

ると ころで ある。 たビ 洒落 本 作者の 多く は 筆 を その 手前で と^める。 これが 單な るう がちであった。 或は 用な き 筆 

を 致の 後にまで 屈 亡る。 さう なれば 通で も 洒落で もな く、  ^暮 に墮 する。 その 野 慕 本が ゎづ かに 題材に よって 滑稽 

本と 區 別せられ たのが 人^本であった。 

(昭和 一： 年 四月.國 語と M 文？ i」) . 
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洒落 本 展望 

巾に は荬 f;! 紙 を 四つ 折に したの も あるが 大 II の 大きさから いへば 半紙 叫つ 折、 紙数から いへば^々： ん十枚 どまり、 

少しの 例外 を 除けば- m み 切りの 一冊 物、 それに 土器 色の 表紙 をつ けた、 いはに 街 本 仕 立と いふ 體裁 なのが. 書籍と 

しての 洒落 本 Q 型で ある。 かう いふ 小冊子が、 內 容に 一 つの 型 をお ちながら、 贊膝 頃から 文化 g 、まで^々 相 種いで、 

かれこれ 五 t 近い ほど 出版され た。 一 つの 群と し、 染團 として 江 11 時代の 小說の 中で 相應の 勢力 をい：： めて ゐた。 

最も 傑出した 典型的な 洒落 本 の 作者 は ， 山 朿京傳 にと どめ を 刺さねば ならない。 彼 こそ は實に 洒落 本 を 作 ろた め 

に 此の世に 生を享 けたと いっても よい。 その 恰好 は尜 ぼと HI- とに よって、 作り 成した 西^ 木 ま. とりどりに 持て 嗨 

された ので あるが、 わけて 京俾 らし さ、 洒落 木ら しさ をお も 多く 兑 せて ゐ るの は 「通 1 目 總籬」 である。 天明 七^の 

^版で ある。  • 

二 


その 書の 荒 筋。 

.yp は H 本 橋の 勢 町の 新逬、 喜 之 介の 住 £T 女 一お おちせ が 小 女 相手に たたきの 流しで 种 に 水を迠 はせ てゐ ると 

ころへ、 出入の 太鼓 醫者惡 井 志 庵を问 伴した^ 且那艷 ニ郞が 門 口の 脊旅 をお しわけて 入って 來る。 艷ー 一 郞は入 ろ^ 

匆 「ここのう ちの 流し は 松葉屋 の^ 殿と いふ もんだ の 一 とい ふ、 松葉 屋は 有名な 吉 原の 遊女：^ である。 もうこ こに 

さっと 吉 原の 匂 ひ をき かせた ので ある。 主人の 菩之介 は 昨夜 深 川の 茶番が あつたので 遲 くな つたと、 今 起きた ばか 

りの 寢む たさうな 額で、 忍び 駒で 三味線 を 引いて ゐた。 それ を 志 庵が、 「客 を 逃した 新造と いふ 顔 だぜ、 丁字 屋 だと 

帳場で しかられ たとい ふ 顔 だ」 とい ふ。 丁字 屋 もまた 吉 原で 聞え た 遊女 屋 である。 吉 原の 句 ひ はいよ いよ 濃くなる。 

一座の 話は吉 原、 深 川、 品 川へ と 飛んだ 擧句 は、 結局 吉 原に 落ちついて、 中で も m きをな す 遊女 屋 の^々 の 特徴の 

吟味 やら、 ^々特^の 流行言葉の 穿鑿 やら、 遊女の 品 さだめ やら、 三人の 古 原 通 は、 もと 士" 原で 遊女 勤 をして ゐた 

女房 を も 交 へ て 細かい 穽ちを いひ 立てる。 一 一 階に 小便所の 一 一と ころ 有る のと、 階 子 を 鲑 から あがる やうに 付て ある 

の は、 丁^:^ ばかり だと か、 丸 海老 屋には 階 子が ニケ所 あると か、 扇屋の 小^所 ほど 遠 いのは 無い、 恋い 時分な ど 

は 大儀 だと か、 吉 原の 知識が 詳細に 並べられる。 その w に艷ー 一郎 は 京 町の 女郎が 色仕掛けで 呼ばう とする 誘 ひの 乎 

紙 を うぬぼれ 心から さう とも 知ら や 得意 氣に 見せかけた、 その 女郎の ために は 馴染 女郎の 松 田^のお す 川と 切れて 

もよ いなどと 喜 之 介に 話しかける。 萬 事 を 承知な 喜 之 介 はよ い 加減な 返 率 をして、 おだて 上げる。 

さう かう する 巾に 時刻 はよ いと： 一人 は 立： 之 介 を拉れ 出して 吉 原へ 出かける。 喜 之 介の 內 心の^: び、 此頃 あちらに 

深い 冲が 出來た からで ある、 それ を さすが 通り 者 の 女房 は氣 どり なが ら尜 知らぬ顔で おくり 出す。 
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喜 之 介 宅の 場と もい ふべき このところ は を はり、 これに 繽く吉 原 通 ひ 船の 場と もい ふべき 幕 は 開けす に、 ただ， 

此間、 柳 橋より 大棧 橋まで、 船中の 洒落、 吉原捣 子の ふさなら で、 あまり 長々 しければ ここに もらす 

の黎ぎ をつ けたな りで、 吉原 土手の 場と もい ふべき 短い 一場 をつ ける。 仕出しめ いた 生 通 共の 穿ち {nl しくあって、 

あの 三人が 登場す る。 すぐに 茶屋 駿河屋 の 場と なる。 三人が 茶屋の 座敷から 前 を 通る 見知り越しの 藝人ゃ 遊女 や 禿 

など を 呼びかけて 挨拶な どして ゐる うちに、 松田屋 のおす 川が 新造、 禿 ども ひきつれて 來る。 盃事 しばらくあって、 

告々 は 松 田屋に 行く。 店先から すぐにお す 川の 座敷。 

そこへ 表座敷の おいらん とめ 山が 艷ニ郞 に 挨拶して 廊下 を 通る。 座敷へ は 女藝^ 封 S 間な ど來 ての 大騷 ぎ、 その 光 

景を わざと 略して、 三人が おのおのの 座敷へ 牧 つた あと を、 新造 どもが 寄り 集うて 客の 蔭口、 志 庵 もさん ざ 貶され 

る。 その 中に 夜 も 更け わたり、 あたりの 靜 まった ただ 中 を、 新造が 合圖 においらん のうしろ 姿、 喜 之 助が 屛風 の內 

へ は ひる。 作者 はこ こ を わざと 地の文で 輕く 書いて、 

. 此 所の 妙 意作 者し ばらく ぁづ かるな り、 此本 をみ る 人、 大體御 推察 あれ かし 

と附け 添へ る。 どうやら、 その 遊女 はとめ 山で あらう と 前のお す 川 座敷の 場の 記憶から 見當 をつ けさせた だけで、 

その 向う^ 敷の 場、 死ね 死なう とい ふ 仲の 痴話の 描寫 となる。 また 轉 じて、 散々 に 女郎が 賺な客 を きめつける 隣 座 

敷の 場の 描寫 となる。 わざと 對立 させた 場面で ある。 

それにしても 老獪な の は 京傳の 筆であった。 他所の 座敷の 様子 は こまごまと 俾 へながら、 喜 之 介と とめ 山の 出合 

ひ は 逃げて しまった。 それが 讀 者の 想像に まかせて 却って 效梁を あらしめ る。 さて また 主人公 艷ー 一郎と おす 川の 肝 


心の 床の 中の いきさつ を も 同じ やう に 逃げ て、 地の文に のみもの を 言 はせ て ゐ る。 

艷ニ郞 は 宵より 京 町の わけに てお す 川と 大口 說、 それ をお す 川 生得 艷ニ郞 をす かぬ 故， いささか 事 を 手に して 

寢る つもりの、 皆 狂言に てうちの 前の 松飾り を 見る やうに. うしろ 合せの 白 川よ ふね。 

さう して 夜 はさら りと 明けて 茶屋の 男の 迎、 新造 どもの 見送り、 下卑た 遊びぶ り を 面 {E く 語り 行く 一 一人の 安物 買 

の 客の あとから、 三人 は大 鬥 を 出で 駕籠で かへ る。 

かう い ふ 筋 を 京傳 はす ベ て 會話を 主と して 書いて ゐる。 その 曾 葉の 調子 や 癖で そ の 人となり を兑せ る ことに 力 を 

凝らして 書いて ゐる。 人物の 風俗 は、 その^ 物の 柄から 持物の 細かい ものまで を 註の やうに 附け 添へ る。 人物の 行 

爲はー 々會話 を 承け て、 ト いうて とか、 ト してと か、 いふと ころの ト 書きで 書いて ゐる。 かう いふ 文章の 體裁 はす 

ベて 脚本 風で ある。 といへば 人物の 名 を 框で圍 ふこと、 ト喾 など はむしろ 臺辭 とい ふべき 會 話と 13!: 別して、 二 行に 

紬 く 小さく 書いて ゐる ことな ど、 脚本の 書式 そっくり である。 これが 內容 としての 洒落 本の 一 つの 型で ある。 かう 

いふ 型 は 描寫の 便利から 來て をる 事 はいふまで もない が、 外に 作者の 遊び心が 上演 を豫 期すべく もない 紙上 脚 木 を 

書かせた ので ある。 その 遊び心の 出 所 は 何な どの 問題 は荜 双紙の 羝上 演劇 發 生の 問 题と合 はせ て考 へ ると 面 {： い。 

しかし ここに は その 吟味 を 避けて、 京 傅の 遊び心が 「通 言 總籬」 の を はりに 淨 瑠璃の  一く さり を 添へ させて ゐるだ 

け をい ふこと にす る" 「通 la 總籬」 で 扱った の は 深 川、 n§ 川、 吉 原と 土地 は 一 つで ない が、 結局 は 遊里の 遊びで あ 
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り、 描く の は その 遊びぶ りで ある。 これが また 內容 としての 洒落 本の 型で ある。 洒落 本の 舞 亳は 何も：.：； it に 限られ 

たわけで はない が、 その 吉原 やら 深 川 を 筆- m としての 岡場所 さて は大阪 なら 新 町、 なの 內、 すっと 找子を かへ て屮 

仙 迢は輕 井澤な どと 土地 は 遠 ふが いづれ は 遊里に 關 せざる もの は 無い。 時に 江戶 とい ふ 土地が 有って ゐる 文化 その 

も の に關し て 言說 をす る 型破り も あるが 、 それ も 結局 遊び の 規準で あ る 通の 發生 素地 を說 き、 通の 社會的 意篛を 論 

する に過ぎない。 型 を 破った やうな ものの、 實質は 依然として 型の 中に 在る。 

洒落 本が かう い ふ 型 を 決定す るまでに は、 それ 相應の 順序が あ， つ た。 

洒落 本が 體裁 を^ 本 仕 立に して ゐる こと も、 發 生が 支那の 艷史、 情史の 類に 關 係が ある こと を噔 示して ゐる。 す 

でに 延享四 年の 「百花 評 林」 になる と、 題簽まで が緋鹿 紙と いふ 凝り やう。 內容 はとい へば 花に 比喩した 遊女の 品 

0 を 主として 漢文で 窨き、 それに 評の やうに 註の やうに 和文 を 書き 添 へて ゐる。 いづれ は漢舉 書生の さか しらで あ 

らうが、 何故かう いふ 書 を 作る か、 その 動機 は 極めて 見 為い。 支那の 文人が 匿名で 艷 おの 類 を 害く のと M: じだ。 m あ 

ひ 切った 淫猥の 事柄 を美辭 麗句で 朧 化したがら、 聖 K の^ 想に 附會 させる それ 等の 艷史 は、 彼等が どこまでも 架 賢 

の敎を 尊重して をりながら * その 苦し さ をち よんの 問 では あるが 逃げて、 やれやれ といって ゐる 心の 姿 だ。 架 賢 

の 思想に 附會 する の は、 之 を EB 潦す るので たくて、 その 威を藉 りて 汾嵇^ を 深める ための 技巧に 過ぎない。 我が 邦 

の漢舉 先生の ある 者、 また 漢舉 書生の 多く はすぐ に その Si にお 嗚 する ことが 出 來た苦 だ。 殊に 澳文 とい へば W 苦し 


い 感を與 へ る異國 日本の 書生 どもに は、 さう いふ^の 面白味 は 本場の 人々 の 受け いれる 一 一 佶 三倍になる。 その 本 i 

の 人々 が感 する 程度の ものなら， われに はわれの 古典が ある。 初期の 洒落 本 は 彼の^ 史を 模倣して 漢文で 書く と 共 

に. また わが 擬古の 文體の 戯文 を もとり まじへ た。 この 餘 風が 洒落 本に は、 本文に 似ても 似つ かぬ 堅 くるしい 漢文、 

また！^ ひやかな 和文の 序文 をつ ける こと を 一 つの 刑 ト- として ゐる。 現に 「通 首 總薙」 の 二つの 序文つ おの 一 つ こよ、 

妙に 「源氏物語」 あたりの 古典語 を ひねくり ま はして ゐる。 

これ も 初期の 作品 「異素 六帖」 は 作者 名 こそ 匿名で あるが、 漢學者 澤田東 江の 筆で ある ことが 今では S になって 

ゐる。 r 異素 六帖」 がすで に 支那の 書 「義楚 六帖」 のもぢ りで ある。 佛者、 儒者、 歌舉 者が 色道 を 論じ、 吉原 を說く 

本文の 外に 「唐詩 選」 の 許 句と fc 人  一^の 下句と を 組み合 はせ て、 吉 原の 事相に^. 强附會 させて ゐる。 まだ 同 苦し 

い 洒落であった。 

そこへ ゆく と 大阪の 「聖 遊廓」 となるとす つと 碎 けて ゐる。 それに は 孔子、 老子、 釋迦 の., T 一聖が 廓に お 一び て、 孔 

子 は 大道 太夫 >  老子 は 大空 太夫、 釋迦 は假世 太夫 を 合方と する 趣向が ある。 三聖 とその 敎義を 面白く 配した ばかり 

力 亭主 を 酒お みの 李 白と し、 封 S 間 を 白樂天 とする の も 面白い。 どうしても 漢學 先生の 戯れの あとが 慼々 と 見えて 

面白い。 卷 末に r くる は W 韻」 と 題して、 訛澤 山ながら も 廓 中の 用語 を 支那 音で 書いて あるの も 注意し なければ な 

ら ない。 

とりわけて 会 s 話體で 書き、 また 脚本 風に 扱った こと も、 注意し なければ ならない。 その 體裁 をと つた 最も 早い も 

のの 一 つで ある。 或は これが その 體 裁の はじめ だとい はれて ゐる。 洒落 本の 歴史の 上に 於いて、 洒落 本の 型 を 治定 
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する 段取りに 於いて 特に 留意すべき 一書で ある。 出版され たの は 寶曆の 七 年。 

孔子と か 老子と かの 名 を 利用す る ことに 於いて、 滑 栲感を 誘 ひ 出さう とする 要が なくなる ほど、 やがて 西^本 は 

洒落 本 自體の 歩み を 進めた。 もう 情史 I 艷^ の 模倣 を脫 却し 得た ので ある。 忠實な 寫實の 態度で 眼前の 遊里 風俗に 

對 したので ある。 折々 は淨 瑠璃で 馴染な 人の 名 を 利用す る ことがあれば. それから 聯想され る 愦痴の 氣分を 易々 と 

書中に 開展 させよう ためで ある。 

寳曆 頃の 社 食に は 一 一 つ の 力が 動いて ゐた。 その 社會 組織 を そのままに 持 接させて 生活 を 安定に しょうと する 方に 

動く ものと、 それに 慊ら ないで、 機會 これ を 許すならば. うち 破る までに は ゆかす ともせめ て、 ^がして 兌たい と 

思 ふ 方に 動く ものと か、 或る 對立 をな して ゐた。 勿論、 力と して は 後者 は 前者と 比べ ものに ならない。 結局 安定し 

たので あるが、 その しばらくの 間の、 少しの 動搖 が、 當 時の 文舉 たと へば、 平賀 源- s: の 戯作な どに も 反映して ゐる。 

あの 白眼 以て 世間 を 睨めつ け、 皮肉 以て 讀者 につめ 寄る 彼が、 戯作の 筆 を 梁て、、 あの 頃に 割合に 多い 或る 秫の者 

と 腕 を 組んだならば、 何等かの 陰謀 を 劃したならば， 勿論 事の 成功 は 思 はれない が、 より 大きい より 强ぃ 源- M: を 出 

現させる きっかけ 位 はなした かも 知れない。 そして 彼と 腕 を 組む 仲間に は、 隨分 K 名で 初期の 洒落 本 を 書いた 手 合 

も あつ た喾 だ。 その 頃の 洒落 本 の 戯れの 中に も出樣 次第で はかなり の 反 杭に si 成 される 要素 も 無 いわけで はな かつ 

た。 しかし、 それ も 洒落 本の 型が 決中ハ する までの 事で ある。 型が さう いふ 氣分 をお ひ 退けた のでない。 さう いふ 反 


抗氣分 の 喪失が 型 を次定 させた ので ある。 年々 相 踵いで 出 板 させる 洒落 本が 原 冈 となり 結^と な つ て ます/ \» 世間 

を 落ちつかせて しまったので ある。 隨分、 洒落 本 を產み 出す 氣 運が 江 戶 時代 の 命脈 を 寶曆明 和 で斷ち 切らす に 慶應 

まで 持ち越させ たので あると もい へ る。 洒落 本の 典型的な もの は 一 時危 かった 病後の 保養の 遊山 旅の 記念品 だと も 

いへ る。 

洒落 本 作者 山 東京 傳の 出現した に は、 すでに 洒落 本の 型 は 決定して ゐた。 その 型 を ひたすらに 守る 彼に、 何の 

危險 思想が あらう。 尤も 彼 も その 茈か ら處分 を 受けた 事 はあった。 それ は 秩序 破壊に 關 する 罪で なく、 風俗 破壊に 

關 する 罪で ある。 洒落 本 を 風俗 上 不埒な 本で あると して 出 板 を さし 止めた に拘 はらす、 之 を 著作した た： P である。 

この 糚の彈 1.； は 一度 摇 がされ さう になった 幕府の 社 會糾！ i を、 もう 一度 堅めよう とする 方針から 出て ゐる。 一 堅め 

堅めた あと は、 またもとの 洒落 本 御免と なった。 けれど 洒落 本 は あの 寬 政の 禁 以前 ほど 榮 えない。 それ は.！ からの 

崩.： ^ である。 讀^ が 飽き、 作者 も 目先き を かへ て 方向 を 轉換 したため である。 

六 

山 東京 傅が 洒落 本 を 書く ために 生れた とい ふの は、 n 夜 入りび たりの 士！ ：ぬ 遊び、 しかも 出來る だけに 金 をつ か は 

すに 濟 まさう とする 工夫が、 一而に は 廓の 事情に 精通 させながら、 一面に は 決して 溺れる ことなく、  一^の 批^^ 

の 態度 を とらせる ことで ある。 その 事が 洒落 本 の 上に：. K 晴な 穿ちと なって 現 はれる。 それが また 惡 どくた く あっさ 

りと 扱 はせ る。 京 傅が 洒落 本 作者の 隨 一 として 推された 點は そこであった。 
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「通 一一 一一 n 總籬」 に對 する 當 時の 批評 は、 喜 之 介と 遊女の 濡事を 影に して 奇麗事に 仕立てた 趣向、 持てる 客、 持てぬ 

客の 遊びぶ りの 書き わけな ど を 目立って よい 點 として 指摘して ゐる。 洒落 本 の 批評家の 態度が かう であり、 ^者 も 

これで あらう し、 作者 はもと より 之に 應す ベく 筆 をと ると すれば" 一作 出づる 毎に、 その 趣向 立 はいよ/ \- 小さ 

く、 穿ち はます/ \ 細かくなる 害 だ。 作者 だち は 型 を 破らうな どと は、 もとより 考 へない。 飽くまで 型の 守り を 堅 

くして、 その 中に 籠らう とする。 故に 作者 は狹ぃ 型の 中に ゐて、 心 を廣く 動かさなければ ならない。 その 用意が 遊 

女と 遊客と を 組み合 はせ 變化 となり、 それ 等が とり か はす 手練手管、 戀の掛 引の 表裏の 描^と なる。 しかし 描^に 

いふ 所の 心理的 分析 を 期待され ない。 そこに 江卩の 戯作の 戯作た る 所以が ある。 どこまでも 安易な 態度で 始終す 

るの が、 江戸の 戯作 家で ある。 わけて 洒落 本の 洒落に は 通の 意義が あると 共に、 合せて 滑稽の 意義が 存 して ゐた。 

その 滑稽の 心理的 描寫に 入る 前に、 輕く笑 ひに 轉 じさせる。 これが 洒落 本の 洒落 木た る 所以で ある。 

「通 首 總 if 」 の 主人公 艷次郞 の 本性 は大 野暮で ある。 故に 馴染 女郎のお す 川に も 振りつ けられて ゐる。 しかし、 

うぬぼれの 强 さは その 大野 暮を 忘れて、 ひとりで 通人 を氣 取り、 色男が つて ゐる、 そこ を附け 込んで 腹黑ぃ 女郎が 

誘 ひの 手 を 出して 蕩し 込まう とする。 惡井志 庵 は本來 野暮で ない。 しかし まだ 通と はい はれない。 その 野暮と 迎と 

がと かく X ひ 違 ひになる ところから、 通が 嫌味と なって、 よく 遊女 だち に 厭 がられる。 半可通と いふの が これらし 

い。 喜 之 介 は 通人と いふので もな く、 通の 道 を體 得して ゐる わけで もない が、 聰明が 通の 術を覺 え 込ませて、 うま 


く 人目 をぬ いてお いらん と 忍び 合 ひの 藝當を やって 返け る。 他の 一 一人に 比べれば まづ 通人 型に 近い。 この 野暮と 牛 

町 通と 通との 配合から 滑稽と 通と を 交錯させる のが、 亦 洒落 本の 一 つの 型であった。 これ は 「遊子 方言」 あたり か 

ら出 來てゐ ると いはれ てゐ る。 それに は 一人の 半可通が 最も 多く 活躍して ゐる。 それが 活躍 すれば する ほど、 通と 

滑稽が そ の 後 を 追うて 動き 11 る。 半可通 はたに 知識と して のみの 通 を ふりま はして、 やがて は 通と なる ベ き 無^ の 

若者 を 指導す る。 その 言葉が 多ければ 多い ほど、 遊びの 敎科喾 として 洒落 本 を 扱 ふ讀者 も、 若者と 一 緖に敎 をう 

け、 また 鑑賞^と しての 讀者 は、 そのうが ちの. i かさ を 喜ぶ。 けれど 半可通 は 畢竟 半可通で、 側から その 面皮が 釗 

がれる。 そこに 滑秸が 起る。 この 趣向が 大いに 受けて、 後々 まで 踏襲され て、 つ ひに 一 つの 型 をな し 遂げた ので あ 

る 0 

三人と いへば すぐに 聯想され るの は 一一； 聖が 廓に 遊ぶ 趣向の 「聖 遊廓」 であるが、 あの 滑稽 は聖と 廓 遊びとの； 小 思 

まな 糾み合 はせ で、 はじめから 滑 稍 を^: 板に して ゐる だけに、 通 そのもの、 働き は少 い。 そ，， L と 比べれ. H 「遊子 

方言」 の はすべ て 通が みづ から 分岐 させる 滑稽で あ る。 他の 輔を^ りすと も 事が 濟 むま で に 洒落 本の 自給自足 は 成 

就した。 

けれど" 「遊子 方言」 と 「通： W 總籬」 を 比べれば、 その 進歩の あと は 一 段と 著しい。 「通- W 總籬」 に はさまで 志 

庵の 半可通、 艷ニ郎 の 野暮 を さう 抿りま はさす に. 滑稽 を 恣に する。 また その^ 稃が 哄笑 を 猥りにす る ものと は逑 

ふ。 靜 に 間いて しめ やかに 笑 ふとい ふ 程度で ある。 野暮の 笑 ひで なく、 通人の 笑 ひで ある。 通の 眼です る^ち がせ 

る 業で ある。 されば 當 時の 批評家 も、 喜 之 介 宅の 會談 のうが ちに、 少なから す讃 辭を與 へたので ある。 京 傅 とても 
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大の 得意から、 そこの 趣向 を獨立 させて、 ^分に 吉原、 深 川、 品 川のう がち を 精細に 傳 へる とて 古 契 三娼を 作り 成 

したので ある。 

かう いふ 作柄 は 並々 の 作者の 腕で 出来る もので は 無い。 また 作お によって は、 洒落 本 はう がちの 細か さよりも * 

高 い 笑 ひ を 誘 ふ や うな 滑稽 を必耍 とす るとの 見解 を 持つ 者 も 多い。 か た^ \ 以 て 半可 通と 野暮 を 活躍 さ せる 型が し 

きりに W ひられた。 屮には 野暮の 資格 を田舍 者に 與 へて、 その： 一目 葉-孵から も 滑稽 を 添へ ようとした ものが ある。 そ 

の 滑稽が 江戸の 遊里 を 世界と して 起る 時、 江 P の 人 々 は^りも なく 江戸に 生れ：：： i 戶の 文化に 浴して ゐる 身の 誇を感 

する。 

洒落 本の 發生は 京と 大阪と 江！！ と^ど 時 を 同じう して ゐ るが、 數の 上から 兒れば 殆ど 江 一い に澳斷 されて ゐる。 地 

方に 洒落 本が あれば、 それ は いづれ も-江 戶の 洒落 本の 型 を 模倣す る ものであった。 江戶の 人々 がそれ を讀 めば" 江 

戶を擧 ぶ 態度 を 殊勝で あると する につけても、 なほ 更に 江戶の 誇り を 24 ふので あらう。 また 江 P の 洒落 本 作 老で田 

舍の遊 単； を寫し 出す ものが ある。 これ は 江！： ：- の 通 を^ 準と して、 そこの 變通を 評^し、 その 報吿を 江戸の 人々 に讀 

ませ もし、 また 江戸の 誇り を 一段と 火き くさせる ためであった。 ところが， 江戶 にも その 田舍 風の 遊 単： があった。 

數 多くの 岡場所で ある。 その 一 々を 描く 洒落 本が 少 くない。 これ は 何のた めに 書かれる ので あらう か。 吉 原の 格 を 

高め、 吉 原の 誇り を 大きく させる ためで あらう か。 さう では 無い。 岡場所の 發 生は吉 原の 型 を 破って 淸新 を^る た 

めで ある。 岡場所の 洒落 本の 流行 は、 洒落 本の 型 を、 せめて 少しく^ら うため である。 いた， その 型の 中で いくら 

かの 變化を 求める ためで ある。 江戶の 中で 旅して、 田 舍の變 通を樂 しむ を かし さを傳 へる ためで ある。 けれど、 洒 


落 本の 讀者は それなら い つ そ 江戶を 離れ て 田舍の 旅へ 出て 旅で を かし ぃ變通 遊び をす る やうな、 面. H いもの を與へ 

よ。 洒^ 本の 洒落 を 滑稽に のみ 獨 占させる 田舍 世^の 本、 いは リ 野暮 本と もい ふべき 者を與 へよ と 作^に 要求す 

る。 早く も その 註文に 應 する 作者が、 たと へば 一 九の 如きが、 洒落 本の 型 を 捨て、、 たと へば 「膝 栗^」 の やうな 

滑稽本 を 出し て 大^ 釆を 博した ので ある。 洒落 本 の 型 はまた 他の 作者から も 破られた。 戀の 手練手^ も さ る 事な が 

ら、 その 裏に 誠 を 添へ る 男女の 心の 動き を主题 にし た 讀み物 も あ つてよ い。 浮 川 竹の 流れの 身の^ さうな るまでの 

素性 を 細やかに 書いた 本 も 無い とい ふせ；： は 無い。 

斯うい ふ讀 者の 所望から、 いち 平く 春 水 は 「梅^」 の やうな 人情本 を 創り 出した ので ある。 この やうに 洒落 本 は 

滑稃 本と 人情本 にお のれの 位 ^を讓 つ て 、 文學 史的 使命 を 終 つたので ある。 

(昭和 七 年 七月 「婦人 公論」) 
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讀 本の 發生 

I 庭 鐘と 秋 成との 關 係 I . 

請 本 の 名 は繪を 主と する 草雙紙 と對 をな して ゐる。 讀本は ま た 讀む事 を 旨 とする も Q 、うちに ありて は 浮世 草紙 

とも ！5i 別せられ る。 さう いふ 小說の 一 體、 たと へば 「八 犬 傅」 の 如しと いふ 方が 解り^い これ 等 は、 逡唇明 和の 奇 

談 異聞の 書 を先蹤 とする • しかも 寛 延ニ 年の 「§| 英 草紙」 を 以て そのうちの 喷矢 とする。 

「英 草紙」 の 作者 都 賀庭鎵 は、 その^ 編と して r 繁野 話」 「莠句 冊」 「垣根 草」 の 三部の 奇談 集 を 作った。 後の 請 本 

に 影響す る 事が 少 くなかった。 こ、 に 「讀 本の 發生」 の 題目 は 廣汎に 一旦って いふべき 事を耍 める。 しかし、 わたし 

はこれ 等の 書と、 上 W 秋 成の 「雨 月 物語」 とを對 比する ことによって のみ、 二 家の 作風の 相 遠と、 その 相違の. E つ 

て 來 る譯合 を說 かう とする。 また 事例 を ：ー 小す におのお のから 二三 章 を 抽く にと^め ようとす る。 

庭 鐘の 四 著 は 多く 支那の 小 說の飜 梁と いふべき である。 時に 飜譯 とい ふべき もの を も 加へ て ある。 秋 成の 「雨 月 

物語」 亦 主として 支那の 小 說に據 り、 時に 遂 語の 譯 とい ふべき もの を も 交へ て ある。 即ち 一 一家の 作風の 相逮と は、 

支那 小 說に對 して とれる 二 家の 態度の 和 違と いひな ほされる。 わたし は 「讀 本の 發生」 の题 下に ゎづ かに この ー點 


を說 かう とする。 初期の 讀 本に 關 する 重き 問題の 一 つと 考へ るからで ある。 

しかし、 庭 鐘と 秋 成が 何 を 粉本と し、 何 を 骨子と して ゐ るかの 材料の 調べ は 今 R に はもう 陳 套に屬 する、 溯^す 

でこ盡 して、 その 當を 得て ゐる 事で あらう。 わたし は 語を發 すれば 則ち 遼豕 の誚を 得る 事 をお それる。 何と なれば 

庭 鐘 自身に しても、 n 十く 「繁野 話」 の據 ると ころ を說 いて ゐる。 「繁野 話」 の 序 は 十千閣 主人と 署名す る も、 それ は 

もとより 千里 浪子 と共に、 靡 鐘の^ 號 近路 行者の 傀儡で ある。 故に 序に 見える の は 直に 庭 鐘の 言葉と して 聽 かれ 

る。 いふ、 「手 束 弓の 故事に 任 氏の 傳 奇を槃 ぎ」 と。 またい ふ、 「白菊の 卷は白 猿 梅 嶺の舊 趣を假 り」 と。 また い 

^, 「江 口の 始終 は 杜十娘 を飜 して」 と。 して^れば 「紀 の關 守が 靈弓 一 旦 白鳥に 化する 話」 は^代の 小說. 沈旣 

濟の 「任 氏傳」 に據 り、 「白菊の 方 猿掛の 岸に 怪骨を 射る 話」 は 作者未詳の 唐 代の 小說 「白 猿傳」 に據 り、 「江 口 の 

遊女 薄情 を 恨みて 珠玉 を 沈む る 話」 は 明 代の 小說 「警世 通 言」、 また 「今古 奇觀」 の 「杜娘 怒 沉百寳 箱」 に據る 事が 

明で ある。 

庭 鐘、 秋 成の 作が 後の 代に 影響す る 事の 多い につけて、 その 典據 調べ は 早くから なされて ゐた。 寬政 一一 一^の 「奇談 

古 加 良 志 草紙」 の 序にい ふ。 

剪 燈新話 同じく 精^の 二部 を國 字に 譯 して 御伽 婢子 とし. 古今 小說、 今古 奇觀、 警 I 逋首、 拍案驚 奇の四 部よ 

り拔萃 して 英繁の 二 書と は爲 りぬ。 此の 三 編の 書 は 御伽 佌 子の 父母に して. 作意の 奇、 作文の 妙、 見る^に 亲 

なる 如く、 讀む 人手に して 鉋く 事 を 知らす 云々 

これ はた^ 大體を 示した に過ぎない。 更に 集中の 一 話 一 話に 就いて 說 くもの があった。 ^明 三年の 「II 諸 越の 士" 
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野」 である。 誡詞平 話で 書いて ある 題辭の 一節に いふ。 

諸 冊子 (英 草紙、 繁野 話， 垣根 草、 雨 月 物語) 都是向 稗官家 之書譯 將出來 的、 把那ー 兩个說 了、 英 草紙 之 紀任重 

斷滯獄 的 話、 是古今 小 說中那 鬧陰司 司 馬 貌斷铽 的， 也英 草紙 之 黑川源 太 主 犸道的 話、 是 今古 奇觀中 那蒙子 鼓 盆 

大道 的、 也 繋 野 話 之 江 口遊 女 恨 撖愦的 話、 是 今古 奇觀中 那杜十 娘 怒 沈寳筘 的、 也 垣根 草 之 山村 氏受 m 箇忍字 的 

話、 是今 古奇觀 中那襲 私怨 狠 僕^: 主 的、 也 雨 月 物語 之 夢 應鲤魚 的 話， 是向^ 世恒言 中 譯得來 的 

示された の は M 五の 例に 過ぎない。 それだけ でもな ほ 飜譯と 創作と を 混同した 無用の 論議に 地下の 一 一人 を 苦笑 さ 

せす に濟む 事で あらう。 

た^ 引 m の 文中に 一 つの 訂正すべき 事が ある。 「醒 世恒 一一 目」 中から 譯 出した とい ふの は 「薜錄 事 魚服證 仙」 を さす 

ので あらう。 三 井寺の 畫佾與 義と涇 州靑城 縣 の 主簿薜 偉と は 所と 人との 違 ひ は ある もの &、 話の 茈は 大方 似て 居る 

ところ からさう 兑る事 も出來 よう。 しかし、 秋 成の 原據 としたの は 「酸 世恒 一一 一一 n」 でた く、 古今 說 海に 牧載 せられた 

「魚 服 記」 である。 「魚 服 記」 と 「剛 ，恒實 」 とを讀 み 比べる と 直に その 事が 頷かれる。 「醒 世恒 言」 は 「魚 服 記」 を 

もとと して、 文辭を 多くす ると 共に、 祌 仙の 一條 を 添へ る。 證 仙の 題が ー篇の 題目と なって ゐる。 薛 偉の ii^l は 鰹 

の 背に 乘る琴 高 仙人であった * 夫人 翊氏は 西 王 母の 御前に 玉瓒 を彈. f る 田 s: 妃 であった。 薛偉は 今 鯉と なって 龍 I： 

にくさぐ さの 苦し み を 嘗める 、 その 報に よって W 狨山廟 の 老君. から 因緣を 明に 示された ので ある。 斯う いふ 筋 は 

月 物語に はけ ぶら ひだに 見えない、 「魚 服 記」 亦 何事 を も 語らない。 

「諸 越 の 吉野」 の 作者の 誤謬 は あまりに 誠 詞小說 に 貢き をお いた 爲で あらう。 その 誤謬 は^ 兗 類推 を恣 にした 爲で 


ある。 庭 鐘、 秋 成の 五部の 害 は 多く 諷詞 小説に 據り、 巾に も 「今古 奇 觀」 に據 るの が 過半で ある。 今 こそ 手に する 

易 さから 漫に 「今古 奇觀 J とい ふ もの、、 精し くい へば、 五部の 書 は 多く 「古今 小說」 「i: 世 通 言」 「酸 世 言」 ま 

た 「柏 案 驚奇」 に據 ると いふの が 至 當 であらう" 「今古 奇觀」 は實 にこれ 等の 群 話の 中から 拔萃 した ものである。 「諸 

越の 吉野」 の 作者 はかの 五部の 書の 中に 「恒言 」 から 出て ゐる事 を 知った.. 類推 はおの づ から 「薜錄 事 魚服證 仙」 

にまで 及んだ。 但、 さう いふ 誤 膠 は、 「夢 應の鯉 魚」 を 秋 成の 創作と する のに 比べれば、 殆どい ふに 足らざる 事で あ 

らう。 

一事の 辯が や、 烦 しきに 過ぎた。 こ& にわたし は、 「古 加 良 志 草紙」 「諸 越の 吉野」 の やうな 記狨を 漁ったなら、 

かの 五部の 書の 據所を 一 つ 一 つ 明に され はせ ぬかと いはう とする。 それよりも、 すでに 敎へ られた 「卜：： 今 小^」 「1:3 

世 通-百」 「醒 世恆言 」 「今古 奇觀」 「拍案 驚 奇.； を讀 下す るの が捷徑 であると いはう とする。 さう した^ 合に は 一 卜：： 今 

小說」 に 就いて 一語 を 寄せる 耍が ある。 これ は r 喩世 明言」 とい ふ 方が 聞え が：： いからう。 「通 言」 「但^」 と共に 三 

言の 名に 呼ばれて ゐる。 仉、 寳曆明 和に 於て は、 「明言」 よりも 多く 「古今 小^」 の 名 を寓 R する。 天 明の 秋水 阒の 

「小 說字翁 」 の 援引 書 ほ にも 「古今 小說」 としる されて ある。 

庭 鐘、 秋 成 を考 へる に は 五つの 明 代 小 說を缺 して はならぬ^。 しかもな ほ^らぬ の は 「Q 猿傳」 「任 氏傳」 から 採 

れてゐ る、 これ は 庭 鐘 みづ からが 明に-論る ところであった 。して：：^ れば^ 代の 傳奇を も 参^し なければ ならない の 

であらう。 それでも なほ 足りない とい ふの は、 「西 湖佧 話」 がい はれて^ ない 爲 である。 この 書 は 明 代の ー奇 害と し 

て椎稱 せられる。 
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「雨 W 物語」 の 一 蛇 性の 洋」 は、 しばしば 諸 書 傅 ふるところの 蛇 妖の譚 に 配す るに 明 代の 小說 「剪燈 新 話」 の  一，^ 

^奇遇 記」 を 以てし、 また 窒 町 末期の 物語 「雨 やどり」 を 以てする とやう に說れ る。 蛇 妖の譚 はしば らく^く。 蛇 

性の 姹を 「 渭瑭 奇遇 記」 に 似 かよ ふ 節が あると すれば、 うら 若き 王 生が 渭瑭の 酒肆に 美しい 娘 を ほの 見た 事と， 豐 

雄が 海郞が 厘に 美しい 眞女兒 に 邂逅す る 事 だけで あらう。 「雨 やどり」 またの 名 「時雨の 緣」 が 問題に される の は、 

時雨の 祈から 傘 貸した のが 緣 となって、 契 を こめる 中將 さね あきらと 屮納首 きんかね の姬 君との 屮らひ を， M じく 

傘が とり 持つ 豐 雄と 眞女兒 の 上に おも ひ 合 はせ ての 事で あらう。 これ 等の 考察 は 空しく 秋 成から 嗤 はれる に 過ぎな 

からう。 秋 成 は 「蛇 性の 姹」 のために、 「西 湖 佳話」 の 第 十五 卷 「雷墳 怪蹬」 を原據 として ゐる。 

わたし はこれ をみ づ からの 發見 などと は 夢 さらい はう とせぬ。 まさしく 遼豕 の！ i を 甘受せ ねばならぬ からで あ 

る。 馬 琴 は； 大保 Mi^- に 明に さう 說 いて ゐる。 

水 戸の 町人に 突し い 娘が ゐた、 いつも 喑 いところ にば かり 籠って 居る。 水戶の 藩侯 は 其の 奇病 を 憐れんで 城 巾に 

召される。 娘 はどうしても 行かう としない の を、 皆々 が 無理から に 連れ出す、 城^ 近くな つた 時、 娘 は 突然 堀の 中 

に 身 を 投げた。 その後 程 隔て 大暴 風雨の 日 城堑の 水中から 蟠 龍が 登 天した。 馬 琴 はこれ を筆錄 した、 また 斯うい ふ 

添へ 書 をした。 

按す るに 右の 怪談 は 西湖伤 話に 載せた る 蛇怪の 事と 聊相 類す。 西 湖 佳話なる 蛇 怪の事 は 雨 月 物語に 飜^ して 蛇 

精の 姹と题 したる 是也。 

斯う はいふ もの. 1、 馬 琴の 言 もまた 遽に 信すべき でない。 秋 成が 筆 執る 机の 前に^い たの は、 ^して 西湖佧 話で 


あったらう か、 それとも また 「警世 通 百」 であらう か。 慌 しぐ 斷 する ことが 出來 ない。 「1:1; 旭-ぶ」 ま た^じ 筋の 「は 

娘 子 永 鎭雷峰 塔」 を牧 載す る爲 である。 

庭鑌、 秋 成の 溯 原に 就いては、 斯うい ふ 事が 多から う。 或は 陳套の 一一 目 をな し、 或は 新なる 岐路に 迷 ひ 入る 事を危 

む。 故に この 稿 はすべ てに 一旦 る 溯 原 を 旨と せす して、 知られて ゐ る幾隶 によって 二 家の 飜案 ぶり の 異同 を 考^す る 

にと^め る。 

二 

「御伽 婢子」 の 原本で ある 「剪燈 新 話」 と 庭 鐘、 秋 成 等が 主として 據 つた 原本との には大 なる 逕庭が^ する e 

その^が 違 ふとい ふので なくして、 闹 原本の 文體の 相違に 就いて いふので ある。 「新 話」 の 傳奇體 とその 他の^ 11 

體とは 支那 小說 史上に 於て おのおの 異 つた 領域 を 有する。 それ はまた 我國に 於て 重耍 なる けぢめ をな して ゐる。 傅 

奇 體の爻 は、 駢 儷の 絢 爛 こそ 加 はれ、 われ 人の 兌 惯れ、 讀 み惯れ たる ものである。 從 つて 「新 話」 が 天文の 頃に 渡 

來 する 直に 翻案せられ たこと を奇 とする に 及ばぬ。 まして 「御伽 婢子」 が寬 文の 顷 に出づ るの は 當然の 事と いはう 

か。 しかし、 资« 明 和に 於け る 三 言 その他の 飜 案に 就いては、 や、 異 とせねば ならぬ。 ^詞體 は 即ち 平語 俗-; -t を以 

て 書かれた ので、 本邦 人の 請む に 熟せざる ものである。 庭 鐘、 秋 成 はどうして これが 讀 める やうに なったら う。 

^山人の 「一語 一 言」 に 庭錡を 傅して いふ、 「都賀 氏、 名 は 庭錡、 字 は 公聲、 大. y 漁夫と 號す、 叉 辛夷 館と も 

通， $ 六 藏、 大阪の 人、 儒 を 業と す。 上田 餘齋 翁は此 人に 學べ りと 云り」 餘齋 翁と は 即ち 秋 成で ある。 秋 成 は 几圭に 
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俳諧 を舉 び、 宇 萬 伎に n 舉を學 ぶと 共に、 庭 錡の懦 を^- ん だので ある。 また 儒を舉 ぶの 餘、 小說 稗お の n 說を 聞い 

た 事で あらう。 しかし、 舉んで どれほどの 力量 を 得 たかを 詳 にしない。 

庭 鐘の 師の 誰で あるか は、 つ ひに^く に 及ばぬ。 とにかくに 彼 は：： 十き n に 於て これ を舉ん だで あらう。 

「通俗 耆 婆傳/  く はしく いへば 「阈字 義^ 王耆 婆傳」 は 「 耆婆 演義」 の譯 本で ある。 譯 者の 名 は 奥 居 主人で あ 

る。 序文の^ 名の 六藏道 人、 印章の 公聲、 これ を大江 流芳の 「煎茶 仕 用 集」 の 序の 署名と 合 はせ て巢 居の 庭 鍊 の齋 

號 である ことが 知られる。 六 藏道人 はこの 書の 序に 於て 譁詞 小說の 流行 を 述べて ゐる。 

但爲其 言 也 常 曾 俚語、 所以^ 於 彼而難 於此、 雖有 一 一 一入 肆者、 猶未洽 能見霣 翫、 今 也 文化 渐靡、 反以彼 爲^， 

遂至有 家 論 戶傳、 亦 壯哉時 也焉。 

この 書 は 寳曆九 年に 出 板せられ た しかも 序の 成る の は 二十た 牛の 以前に ある。 庭錡 をして 今^に かへ りみ て壯哉 

時也焉 の 歎を發 せしめた；， t 詞小^ 赏翫の 盛 行の 理由 を あたぐ るの は 今の 問題で ない。 わたし はたぐ 何人が この 機遝 

を 促成し たかを 說か うとす る。 說 くに 常って、 まづ r 恧錦」 の 著者 椿 園の 言 を 引く。 庭 鐘の いふと ころ を裘 打し 

て、 更に その 人 を敎 へる ためで ある。 

近^ 岡嶋、 陶山、 岡の 諸 名士 小說を 深く 好み、 俚言 俗語に 博く 通じ 譁 解の あきらかにして 殘 りなき は 往昔よ 

り 未な き 所な り。 是 によって 海內糜 然とし て 中華 の 小說を もて あそび、 且 まれ に 本邦 の 小 說をぁ ら は せども^ 

I 唐錦」 は 安永 十^に 出杈 せられた る 害、 椿 W は 庭 鐘の 後 鹿を拜 する 人で ある。 「您 錦」 以外 「^異 談^」 「深山 草」 


の 作 あり、 また 「水 滸傳」 を 飜案 して 「女 水滸 傅」 を 著 はした。 その 人の いふ 岡嶋は 冠- 3、 陶 山は尙 善、 岡 は 白 駒 

の 稱を以 つて 世に 知られた る 人々 である。 

冠 山 はもと 長 崎の 通 事、 その 賤職 を慙ぢ 退 いて 京 坂に また 江 11 に 遊び 諸學 者と 交 はる。 彼が 支那 昔に 通曉 して は 

た 事 は、 其の 著 rsg 話 ^耍」 の 序趺に 於け る 諸家の 推 稱の辭 に 於て 察せられる。 嘗在 崎^ 與諸. M 人、 相聚譚 論、 其 

調 戲謾篤 與彼絲 髪 不兹、 旁觀 者、 惟辨 衣服、 知 其 玉 成、 其 技 之 妙、 大 率如此 ともい はれた。 玉 成 は その 字で ある。 

鳩 奥の 「駿 臺隨筆 」 に は 斯うい うて ゐる。 「長 崎の 譯司 岡嶋喜 兵衛、 名は援 之、 ^號冠 山、 近 ：31!5： 都に 寓 して 時々^ 

を訪 ふ。 其 人 放 達に して 舉を 好み 最も^ 話 をよ くす、 是を淸 人 某に 受 くと 云 ふ。 小說の 書を讀 むこと 六 kn 部に 過ぐ 

と、 勒 めたり とい ふべ し。 その 最も 解し 難き 書 は 「水 滸傳」 「金 瓶 梅」 の 一 一書な りと。 又よ く 律令の ま c を讀 む、 近時 

荻生惣 右衛門が 「明 律考」 を 著 はせ しも その 傳を冠 山に 受けたり と。 本邦 人 什麼、 お 生、 了、 的な どい へる 俗^に 

一 M する も實に 此の 人の 力なり。』 荻生惣 右衛門 はいふまで もな く 徂徠、 その 徂徠が 諸 門 生と 共に 譯社を 結んで 支那 語 

を 冠 山から 學ん だの はかくれ なき 事で ある。 

冠 山が 江 戶 から 京に^つ た 時、 いかなる 門下生が あったら うか。 木 下蘭臬 は 其の 名の 明白なる 一人で ある。 その 

他 は 知られす とも ■ 必す相 應の數 にの ぼったら う。 「 唐 話 袋 要」 「^譯 便覽」 「廣語 便 用」 を 通じての 間^の 鬥 F 生 は 

廣く世 問に 布く 事で あらう。 「通俗 元 明 軍談」 また 歿後の 出 板ながら 「通俗 忠義 水滸 傅」 は 新奇 を耍 めて ゐる當 時 Q 

讀書界 に.： 奇與 する 事 は 大方なら ぬ 者であった らう。 それにしても わたし は 彼の 著 「小 說讀 法」 の 名 を G み 聞いて 未 
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手に せざる を憾 とする。 讀本發 生の 問題 は、 この 書に よって 幾多の 解 を 得る やうに 豫 想せられ る。  - 

岡 白 駒 は 冠 山の 風 を 望んで 起てる 一 人で ある。 譚詞小 說を布 及 させた 功績 は 冠 山に 亞ぐ。 「喩世 明言」 「醒 世恒言 I 

「警世 通 言」 の 中から 數章 を拔萃 して、 これに 訓點を 施して 「小 說精 言」 「小 說奇 言」 を 著 はした。 「精一 一目」 の 如き * 

また 釋義を 加 へ て 諷詞を 丁寧に 說明 する。 「小 說粹言 」 また その 著と 推せられ る。 

陶山尙 善は陶 冕の 稱を 以て 知られて ゐる。 束涯門 下の この 人と 冠 山との 間に 何 かの 關 係が あらう と考 へられる。 

時 を 同じう して 京都に 住って ゐ たからで ある。 「忠義 水滸傳 解」 の 著が ある。 「水 滸傳 中」 の 語句 を摘證 し、 また^ 音 

を 假名で 示して ゐる。 

陶 冕が 支那 語 を 習 ひ、 稗 史小說 の 講讀に 努めて ゐる 時、 同志 先輩 互に 手を携 へて 進む、 「俾 解」 の附 1m は その ^を 

傅 へ て 簡耍を 得て ゐる。 

往年 余 友嘗有 松峽秦 虞臣、 玖珂 晁德濟 者、 夙 服 華舉、 深通聲 昔、 且好讀 野史 小說、 其 平生 之東帖 應酬、 輙 於是 

坐談 諧謔 輙 於是、 非敢街 奇淫僻 者、 耍 之お 慣薰陶 也。 時 冕^ 冠、 兄事 一 一子、 乃 亦誘掖 冕、 於 事 於斯、 始 覺有資 

於讀 書、 爾後 叉 就 田 文瑟、 得究 水滸  一 一十^、 文 瑟爲其 人、 穎敏 高邁、 才識筢 倫、 亦 能 操 華 音、 最審 象胥家 

Ml 百  • 

文中の 人々 は、 邦人に ある まじと も 思 はれる。 しかし 秦虞臣 は松窒 式部、 晁德齋 は 朝 枝 稗-次 郞、 田 文瑟は 田中瓒 

である。 亦 旃風を 模 して 高し とする 一 つの あら はれで ある。 

秋水 園の 「小說 字 S はや、 後れて 出で た。 禝 目の 書 實に百 五十 九 部、 屮に戲 曲の 目 をも數 へられる が、 とに か 


くに 述詞 小說 はよ く^まれた ものであった。 

「小 說奇ー 一目」 「小說 精 言」 の 書 は 京都の 書埤 風月 堂から 出 板せられ た。 風月 堂 はまた 此糚の もの を 出 板した。 發行嗣 

刻と して 舉 ぐると ころに、 「小 說 奇観」 「小 說選ー 一一 一 n」 「小 說恒ー 一目」 「照 世盃」 「連 狨璧」 「水 滸傳」 が ある。 「小說 字彙」 

は 大坂三 書^の 合 刻、 當時、 京 坂に 於て いかに 諶詞小 說が悅 ばれて ゐ たか 知られる。 庭 鐘 この間に あって、 四 部の 

書 を 出した。 迎 へられた 有様が 髡鬆 せられる。 伹、 當 時の 京 坂に どうして 斯うい ふ 流行が 存在した かの 理由 を たづ 

.a るに は、 考察、 自ら 別途に 出づ べきで あらう。 

宋の紹 興 年間、 臨 安の 地に 乞食の 群が ある、 群 を 統べる の を^ 頭と いふ。 圑頭 こ」 に 代 を 重ねて 七 代 n。 主の 金 

大 はすで に 富める に拘 はらす、 なほ 人 交ら ひの かたはぬ 事 を 歎いて、 族 人 金癩： 十に あと を 譲って 他に 移り、 乞食の 

賤 しさから 離れた。 しかし、 なほ 前の 圑 頭と いふ 名で よばれて ゐる。 一人の 娘 玉 奴が ある、 賢し くして 突し い。 金 

大 はどうが なして 然るべき 人に そ はせ ようと 思 ふ。 折 か ら才學 全 けれ ど、 父母に も^れ た 貧 書生 の 莫楕と い ふ 者が 

ある。 金大は 家の 事情 を 齿げて 婿た らん 事 を 求める。 莫生は 家が おみ、 女が 美しき に悅 んで應 する。. 金大は 盛宴 を 

張って 莫 生の 友 を 招いた。 そこ へ 婚姻の 知らせ をう けない 今の 圑 頭が あまたの 乞食 を つれて 暴れ込む。 金 大は銀 を 

與 へ て 辛うじて 散 じさせる。 

玉 奴 はおの が 門 風の よからぬ 亊を かなしみ、 夫を勵 して 勉^ させ、 講舉の 資を惜 むこと がなかった。 莫生 二十 一二 
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歲 にして 速 科 及第す る。 烏 紗官袍 馬上に して 歸る。 岳父の 家に 近づく 時 心なき 兒等は 指して 「金 副 頭 家 女^ 倣 了お 

了」 とい ふ、 莫生は 今更に よしなき 家に 婿入した こと を 悔いる。 玉 奴 は その 譯を 知らで、 た^夫の 樂 しまぬ & をい 

ぶかし む。 やがて 莫生 は無爲 軍の 司戶 となる。 玉 奴 を 連れて 任に 赴く。 舟の 旅で ある。 采石 江邊に 舟が 、りする 

夜、 月 は晝の 如く 明皎々 と 照る。 莫 生の 胸に ふと 惡 心が 萠 した。 玉 奴 を 殺して 他に 一人 を娶 らうと。. 月見よ と 誘 ひ 

ながら、 隙 を 見て 水に 投じた。 

その 時、 許 德厚も 赴任の 途采 石に 月 を 愛で.^ 居た が、 はしなくも 玉 扠を救 ふ。 この 人 は 莫司戶 の 上司であった。 

それから 數 月の 後、 莫司戶 は 許 公の 女 を娶る 事と なった。 その 女と いふの は 實は玉 奴で ある。 結 峤の夜 許 公の 夫人 

は 旨 を 含めて 事 を 行 はせ る。 莫 IF 戶 は九霄 に 登る 思 ひして 房 門に 入らう とする。 數 人の 老 嫗了髮 が 手に 乎に 竹 や 棒 

を 執って、 頭と いはす、 肩と いはす、 めた うちに 打つ。 房の 中に 聲 がする。 「休 打殺 這雜 情郞」 と。 腰元 共 は 手 ど 

り 足 どり 司 戶を耍 して、 新人の 面前に 引き 据 ゑる。 司戶は 玉扠を 見る。 驚いて 「有 鬼、 有 鬼」 と 叫ぶ。 許 公 そこ へ 

出で \大 に 諭す。 司戶は 悔いて 罪 を 謝する。 こ、 に 二人 は 前緣を 全うする。 

これ は 「金玉 扠棒打 薄情 郞，！ め 一 話。 本來 「古今 小說」 中の もの、 また 「今古 奇觀」 に收 めら れて 居る。 その 紹 

與を 天文に、 臨 安 を 近 江觀音 寺に、 金大を 淨應 に、 族 人金癩 子を大 六に、 玉 奴 を 幸に、 莫椅を PI 場 求-おに、 無爲軍 

を 若狹 に、 采石江 を 琵琶湖に、 許 德厚を 樋 口 三 郞左衛 門に 代へ る。 おの づ から 「英 草紙」 の 第二 話 「馬場 求 馬 妻 を 

沈めて 樋 口が I 耳と 成る 話」 が出來 上る。 

たにし、 庭 鐘 は 玉 奴が 許 公に 救 はれた 事 を 前にい はないで、 蕺情 郞を撻 せた 後に 說く 事と する。 また 金大 が玉扠 


を 愛する くだりの 文辭、 

金 老大愛 此女如 寶、 從小敎 他 讀書識 宇、 到 十五. パ歳時 詩 賦惧通  一 0 1 作^手 而成、 觅兼 女工 精巧 亦 能調箏 

^管、 事 々伶悧 

を 改めて、 原本に 兌えぬ 事共 を 書き そへ る。 

淨應 寵愛す る 事 掌中の 珠の 如く、 裁ち縫 ふことの いとま、 和歌の 道に 心 を 寄せさせ、 其の 頃 はい まだ 下 ざまに 

もてはやさ にる 得難き 草紙 ども 讀 み^ひ、 勢 語 は 諸家の 說を窺 ひ、 其の 趣 を 極め、 漪 語 は 孟津を 問 ひ、 河 海に 

^り、 其の 外 諸家の 绂、 勅撰の 類、 しかるべき 淤 書に 渡らざる はなし。 

その 原作 を 改めた 一 つ は、 讀 者に 意外の 感を 抱かせて、 采女 と共に 幽饞と 叫ばせよ うの 工夫で あらう。 一 つ は 和 

風 を 加へ 得て 國譯 の實 を擧げ ようとす る 工夫で あらう。 その 工夫 以外 は 殆ど 遂字譯 とい ふても よい。 

この 逐字譯 が往々 にして 漢臭 ありと いはれ、 支那 小說の 口吻な りと いはれ る。 いふ^ は 「英 草紙」 を 庭 錡の创 作 

と兑 たので ある。 藤 岡 博士の 「近代 小說 史」 に 第三 話、 「豐原 兼 秋 昔 を聽 きて 國の 盛袞を 知る 話」 の 中の^ S と 時 陰 

の 會見を 叙す る， 一節、 「兼 秋 官^し と雖 も、 身宣 旨の 使な り。 樵 夫に 對 して 禮を 施さば 恐く は 官服を 汚すべし と^ 

へど も、 巳に 船に 請 ひ 下し たれば 如何と もすべき 榇 なく 唯 手 を擧げ て會釋 す」 を 例と して 「全く 支那 小說^ 譯の風 

を脫 せざる 所少 からす」 と 評せられた。 その 評言 は當 つて ゐる。 しかし、 その 次に r 總て 漢文 趣味 を 加 ふること 夥 

しき を 兌るべし」 とい ふ は當ら ない。 加へ る 加へ ぬが 問題で ない。 問題 は脫 する、 脫 しきれぬ が問题 であるから。 

ここに 原文、 「通 一一 目，； また r 奇觀」 の 「命 伯 牙 摔琴謝 知 音」 の 中から 抄 する。 
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^伯 牙是 晋國 大臣 眼界 中 那有雨 接 的 布 衣下來 還禮、 恐 夫 了 官體、 旣請 下船、 又不好 叱他囘 去、 伯牙沒 奈何 微微 舉 

手。 庭 鎵は豐 秋 を 太夫 將監に 作る。 故に 官 率し とする。 これ は 細心の 注意で ある。 擧手は 支那の 鱧 風.. 或は 邦人に 

通 ぜぬ事 もやと 會釋 すの 辭を 添へ る。 譯 者の 深切で ある。 

「英 草紙」 の 第 四 話、 「黑 川、 源 太 主 山に 入って 道 を 得た る 話」 は 「諸 越の 吉野」 の 作者に 敎 へられた やうに、 「^子 

休 鼓 盆 成 大道」 に出づ る。 莊 子と 源 太 主、 妻 田 氏と 深 谷、 南 華 山と 金 華 山の 所と 人の 名の 相違の 外 は 事の 運び は ほ 

ビ同 一 である。 たピ異 ると ころが ある * 夫の 殁後 再緣を 急ぐ 女が、 「如 耍改嫁 須待坆 土 乾 了 方 可」 の 遣 言 を 守って 頻 

りに 塚 を據ぐ 事の 一節 を 「われ 死して 後 異人に 見 ゆると も 三年 を 過ぐ るまで は 待てよ かし、 實 生の 桃 を 家の 前に 植 

ゑて 花 著き なば 何方へ か 嫁すべし」 の 遣 さ n とし、 女が 一 心 不亂に 桃を埒 ふ 事と 書き改める。 これ も 異邦の 俗 を わが 

國の 讓の閒 きやすき に 移す 爲 であらう。 

夫娈 木是 R 林 巴 到 天明 各自 飛 

^を 和げ て く 時 は 「をつ と 妻 は 同じ 林に やどる £;! 明 くれば おのが さまざまに 飛ぶ」 とい ふ 一 節が ある。 同じ やう 

な 譯歌は 他の 筒 所に も 見えて ゐる。 源 太 主の 歌と して 

虎の 畫をゑ かけ ど 骨 は ゑが かれす 面 は 知れ ど 心 知られぬ 

とい ふの が ある。 原詩 は 斯うで ある。 

生前 側 侗說恩 深、 死後 人人 欲攛 墳、 

畫虎畫 能 難畫 骨、 知人 知 面 不知、；.。 


抄す るの は譯 歌の 巧拙 を 示す 爲で なく、  譯 のために 相應に 工夫して ゐる 事を說 くが 爲 である。 

「英 草羝」 の 第 九 話、 「高 武藏 守婢を 出して 媒を なす 話」 を 「古今 小說」 「今古 奇觀」 の 「斐晋 公義 還 原 配」 と 比較 

する。 趣向 はま づ问 じと いうて よい。 斐晋公 は 知ら すして 婚約 ある 女を婢 として ゐる。 晋公は 時々 微行して 下情 を 

視察す るが、 偶然 途に その 夫た るべき 者に 遇うて 怨言 を 聞いた。 男 はもと より 晋公 たる 事を^らない。 その 翌日 自 

邸に 召して 事情 を^げ、 自ら 媒 して 婢を 嫁がせ、 また 男 を官に 任す る。 斐晋公 は 即ち 唐の 宰相 斐度 である。 庭錡は 

どうして 師直を 以て とれに 擬 したので あらう。 師 直の 名 は：^ 繰に 歌舞伎に 敵役と して 用ゐら れてゐ る。 庭 銪が義 を 

守り 情 を 解す る 者に とり 极 ふの は、 史實 によった ので あらう か。 それとも 異を樹 てるた めで あらう か。 或は 原書 を 

移す 時に、 漫に師 直を當 てた ので あらう か。 これ はこの 一 話ば かりで なしに、 他の 三 著の 上に ぉ考 ふべき 事で あら 

う。 また 秋 成の 上に も考 ふべき 專 であらう。 

わたし はも 一 つの 話 を 考察す る 事に よって、 庭 鐘の 肚裏に 入る 手段と する。 

まづ 「英 草紙」 の 第 一 話 「後醍醐の 帝 三 だび 藤 房の 諫を 祈く 話」 とその 原 話 「王荆 公三 難 蘇 舉士」 を 讀み合 はせ 

る。 原 話 は 「警世 通 言」 にある。 寳曆 八华の 「小 說粹言 」 にも 採られて ゐる爲 に 多く 讚 まれて 居る。 庭 錡の飜 案ぶ 

ins は 最もよ くこの ー篇の 上に 現 はれる。 わたし は烦 しさ をい と はす その 大要 を 摘みと る。 

蘇學士 は 蘇東坡 である。 この 一 篇は 束坡が 宰相 荊 公安 石に 才を 軍： ぜられ る 事、 朿坡が 自ら 聰明 を恃ん で 口 數^ 
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く、 渐く 輕^ を惡 まれる 事が しるされる。 荊 公 「字 說」 を 作って 一 ネ 一 篛を解 作す. る 時、 偶^ 坡の坡 字 を 論す る。 

坡は 土に 從ひ" 皮に 從ふ、 即ち 土の 皮と、 ^坡 笑って、 仰せの 通りであるなら ば、 滑の 字 は 水の 骨と。 この類の 巧 

舌が 屠 繰り か へされた ので ある。 

東坡は 左遷 せられて 湖州の 刺史 となり、 三年の 後 また 相 公の 狩に 到った。 府には 訪客が 多い。 次 を 以て 待つ に堪 

へない。 束 坡は相 知れる 書房 係の 靑年 によって 東 書房に 通される。 主の ゐ ない 机の 上に 素箋 があった。 

西 a 昨夜 過 園 林。 吹 落 黄花 滿地 金。 二 句の 詩が 書かれて ある。 東 坡は荊 公が 韻 を 終へ ざる を兒 て、 老いて 才盡き 

たと した。 また 菊花 は 落ち 散る もので ない、 第二 句 は 錯誤の みと， 考 へた。 その 時 興に 駆られて 筆 を 執って さらさら 

と 二 句 をつ ビ ける。  . 

秋 花 不比养 花 落。 說興 詩人 仔細 吟。 

東坡は 害き 終へ てはじめて、 贵 人に： g を 缺くを 知って 狼狠 した、 しかし どうに もなら ない ので、 荊 公に あ ひもせ 

すに 匇々 と辭し 去った。 荊 公 は 詩稿 を 見て、 東 坡の輕 薄が まだ 改らぬ こと をお もった。 また 黃 州の 菊花の 落 瓣を知 

らぬ爲 に この 過 をな すと おも つた。 即ち 萬 州圑練 副使に- 邀 する。 

東坡が 任 に 赴く に 際し て 荊 公 は 便 を 以て 翟瑭中 峽の水 一 甕 を 寄與す る ことに 嘱 した。 荊 公 は 痰 火 之 症 に郴 つて E 

た、 の勸 によって、 陽 ^ の 菊 を^ 瑭中峽 の 水 を 用ゐて 煮る こと を 要した ひ 

黄 州に 赴任 後、 01. くも ー戟を ^た、 時 は 重 九の 後、 速 日 大風の あくる 日、 後 鬨 に 菊 を 肴る。 と兑 る滿 地金 を 錦い 

て、 枝 上 全く 一朶 をと どめぬ。 柬坡は in 瞪 しロ呆 して、 もの もい はれす にゐ る。 平生、 この 花 を 以て 焦 乾枯 爛竝に 


^瓣 せす とのみ 思って 居た 妄を 知った。 王 荊 公 の 二 句の 詩が 腦 裏に 浮んだ-はじめて その 人が われ を 黄 州に 配した 

眞意を 解した。 これ 實に荊 公 一 度 蘇 學士を 難 じたる もの。 

黄 州の 例、 冬至の 節に は 賀表 を 京に 進める。 來坡は 選ばれて 使節と なった。 囑 付せられ た^ 塘屮峽 の 水 を 想起し 

た。 瞿瑭 三峽は 西陵峽 を上峽 とし、 巫峽を 中峽 として、 歸峽 を下峽 とする、 兩ぉ 山に 連り、 柬 巒疊 嶂、 天を隱 し、 

日を蔽 ひ、 風に 南北 無く、 た^ 上下お りと いはれ る。 今し も 秋 後 冬 前、 水勢 はやく、 一  潟 千里の 概が ある。 

東坡肴 見 那^ 壁 千尋、 沸 波 一 線、 想耍做 ー篇三 峽賦、 結構 不就、 因 連日 鞍馬 困 倦、 f 1» 不覺睡 去、 不曾 

分 付 得 水 手 打 水、 乃至 醒來問 時、 已是 下峽、 過 了中峽 了、 來坡分 付 我耍取 中峽之 水、 快 興 我撥轉 船頭、 水手禀 

道、 老爺 三峽相 連、 氷 如 瀑布、 船 如 箭發、 若： E 船便 是逆 水、 日行數 里、 ffl カ甚 難。 

朿坡 がわ づ かの 油斷は 下峽に 至って はじめて 屮峽を 過ぎた こと を 知った。 しかも、 水に 逆 ふ 術がない。 つ ひに 下 

峽の水 を 汲んで、 なほ 囑命を 全うする 理を 得た。 柬坡は 一. 居 民 を 喚んで 「耍 問彌 一 句 話、 那^ 塘 三峽、 那 一 峽的水 

好。」 と たづね る。 nr ー峽 相逑、 竝無 阻隔、 上 峽流於 中峽、 中 峡流於 下峽、 晝夜 不斷、 一 般様 水、 難 分 好 ダ、」 がその 

答で ある。 東 坡は噔 に 想 ふ 、「荊 公 膠 柱 鼓瑟、 三峽相 速、 一般 様 水、 何 必定 耍中 峽」 と。 下：！ の 水を滿 々と 汲んだ。 

東 坡は水 を 荊 公に 獻す る。 荊 公 水を烹 る、 白定碗 一 隻を 取り、 El 羡茶 一 撮 を 内に 投す る、 渴の蟹 服の 如き を 候つ 

て 急に うつし 入れる。 茶の 色が 程 經て見 れる。 荊 公が 問 ふ- これ は 何處の 水。 答へ る * 巫峽の 水。 問 ふ、 中峽 か。 

答 ふ、 いかにもと。 荊 公 笑うて いふ、 又 來欺老 夫 了、 此乃 下峽之 水、 如何 假名 中峽。 さて 東 峽に對 して 讀 II 曰 入は輕 

擧 すべきで ない 事 を： i し、 なほ ず 槳を添 へ る 。 
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這^ 瑭 水性、 屮 Z 於水經 補註、 上峽 水性 太 急、 下峽太 緩、 惟中 峽緩^ 相 半、 大醫 院官乃 明醫、 知 老夫乃 中院變 症、 

故 用屮峽 水引^、 此水 烹陽羡 茶、 上峽味 濃、 下峽味 淡、 屮峽 濃淡 之閒、 今兑 茶色 半响方 見、 故知 是下 坡。 

東 坡は席 を 離れて^ を 謝する、 荆公は 重ねて、 聰明に 過ぎて 疎略 を 致す こと を 論した。 これ 即ち 王荆 公が 二度 蘇舉 

士を 難す る ものである。 

荆公 は東坡 をして 左右 二十 四橱の 書籍 を亂抽 し、 その 一句 をい はせ る。 みづ から マての 下句 をい ひ 添へ よう、 もし 

當ら なかったら • われら を無舉 となせ とい ひ 出した。 東坡問 ふ、 「如意 君 安樂」 と。 荆公 口に 接して r 竊已啖 之矣」 

さう でな からう か。 東坡 いふ、 その 通りで ございます。 今度 は荆 公から 東坡に その 意義 を 訊ねる。 柬坡は 誤って 刖 

h< 武 后が 薜敖曹 を 如意 君と 稱 した 事と し、 啖 之の 二字が 文理に かな はすと いふ。 荊公敎 へて いふ、 こ は 漢末靄 帝の 

時、 長 沙郡武 岡 山 後の 一 狐 穴に ゐた九 尾の 狐^ 二 頭が 美 婦人に 化して 劉蔞を 誘 ふの 話。 二 狐 璽と 姹け てよ しとし、 

彼 を 如意 君と 稱 する。 數 月のう ちに 璽 は 精力 袞へ る。 或時大 狐が 食 を 索め て 出かけた 留守に 小 狐が 雲 雨 を 求める、 

しかし 如意 君 は 如意でなかった、 小 狐 は 怒って 之を啖 つた。 是に 於て 歸 つて 來 つて 大 狐と 小 狐との 問に、 如意 君 安 

樂。 竊已啖 之矣の 問答が あった。 

^坡 は^う 話されて、 「老太 師舉問 淵 深、 非晚輩 淺擧可 及」 と 荊 公に 謝する。 荊 公 は 「道 也算考 過老夫 了」 と 微笑 

する。 また 東 坡に對 を 求める。 

一歳 一 一春 雙八 月。 人間 兩度 春秋。 

句 は 今年 は 八月に 閏が ある 事、 正月に 立春、 十二月に また 立春 を 意^す る。 廒荊は その 對を 得ないで、 空しく 羞 


顔 可 掬 面皮 通 紅 了の 狀を なした。 謝 公 また 二 對を屮 Z す。 また 得す、 つ ひに 罪 を 謝して 出づ る。 これ、 王 荊 公一 一. 一度 蘇 

舉士を 難 じたる もの。 

五 

庭鑌 はこの 原 話の 輪郭 を 取り、 その 笫 一難 を飜 し、 更に^ 様の 二 難 を 加 〈て 「英 草紙」 の 第一 話 を 作った。 王 荊 

公 を 後醍醐 帝に し、 蘇柬坡 を 藤 原 藤 房と した。 藤 房 梨して お坡と 性格 を M じうし、 帝^して 荊 公と 器 i: を ひとしく 

する か。 庭錡が 構想 はこれ によらす して、 た V 藤 房に 千 m の 獻 馬の 諫 あるに^つ たので あらう。 後醍醐 帝の 藤 房 を 

難す る 第 一 は武藏 野の 逃 水に ある。 帝 は 元弘の 變に沒 落し、 逃亡して ゐた速 水 某に 一 筒莊を 宛て 行 はれ、 また  一 ；！： u 

の 古歌、 「あづま 路 にあり とい ふなる 逃 水の 逃げ かくれても 世 を 過す かな」 を 賜 はった。 藤 房 は その 古歌なる を 知ら 

す、 また 逃 水の 蕤を 知らぬ ために 帝 を 難. f る、 帝 は 藤 房 に^の 旅枕 を^て 來 よと 命ぜられる。 武藏 野に 來 つた！ 勝 房 

は 幻影の 川 を 兌る、 それが 武藏 野の 逃 水で ある 事 を 知った。 一 農夫 は それ を敎 へた だけでなく、 御製 と^った 歌が 

古歌で ある 事 をも敎 へる。 藤 房 はおの が鹿忽 を恥ぢ ながら 都に 歸る。 父の 宣 房から 「扶桑 桀」 中の 歌なる こと を敎 

へられる。 即ち 闕 下に 伏して 罪 を 謝する。 

斯 る事實 は^ 上に つ ひに 聞く ところがない， 庭 鎵は原 話の 骨た る货 菊落瓣 のお を飜 案す るた めに 「扶桑 集」、 こ 

れ庭 鐘の 誤で 實は 「夫 木抄」 中に ある 古歌 を 採った であらう。 この場合の 藤 房 は 朿坡の 影身に 過ぎない。 庭 錡はそ 

れを藤 房の 事實 とお も はせ る爲に 第一 一難 を 加 へ る。 帝が 怫敎 信心 を 諫め、 却つ て佾 のみ を 責める が现 にかな はぬ & 
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もて 難 ぜられ る。 これ は 或は 藤 房に あり 得る 事であった らう。 また 第三 難 を 加へ る。 これ こそ 世に 知られた 千里の 

馬の 諫 である。 讀者 はこの 一事に よって 第 一 難 を も 藤 房に その 事 ありと する であらう。 しかし、 庭 鐘は笫 一二 維 を も 

史上の 話の みに とに めなかった。 そこに は 帝と 藤 房との 問に、 天 馬 また 沈 魚 落雁の 出典の 論爭が ある、 藤 房 はすべ 

て 帝の 博識に 壓 せられる。 即ち 第 n 一難 はや、 形 を 原 話の 第三 難に とる ものであった。 

庭 鐘 はた ^翻案の 便利の ために 史上の 人物 を 意に 任せて 傀儡と する。 決して 史 にぽれ たと ころ を 間 明 せんとす る 

のでなかった。 前の 師 ^ の 如き も それで ある。 いはに 淨 瑠璃 歌舞伎が 史上の 人物 を 勝手に 改作す ると 同一 の 手段で 

あらう。 たに 讀む者 をして それ 等と 異る 感を懷 かせる の は、 支那の 外 傅 また 逸 史の體 を 以て 範 とする た めで あら 

う。 紀任 S 陰 司に 至り 滯獄 を斷 くる 話に 至って は、 殊に さう である。 

「王 荊 公三 難 蘇 擧士 」 の 第一 ー雞、 f% 屮峽の 水の 話 は艇ハ 深い ものであるが、 庭鍩は それ を 切り 槳て k 惜しまな かつ 

たらう か。 其の 疑 は n 秀句 册」 の 第 八 話 「猥珑 道 人 水お を辨じ 五官の 音 を 知る 話」 によって 一掃 せられる。 こ」 で 

は 荊 公 は 猥^ 道 人、 東 坡は親 長で ある。 ^瑭 中峽は 宇治 河の 中峽 である。 「彼 流 は 鹿 飛と ころ を h 峽 とし、 湖水 を 

引て 漸く 峽に 入れば なり。 志津河 を中峽 とし、 宇治橋の 汲臺 を下峽 とす。 此三峽 の內に 世の 人 下峽を 善と す。 ^が 

欲する は 是中峽 なり。 志津 川と 合て 水勢 盛なる をと る」 とて 猥诮道 人 は 親 長に 一壺の 溪水を 跳へ る。 親 長 は^をう 

け て 舟 を 下げて 琉 にした がふ。 

此 水路 は 舟に ふりし 文苑 なれば 景物に 奪 はれて 所 を 失へ り。 誰も 思 ふに 湖水 は懷廣 くし、 眼の 及ばざる 景地多 

く 遠望して 識る のみ。 此 宇治の 景は^ を受る 所せ まく、 一  小 闱に流 を 引く が 如く、 其皇 都に 近ければ ；土 孫 公子 


遊 賞 絶えす。 吟 咏古來 多く、 麓に 霧 こめて 雲 ゐに見 ゆる 朝日 山 は 誰も 臨て 眺望すべく、 御 位 を 譲り 遂 たる 字 治 

の弱郞 子の 山陵 こそ 尊 けれ。 網 代 林： へ 制の 石 浮 阖、 巍 然と 變らで 砂洲に 立つ。 時し も 山吹の 花の 比 平等 院の 前よ 

り 川邊に 沿て 橘の 小嶋の 崎へ 咬つ にけ たるが、 落日に 影 を 落されて、 川瀨ひ 金色 をな す。 親 長 兌て 棣棠の 名 空 

しく 傅 はらす と、 侍に 硯を備 へしめ 酌で 盡れ ば又缦 す。 遲 しお そしと、 史 三方が 不禪 流水 急、 唯 恨盞遲 來を呤 

じて 興に 入り * 金 風の 山吹の^と 咏ぜし 人 は、 花に 心 はな かりし か。 是 こそ 瓦礫のより どころ かなと 

秋草 山吹 名 有 則 有： お 黄金 不換 今日 此時 

此ぁ ひだに 急流し ばし もた ゆた はす、 速に 橋 を 過てければ、 舟 子 を さけびて、 今一度 舟 を 引上げよ と 催せ ど、 此 

急流い かで 心に まかせん。 稹の 島に 至る ー— 乎づ から 一壺の 水 を 汲み 擧げ て、 S へば 上峽の 水中 峽に 至り、 中峽 

の 水 下峽に 流る、 いづれ か 三の 差^ あらん やと 瑠璃に 傾け 人れ m 々封 を 加へ 名 水 調 ひぬ 云々。 

親 長 は 之れ を 道 人に 致した。 道 人 は それ を^に 人れ ると て、 滴る 聲を きいて 中峽の 水に あらぬ 事 を斷 じた。 

原 話との 間に 幾分の 出入 は ある もの、、 大體は 彼を活 した。 さきに 原 話の くだりに W 川した 文と、 かの 引用のと 

ころ を對照 すれば、 飜案 者の 用意の 那邊 にある かに 知られる。 これと同じ 用意 は 「雨 物語」 の 「夢 應の鰹 魚」 に 

も 見られる。 與篛が 鯉と なった くだり は 「魚 服 記」 に は 

於 是放身 而遊意 性斯到 波上潭 底莫不 徒容、 三 江 五 湖騰躍 將遍、 然 配東潭 银暮必 役。 

とのみ あるのに、 「雨 w 物語」 に は 琵琶湖 邊の景 をう つして 詳に 道行 振の 一節 をな して ゐる。 

それ はさて おいて、 常時 煎茶の 流行 は 京大 阪の 水質に 緻密なる 注意 を拂 はせ た。 宇治川の 橋 三の 問の 水 を 秤 目の 

謓 本の 發生  h: 九 一 
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合の 杓 取って、 淀川が 十九 匁 四 分、 黄金 水が 二十 匁 八 分と 景： る ほどであった。 荊 公の 言 はまた ある 面白さ を 以て 迎 

へられよう。 庭 鏡い かで かこれ を 逸しよう。 

黄 州の 菊花の 落瓣 また 奇 とする に 足る。 庭 鏡 はさた がらに それ を用ゐ る。 r 莠句 冊」 第 w 話 「玉 林道 人雜談 して 

囘頭を 屈する 話」 の 中に 見える。 荊 公と 柬坡は 玉 林道 人と 囘頭 和尙 である。 道 人 實の名 は 少輔細 川持卷 である。 二 

人 は 一一 目 葉 敵で ある。 少輔囘 頭 を 訪ふ。 床の 掛幅 は^ 坡の 書、 語 は 西風 昨夜 過 園 林、 吹 落 黄花 滿地 金と ある。 二人 は 

此句を 題と して 國風 せんと； 九に 先 を 一 謹る。 囘 頭の 歌、 

けさ 兌れば 垣根に 敷け る黃群 濃 は 昨日の 風に 散り やそめ つる。 

腰 や 離ぬ ばかりと 云。 少輔吟 じて 高調 明白な り。 伹己は 理窟な り。 

霜のう ちに 哚て 拱く 秋 は あれ ど 嵐の 庭に ちる 花 はなし。 

囘頭 云、 菊 は 散らぬ 物 か。 秋 菊の 落 英を餐 すと は楚辭 なり。 圃史に 花 瓣結密 なれば 落ちす。 扶疏 なる は 風に 遇 

へば 散て 地に 落つ としる す。 花 こそ 散らめ、 极 さへ 枯め やとよ まれ、 散ぞ しぬべき あたら 其 香 をと っ^け 給へ 

り。 少輔 答へ て楚辭 の落英 は 花に あらす 菊の 葉 は 食 ふべき ものな り。 其 散らめ、 ちり ぞ しぬべき、 供に 逆へ 計 

るの 言葉、 直に 散りた る をよ ます。 但し、 開く と 落る と は 花の 初 終な り。 菊に は 直に 散と いはぬ が 安 かるべ 

し、 此ニ 句は揚 州の 菊花 こそ 散て 地に 落る。 王 荊 公が 作を歐 陽が 知らで 難ぜ しか、 知りても 難ぜ しか。 己に 共 

說 あり。  - 

庭鑌 はまた この 話に 於て、 如意 君の 說を譯 して ゐる。 また 二人の 對 句を錄 する。 狂 體の詩 を 書して ゐる。 これ ！g 


話で なくして、 庭錡 自らの 作で あらう。 わたし は 庭 鐘に 「狂詩 選」 の 著の あるの を 知る。 そ の^は 狂 lg の J を粲錄 

して c: ら樂 む餘に 成る とい ふ。 わたし は 此の 章 を讀ん で その 書 を 想起 せざるを得ない。 

一原 話 を 剪裁して 三 話 を 作る。 庭 鐘よ く 勤めた L3 いはう。 どうして 斯うまで せねば ならない ので あらう か。 しか 

も. 翻案の 體、 われに 移す の 用意 をな しながら、 なほ 必す しも 漢意を 避けざる は 何で あらう、 或は 好んで 漢の 色調 を 

殘 すの は 何で あらう。 

元祿 の西鹤 がう つした 遊興 三味 も、 八文字 屋 本の もの 惜しみ を さへ 加へ て は 、漸く 倦怠の 氣 のみい やます。 大阪 

の 遊. €兒 が あれこれの 遊びぶ りに-ゆき 詰つ た^に * 珍しい 砂糖水 振舞の 趣向 を 案じ H す。 名 水の 聞え 高い 秋 田屋前 

の井戶 端に 藝 子ども 迚れて 行く。 小さい 器に 砂糖 入れて 飮 むは 面白から すと、 砂糖 澤 山に 井戶の 中に 投げ込んで ま 

づ 棹で よく 攪拌させる。 さう して 甘い 水を鮮 股に 馳宠 せう とする。 けれど その 名^も 物 笑 ひに 終る。 よく 授拌 すれ 

ばす る 程、 さしもの 名 水 も 濁って しまったから である。 八文字 お 本の 享樂が 新なる 趣向 をめ ぐらせば めぐらす^、 

斯うい ふ あはれ さに 終らう とする。 氣質氣 質と 剔^ 度 を 加へ て ゆけば たに 人心の 濁 を 示す だけ。 漸く 人々 は 現實穴 

中の 土龍に 飽きて. S 想の 飛鳥た らん を 欲する。 異聞 奇談 はこの 傾向に 乘 する。 「御伽 婢子」 以來の 怪談 物 は その 機 

を 得た。 莛鑌 はさう いふ 物 を 求める とならば 支那に よりよ き數々 が ある もの をと、 讀書 から 三十 話 を 選んで 譯し 

た。 後十ハ ヰに して 其の 九 話 を 刊行す る。 寬延ニ 年で ある。 後 二十 年に して！ S を 刊行す る。 明 和 ニ^で ある。 綺編 

は 即ち 「繁 野^」 その 序にい ふ 、「近路 行者 三十 年 前、 國宇小 說數十 種 を 戯作して 茶話に 代 ゆ。 千 m 浪子 共の 巾に 

就て、 英 草紙 九 種 を 摘みて 書林に 授 たる は 一 一十 年に n 十な りぬ。」 

請 本 S  ^  巧 九 三 
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「英 草紙」 と 「繁野 話」 との^に 二十^の 距離が あるの は、 「英 草紙」 未 十分に 世に 行 はれぬ 爲 であった らう。 後 

二十^に して、 鑌編を 出し、 やがて その 次 を 以て 「莠 句册」 「垣 极草」 を 出す の は、 時勢 漸く 來 つた 爲 であらう。 

はじめは 漢 意が 累 をな し、 後に は 漢意を 全く 脫 せぬ 爲に迎 へられた ので あらう。 すべて は 支那 流行の 世の中で あつ 

た。 庭 鐘は斯 くして 儒家よりも 小說 家と して 知られる 様になつ たらう。 明 和 五 年の 「三 ケ津舉 者 評判記」 にい ふ。 

一^- ャ細ー 小說 家の 擧者 さうな。 一 MM 一  左様で ござります。 あれこれ 小說が 板に ござります。 作 は 御 功 者に 兑 えます。 

わたし は 庭 鐘が 支那 を われに 移して、 なほ 幾分の 支那 を殘す 事が 世に 迎 へられた といった。 いひ か へれば 创 作と 

より は、 飜 案と^ 榜 する のが 迎 へられる とのこと である。 庭鎵は 「繁野 話」 序に 於て 書屮の 作が 飜案 である こと を 

明に^つ た、 之れ も設 左の 一 つと して 兌るべき であらう。 飜案 としての 上乘、 創作と まが へられる 物の みが それと 

指示 せられる。 庭 鐘が もとの 姿 を あと 形 もな く 失 ふ 事 を 惜しむ が爲と は、 僻目に 過ぎる であらう か。 さう いふ 作の 

一 つ、 第三 話 「紀 の關 守が 麄弓 一 旦 白鳥に 化する 話」 はい はれる やうに 「任 氏傳」 を 粉本と する。 「住 氏 傅」 は 狐 

怪の談 である。 狐 女と 化して 鄭 六と 契る。 任 氏 は その 女妖の 姓で ある。 鄭六 はじめより 狐と 知りながら その美 を悅 

んでゐ る。 鄭六は 家 貧しい ので 親戚 峑 九が 衣食の 資を 供して ゐた。 峑は任 氏の 突し さに、 还 うて 時に 挑む。 任 氏 は it! 

を說 いて 斥ける と共に、 彼のた めに 他の 美しい のを媒 する。 峑が 欲する 女 は、 必す任 氏の はから ひに よって^られ 

る。 翳 験 不思議と いふべき である。 任 氏 また 鄭の爲 に 案 を 授ける、 鄭六は それ を 行って 富 を^る。 後鄭六 は^を 得 


た、 赴任す るに 臨んで 同行 を肯 はぬ 任 氏を强 ひて 連れて行く。 途上 獵 犬に 襲 はれ、 仟氏は 本 形 を 現 はして 死ぬ。 

任 氏 は 「繁野 話」 にあって は 小 蝶で ある。 鄭六は 雪 名、 峑 九は庄 司で ある。 芘 司 は 雄の 山の 關守 である。 小 if か 

庄司 の媚言 を 斥ける の も 原 話の ま、、 庄司 のために 媒を する も 原の 筋 さながら である。 た^ 求婚の 談 のうちに 原 話 

にないた つかりの 一條 を祯 む。 庄 司の 家 は 代々 射て 屮らぬ はなき- M 弓、 たつ かりと 稱す るの を 寶藏 とする。 庄司ま 

た 狩獵を 好む がた め 未窒を 得なかった ので ある。 庄司は 狩 獵を禁 する 條件 として 婚を 全うする。 小 蝶 は 狐の 卷 族の 

ために かう いふ 事の 運び をな したので あった。 しかも 小 蝶 は 名匠の 畫 虎に 驚いて その 本 體を現 はした。 . 

小 蝶が 本 體を現 はす 前に、 原 話に なき 一條が とり 入れられる。 たつ か 弓の 話の 繽き である。 和 朵の舊 族 登 美 夏 人 

は 殺生 を 戒めて、 他人に も說 きさと して ゐる。 永く つれ 添うた 妻が 夢に^ を 吿 げて 去る。 記念と し..， ゾを殘 した。 あ 

る 時 そのり が. となって 飛び 行く ので、 あと 追うて 紀の 境にまで 行く。  ^はもとの ^となる、 手に 執り 持って 佇 

んでゐ ると 雄の 關の 侍に 咎められる。 そのり こそた つかりであった。 久しい 前に 紛失して、 關守， 川^ はしき りに 搜 

り 求めて ゐた。 弓 はどうして 夏 人の もとに あつたか。 これ も 小 蝶 狐が 計ら ひであった。 夏 人の 妻た る 者 もまた 狐で 

あった。 

庭 鐘 は 原 話 以外の この 一條 を 何から 齎 して 來 たらう か。 據る ところ は 支那の もので なく、 「今昔 物語 J の 「人妻 

化成 弓 後 成鳥 飛 失 話」 である。 この 話 は 「11 林采 槧抄」 などに も兑 える。 「たつ か 弓」 の 名に よって 知られて ゐる。 

庭 銃 は それ 等 を も參照 したやう に 思 はれる。 

庭 鐘の この 作 は、 支那の ものと 支那なら ぬ ものとの いづれ が 核心 をな して ゐ るので あらう か。 題名 は 「任 氏傳」 

讀 本の 發， 生  四 九..^ 
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以外の ものに 傾いて ゐる。 庭 銪みづ から も 序に 於て 「手朿 弓 の 故 舉に任 氏の 傅奇を 紫ぎ」 とい ふ。 是に 於て か 一 つ 

の 疑惑に 會 する。 わたし はま 那小說 を 念と する に 過ぎなかった か、 隻眼 ゎづ かに 支那の 原據 を^: て 足れり としな か 

づ たか。 

r 繁野 話」 の 第二 話、 「守 屋の臣 殘生を 草莽に 引く， 話」 の 如き、 「莠句 冊」 の 第三 話、 「求 冡俗說 の 異同、 冡 祌の靈 

問答」 の 如き、 「垣根 草」 の 「在 原 業 平 文 海に 託して 寃を訴 ふる 事」 の 如き、 枭 して 支那の 傅奇を 踏まへ ての み、 

のい ふべき であらう か。 r 莠 句册」 の 序に、 「求 塚の 後の 後の 卷には 三つの 跡 を 供に K となす を 終と し、 祌 代の 事の 

しらべに 黏 して 緯 をと り、 蘇 小 狡 娘の 巧 令 を 潤色と なす」 とさへ いふ。 こ 、にも 作者 は 支那 小 說を從 とする^ を ォ 

明した ので ある。 

是に 於て か、 庭 鐘の 翻案の 態度 を 兌る ために は、 ま那の 小說を どうと り 扱 ふか を 知る と共に、 わが 古典 を どうと 

り 扱つ たかを 知る を耍 する。 それ はまた 讀 本の 發 生に、 わが 古典の 研究が いかなる 關係 をお する かとい ふ 問題に さ 

へ 至： &す ス。。 

この 問题 は， 江 戶小說 の 1- 史 に^て、 重耍 なる 事項に 腐す る。 しかし、 今の わたし は 之れ を この 稿の 外に くの 自 

由 を^す る。 わたし は はじめにみ づ から を 制限して 雙眼 以て 庭 鐘の 作 中に 動く 支那 小說の 影を兑 守る こと. - した。 

影と 形の 關係 を考 へ れ ば.： v れり とした。 

たに 庭 鐘の 翻案ぶ り を、 村 ffl 春 海、 石川雅 望の 翻案ぶ りと 比較す る 時、 おの づ から わたしが 問題外と する 問題に 

までい ひ觸れ るで あらう。 また わたし はこれ 等の 比較 を 以て 庭 鐘と 秋 成の 飜柒を 比較す るに 先だって 當然 なす ベ き 


事と も 考 へる。  I 

春 海と 雅望は 共に. 江 戶國舉 者の 雄であって、 また^ 舉に 長. f る。 养 海の 擬古の 文 は 平安の ものい ひさながら であ 

るが、 風卄は 漢文 心 解の^ によって 成る とい はれる。 雅^ は J. 酲世恒 2 を譯 し、 「桃 悶錄」 を譯 して、 精確で あ 

ると いはれ る。 斯る 人々 が 彼の 傳奇小 說を飜 ^したならば どうで あらう。 よく 我に 移し 得て、 その 人々 の 創^との 

みおも はせ る。 否、 中古の 遣 書 新に 發 見せられた となす であらう。 二人な がらに 擬古の 文 をよ くして、 鎏は 自在に 

中古の 語 を驅 使して ゐる。 

春 海の 未完の 作、 「つくし 船 物^」 は往々 にして 创 作と兑 あやまれる。 もと r 醒世恒 言」 の r 蔡瑞虹 忍 it 報 柳」 の 

飜案 である。 原 話 また 「今古 奇觀」 にあって；：^ やすきに も拘 はらす、 それと 思 ひ 及ばせぬ 程の 飜案 ぶり は、 高 m 與 

淸の 解說を このま、 に 、「このつ くし 船の 物語 は、 す^ろなる 筆の す さびに、 竹 取、 源氏の すがたに より、 かの 演 

義小說 のさ まに もの せられし」 とのみ 信す るで あらう。 雅 望の 「近， 江縣 物語」 は 李 笠 翁の 「巧團 阓傅奇 」 の飜 案、 

ゎづ かの ぬきさし こそ あれ、 ^の 筋 は その ま、 に 運ばれて ゐる。 これ さへ もた に 近. 江の 遣 話との み 思 ひ 寄せて、 噴 

む 人 は、 「萬 薬 集」 の 「靑 みづら よさみ の 原に 人 も あはぬ かも 石 走る 近 江縣の 物語せ む」 を の みおも はせ るで あら 

う。 また 「飛彈 匠 物語」 を 讀む人 は雅望 が 露に しるす 「今昔 物語」 と 「更科 日記」 と をのみ 原據と 兌て、 つ ひに 作 

者の 腔 子 裏なる 「拍案 驚奇」 を 指す ことなくて を はるで あらう。 

庭錡 がわが 上代 屮^ に 取 村す る も 讀む者 は 彼 土の 傳奇 小說 より 拉し來 ると 斷す る。 春 海、 雅望が 彼の 傳奇 小說ょ 

り 徵し來 る も、 讀む者 はわが 物語 册 子の 中から あさり 出した とする。 讀者 をして この 感を懷 かしめ る もの は 〔 何で 

讀 本の 發生  四 九 七 . 


江戸 文學 研究  s: 九 八 

あらう。 わたし は その 何なる もの を 索め すして、 秋 成が 二つの 態度の いづれ に屬 する かを考 へる。 

秋 成が 加 藤 宇 萬 伎に ついて 國擧を 修めた の は 明 和 三年 「雨 月 物語」 を 書いた の は その 五^、 その後 八 年を^て 刊 

行した。 宇 萬 伎から 學^ した 力 を 注いで 成った その 昔 は、 その 力の 進む と共に 幾度 か 推敲した ものと 推測せられ 

る。 推敲に 推敲 を 重ねる のが 秋 成の 癖で ある。 

さう いふ 「雨 バ 物語」 を 取って、 どの やうな 翻案ぶ りで あるか を撿 する。 それに は飜譯 ともい ふ ほどに 原文に 近 

きを 採る を 便な りと する。 即ち 西 湖 雷 峰の 原 話と 蛇 性の 姹とを 比較 せんとす る。 

杭 州 西 湖の 舞 臺は紀 の MM 二輪 崎に か へ られ た。 ニーつ 山 を 背景に して 怪異 を點 する に ふさ はしい 所で あらう。 原 話 

に は許宣 が 保叔塔 寺に 詣で、 の歸る さ、 聖觀に 到って 雨に 逢 ふと ある。 これに は豐 雄が 新^の 師の 君の もとから 

歸る途 中に、 飛ぬ の 祌秀食 見られる 邊 より 強き 雨に 逢 ふとす る。 末まで も その ま \ に 移さう とする 用意が 見られ 

る 許官 一は 知人の 舟に 雨 を 避けて、 {:! 娘 子に 邂逅す る。 豐雄 はしる ベの もとに 雨 やどりして 眞女兒 と 相 見る。 西 湖 

の 地 は、 舟 中の 邂逅に 興 あり、 n 一輪 崎に は、 舟な づま ぬに 工夫が ある。 

許宣が 白 娘 子から 贈られた の は 五十 兩 一 侗元貨 である。 これ は邵太 尉 康內に 紛失した 五十 錠大 銀の 一 である。 秋 

成 は 之れ を 熊 野の 寳藏の 太刀と した。 白 娘 子の 居に 四十 九 錠 を 見出す くだり を * 铂錦、 吳の 綾、 倭 文、 鎌、 扼、 扮、 

靱、 鍬の 類と した。 銀 を 熊 野の 神寳に 改めてい つた 終始で ある。 

かう いふ 注意の 下に 原 話の 筋が 運ばれて ゆく。 しかし ある 意圖 によって 筆墨の 私が あへ てせられ る。 .E 娘 子の 盜 

める 物 を 莨った 爲 に許宣 が 罪に 陷 らうと した 事が 二度く りかへ される。 秋 成 は それ を 煩し として、 一度に 改めた。 


豐 雄が 采女富 子 を 妻と する、 蛇が それに 憑る の 一條 は 秋 成の 加筆で ある。 これ あるが 爲に 蛇妖の 恐し さは 遙に 原作 

の 上に 出づ る。 

^作の 結 は 白 蛇の 封 塔 を 雷 峰 寺 塔に 附會 する。 「雨 w」 は それ を逍成 寺の 蛇 塚に 藉 りる。 世に 知られた それ を 利 

して、 異傳と 聞せ るので あらう。 眞女兒 は 即ち 淸姬の 家の 名で も ある。 

原作の 出 來事は 西 湖の 佳景 を 背景と する、 秋 成が その 意 を 話す 工夫 は隨 所に 兌ら れる。 吉 野の 三 船の 山、 菜 摘 

川、 满 あると ころな ど、 さて は 泊 瀨の寺 も その 一 つで ある。 

しかも 文 辭には 古き 歌 どもが 限りなく 引れ て ある。 

千と せ を かけて 契る に は 葛 狨ゃ高 間の 山に よ ひく 毎に 立つ 雲 も 初瀨の 寺の 鐘の 曉に 雨牧 りて、 只 あ ふ 事の 遲 

きをな を悦 みける。 

これに は 新 古今の 歌 二つが 引れ てゐ る。 かやうな ものい ひぶり は庭錡 もまた 時に 試みる。 たと へば、 古今の 「な 

ぐ淚 雨と 降らなん わたり 川 水 まさりな ばか へ りくる がに」 によって 

淺 ましと 足す りして 落つ る淚の 水かさと なり、 空 魂なら ばか へりく るが に、 是 はたに 火 をう ち 消した る 如くに て 

云々。 とい ふが、 如き ものが ある。 語氣の 熟さぬ を 見る と共に 歌の 1  一一 n 葉の 誤用が 注意 せられる。 秋 成が^ を 措く や、 

いかばかりに 苦、 レ したら う。 

蕺き酒 一 つきす &め 奉らむ とて、 高 杯 平 杯の 淸ら なる に、 海の 物、 山の 物 もとりなら ベて、 瓶 子 土 器^げ てま 

ろ や 酌ま ゐる。 

讀 本の 發生  四 九九 


江 戶文學 研究  五 〇〇 

まろ や は 侍女の 名で ある。 瓶 子 土器 擎げ てまろ や 酌ま ゐ るの 語調 は、 ふとし も 「源氏物語」 の 「若紫 卷」 の 「岩 

がくれ の 苔の 上に 並み居て か はらけ まゐ る」 を 想 ひ 出させる。 たに 酌の 一 語 や、 妥當 ならぬ をお ぼえ る。 これ はお 

海、 雅 望の なさ ビる ところで あらう。 

春 海 * 雅 望の 距離 は その 人の 相違で あると 共に、 また 時の 經 過が 然 らしめ たので あらう。 阈學の 進みの 到り^ さ 

が、 支那 稗宫 の學と 並行して、 程よ く 練り 合 はされ たのが その 人々 の讀 本で あらう。 讀 本の 隆^と！： 學の發 達と が、 

新なる 問题 として^ へられる。 

然 らば この 問に 建 部 綾足 を 介在せ しめる を耍 する。 彼 は はじめて 「水滸 傅」 を飜 案して 「本朝 水滸 傅」 を 作り、 

.y 戶の讀 本の 陳旲 をな した もの" しかも その 文 は 全く 擬古の 體で爲 つた。 しかし、 今 は その 人に 就いて 說 くこと な 

く、 たに 秋 成と 庭 鐘と を 比 校す るに とに める。 秋 成が 飜案 は相應 支那から 蟬脫 する に 力 を 注ぐ、 庭 錡 の は 日本に 移 

しお ほせる 事に 心を盡 しながら、 なほ 支那に 一 一分 三分の 執を殘 す。 庭 鐘の 翻案 は 支那の 小說愦 趣に 悅 び^った あま 

りに 出づ る" 秋 成の は 支那なる がた めに 支那 小說に 繋がれる のでな く、 共の 中の ある 一筋と 斷ち 難き 緣 を^ぶ ため 

である。 もとより 秋 成 はわが 古典 を かへ りみ るに しても、 较 足の 街 擧と颦 を 同じう する もので ない。 

秋 成が 支那に 心醉 する の 愚を嗤 ふの は、 すでに 一 諸道 聽耳 世間 凝」 に 見える。 唐土 太夫 を 拉し來 つての 冷し ぶり 

は 唔に當 時の ある 極の 人々 に對 する もので あらう、 無 跡 散 人の 「世間 學者氣 質」 に は 唐音 好みの 一青^の 狂態 をう 

つして ゐる。 相 照 して 讀 むべき であらう。 徒に 古ぶ り を 擔ぎま はる もの を 罵る 秋 成の 言 椠は、 晚 年の もので は ある 

が、 ー膽 大小 心錄」 に M かれる。 ^じほ どの 言葉 は 若き 日の 秋 成から も闐 かれた ものと 考 へられる。 


わたし は 秋 成が 支那 小說を 採り W ゐる は、 支那 そのもの を尙 ぶので はなく * その 中に おのれ を 兌 出す ためで ある 

とい はう とする。 か \ る 言 は 果して ゆるされる であらう か。 わたし は 「雨 月 物語 j の 第二 話、 「菊花の 約」 を み^ 

さざる を 得な い。 

この 話 は 丈 部 左 門と 赤 穴 宗右衛 I： との 交情 を 中心とする。 赤 ^は 富 田の 城主 鹽冶掃 部 介の 客臣、 出で 、近 江に 使 

しての 歸る さ、 播 磨の 加 古に 病み、 そこの 鄕士左 門の 看護 をう けて、 交情 を 篤う し、 兄弟の 義を さへ 結ぶ、 赤 穴 長 

じたれば 左 門 は これに 對 して 兄の 禮を執 る 、 赤 穴 は 左 門 の 母 を わが 母と してう やま ひ 仕へ る。 

この 時 雲 州の 風雲 はた ビ ならす して、 鹽冶掃 部 介は戰 死し、 富 ffl 铖は尼 子 經久に 奪 はれた。 赤 穴 は 彼の地の 動靜 

を 見る ために 下向 せんとす る。 いつの 時に か 歸り給 ふ。 此の 秋 は 過 さじ。 秋 はいつ の 日。 重陽の 佳節、 斯うして 二 

人の 間に 堅い 約束が とり か はされ る。 

九：！ I の 日 左 門 は 早 起して 兄の 歸るを 待つ。 晝を暮 して 待て ど來ら す、 夜に 入っても 來ら す、 ^ふけて はじめて 來 

る。 來る者 は 現 身の 赤 穴で なくして、 靈 のかり に 姿を现 したので ある。 雲 州に 於け る 赤 穴 は 尼 子經久 のために^ 禁 

同様の 身と なった。 從弟 のさ かしらが 累 をな したので ある。 赤 穴 は 菊花の 約 を^さぬ こと を 悲しんで 匁に 伏した。 

人 一 日に 千 単： を ゆく こと 能 はす、 魂よ く  一  n に 千里 を も ゆく 0 理を おもうての 業で ある。 左 門 は 赤 穴が 死して 菊花 

の 約 を 守る 篛に感 する。 即ちお のれ も 赤 穴 のために 信 を 全うする とて 出 雲に 下り、 その 從弟を 討 つて 兄の 讎に 報じ 
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るつ 

r 雨 月 物語」 中の もの k 梗概 を 叙す るの は最 愚し いこと であらう。 しかし、 わたし は 秋 成と 庭 鐘と 相違 を 明に す 

るた めにあへ てこの 愚 さ をな した。 わたし は 更に また 愚 を 重ねて 西 鶴の 「武家 義理 物語」 の 一 話の 耍を いはう とす 

る 0 

小 架 某 は 石 川 丈 山と 約束す る。 小 栗 はいふ、 我は備 前の 岡 山に 行く こと ありと。 いつの 頃 か 京に 歸 ると 丈 山 はい 

ふ。 命 あらば 霜月の 末に。 然 らば 二十 七 H はわが 志の 日 なれば、 これにて 一飯 必 すと 約束す る。 その 後備 前の たよ 

り は 杏と してない。 「十一月 二十 六日の 夜 降りし 大雪に 筧 汲むべき 道 もなければ、 人 貌の见 えぬ 曙に、 丈 山 竹箒 を 

手づ からに 心 はありて 心なく も、 白雪に 跡 を 付けて 踏 石の み ゆるまでと 思 ふ 折 ふし、 外面の 笹戶を 昔 信れ し、 嵐の 

松風な ど 聞き；： t 立つ るに 正しく 人聲 すれば、 明け わたる 今、 小 栗 何が し」 たづね たる。 石 川 はいふ、 此の度 は 寒空 

に 何として のぼり 給ふぞ と" 小 栗 はいふ、 霜月 二十 七 曰の 一飯た べにと。 そよ そよ と 木^ 焚きつ け、 柚 味 ばかり 

の 膳 を 出す。 ^ひ 仕舞うて 箸 を 置き あへ す、 又 春まで は備 前に ゐる とて 急ぎ 下る。 

この Si を こ、 に 引く は、 屢 「雨 n 物語」 と 交涉を 有する とい はれて ゐ るからで ある。 I 菊花の 約」 「約束 は 雪の 朝 

食」 の 題の 類似 も 一 R 瞭然た る ものが ある。 丈 山 は 約 を 忘れる。 左 門 は 忘れす にゐ る。 忘れた 丈 山が 雪 かく ふるま 

ひと、 忘れぬ 左 1： の そ ひ 1M の ふるま ひとは 一 つの 對照 をな す。 「菊花の 約」 に は 「あら 玉の 月日 はやく 經 ゆきて、 下 

枝の 茱ー臾 色 づき、 垣根の 野ら 菊艷 やかに、 九月に もなら ぬ、 丸 R の：：： はいつ よりも 蚤く 起き 出で て、 草の 屋の席 を 

はら ひ >  黄菊 {n 菊 一 一枝 一二 枝 小瓶に 挿し、 囊を かたぶけ て 酒 飯の 設 をす」 と ある。 異曲 にして 同ェ とい ふべき であら 


う。 秋 成の 換骨 脫胎の あとが あざやかに 知られる。 

「菊花の 約」 はまた 「花 草紙」 の 「豐原 兼 秋 音 を聽 きて 國の 盛衰 を 知る 話」 の 翻案と いはれ る。 もとより 動かぬ 

論で あらう。 その 「英 草紙」 の 一 話 は 「命 伯 牙 捽琴謝 知 昔」 の飜 案と いはれ る。 蓋、 定說 であらう。 原 話 は 「警世 

通 1目」 に 見え、 また 「今古 奇觀」 にも 兌え る。 

秋 成と 庭鎵 との^に 密接の 關 係が ある こと は當然 である。 「英 草紙」 中の ものと 「雨 月 物語」 中 の ものと が 本文 

の關係 をな す こと も當然 にす ぎる。 たピ秋 成と 西 鶴との 關係は ー應怪 まれ もす る、 しかし、 再 I、 秋 成が^ 譯太郞 

の 名で、 八文字 屋 本を爲 つて 居る こと を 思 ひ 出せば、 その 疑問 は 直に 消え失せる。 「諸 逍聽耳 世 3 袁ー 「世 J 妾 形 

氣」 に は 西 鶴 さながらの 筆致 を さへ 見出される。 西鹋 ばかりで ない、 「雨 巧 物語」 の 中には、 當時 流行の 作品の 中 か 

らくさぐ さ を 採り いれて そ 知らぬ顔しても ゐる。 また 時の^^ を も 巧みに とりいれる。 これ ^莛 鐘に.^ てまつ ひこ 

見ざる と ころで ある。 

庭 鐘と 秋 成の 作風の 異同 を 檢せ. ん とする わたしに は 「菊花の 約」 はいかば かり、 豐 なる 資料 を與 へる ことで あら 

う。 作と その 翻案と、 いふ こと は 之れ に盡 きる。 しかし、 庭 鐘と 秋 成と 支那 小說飜 案の 態度の 異同 を檢 する 资 料と 

して はどうで あらう。 それに は 秋 成が 支那の 原作 を 前にした か、 しない か を まづ考 へねば ならぬ。 わたし は 秋 成が 

とにかくに 原作 を 手に したと いふ。 わたしに さう いはせ る 一 つ は 「菊花の 約」 の 書き出し である。 知らる、 如く そ 

れに は、 

靑々 たる 春の 柳、 家 阛 に 種うる ことな かれ、 交は輕 薄の 人と 結ぶ ことな かれ。 楊柳 茂り やすくと も、 秋の 初 風 
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の 吹く に耐 へめ や。 輕 薄の 人 は 交 やすくして 亦 速な り。 揚柳 いくたび 春に 染れ ども 輕 薄の 人 は 絶えて 訪 ふこと 

なし。 

の 一節が ある。 この 極の もの は 「草紙」 の 第三 話に 見ざる ところで ある。 しかも 原作に は 百 五十 言を盡 して 知 昔の 

義を說 いて ゐる。 少く とも 秋 成 は 原作の 體を學 んでゐ ると いはれ よう。 

秋 成 は 執筆に 際して 飜案を 直接の 範 としたか、 支那の 原作 を 参考 としたか。 いづれ にもせ よ、 原作と r 英 草紙 一 

と 「雨 月 物語」 の 鼎立が 考 へら^る。 從 つて， 庭 鐘と 秋 成の 飜 案の 異同 を やすく 指摘す る ことが 出來 る。 

「列 子」 「呂氏 春秋」 に 見える 錡子期 伯 牙 知 音の 遣 事が 敷衍 せられて 原作 をな して ゐる。 わたし は n 一度 槌 概を說 か 

ざる を^ない。 

命 伯 牙は楚 人で あるが、 官星 却って 晋國に 落ちて 上大 夫と なり、 命 を 承って 楚國に 使す る。 その 歸るさ 漢陽江 口 

に 舟が かりす る。 折から 八：！： 仲秋の 夜、 雨風 急に 襲ひ來 たが、 やがて 雲 開いて 照り 出づる 雨後の 月の さやか さ、 们 

牙 は 與に乘 じて 琴 を かいならす。 一 曲 未 終らぬ ほどに 指 下^ 刺 的と^ して 絲が斷 える。 變聲斷 琴の 異 はわが 曲を盜 

み聽 く^ある か、 さもた くば 剁客 か、 盜賊 かと 衆に 命じて 岸の 柳 陰 を 探らせよう とする。 一人の 樵 夫み づ から 姿 を 

現 はして、 一時 雨 を 避けて ゆく りなく 琴を聽 いて ゐ たとい ふ。 伯 牙 は その 謂な き 一一 目なる こと を 詰る。 山 屮折柴 の 

人、 いかで か 琴 を聽き 得ようかと。 樵 夫 はいふ、 山中 また その 人が ある。 大人の 彈 かれた の は 仲 尼 歎 額 回 譜八琴 

聲、 その 詞は、 「可惜 顏回命 早 亡、 敎人 思想 髮如 霜、 只 因 陋巷 簞瓢 樂。」 この 句に 至って 琴絃 が斷れ た。 第 四.？ は r 留 

得 賢 名 萬 古投」 と 記憶す ると。 ^牙 は 驚いて 舟に 招す る。 そこに 琴の 故 實に關 する 問答が ある。 樵 夫 消滔の 辯は說 


き 得て 深遠なる ものが ある。 伯 牙 は^に 琴を彈 して 樵 夫^して よく 聽 いて 當れ るか、 否か を檢 せんとす る。 们牙は 

彈 いて 一 f 山の 意 を 寄す る。 聽 いて 美 哉洋々 乎 大人 之 意 在 高山と 黉 する。 意 を 流水に 寄す る。 美 哉 湯？ I！ 乎志& ^水と 

賛 する。 伯 牙 はじめて 賓 主の 禮を 以て 樵 夫に 對し、 その 姓名 を 問 ふ。 鍾子 期と 答へ る、 馬 安山 集 賢 村に：^ むと 答へ 

る。 伯 牙 はしき りに 官仕を 勧める" 子 期 は 父母い ますが 故に かな はぬ と 述べる。 伯 牙 は 一入 その 才德に 服し、 つ ひ 

に 頂 禮八拜 して 兄弟の義を結ぶ。 伯 牙 は 兄、 子 期は笫 となる。 秋の 一 夜 を 語り か はして、 その あくる 朝狗 かぬ 刖を 

なさう とする。 兄 はまた も 同行 を 促さう とする。 ； * は 父母の 故 もて 拒む。 兄弟 はつひに 來 年の W 會を 約朿 する。 子 

期 は 「仁兄 明 歳 何時 到此、 小弟 好 伺候 尊駕」 とい ふ。 伯 牙 指 をり かぞ へ て、 「昨夜 是 中秋 節 今日 H< 明 是八バ 十六 日 

了贤弟 我來仍 在中 秋 中 五六 日 奉 訪者過 了 中 自遲到 季秋月 分 就是爽 信不爲 君子」 とい ふ。 子 期 は 一 旣如此 小弟 来年 仲 

秋 中 五六 日 准 在 江 侍立 拱 候 不敢有 誤」 を 契る。 

あくる 年の 仲秋、 伯 牙 約 を 守って 漢陽， 江 口に 船 を 寄せる。 月 は 明に して 去年の 良夜に 似る。 しかも 岸 上に 其の 人 

の 影 も 形 も 見えない。 ^船の 多い ので、^ は たづね 惑うて ゐ はせ ぬかと 琴を彈 する。 伯 牙 ははた と 手 を やめる。 音 

にあ やしき 響の まじる ためで ある。 r 呀商絃 哀聖凄 切 吾 弟 必遭愛 在家」 と 思 ふ。 或は 父母の 身に 何事 かあつた かと 

も考 / る。 

伯 牙 は その 夜を寢 ねがて に、 朝と く集贤 村へ とおぐ。 途に 一老 夫に 遇 ふ。 うて； 卞 期の 父で ある こと を 知った。 

いふ 子 期す でに 死んだ、 蹈 安山 江邊に 葬って 晋の大 夫との 約 を 架 させ 給へ と逍言 して 死んだ と。 伯 牙 は その 慕を拜 

し、 弔の 一 曲 を 奏で、 口 を銜 いて 出 づる歌 一 つ をうた ふ、 欹の詞 にい ふ、 
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憶 昔 去 春。 江上 曾會 君。 今日 重 來訪。 不 見知 音 人。 佤兑 一 杯 土。 股然慯 我心。 傷心 役 傷心。 不覺淚 紛紛。 來歡 

去 何 否。 江 畔起愁 雲。 子 期 子 期兮。 慷我 千金 義。 歷盡 天 涯無足 語。 此曲 終兮不 復彈。 三尺 瑤琴爲 君 死。 

歌 終って、 较を斷 ち、 琴 を 祭 石に 當て ゝ捽 く。 捽得 玉蛉拋 殘、 金徵 零亂。 子 期の 父 は あやしんで 問 ふ。 伯 牙い ふ、 

捽碎瑤 琴 鳳 尾 寒。 子 期 不在 向 誰彈。 春風 滿面^ 朋友。 欲覓知 昔雞上 難。 

们牙 はまた やがて 宫を辭 して こ ゝに歸 り、 子 期の 父母と 共に 住 ひせんと 語る。 語 を そへ ていふ、 「吾即 子 期、 子 

期即 吾」 r 兪伯牙 捽琴謝 知 昔」、 その 筋 をし るし 來 つて、 わたし は 愈 わたしの 愚 さ をお も ふ。 「豐原 兼 秋 音 を 聽 きて 

國の 盛衰 を 知る 話」 と问 一 趣で あるから 。わたし はみ づ から 飜 案と より はむしろ 飜譯 であると いったの を 忘れた の 

である。  ， 

わたし はな ほ勞を 惜しむ、 この 梗概 を 利して、 原作との 間に 於け る いささかの 相逮を 索め ようとす る。 


豐原兼 秋 は^ 伯 牙に 當る。 此の 人 は 家の 傅あって 音樂 に通曉 する。 元 弘の亂 後 鳳 管 をと り 還 城樂を 锘き、 その 昔 

によって 主上の 都 かへ り を豫 知す る。 また 樂の音 によって、 天下^: び 亂る& こと を豫 知し、 琴を碎 いて また 朝に 出 

でざる 意 を 示した。 題名す でに 明で あるが 如く、 原作の 知 音の 交情に 專 なる ものな く * 國の 盛衰 を 底の 流と する。 

また 知 音の 義を音 樂の祌 祕に繫 ぐ。 これが 原作と 相違す る 一 つで ある。 

庭 鐘の 翻案 は 多く 事 を 南北朝の 畤 代に 取る。 また 好んで 耳の 聰 きを 說く。 おの づ から 理由の^ する ことが 知られ 


る。 今 は それに 觸れ すして 第二の 相 遠 を舉げ る。 

第一 一 の 相違 は 子 期の 樂 論に 關 する。 それ は 子 期に 當る橫 ^時 陰の 首と して さながらに 譯 されて ゐる 外に、 和 琴 三 

綏 琴の 奪が 加 へられて ゐる。 さばかり-おく 加へ るを耍 するならば、 どうして 彼 論に 代へ なかった らう" どうして 二 

つながら 併せ 記す ので あらう。 庭 鐘 はもと より 二つ を必耍 とする。 庭 鐘の 好み も あらう。 庭 鐘の 友た る 人々 の 好み 

も あらう。 當時 大阪に 於け る 好事の 徒の 群が、 いか 様に 和漢の 故事の^ 證に心 を 苦しめて ゐ たかを 考 ふべき であ 

る。 伯 牙が 子 期の 墓前に うた ふ 歌 は 斯う 譯 出される。 

此の 秋 をむ かしに なして 人 もがな。 はかり 知られぬ 雲が くれ。 新つ かの かげ こ ゑ もな し。 

たよりも 知らぬ 比の 山屮 に。 我 ふりすて \ ー聲 ばかり。 それ かと ぞ 聞く よぶこと り。 

譯者 は辭を そへ る。 「今 彈ぜし は それがし 心に うかみ て 手に 應する 一曲、 大和 首 葉に 演 ベて 大. 2： 家の 箏の 組に も 

略 似たり。」 譯 者の 意の あると ころが この  一^から も 推測 せられる。 子 期が はじめに 琴を聽 いてい ひ^てた 詩 は 時 

陰の 場合に は 違って ゐる。 しかし、 依然として 漢詩で ある、 ^體の 詩で ある。 そこに も飜案 者の 態度が 考 へられ 

る 0 

「英 草紙」 の 作^ は 原作の 交情 を 外にして 音 樂 の神祕 ともい ふべき ものに 心惹 かれ、 音樂の 故實に 深き 興 をお ぼ 

える。 その 點に 於て 秋 成 は 原作に 忠實 である。 ^作の 交誼の 熱^ を 中心として 飜案の 筆 を 執った。 を^ん する 

二人の 上に 特に 興 を 促した ので あらう。 斯 くして 「武家 義理 物語」 が參 照せられ たので あらう。 「菊花の 約」 の 末 

句、 「次に 輕 It の 人と 交 は 結ぶ ベから すと なん」 は^に 原作 末尾の 一 詩、 「勢 利 交 懐 勢 利 心、 斯人誰 復念知 音、 伯 牙 
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不作 鍾徵 死、 千古 令 人說破 琴」 をお も ひ 出させる と共に、 「約束の 雪の 朝食」 の 結.？。 「むかし は 武士の 贲；？ る 心^ 

感ぜられし」 をお も ひ 浮べ させられる。 

しかし、 すべてに 亙って 原作に 忠實 であるか 否か を 考 へれば 秋 成 は もとよ り庭鎵 とひ としなみに 說 くべき でな 

い。 庭鑌 はた^ 少し 添 へ 加へ たとい ふに 過ぎない。 秋 成 は 省き もす る、 更 へ もす る、 また 添 へ もす る。 添へ たもの 

が昔樂 の故實 でな くって、 幽靈の 出現で ある。 これは^ 鸫 になく、 庭 錡 にもな く、 秋 成 獨自の ものである。 

秋 成 は 信 を 守る の 筋 を 徹せさせる ために 幽靈を 出現 させた。 これ は 筋の 運びが おの づ からさう させた ものと も考 

へられる。 しかし、 まだ 考慮の 餘地は あらう。 

庭鎵が 原作 を飜案 して 原作に なき 幽靈を 加へ たものに、 r 英 草紙」 の 「三人の 奴 女 趣 を 異にして 各 名 を 成す 話」 が 

ある。 原作 は 「酲 世恒言 」 の 「三 孝 廉讓產 立 高名」 であらう。 「今古 奇觀」 にも 收 めら れてゐ る。 庭 錡 は： SSi の 輪 

郭を假 り、 その 孝廉を 一二 妖女に かへ たので あらう、 また わが 「七 人 比丘^」 の 趣 を も 加味した ので あらう。 原訪が 

1 貫して ゐ るのに これが 三の 刖 話が 集って ゐる感 を 起させる の は 一 方の 範を あの 假名 草紙に と つたた めで あらう。 

「後 都の 北山 かげに 七 人の 比^^ 共に 庵 を 結びけ るが、 其う ち 一 尼 此の さて 三人の 遊女の 始終 をよ く 知りて か た る 

尼 あり」 の 一句 は、 庭 錡が問 ふに おちす して、 語る におち たもので あらう。 さて 三 遊女の 一人 都 菊 は 死して 愛郞庾 

瀨の もとに 姿 を 現 はす。 

成 ロ廣瀨 我家の 西 面の 柱に よりか ゝ りて 立た るに。 向 ふの It 風の 間より 半面 を 出す と 兌れば 正しく 都 菊な り。 

こ はいかに ぞゃ と 立 ち 寄る iin 十く も 兌え す。 


庭 鐘の これ を 秋 成が 幽攝 出現 を 叙す る くだりと 比^す ると、 ^段 の 相逮 を發兑 す る 。 しかも 秋 成が 努めて 幽靈を 

叙して 粱慘 幽玄 を盡 したの はこ 」 だけで はない。 何故に しかる かを考 ふべ きで あらう。 

それに 先って" 秋 成が 原作に なき 幽靈を 添へ 來る 他の 場合 を も 一顧すべき であらう。 例の 一 つと して 「淺 茅の 

原」 を 原作 「剪 燈新 話」 の 「愛 卿 傅」 と 比較 せんとす る。 「愛 卿 傅」 はまた 淺井了 意の 「御伽 婢子」 に譯 載せ られ 

て、 「藤 井淸六 遊女 宮城 野 を 娶る 事」 の 題 下に ある。 こ& にも 秋 成と、 了 意と 原作者 猬 佑の 關 係が 知られる。 

了 意の 譯は 殆ど 譯 文の 語句 を遂 うて ゐる。 「剪燈 新 話」 の 例と して 詩詞を 挿む ことが 多い が、 それさへ 和歌に な 

ほされて ゐる。 たに 愛々 の 键 が趙 六と 歡會 する 一 條を W いて ゐる。 

遂典趙 子 入^ 歡會、 款若 平生、 鷄鳴而 起、 下隨 數歩復 回復 拭淚 云、 趙郞 珍重、 從此 永^ 矣。 _ 

しかし、 回生して 他家の 兒 となる 記事 は その ま &に譯 して ゐる。 「御伽 婢子」 がそれ をせ くの は 其の 序に、 「た f 

兒 女の 聞 を 驚かし、 自ら 心 を 改め、 正道に 赴く 一  つの 補と せん」 とこと わろ 熊 度に よるので あらう。 「剪 燈新 話」 が 

それ を 避 けなかった のが， 李昌祺 をして 「剪 燈. 餘話」 を繼 がせる 所以で ある。 張 光啓の 一一 一一 n に 「暇 中 因 錢塘^ 氏 所 

述剪燈 新 話、 公惜其 措辭美 而風敎 少關、 於 是搜尋 古今 祌異之 事、 人倫 節義 之實、 著爲 詩文、 袋桀成 卷名曰 剪燈餘 

^」 と兑 える。 この 言 はや」 强 きに 失する。 もとより 「御伽 や 子」 の 全部に 就いて いふので なく、 此の 一 話に 關し 

ていふの である。 

昌艄が 避けん とし、 了 意が 避けた る もの を" 却って 重く ffl ゐ るの は 秋 成で ある。 秋 成 はいろ くの 點 に 於て！ g 文 

と 離れ 了 意の 文と 異なって ゐる。 彼 は名娼 とし、 遊女と する、 娼婦な ほ 節 を 全うする こと を 話の 屮心 とする からで 

讀 本の 發生  .  五 〇 九 
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ある。 秋 成 は そこ を 截り粲 て、、 はじめより 勝 w 郞の 妻と する。 他に 力 を 集屮 する ためで ある。 カは幽 凝の 出现に 

あり、 幽 籤との 交歡 にある。 故に 原文よりも 遙に 委曲 を盡 して 叙す る。 秋 成 は 幽@ 出现の 順序 を 變更 して 宵 木のお 

と 語らうて 後、 はじめて 夫 勝 g: 郞は その 死 を 知る こと \ する。 一段の あやし さは こ k に 加 はるので あらう。 ^作 は 

S をして 沁園春 一 闋を歌 はせ る。 秋 成 はこれ を譁 出しない、 彼の 稗史の 約束 を 守る の 要な く、 また 守る ことによ つ 

て 幽怿； 小 思議の 感を遝 くす るの をお それる ためで あらう。 秋 成 はた ビ幽怪 の 色 を？；！ にす る ことに 力 を 致した。 

趙六を 勝 §： 郞 とし、 眞 問 の鄕の 人と し、 ^木の あはれ さから 手 兒奈の 物語に うつる の は 秋 成の 別意に 出づ る。 こ 

れに ついては 前言す でに 述べて ゐる。 とにかくに 秋 成 は 豳靈の あやし さ 凄 さに 精進す る。 これが 庭 鎵と大 なる 相逑 

である。 r 淺 茅が 宿」 を 通じて 兌た る 三つの 關係は 「吉 備津の 釜」 に 於ても くり かへ される。 これ は 「剪燈 新 話」 の 

「牝 丹燈 記」 の譯 である。 「御伽 婢子」 の 「牡丹 燈籠」 と！： ー眩體 である。 三者の 比 校 はいよ く 秋 成の 筆の 凑 さ を 

明に する。 秋 成の 凄 さは、 正 太 郞の髻 が 軒の 端に か、 つて ゐる设 後の を さしてい ふので ない。 磯 ^ の靈が 病床に あ 

つて 正 太 郞を兑 るく だり をい ふ。 

主の 女屛 風す こし 引き あけて めづ らしく も ぁひ兑 奉る かな。 つらき 報の 程 知らせ まゐ らせんと 云 ふに、 驚きて 

兑れば 古 鄕に殘 し、 磯 良な り、 額の 色い と 舞 ざめ てた かき 眼 すさまじく、 我 を 指した る 手の 靑く. 1 りたる 恐し 

さに あな やと 叫んで 倒れ 死す。 

我 を 指した る 手の 靑く 細りた る 恐し さ、 いみ じく もい ひ^たる もの、 しかも 原文た えて この種の 記事 を 見ない。 

たに 直抵 窒 中、 女 宛然 在 坐、 數 之との みある。 女麗鄉 は數々 怨んだ 後、 喬 生を柩 中に 述れ 込む。 


即握生 乎、 至柩 前、 柩忽自 is、 擁 之：：！： 入、 隨 即閉矣 へ 生遂 死於柩 中。 

奇 はすな はち 奇、 しかし、 秋 成 は その 奇を慘 に 深める ために 正 太郞を そこに 殺さないで、 なほ 趣向して 幽靈 につ 

きまと はれる 恐し さ をう つし 出す。 これ は 了 意から 何等の 寄與を うけなかった。 了 意 は 殆ど： 逸 語の 譯を 試みて ゐる 

に過ぎないから である。 秋 成の 幽靈は 秋 成の どこから 起り 來 るか ビ考 へ させられる。 

秋 成の 幽靈は 時の 流行から 來る とも 解せられ る。 了 意の 「御伽 婢子」 以 來陸锖 として 出づる 奇談 異聞の 集 は幽靈 

談を 中心とし、 その 流行 は 明 和 安永 を極點 とする。 蕪 村の 「新 花 摘」 に 於け る 幽靈談 も、 綾足の 「漫遊 記」 の 怪談 

も 皆 同じ 時の 流と して 考 へられる。 わたし は その 流行の 狀を 叙述す るの 烦を 避けて、 た^ 一 一三の 書中より 片言 を 引 

く。  g| 實 物語 は寳唇 一 ^'の Z 行の 書、 作者 北 瓊の辭 にい ふ。 「君子 は柽を 語らす、 小人 は怪を 好む、 ： 人 下の 人、 其 

心 を 依る や 尊き 有り、 卑しき 有り、 歎すべき の甚 しきな り。 今 此の 一 編 は予に ひとしき 小人 をして"； 几より いたらし 

めて 是を 語らざる の 高き に 至らし めて 一 助と もな らんと 梓に 盛す。」 作者が か &る意 を 以て 怪を 語る の は、 必 すし も 

の 流行 を趁 ふに あらざる こと を斷 るた めで あらう。 實は 怪談の 流行に 乘 じながら、 是を 語らざる の 高き に 至らし 

めん 云 々 は 作者の さか しら を あら はに 示して ゐる。 

明 和 元年の r 愧感 話錄」 は 一 に 「梨阖 群舍」 と题 する。 流行の 俳優の 實兒 した 怪談の 記錄 である こと を 兌せ るた 

めで あ る。 作者 泥 漱が書 蹄 麟戯窟 主人 に 寄せた 書簡 を附 載す る。 
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一 簡致 啓上、 彌御 平安 珍 m, 泰存 候。 然ば 劇場 梨 ra の 話 錄無虛 言 事 を 書留 遣し、 共 上 怪談 御 疑 も 候 得ば、 御存知 

の 役者へ 御尋御 吟味の 上、 愧戀 話錄と 御名 付^々 梓に^ 鍵 可 被下已 上。 

作者 は 序跋に 於て、 しきりに 記錄 せられた もの \ 虚を 交へ ざる こと を跺 りかへ して 說く。 怪談 物の 流行 は 斯うせ 

ねば 人の 目 を 惹 くに 至らなかった らう。 

安永 九^の 「怪談 見聞 實記」 は 如 環： すの 作、 共の 序 は 理を說 いて は 「實物 話」 の 態度 をと り。 寶行を 案じて は r 愧 

懸 話錄」 の 態度に 倣うて ゐる。 長き をい と はすして 引 川す る。 

1 かいふ、 問に 下 戶と妖 物な しと は、 當代下 戶 あり、 妖物 あり。 往^ とても 亦然 り。 古人 も 妖は德 に 勝す と 

いふ はこれ 化物の 事に あらす や。 然り といへ ども その 性質の 强實 なる は 邪 魅 も妖を なすこと 能 はす。 谪 怪異に 

逢 ふとい へ ども 亦 曾て 言な きのみ、 柔弱 虚 臆に 生れし 人 は、 邪 魅の 爲に 侵さる i 事 亦 からざる なり。 至お 不 

怪 をして 赏怪 とし、 祌魂 忽愤亂 して 精祌 殆ど 慯 損す、 これ を 愼 ざらん や。 是 所謂 妖は 人に よって 發 する もの 

たり。 即熟 惟に 深山幽谷の ^ に^って 山 魅 魍魎の 諸妖は 知らす、 大抵 村 m; の^に 在る もの、 狐 独の 所^に 過ぎ 

ざ る の み。 是 人の 虛に乘 じて 妖怪 をな す も のに，， 3 て 磐へ ば門戶 を^て すし て 盜贼を 導く が 如きな り。 愛に.： ハ 

十た 牛 來見閒 せし 怪談の 趣 ある を兑れ ば 筆し、 聞けば 記して 旅に 數 印に 及びし を此頃 文^の 底より 兌 出し 怪談 兑 

聞赏 記と 名 づけ 兒 女の 耳 を 驚して、 养の 夜の 目覺 しに もと 櫻 木に^ 侍る。 稍虚 說を雜 へす、 文 華に よらす、 只 

管 俚諺 を 採 川ゐて 共の 實情 を述る 而已。 

この n; つの^: は 怪談の 流行 を襄 から 脇から 說明 する。 しかも 怪を^ 榜 しながら、 未み づ から 怪を 信ぜざる こと を 


暴？ る。 秋 成の 見る ところ は それ 等と 金く 異 つて ゐる。 「f 物語」 は 決して これ 等の 流行に よって 說 くべき では 

秋 成は怪 I じた。 「職 大小 心錄」 に 中 井 履 軒 を I する の は、 怪を_| し. 怪 を信 する 秋 成 4 し ざま こいうた 

ためで ある。 「老が 塵の はなし をしたら、 跡で そなた はさっても 文 はなわろ じ や、 農の. 狐つ きとい ふ 

U じ やと 大に恥 しめられた。」 秋 成 はえ 基す るた めに、 「5 小心 錄」 に 狐の 人 を 魅す る實 例 £げ さ 

I する。 S 校の ふところ 親父、 たまぐ にも P を 出す して、 0a. 笑 ふべ し、 笑 ふべ し。；； か 

ま S いくつ はな ほ數 へる ことが 岀來 る。 「雨：：, 物 語」 の祌 |言は この 信念に よって 成った。 

秋 成 はどうして 2 を 信じ- 狐 gf 信じた ので あらう。 秋 成の 磨の 體質 がま づ考 へられる。 直の I し 

るした 秦に、 性 多病， 2S.M、 標依 慈愛 成長と 記した。 秋 成の § は 強き 執 f お する。 こ、 「f 

T. あ 故 a: 歳せ 亦 t" 有 倖 上 sl」 とみ づ から 記した 彼の 生 立が その 性 癖を隨成 する。 秋 成 は 常 g のが 遼 

を © みて 堪〈 力た き 腹 立し さ をも^ じた o で. &、 つう。 ，v:Jlny:  3t  3 ト，， -r 

,  /し/ グ てあ^う 侍の 腹立ち はわけ 知らぬ 苛々 しさと なる。 K 歳の 折 こ 痘瘡 を 

筆 執 I に ま S 々しさ を 添へ もしたら う。 あらゆる ものが 秋 成 らか 

—  d ギカに させない。 その 心 は 生ける 幽匿 心で ある。 n«」 の 上き 執ね き 心 は 即ち 秋 成の しで あらう。 

もくり 力 〈して ゐる ことが 注意 せられる。  . 

sgsl」 は秋璧 十遷の 刊行に 係る 。「膽 大小 心き ii 歳の 起稿で ある。 f さ" 
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を さして 「朝鮮人 を 三度^た より は咄 のたい 男ぞ かし」 とい ふ。 「小心 錄」 に は それの 註釋 めけ る ものが 見える。 「^ 

人 を！ 一度 兌た 事 をと し 忘れ、 とい ふ 俳句が あった。 翁 は 一 一度 見た が 三度 は 見る ことの ならぬ 事 じ やさうな。」 rnw 

は燈、 江 海 は 油、 風 雷 は 鼓 板 • 天地人 は 一 大の 劇場、 堯舜 は旦、 湯武は 末、 操莽は 丑 淨、 古今 來許 多の 脚色と は大 

淸康熙 帝の 殿上の 柱に 書いて 置かれ たげ な」 と は 前者に 見えた ところ、 「さて 君が 聯：？ に」 と 前の 句 を ひいて、 「と 

いはれ た 也、 何等か もよ く 心得た まへ ど 先百餘 年の 治世なる べし」 と は 後者の 文で ある。 

「世 問 妾 形氣」 は 秋 成 三十 三 歳の 作。 その 中に、 「敵 討 御 未 刻の 太鼓と いふ 淨 瑠璃に、 たんぼ 廣ぃ大 坂で も 男のと 

りあげ 婆と 女の 髮ゅひ はない と 書きし は 四十 年 そこらの 昔なる に、 何事 もさ かしく 移り ゆく は &维- のす がた」 と兑 

える。 同じ 事が 「小心 錄」 にも 見える。 「敵 討 御 未 刻の 太鼓」 の 句 を 引いて いふ、 「というた 事 じ やが、 女の 髪 ゆ ひ 

は 翁 若い 時に ぉ久 米と いうた が 元祖 じゃあった。」 なほ^の とりあげ 婆が 出來 たこと、 女の 山上 參の 先達の ある 事 を 

述べて * 「まだない 者が 千石船の 船頭の み じ や、 女 相撲 はま だない もので あ つた」 と 移り ゆく すがたに 就いて いうて 

ゐる。 しかも 「妾 形氣」 は 秋 成の 晚年 にこの 戲著 のあった こと を 愧ぢ， 問 はると は 知らぬ ふり をし、 問 を 重. ねられ 

ると 怒って 絶交に も 及んだ 書であった。 

「雨 月 物語」 の 「佛法 僧」 に は、 高 野の 玉 川の 欤に關 する 論が ある。 「瞻 大小 心錄」 にも 同じ 事が くり かへ されて ゐ 

る 0 

r 怫法佾 I の 题 は 鳥の 名 を かりてお ふせた ものであるが、 その，： t の 事が 「小心 錄」 の 玉 川の くだりの^ 前 にある。 

r 蜣峨は 丹 波へ つに いて 奥深し とぞ" 松の 尾の 山の あなたに 友 もがな 佛法 僧の 聲を たづね て。 佛法傦 は 高野山で 


閱 いたが、 ヅ ツパン ニッ、 パ ン 二 とないた、 ^は^なんだ。」 

わたし は 秋 成が 佛法佾 をき いたのが いつの^で あるか を 知らぬ。 從 つて 「雨 W -」 の 佛法佛 法と 鳴く 鳥 ひ 音、 山彥 

にこた へ て 近く 聞 ゆと なる のと^に 交涉が あるか、 どうか を 知らない。 た^それ とその 他の 例が 秋 成の 執の 强さを 

一： 小す に 足る こと を 知る。 秋 成が 若き：： i に用ゐ た比譬 例^ を 惜しむ の は- なほ 死せ る 童兒を 愛撫す る r 靑 頭巾」 の份 

の 如き ものが あらう。 

更に 秋 成と 宜 長との 論爭 難詰の あと を 兌る、 いかに 秋 成の 自說を 持す るの 性癖 を あら はに する を 兌る。 

大佛の 柱 はやけ て なくなり ぬせ、 る螇 どもたん とわいたり 

この 歌 を 以て 秋 成が 宜^ 一派 を 高き に 下瞰す と 解す る はどうで あらう。 わたし は 「喂火 熾に して 靈 きざる ま、 に 

終に 大魔モ となりて 三百 餘 類の 巨魁.； となった 上皇の 苛立ち. 腹立ちと 相似る ものが あらう と考 へ る。 

蜀 山人と 秋 成と 相 兌て よし、 山人 は 秋 成の 文を奇 とし、 人を奇 とした。 後 秋 成が 南禪 山中の 西 輻^の 紅梅の 下に 

墓 を 下し、 また あらかじめ 棺を 作って 寺に 託して 置く と 聞いて 「長夜 牢： 記」 を 贈った。 載せて 『藤箕 冊子』 にある。 

その 一 節に いふ。 

今 歳 聞、 翁 作 長夜 窒以 蓄焉、 一 棺未 蓥、 萬事旣 休、 予亦风 ^將還 江戶、 便 道 過 京與翁 訣矣、 噫 翁 無用 於 天 壊 問、 

天 壊 間 亦 無用 於 翁、 無用 之 s 知者 幾 希 突、 、 白日 昭昭、 長夜 冥冥、 昭昭之 中 冥冥 如 比、 冥冥 之 中 亦 有 昭昭^^。 

是 我獨奇 翁、 而人 所以 不奇翁 也 

蜀 山人の この 解 は 梨して 當を 得て ゐる であらう か。 秋 成に 歌が ある、 「棺 をつ くらせて その 蓋に かいつけ ける」 と 
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はし 書して 

長き 夜の i 至と しきけ は 世の中 を 秋の 翁が すむ ベ かりけ る 

世の 屮を 秋の 翁の 語句、 栗して その ま」 にと り 入るべき であらう か。 わたし は 却って 秋 成の 生の 執着 を 見、 蜀山 

人 を 以て ゎづ かに 皮相 を 解し 得たり とい はう とする。 わたし はこの 一事 をも藉 りて 秋 成の 幽靈 心の 證左 とする。 

秋 成が 幽靈 の 存在 を 信じる は、 おの が 心 に幽靈 たり 得 る も の を 多く 具備す るた めで あらう。 その 心 を 狐狸 の 上に 

も 及せば、 もとより 狐狸の 怪を 堅く 信す ろ こと、 ならう。 「山霧 記」 に はかぎ りな き 執拗 を 兌 せた 狐 の復 饕談が し る 

されて ゐる。 

秋 成の 飜案は 原作 をう つす に當 つて、 おのれ を 核心と する。 これが 庭 鐘の 作風と 犬なる 相逮 をな して ゐる。 庭 鐘 

は あまりに 原作に 拘泥 す る 、 原作 の 思想 を 墨守す る。 それが 我が 邦の 俗と 異なる ものが あって も 避け ようとせ ぬ。 

むしろ 異なる を 興 深し として 拔 り用ゐ る。 耍す るに 支那 を尙 ぶに ある。 秋 成 は 支那 を 高し とする もので ない。 支那 

よりも^に おのれ を 高し とする。 木 村 蒹葭堂 は 庭 鐘の 友、 また 秋 成と も 交情が^かった。 その 人 は 支那に 愦憬 して 

支那の 物の くさぐさ を 集めて よろこぶ。 當時 その やうな 徒輩 は 多かった。 秋 成 は その 間にあって 白 服 を 以て 對す 

る。 「癇癖 談」 に 「むかし 鳥獸 草木の 類の、 世に 見知らぬ をば あまねく 能く 兒 わかつ 師 ありけ り、 こ は 唐土に て は 何 

とい ふ を、 此國 にて はしか 呼ぶ ものな りな ど、 いと もく はしかり けり。 され ど、 まれ まれに は辨へ 難き もの も ある 

にや。 此は 何の 類な りと も 答 へらる、 を， 或 人 これ を 聞きて、 何の 類の 類の 字 は赃園 町の 娘 分の 分の 字に ひとしく、 

いとま ぎら はしと なむ 言 ひける」 とい ふが 如き、 諷： 百せ を 刺し てんる。 


庭 鐘の 飜案は 時に 支那の 知識 を 離れる * しかし それに 代へ る もの は 我が 國の古 典籍 中の も^、 极 ひぶり に 至って 

は 依然として 知識 を 主と する。 秋 成 はさう でない、 心魂の すべて をう ち 込んで か &る。 

わたしの 此の 稿に 於け る 意 1. はは じめ からか &る 平凡なる 結論に 到逹 すれば よしと した。 しかし、 結論に さきだ 

つて その 結論 を 誘導す る 一 原因 を考 へる。 率 は 秋 成の 漢文の 知識に 關 する。 

わたし は 秋 成の それが どの^ 度で あるか を詳 にせぬ。 その 書れ たものと して 殘 つて ゐる 漢文の 必す しも 巧みで な 

いこと を 知る、 從っ て 漢文の 力が はるかに 庭 鐘の 下に ある ことが 推測 せられる。 この 推測 は 次の 推測 を 誘 いて 來 

る 秋 成の 原作 を 達讀し ない ことが そ の飜 案の 自. E を 得させ たので なから うか。 庭 鐘 の 達 讀が却 つて その 飜 案の 筆 を 

拘 W する の を：^ 對で なから うか。 わたし はこ、 にも 『膽 大小 心錄』 を 引く。 

r 陶淵 明が おっしゃる は 書 を 讀んで その 書の 六 旨 を 心得たら 跡 はくだく だしく すます は愚ぢ やとい はれた。 

また わたし は醫 術の 拙き をみ づ から 知る 秋 成が r 醫 は意ぢ や」 とて 病 家に 足しげ く 通った こと をお も ひ 出す。 支 

那小 說に對 する また これが なか つたら うか。 

斯 くして 結論に 達する。 また わたし はな ほ 一 つの 輕 からぬ 問題の 殘 つて ゐる こと を 知る。 たと へば 一紀 仔.^ 陰^ 

に 至り 滯獄 を斷 くる 話」 に 見える が 如き、 一 種の 史論に 關す る飜案 、 とりわけて 「垣根 草」 「养 句 冊」 に 多く 兒られ 

る もの を 原作と 比 校 する をし なかった。 これ は 秋 成と 庭 鐘と を 台せ 考 へ る 上に 於て 重き をな す ものと おも はれる， 

飽くまで 原作 を 重ん する 庭 鐘 は、 彼 邦の 人に 代へ るに いかなる 邦人 を 以てする か、 それにい はせ る言說 が^してよ 

くわが 感史の 正しき に 合する ことに 注意した か、 此の 稿に 於て は 藤 房と 師 直とが ゎづ かに 一端に 觸 れてゐ た。 多く 
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おのれ を 語る 秋 成の 飜^ に 於て はこれ はどうで あらう。 「雨 月 物語」 の 「貧 福 論」 の 如き、 「春雨 物^」 の 「海賊」 

の 如き は、 新なる 問題と なる であらう." ^稿 あり、 即ち 今の 言 これに 及ぶ 事な し。 

I： 大正 十五 年 十 一 刀 一 文 學思恕 硏究」 ) 


外の 戯作お もしば くして ゐる やうに、 柳 亭種谗 も 其の 戯作の 凡例に また 序文に、 或は 眞而 目の 體で、 或は 諧瞻 

ふたつ わ りてば モ r むらさき 

の 筆で、 其の 作の 意 n を說 き、 作の 原據を 示し、 手法 を 明に する ことが 多い が， 未だ nui 裂 手.^ 之 紫」 の^ 文 ほ 

どに 傳へ て 精し いもの はない。 

形 は 少し 似 かよ ひても、 虎の 卷に はお よびなき、 猫の 皮に て 歌 三味線 を張替 へ、 まだ 引なら ひの よい 女郞 衆と、 

世に うた はれし 干 溯 川が 一代記 を 著し、 が、 思 ひの ほ. かに 流行れし と、 書房が 話の 調子に 乘て、 友 三味線の 替 

手 を. り、 跡 追と して ひけら かす は、 物見 車の 世に 淼き、 卯月の 挹の 秋の こぬ、 趣向に あやかる 意 なれ ど、 "だ 

もまた 先にい ふ 猫の 皮の 類に て、 花形 はおに 似 たれ ども、 さした る 事な き 蘭 蝶の 夢の 浮世の 浮世 草紙、 此 いと 

ぐち をと くに こそ , 

秫彥は 之に 頭註 を附 けて ゐる。 外題の 手 細に は 「手.！ ハ昔^ 人 及 少年 ノ カブ リシ 物 也」 とい ひ、 歌 三味線に は 「歌 

|ニ 眯線、 自 笑其磧 作」 とい ひ、 友 三味線に は 「友 三味線、 同 作」 とい ひ、 跡 追， 物見 車 • 卯月の 挹に 註して は 「兼 好 
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法師 物見 車、 跡 追、 碁盤 太平 記、 卯月 桤、 跡 追 卯 H 色上ケ 以上 i: 部、 近 松 門 左衛門 作」 といって ゐる。 

いふと ころの 「千 瀬 川 一代記」 は 文政 二 年刊 行、 圃 貞貞繁 ffi くと ころの 合卷 である。 

銶倉 化粧 坂 伏見屋 の大 夫の 千瀨川 はもと 武家 に 腰元 奉公し てゐ たが、 父 の 獵師柴 作が 殺し た 武藏野 の 雌雄の 白 鹿 

の 怨念に よって、 同じ 邸の 小姓 花澤鳳 次郞と 戀に墮 ち、 つ ひに 出奔す る。 途上， 贼紫 髭の 巾 子 藏に襲 はれて 鳳 次郞 

と 刖れ， 、となる。 一口 一 危難 を 父に 救 はれた が、 父の 病氣 のために 身賣 して 遊女と なった ので ある。 しかし 鳳次郞 

の 死 を：^ じて をり、 また 父の 病死に 遭った ので、 父と 夫との 菩提の ために、 座敷の み を 勤めて ゐ たが、 たまく 遊 

客 五- 1 から 其の 態度が 遊女と して ある まじい 事、 また 夫の 菩提に ならない 事 を 論され て、 つ ひに 一 一人 は 深い 仲と な 

る。 これ も 亦 鹿の 怨念の なすと ころであった。 

五 暁と は 鎌 貧の 絹 商人 五大 屋實 右衛門の 一 子曉之 助の 替名 であるが、 廓の 遊びの 嵩 じた はて は 勘當の 身と なり、 

^金の ため、 また 桐 自滿軍 次と 名乘 つて、 千瀨 川の もとに ふられながら、 通 ひ 詰めて ゐる もとの 賊" 巾 子藏の 妬み 

のために 桶 伏の 刑に 處 せられる。 五 暁に は 許嫁が ある。 浪人 澤瀨丹 太夫の 娘 小 梅で ある。 親と 親との 約束の みで、 

五曉 はま だ 小 梅の 顔 を 知らない。 丹 太夫 は 義理の ために 娘を大 磯の 藝 子に 賨 つて 五曉の 借金 を 償 ふ。 しかも 事の よ 

し を 誰に も^げない。 故に 五朥の 如き は、 おのが 手代 丁 助が 武家 姿の 賊に金 を 奪 はれた ことから、 其の 金の 出 所に 

疑惑 を さ へ かけて ゐる。 

丹 太夫が 斯うまで 苦勞 する のに 拘 はらす、 五暧の 父の 實 右衛門が 頑として 子 を 顧みな いのは、 もと 自分 は 前代に 

i へた 乎 代で あつたが、 前代が 一子 貰 太郞の 放蕩 を 怒って 勘當 して あと を S 分に 讓 つて くれた 義现を 思 ひ、 家の た 


めに 子の 愛を强 ひて 抑へ るので ある。 しかも 其の 苦衷 を 他に 漏 さう ともしない。 そこに 丹 太夫の 義愤が 起った ので 

ある。 

千 瀬 川 もまた 五 暁の ために 大 磯に 住みかへ て 今の 虎 御前と 呼ばれて ゐる。 そこへ また 五 暁が 忍び 通 ひ、 また 桐自 

滿 のために 難 俵す る。 それ を 虎の 馴染 客で、 っひぞ そちらから 床の 勤 を 求めない 夢 野屋蝶 兵衛、 ^名して 夢 蝶と い 

ふの が 助ける。 それが 莨太郞 であった。 霣太郞 の 計ら ひで 五 曉の勘 當は赦 される。 折から 鳳 次 郎も來 つて 桐 自滿に 

繩を かける。 丁 助の 金 を 奪った の も 此の 者の 所業であった。 實 右衛門 も はじめて 本心 を 人々 に吿 け、 こ、 に 一切の 

誤解 は 解ける。 虎 は剃髮 する、 鹿の 怨念 は 全く 離れ 去る、 靜に念 佛 三昧に 日 を 暮らす こと 、なる。 

斯うい ふ ー篇の 梗概から、 しも 想 ひ 起す もの は、 田 蝶 金魚の 作、 安永 七 年刊の 洒落 本 「契 情 買 虎之 卷」 であら 

う。 この ^落 本 は 刊行 以來 すっと 讀ぉ を^ち 繽 けて 今に 至って ゐた。 從 つて その 洒落 本が 「千 51 川 一代^」 の秫本 

である ことにすぐ に氣づ いた 事で あらう。 人情本が かった ことが 讀 者の 興味 を 紫いで ゐ たので ある。 文政^. 度に W 

刻され たの も それが ためであった。 

千 瀨川は 其の 瀨川 であり、 花 澤鳳次 郞は生 駒 幸次郞 であり、 五曉 は五鄕 であり、 桐 自滿は 桐 山 大盡と 其の 悪 家來 

軍 次と を 一 つに 合 はせ たもので あり、 鹿の 怨念 は 軍 次に 殺された 瀨 川の 幽-凝 である こと は 一 目 瞭然た る ものが ある。 

槌彥は 「千瀨 川 一代記」 の 序文に 於いて、 

さて 當 時の 御 見 記に 鎌 八；：； 山の 山形の 下になら びし & 月夜、 千瀨 川と いふ 全盛 あり、 それが 事跡 はまう さすと、 

佝れ もさ まの 御存知の、 かの 虎の 卷の威 をかリ て、 きょろ つく 眼 玉の 狐 作お、 勸 善に 硯 をなら ひ 懲悪に 筆 をと 
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つて 書な がす 事 かくの ごとし 

と、 あの 洒落 本との 關係を 斷 つて ゐる。 しかし.' 其の 斷り はほんの 一 剝 きを 剝 いたまでで、 實の ところ を i!L げ 知ら 

したので はなかった。 

はじめて 其の 實を 明に したの が 「手 細 之 紫」 の 序文で ある。 それで 「傾城 歌 三味線」 の飜 案で あると 明記した。 

五^ は 玉屋 新兵 衛、 千 瀨川は 小 女郞、 五曉の 許嫁 小 梅と 其 父親 丹太夬 はお 吟と其 父 ^軍 右 街 門、 桐 自滿は 新 丘.. 衛 

の 色敲錢 太と いふ 大盡 容、 千^ 川が 化粧 坂から 大 磯の 住みかへ は三國 から 京、 京から 江戶、 江戶 から 浪華への^ か 

へであった。 其の 他、 一々 の關係 交^が 指摘され る。 

瀨 川が 五 鄉の胤 を 宿し、 死胎 から 生れた 其の 子に 執着して、 之 を 五鄕に 託する こと は， 「虎之 卷」 の 大事な 一事 件 

であるが、 稀彥は 「千 瀨川 一代記」 に 於いて は 觸れる ことがなかった。 しかし、 小 女郎が 渐兵衛 の 子 を 生み、. その 

子の 恩愛の ために 親 一 一人が 苦勞 する こと は、 「歌 三味線」 をつな ぐ 一 つの 筋で も ある。 種彥 はこれ を も 契機の 一 つと 

もみあ 》  ---  , -,  > 

して、 あの 洒落 本と この 八文字 屋 本と を 撮 台した ので あらう。 @ ^の 例の 細心の 注意で ある。 

「歌 三味線」 の 着想 は^ 理と 人情と にから ま る 歌舞伎 淨 瑠璃 やう の 筋 を 、 三 國. 島 原. 吉原 • 新 町 の 廓 廓 の特 相の 上 

に 浮び 出させた もので あるが 、 そ の 事 は 直 ちに 文政 の 草双紙の 與 味と はな らな い。 

「虎之 卷」 また 洒落 本と して は 珍しい 筋 立の もので は ある^、 其の 構想 その ま k では * 人^本に こそ なれ、 草双紙 

に はなれさう もない。 嵇彥は 其の！ 一  つ を 溶して 新しい 草双紙の 鑄 型に 入れ ぼし、 新しい 趣向と して 今の 草双紙 讀者 

の 前に^ 供した ければ たらたかった。 


鹿の 怨念ば なし も 其の 新し さの 一 つ。 丹 太夫 をして 「欹 三味線」 の 軍 右衛門よりも 一段と^ 理 壁く、 つ ひに 娘の 

身 を 賫 るの も 其の 一 つ。 更に また 丹 太夫が ェ而の 金の 出 所を讀 者 をして^ はせ るの も 其の 一 つで あるが、 殊に これ 

に 重き をお いて ゐた。 前編 を 丹 太夫が 必す金 を才覺 して、 聱の 難儀 を 救って 兌せ ると いふ くだりで 結び、 そこの 禅 

お "こ ま、 「とと 様 Q お便りが も ふ 有り さ ふな もの ぢゃ」 と 待ちう けて ゐる小 梅 を 描き出して ゐる。 其の.^ 栴の 言葉 か 

ら、 讀ぉ をして 丹 太夫が 小 梅 を 身 夤 りして 金 を 作る のでない かと 豫 想させる。 しかし * 之 をう ける 後編の 第 一葉に 

は、 一 人の 武家が 手代 丁 助の 金 を 奪 ふ 繪 を 示し、 「この 繪の わけの ちに あり」 と斷 つて わざと その 事に 觸れ す、 他の 

筋 をのみ 語って、 讀者 をして 其の 武家が 丹 太夫で ないか を 疑 はせ る。 此の 疑 は 其の 金が 小 梅 今の 藝者 かほるの 身代 

である ことが 明になる まで 綾 けられる。 

こ の やうな の が當 時の 草双紙 讀^ の大に 興味 を 寄せて 最も^ 釆す ると ころであった。 S 彥が焦 點をそ こに おく 所 

以 である。 

種彥 はまた 一虎 之卷」 に 其の 原型 人物た えてな く、 「歌 三味線」 の 粹^: 二 木 大盡に 片影 を 認められる 夢 蝶と いふ 人 

物 を 設けて ゐる。 夢 蝶の 名、 其の 本名 夢野屋 蝶兵衛 と共に、 其の 养 すでに 明なる 如く、 本筋で はわ づ かに 觸れた 架 

空 人物、 すな はち 一切の 事件の 捌 役と して 特に 設けた ものである。 これ も 種彥の 慣用の 手^で、 また 讀 者の 秘彥に 

期^す る 作 虱であった。 

こ、 に 見^! してなら な いのは、 此の 夢 蝶の 因って 来る ところで ある。 もとより 「莊 子」 に茶づ くこと は 明で ある。 

種彥 -t づ か らも 卷^ に 於いて 左の 言 を なして ゐる。 
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かく 書け る も 皆 一 時の 戯 にて、 僞りを 以て 善き^ に 人 を 導く 草紙 なれば、 かの もろこしの 莊 子が 胡蝶 ゆめ. C 

りし 事に は あらす 

しかし、 此の 趣向 を 直に 「莊 子」 から 來 たと 解す るの は當ら ない。 其の 中間に， 寬政四 年刊 行の 黄表紙、 黑 山人 作、 

「女莊 子 胡蝶 夢 魂」 をお いて 考 へ ねばならない。 勿論 作意に 於て 殆んど 交涉は 有たない まで も >少 くと も 一 一 つ の 書の 

卷 末の 畫 には鮮 かな 聯絡が 認められる。 (揷入 圖版參 照) 

この 事に 就いて 秫^ は 一言 もい はない が、 彼が 古い 浮世草子な どに 作の 據り どころ を 求める と共に、 たえす 草 双 

% の 傳統を 念頭 におい た 態度から 、 かう 推定し て もよ いやう である。 

「二  ^裂 手 細 之 紫」 は 此の 「千瀨 川 一代記」 の續 編と して 書かれた ものである こと はいふまで もない。 しかし、 共 

の 序文に 於いて *  ©彥 が 「友 三味線」 の飜案 であると いって ゐ るの を 栗して 信じて よいので あらう か。 いな、 むし 

ろ 之 を^ 彥の 洒落と 解すべき であらう。 

洒落 は 「友 三味線」 の 友に 魅って ゐる。 「歌 三味線」 の飜案 物の 繽編 なり、 友なる が 故に 「友 三味線」 の 名 をお い 

て、 其の 飜案 とい ふこと を 示した に 過ぎな からう。 內容に 於いて は 彼此の 問に 殆ん ど交涉 がない といって よい。 む 

しろ 種 彥が別 に^げた 近 松の W 部の 淨 瑠璃 「兼 好 法^ 物見 s」 「恭盤 太平 記」 「卯 パ挹」 「卯 wej 上ケ」 の 趣向 を新內 

物の 蘭蝶此 糸に つきまぜた ものである。 
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何故に これ 等の 作 を據り どころ としたか とい へば、 「千瀨 川 一 代 記」 の績 編と して これ を 書く がた めに、 跡 追すな 

はち^ 編 を 有する 「物兑 S.J また 「卯 H 抱」 と、 それ 等の 繽編 を選擇 したまで であらう。 こ、 にも 秘彥 らしい 好み 

があった。 

それならば 何故に 「蘭 蝶」 を選擇 した かとい へば、 これ もまた 前の 夢 蝶の 名 をう けたた めで あらう。 こ、 にも^ 

落が 見られる。 た^ 共の 洒^ は 少しく 重 くるしい。 それ もまた 極彥 らしい。 

此の 合卷の 刊行され たの は 文政 三年で あつたが、 其の 頃、 ，yp の 一般の 讀 者に は 近 松 門左衛 §： の 名 こそ 記惊 され 

てゐ るに しても、 其の 作品 は r 欤 三味線」 なんどの 八文字 屋本 と共に 殆 んど 鑑賞の 埒外に あった。 それ を嵇彥 がわ 

ざく 序文に 於いて 據り どころ として 示した の は、 或は 自家の 好 尙に淫 し 過ぎた のではなかった か。 それとも その 

頃の 讀者は 何 かの 據り どころ が あり、 .E 緖め くもの \ ある こと を 喜んだ ので あらう か。 時の 好み か、 作者の 好み か、 

いろ-. と考 へ させられる 問題で ある。 

それにして も 「手. i 之 紫」 と 近 松 の S! 部の 淨 瑠璃 の關 係を撿 討す べきで あるが、 煩 を 嫌うて しばら く 之 を 避け て 、 

1 目の 下に 明かに される 一 ー圖を 選んで 其の 耍を 示す ことにする。 

次 頁の 圖版、 上の は 此の 作の 發 端に 對 する さし 繪 であるが、 其の 圖-衲 を わざと 古風に 八文字 屋木 のさし 繪の體 

裁に 擬 したので ある。 これ はま だ輕ぃ 趣向で あるが、 下のに なると、 どうしても 原作 「加 月色 上ケ」 なしに 趣向 

の 筋の 思 ひ 起されない 代物で ある。 

岡 中： 駕籠に 乗る^ は 蘭 蝶に^る 蘭 蝶 三で ある。 駕籠に 從ふ 者は强 ひて 之 を 廓に 誘 ひ 出す 辩 問と 仲居で ある。 之 
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を兑送 る 者 は 蝶 三の 廓 遊び が寶 詮議 のた めの 遊蕩で ある 眞意を 解 さす、 苦諫 して 聽 かれな か つ た家來 の珍內 と^^ 

取の 段藏 である。 二人 はた^ 呆れに 呆れて 風の やう に馳せ 去る 駕籠 の 行方 を 見詰め て ゐ る。 雲 の やうな もの は駕 

の 门 十 さ を 示す ための 畫ェの 工夫、 いな 狨 彥の 案じで ある。 

其の 案じに はどう やら 無理が ある。 しかし 作者 は 無 輝. を 承知で 其の 下繪を 描いた ので ある。 作者 は讀 者の ある も 

のに 共の 無理 を氣づ かせ、 從 つて 其の 無理の 蔭に かくした もの 、存在 を兑 つけて 貰 はう としたの である。 

「卯 n の 色 上ケ」 の 巾の 卷、 心中 相手のお 龜は 死んで， 與兵衛 はありて 甲斐た き 身 を、^ 形に かへ て ^{ぉ に^って 

ゐる。 そこへ 女駕 蓰 が 夢 の やうに S 現す る。 

虱輕々 と 駕籠^ が咋 H; の 旦那 今朝の まぼろし、 夢の 浮 橋 一 っ橋路 げぢ や 合 點ぢゃ 手に も 取られぬ 臟 駕^、 姿の 

山に^ かゆる、 賤が袂 も かすかなる 

與丘 (衛を たづ ねる 女の 姿 に * 夢 心 地に こ ゝぢゃ こ、 ぢ やと 扇 を あげて う ち 招く、 駕籠 の屮 からお 龜 がた ち出づ る。 

いふと ころのお ぼろ 駕籠の くだり、 作 中の 絶^と 稱 せられる。 稀彥が 蔭に 隱 した. もの はま さしく これで ある。 北ハ 

の^ 渺 たる 夢幻 をし ばらく 現實の 筋に とりいれ たのが 第 六 阖 であった。 

岡 中の 珍內 は、 此の 場合に 於いて は 與兵衛 に 凝した ものであるが、 手に 破れ ^ を 持って ゐる。 扇 は 諫言 立て を 怒 

つ た 蝶 三が 打ち据え たた め に 破れた もの 、 こ れも舆 ぉ衛が ぉ龜を 招く 稿 を藉 り用ゐ たも ので ある。 どこ まで も 細か 

い 種^の 好み か、 一寸 驚かされる。 

寶 ，お IC ために^ 女此 糸と 契り を こめた 蝶 三 は、 いっか 其の 愦にほ だされる。 其處 へまた 道具屋の 娘お 龜が あど 
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けな レ戀 をし 力け る、 其の 戀 力ら 寶は 手に 戾る。 其の 落涪 として、 此糸は 尼と なって 蝶 三と ぉ龜 との 緣を 全うさせ 

る 0 

さて 種 彥は此 糸 尼 を千瀨 川の 足と なって ゐる 庵室に 至らせる。 笫ー 一の 鑌編を 作る ための 趣向 立からで ある。 J 彥 

は卷 二に 一 一人の 尼の 姿緣を 見せ. また 「§lsl 今様 二人び くに」 とい ふ 外題 を 見せて 之に 附記して、 

千瀨川 一 代 記の 人物と 此冊： 十の 人物 を 合し、 正 三 翁 二人び くにの 名 を かりて 今様 一 一人び くにと いふ さう し を 次 

て 著さん とお も ひしが、 胺稿 いまだ 調す、 まづ其 標題と 發 端の 畫を こ-にあげて、 來养發 兌を吿 奉る こなし 

といって ゐる。 其の 作 はつひに 作られなかった やうで ある。 しかし、 前の 二つの 作から どんな 構想で あるか は =H 測 

されな くもない。 

それよりも、 此の 作られた 二つと、 作られす に を はった 一 つと、 都合 ni つの もの を 通じて、 種彥の n ごろの 著 乍 

の 乎 綾 を 明に する ことが 5£ 來る。 

種彥 によって 敎 へられた 作の 手 精 を 規準と して、 彼の 全 創作 を 吟味 すれば、 一 つと して これに 當て 篏らな (もの 

にせ わ ら ？き 

はない。 最後の 作 「偽 紫 田舍 源氏」 はいふまで もない。 お 初の 作、 「干瀨 川 一 代 記」 にさき 立つ 十  一 ^-、 文化 四^ 

刊の 「阿波の 鳴門」 「江 戶紫 三人 兄弟」 「奴の 小 萬 物語」 がそれ であった。 

中に も 「奴の 小 萬 物語」 に 於いて、 其の 倾 向が 著しく 認められる。 
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此の 作 は 他の 二つの 作と 共に 讀 本であった。 種彥 もまた 他の 作家の 如く、 文壇への^ 一  * を當 時の 本格 小說 たる 

讀本を H ざした ので ある。 

文 永¥ 間の こと、 鎌 倉の 秋 田 宗景の 側室 唐衣が 琴を彈 じた。 老狐 女の 童と なって 之 を 聞く、  ^衣が 门 十く もこれ を 

看破した ので、 宗景は 近 は 入江 安濃 次郞に 命じて 狐 を 殺させる。 狐の 怨念が 唐衣の 身に 宿って 戀愦を 起させ、 安^ 

次郞に 不義 をい ひ 寄らせる。 安濃 次郞は 之に 應じ なかった。 しかし 事 は 宗景の 耳に 入った。 宗景 は、 她娠 中の 故 も 

て 唐衣 を赦 して、 安濃 次 郞に添 はせ る。 かくして 生れた のが 宗景の 胤で 安濃 次 郞の養 ひ 子で ある 娘 小 萬で ある。 し 

かし 狐の 怨念 はな ほ 蓆 衣に 附き縟 う て 、 つ ひに 入江 家の 家來柬 吾と 密通させる。 密通 を 知 つ た 安濃 次^ は 東^ こ 金 

を與 へて 一 ま づは立 退かせ、 其 ひ 立 退く 所 を 金盜 人と して 斬り 殺す。 かく も 唐衣の 不義の 名 を 庇 ふの は、 おから 下 

された 妻なる が 故に、 醜名 を蔽 ふので あった。 

唐衣と 心 離れた 安濃 次郞 は、 若い 腰元 横雲 を 寵愛す る。 横雲の 身 ごもれ る こと を 聞いて、 ^衣 は 色仕掛けで 醫^ 

久庵を 乎な づけ、 之 を 毒害 させよう とする。 横雲 は 侍女の 注意に よって ゎづ かに 免れる。 横， やがて 男子 を 生む、 

け れど 唐衣 の 難 を 虞れ て 女子と 披露し、 之 を H 井と 名 づ け る 。 

その後、 宗景は 讒に墮 ちて せ、 を 舉げて 收れ、 安濃 次 郎 また 之に 坐して 戰死 する。 小 萬と 逃れ 去った 蓆 衣 は 盜贼の 

首領と なる。 小 萬 しばしば 諫めても 間き 入れたい。 はて は 小 萬 を 疎 じて、 手下の 庄兵衛 と 謀り、 小 萬 を 若衆に 仕 立 

て、 少年と 僞 つて 淨觀 寺の 佾栗 M に寶 る。 

ここに また 庄^ 衛は 僧と 身を變 へ て 武藏六 浦の 小波 屋 に 入り込み、 さきに^ 衣が 殺した 旅人^ 巿 數右衛 I： の 父 0 


白骨と 鉦 鼓 を 土中に 埋めて おいて、 其の^ を 1  一一 口 ひ 立てて 祈 禱の金 をせ しめる。 たまたま 數右衛 I： は 其の 家に 根った 

が、 鉦 鼓に よって 父の 死 を 知り、 また 父の 鼈の 導きに よって S 衣が 父の 敵なる こと を 知り、 唐衣 を 討ちて とる。 其 

の 時、 狐が 數 右衛門 を 救助す る ことがあった。 

淨觀 寺に 若衆と して ゐる 小^ は、 これ も 戦亂を 避けて 横雲と 共に 逃れた 雲井に 邂逅す る。 しかも 絡え て 二人 は^ 

識ら ない。 これまで もつ い ぞ顏を 合 はした ことがなかった からで ある。 雲井 はた ほ 女装して 信 夫と 名乘 つて、 ra^5? 

にもの 舉 びに 通 ふので ある。 一 一人 はいつ か眞の 男たり 女た る こと を 語ら ひ 合うて 契 を 結んだ。 

しかし、 いっか 女と しての 小 萬に 對 して 執^ を 寄せて ゐた は、 一 一人の 仲 を 知る と共に 嫉妬に 燃えて 小^ を監 

禁 する。 其の S ；、 横 3 も 侍女 樱木も 病み 臥し、 信 夫 は 袖 乞と なって 二人 を 養って ゐ たが、 女と 思 ひ 込んだ 庄丘 〈衛に 

挑まれ、 さまざまに 苦め られ、 はて は 横雲 も 櫻 木 も 其の 手に かかって 死ぬ。 小 萬は樱 木の 靈の^ によって 信 夫の 危 

難 を 知って 來り救 ふ。 その 寺 を 逃れ出 づる 時、 誤って^ 闾を慯 ける。 

^に 安濃 次郎 に舊緣 ある 大阪 の俠客 Mi 船忠 右衛門 も 信 夫 の もとに 來り會 したので、 一一 一人 共 々 に 大阪に 行く。 言 夫 

は^に か へ て 名 を 五良 八と 改めた が、 依然として か弱い。 それに ひき か へ て、 膂カ ある 小 萬 は 奴の 小 萬と 名乘り 女 

達と なって、 これ も 大阪に 入り込んで ゐる庄 兵衛の 行方 を 尋ねる。 渐く 之に めぐり 會ひ、 つ ひに 五良 八 を 助けて 仇 

討の 本望 を 遂げさせる。 

さて 二人 は 夫婦と なった が、 たまたま 五^八の 素性 を 知った 小 萬 は、 さて は 異腹の 弟 ぞと思 ひ 込み、 畜生道に 堕 

ちたこと を 歎きの 餘り 死なう とする。 五良 八 もさう と 知って 同じく 死なう とする。 やがて 小 萬 は 安濃 次郞の 胤で な 
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いこと を 知る。 かくて 五^八 は 鎌 食屋と いふ 米 商人と なり、 小 萬よ く 之に 仕へ てゐ たが、 其の後 尼と なる。 其の^ 

の佾 はもとの 數 右衛門で あつたが、 共の 人から^ 圓の小 萬に 執着の 餘り 幽鬼と なった の を 成怫 させた とい ふこと、 

また 朵^ が 父 宗景等 を 讒言して 戰死 させた 者で ある こと を 聞いて、 今更に 因^の 深い Q に 驚く。 

此の 梗概 を 擁して 糚彥の 趣向の 因って 釆る ところ を考 へる の は、 さほどの 困難がない やうで ある。 

すでに 奴 小 萬 • 五良 八 • 黑船忠 右衛門 . 庄兵衛 などい ふ 人物の 存在から、 また 其の 筋から 當然考 へ られ るの は、 

並木 大輔 *淺 田 一 鳥 等の 合作の 淨 瑠璃 r 容競 出入 湊」 である。 種彥は 之を藉 りて 大體の 筋 立 をした ので ある。 また 

古い 代の 物^ 「とり かへば や 物語」 にもと り 合 はせ たので ある。 しかし、 狐の 怨念の こと や、 安濃. ^郞が 他の 事^ 

に 託して 姦夫 を 殺し、 家の 醜聲の 漏れる の を 防いだ こと は、 ^に據 る 所があった。 西 鶴の 「新 可 笑 記」 卷三 「女 敵 

に身替 り 狐」 これで ある。 

河 內の國 の 武士 甘 r 妻の 不篛を 知り、 わざと 人 集め をした 夜、 姦夫 妻の もとに 忍び 来たの を 仕 止めた と稱 して、 

かねて 準備して おいた 狐 を 斬り、 これまでの 事 も 狐の なす 粱と 沙汰 させて、 家の 醜聲 をう ち 消して おき、 其の後、 

機を兒 合 はせ て 密夫を 殺した 思盧 ある 話に よって 想 を 構へ たので ある。 

庄^ 衛の 小波 尾に 於け る 姦計 また 西 鶴の 作に よる。 「本朝 樱陰比 事」 の卷 二の r 怫の夢 は 五十 日」 佛像を 隣家の 橡 

下に！.： めお き、 夢の 吿 げに かこつけて 之 を 掘り出し、 賫 僭と 馴 合つ て 赛錢を 取り込ま うとした 仕掛けの 話 これで あ 

る 0  . 

淨觀 寺の 佾果圓 が 裝 せる 女と 知らないで 小 萬の 若衆 姿に 惚れ、 後 女と 知って 思 ひい やます こと は、 これ もまた 


小 离の名 を かせに して、 西 鶴の 「好色 だ 人 女」 卷五、 おまん 源 五兵衛の 物：？： i を附會 した こと はいふまで もな く、 そ 

の 报圓が 死して^ 鬼と なって た ほ 小离に 執^す る ことの、 上田 秋 成の 作 「雨 月 物語」 卷 si の r 靑 頭巾」 に 出 づるこ 

とも 勿論. である。 種彥 はまた 此の 「靑 頭巾」 の 筋に 「秋の 夜長 物語」 の 歌 を もとり 添へ てゐ る。 これ は椎兒 物語の 

緣 によるた めで あらう。 

小 萬と 五良 八が 異腹の 兄弟なる こと を 知って 畜生 逍 に^ちた と 死 を 決する の は、 「 今 源氏 六十 帖」 の 脈 を ひく 近 松 

の r 津國女 夫 池」 に據る もので あらう。 「奴の 小 萬 物語」 の 主なる 據り どころ は ほぼ 盡 きる。 小さい 細かい 點に 至つ 

ては餘 りに 炻 はしい。 しばらく 省 あする。 

「奴 の 小 萬 物語」 の 刊行され た 文化 四 年 は、 種 彥ゎづ かに 二十 五歲、 稿 は その 前^ か、 前々 年に 於いて 成った こと 

を 思へば、 若い 稱彥が 殆ん. ど 世に 讀 まれない 西 鶴を讀 みい また 之 を相應 にこな し. 得た こと は、 當 時として は 驚異に 

惯 する。 

「邯鄲 諸！： 物語」 に 於いて * また 「田舍 源氏」 に 於いて. 共の 他の 合卷 に^いて、 材を西 鶴に 仰ぐ 作風 は、 すでに 

拓 かれて ゐ たので ある。 

それ を 知った 今 は、 種彥と 「扠の 小 萬 物語」 との 關係を 別の 觀點 から^へ る 必要が ある。 

奴の 小 萬の 奴と は、 なほ 西： i の 「好色 一代^」 の 中の 扠三 笠の 扠の 如く 俠氣 ある ものの 謂で ある。 
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小 萬の 場合に 於いて は、 其の 侠骨 一段と 外に 現 はれて 女達と もな つたので ある。 種彥は 此の 讀本 刊行の 後 十二 年 

にして、 合卷 「输操 二 面 鏡」 を 刊行した。 これが 大體に 於いて 「容銃 出入 湊」 に據る こと は、 其の 合 卷の角 害 「趣 

向は淨 瑠璃、 世界 は 歌舞伎」 と 其の 淨 瑠璃の 角 書 「昔 奴の SR 作、 今 操の 女 作」 との 比较 から も 明で ある。 

此の 作に 於いて、 種 彥は小 萬の 前身 を 傾城 呤川 とした。 「出入 湊」 の 瀧 川の 名 を 少しく 變 へたので ある。 種^ は 其 

の 小 萬に 紺の 看板 を 着せて 奴 姿と させ、 それによ つて 扠の小 萬と 呼ばせる ことと する。 斯 くして、 通に いはれ る 

奴の 意義と して 之 を W ゐ たので ある。 

近 江の 侍、 立 田 岸 次郞は 深く いひ か はした 傾城^ 川 を そそのかして、 おのが 母から 金 を 騙り 取らう とする。 呤川 

を 武家 邸の 腰元に 仕立て、 親の 貧し さ を 救 ふために、 朋輩の 衣裳 を 盗んで 着て ゐ るの を、 仲^ どもに とって 抑 へら 

れ、 身ぐ るみに 釗ぎ 取られる かなしい 狂言 をさせる。 母 はすべ て を 承知で 之に 金を與 へる。 岸 次郞は 母の 眞意を 知 

つて 改心し、 唤川 また 仲 問の 看板 を 掛けて ゐる身 を |f みて. 一生 絹物 を 身に 附 けまい と 祌佛に 誓 ふ。 斯 くして いつ 

も^ 姿で 通して、 煙草 商 ひ をす るので あった。 其の 煙草 商 ひも 「出入 湊」 の 中の ほんのつ まの 筋を藉 りて 川ゐ たの 

である。 

r 繪操ニ 面 鏡」 の 後 十三 年、 天 保 M 年に、 種^ は、 「出世 奴 小 萬 傅」 を 刊行した。 此の 作 は 五良 八 は 「出入 湊」 の 五 

良 八の やうな、 女に も 劣る 弱い者ではなかった。 種汔の 「奴の 小 萬 物語」 は その 五良 八の 弱さと、 小 萬の 强さを 共 

のま まに うけ 入れて 筋 立し たれば こそ、 男装 女装と I にいれ 違 ひに したので ある。 從 つて 「新と りかへば や 物語」 

たどとの 別 外題 を も附 したので ある。 


「繪操 二 面 鏡」 に 於け る 五良 八 は、：^ して さう いふ-か弱い 者ではなかった が、 また 別に 取り立て ていふ 程の 腕前で 

もない。 それ を 糨 汔は 此の 作に 於いて、 まさしくと りかへ てし まった ので ある。 鎌 i の俠妓 奴の 小 萬 は、 此の 强ぃ 

若者の 助太刀 を 得て、 父の 仇 を 討つ ことが 出來 たので ある。 

種彥が 「奴の 小 萬 物語」 を 修正す る こと は、 斯 くの 如く 永い 年 月 に 亙って ゐる。 類型 類 想の 作の 之 をめ ぐる もの 

も 多い。 これ は ひとり 小 萬 五良 八に 關 する 题村 * たけで ない。 極汔の 作の すべてに 於いて 見られる 現象で ある。 

飜 案と いひ、 改作と いふ、 これ. 江 P 時代の 作家の 常套手段 であるが、 種彥は S 家 以外の 作品に 據り どころ を 求め 

ると ともに、 自家の 作品 を も 改作し 飜案 する のであった。 さう いふ 點か らいへば、 種 彥 は江戶 時代の 作者の 特相を 

最もよ く 代表す る 作家と い へ る。 

ここに 忘れて ならな いのは、 種彥が 作 を 修正し 改作す るに 當 つて、 自家の 趣向 を恃 みとせ す、 依然として 他の 

據り どころ を 探し出して、 前の ものと おきかへ る ことで ある。 r 繪操ニ 面 鏡」 の 如き は、 「出入 湊」 に 「5 十 年 g 歌 

念佛」 と 「極彩色 娘 扇」 を 絡ませて、 筋 を複雜 にし、 「出世 奴 小 萬傳」 は 八文字 屋 本の 「名题 紙子」 また-: e 鶴の 「新 

可 笑 記」 の 一章 を 絢 ひ まぜる ことに 於いて、 ー篇の 探偵 小說を 作りな したので ある。 

更に また 注意すべき こと は、 斯うして 出来 卜-つた 「繪操 二 面 鏡」 が 著しく 種彥 のお 双紙の 處女作 「鱸^ 丁 W 砥切 

味」 の 筋 立と 類似す る ことで ある。 
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毺彥の 讀本は 決して 成功し なかった。 馬 琴の 如き は 趣向の 淺 薄と 文 辭の 拙劣との 故 を もって 之 を あして ゐヒ。 よ、 

の 批評 はま さしく 當 つて ゐる。 彼 は讀本 作者と して 具備すべき 條 件の 幾つか を缺 いて ゐた。 其のう ちの 一 つが 「乂 

の 小 萬 物語」 に 於いて 見る ところの 篏め 込みの 手法で ある。 讀 本の 趣向 は、 變化を 尊ぶ と共に、 全體 Q 統 一 を 要す 

る。 然るに 種 彥の篏 め 込み は、 多く 部分の 妙味に 活 きて 全 體を通 貰す る與味 となり 得ない。 殊に 種汔が 賓本こ 於 、 

て計畫 したやうな、 歌舞伎 淨 瑠璃の 小說化 は、 撖彥の やうな 部分的 與 味に 軍： きをお く 作家に は斷 じて^ 好の もので 

ない。 

これ、 馬 琴が 種彥の 「線 手摺 昔 木 偶」 を 評して、 雜 劇的なる が 故に、 餘 りに 歌舞伎が かるが 故に， 讀本 をしての 

慣値 乏しと いふ 所以で ある。 もとより 馬 琴の 讀本 にも、 歌舞伎の 耍 素は少 くない。 ただ 馬 琴に あって は、 共の 耍素 

はすべ て讀 本の^ 成に 役立つ ものであるが、 橄 彥の もの は讀 本の 組； § を破壞 する ものであった。 さ L で、 「昔 木禺」 

と！： 年^:、 文化 十 一年の 「勢 田 橋 龍 女 本 地」 の 如き は、 淨 瑠璃 風に 書いた 讀本 として、 作者 得意の もので あったら 

う 力 散々 の 不評に を はって、 豫：； }C された 後編 も 闇から に莽 られ てし まった ので ある。 斯 くして 毺彥 は^ 本 を斷 

念し て 草双紙に 專ら になった ので ある。 

讀 本と^ 双紙との 內容の 上の 區刖 は、 草双紙 は讀 本の 梗概で ある、 とい ふの が 種彥の 見解であった。 「浮世 一休 

郭問 答」 の^に いふ。 

ル 册子は ^木に 綏 らんと て， 大 むね 趣向 を まう けお きしが、 る こと ありて 草稿 を 終^'、 然れ ばと て 反古に せ 

んも n 惜しく、 其繁 きを はぶき、 唯耍を 摘で 例の 繪 草紙と はなしぬ。 g# 丁數 かぎり あれば、 呜呼詞 の 足ら ざ 


る を 如何せん。 

丁數 に^あって、 詞の 足らない 繪 草紙に は、 詞の 不足 を 補うて^ り ある 耩と いふ 武器が あった。 毎 丁に ある 綺. 

^丁に 變化ぁ る こと を 必 耍な條 件と す る。 其 の 變化 はと も すれ だ 部分的 の 活躍 を耍 求す る。 種彥の やうな 作家 は 其 

の耍 求に 應する ことに 最も 適して ゐる。 殊に 下输 にも 相應 巧妙な 筆 を 有って ゐた 彼で ある。 或は i! 汔を 以て 生れな 

がらの 荜 双紙 作^と いっても よい。 しかも 共の 人に して 讀 本に 斷 念した 後七ハ 牛、 なほ 意を讀 本の 制 乍に W ゐ ようと 

したので ある。 讀 本の 位置が はるかに 草双紙の 上に あった からで ある。 

漫然と 草双紙と いふが、 種彥の 才筆が 怆好 だとい ふの は、 文化 初ハ ヰの 合卷に 就いて いふので ある。 @ ^にして 安 

永 H< 明の 黄表紙の 沔 落 を 書かせたならば、 彼 は必す 文壇の 外に 放逐され たので あらう。 

なほ 彼の 洒落 本 「山嵐」 が ^傅の 作を眞 似しながら、 其の 氣分を 出し^ す、 笑話 で^かう として 「醒睡 笑」 の 十：； 

風を覘 つて、 つ ひに 不評に を はった と 同じ やうに、 あの 頃の 輕 妙な 微笑の た^ 中に とり 濟 した 茧 苦しい 理 詰の^， 

に、 空しく 請 者の 苦笑 を赢ち 得た に 過ぎなかった らう。 

草双紙 作者と しての 極彥の 出現 は、 時機の 宜しき を 得た ものである。 草双紙すな はち 狭義に いふ 合卷 が、 洒落 か 

ら庹 面目に なった 敵 討 物の 黄表紙の 後 を 承け て、 合 卷と讀 本との 區^ が、 繪の 多少と、 筋の 細かい と 粗い とに 過ぎ 

ない 文化 华 度に 於いて、 其の 犬 分 を縱 横にす る ことが 山來 たからで ある。 

す で に 趣向が 複雜で ある こ と を 要求 される 上に、 綺 糾の關 係から、 や、 目まぐるしい 變化を さ へ 所^ さ れ る 草 双 

紙が 、 歌舞伎が か る こ と は當然 である。 歌舞伎 好きの 作者 铋谗が 歌舞伎 好 きの 江戶の 草双紙 讀者 の 心现を 把握す る 
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こと は：； 十い。 彼 は n 十く も 草双紙 を 以て 紙上の 舞 事-に 擬 した。 彼の 作で 共の 心 を もって 書かれない 何もの があった ら 

うか。  ， 

前に 不評判の 淨 瑠璃 請 本 「勢 田 橋 龍 女 本 地」 も 草双紙の 「邯 鄲諸國 物語」 初 編に 仕立て 直される と 多大の 喝采 を 

博し 得た の もこれ がた めで ある。 

殊に 彼 をして 草双紙 一 方の 雄と 認めさせた 「正本 製」 は 一 切 を 芝居が かりにし、 作 を 正本に し、 序文 を n 上と い 

ひ、 ロ繪に は舞臺 やら 樂屋 やら 俳優の 日常生活 やら を 見せ、 さし 辫 も；，' ベて 舞臺 また 舞臺 裏の 心で 描き、 人物 をば 

俳優の 似顔で 描き、 讀者 をして 身 劇場に あり、 しかも 日ごろ なかなかに 望み かな はぬ 樂屋 内まで も のぞけ る やうに 

畫 いて 見せた。 故に 「正本 製」 は 初 編 を 文化 十二^に 出版した 後、 天 保 二 年刊の 十二 編まで 繽刊 したので ある。 

種彥は 此の 成功に 氣を よくして、 自家の 好み を も 割り込ませた。 たと へば 近 松の 古 狂：  一一 一 ！： 本 「曾 我 多 遊染」 を！ g 本 

そのままに、 言葉の みを當 世 風に K した 「曾 我 昔 狂言」 を 出し、 また 同じ 近 松の 狂言 本 「夕霧 七年忌」 また 「水木 

之 助钕 振^」 を飜 案して、 「昔々 歌舞伎 物語」 を 作った。 いへば 古風 正本 製と も 題すべき ものて あった。 尤も- こ 

れ はさまでの 高評 を 得なかった やうで ある。 それ は ともかくも 「田舍 、源氏」 の 作に もな ほ， 歌舞伎 あやつり 物語、 

三つが 一 つになる 繪 草紙と 銘 うって か、 つたこと を 知らねば ならない。 

六 

蘊蓄 を倾 け、 心 骨 を碎 いて 書いた 讀 本が、 つ ひに 酬 いられな いこと を 知った 種彥 が、 草双紙の 作に 轉 じょうとす 


る 時には、 どうしたら 成功す るか、 世 i! の 當りを 取らう かと 相 應苦勞 したやう である。 事 は 草双紙の 處女 作、 文化 

八 年刊の 「鱸 庖丁 苛砥 切味」 によって 其の 一端 を 推測され る。 

種彥 の 序言に 從 へば、 此の 作の 發端は 近 松 の 作と おぼしき 「朿山 しん によ 堂の むね 上」 に據 つたとの ことで ある。 

また 「近 松 竹 田が 院本 を 夫 彼と 翻案し」 といって ゐ るが、 大方 「心 屮锊 庚. &」 「今 川 了 俊」 「玉菘 前 曦袂」 など を さ 

す やうで ある。 これ 等の 趣向 立 は 皆 彼の い つもの 好みに よる。 

これ 等の とりまぜられた 趣向 は、 さし 鏺の變 化の 與を 助けて、 必す しも 支離滅裂に 陷ら ない。 其の 分裂に 近い も 

のが^ 件 を複雜 にし、 それが また 慌 しい 進行 を 兌せ て、 自ら 探偵 小說的 興味 を 成立させる。 讀本 でさへ 煩し ぃ糨彥 

の 趣 向 立てで あるが、 これ はまた 一段と 烦 しい、 おそらく 意識的に 草双紙 趣味 を發 揮しょう としたた めで あらう。 

それだけで 當 時として は 相應の 評判 をと つた やうで ある。 

筑 紫の 關屋の 里の 櫻戶 綾太郎が、 はつ 花と いふ 小 女 を 妻と する。 はつ 花 は 太宰府の 鱟替の 折、 兑染 めた 綾太郎の 

弟 雪次郞 &緣づ くものと 思って 嫁いで 來 たのであった。 共のう ち、 雪 次郞は 出奔す る。 やがて はつ 花 は 子 嵇之丞 

を庠 む、 綾太郎 は 何故か 拾 ひ 上げた 栾 子の 落 紫 之 介に 家 を^が せる。 其 後 綾太郎 も 初花 も 病死す る。 

^葉 之 介と 娃之丞 と は北條 家に 仕へ てゐ たが 北條 家に 害心 を 有つ 八 劎軍藤 太に 計られて、 保 脊のー 一つの ^ 寳を^ 

はれる。 これ は 軍 藤 太が 賊鬼惣 次に^ はせ たのであった。 賊 の鬼惣 次なる を 知った 落葉 之 助 は、 弟の 責を 負うて 切 

腹を覺 悟す ると 共に、 わざと^ 更汲を 離刖 して 鬼惣 次の 娘 小雪， 實は样 之丞と 深い 仲な の を 自分と 譯 ある やうに い 

ひ栴へ て 妻に 貰 はう とする。 鬼惣 次が 娘の 愛に ひかされて 資をか へす 事 もやと 考 へたた めで ある。 ^して 鬼 惣次は 
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a 殺して、 寳劍を 返し、 寳銥が 賊朿權 六の 手に ある 事を敎 へる。 しかも 落 椠之介 は鬼惣 次が 桀 てた 子で ある ことが 

知れる、 切腹した 落葉 之 介が 臨終の 折に 父の^: 紗に對 する、 悲しい 親子の 對面 である。 

當時鎌 倉の 忠臣 青砥 輝 綱の 指示に 從ひ、 桂 之 丞は^ 汲、 小雪 また^ 八 平と 共に 寳 詮議の ため 上方に 旅立つ。 途中 

^藤 太に 襲 はれ、 小雪 は權 六に 奪 はれ、 更汲は 投身す る。 折から^ ぎ來 つた 舟に 更汲は 救 はれて 去る。 舟の 主 は 誰 

• な るか は 知られない。 

京に 來 つた 样之丞 は 道具屋 老 松屋の 喜 太 作に 救 はれて 養女と なって ゐる 小雪に 邂逅す る。 桂 之 丞は喜 太 作の 計ら 

ひで 小雪の I 耳と なる。 老 松屋の 女房 茨木 は 桂 之 丞に戀 慕して 小雪 を 虐げ、 また わが 戀を うけいれぬ 挂之丞 にもつら 

く 常る、 その はてに、 茨木 は： 嵐 藤 太の 叔母なる 故に 袢之丞 を 殺さう とする。 袢之丞 と 小雪 は 喜 太 作の 注意で 家出す 

る o 

其の 夜東權 六が 老 松屋に 忍び入って 茨木 を 殺した。 同時に 贼筑 紫の 權六 も來 つて 喜 太 作の 望の ま k に拉れ おる。 

喜 太 作 は軍籐 太の 難 を 避ける ためであった。 一 一人の 賊、 名 を 齊し うして 一 は 兇惡、 一 は篛 俠、 おの づか ら對 をな し 

てゐ る。 

老松 屋を 逃げ出した 桂 之： ボー は 病 氣に褪 つて 貧に 苦しむ。 小雪 は 夫の ために 江 口の 太夫と なり、 座敷の み を 勤める。 

^を 外にす る. 裂-向の 遊^が これ を 身^して 去る。 客の 名 はつひに 知られない。 

近 江 土 山の 絹屋の 女主 人卨根 は 強慾 者であった。 筑紫權 六 は 其の 家に 入って 金 を 奪った。 權 六が 其の 金 を 主 桂 之 

丞に忠 を 盡す八 平に 惠んだ ことから、 八 平 は 賊名 をう けて 高 根から 訴 へ 、しれる。 袢之丞 はまた 朿權 六に 出 逯ひ齊 を 


取り 炅さ うとして、 齊鏡を 持って ゐる權 六の 手下の 腕 を 切り落す。 川に ゐた 鱸が 鏡 もろとも 其の 腕 を^み 込む。 折 

から 宵 砥輝綱 及 軍 藤 太 は 京の 勤番の 歸途土 山に をった が、 軍 藤 太 は 桂 之 丞と八 平 を 高 根の 訴 によって 處 分しょう と 

する。 筑紫 植六來 つて それ 等に 罪のない 事 を吿げ また 自分が 雪次郞 である こと を 語り、 さきに 更汲を 救った こと を 

語る 0 

輝 綱 また 小雪 を 身 請して おいた こと を 吿げ、 更に 縳し ておいた 東 權六を 責めて 軍 藤 太 等の 罪 を 明に する。 雪次郞 

は、 桂 之 丞は赏 はわが 胤で、 兄 綾太郎が 世間 體 のために 子と した ものである こと を吿 白す る。 高 根 また 死んだ と 世 

を僞 つて 實は 出奔した 初花で あり、 綾太郎と 自分と は 名のみ の 夫婦 關 係であった こと をい うて 自害す る。 ここに 悲 

しい 夫婦 親子の 對面、 また 梓 之 丞. 小雪 .更 汲の 不思議な 邂逅が あった。 これ 等の 血の 穢れで 鱸の 腹中から 寳鉞 及び 

更 汲が 投身の 折に 失った 持佛の 彌陀の 尊像が 出現す る。 

此の 筋 立 を 心得て おいて、 此の 作の 刊行され た 前年、 文化 七ハ牛 刊行の 式亭三 馬の 當り 作、 殊に 歌 川 豐國. 歌川豐 

廣の 不和 を 調停した 記念の 草双紙 「一 對男時 花 欲 川」 を 見る と、 驚くべき 類似が ある。 此の 類似 は 、「鱸 庖丁 靑砥切 

味」 と 「繪操 二 面 鏡」 の 夫婦の 哀しい 邂逅ぐ らゐの はなしで はない。 しかも. 決して 偶然の 喑 合と 兌るべき もので は 

なかった。 . 

「一 對男時 花 歌 川」 の 梗概 はこ こに 記さない が、 種彥が 「今 川 了 俊」 から 拉致して 一 筒の 捌 役と した 青砥 輝 綱 は、 

これに は淺 香十內 であり * 棄子 をした 賊が 寳を盜 むこと 彼此 相 同じく、 其の 賊が 恩愛に 感じて 寳取戾 しに 加擔 する 

こと また 同じ。 小雪と 桂之丞 との 京での 邂逅 は、 此 ではお 小夜 宗太郞 の 博 多の 廓の 邂逅で あり、 ここに も 小雪の 身 
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賣に當 るお 小夜の 身賣が ある。 また 彼の 哀しい 夫婦 親子の 對面 は、 此には 毛 剃の 父と 子と 孫と、 また 妻の いたまし 

ぃ對 面と なって ゐる。 綾太郎と 初花の 名のみ の 夫婦仲 は、 これに はも 剃が あとに 殘 した 女房と 今の 聱 との 問 柄 さな 

がらで ある。 老 松屋の 惡 女房 茨木が、 遊女 ども を 虐待す る 茨木 屋幸齋 に 脈 を ひく こと は 明であって、 彼の 更 汲と 此 

の 宗太郞 の 母の しらぬひと 命名に 於いても 相 通す る ものが ある。 とりわけて 彼の^ 權六 • 筑紫權 六の 對は、 おの づ 

から ー對 男と しての 兌 立 をす る。 其の 筑 紫の 名乘り も、 此の 賊首 玄海灘 右衛門に 茶づ くこと はいふまで もない。 

「一 對男時 花 歌 川」 と 「鱸 庖丁 青砥 切味」 と は、 全く 違 ふ 筋 立で あるが、 表面の 筋 を 離れた 事件の 核心 は 全く 相 合 

して ゐる。 いな 核心 を殘 して 筋のお もて、 事件の 上を換 へた ものと いってよ い。 

「時 花お 川」 は 近 松の 作 「淀 輝； 出世 瀧德」 と 「博 多 小 女郞浪 枕」 と を 撮 合せた ものであるが、 秫彥は その 輪廓 を藉 

り、 事件の 骨子 を 引き 享 ける と共に、 題材 を 近 松の 他の 作 また 其の 外の 作お の 作に とり かへ て、 彼の 草双紙の 處女 

作 を揑ち 上げた と兑 られ る。 

種彥が 何故に さう いふ 工夫 をした かとい へば、 畢兗は 三 馬の 作の 當 りに あやかる ためで ある。 其の 年、 文化 七^- 

の當り作 は 多い。  f ての 屮で 特に 之 を^んだ の は、 近 松の 二つの 作に 取 村した こと、 また 芝居が かって 前編 後編と い 

ふべき ところ を、 初日 後日と 稱 する やうた 趣.. M が、 種彥の 好みに 合した ためで あらう。 種 彥は 「青砥 切味」 の n 繪 

に、 據る ところの 古 狂 首 本 「東 山 しんにょ 堂の むね 上」 のさし 繪の 一部 を 楔 刻して、 之に 附記して、 「その 繪 様を挨 

して 古し へ を 知らし むる も 近代 戯作の 名家に その 事 あれば、 糟粕 をね ぶりて 高名に あやからん と冀 ふなん」 とい ふ 

の は、 たまたま おれが 意圖の 一端 を 示した ので ある。 


さて 近代 戯作の 名家と いふ 中に、 三 馬の ある こと はいふまで もない。 三 馬の 草双紙 中、 往々 毯彥 のい ふが 如き も 

のが あるから である。 しかし 槌彥が 其の 名家の 中に 京 傅を數 へて ゐるこ とも 推測 される。 京 傅の 讀本 にす でに 其の 

こと あり、 草双紙に また それ をく りかへ して ゐ るからで ある。 殊に r 靑砥 切味」 の 中に、 趣向の 明に 京傳の 「本朝 

醉 菩提」 に據る もの も 見えて ゐる。 いづれ にしても、 種彥 がいかに して 草双紙 界に 一旗 を 上げよう か、 また 當りを 

とらう かと 焦慮した 事 は、 處女作 制作の 事情から 知る ことが 出来る。 

「靑砥 切味」 は種彥 二十 九歲、 文化 八 年の 刊行 京 傅の 死に 先 だつ 五^で ある。 

戯作者 京傳 すでに 老大家 を 以て 推され、 三 馬 頻りに や 双紙に 活躍して ゐる。 常時、 ^彥 が^ を これ 等に 探った の 

は當然 である。 種 彥の讀 本 は讀下 直ちに 指摘され る ことが 出來る やうに、 京 傳の讀 本に 法 を 取る ものが 多い。 

京 傅と 三 馬と 種彥と 傾向 を 同じう する ものが ある。 歌舞伎 淨 瑠璃 好きで ある こと、 古 害 を 愛玩す る こと、 近世 風 

俗 の 考證 に 與味を 有 つ こと、 これ を 戯作 の 中に とり 入れる ことで ある。 尤も 種彥が それ 等の 點に 於いて 他の 二 家 を 

凌駕して ゐる こと は 言 を俟 たない。 ただ 三 家の 作風に 於いて は、 おの/ \ の 個性の 異なる やうに、 全く 逮ふ。 どち 

ら かとい へば 褪豫の 作風 は 京 傅に 近い。 京 傅の 細心な 趣向 立 は 種彥の 緻密な 工夫と 似通 ふ ふしが 多い。 それから 兑 

れば三 馬の は 放瞻な 着想に 於いて 一 一家 を壓 迫す る。 -三馬 の 草双紙の 筋 また 繪 組が 飛躍的な の を、 かりに 映畫 的と い 

ふなら ば， 京 傅の は 演劇的で あり、 種彥に 於いて は 同じ 演劇で も 京 傅の やうな^ やかな 舞臺 よりも、 しんみり とし 
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た^さ を 要求す る ものであった。 

此の！ 二 家の 草双紙の 比較 を なすこと に 於いて 、はじめて 種 彥の 特殊の 作風 を閬 明す る ことが 出來る わけで あるが" 

多くの 一一 目 葉 を 要する が 故に、 結論 だけ を舉げ て刖の 一 例 を 以て 之に 換へ る。 

種 彥の讀 本 「勢 田 橋 龍 女 本 地」 が淨 瑠璃 風の 讀本 である こと はすで に 述べた が、 その 刊行に 先 だっこと 三年、 三 

馬は淨 瑠璃と 讀 本と^ 双紙と を 混淆した 新 様式の 戯作、 「大盡 舞 廓始」 を 作った。 ^汔 が これ を卤 白い とおへ たこと 

は、 其の後 年の 草双紙に 此の様 式を舉 ぶことの 多い ので も 知られる が、 「勢 田 橋 龍 女 本 地」 を 書く 段に たると、 E に 

三 馬の 據り どころ となった 市 (傅の 「捷徑 太 や 記」 の體 をと つた やうで ある。 三 馬 は 京 傅の 作に 據る と共にむ しろ 北ハ 

の 作の^ 據、 萬 象亭の 黄表紙 「萬 象亭 戯作 濫^」 にかへ らうと もした が、 種 彥は京 傅の 作 を 承け て 之 を 純然たる 淨 

瑠璃に 修正し、 更に 近 松 あたりに ：3 らうと したので ある、 此の 三つの 作の 關係 は、 移して 三 家の 草双紙の 關 係に當 

て篏 める ことが 出來 る。 

稗 彥の疳 性も與 つて 力 ある ことか、 極彥の 作に は 形式の 純一 を耍 める 度が 强ぃ。 その 純一 の 形式 はまた 品よ き. M 

容を伴 はせ る。 其の 品よ さは 種々 の 形に 於いて、 彼の 作品に 現 はれる。 事例 もとより 多く を存 して ゐ るが、 ここに 

は s 取 も 世に 聞え てゐる 作、 歐譯さ へ 一 一三なら す ある 「浮世 形 六枚胖 風」 が、 據り どころ の 近 松の 作 「心 屮匁は 氷の 

朔曰」 を どの やうに： ^よく 飜 案し たかを 示さう と 思 ふ。 

n ハ枚昇 風」 の 佐吉は 原作の 平 兵衛、 小 松 は 小かん に當 る。 小かん は阈 にか へ つて 許嫁との 結婚 を强耍 されろ こと 

を 恐れる。 其の 恐れ はいよ いよ 平 兵衛 との 別れ を 惜しませて、 つ ひに 心中す るので あつたが、 ^彥の 作で は、 小 松 


と 佐吉と はもと もと 許嫁の 仲、 ただ 年少の 折に 刖れ たので、 額 も 素性 も 知らなかった が、 さ、 つと 知れば 何の 苦勞も 

ない 一 一人に なって ゐる。 尤も 佐吉は 養母から 貰 ひう けた 小 松の 身 請の 金 を 失った ので、 1 一人 は心屮 しょうと する こ 

と は ある。 しかし 其の 金が また 偶然 手に入つ たので 事無く 濟む やうに なって ゐる。 斯 くして 後佐吉 はもとの 武士に 

かへ り、 小 松と 相携 へて 歸闽 する やうに 改作され てゐ る。 すな はち 原作の 心中 を 片寄せ てめ でたい 落着に 更め たの 

である。 作者 は その 序文に 於いてい ふ。 

此 書に 無 物に、 先 第一 に 敵役、 異人 妖術 怪談、 狐、 狼、 - ひきが へる、 家の 系 圖ゃ寳 物、 紛失すべき 物 も 無い。 

親子 兄弟 名 乘りぁ ふ、 印^かん ざし 割 髮搔、 祌ゃ怫 の 夢 知らせ、 腹切 身替 ぬき 刀、 血 を 兌る 事が 少しもない 

作 老の意 II は心屮 はおろ か" 一切の 悲慘事 を 忌避して 和やかな 氣 分の 横溢す る 草双紙と する ことにあった。 稀 彥 

が 序 中に 無い もの 盡 しの やうに 擧げ たかす は、 當 時の 草双紙に 殆ど 必需 條件 たる もので、 それ あるが ために 草双紙 

は 獵奇的 煽情的 與味を 得た ものであった。 勿論， 種彥 はこれ 等 を この ごとく 嫌忌す る もので はない。 彼の 作 中 また 

之 を 用 ゐてゐ る こと は少 くないが、 彼 は 努めて 最少 限度に 於いて これ 等 を 用 ゐてゐ た。 この 點が京 傅と も 遠 ひ、 特 

に 三 馬と 違 ふところであった。 

穂彥が 品よ き 草双紙の 代表作と して 「六 枚 屛風」 を 書く ために、 特に 意 を 配った こと は それと 同じ^に、 同じ^ 

作を龆 案した 草双紙 「床 飾 錦 額 無垢」 を笫子 萍亭柳 菊と 合作して 刊行した ことから も 明で ある。 原作 を顯^ に 示し 

て 「表具屋 平 兵衛、 平^ 屋 小かん」 の 角 書を附 けて ゐる 此の 作 は、 努めて 「六 枚^ 風」 に 於いて 忌避した 條件を 用 

ゐてゐ る。 すな はち 此の 作 は 彼の 作の 對 のために なした ものである。 對 i; する 理， e は、 彼の 作の 品の よさ 加減 を 
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如實に 示す にある。 

「六 枚 碎％」 の 品の よさが、 g! 汔の 作の 特相 を考 へる 上に 於いて、 かたり 役立つ ことで あるが、 共の 細部に 亙る 趣 

向、 また 繪 組から、 また^の 特^ を 明確に 認める ことが 出來 る。 「浮世 形 六枚碎 風」 は、 屛風は 曲る が 故に 立つ ので 

あるが、 作 巾の 人物 は 直きが 故に 立つ 浮世 形な り、 すな はち 當世 形な り、 新形な りと、 意 を 例の 勸懲 に寓 した 題號 

の附け 方で あるが、 極彥の 凝り性 は、 なほ 屛 風の 趣向 を 離すまい と、 一 冊 目、 ニ册 口と 數 へて 六 册 E に 至るべき 册 

數の 呼び 方 を， 一枚 ロニ 枚 ほさて 六 枚 目と させ、 また ロ繪三 丁に 牧 めた 六 人の 主 耍 人物 を、 六枚屛 風の 输に兄 立て 

て 描きな して ゐる。 

なほ 種 彥が大 凝りに 凝った 趣向 は、 佐 吉と小 松と が 心中の 決心 をす る くだりに、 六 枚 屏風 を かせに、 最も 巧みな 

近 行の 心 持 を 出した ことで ある。 二人 はいよ いよ 心屮 するとて、 身支度よ ろしく 家 を 忍び 出ようと すると ころに 邪 

魔が はいる。 ふと 立て ま はした 六枚屛 風の 中に 隱れ る。 屛風は 「曾 根 崎 心中」 の 操 芝居の 看板 畫を 仕立てた もの、 

梅 田 橘 あたりから 數 多の 橋 を 兌 渡す 景色の 圖 である。 それに 圍 まれて 二人が 身の上 を 歎き か はすの 祈から、 壁 越し 

に 稽古の 淨 瑠璃 「曾极 崎 心中」 の 道行が 合方の やうに 聞え て來 る。 驿風繪 を 背景に する 二人 は そのままに 逍 行の 舞 

裏 姿 とたる。 .1 かい 工夫 もこ こに 至って 極まる といって よい。 しかも 糚^ は 此のお 初 德兵衛 の 心屮の 片影 を ほのめ 

かす 事に 於いて、 原 作の 小かん 乎 兵衛の 心中 を 全く 蔭に 隱 しお ほせた ので ある。 砌 みて 他 をい ふ 格で あると も、 他 

をい ふこと によって^ しき 原作 を噔 示す る往き 方で あると もい へる。 いづれ にしても 惯れ 切った 腕で あり 1 老巧な 

筆で あると いはねば ならない。 


斯く Q 如き、 秫彥が 「六 枚！ S 風」 の 細微な 趣向に 鱉 くより は、 むしろ 此の やうな 巧妙 は 熟練の 結^で ある こと、 

心 ゆく まで 趣， M を 練りに 練りな ほした 結 架で ある こと は 驚くべき である。 

「心中 匁 は 氷の 朔日」 の飜案 は、 さきに 一度 讀本 「怪談 霜夜 星」 で 試み、 もう 一度 r 鍈 手摺 昔 木 偶」 でも 手がけた 

ものであった。 斯 くして はじめて 得た 妙趣 向で あると 共に、 同じ 题村を 場合 場合に 應 じて 用 ゐ こたす 川 意 周到な 態 

度 は 、 また 種汔 獨特 の ものと して 注意す る 必要が ある。 

饗庭篁 村 かって 之 を所藏 し、 後、 市，： 春 城 之 を轉藏 し、 更に 某氏の 手に 移った のが、 火 正の 震 火に 焚かれた ため 

につ ひに 死灰と 歸 したが、 幸に 「列 傅 體小說 史」 中に 分載ながら、 ほぼ 全幅 を^せ てゐ る秫彥 より 弟子 仙お あての 

書 狀の屮 に、 どうしても ここに 引 川し なければ ならない 一 節が あった。 

おた じ 極で もっか ひやう にて か はる もの 京 傅が 美人 傳、 ^西 庵 南北が つな だ 車、 I： ハ 牛に 出 板 かた 粟島よ めり 雛 

形と かいふお なじ 種 なれ ど 1 ^白の たが ひなり、 いろいろつ かひ 候 ぬけがらの 本 ども あり、 おひお ひ 御 目に かけ 

可 申 他人が 見 候ても 少しも かま ひ不申 候、 門 左衛門 だに いくら も はめ 物 あり、 作者の 常の 事、 ただ それ をお も 

しろく する が 上手な り 

此の 仙^に 敎 へる 戯作の 態度 は、 もとより 糨彥が 身 を 以て 範を 垂れる ものであった。 秫彥 の全创 作、 いづれ か此 

の 態度に よって ま c かれて ゐな いものが あらう か。 其の 全 創作 は、 素材 題 村に よって 分類 すれば 極めて 少ない 救に 還 
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ー兀 されて、 各 作品 はおの づ から 系統 をな し、 各 系統 は 相互に 交涉を 保って、 いふと ころの^ ひ まぜの 作風 を 形づく 

つて ゐる ことが 兑られ る。 今、 其のお のおの の 分類に 就いて 說 くにして は、 豫定 されて ゐる紙 數は餘 りに 少ぃ。 故 

に 局部 的 趣向 を あげて 特例の 一 つに 擬 する。 

人あって 他 を陷れ るが ために、 ひそかに 其の 者の 所持し、 また 保管す る 物 を 盗んで 之を隱 匿した のが、 偶然に 發 

見され、 或は はじめから 窺 ひ 知られて、 ものした もの を ものされ る を かし さ、 または 作 謀の 面皮 を剝 がれる 小氣^ 

よさ は * ひそかに もの を隱 してお いて 人に 恩 惠を與 へようと する 計ら ひと 共に、 n 十い 頃から 歌舞伎 操 芝居な どの 一 

趣向と して、 ほぼ 型 をな して ゐる。 「六 枚屛 風」 のうちに も 其の 事が あった。 

藝者小 松が まだ 姉顰の 家に かかり 人と なって ゐ た顷、 そこの 貧苦 を 兌る に 忍びす、 ひそかに 身寶 をす る。 その 身 

代金 を 折から 桃の節句 とて 飾って ある 犬張子の 中に 隱し 入れ、 幼な 兒に その 所在 を敎 へて おくと て、 花唤 爺の 赤本 

ばな し をして 閒 かせて 去る。 家人が 小 松の 行方 を 幼な 兒に 尋ねる 時、 ま はらぬ 舌で 花呤 爺の はなし をす る。 犬が 小 

判 を 掘り E-I すと 語る の をき つかけ に、 犬張子の 中の 小判と 書 置が 見出される。 

この 犬張子と 赤本の 組み合 はせ を 作者 はや & 得意と したので あらう。 その 犬張子の 趣向 は 十 一 年後に 持ち越され 

て 「w 舍源 氏」 の 十 編、 紫の 雛の 道具 犬張子の 中に、 調 太夫が 秘めて おくった 內應の 密書が 光 氏の 手に入る ことに 

利 ffl されて ゐる。 紫が 遊び相手の 犬吉が 雛の 家を壞 した こと を 怨み、 此の 張子の 犬 も 犬吉の 犬と おもへば 憎らしい 

と、 八つ 當 りに 取って 投げる と、 藎と實 と 破れた 中から 密書が 現 はれる 段取り は， 「源氏物語」 の 本文の 雛の 家 を そ 

つくり 利用した ことと 共に、 これ も 作者の 會 心の ものであった らう か。 


斯うい ふやう に、 隱 K 物 を！ I じに すれば 發 見の 事情 を 違 はせ るので あるが、 隱匿 物の 變 化に 至って はもつ と 苦勞 

を 重ねて ゐ るリ 

盜んだ 刀 を 深 川の 藝者 Q 三味線 莒の 中に 隱 せば、 其の 刀 詮議に 身を窭 した 船頭が 知らぬ顔して 其の 莒を 抱へ て 去 

ろ 「桔梗 辻 千 種 之衫」 の 如き、 盜んだ 一 軸 を 布袋の 像の n の 中に 入れる、 軸 は 像の 腹 屮に洛 ちる。 その^ を 布袋が 

詮議す る 者に 善哉 善哉と 呼びかけて 告げ 知らせる 「春霞 布袋 本 地」 の 如き、 盜んだ 短刀 をし め繩の 中に 絢 ひ 込んで 

おいた 惡者を それ を 知らす 其のし め繩で 縛れば 詮議の 短刀が 自然と 現 はれる 「正本 製」 の 第 九 編の 如き、 惡 者の 手 

に 渡すまい と 持佛を 飯の 中に 入れて おいた が、 穽 鑿され る 段に なって 慌 しく 食って 腹中に かくし、 後 切腹して 之 を 

取り出す 「燈！ 秋 花園」 の 如き、 とりどりの 面白さ を 見せた ものである。 

殊に 「秋 花阐」 と 「布袋 本 地」 と は 案の 骨子 を 同じく して、 表の 變化を 覘 つたこと が 明瞭で ある。 

種汔が これ 等の 趣向に 苦勞 する の は、 畢竟 讀 者の 意を迎 へる ためで ある。 其の 頃の 讀者は どちら かとい へば、 型 

の 存在 を 承認し、 其の 型の 外の 變 化より 型の 內の變 化を氣 易い 心で 鑑賞す るの が 常であった。 殊に 草双紙の 讀 おに 

於いて その 傾向が 著しい。 種 彥の作 は 都合よ く 自家の 奸 みと 讀 者の 要求が 一 つに なった ので ある。 故に、 もの を ど 

こに 隱す か、 どうして 發 見され るか は、 作者に とっても 讀 者に とっても、 今日から は 殆んど 想像 出來 ない ほどの 興 

味の 焦點 であった。 種彥 Q 作 中に 明に それ を 示すべき 幾多の 例が ある。 

r 繪操ニ 面 銃」 のお 夏は戀 文の 隱し 所に 迷った。 「ヲヲ それ それ， あの 懸硯の 抽斗へ" いやいや 金ゃ寶 のかく し 所、 

是は 古い、 それより は あの 鴨居のう へ、 いやいや これ も 古い、 何ぞ かう 新しい 人の 心の 注かぬ ところが」 と たづね 
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廻った はてに、 

ヲヲ幸 d 此の 米 刺と ぐるぐ る卷 いたる 文お し 込み、 門に 積んだ る 依に 剌 込み、 これ はちつ と 新ら しさうな、 ほ 

ん にいつ も 芝居で は、 手代が たきが する 役 を 娘の わたしに 當て たのが、 これが 一番 新ら しい、 モ シ此 本を讀 む 

お 方、 誰へ も 仰し やって 下さい ますな 

乍 者 は 斯も新 趣向で 讀 者に 念 をお してお いて、 なほ 足れり としない。 さし 繪に もこと ごとしく 描いて 讀 者に 注意 

を 促す のであった。 しかも 其の 米 刺 は、 お 夏と 其の 戀人 淸十郞 とが 家出す る 折、 之 を 咎める 戀敵 五良 八 目め がけて 

手裏劍 にした ことから、 彼の 手に 渡る ことと なる。 これ もまた 前の 新 趣向に 始終す る 新 趣向であった。 

新 趣向 を 凝して 得す、 舊. s 歌舞伎 狂言の 型 を その まゝに 用ゐる 時には、 作者 は 其の 舊さ を轉 じて 新味 を裝 はせ よ 

うとす る。 

「忠孝 兩岸 一 覽」 の惡 手代が 金 を 盗み出し、 「さて これから はまた 金の かくし 所が 肝心 かなめ， まづ 鴨居のう へ、 も 

はっと も 古し. 祌棚 もお 祓ひ くじで 見 露 はれ、 たかく も あり、 商寶 物の 犬張子 六枚驿 風で つかうて しま ふ、 凝って 

思案に 能 はす」 と 思案の あげくに 裸 小粒 を 酒飮み 千した 德 利の 屮に 入れた ので ある。 そこへ 若旦那が 歸 つて^て 

在り 合 はせ の德 利の 酒を飮 まう として 金 を 見つける。 これが 若 且那の 身の上の 大事と なる。 近 松の 作 「心中 ニ枚繪 

草紙」 を そのままの 古い 趣向 も 二 ハ枚屛 風」 云云の 一 語の いひ わけに、 當 時の 讀者 はこれ を も 新 趣向と 兌る ので あ 

つた。 

種彥 はまた 讀者 のために、 かくす 所と 見つかる 所 を  一 丁の さし 繪に牧 めて、 與味を そこに 集めて もんる。 


「：€ 岸 ー锘」 の 惡乎代 もい ふやう に * 祓の 中に 金 を かくす こと は 趣向と して は 最も 古い。 その 古い もの を 新しく 仕 

立て直し たのが 「^人 髭 今阈姓 爺」 の 萬 度跋の 中に 茶 入を隱 す趣问 である、 見出される 趣向で ある、 いな、 兌 出さ 

れた 後の 見 立で ある。 惡 手代 虎呂久 が祓の 中に 隱 したの を、 和 作 屋藤兵 衛が兑 つけて おいて、 わざと 詮議 立てに こ 

とよせ て 祓の萬 度 を 牛 王が はりに 戴かせよう とする。 虎呂久 はこれ に 手 を 觸れら れるを 恐れて、 頻に 故障 をい ひ 立 

てる。 とやかく する 問に 茶 入が 轉り 出づ る" 飛び かかる 虎 呂久を 藤 兵衛が 足下に 踏へ、 ぉ祓を 手に もっての 兌 得、 

即ち 千 単： が 竹の 和 滕 內の 姿で ある。 此の 作が r 阈姓爺 台 iu の飜 案で ある だけに、 あの 古い かくし 所の 趣 2 もす つ 

かり 新しくな つたので ある。 此の 新し さの 蔭に かくれて、 古さ を隱 しお ほせた のが 「蛙 歌 春 土手 節」 の 一節で あ 

る 0 

惡 手代が 小判 を^んで かくし 所 を 探し あぐんだ はてに、 山吹の 根元に 埋める。 作者から いへば 小判と 山吹、 これ 

にも 細かい 工夫 を 見せた ので あらう が、 やはり 趣向と して は 拙い。 そこで 手代 をして いひ わけ をい はせ る。 

「何 處ぞ かう おし 隠して おく 所が、 ァァ * かう と 石燈^ の 中で も あるまい、 テヲ幸 ひ 何 處にを さめお 祓、 いやいや 

去年 出た 今阈姓 爺の 繪 草紙で：：： ル たれば、 これ も油斷 がなら ぬ， いっその 事に 山吹の 根元へ さう して 手代 をして 金 を 

埋めさせ たので ある。 しかし 作者 また 其の 平^ を すぐにと りかへ さう としたが、 之の 隱し所 を 見つけた^: が 放し 龜 

を 代りに 坝め ておいて、 手代が 「人が 見たなら 蛙に なれ」 といった 言葉の 裏 を かかせて 「小判の 代りに 錢龜と は、 

こいつ 釣に も 足りまい」 と 口 合い はせ もして ゐる。 すべて これ 糨彥 の讀 者に 見せる 愛矯 である。 

此の 愛嬌が あれば こそ、 やや 押つ ける 作者 自身の 興味 も、 喝采 を 以て 迎 へられた ので ある。 
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種彥の 草双紙 は とりどりに 讀 者に 迎 へられ 熱心な 種彥フ アンが 多かった が、 その 中で 殆ん ど犴氣 沙汰で 牢々 の刊 

行 を 期待され たのが 「諺 紫田舍 源氏」 である。 「田 舍 源氏」 の 成功 は種彥 其の 人の 作家と しての 條件、 また 共の 作と 

時尙 とに 亙る 條 件の すべてが、 最も 都合よ く 一  致した ためで ある。 もし 種彥を 生れな がらの 草双紙 作者と いふなら 

ば、 更に 一歩 を 進めて 「田舍 源氏」 を 書く がた めに 生れた 種彥 であると いってよ い。 

糚彥の 全 創作 は 殆ど 「田 舍 源氏」 のた めの 試作であった とも 見られる。 いな、 近世 風俗 史家と しての 彼、 また；： 儿 

fi 文擧 研究家と しての 彼 は、 皆 「田舍 、源氏」 の 作者の 彼に 合流され る。 彼の 研究 も 道樂も 一 切 を 擧げて 「田舍 源氏」 

の 制作に 集中した ともい へる。 また 武士と しての 彼の 品格が 「田舍 源氏」 に 多大の 成果 を與 へた こと を考 へねば な 

ら ない。 

武士と しての 種彥 は、 通稱 高屋彥 w 郞、 姓 は、 源、 名 は 知久、 小 普請 組の 旗本、 祿 二百 俵 を 食んだ。 性質 は 至って 

几帳面で、 日常の 生活 は 一 事 を もな ほざり にしなかった。 其の 頃の 敎養 ある 靑 年が 然る 如く， 彼 も 早くから 狂歌 を 

舉び、 川柳 を學 び、 また 國舉 を擧ん だ。 其の 妻 加 藤氏 は實に 國擧者 加 藤 宇 萬 伎の 孫であった。 妻 また 多少の 文字 あ 

つて、 種彥の 著者の 校合に も 努めた Q である。 

種彥は 狂^の 號を 心の 種 俊と いった。 其の 社中に 本名 洚四郞 を 名 乘るー 一人が あつたので、 人々 は 他の 一 人と 區別 

する ために、 種の 彥と 呼びな した。 種 彥の號 はこれ に 基づく。 また 柳亭 とい ふの は、 其の 父が、 若い 種彥の あまり 


に疳 癖の 強いの を 戒めて、 「虱に H< 窓 はられて 睡る柳 かな」 とい ふ 句 を 示した の を 心に 銘記す ろた めだと いふ。 

其の 種 彥が元 跺文擧 の 愛好から、 つい 筆 を 戯作に とり 出した ものの、 その 好む 歌舞伎 狂言 も、 淨瑠瑠 も 浮世草子 

も、 讀 本の 模範と して は 不適 當な るが ために、 其の 方面で はつひに 名 を 成す ことが 出來 す、 草双紙に 轉換 したので 

あつたが、 惠 まれた 諸條 件が、 彼 をして おしもおされもせぬ 草双紙 作^に してし まった ので ある。 

しかし それ 等 はもと より 短篇 小說 ともい ふべき 讀 切合卷 であった。 「；. i- 本 製」 も きもので は あるが、 これ は矩篇 

を 一 つの 體 裁の 下に 粱め たものに 過ぎない。 

長篇 物、 綾 物と して は 「^ 舍 源氏」 が はじめてであった。 細心な 種彥 にあって は、 それに 裔 手す るに 當り、 處女 

作 「鱸^ 丁 W 砒 切味」 刊行 當 時の 記憶が まざまざと 蘇る ほどの 焦慮が あったらう。 

「田舍 源氏」 初 編 刊行の 文政 十一 一年の 文壇の 情勢 は、 「青砥 切味」 刊行の 文化 八 年との これと は 非常な 相 異がぁ つ 

た。 京 傳三馬 はすで に 故人で ある、 草双紙に 於け る秘彥 の 好敵手と して は 馬 琴が あるば かりであった。 讀 本の^ 琴 

が、 また 草双紙の 世界 を 二分して 一 を 保つ もの は 草双紙と 讀 本との 交渉の 密接 を 加へ た 結果であった。 それが また 

長篇 草双紙の 發生 する 原因で もあった。 わけて 馬 琴の 構想 文辭 は、 讀 切合卷 の 短篇 物よりも 長篇 物に 便せ： が あった。 

これ 馬 琴が 「金毘羅 船 利 生纜」 「倾城 水 滸傳」 を 出す 所以で ある。 「利 生纜」 の 女 氣の少 さは、 女が 多く をい：： めた 

草双紙の 讀者 層に は 勿論 不 向であった。 其の 不評判が 「傾 狨水滸 傅」 を 書かせた ので あるが、 種が 支那の 「水滸 傅」 

だけに どうしても 堅苦しくなる。 馬 琴の 苦勞は 大方ではなかった。 秫汔の 一田 舍 源氏」 は その 虚に乘 する もので あ 

る， もう 時の 大 まの 作に 隨從 して 當りを 僥倖す る 處女作 時代の 糚彥 ではなかった ので ある。 作 中の 人物と して 女の 
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數 からい へ ば 他に 類のない 样 多く、 堅さと い へ ば 殆ど 無い といっても よい 「出 舍 源氏」 の 出現に 會 して、 馬 琴が や 

や 狼^の 色 を 兒せ たの も 無莉 はない。 殊に 「源氏物語」 の 草双紙 化 は、 嵇彥 にあって は 甚だ 都合が よい。 ^に 心掛 

ける 品の よさ も 最も 多く 期待され るし、 原作の 單 調が 脚色の 複雜を 加へ させる 餘地は 多い し、 わけて 元 it 期の 歌舞 

伎に 淨 瑠璃に、 また 浮世草子に 其の 翻案の 範を 示す のも少 くない こと は、 いやが 上に 彼に 便宜 を與 へる もので あつ 

た。 

その 時代 を來山 時代の 武家物に 移した ことが、 時の 大奥の 華やか さ をも旁 驚せ しめて、 讀^ をして 勝手な 想豫を 

懐かせる やうな 意外の 儲け もの もあった。 さし 繪 としての 大奥の 世界に は 珍 器 奇物を あしら はせ る だけに、 彼の 近 

世 風俗 の 研究 は 少なから す 役立った。 その はじめ、 せめて は 紅葉 賀の卷 ま でと 小心 翼々 の 態度 で 書いた こと はいつ 

か^しい 夢と なった。 須 磨の 卷の 源氏の 君の 佗 住 ひ、 古い 狂言の 敵を僞 るた めの 都落ちの 趣向 をう け 入れて 書き か 

へた 後に は * もうこれ までの 試作と もい ふべき 舊 作の 趣向 を篏め 込む 必要 もな くな つた。 今 はた ビ 本文 を 忠實に 翻 

譯 して ゆけば よいまで になった ので ある。 驚くべき 「m 舍、 源氏」 の 成功で ある。 馬 琴が 機會 ある 毎に それに 難^ を 

つけよう とする の も、 彼の 嫉妬と して さも ある べきであった。 

しかし、 いかに 本文に 忠實 であっても" 近世 風俗の 考證の 結 栗 をと り 入れる ことに 熱しても、 依然として 讀 おに 

飽かる る やうな 失策 を あへ てす る秘彥 ではない。 勿論、 天 保 度 は 驚く ほどの 學 1： 的 要求 はあった にしても、 それ を 

力に 0 家の 興味 を讀 者に 無理 强 ひに 强 ひょうと はしない。 彼 は 飽くまで 戯作の 大道 を 心 $ てゐ る。 戯作の 大逬と は 

何ぞ。 其の 說き あかし は、 前に 引 ffl した 仙^ あての 手紙の 中に ある。 
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しょせんが 唐本 を 見た る 人が 繪 ざう しは讀 ます、 よし 讀 みたり とも * 千 人に 一人な り 掛本 はこん な もの 力と 

だまして おけば それでよ し、 落しば なしで も繪 草紙で も。 

t 人に ほめられ、 一 人に 笑 はれる は、 實は下 乎 なれ ど 利 は 得るな り。 九 人に 笑 はれ 一 人に ほめられる は、 實は 

上手 なれ ど錢に はなら す。 

こ IL は 「水，^」 の 翻譯に 就いて 仙^に 示した ものであるが、 跺 彥は 此の こと を 「源氏物^」 の 翻案 ^自己に 對 

しご <• ま うとした ので ある。 錢 になる。 ならぬ は讀 おの 多く を骤 ぎと める 繫ぎ とめない とも 換ー 一目され る 苦で ある。 

種 彥.^ 自家の 與 味に 忠なると 共に、 請 者の 多く を 失 ふやうな 愚直 はしない。 いふと ころの 下手と 上手との を 巧 

みに 縫 ひ 進む ことが 出来る。 それ も その 細心が させる 筆であった。 

^して 「田舍 源氏」 は讀 者の 多く を惹 きつけて 之 を 熱狂 させた。 草双紙 界 未曾有の 壯觀 であった。 しかし これ あ 

るが ために、 ^保 改革の 犧牲 ともならなければ ならなかった。 

「田 舍 源氏」 の 述作の ために 武家と しての 高屋彥 郞も 叱責 を 蒙 る ことにな つた。 これ 殊に 小心なる 彼に あって は 

堪へ 難き 苦惱 である。 時 これ、 天 保 十三^、 齢 まさに 六十 歳 • 戯作 奢 生活に 入りて 以來 一二 十五 ハキ、 共の. 水き 日 を 顧 

みて 彼 は 長歎せ ざる を 得なかった。 「山令- 源氏」 の 初 編 刊行 後 十四お ひたぶ るに 噔ぃ行 燈の火 を も嵇き 立てながら、 

どうかす ると 夜 を さへ 徹して、 遲筆 を呵 して は 推敲に 推敲 を 加へ、 初 稿 を 書き をへ て は、 下緖を さへ 描き、 それに 

本文 を 書き込み (揷 緣參 照) それ を 板 元に 渡し、 板 元から 廻って 來た繪 に また 註文 をつ け し、 漸く 刷り 上った も 

の を また 校合 をし、 手 救に 手數を 重ねて、 さて， に 新装の^ しい 繪 草紙 を 出版して、 編 を 重ねる こと を 一途の^ し 
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みとし、 漸く 一二 十八. Is し g 今、 1^. ナ 

と を戲 作者 疆は 如何に 口惜し i つたこと であらう。 f  /ままて もう f」 でけ る ことが s 来ない こ 

「I 柱」 g 卷を讓 しさ 二十 焱、 a 本文 だナ 1 おき， 5 

蒙 稿〕 これ も 世に出す ことが かな はぬ か、 i^HH  (口 ill 

二つ i に、 I 彦 I し？  i 病 I 倒 う。 a 

fr-  3  r  <f  ^  病中 早くも^^ I を 乍つ り./。 

散る ものにさ だまる 秋の 柳 かな  S 卞を作 一/ 

また、 

W も 秋 六十 帖の なごり かな 

とれに ははし 書が ある。 

「源氏の 人々 の 失せた まひし もナ、 かた 秋な り」 

とい ふ。 观 して g 秋に つ ひに ず」 去った 

屑の 悲嘆 は If のであった。  いへ 「I 源氏」 に殉 じたと もい へる。 時 §1 

JK 保 改革の 凄じ さも 漸く 下火に  一 i 了 }},1ョ： 

ゆかり ひなのお.？. k  ^  o/b-fl  -  d^^^^^HV  vy»  ニニ し 一き- J 

A 緣鄙 廼俤： j を 出版し、 つ 2 よま！ ナ E ま  i 三十き を 切りと まざいた 形式で 「梨 

j  < レ， さの 筏を辏 けて 高評 を 博し、 其 他 q 镇乍育 U  ノ こ， 、 . 

草双紙 作家 を^ら す 格と いっても よ 、。  ^他の I 作 42=3 したと とも、 死せ る極彥 が 生ける 群小 


「m 舍 源氏」 が 「源氏物語」 の 輪廓 を藉 りる と共に、 かっての 日の 作品の 殆どす ベて を篏め 込む ことに 於いて、 草 

双^ の 複雜性 を 加味して ゐる こと、 殊に 「繪操 一 一面 鏡」 「一 一 箭裂手 細 之 紫」 「蛙 歌^ 土手 節」 「關^ 小 六 昔 舞臺」 の 趣 

向が 重き をな し てゐる こと * それが 何故 に 然る か を 吟味す る の は、 種彥の 作 M を 決^す る の 必耍條 件 の 一 つで ある。 

しかし、 また 一 度 r 田舍 源 氏」 に 綜合され たもの がまた 分岐して、 別 様の 草双紙 を 成立させる 過程 を考 へる こと は、 

M に缺 くべ からざる 條件 であらう。 すな はち、 「 m 舍 源氏」 と 「邯鄲 諸！： 物語」 との 關 係が 一 つの 問題と なる。 

糚彥の 「田 舍 源氏」 を 書き出した はじめに は、 三十 八 編まで を 害き つづけようと は 思 ひも 寄らなかった。 そこで 

原作の 「源氏物語」 の 筋 をい くつに も區 切って * 第 一 次、 第一 一次、 それ がをはつ てから 第三 次と いふ やうに、 實は 

前お と 後編 また ^編 續續編 を かく やう な 態度 をと つた。 後から 考 へれば 要な き 用意に せよ、 當 時の 事情 殊 に 出版の 

事情が さう させた ので ある。 しかし、 此の 手法 は種彥 にあって は、 ひた 押しに 押して ゆく 長篇 物よりも 得意で あつ 

た。 r 田舍 源氏，^ に 於いて は、 此の 手法 は强 ひられた 形でした だけに、 彼 は 進んで 心 ゆく ばかりに 其の 技倆 を發 揮し 

たいと 冀 つた。 「諸阈 物語」 は 大方 斯うい ふ 意 阖 の 下に 書き はじめられ たので あらう。 

「諸國 物語」 は 無論 事件 發生 の國 どころ を 異にし た獨立 の 物語 であるが、 多少 の 連鎖が ま た 各 編を繫 いで ゐる。 s 

へ ば 秘彥の 好きな 俳諧の 即 かす 離れぬ 形で 出来て ゐる。 これ 實に種 彥の覘 ひどころ であった らう。 

「諸阈 物語」 の 初 編 s 行の 天 保 五^に は 「田 舍 源 氏」 は 十一 編 を 刊行して ゐた。 翌六年 二 編 刊行。 十二 年に 七 編 八 
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編 を 出して を はった。 一田 舍 源氏」 三十： れ、 六、 七 編 刊行の 年で あろ。 初 編 以後の 「田舍 源氏」 と 殆ど 雁行し て^に 

出づる 「諸！： 物語」 と は、 題 村に 於いて 共通の ものが 多い。 しかも その 多く は 「田舍 源氏」 の 二^煎じであった。 

一度 HI を 通せば それと 知られる 「田舍 、源氏」 の IS 磨 明 石の あたりと、 「諸阈 物語」 の播 磨の 卷の 如き これで ある。 

光 氏の 須 磨に 移り 住んで 敵 を 謀る ことと、 淺香逸 之 進が 室の 遊廓に 隱れて 策謀す る こと 全く 相 同じい。 しかも こ 

こに 注意し なければ ならな いのは、 此の 搽 磨の 卷が、 近 松の 「鏠權 三 m 帷子」 を 丁寧に 飜 案して ゐる ことで ある。 

種彥 はしばし ばに 其の 淨 瑠璃 を 「田 舍 源氏」 に 利用して ゐ るが、 未だ. 播 磨の 卷の やうに その 筋 立 を 精し く 扱った も 

のを兑 ない。 先に 「源氏物語」 のために 輕く极 ひ、 今度 は 近 松の 淨 瑠璃の ために 重く 极ひ 直した の だと 考 へられる。 

ひとり 播 磨の 卷ば かりで なく 「諸^ 物語」 に 於け る 近 松の 戯曲の 极 ひに は 大體 さう いふ 傾向が ある。 

r 邯鄲諸 瞬 物語」 の はじめの 名 は、 r 械汔 諸阈 物語」 といった。 基づく ところ は、 「西 鶴諸國 ばな し」 また 「其碛 諸 

國 物語」 にある。 題號 すでに 然る 如く、 取材の 西 鶴 其磧、 殊に 西： t の 作品に 摅る ものが 多い。 その 多く は 依然と し 

て 「田 会-源氏」 の 二^煎じ か、 でた ければ それに W 所 を 同じう する ものの 飜 案であった。 しかも その 极ひ はな ほ 近 

松に 於け るが 如く 西 鶴の 骨法 を 一； 小す に專ら であった。 着服お のづ から 「田舍 源氏」 に 於け る 場合と 遠 ふ。 また 若い 

糨彥の 「奴の 小 萬 物語」 「淺 II 嶽面影 草紙」 などの 扱 ひぶり とも 逮ふ。 そこに 糨彥の 西 鶴に 於け る 理解の 成お と 利 W 

の迆 * とが 認められる。 

かくの 如くして、 晩年の 種彥が 「源氏物語」 に即 くことの 度 を 加へ る を 知る と共に、 また 西 微と近 松と にも 其の 

ffi を 加 へ る ことが 知られる。 「源氏物語」 の尊茧 はまた 更に 新に 近 松と 西 鶴との 尊^ を 伴った ので ある。 「田令， 源氏」 


と 「諸圃 物^」 の 雁行 を^へ る 事の 面白さ は、 かかって 1 にこ こに ある。 「大和の 卷」 と 近 松の 「心中 宵 庚申」 また 

西 鶴の 「新 可笑^  - の 「市に まぎる」 武士」 など を對讀 する こと は、 けだし それ 等 相互の 關係を 最も 容易に 認めさ 

せる もので あらう。 勿論 絀 かい 部分の 對比を 問題と する ことになると、 西 鶴 近 松の 作品の あれこれ を 隨 所に 參 照す _ 

る こと を 要し、 しかも 共の 藉り川 ゐられ たもの の數の 意外に 多い のに 驚歎す るで あらう。 (了) 

(昭和 六 年 十 一 = 「日本 文學 講^」) 
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爲永春 水 研究 ，  ， 

自分 は 世の 文人と 勝 乎が 遠 ふ、 とい ふの が 春 水の 口^であった。 忙しい 本屋 稼業の ほんの 片手 II に、 女子 佻の 讀 

み 物 を 書く とい ふの も、 所詮 はかせぎ のた しにしたい だけの 話、 士君子の 鑒を どうす るな どの 野心 は ゆめ さら 持つ 

てゐ ない、 從 つて、 筋が 立たぬ の 假名 遣が 違 ふのと いふ 非難な ど は、 お 門 違 ひで ある、 と 機 合の あろ 度に 著作の 中 

に 述べて ゐる。 友人^も 春 水 作品 の 序跋に 於いて これ を 記して ゐる。 この ことが^ 水に とって 大^な 保護色 で あ つ 

た。 彼 は 二世 楚滿 人時 代から、 文名す でに 定 つた 「梅暦」 以後の 時代まで、 この 保護色で 身 を 守って ゐた。 

舂水 はまた 別の 保護色 を 持って ゐた。 門人の 代筆、 代作の 利用で ある。 彼の 友 文 狂亭賴 丸が 「寢覺 之 繰言」 の 序 

の 中で、 「殊に 年." <數 十 部を述 ぶる が 中には、 門人に 委ね^き しも 多な りき」 といって ゐ る-: "n 葉 は、 どの 稃 度まで 割 

引して よい か 知らないが、 眞實の 代作と 共に、 代作の 保護色 を. 假 りて、 作の 不手際 を掩 はう とする 場合 も少 くな か 

つたら う。 「春色 辰已 園」 にい ふ、 

以前 楚滿 人と 呼ばれし 時 は、 多く 門人に 筆 をと らして 自作の 草紙 稀 なれば、 巧拙と もに 本意に あらす、 梅展ょ 


ひ， 以來は >  寳に予 が 手に 綏り しもの なり 云々。 

ま た 「春曉 八幡 佳 年」 の 序に もい ふ、 

予 この 故に 街 談^ 說の淺 々しき を 題と して 鄙悝 俗言 のた は ひもな き 草紙 を綏 る事廿 华來、 楚滿 人たり し 山 住よ 

り、 三 歳 兒の敎 に 淺瀨を 渡り 覺て、 四 澤に滿 る 春 水と 改名し、 「東の 春雨」 を 著して 以來、 更に 鬥 人 友人の 筆 を 

借す、 拙し といへ ども 自作 を愛翫 せられて、 書賈 も閉ぢ たる 草 朥を問 ふ事舊 日に 倍す 云々、 

「梅暦」 とも 「春色 東の 春雨」 ともい つて. 傳 へる ところ は 一 つで ない が、 いづれ にしても、 これ 等の 作 を 出 板す 

る 頃 は、 春 水の 得意 時代であった。 おしもおされもせぬ 江戸 人情本の 作者に なりお ほせて ゐた。 相應の 自信が 眞作 

を 看板に させた。 今日の 眞作を 保設 する の は、 昨日の 代筆 を保證 する ことで ある。 今から 顧みて みづ から 拙劣な り 

とする もの を-代筆であった からの 一語に 託する ことが 出来る。 彼 は 依然として、 あの 保護色 を 利 川した ので ある。 

名聞の ために、 架签の 人物 を 門人と して、 著作の 上に 陳 ねる のが 當 時の 戯作者の 常であった。 春 水の 楚滿 人時 代 

にどれ ほどの 門人が あつたか、 また 彼の 名を署 して ゐる 作品の どれが 門人の 代筆で あるか は、 眞相を 索る に闲 難で 

ある。 しかし 門人の 代筆と ともに * 先達の 代筆の 存在 もた しかで ある。 先達の 代筆、 これ は 首 葉と して ふさ はしく 

ない。 卒直に 春 水が 先達の 作 を剽竊 したと いった 方が 早い。 補綴と いひ、 校訂と 名乘 るの はま だし ほらし い。 未刊 

の 稿本 を どこから か 手に入れて、 殆ど その ま、 に 自分の ものと して 公に したの も少 くなかった らう。 

馬 琴の 舊作を 、 斷 りなし に增 補して は 新 板ら しく はせ かけた 書埤 がかな りに あった。 馬 琴 は 例の 口 やかましく^ 

つて ゐる。 しかも、 彼 はこれ を 以て 春 水の 餘 毒に 歸 して ゐる。 「畢竟 爲永舂 水が 恣に 予が舊 作の よみ 本 を， 或は 書 
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名 を 改め 綉像を 新に して， 人の 爲に再 板 再 刷を揣 りて 遂に 此毒を 流せし 也」 * かう もい つ てゐ る。 养水 にしても 昨の 

非なる こと は辨 へて ゐ たらう。 「梅暦」 「春色 東の 春雨」 以前の 作の 多く を 代筆 代作と いふ 中には、 かう いふ^ 惡を 

も轉 嫁す る 意がない と は、 遽に斷 じ 難い。 

越前屋 長次郞 とい ふよりも、 本 長と か、 眼 長と かの 譁 名の 方が 通って ゐた 彼、 貸本の 大風呂敷 包 を 背負 込んで お 

得意 廻り をして ゐた 彼が、. all の人氣 作者に を さまる までの 苦勞は 並大體 ではなかった らう。 暇 さへ あれば 商資物 

の 貸本 を耽讀 する、 得意 廻りの 途中 も、 ル. きながら 讀 んでゐ たとい ふ 熱心ぶ りが、 後日の 成功 を將來 した こと を 忍 

へば、 彼 もまた 立志 傳 中の 人物と いへ ない こと はない。 文 溪堂舊 板の 兩面摺 一枚 物の 外題 鑑を、 ともかくも 一部の 

書に 增盯 する ことが 出來 たの も、 以前からの 涉獵が あつたれば こそで ある。 分類 もお ぼっかな く、 批判 も あやしい 

「增補 裨史外 题鑑」 では あるが、 馬 琴 ほどに B 倒せす ともと 思 はれる。 よくも 彼の 男が かう いふ もの を 編^す る や 

うにた つたと、 少し は 同情の 眼 を 以て 見て や つても よく はない かと S はれる。 

一 わたり は小說 類に も： M を迎 した 彼 は、 その 知識 を糧 にして i| 談師 伊藤 燕 f の 門に 入って、 爲永 正. 輔 と名乘 つた 

が、 これ は 全然 失 肷にを はった。 戯作者 を 志して、 式亭 n 一馬の 弟子と なって、 三鷺 と號 して、 草 雙紙は 作って みた 

もの k 兄^子の 馬 笑、 三 友、 三 孝 等の 目 白 おしに は、 一寸お 鉢 は 廻って 來 さう もなかった。 振 騖亭の 名を櫞 いで、 

二 ^振 梵亭と V つてみ たが， これ も 思 はしくない。 そこで 二 代 HE 南 仙 笑 楚滿人 を名乘 つた。 丁度 度 仲 問の やうな は 

かない 道 を 歩いて ゐる ところに、 幾分 かの 當り をと つたの が 「明 烏 後 正夢」 であった。 瀧亭鯉 丈との 合作で ある。 

鯉 丈 は 文政 s;^- に 初 編 だけ を 刊行した。 その 七 年に 春 水は鲤 丈と 共に 五 編まで を 完成した。 世^の 歡迎 は、 ^水 を 


L て その發 端に 當る 「敎 訓郭単 • の ^雲」 を 作らせた。 楚滿 人の 名が 漸く 世^に 認められ たので ある。 

こ、 までに 達した ので さへ、 彼と して は、 せめても の 成功であった。 金 も 欲しい、 名も寶 りたい に、 ^り 拔 いた 

彼 は、 この に 馬 琴 等が 指彈 する やうな 不德を 胃して ゐ たので ある。 これ も 彼に いは すれば、 世の いは ゆる 文人な 

らぬ 身の、 境遇 やむな きに 出 づと辯 W する ことで あらう。 その 辯 解に も、 一分の 理が存 して ゐる やうで ある" 

「梅暦」 または 「東の 卷雨」 以後に は 門人の 代作がない との 斷り は、 その 言葉 を その ま、 に 信じて はならない。 一 

部分の 代筆 は 許容 するとい ふ條 件を附 けて おく ことが 必要で ある。 H< 保 九^、 十^の 作で ある 「梅の 春」 に は、 ^ 

が 危難に 遭 ふところが ある。 第 十二 回で ある。 春 水 は、 第 十三 回に 於いて、 次の やうな 言^ を 添へ てゐ る。 

作者 曰く、 此の 書 一 ー篇 E 下の 卷半册 十二 回の K は、 尼の 夢と 心得 給へ かし。 彼の 十一 一回の 末に、 夢と いふ 事 を 

つ 一 けんぶつ  はらぐ み ふでと り 

看官 に^げ 奉らす、 文 段に も 夢ら しき 體 を^ら ざり し は、 腹 镐 と 執筆し 門人の 行 違、 校合の 誤りに て、 數十秘 

の 新 板 故、 全く 春 水の 麁漏 によって なり、 御 愈 辰の 諸君、 宜しく 見 ゆるし 給へ と 願 ふ ものな り。 

春 水 は 股 稿 を EI 人に 告げる。 門人 は その 意 をう けて 筆 を 執る。 代作で ない とい ふ もの.^、 少く とも ある 回、 ある 

段、 ある 齣に は、 春 水の 筆で ない もの も、 混って ゐる こと は考 へられる。 この 關係 を^に 明瞭に 語る もの は、 ；大保 

九 年の 「祝 井 風呂 時雨 傘」 である。 大 坂の 注文に 應 じて 三日の 間に 書き上げ たとい ふこと であるが、 一部 九 卷とは 

よく 間に合つ たものと 驚かされる、 作者 自身が 斷 つて ゐる やうに、 一一 m 槳書 を江戶 風で 通し、 二 組の 狂 一！ 一一：； を 一 つに 組 
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合 はせ たとい ふだけ の 便宜で は 骨が折れさう である。 この 急 作 を 全うした もの は、 門人の 代筆、 また 加筆で ある。 

柳 水の 補、 泰鶯、 春 友の 校合と いふの がそれ である、 この場合 は、 「梅の 春」 の 校合より すっと 徹底して ゐる ことが 

考 へられる。 春 水 は 校合 を てつだ ひと 訓 ませて ゐる。 手傳 ひの 範圍、 程度 は どこまでの ことか 分り かねる が、 今の 

校正ぐ らゐの 仕事で ない こと だけ は 明で ある。 あの 「八幡 佳 年」 でさへ、 卷 によって は 某の 校合、 某の 補と 名 を 明 

にしる して ゐる。 

春 水が 自作と いふの は、 代作で ない とい ふの は、 まづ 大綱 を 腹案し、 その 大部分 を 書き さへ すれば よいと 考 へて 

ゐ たらしい。 その 細部 は 門人に 委ねても さし 支へ ない ものと して ゐ たやう である。 彼と I： 人の 關係 は、 いは ビ 歌舞 

伎 狂言の 立 作者と 助の 作者の 關 係であった。 彼は少 くと も 一部の 人情本 を 書く こと を、 通しの 狂言 を 書く つもりで 

ゐた。 剽竊、 補綴で 練った 腕で、 今度 は 門人 等に 自己の 舊 作の ある ところどころ を、 點綏 して、 新作に 仕 立 おさせ 

る やうに 指圖 をしても ゐ たらう。 燒 直し、 仕 立直し は當 時に 於け る戲 作の 常 格であった。 その 對 象に は 自他の 區刖 

をお かなかった。 翻案と 書いて、 かんがへ ると 訓 ませて ゐ るの が养水 である。 彼と 此と、 事 を M じうしても 氣 分が 

遠へば よい、 氣 分が^ じで も 筋が 異なれば よい、 そこの 變 化が 呑み込めない^ は、 歌舞伎の 兑好 者と いふ ことが 出 

來 ないやう に、 人情本の 莨の 讀者 でない。 冋想同 案な ど を、 かれこれ いふの は、 まだ 人情本 道の 何たる を斛 せざる 

者と、 息 まき かねない 彼であった。 「辰： U 園」 の 中に、 通 客の 言葉と して 書いた もの は、 直に 翻案に 對 する 春 水の 意 

見と して 聞く ことが 出來 る。 

しかし、 何 家業 もむ づ かしい もんだ、 此 問文亭 とい ふ 友達が 來て はなした つけが、 女 八 賢 志と いふ 繪木を 狂訓 


亭は 丹誠して 八 犬 傅と いふよ み 本に ならって、 その 始末に 似ない やうに、 そのお もむ きの 似る やうに と、 大ぼ 

ね をお つて こしら へ たら 八 犬 傅に 似せて 書いた と： 百て わるく 評判 をす る 看官が あると いふが、 作^ はおな じ 事 

になら ね へよ ふに" おもむきの 似る 様に， （- とこ しら へ る 苦心 をお も はね へ で 、 似せて こしら へ たとい ふ看官 

はどうい ふ 兄 II で 木 をよ む もの かしらん、 そんなら ばと 言って 何 水 滸傳と 名 を 付て、 水滸 偉に 似せる やら、 

土の 男 を 本朝の 女に 書な をした の は 無理が あっても わからね へと はおつな もの だ。 

「貞操 婦女 八 賢 誌」 笫ー輯 .： ハ卷は 「辰 已閬」 出权の 前ギ、 天 保 五 年の 作であった。 文 巾に 何水滸 傅と いふの は 「倾 

城水滸 傅」 いふまで もた く 馬 琴 の 合卷 で 、 當時 の 當り作 であった。 

三 

丹念の 調^が、 一つの 脚本 を 立 作者の 書いた ところ、 スケの 害いた ところと 區別 する ことが 出来る やうに、 相應 

の 注意 は、 「梅 曆」 以後の 作品の 中で 春 水と 門人の^ ぐせ の 相 異を考 へ させられな くもない。 爲永春 水の 研究 も そこ 

にまで 逹 すれば もう 堂に入つ たもので あらう、 しかし 考察の 多くの場合 は、 むしろ これ 等 を 通じて 春 水の 作風 を^: 

ると いふ ことに 滿 足すべき でな からう か。 彼 も 門人 も、 ^問 も、 皆 一様に 唱 へて ゐた爲 永 流の どんな もので あるか 

を、 彼の 人情本に よって 知る こと を 先と しなければ ならな い。 

「£i 應喜名 久舍」 は 春 水の 序に よれば * 書肆 連 玉 堂 の 嘱をぅ け て 、 ある 稿本 を 校合 袖 綴した こ とに なって なる。 春 

水 補 緩、 阈 直模寫 とい ふ 署名で ある。 天 保 三 ハ 牛の 刊行で ある。 この 刊行の 年が 明でなかった ら、 自分 は 勝手な 推^ 
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を 下して、 秫彥が 天 保 十た 牛に 出 板した 人^本 r 緣結巧 下 菊」 の 模倣で あり、 翻^で あると いひ かれなかった、 袖綏と 

いふの は 例の 欺瞞で あると も斷 じた か つた。 それほどに 一 一 の 作 品 は 似て ゐる。 畫 組まで も 似て ゐる ところが 多い。 

そこから 當然 起る 問題 は、 どうして 種 彥が春 水 を 模倣した かとい ふこと である。 春 水が 種彥の 影響 を 一， 父け て ゐるこ 

とは少 くない。 春 水が 當 時の 作家の 中で、 最も 多く 尊敬 を拂 つて ゐ たのが 種 彥 である 事 實 は、 彼の 著作の 屮 からで 

も讀 むこと が 出来る。 勿論 模倣したり、 翻案した 作も少 くない、 一 々明に 指定す る ことが 出來 る。 それな のに、 「月 

下 菊」 の 場合 は 事柄が 逆に 運ばれて ゐる。 種汔 にも 似合 はない こと をした ものである。 

應喜名 久舍は 翁 草で ある、 菊で ある、 春 水が 速 玉 堂 主人の 嘱を うけた 日が、 丁度 菊の 節句に 常った ので、 この 题 

を附 けた、 尤も 瀨川 如皋 作、 常本豐 前の 正本 「名 酒 盛 色屮 汲」 を 下に 踏へ ての 外題で あると 养水 はいって ゐる。 「緣 

結 W: 下 菊」 の 外題 を附 けた 種彥 は、 みづ から 「月下の 菊と 題せ し は、 菊の 異名 を 翁 やと 呼べば、 月下 老人の 緣語 によ 

りて たり」 といって ゐる。 こ、 にも 明瞭な 關係 があった。 二 書の 出 板 書肆が 共に 連 玉 堂で ある こと も； 汗 意 を ひく。 

春 水の 「酵 I 多滿 宇佐 喜」 は 刊行 年代が 不明で あるが、 ほ^ 晚 年の 作と 推定され る。 中に 子供 等が 緣^ びの 遊 を 

する ことが、 輕 いながら 趣向の 一 つと なって ゐる。 それと 「月下 菊」 の緣 結びが どうやら 關係を 保って ゐる やうで 

ある。 緣 結びの 畫 までが、 一 つ は 阔 貞の 筆、 一 つ は W 直の 筆で あるが、 それ もどう やら 似て ゐる。 

「月下 菊」 の目錄 は、 たと へば 「駕籠で 送る 瓶 名」 とい ふやう に、 牧：^ み 翁 時代の 前句附 である 字 響に よると、 © 

彥は 自註して ゐる、 「應喜 名 久舍」 の目錄 は. たと へば、 「おも ふより いっしかぬ る、 袂 かな 心 を 知る は 淚 なりけ 

り」 などと 和歌 をと つて ゐる。 これまで もまた 考 へさせられる 類似で ある 3 


^の 先 後の 關係、 本 支の 關係は ともあれ、 類似して ゐる 二つの 作 は、 これ を藉 りて、 S 彥と春 水の 好み を 比^す 

るに 都合が よい。 春 水の が 補綴で ある こと は、 必す しも 妨げで ない。 何故かな れば爲 永 流が 依然として、 その 間に 

存 して ゐ るからで ある。 

鎌^の 寳屋に 姉弟の 子が あった。 姉お 菊 は 前お の 子、 *豐 次 郞は後 添の 子であった。 お 菊に 添 はせ るた めに、 上 

方から 半 七 を ひう けて ゐた。 牛 七の 放蕩 をよ い^にして ゐる のが、 後 添のお 猿で ある。 支配人 僞 助と 謀って、 牛 

七 を 追 ひ 出し、 お 菊 を刖家 させて、 豐次郞 を 家督に 据 ゑようと 企んで ゐる。 謀 は 熟して、 半 七 は 勘 常と なる。 ^一 

の 支配人 信^ 衛が 引取る。 鉈 言 を と^って ゐる屮 に、 資屋の 主人 は 病死す る。 あと はお 猿と 僞 助が 勝手の： K 舞、 か 

ねて 武家 奉公して ゐるぉ 菊が たまの^ 下りに も 快から ぬ 事の み を 見聞す る。 一 生 奉公と 覺 悟の 折から *. 意地 惡 のお 

局に 責めさい なまれて、. つ ひに お 暇 を 貰 ふ。 家に 歸 つた あと、 病 氣で寢 こむ、 これ もお 猿僞 助が 惡修驗 者に 調尤さ 

せた ためで ある。 

^兵 衛が 上方から 親 もない 子 を つれて 來て 育てた のが、 今の 寳屋の 手代 幸 助で ある。 幸 助 は^ 主人の 篛を おもつ 

てお 菊 を 庇って ゐる。 その 丹誠で 調伏の 禍を 除く、 病氣も 1! うなる。 お 猿 は 幸 助の 美しい の を 愛でて 挑む、 幸 助.^ 

わざと 柳の 風と あしら ふ。 お 菊 は それ を 知る につけても、 幸 助 を 慕 ふ 心が 深くなる。 しかし、 幸 助 はどうが なして 

かねての 約束 通りに お 菊 を 半 七の 妻に させようと 努めて ゐる。 

信 兵 衛の 孫娘に お 花と いふの が ある。 お 菊と いふ 許婚が あるの を 知りながら、 つ ひに 半 七と 契る。 お 花 はま たん- 

う からお 菊の 心の 屮を 知って  ゐる。  粹を きかせて、 お 菊と 幸 助の 仲 をと り 持つ。 

爲永存 水 研究  五六 五 
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お 猿の 腹 立 は 一通りで ない、 お 菊と 幸 助 を 追 ひ 出さう として ゐる ところに、 上方の 總本 家の 主人が 下った。 いろ 

/\ と II： ひ 訊した はてに、 お 猿 等の 姦計が 露顕す る。 また 幸 助が 自分の 子で ある こと も 分る。 主人 はお^ 幸 助 を 夫 

婦 として 本家に 納め、 お 花 半 七 を^ 家 させて 本店の 後見と する。 

これが 「應喜 名 久舍」 の 梗概で ある。 r 緣結 月下 菊」 の 梗概 はな ほ 短く 書きし るす ことが 出來 る。 もっと 簡 軍な 筋 

で 書いて あるから である。 

鎌會 近くの 金澤に 加賀屋 とい ふ 酒屋が あった。 一人娘お 复は 手代の 幸 助と 契り を こめる、 もう 身茧 になった。 父 

の 砂兵衛 はさう と は 知らなかった が、 一 一人 を 夫婦に する つもりで ゐる。 

お 夏 を 慕 ふ 手代の 鲷藏 は、 巫女に 賴ん で、 犁 とりが 家の 不運に なること をい はせ る。 巫女の 一一 一一 ロ^ を！^ じた 砂兵衞 

は 鎌 食の 米屋 伹 馬屋の 息子 淸十郞 の もとにお 夏 を やり、 淸十郞 の 胤が はりの 妹お 菊 を 幸 助の ために 迎 へる ことにす 

る。 いづれ にしても 幸 助に 跡目 を嗣 がせる のが、 かねてからの 腹であった。 

淸十郞 の 母親 は、 仉 馬屋に 嫁く 時に、 先夫の 子お 菊 を 里に おいて 來た。 お 菊 は n 十く から 武家 奉公 をして ゐた。 從 

つて、 これまで 義理の 妹 を 見る 機が たい 淸十郞 は、 一目 見ての 戀 となった。 幸 助と 僞 つて、 お 菊 を 誘 ひ 出した。 一 

方 加贺屋 では、 お 夏に せがまれて 幸 助が 駅 落した。 二 組の a 落が 偶然に おち 合った。 h の 話が 通じて、 お： 哀幸 肋、 

お 菊 淸十郞 の 一 一組の 夫婦が 出來 上る。 

「緣結 月下 菊」 のどん な 動機から 作られ たかは * ^彥の 自記に よって 知られる。 娘が 總 草紙の 人名 を 書き 拔 いて 緣 

結びの 遊び をした。 現在の 人の 名を玩 びに する のより はよ いと 兒てゐ る 巾に， 累と光 氏、 紫と 與 右衛門、 お 夏と 幸 


助. お 菊と 淸十郞 などの 組合 はせ が 出来た。 これ は 面. in いと、 お 夏、 お 菊の 夫た が ひ をと つて 趣向 を 成した といつ 

てゐ る。 ぉ夏淸 十郞、 お 菊 幸 助 は 口にも^ にも 慣れき つて ゐる。 それ を わざと 逸した のが 趣向で ある。 種彥の 求め 

るの は 新奇で ある。 お 花 半 七 はお 夏 淸十郞 より 一層 耳に 親しい。 それと お 菊 幸 助 を 組^ はせ て、 この 二 紐が どうな 

るか を 案ぜ させながら、 おちつく ところに 落ちつかせ たのが 春 水の 趣向で ある。 舂水は 飽くまで 世間の^ つて ゐる 

もの を 尊重して ゐる。 

種彥 はまた 「緣結 月下 菊」 の 中には、 「心得 違の 人 は あれ ども 罪すべき 惡人 なし、 襤母^ 千の 中睦 しく 言 ひ 約 

來せ しのみ なれば、 全くの 人の 妻に 心 を 懸けし 者 もな し、 お 夏が 嫁 楽の 歎ち 言 は 娘心の いぶりに て、 死なん と 思 ひ 

し 人 も 無く、 氣 分の わるい は姙 病に て、 病人の 事； 史に なし」 と 自記して ゐる。 a 記の 筆 は、 また これが 今の 人情本 

の 流行で ない とも 書いて ゐる。 

「應喜 名 久舍」 の 趣向 は 姦通、 呪叽、 繼 母の 憎み、 病氣 などに よって ゐる。 種 彥の言 葉 は、 それ 等 を 避けて 別に 憨 

向 を 立てた とい ふ 事に もとれる。 「應喜 名 久舍」 を 模倣した ので はない が、 訂正して 見た、 それが 「月下 菊」 である 

とも、 とれない こと はたい。 それ は それと して、 種彥が 何故に それ 等の 要素 を 避けた か、 品の よさ を 欲した、 と斷 

言しても よ い。 

品の よし 惡しは 春 水の 關 はると ころで ない * 欲する の は 面白 を かしく とい ふこと、 た^こ だけで ある。 「娘 御 

方の 看 もの なれば、 入 組す じ は 好ましから す、 たに やすらかに 讀 やすく、 重 一一 目 も かた 一一 一一 a も^ 痴が 根本の^ 草紙 なれ 

ば 恥と はならぬ 君子へ は 見せぬ 覺 悟の 新 題 もの」 と 「應喜 名 久舍」 の 序にい ふの は、 その ま、^ の 人^本 觀 であつ 

S 永 春. ^研究  五六 七 
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た o 

お i もお 菊 も 約束の 夫を變 がへ せねば ならぬ 1 目に 陷 つた 時、 武家の 作法の 空 弔に 倣って、 名前 紙 を 人れ た乘物 

だけ を. 〔达 つたり、 お 菊と お 夏が 名前 をと りかへ て、 表 向の 緣談 のみ を 調へ たな どの 趣向 は、 n§ のよ い 限りで は あら 

うが、 春 水な ど は 理に墮 ちす ぎる と 思つ て , 決して 合點 はしな からう。 

^落の 一 一組が 落 合って、 互の 女 をと りか へたの は、 ：！ じる しの 笠が 似た ためで あるな どの 趣向 は、 「笠が よう 似た 

菅笠が」 の 唄を活 した 譯 では あるが、 誰も 彼 も： i 彥の やうな 元 祿 狂で はない。 浮れ る ものなら、 富 本の名 酒^ 色 中 

汲 さとい ふやうな 人々 を、 はじめから 相手に する のが 春 水であった。 

お 菊お 夏が 落 合った 後、 二人 は睦 しい。 「風呂 も 一緒に、 髮も對 と、 更に 苦勞 のな き 様な り」 とのみ 書く 槌 彥の品 

よさと ひき かへ て、 お 菊 を 幸 助に とり 持つ 痴態 はどうで あらう。 しかし、 半 七に いひよ るお 花の 艷情 と共に、 「應害 

名 久舍」 の讀 者の 最も 喜ぶ ところであった らう。 

r 應喜名 久舍」 は 決して 作の すぐれた もので ない。 また^ 水の 筆との みは 思 はれない 。門人の 一人の 稿本 を、 奍水 

みづ からがい ふやう に^ 綏 した かも 知れぬ。 それだけに 春 水 張で あり、 爲永 流で ある。 作の 巧拙 は 別と して、 爲永 

流 を 知る 上に は. 使 宜 であらう。 特に 「緣 結：^ 下 菊」 との 比較 はな ほ 一段の 便 {且 を 加へ てゐる やうで ある。 

四 

春 水の い つも 考へ てゐ るの は. 自分の 好みに な づ ますに、 世 M の 好みに 順 ふ 事で ある。 御最 m の 御意の ま、 と は， 


腹で も 思 ひ、 あら はに も 口にする 言の葉で ある。 

考へ 出される の は、 「辰已 園」 の 屮で封 £ 間 Q 一人に いはせ た 春 水の 評で ある。 

イエし かし 何 ごと も逑 次第な もので ごぜへ ます、 今 被 仰 本の 作者が か ゐた梅 ごよ みなん ぞと いふ もの は、 中 本 

始まって 以来の 大 あたり ださう でございますが、 狂 訓亭爲 永 春 水と いふ 名 は 梅暦と いふ 外題 ほど は看官 がしら 

すに しま ふから、 大略 夢中で よむ とお もや ァ、 すこし 惡ぃ 所が あると、 へ ン楚 滿人改 狂訓亭 か、 この 作者 はお 

らァ 嫌ら ひだなん ぞと いはれ るから、 なん でも 愛敬が なく ッ てはいけ ません。 

この 愛敬が 春 水の 號を も、 四 澤に滿 る 御 屑 を 願 ふが ためと 披露 させた ので ある、 作 中の 人物、 わけて 遊女 >  藝 

者、 ^^など に^に 同情の 輋を吝 まなかつ たの も、 この 愛敬で ある。 

「八幡 住 年」 の 第 九 回、 彌三郞 と S 者秀 八の 口 說の あと、 後刻 を 約して^ らうと する 秀 八に、 彌三郞 は 金 を與へ 

る。 後に 會 つた 時 何 かの 咄しを 仕様が、 マァ これ を 先へ もって 柱て 何 かの 都合 をよ くして 置て くんな とおが いふ。 

なぜ h を かしい ね H と 女が いふ。 ナ 二 サ佥で どうかう 言 ふで もない が、 マ ァ 一 時 も 卑 く 座敷 を にげて 來る やうに す 

るに も、 何 を どうす るに も それで 幕が あくやう になら うかと 思って サと 男が いふ。 ぬけ 目ない 男の はから ひに 秀八 

はな ほ 惚れ まさる。 春 水 はかう いふ 場合 を 書いて おいた 後に 次の やうな 言葉 を 添 へ てゐ る。 

そ もく 彌三 郞が秀 八の 氣を 休めん として 金を遣 はす 事い か ビ なり、 秀八 もこれ をぁづ かり 歸る は甚 しき 野卑 

ならす やと、 この 稿本 を 見て 雜 する 者 あり。 予答 へて 云、 これ 人愦に 疎き 批判たり。 凡そ 中 以下の 人の 實葸 を 

はやく 知る は 金銀たり、 別て 川 竹の 瀨に 立身のう へ を 哀れむ は 金 を もてす く ふ を 第一と すべし、 されば とて 人 
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の 誠 は 金銀に て 知る とい ふに も 限らす、 たが ひに 誠を盡 すに いたりて は 不自由 をい と はす、 贫苦 をし のび、 末 

の 松 山 波 こさじと 契る が 眞の實 情なるべし。 され ども それ は 男女と もた が ひに 誠を盡 し 合， 殊に 男 は 身分 相應 

ひ となみ  まこと 

に 女の 力と なって 悅 ばせ、 紋日 もの 日 も 他 並に して 遣して 安堵 させ、 さて その後 は 善惡に 付て 丹心 もしるべき 

のみ、 ^呼人 情の さもしき 事 今 もむ かし もお なじ けれども、 凡そ 君 倾喊の 身のう へ を 何と 推 i りて 客人 は逋ふ 

やらん、 それ^ 女 も 妖女の 身 も その 時 其 日の 勤 料 は 殘らす 親方の ものにして、 半 錢も妓 女の 身に は 付す、 たと 

へ 其 始め 身代 をと りて 勤る も 今 n の雜費 をい かに せん。 それ を 知らざる 人 も ある まじ、 知りつ k これ を哀 はれ 

ます、 女に 立 引せ るな どと はかる 所の 若人 は、 誠に 憎むべき 白 徒な り。 それ 契 愦に誠 は あれ ども 客人に は 丹誠 

なし、 また 誠が あれば 阿房ら しく 馬鹿にされて 情人 扔の 仕送り をす る 事 も あらん か、 よく m 心して 後^ を ふか 

く 女 を くるしま しむるな きを 眞の 情人 男と いふべ きか。 

自分 は 至っての 野暮 なれば 靑樓の 事 を 知らす、 洒落 本のう がち は 柄で ない とい ひながら、 どうかす ると、 「この 作 

者 は 藝者ゃ 女^の 穴 はよ く 知って ゐる」 などと、 作 中の 人物に いはせ てゐる 作者が、 その 方面の 筆を控 へがち にす 

るが 上に、 この やうな 辯 をな が/ \と いひ 立てる の も、 畢竞は 大事な 御^ 屄に對 する 愛敬で ある。 

封 巾 間な どの 場合 はま だう がち を 弄する 自由が ゆるされる。 春 水から いへば 友逹附 合で もあった。 間 じ 「八幡 佳 年」 

の 茶番 の 場所で、 封 £問 壽樂は ま づ 江 島 の 兒 白菊 の 話 をす る。 そして 兒と 沙門の 戀中は これと同じ ことで ございます 

とい ひながら、 櫻 川. E 次 郞と榮 次 を 押 並べ、 鉢 肴に ありし 附 合の 牛 房の 切 小 n を兑 せる。 .3 次郞 はい ま /\ しい 事 

だ、 茶番にまで 遣 恨 を ふくんで" する 事 もね えと 眩く、 と 書いて ゐる。 


春 水 はこのう がち を、 も 一度 r 薙の 梅」 に 於いてく りかへ して ゐる。 壽樂が 梅 里の 供 をして 由 次郞と 一緒に 旅に 

出る とい ふ を 聞いた、 梅 里の 妻お くま は オヤ 左様 かえ、 其 中 へ 名 見 崎 の榮 さん を 入て お前と. E さ んと 嫉妬 をし なが 

らお 出で ならばい 、とい ふ。 壽樂は あまりお 客に なぶられ ますから 止めに 致して、 よし 町 へ でも 參る つもりで ござ 

いますと 答へ る。 その 眞 面目ぶ りに 梅 里 もお くま も 吹 出して 笑 ふと、 書いて ゐる。 

こんなう がち をす る 一方で、 春 水 は 封 £!5 のために 辯す る ことが 多い。 「町人 は 元来 武家 にても 愛し 笸る、 は、 此輩 

常に 滑稽 を かしみ のみ を所爲 とする 様 なれ ども、 こ の 事ば かりに あらす * 萬 事に 決斷 早く 旦那 方の ffl を 足す ことす 

みや かにして 思 ひの 外老實 なる 奴 を 勤め、 如 在なければ 大家の 且那も 大事の m を 賴み遣 ふ 事 珍しから すと 察した ま 

へ」 などと もい つて ゐる。 また 封 e 間が 旦那の 供す る 道中の 様子 を、 さまで 面白から す寫し 出して は、 座敷の 封 と 

常の 封 £ 間の 相 異を說 き 座 持の 苦勞を 示して ゐる。 

今の 由 次郞、 榮次、 壽樂 など はいふまで もない、 たと へば 通客津 藤な どの やうに、 春 水の 作 中には 實 在の 人物が 

少く ない。 それ 等 は 當り觸 りがない 場合 か、 または 面 をお こす やうな 場合に 活躍す る。 しかし、 春 水のお それる こ 

と は、 仇 役たり、 三枚目 役で ある 架空の 人物の 名が、 實在 する 場合で ある。 意識して m ゐた 場合 は ともかくに、 無 

意識の 問に、 幾人 かの 感情 を 害する ことがあった ならと 氣づか はれる。 されば 彼 は 「春吿 鳥」 の 中に ー應の 挨拶 を 

なして ゐる。 

卷屮の 人物 其の 名前の はからす 現在の 人に 的中して、 もしゃ その 人の 事 を 作りし かと 思 はる、 憎しみ^ 度 あり 

と^-を 聞たり、 かなら すし も予が 作の 中 本に 似寄の 御名が あれば とて、 それならん かとの 御 評判 はくれ^ \ 、ゆ 
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るし 給 へ と 願 ふ になん 

舂 水の 愛敬ぶ りの 设 もよ く發撺 される の は >  作 中に 託する 商 賫の弘 めで ある。 仙女 香 は あまりに うるさい。 その 

他の もの もい ろくの 趣向 を 凝して ゐ るが 中に、 面白 いのは 「玉 都 場 仗」 の屮の 銘酒 小 倉 山弘 めの 趣向で ある。 小 

倉 山の 評判 一 しきりの 後に、 弘 めの 圑 扇の 面 {II いこと がまた 一. しきり。 それが 挿繪 にまでな つて ゐる。 紅葉に 御所 

車の 繪 模様、 小食 山と 大く 書いて、 脇に 小く 「今一度 之 御幸 待 南」 と ある。 作 中の 人物の 一人で ある 女房 は圈 扇の 

地 紙 を 集めて 莕 んでゐ る。 小 含 山の も 丁寧に 保存して ゐる。 そこの 主人が その 女房 や 预 りの 娘な どと 一 紡に 茶屋に 

ゆく。 そこで また 持參 した M 扇の 地羝の 品評 をす る。 風が ばつと 吹き散らす。 その 中に 一枚 小 倉 山の が 別 座敷へ 

び 込む。 拾った 若旦^が、 娘 を 見 染める。 いつも 今一度の 御幸 待なん と 願って ゐる。 いろいろの 事あった 後に 願 ひ 

はかなって、 二人 は 夫婦と なる。 

若 旦郫定 之 助と 孝女お ますの 間に、 小 倉 山の W 扇 はかなり に 働いて ゐる。 それが 働く かぎり は 銘酒の 廣吿 はたえ 

す 有効に 提示され てゐる 害で ある。 これほどの 例 はな ほ 一 ニニに と^まらない。 

彼の 人^本が 他から は 誨淫の 書と 題せられ ながら、 自分で 敎訓を I！ 榜 して ゐる こと は、 極々 の點 から 解釋が 出来 

るが、 これ も 愛敬ぶ りな どと いふ： 一目 葉で も說 明され ない こと はない。 

かう いふ 春 水が、 讀 者に 對 して どんな 態度 をと つて ゐ るか。 讀 者の 中の ある 階級、 藝者 遊女な どに は あ、 いふ 風 

であるが、 一般の 讀 者に は どんなで あったら うか。 秫彥 との 比較で、 大體の 兌當 はっくに しても、 も 少し 立ち入る 

必婴が あらう。 


春 水が 人情本 を 作る 場合に、 いつも 考 へて ゐ たの は， 讀本 らしくな くと いふ ことであった。 賫 木ら しくな くの實 

は^すし も 勸懲を 避ける ことで ない。 勸懲は 手段と しても 彼の 標榜す ると ころで ある。 實は 春本に なり 切る まんの 

一 "えと.， ふところで、 巧みに 踏み と^まる 場合 も あるの が、 § 人情本で あるが、 さう 看破され る こと は 眩に は 辛 

かった。 殊に ひそかに 春本 を 作って ゐる 手前、 表 向の 本 だけ は 好色 淫猥の 書と いはれ たくなかった。 艷言^ 談の書 

に相逮 はない が、 どこに 淫亂 多淫の 事件が ある、 たま/ \ そんな 婦女 を 書いても、 囚果の 道理 をお. はして 戒 とする 

ほどの 用意 はして ゐゐ。 不都合た の はむしろ 勸懲を 一手 蓽賫 顏の讀 本の 方に ある 「一 帙五卷 の 其 中に、 一 婦ニ夫 一 

夜が はりの 枕 を 寄る こと を 一 一組まで つに る 類 ゑせ 文^の 讀本 も、 心 をつ けす よむ 人 はかへ つて、 予を そしるな るべ 

し」 と 「梅 唇」 の屮 にいって、 馬 琴に 反噬す るの が 彼であった。 

讀本 らしくな く、 とい ふ 彼の 心覺 えの 一 つ は 布置 結構の 整然として、 一 絲紊れ すと いふ 讀 本の 型 を 破 填す る こと 

であった。 彼の 人情本 は 縱蟲の やうであった。 どこから 切れても 生きて ゐられ る。 されば 途中から 書き はじめて、 

途中で 止め、 筋の 鏈れを 拾 遣、 繽 編と 逃げる とい ふやうな 非難 も 多かった。 春 水の 辯 解 はかう であった。 

端本 を 請 みても、 それ 程の 樂し みある 様に 綴り、 一回 讀んで 後 章を讀 ますと もお む^に 書きて、 無 TOf 無體 にも 

滿^ をな す 事、 これ 爲 永の 一流な り。 されば 春吿 鳥の 端本、 梅曆の 端本 を 集めて、 人物の 名に 張羝 をす t„H- 

一部の 新作 ともなり、 端本が 全 本と もなる べし。 此の 故に 予が 作の 古本 端本 を 取り集めて、 樂 しむ 人 も ありと 
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聞きぬ。 

辯 は 「湊の 花」 の本傳 ならぬ 梅吉芳 五郎の 情事 を 書き かけて、 あと を 拾遺に 讓る 時の ものである。 この 言葉 は 彼 

の 作の 全部に 通じて m ゐられ る。 

「貞操 婦女 八 賢 誌」 が 馬 琴の 「八 犬傳」 の 翻案で ある こと はいふまで もない。 しかし、 彼 は 「八 犬傳」 の發 端に は 

觸れ なかった、 た ^元 木木 餘六 阿彌 陀の緣 起、 八 佛感應 の 利益に よりて， 八 賢 女： 十の 出現 等の 發端は 近き に^ 市す 

の豫吿 のみに を はって ゐる。 首尾の 一 貰す る こと は、 彼の さまでに 要求す ると ころで ない。 面白い と AJ ろから はじ 

めて、 面.； n い 所々 を 綏ぢ合 はせ る、 それでよ かった。 彼の 要求 は それだけで 終る。 

「|§處 女 七 種」 の 害き はじめに は、 七草 見 立の 處女七 人の 傳を詳 にす る 案が 彼の 胸に あった。 しかし、 どう 趣，： n 

がな り 行く か^ 計られねば といって、 英 泉の 兌 立 七 人の 圖 だけ を 口 綺に祸 げた。 ^して 書いて ゐる屮 に、 七 人 を 書 

き 分ける ことが 出來 かねる やうに なった。 舂水は 例の やうに 白 をき つて ゐる。 「素 入に 速く 推景： をせられ ぬ 様に^ 

先を變 へ、 新奇 辛苦の 意味 あれば、 最初 取り立て 御覽に 入れむ と、 工夫し 案じ を忽 地と. 题が變 りし 機關 の、 模様 

に 似た る 其の 次々、 例へば 大 序に 說き 初めし、 主意に 異るも 丁冢の 筆意」  • 

よみ ほん 

讀本 らしくな くと いふ 一 家の 筆意 は、 もとより 讀 者の 倦怠 をお それる ためであった。 じ^. s を 以て * 請 本ら し 

くな くの 心覺 えとして、 全部に 行き 互った 詳細の 叙述 を 避けて ゐる。 

春 水に は數 部の 讀 本の 作が ある。 中で や \ 知られて ゐる のが 「II 好 文士 傳」 である。 「八 犬 傅」 の飜柒 である。 

原本が 全部に ¥; つて 細密な 叙述た のに 似す， たに ある 所 * ある 場の 叙述に 精く して、 あとの 筆 はほんの 繫ぎ をな す 


に過ぎない。 これが 讀 本の 型で ない こと は 作^も とうに 知って るる。 一ず の 辯 を 添へ てゐ る。 其 編 ® の 杜撰なる、 

显酷 しと 言 ふべき か、 迚も 逃れぬ 作者の 疑 難、 非 を 飾らん とて 編 を 長く し、 一 場 長ければ 看 ざめ もし、 唯婦 幼に 倦 

あく ひの 種と なり もやせん、 遂に 讀者 無ければ、 其 想ち は 編者に 暨び、 詰 所 は 懐 金 算用 • 想. W 山の 小 說を摹 

倣し、 倭國の 事に 書換、 過て 及ぬ 換骨 窀胎、 法則の 差別に 縛られて は 頑に 似て 看 宫の困 じ 給 ふ を- 自ら^ 云々 作者 

みづ からがい ふ讀 本と して のこのこの 缺陷 は、 人 精 本の 特長であった。 作者の 一家の 風と してい さ、 か 誇る 技巧で 

あった。 

春 水のお する もの は、 一部の 理 でない、 また 事の 複雜 でもない。 耍 める もの は 人情で ある。 人情と いふ 一一 に^ 

る 趣で あり、 氣分 である。 

亲 作の.^ 唄 二つの 心意 氣を うれしがる 女 だち の 口から、 この やうな 作者に 人情本 を 作らせたら、 さぞよ いものが 

S! 朱る だら うとい はせ た 春 水が、 人情本に 於いて、 何を覘 つて ゐ たか、 それだけても あら 方の 見當 はっく。 情の 谩 

も 極まる ところ を寫す 時には、 いつも 合方め かして 昔 曲 を あ ひしら ふ 技巧 は、 歌舞伎の 舞臺 から" また それの 影響 

をう けた 洒落 本の 世界から、 借りて 來 たので あらう が、 春 水の 人情本 觀か らいへば * どうしても 自分の ものにして 

しま はねば ならぬ 工夫であった。 

全 體の統 一 よりも 部分の 煽情 を ffi くす る 作風と いふ ことから、 聯想され るの は 近 松 半 二等の 淨 瑠璃の 合作で ある。 

爲永 流の 校合 補綴 も實は 合作で ないかと は 前に もい つた。 それが 公然と 明に された のが、 「六 女 競 今様 六 佳 撰」 であ 

る。 豫吿 にと^ まった か、 計畫 だけで を はった か、 く はしく は 知らす- つ ひに 自分 は 寓目す る 機がない この 書が、 
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どんな 風の 合作で あるか、 もとより いふ ことが 出來な いが、 r 英 對暧^ 」w^ 上の 末に は、 爲永春 水 校合、 一の 卷^ 

蝶. 二の 卷春 暁、 三の 卷蒹 八、 四の 卷津賀 女、 五の 卷柳 水、 六の 卷春 江と 作者の 名を陳 ねて ゐる。 

人^ を 殆ど その ま \ に戀 情と 解す る卷水 は、 一 夫兩夫 また 三 婦の關 係に 於いて、 戀 情の 至れる 相 を 示さう とした。 

「梅暦」 が 代表作と されて ゐる。 しかし、 「梅 唇」 の 成功 は 半ば を舞臺 に歸 すべきで ある。 深 川の 遊 単： が讀老 の與味 

を繁 いで ゐる。 そこ を 心得て ゐる春 水が、 「梅^; の 戀^ を もっと 複雜 にし、 ^に はじめから 深 川 を^^: 板に したの 

が 「春哓 八幡 佳^」 であった。 

「八幡 佳 年」 の彌三 郞と秀 八、 彌三郞 とおき みの 戀の 成立 を、 M じ 一 夜の ことにし たの は、 「梅 勝」 よりも もっと 戀 

愦の 葛藤 を 期待した ためで あらう。 

秀八 とおき みの 初の 邂逅、 階 子 段の 上と 下の 睨め 合 ひ、 彌 n 一郎の 迷惑 を 書く • なんだ また 鰻屋の 米 八お 蝶の 段 か 

と 一 應は讀 ^に ^はせ ておいて、 さっと 轉 する^ 趣向に 作者の 腕 を 見せて ゐる。 そこに 春雅の 言葉と して 書き そ へ 

て. ある 文句、 

門人 春骓 曰、 予師 狂訓亭 例の 走犟を もって 此段を 線り、 一 冊の 稿 成て 後門 人 等 左右に むかひ、 干 ぉ此 次の 案 を 

たすべし、 秀 八お s 彌 三郞； 二人の 落着い かにと する や- 予答 ていふ 彼栴 ごよ みなる お 蝶 米 八に g 給 はす や， 先 

^こ、 に 笑って 舉を mil れ たり。 


特に かう いふ 注意 を 前にし ない 限り は、 ル；！ が 问 案と^ はれる ほど、 類似して ゐる 趣向で ある。 もっとも、 いがみ 

合った はて は、 どれ も 和解す る。 ニ婦 も三婦 も 仲^しく 一夫に 事へ ると いふの が 落 「15 である。 

かう い ふ 落着 は 嫉妬 を愼 むと い ふ のが 表面の 輝：. E にな つ てゐ るが、 實は あれに もこれ にも 同^の 筆 を 寄せる^ * 

である。 悲劇に 終せ たくない とい ふ讀 者の 要求 も ある。 讀 者の 多く 淚 もろい 婦女で あると 作者 は考 へて ゐた。 

同^ 同 趣向 ほど 讀者を 倦ませる もの はない。 といって、 いつも 一夫 對兩婦 三婦の 戀 情が 题材 である。 どうしても 

倦怠 を 誘 ひがち である。 狹ぃ 檻の 中の 自由の 働、 これが 作^の 苦しい 工夫であった。 

二人の 婦女 を 「春色 英對暖 語」 のおく め、 おふさの やうに 姊妹 にす るの も 一 工夫 なれば、 「處女 七^」 のお はな、 

おろく の やうに、 京の 女、 、江 III の 女と 書き分け たの も、 せめても の變 化であった。 

「春色 梅美婦 .1」 の 米 八が お の が經^ を 語 つて、 おくめ、 おふさに、 二人共.^ 峯次郞 に 事 へたが よいと 勸め るの も * 

和解の！： 案 を 逃げる 】 工夫で ある。 「八幡： a 年」 の秀八 梅吉が 因綠を 知って、 お 君、 お と 和解す るの も 落着の 新ェ 

夫であった。 

それほどの 工夫 さへ あれば 新しい 趣向と 思 ふの が、 人怙 本の 讀者 である、 作者の 暗示に か、 り^ぃ 祌經の 持主で 

ある。 そこの 呼吸 を 貸本屋 時代から 吞 込んで ゐる のが 春 水であった。 

七 

讀^ をして 倦せ ない 新 工夫 の大 いたる もの は 筋の 絢 ひ まぜで ある。 「梅^; の 屮 にもお 蝶 米 八 丹 次 郞の戀 の 外に、 
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およし 藤 兵衛. 此絲半 次 郞の戀 が ある。 歌舞伎に も、 小說 にも 最も あり 来りの 工夫で ある だけに. ，水 は^-くから 

この 手法に 馴れて ゐた。 楚滿 人時 代の 作品の 多く は •  二つの 古い 狂言、 古. ぃ淨 瑠璃の 絢 ひ まぜが 多い。 舂水 時代に 

は 古いの を桀て & 新しい の を考 へながら、 依然として この 手法 を 利用して ゐ たので ある。 

「處女 七糚」 の 如き は、 楚滿 人時 代の 「II 一一； 人 嬢兒」 の 成長と も 見られる。 「好 文士 傅」 の 五士、 「十 杉傳」 の 十 

士、 その 各 傅が 絢 ひ まぜの 形 をと るが 故に、 春 水 は樂々 と 筆 を 運んだ ので ある。 

絢 ひ まぜ は 趣向の 變化 として は 都合が よい * しかし 解決が 困難になる。 たに 春 水の 場合に は、 考 へなくても よい 

困難であった。 彼 は どの 事件 も 偶然で 虚^して ゐる。 「處女 七 種」 のお 花 は箕吉 との 戀を ゆるされな いの を 苦にして 

死ぬ。 死によ つて 同情 を 贏ち 得た ところへ、 祌 翳が 偶然 來合 はせ る。 お 花 は 蘇生す る。 戀が ゆるされる。 これが 解 

決の 一 例で ある。 

偶然 を 偶然で を はらせた いのが 奇遇で ある。 遇 ふべ くして 遇 ひ 得ない 親子 兄弟の 再會 である。 「梅 曆」 にも それが 

あった。 「春色 傳 家の 花」 にも ある、 「柬の 春雨」 に 1 ある。 大半 はこれ で 解決して ゐる。 「春雨 R 記」 には^し く俠 

客の 裁 役が あるが、 それ も 結局 は 親子 W 會と いふ ことに 落着す る。 外題の 角 書 「田家 奇遇」 は それ を 表に 兑せ たの 

である。 

偶然 を 偶然で を はらせない 工夫の 一 つが 宿緣 でる る。 その © の讀本 作者、 草雙紙 作者の 常套手段 とする それ を、 

养水 もまた 利^される だけ 利用して ゐる、 しかし、 現實を 趣向と する 彼 は、 決して それ を 本筋に 扱 はない。 解決が 

つき かねる、 辻 棲が あ ひかね ると いふ やうな 場合の 準備と して-宿 緣を 利用した といっても よい 位で ある、 「八幡^ 


年」 に は 地^で 因 相 を 兌る ことが 書いて あるひ その 地獄に 對し てまた 繪ぐ みのお もしろ さと、 女兒の 戒めの た 

めに すると： 百 葉 を そへ てゐ る。 SET 宿 緣の扱 ひ はほ^ これと 似て ゐる。 

夢 もまた 偶然の ために 必要な 手段であった。 春 水 は どの 作に 於いても、 殆ど 夢 を W ゐな いこと はなかった。 作者 

自身の 說明を 「春色^ 吿鳥」 の 中から 引く。 

そ も/ \予 が 著 はす 草紙 は いづれ も 人情の 他 を しるさす。 こ、 において 其 段 取 相 同じ。 故に 狂言の 如く、 今の 

世態に あたらぬ 場 は" こと- i\ く 夢と なす、 夢に. して 夢なら す、 かく も 在り けんとお も はる 、こと も あるべし。 

こは繪 組と 目前の 同じき を變 化する 所爲と ゆるした ま へ かし。 

こ の 一一 目 葉 はまた 直に 宿緣に つ いても いはれ さう である。 


春 水の 夢と 宿 嫁に 就いて 考 へる 時、 引合 ひに 出した いのは 「ほおお お 共 小 呗戀情 紫」 である。 夢と 宿緣が 重い 

耍素 となって ゐ るからで ある。 

平 井屋の 息子 權 三と 亡兄の 妻お 花との 戀に は因緣 があった。 因緣 は：； 十く 二人の 夢に 現 はれた。 

牛 込の 逢坂に 操 塚が ある。 奈 良の 帝の 昔の 戀物， 語、 奈 良と 武藏に 別れく らして 焦れ 死した ので 名高い みさ ご、 さ 

ねか つらの 墳 である。 男女 和合に 利益が あると. S はれて ゐる。 その ほとりの 小野屋 佐 五郎 はお 著と いふ 女に 懸想し 

て 塚に 祈る。 滿 願の 日に お 藤の 危難 を 救った。 お 藤 は ある 武家の 妾で あつたが、 これ も かねて 佐 五郎に 戀 着して ゐ 

S 永存 水 研究  五 七. 
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たので ある。 伎 五郎と お 藤 は その 武家の ために 打擲され る。 これが 夢で ある。 また 戀が^ の 倾 城 花 紫と 名乗って ゐ 

たお 花と、 權 三と は 同じ 時刻に この 夢を兒 た。 お 花 は 佐 五さん とよび • 權三 はお 藤さん と 叫びながら E が覺 めた。 

二人 は 互に 前世 を 知った。 

お 花と 權 三の 戀は 一家 親戚が ゆるさなかった。 お 花 は 追 はれて 祌奈 川の 藝者 となり、 後に 深 川の 藝者 となった。 

その 間に 權三は 女房お 袖を迎 へ ねばならなかった。 お 袖は權 三の ためにお 花と 仲よ くす る。 い つもの 趣向で ある。 

權三は ある 武家の 妻お 累の難 を 救った。 武家 は 却って 權三を 不義の 名に よって 脅迫す る。 夢に 見た 前世の 因緣が 

なほつ き 纏 ふためで ある。 

權三は 家 を 追 はれて、 上 總の平 井に 退 身す る。 そこに は 末の 珠 名の 墳が ある。 男女 和合の 願 を^す 姬 神と いはれ 

さむ 

てゐ る。 機 三の 祈願 はかなって ふと 戀情 を覺 えそめ たお £ 糸の 姿 を 見た。 覺れば これ も 夢であった。 その 頃のお Sf は 

危難 を 救 はれた のが もとで、 人知れ す 權三を 思って ゐた。 これ も-お 緣 のさせる 業で ある。 

お 花 もお 袖 も 權三を 慕って 平 井へ 行く。 行く 途中に 起った お 花の 難も珠 名の 靈 によって 救 はれる。 いろ/ \ の 曲 

祈の はてに、 お 累は平 井屋の 本家の 娘で ある ことが 知れる。 事件 は 落着す る。 お 袖お 累ぉ花 は仲睦 しく 權 三に 事へ 

る 0 

かう いふ 因緣 ばな し を 春 水 は楚滿 人時 代に も 作って ゐる。 その 一 つが 「§刹 玉 川 日記」 である。 これ は， M 緣を 中心 

とした 作で あるが、 今度の それ を 輪廓に おくと いふ 程度で ある。 逢 ひたさ^た さの 小唄で も 知られる やうに 小紫權 

八の 趣の 掠められて ゐ るの も 山の 一 つであった〕 . 


「北、 ト u」 に.^ いてお， 意すべき 一 つ は、 逢坂の みさ ごさね かつら 傅說、 また 萬 槧に兑 える 末の 珠名 を假り m ゐるこ 

とで ある。 「江 戶 名所 阖繪」 などの 影饗 もお へられる。 現に 珠名墳 のために は 附近の 地阖 まで を 添へ て ある。 

しかし、 养 水に は 名所 I！ 繪 の 影響な どより は ， それ 等 の 古事の 知識 を 何とか いって 賀 ひたく はなかった らう 力。 

「玉 川 日記」 に 「剪燈 新 話」 の 「金 鳳釵 記」 を 翻^したり * 「三日^: ぉ專」 に 「本朝 好 述傳」 の 別 稱を附 けたり し 

て、 お、 得^がった 昔の 癖が 拔け きれなかった ので あらう か。 人^本の 元祖な どと いひながら、 つ ひに その 世界に 

のみ 安住し きれなかった ので あらう か。 

「II 錦 之甩」 も 夢と 因 緣に菓 きを 置いた 作で あるが、 その 初篇の 序に 

張 文 成が 故事 を 愛に 假寢の 夢物^、 杩贵妃 櫻の 精鏺と は、 さても 古^た 翻案に 似 たれ ど、 野暮なる 事を^と な 

. して、 自然に 當 時の 意氣 となす、 I 呼が まし けれど、 一流の 筆の はこびの 片ー百 を 、自慢で 一家の 口調と こつけ、 

引 寄 もなければ、 すぢ もた く 

といって ゐ るが、 K は その 一； 一-口 粱の 前後と 本末 を^ 倒したかった らう。 おそらく 當 時の 意氣に わざと 野暮な 典故な 

ど を 持ちお むの が、 彼の 自慢でなかった らう か。 

「8 の 単：」 まかりで なく， たと へ ば や ：：• の艷^ の はたしの 中に、 水に 油 を さした やうな 支那の 物語な ど を 引 あ ひに^ 

して、 こ、 の 趣相以 たりな どい ふの も、 原據を 示して 翻案ぶ り を 見せる とより は、 似寄った 筋 を 利 川して 自家の W 

ま をに ほ はせ たのでなかった らう か。 江戸の 末期 は あまりに 多く 群小 博識 家が ゐた。 ^水 を 繞 る それ 等と 群づ ®^ 
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家が 彼の 人情本の 後援 をして ゐ たので ある。 その 消息 は 彼の 人情本のお もて を 見た^け でも うけとられる。 

この もの 知りぶ りが 人愦 本流 行の たビ 中に も枸 はらす、 空しい 努力 を讀 本の 製作に 致して ゐ たのであった。 そこ 

に 時代の 影と、 迷へ る 春 水の 姿が 見られる。 

(昭和 六 年 七月 「B 本文 學 講座」) 


江 戶小說 史上の 一 事象 

「南^ 犬堪」 は 曲亭馬 琴の 大著、 一 一十 八华の 永き に ：H 一れ る 述作 は、 九輯百 六卷の 多き に 至る。 嘉吉の 役に 起 

筆し、 そのき に忠 死せ る 里見季 基の 遣 孤 義赏の 房總經 略に 叙述 を專 にし、 餘華 その子 義 成の 富彊に 及ぶ、 しかも そ 

の こ 八 犬士の 行镇を 起伏して うつす 事^ 詳細で ある。 その 八犬士 なる もの は 「水 滸傳」 の 三十 六 員の 天 置 星、 七 

十一 一座の 地然 星の 影身で ある。 「八 犬傳」 が 「水滸 傅」 より 化し 來る もの はこれ だけでなく、 全篇の 構想が すでに 彼 

の 換^: 脫胎 である。 一. 八 犬傳」 の 人口に 膾炙せ ると 共に、 その 飜 案の 事 實 もまた 遍く 知られて ゐる、 今 こ" に 一 々あ 

比して いふ を 要しない。 

ただ 馬 琴の 飜 案が-むと 所 を 搾び 定めて その 宜しき を^た とい ふ 一事 は 注意すべき であらう。 時 を 戰阈の 世に とり 

所 を關柬 地方に とった 事 は 彼の 趣向 を 活し、 また 我の 與趣を 新に 添へ る 事に もなる。 斯く する ために 馬 琴 は 多く 房 

悤こ關 する 典籍 を涉獵 した。 舞臺 は房總 にの みと どまら す、 古の 江戸の 地 を 包容す る。 今の 太- V に釵樂 する 江 F の 

讀者は 馬 琴の 筆 を 通じて、 往年の 江戸の 戰 亂を兑 る、 丸 山 独 穴の 舊態 を^ si する、 讀者は 本筋 以外 別 様の 面.^ さ を 
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以て この 書 を 悅ん だで あらう。 

事件 を， 江戶に 運ぶ 馬 琴の 趣向 はしば らく 措く。 戰國 時代と 房總 地方に 彼の 脚色 を 移し 來 るの は * 必 すし も 馬 琴の 

獨创 ではなかった。 先蹤 すでにお して ゐる。 今、 その 一例 を 「日本 水滸 傅」 にと る。 害 は 仇 g 散 人、 佐々 木 H< 冗の 

作、 安永 六 年に 成り、 享和 元年に 發兌 する、 京都 書肆 松 坂 屋の發 行に 係る。 

平井械 主上 杉 顯定、 川 越 城主 上杉定 H=: の 對峙に 筆 を 起し、 期せす して 足 利 家の 再興 を 計 寮す るり 英雄の 邂^ 義擧、 

ついで 事の 破 減に 筆 を 結ぶ。 舞 裏の 地 は 武藏野 を 主と する。 七 英雄 は 百 八 星より 化 出す る 事い ふまで もない。 散 人 

が 「水滸 傅」 を 飜案 して この 時 所に うつした の は、 想 を 托する に 便よ きため であらう。 しかし、 當 面に は 決して そ 

の 腔 裏 を 示す 事がなかった。 その 序辭 にい ふ。 

本邦 自應仁 至 天 正、 お-？: 如 沸？ iT 矢 石饗乾 網、 鯨波 碎坤軸 也。 今载 青史 者 十而 半お お。 此書^ 總 州隱士 某從^ 

祖傅ロ 牌之踪 跡， ^利 之 庶流 總州沈 落 之 始末、 舉記而 藏故篋 焉。 某 京師 游擧之 序訪予 矮屋、 說話 交而偶 投旅袱 

裡、 示予  一 ？ | 、 予尜冇 好事 之 僻、 廼把閱 雖ぉ亡 據>  事跡 爾可換 春雨 閑 秋夜陲 耳、 兗？ I 得而壽 梓、 綾 日本 水滸傅 

者、 勢 驚 羅子之 水滸。 

. この 一一 一一：！ の 如くば、 書 成って 偶々 「水 滸傳」 に努緊 すと いふので ある。 斯找な ものい ひぶり は 稗 {B 者 流の 常にな す 

ところ、 馬 琴 また 「八 犬 傅」 に 於て！： 様な 辭をな して 讀者を 欺かう とする。 散 人が 序に 於て また 書中に 於て 諸記錄 

燒 亡し 人知 る 者 稀な りと や う な 言 を 重ねる は 、 「水 滸傅」 をた よりな が ら 、 自家 の 空想 を恣 にす る に 便なら しむる た 

めで ある。 その^ 想 をな ほ史實 めかして うけ 取らせう の 手段で ある。 故に 卷^ また 一語 を 寄せて、 その 策 を 助けて 


ゐる。 「異本、 ^丸 難 を 逃れ、 安房 sf 兌義弘 に 投托、 里 見下 總に 一 械を 築き、 龍 丸 を 守りて 威名 あり、 元龜； 大正^ 

中、 久吉 公大 度の 活達足 利 を 犯さす、 龍 丸の 子孫 姓 を 喜瀨河 と哔 めて 今に その 系^々 たり。」 とい ふところの 龍 丸と 

は、 篇 中に 於て 七 英雄が 掩 する 足 利^ 流の 公子で ある。 その 安房 奥 見の 投托の 一事 は 「日本 水滸 傅」 と 「八 犬傳」 

との^に^ 接の 關 係が あり はせ ぬかとの 疑問 を 起させる。 

これ はまた 馬 琴の 「傾城 水滸 傅」 と椅園 主人の 「女 水 滸傳」 との 間に 直接の 交涉が あるか どうかの 疑問 を 伴うて 

來る。 しかし、 之れ 等の 疑問 をお いて、 こ」 にい はんとす る は • 散 人が &想 のま ^ にす る 作意 を、 馬 琴 は 一 々史實 

に 照し . ^實 の 上に 立てる 事で ある。 馬 琴 はも とより 稗史 の 特質 如何 を 知 る、 故に 史實 に な づ ま ざ る は 勿論で あ る。 

ただ 虛を^ する にさき だって 實に 因り、 奇を 出す の 前に 眞を假 らうと する 用意が 深い。 「八 犬 傅」 を 以て 「E 本水滸 

傅」 と M じ やうに 語り 得ない の 一 つで あらう。 飜 案の 筆 またお からざる 事が おも はれる。 

「水滸 傅」 の 翻案 は rn 本水滸 傅」 以前に^ 部鈸 足に よってな されて ゐる。 「本朝 水 滸傳」 これで ある。 安永 二 年の 

刊行に 係る。 一 に 「芳野 物語」 とい ふ。 一 ；题名 何故に^: すと ならば、 仇 ^散 人の 序に 於け ると 同じ 意 11 に出づ る。 

「水滸 傅」 に 據らぬ 創案と やうに 思 はせ ると 共に、 「水 滸傅」 流行の 時好に よる 旨 を 明に せんとす る。 その 序に 「又 

是を水 滸傳と 號し事 は 作れる 趣の よく 其の ふみに 似 かよへば とて、 よしの、 川邊の 事に よせて、 書屋 がわ ざに しつ 

ると なむ」 と 見える.0 
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綾足 は 時代 を 上代に 假 りて、 孝 謙 帝 時代の 事と する、 梁山泊 を 近 江の 伊吹山と する。 梁山^ を^ 吹 山と する の は、 

椿閬 によって 「女 水滸 傅」 に^ 襲せられ てゐ る。 綾足 は镐^ に擬 する に 道 鏡、 宋 江に 凝す るに^ 美 押 勝 を 以てする。 

「水 滸傳」 の 脚色 を 我が 史實 に^て はめる 點に 於て 相應苦 心した あとが 見られる。 

この 書 は本來 「本朝 水 滸傳」 なるべく、 その r 芳野 物^」 とい ふ は 綾足の 私で ある 事 は 前に 說 いた。 然 らば 「芳 

野 物語」 の 名 は 何に よって 附 けられた かリ 事件の 端を芳 野の 仙 嫒に發 いたた めで ある。 「水 滸傅」 を飜 案す る^ は、 

洪大 尉 誤 走 妖魔の 一條に 大に 工夫 を 凝すべき である。 原書に 驅 使せられ るか、 驅 使す るか、 その 翻案の 歸趨 は. 可で 

あるか は、 一 篇の開 手た る 之れ によりて 決する。 まして 飜 案なら ぬ 様す る 場合に 於て、 一段と ェ風を 凝すべき であ 

らう。 故に 馬 琴 は 原形 を あるかな きかに 片寄せ、 また わざと 槃瓠の 故事に 據る旨 を 明に 示して ゐる、 即ち M みて 他 

を い ふ ものである。 

「日本 水 滸傳」 に 於て は 此の 點 未だ 至らざる ものが ある。 太 田 道潢武 州の 城に 居て 池 中に 白氣の 登る を；^、 搜 つて 

一石 篋を 得た。 之 を く。 ： 大地^ 動 ー圑の お 晃篋の 中より 飛び出で 碎 けて 七 片 となり 朿 北に 飛 去る と 書く。 原季の 

臭 鼻 を衝 くもの が ある。 椿阐の 「女 水 滸傳」 は はじめより 飜案 である 事 を 標榜す る。 而し てこの 一条 を, けて^-も 

いはなかった。 むしろ 贤 とすべき であらう。 「木 朝 水 滸傳」 に對 して 馬 琴の 細 評 を 下した 天 保 W ^の 维 錄、 「本朝 水 

滸傅を 請む、 並 批評」 がそれ である。 共に これ 「水 滸傳」 の 翻案 者で ある。 其の 一 人が 一人の 飜案を 品嗨 する、 も 

とより 多く 聽 くべき であらう。 

- フミし いね 

綾足が 「水 滸傳」 の發 端を麵 して 吉 野の 仙 媛に 托した とい ふの は 斯うで ある。 ^武 帝の^、 古^の m- に 味 稻の翁 


とい ふ 者が ゐた。 野 川に 築 をた て、 鮎 をと り蝦齚 にして 世の わたら ひとす る。 ある 時柘の 枝の 築に か、 る をと り 

棄 てようと する。 築の 枝 人の 如く ものいうて 翁な 流し 給 ひそ、 家に 持て かへ り 給へ とい ふ。 持て 歸れ ば柘の 本つ 枝 

から 一 寸 程の 美しき 兒の這 ひ出づ ると 兌る 美しく 贵 きをと めの 姿と なり、 翁の 妻と ならん とい ふ。 なほ 柘の枝 を 翁 

に與 へて 百 段に 折らせる。 これ われ 等が 生める 百 人の子と いふ。 太き 本つ 枝 はお 人と 生れ 出で、 すこし 細き は 次々 

の官 人、 末の 枝の 細き は 蒼生と 生れ 出 でんと 翁に 說き きかせて 川に 流す。 さて 仙 媛 は 翁 を 伴うて 山の 深き に 紛れう 

せる。 

馬 琴 はこれ に對 して この 一條が 竹 取 物語に 據る 事を說 く。 しかも、 拓の 枝の 百 人の子と なる 事の いはれ なき を說 

く o 拓を 石榴に 作ったならば なほ 幾分のより どころ が あらう、 少く とも 李に 作るべき であらう、 李 また 多 子の 義が 

あると 說く。 或は 桃に 作るべき 事 をい ふ、 拓け桑 、 即ち 押 勝 等の 柘の 枝より 化り 出づ るの は、 逬鏡 等の 魔 君 を 退治 

する 桑の 弓の 緣を 以てした もので あらう が * それならば 邪鬼 を驅る 桃と なすべき である、 作者の 思 ひこ 、 に 至ら ざ 

る を 惜しむ とも 評した。 

この 評 は 作の 趣向に 照して 當 つて ゐ ると^ へられる。 しかし、 未 作者の 胸裏に 入って 推せざる ものと も 考 へられ 

る。 綾足 は柘の 枝の 奇を 以て、 「水 滸傳」 の 石 碣の怪 を 如 實に飜 案し 得る ものと したら う。 或は 百 八 星 をう つして 柘 

枝の 百 段と する の 無理なる 事 をお も ひながら、 なほ 柘枝 を棄て かね もしたら う。 こ \ に 綾足と 馬 琴との 見解の 和逮 

が ある。 
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綾足が 柘の 枝に 執 を. 感 する は、 「萬 葉 集」 卷 三に 仙 柘枝欹 三 首が 載せられて ある ためで あらう。 今 歌あって 傅な 

く， その 詳細 を 知る よしがない。 ゎづ かに 旁 書に よって、 吉 野人 味 稻、、 拓枝仙 媛との 事件 を 推し 得る。 また 歌の 一 つ、 

古に 梁 打 つんの なかり せば ここに も あらまし 柘の枝 はも 

を 「懐 風 藻」 の 詩 中に 散見す る ものと 合せ 考 へて、 原の 象 を かすかに 兒る 事が 出來 る。 吉野 川に 梁う つて 鮎 を 漁 

る 味稻が 梁に か ゝれる 柘の枝 を 拾 ふ、 枝 は 美しき 女に 化り 出づ る。 味稻と 夫婦の 契 をな したが、 つ ひに 常世に 去る。 

輪廓 大方 斯 くの 如くで あらう。 綾足 はこれ に 「竹 取 物語」 を 配して 味稻を 翁と したので あらう。 その 柘の 本つ 枝よ 

り 一寸ば かりなる 美しき 兄の 這 ひ つると 兌し が 云々 とい ふが 如き、 明に 竹 取の 色 合 を 見る。 馬 琴 たまたま 「竹 取 

物語」 を 想起して， 柘枝 歌に 及ばなかった。 つ ひに 綾足と 意 相 離れざる を 得ない。 

馬 琴と 綾足 との 意見の 和 逸 はこれ だけにと ど まらない 。 綾足が 文 を 行る に 古語 を以 てしたの は、 そ の 设 も 誇尙す 

ると ころで、 馬 琴の 最も 嫌忌す ると ころで ある。 

^琴 はいふ、 稗.^ 野乘の 人情 を； 3! すに は、 すべて 俗語に 憑ら ざれば 得し 難き もの、 故に 唐土に 於て は 「水 滸傳」 

「西遊記」 を はじめと して 宋末元 明の 作者 は 皆 俗語 もて 綴る。 わが 「源氏物語」 また 當 時の 俗語の み、 ただ 作者が 

贵人 であるが 爲に、 俗語と はい ひながら、 雲上 搢紳の 俗語に て 雅語 も そこに まじれる だけの 事。 綾足 は その 理を知 

ら すして、 後の世に 生れながら 古雅の 詞 のみで 物語 を 綴らう とする 愚 やおよ ぶ 可らざる ものと。 またい ふ、 


これ 等 は 要な き資 言に 似 たれ ども、 今の 世に 生れて 草紙 物^ を 作らん に、 雅語 正文 もて 辍 りて は、 勞 して 功な 

く、 且愦 を寫 し、 趣 を盡す こと は 得なら ぬ ものな りと いふ ことわり を述 るに なん。 綾足 をして 尙 世に あらしめ 

ば、 まのあたり にこの it- をし かし かと 解 示して 蒙 霧 を 啓せ まほし く 思 ふかし。 見るべし、 此 よし野 物語 は 趣向 

のうち は聊 たくみな りと：^ ゆる も あれ ど、 よろ づ手づ かみに 近くて、 趣を盡 したる 處 なし、 山水の 景致 など は 

書き あら はした る處 あれ ども、 こ、 ぞと 兌と むる 妙 文な し。 

馬 琴の この 評言 は 一 々正鵠 を 得て 居る。 しかしながら この 一一 a は大 なる 疑問 を 今の われ 等の 前に 提供す る。 馬 琴が 

讀 本に 於て、 少く とも 「八 犬傳」 に 於て 試みた 文體 は、 なほ 常時の 俗 1  一一 口 俚語で あらう か。 俗 首 俚語 を 以てする とな 

らば もとより、 洒落 本、 滑稽本に 見る 如き 文體 であるべき^:。 馬 琴の 評 はな ほ： 大 に 唾す るが 如き もので なから うか。 

しかも、 江戶の 小說^ はな ほさる 文 體の讀 本 を 俚耳に 親しき ものと する。 讀 本の 文體は まさに 斯く あるべし と あや 

しむ 事が なく、 「本朝 水 滸傳」 の 類 を 以て 變態 の讀 本と して、 「八 犬傳」 の 類との 問に 強き 一線 を 劃す のみで ある。 

但し、 この 解 釋は江 戶小說 史上の 問題と より は江戶 文化史 上の 問題と してお ふべき 事に 屬 する。 

馬 琴が 避けん とする 古雅の 辭を ば、 綾足 は 却って 好んで ffl ゐる。 綾足み づ からの 言 は 聽く事 能 はね ど、 友と 名の 

る 藤 原 かねよしの 辭。 綾足の 意 を傳 へて ゐる とお ぼしき 意見 は 「本朝 水 滸傳」 の 序に 於て 見る 事が 出來 る。 序 中に 

いふ、 

こ はげに 作れる 物語に て 事 は 漕ぐ 舟の 跡な き 事 どもな り。 しか は あれ ど • 詞 はいその かみ 古き 事 ども ゆお へ 八" 

せて 、 かの 世に たら はし 聞え む ものと しつる に、 讀み 得て 其の 古言 を とらむ とする 人には^ や 此の 書 もよ しあ 
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るべ けれ。 

かくの 如き 意 兌 は、 綾足の 前著、 明 和 五 年の 作 「西 山 物語」 の 序に 於て 明瞭に 兌る 事が 出来る。 これ また 綾足の 

1 友の しるす ところで ある。 序 はま づ 言語に 古今 雅俗 の^に ついてい ふ。 

今 M 古 者 人情 也、 古 異今者 語 一一 一一 n 也、 語 言 何以異 也" 蓋 世 有 汚隆、 人 分 雅俗、 是以擧 者 通 古語 也、 憂. ^乎 難 哉、 

雖稱能 通 者 大率如 隔靴爬 痒、 豈愉 快哉、 惝能以 古 御 今、 即 俗爲雅 者、 業 之 成 也。 

序言 は 綾足 を 以て 古 を 以て 今に 御し、 俗に 即 りて 雅 をな す 人と する。 「西 山 物語」 を 以て 古雅に 入る 術 書と する。 

欲俾從 攀士、 蜣以古 御 今、 即俗 爲雅之 術、 乃 記 時事、 以爲 三卷、 題 曰 西 山 物語、 苟志國 風及片 歌^、 能 朝^: 夕 

接 之、 刖置身 於 莊嶽間 之 術矣。 

もし この 言 を その まゝに 信すべく ば， 「西 山 物語」 は 古 舉に志 ある 者の 敎 科の 書で ある。 つ ひに 一般の 讀ぉ を對象 

とする 者で たかった。 

故に 「八 犬傳」 と 同じ^ 準 を 以て 見るべき でない。 しかし、 「本朝 水 滸傳」 はいかに。 その 一般の 讀者を 待つ にあ 

る 事 は、 「芳野 物語」 の 題名の 外に 「水 滸傳」 流行に 乘 する 題 を 附 したので 明で ある。 こ、 に 於て 依然として 綾足 は 

馬 琴の 苦 評 を 甘受し なければ ならない。 しかし 此の 種の 古雅 文體の 小說は 綾足の 顷 他に も少 くなかった。 また 一の 

流行 をな すと もい ひ^る。 而し てまた 支那 小 說の飜 案 は 他に も 多く 存 して ゐた。 これ 實に滔 々風 をな す もので あつ 

た。 然 らば 「本朝 水 滸傳」 の 如き は、 綾足 一 筒の 好尙 以外に、 この 二流 行の 契合と も 見る 事が 出来る。 是に 於て、 そ 

の 二の 流行が 契合す るに 至る^ 過 如何の 問題が 提示され る。 江 戶小說 史上に 於いて 重要なる 問題の 一 つで あらう。 


即 ち 國舉と 支那 稗史 の 擧と の 提携が 江戸 の小說 にい かに 影響す るか の 問題で ある。 

綾足が 「本朝 水 滸傳」 を 古雅の 辭 を川ゐ るの は、 畢竞阈 舉に心 を^に する ためで ある。 事の 一端 は 「西 山 物語」 

の 序に 於て 明に 見られる。 その 古語 雅言 をい かやう に、 すらすらと 誤りな く、 巧みに 川ゐ こなした か、 どうか は^ 

琴と 共に 後に 吟味 せんとす る。 こ i に はいかに して 「水滸 傅」 を 翻案す るまでに 讀 みこな した かに 就いて 一考 を 寄 

せようと する。 

今日に して 「水 滸傳」 を讀 むの は、 必す しも 難しと しない。 ただ 明 和の 頃に 綾足が 讀み 得た とすれば 驚歎に 惯す 

る。 何と なれば 「水滸 傅」 は 彼 土の 平語 俗言 を 以て 書かれて あるから である。 我 國の士 は 彼の 雅文 を讀 むに 熟して 

ゐる。 左 闺史漢 の 害 を喑ん する 者 もとより その 人に 乏しくない。 ただ 平 俗の 語 を もて 書れ たる 演篛の 書に 至って は 

容易に 讀 下し 得ない。 ー體 綾^ はどうして これに 惯れ たので あらう。 綾足 はかって 繪を舉 ぶため に^ 崎に 客^した 

とい ふ、 彼 は その 際に 支那 語學を 修めた ので あらう か。 或は それ もあった らう。 

しかし、 綾足 は 支那 語舉に 通暁せ すと も、 なほ 「水滸 傅」 を 翻案す る 可能性 を 有する。 當時 すでに 岡 島 冠 山に 

「通俗 忠義 水 滸傳」 の譯 本が 存在し、 また 「水 滸傳」 百问 本に 訓點 を附 した ものの 一部 を 刊行され て ゐた。 綾足の 

翻案なる もの、 おそらく これに 據 つて 成された ので あらう。 

「本朝 水 滸傳」 は. 江戶の 小說に 於て 讀 本のた めに 一新 途を拓 ける もの、 一 々其の 非 を 擧げる 馬 琴 もな ほ 其の 功 綾 を 
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讚す るに 吝 でなかった。 

寳曆明 和の 間に 當り て ， 斯く ながながしき 草紙 物語 を 作りた る 此の 綾足 はさる ものにして、 吾 ともがらの 嚆矢 

也。 はかなき 作り物^だ にも。 いと 精細に なりけ る 今の 世の 人の、 肥た る 眼 もて これ を 見れば、 いと 淺 くも あ 

るかな と 思 ふ 節々 なきに あらね ど、 當時は 上に 師 とすべき ものな く、 下に 等 類 稀なる に 百问に 及ぶ 長， 勿 語 を， 

かよく 綏 るべき、 これ を 等閑に 見す ぐす もの、 或は 無益の 業と して， その 荒 Sg を 嘲る 人の 爲に は、 この ことわ 

り を. 述 るも耍 なし。 俱に 甘苦 を 嘗め わかつ 问 好 看 書の 諸君 子 は 必す吾 言に 從 はん。 

綾足 は 小說 史上 に 於いて 斯る 地位 を 占める、 しから ば 綾足 をし て 其の 功 をな させた 冠 山の 功績に 就いては また 小 

說 史上の 功 綾と して 推舉 すべきで ある。 或は 知らす、 當時冠 山の 出づ るな くば もとより 「本朝 水 滸傳」 なく、 また 

後の 馬 琴な かり けんと さへ 思 はれる。 馬 琴に 「新 編水滸 畫傳」 初篇十 卷の譯 本が あるが、 冠 山の 譯 あって、 はじめ 

て その 譯の^ する 事 は歴々 指摘され る。 

冠 山 は 長 崎の 通 事、 最も 支那 音に 通じて 和 中の 華客の 稱が ある。 後 職 を 退いて 江 戶に來 り、 京阪に 來る。 到る と 

ころ 支那 語 學を弘 布 させた。 江 戶 に 於て は徂徕 一 門に 敎 へ ると ころがあった。 徂徠が 唐音 直譯 主義 を唱 へる も 冠 山 

が. 3g 音 を傳 へた 結艰 である。 徂徕 門中笫 一 の 君子 春臺 にして なほ 鎌 倉に 遊ぶ や、 唐 書 もて 一 寺佾を 嘲り、 その 知ら 

すして 去る を 笑 ふ W さ へあった。 勿論^ 昔 は 冠 山に よって はじめて 紹介せられ たので ない、 これに 通す る 人 はすで 

に^して ゐる、 ただ 冠 山の 如く 一般化させる に 及ばなかった。 此の間の 事情 は 江村 北沲の 「授業 編」 の 一節が 簡に 

してよ く耍を 得て 居る。 


抑^ 音の 吾邦に 行 はる k 事、 元 和より 以前 は 姑く 置く、 正 保の 頃 朱 之瑜、 陳元贊 など 歸 化の 後 其の 人々 に 親し 

かりし 人 は、 ゃ&唐 書に 通じた る 人 あり けれども、 未汎く 世間に 流布せ す、 余 幼 称の 頃まで は 長 崎の 譯ぉ、 黄 

蘗の佾 徒なら では 知らぬ. 事の やうに 人々 おぼえて、 京！： など 是を 主張す る 人 稀な り。 岡 島 援之長 崎より 京大 阪 

への ぼり、 江 戶へも 赴きて 其 業 次第に ひろまり * 唐話藝 要、 雅俗^ 一一 目な どと いふ 類の 書 共 多く 梓に ちりばめて 

世に 行 はる。 

斯うして 世に 行 はれた 唐音 は 常時 支那 流行と 相俟って 一 代 をして 支那 氣 分に 陶醉 させる。 「舉者 氣赏」 に 於け る 一 

笑話の 如き 必す しも 火な くして 立つ 煙で はない。 「忠義 水滸傳 解」 の 著者 陶 a 免の 如き は、 いかに 心肝 を碎 いて 「水 滸 

傳」 を 舉^: した か。 いかに 耳 を倾 けて 田文瑟 から 「水 滸傅」 の 講義 を聽 いたか。 同學の 徒、 秦熙 載、 晁世 美と 談す 

るに、 一 和語 を用ゐ ざる 程、 唐 一^: の舉 習に 熱狂した か。 廣音の 單身を « す るの はげし さ 驚くべき ものが ある。 綾足 

の 作 はこの 餘飒 をう ける、 從 つて！ 1 案の 書 「芳野 物語」 の出づ るに 不思議が なく、 書肆が 「本朝 水 滸傳」 の 顯名を 

欲する も 不思議がない。 皆 一 時の 流行の 然 らしむ ると ころで ある。 

しかし、 これ を 以て 寶曆明 和 安永に 於け る 支那 小說の 流行 を 說き， また わが 小 說の關 係 を 說き盡 すと する は 非、 

綾せ の 害 ひとり 「本朝 水滸 傅」 のみなら す、 影轡 を與 へる 書、 ただ 「水 滸傳」 のみでな いからで ある。 しかも これ 

にも 冠 山の 功！ I を 外にして 考 ふべき でない。 
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冠 山 出で 、唐 昔の 擧京 坂に 弘り、 また 江戸に 及ぶ。 その 江 戶 に 於け るは慧 星の 去来す るが 如き もので あつたが、 

京 坂に は 光芒 燦 としてし ばし 結えざる ものが ある。 冠 山に 剌戟 せられて 起つ 者が 相 踵いで 出づ るが ためであった。 

岡 白 駒 は 其の 1 人で ある。 冠 山が 「水 滸傳」 に訓 點を附 し、 また これ を譯 した 事が、 江 III の小說 上に 影響す るの^ 

しき はすで に 述べた。 白 駒の 功 また 稱 すべき ものが ある。 一 體 「水滸 傅」 は 所謂 回章 小 說に屬 する。 回章 小 說とは 

回 また 回 を 重ねて 長き に 至る、 今の 稱 して 長 篇小說 とい ふに 當る。 京傳、 馬 琴 皆 彼の 例に 倣 ひて 全篇 を 回 を 以て 分 

ち、 また 時に 條の名 を 以て 代へ る。 綾足の 「本朝 水 滸傳」 の 如き もまた 條を 以て 數 へて ゐる。 支那の 小說 また 長篇 

小 說に對 する 短篇 を^す る。 白 駒 は 冠 山が 長篇に 於て せる もの を" 短篇に 於て した。 蓋し、 白 駒と 冠 山との 唐音の 

知識の 相 遠 は その 趨 ふところ を、 異なら しめたの であらう。 

白 駒 は 明 代の 小說 から 拔萃 して、 これに 訓點 を附 し. また 時に 註 釋をも 加へ た。 據る ところ は 「喩^ 明 首」 「警世 

通 言」 「醍 世恒 言」 「西 湖 佳話」 である、 中に r 醒世恒 言」 が 最多く 用ゐら れてゐ る。 「小 說精 言」 「小 說奇 一一 目」 は 共 

の 撰 書で ある。 

白 駒 は 「小說 精 言」 の 序に 於て、 ま づ小說 の 何で あるか を說 いた。 「小說 者、 史之裂 也、 馬贵與 列 諸子 家。 盖以共 

爲 一家 巳」。 次に 小說の 起原 變 遷を說 き、 その 効用に 及んで ゐる。 また 小說の 文辭に 古今の 變 ある 事を說 き、 さて、 

此の 撰 ある 所以 を 述べる。 


猫 至 乎 平常 俚言、 不啻环 之 侏 離、 即载之 筆 * 亦 謂 之 鴃舌、 惟攻諸 象胥、 舉者 不講、 夫國 音自资 s、 實必華 昔、 

而至讀 不能 句、 «舉 人 之大闕 也、 雖然、 斯民也 一一 一代 之 所以 直 道 li 行^、 文 辭源於 典^、 流 •€ 入 俗、 雖俚肯 鄙 語 

也、^ 出 於 字 故囿、 亦 弗 深 思 己、 屬者有 梓小說 者、 餘譯以 付 之、 叉^ 爲之 譯義、 因 叙小說 听繇、 讀者求 諸 字 故、 

以此爲 一 隅、 思 則 過半 突。 

白 駒の この 言 はまた 一 見識 を 具す る。 ま 那小說 を 讀む必 すし も 華-昔に よるの 要な き 事 をい ひ、 訓點の 可能 を說く 

は、 ま那小 說の繼 續を弘 くす る 所以で ある。 陶 冕は資 曆七ハ 牛に 「忠義 水滸傳 解」 を 著 はした。 「水 滸傳」 の 第  一 s よ 

り 第 十六 回までの 語句 を 摘 書して 註釋を 加へ、 また 唐 昔を附 したる もの。 唐 昔 流行の 時期に 出づ る、 おの づ から そ 

、の 形 を とらざる を 得なかった らう。 その後 天 明 四 年、 鳥 山 石 丈 は その 著を繼 いで 第 十七 间 より 第三 十六 回までの 語 

句 を 註した。 但し、 これに は廚昔 を附 して ゐ ない。 その 意、 唐音 は 到底 假名 を 以て 示しお ほせられ る もので ない、 

寧ろと り 去る をよ しとす るに あった。 時 まさに 唐音 熱の 冷め 來 つて、 人々 は 唐音の 煩し さ を 外に、 た^ 「水滸 傅」 

のお もしろ さ をのみ 味 はう とする、 即ち 陶 冕の 「傅 解」 と 石 丈の 「抄 譯」 の 異點の ある 所以で ある。 しかも、 石 丈 

の 見と 白 駒の 意と 相 通す る 事 を 記すべき であらう。 

白 駒の 考は、 當 時の 唐音に 熟せす して、 なほ 支那の 小 說の奇 趣 妙案 を樂 しまん とする 人々 の 思 はくであった。 そ 

の 人々 はすで に 漢文に 通暁して ゐる。 捋擧考 究の餘 * 早くから 六朝隋 唐の 文人 作る ところの 小說 たと へば 白 駒が 「精 

言」 の 序 中に あげたる 神異 記、 洞 其 記、 博物 志、 搜祌 記、 述異 記、 洪武 內傳、 飛燕 外 体、 亂^ 傅、 紅 線俾、 隱 讓俾、 

白 猿傳の 如き は翫 賞せられ てゐ た。  . 
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すでに • 元祿十 一年に 「ぉ談 全書」 あって 世に 行 はれた。 卷 首に 林道 春の 名を署 し、 卷^ に 右 怪談 全部 羅山子 作 

之と ある。 これが 菜して その 人の 手に 成った か、 僞作 であるか、 當時往 々か、 る 事の あるが ために、 遽に言 ひ 難き 

も、 「說 淵」 「古事 說海」 「剪燈 新 話」 中の 奇談 異聞が 抄譯 せられて ゐる事 は、 明に 知られる。 桥閬の 「怪異 談叢」 の 

序にい ふ、 「方 K 元 之 時、 羅 山林 先生 以博洽 名高 於 一 世、 講習 餘問. 著 怪談 全書 五卷、 自是其 後 好事 者 傳翫廣 行于海 

內」 椿 阖の書 は、 遙に その後 を 襲 はんとし たる もの、 「太平 廣記」 「冥 窒 志」 「潇 湘錄」 「續 齊諧 記」 などに 取材して 

ゐる。 安永 十 年の 刊行で ある。 

事情す でに か、 ると ころへ、 白 駒に よって、 また 新しき もの を敎 へられた。 人々 はいかに 喜んで これ を迎 へたで 

あらう。 

六 

「奇異 雜談」 五卷 は、 H< 文 年 問 、江 州 佐々 木屋 形の 幕下 中村豐 前 守の 子 某の 撰で ある。 書中 「金 鳳釵 記」 「牡丹 灯 

記」 「a 陽 洞 記」 の 三 篇を譯 して ゐる。 呰 「剪燈 新 話」 屮の ものに； « する。 撰者い はく、 「新 渡に 剪燈新 話と いふ 書 

あり、 奇異なる 物語 を 集めた る 書な り。 今 二三 ケ條を 取て、 こ、 に 載す るな り。」 「剪燈 新 話」 の飜譁 はこ、 に はじ 

まる。 环の奇 と 文の 巧と 相俟って 然る か。 「剪燈 新 話」 を稱 する 者の 數 多い 事 は、 慶 長の 活字 板、 慶 安の 整 板の 刊行 

が これ を說 する。 ただに^ 作を讀 むにと どまら す、 原文の 抄譯に とぐまら すして、 その 趣向 を 我に 移して 飜案 をき 

みる 者 も出づ る。 賀文六 年の 淺井了 意の 「伽 婢子」 これで ある。 しかも、 類の 書の この あと を 追うて つる もの 


が 多い。 「前 燈餘 話」 は 明の 李禎の 撰、 即ち 翟 佑の 「剪饺 新 話」 を 縫げ る ものであるが、 元祿五 年に は 我に 於て 飜 

刻され たし 訓 點を附 する 事 勿論で ある。 これ また 「剪 燈新 話」 の 類の いかにもて はやされ たかを 知る の ー設 左で あ 

る。 「剪燈 新 話」 の 流行 は、 寶曆明 和に 於て は 「三 言」 の 流行に 移った。 三 言と は 「喩世 明言」 「警世 通 言」 「醒 S 

一一 目」 を さしてい ふ。 「西 湖 佳話」 「拍案 驚奇」 の 類 また これの 流行に 加 はる。 これ 等 皆譁詞 の體を 以てする もの、 「新 

話」 「餘 話」 の綺 IgMI 艷の體 店 代 傅 奇を倣 ふ ものと 全然 軌を 異にして ゐる。 

「前燈 新 話」 の 流行 は 「伽 婢子」 を はじめ 幾多の 翻案 を 出した。 「三 曾」 其 他の 諷詞 小說の 流行 はまた 多くの 飜案を 

出すべき である。 即ち 長 篇小說 の 「水 滸傳」 の 「本朝 水 滸傳」 に 於け る 如き もの を 短篇 小說に 於ても 兑ら るべき 蒈 

である。 まこと、 その 類は甚 多く^す る。 屮 にも 最も 知られて ゐる のが、 都賀庭 鐘の 「英 草紙」 「繁野 話」 「^一 根ず」 

r 莠句 冊」 上田 秋 成の 「雨 月 物語. 一 である。 

これ 等 を 通じて 見れば、 庭 錡と秋 成と が 支那の 原作に 對 してと る 態度に 大 なる 差異の 存 する を^る。 二人の 考ふ 

ると ころに 逕庭が 存 する ためで ある。 これに 就いては 今し ばらく 5 はす、 こ k に は 二 家に 共通す る ー點 をのみ 考へ 

ようとす る。 即ち 二 家が 飜 案の 筆 を 執る に當 つて、 我 古典に 意 を用ゐ るの 輕 からざる を 見る。 

庭 i と 秋 成の 飜案 は、 時代の 多く を 鎌食室 町と する。 その 問 の 史實は 時に 空漠と して その 事件と 人物 を假 り川ゐ 

ろに 便よ きため. であらう。 たと へば 諸 作家が 「水 滸傳. 一 を 移す に、 戰國 時代 を 以てする を 便と する が 如き もので あ 

らう、 庭 鎵と秋 成が。 我が 古典 を かへ りみ る 事の 多き は、 これ 等のう へ にも 見る 事が 出來 る。 しかし、 事 を 上代に 

托する ものに^て、 なほ 一 段と 瞭に する 事が 出来る。 ここに ゎづ かに 一 例 を 引く。 「莠 句册」 の 第三 篇 「求 冡俗說 び- 
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異同、 冡 祌の截 問答の 話」 は 「醒 世恒言 」 の 「蘇 小 妹 三 難 新郎」 の飜 案で ある。 

蘇老 泉のお、 名 は 小 妹、 絡 世 聰明、 资性 人に 過ぐ る 十^、 また 詩 詞歌賦 に 長 じて ゐる。 王 安 石 これ を 聞いて、 そ 

の 子王雩 のために 親 事 をな さう とする。 よって 零が 作れる 文 を 老^に 與 へて 點定を 乞 ふ。 老泉は 安 石の 人物 を 悪ん 

で， その 親 事を好まない。 たピ その 文 を 看て、 篇々 の 錦繡、 字々 の 珠璣に 驚き， おぼえす 才を 愛する の 念 を 節し 力 

なほ 小 妹 をして その 文 を批閱 させた。 看て 嘆 じてい ふ、 これ 必す 聰明 才子の 作る ところ、 仉秀 氣泄： S して 華に し 

て實 ならす、 恐く は 長久の 氣 にあら すと。 後^して 王雩は 夭した、 小 妹の 人 を 知る の明斯 くの 如き もの 力 ある 

世上 小 妹の 賢 を M いて 来り 求める 者が 甚だ 多い。 老泉は 小 妹と 共に その 文を閲 した。 小 妹 一文 をお て 四 句 を 以て 

批 する。 「^日 摁明 秀才、 他年 風流 擧士、 可惜 一 一 蘇！： 時、 不然橫 行 一 世。」 老泉は 小 妹が その 人 を 選ぶ の 意 ある を 知 

る。 これ 秦少游 であった。 少游 やがて 禮 部の 大 試を應 じて、 一 擧名を 成した。 その 夜 老^の 勸 によって 姻を なした。 

宴畢 つて まさに 房に 進まう とする。 房 門緊く 閉じて ある。 靑 衣の 了 髮 あってい ふ、 小 姐の 命 を 奉じて、 こ、 に 三の 

題目 を まゐら せる。 三 試俱に 巾って はじめて 房に 入る 專が ゆるさる。 兩試 中って *1 つ 巾ら すば、^ n また W 試し" 

一 試 中って、 兩試 中ら すば、 外廂に 在って 讃書 三月た るべき 事と。 少游 幸に n 一週 目の 詩 を 解し 得て 香 房に 入った。 

庭 銃 はこれ を 飜 案す るに 常って、 その 筋 を 拉し來 ると 共に 求冡の 故事 を鹽 梅した。 求冡の 故事と は 「萬 葉^」 に 

於て、 また 「大和 物語」 に 於て 見る ところの 盧屋處 女の 傳說 である。 庭 鐘 は菟原 男と 茅淳 男と に才 すぐれた 美女 を 

配す る。 これが 蘇 小 妹に 當る。 また 茅淳 男の 陋を 憎んで 逐ひ 斥ける 荒法師 を 現出す る、 また 小 妹に 常る。 庭 銪は彼 

と此 との 二つ を 合せて 趣向 をな したば かりで なく、 求冡は 世に 傳 ふる 如く、 蘆屋處 女、 菟原男 * 茅淳 男の 二つの 冢 


でない とい ふ說き あかしの 一 條を 加へ てゐ る、 即ち 飜案 者の 興味が いかに 蘆屋處 女の 傳說に 動いて ゐ るかに 知られ 

る 0 

r 繁野 話」 の 第二 話、 「守 屋の臣 殘生を 草莽に 引く 話」 は必 すし も 原 話 を 支那に とれる もので なから う。 た^ 此の 種 

の 鱧 は 皮の 外陴に 於て しばしば 兑る ところで ある。 庭鎵 その 方 行 を擧ん で、 一聖 德 太子 傳」 を 本據 として、 此の 話 を 

成した ので あらう。 これ また 庭 鐘の 支那に のみ 趁 かなかった 事 を 明に する。 

r 繁野 話」 の 第三 話 「紀 の關 守が 靈弓 一 旦 白鳥に 化する 話」 は t 任 氏 傅」 を 骨子と する。 これ は 唐 代の 傳奇 である。 

庭 鐘 は それ を その ま、 に飜 案す ると 共に、 たつ か 弓の 傳說を とり 入れた。 それ は 「今昔 物語」 その他に 見えて ゐる 

事で あるが、 これ を 加味す る 庭鎵の 用意 は 極めて 微に 入る ものが あった。 篇 中の 數 首の 歌に 就いても、 或は 「今昔 

物語より、 或は 萬槳 集より 引 川しつつ、 なほ 少しく 改 資して， 翻案の 實を 全うせん として ゐる。 「垣根 草」 の 第 四 話 

「在 原 業 平 文 海に 託して 寃を訴 ふる 事」 の 如き は、 殆ど 支那の 香 を 聞く 事な き 醇乎たる 「^勢 物^」 の 論で ある。 

庭 鐘の 諸 作 は、 支那の 小說の 飜譯、 黼案 としての み 知られて ゐる。 しかし. 斯 くの 如き もの も少 からす 混じて ゐ 

る。 まして 秋 成の 如く、 はじめから 支那の 小說 をう つす に專 ならす して、 おのれの 好みと 合した ものの み を 選ぶ 者 

に 於て は、 また 古典の 研究に 於て 遙に庭 鐘の 上に 出づる 者に 於て はこの 種の もの \愈 多き は理の 然るべ き^で あら 
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斯 くの 如くして、 再び 綾足に 就いて 考 へざる を 得ない。 庭 鐘 秋 成が 諸 作に 於て なせる 用意 は、 綾；： 止が すでに 「本朝 

水 滸傳」 に 於て なした ものでなかった か。 その 「水 滸傳」 を 我に うつす に當 つて、 古史 を參 照し、 古文 稱に 取材し 

た 事で あらう。 綾足の 華 はと も すれば 「水 滸傳」 の眞の 作意に 扦り がちで ある。 これ もとより 綾足が 事 を；， 水 滸俾」 

に 似せて、 「水 滸傳」 の 筋に よらざる を 本意と したので ある。 即ち、 「水 滸傳」 を 假 りて、 わが 上代の 情趣 を 描き出さ 

ん とする にある。 その 古語 を 以て 文 を 行る もた^ それが ためであった。 然 らば 綾足の 企 II は 架して 意の 如くな り^ 

たらう か。 再び 馬 琴の 評言 を 引いて、 これ を撿 する が 便で あらう。 

馬 琴 は 「本朝 水 滸傳」 の 用語が 古雅に 醇 なる もので ない 事 を 指摘す る。 直にと 書いて たにと 傍訓して ゐ るの は、 

たビ ちに の ちを^ いて 古言め かした もの 、 即ち 古雅の 語なら ば やが て なる ベ き 苦で あると い ふ。 大 にのお ほいに 於 

て、 「い」 を 省いて お ほに とする。 また 今の 語 をと つて、 ゎづ かに 古語め かした る ものと いふ。 馬 琴 はまた、 風俗に 

關 する ものに 至って は、 古今の 別 を 失って ゐる 事が 殊に^ しく、 わざ をぎ の 場に 引 幕 を 垂れる とか * 帷幕 を 引く と 

かいふが 如き、 また- M 本の 語 を用ゐ るが 如き， あまりの 用意な さで ある 事 を 難す る。 舞臺に 引 幕 を 用 ゐるは 極めて 

近世の 事に！！ し、 座 本 は 座が しらな どの 稱呼を 襲 ふ もの、 文體と 名目との 齟齬の 甚 しき 苦笑 を 禁じ 難しとまで いう 

てゐる o 

さし も 古言 を 匕 曰と せし 作者に は- 似げ なき 疎" 1 なり。 座 本 引 幕の 事 ある を もて 思 ふに、 この 作者 は 文 をのみ 古 

雅 になら はんと 欲り して、 器材 稱 呼のう へ などに は 及ば ざり しか。 さて はかの： g は 猿、 尾 は 蛇と かいふ 怪^に 

似た る も ゆ ゑ あり。 


馬 琴の 評言 はま さしく 當 つて ゐる。 綾足 は 古舉を 修めて 未 達せす、 古文 を ものして 未熟せ す、 支那の 稗史を 翻案し 

て 未 至らざる ものであった U 

我 古典の 擧に 精し き 者が、 研究の 餘暇を 以て、 古雅の 語 を 用ゐ て、 いにしへの 物語に 擬 せんとす る 著作が、 往々 

にして^ する。 荷 田 在滿の 「白 镔 物語」 「落 合 物語」 が最 よく 知られて ゐる。 作者未詳の 「由 良 物語」 はまた 色々 の 

意味に 於て 注意 せられる。 

「.a 良 物語」 は三莊 太夫の 傳說を 古事記. 萬 葉 集の 語 を 用ゐて 書きた して ゐる。 また それに 一 一 の 出演 を 明に して 

ゐる、 なほ 「西 山 物語」 に 於け るが 如き ものが ある。 更に また これに は、 長歌、 連歌. 旋頭歌 * 短蜀、 片切 >  t 

さて は 宫 人 振、 夷 歌、 天 田 振な どの 歌 謠古體 の 目 を 擬人して、 之れ 等の 消長の あと を三莊 太夫 傳說と 結合 はせ る 趣 

向が ある。 蓋、 作者の 古典の 知識に 對 する 街 耀を兑 るべ くして、 未 一 の小說 として 稱 すべきに 至らない。 その 點は 

「本朝 水滸 傅」 わけて 「西 山 物語」 に 類す る。 しかも これ 等の 作と、 かの 物語の 述作の 前後の 如き は、 遽に 決する 

事が m 來 ない。 

とにかくに 綾足の 作 は、 これ 等の 先蹤を 追うて、 直に 古事記， 萬 葉の 古體に 入らう として、 却って 古語 古文に 飜 

弄せら^る ものであった。 要は 力量 足らざる に、 なほ 才名 を賣 るに 急なる ためであった。 「西 山 物語， 一の 趣向 はさす 

がに 棄 てがたき ふしが ある。 しかも. 銜耀の 弊が 累 する 事は少 くない。 これ 秋 成が その 晚ハ ヰに 於て 筆 を 起して EE 一 

事件 をと り 扱った 理由で ある。 

おも ふに 綾足の 企阖 は， その 實が忭 ふに 至らなかった といへ、 後の 讀み 本の 傾向 をし かと 把持して ゐる。 然 らば 
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綾足の 後に 出で」、 彼のな し 能 はざる もの を、 よく 成し ゐた 人々 は 誰々 であらう か。 その 述作 は 何何で あらう か。 

まづ その 一人で ある 村田舂 海に 就いて 考 へる。 春 海の 文 は 古雅の 辭を縱 横に 驅 使して 暢達 また 絢爛 をき はめ てん 

る。 もと 漢文の 風格 を 根柢と する。 「琴 後柒」 の 一 瞀 がよく これ を 明に する であらう。 「竺志 船 物^」 の 序跋に 出 

與淸、 また 正木 千 轮が聲 を 高めて いふの はこの 點 である。 與淸 はいふ、 文 はすべ て 漢文の 體を舉 ぶべき である。 即 

ち 姿 を漢國 にかり、 心 を 今に まう け、 詞を 古に 採るべき である。 しかも この 旨 を 得た る もの は 春 海 あるの みと。 千 

轮 はいふ、 漢舉 をな す もの は 和舉を 知らす * 和舉を 知る 者 は 漢舉を 解せ す， この 一 一つ を 兼ぬ る 者 は^: 海 あるの みと。 

「竺志 船 物語」 を讀み また 作の 依る ところ を 者 へれ ば 之れ 等 の 言 の 謬な き 事が 知られる。 

「竺志 船 物語」 は 時代 を 平安朝に とる。 氏 は 藤 原に て、 大 井の 三位と いふが、 酒を嗜 むに 過ぎて *  {に 職に 離れ、 あ 

ぢき なき 日 を 幕して ゐ たが、 こ、 に 機 を 得て 大宰の 帥と なって 赴任す る。 船路して 筑 紫に ま ゐられ る。 姬^ は 若く 

して 美しく、 また 賢し い。 船長 これ を か、 い 問 兌て 奪 ひとら うとす る。 船長 はもと 海賊 藤 原 純 友の 徒の、 渐 くまめ や 

かに 船人の 業 をつ とめて ゐる 者で あつたが、 殿の 酒に 醉ひ 臥して K 體な きを 兌て、 この 暴擧を 企つ るに 至った。 船 

長 は その 手下と 共に 殿 また 北方 を 殺し、 姬を とら へる。 姬は 一 度 は 死なん としたが、 寧ろ 一 時 を 屈しても、 つ ひに 

親の 讎を報 ゆるの F- しき をお もうて、 强ひ てこの 意に 從 つた。 けれど 部下 は 船長 を 諫めて. 枝 を斷 ち^ を斷 ち、 後 

の禍极 なから しめよう とする。 船長 もせん 方なくて 姬を 絞殺し おいて、 逃れ 去る。 船 はたに 姬の骸 を！ g せて、 他に 


人と て はなく、 空しく 波に 漂 ひゆく U 「かくて この 浮 ふねの 行方い かが あり けん * そ はつぎの 卷に こそ。」 卷沲 は斯く 

して^ を^んで ゐる。 それより 後事 件 はいかに 展 II する か、 作者 はつひに いふ^な く、 與淸、 千轮 またい ひ 及ばな 

かった。 しかし その 船の 行方、 姬の 行末 はほ^ 推す るに 難くない。 

姬は 蘇生す る、 折から 漕ぎ 寄せ 來 つた 船に 救 はる。 船に 商人が ある。 一 化の 假情を 川 ゐて姬 を 乎に 入れる。 商人 

姬を鄕 につれ かへ る も 家に 入れる 事が 出來 ない。 何と なれば その 妻の 嫉妬に たへ ざるた めで ある。 蒌は姬 を 欺いて 

焖花 巷に 賫る。 姬の意 はた だ 復讎に ある〕 ために 幾度 か假 情に 欺かれ、 幾度 か慘 害に あ ふ。 後一お 人と 相 結び その 

力に よって さきの 船長 はじめ 一 味の 者 を 捕へ て、 仇 を かへ す。 さて 節 を 失 ふ は 生 を 貪る ためで ない^ を 書きの こし 

て 自殺す る。 ー篇 大方 斯の 如き もので あらう。 

春 海の 心のう ちに 秘めて もらさぬ 節 を あて 推量す るの は 何故で あるか。 畢竞 r 竺志船 物語」 は 支那の 小 說の飜 案 

である 事に よって さう いひ 得る。 ^海の 筆 はわ づ かに その はじめの 方 を 移しな すに 過ぎなかった。 原作 は r 醒世： TOI 

言」 の 「蔡瑞 虹 忍 辱 報讎」 である。 即ち 「今古 奇觀」 の 「蔡小 姐 忍 辱 報讎」 である。 「今古 奇觀」 は 「：£>•::」 等の 「三 

言」 及び 「拍案 驚奇」 より 拔萃選 刻した ものである。 

春 海 は その 筋の 大方 を、 作 原 を さながらに とる と共に 幾つかの 加へ る ものが あった。 それによ つて 純然たる 我國 

の もの、 平安朝の ものたら しむる ためで ある。 綾足が 馬 琴から 非難う けた くさぐさ は 遂に 見る 事が 出來 ない。 春 海 

は 原作 を味讀 した、 それと 共に 我 平安の 文の 格調に 熟した。 二者 相より てこれ を 成し^た ので ある。 浪華の 浦に 

見る くだり は 原作に なき 一 節で ある。 春 海が これ を そ へ 加へ た 事に よつ て 、 讀者 をして 平安朝の かくれた る卞； n に 接 
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し 得た かと 思 はせ る。 こ k に 春 海が よく 彼 を 我に 活 して 移した 例と して 最短い もの を擧げ る。 「竺志 船」 の 船長の 名 

は 千 引で ある。 勇力よ く 千 引の 石 を 運し 得る ためで ある。 これ は 原作の 陳小 ra: に當 る。 陳小 四に 從ふ七 個の 水 手お 

のおの 潭名を もて 呼ぶ。 白滿、 李鬍 子、 沈鐵 甕、 奏小 元、 何蠻 子、 余 蛤 把、 凌 歪 嘴 これで ある。 春 海の 飜案 の， は 

之れ 等 を も. S しく 見なかった。 

つぎに 出で 來る は瘦 細りて 貌 ささやかな り。 こはた だ 小 やかなる のみに は あらす、 身の 骨い と柔 にて、 いさ さ 

かなる 物の 間よりも 出で 入る 事 心の まま なれば、 鼬 鼠 麿と いへ り。 酸漿 HI は 眼 赤く、 烏 脛 は脛黑 し。 胸の さし 

いでたれば、 鳩胸と いひ、 頭の 尖りた るを鋅 頭と いふ。 

鼬 鼠 麿、 酸漿 目、 烏 脛、 鳩胸、 鋅頭皆 彼の 水 手に 應す ると 共に、 一 々平安の 書に 據る ところが ある。 か」 る 細緻な 

注意 は 全篇に 亘 つて 見る 事が 出来る。 

舂 海と 相 並んで 此の 種の 飜案 をな した 一 人に 石川雅 望が ある。 その 書に 「近 江 縣 物語」 r 飛彈^ 物語」 「天 羽衣」 

が ある。 馬 琴 は 「本朝 水滸 傅」 を 評する の餘、 言の 「飛 彈匠 物語」 に 及ぶ ものが ある。 「近 ごろ 六樹 園が 著した る 「飛 

彈匠 物語」 は 「笠 翁 傅奇の 十； i 曲」 の 中より 向 趣 を 取 出て、 文 は 「宇治 拾 遣」 になら ひて 作り たれ ど， 文のう へ を 

いふ ものな く、 趣向の 出處を 知る もの 稀なる べし」 

六 樹 園は碓 望の 刖號 で あ る。 「飛彈 匠 物語」 は 讀む者 をし て 飜案 とお もえ 起さし めぬ ほどに、 こなされ たもので あ 


る。 人 はた だ碓 望が 指示す ると ころに 從 つて、 「更科 R 記」 の 竹 芝 寺の 傳說 と， 「今昔 物語」 飛彈 匠の 談 によって 趣 

向 を 立てた とのみ 兌て、 陰に ある 支那の 原作 を 知らな からう。 馬 琴が 趣向の 出處を 知る 者 稀と いふ 1 一一 n に はや や 貶 意 

が あるが、 これ を 一段の 善意に 斛 して 出 處 を氣づ かせぬ ほど 巧妙に 飜 案して ゐる ともい はれる。 

仉、 馬 琴が その 出處を 笠 翁の 「十 種 曲」 とする の は 誤謬で ある。 これ は 「柏 案 驚奇」 の笫ー 話に 出づ る。 「十 秘曲」 

から 出で たる もの は 「近 江縣 物語」 である。 

「斤 一； 丄^ 物語」 の 題名 は、 「萬 葉 集」 の 歌の 一 つ、 靑 みづら よさみ の 原に 人 も あはぬ かもい ははし る 近 江縣の 物語せ 

むこ 據る。 ^こ， 命す る、 すでに さう で.^ る、 篇 中の 語句 また 各 出典 を 有する" しかも 「本朝 水 滸傳」 「西 山 物語」 の 

生硬 を 見ない。 

「十 種 曲」 の 一 つで ある 「巧 團^ 傳奇， 一 は 三十 三 齣より 成る。 傳奇の 常と して 第一 齣に 全篇の 略が 謠 はれる。 

恤 老婦 的 偏得嬌 妻、 姚克承 善 能 致 福。 

防 失 節 的 菜 得 全貞、 曹小姐 才堪免 辱。 

避 亂兵的 翻 失 愛 女、 姚束山 智也實 愚。 

求 假嗣的 却 遇 M 兒、 尹 小 棲 斷而忽 繽。 

これ を： 史 におし 展げれ ば 斯うで ある。 小樓の 子が 幼に して 勾引され、 轉賣 されて 布 客の 子と なる。 これが 姚克 承で 

ある。 少 うして 養父に 死なれ、 貧苦の 間に 書を讀 んでゐ る。 その 隣家の 姚廒山 はもと 高宫の 人で あつたが、 世 を 避 

けて 曹玉 宇と 改名して 翳 を 業と する。 克 承の 賢 を 知って、 その 女い ふところの 曹小 姐に 配 せんの 意が ある。 しかも 
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若き 一 一人 は 互に 意中 を ほのめかす 事が あった。 

克承は s あって 松 江に 旅する。 途中 一老 夫を購 つて 父と する。 これ 尹小樓 である。 小樓 はさきに 子 を 喪って 繼嗣 

を 得ん とする も、 然るべき もの を 得ない、 故に わざと 策 を用ゐ て、 完成なる 人 を 選ばう とした。 招 牌に 、「年老 無 

兒、 出 賣與人 作 父、 止 取身憒 十兩、 願 即日 成 交」 と 書いた の を 負 ふて 途上に 立って ゐ たので ある。 二人 は斯 くして 

父と チの緣 を 結びながら、 實の 父子た る 事 を 知らなかった。 克承は 小 妲と婚 を 全うして 後、 小樓の もとに 行く 事 を 

約して 相 別れる。 此時 小樓は 未實の 名と 所 を吿げ るに 及ばなかった。 それに 氣が附 いた 時 は、 もう 遲 かった。 小樓 

は蕭 然として 家に 歸 つた。 歸れば 家に 殘 した 妻はゐ ない。 流贼 のために 掠め 去られた。 

克承も 鄕に歸 つた。 そこ も 流賊の 厄に かかって、 姚東 山もゐ ない。 小 姐 又 賊に拉 し 去られた。 克承 は賊が 掠めた 

女 を 布袋に 入れて 赘る 人^に 行き. 小 姐を購 はう とする。 一布 袋 を H ふと、 中から 老媼を 得た。 克承 はわれに 母な 

しとて 遇する に 母 を 以てする。 この 老姐 こそ 小樓の 妻、 克 承の 實の 母、 しかも 母と 子 はもと より 知る ところがな 

老 媼は克 承の 誠に 感じ • 賊營 中に 一 炸 人 ある 事を說 いて、 購 うて 妻と せよ と勸 める。 それが 曹小 姐ら しく 聞え る。 

克承は 母の 言に 從 つて 袋 を さぐって 購ひ 来れば、 * して 小 姐 を 得た。 小 姐 は賊. 手に 落つ る や 巴 豆 を 身に 塗って その 

貞操 を 全うした ので ある。 

克承は 父との 約束 を 守って、 その 所 を 尋ねて 逢 はす、 路 纏また 盡 きょうと する。 老媼は 夫の^に 行かう とする、 

克承 また 送り 23 けようと する。 そこに 三人 は遞 返す る。 S に 語り ゆく ほどに、 の 親子で ある 泰も 知れる。 小 姐の 


父 は 今 は 流 賊鎭麼 のために 兵 部侍郞 とな つて ゐる。 勿論 女を以 て克 承に 配す る だけでなく、 家嗣 たらし めんと 欲す 

る。 即ち 克 承の 後 を 追ひ來 つて、 小摟 と共に 克承を 奪 はう とする" しかも 五に 相 和して、 克承 のために 富 ほ を^す 

事 を 努める。 

雅望は 克承を 坂 上 梅 丸と する。 姚束山 を 橘 安世と する〕 小^ を 蘭 生と し、 尹小樓 を； i 原季 光と する。 流 贼李自 成 

を 袴垂 とする。 これ を 外にして は その 筋 立 は 殆ど 同 一で ある。 ただ 彼 土の なら はしで、 我に そぐ はぬ^ はうち^つ 

てゐ る。 克承 試に 應 じて 及第す る くだりの 如き は それで ある。 時代 を 乎 安 朝に とれる が爲 に、 それに ふさ はしき 物 

を鹽 梅す る、 梅 丸 をして 田 樂の藝 に 熟れし めた 如き は、 それで ある。 全體の 調子 を 害 ふ もの は 避けた、 尹 小 樓が父 

として 買 ふ 人 を 求める が 如きが それで ある。 かかる 注意 は ー篇の 「近 江縣 物語」 をして 些の漢 臭な からしめ た。 

同じ 行方 は 「天 羽衣」 に 於ても 見る 事が 出來 る。 讀む者 は、 謠曲 「羽衣」 に 於け る 俾說に 加へ るに 「今昔 物語」 

の 舞茸の 話 を 以てした 趣向と する であらう。 篇 中の 黑 良と いふ 者 は 「羽衣」 の 白 良に 對 して 作り 設けた^ とのみ^ 

ふ 事で あらう。 さう^ はせ る ほどに 雅 望の 飜案は 手に入った ものである。 その 原據は 「醍 世恒ー 百」 の 「兩 八リ競 19 

抓 女」 中の 胃 頭の 一 話で ある。 雅望は 話中の 潘の 華の 美と 蕭雅の 醜 を 逆用して、 {E 良黑 良と し、 ig 作に なき 祌 女の 

怪異 を 「羽衣」 によって つけ 加へ たので ある。 

雅 望に は 他に 支那 小説の 飜譯が ある。 「通俗 酲世恒 一一 百」 「通俗 排 悶錄」 がそれ である。 また 現在 市井の 兌閒を 古雅 

の 文 を 以て 行れる ものが ある。 「都の てぶり」 r 吉原 十二時」 これで ある。 また 淨璃瑠 「平 假名 盛衰 記」 の 「梅が！ K 

無 間の 段」 を 平安ぶ りに 譯 したる 「梅が 枝 物語」 が ある。 これ 等 和と 漢 との ニ途の 熟練が 前述の 三 翻案 をな し 得た 
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ので あつ， た。 「笑 府」 「笑 林廣 記」 屮の 笑話 幾 條を拔 いて 飜 案して 「しみの すみか 物語」 となす が 如き は、 彼に あつ 

て はお 易た る ものであった らう。 此の 類 は 彼の 弟子 六 有 園に しても、 なほ 「.2: 痴 物語」 を 著 はして、 この 後 を 糖ぐ 

事 を 得た。 

支那の 小說 を飜 案す る、 すでに 文 墨の 戯 である。 わが 中古の 文體を 以て 書い しるす、 亦戲に 出， つる。 その 二つの 

もの 相 S りて 成れる 以上の 數奢 は、 もとより^ 上に 寶る事 を 期す る ものでなかった。 例の 馬 琴 は 「都の 手ぶ り」 「吉 

原 十二時」 等の 高評 を 傳 へる と共に 「されば とて ゆに；：： はるる にあら す、 畢兗 樂屋の 評判の み、 賣 物に はなし 難 か 

り， 一 と い ふて ゐる。 

さりと て賫 物にする 讀み本 も、 その 文體の 時代 を ゎづ かに 若く する に過ぎない。 平安に 代 へ るに 鎌會 さて は 室町 

を 以てする だけで ある。 態度に 於て は 所詮 五十 歩と 百 歩との 差で あらう。 

もし. 江 戶の讀 み 本の 流行 を考 へる とならば、 まづ これ 等數 著の 成立 を考 ふる を さいさき とすべき であらう。 それ 

等の 巾に 支那 稗史の 寧と、 我 古典の 舉が 提携した 跡 を考 ふべき であらう。 斯 くして かの 讀み 本の 多くが、 馬 琴の 如 

きを 外にして は、 讀みも せ^ま 那小說 に 據る眞 似し. またよ く辨へ もせぬ わが 屮古 ぶみ を 引く に 念し き理. E を^^ 

する 事が 出来よう。 

讀み本 は 江 戶小說 に 於て 本格の ものと して 重視 せられた。 賣物 として は 到底 中本黃 表紙に 及ばざる も， 數^ の 高 


さ を 以てと り 扱 はれた。 これ 江戶 の社會 の實狀 おの づ から 然 らしむ ると ころ * 今 こ の ffi 耍なる 問題に 就いては 姑， 

ふれす してやめ る。 (完) 

(大正 十五 年 十二月 「學 苑」 ) 
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そのむ かし、 伊勢の 俳人な にがしが ぶら りと 庵 を 出た、 草履ば きの 氣輕く 花 を 尋ねた。 ^きもお くれす、 散り も 

はじめぬ 櫻の 盛りに、 すっかり 浮かれて、 あの 里、 この 里の 花 を 慕 ひ^く。  nl は 暮れても 庵に 歸 らうと もしない。 

つい 京の 花に あこがれて、 そのままに 京に も 上った。 京の 花 を 見め ぐった はて は、 須 磨の 櫻が なつかしくなる。 01- 

速 そこに 出かける。 なほ、 人の^に、 どこの 櫻が よい、 どの 花が 盛 だと 閗 いて は、 矢も榍 もた まらない。 段々 の 西 

阈 筋の 春 を 追って、 とに のつ まり は 心に もない 長 崎までの 長旅 をして しまった。 かう いふ 話が 傳 へられて ゐる。 眞 

僞の ほど はさ だかで ない。 

同じ 筋合の 話が、 十返舍 一九の 上に も 傅 へられて ゐる。 一寸の そ ぐろ 歩きと いふ 氣 分で、 彼 は 江 戶 の寓を 出かけ 

た。 空に は 月が 冴えて ゐた。 この 月 を 高 輪 あたりで 見たならば さぞと 思った 時 は、 もう 其方 ざまに 道 を 急いで ゐ た。 

案の定、 そこの 波間に きらめく  W の 姿 はお もしろ かった。 品 川の 月 は、 鲛洲の H は、 それから それへ と 其 處のバ の 

幻影が 彼 を 誘惑す る。 魅せられた やうに、 幻影 を 追うて 歩く。 歩き 歩いて、 疲勞を おぼえた 時に、 彼 は はじめて 

分に かへ つた。 江 n を すん と 離れた^ 海道の.： を， 门十 出の 旅人と あとに なり 先にな つて 歩いて ゐ たので ある。 一 


九 は^ 鹿 馬鹿し くな つた、 といって、 家に 歸る のも^ 鹿 馬鹿し い、 折角 此處 まで 來 たもの だ、 いっそ 一思 ひに 上方 

へ 行かう と、 それなりき りに^ 海道 を 上った。 さて、 歸 宅の 後、 途中の 見聞 をし るした のが、 r 柬 海道 屮膝栗 毛」 だ 

との ことで ある。 

いかにも、 話と して は 面白い。 しかし、 この 話は噓 らしい。 その 噓は 「膝 栗毛」 の 主人公の 彌次郞 兵 衛と喜 多 八 

の 行動と、 作者 一 九の 行動 を 一 つに した ことから 出たら しい。 そんな 混淆の 起る の も、 つまり は 「膝 栗^」 の 勢力 

の 偉大な ためで あらう。 

どうも、 一九の 性格 は、 彼み づ からの 作品、 殊に 「膝 栗毛」 によって、 世 問に 誤解され てゐ た。 今 はさう でもな 

からう が、 「膝 栗毛」 發行當 時に 於いて は、 實に ひどかった。 あの 割合に 祌經 質な 一 九 を 極 のんき 者极ひ をし、 

の 生活が どっち かとい へば 眞 面目に 近い 一 九 を、 いつも ふざけて、 彌次喜 多 を 實地 にやって ゐ ると 考 へられて ゐた。 

いは^、 民間に 浸潤して ゐる 弘法 大師の 信仰が、 有難い 勿體 ない 僭 侶の 事蹟と さ へ い へ ば 何でも かで も 弘法 機极ひ 

にす る やうな ものであった。 「膝 栗毛」 を 滑稽本の 隨 一と 崇める 讀 者の 信仰が、 一 九 をば 滑稽の 權化 にたて まつって 

しまったの である。 

一九の 葬式の 折、 いよいよ 荼 昆に附 する 段になる と、 中に 仕掛けた 花火が ドンと 昔な して、 數 道の： C かひら めき 

わたった、 會衆 は、 この 人 は 死んだ 後まで、 ふざけ 散らして ゐる、 と 愈 信 をな したと いふ 話 は、 極めて 有名な こと 

であるが、 黉は林 家 正藏の 事實を 一 九と 混同した ものであった。 而 .E を かしく 傳 へられて ゐる 一 九の 生活 を、 眞實 
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とい ふた はしで. ゴ シ ゴ シ やったら、 思った より、 殊によ ると 人 一 倍む づ かしい 生 眞 面目の 正 體が露 はれる であらう。 

ある 金 持が 一人旅 はい や、 といって、 氣 心の 合 はぬ 路づれ はな ほい や、 どうかな して、 「膝 栗毛」 の 作お と 一 紡に 

歩いて、 かぎりなき 飄 逸の 旅 をして 見たい との 大野 心を懷 いた。 人 橋 を 渡して、 やう やう 費 m こっち 持の 約束で、 

その 心願 を果す ことにな つた。 ところが、 その 人 は、 二三 日で、 一 九に 對 して、 約束の 破桀を 屮し 出した。 その 理 

.S として、 その 人が 語った の はかう であった。 一九 は 一緒に 歩いても 、別に 口 をき くでもない、 勿論 洒落 をい ふの 

でもない >  た^たに 途中で 見聞きす る ものに II 察の 視聽を 凝める だけで ある。 宿に つけば、 丁む に 旅日記の 筆 を 執 

つて ゐる。 あれで は豫 想が 裏切られる どころ か、 とても 窮屈で たまらない * さう さう 同伴 を 願 ひ 下げに したと いふ 

のであった。 

この 話 は、 他の 事赏 と參 して 信用が 出来る。 一九の 人となり を 知る 上に 於いて、 かなり 役立つ もので あらう。 

一 九の 「膝 栗毛」 とい ふが、 知られて ゐる やうに、 決して  一 口で ない。 ^海 逍、 00, 宫島、 木會銜 道と 外に 

未完の  一 口が あった。 これ 等 を 享和ニ 年から 書き出して、 天 保 二 年にまで 至った ので ある。 その 問 二十 餘年 を經過 

して ゐる。 よくも 讀 者を繫 ぎお ほせた ものである、 一九の 筆の 魅力のお そろし さに 驚かされる。 しかし、 一九に し 

て も、 その はじめに は、 斯うい ふ 成功 を 期待して ゐ なかった。 それ どころ か、 ^海道 中の 初篇を 出す までに は、 並 

々ならぬ 苦勞 があった。 

一 火 は 彌次喜 多 二人 を 主人公と して、 東海道 を舞臺 とする 道化 物の 趣向 を 立て 見た もの、、 筆 は相應 にこな し 得 


たと 思 ふ もの、 これが * して、 今の 讀 者の 氣に 入る か、 どうか、 さまでの 自信がなかった。 相談 を 持ち込まれた 扳 

元にしても 確と した 見當 がっかなかった。 當 時に 於いて は. 類のない 趣向であった からで ある。 永い 問の 馴染で あ 

るより は- むしろ パト P ン であった 板 元 蔦 重から 担筢 されて、 や、 悄氣 かへ つた 時に、 板 元 村田屋 が、 のる かそる 

か だと 引 請ける ことにな つた。 多分、 一九が、 板 下 も、 さし 繪も 自分で 書く ので、 出 板 費が 大して か、 らな いとい 

ふこと が、 事 を 運ばせた ものら し い。 何とい つても、 その 頃の 一 九 は、 まだ 文壇の ほんの 驅け 出しと いふと ころで 

あった。 

今から いへば、 「膝 栗毛」 の 趣向 は^に 彼の 獨 創と は 見られない。 旅の 二人 を 主人公と して、 洒落 をい ひ 合った 

り、 狂歌 を 詠み 合ったり して、 氣散 じな 遊山 氣分を 發 揮させる 作物 は、 すでに 江戶 時代の 初期から^ 在して ゐた。 

「竹齋 物語」 とか 「新 竹齋」 と. か 「東海道 名所 記」 などの 大立 物が あった。 一 九の 趣向 は、 この 系統 をう けて ゐる。 

いな、 それ を 師範に した 痕跡 も ありあり と兒 られ る。 尤も、 これ 等の 著者 は、 狂言の シテ アドの 問答 を先蹤 したの 

であらう。 一九み づか らも 其 處 にまで 遡って、 狂言の 幾つか を そっくり その ま \ 「膝 栗毛」 の 中に 翻案して ゐる。 

狂言と 「膝 栗毛」 の相逮 はしば らく 措いて、 「竹齋 物語」 などと、 「膝 栗毛」 の 相 遠 をお へ ると、 笫 一 の條 件と し 

て、 それ 等 を 文章 體の 中に 少しく 會話體 を 加味した のに 過ぎない のに.. これ は會 話が 主體 となって ゐる。 そこに 一 

九の 新案が あった 苦で ある。 

けれど、 また 一方から^ ると、 さう いふた ぐ ひの 文 體の書 は、 その 頃す でに 立派な 一類 を 成して ゐた。 洒落 本が 
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それで ある。 洒落 本と 「膝 栗^」 と は、 何とい ふ 違 ひで あらう。 これ は 道中の 滑稽 沙汰、 あれ は 遊里の 通 三眛、 今、 

一丸 は その 通 書の 型を假 りて、 全然う つて か はった 內容を 盛らう とした。 新し さはた しかに ある。 しかし * この 新 

しさが * して 人々 に迎 へられる か、 どうか、 そこに 一 九の 不安が あった。 

尤も、 嚴密な 意味から いへば、 この 一九の 新案 も實は 創案と はいふ こと は 出來な い。 何故かと いふに、 洒落 本の 

中に、 いづれ は 江戶の 遊里と 舞臺を 限定して ゐる 中に、 いつの 頃から か、 そろく と變 態な 作品が 現 はれて ゐ た。 

田舍の 遊里が 舞臺 となり、 田舍 言葉が 滑稽の 對象 となる 作品 も 二三ではなかった。 たに、 何處 まで も、 これ 等 は 別 

格 扱 ひされて ゐた。 その 別格 物、 變態物 を 洒落 本の 世界から 解放して、 別 筒の 世界に、 滑 锫を發 揮 させよう、 別格 * 

變態を 却て； i 統 とする 境地 を そこに 拓 かう、 これが 一九の 野心であった。 すべてが、 その 頃の 旅行の 流行に 當て込 

んだ、 また 河 落 本の 行詰り を考 へた 結采 である。 新しい とい ふより は、 むしろ 賢い と 評すべ き 一 九の 企圆 であった。 

品 川から 箱 頃までの 初 編が 享和ニ 年に 世に出る と、 相應な 好評が 湧いた。 けれど、 また 東海道 全部 を 續刊し 得る 

までの 見込み は 立たなかった。 翌 三年に 後編、 その 翌年 文化 元年に 三 編、 翌ー 一年に 四 編と っビ ける につけて、 讀者 

の 好評が 京大 阪 にまで 附 いて 來る 確信 を 得た。 もう 先 を 急ぐ ことたく、 緩々 と 彌次喜 多 二人に のんきな 旅 をさせる 

やうに した。 文化 六 年の 八 編に 二人の 大阪 見物 を 害く ことによって 「東海道 中 膝 栗毛」 は 完備したの である。 板 元 

の 喜び はいふまで もない、 作者 一 九 は 一 躍して、 滑稽本の 雄と なった ので ある。 その 頃に は 幾多の 桟 倣の 作が 世に 

出 はじめた。 「膝 栗毛」 物の 犬 流行と なった ので ある。 一九 は、 それ 等 を 別に 咎め立て はしなかった。 どれ も 立派な 


^構な 作 を 持 ち 上げて、 結句、 自分 の 作の 廣吿 になって くれる から 有難い と 宏量を 見せ て ゐ る。 人枘 の 問題で なく つ 

て、 その 時の 得^の^ 度が 問題で あらう。 

さうな ると、 板 元は 勿誠檨 稿を賴 む、 彌次喜 多^ 貭は、 二人が これから 何 g! へ 行く のか、 いつ. 江 戶へ歸 つて 来る 

か を氣に 病む。 もとより 作者の 筆に 油が のって ゐる。 矢つ ぎば やに、 「金 比 羅詣膝 栗毛」 を 出し、 島參詣 膝 栗毛」 

を 出した。 さて この 二 年の 問に おいて、 いよいよ 「木 曾 街道 膝 栗毛」 にと りか \ つた。 文化 九^の ことで ある。 そ 

れ から：. 母 年 一 編 づゝ綾 s して、 文政の 五^に 至った。 十二 編で 完備 をと げたので ある。 そこで 彌次喜 多 二人 は 無事 

に 江 戶に歸 着した 譯 である。 享和ニ 年の 旅立から、 丁度 二十 一年 目、 忍へば 隨 分の 長旅であった。 いや、 それより 

も、 讀者 だち がよく も 一 一人 を その 永い？？ 飽 くこと なしに、 旅させた ものであった。 一 九の 筆の 力 も あらう。 それと 

共に 時代の 悠長 さ 加^が、 今と あまりに 逮 ひすぎ る ことに 驚かされる。 

「木 曾 街道」 完備の 顷は、 もう 村田屋 でなかった。 時の 板 元 英盛堂 はい さゝか 顧客の 好意に 酬いよう とした。 阈 

筆の 美人 霱を 十二 編の 景物と した。 口上書 を 添へ てあつた。 それ は 次の 如くであった。 

〇 栗毛 初 編 出版せ しょり、 當年迄 二十 一年め にて 全く 備 尾し， めでたく^ 都；！ おとなり ぬ、 長旅の 滑稽 御 退屈 

も かへ り 見す、 下手の 長談義 も、 旣に 趣向の 路費 盡果、 御 土^も 何 をが なと 其 工夫 さへ むつ かしく、 京の 島 原 

浪花の 新 町、 5： 勢の 古市" 讃岐の 金 比羅、 尾張宫 のうつ くしき 妓の 生う つし を、 五渡亭 ぬしの 筆に まかせ、 諸 

先生の 狂 詠 を 加へ て、 彌次喜 多 八が 心ば かりの 呈上 

膝 栗 宅の 事 ども .  六 一 五 
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江戸の 小説の 歴史のお もてで、 多分 その 以前 を 籠め て、 このぐ らゐ讀 者の 與味 を引づ りっ^け たもの はなかった 

らう。 讀 おは、 一 編 二 冊の 小 本 を 來る春 毎に 待ち 構へ てゐ た。 彼等に とって は、 彌次喜 多 は 一九の 腹から 生れた 雙 

つ 子ではなかった * 自分 等 を 同じく、 一九と： ^じく この 日の 下に 息づ いて ゐる實 在の 人物と しか 忍はなかった。 さ 

うなる と、 「竹齋 物語」 やら * 狂言 やらの 二人う け 答への 型な ど は. もとより^' へようと もしない。 そんな 生 立より 

も、 この 世の中の 何 慮で 生れて、 どんな 風に 育った か、 旅 だつ 以前の 生活ぶ りが どう あつたか ビ氣 になって 堪らな 

かった。 その 氣 が. -り は、 「膝 栗毛」 熱が 段々 と 嵩 じ 出した 「木骨 街道」 の屮 程、 文政 十 年頃に 於いて、 殊に 甚 しか 

つたら う。 前に も、 そんな 計畫 はあった やうで あるが、 いよいよ 十 一年に は、 「東海 逍中膝 栗毛 發端」 を 出 板して、 

讀 者の 耍 求に 應 じた。 これ 等の 讀 者の 耍求 は、 一 々投書の 格で、 版元 やら 作者の 手元へ 持ち込まれて ゐ たらしい。 

二人の 費用 はどうし たの、 二人が まだ 髮結 店に 行かな いのは どうい ふ譯 だのとの 質問 も隨 分あった やうで ある。 作 

者 は それ 等 を 利用し 得る だけ 利用して、 趣向に 持ち込んだ。 質問 また 要求の 讀者 は、 作者 を 動かし 得た ことです つ 

かり 得意になる。 彌次喜 多 最貭は 更に 作者 最屑、 一九 最展 として、 いやましに 熱 を 加へ る ことであった。 とにかく 

に、 一 九 はいろ いろに 苦心して、 彼の 成功 を 遂げた ので ある。 

「木 曾 街道」 ももと より 作者が カを盡 した 作で あるが、 どうも 「^海 逬」 のより は 評判が 惡ぃ。 おそらく、 前に^ 

海道 物がなかった から、 斯うで も あるまい、 とい ふ譯 は、 前の ものと 類 想 同 案の ものが 多い からで ある。 成程、 土 


地 ま 違 ふ、 舞臺 はか はる. けれど 役者に 變り はない、 道化の しぐさに 違 ひ はない、 從 つて. さう いふ 結枭に 陷らね 

ばなら なかった らう。 「木 曾 街道」 を 書く 折の 作者の 苦心 も 察せられ るが、 また 「木 曾 街逬」 はかなり 損な 立場に も 

あった o 

尤も、 「木 街道」 の强 みは 少く とも江 戶の 人々 が柬 海道 ほどに 熟して ゐな いこと である。 そこに、 目新し さは あ 

らう。 また、 東， ま 近よりも 幾分 開けて ゐ ない ところが、 作者の 滑稽 を 持ち込み よい 點 もあった らう。 異様な 風俗 を 

寫し 出さう としたり、 案內記 筆め かす をと る ことの 多 いのも、 これが 爲 であった らう。 それだけに、 作者 は、 絶え 

す. 直 ^踏^に よる こと を讀 者に 斷る。 それが 相應な 魅力になる。 この 事 は 「 柬 海道 では さまで 兌ら れな いもので 

あった。 更に また、 作者 は * 自分の 實地踏 杏： の 間に 出會 つた 事件 を、 一 々斷 りながら 趣向 を 立てた。 それが、 讀者 

の^ 用 を 魔ち 得る ことにな つたので ある。 作 中の 彌次莴 多 を 一 九と は讀 者に 於いて は 同 一 者に なって 七 まふからで 

ある。 たと へば 七 編の 例言 で 

の驛 より 道づれ にたりた る 人 は、 丁字 屋 何某と いへ るに て ありし が、 宿に つきて みづ からの 下帶を あら 

ま， レ とて、 F 女に 湯 を はこばせ、 叮嚀に 洗 ひそ.^ ぎて ほした る を 見れば、 その 人の 下 帶には あらす して、 予が 

襌 なり、 これ はと 一座 手 をう つて 笑 ひたる が、 これにて おも ひよりた る 趣向 あれ ども こと 繁多 なれば 次の 八 編 

こも あら はすべし 

とい ふの を 読んで、 八 編を讀 むと する、 もう 彌次荅 多の 面影 は 見えないで、 丁字 屋と 一九の 姿の みが 眼前に あら 

う。 さう いふ ことが、 つ ひに 一九 をして 彌次喜 多 式の 人物に 見立てさせ たので あらう。 その 事 はまた 一九の みづか 

膝 栗毛の 事 ども  六 1 七 
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ら 好んで 求めて ゐ たこと でも あらう。 それ を 愛嬌と して、 「膝 栗毛」 の 引 立 を 願 ふ 腹 は、 はっきりと 作 中に 讀 むこと 

が出來 る- 

(昭和 四 年 九月 「淤舞 伎. 0 


「助 六」 の 成立と その 變形 

安永 六 年の！ i、 中 車の 吉原通 ひの^が ちら ほらと 間え た。 こ W 中 車 は 蓬 萊屋中 卓の 八 百藏、 する 事 當らぬ はなき 

中に も 助 六 を 演じての 大當に は、 江戸の 婦女から あが 怫と拜 まれ- 彼が 入った 舞臺の H< 水 桶の 水は德 利に 汲まれ、 

藥^. りに 飮 まれた とい ふ人氣 役者で ある" それが 四十 三 歳の 若さ を惜 まれながら 死んだ あとに はまた 一 しきり 中 単 

幽靈の 吉原通 ひの 嗨 さが 高かった。 ^落 本 「十八 大通百 手枕」 は その 事實 として 斯うし るして 居る。 

調 布の 桝形 山麓の 鄕士山 n の屬 家に 十藏 とい ふ fK 性大 通の 美少年が ある、 その 風俗が 俠 者に 類 するとて 異名 を 助 

六と 呼ばれた。 父の 勘氣に 逢って 江戶を 出で、 難 波 町の 叔父の もとに 寄寓した。 ある 時 ひど 工面 をして 吉 原へ 出が 

けて 花 荻に あった" ^振が 中 wf そっくり なので 八 ぼ 藏が來 たと 二 ^中が 囁き か はす、 花 荻 もさう と 思って あ ひしら 

ふ。 十藏 も勘途 ひされた^ を 知った もの ゝ、 何分に も懷 寒い 折 柄と て、 それ をよ い 事に して 八 藏氣 取で ゆく。 役 

者で あれば 女郎 も 忍び 逄ふ 事で あるから、 物 日の、 妓 者の 新造 揚 のと 晴 がましい 事がなくて 濟 むとの 胸算 川からで 

ある。 さう かう して W る 中に 十 藏は花 荻に 實を 語った。 花 荻 は事愦 を合點 した けれど * なほ 八百藏 めかして 通 はせ 

「助 六 一の 成立と その 變形  六 一 九 
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る。 すると ほんの 中 車が 死ぬ、 けれど 十 藏は通 ふ。 中 車幽騫 吉原逋 ひの 噂の 糚 はこれ である。 十藏は 毎夜 叔父の^ 

つくの をう かがって 忍び 出る 事と て、 吉 原へ^ きつく 時 はいつ も ひけ 過ぎ か八ッ 時分、 朝 は 朝と て 叔父の 口 ざめ ぬ 

程に 歸ら ねばなら ぬので 夜 深に 出かける、 それ も啦 を產む 一 つであった。 

「大通 秘密 論」 は 「なんと 八百藏 でな しと も 八 百 藏の氣 で 心 やすく」 とい ふ 十藏と 「さう いひなん すが ほんの 事な 

ら、 たと へ お前が 中 車で も 中 車で ない にして あ ひいし やう」 と 遊女との 互の 達 引の いきさつ を や 、精細に うつし 出 

す。 伹、 こ」 の 遊女 は 花 荻で なくして 揚卷 である。 「大通 秘密 論」 に は 二人の 助 六が 見える。 一人 は屮車 をす る 助 六 

實 は十藏 である。 他の 一人 は 今 助 六で ある。 作者 は 今 助 六に 就いて 斯う 說明 する。 近 來今助 六と いふ 俠者 あり、 こ 

,v き 

の 本名 は-; 目 ひ 難し、 歳は卄 五六ば かり、 げに 生れつき 類な く、 心 も 形も雅 にして、 ちっとも 卑しき 事の なき 氣象. U 

I  めだつ 

々 しき 俊傑なる が 暫く かみに 上り up て漸々 去年 下りし ゆ ゑ、 未知 人 まれ なれ ど. CM 然と nil 花 M 俗 一. ム 々と。 

こ の 今 助 六 は 卜藏が 八百藏 に似て 居る とてお のが 助 六の 名 を 冒す 事 を 聞 いて 心 や、 平な ら ぬ 折 柄、 手の者 冗郎カ 

喧 i- して 負けた ので 堪へ かねて 十藏を 切り殺す。 助 六 は 群集に とり 圍 まれた の を、 遊女 菅 原が 助ける。 さう して 二 

人 は 深い 中と なる。 撝卷は 髭の 久 左と いふ 侍の 助力 を 得て 十藏 のために 仇 討 をしょう とする。 

揚卷が 助 六の 爲に仇 を 討つ の 一事 は 古く 傳 へられて 居た、 これ は その 復活で あらう か。 作者 は その 序に 於て いふ， 

往昔 播州 高 砂に 揚卷助 六と いふ^ あり、 此揚卷 は 姓に して 傾城の 名に あらす。 今戯 場に する 助 六 は 彼 高 砂の 助 六. 》 

其 名 を かりて 藏 前の 暁 烏が 以久と 買 論せ し 遊女 總 角が 事 を 造る と。 この 「助 六」 の. H 來 はもと より 從ふ 事が 出來な 

い。 作者- おそれよりも r 總 角と 菅 原が 事に 寄せ、 今 助 六が 說を 述べて >  俠 者の 氣 象に 遊女の 情 を あら はす」 を 本意 


とする。 

こ、 に斯 くい ふの は、 ^落 本に もな ほ 「助 六」 に 取材す る もの、 ある 事を說 かう とする ためで ある。 更に その 屮 

の 一節 を籍 りて 「助 六」 に 言及 せんとす るた めで ある 0 

さきに 「大通 秘密 論」 の 作者 は 今 助 六 を 自然と； I！ 花 風俗と 說 明した。 その 目 花 風俗と は 今 も王莒 「助 六 _ こトて 

せる 舞臺 姿で ある。 作者 はこの 姿に 就いて、 助 六と 手の もの 五郎との 間に 問答 をさせる。 

五郎 「お まへ は 又 羽絨を 着ね いで。 助 六 「八， 脫 いで 来た。 五 「見とう もね い。 助 「おら ァ羽絨 はび らしゃら しく 嫌 

ひだ。 K 「お前の 下駄で 歩かし やる を 人柄に も 似合 はねい と 誰か 云 やした o 助 「人柄の なんのと 嫌らしい 事 をい 

やるな、 下駄で 歩く と 先 踏み こんでも よし、 手前 達 も 夜 は 下駄に しや- 犬が 吠えね えで い k ぞぇ。 

作者 こ、 に 割 註して 是助 六が 下駄の いはれ とい ふ。 

五郎 もい つか 助 六の 意見に 贊 同して、 當 時の 通人 共 を 篤 倒す る。 

五 「惣體 此頃は 本 田に 結て 長い 羽 弒 さへ 涪れ ば雅 だと^って 似た 山の 大 ぞうめ 等が 八幡 黑 とやら の荩 履な どで 

無^に はだかって 歩く を 兄る と 虫 唾が 來る。 助 「面. y くねい。 

この 洒落 本 は 安永 七 年の 板で ある。 即ち 助 六 五郎に 篤ら る ゝ通客 等 は 安永の 人 々である。 然 らば 安永 度の. Q 客.." 

よろこぶ 風俗と はいかなる ものであった らう。 こ.^ に また 「十八 大通百 手枕 一 を繙 か， ュ. H ならぬ。 

rf» 手お」 は 親から 勘當 をう けた 《 が、 倾狨買 指南 所の 看板 を かけて 通の 服装 やら、 所譯 やら 手管 やらの 傳夂 ^す 

るの 葸 匠の もとに 當 時の 通 客の 服装と 心理と を 叙述す る。 

「助 六」 3 成立と その 變形  六 一二 
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en 南听の 主 は 年の 顷 一一； 十 程の 侍に 對 して は 斯うい ふ 注文 をつ ける。 額は洽 好よ く かづ かせて 三分 程拔 あげ、 中釗 

も大 く、 其 大髻油 べったりと 刷毛先 細く 出す 入らす の 本 田く づし、 水髮 にさつ と 結 はせ ，巧 代 は 剃 立 を 避けさせる。 

ぉ1 は 丈 をす つと 畏 くさせて 紐の 好み もや かまし くす る。 小袖 も 無垢の 類、 郡內縞 を斷然 斥ける。 紋輪も 細 輪に し 

て わう させる。 

また 十 人.^ の 息 P に は 斯うい ふ 注文 をつ ける。 上着 は黑と 指定す る。 それ は 常 着に は 雅な縞 や 小紋な どが よいが 

どうも 黑 程に は 人が 兑ぇ ぬからで ある。 下^ は白絲 交の 黑で八 丈、 中 著 は 新形の 小紋の 類、 羽織 は^か、 黑^ 力 

また 羽 二直の いきな 小紋と 傳揆 する。 

黑仕 合、 それ はま だ 助 六の 服装との 間にい さ k か逋ふ ふし も ある、 しかし、 全體 として は 感じて 似ても 似つ かぬ 

ものが、 ある。 この 相違 はつ まると ころ 安永と 寬延 との 年代の 距離から 来る。 助 六も寬 延の逋 客の 隨丁谚 であった。 

して^れよ 「大通 秘密 論」 は、 偶、 中 車 幽篛吉 原 通の 巷 話に よって 筋 を 立て &、 安永の 觀 客の 眼に 映 じた 寬延の 肋 

六の 服装 を、 しばらく 逆にと つて 助 六 をして 安永の 通 客 を 批評せ しめたの である。 劢 六の 服装 は 舞 棗の 上の 約^と 

して は ともあれ、 安永の 實 際の 世界に その 人が 歩いて 居たら 餘 程の を かし さが あらう。 京傳は 天明 度の 黄表紙に 於 

て 助 六の 服装 を 「花 川 戶 に 皆様 御存じの 助 六なる 色男、 そのな り は 太 祌樂て ふ 者の 夕立に あ ひし 如く」 とも 評して 

居る。 

二 


助 六の 打扮は 宽延ニ 年に 至って 治定 したと いはれ る。 黑 M 二 望の 小袖、 紅 裏 をつ け * 杏葉 牡丹 • 友染の 五所 紋、 

下に 淺黄 無垢の 一 つ 前、 綾 絨 の帶 * パ ッパ鲛 鞘， 一 つ ss、 尺八 を さし" 紫 縮緬の 鉢卷 を^に 結び、 蛇の：：： の 傘 を 

さし、 桐钲 のく り拔の 下駄 を 穿く。 これが 今日の 舞臺に 於ても 兌ら れる ものである〕 しかし、 それまでに 二度の 變 

化が あった。 

初 度の 正德 三年の 舞 臺には 黑紬へ 三 升と 牡丹の 模様の 臺附の ふせ 縫、 幅 廣の帶 に 樺色 木綿の 鉢卷、 紺 足袋 を はき- 

長刀の 一 本 指であった とい ふ。 一 一度 H: の享保 元年の 舞臺 には黑 小袖に 小さ 刀、 黑 絹の 鉢卷 であった とい ふ。 

この 服装の 三 變は內 は 脚本の 變 化に 應じ、 外 は 世相の 推移に 伴 ふ、 さう して $1  二 代： ZI 圑十郞 の 方寸から 出で た。 

初 度の 「助"： ハ」 は 知られて 居る 通り、 山村 座の 「花 館 愛護 櫻」 の 二 *m。 大道 寺 田畑 之 助 後に 花 川 戶の助 ■; ハが主 

役で ある。 

白酒 賣が 仕出し のお 達に 白酒 を寶 つて 居る ところへ、 兩肌 をぬ ぎ 尺八 を 振り 揚げた 助 六 が 中 役者 の 男 達 を： 退 ひ か 

けて、 喧嘩 喧嘩と 聲を 立てながら 花迢 から 舞臺 へかゝ る" 上手から 髭の 意久が 二人の 男 達 を つれて W て來 て、 助 八 

と 睨み合うての 長 せりふ、 そこ へ 殴^の 內 から 傾城 揚卷と 喜 ゆ 川が 出て 制め る。 白 酒賣 新兵 衛實は 荒木 左衛 門 に^ 

露され て 意久が 屋根 に 上る。 助 六 と 新兵 衛 とが 跡 追 ひかけ て 同じく 根 に 上る。 下に は 揚卷と 喜 世 川と が は ら は ら 

しながら 見上げる。 屋根 仕 合が しばらく 綾く。 助 六 はつひに 意久を 討ちと る。 

正德 三年の 「助 六」 に 就いて たしかに 知り 得る 事 はこの 位で あらう。 それに また 「近世 奇跡 考」 に 載せて ある 一 

枚の 近藤淸 春の 舞臺繪 を參 照す る 事が 出來 る。 京 傢に從 へば、 その 常時の 繪本 をす きうつし にした もの だとい ふ。 

「助 六」 の 成立と その 變形  六 二三 
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これに よれば、 助 六、 また 意久 の打扮 がさき の 記載の 文で考 へる より 一段と 豪放で ある 事 を 知る。 圖 は 三^ M の 店 

先、 「男 立 助 六」 がぞ めきの 者の 胸 <q をと りながら 举を ふりあげて 打た うとす る。 「 ぞ めきの 物め いわく」 と說 明の 

文字が 加 へられて ある。 これに 對 して 「ひげの いきう」 「かん ベら 門 兵衛」 が 助 六 目が けて 飛び か、 らうと する。 三 

人のお に靜に r あげまき」 と 「けいせいきせ 川」 が 立って^ る。 他に は 見物の^ 二人、 また r 洒 うり 新兵 衛」 が w 

る。 「かん ベら 門 兵衛」 が はじめは 「かん ぺら鬥 兵衛」 であった 事 はすで に 知られて ほる。 

「K 立 助 六」 の打扮 では * まづ 非常に 長い 刀の また 大ぃ三 升の 鍔が：：： を惹 く、 着附の 裾の 三 升の 模様の 大 いのに 驚 

かされる。 紋所 は 助 六が 肌 ぎに なって 居る ので 明瞭で ない が、 もし それが 牡丹で あると すれば、 隨分^ ひきった 

大さ であらう。 鉢卷 はいふと ころの 樺色 木綿 で あ らう。 いかにも それに ふさ はしく^び きりの 捻 鉢卷と 兑られ る。 

それにしても 助 六の 上半の 裸 形 姿の 1K 喑た、 その 節 瘤だった 腕、 便々 たる 腹、 これが 二 代 目 圑十郞 その 人 を. M 生し 

たもので あるか、 畫ェの 誇^で あるか、 それ は どちらに しても、 助 六の 舞臺 上の すべての 動作の 荒々. L さが 喑 示せ 

られ る。 

意 久の打 扮には 太い 羽 絨の紐 や、 着附の 模様と なって 居る 大ぃ 荒い 紋所が 目に 立つ。 描かれた 髭の 虎髭の やうな 

のが 撫附の 總髮、 太い HT 怒った 眼と 共に 今兒 る意久 より 數 段. の 強さ をお も はせられ る、 この 助 六と この 意久 との 

屋根 仕 合 はいかに 激しい もので あるか は、 まづ この 一葉の 繪の 上から も 想像 せられる。 

屋根の 佧合は 大門 口の i=- 嘩の 折の 夢の 巿兵衛 の 面影 をう つした ものと もい はれる。 さう いはせ る 一 つ は 市 兵衛の 

鉢卷 姿で ある、 この 者 はいつ も 紫の 鉢卷 をして 居た 爲 だとい ふ U それならば 何故 圑十郞 は 屋上に 巿兵 衛を模 しな 力 


ら、 その 紫 縮緬 を 樺色 木綿に 代へ たので あらう か。 

正德に はもう 初代 ffl 十郞が 親しくして^ たやうな. 大男 立 は 居なかった らう、 しかし、 江戶 市中 を濶歩 横行し， 吉 

原で r ぞ めきの 物 迷惑」 の 行動 をす る 者が 少 くなかった らう。 淸 春の 繪に 描かれた 喜 世 川、 あげ 卷の姿 は その ま、 

に當 時のお 一女の 風俗と して うけとられる。 その 寫實氣 味 は舞臺 の氣 分の 統 一 の 上から 考へ ると * 當然助 六 意 久の服 

装の 上. にも 及んで 居る 害で ある。 よし 今日から 見て 舞臺 上の 誇張と いひたい 服装 も、 當 時として はさまでに なかつ 

たらう。 まして 俠 者の 服装 そのものが 地體 芝居が、 つて 居る。 舞臺の 上と， 外との 距離 はさう まで もなかつ たらう。 

け 丫どそ t 等 はさまでの 穿鑿 をせ すと もよ からう。 「助 六」 に は あまりに 多く 誰々 の 面影が いひ 傅 へられて * その 

( づ れに從 ふべき かに 迷 はされ る。 巿兵衛 がどうで あらう と、 大捌助 八が どうで あらう と 花 川戶の 助/力つ まら 

ぬ 男で あらう が、 それ もこれ も をよ いとして S いて、 廣く男 立の 面影と 見る 方が よい 様に 思 はれる。 

屋眩 仕^の 趣向 は 三人 をして 激しい 立 廻 を させ、 珍しいた て をさせる ためで あったらう。 勿論お も ひきった 演出、 

考 J 亡ら れた 動作が あったらう。 「助 六」 の 中に 籠られた 荒事 はこ、 に 至って その 實を現 はした 事で あらう。 二 代 目 

圑十郞 は 荒事と 和 事と を かね >  「助 六」 は その 二つ を 調和した 代表の ものと いはれ て 居る。 しかし、 「助 六」 は三變 

する。 その 一二 變は 荒事と 和^の ffl 互關 係に 於て なされた らう。 荒事の 程度が 渐く 減じて、 和 事の 分子が 段々 と 加 は 

る、 そこに 「 叻六ー の 成長が あったらう。 して 見る と、 正德の 「助 六」 は 最も 多く 荒事 を 有する 譯 である" その 荒 

事 は 屋极仕 合に 於て 發 揮せられ たと 相 像せられ る。 

その 荒事 を 以て、 初代 圑十 郞が演 すると ころの 荒^と 比較 すれば 大 なる 相違が あったらう。 正 德三ハ 牛、 二 代 n の 
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「暫」 の 服装 は 灼 鬉にカ 紙 柿色の 素袍、 大 太刀、 筋隈 であった とい ふ、 之れ を 元祿十 年の 初代の 服装、 野郞 頭に 鎌 

髭の 赤顏、 小 具足、 小手、 脛當 * 素足、 大 太刀に 三 升の 角 鍔， 大意、 芋繩の 鉢卷、 顏も手 も 紅 塗と 比 校す ると どう 

であらう。 その 服装の 相違 はおの づ から 演出の 相違 を喑 示す る。 荒事の 程度が 考 へられる。 

「助 六」 は はじめから 荒事 を 目標と して 成された ものでなかった、 從 つて その 荒事 を 以て 初代 所演の 荒事と ひとし 

なみに してい ふべき でない。 ただ 想像され る その 荒事 も、 後の 「助 六」 と 比較す ると 驚くべき ものが ある。 その 屋 

根 仕 合 は 後の 「助 六. 一 では 助 六が 屋根に 立て かけて ある 梯子 を 半ば 上る 科に その 面影 をと にめ て 居る。 何とい ふ 相 

違で あらう。 

その 相違 はすべ て 時代の 好尙に 伴って 起る、 屋根 仕 合 は 其 事 を 讃美し て やまぬ 當 時 の江戶 市井の 要求に 應す る。 

二 代 目 團十郞 は 呼ばれぬ うちに 答へ る だけの 用意 を 不斷に 有つ。 その 用意 はおの が 創案の 「助 六」 をして 三度 變化 

させた ので ある。 

三 

二度 目の 「助 六」 は 中 村 座の 春 狂言 「式 例 和 曾 我」 のニ桥 目であった。 あげまきの 助 六實は 五郎 時宗と して 今 B 

見る 如き 曾 我狂霄 と 組み合 はされ て 居る。 

享保 元年 は 正 德六年 改元で ある、 初 度の 「助 六」 から ゎづ かに 三年 を 隔てた にけ である。 それでも 樺色 木綿の 鉢 

卷 は黑银 となり、 三 升 鍔の 長刀 は 小さ 刀と なり * 黑 轴は黑 小袖と なった。 尺八 を 片手に 持っての 出との み 傅 へられ 


た， 兩肌 ぬきと はい はれない、 また 屋根 仕 合 もい はれて ない。 そこに 舞 臺の變 化が 想像せられ、 從 つて 和 事の 分子 

が 加へ らる 、事が 推察 せられる。 

三度： z の 寛延ー R キの 「肋 六」 は 一 一度 目から 三十 四 年を隔 つ、 こ の 永い 年 =： の 間 江 n の 世相に は甚 しい 變 化が ある。 

江戶の 好尙と 並行して 進む：， 助 六，； は 常 然舊態 を 改めねば ならな かった〕 その 變更 はすべ て 當 時の 流行 を參 酌す る。 

^二重の 小袖、 淺黄 無垢の 一つ まへ、 また 一 つ 印^、 紫 縮緬の 鉢卷、 それに パッパ 鲛鞘は 從來の 助 六に 兌る 事な 

くして、 爾後の 助 六に 離れ 難き 服装で ある。 京傳は 「近世 奇跡 考」 に 「江戶 鹿 子」 を 引いて 助 六の 打扮、 パ ツバの 

鲛鞘、 一 つ 印籠^ 其 頃の 流行の 爲 なりと いひ、 明曆寬 文の 頃の 歌舞伎 狂言の 古圖を 見る に、 若泶 形の 惣踊 などに、 

すべて 紫の 鉢卷 をす。 江戶鹿 子に 云、 むかし は 美 意に 綾羅 を 身に まと はせ、 紫の きれ を鉢卷 にして いろいろの 藝を 

なす 云々、 助 六 が 鉢 卷も其 遣 風 なるべし といって 居る。 

二 代 目 圑十郞 は 美. 望の 紫 鉢 卷を俠 者の 黑 絹に 代へ て、 その 剛柔 矛盾の 間にある 種の 味 を 現さう とする U その ェ 天 

は當 時の 流行の 黑 羽二重の 小袖 を その ま」 に用ゐ ながら、 舞臺の 上に は 紅 裏 をつ けた。 黑に對 する 紅、 そこから 却 

つて 一種の 強みが 出る 事 を 狙った ので あらう。 

「紙屑籠」 は 圑十郞 の 工夫に 就いて 斯うい うて^る。 

二 代！ H 團十郞 柏 筵、 男 達の やつし にも 下に 紅 絹の むく を 着る 事、 男 達の 襦袢 はもみ のえ りなし 故に 荒事師の も 

みむく より 出た る もの か、 立派に して 强 みある を 好む とい ふ 

宽延の 「助 六」 は 前 二度の ものに 比すれば 和 事の 分子の 愈增 加して、 荒事 は その 痕跡 をのみ と^むる もの \ 多い 
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事が 注意 せられる。 黑 小袖の 紅 裏の 如き も その 一 つと して 數 へて よから ラ。 

犮染の 五所 紋、 これ も かって 見ざる ものである がその 欲す る舞臺 上 の 效^ は 紫 の 鉢卷と 様で あら う" 一 . 助 六」 の 

與味 はすべ て斯 る 剛^と 優美と が 錯綜す ると ころに あったらう。 柏 筵 の 藝風 は それ を 巧みに 調和せ しめる と共に、 

柏 筵が 所 演の對 象と して 居た 當 時の 觀 客の 生活 も 亦 何等かの 形式に 於て、 元 fi 剛壯の 面影 を殘 しながら その 粗野 を 

を さめ、 化 政 度の 繊細 をと り 入れながら、 その 頹廢を 知らなかった ので あらう。 三度 目の 「助 六」 が 大常を 得た の 

も 偶然で ない。  - 

往々 にして 寛 延の助 六 大口 屋曉雨 うつしで あると いはれ る。 「大道 秘密 論」 の 序の 事は已 にいうた。 また 三 升屋ー 一 

三 治 劇場 書留 は 精し くこれ を傳 へ る。 

江 戶 狂言へ 書 入れし 明 和 安永の 頃に 御藏 前 札 差 大口 屋治 兵衛曉 雨と いふ、 之 を 助 六に： ^立た る ゆ ゑ、 其 頃の 钹 

多久米 八と いふ あり、 よし 原に 通 ふ を 意 休と するな り . 

助 六の 打扮 もまた 曉雨 等に よって 代表 せられた 藏 前者、 または 小 田 原 町 者の 風俗の うつしで あると いはれ る。 同 

じ剡場 害留に 斯う 兌え る。  . 

助 六の 铕は男 逑に仕 立た る 事故、 其 頃の 流行 は 藏前小 田 原 町 しんば 祌田杯 何某と いふ 人、 さめ ざ やの 脇差 黑羽 

一 一重； の 小袖に て涪 流し 下駄 はいて 吉^へ 通 ふ 事、 此見 立に よってい でた つなり。 

助 六が 曉雨を 粉本に したと は考 へる 事が 出来ない。 初 度の 助， パを その ま k に 時代の 露霜に 啊 すと 當然、 寬延の 助 

六と なる からで ある。 もし 一 の晓 雨、 二の 哓雨、 三の 曉雨、 この 隙 雨、 かの 晓雨、 さらに 営 時の 通人 IS を 一 つに 合 


はせ ていふの ならば さも あらう。 なほ 助 六の 打扮が 一 人 を 粉本に したので なくして、 一 代の 流行に 據 るが 如しと い 

うてよ からう。 一 つ 印籠 は 京 傅 もい ふ 如く 當 時の 流行であった、 ；史に また 一 つ 前 もまた 同じ 流行 姿で ある。 ともす 

れ ば舞臺 外に 多くの 助 六の ある を 忘れて、 舞毫の 助 六 を 大く兒 る。 一 般が 所有す る r 一  つ 印籠 一 つ 前」 を も 舞臺の 

助 六に のみ 與 へようと する わたくし 心が 起る。 「助 六」 の 鬣 惑の 力 も 亦 偉大で ある。 

兎に角、 「助.； ハ」 は 和 事の 度 を 加へ ながら 變 化する。 たに 打扮に 於て は 落ちつく ところに 落ちついて、 大方 動く 事 

がない、 これが さきに 「大道 秘密 論」 の 五郎助 六の 一 W 槳が ある 所以、 また 後の 京傳の 評言の ある 所以で ある。 

しかし 演出に 於て は ゆるされた 範阇に 於て 種々 の變 lar があった らう。 それが 皆 和 事 をめ ざして 進行す る。 こ k に 

ゎづ かに 一 例 を擧げ る。 三度 『の r 助 六」 が 中 村 座の 「男文字 曾 我物 語」 のニ桥 目と して 演ぜられた 後、 十三^、 

寳曆十 一年に 市 村 庵の 春 狂言 「江戶 紫 根元 曾 我」 の 二番目の 「助 六」 が龜 蔵の 助 六、 菊 之丞の 揚卷で 演ぜられた。 

s 端の 河 朿節は 一助 六所緣 の：.；； i 戶樱」 である。 作者 は 金 井 三 笑、 櫻 田 治 助の 合作で ある。 「春霞 立てる は」 の 詞章 は 

すでに 知られて 居る 通りで ある。 それ を 今更ら しくい はう とせぬ。 いはんと する は その 問々 に揷 まれた せりふに 就 

いてで ある。 

「雨の 黉 輪の 冴え か へ る」 の あとに 助 六と 遊女 達の 翕 話が とり か はされ る。 

誓文 誓文、 淺 茅が はらがたつ わえ-女 郞 衆の まことに |jj 草の 始末 はない ものと 知りながら かうなら ふ はしば か、 

わしら が 様な 若い者の 心 はお 前方に のぼせられて、 上 をした 谷に かへ すに よって、 これで は戀 がかな 杉の くた 

れ をって くれても ない。 口惜しい わえ、 口惜しい わえ。 頭の 上へ 雷 門 がお ちか \ つても びっくり ともす る 男 じ 
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ゃァ なけれ ど、 女郞 衆に はか たれぬ、 くら 前から 牛 を ひき 出す 様に べらべら としゃへ らせんす によって お前 方 

にか まけて は 節句 前 も 困った とこ そいへ、 こまか. たと こそい へ、 わしが 心が 竹 町なら ば、 二つに 分って お 目に 

かけたい わい。 あ、 氣の 毒の 山 の^じ やな ァ。 r 何と I しゃう でん 町 かえ。 「笑止、 助 六さん は 何故 鉢 卷じゃ 

え。 r 助 六の 鉢卷 がお 前方のお 目に とまった かへ。 「あい ナァ。 

これが 「此の 鉢卷 は」 につ ピく。 「松の 刷毛先 透き 額。」 その あとに 斯うい ふせり ふが いはれ る。 

さあ、 助 六さん、 早う ござんせ、 誰 やらが 待ち かねて^ あらう ぞぇ。 「何な ァ、 おら づれ かひよ つと お 邪魔に な 

れば惡 うごん す。 一 またす ねた 事 をい はすと お 顔見せて やらん せいな。 「何 をお つし やる やら、 わし 等 は 隨分見 

つからぬ 様に 顔 を 包みます る は、 「そり や 何でえ。 「風呂敷で。 I 「堤 八 町 風 誘 ふ 

か k る 和事師 らしい 助 六 は 正德の それに 享 保の それに 見出された であらう か。 さて これ を 上方の 「助 六 心中」 の 

發展の あと、 比べ あは すれば どうで あらう。 

四 

二 代 EM 十郞 をして 「助 六」 を 創案せ しめたの は 一中の 「助 六 心中」 を 聞いた 爲 であると いはれ る。 一中 は K 德 

二 年 江戶に 下り、 招かれて 得意の 一曲 を 語った ので ある。 偶吉 原に 名 妖三浦 屋揚卷 が あり、 また 花 川 戶には 俠客助 

六が 居た、 すな はち あれと これと を 一 つに して ー篇の 狂言 を 作爲 したと いはれ る。 

或は 圑十郞 が 寛 保 元年 大阪に 上った 時、 助 六 心中の 狂言 を 見て 歸 つて、 その 趣向 を 一助 六」 のうちに うつした と 


もい はれる。 但 、「柏 筵 一代記」 にあり とい ふ 記事、 正德 三年 山村 座の 助 六 興行に ついてい ふ 丁 ¥ 

是は津 打 半 右衛門が 作る 狂言 也、 此 以前 京都に 萬 屋助六 傾城 総 角 二 代 紙子と 云ふ淨 瑠璃 あり、 正德の 頃三沛 お 

総 角名妖 のき こえ 高 かりし ゆ ゑに、 かの 淨 瑠璃に 基き て 作れるな り、 狂言 中に 紙子の こと ある は 二 代 紙子と い 

ふ を ほのめかす 也 

これに は 少しく 訂正すべき 事が ある。 「二 代 紙子」 は享保 二十 年の 作で あるから、 正德の 作に その 面影 を ほのめか 

す 事 は出來 よう S ない。 しかし、 今の 「助 六」 の 紙子 は その 前 齣 を截斷 して 見る だけに 何の 意 あるか を 知る に 苦 

しまされる。 もし それに W ありと すれば 意 休との 喧嘩の 相に 一 變化 を^せる だけで あらう。 誰が 「一 一代 紙子」 を聯 

想す る ものが あらう。 t ふに 毫 S にしても、 「助 六」 の 一齣 だけで ま 助. 六 SG 心中 I 想す るで あらう。 

よし、 江戶 にも 上方の 心中 狂 一 ーー「- が迎 へられて 相應の 喝采 を 博し、 柏 筵 また 半 七、 德 兵衛、 治兵衛 なんど を 演じて 常 

り をと つたに せよ、 一 々彼の 心中 物と おも ひ 合 はせ て悅ぶ 者が あったら うか。 たと へば 一中の 「助 六 心屮」 が 流行し 

て 居た 當時 でも、 人々 は 柏 筵が それにす がって ゆく ところ を悅 ぶより、 それから 離れて ゆく 點を よしと 兌たら う。 

正德の 「助 六」 が 「叻六 心中」 の 上に 立った にしても、 それ はたに その 名 を かり、 形 を かりた だけで 内 容を 全く 異 

にす る換骨 脫胎の 妙が 稱讃 せられた であらう。 

さう して 之れ が 二度 一二 度 和 事へ と 向 ひながら なほ もとの 心中 物に 近づく 事な しに、 全く あらぬ 方に 遠ざかって 行 

く 事 を I： すべきで あらう。 斯 くして 到逹 した もの を、 上方に 於て、 「助 六 心中」 から 序を 追って 蓮した I 璃 

お、 「千日 寺 心中」 「^尾 助」 ハー 一代 紙子」 「紙子 仕 立兩面 鏡」 の 到達した ものと 比較したら どう であらう。 直に 「助 

「助 六」 の 成立と そ？ 變形  六 三 一 
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六」 が江戶 の 地に 於て 現 はれねば ならぬ 因緣の 深い 事が 認められる であらう。 

「一 一代 紙子」 を ほのめか すと いふ 紙子の くだり を 今の 舞臺 に兑 ると、 動もすれば 近 松の 作 「壽 門松」 を 想 ひ 起させ 

る。 但、 華やかな 廓の 中に 影 さびしい 老婆 を點 出す るの 一事、 その 老婆が 時め く 名妓に 逄は うとて、， U り來 るの 景 

が 相似て 居る とい ふに 過ぎない。 これ は あまりに 緣蕺き 聯想で あらう。 しかし、 しばらく 聯想の 動く に 任せ て^ひ 

の ほどの ゆく がま，^ にす る o 

新 町に 太夫 吾妻 を 尋ねる の は 難 波 屋與平 の 母で ある、 與平は 吾妻 を 見 そ めて 戀 病みに 煩 ふ、 母の 慈悲 は それ を 見 

るに 忍びす して、 吾妻に 逢うて せめて 一度 は 粋に あって やって 下されと 賴 まうた めに 廓に 來た。 吾妻 は その 母の 情 

に ひかれて その 願 ひ をき 、屆 ける。 

助 六の 母 は、 助 六の 廓での i=- 啤 を氣づ かうて、 揚卷に 賴んで 寄せて くれるな と賴 みに ゆく。 しかし、 結局 は揚卷 

の 誠に 感じて 今まで 通り 逢うて やる 樣 にと 話し合 ふ。 

この 二つ の もの はどう やら 相似て； W ると は いへ、 そ の 間に もとより 直接の 關 係の あらう 害 はない。 

r 壽 門松」 の 吾妻が 難與 平の 惱みを iw いて あはれ がって 逢 ひ 見る の 一事 は、 また はしなくも 「^色 一代^」 の吉野 

が 鍛冶屋の 小僧が 吉野戀 しさの あまりに、 五十 三本の 小刀 作って 五三の 惯を貯 へた 者 をい としが つて^:^ してやつ 

たく だり を 聯想させる。 「 一 代 男」 の 記 * はま さしく 事寳 として^ 在す る。. 後の 灰屋紹 益の 妻 t 一 一代 目德子 吉^の 出 

來 事で、 糚 * の 記錄に 於て この 事實 のあった ことが 證 せられる。 しかも 近 松が 難與 平なる 架 の 人物 また その 母 を 

作爲 する は、 有名な この 事件に 基く とい はれる。 こ、 に 太夫の 愦 深さ を 主として 傳 へんと する 西 鶴と、 人^ を褥綿 


せんとす る 近 松との 相違 を考 へ させられる." 

さう して I 「助 六」 の 母 滿江は 子 ゆ ゑの 情に よって 見 も 知らぬ 廓にまで たづね 來る 母で あると 共に また 粹をき 力す 

母で も ある。 その 母の さらさらと 運ばれる ところに 「助 六」 とい ふ ものが あらう。 

助 六の 母 は 編 笠 姿して 歸り 行く、 それ をめ がけて 喧啤 をし かけ 母と 知って 恐縮す るく だり は、 「萬 屋助六 二 や 紙 

子」 の. 一節と！ 1： じ 手法で ある。 萬 屋助六 は 酒色に 耽る のら 息子で ある、 父の 助右衛 1： は 助 六が 預 りの 鼓と^と を盜 

み 出した を氣づ かうて、 む 方 を^ね て來 る。 編 笠 かづき 風呂敷 さげた 父 を 助 六は醉 うた まぎれに 例の 悪友と 兑遠ぅ 

て 胸 ぐらと つての 毒 n たらたら、 さて？ f うちな かめて 恐縮す る 場合と 大方なら す 似て 居ろ。 しかし、 助 右衛門が 胍 

呂 敷の 巾から 破れ 紙子 取り出して 助 六に 着せる 段になる と、 滿 江が 助 六に 紙子 着せる のと 事の 趣 は 似て 居りながら * 

作 の 心 はもと より 逮 つて 居る 事で あらう。 助 右衛門が 助 六 に^せ る 紙子 は、 その 昔 貧しう て 駕籠まで 界 いて おた 頃 

の ものである。 それ を懲 しめの ために 着せて 勘當 する。 さて さきに 盗み出して に 入れた 二色の^ 物 を取戾 せよ と 

厳命す る。 

助 六が 友 切 丸. ならぬ 一 一品 を取戾 すため の 苦心の 働き はこ、 に はじまる。 それに は 女房 やら、 揚卷 やらの 苦衷が 伴 

ふ。 くさぐさの 篛理と 人情との 幾 筋 を鰱れ させる。 最後に 助 六と 揚卷は 心中しょう としたが、 惡漢が 拙 はれた ため 

にわ づ かに 免る 事 を 得る。 

「紙子 仕立兩 面鑑」 に 至って は、 この 趣向 を 追うて^ に 一段の 複雜を 加へ る。 これ を 一 巾の 「助， パ 心中」 の^ 純な 

る 趣向 に 比 ベ れ ば 、 驚く ベ き 相違 で あ る。 

【助 一 ハ」 の 成立と その 變形  六  一二三 
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その 「助 六 心屮」 にや、 複雜の 筋を與 へ、 更に 人情の 深き を 加 へれば 近 松の 「夕霧 阿波 鳴 PJ とならう。 要する 

に 皆 義理と 人情と を 叙して 精細な らん を 欲する。 

「助 六」 に は、 よしんば これ 等 上方の 作 をお も ひ 出さす る は づれは づれが ありと する もの &、 どこに さまでの 義理 

が あらう、 人情 か あらう。 一木な ほ 江の 南北に あるに よって その 質 を 異にする。 助 六 その 名 は 一 つで あるが 江戶と 

上方に 於て その 實を 異にする。 即ち 江戶の 「助 六」 は その 人情 義现 から 解放され た 境域の 反映と して 價値を 認めら 

れる。 そこに は俠が あり、 通が ある。 さても その 俠 また 通と は 何の 謂で あるか。 

(大正 十五 年 七 B 「歌舞伎 W 究」) 

「十八 大通百 手枕」 の 傾城 買 指南 所の 主人 は 通人の 资格 として、 服装 を はじめ 數々 の條 件を數 へる。 座敷の 坐り 所 

も 上らぬ やう、 下らぬ 様に する 事、 傾城との 盃 事の 間 も色氣 どらす、 といって あまり 思附 などい うて 封 £閒 めかぬ 钹 

にす る 事、 また^-の 段に 於け る 諸 作法、 諸 技巧 を 擧げ、 K に 詩歌 連 俳琴荼 書畫 にも 通すべき 事な ど をい ひ 立てる。 

もし これ 等 を 以て 助 六の 上に 擬 したなら ば、 彼 は 到底 通人の 名 を 擅に する 事 は出來 なから う。 しかし、 安永の 通人 

と 寬延の 通人と は義 おの づ から 異なる ものが ある。 なほ 寬延の 通人の うつしなる 助 六の 服装が 安永の 通人の 眼に は 

異様に 映る が 如き もので あらう。 

十八 大 通の 名目の^: の 人口に 熟した の は 安永 天明 頃で あらう。 富豪の 嫖客 にして 遊里の 事^に 通曉 したる 者、 も 


とより とくに 傾城 買 指南 所の 業 を 卒 へたる 十八 人、 その 人 は 年と 共に 離合 すれ ど、 名 g はつひに 變る 事な くして、 

はるか 後の世に 及ぶ。 更に これ を 安永 以前に も 溯って 數 へる。 明 和 三年に は 亡き人の 數に 入れる 晓 雨の 大口 屋治 兵 

衛の 如き も その 中の 最聞 えたる 一 人であった。 

^明度に 於け る 十八 大 通の 遊興ぶ りに は 人の 意外に 出づる ものが ある。 世の 常軌 を 履む 者 は その 稚氣を 笑 ひ、 後 

のとり すました 通 を目當 にす る 者 は その 蠻 風に 驚く。 その 極つ ひに^ 鹿 を 以て 稱す るに 至ろ。 ましてお き 日の 哓雨 

の 行動に は往々 馬鹿の 骨頂と 兌るべき ものが あった。 「御藏 前 馬鹿 物語」 に 左の 一 話が ある。 

曉 翁伊逮 を 好み、 吉原通 ひに 助 六 姿に 出立ち 一 腰 を さし、 毎夜 廓へ 這 入る、 されば その後 暁 翁 廓 通 ひせし 時、 

頃 は 卯月の 雨上り、 蛇の目 傘 かたげて 土手 節を謠 ひながら、 土手の 上り口、 道^: 陁の あたりより、 ゆらり ゆら 

りと さし 掛れ ば、 此土 乎に 道心 坊主 鉦 をなら して 居る のを兑 て、 つくづく 思うて 立ち か、 り、 これ 修行^:、 兌 

れば 雨に そぼ ぬれて、 さぞ さぞ 難儀で あらう と 問へば、 道心 坊が いふに は、 いえいえ 何にも 難 俵な 事 は 御座り 

ませぬ が、 私 は 早く 死た う 御座ります ると いふ 故、 しかし 此 様に 死た くば 早く 死が よから う。 今 はの^が ある 

なら、 聞いて やらう が、 何ぞ われが 喰たい ものが あらう。 好な 物 喰 はせ て やらう から 望めと いふ。 左様なら 屮 

ますが、 私 は 至って 饅頭が 好物で ございま すから * 思 ひ 入 喰べ まして 死た う 御 庵り ますと いふ 故、 其 饅頭 早速 

喰 はせ て やらう、 待て 居 やれと、 曉翁 は^れて 仲の 町の 松屋の 見 世へ 行き、 女房に 此事を 言 付て、 若者に 蒸^ 

一荷 持せ て、 道心 坊に喰 せんと、 土手へ 立歸 り， 今 われが 望の 饅頭 持參 した， 思 ふま、 喰へ よと さしつ くれば * 

笾心坊 は 悅んで 誠に 久しぶりにて、 私が 好物の 品雞有 御座り ますと、 二三 十 も 喰ければ、 哓^ がい ふに は今汝 
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饅^ を ^ふま、 喰へば 死たい とい ふ、 とても 此 世に 長く 生ても 好の 饅頭 を 思 ふ 儘に は 喰^ かな はす、 死た けれ 

ば わが 命 おれが 貰うた。 それ は 難 有 御座ります。 此^に 生きながら へて 益な き 私、 サァ 命を収 つて 下さり ませ 

と 首 さし 延れ ば、 哓翁は 一 腰 すらりと 拔て、 觀 念せ よと 振り 上る 刀の 下に 手 を 八 "はすれば 水 もた まらす、 衣の 

上より 裝裟掛 に 切 殺せし 故、 此 一 腰の 名作 を 後に 濡 衣と 名 づけし とい ふ。 

その 濡 衣の 一 腰はパ ッパ鲛 鞘であった。 これが 往々 にして 寬延の 助.： ハの 打扮と W 緣づ けられる ものである。 蓋、 

哓 雨と 二 代 十郞 との 間に は 交って 親しき ものが あった。 曉雨 扮本說 の據 つて 來る 一 つで ある。 しかし パ ッパ鲛 

鞘 はまた 當 時の 流行の 物で ある。 故に 直に その 說を st く 事 は出來 なから う。 

豪 夫曉雨 狂客暧 雨の 稱 もまた 諸 書に 散見す る。 その 稱は 如上の 事 實が數 次 傅ら れた爲 であらう。 

喜 六と いふ 穢多が 武士 を 装うて 吉 原へ 入り込む を 知って 曉雨は 心 佾く思 ひ， 仲の 町の 茶屋で 恥辱 を與へ る。 喜 六 

は 憎さの 餘り、 ^逑を 賴んで その 歸途を 要せん とする。 ^通あって これ を 知れる 曉雨は 心得たり とば かりに、 其 夜 

士：： 原からの 歸 りに 遊. V の 小袖 を 細 掛け 小唄うた うて 土 堤へ 懸る。 助 六 を 喜 六の 者が とり^む を 事と もせす 大 

勢 を打拂 つた、 と は 「洞 房お 園」 にしる されて ある。 なほ 「江戶 助.： ハの 事は哓 雨が 巷 名と ぞ」 とも 記されて ある。 

一， 吉. 原 大全」 に 至って は、 曉 雨の 名 こそ 出さね。 藏前 の 米 商人と： i 島 の 田 中 三 右 衛！： が 達 引して 日本 垛の閬 討に 剛氣 

の^を 示した と あり、 また 正德 三年の 「助 六」 はこれ によって 作られた と ある。 

それ 等の 妄は京 傅が すでに、 「近^ 奇跡考 」 に辨 じて 居る。 また 前-ざい さ、 か觸れ ると ころがあった。 それに 拘は 

らす、 また 言 をな す は 巷說に 上る 暧 雨と 「助 六」 の 助 六との 間にい かに 相 通す る ものが あるか、 また 當 時の 通 客が 


レ かに 一 面俠 者ぶ る ものが あるか を 指示す る爲 である。 

曉雨枭 して 強力の 士 であったら うか o 以上の 諸 說は餘 りに 釗 化せられ、 「助 六」 化せられた ものである。 「甲子 夜 

話」 に は 一事 を傳 へて 却って 眞 相を穽 つに 近き ものが ある。 

寳^ の 後 かとよ。 江 都 十八 大 通と 云 ふ 狂： 各 あり その 巨 魁と よばれし は 杏雨 (暁 雨) と猇 せし なり、 或 時 いづ 方 

の 町 か肆^ にて 口論 あり、 相手 は^の^の 强： M なりし" W なれば、 巾々 諸人 手に 合 はす、 人 を馳 せて 杏雨に^ 

ぐ。 杏雨 速に その 慮に 來り^ れば， ^の 男 は 夜义の 如き 體 なる を 杏雨 は 意と もせす、 おのれ 憎き 奴 かな、 や々 

立 去るべし と 云 ひながら、 蓠の 手先 をと り捻ぢ つける に、 さし も强剛 と 見えし 鳶の もの。 あいた あいたと： 一一 一口 ふ 

ま k 地上に 伏せられたり。 杏雨 はやが て懷屮 より 煙草 筒 を 出し (此！ S は 裂に て 長き 煙お 筒 をぬ ひ 上 を 結べる^ 

なれば なり) 兩手を 縛り 引す りて 町役人に この 野 郞を町 外に 述れ 行き 縳を 解き 追放つべし とて 還りぬ。 見る 者 

堵の 如し。 皆駭き 入て 流石 杏 翁 かな、 年 既に 八十に 及べる 老人の 斯る 夜叉 を 自在に する 事よ とて 感嘆せ ぬ は 無 

りけ る。 後竊に 聞く に 杏雨 齿 げるを 聞く に、 即ち 其 口論の 譯を問 ふに、 僅に 一星 金 を 借れ ども 返さに るの 出入 

なり、 因て 金 五 片を密 に 持ち 往き、 かの 手 を 握る 時 持 添て ねぢ たる 故 一 言に 及ばす、 自由にせられ たりと 也、 

是ぞ 十八 大 通の 大 通す る 所以 たるべし と 人 評せり 9 

某然" 十八 大 通の 大通 たる 所以 は 黄金 を 巧みに 利用す るに あった。 曉 雨の 强勇も 畢竟 富 の 力 を 資す るが 爲 であつ 

たらう。 哓雨 等. 1 前の 札 差 を 業と して 過分の 利 を 得、 鉅 多の 富 を 擁し、 さて 豪奢 三昧 を 遊里に 致し、 名 M の卨 きを 

江戸の 市井に 誇らう とする。 即ち その 通 は俠を 兼ね 傰へ ようとす る。 これ は曉雨 一人の 欲する のみではなかった" 

一助 六」 の 成立と その 變形  六 三.： j 
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「御藏 前^ 鹿 物語」 に は 同類の 事柄が 傳 へられる。 利金 屋庄 右衛門が 髮 結床壞 しの 一件 も その 一 つで ある。 

庄 右衛門が 銀の 針金 元 結、 藏前本 田の 髮、 鲛 鞘の 一 豚 ぼつ 込んで 兩手 をう ち 振って 通る 異様な 風俗が 髮結 床に 居 

八 I； はせ た 若い者 共 をして 嘲笑させる。 庄 右衛門 は 憎い 奴等 何 を 笑 ふとい ひざ ま • 髮結 床へ 入り、 上げ板 を 取って 微 

塵に 床 を打壞 して 內に 上り、 金子 二十 兩を 出して、 これで 齊 請せ よと 親方に さし 出した とい ふ。 これ 亦 所 十八 大 

通の 一 人の 强 勇と 黄金と を 結び 合 はする 名聞 話で ある。 

寬延の 助 六が 隙 雨を模 したと ならば、 左右なら うべ なう 事 は 出来ない。 また 當 時の 通 客 等 を 色 を 作して、 おれ を 

どうして SK れ ると いふで あらう。 もし 「助 六」 が曉雨 一派の 藏前 豪奢の 氣分 の^に 酸酵 され、 酸 成せられ たとい は 

ビ、 彼等 亦然 りと 首肯す るで あらう。 「助 六」 が 有する 俠と 通と は、 これ 等の 人々 の俠と 通で ある。 助 六の 俠と 通と 

意 休の 俠と 通との 對比は 町人と 武士との 反目 を 語る。 傾城 あげ 卷を 中に 置いての 挑み 合 ひの！ 一人の 喧啤 はやが て 米 

と金と を 中心とする 兩 階級 の 爭鬪 の 反映で あらう。 あげ 卷の 惡態 は 町人の 驕兒 等が 藉り て 武士 を 篤 倒す る 痛快の 辭 

であった らう。 

六 

曉雨を 以て 助 六の 扮本 とする 事は曉 雨の 在りし R から 曝された。 老いた る 彼 はわ ざと 迷惑 さう にしながら、 必す 

しも 否定し なかった らう。 さう して 若き 日の 姿 をみ づか らも を かしと 想 ひ 起したら う、 その 姿 は 「御藏 前 鹿 物語」 

に 記載せられ て^る。 


大 黑を眞 向に 色 ざしの 加賀 絞に 染 させた の を 着流し、 鮫 鞘の 一 腰， ； つ 印籠、 下駄 穿き で 大門 を 入る。 すると， 巾 

の 町の 刚 側の 茶屋の 女房が 出で、 そ りやこ そ福祌 様の 御出でと わ やわ やとい ひ 立てる。 いつしか 此姿 を今叻 六と^: 

したと ある、 「物語，； に はこれ に 附記して 「吉原 通 ひの 小袖の 紋 に大黑 の & ざし は 助.： ハ の打扮 にして 二 代； ：！ 栢筵助 六 

の 時、 杏葉 牡丹 を 色 ざしに と 付けし を學 びて 附け し^とお も ふ」 とい ふ。 

斯 くの 如くに して 助 六と 瞻 雨と は 形と 影の 關係 にある。 形影 時に 願 倒して 巷說に 上り、 後人 をして その いづ， しな 

るか を辨 へる に W 難なら しめる、 しかも 唬雨は その 間にあって、 ひそかに 會 心の 眉 を 開いて 罟 たらう。 

寳曆 七^に 相 筵 は 「長生 殿^ 櫻 J に大江 左 衛鬥時 門、 乎 白の 猿の 精 を 勤めた。 その 二 ^门は 「助 六」 で、 あげ ま 

きの 助 六に 扮 したの が Z 代 ほ 围十 郞、 髭の 意 休は澤 村.：： 小十郞 であった。 藏前 衆より 色々 の椅物 をし、 また 紫 縮緬の. 

頰冠鉢 卷を數 知らす 送る。 吉 原の 惣 女郎から も 副 十 郞蛇目 傘に 杏葉 牡丹と 三 升の 紋 つけたの を 數百本 送る。 これ は 

毎日 鬮 にて 見物へ 屮： すため である。 ところが 藏 前の 札 差 大口 屋八 兵衛 の金翠 のみ は 宗十郞 に 贈物 をした。 彼 は大上 

總屋の あげ 卷の嫖 ^である。 その 理. E とすると ころ は、 あげ 卷の 客で ある 自分 かその 間夫の 叻六 ^こ 積 物す る譯合 

はたし、 意 休 役者 こそ 助 六 を 仇に する 者、 宜しく 最展 にすべし とい ふに ある。 して 見れば、 この 金^も また 曉 p: と 

共に 「助 六」 を 舞 棗の 外にまで 延長して 考 へる 者であった。 しかも  >  この 事ゃ奇 とする に 足らぬ 自^、 「力 六」 その 

ものに 舞臺 の內/ と 外との 隔を撤 せんとす る 工夫が 見えて 居る。 

三度 目の 寛延 ニ^の 「助 六」 上演の 舞臺は 花道まで 一面に 造花に て 櫻の 盛 を 見せた。 これ はこの ハ 牛の 一一；：！：、 吉原 

仲 町で 櫻 を 植えて 喝采 を 博した の を、 作者 藤本 斗 文の 趣向に よってし たものと いはれ る。 助.： ハの 蛇；；：： 伞は 花の 雨と 

「助； ハ」 の 成立と その 變形  六三ヒ 


江戶 文^ 研究  六 四 〇 

兑 立てる ためで ある。 出端の 淨 瑠璃 は 卽ち河 束の 「助.： ハ 廓の 家 櫻」 である。 助.： ハの 出場が もう 舞 辜： と 客席の 隔 をと 

り 去る のに、 なほ 花道の 「ほめ 詞」 があって、 客 も亦釗 中の 人と なる。 かやうな 心意 氣は 更に 劇場の 外にまで 擴が 

る。 堺 町の 料现 茶屋 は、 軒 口 へ 靑簾を 懸け、 前に 造花の 櫻を植 ゑる。 舞 臺の吉 原の っビ きが、 現 實の吉 原のう つし 

か。 影の 吉原、 形の 吉原" 眞假渺 として 錯棕 すると ころ、 夢心地して 藏 前の 嫖 客が ざん ざめ くも 當然、 また 暁雨對 

金翠 の S 貭爭 ひの 起 る も 當然 であらう。 

吉 原の 形影の 關係は 「助 六」 の 興行 毎に 親和 を 加へ る。 中に も 文化 八 年 二月、 三代 目の 圑十郞 の 三十 七回忌、 五 

代 目 六 代！ n の 七回忌 追善と して、 七 代 ET か 初役の 助 六の 折に は、 吉 原の 連中 は 男女 三 百 人、 柿と 白との 手拭 を 冠つ 

て 三桝の 形で 見物した とい ふ。 その 風流な ほ 今日に 及んで 絕 えざる ものが ある。 

例の 阒十郞 i 辰から 自號を も 談洲樓 とこ ぢ つける 程の 鳥亭焉 馬 はかって 五代 口の ためにせ る 「國 十郞 焱貭」 「御 江 

戶飾 鰕」 なんどの 體裁を 追うて、 こ \ に 七 代 n のために 「江 e 紫 i 辰 鉢卷」 を 編輯した。 當時 江戶の 生れ、 江戶に 

住む 者に して、 多少ながら 焉馬 4 感を 同じう せざる ものが あらう か。 それ 等 は 市 川 氏の 家の 藝 として 「助 六」 を 見 

ると 共に、 江戶 歌舞伎の 古典と して 「助 六」 を兒 る。 

「助 六」 の權威 はこ k に 於て か 生す る。 七 代 P の 文化 八 年 上演の 助 六の 打扮 はもと より、 寬延の 定式 を 守る と雖、 

衣裳の 美々 しさ を 加へ たの は、 一方 時代の 驕奢に 伴 ふ ものと はい ひながら、 また 一方 は 家の 藝 をして 愈 光輝 あらし 

めようと した さか しらで あらう。 助 六の 帶は三 升に 牡丹 を 金 絲色絲 にて 繍 をした のが、 一尺の 慣が銥 五十八 匁。 印 

^は梶 川の It 繪、 鲤の瀧 のぼりの 阖案、 その 價は 三十 兩、 根 附の枝 珊瑚 珐は或 者が 十五 兩 にて 質 入して おいた Q を、 


W 十 郞が受 出した もの、 それに &貭 から 贈られた 九分 珠の 珊瑚 珠を も用ゐ たとい ふ。 衣裳の 立派 さはた^ 助 六の 一 

人の 上 だけでなかった。 從來の 意 休隱從 の男逹 二人 を Z 人に 增し， その 衣裳 も：！ 十郞 から 提供した とい ふ。 

「助 六」 の 舞 « はかくして 完全に 舞臺の 外にまで 延長 せられた。 堺 町の 茶屋の 飾から、 延 いて 藏 前に 及び、 また 吉 

原に 綾き、 つ ひに 江 戶 の 全市にまで 達した。 種々 の 意味から 吉原は 江戶の 光で ある。 芝 ^町 もまた 光で ある。 ^前 

小 田 原 町の 富 は その 光を增 させる 油で ある。 「助 六」 は その 油の 量 を 多く 需 めて、 二つの 光 を 兼ね 合 はせ る。 「助 六」 

の 光 はかくして 江戶 市民生活の 正體を 如實に 照し 出さう とする。 

「助 六」 に は 袖の 梅と いふ 藥が 臺辭 のうちに ある。 正德 年中 伏 見 町に 住める 天 溪 とい へる 隱 者が 酒客の ために 製し 

たものと いはれ る。 また 「福 山」 とい ふ窬 麥屋の 名が 見える。 これ は 「福 山 は どっち もなら ぬな り」 の 川柳に 

も 知られる 通り、 中 村 座巿村 座の 間にあって 聞え たもので あった。 しかし、 その 役名 は X 化 八^-に はじまる。 その 

以前に は 寬延の 例 を 以て 「うどんや 擔市 川屋」 の 名で 呼ばれる。 これ は堺 町で 繁昌した 饉飩 屋巿川 g 彌 助の 名を假 

りた。 一朝 顏仙 平」 の 名が 見える。 もとより 臺辭に 於ても 明な 様に 朝顔 煎餅で ある。 北 八丁 堀 藤屋淸 右衛門の 家の 前！ 

餅が 名物と して 知られて 居た ものであった。 その 名 は、 「江 戶 名物 鹿 子」 にも 兌え て 居た。 「傾城 白玉」 の 名が 見え 

る。 古く は 「喜 世 川」 である。 それが 安永 八 年の 中 村座與 行から 今の 名と なる。 當時吉 原の 火焰 玉屋の 白玉が 評判 

あつたので、 玉屋の 主人 山 三 郞が瀨 川 菊 之 丞^ M を 利用して、 中 村 座の 興行に 菊 之丞の 弟子 吉 次に 白玉の 役名 をつ 

けさせた と い ふ。 

これ 等の 商 賈に屬 する もの は 「助.： ハ」 によって その 名を弘 め、 「助 六」 また それ 等に よって、 舞臺 の內と 外との 隔 
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を 除く。 和 互 利用し、 利 川され たる 事、 なほ 曉雨 その他の 通行人の 場合に 於け る 如き もので あらう。 ^代 記の 上に 

現 はれた 「助 六」 の 上演と、 その 當 時の 世相と を 比較し つ 心行ったならば、 いかに 與 深い 事で あらう。 歸 すると こ 

ろ は、 江戸の 生活の 推移の 間 明で ある。 こ. - に紬說 すべき 资 料の 多く を 所有せ ざる 事 を かなしむ。 

文化 八 年の 「助 六」 は その 往く 可き ところにまで 往き遨 したと いひながら、 畢竟 は 寬延の 定型の 外に 出づる 事が 

ない" まして その他の 上演の 如き、 變動 があった にしても。 ほんの さ \ やかなる ものに 過ぎなかった" 「助 六」 に 達 

する までの 劇の 仕組み は、 例の 曾 我物で はありながら、 努めて 新 趣向 を 構へ ようとす る。 しかし、 「助 六」 に 至って 

は囚定 して 動く 事がない。 

江戶の 小說の 中には 知られた る 歌舞伎 を讀本 に 趣向 立して、 時好に 投 する ものが 少 くない。 たと へ ば 京 傳馬琴 の 

作に 見る 十數 極の 如き ものである。 こ k に 「江戶 の 水仙 若 泶の助 六」 と 題す る 合卷が ある。 作者 は 東 里 山人、 文化 

十 U 牛の 作。 書 振 は 芝居の 大帳、 趣向 は 曾 我 狂言の 贰 番目、 狂言 作者^ 里 山人、 書面 扳附 歌川國 直、 座元 榮林 堂と 

說明 する。 讀本 風の 像 影 數葉を 前に 置いて、 屮は曾 我 狂言 第二 番目、 幕な し大 仕掛、 振袖 上卷 若衆 大帳、 .1 ハ册 結と し 

てす ベて 「助 六」 の臺帳 その ま、、 それに 少しば かりの 加笨が あるに 過ぎない。 作者 は ー篇を 叙し 終つ ていふ や 

ラ , 

右 助六大 帳の 義、 作者の 思 ひ 入に は讀 本の 積に 下書 致し 笸き 候と ころ、 板 元の 妤み、 今まで 類な き 八：： 卷の趣 向 


によから んと勸 めら れて ゑい やら やっと 全部 六册に 縮め、 たに 大筋の みしる し畢ん ぬ。 

これ は 「助 六」 を 小說に 移す 場合に 於て 最 賢い 方法で あらう。 似 節繪の 合卷は 役者 繪芝 繪 の連續 として、 書き 

込み はさな がらの 臺辭 として、 .； ハ册 の^. 雙紙 は^-に、 「助 六」 劇 を 現じ 來る。 「助.： ハ」 の 興味 は、 助 六實は 何某が 刀 を 

詮議す る 事件に あらす、 また 意休實 は 何某 を 討ちと るの 事件で ない。 細に 分ったならば 幾 齣と ならう 場合 は、 いは 

ば述 絡な くして、 各 齣に. •：；！ 戶 子が 勝手な 事 をい ひ 立てる もので あらう。 故に 歌舞伎が 持つ 「助 六」 の 與味を さながら 

に 紙上に うつす とたら ば、 舞臺の 上の 變化を 一 々繪 解す る 事を耍 する であらう。 合卷、 また 黄表紙の 體裁 はおの づ. 

からこれ に 適する。 事件の 表に なづん で、 兎角に 理を說 かう とする 讀本 は、 「助 六」 の 心 持から 遠ざかって、 人 はま 

た 手に する を 欲しな からう。 讀 本に は 歌舞伎の 持つ 興趣から 離れた ところに、 却って 面 いのが ある. しかに 「助 

六」 の 如く 歌舞伎と して 多くの 親しみ を 持てる ものに 對 して はつ ひに 益な きに 終る であらう つ 

黄表紙に 「助 六 利 生噺」 とい ふ、 北 尾 政 美の 自！ I 作が ある。 拙劣 笑 ふべき ものである。 柬里 山人に して 讀 本の 趣 

向 立 をしたならば 結句 斯う いふと ころに 落ち はしなかったら うか。 板 元はよ く贤 にして 策 を 得たり とい はう。 

「助 六 利 生噺」 は 花 川 戶の緣 を 以て 淺草觀 音の 利 生に 結びつけ、 一 家の 傳說に 附^す る。 頼 朝 は^ 忠に 命じて 觀昔 

堂 を 建立させる。 梶 原が 妬んで 之 を 斥けよう とし、 岩 永と 番 場の 忠 太に 囑 して 重 忠 保管の 三つ 面を盜 ませる。 二人 

が 盗み 去る 時、 あやしと 咎めた 漁師 太 郎八を 殺す。 もと 太郞八 には子がない ので 觀 昔へ 願 を かけた、 三 社 榴现ゅ 枕 

に 立って fK 地 人 三才 を投 くと げられ たと 兌て、 妻 は懷姙 して 居る。 その 妻の なげき * 敵の 手が ゝり とて は 岩 永の 脇 

^手柄が あるば かり。 一 つの 家の 惡婆は その 妻 を 欺して 家に つれ 歸ゎ、 子を產 ました あとで 女 郞に賣 らうと 企む。 
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本 田の 次 郞は重 忠の命 をう けて 町人に 身を窶 して 三つ 面 詮議、 雨に 困 じて 一 つ 家に 宿る。 そこの 娘 小絲か 次^に 戀 

して、 母が 预 りおけ る 三つ 面 を 次郞に 渡して 共に 逃げ去る。 祈柄忠 太は梶 原の ために 病の 翳藥を 得ようと て、 抬兒 

の 血 を 索め に 一 つ 家に 來る。 惡婆は 次郞の 去った の を 知らす に 誤って 石の 枕に 忠太を 殺す， なほ それと 知らす して、 

小春 を 殺して 胎兒 をと り 出さう とする。 雉子 飛び 來っ て胎兒 を啣へ て 去る。 惡婆は 鬼 t となって 宮戶川 を： 冰ぎ 越して 

次 郞小絲 を 追 ふ。 偶鎵 建立の ため 來た 文覺に 遮られる。 怒って 鐘 もろともに 淵に 沈む。 こ k が 後の 鐘が 淵で ある。 

雉 早 は 赤 兒を重 忠の ところへ 運び 來る。 重忠は 次郞に 命じて 養育させる。 これが 後の 揚 場の 助 六と なる。 淺 尊の 水 

茶屋の 出合 ひに、 つ ひに 助 六 は 敵 岩 永 を 撃って とる。 次郞は 白酒賫 となって 來て 助太刀 をす る。 親 夫婦の 靈、 惡婆 

の^ 現 はる、 これ 皆觀 昔の 利 生に よって 成佛 した ものであると。 

か、 る もの を 京傳の 作、 r 鐘 は 上野 哉」 に 比較したならば どうで あらう か。 これ は 政 美 京傳の 筆の 相違の 問題で な 

くして、 その 狙 所の 適不適の 問題で あらう。 

「鎵は 上野 哉」 の 助 六 は 粗忽者で ある。 仲の 町に 鉢卷を 落して 行った の を、 夜 廻の 赉 人が 兌つ けて、 手 飼の 猫の 首 

玉に する。 助 六 はまた 極の 妬 手で ある。 揚卷が 意 休 を 大事に する を 憤り、 仲の 町の 眞 中で 意 休の 頭の 上に 下 馱を狨 

せて やる と 口癖に する ので、 揚卷 はもし 喧嘩に でもな つたら 外聞が 惡 いと、 意 休に わたし 可愛が 定 ならば 下駄 を 載 

せられても、 ぢ つと して 居て 吳れ との 賴み。 意 休 は 晝顔百 兵衛と 相談し て飴賣 のかん て ら門 兵衛を 雇 つ て 身代 をす 

る。 門 兵衛は 白酒で 黑！ Lt を 塗って 意 休の 打扮 をし、 下駄 を 載せられても 無 1  一一 n で 民る。 助 六 は大に てれる。 揚卷は 意 

休に 無心して 髯を 剃らせ 揚屋 町の 林 藏の黑 油で 染めて、 みづ からの 髮と稱 して 持たせて やる。 折 柄 S 六 は 向^の 中 


田屋に 居た か、 主太郎 に^ を 洗 はせ る。 助.： ハは揚 卷の僞 を 知って， 大に 怒り、 意 休 諸共 眞 二つと 氣 込んで 來る 途中， 

百 兵 衛が意 休の 編 笠 を 冠って 來るを 例の そ、 かしく 兌逮 つて 切りつ ける。 一 一人し ばらく 立 廻り。 百み、 衛 助.； ハを追 ひ 

かける。 夜 廻りの 飼 猫 助 六に 化けて 百 兵衛を たぶらかす。 助 六 は 揚卷の もとに 躍り込み、 意 休 目が けて 斬りつ ける 

と、 意 休- W へ 飛び 上る と兑 えたが" rtf- の 神と 變 する。 即ち 白 鬚 大明 神で ある。 助 六に 對 して 戀の疑 惑の 深い^ を 

戒める。 

助. パを妬 手と 見る の は 母の 紙 衣 を^た あとの 揚卷 との ロ說に 於て いふので あらう、 粗忽^.. と兒 るの は 母の 編 笠 姿 

の 見 違 ひその 他に 就て いふ 事が 出來 よう。 京俾の 作の 勝 味 はこの^ ちに ある。 白 鬚 大明祌 を 拉し來 るが 如き、 た^ 

その 名に 呼ぶ 遊びに 附會 したに 過ぎない。 作者 自ら も 「あまり 名 をな さぬ 祌故 名弘 めの 爲方々 作^ を 頼み 此草雙 紙 

へ 現 はれたり； と 洒落の めす。 

「助 六」 の 荒事が 俠 氣を殘 して 和 事へ と 推移す る 時、 輕 妙の 諧謔 は その 纖.！ と共に 躍動す る。 寬延ニ 年す でに それ 

は 著しかった らう。 贅！^ の 演出、 寬 政の 演^ はな ほ汾掊 洒落の 分子 を 加へ 來 つたで あらう。 けれど 劇の 輪廓 は略定 

つて 居る • その 充し 得る ものに も {:! ら^り が あらう。 こ&に 限りなく 作意 を 縦に する 事の 出來る 黄表紙の 「助 六」 

の 滑稽 化が 生す る。 「鐘 は 上野 哉」 の 穿ちの 如き も 其の 一 つで ある。 まして 權咸 ある ものに EC 瀆 めく 態度 もて 臨む は 

黄表紙の 常で ある。 劇界に 於け る忠 は^、 また 贫 我物 は 古典と して 權威 ある もの、 即ち 黄表紙 作者の 藥^ 屮の もの 

となる。 「助 六」 すでに 古典 を 以て 擬 せらる \、 その 黄表紙 作者の 厄に あ ふ も 亦 やむな きに 屬 する。 
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八 

男 達 助 六と 傾城 揚卷の 魂が 入れ か はったら どうい ふ を かし さが あらう、 それ を寬 政の 世の 流行の 客と 女郎の 腕 地 

獄 こもって ゆき、 更に 三 升 艾と路 考艾の 功 能に 結びつけ たのが、 「江戶 花 俳優 貭 s」 である。 鷄吿の 名 を^した 京 傅 

の 作。 

意 休 は 若い者 を 賴んで 助 六 をうた せる。 この 助 六 は 弱い 男で うんとば かりに 氣絕 する。 撝卷は その 様 を 見て 驚い 

て 二階から 飛び降りる 拍手に うんと 氣絶 する。 大勢が わ やわ やと 一 一人の 名 を 呼び立てる 騷 ぎに、 二人の 魂が 入れ か 

はる。 さらで も 勝氣な 揚卷は 金平 揚卷 となって 浮氣の 風に 誘 はれて 來るぞ めきの 衆と 喧嘩 三味、 助 六 はいつ もの 打 

^ながらに 揚卷の 部屋に 化粧 三味 * 一人が うんざい めら、 きりきり 通り あがり なんしと 强 面で ゆく 時に * 一人 はけ 

ふ は 二十 五日 だの、 嬉しい、 明 E! は髮洗 ひだのと やさしく も 女の 氣 取で 居る。 助 六 は 三 沛屋 の籬へ あげ 卷を 呼び出 

して は 身 あがり を させて 上り、 祝儀 萬 端 をす ベて まかな はせ て 平氣で 居る。 とも 知らす に 助 六の 家で は、 あまりに 

金を遣 ふ 事 もと 番頭 新兵 衛が撝 卷を身 請して、 家に 入れる。 家 は 米屋で あるが、 捣卷は 商 寶に身 を 入れ、 助 六 は 針 

仕事に うき 身を窶 す。 番頭 は當 時日 本橋袂 の 伊丹く ん齋と い ふ 炙 療治 に 二人の 治療 を賴 む。 くん 齋は « に は 三 升 

艾、 女に は 路考艾 をす ゑる。 あっとい ふ をき っ褂に 二人の 魂 は 入れ か はる。 

この 作意 は 三 升 艾と路 考艾と を 主として、 「助 六，； は 寧つ まに なって 居る。 もし、 「助 六」 を その ま」 に 茶化した も 

のと. S は^ 自名 自詮、 まづ全 交の 「茶 歌舞伎 茶目 傘」 をと るべき であらう か。 これ は 黄表紙の 上で 往々 見られる 通 


りに 髯の意 休 を 千 利 休に 附會 したる もの、 年々 舂 毎に 意 休と 助 六の 達 引 は 芝居で もす る處 なれ ども、 今 は 通 の^の 

中、^ 嘩 などす る は大の 野暮 助 六な 事と 、1 一人 は 茶の湯の 宗匠で ゆく。 待合 草履で なしに 客の 頭へ 日和下駄 を片 々戟 

せる。 手水 鉢の 出る ところへ、 山屋 の餛飩 一 杯 宛 を 頭に 浴せ る。 にじり 上りと 覺 しきと ころに 助 六が 立 はだかって、 

股 を 潜れと いふ。 助 六の 鉢卷 がすぐ に 紫 袱紗と なる。 道具 は 蛇の目 形 付 袋 杏 紫 牡丹 いんらん などの 附會 物で ある。 

これに は 先蹤が ある。 全 交す でに 予は喜 三 一 一が 秀作 を茶ェ 服して 云々 といって 居る。 「太平 記 萬 八 講釋」 がその 秀 

作で ある。 喜 三 二に は 同様の 趣向の 作 「珍 獻立曾 我」 も ある。 今一々 擧げ來 るの 煩に たへ ない。 

全 交に はまた 「年寄 之 冷水 曾 我」 が ある。 曾 我 兄弟の 仇 討 は建久 四 お-、 今 寬政四 年まで 六 ー曰 年に 當 ると 數 へて 兄 

弟 はじめ 皆 六 百い くつの 老體、 仇 討の 忘れた 耄 けぶり を 書きな す。 中に 「助 六」 を も揷 む。 助 六 は 意 休に 喧嘩 を 仕 

かけた なりの 六 百年、 何故の 喧嘩で あるか を 忘れる。 意 休と 助 六と は 斯う 話し あ ふ。 

助 六 何故 おれ は 頭へ 下駄 を あけて 斯うして 居る だら う、 どうも 思 ひ 出されね え。 「されば なぜ だか。 

趣向す ベて 「茶 歌 舞妓 茶目 傘」 に 優って 居る。 しかし、 「助 六」 の舞臺 を その ま \ に 活す點 からい へば、 はるかに 

京傳の 一， 新板替 道中 助 六」 に 劣る。 蓋、 京 傳の此 作 はこの 類 中に 於て 傑出した もので あらう。 

これ も 意 休と 助 六との 中 直に 端を發 する。 二人の 喧嘩 を 幾度 かの 舞臺の 上に 見馴れた 爲の 趣向 立で あらう。 意 休 

と 助 六、 今 は 助 六の 女房と なって 居る 揚卷， 朝顔、 かん ぺら、 白酒 寶、 それに 二人の 禿が 東海道の 旅 をす る。 助 六 

は 上方の 雁金 組なん どの 男 達 を 挫いて、 愈三ケ の津黑 極上 男 達の 座頭と 仰がれる。 その 記念に 携へ ゆきし 蛇 目伞を 

地 本院の 軒端に さしこんで 歸る、 これが 地 本院の 忘 傘との おちと なる。 着想 他奇 なれ ど、 妙 は 「助 六」 の 各 場 を 束 
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海逍 の^の いくつかに 當て はめた 手際に ある。 淸 K の繪 がまた 巧みに これ を 描き出して おる。 

助 六 等 一行 は^ 川に 來た。 助 六が いふ、 日頃 おれが 惡 態に 刷毛の 問 だから 房 上 總が兒 える と は 申せ ど、 -ぉ めて 減 

らす n とも 覺 されん， よき^: なれば 試しの ために こんな 時 見て おきやれ と U そして 尺八 を 遠 服 鏡 の氣 取に て 刷^の 

間に 揷み 皆々 に 見せる。 

「助 六」 の 興味の 一 つ は 洒落の 臺辭 が箭の 様に 飛び違 ふ點 にある。 その 洒落 は ある 飽和 點 にまで 到達す る 誇張に よ 

つて 成立す る。 「助 六」 の觀客 はこの 誇張の 止る ところに 止る を うれしと 兌、 を かしと 兌る。 ゎづ かに 一線 を 越える、 

もう 眉 を 頸め、 席 を 蹴って 去らう とする 程 洒落に 對 して 敏感な 人々 である。 今、 京俾 はわ ざと その 誇張 を 誇張と せ 

すして 正而 より 受けて 滑稽と する。 曲解す るに 非す して、 正 解して 素直に 滑稽 化する。 しばらく 「助 六」 の 何たる 

を 解せ ざる 眞似 をす る。 川柳よ くこの 手法 を 用ゐ る。 

助 六 は 頭痛 持 かとせな ァ 聞き 

これ は 紫 鉢 卷の謂 を 知らぬ 田舍 者の 正面からの 問に 擬 する。 

此の 鉢 卷の御 不審 は 安松 魚 

これ は 知って、 現實の 事象 をと り來る ものである。 もし W る 滑稽の 資料 を 索む とならば 「助 六」 は その 科に 於て、 

白 に 於て 無盡藏 と いふべき であらう。 助 六 は 金 川に 於て 鼻の 穴へ 館 船 を 蹴 つ 込む とい ふ 日頃の 惡態 を實 行す る。 大 

森で 買 つ て 來た麥 藁. 1 ェ の 館 船 を そ こ にある 富士 の 人 穴へ 蹴込む のであった。 附會の 跡歷々 、作お みづ から 註し て 

_> 惡 態に 擬 へた は 聞え たが、 何故 折角 買って 來た物 を 蹴込んで しまった か、 そこ は 今に 解せ 不. &候」 とい ふ。 


裎ケ 谷の^で は 助 六 は 天水桶で 湯 をつ かふ。 「これが 肥沏 だと 狐に 化された とほき やみえぬ」 とい ふ。 戶塚 では 旅 

人 を 促へ て 名物の 大罢 丸の 股 をく^ら せ、 藤澤 では 大山 參 りの 木太刀の 寸尺を 計り、 鞠 子 口で は 門 兵衛 にと ろ」 汁 

を 浴せ かける。 

大 井川に か& つて、 揚卷 は蓮臺 で 越す。 京傳 興じて いふ、 「捣 卷が大 井川 を 越す と はれんだ い 未聞の はや 瀨の たね 

だ。」 意 休 は 川 越の 賃を 惜しんで ひとりで 越す の を 助 六 憎が つて そっと 頭に 下駄 をのせ る〕 意 休 は 知らす. 人々 はげ 

たけた と 笑 ふ。 裸身の 意 休と 肩車の 助 六と を蓮臺 の 上で 兌 下しての 揚卷の 悪態 はいかに もよ く 響く。 「意 休 殿淺瀨 

のと ころで 一服 上れ。 手が； S かぬ から 足で 進上 致す 御免」 は 舞臺と 遠って 慇勤な 挨拶で ある。 「冷 物で 御 鹿い」 もこ 

の 方が 理屈で あらう。 

吉 田に は 一 一階から 招く 女郞 衆の 煙管の 雨が 降る。 「こ、 でばつ かり 傘が 役に立った、 火の W 心が 惡 うごん せう ぞ 

え」 と 助 六 はいふ。 助 六の 傘の 兄 立 は 黄表紙 作者の まづ 頭痛の 種であった らう。 馬 琴の 「東 發明皋 H 落 際」 に は 人々 

の 血の 淚の 雨の ための 傘と する。 それ は 六 代 目 圑十郞 が 「助 六」 の 與行後 間もなく 死んだ ためで ある。 それに は 紫 

鉢卷を 「この 鉢卷は 過ぎし 顷 風邪の 心地とう ち 臥せし 娘 痛の あとの 紫に ゆかりの 色の 形見な り」 とする。 六 代： 2 の 

死因 は 風邪であった からで ある。 一二 者 共に 窮 せりと いはう、 煙管の 雨 は 流石に 趣向と して 優って 居る。 しかし、 そ 

の 見 立 は 誰もお も ひつく もので あらう か。 川柳に も 

助 六の 傘 は 煙管の 雨に さし 

と ある。 或は 京 傅の 趣向 を 襲 ふ もので あらう か。 川柳と 黄表紙と に 同 案の ものが 少 くない。 たと へば 

「助 六」 の 成立と その 變形  六に ブ 


江戸 文 ^硏究  -パ五 〇 

助 六の 肌に ぼうふりな ども 附き 

は 「道中 助 1  パ」 の程ケ 谷の 條の助 六の 言葉と して、 「おれ も 天水桶から 顔 を 出した 所 はぼう ふりの 怨- 靄と いふ もの だ」 

と 同じ 事に 落ちる であらう。 

さて 意 休の 香 をき く 件 は 桑 名の 燒 蛤の 燒 加減に、 揚卷が 棒の 圍の件 は關の 雲助の 酒手 ねだりに 附會 する。 助 六の 

階 子の 件 を、 旅費 を 遣 ひ^した 助 六 を 蟹 坂から 逃して やる 事に 附會 する に 至って は繪 紐の 趣向の 巧 さ を 賞すべき で 

あらう。 

九 

少しく 「助 六」 とその 周圍 とに 就ても のい はう とした 菜に、 はしなくも 黄表羝 なんど をと り 出して 冗设の 言 をな 

した。 その 迂笑 ふべき ものが ある。 もし 變 形せられ た 「助 六」 をい ふなら ば 他 類に また 多くの 存 する もの を 見る * 

しかも 黄表紙に のみに 限った の は 何故で あらう か。 「助 六」 と 黄表紙との 問に 相 通の 心意 氣の いくつか^お する ため 

である。 以上お のづ から 言及す ると ころがあった。 今ゎづ かに 一 つ を擧げ る。 黄表紙の 與味 は， 作者と； 睛 者と がそ 

の 坐を撤 して、 互に 手 をと り 合つ て樂 しみ 語る 點 にある。 京 傳が館 船の 附會に 就いて 讀 者に 何 をい つ たかは 前にし 

るした。 それ はま だ輕 いもので ある。 彼の 「金々 先生 造花 夢」 に 、「傅へ 聞く 近 松 門 左 衛門淨 瑠璃 作者の 名人 なれ ど 

も寢 言の 文句に は！： りしと かや、 われ 等も寢 言の 文句に は大 困り、 た^ 鼾の 音、 コ ゥコゥ コゥ、 口  §： めづ り、 ムニ 

ャム ニヤ、 此外 にもし 寢 言の 文句 御存じ 御座 候 は^ 御知らせ 下さるべく 候 早速 書き 入. E. 候」 と ある。 一 九の 「歸敲 


夜 i こよ 「此敵 III 注文に ii り S に 入れ 申 候 故、 惡 いところ は 纂邑 堂 S にて 私の 知 

つた 事 こてよ g 無く 候。 そのため 御 ことわり 左様」 と ある。 時代 はこれ 等の 書き込み を悅ぶ 事大 方で なか ア 

江 glf もとり 此 精神に よって 活 くる。 M に 

も 「助 六」 は讓 の內 外の M を撤 する，？ 殊に 甚 しきものが ある。 故に まづ 「助 六」 を 以て 讓の 上の r 

袠^ と 見立てた。 

f  I  (大正 十五 年 八月 一 歌舞伎 研究」) 


「助 六」 の 成立と その 變形 


夕顔の 卷に現 はれた る 「もの、 け」 に 就いて 

序 

「源氏物語」 を繙 いて、 「夕顔の 卷」 を 讀む者 は、 八 月 十五 日の 月明き ひと 夜 さ、 源氏の 君が、 夕顔の 家に 宿れる 

くだりの 精密なる 筆路を よろこぶ。 敍 すると ころ は、 見 いれの ほどな き、 はかなき 家の た^す まひに して、 他の 卷 

卷の 豪華の 狀と 興趣 を 異にす。 「あはれ、 ぃと裟 しゃ、 今年 こそな り は ひに も賴 む所少 く、 田 舍の通 ひも^ ひかけ ね 

ば、 いと 心 ぼ そ けれ。 北 殿 こそき k 給へ や。」 これ 等 生活 辛苦の 言葉 をば、 やん ごとな き あたりの 女房 紫 式部が、 い 

つの 程、 いづこに か聽 きお ぼえ て、 述作の 資料と した 事で あらう。 かの くだり を 妙と 稱 する 者 は、 所詮^ 廷贵紳 の 

生活と、 陋巷 野人の 生活と を對照 させた 趣向の 妙" また これ を敍 する 寫實の 精 技 を さしてい ふ。 ^に 「夕顔の 卷」 

を讀み ゆく 者 は、 源氏が 夕顔 及び その 侍女 右近 を 誘 ひて、 なにがしの 院に 宿れる 夜、 幽 怪の變 にあ ひて、 夕 額た め 

に 死す る 一 段に 及んで、 これ を讃 して、 絶妙の 趣向、 絶妙の 鈸述 とい ふ。 讀者 はま づ 事件の 異常なる を兑 る。 けれ 

ど その 異常なる に 驚かす して、 却て 彼 をして、 この 怪 事の 自然に 現 はれ 來る ベく 思 はする 敍述の 妙に^ き、 かの 超 
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自然の 事變と 現實の 事象と を渾 一 融合す る 作者の 饞 腕に 驚く。 

源氏が 夢に 幻に あやしき を 見る 事 は、 もとより 異 とする に 足らす、 た^その 夢幻に っ^く 夕颠の 死に 至って は、 

つ ひに 尋常 を 以て IH すべき ものに あらす。 讀者 は、 こ&に 事件の 異常 を 見る。 され ど" 讀古 は、 か-る 事件が 現赏 

界に存 する か 否か を考 へす して、 たに か、 る 事が、 斯様に して 起り 得る 事を考 へる。 故に 彼 は 事件の 異常に 驚かす 

して、 しか 起り 得る 様に 思 はする 敍述の 巧妙に 驚く。 はじめ、 彼 は、 を かしげなる 女の 姿に 驚く。 ついで 心中 ひそ 

かに、 もの k けと なって 出現すべく 期し 居た る 女の ある 事 を 思うて、 自ら 解し 得たり とする。 蓋、 作者の 作意に 於 

ける、 その 敍述に 於け る、 最 よく 意 を 驚異と 可能との 限度に 注ぐ。 しかも 讀者 は、 よく 作者の 阪度を 解し 得て、 妙 

となす であらう か。 か k る 可能の 限度 は、 時代と 共に 推移す る。 故に 乎 安 時代の 作品た る 「源氏物語」 を 讀む者 は、 

平安時代の 眞實 たり、 叉眞實 たり 得べ しとす る 見解に 立脚した 作者の 限度 を 解し^ て、 妙と なすので あらう か、 更 

にお も ふ、 作者が、 時代の 見解 を 離れ 可能の 限度 を 離れて、 ものいう たのが、 偶、 今 nz の 見解と へ 门 し、 可能の 限度 

と 合した ためで あらう か。 またお も ふ、 作者 か k る 諸 條件を 超越して、 より.；： 问く、 より 深き もの \ 象徴と して、 こ 

の 異常の 事 變を作 屮に寓 したので あらう か、 しかも 讀 者よ くその 意 を會し 得て 妙と する であらう か。 こ の 小論 はわ 

づ かに、 それ を 闡明 せん を 期す る。 


萩原 廣道 は、 變 化の くだり を讀ん でよ しとい ひ、 いみ じと いうて、 推 f? の辭を 文；： まなかった。 彼 は、 何故に この 


くだりの 傑出して 居る か をお へて、 その 现. E をお た。 一、 平淡に 敍 して、 しかも 鬼 氣を栴 表に 漲らせ 得た る、 二、 お 

どろお どろし い 物象 を かり 來ら す、 また 落 想に 觀昔 なんどの 怫カ を說く 事な くして、 夢の 中に を かしき 女の 現 はれ 

たる 事の み を 記した る、 三、 これ 等の よって 來る もの を 討ね 行け ば、 皆 源氏み づ からの 心理 の ^出なる 事 を 明 にした 

ると いふ 三 事を舉 げた。 彼 またい はく、  r 大 かた 今の 世に も 出く る 怪しき 物語 ども も、 その 本のす ぢを せめて い ひも 

て ゆけば、 呰か、 る 様の 事なる ぞ多 かる。」 またい はく、 「抑 この 變 化の 一段 は、 はかなく 作り出る 物が たり なれば- 

如何様に も 珍しく、 おどろお どろし く 書きな さるべき を、 さは あらす して、 せ 源氏の 君の 御 心より まねき 迎へ 給へ 

る 様に 書かれた る は、 彼の もろこしに 所 e 妖は 人に よりて 起るな どい へ る 類の 理を 深く したに^ はれた る 物と お ぼ 

しく、 此虚彼 虚に打 かすめて， いかなる 故と も 知れぬ 様に 書き まぎら はされ たる 舉づ かひ、 かへ すがへ す もめで た 

くして、 作りぬ しの 才 のいたり 深き を 見る に 足れり」 と。 

^逍彼 何者 ぞ。 彼 は 別に 師承 なくして、 「源氏物語」 を 研究す る 事 多年、 つ ひに 「源氏 物；^ t 釋」 の 著 をな した。 

その 文章 を 評する に、 一 家の 說を 創めて 1 縱横 にこれ を 批判した。 「評 釋」 はわ づ かに 「花の 荽」 まで を 解く に 過ぎ 

なかった が、 源氏 註釋 書中、 空 前の 良 著で ある。 彼 はまた 稗 史の筆 を も 執った。 馬 琴が 読本、 「開 卷驚 奇俠客 傅」 を 

作って、 笫四鞞 に维を 絶った 時、 書肆の 需に應 じて 笫五輯 を 著 はした 蒜 園 主人 は、 實 は廣逍 その 人で ある。 彼が 「源 

氏 物語」 を 讀んで 諸 抄の釋 に慊ら すして、 更に 一作^と して、 一 小説と して 之 を 鑑賞し、 つ ひに r 評釋」 を 著 はす 

に 至った 一面に は、 この 作家 的經験 ある こと を 記憶す るを耍 する。 「源氏物語」 を藝 術と して 兌、 小說 として 兑て、 

その 藝術說 を？ i 明した ものに， さきに 本 居宣長 が ある。 廣道、 とく 其^ 見に 服した。 これ 彼が 師承 なくして、 しか 
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も宣長 を 先師と 稱 する 现 由で ある。 即ち 「玉の 小 櫛」 は 「源氏物語」 閬^ の總 論であって、 「評 釋」 は その 各論で あ 

る。 作家と しての 彼 は、 また 當 時の 群小々 說に 興味 を 寄せて 讀 破し、 學徒 として の 彼 は T 源氏物語」 の^ 想と 技巧と 

を檢 討した。 時に これ を對 比して， 内容の 相 逮の甚 しいのに 驚いた。 蓋し 江戶 末期の 小說 は、 その 節の 複雜 味と 夢 

幻 味に 於て まさる。 荒唐無稽の 脚色と いはう か、 奔放 不覊の 趣向と いはう か、 事毎に 人の 意表に 出づる をお ぶ。 妖 

怪變 化の 篇 中に 出沒 する は、 籙界 の玄秘 を拓 くた めでな く、 世人 信仰心の 投射で なくして、 たに 脚色 趣向の ために 

敢 てした。 廣逬 これ 等に 熟して、 一度 「夕 額の 卷 J に對 す。 その 趣向 脚色に 荒誕 無^と 兑 るべき ものな くして、 こ 

の 異常 の 事件に 遭遇すべき 心 得 を敍述 し て 自然な るに 驚く。 これ 彼に 前の 評言 ある 所以で ある。 

この 評言 をき いて、 今日 あらためて 「夕顔の 卷」 を繙 いたならば 如何で あらう か。 源氏が 幽怪の 事に あふく だり 

にい ふ。 

宵す ぐる ほど、 すこし 寢 いり 給へ るに、 御 枕が みに、 いと を かしげなる.^ ゐて、 おのが いとめで たしと 見 奉る 

をば、 たづね もお も ほさで、 かく ことなる 事な き 人 を ゐて おはして、 ときめかし 給 ふこ そ、 いとめ ざまし くつ 

ら けれと て、 御 傍の 人 を かき 起さん とすと 兒給 ふ。 ものに 魔 はる、 こ、 ちして、 おどろき 給 へれば、 火 もき え 

にけ り。 

これに よれば 源氏が、 を かしげなる 女の 姿 を 兌た の は、 明に 夢中の 事で ある。 源氏が、 右近に わた 殿なる- M 直 人お 

こして、 紙燭 さして ま ゐれと 命す る や、 彼 t 答へ ていふ、 「いかで かま からん、 暗うて」 と。 彼女の 恐怖 は怪 を兑た 

爲 でなくて、 燈 なき 闇の 爲 である。 この  一 ^また、 怪の 源氏に のみ 兑 えた 事 を 語り、！： 時に、 その 夢， たる 事 を 語る。 


しかし、 夕顔の 恐 布 は 何に よって、 さう まで 甚 しいので あらう か。 「この. いみ じく わな、 きま どひて、 如何お に 

せんと^へ り、 汗 もしと ビ になり て、 「われ かの けしきな り」 とい ひ、 「ひき 動し 給へ ど、 なよなよ として、 我に も 

あらぬ 様な り」 とい ふの を、 右近が いふが まゝ に、 夕顔の 怯懦の 性情に し * 右近と 共に 阁に 臆ぢ て、 しかも 恐怖 

の 極、 死に 至った ものと 解 さう か。 その 解釋 は、 徒に 誇張の 筆の 謗を與 へる に 過ぎな からう。 さらば、 之 を 二人：！： 

夢を見た ものと 解 さう か。 二人 同 夢 を 兌る の は、 もと 希有の 事實 である。 けれど 平安時代の 俗、 これ を 傅へ たもの 

がないで はない。 たと へば、 「今昔 物語， ー卷 三十 一 , 常 澄 安永 於 不破關 夢見 在京 粱 語の 如きが それで ある。 彼等 は 京 

と： 小破 關とを 隔て 時に！： 栊 なる もの を 夢み た〕 「今昔 物語， 一の 編^ これ を怪ん で、 「I に 1! 様に 不審し と^へば • 

此く 見る にや 有らむ、 亦 精の 兑ぇ ける にや 有らむ、 心^ぬ 事 也」 とい ふ。 しかし、 夕顔と 源氏と はすで に En 一室に 

在る。 同 夢 を 兑 るの 因緣、 また 必す しもな きに あらす とい ふべき であらう。 

夢 は 心 现變體 の 一 現象、 近時 科舉の 發逑を 以てして、 大方 これが 现を說 明し 得る にち かしと いふ。 今、 本文に 就 

いて 源氏の 夢なる もの を撿 すれば、 その 夢 は 「少しね いり 給へ る」 後に 現 はれた。 夢を說 明す るお は、 北ハ 現象の 陲 

眠狀 態に 入って なほ 淺き ほどに 起る 事の 多き をい ふ。 この場合 はま さしく それで ある。 斯る 合理的 見地に 即して 

夕顔と 源氏との 同 夢の 因 を 討 ねたならば どうで あらう。 二人が、 院の 荒. M の狀を 見て、 けうと くお も ふところ M じ 

く、 その 思 ひしの ぶ 事の 異なって、 絡 を： H: じくした ためで あらう か。 潜在す る 精神 活動の！！ 一  であるた めで あら 

うか。 源氏 は を かしげなる 女の 傍なる 夕顔 を かい 起す と见、 夕 額 は 怖し き 女の われ を さいなむ と 兌た 力。 二人の 見 

ると ころの 女の^して 问じ 人であった らう か。 おなじ 貌の 人であった らうが。 
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斯る 推測 は、 S につぎ のく だり を讀 むに 及んで、 勞 して 効な き審を 知る。 怪異 は 夢の みではなかった。 院 のぁづ 

かり Q 子 は、 源氏の 命 を 奉じて 紙燭 をと もして 來た。 その 燈の闇 を 照し 出す 時、 源氏 は展 然と、 さきの あやしき も 

の を 見た。 

たビ この 枕が みに 夢に 兑ぇ つるかた ちした る 女、 おもかげに 見えて ふと きえうせぬ。 昔 物語に こそ、 か、 る 事 

はきけと、 いとめ づら かにむ くつけ れど —— 

いふ 所、 すでに 夢中の ものに あらす して、 半 夢 半醒の 問に 兑 たものに ぁら卞 、覺醒 時に 於て、 さやかに：^ 得た 事 を 

明に する。 即ち 幻覺 である。 故に 右近 は 依然として その 女の 姿 を 見なかった。 さらば、 夕顔に もこの 幻覺 はあった 

か。 この 問に 答 ふべき 夕顔 は、 その 時す でに ひえに ひえいりて 息 はとく 絶え はてた。 その 幻覺っ ひに 彼女 を 恐 死せ 

しめた か。 

夕顔 死して 源氏に 悔恨 あり、 悲痛 あり、 身 も枇も あらぬ 思 ひに 惱ん では、 つ ひに 病 をな すに 至った。 源氏 は密に 

葬って、 禮を 厚く して 冋向 した。 g 十九 日の 法事の 終った その またの 日、 源氏 は再怪 夢を見た。 . 

君 は 夢に だに 見ば やとお ぼし わたるに この 法事し 給 ひて、 またの 夜、 ほのかに、 ありし 院 ながら、 そ ひたりし 

女の 様 も、 同じ やうに て 見えければ、 荒れたり しと ころに 棲み けん もの、、 われに 見 いれ けんたよりに、 かく 

なりぬ る 事と おぼし 出づ るに も ゆ 、しくなん。 

これ はま さしく 夢で ある。 たにこの 夢の 四十 九： n の 法事の またの 夜に、 かの 夜の 様と 同じ 相であった 故に 怪しと い 

はねば ならない。 「夕顔の 卷，： を 以て、 心现 的に 解して 自然な りと する 跋 道 は、 この 夢に 對 してい かなる 解釋 をな す 


であらう。 

源氏 は 幽怪に 襲 はれた その はじめに 於て、 これ を 狐の 所業と なした。 「荒れた る 所 は 狐な ど 様の 物の 人 脅-かさんと 

て、 け 怖し う ^はするな らん 一 と^った。 「今昔 物語」 は 平安時代に 於け る 民 問 信仰 を 如實に 知る 事の 出來る 好參考 

書- おの づ から 源氏物語の 註疏 をな す。 書屮 狐の 怪を 語る もの M 五に と^まらす。 源氏の しか^ ふは當 時に 於て は 

理. 5 ある 事で ある。 しかも、 作者 は、 狐の 所柒 として 事 を 叙さなかった。 その 理は * 「手^の 卷」 を 見る に 於て， n ら 

釋然 たる ものが あらう。 佾は ゆく りなく 森 蔭に 臥せる 浮 舟 を 見て 狐の 變 化した ものと^った" 即ち ^守 を 呼んで 之 

をた^ した。 作者 は 僧と 祸 守の 問答 をし るす 事詳 である。 「狐の つか ふまつ るたり， この 木の下に なむ 時々 怪しき 業 

し 侍る。 一昨^の 秋 も、 ここに 侍る 人の子の 二つば かりに 侍りし を、 とりて まう で來 りし かど も、 la 驚かす 侍りき 

と、 さて その 兒は 死に やしに しと 言へば、 生きて 侍りき、 狐 はさ こそ は 人 を 脅かせ ど、 ことに も あらぬ 奴と いふ 様 

いと 馴れたり。」. M 守の 「ことに も あらぬ：^」 これ 作^が 狐の 怪を信 じつ. -も、 なほ 「夕顔の 卷」 の 異變の 根柢 を こ 

れ におかざる 所以で ある。 更に この 「ことに も あらぬ 奴」 を 具して、 「今昔 物語」 に歸 る。 そこに は 美女と 變じ、 人 

妻と 變 じながら も、 つ ひに 兌顯 はされ て、 臭き 尿 を さと はせ かくる 事に よっての み、 身 を 全うした 烏滸の 狐の 物語 

の 二三 を 見出す。 

源氏 は 法事 後の 夢 を兒 るに 及んで * 荒れた る 所に すみ けん もの、 襲うた 事と 解した。 ものと は 妖怪の 義。 更に 萬 

槳 集を檢 して， ものに 鬼の 宇 を當 てた る 事 を 知り、 また 和名 類聚 抄の 鬼の 解 を 見て、 人 死魂祌 なる を 知って、^ に 

なにがし 院の もの、 け を 死 魂祌の 所業と なす は * 輕卒事 を あやまる 斛釋 であらう。 何と なれば、 ものと は、 一切の 
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超自然的 II 威 を 意味す る。 死 魂 神の 如き は、 ゎづ かに その 一部 をな すに 過ぎない。 本 居宣長 は、 祌 とものと は、 超 

自然 的靈 威なる 點に 於て 同 一 なろ べき 旨を說 く。 またもの \ けと、 祌氣と は IS 一  なるべき 旨 を說 く。 共の 說に いは 

く、 「さて 祌 氣物氣 といへ る 祌氣は 神の 崇 なり。 物 氣とは 死人 また 生 人に まれ、 崇を なす をい ひて、 中古の 書に 常 

多く 見 ゆ。 かくて これ は 二つと もに 古言に て、 古 は物氣 とい ひし 事、 祌氣 と： E じなりけ む 云々」 (古 こ、 に 於て 

か、 惑 はざる を 得ない。 源氏が、 荒れた る 所に 棲 けん ものと いふ、 そのものと いふの は 死 靈を意 味す るか。 死鈸と 

解して、 然るべき^ は、 當 時の 民間 信仰に 對 照して、 信す る 事が 出來 る。 或は、 すだ まと 解すべき であらう か。 こ 

れは 樹祌、 樹魂、 また 「和名 抄」 に は 老物之 精と いふ、 即ちつ くも 祌と 同じ ものである。 源氏の いふと ころ は その 

いづれ を 意味す る。 叙述た ビ 漠然として、 後人 をして 多様の 解釋に 彷徨せ しむる。 

「夕顔の 卷」 のな にがし 院は、 畢竞 なにがし 院 であって、 その 名を詳 にせす、 た^ 五條に 近き を 知る のみ。 しかし、 

諸 詫 家 は、 その 五條に 近き 故 もて、 川原 院に擬 する。 しかも， 川原 院に は、 晳主融 大臣の 死靈 がす まって. 居る の 傅 

^、 また 宇多 法皇 を 脅せ 巾せ し傅說 が、 この 準 據に對 してお 力なる 根攄 をな す。 この 俾說は 「今昔 物語」 に 載せら 

れ、 また 「江 談抄」 に 載せられて ある。 更に 「今昔 物語」 に は、 宇多 法皇 を 離れて^ 人 宿 川原 院被収 吸 妻 語の 怪を 

載せて ある。 なにがしの 院の怪 が、 この 川原 院の 死靈 を根據 として 作られた か、 否かの 疑問 は、 遽に斷 じ 難しと す 

る も、 荒れた る 所に は、 何等 解し 難き 妖怪の 潜み 居る， と は、 當 時の 信仰で ある。 「伊勢 物語」 の芥 川の 鬼の 話 は、 ま 

た 「今昔 物語」 に は、 在-原 業 平 中將女 被瞰鬼 語と して 載せられて あるが、 編^の その 末 章に 附記して、 「然れ ば 案- S 

不知らん 所に は努々 不立寄 まじき 也、 況ゃ 宿せむ 事 は 不可 思懸 すと なん 語り 傳 へたる と 也」 といへ るを參 照す ベ 


きで ある。 

「源氏物^」 の 諸 註 家 は、 もとより、 この 信仰 を 知る。 され ど、 なにがし 院の怪 について は、 つ ひに 源氏と 見解 を 

異 こして- I. てこに すむ ものと は：！^ すして、 •： ハ條 御^所の もの 、けと する。 これ 源氏の 斷 じて 思 ひ 寄らざる ところで、 

讀 者の ひそかに 期す る 所で ある。 

諸家の この 解に 背きて、 源氏と 見 を 同じう する もの は、 廣道 である。 彼 は、 「君 は 夢に だに 云々，； の 段 を 評して い 

ふ。  ， 

此 段の 詞を もて、 諸 抄に御 息 所の 靈 といへ る 說の妄 なる を 知るべし。 さて 夕顔 を 夢に 见ん とお も ほした るに、 

變 匕つ 女 を さへ 風 給へ りと 書れ たる、 いとめで たし。 かの 段に も 夢のう ちに 見 給 ひたる を、 こ、 にも また 夢に 

見 給 ひて、 その 妖 物の しかりし 故 を、 さとり 給へ る 様に 書れ たる 所、 つゆの あやまち なくして、 いとめで たし。 

廣 道が 諸 抄を排 する は、 た^ 「葵の 卷」 の もの、 け 出現の 類推に よりて、 さ 條御息 所と 斷 する を不當 なりと する た 

めで ある、 その 設蹟の ^弱 從ふ 可ら すと する ためで ある。 彼 その 從ひ雞 き條々 を艰 ぐ。 一、 御 息 所 夕顏を 知らす、 夕 

顔と 源氏との 戀を 知らす、 從 つて 怨念 あるべき 现 なし。 一 一、 假に舊 註の 如く 解す にせよ" 作者が 六條 わたりの 御 有 

様なる 女と 書かぬ 现. E を 知る に 苦しむ。 三、 江 談抄 傳說を 準據 として 兑 るべ くば、 なほ そこに 棲める 妖怪の 所爲と 

解すべく して、 御 息 所の 怨靈と 解すべき 理. E なしと。 こ、 に 於て 彼 は 妖怪 說を とる。 され ど 彼 は を かしげなる 女な 

る もの を、 かに 解釋 すべき か を 知らなかった。 つ ひに 解して いふ、 妖怪 は 源氏が 念々 御 息 所 をお も ふその 心 を 利 

して =T 現した。 妖圣 は 夕 S の 怯懦と、 源氏の 憂慮との 心理に 乘 じて、 御 息 所の 風貌に 扮 して 出現した と。 怪の變 身 
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變现の 自在 は、 「今昔 物語」 を はじめと して、 當 時の 諸 書に 散 兌して^ る。 必 すし も當ら すと いはす、 けれども、 こ 

の 場合に 於て- か、 る 解釋は 正鵠 を 得て 居る であらう か。 

彼 は 妖怪の 御 息 所に 變顯 した 事 をい ふ。 もし さう であったなら、 彼が さきに、 六條 わたりの S: 有様の 女と 書かな 

かった 现. e 如何と、 諸舊 註に つめ 寄った 反問 は、 飜 然として 逆に 彼に 迫る であらう。 斯る 一 小^ は ともあれ、 彼の 

說 の缺陷 は、 外物の 妖を 認めて、 人心の 怪を 認めざる にある、 人の 心靈に 科舉を 超越した 靈妙 不思議なる 作 W の存 

在 を 認めざる 點 にある。 あらす、 彼が 「夕顔の 卷」 のす ベて を 心理的 叙述と 兒， その 怪異 も 心理 上の 現象と！ ^なが 

ら、 その 容易に 解し 難き ものに 遭遇 すれば、 直ちに 人 問 以外の 妖怪の 所爲 と斷^ する 點 にある。 か、 る もの、^ 在 

する か 否か を 考究す る 事なくて * 直に さう 斷ぉ した 點 にある。 

江戸 末期の 小說 は、 はじめから 荒 唐 無秸を ^榜 した。 その 非 現實性 は、 日常 現實の 世界と K 接 交 ゆた きものと し 

て、 作者 も 讀者も 承認した。 その 非現寳 性の 奔放 不覊 は、 平淡 凡俗なる 現實 世界に 倦怠 を 感じた 痴人の 夢との み 見 

た。 彼等 は神祕 玄妙なる 者 を、 その 世界の 一角に 封藏 して、 それ 以外 をば、 すべて 現 實の光 を 以て HI す。 彼等の 生 

活は 常識に 終始して、 靈界 との 諸緣を 厭離す る。 彼等 は その 草雙 紙に 夢の 不思議 を 描く、 しかも その 世 諺に は、 た 

だ 五藏の 疲れとの みい ひ棄 てる。 斯る 時代の 心 を 以て、 平安時代の 史籍に、 物語に 頻に 見る 「もの、 け」 の 意義 を 

解す とせば、 彼等い かなる 言 をな すで あらう か。 

もの ゝ けが、 多く^ 者 産婦の 上に 現 はれ、^^ 修^者の 加持 祈躊 によって！！ 伏せられ るの は、 佾侣 輩が、 ひそか 

に 邪法 を 傅へ、 狐 をつ かって、 病 者 症 婦に 憑け おき、 後に 加持 祈禱 して その 狐 を はなす^のと W す。 ^時 中： n 賤 怫 


敎を溺 信した ために、 その 姦計 を 看^. する 事が 出来なかった と 解す。 解す る 者 は 「榮華 物語」 うたが ひの 卷， 道 長 

病 こ， 臥す の 一節 —— よろ づ にいみ じき 御 祈 ども、 様々 なり。 され どた ビ今 はしる し 見えす、 いと 苦し うせさせ 給 ふ。 

様々 r- もの、 ナ數. p らす、 の、 しる 中に、 げ にさ もやと 聞 ゆる も あり、 又 ことの 外に さる まじき 事の 牧 おぼえぬ^ V 

のりをし あやしき 事 ども を. m. すめる II によって、 僧の 姦計 を證 明しょう とする。 さもと お ぼせ る、 また 物覺 えぬ 

名のり をす ると は佾侶 等が、 様々 に 狐 を 憑け たためと 解す る？ 安 s 隨き 一一) 現 實の现 を 以て、 非 現實の 事象 を說 く、 お 

のづ から 斯く なしざる を 得なかった。 狐 何 ほどの ® 獸ぞ、 狐 をつ かふ もの 何 ほどの 靈者 ぞ、 狐 をつ かふ 法 何 ほどの 

妖術 ぞ。 これ 等の 靈 たり、 妖 たる 內容 本質に 觸れ すして、 漫に 妖靈の e の 下に 解し 難き 一 切 を 封 じチ、 らうと する。 

廣道 また 斯る 時代に あって かく 事 を 解す。 故に 「夕顔の 卷」 の もの、 けを釋 して、 源氏の 心理の 自然 を說 き、 その 

表現せられ たる ^緖の 自然 を說 いて 詳細 をつ くす と共に、 平安時代の 人々 が、 いきす だまに 對 する、 信仰、 心お 玄 

妙の 作 W の 信仰 を 疎外す る に 至 つ た。 

諸 註 家の かの もの、 け を 以て 六 條御息 所と なすの は、 もとより 「葵の 卷」 から 溯って 類推す るので ある。 けれど、 

その 多く は、 亦 源氏の 心理に 關 つてい ふ。 六 條御息 所の 靈の 交通 は、 源氏の 胸裏に すでに 迎 ふるものが^ する. 爲と 

解す る。 

御 息 所の 御 事 を 思 召 出た る をた よりに、 如 此^と も 成 給 ふ 也、 いさ、 かの たより を もとむ る 物と 也。 (S 水 一 g) 

此 夕顔の 餘 にお ほとけた ると、 御 息 所のう ちとけ ざり し を ゆつ ろへ たきと 源の 忍 ひくら ベ 給 也。 かく 思 給 ふた 

より を 得て 靈も 通す るに や。 お流^ 
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諸 註 家が、 かく 解釋 する は、 物語の 敍述が 自ら、 然 させた ので あらう か。 いきす だまの 概念が、 自ら 然 させた ので 

あらう か。 その 如何 は、 今し ばらく おく。 た^ 源氏の 心理に 軍； きをお く 一事 は 「評 釋」 の說 と共に 注意すべき であ 

る。  ： ： . . ： 

「葵の 卷」 に 現 はれた る 六 條御息 所の もの &け、 そのいき すだ ま 出現の 顧 末 を、 こ &に說 くべ くして、 しかも 說く 

を： S はしと する 今 は、 まづ 葵の 御う ちの 產の氣 近づいて、 澳惱甚 しく、 病 漸く 危篤に 瀕して 世の中 惜み聞 ゆる 事、 

御 息 所の 葵祭の 車^ ひより 葵の 上に 對 する 嫉妬の 念 やみ 難き 事、 御 息 所が、 夢に して 葵の 上の もとに ゆきて、 屉引 

きま さぐり、 打搏 する 事、 御 息 所が さめて、 唯 あやしく、 ぼけ ぼけと して 苦悶の 中に 惱み 臥す 事 を 知る を 要する。 

これ 等 を 知って、 しかる 後、 様々 の 祈に、 執ね き 御 息 所の もの、 けが 調 ぜられ て、 葵の n を藉 りて 說き 出す 恨み. の 

數々 と >  その 光景と を 讀むを 要する。 

いで あらす や、 身の上の、 いと 苦しき を、 暫 休めた まへ と閒 えむ とてな む、 斯く 參り來 むと は、 更に 思 はぬ を、 

物 忍 ふ 人の 魂 は、 富に あくが る. - ものに なむ ありけ ると なつか しげに いひて 

歎き わび^ にみ だる.^ わが 魂 を 結び と^めよ したが ひの つま 

と宣 ふ聲、 け は ひ、 その 人に あらす か はり 給へ り。 いと 怪しく^し めぐらす に、 た^ 彼の 御 息 所な りけ り。 あ 

さましう、 人のと かく 言 ふ を、 よからぬ 者 どもの いひ 出づる 事と 聞きに く& 思し 官ーひ 消つ を、 目に 見す見す、 

世に はか かる 事 こそ はあり けれと 疎ましう なりぬ。 

これ もまた 源氏の 幻覺 であらう か。 物語 はすで に 御 息 所の 魂の 遊離して 葵の 上の もとに 行き かよ ふ^を 語る。 史 


に 葵の 上の 漸くに 産の 紐 を 解き、 御 鹿 所の 妬みい よいよ 加 はる 事 を 語る。 御 息 所の 露な ほ此虚 に 交通す る 事 を 語 

る。 これ 御 息 所の 夢 か、 幻^ か. され ど さめての 後 意識の われに か へれる 後の あやしき^ 實 はいかに。 

あやしう 我に も あらぬ 御 心地 を 思しつ^く るに、 御衣な どもた に 芥子の 香に しみ かへ りたり。 怪し さに 御 ゆす 

る まゐり 御衣 着かへ などし 給 ひて 試み 給へ ど、 な ほ^じ 様に のみ あれば、 我 身ながら だに 疎まし う^さる 、に、 

まして 人の いひ 思 はむ 事な ど、 人に 宣 ふべき 事なら ねば、 心 ひとつに 思し 歎く に、 いと^ 御 心が はり もま さり 

ゆく。 

これ もまた 幻覺 であらう か。 本文の 中に 「芥子の 香に しみ かへ り」 とい ふ は 、「細流 抄」 の 「邪氣 の 護摩に 芥子 を 焚 

くな り、 其 香 御 息 所の 衣に とまりけ るな り」 とい ふ 解に 從 ふべき こと 勿論。 即ち、 御 息 所が 病室に 出入した 歷然た 

る證 である。 斯る事 も 幻 覺妄覺 として 往々 存在す る、 亦 幻 覺妄覺 として 兒 るべき であらう か。 か&る 考察 は、 源氏 

物語の 巾から 變態 心理の 资料を 索む る 時には^ 耍 なる 問題で あらう。 しかし、 こ.^ に は E ら 他の 點 から、 物語の 作 

意から 推すべき である。 ただ、 作者が か、 る 事 を 叙し 来った その 意の 那邊 にある か を 知らん と 欲する のみで ある。 

延 いて、 かの 「夕顔の 卷」 に、 さばかり の解釋 をな した 廣 道が、 この 段に 於て、 いかなる 說 明の 貢 をな すか を 知ら 

んと 欲する。 けれど 廣 道の 屮 風の 病 は 永久に、 この 段に 評釋の if を そめさせなかった。 さる にても、 作お はか、 る 

事件 を、 靈界 の祕を 閬 くた めに 作 屮に寓 した か。 希有の 事と はい ひながら、 當 時の 社會 たまたま 見る 事象と して、 

漫に寫 實の箪 を 揮った か。 また 江戸 末期の 作家と 意 を 同じく して、 脚色の 奇を遂 ひ、 趣向の 新 を 競 ふの 戗に 出で た 

か。 その^ 明 は、 「夕 顏の卷 」 の もの、 けと. 「葵の 卷」 の もの、 けと を對 比して、 然る 後に 得る もので あらう。 
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諸 註 家が、 「夕顔の 卷」 の もの ゝけを 以て 六 條御息 所と なす 事の 是非 はしば らく 措く。 生 鑌の人 を^ 惑す る は、 人 

の心现 に、 乘ぜら るべき 問 隙の^ する ためとい ふ、 いきす だまの 特質に 關 する 說 明の 可 不可 はしば らく 措く。 註 家 

がしか^-へざる を 得なかった 现山、 廣逍 が、 妖怪 を もて 御 息 所に 變 形した ものと 解さざる を 得なかった 现. S を、 ま 

づ物 語の 叙述の 中に 討ね る。 

「夕顔の 卷」 は、 突 繭と して、 「六條 わたりの 御し のび ありき の 3U とい ふに 筆 を 起す。 六條 とい ふ 語、 これまでた 

えてな くして、 今 はじめて 聞く を 得た ものである。 「細流 抄」 に、 「六 條の御 息 所の 事 はじめて 書きいで たり。 ^木 

の卷 にしの びし のびの 御 方た がへ 所 は あまた ありぬ ベ けれどと お、 此 語より 出で たり」 とい ふ もの、 まさに これで 

ある。 しかも、 物語の 叙述の 箫 は突爾 として 又ー轉 して、 夕顔との 新しき 戀の 經緯に 入って、 漸く 精絀 をき はめ、 

かの 六條 わたりの 御 方に 即して， おおわ づ かに ほのめかし いふに 過ぎぬ。 その 御 方の 前坊の 北の方なる 事 は、 讀ん 

で 「葵の 卷」 に 至って、 はじめて 知る。 けれど、 讀者は ほのかに いひ 掠められた 筆の あと を 迪 つて、 その 御 方の や 

ん ごとた き^で ある 事 を 知る。 また うちとけぬ 御お 様な どのけ しき 異なる 性質の 持主で ある 事 を 知る、 このうち と 

けぬ とい ふ^は、 「.1 流抄」 の 如く、 「川 意 ふかくけ 高き 人」 と 解すべき であらう か。 「湖 月抄師 說」 の 如く、 「此詞 

夕 額に て 歌詠み かけ、 ざれ 過ぎめ ざまし かりし を、 御^じた るめ うつしに、 御^所の 有栊 けしき、 異にお も ひ 給 ふ 

たり」 と 解すべき では あらう か。 兩 說 共に 非、 まさに 「評 釋. 一 のい ふが 如く 解. して、 はじめて、 「源氏物語」 の IS 意 


にかな ふ 事で あらう。 この 御 方に さる 執ね く、 ねじけが ましき 性^が ある" 故に 新しき 女に 好奇の 念の 燃 ゆる もの 

あれ ど、 源氏 はこの 君と 對坐 する かぎり、 これ をお も 向くべく、 戀の 技巧 を盡 さなければ ならなかった。 「ありつる 

坦根 おも ほし 出ら るべ くも あらす かし」 とい ふ もの 即ち これ。 源氏 終 ^之に 努力す、 故に 「つとめて 寢 すごし 給 ひ 

て、 日 さし 出づる ほどに 出て 給」 はざる を 得ない。 そこ を 出で、 はじめて 源氏 は、 心の 安： ^を覺 える。 その 道す が 

ら にあり し 坦根を 見る。 その 心お のづ からこれ に槃 がれざる を^ない。 加 之、 あやにくなる は 源氏の 心で ある。 そ 

の 心 は 女の ぼ 額に 熱して、 好 顔に 冷める。 御^所 は その はじめお のが 身の ほど を考 へ、 齢の 遙に まされる 事を考 へ 

て、 容：： 勿に 源氏に ゆるさなかった。 され ど 彼女の 一度 源氏に ゆるす や、 源氏の 態度の 前に 反して 冷然た る ものが あ 

る。 御.：^ 所 は、 さきに 虞れ たものに^ 而 した。 彼女 は、 その 戀の餘 りに はかなき を^へ て、 世に 對す るすべ を 知ら 

なかった。 羞恥と 怨恨と、 執着と 嫉妬と、 ffll- 綿して 來る。 しかも 源氏の 多情 は、 いやがう へに、 その 嫉妬 を 助長 

し、 怨恨 を 深大 ならしめ る。 作^: の^-、 何等の 巧妙 ぞ、 叙述の 巾に、 多く もの をい ふなく して、 よく その 問の 消 S 

を 明に する。 

源氏 は六條 あたりに、 思 ひ 多き 一夜 をす ごした。 渐 くそ.^ のかされて まかる 哓、 女房 中將 の^が 御兑 送り 巾す。 

^氏 は その S 、しさに た へす して、^ の？ i の 勾攔に ひきす ゑ、 さく 花のと 詠みて その 手 を とら へ る。 中將 なれて とく、 

朝ぎ りのと 詠みて お ほやけ 事に 聞え なす。 この 一段、 前栽の^ 深き 花の 姿と 相 配して、 一幅の 縐 を展げ なす C 作者 

のこの 一段 を 禅む もの、 蓋、 源氏の しかく 多^なる、 また 御 息 所し かく 妬み 深き をい ふので あらう か。 屮將の 君の 

私の 懸想 を 巧みに、 その 主の 君のう へに 轉じ なす もの は、 一 に 主の 君の 嫉妬 を 憚る にあった。 作^、 この 一段に 附 
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記して いふ、 「まして、 さりぬべき ついでの 御 一一 一一 n の 葉 も なつかしき 御け しき を 見 奉る 人の、 すこし 物の 心 をお も ひ 

知る はいか ビは、 おろそかに 思 ひ 聞えん、 明暮 うちとけて しもお はせ ぬ を 心 もとな き 事に^ ふべ かんめり」 と。 こ 

れ、 中將 も、 しか 思 ふ 3n を ほのめかし たもので あらう。 「玉の 小 櫛」 に、 「これ は屮將 などが、 しか ^ふべき も のぞ 

と册子 地より いふなり」 とい ふ は、 まさしく 解し 得た もの。 中將 が、 源氏の 心ば へ を甚ん で、 しかもな ほお ほやけ 

事に きこえな すと いふの は、 いよいよ. 王の 君の 妬み を 恐る &事を 明に する。 

源氏す でに 夕 額の もとに 通 ひ はじめた。 夕 額の 家 は 見 いれの 程なく、 物 はかなき 宿、 御^所の 邸 は 木 だち 前栽な 

ど、 いとの どや かに 心に く、 仆 みなし 給 ふ 所。 この 對照 は、 やがて 二人の 主の 本性に 於ても 兒る。 御.^ 所 はう ちと 

け t き 君、 夕 額 は 源氏 をして、 心ば みたる 方 を 少し 添へ たらば と^はす るか。 源氏が 夕顔の 柔順 を よろこぶ 時、 心 

の 一 方に 御 息 所の 嫉妬 をお そる。 源氏の 心の中に 御 息 所と 夕顔と 潜み 居て、 I に その 一 隅を铂 する。 故にな にがし 

院に、 源氏 ひ 夕 額と 歡會 する ほ、 一切 を 忘れて その 化き に陶醉 する も醒 むる やがて、 御 息 所 をお も ふ。 源氏 未 意識 

する 事な くと も， その 潜在し、 潜行す る もの、 突と して 现 はれて、 夢と なり、 幻覺 となるべき である。 「， ノ颜 の卷」 に 

於け る 心理的 叙述の 自然 をい ふ もの は その 敍述の 層々 として、 か 、る^し き 順序 をな す^を さして いふので ある。 

かくして 出現した 「を かしげなる 女」 である。 諸抄 解して 六 條御息 所と なし. また 「評 釋」 解して、 妖怪ぶ 六條 

御总 所に 扮す となす も、 失當 でな からう。 作者 心あって か、 心なく こか、 讀む者 をして しか 思 はする 敍述の 順序 を 

なした。 源氏の 寢る その S 前にお も ふ 所 は 斯うであった。 

かつ は あやしの 心 や、 六條 わたりに も、 いかに 思 ひ 亂れ給 ふらん" うらみら れん も 舌し ぅ现 なりと、 いと ほし 


きす ぢは、 ま づ思ひ 問え 給 ふ。 何 心も^ きさし むかひ を あはれ とお ぼす ま、 に、 餘り心 ふ 力く 兌る 人 も 苦 しき 

御 冇様を すこしと りすてば やと 思 ひくら ベ 給 ひける。 

この 一節、 やがて、 齊 すぐる ほど 云々 にっ^く。 かくお も ひ 寢に寢 たる やがての を かしけ なる 女で ある。 謓 者の 意、 

おの づか ら六條 御 息 所 を 聯想して 、 あやしまない であらう。 

かゝる 心现的 叙述の 類例 を、 「源氏物語」 の 中に 索れば、 「宇治 十帖」 の 中に 一 曆 作意の 明なる もの を 兌る。 浮 舟 

はすで に 死 を 決した、 薰大將 に ゆるし * 匂せ  1 に ゆるして * しかも， なほお も ひ 惑 ふ 時、 死す るより 外、 その 苦^ を 

救 ふ 道 を 知らなかった〕 ただ 親を殘 して 死す の^ 障 深き をお も ふ 一念の みに、 遂行す る ことが 出來 なかった。 外の 

壓迫 はいよ よ 加 はる。 浮 舟の 心 はいよ、 決した。 川の 方 を 兌 やりつ、、 羊の 歩みよりも ほど 近き 心地す るに つけて 

親も戀 しく、 醜き 兄^も 戀 しく、 わけて 薰大 將も戀 しく、 まして 匂官 も戀 しく 思 ひわ づ らふ 夜、 夢見 心地に さすら 

ひ 出で &道 のべに 倒れた。 この 昏睡の 狀は、 漸く 加持 祈禱 によって S 復 した。 回復して、 その 當時を 追想 すれば、 

斯様であった。 

いといみ じと 物 を 思 ひ 歎きて、 皆 人の 寢 たりし に、 妻戶を 放ちて 出で たりし に、 風 烈しく 川 波 も 荒く ira えし を、 

一人物 恐ろし かりし かば、 来し方 行末 も覺 えで、 簀 子の 端に 足 を さし 下しながら、 行くべき 方 も 惑 はれて、 歸 

り 入らむ も 中空に て、 心强 くこの 世に 亡せ なむと 思 ひ 立ちし を、 烏滸がましくて 人に 見つけられ むより は. 鬼 

も 何も 食 ひて 失 ひて よと いひつ、、 つくづくと：^ たりし を、 いと 淸 けなる 男の 寄り 來て、 いざ 給へ、 おのが 許 

へ、 HT;  一一 口 ひて 抱く 心地の せし を、 おと 閲 えし 人の し 給 ふと 覺 えし 程より" 心地 惑 ひに けるな めり。 知らぬ 所に 
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すゑ 置きて、 この 男 は 消え失せ ぬと 見し を、 遂に かく 本意の 如くせ すなり ぬると、 ^ひつ.^、 いみ じう^く と 

思 ひし 程に、 その後の 事 はたえて 如何にも 如何にも 覺ぇ す、 人の いふ を 聞けば、 多くの ：= 頃も經 にけ り。 

浮 舟 は、 はじめ 漫然と 淸 けなる 男 を 見る、 つぎに その 男 を匂宫 と 見る。 これ 彼. V の胸褢 にたえ す祖徠 する もので あ 

つた。 すべて 现を 以て 解し 得る ものである。 「夕顔の 卷」 の もの i け は、 これと 相迎 へて、 閬 明の 度 漸く 加 はる 事 を 

覺 える。 しかし 「手 習の 卷」 に は 他の 不可解の 一面が^ する。 儈都 などが 浮 舟の 爲に 加持し 祈禱 する や、 もの」 け 

は 調 ぜられ て、 浮 舟 を 誘 ふの 始終 を 語る。 昔 行 ぜし法 帥の いさ. ^か^に 恨 を 留めて 漂 ひ ありき しほ どに、 よき 女の あ 

また 住める 所に 住み着きて、 大姬を 執り 殺し、 なほ 浮 舟が 自ら 世 を 恨みて 死 をお も ふに 便 を 得て、 唔き 夜逍を 一 人 

行く 彼女 を 執り 殺さう としたと。 斯 くの 如くば、 前の 淸 けなる SR は、 浮 舟の 幻覺 であって、 後の 假 死の 狀に陷 るの 

みが、 この もの、 けの 所業で ある。 然 らば、 一. 夕顔の 卷」 に 於て、 源氏の を かしけ なる 女 を 見た の は、 彼の 幻覺 であ 

り、 その 夕顔 をと り 殺した もの は、 刖の もの、 けで あらう か。 さるに しても、 この 法師なる 者、 畢党 何者 ぞ、 た^ 

し、 この 疑問 は 「宇治 十帖」 に 於て はつひに 說 明され なかった。 作者 老猾、 巧みに その 因 緣を 避けた、 書中 僧都の 

斯く いふ は 何ぞの 問に 對 しても の 、けの 答な きをい ふ、 「たに 憑きた る 人、 もの はかなき けに や、 はかばかしう 一一 一一 口 は 

す」 とのみ 敍す。 讀者 はつひに その 人 を 知らす、 知らす して、 た^ 浮 舟、 大姬に 纏綿す る 死^の S なる 事 を 知って 

滿 足す。 この 死^の 现 はる、 は、 偶然であって、 其 浮 舟 を 惱すも 偶然で ある。 い は^これ 運命 そのもの 、象徴で あら 

うか。 しかし、 「宇治 十帖」 に 於て、 讀 者の 興味 は、 一 に大姬 また 浮卅の 薄倖の 身に か、 はる。 しかも、 作^ はかの 悲 

愁 がその 性格より 5T つる を 語る。 故に 讀者 また その 一 一人の 運命の 拙き を はじめより 期して、 その： 人より 然 らしむ る 


か、 もの、 けの 然 らしむ るか を 意中に &ー かす。 作お 聰明、 輕く之 をい ひ 菜て、、 ただ 浮 舟の 假 死に 陷る W をのみ 明 

C す。 夕顔 の 死 も 或は 述命 これ を然 らしめ たものと 解す るの 可能 を 見る。 さ れ ど讀^ はかの を かしゅな る 女 を 述命 

の 象徴との み 兑て滿 足す る もので. はない。 まして、 一 方 その 女と 源氏との 問に 交涉の ありけ なる を 如何にしょう。 

「手 習の^ n の もの、 けと、 「夕 顏 の卷」 の もの、 けとの 相 遠 は、 解 者が しかお も ふに あらす して、 作^が し 力お 

も はする ので ある。 この 一事 を 以て 參 照し 來れ ば、 「夕顔の 卷」 の もの、 けなる もの 更に ii 明の 度の 加 はり 來る をお 

ぼ ゆる o 

浮.^ が 一 時 身を浯 めて 居た 三 條の宿 は その 陋巷に 伍して さ" やかたる 事、 宛と して 五條の ク 顔の^で ある。 薰大 

將が そこに- M つた その 曉、 物賫り の 聲 をき くも 亦 相似 て 居る。 車して * 浮 舟 を 宇治 に 誘 ひゆく も. 源氏の なにがし 院 

に ゆく と 相似て 居る。 八 巧 十五夜と 九 W 十三夜と 時 もまた 相似た る、 蓋、 廣 道の 所謂 對 照から 出で たもので あらう 

か。 源氏が 御 息 所 をお も ふの は、 なほ 薰が 大姬 をお も ふが 如き ものである。 薰大將 はもと 大 姬を戀 して、 そのたき 

今 も 念々 忘れ 得ざる もの、 大姬の 異腹 妹 浮 舟との 戀の 如き も、 中姬 のい ふが ま k に、 大姬を 忘れる ための す さびで 

ある。 故に ひとつ 車に して 兑る浮 舟 も 憎から ね ど、 なつかしき 宇治に 近づく に從 つて、 來し 方の 戀 しさに 堪へ す。 

宇治の 宿に 至る や、 大姬 をし のぶ ^更に 深く、 あはれ 亡き魂 や、 宿りて 見 給 ふらむ、 誰に よって かく 漫に惑 ひ あり 

くものに も あらな くにと 思 ひ 緩け る。 事情 かくの 如くして、 しかも、 その { 十 治の 一 夜 さ、 大姬は 薰の夢 に^えな か 

つた。 まして、 もの、 けと しての 姿の 如き はつひに 兌る よし もなかった。 「京 屋」 と 「夕顔」 と景愦 しかく 相似て、 

かの 幽怪の 事、 しかく 相 背く は 故で あらう か。 大 姬は薰 に對 して、 何の 嫉妬が ある、 怨恨が ある、 もの、 けと な 
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つて、 浮 舟 を 恐 死せ しむべき 何の 因緣が ある。 薰の 大姬を 夢に 兑、 幻 覺に兑 る愛戀 Q 情、 もとより あるべき の理、 

しかも 作^の これ を 避けた る は 何故で あらう か。 作者、 みづ から 遙に 夕顔の もの、 けの 爲に解 を 寄せん とする がた 

めと いふ は あまりに 牽强の 一一 一一 n であらう か。 

作者に 心 あるか， あらぬ か は 知らね ど、 「夕顔」 を 讀む者 は 自ら 「柬 屋」 を對 照す る。 彼、 それと これとの 趣向 脚 

色を讀 み 比べて、 ひそかに 夕顔の もの、 け を 解し 得たり となす であらう。 曰く、 かの もの、 け は、 もとより 源氏の 

心理より 出づ、 され どまた、 因緣 あって、 外より 源氏に 迫る。 この 內 よりす る ものと、 外より する ものと * 相 合し 

て、 ここにな にがし 院の怪 事 は 起る と。 而 して、 その 因緣の 何たる を考 ふるとき、 かの もの. ^け を、 妬 深き 六條御 

息 所の いきす だまと 解す る 事の 正しき をお も ふ。 され ど、 またお も ふ、 斯 くの 如くば、 作者 何故に 六 條御息 所と い 

はすして、 を かしゅなる 女との みい ふか。 また 何故に、 四十九日の またの 夜の 夢を敍 して、 源氏 をして 院に 棲める 

妖怪と おも はせ たか。 また， 何故に 後の 註 家 をして、 源氏と 兑解を 1^ じうすべき か 否に おも ひまど はする か。 これ 

平安時代に 於け る もの、 けの 解 釋に關 する 疑問で あると 共に、 また 作者の 作意に 關 する 疑問で ある。 

夕顔 幽怪の 一 段 をば、 諸 註 家 「江 談抄」 に 牧戟の 川原 院源 融の靈 の話說 に準據 すと いふ 事 は 前に 述べた。 宇多 法皇 

京 極 御 息 所と！ af を 同じう して 川原 院に 渡御 せられた。 衣に 入って 月 明で ある。 法皇 御 車の 疊を 取りお ろして、 御座 

となし、 御 息 所と 房 內の事 を 行 はせられ た。 殿中の 塗 籠に 人あって、 戶を 開いて 出で &來 る。 法皇の 問に 答へ て、 


融候 ふ、 御 息 所 を 下され 候へ とい ふ。 法皇の たま ふ * 汝^: 生 » 時、 われ 主上であった、 何の 恨あって 此 言 をな す、 退 

き歸 るべ しと。 ^物 法皇の 御 腰 を 抱く。 御 息 所 半死して 顏色を 失 ふ。 法皇 扶け乘 せて 還 御の 後、 淨藏大 法師 を 召し 

て 加持 させられた、 御 息 所ゎづ かに 蘇生し 給 ふ 事 を 得た。 「江 談抄」 の 要 大方 斯 くの 如し U 源氏物語の 作^ は、 當時 

人口に 膾炙した この 說話 をと り來 つて、 直に 利用して、 その 景情を 努^せ しめた。 源氏が 「むかし 物語な どに こそ、 

か、 る 事 は 聞け」 とい ふ は、 この 傳說を さしてい ふか。 「法師な どをこ そ は、 かゝる 方の 頼し きものに はお ぼす ベけ 

れ」 と は、 淨藏大 法師の 加持 を 聯想せ しむる 一一 一 ほで あらう か。 もし、 この 準據說 にして 正しい ものと すれば、 その 素 

村と 彫琢の あと を比较 して 今更に 作者が その 荒 齊 を 棄却して、 その 奇趣を 把持す る 妙 術に 驚く。 、1 氏 物語 を 伊勢、 

うつぼ、 おちく ぼと 比較す る 時、 それ 等の 事件 を 摸し、 それ 等の 脚色に 倣 ひながら、 いつも、 それ 等の 無稽 を脫し 

て、 これ を 合理に 聯 ねる 着想の 妙に 驚く。 もし、 今日 散佚し 亡滅 した 數 十の 小 說を とり、 また その 資料と なった n 

碑傳 説の 一 々を 探し出で ゝ、 その 一 々を 比較す る 時 は、 それ 等の 唐突の 事件が、 必然の 事件に 飜 案せられ， ^模糊 

の 世界が 現實の 燭光に i 一され つる 事 を 知る ので あらう。 たに、 斯様な 結^ を 今にして 見る 事 を 得ざる にせよ、 篇 

中、 いふ 所の 昔 物語なる もの を 考 へれば * 大方 「江 談抄」 の それの 如く、 妖怪の 突と して 出現す る 類であった らう。 

例せば 「手 習の 卷」 に 「顏を 兌 せんとす ろに、 昔冇 りけん 眼 も 鼻 もなかり ける 女 鬼 にゃあらん」 とい ふ は、 諸抄に 

いふ、 文 珠樓の 口 なし 鬼の^ か、 さすれば、 「朱の 盤の 繪 物語」 のい か 様なる もので あるか を 推す る^が 出来よう。 

作者 これ を 利用して、 直に 偫 侶の 恐怖の ほど をう つし 出す。 しかも、 その 荒誕なる もの は， 作 中に 训に 交涉 する 事 

くて やむ。 この類な ほ 一 々指摘す る 事が 出来よう。 故に、 當時 不可思議の 事件、 超自然の 事象 をのみ 小說 に見來 
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た讀^ は、 「源氏物語」 を兑 るに 及んで、 すべて 平淡の 取 村、 寫實の 態度、 篇 中呰讀 者の實 ^^と 相 背く 人物た く、 

事， 牛な しと 考 へた 事で あらう。 故に 「源氏物語」 に 奇怪 解し 難き 事件が あると すれば、 それ は 今日から 見て 奇怪と 

すべき 事であって、 當 時に 於て は、 現實 茶飯の 事件と 見た 事で あらう。 よし、 假に、 當 時に 於ても、 それ を 奇怿と 

見る ものであった ならば、 その 奇怪と 尋常と、 その 超自然と 自然と、 その 不可思議と 可 思議と を 截然と して 割す る 

事な く、 不知 不識の 間に、 渾然 融合して 一 とする 作者の 靈 腕に 驚いた 事で あらう。 

源氏 は、 なにがし 院の 夜、 幽怪 にあうて むくつ けきた^ 中、 ^然として 夕顔の 骸を拘 く。 けだし、 作者 维を つく 

して、 突 愴の趣 を 現じ- 讀者聲 を はけまして 絶妙の 讃を呈 する 所、 作者 また 一 點火を 照して^ 愴の 裏、 更に^ 澹き 

はまりな きもの をう つし 出す。 「風 や &荒々 しう 吹きた る は、 まして 松の ひ^き 木深く 聞え て、 けしき ある 鳥の-から 

聲 になき たる も、 梟 はこれ にやと お ぼ ゆ。」 諸抄 これ を 見て、 S 氏 文集 中の 詩句、 「梟 嗚松样 枝」 を 引^した ものと す 

る。 また、 源氏 は 梟の 聲を 知らす、 ゎづ かに、 この 句 を諳 する ためにの み、 梟 を 聯想す る ものと 解し、 作者よ く货 

人の 狀を うつし 得たり と稱 す。 か k る解釋 は、 もとより 正常で あらう。 而し てこの.？ の 出 所を考 ふれば、 いふまで 

もな く、 文集 第一 卷 凶宅の 詩で ある。 詩 はま づ、 長 安市 街の 中に 大 宅の 荒 魔した あり 様 をう つし 出す。 前の 一句に 

っ^いて、 「狐 藏蘭菊 叢、 蒼 苔 黄葉 地、 E 暮多 旋風」 とい ふ。 次に 何が 故に 餒居 となって 居る か を 語る。 前 主 後 主 和 

っビ いて、 こ、 に數 代。 皆殃禍 にか」 る、 故に 人 これ を 嫌って 住ます とい ふ。 源氏す でに この 詩 を^ん す。 故に 荒れ 

r とれた な こ が し院 にある 時、 まづ この 詩 を 憶 ふ、 や が て 松 il に なく 鳥 の か ら聲を 聞く  、即ち この 詩 中より 梟 をお も 

ひ來 る。 事 は 極めて 自然で ある。 「あれた る 所 は、 狐な どやう の 物の 人 おびやかさむ 云々」 もまた この 討， P と鎵な き 


ものではなかった。 

作者 は 賢し、 かく S 人の 様 を. この 一事に よって 努鬆 せし むる と共に これによ つて、 かの 幽怪は 源氏の 胸裏に 

潜在す る もの & 投射なる 事 を ほのめかす。 何 を 以て これ をい ふ、 詩の 末節に いふ 俗人 心、 ffi 矣其愚 蒙、 仉恐 

災將 至、 不思禍 所從、 我 今題此 詩、 欲 悟 迷 者 胸」 と。 これ 實に白 居 易が 荒 廢の居 宅を藉 りてい はんと 欲した 所で、 す 

たはち 詩の 正意で ある。 作者 この 詩 を 示して、 源氏の 幽怪を 語る は、 畢竟、， 我より し、 我より 迎 ふるものと 語る の 

であらう か。 而 して 作意の 底 を 割って、 これ を讀 者に 示した ので あらう か。 

薰大將 が 浮 舟 を 宇治に 伴 ひゆく 日、 與に乘 じて 琴を彈 く。 與盡 きて 朗詠 をうた ふ" 「楚王 臺上夜 琴聲」 と" 人々 い 

とめで たく 思 ふやうたり ときく。 作者、 きく 人々 の敎養 に淺 くして、 うた ふ 詩句の 何 を 意味す るか を 解し 得ざる 力 

を 指摘す。 「さる は 扇の 色 も、 心お きつべき 閨の古 をば 知らねば、 ひとへ にめ でき こ ゆる ぞ 後れた るな めりかし」 

とい ふ。 閨の 古と はいふまで もな く 班婕妤 の 故事、 即ち 朗詠の 楚王臺 上の 前 句、 「班 女閨 中秋 扇 色」 とい ふが それ。 

^はもと より、 この 前 句 を 知り 後 句 を 知る。 故に、 無意識に 後 句 を 誦し 出で ゝ、 ふと 前 句 をお も ひ、 折も折、 はも 

時、 こ は ゆ、 しき 事と、 心 ひそかに をの、 いた 事であった らう。 作者 は 薰大將 の 意中 を 斯うし るす。 「事 こそ あれ 

怿 しくい ひつる かなと お ぼす」 と。 薰と浮 舟の 戀 のつ ひに^き を 得なかった 豫兆 は、 こ k に 見る 亊 が出來 る。 「浮 

舟の 卷ー と 「手 習の 卷」 と は、 所詮 その 豫 兆の あまらざる を實說 する に 過ぎなかった。 作者が、 作意 を 割る と は 

大方^  くの 如き をい ふ。 

六 條御息 所と 解し 得べき もの、 けの 出現 を、 斯うまで、 靜に、 ゆるやかに、 序 を 以て 叙し 来った 作者 は、 また 夕 
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顔の 死に 對 して、 事 變の必 すし も 唐突なら ぬ を說く 事に 於て、 極めて 鄭重で ある。 作者 は 右近 をして、 夕顔の 物お 

ぢを わりな くす る 本性なる 事 を 二度 もくり かへ してい はせ た。 これ、 彼女の 怯懦 を 極言して、 その 恐 死の 唐突なる 

を 緩和す るた めで あらう か。 また 源氏 をして、 「いと かよわくて 晝も筌 をのみ 見つ る もの を」 と 思 ひお こさす る。 そ 

の 意、 「河 海抄」 のい ふが 如く、 病 者の 空 を 見る は、 死相の 一 つなり と 解す る 事の 當ら ざる は 勿論 なれ ど、 なほ 夕顔- 

の 中に^す る もの、 ある 事 を 示した ので あらう。  五條の 宿に 隣 翁の 常來の 導師と 祈る をき いて、 來 世までの 契 を こ 

むる の は、 表に その 戀の 深き を 示して、 裏に やがて この 世に は、 ともに あり 得ぬ はかな さ を 示す も. ので あらう。. 戀 

人死刖 のかな しみ を^うて、 長生 殿の 舊 きため し を 忌々 しと UT はね を 交さん と は ひき かへ て、 彌勒の 世をぞ かね 

給 ふと は， まこと、 作^ 人 を 欺く の 巧妙 を 語る もので あらう。 斯 くの 如き は、 すべて 夕顔の 死の 前兆で ある。 夕顔 

の 「さきのよの」 の 詠 は 正意に、 その 閱歷 の悲慘 と、 將來の 不安 を 語って、 反 意に、 過去 世と 未來 世の 因^ を 語る。 

まして や、 なにがしの 院 の荒凉 たる 光景 は、 ものお ぢ の夕顏 をして、 昇 息せ しめた。 かの 「山の端の」 の 詠の 如き、， 

ゎづ かに 源氏の ざれ 言に 答へ て、 眞に 恐怖の 苦しき を 語る。 され ど、 作者 は， 夕顔の こ Q 恐怖 を正而 より 說く 事の 

誇張に 失する をお そる。 故に、 一 句 を點綏 してい ふ、 「かの さしつ どへ る 住 ひの 心なら ひならん と、 を かしう お ぼ 

す」 と。 これ 夕顔に 未だ 死 兆 ある を 知らざる 源氏の 所見で ある。 讀者は 源氏の しか 思 ふ を 聞いて、 まこと さる 事で 

あらう と考 へ、 夕 額の 恐怖の 誇張 を 咎め. f して、 ますます その 死 兆の ゆらめき を 凝視す る。 すでに この 死 兆が あり、 

また 恐怖が ある、 松の ひ^きに も 脅え よう、 梟の 聲 にも 魂 を 消さう、 夢にも 幻に も 息の たえよう。 斯うお も ひ來っ 

て、 その 變 死を變 死と して 考 へないで あらう" 作^ かくまでに， 率の 自然 を 以て、 筆を驅 りながら、 なほ 自然 を以 


て 解し 難き もの を留 むる は、 何で あらう か。 もの、 けの 出現、 これ を も 自然 を 以て 解し 得る であらう か。 請む 者 は、 

しか 解して あやしまね ど、 作者の 意 は 某して いづこに あったらう。 作者 は 驚異と 可能との 限界 を嚴 守す る。 その 限 . 

界は 時代の 見解の 上に 立つ。 こ. ^に 於て、 平安時代の もの ゝ けなる ものに 就いて、 考察す るを耍 する。 

もの、 け は、 物氣 であり、 神氣 である。 一切の 超自然的 靈 性の 人に 對し て惡作 W をな す もの をい ふと は、 宜 長の 

說明 である。 從 つて、 もの、 けの 秫 類の 多い 事 は" いふ 迄 もな けれど 、「夕顔」 の もの、 け を 六 條御息 所と する 假定 

の 前に は * しばらく 樹神、 または 獸怪の 類より ひき 離して、 人 を屮 心と したる 怪異に ついて 考 ふる を 便と する。 そ 

の 人の 生身に して 怪を なす 者が ある" いきす だまが 即ち これ。 「葵の 卷」 の 六 條御息 所の もの、 けの 如きが それで あ 

る。 人 死して 怪を なす ものが ある、 「和名 鈔」 の 死 魂祌は 即ち これ、 かの 「手 習の 卷」 の 大姬、 浮 舟に あだす る佾の もの 

のけの 如きが それで ある。 页に 「若菜の 卷」 に 見る 六 條御息 所の もの" け は、 すでに 死して 怪を なす 死魂祌 である。 

御 息 所 は 紫の 上を惱 した、 され ど 源氏の 悲歎 限りなき を 見て、 人間に ありし 時の 心に 歸 つて、 紫の 上の 死 を ゆるす 

とい ふ 様、 さながら、 「葵の 卷」 の 生靈の 折の け は ひで ある。 六 條御息 所の 死靈 はまた 女 一二の 官を惱 した。 先に 源氏 

が 卸 息 所の もの 、け を 調伏し 得て、 紫の 上 をよ みが へらさせた の を 恨む ためで ある。 「いと かしこう 取り か へしつ 

と、 人 をば S3 したりし が、 いと 妬かり しかば-この わたりに さりけ なくて なむ， 日頃 さ ぶら ひつる、 今 はか へ りなむ と 

. てうち 笑 ふ。」 この 笑 ひ、 いかばかりの^ さぞ。 作者 多くい はすして 明に 傳ふ。 例の 妙 筆 人 を 驚 殺す る ものである。 
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斯る もの」 けの 信仰 は、 靈 魂が 肉體を 遊離して 獨立 する ことの 可能 を 認め、 さらに 極々 の ® 妙なる 作用 をな す 事 

を 認め 且信 する 事に はじまる。 その 魂が 他の 體を 借り、 或は その 影像が さながら 人の 如くに 動き 且 働く 事 を 信す る 

に はじまる。 これ 實に 民族 心理 擧 者の 所謂 原始^ 族の 靈 魂 信仰と いふ もので あらう か。 しからば、 この もの. - けの 

信仰 を 有する 平安時代 は、 その 點に 於て なほ 原始 生活の 狀態を 離れ 得なかった か。 この 信仰 は 文化の 進める 社會に 

も 迷信と して 殘存 する は、 公知の 事复 で. あると はいへ、 その 迷信の 殊に 平安時代に 甚 しい 理由 は 如何。 これ を考ふ 

る 者 は、 まづ 時代の 桕を かへ りみ るを耍 する。 

i 源氏物語」 は 屡、 魂の 遊離 をい ひ、 又 その 遊離 を 防.^ する 呪に ついてい ふ。 例へば 「葵の 卷」 の 「歎き わび S に 

みだる ゝ わが 魂 を 結びと にめ よしたが へのつ ま」 の 歌に 兌る が 如きが それで ある。 「河 海抄」 は 「玉 はみ つぬ し は 誰 

とも 知らね ども むすびと ビ めっした が ひの つま」 を 引用して、 吉備 大臣の；！ 文の 歌と し 「玉の 出ぬ る を 結びと むる 

事 なれば 也、 むすびと どめよ と は、 うかる」 心 を 本心に かへ した まへ とか こつ 心 也と いふ。 說 いて、 いまだ 詳 なら 

ね ど * その 意 は、 「玉 はみ つの 歌、 一二 返誦 之、 男 左、 女 右の 褸を 結びて 三 をへ て 解 之」 と 「袋 冊子」 にい ふが 如き も 

ので あらう か。 この 事、 「伊勢」 にも 「狹 衣」 にも、 また 歌集に も 類例 類歌の 多き を 見る。 か、 る 呪が 一層 形式 化し 

た 時、 そこに 玉 むすびの 緖は 成り、 玉 しづめ の 祭 は 成立す る。 玉 むすびの 緖は魂 を 結ぶ 呪の 緖 である。 かの 貞觀ニ 

(al)  S4) 

ハ牛、 盜 あって 偷 める 主上の 結 御 魂緖と はこれ を さしてい ふ。 玉 しづめ の 祭と は、 「公事 根源」 に 遊離の 述魂を まねぎ 

て 身體の 中府に しづむ る 功 能 ありと いふ 祭式で ある。 この 說 もとより 支那の 思想に 出づ。 支那に 於て、 靈を 陰陽 二 

氣 にわかつ 赛は、 すでに r 禕記」 に 於て 見る。 


魂氣歸 於 fK、 形 魂^ 於 地、 故 祭 求 諸 陰陽 之^ 也、 

これ はもと より、 靈 魂 信仰の 原始 狀態 にあら すして、 幾多の 哲擧的 思^ を^て 來っ たもの、 しかも、 これ 等 は 自ら 

我靈魂 信仰、 これ も 亦 然るべき 哲舉的 思索 を經 て、 宗敎的 階段にまで 達した 我靈 魂^ 仰、 かの 柔剛、 生 熟に よって 

分 たれた る 和 魂 荒 魂の^ 在と 作 m とに 閼 する 信仰と、 いちはやく 融合すべき 理由と- M 史とを 有する。 その 祌 道と 一 

致す ると ころに、 方 技の 諸道が 流行す る。 魂 しづめ の 祭、 また 陰陽道に 於て 兌る もの は それで ある。 佛敎も 亦 そ 

の 本來の 敎義を 離れて、 たと へば 大貳の 乳母の 尼と なって、 病 を 癒す ほどの 祈禱敎 となる や、 自ら 前の 二つの もの 

と 提携す る。 これ 奈良時代 以来の 風潮に して、 平安時代に 入って、 一段の 激甚 を 加へ た。 社 會的條 件お のづ から 然 

らしめ たもので ある。 

民族 心理 を 研究す る 者 は、 靈魂 信仰の 發生原 ra: を 原始 民族の 智識の 缺 乏に歸 し、 その 夢と 現實 と、 また 幻 覺と現 

實 との^ を 知らす して、 ^に 夢 また 幻覺 を現實 となす 事に ありと する。 か、 る說の 是非 は、 わが 與り 知らざる とこ 

ろ。 され ど、 靈魂 信仰 を^く 具有して 居た 平安時代の 人士に、 勿論 科舉的 知識な きを 知る、 また 夢み る 事の 多く、 

その 夢と 現 莨 とのけ ぢめを 忘れて、 直に 現實と 信す る 事の 多き を 知る。 幻覺に 於て、 また 然る を 知る。 平安 ゆ 代に 

科 舉の發 建な き は、 今更い ふ も、 烏滸の沙汰 であらう。 され ど、 ゆるされた 範圍に 於て、 當 時の 人士 は 知識の 討^ 

に カを盡 した。 たと へば 源 順が 「和名 類聚 抄」 二十 卷を 編む 時には、 群 書の 引據迤 努めた。 彼 は その 鬼 魅類笫 十七 

に窮 鬼を釋 く。 

遊 仙^ 云窮 鬼、 師說 伊岐須 太 萬。 遊 仙窟 第 十三 葉。 夢屮疑 是寳、 覺後忽 非眞、 誠 知 腸 欲斷、 窮鬼故 調 之。 
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引用の 詩 は 「遊 仙窟」 によれば、 張 文 成が、 十 娘 を 夢み て賦 した もの。 「少時 坐睡、 刖 夢見 十 娘、 驚覺攛 之、 忽然 

空手、 心中 悵 快復 何 可 論、 余 因 乃 詠 曰 云云」 と。 その 註に 曰く、 「人 夢 魂與鬼 道、 言 我心 中正 憶此十 娘、 忽即夢 兑憎忽 

此鬼作 夢 誑 我 故 罵 之 曰、 窮鬼 也」 と。 註 は 何人の 作で あるか を 知らない。 或は 我阈 人の 手に 成った もので あらう か、 

もし 然り とすれば、 直に 當 時に 於け る 夢の 解說 として 見るべき であらう。 もし 彼の 國の 人の 手に なった としたなら 

ば、 當寺 「お 一仙 *ffl」 を 愛讀 する ほどの 人 は、 彼の 文化 を 以て 遙 にわれ に まさると 見る、 故に 必す 夢の 眞 性を說 き^ 

たものと したら う。 

物お も へ ば澤 の^も わが 身より あくが れ出づ るた まかと ぞ 見る 

この 歌、 「後 拾 遣 集」 祌祇 部に 載せる 和 泉 式部の 詠、 はしがきして、 「男に 忘られて 侍りけ る 頃、 貴 船に まゐ りて * 

みたらし 河に 螢 のとび 侍りけ る をみ てよ める」 とい ふ。 これ を 讀む者 は、 直に 大己貴 神が おのが 奇魂、 幸 魂 を 見る 

f  ) 

の 書紀の 一節 を 聯想す るで あらう。 

この 歌 もとより 詩的 {仝 想から 出で 、居る とはい へ、 亦 現 實の懊 惱と黨 魂の 遊離と 相關 係す とい ふ 信仰の 下行 を 見 

る。 「伊勢 物語」 にい ふ、 女の もとよりた よりして 夢に 男 を 見た と。 その 男、 歌 をお くって いふ、 「思 ひ あまり 出で に 

し 魂の あるな らん 夜 ふかく 兑 えば たま 結びせ よ」 と。 これ は. 現實 の懊惱 と、 靈 魂の 遊離と に 加へ るに 夢の 怪異 を以 

てした。 か、 る 事 は、 亦 「源氏物語」 にも 數タ X る 事が 出来る。 かの 右近が 浮 舟に 吿ゅ さとす 言葉 は、 まさしく それ 

である。 「かくの み 物 を 思 はせば、 物 思 ふ 人の 魂 はあくが る、 もの なれば 夢 も 騒し きな らん」 と。 夢と 魂と 現實 涣惱 

の 關係を かく 信す る 物語に 於て、 源氏が 夢に を かしけ なる 女 を 見た 事實 をい かに 解すべき か。 窮 鬼が 然 させた か。 そ 


0 女の 影像 魂が 然 させた か。 六 條御息 所の 生 魂が 然 させた か、 前後 照合 すれば、 必 すし も斷じ 得ぬ 事で もなから う。 

され ど、 こ k にさう 斷定 する の は、 や、 早き に 失する。 何と なれば、 平安時代の 夢に ついて なほ 考 ふべき 多く を 

殘 すがため である。 源氏が よく 夢み る 如く、 平安時代の 人よ く 夢み た。 故に、 夢 卜、 夢 合、 夢 解の 類 は 頻に行 はれ 

た。 たと へば、 女 三の 宫の 夢にから 猫 を 見た 事に よって その 懐胎 を 判す るが 如き 類で ある。 右 大將道 綱の 母 は、 思 

ひ 多き 人、 ある 夜、 E?I の 足の裏に 門と いふ 文字 を 書きつ くると 兌て、 いとし 子 道 綱の 將來 について、 おも ひ 惱む事 

が 多 か つた。 記) 

もし それ 人に 代りて 夢を見る の を かし さ、 しかも その 夢 を 聞いて、 直にお のれが 未来の 兆と して 疑 はぬ あやし さ 

は、 「幅 一 尺の 鏡 を 鑄させて、 ぇゐ て參ら せぬ か はりに とて、 佾 をいだ したて 、初 瀨に詣 でさす めり、 三日 さ ぶら ひ 

て、 この 人の あべから む樣、 夢に 兌せ たまへ などい ひて 詣 でさす るな めり 云々」 (SB まさに これで ある。 彼等 は、 

夢 を 以て、 未 來の豫 兆と 考 へる と共に、 また 現實の 反射 表象と も考 へる。 故に、 S 蟬が中 川の 宿に して、 ゆく りな 

く 源氏と 逢 ひ 見た る その 暧、 いかに 恐怖の 眼 もて 伊豫の S を 望んだら う。 「伊豫の かたのみ 思 ひ やられて、 夢に や 見 

ゆらん と、 そら 怖し くつ、 まし」 と 作者 は 語る。 もし、 それ、 「更科 日記」 の 著者が その 姉と 共に、 その 飼 猫が 藤 ゆ 

行成の 女た る 事 を 信じて 疑 はぬ 夢の 一節の 如き、 (註")^ に、 轉生 思想の 纏綿す る を 示して、 平安時代の 夢、 いよい 

よ 出で k いよ いよ 事 多き を 見る。 

彼等 またよ く 幻影 を 見た。 源氏、 須 磨に 遷 るに さきだちて、 北山なる 父の 陵に 詣づ る。 「月 も 雲が くれて 森の 木立 

こ 深く 心す ごし、 歸り 5£ でむ 方 もな き 心地して、 拜み給 ふに、 ありし 御 面影 さやかに 見え 給へ る、 そぐ ろ 恋き ほど 
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なり。 

なき かけやい かで 見 るら むよ そ へ つ ゝ眺 むる 月 も 雲が くれぬ る。」 

こ、 にこれ を 引 川す る は W を 兌る 源氏と、 闇に 立つ 源氏と、 さやかに 父の 幻影 を兒る 源氏と を 聯關 して、 いかに 

動き ゆく かの 心理的 過. 程 を說 する ため .で ある。 右大臣 師輔が 百鬼夜行 を^る の 記事 は 「大 鏡」 にあって、 敍述 詳細 

を 極む， これ もまた 考 ふべき 事で ある。 「犬 鏡」 は當 時の n 傳を さながらに 書き 載せた もの、 「源氏物語」 の 注 脚に 

當 つべき が 多い。 しかも 皆 平安時代の 生活 を 語って、 その 夢の 根柢の 深き を 示す。 

「源氏物語」 にう つし 出された もの は、 戀 愛の 悲喜、 權 勢の 消長で ある、 即ち これ 平安 贵族 生活の 縮阖。 葵のう へ 

の 父と 弘徵 殿の 父と、 弘徵 殿の 生み まゐら せた 帝と， 藤壺の 生み まゐら せた 帝と、 その 問 に 介在す る 源氏の 君. と， 

それ 等 を めぐりて 渦た す もの は， ^權 勢の 問題で ある。 f つ 源氏 何故に 須 磨に 移らざる を 得な かつ たかを。 權 

勢 動搖の はて は、 た^ 祸 命と 觀 るべき か。 おもへ、 源氏 何故に、 進んで 須 磨に 赴け るか を。 それ をし も 命と 信じ 

たからで ある。 彼等 は 大に^ 命 を 恐れる、 また さし 當 つて は、 政敵 を 恐れ、 その 陷搀を 恐れ、 讒糨を 恐れ、 呪咀を 

恐る。 更に その 嫉妬 怨恨の 情の 怪を なして、 死靈 となりい きす だまと なって、 われに 迫る を 恐る。 祈 鶴 加持 はわ づ 

かに、 この 恐怖から 脫す るの 道で ある、 方 技の 講逍 はかくして 盛であった。 ^命の 恐怖 はた^ 諦^ を^て 忘れられ 

る。 怫敎 は、 その 任を檐 ふと 共に、 また 方 技の 諸道と、 一 つに なっても の」 け鎭 護の 職 を 掌る。 すべての.： 示敎 は、 

健 かなる 霞に 遠 か つて、 ま づ惱め る： 寵 のた めの 迷信と して 榮 える。 斯る 不安の 社會に は， た^ 揣摩憶測 を逞 うして 、 

相^ を 敵と し || 〔として 見る。 祀憂 また 祀憂 を^み- 邪推 また 邪推 を 生む。 夢 も 多. S であらう。 幻^も 多から ざる を 


得ない。 夢 も幻覺 もす ベて 惡化 せられて、 夢に 幻に 見る ところ は， 悉く 仇敵の 姿の み。 仇敵 われに 迫る 姿の み。 彼 

等 もとより 潜在意識の 何たる を 知らす、 精神分析 說の 何たる を 知らす * 直に 魂の 遊離 を 信じ、 敵 人の 魂の 來 りて 或 

は 夢に 或は 現に 我 を 苦しむ る 事 を 感じ、 しかも 支那の 群籍と 照 して、 愈 その 眞 なる をお も ふ。 この 様に しても のゝ 

けの 屮 Z 現の 記事 は、 「、源氏物語」 の屮に 多から ざる を 得ない。 此點 より 彼等 は竞に 原始人と 揮ぶ 所なかった。 なにが 

しの 院の 幽怪の 事、 今 R より 兌れば、 心靈を 信じ、 心靈の 交通 を 信す る 者の 外 は、 六 條御息 所の 生 靈說を 不合理と 

して 咎める であらう。 しかし、 平安時代の 常時に あって は、 希有の 事なる が 故に あやしと こそい へ、 誰か この 事赏 

を Kni 光す る ものが あらう ぞ • 

戀は人 をして、 つねに 恍惚の 問に 居らし む。 われ かの けしきと いひ、 現 心 あらす とい ひ、 ぼけ ぼけし うとい ふの 

は 即ち これ。 戀人を おも ふ^ 緒 切に して、 その 心像 明に、 夢に 幻覺に 見る ところ さやかに して 直に 現 實に逢 ひ、 語 

ると 信す る。 たと へば 桐壺の 帝の なき 世の 更衣 をお も ふが 如き は それで ある。 帝、 n: おもしろければ、 ；史 衣の かい 

ならす もの 、音 を 思 ひ、 そのき こえ 出づ るの 首の 葉 をお も ふ. 故に" 「その かたちの 面影に つと そ ひて おさ ぼる とし 

る」 して ある。 作者、 この 幻影の 狀を うつして、 さて 帝の 愦懐 をし るす、 「やみのう つ 、に はな ほ 劣りけ り」 と。 .a 

ち 「うば 玉の 闇の 现は さだかなる 夢に いくら もま さら ざり けり」 の 歌に よる。 夢とう つ、 の 優劣、 そ は いづれ にあ 

りと も、 意識の 朦朧たる 狀態を 示す 事 赏に斯 くの 如き ものが ある。 この 狀態を 長き 期 問に 亙って 持續 すると すれ 

ば、 純然たる 精神病 態とい はう か。 もし、 精神病なる 觀 念の ゆく りなく、 頭に 浮び 來る とき、 平安 中： "族の 生活 を K 

みて、 直に それ を 彼等のう へに 擬す るの は 果して 失當 であらう か。 かの 運命 を 恐れ、 敵 を 怖れ、 呪叽を 恐れ、 生. 嵐 
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を 恐れ、 死靈を 恐れ、 はて は 恐れす ともよき 事 を 恐る ゝ もの、 所謂 無根 恐怖の 病態で なから うか。 夕顔の 恐怖 性 は 

何ぞ。 また 六 條御息 所の 嫉妬 は 何ぞ。 そのと け 難き もの、 源氏の もの 闲 する もの は、 ヒス テリ ー 性の 疾忠 による か。 

され ど 御 息 所 をのみ 云々 する は當ら ぬ。 た^ 彼女 は、 その 疾患の 重き を 見る のみ。 平安時代の 贵族 にして この 倾向 

なき 一 人が あらう か。 彼等 は權 勢の 喑鬪に 疲れ、 戀 愛の^ 藤に 疲れ、 官能の 享樂に 疲れ、 感覺の 鋭敏に 疲る。 その 

疲勞の 極に ® し來る もの は 意 氣の銷 沈で ある、 活力の 減退で ある。 懐疑の 思想 はこ k に 生じ、 祌祕の 思想 もこ、 に 

萠す。 世 を あけて、 精神病 者、 變質 者、 かの 文化 病的 特徵 なる もの 歷々 として 指摘すべき である。 

源氏の 君ゎづ かに、 十七 歳、 享樂に 狂 ふ 蝶であって • また 悲觀に 巢くふ 欝の蝨 である。 彼の はじめて 夕顔の^ を 

見る や、 「あはれ に いづこ かさして とお も ほしな せば、 HI の臺 もお なじ 事な り」 と 思 ふ。 夕顔の 死 を かなしむ 右近に 

，して は 「さたん 世の中 は ある、 と ある も か、 る も 同じ 命の^り ある ものに なんある」 とい ふ。 彼す でに 然り。 御 

息 所 は 一 一十 w、 しかも 寡婦の 身、 その 境遇、 その 地位、 またお も ふところ 多から ざる を. # ない、 彼女の 嫉妬、 .1 は 

その 人より 來り、 一は 時代より 來る。 その 人より 來る は、 彼女み づか らも 知る. 源氏 も 知る。 その 時代， の 病より 來 

る は、 IS じ 疯に惱 む 源氏 は 知らす、 その 當 時の 人 も 知らす、 た^今の 讀者 のみ 知る。 源氏 かって 御 S 所の 嫉妬 を 評 

す。 「人 見え 悄 く 苦し かりし 心 ざまに なむ ありし、 怨 むべき ふし 一て， けに 理と覺 ゆる ふし を" やがて 長く 思 ひつめ 

て、 深く 怨ぜ られ しこ そ- いと 苦し かりし か。」 この 嫉妬 はもと より 源氏に 對 する 愛着から 來る。 その 執着の 一面 は 

また 體面を 重ん する の 過大から 來る。 源氏 また 評して いふ。 「心 ゆるび なく 恥し くて、 我 も 人もう ちた ゆみ、 朝夕の 

^を か はさむ 事に は、 いとつ ^ましき 所の ありし かば、 、つちと けて は 兌お とさる、 事な ど餘 りつく 乙 ひし 程に や 


がて 鬲 たりし 中ぞ かし」 と。 この 御 息 所の 體面 をお も ふの 甚 しき は、 即ち 精祌 病的 徴候と 兌るべき であらう か。 そ 

は ともあれ 御 息 所の 嫉妬 は、 つ ひに 尋常の ものでなかった、 菜然 その 靈 生きて は、 葵の 上を惱 し、 死して は 紫の 上 

を惱 す。 彼^も とより 源氏が 生前の 罪 を 悔いて、 彼女の 娘 秋 好 中せ" のために 好意 を 致す を 知る。 され ど、 嫉妬 は 彼 

女に とって は、 遙に 母子 恩愛の 上に 出づ る、 彼女の 嫉妬 は 源氏が、 紫の 上に おのが 惡評 をい ひき かす を 恨み、 おの 

が 體面を 毀損す るを怨 む。 「生きての 世に、 人より 貶して 思し 捨てし よりも * 思 ふ どち の 御物 語の つ いでに 心よ から 

す、 憎 かりし 有樣を {y 一 ひ 出で たりし なむい と 恨めしく、 今 はた^ 亡きに 思し 許して、 こと 人の いひ 貶しめ む を だに 

将き隱 し 給へ とこそ^ へ。」 この 怨恨つ ひに 一 度 紫の 上 を 危篤に 陷れ た。 

御 息 所の 死靈斯 くの 如くして、 その 出現の 理斯 くの 如し。 もし、 この 嫉妬 を認 むる 以上、 嫉妬から、 もの、 けと 

なる を！ i むる 以上、 r タ顔」 の もの、 け また 斯 くして 出現した と 解す る は失當 であらう か。 これ を失當 とする もの 

は、 魂の 自在 を 知らざる ものである。 御 息 所が 夕顔 を 知る と 知らざる と は、 魂の 與る ところでない。 夢 は 夢み る 人 

の 意識せ すして、 しかも 意識下に 熱^す ると ころ を 遂行す と、 フ & イド はいふ。 平安時代が 信す る 夢と 魂と は 更に 

常智を 以て 測り 知る 可らざる ものが ある。 魂 は、 現 身の 知らざる 事 を 知り、 現 身の なし 得ざる 事を敢 てす る。 御 息 

所い まだ 夕顔 を 知らす" され ど 源氏が 他に 心 をう つし はせ ぬかの あだ 妬み、 法界 恪氣、 源氏が おのれに うとくな り 

て 我が 體面を 毀らざる かの 焦慮、 疑惑 は、 彼女の 魂 をば 遊離せ しめて、 源氏の ゆく 所に 伴 はしめ なかった か。 今人 

これ を ^ぜ すと も、 平安時代の 人 深く 信じて 疑はなかった らう。 

御 息 所は必 すし も、 紫の 上 を 憎ます >  たビ 源氏に は 祌怫の 守 深く して 近づき 難き 故にの み、 紫の 上を惱 ますと 語 
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る。 然 らば， 御 息 所の 魂は必 すし も 夕 額 を 憎ます、 され ど、 祌佛の 守 ある 源氏 は、 なほ 太刀 をぬ いて 傍に^い た。 

これ もの、 けに 對 する 呪で ある。 故に、 御 息 所の 遊 魂 は， 源氏に 迫る 事 を 得すして、 た^に 夕顔 を さいなむ のみ。 

しかも、 夕顔 は 怯懦の 性情、 つ ひに その 恐し さに たへ すして 死に 至った。 もの k け を 信じ、 呪の 術 を 信す る 事 深き 

當 時の 人々 は、 か、 る 物語の 筆 を 信じて、 夕顔 を 以て、 源氏の 鎵 によって 死んだ と 思 ひ、 源氏と 共に、 その 薄命 を 

悲しむ であらう。 

さらば 四十九日の またの 夜の 怪夢は 如何、 御 息 所の もののけが 女 三の 宮に 憑きて 惱す折 は、 is が 尼の 姿と なった 

を 見て、 冷に 笑って 去った。 四十九日の 法事 は、 夕顔 をして 成佛 せしめた。 その またの 夜、 源氏の^に 见 えたの 

は、 なほ 女 三の 宮を 去る と 同じ 心の 御总 所でなかったら うか。 

平安時代の 詨者 は、 r 夕顔」 を讀ん で 御 息 所の いきす だまの 出現 を、 眞實 とし、 尠くとも^ 實 たり 得る と；^ じたで 

あらう。 しかし、 こ &に^ 要なる 疑問の 殘るを 兄る。 作 ^はこれ を 信じた るか、 信ぜざる か、 いづれ ぞと。 彼女 は 

信じて、 かく ものした か。 信ぜす して 信す る； 詢 者の ために かく ものした か。 その 如何によ つて 「源氏物語」 考察の 

條件 はニ途 にわかれ る。 蓋、 最考 ふべき 問 題で あらう。 一語 輕 くこれ を斷 する。 彼女の 日記 を 見よ と 。「紫 式部 日 

記」 は、 ま づ屮^ 彰 子が 父 道 長の 家、 土 御門 殿に 於て 皇子 を 産む の 前後 を 叙した、 すべて その 兒聞 すると ころで あ 

る。 これに よれば、 彼女 はもの、 けの 出現 を兒 た、 もの、 けの 聲を 聞いた。 日記の 叙述 は その 狀を詳 にす る。 「今と 

せ させ 給 ふ ほど、 御物 怪の 妬みの のしる 聲 などの むくつ けさよ。 源藏 人に は 心 譽阿阇 梨、 兵衛藏 人に は、 そう そと 

いふ 人、 右近 藏 人に は 法 住 寺の 律師、 宫內 侍の 局に はちそう 阿 闍梨を あ づけ たれば、 物怪に ひきた ふされて、 いと 


いと ほし かりければ、 ねん かく 阿 阇梨を G し 加へ て ぞの& しる。 阿^^の 験のう すきに は あらや、 御物 怪の いみ じ 

ぅ强 きなりけ り。 宰相 君、 をき 人に ゑい かう を 添へ たるに、 夜 ひと 夜の、 しりあ かして 聲も かれに けり、 御物 怪ぅ 

つれと 召し m でた る 人々 も $： うつらで 騒がれけ り」。 これ を讀ん で、 誰か 「葵」 の もの、 けの くだり を 思 ひ 浮べざる 

者が あらう か。 いふと ころの をき 人 は、 またつ き 人と いひ、 より ましと もい ふ 即ち 靈媒 である。 かく 見聞す る 彼女 

にして、 いかで か靈の 交通 を 信ぜざる の理が あらう。 故にい ふ、 作者 これ を 信じて、 なにがし 院の もの ゝけを 叙し 

たと。 

日記に はま た 皇子 の 誕生に 喜び うかれる 逬 長 の 狂體を し る す。 (註，.) 皇子 誕生して 、 はじめて 外戚の 审： きを 確 寅に 

し、 權 勢の 强 きを 把持す る を 得。 皇子 誕生より 來る榮 華 を 夢み つ、、 しかも その 實を 得ざる 悲慘 はいかば かり ぞ。 「尜 

腹の 后 は、 いづく にかお はする」 の 進の- S 侍の 冷 SM はいかに 公任の 骨を剌 したで あらう。 斯 くの 如くば、 その 

產窒 を： i る^み、 憎み、 妬み、 さて はに 呪 ひ はいかに 激しかった らう。 もの、 けの 詈る聲 のい かに 高らかであった 

らう。 產婦 の-心 瑰は、 自ら 常態 を 逸する。 病的の 時代に して、 體も心 も-射的なる 産婦の 幻 覺ゃ、 ^してい かに。 こ 

れを阐 みて、 もの^する 人々 の 幻覺ゃ 錯覺ゃ 架して 如何。 さても、 產 時に 現 はる k もの k け は、 或は 戀 より 來り、 

或は 權 勢より 来る。 「葵」 は、 御 鹿 所の 父 大臣の 御靈 出現 をい ふ。 「祕 說」 解して、 r 御^所の 思 ひに ひかれて、 父 左 

大臣の 靈 もより 來 る歟」 とい ふは當 つて 居よう。 けれど 葵のう への 家で は、 その 靈の 出現 を 子 ゆ ゑの 愛の みと 解し 

たらう か。 「源氏物語」 に 於け る 權勢爭 寒の 色 濃 さは、 この 一事 を 以て も 知り^よう。 紫 式部 日記 を 引く がた めに、 

1 語 これに 及ばざる を 得なかった。 
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断く いひ 來 つて、 なほ 疑問の^: する を兑 る。 作^:、 靈の 交通 を 信じて 御 息 所の 生靈を 叙し、 しかも" たぐ を かし 

ゆなる 女との みしる す理 如何。 この 疑問 こそ 「夕顔」 を讀 む^の、. 大に考 ふべき ところ。 「夕顔」 ー卷の 興味、 實に 

この 一 筋に 槃 がると いは ふか。 

「夕顔」 の怪呔 は、 探愤 小說、 また 妖怪 ル說の それで ある。 その 妖怪に して、 祌祕性 を 薄め、 現 實性を 濃く すれば， 

そのけ うと さは 除かれ、 おそろし さは 桀 てられて、 た^^ 现の. 5 來と變 化と に 心 を惹く 探偵 小說を 成す であらう。 

生 靈死靈 は 希に あって、 漫に 信す る 時、 その 誰なる かの 推測に 與を感 する。 「葵の 卷」 の もの ゝ けの 験 者に 隨は なか 

つた^、 お ほい 殿の 人々 は 思 ひわ づ らうた。 「大將 の 君の 御 かよ ひ 所、 ここ かしこと 思 ひ あつる に、 この 御 息 所、 二 

條 の^な どば かりこ そ は、 おしなべての 様に は^したら ざめば、 恨の 心 も 深から め。」 と。 その 推測 は 彼等に こそ 不 

安を釀 せ、 第三者の 與は 却て そこに あらう。 「夕顔」 の を かしけ なる 女に 對 する もの、 ^ほ 斯 くの 如しと せば、 二重 

の 探 愤小說 をな す ものと いはう か。 まづ これ を 一 卷の 叙述の 上に 見よう。 

源氏の 君 は、 品 さだめの 夜、 すでに、 床 夏の 名に よって、 夕顔と いふ 女の 存在す る 事 を 知った。 され ど、 その 五 

條 の- M を 知り 得た の は、 實に 偶然で ある。 維 光が 門の 鑰を おき まど はすと いふ 偶然 事がなかったら、 源氏 はいかで 

さる はかなき^ に 寓目しょう。 彼 は 門の 開く を^つ。 しかも、 しのび 姿の 氣安 さ、 やつし 単の 心 やす さは、 ^のう 

ちに して、 右 闘 左^す る。 彼 は 奇怿の もの 影 を た。 簾の 透 影で ある。 その 家 は 床 を 高く 作って、 前に 椅垣 を^く。 


故に 彼 は^. 踏む 足の あり 所 を 兑. f して * 旅の 影の たけ 高き を 見た。 そして あやしと 思った。 「たちさ まよ ふらん 下 つ 

方 あながち にたけ 高き 心地 ぞ する、 いかなる ものの つどへ るな らん、 とやう 變り てお ぼ さる」 と は 即ち これ。 「夕 

顔」 ー卷 奇怪の 氣 これ を 貫く。 作者 まづ これによ つて 全篇に 應す る^ 緖を與 へて 妖雰 を努 M せしめた。 よろ ぼひた 

る 門、 人め いたる 花の 名、 呰 そのけ は ひ を 示す 所以で ある。 加 之、 作者、 巧みに あやしの 語 を 利用して、 この 効 * 

を 助成す る。 あやし 語 は 本 來祌變 の 意義 を^し、 漸く 轉 じて 多岐に わかれる。 今 「雄 峪紀」 を繙 いて、 あやしと い 

ふ？ i に、 いかなる 漢^ をお てた るか を 見よう。 祌。 靈。 異。 文。 非常 これ 等 を 一 括して、 異常の^と し、 ^異 の義 

とする。 K に また 平安時代に 入って 一 意義 を 加へ た。 「うつぼ 物語」 の あやしき にと^ まるの あやしの 用法で ある。 

これ 當 時の 諺に して、 女 を 物色して、 選 搾に 惑 ひ、 その はて は ^賤 なる 者に 治定 する の義。 おも ふに 贵人 にして 貧 

賤の 者の 風慣 所作 を兑れ ば、 見る につけ、 閗 くにつ けて、 異常の 感を 起さぬ もの はない。 即ち あやし を 以て 直に ま 

づし いやしに 擬す るので ある。 平安 貴族の 狀を敍 する もの、 勿論 中； 只 族 を 本位と する、 この 用例 多 かるべき 害。 「源氏 

物語」 もとより その 範疇の 屮 にある。 作者、 今 「夕顔」 に 於て、 この ニ義 ある を 利用して、 正意に 贫賤 をお も はせ、 

反 意に 奇怪 をお も はせ、 ^者 相 交錯して、 讀者 をば、 奇怪の 雰圍氣 中に 誘 ひ 入る。 「夕顔」 を 通じて あやしの 語 を 川 

ふる 事す ベて 二十 六、 皆 作者の 企 圔 のま ゝに 動いて 居る。 

源氏 はま だ 夕顔の 花 を 知らなかった、 今 はじめて、 その美し きものが、 あやしの 軒 に^く を 兌て、 「くち をし の 花 

の 契 や」 とい ふ。 彼 * もし， 贫 しき 家に 美しき 女 を 兌ば いかに。 その 薄倖 を あはれんで、 これ を 愛撫す るので あら 

うか。 然 らば r 一  ふさ 折りて ま ゐれ」 の 一 語" また その 意き 一にして I 後の 夕頹 との 戀を喑 示す るので あらう か。 
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そ は ともあれ、 隨 身が 仰 を かしこみ て 花 を 折る 時" 女の 窠の あやしの.！^ より 出づ るが あって、 扇 を 贈る。 これ、 旅- 

の 透 影の 女の なすと  ころ。  こ k に 於て、 讀者 は、 頻りに その 誰なる か、 また 何の 意に 出づ るか を 知らん の 念 を 起す。 

しかも、 作お は輕 くいなして、 近に 答へ なかった。 隨身扇 を 手に する 時、 門 あけて 維 光の 出で 來 たるして、 源氏に 

奉らす る。 叙述に 些の 停滯を 兒す、 ー髮 の^ 隙 をと V めぬ。 然るに 源氏が 病室に 入って、 乳母 を 慰む る くだりの、 

筆 や \ 長き は 何故で あらう か。 讀 者の 好奇心に 一 弛緩 を與 へて、 後の 緊張 を 期す るた めで ある。 

、源氏 は窒を 出で 人 扇 を 見、 その ゆかしき 筆の あと を兒、 かの 家に してな ほこの 人 あるか を あやしんだ" おも ふに * 

今：！： の 源氏 は 往日の 源氏で はない、 彼 は 一度 雨 ふる 夜 を、 馬頭の もの 語に き.^ 耽って より、 おのが 戀の 領域の あま 

りに 狭小なる を 知って、 他の 未知の^ 界 にわけ 入らう の 志 を 起した。 その またの 夜、 空 蟬 にあ ひ 得て、 屮の 品の 何 

なる か を 知った。 かくて その 好奇の 念 は 下の 品に 向 ふ。 源氏 朱 これ を 意識せ す， 作者 また 叙す ると ころがなかった。 

故に、 源氏の 意の 扇の ぬしに 動き そめた 事 をば、 その 性格に つらねて 「さして 聞え か.^ れる 心の 憎から す 過し 難き 

ぞ， 例の 此 かたに は 貧から ぬ 御 心」 とのみ いふ。 維 光 は、 源氏の この 心を肯 はなかった。 源氏 はいち 早く その 色 を 解 

して、 「この 扇の たづぬべき 故 ありと 見 ゆる を」 というて 扇に 假託 する。 即ち 維 光 を 欺瞞す る 言で ある。 され ど讀者 

は、 作^の 敍述を 見て、 さう のみ 解す るで あらう か。 讀者 はすで に 雨 夜の 品 さだめ を 知る。 故に 頭 中 將の多 |E にし 

て、 なほ 忘られぬ 床芨の 女の ある を 知る、 その 女の、 中將の 妻から 脅迫 せられて 出奔した 事 を 知る、 中將 が、 彼女 

また^: にあら ば、 はかなき 佌にぞ さすら ふらむ と 欺いた 事 を 知る。 更に また、 五條の 家に 簾が くれに 物見す る 女の 

群 ある を 知る。 かく 知る 讀 者が 源氏と 共に、 扇のう た， 


心 あてに それ かと ぞ 見る 白露の ひかり そ ひたる 花の 夕が ほ 

を兑 ると すれば、 まづ心 あてに とい ふ 語が 何 を.： K 味す るかに 惑 ふ。 それ を 直に 源氏と 解 さう か。 もし 然ぅ とすれ 

ば、 誰と も 知らぬ 程の 単の やつし を 如何す る。 もし 源氏 以外の 人と すれば、 誰 を 心當に 見た 事と 解 さう か。 或は 頭 

中將 か。 かの 花の 夕顔なる もの は、 頭中將 か。 頭中將 とい ふ もの、 電の 如く 腦裏を 掠む る 時、 かの 扇の ぬし は、 床 

夏の 女 ぞと思 ひ 寄す る。 頭屮將 のこ \ を 過ぐ る亊 もやと 物見す る 彼女 ぞと解 さう とする。 况ん や、 はかなき 家の さ 

まが 中將の 推測に 合する のでない か。 しかも、 作者 はいふ、 源氏 は 未、 これ を 思 はす、 た^ 好色の ま ゝに心 を 動か 

すと。 讀者 はまた 惑 ふ。 作^ は說 かね ど、 源氏す でに これ を 思 ひ 寄す る ものと し、 扇の たづぬべき ゆ ゑと は、 雄 光 

を 欺く ために あらす して、 床 夏の 女たら ざる かの 疑問 を 抱く が ためとす る。 かくて 讀者 は、 切に 事件の 展開 を 待ち 

て、 疑念の 氷解 を 期待す る。 何ぞ 知らん、 これ ゆ.： 作者の 方針から 出で、 おる こと を。 源氏 は、 隨 身して * 返歌 を 跗 

ら する。 隨身は * もと、 これ 等の 事愦を 解せ ざる もの、 即ちお も ふやう、 r まだ 见 ぬ御冇 様たり けれど， いとしる く 

思 ひ あてられ 給へ る 御 そばめ」 と。 作者、 何等の 狡猾 ぞ。 讀者 をして 隨身 のこの 單 純なる 解 釋を笑 はせ て、 却て お 

のが 解釋 を複雜 にさせ、 歸 趨に當 惑 させて、 みづ から 赛ば しむる と は。 源氏と 讀 者と は、 斯 くの 如くして、 ともに 

あせって 維 光の 報吿を 待つ のであった。 

維 光 は， その 探偵の 任に 當る にたより よかった。 家 は、 かの 女の 住 K に 隣し、 しかも 東に 隣す る。 夕日の なごり 

たくさし 入る とき * 彼 はよ くその^ 内 をう かに ひ 知る。 かく 維 光と 夕顔との 家 を 配置した 作^の 用意 は、 周到と い 

ふべき であらう。 維尤 即ち、 かしこに 主と か しづく 女の ある 事、 その 女の かたちよ き 事、 また 人々 相 倚りて 泣く 事 
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たど、 見る ところ を 報告した。 維 光 は、 源氏の 若く 美しき を 見て * その 好色 を 肯定し、 自ら また 其の 家の 化の ひと 

りと 消息 を か はした。 公私 相より て、 彼 を 探侦の 職に 熱せし むる。 しかも、 源氏 は渐 く、 おのが 心が 下の 品の 女に 

繋る k を 意識す る。 故に、 更に 維 光に 囑 してい ふ、 「なほ 言 ひ 寄れ、 尋ね 知らで はさう ざう しかりな む」 と。 作^ は 

その 事由 を 明に してい ふ。 「かやう のな みなみまで は 思 ほし か」 ら ざり つ る を、 ありし 雨 夜の 品定の 後、 いぶ 力し く 

おも ほしなる 品 A の あるに、 いと e 隈なくな りぬ る 御 心なめ りかし，； と。 その かやう のな みなみの うちに、 中の 品 

を こめて いふ 事 は 勿論で ある。 作者、 筆 を夕顏 に專ら にして、 なほ { 仝 蝉 を 菜て す。 縱横 叙述の 妙 をつ くす。 

やがて、 徘光は 再度の 報吿 をした。 車の 音 すれば、 若き 者 ども の^く 都、 また 頭 中將の 車の 過ぐ る 時、 かの 女 ど 

も 見知って、 ざん ざめ いた 事な ど を 語る。 源氏 こ、 に はじめて、 もし かの 哀に 忘れ ざり し 人に や と^ひ 寄せた。 讀 

者 その 言 をき、、 源氏の この 狀を 見て、 おの づ から 會 心の 笑 を もらす。 探偵 小 說の讀 者 は * その あやしき 事件に 對 

して、 ある 豫想を もつ。 その 豫 想の、 はかなく 裏切られた とき、 彼 その 趣向の 奇に 驚き、 豫想 まさしく 合した とき 

彼、 おのれに 優越 を感 す。 その 優越と は、 篇屮の 人物のと かう に 惑 ふ 時、 すでに 一歩 を 解決に 先ん やる ためで あ 

る。 源氏の 今にして、 おも ひ當る もの は、 讀 者のと く豫 想した ところで ある。 讀者、 おのが 豫 想の 適 中 を 喜んで 更 

に 最後の 解決 をい そぐ。 

源氏す でに、 維 光に 導かれて、 五條の 宿に 通 ふ。 車に も 乘らす * 覆面して 顔 も 示さす、 夜 晚く來 て曉に 早く^る。 

女に 疑惑の 念が あって、 昔 物語の たぐ ひ と^ふ。 作者、 冒頭の 妖雰を こゝに 結んで * 疑惑の 屮に 漸く 奇怪の 脈 を 通 

はせ た。 源氏 また、 女の 床お の 女で ある 事 を 思 ふに つけ、 何故に^ 性 を隱 すか を 疑 ふ。 ：史 に、 みづ から を^み て、 


何故に さばかり の 人と もお も はぬ ものに 熱する 心ぞと 訝る。 され ど 源氏の 夕顔に 對 する 愛 は、 疑惑 を 疑惑と して、 

深く 穿鑿しょう としない。 夕顔 また、 奇異 を 奇異と して、 た ^源氏 を 信賴 する。 故に 源氏 は 「げに いづれ か 狐な らん 

なた^ はかられ 給へ かし」 とい ふ。 女 も 「さも ありぬ ベう」 思 ふ。 作^! はかく、  二人の 戀の 陶醉を 語って、 なほ、 

かの 妖怪の 脈 をな ほざり にしなかった。 狐の 一 語、 下し 得て 妙と いはう。 

斯 くして、 八月 十五 日の 五條の- M の 叙述と なま 賤 しきと ころの さま は、 源氏に こそ、 あやしの 念 を^さす ると 

共に 讀 者に 戀 の陶醉 を傳 へる。 戀の 陶醉の 叙述 は、 讀 者に とって は、 疑問 解決の 停滞で ある。 何ぞ 知らん、 作者の 

巧妙 は、 後の 緊張に 倫 ふると 共に この間よ く 後の 幽怪の 素 を 成した。 御嶽 精進の 禱、 雲が くる、 パの すがた、 やが 

て來る 妖怪 不思議の 徵 である。 しかも 源氏 知らす * 夕 額 知らす、 讀者 未だ 知る に 至らす、 た^ 作者の み與り 知る。 

なにがし 院の 叙述に 至って は、 妖怪の 緒と、 戀 愛の 紡と、 ときわ かつす ベな く 鏈れ合 ふ。 院 の荒凉 たるけ は ひ は、 

もとより 妖 雰 の 色 を 濃く す。 しかも その 恐怖 は、 夕顔 をして 源氏に よりそ はす。 かくて 戀の^ さはい やましに 加 は 

る。 故に 源氏 は瀵 面の 紐 をと いて、 「露の 光 やい かに」 と 揶揄す る。 夕顔の 源氏に 對 する 疑と けて、 かすかに、 「た そ 

がれ 時の そらめな りけ り」 と戲れ ざまに 答へ る。 夕顔の 戀の よろこび 知るべき である。 源氏 は、 また 夕 顏に對 する 

おのが 疑 を 解かう として、 「今 だに 名のりし 給へ」 とい ふ。 夕顔 はわ づ かに 「海 士の子 なれば」 と 答へ る。 作^; は、 

夕顔の 媚態 を說 いてい ふ、 「さすがに 打 解けぬ 様、 いと あいだれ たり」 と。 源氏 これ を 怨みたがら、 「よし、 これ も 

我から なめり」 と 答へ るの み。 彼 は その 怨み を も 甘き に 翻す る。 戀の歡 喜 知るべき である。 

たそがれ 漸く 迫って、 奥の 方 はくら し。 夕顔の 恐怖 は 源氏 をして 端の 簾 を 上げて、 添 ひ 臥させる。 祈からの 夕ば 
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えに、 一 一人の 顔 は 紅す る。 互に 見 か はすと き、 二人の よろこび はいかに。 作者 は， 夕顔の 側に あって 說く、 「夕ば え 

を 見 か はして 女 も か-る 有様 を、 思 ひの 外に 怪しき 心地 はしながら、 萬の なげき 忘れて、 少しう ちとけ ゆく 心地、 

いとら うたし。 つと 御 傍に 添 ひくら して、 物 をい と 恐ろしと^ ひたる 様 わかう 心ぐ るし」 と。 

かくて、 を かしけ なる 女 は 出現した。 序 を 以て 潜に 迫り 來れる もの は、 急に. おに 顯 はれた。 讀者 は、 直に 六條ぁ 

たりの 御 方、 かのうち とけ 難く 妬み 深き^ を 以て 擬 する。 しか 擬 する 事 は、 讀 者の 輕卒 にあら で、 作者の 企 II であ 

る 事 はさきに 縷說 した。 また、 くり かへ すの 耍 はなから う。 夕 額す でに 葬られて、 右近 は ニ條院 に、 、源氏の 傍 近う 

召 しっか はれる。 源氏と、 讀^ と共に 豫 想して、 未だ 詳に する ことの 出來 なかった 疑問 は、 右近の 言に よって 氷解 

した。 夕顔 は 来して、 床 夏の 女であった、 その あやしき 住居した の は方逮 のた めであった、 その 名のらざる は、 お 

のが 筋な きを 恥づ るた めであった。 讀者 は、 かくして、 「箒 木」 以來の 懸案 を 解き 得た。 更に 五條の 宿の、 檢 垣の 新 

しく 簾の 新しき 理をも 解し 得た、 これ 夕顔の 移り 住む ための しつら ひであった、 また 柊り 住んで、 まだ ^經 ざる 故 

であった。 しかも、 新なる 疑問 は 源氏に も II 者に も 起る、 「なでしこ」 の 行方 やい かにと。 この 疑問 は、 遠く 「玉 葛 

の卷」 にまで っ^く。 

四十九日の またの 夜、 源氏 は怪 夢を見た。 そしてな にがし 院のを かしけ なる 女の 何物なる か を 解し 得たり とする。 

即ち 院に すむ 妖怪で あると いふ。 讀者 はまた、 新なる 疑問に 會 した。 何と なれば、 讀者 は、 源氏の 心の 動 稀 を 知り、 

その 潜在す る ものの 何で あるか を 知る。 また、 靈の 交通の 可能なる を 知る" 知って、 しかる 後に 1 六條 あたりの^ 

となした。 故に、 今 源氏の 解し 犸 たりと なす もの を 聞いて、 ^して 然ぅ であらう かと 惑 ふ。 何と なれば、 源氏い か 


で 力 おのが、 七に 潜在す る もの を 知らう、 動 搖の狀 を詳に 知らう。 彼 知らす して 夢 を 解す、 故に、 かの 1 一目が ある * 

しかも 當ら ざるの^ しきものと" 斯 くの 如くして、 讀んで 「葵」 に 至る。 讀^: はじめて、 六 i の 君の.： ハ條 印^所な 

る を 知り、 また、 その 生す だま を 知る。 またい きす だまと いふ もの.^、 何の 狀な るか を 知る。 ^ くて、 まヒ： 夕顔 一 

に 返って、 おのが 豫 想の 誤 まらざる をお も ふ。 讀者 をして、 かくお も ひ 来り， おも ひ 寄 さする もの は、 乍 古の 方 

寸 より 出で た。 彼 紫 式部 そ も 何^ ぞ、 いかにして か、 かくば かりに 讀者 を擒縱 する の 術 を 得た 事で あらう。 

源氏 は、 院 の妖怿 が、 われ を 兌 いれ けんたよりに 夕顔に 祟りて、 死に 至ら しめたと 解して、 「ゆ、 しく」 おも ふ 

ところがあった。 源氏 即ち、 彼女 を さる 所に 誘 ひゆいた 輕舉 を^い、 夕顔 を 殺す もの は、 畢竞 われ ぞと， si を K め、 

夕顔の it 命 を 悲しみて、 愛着い よいよ 加 はる ものが あった。 まして 右近に よって、 その 性 怙と閱 と を 知る 今 はな 

ほ： 史 である。 この 様に して はじめ C 「未 摘 花」 に 「思へ どもな ほ 飽か ざり し 夕顔の 露に おくれし 程の 心地 を ハキぉ 經 

れど おぼし 忘れす」 と 叙す る を 得よう。 作者 一筆 双 叙して、 一夢に 讀者を 惑 はし、 また 源氏の なき 夕顔に 對 する 趣 

を 示した。 

われ は、 「夕顔」 の もの」 け を 斯様に 解釋 する。 され ど、 人あって、 そ は 果^、 繭の 幻覺 のみ、 作^: もとより さ 71 

心なし、 源氏の 言 大に 信すべし とい は^、 た^ 1 亊を擧 けて 反證 としょう。 

源氏の 织朥 にあり しほ ど、 三月 上巳、 海に 驟 した U その 日、 海の 面、 衾 を 張りた る 様に 光滿ち 神な りひら めき、 

雨 はけし く 降った。 その 暧、 彼 は 夢を見た。 彼が その 夢 をい かやう に 解い たかは. 「貌 磨」 に兑 えて 居る。 「その^ 

とも 兑 えぬ 人來 てな どせ 2 より 召し あるに は 參り給 はぬ とて、 たどり^く と： a る こ B きて、 さ. き- q ク、 、 

I  f  f  0  ^  山、 ん.： J 
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といたう 物め です る ものに て、 見 いれた るな りけ りと 思す に、 いと ものむ つかしう、 この 住居 堪 へがた う K しなり 

ぬ。」 この 夢に 對 する 源氏の 解釋 は、 正しき ものであった らう か。 「源氏物語 秘 說抄」 にい ふ、 「この 夢に宫 より 召 あ 

ると いふ は、 都へ 歸り給 ふべき 瑞相 ある を、 源氏の 心に は、 龍宮の 事と 思て おそれ 給 ふ 也。」 と。 この 解釋は 正しき 

もので あらう か。 「明 石の 卷」 の敍述 は、 おの づ から、 r 祕說」 をよ しとして 源氏の 解 を 悪しと する。 源氏の s、 必 

すし も據 るべき でなかった。 

また  一^の 以て 讃 すべきが ある。 糨 彥の 「源氏物語」 を 翻案して、 「諺 紫 田舍、 源氏」 を 作る や、 力めて 事件 を^ 雜 

にし、 趣^ を 錯綜せ しめた。 かの 野 寺の くだりの 如き、 脚色 最奇拔 にして， 劇的 效果に 富み、 最 よく 草雙紙 趣味 を 

發梂 した ものと いはる。 され ど、 彼の 念と すると ころ は、 外的 變化 である。 かの 探 愤小說 として、 これ を 兌れば、 

探る もの は、 一 に 外的の 物件であって、 何等 心的の 問題でなかった。 故に、 怪しき 女の 如き、 葵に あたる 二 椠の君 

の 一 念と なせ ど、 輕 輕 として、 夢に 見る ものとの み敍し 去る に過ぎない。 從 つて、 御 息 所に 當る 阿古 木の 如き、 も 

とより 與り 知る ものでなかった。 拯彥 もまた 生靈を 出した。 た^し それ は 人の 假 りに 扮 して、 源氏に 匁 を 加 へんと 

する ものである。 しかも、 そのもの は 阿古 木に 扮せ すして、 二 椠に扮 した。 單に 事件の 變 化に 心 を こむ る 時、 おの 

づ から 斯 くなら ざる を 得ない。 r 源氏物語」 の 如き は、 自ら 然ら す、 それ は 心 现の變 化に 柬きを おくから である C を 

かしけ なる 女が 讀 者の 興 を 繋ぐ 事 は、 實 にさば かりであった。 彼此 對 照して、 かの もの、 けの 斯く 解すべき をお も 

ふ。 


「夕顔の 卷.； の もの、 け は、 畢竟、 六 條御息 所の いきす だまで ある。 され ど、 また、 源氏 心 內に 潜在す る もの、：！！；、  §3 

化と も 解し^ よう。 作者、 この 二つの 關係を 交錯して、 深く あなぐらす、 却って、 院內に 棲める 妖怿と 解すべき 餘 

地を殘 した。 これ、 作者が わざと 計って、 讀者 をして * 信疑の 問 に 彷徨せ しむる ためであった。 蓋、 妖怪 趣味と、 

探偵の 趣味と は 共に， みづ から を 智識の 迷宮の 中に おいて、 無聊 を 消散す るに 適する。 まして、 もの、 けの 如き、 

平安時代に 於て は 特殊の 意篛 をお して^る。 「、源氏物^」 の 長お にして、 當代贵 族の 玩弄た るべき もの、 時に この種 

の 要素 を 揷むを 要した。 されば- 「夕顔」 の怪の 如き、 これ をう つして、 夢の 如く、 幻の 如く、 現の 如く、 六條 御な 

所の 如く、 源氏 心內の 影像の 如く、 院內の 妖怪の 如くお も はしむ る 所、 作者の 最 苦心した 所で あらう。 しかも、 事 

を 構へ る、 一 々常時の 人々 の 信す る 所に したが ふ。 才筆 測り 難き ものが ある。 廣 道の 解の 如き は、 その 才を狹 くし、 

作意 を拘 する ものと いはう か。  - 

まして、 「夕顔」 一 卷必す しも， この 終始に のみ 粱 中せ すして、 S ら 前に 連り、 後に 繽く。 その他の 筋合 を說 くも 

の、 讀 者の 好奇心の 活躍の 問に 介在して、 却って 弛緩と 緊張との^ しき を 得て、 更に 事件の 發展を 熱望させる" 何 

等の 妙案 ぞ。 「源氏物語」 五十 餘卷、 よく 人 を 倦ませざる 理は實 にこ ゝ にある。 か k る 妙案の すべてに 一旦れ るた. 

ある。 「夕顔」 を 以て 探偵 小說 として 兌る が 如き は、 所詮、 この 傾向の 最顯 著なる に從 つて、 言 をな すに 過ぎぬ。 

かの もの、 けの 何たる か は、 これ を 「夕顔」 に 即して いへば、 大方 かくの 如き もので あらう。 され ど 「^氏 物お」 

源氏物語 W 究  .1 ハ 九九 


江 戶 文學 硏究  七 no 

全體 について いへば、 その 意義の 何たる かを閬 明して 未し きものが ある。 何と なれば、 これ を、 他の^ 祌の超 a 然 

的 州 態、 たと へば、 夢、 幻覺の 如き もの、 或は、 偶然の 事 變の作 中に 於け る 意 篛の閬 明と つらねて 考察して 後に 決 

すべきで ある。 「须 磨」 のさと しと、 「明 石」 の 帝の 靈夢 との 關 係の 如きに 至りて は、 おの づ から 祌祕の 色^き もの 

として、 これ を 彼等の 有する^ 命 思想に つらねて、 考 ふる を 要する。 これ を 決して、 然るの ちに かの もの、 けの 眞 

の 意義 を 知るべき である。 これ、 寳に、 「源氏物語」 の 本質の 問題に 關 する。 「源氏物語」 の 本質の 論 は、 わが 今日に 

於て 輕々 しく 斷する 事 を ゆるされない。 これ を斷 ぜんとす る 者 は： まづ、 之 を とりめぐ る轔々 を 除く 事 を 要する。 

この^く、  v さき 問题 について、 いふと ころ ある は、 ゎづ かに、 その 片轔を 去らん とする ためで ある。 

(註 1) 萬 葉集卷 四。 灭 雪 之 外從見 吾妹 兒爾 心乇身 副緣： s 鬼 尾。 

(！S2) 鬼。 ra: 萆字苑 云" 鬼 W 你反、 和名 於爾、 或設 云， 隱字、 香 於爾訛 也。 鬼 物隱而 不欲顯 形、 故 俗 呼 曰^、 人 死魂祌 也。 

(註 3) 三代 實錄。 觀ニ年 八 =;ー ； 十七 H、 偷兒 開 崇祇官 西院齋 戸神 殿、 盜取 主上 結 御魂緖 等。 

(註 4〕 公事 根源。 それ 人に は 魂魄の 二の 玉 あり、 魂 は 陽^、 魄は 陰氣也 。この 祭 は 離 遊の 速 魂 を まれき て、 身 體 の 屮府に しづ 

むる 功 能 ぁリ。 宇 摩 志 麻 治の 時よ" 事お こる よし、 ^事 本紀 などに 見えた リ。 此祭を 如法に おこな はるれば、 殊隊 の. ^祈 

と 成るべき にや C されば.； II 川 院は御 脫履？ 後 も、 -院屮 にて^ 行 はれ 伶リ き。 中宮 にても、 ^々ある 事 也。 

(註 5 マ 于時祌 光 g{ 海、 忽然 有浮來 者. 曰 如 吾 不在 者、 汝何能 平此阈 乎、 .E 我 在 故、 汝^ ^ 其大 造之績 矣。 是^ 大已貴 神 11:0、 

然則 ^是 誰耶。 對曰、 吾是汝 之 幸 魂奇魂 也、 大已貴 神 曰、 唯然、 廼如汝 吾 之 幸 魂奇 魂、 何 欲 w 處 ft ぼ。 (B 木丼紀 神代 卷) 


(g6) 孝^の 女、 亡き人、 侍 從大納 一一 n の 女の 書 を 見て 悲しむ をり、 どこから か 猫が 来た。 姉妹 これ をと e めお きて、 いたく 

寵愛す る。 姉痫 む、 しばらく 猫 を^け た。 姉 ふと^から さめて 語る。 「夢に この 猫の 假に來 て、 おのれ は侍從 大納言の 卸 女 

の 力くな リ たるな リ、 さるべき 緣の いさ、 力 ありて. この 中の^の、 すぐろ に哀 とお も ひ 出で^へば、 た vsa こ、 にリる 

を、 この 顷 下衆の 中に ありて、 いみ じう わびしき $ と いひて、 いみ じく 泣く さま は- あてに を かしげなる 入と 見えて、 う 

ちお どろき たれば、 この 猫の 萆 にて ぁリ つるが いみ じく.； おな リ- と。 これよ リ また 寵愛 一段 を 加へ た。 妹が 或 時、 一 侍從大 

納貢 の姬 君のお はするな， 大納言 殿に 知らせ^らば や」 とい ひかけ た 時に、 猫 もき、 知 額であった レ 

(註 7) ある 時 はわ リ なき 業し かけ^ リ耠 へる を、 御 紐 引き 解きて、 御 几帳の 後に て あぶらせ 給 ふ、 あはれ 此の- K の 御 尿に 湍 

る、 は うれし. わざ かな、 この れ たる あぶる こそ 思 ふやうな る 、い. SI す丫。 

(註 00) 「大 鏡」、 太 政 大臣 賴忠 の^。 

(大正 十四 年 五月 「文學 思想 W 究第 一 卷」 ) 
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もの、 ま^れに 就いて 

源氏の 君の 榮華は 四十の 賀に窮 つて、 その後の n; は、 傷心の み 綾く。 若う して 播 いた 數々 をみ づ から 刈るべき 時 

期 の 到来し たので ある。 今懊惱 のた ビ中 にある 、源氏 は ま た 朧月夜 出家 のうき 事に 會 する。 これ も cz ら 刈るべき 罪の 

くさ は ひであった。 彼 は 悄然と して 紫 上の 枕頭に 昔の 夢 を 語る。 ^氏 物語の 作者が 想 を 構へ て、 一度 审： 獰 暦々 のう 

ちに 放った 事件 を 統べ 来って、 一 篇の 首尾 を 全うし 起結 を 明に する 大方 この類で ある。 この 首尾 起結の 趨く ところ 

は、 因 * 應 報の 理法に 合する。 作者 は怫 家と 共に この 理法 を 明に する ために、 この 構想 をな した か。 また それ を 信 

する 事^き 當 代の 人心 を S 寫 する の餘、 舉ぉ のづ からこれ に觸れ たか。 觸 れんと 欲して 觸れ たる か、 おの づ から 觸 

れた るか、 觸れ樣 の いづれ が 重く、 いづれ が輕 き、 これ を 度合と して、 源氏物語の 作意 を考 ふべき であらう か。 その 

輕重の 論 は、 こ 、に はどう も あれ、 源氏と 藤壸 との もの 、まぎれと 柏木と 女 一二せ" の もの 、まぎれと は 事の 起結 をな 

し、 その 起結 は、 おの づ から、 ra をな し、 ^をた す 事 は、 極めて 明に 見られる。 これ を應 報で あると は、 もとより 

源氏 もお も つた。 「さて も 怪し や、 わが 世と 共に おそろしと 思 ひし 事 の 報な めり。」 彼 は 今日 柏木の もの 、 まぎれの 次 

第 を 知って、 さきの 日の 罪深き われの 姿 を さながらに 見る。 あさましき 事 は、 われに はじまって われに 終る。 こ、 


にわが 胤なら ぬ^の 子薰が あり、 かしこに わが 胤なる 罪の 子 冷 棗院が ある。 囚は 現在に 起って、 菜 を 現在に 結ぶ。 

順 現應報 はかう も 速に めぐり 来たる か、 彼は炳 乎と して 明なる 事實に 直面して、 た^にお ぢ 恐れる。 しかし、 半の 

恐怖の 中に 半の 心安 さ をお も ふ。 I 非 多く は 現在の 染 に熄ん で、 未來の 因の なる 事 を 少しと 考 へる ためで ある。 「この 

^にて かく 思 ひかけ ぬ亊 にむ か はり 來 ぬれば、 徐の 世の 罪 も 少し 輕 みなむ や。」 源氏が 父の 帝の 寵に 背いて、 その 寵 

妃を丞 する 罪 は 斯う も輕 いので あらう か。 作者 はさう 考 へる、 源氏 を 鳴 呼の しれ 者と して 斥ける 事がなかった。 作者 

は 源氏に 對 して 何故 斯 くも 宏：： M であるか。 

柏木 は 源氏の 恩顧に もとって、 その 正. 配 女 三の せと 私した。 彼 はみ づ から を^み て その 罪を輕 からすと する、 し 

かし、 これ を 帝の おんめ を も 取り 過ちて 事の 間え ある 罪と 比 ぶれば 輕し とする。 即ち 自ら 斷 じて、 われ はさして 重 

き 罪に 當 るべき でない と考 へる。 まして、 柏木 は 女 n 一の宮が 源氏に 嫁して 必す しも 幸福で ない 事情 を 聞く、 故に こ 

れを 愛する 者 われの 手に 奪 ふ は 愛する 人 を 救 ふ 所以で あると も 思った。 けれども、 作者 は 彼 をして 空しく 悶々 のう 

ちに 死なせた。 作者 は 何故に 源氏に • 寬に 柏木に 嚴 であるか。 

柏木 はた^ 源氏に 因* の 恐るべき を 示す ためにの み 生れ 來 つたと いはう か。 作者 は 彼の もの 、まぎれと 此の もの 

の まぎれと を對 比すべく、 柏木 を 捉し來 つた か。 それならば 作^の 構想 は 過てり とい はねば ならぬ。 何と なれば 夕 

霧 こそ その 役目 を^す に ふさ はしき 人で はない か。 源氏の 桐壺 帝に 於け る、 なほ 夕霧の 源 氏に 於け ると M じく、 源 

氏の. 藤壺に 於け る， 夕霧の 紫 上に 於け ると 位^ を 均しう する。 夕霧 は 野 分の 風の す さびに、 はじめて 紫 上を见 た。 

彼は氣 髙く淸 く、 さとうち 匂 ふ 心地して、 卷の 曙の 霜の 問より、 おもしろき 樺 櫻の 呤き 亂れ たる を兒る 心地した と 

もの  >- まぎれに 就いて  七 〇 三 
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いふ。 その美し き 面影 は 彼の 眼の あると ころに 消えなかった。 紫 上 は 死して 後 も * 彼の 胸の 中には あえかなる 姿し 

て 生きて ゐた。 作者に して、 夕霧に 一 步を 進ませる 意が あったならば 何も 柏木 を耍 さぬ。 然るに 作者 は 夕霧 を斷 趲 

の 厳^に 救って、 却って 柏木 を壑 谷の 底に 導く。 赤き 絲を ひく 班 猫の 戲れ は、 簾 を あら はに ひき 撝 ゆる。 ほのかな 

る 夕 影が 見られた。 それ を 見入る 柏木 は 知らす 識らす * 作者の 穽に陷 つたので ある。 作者 は 何故に 夕霧に 情 篤く し 

て 柏木に 苛酷で あるか。 

かの もの、 まぎれと 此の もの、 まぎれ を 因^の 關係 におく 作者 は、 二者の 間に 多くの 類似の 事件 を 設ける。 柏木 

の 乳母の 辨が熏 に 罪の 顚末を 語る のと、 夜 居の 僧が^ 泉院 に^のみ そか 事 を 語る のと は、 趣， M を m: じうす る。 これ 

を 聽くー 一人のお も ふところ も 大分 同じ やうで ある。 蒸 は 年頃 覺束 なく ゆかしく 思ひ來 つた 惑 を 明に した。 けれど、 

父の 罪 をお も ふ 事な くして、 みづ からの 罪 を 解き 得た 事 を よろこぶ。 みづ からの 罪と は 何ぞ、 ゎが實 の 父の^: 在 を 

知らざる 事で ある。 彼 は辨に 謝して いふ、 「か、 る對 面な くば 罪 S き 身に て 過ぎぬ ベ かりけ る こと。」 と。 冷泉 院が 

夜 居の 佾の奏 をき いてい ふところ もま さしく これで ある。 「心に 知らで 過ぎな まし かば、 後の世までの 咎 あるべ か 

りけ る 事 を * 今まで 忍び こめられたり ける をなん、 かへ りて 後め たき 心なり と 思 ひぬ る。」 ゆ泉院 は： 大 子の 位に あ 

る。 故に 知らす してやむ 罪 は薰に 比して 一段の 重さ を 加へ る。 當時 ik 變 頻りに 起り 世の中 靜 でな いのは、 天が 冷泉 

院の 知らざる を 罪した ので ある。 その 幼き 程に 事な くして、 長 じて これ ある は 何が ためで あるか。 夜 居の 佾は 解し 

ていふ、 「幼く 物の 心 知ろ しめす まじ かり つ る 程 こそ 侍り つれ * やう やう 御齡 足りお はしまして 何事 も辨 へさせ 給 ふ 

べき 時に^り て钤を も 示すな り。 よろ づの事 親の 御 f より 始まる にこ そ 侍る なれ。」 斯く、 子の 咎を 訊す に 念なる 


は： 义の罪 を 貴む るに 緩なる^ である" 冷^ 院を して 大の咎 を享 けさせる もの k まぎれ は、 源氏 をん 上 天皇の 高き に 

登らせた。 子 はこれ によって 惱み、 父 はこれ によって 榮華 をき はめる。 天 と 作者と 何故に 源氏に 私する か。 

作者 は 源氏に 私する のでなかった。 源氏 は當 代が もの & まぎれの 罪 を 許容す る 條件を 多く 具備す る。 柏木 は その 

條牛 を少く 保有す る、 從 つて 源氏より 苦しむ 事 多から ざる を 得なかった。 源氏なる と、 柏木なる と を 問 はす、 常 代 

がすべ てに： 丸っても の、 まぎれ を 許容す る 敁大條 件 は * 栴命觀 である。 現在の 架 を 前世の 因に^ する 點 にある。 ：处 

に また 源氏に もの \ まぎれの 辨が ある。 皇妃に して 帝の 寵遛き 時 は、 私の 志 深き に 靡いて おのが じ、 の あはれ を盡 

す を 許容す る。 彼 はこの 條件を 以て 女 三の 宮を ゆるさん とした" けれど 宫は 源氏に よってお も ひ 深き 紫 上よりも^ 

きをお かれた。 せ はつひに 咎め を受 くべき である。 彼 は藤壶 とみ づ からと を^る。 これ 共に 殊寵を 蒙る もの また ゆ 

るし を 得べき でな か つた" 即ち 心の 鬼の 責める 所以で ある。 彼 はまた せ" 仕と て 我 も 人 も：！ じ 君に 馴れ 仕う まつる 程 

に 心 かよ はしても、 ほろ けの 定かなる 過 見えぬ 程 は その 罪 を 許容 せんとす る。 彼が 柏木に 對 して 咎 深き は、 この 

條 件に 合せざる ためで ある。 源氏 は 容貌 風 釆をも つてして は 女 三のお に 配す る もよ しと 见る。 た ^ その 戀 する 態^ 

の あら はなる 一 點を ゆるさなかった。 「た^ 事の 様の 誰も 誰もい と 思 ひやり なき こそ 罪 ゆるしが たけれ。」 

源氏 ははし なく も、 女 三せ； I が秘し 忘れた 柏木の 書 を 手に した。 これによ つて 罪の 次笫を 知った。 書 は^ 悛を 叙し 

て 事 精細 を盡 して 居た。 源氏 は讀 んで昆 どころ あって あはれ とお もった。 しかし、 かく 意 を 陽に して 人目 を 惮らぬ 
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態度 を ® とした〕 「いと 斯 くさや かに は 書くべし や。 あたら 人の 文 を こそ 思 ひやり なく 書き けれ" 落ち 散る こと も 

こそと 思 ひし かば、 昔 かやう のこ まやかな るべき 折節に も、 事 そぎつ、 こそ 書き まぎらせ しか。 しか 人の 深き 用意 

は 難き わ ざな りけ り。」 源氏 は 柏木 を 斯う や う に 咎め て 、 また 溯 つてお の れ がさき の 日 の 態度 を 肯定す る。 源氏が も 

の の まぎれの 罪に 對 する 見解 大方 知るべき であらう。 

柏木 は戀 の露顯 をき いて、 豫 期した 事と はい ひながら 狼狽 を 禁じ 得なかった。 彼 は 今更に その 罪 を 考^して 必す 

しも 東から すと する。 しかも、 悶々 の愦 にたへ ざる は 源氏の 白眼 を 恐る、 ためで ある。 一度 源氏の 白眼に あへば 今 

の 權勢を 保 つべき でない。 平安 の 贵純は 權勢を 外にして 生くべき 道が あったら うか。 彼等 はもと よ り 養 を 欲す る 。 

柏木 も 亦 戀と權 勢と を 兼ね 備 へる を 欲した ので ある。 柏木 は 死に 臨んでも なほ 源氏の 靑 眼の 蘇 來を 願った。 源氏の 

恩赉 を^つ に 馴れた 惰勢 である。 「ためしと 心お い 給 ふらむ あたりに も、 さりと もお ぼし 許いて、 41 曰 萬の 事、 今 は 

のと ぢ めに は 皆 消 ゆべき わざな り、 又 こと 様の 過し なければ * 年頃 物の 折節 毎に 纏 はしなら ひ 給 ひし 方の あはれ も 

出で 來 なん。」 源氏物語に 於け る もの 、まぎれの 罪なる もの 大方 知る ベ きで あらう。 

源氏が 女三宫 を 咎める^ は、 戀を する 身の 用意な さで ある。 か、 るお そろし き 書 をと り 散らしお く^な さ を實め 

る。 か、 る もの を 散らし 給 ひて われなら ぬ 人 も 見つけた らまし かばと 難 じて、 その 心 をい はけ. なと 評.^ る。 この 女 

三宮を 以て 藤 壷に 比する 何とい ふ 相違で あらう。 滕壺 はもの k まぎれの 後の 生涯 は、 懺悔 祈念と 秘密^^の s 止に 

おくられた。 その 秘密 は 源氏に も 厳守せ しめた。 ある^の 日、 源氏 は 紫 上と 對 坐して、 談偶 藤壺の 人となりに 及ん 

で、 ふとし も かの 事件に 觸 れんと した。 言 は茫漠 として 誰か それと 知り 得よう。 しかも， その 夜の 夢に、 源氏 は 藤 


壺を兑 た。 「もらさ じと 宜 ひし かど * うき 名の 隱 なければ 恥 かしう * 苦しき めを兑 るに つけても つらくな む」 と 語 

る。 藤 壷 は 死して 後 も 罪 を 隱す にいと まなかった。 

女 三せ  1 が 脇壺の 用意 を^く は、 畢竞 その 人となりに^ く。 拍木も 事の 露顯を 聞いて、 その 心な さを^め る。 その 

咎め はやが て、 窜の はじめに 溯って、 その 人となり を 貶す る。 彼 はいで ゃ靜 やかに 心に くきけ は ひ 兑ぇ給 はぬ わた 

りぞ や、 まづ かの み 簾の はざま もさるべき^ か はと その 折 を 追懐す るり さて、 夕霧に， 女 三. 1  呂を輕 々しと 兑 なした 

る氣 色あった 事 をお も ひ 浮べ た。 

宵 の 婢小侍 從に至 つて は、 衿 め て 更に 甚し きも のが ある。 柏木の 書の 源氏の 乎に 渡つ た 事 を 知れ る 彼女 は 官に對 

してお まけた くもい ふ。 「すべてい はけな き 様に て 人に も 兌え させ 給 ひければ、 年頃 さばかり 忘れ 确く、 怨み 

いひ 渡り 給 ひし かど、 かくまで 思 ひ 給へ し 御 事 か は。 誦 が御爲 にもい とほし く 侍るべき 事」 と。 言 は 事件に 對 する 

一^の 罪 を 女三宫 に歸 する。 その 當否は ともあれ、 た^、 王に 對 して 稳 ならぬ (目で ある。 故に 作者 は、 心 やすく あく 

おは すれば 狎れ きこえた めり の 一句 を そへ て、 ^の 妥當を 保つ。 

み 簾の 間の 夕 影あって、 事 は 起り、 柏木の はじめて しのび あへ る 夜の 宮の 態度に よって ゎづら はし さは 加 はつ 

た。 その 夜 にして 氣 高く 恥 かしけ にあったなら、 柏木 はた^に してやめ たで あらう。 彼は宫 をな つかしく、 らう 

たけに や はや はとの み 見た ために 最初の 一 步 を 過 まった。 小 侍從の 評よ く^ち^た りと いはう か， しかし. これ は 

小 恃從 の 一 ーーーロ ではない。 作者が 作意 を洩し て 偶 そ の 口 を藉 りた に 過ぎな か らう。 

夕霧が さきに 女 一二の せ 3 を 評し て輕々 しとい つた 一一 一一：； 葉 は 柏木 も つ ひに は 服した。 思慮 深き 女 を こ そ當代 の 男 は 求め 
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る。 か、 る 女 を 得て はじめてお のが 戀に 安ん する 事が 出来る。 夕霧 は、 み 簾の はざまに 女 三 ^を 兌る 以前 に、 いと も 

思慮 深き 女 を 同じ 様なる はざまに 兑た。 源氏物語が 女性の 笫ー に 推す 紫 上 その 人で ある。 源氏 は その^ 慮 深き 入 を 

もな ほ 夕霧に 近づかせなかった。 もの」 まぎれの 生す る 事 をお そる \が ためで ある。 た^ 風 こそ ゆに 巖をも 吹き 上 

けつべき ものな り けれ。 野 分の 風に 紫 上 を ^ た 夕霧 はよ く 父の 意 を 解し 得た。 即ち かく 兌る 人た^に は え^ふ まじ 

き 御 有様 をいたり 深き 御 心に て 若し か、 る亊 もやと^ すなり けりと 知り^た。 しかもな ほ 彼 は その 夜努緊 として 迫 

り 來る蹵 の 姿を^-ふに いそがしかった〕 こ はいかに 覺 ゆる 心 ぞ>  ある まじき 思 ひも こそ 添 へ と 思 ひ 消す 事に 焦慮す 

る。 され どまた か、 る 人を兑 て 明し 募したなら. は、 壽の ほど も 必すゃ 延びようと の考が 胸の いづこに か 接頭す る を 

いかに。 この 危機 も 夕霧の まめ やかなる 心 構 ひに よってた^に 過ぎた。 よし、 夕霧に して 少しく おも ひ 迷 ふと も 紫 

上の S 慮の 深さ はまた 事な くして * その 機會を 逸する ので あらう。 もの、 まぎれ は 大方 女の 心 弱さに 起る、 源氏 は 

女三宫 の 事あって 後、 朧月夜に 對 して その 心 弱さに 貶み を おぼえた。 夕霧 は 女三宫 を輕々 しと 評する 時 * 心 ひそ 力 

に 紫 上と 比 校した。 いで や 此方の 御 有様の さは ある まじ かめる もの をと 思った。 

野 分の 卷を讀 む 者 は、 紫 上 を 夕霧の 眼から 遠の かしむ る心づ くし を 見る であらう。 また 紫 上 を兑た 後の 夕霧の 様 

子から、 推して 彼 必すゃ ほの 兑 たりと 警戒の 眼 を 追 ふ 事 を 見る であらう。 紫 上と 夕霧の 性格， 態度 を さるもの とし 

て、 また 加 ふるに 源氏の 嚴戒を 以てする- どうしてもの」 まぎれが 起り 得よう。 作者 は漫に 夕霧に^  くして 柏木に 

薄い のではなかった。 否、 作者 は 柏木と 夕霧と を 合せ 考 へるなら ぱ 寧ろ 紫 上と 女 一 ー宫 とを讀 みくらべ る 事 を 求める 

であらう。 女三宫 は 柏木に よって 露に 見られた 事 を 知った 時、 見られた その 事 を恥づ るよりも、 の 訓戒の 怠り 


を、 源氏から 叱責せられ ると て 恐れた。 女三宫 は斯 ばかり 心お き 人であった。 

& くして 作者 は 徒に 形の 上の 對稱 を專 にしなかった。 の絲 を即 かす 離れぬ 間に 仲べ 縮めして 一 篇の趣 2 を 立 

てた。 これ はこの  一^にの みついて いふべき でな くして、 構想の 全 體に" えっての 言で ある。 

源氏 はみ づか らも 藤^ I との もの ゝ まぎれの 罪の 輕 からぬ 祟 を 知る。 しかも、 その 罪の 現在に 緩められて 未來 の^ 

を 結ぶ 所 緣の少 くな り ゆく を考 へる。 女 三^の もの、 まぎれ は その I 非 を 緩める 一 つで ある。 冷泉 院に 後な きを もま 

た その 一 つと 考 へる。 「思 ひ惱 ましき おんこと なくて 過ぐ し 給へ る. はかりに， は隱れ て、 末の世まで はえ 傳 ふま 

じかり ける 御稱 世」 と I 非の わが 子に 就いて おも ふので ある。 この 佛家說 くと ころの 因果 以外 源氏の 罪 を 現世に 綏ぅ 

する ものが ある。 祈禱 勤行 を もてしても 術な きこと は、 或は 源氏に とりて 他に まさる 苦惱 であった らう。 源氏が 女 

三せ 3 の もの ゝ まぎれ を あら はに 知り 得た 時 * 彼 は 何を考 へた か。 因 * の 恐るべき 事、 わが 罪業の 淺 からぬ 事なん ど 

に 就て おも ひ惱 むと 共に、 こ の 處置を いかにすべき かに 苦しんだ。 何と なれば 源氏が 變 つて 許容 せんとす る條 伴の 

すべてに 合せぬ 彼等に 對 して、 この 後 どうい ふ 態度 をと らう か。 彼 は 彼等 に對 して 平 靜 であり 得 る 自信 を 有 せ ぬ 、 

さりと て 欲する がま、 に憎惡 怨恨 を 迸らす は 身の 恥、 人の 恥、 世 I！ へのき こえ 到底な し 得る 事ではなかった。 平安 

の ±1 は 事 S を 僉 して 摘す る を もとめす して、 まづ どこで 止まる か を 考 へる。 止まる ところ を 知る。 即ち 見る HI の や 

すきが ある。 我なる もののお し 凌れ て、 しかも 猥りに 我 を 以て 抗 する 事 を 憚る、 抗 して 力 を盡す 時、 我の 姿の 稀ぐ 
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を恥づ るた めで ある。 平安 貴族の 生活 は、 かくして 矯飾で ある。 彼等の 努力 はま づ 矯飾に 出で ゝ これ を實 情に 裨す 

るに ある。 矯飾に たへ すして なほ 矯飾 を 維持す るが その 苦惱 である。 心- S の^^の 如き、 深く 糊る 事な くして、 ^ 

外の 兑る目 を 事と する。 今 源氏が 柏木 等に 對 してと るべき 方法 はたに 二。 これ を 因 * として 諦む るが 一 つ、 また そ 

の 過 を 知って 知らざる を 装 ふが 一 つ。 現在の 因 梨 はな ほ 彼の 心に 未來 苦に 對 する 餘 裕を與 へよう。 つて^ら ざる 

を 装 ふくる しみ は、 彼に とって は墮 地獄の くるしみ である。 源氏が 彼等の 過 を 知って まづ 父な る 故桐壺 帝 を おも ふ 

の は それで ある。 「故 院の上 も かく 御 心に は 知ろ しめして や 知らす 顔 をつ くらせ 給 ひけむ。」 彼 は 犯せる 罪 を 父に 吿 

白す る 機の なかった 事を悲 まないで、 却って 知らす 顏 する 父の 苦しみ を 思 ひやる、 さて はじめて 「思へば その W の 

事 こそ は， いと 怖ろ しく ある まじき 過な り けれ」 と 省る ところがあった。 

. 源氏 はいかに 知らす 頹 をつ くるに 苦しんだ であらう。 、源氏 は 女三宫 を兑る 事 を 欲せぬ。 故に 多く 病める 紫 上の 枕 

頭に あった。 紫 上 は 源氏と 朱雀院 との 關係を 思って、 こ k を 去って かしこに ゆく 事 を勸 める。 源氏 は 言 を 左右に し 

て、 知らす 顏を せざる を 得なかった。 源氏 は 時に あやしき 愛着 を 以て 女三宮 を 訪ねる。 しかも 近く 坐して * 更に 心 

の 遠の くを覺 える。 けれど 人 n をお も ふが 故に、 病の 看護な ど は 在りし = よりも 鄭 m を 極めざる を 得なかった。 、源 

氏 は 柏木に 會 ふ を慊 しとし なか つ た 、 彼が われ を 以て 事の 秘密 を 知ら ざ る 者と なして、 愚し く 兌る 事 や あると おも 

ふからで ある。 けれどい つも 側近く 召した 者 を 遠の けたならば 人が あやしみ はせ ぬか どお もひ惱 む。 柏木 また 罪 を 

知られ て 知らす 額す る に 苦しむ。 彼 もとより 源氏 を 憚る、 され ど # -らぬ 日の 續ぃ たなら ば 人：！ いかに と^^ す る。 

、源氏 は 柏木に 對 してつ ひに 知らす 顏を 作り 得た。 たに 一 日筌醉 して ゎづ かに 諷する とこ 乙が あった。 その  一^ 则は 


つ ひに 彼の 痫を おか らしめ た。 しかも その 時 柏木 はすで に 事の I 路顯を 知って 居た ので ある。 即ち 知って 知らす 顔す 

る 者に 對 して は 知られて 知らす 額す るが 禮 である。 何と なれば、 彼此 相俟 ちて 人目の やす さ を 得る からで ある。 故 

に 源氏 はこの 禮を 守らざる 女 一 二宮 を 心 幼し とする。 それ は あやしき 禮 である。 た^ 平安の 世が おの づ からな せる 生 

活 軌^なる 事 を 記す る 事に よって ゎづ かに、 誥れ る。 「さる 事 見き とも あら はし IW え 給 は ぬ に ftr らいと 现 なく^し 

たる 様 もい と 心 を さなし。」 柏木 は 女三官 に 比すれば 心 長け たる 者であった。 彼 は 辛うじて その 禮を 守った からで あ 

る 0 

源氏が かく も 知らす 顔に 苦しむ は、 八 rn の 心 を もて みれば もとより 唾棄すべき であらう。 但、 この 苦しみ は， 平安 

の 世に ありて は、 もの 、まぎれに 在って 未だ 知られざる 者が 秘密 を 厳守す る 苦しみと 共に 多と せられた。 その 秘密 

を 厳守して、 愛する 者 を 奪 はれた 人の 名 を 聞え させない のが、 おの づ から あやしき 禮 にかな ふためで ある。 藤壺何 

故に 源氏と 共に 桐壶の 帝の 御前に 跪いて 罪 を 請 はざる。 何故に み佛 にの みすが つて 未来の ゆるし をね がふ 事ぞ、 し 

かも 藤壺 の 出家 は、 その 罪の 贈 ひとより は 寧ろ 冷泉 院 に對 する 子と しての 愛の ためで ある。 冷泉 院は^ 宫 である。 

もし 罪の 子なる 蓽 が露顯 したなら ばい とし子 は つ ひに み 位に 上る 事が 出来な からう。 藤^の 秘密 を 守る はこの 事 あ 

つて 更に 一瞥の 嚴を 加へ る。 それに も拘 はらす， 源氏 はな ほ 藤壺を 慕うて * またも もの、 まぎれ を 重ねよう とす 

る。 藤壺 は東宫 のために 遽に姿 を かへ たので ある。 これより さき- 源氏に 須 磨の わび 住みが ある。 源氏と 一 と 共 

にこれ を 以て、 もの k まぎれの 應 報と 考 へる。 故に 藤壺 は柬宫 の 身に も 事の 起る を氣 遣って み 佛に加 謹 を 祈る。 堅 

く 守れ る 秘密 も 夜 居の 僧に は迚ら さ る を 得な か つ た。 冷泉 院は その 僧に よって 源氏 の 子で ある こと を 知った ので 
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ある。 作者の 作意 かくの 如くして、 われ 等 はこ、 に 藤壺の 罪の 自覺な る もの、 いかなる 程度に あるか を 明に 知る。 

母 は 子の 問の ために 生みの 父 を それと 答 へん 事 を 欲する。 子 は 父の 誰なる を 知らん 事 を 欲する。 これ は 亂婚の 社 

會を貞 操の 社會に 進まし めた 力の 一 つで ある。 もの X まぎれの 多き 時， 世 は 亂婚の 昔に かへ らう。 しかも、 平安の 

人の 心 は その 昔の 人の 心と 異なる。 故に 子 はい やましに 父の 誰なる か を 知らん 事 を 求める。 母 もまた 知らせん とす 

る けれど、 もの、 まぎれ は 多くの 罪 を 伴 ふ。 故に 母 は實. の 父を秘 さねば ならなかった。 そこに 母の 澳惱が ある。 ま 

た 實の父 を 知らで 過す 子に 惱 みが ある。 これ を 子の 罪と いふべ くば、 冷泉 院と薰 と は 辛うじて その 罪 を 免れ 得た 事 

である。 男性 は 女性の 愛 を く 把持 せんとす る。 故に 女性の 生む ものが わが 胤なる 事を耍 求す る。 もの k まぎれの 

多き *1 に 於て、 殊に この 耍， 求は强 からう。 た^もの、 まぎれの その 人が わが 胤なる を 知る 時、 その 罪 は 外に はじめ 

て 露なる ものと して 現 はれる。 作者 意 あり、 源氏 をしても の、 まぎれの 後、 夢の 齿 によって 罪の 子 を 得た る 事 を 知 

らせ、 柏木 をして、 もの、 まぎれの 夜の 夢に， 猫 をお に 奉る と 見させた。 當 時の 俗 夢に 獸を兑 ろ を 懷胎の 兆と す 

る。 源氏と 柏木と おも ふところ 多き を 叙す るた めで ある。 

この 子の 出生 は， 子の 父に 似た る 場合に 於て また 露 顯の緣 である。 藤壺 はいかば かり 冷泉 院の 源氏に 似た 事に よ 

つてお もひ惱 みたる ことで あらう か。 「いと 珍ら かなる まで 寫し 取り 給 へ る さま 逮ふ ベく も あらす、 や "の 御 心の 鬼に 

いと 苦しう 人の 見 奉る も あやし かりつ る 程の あやまち を まさに 人の 思 ひ 咎め じ や は。」 源氏 は ま た 異なる おも ひで 

薰の 柏木に 似る をお それた。 罪の 子の 男なる を 聞いて、 いかに 狼^した る。 「男 君と 聞き 給 ふに， かく 忍びた る 事 

の あやにく に いちじる き 顔つきに て さし 出で 給 へ らむ こそ 苦し かるべ けれ、 女 こそ 何となく 紛れ 數 多の 人の 見る も 


のなら ねば 安 けれ。」 一 一 者 共に 子の 相似た るに よって 事の. 露顯を 恐る、 は 一 である。 さ て も 五十 日の 祝の 日、 S ひ 

なし にや 柏木と い と覺 えたる 貌の 薰を膝 の 上に 抱く 源氏の 心 はいかに。 彼 は 柏木の 死と 女三宫 の^ 家と によりて す 

ベて を 許した る 今 も、 事の 様 を 知れる 女房 はわれ を 嗚呼な りと 兒 はせ ぬか をゎづ らふ。 また われ を^ 呼な りと 見る 

それ は 念じ こらへ よう、 女 をし か 3心 はする 事 をつ らしと する、 即ち 知らす 顏を 作らう、 その 胸の 中 はいかに。 ，肯 

は * 罪の 子 を 父に 似させて * あはれ なる 箪の數 を 多くす。 冷泉 院が 源氏 を實の 父と 知って 後相對 坐す る狀を 叙して 

いふ。 「常よりも M 一き 御よ そ ほひに 窭し 給へ る 御 容貌 逮ふ 所な し、 う へ も 年頃お 鏡に も 思しよ る 恭 なれ ど、 間し 召し 

、事の 後 は 又、 細に 見 奉りて 給 ひつ、、 まことに いと^ 哀 に^しめ さる。」 かくて 冷泉 院は 源氏に 位を嚷 らしと す 

る。 子に して 父の 上に あるに しのびざる ためで ある。 源氏 は その 至情に 泣くべく して、 しかも 誰が 事を吿 けたる か 

を 探る に 急で ある" もの 、まぎれの 罪 これ を ゆるす 事 多き も その 咎 おの づ から 隨 所に 現す る。 

さる にても， 冷 枭院が 源氏に 似る 事斯 ばかりであって、 人の 疑 ふ ものな きはい かに。 弘徽殿 女御 あたりが それ を 

看破し 得ざる 现 いかに。 作意 や、 失する ところ あるか。 作者 は、 籐壶 の帘 をして *  二人の 相似た る 事に 心づ かせ 

た。 しかし 帝 はもと より 疑 ふ 事がなかった。 「またなら びな きどち は實 にかよ ひ 給へ るに こそ はと 忍 ほしけ り。」 即 

ち 源氏の 容貌の 美なる が 故に この 危 きめ を脫し 得た ので ある。 當時 の 風 美 を 以て 人生 敁高 の條 件と する。 その 前に 

は 罪 も咎も 輕 う 許される。 源氏が 柏木よりも， 罪の ゆるさる \ 事 多き 理由の 一 つ はこれ であった。 

源氏物語 ー篇の 趣向 はま づ事 件の^: を 源氏と 藤壺の もの ゝ まぎれに 起し、 尾 を その 因 架に 結ぶ リ 紫 上 はおの づか 

ら女 性の 中心 をな す も、 これ は 藤壺の ゆかりの ためで ある。 源氏 明暮 藤^と あり 得すして 偶 その 緣^: を^た。 ^者 
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の 容貌い かに 藤壺に 似た る。 源氏 これ を 得て ゎづ かに 心 を 慰める。 源氏の 藤 壺に戀 する はじめは、 藤壺の 容貌の 母 

桐壺 更衣に 酷似す るた めで ある。 作者 はいかに 細心に その 戀の 成長 を寫し たで あらう。 父の 帝の 桐壺 更衣 を 熱愛す 

る も、 更衣の はかなき 死 も、 弘徽殿 女御の 一 i 壺に もつ 反感 も、 源氏が 亡き母 を 慕 ふかな しさ も， 漸く 長 じて 藤壺か 

ら遠 けらる、 事 も、 葵上との 結婚 も、 一 つと して 源氏の 戀を： 誼 者に 承認 させぬ ものが あらう か。 更に 源氏の 戀を助 

長せ しめる 者 は、 源氏と 藤壶 との 美し さ を讃 してやまざる 徒で ある。 「世に 類な しと 見 奉り 給 ひ、 名高う おはす る宫 

の 御 かたちに も 獍にほ はし さは 比へ む 方な く 美し ゆなる を 低の 人 光の 君と 聞 ゆ。 藤壺な らび給 ひて 御お ぼえ もとり 

どり なれば、 か^ゃく 日の 宫と閒 ゆ。」 人々 はかく 美し さの 故 を もて 二人 を 並べ 稱 する。 人々 は 美に 對 して はたに 恍 

惚 とする。 その 人々 は 戀に對 して、 深く 咎 むる 事が 出來 ようか。 彼等 こそ 美 を 尊んで、 美しき 二人に 手 を 握る 事 を 

求めた のでない か。 、源氏の もの、 まぎれ を 許す もの また 一 を 加へ 得た。 即ち 源氏の 罪の 自覺 の淺 きを 咎 むる も、 柏 

木に 對す る處 置の 不 當を責 むる も、 それ は 今の 心 を 以てする ものである。 作者 は 決して 源氏に のみ 私した のでた 

い。 その 源氏に 篤き が 如く 寬な るが 如き は * 皆 理由が あった。 その 理. s は 今日に 於て 存 せす 當 時に 於ての み 多く ゆ 

るされ た 事 を 記す るを耍 する。 

はじめ、 源氏 薰を 抱けば 惱 みがち であった。 しかし、 わが 子なら ぬみ どり 兒を わが 子と して かい 抱く 度の 重る 程に 

漸くい とし さを覺 える。 作者が よく 人の 心の 棱微を 穿つ 事大 方 これで ある。 また 作^; は、 薰を 以て 柏木に まさる 美 

しき 者と した。 薰の 美しき を寫 してい ふ。 「頭 は 月 草して 殊更に 色 どり たらむ 心地して n つき 美しう 匂 ひ、 H5 のび 

ら かに、 恥 かしう かをりた るな ど は、 獍 いとよく 思 ひ 出 でら るれ ど、 彼 はいと かやう に 際 離れた る淸ら はな かりし 


もの を いかで 斯 からむ、 宫 にも 似 奉らす 八， より 氣高 くもの ものし う 様 異に 見え 給 ふけし き」 と。 その^し さま， 

く 長 じて 漸く まさる。 源氏 その 突に よって • さきの 惱みを 忘れ、 その美 を 成す ためにの みかの もの、 まぎれ を 認め 

る。 「この 人 のいでも のし 給 ふべ き 契に て さる 思 ひの 外の 事 も あるに こそ はありけ め、 遞れ がた かなる わざ ぞ かし 

と 少し は 思しな ほさる。」 

源氏が 斯く薰 を 美しと 兌て かの もの 、まぎれ を 許す 心の中に は、 おのが 美-の 自 覺の存 する 事 を 知る を耍 する。 作 

者 は薰の 美を傳 へる 筆の 後に つ^けて いふ。 「わが 御 鏡の 影に も 似け なから. f 見なされ 給 ふ。」 この美に 對 する 自負 

の 心 は、 さきに 幼き^ 泉院を 見る 析 にもし るされ た。 「物語な どして うち 笑み 給へ るが いと ゆ、 しう 美しき に、 わ 

力 身な 力ら これに 似たら むはいみ じういた はしう 覺ぇ 給ふぞ あながち なるや。」 美 は 罪 を 輕 うす。 しからば. おの 

^の 美を自 * する 事 多き 源氏が、 D らの罪 を 緩う 見る も理 であらう か。 即ち、 源氏の もの 、まぎれ を ゆるすべき もの 

一 を 加へ 得た。 

(大正 十 I! 年 十 u-rMIS2 と國 文め」) 
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學 問は廣 く、 趣味 は 豊かに、 雄 辯で、 能文で、 早稻 田の 若い 學生 たちから 無類の 尊敬 を 受けた. H 

ロ剛 おが、 念に 亡くなられ たの は、 惜 みても あまり ある ことで、 ことに 私 は 一番 古くからの 友達と 

して 感慨に 堪 へない。 

山 口 君 は、 私と 一緒に、 明治 三十 五 年の 四月、 早稻田 大學の 前身、 東京 專門學 校の 高等 豫 科に 入 

學 された。 それから 私 は大學 部に 進み、 山 口 君は豫 科の 一期から 高等 師範 部へ 進まれ、 三十 八 年 七 

月 その 阈漢 文科 を 首席で 卒業され た。 後での 話で は、 私と 同じ クラスで ー學期 だけ^: らした と 云 は 

れ るが、 申譯 無い ことに は、 私の 方に 其の 記憶が 無い。 とにかく 三十 五 年の 春に 入學 した もの、 大 

部分 は、 後に 三十 九 年の 七：；：： に 卒業して、 此 中から いろく 特色の ある 人物が 出た が、 山口^が や 

は， o 其 中に 數へ ら るべき 一 人であった の は 面白い ことで ある。 

で、 私の 意識に 登った 最初の 山 口 君 は、 吾々 二人とも 暫 らく 田 舍の中 學敎師 をして、 また 再び 柬 

山 U 剛 S のこと  七 一七 
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京へ 舞 ひ K つて 来て か" のこと である。 私 は 四十 三年の 秋に 早 稻田巾 學の敎 EES- になった。 翌年 山 口 

君が 同じ 學 校へ 來ら れ、 それと 前後して、 もう 亡くなられ たが、 あの 橫山有 策 君が アメリカから 歸 

つて、 やはり 同じ 學 校へ 來 られ、 この 三人が その 當時は 一番 若い 新參 者で、 自然 親しく 交際す る こ 

とに なった。 アメリカの" ゲァ， I ドか ら歸 b た て の 横 山 君 は、 ひと か ど のシェ ー クスビ リア ンを以 

て 任じて 居られた し、 山 口 君 は 其 頃から 旣に江 戶文學 について 餘程 深い 造詣が あった やうで ある。 

そして 吾々 三人 は、 折々 落ち合って、 めい/、 が 新ら しく 手に入れた 書物の 自慢 をしたり、 諧ん. た 

もの、 紹介 をしたり、 のどかに 語 b 暮らした ものである。 或る時 は 一緒に 芝居 を 見たり、 また 名物 

を 食べ 歩いたり もした。 そして 私と 山 口 君と は、 其 頃までに 流行り かけて 居た 鄕土 玩具の 鬼^で 張 

.9 合 つたこ とな ども あつ た。 

その 頃の 山 口 君 は、 晚 年よ.^ は、 もっと やっと 寡默 な、 地味な 硏究 家で、 每 日た V こつ/、 勉强 

された。 吾々 の は 決して 發 表の ための 勉强 でない と、 口癖の やうに 云 ひながら、 底の 知れない 谷底 

へ 小石で も 投げ込む やうに、 限り もな く 本 を讀ん だもので ある" ある 時、 ，H 分の 研究の 一部分 だと 

云って 見せられた ものが、 德川 期の 讀み 本の 書拔 きで、 フ ー ルス キヤ ッブ で； £!: さ 三 四寸も あるのに 

驚いた ことがある。 


さう かう する うちに、 先 づ山ロ 君 は 高等 師範 部へ、 そして 私 は文學 部へ、 中舉と 兼任で 講義に 出 

る ことにな つた。 ^所でに 『つれん、^』 の 評 釋が山 口 君の 仕事であった。 何 かもつと ほかの 題目 

で、 文學 部の 學生 にも 山 口 君の 講義 を 聞かせたい。 それが 學 生の ためで あり、 したがって まれ 文學 

部の ためで ある。 とかう 思って、 蔭ながら 私 はいろ/ \- 運動 をして 見た。 また 横 山 君の ために も 同 

じ 役目 を 勤めた。 しかし 其の 當時 は、 所謂 自然主義の 全盛で、 ことに 早稻田 は、 その 運動の 有力な 

巾 心であった ため か、 橫山 君の シ ェ. I クスビ ァ とか、 山 口 君の 江 月 文學 な. V」 が、 容易に 迎へ 入れら 

れる氣 色が 見えなかった。 私な ども 和歌 や 俳句が 好きだと いふので 嗤 はれ、 雅號を 持つ といって は 

嗤 はれ、 毛筆で 字 を 書いて 朱肉の 印を捺 すので も嗤 はれた。 つま り两 洋 仕込みの 自然主義で なけれ 

ば文學 でも 美術で も 無かった ので ある 3 偶然に も、 シュ， I タス ビア 沒後三 fin 年と いふ 年に、 n 十稻田 

でも 年 來の關 係から、 一寸と した 催が 行 はれる ことにな り、 それ を 機と して 横 山 君 は、 やう，/.^ の 

ことで 英文科に 因 緣が附 いて、 坪內 先生 引返 以來 一 時中絕 して 居た 沙翁學 を 再 典され る ことにな つ 

たが、 山 口 君の ために 路が 開けた の は、 ほその 後に、 たしか 阈 文科 新設の 時からで あった。 それ 

まで、 山 口 君 は每年 同じ 『つれん \ 草』 を、 くり かへ し/、 隨分長 いこと 高等 師範 部で 講義して 居 

られ た。 そのし よざい 無 さに、 每年 いくら かづ、 說 明の 順序 や、 比替の 採り 方な どを變 へて 見た，^、 
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まあ そんな 所に 氣 持の 轉換を 求めて、 せめても の 心遣りに して 居る。 とい ふやうな 不平 を、 いつも 

私 は ひそかに 聞かされて 居た。 つまり 山 口 君の 時代 はま. た來 なかった ので ある。 しかし， さう いふ 

云 はば 不遌の 時代に も、 斷ぇゃ 倦む こ ともなく 研究 は 着々 績 けられ、 晚 年に 見る やうな 大成の 素地 

を 作られた。 そのうちに 文壇の 風潮 も だんく 變り、 早稻 田の 空 氣も變 つて 來た。 そして 最後に、 

多くの 若 ぃ學 生の 前に、 耀く ばかり に 活躍され る 山 口 君の 時代が 來た。 

私と 初めて 知り合った 頃の 山 口 君 は、 淺 草の 松葉 町に 住んで 居られた。 そして 後に 駒 形の 叔母 さ 

んの 近所へ 越された。 私 はいつ も、 あの 隅 田 川の 水の 上へ 作り出した やうな 叔母さん 所の 小^ 氣な 

裏 座敷へ 通されて、 川風の 吹き 入れる 夕方まで、 いろ/ \ の 物語に 歸へ るの を 忘れた ものである 

其 所の 生活 は隨分 長かった〕 人の 羨 やむ ほ、、.、. -な 結婚 生活に 入られた の も 其 所であった。 そして あの 

大震災の ために、 全財產 とも、 全 資源， とも、 全 生命と も 云 ふべき 夥しい 害 物 や 草稿 を燒 いて、 始^ 

身 を 以て 免 かれられ たの も 其 所であった。 それから ほんのし ばらく 本鄕の 親戚に 居られ、 それから 

雑 司 谷に 越して 来て、 窪 田 空 穂 君の 隣に 住まれる ことにな つた。 辨天町 は 其の後の ことで ある。 私 

はいつ も 思 ふので あるが、 二十 幾年 も ひたすら 蘊蓄に 沒 頭した 山 口お が、 念に 敎堉ゃ 著述で あの 目 

愧 ましい 大 活躍 を 始められる ことにな つたに つ いて * 原因が 三つ 四つ あるので はない か。^ 1 にに、 


もはや 自^の 古 い 文學を ー槪 につまらぬ ものにして 了 ふやうな、 お 鹿氣た 人が 少く なって 時勢が 

だいぶよ くな つて 來 たこと。 第二に は、 家庭の 主人と なられた こと。 第三に は、 これまで 大切に して 

座右に 飾 b, 立て、 おかれた 数千 冊の 書物が、 一夜のう ちに 無くなって、 それが 端的に 心機の ー轉を 

促が した こと。 第 四に は、 私の やうな 引 込み 思案の 無精 者とば かり 往き来 をして 居た 人が、 文壇の 

奥 も 表 も 知. り拔 いた 窪 田 君の やうな 長老の 隣へ、 勝手口 を 並べて 住み着く ことにな り、 世間の 風が 

始めて 念に 身に 泌 みて 來 たこと" こんな ことで あらう。 それにつ いて 思 ひ當る こと は、 ある 時 私 は、 

『早 稻 田中學 講義 錄』 の 記者に せがまれて、 「人間の 修養 は 一生の 仕事 だな どと 云 ふ 人 も あるが、 そ 

れは 少し 云 ひ 過ぎら しい。 修養の 後に は發 表の 時が ある。 鉢桢の 草花な どに しても、 細い 根が すつ 

かり 鉢の 中へ 廻って、 もう そろ/,^ 蕾が 見え 出して 居る のに、 まだ 肥料 を やる やうな こと をして 居 

ると、 かへ つて 蕾 は 黄ばんで 遂に は 落ちて しま ふ。 せっかくの 蕾 を だいなしにして 了 ふやうな 肥料 

の やり方 は 面白くない。 一生の. ^養 もい、 が、 こんな ことになると まことに つまらない。」 とこん な 

話 を 筆記 させた ことがある。 あとで それ を 山 口 君が 讀 まれた とい ふこと で、 大變 い、 こと を敎 へて 

貰ら つたと、 いつにな く改 つた 口調で、 丁寧に 挨拶 をされ た ことがある。 これ は 丁度 其 頃の ことで 

あった。 その 頃 はそんな 平凡な 話で も、 深く 應 へる 所があった ものと 見える。 

山ロ剛 君の こと  七 ニー 


山：：： 剛君 のこと  七 ニニ 

いよく 發表 時代に 入られた 山 口 君 は、 まことに 梅樱 桃李 一時に 發 して、 應 接に 遑 無から しめる 

趣が あった。 支那の 古文 學、 たと へば 詩經ゃ 楚辭の 類から、 唐宋の 詩文、 元 明の 小說 戯曲， 日本で 

は 萬 葉、 源氏から 現代に 至る まで、 山 口 君の 手の 及ぶ ところ、 たと へば 魔法 使の 棒の 先き が、 何物 

を も 花に して、 爛漫と 唉 き 出させす に はおかない と 云 ふ 風であった。 昔 は默々 として ひたすら 硏鎩 

にい そしんで 居た 「不言 齋 主人」 は * 忽ち 驚くべき 雄 辯と なり、 暢達で しかも 濃厚な 文體の 持主と 

なられた。 それ 故、 最近 數 年の 問に、 我が 早稻 田の 學 園で、 至高の 聲 望を收 めら れ たの も、 全く 當 

然 であるが、 その 由って 來る ところ は、 貰 はかう した ものであった。 しかるに 近 來の崇 拜家を 見る 

に、 さう した 事に は 一切お かま ひなし に、 た V 目の前に 暌 き亂れ たやうな 全盛 振， o に、 氣を 奪ら れ 

て 立ちつ くす 人が 多かった。 從 つて 山 口 君の 一言一行 は、 其の ま、 復唱され、 摸倣され る 傾向 さへ 

生じた。 しかし 山 口 君の 晚 年の 稿 極 的な 圓熟振 b は、 あくまでも 靑年 時代から 培養の 收穫 であるし、 

由 來山ロ 君の 思索 や 論理に は、 他人の 襲用 を容 さない ものが あるから、 それだけ 切り離して、 ロ眞 

似 をして 見たところで、 何の 意味 を 成す もので 無い。 ことに 晚 年に は、 折々 好んで 人目に つく やう 

な 服装 をしたり、 典に 乘 じる と隨分 華やか 過ぎる ほどの 物の 言 ひ 方 をされ る こと もあった。 なる ほ 

ど 魔法 侦 ひの 棒 は、 松に も 杉に も 櫻の 花 を t- かせる もの だと- 私な ど は餘听 ながら 聊か 呆れて 居た 


こと も ある。 ところが さう いふ 離れ 業 ほど、 近頃の 崇拜 ^の 魂を犛 ふので あった" さう いふ 類の 

祟 拜者ゃ 追隨者 は、 決して 山 口 君の 素志に 副 ふ もので 無い こと は 云 ふまで もない。 山 口お の 閱歷と 

趣味と 學 力と を 知り 拔 いてお る 私 は、 かたく 之 を保證 する。 實は 吾々 が 初めて.； 父 を 結んだ 頃から 屢 

々言 ひ 交 はした こと は、 何う も 早稻田 出身の 文學者 は、 一 つの 型に はまって 了 ふが、 吾々 は 努めて、 

もっと 異ふ 行き方 をして 見ようと いふので あった。 ことによると、 こんな ことで 山 口 時代の 到来が 

餘 計に 遲れ たの かも 知れない が、 とにかく 此 所に 山 口 君の 舉 風の 极衹が あるの だから、 師匠の 型 や 

癖 を脫ぎ 捨て、 か、 る だけの 人で 無い と、 ほんとの 御お 子と は 云 はれない。 ，E 分に 輪 を かけた ほ V- 

の勉强 をして、 ，：！ 分の 業績に 手入れで もして 行く だけの 意氣込 の 無い、 いはくた くの 追隨者 ゃ収り 

卷き連 を、 山 口 君 も 弟子と は t- びた く 無いで あらう。 

おもへば 私 も、 隨分畏 いお つきあ ひ をした ものであった。 その 間の こと は、 まるで 夢の やうで あ 

るが、 つくん，. ヽと咸 じられ る もの は 山 口 君の 温和な 人格で ある。 ことに 私に 對 する 終生の 友情と 好 

意 は、 に はかに 述べつ くす ことが 出來 ない。 とかく 我が ま 、を 押し通して、 御世話にな b つばな し 

で、 少しも 酬いる こと を 知らな^った 私 は、 ことに 思 ふところが 多い。 私が 一時と かく 忠ら ひがち 

であった 頃、 ひそかに 私の ために 葬儀 委員長 をつ とめる^ 悟 をして 居られた とい ふこと を、 あべ こ 

山ロ剛 君の こと  七 二三 


山 ：2 剛君 のこと  七 二 四 

ベ に 私の 方で それ をつ とめる ことにな つた その 晚に、 棺 のわきで 窪 田 君から 聞かされた。 

私に 半折に 書かれた 山 口 君の 筆蹟 を 一 幅 持って 居た。 私が まだ 小石 川の 豊川 町に 住んで 居る 頃、 

ある 日 遊びに 來て、 よも やまの 話の 末に、 忽ち 赤い 毛氈 を 布いて 私が 字 を 書き出し たの を、 暫 らく 

見てから、 おれに も 一 つ 書かせて くれと、 私の 大きな 筆 を 持って、 例の 『梁 塵 秘抄』 の 中の 

佛は 常に 在せ ど 現なら ぬ ど あはれ なる 

人の 音せ ぬ曉に ほのかに 夢に 見え 給 ふ 

とい ふ 一首 を、 心 ゆく ばか.^ に 書かれた もので、 恐らく 同 君 一生の 傑作で あらう。 私と して は 無二 

の寶 物で あるが、 今度 遣 族の 方々 へその ま、 贈る ことにした。 その 歌の 文句の やうに、 山 口 君の 姿 

も、 そして 横 山 君の 姿 も、 人の け は ひのしない 曉に でも、 思 ひ 浮べる より ほかし やう も 無い ことに 

な つ て 了った の は、 私に と つ て 淋し いこと である。 

昭和 七 年 十二月 六 H 夜 


本書 刊行 に 就 い て 

山ロ剛 氏の 思 ひ 懸けない 俄なる 死去の 後、 われわれ、 友と して 故人と 交った 者、 學生 として 故人 

の敎を 受け、 引續 きその 家に 出入して ゐた 者の 間に、 第一 に 問題と なった 事 は、 故人の 遺稿の 整理 

とその 刊行と いふ 事で ある。 卽ち 故人の 業績に して、 後に 留め 得られる 物 は、 義務と して 留めたい 

とい ふ 事であった。 

蘊蓄す ると ころ 極めて 深かった 故人で は あるが、 その 發表は 殆ど 全部 敎 壇に おける 學 生に 對 して 

であって、 その他 はたまた ま 講演に 臨む 程 皮であった。 文字 を 通しての 發表 は、 もとよ.^ 念願と し 

てゐ たと ころで あるが、 これ は 後 を 期して、 つとめて 避けて、 止む を 得ない 場合の ほかに 殆どし な 

かった かの やうに 見えた。 故人 も 後が あると 思 ひ、 われわれ も ひたすら その 曰 を 待って ゐ たので あ 

つた。 その後が、 俄に も 無い ものと なって しまったの である" 

さう はいふ もの \ 故人 は、 その 研究の 文字と して ある ものが 相當に 多い。 これ は 「年譜」 に 載せ 

七 二 五 


七 f 一六 

て あるい やうに 「多方面 に 亙っての もので、 その 悉く を 巣め る と、 本喾 の 何 倍と もな る ものである。 

故人 は 生前 その 硏究を 分類し、 單行 本と して 刊行した ものが 數種 ある。 本書 は 旣に單 行 本に 收め 

て ある もの を、 編纂の 體系上 止むな く  一  ニ篇を 取った 外、 硏究阁 體の發 表 機關、 諸種の 雜 誌な どに 

發 表した のみで、 まだ 體 系の 附 けられた 事の ない もの を收錄 した ものである。 われわれ は 編纂す る 

に當 つて、 第一 篇を 元祿 期の 西 鶴 近 松に 關 する ものと し、 添 ふるに 怪異 小說の 硏究を もってした。 

第二 篇は化 政 度の 草 雙紙を 中心とした 研究 を收 める 事と した。 この 草雙 紙の 研究 は、 故人が 他の 何 

よ. o も 先に 取纏めて 發 表したい 意志 を 持って ゐ たもので あった" 猶、 附錄篇 として 源氏物語に 關 す 

る 硏究の ニ篇を 加へ たが、 これ は 故人と して は 捨て 難い 感を 持って ゐ たもの だら うと 思 ふが 故で あ 

る 書名 を江戶 文 學硏究 としたの は、 もとより われわれの 撰んだ. ものである。 

故人の 先輩 五十嵐 力 氏 は、 本書に 序 を 下さった。 故人の 親友 會津八 一氏 は、 故人の 人となり をつ 

ぶ さに 傳へ、 又 題簽 を も 書かれた。 原稿の 荒槳 に、 編輯に、 校正に、 詳目 製作に、 又 年譜に と、 故 

人の 敎を 受けた 多くの 人が、 それぞれ を分擔 して 最善 を盡 した。 その 人 は、 後藤 興 善、 屮村俊 定、 

陬峻 雄隆、 旭壽 雄、 北村泰 助、 村上淸 文の 諸氏で ある。 

本書が 刊行 されれば、 われわれ は 第一 次の 義務 は 終った 事と なる。 その 頃 は、 故人の 一週 忌を營 


Hi われわれ は 本意 5 蕭を 故人 の靈 前に 供へ ようと 思って ゐる。 その 時 は、 

故人 は蜃 として くれようかと 思って、 それ を悲 しい 中の 樂 しみと して ゐる。 

編纂 こあった 者 こ 代って、 その 次^の 大略 を 書き 添へ る 事と した 


昭和 八 年 九月 

さ  一一 一  rn. 


空 穂 


七-七 


明 治 十七 年 

明治 三十 年 (十 四 歳) 

明治 三十 五 年 (十 九 歳) 

明治 三十 八 年 二 一十 二 歳) 

明治 四十 年 (二十 叫歲) 

明治 四十 四 年 (一 一十 八^ ン 

大正 元年 (一 一 十九 歳) 

大正 四 年 (ョ 十二 歳) 

大正 七 年 (一；； 十五^) 

山 口  E ギ 


三月 一 日、 次 城 if 新 治 郡丄浦 町 十 五番 屋敷に 生る。 父 常 太郞、 代 In 人、 母な か、 江戶 下 

,\"  If  / 一一 

縣立土 浦中舉 校に 第 一 囘生 として 入舉。 

一 バニ  口、 父 常太郞 死去。 

九月、 〔f 稻 田大舉 高等 師範 部！： 漢 科に 入 舉。 

高等^ 範部 卒業後、 北海 逍 旭川 聯隊に 入營、 在營 三ケ W にして 肺尖 中耳炎 を 病み *  ^ 

隊し、 鄕里土 浦に て 病 を 養 ふ。 後年 耳 聾せし は、 是の 時の 中耳炎 その 因 を 成す。 

群 馬 縣立高 崎 中學校 安中 分校 敎論 となる。 

六 巧 一日 * 早稻 E 中 舉校敎 論と なる。 

九： ！： 十：：：、 n 十稻 ffl 大學 講師と なる。 

九月、 女 チ^ 舉 塾に 就任つ 

三月 三十 一 日、 早 稻田ヰ 擧敎驗 を辭 す。 

0  七 二 九 


大正 十二 年 (四十 歳) 


大正 十三 年 (四十 一歳) 


山 n 剛年譜  七 in〇 

大正 九 年 a  二十 七歲) 四月、 n 十稻田 高等 擧院 敎授 となる。 

七月、 女子 英學塾 退職。 

七：；： 十 一 日、 渡邊暢 五 女可壽 と：^ 婚。 

一  日、 淺草 15!: 駒 形 町 四の 新居に て關 東大 震災に 遭 ひ、 藏書ー 一 萬 冊 自拓の 拓本 ノ！ 

ト等 凡て を燒 失す。 

一 パ、 「江 戶文擧 と 都市 生活」 (1: 十稻田 文擧パ ンソ レット) 上梓。 

月 二十日、 寄寓 先 靑山南 町より、 小石 川 區雜司 ケ谷町 八 八に 移る。 

八月、 近代劇 大系、 支那 篇に 「桃花 扇」 を譯 出。 

十 一日、 長女 かよ 生る。 

十 一 月 二十 七日、 早稻 田大擧 高等 師範 部敎授 となり、 日本 文擧 *r 支那 文舉史 を擔當 

十： 一十 五 n. 同大 擧文舉 部敎投 となり、 江 戶文擧 一 般、 及び 支那 文 舉を講 す。 

七 近代劇 大系 所載の 「桃花 扇」 に 加筆し、 「桃花 扇 傳奇」 と 改題して 春陽 堂より 上 

梓。 

世界 短篇 小說 大系の 「支那 篇」 に、 解說 として 「支那 小說の 輪廓」 及び 漢武 5： 

侦以 下數 篇を諜 出す。 

问月、 n 本名 著 全集の 校訂、 解說の 一 部を受 持つ。 叢書 刊行に 關係 せし 初めな り。 


大正 十五 年 (S1 十 一  ニ歲) 

(昭和 元年) 


昭和 二 年 (四十 歳) 

昭 和 三 年 (g: 十五 歳) 


昭和 五 年 (四十 七 歳) 

昭和 六 年 (四十 八 歳) 


昭和 七 年 (四十 九 歳) 


山 C  K 


アル ス 文化 講座に 「H 本文 擧 講座」 を 受持ち、 「文 學史 概說」 を 執 す。 

一 バ- 「大 思想 エンサイクロペディア」 に、 「支那 文藝 思潮」 を 執舉。 

八月 一 一十 八：：：、 長男 守 出生。 

十！ I：： 十六 =、 土沛 より^ を迎 へ、 同居の 爲牛 込^ 辨 天 町 九 六に 轉 居す。 

十一 一月、 單行本 T 斷碑斷 章」 武藏野 書院より 上梓。 

一 月 十七 日、 母な か發 病。 

七：^、 世界 大 思想 全集の 「支那 思想 篇」 に、 解說 及び 四書、 諸子 數 篇を譯 出。 

八；：！：： An、 次男 亙屮 Z 生。 

十 TO: 日、 母 死去す。 

九. =:、 ^行 本 「西： i  • 成荧 • 一  茶」 武藏野 書院より 上梓 さる。 「槻の 木」 十 一 お 號ょ 

り 「譯 西廂 記」 を 執筆、 翌年 十月 號 まで 引 繽き揭 載 さる。 

十二 バ、 改造 社より T 雨 月 物語」 の 校訂 本 を 上梓。 

^n-, 漢籍 國 字解 全書 屮の 「春秋 左 氏 傅」 第 一 卷 上梓。 引續き 第一 一 卷脫 稿、 絡维 とな 

る 0 

五パ、 單行本 「紙魚 文舉」 三^堂より 上梓。 

九 バニ 十 Mnz、 長女 かよ を 伴 ひ、 上 州 磯部に^ び、 二十 a 日 歸途發 病。 

同月 二十 七 nl， 膽石 症と 診斷 さる。 

年 譜  七三 一 


十 H 八 rn 午前 六 時 十分、 心臟 痲痺に て 死去。 鄕里土 浦淨眞 寺に 葬る。 

なほ、 號 として 聾 阿彌、 襲 不言、 不言、 不言 齋 など を 好んで 用ゐ たり。 


江 戶文學 硏究詳 g  , 

第 I 篇 

西 鶴 好色本 硏究  

I、 好色 一代 男の 考察！ ー 西 鶴の 署名 —  - 西 鶴 本の 書誌 舉的 硏究、 西 鶴 語格の 研究 I 好色本と 他の 諸倾 

向 物と の 關係 I— 性慾 の 取极 II 好色本 と 町人物. I 轉 合の 分析  一一 一—  3 

一一、 ナ ノ た所| のき まり— 夢 介の 子 世 之 介— -浮 誰-! 世 之 介の 母- I 西 鶴 S— 世 之 介の 早熟 

.  s   六 —八 

. —— 五 卜 四 歳まで 云々 の 語   — 

一二、 一  代， 源氏物語 丄 二十 SS 之 介と mi 石の 卷— 女 f  f と 霞 の卷— 因 S 環と 

夕 額 §1 疑問の 五十 四 歳 I. 桐壺 S— 世 之 介と 源氏の 君.— 世 之 介の モデル— S— 古 

典 趣， I 新と 舊 との 交錯— 無常感— 色道の 菌— 富の 重要 さ II 理想 小說 一 代 男— 霧傳 

說 II 太夫 出の 母 II 粹の權 化  

四、 まづ かしながら 喜 葉— 香木 の卷— 兼 好の 艷書 代筆 li 蟬の卷 ー 俳舊 覆の M 蘭 陀流丄 1 八 

五、 袖の 時 雨は懸る がま S— 源氏物語 中の silss^li の變 -I 環の 品 さだめ 

七 n  ニー 一 
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の 下の ドの品  一九— 一一 一一 

六、 卷 二と 夕顔の 卷— はに ふの 寢 道具. I 西 鶴の 俳諧 手段 --— 惟光の おもかげ —— 飛 子 宿 -.11 謠曲花 月 

！ 談 林の 俳諧と 謠曲  一一 一一 —き 

七、 花 月の 終の 親子 II 好色 一 代 女 II— 女 若 一 一道 —I 蕉風と 談林風 —— 奥の 細道と 一 代 男  一一 一一— 量 

八、 髮きリ て も 捨てられぬ 世 -I 女 はお も はくの 外と 帚 木 I 謠 曲小鹽 -— 半 ^後家と 貞女 II 痰 蓑… 一一； 六丄 一一 八 

九、 若紫の 卷の你 ！ 誓紙のう るし 判 —— うら 屋も すみ 所 --— 出家に ならねば ならす— 设 の 出 來、. ：- i 

謠曲 松風、 5： 勢 物語 II. 聯想と 談 林の 俳諧 I— 盛久 .—— 鉢の 木 .11 司 馬 相 如と^ 文 君との 艷事 —— 集 

禮は五 匁め 外 I 女 護 島 行の 伏線  ：  ；  ：  一一 一九- »nn 

一 0、 明治時代の 一代 男 研究 .—— 夕顔の 卷の飜 案 -—- 形見の 水ぐ し —— 夢の 太刀 風 ！ 替 つた 物 は 男倾狨 I 

—害 一の つり 狐 I 匂 ひ はか づけ 物と 螢の卷  

一 一、 源氏物語 翻案の 大綱 I— 目に 三月 —— 火 神 鳴の 雲が くれ I- 後に は樣 付て よぶ i—ー 粹  ま 〈—六 一 

一二、 西 鶴 好色本 研究の 焦點 —I -粹の 本質 .11 遊女の 本質 I 吉野 太夫 —I 夕霧—— 近 忪の山 崎與次 兵衞壽 + 

S  宁六 H 

一 三、 虚實の 手配り —— 全盛 歌書 羽織 I 好色本の 根柢 は 性慾 II 一  代^の 形  六3— 六 七 

一四、 好色本の 轉合、 原據—  二 代 の 主人公 世傳 ！ 二 代 男の 翻案ぶ り I 誓紙 は 異見の 種 -I 詰り^に 

戎大黑 -I 宇治 十帖と 字； 遗. -! 長 篇小說 の 形式の 解體 -!; 大往生 は 女色の 臺 ！ 一 一は 男と 町人物 


. I 二 代^の 怪奇 II 新 可 笑 記 —— 髮は^ W の車佾 .-— 一 代 男の 裏  る—. お 

一 五、 諸艷 大鑑と &逍大 鏡 —— 大鏡 —— 穿ちと 教訓 —ー 好色 一代 女の 成立 —I! 一代 女の 墮落 過程 II 七 人 比 

丘 尼、 一 一人 比丘^ —— 九 相 詩 .—— 一 代 女と 淸少納 一一 一一 n I 遊仙笳 —— 漢語の 用法 II さし 繪  七 S —八 一 

| 六、 好色 五 人 女 —— 地 女 I 五段 組織と 能の 五番 立 II 姿姬路 清十郞 物語と 謠曲高 砂  八丁 八 七 

一 七、 男色 大鑑 I 變態 的な 權道 I 女 若 一 一道 I ^色女 色 優劣 論 —— 男色の 義理と 意氣 I 妤 色物と 武家 

物との 分岐 IT 歌舞伎の 世界 I- 西 鶴笸十 -ti —I 西 鶴の 齢と 心境の 推移  八 七— 九 Q 

好色 一 代 男 の 成立  九 I 

〇 好色 一代 男の 出 板 II 最初の 町人 文 學.！ 浮世 物語 II 町人の 經濟 的自覺 ，-— 浮世 房 竹齋、 樂 阿彌— 

- —世 之 介の 旅  九 一— 九し 

〇 町人の 經濟 的社會 組織の 完成 I 三 都 及び その他の 地！ 遊里 案內 —！ 一代 男 脚色の 一端…； …九 七丄 00 

〇 都鄙の 文化と 遊女の 比較 —— 島 原の 太夫  ：：：  ：：：  丄 00—一.0 一 

〇 好色 修行と 經濟 —— 譯 知りの 資格 -I . 一  代 男の 根 本義  一 0 一— 一 0 一一 一 

〇 一 代 ER の 趣向 II 色道 大鑑、 寬文 格、 寬文 式、 り 草 —— 世 之 介と 光源氏 -I 紹 益の 傅 -— 小話の 配 

列の 俳諧 手法  IS1I10 七 

〇 宗 因の 弟子 西 鶴 II 夜更けて 通る は 俳諧師 ！ 西 鶴の 俳諧  一 0 七 110 八 
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〇 源氏物^、  ^勢 物お と 一代 ！ 五十 四の 話 II 世 之 介と 業 平 I 俳諧 手法 -— 仁 勢 物語、 新 町お か 

し 男、 伊勢 物語 ひら 一一 一一 C 菜 I 西 鶴 の 齧 氣質  1 101 ョ一 

〇 文化 及び 遊里の 標準 I- 當 代の 粹客  11 一一 一- 1 一四 

〇 俳諧の 流行 I 都市 文藝 ！. 連歌師の 地方 進出 I 宗因、 談林 派と 良 門 I 西 鶴の 俳諧 —— 浮世草子 

と 浮世 籍  •  nsln 九 

好色 二 代男考 (その 1 )  1 一 10 

一 、 一 一代 執筆の 動機 —— 木 書と 好色 評判記 類との 交涉 —— 親の 額 は 兑ぬ初 ic 夕に 對 する^ 憑の m 虎 —— ^ 

め 草. ！ 宇治 十 帖とー 一代^との 關係  一 一一 011 一一 一一 

一一、 一 代 乃と 源氏物語との 關係 II 咎 つた 物 は 男倾狨 II 西 鶴の 俳諧 手法 —— 晝の つり 狐 ！ 西 鶴の^- 

0  -  一一 一  T3 

三、 一 一代^に 於け る 西 鶴の 俳諧 的 手法 I 卷ー 一 津浪は 度 一 の濡と 宇治 十 帖の浮 舟の 卷 II 總 角の 卷…， SI1 一一. 1- 

四 、 宇治 拾 遣 物語 の 序と 親の 顏は 見ぬ 初夢 II 橋姬、 横笛の 卷 —— 誓紙 は 異見 の 種と 橋姬の 卷 II 詰り \布 

に 戎大黑 と 橋 姬の卷  I 一一 七 II  一一 二 

五、 心 を 入れて 釘 付の 枕と 嵇 姬の卷 との 關係  12— ニー 一一 一一 

.K 、花の 色 巷て 江戶紫 と椎 本の 卷と の閼係  ー髮丄 奏 


七、 卷 二の 第 一 大 盡北阈 落と 椎本 Q 卷 —— 津浪は 一 度の 濡と耱 角の 卷  If  ISO 

八、 髮は島 田の 車 僧と 總 角の 卷 —— 謠曲 車佾—— 宇治 拾 遣 物語 (高 階 俊 平が 弟 入道 算術 事)  §10 

九、 男 かと 思へば 知れぬ 人 さま —— 總 角の 卷 及び 宇治 拾遺の 藥師寺 M 當の事  I 平 一ぼ 

一 0、 百 物語に 恨が 出る —I 總 角の 卷 及び 宇治 拾遺 藥飾. 寺 刖當の 事  罕 1W1 

好色 二 代男考 (その 二) . ……： . ……： -.  …；… ：：  墓 

I、 髮は島 田の 車 儈と謠 曲 車 僧との 關 係の 再吟味 II 間狂言 溝 越 天狗の 事 -I 一代 男に おける 謠 曲の 极方 

と 一 一代 男に おける それとの 差異  IMll—luK 

二、 卷 三の 第一 朱 雀の 狐 福と 宇治 拾 遣の 利 仁薯蕷 粥の 事との 關係 I— 本朝 二 卜 不孝と 宇治 拾 逍-— 俳諧 的 

手法の 多 さ  一天— 

三、 朱 雀の 狐 福と 橋 姬の卷 との 關係 —— 尾 崎 紅葉の 多情多恨と 桐 壺の卷 との 關係 1 -西鶴 手澤の 源氏物語 

.1,1 炭俵の 梅が 香の 卷の付 具合と 談林 ！— 好色 一 代女卷 三の 妖孳 寛澗 女と ^ 勢 物語の 業 平の 河 內通ひ 

i:  — ズ」 

四、 欲 捨て 高札と 謠曲隅 田 川 舟辨慶 —— 早 联の卷  311 さ 一 

五、 一 ！ー =1: 聞 身 行衞と 宇治 拾 遣の 易の うらな ひして 金 取り出し たる 事 ！ 早 蕨、 宿 木の 卷  1 七；  一 II 盍 

六、 樂 助が 靱 猿と 狂言 靱猿 I 宿 木の 卷  1^ 丄七八 

江戶文 SS- 研究 詳目  七 一 二 七 
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七、 無敵の 花 軍 II 大 矢數、 日本 永代 藏の花 軍. I 國爺性 合 戰の花 軍 II 西 鶴の 俳諧の ニ^ 三 段の 構へ I 

I 一 一代^ の 目錄の 例 —— 諸艷 大鑑 —— 宿 木の 卷の 花 折 I！ 用 明 天皇 職人 鑑山露 玉世姬 道行 II 西 鶴と 

JJSQSi  -  I 七 八一一八 六 

八、 卷四、 緣の抓 取 は 今日と 宿 木の 卷  一八 六— K 九 

九、 心 玉が 出て 身の 燒印 —— 一 代 男卷六 心中 筘 II 宿 木の 卷 及び 宇治 拾 遣の 狐 人に つきて しとぎ 食 ふ 事— 

—西 鶴の 題の 立て 方. I 俳諧の 表裏  一 八 九 11 九 一一 

一 o、 七墓參 りに 逢ば 昔のと 謠曲 木賊 —— 能の 六沛 —，— 好色 五 人 女の 成立 .11 宿 木の 卷  一 九 一一 —一一 01 

一 I、 忍び 川 は 手 洗が 越と 浮 舟の 卷 及び 宿 木の 卷  一一 011  一一 2へ 

一一 一、 情 懸し舂 曰 野の 釜と 宿 木の 卷 I— 西鶴创 作の 一 方程式 —— 原據 に不卽 不離の 配列 I- 大和 屋甚兵 衞の 

舞臺と 揷畫の 問題 II ゐ ていぬ、 いていに の 語 II 誓紙のう るし 判 ( 一 代 卷ー 一) と 情 懸し舂 日 野の 釜 

との _父 ゆ  一一 0 六- Ills 

「近代 艷隱 者」 考察 序言  1ニ 六 

〇 「俳諧 心 葉」 と 艷隱者 II 艷隱 者と 扶桑 隱逸傳 —— 西 鶴の 分身と して 見た る西鹭 籽橋 泉  き .—- 二 九 

〇 西 鶴の 諸 作に 於け る 現世 色 .！ 艷隱 者の 出世間的 色彩 ！ 老莊 思想との 關係  一 二  一一 一一. 一一 

〇 老 莊哲舉 と享樂 思想の 距離 —— 石 川 丈 山の 老莊 調と 艷隱者 I— 徒然 草の 享樂的 厭世 思想と 北ハ の傳統 —— 


西 鶴と 漢詩  ：：： •：  -  ョ 11  一. I 一 一遍 

〇 粹 法師 西 鶴 ！ 一  代 男より^ 隱者 へ の 展開  一一 一一 Ml. 一一 一一  九 

〇 遊里に 於け る 京 傅と 西 鶴の 相違 —— 俳諧師と 老莊 思想 II 现智的 構成になる 艷隱者 I— 辭 世と 墓碑 仙皓 

覆  一甲 霞 

國性 爺合戰 の 紅 流し に 就いて  一蓮 

一 , 近 松の 國性爺 合 戰と鉑 文 流の 阈性爺 手柄 曰 記の 交渉 I 黑 木勘藏 氏の 說  1  一 SS 七 

二、 近 松の 翻案 改作の 態度 -I 山 峰 入の 竹简の 趣向 II 飛 彈 橡 座と 竹 本 座 II 小む つと 栴欖 皇女との 道行 

—— 祌功 皇后 の 御 事跡 —— 竹 本 座 の 大衆  一一： 一一 七 I11S0 

三、 和 . 唐の 服裝 II 手柄 日記と 國性爺 合 戰の相 遠  一一 1:01  一一 HI 

四、 難 波 土產の 道行 文の 解 I- 近 松と 穗積以 貫 ！- 支那の 詩文、 故事と 近 松の 文. 趣向 —— 紅 流しと 紅葉 傳 

情の 故事 II 姑 嫁の 自害 —  — 紅葉 傳 情の 筋 11 讒 草の 太平 廣記引 m  ！ 南 水 漫遊 —— 靈元 法皇の 近 松 

0  一一  UTS 

五、 紅 流しと 鐽の權 三重 帷子と 紅葉 傳 情との 交涉  一 In 七 I1H0 

六、 杠紫傅 情と 支那 後代の 戯曲 小說 -— 支那 南 曲の 下 場 詩 II 雙跌 記の 梗概 ( 一 ) -—— 沈 鯨と 近 松の 態度の 

SM  一き— 養 
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七、 雙珠 記の 梗漑 (二) —— 國性爺 合戰、 樓 門の 奇偶の 趣向  一一 まし 一六 I 

八、 國性 爺合戰 と雙珠 記の 比較 —— 淨 瑠璃の 五段 組織に 就いて  一一 六 一 丄 一六 3 

九、 黑木 勘藏氏 の 淨 瑠璃 の 五段 組織 論  一一 六 II 一一 六 九 

近 松の 宵 庚申に 就いて  一一 七 0 

〇 海 昔の 心中 一 一 腹 帶と近 松の 心中 宵 庚申 —— 豐竹 座と 竹 本 座の 競演 II 兩作內 容の喑 合 II 西澤 一 風の 

傳 へ る實說 —— 道行 中の わが 戀は絲 なき 三味よ の 小唄 —— 一 一 腹 帶の武 土 的 義理 —— 宵 庚 中の 義理と 恩 

愛兩 作者の 比較  一一 さ —一一 七 六 

聾者 看 技、 目 耳 心で 味 ふ 芝居 II 雁次郞 一座の 宵 庚申 上田 村の 場 -II 聾者の 改作 II 距離の 考察 .！  口の 

利け ぬ 人形芝居 I- 能の よさ I- 支那 劇の 自由 さ I  ^表紙 式 の 芝 居- — -艇 生 夢 魂 其 前 日 II 今の 刺 

^  一一  七 六丄さ 

淨 瑠璃の 五段 物  一一 八 一 

一、 浮世 繪の僞 板と 西 人の 日本 藝術 研究  一一 八 一 

二、 近 松の 淨 瑠璃の 五段 組織 --—  士  M より 六 段 五段 へ の 推移 說 -—！ 能の 五段の 赉 組との 關係 —— 世阿彌 

の說 ！ 西 人の 說の 誤謬 訂正  ■  一一  八 一— 一 一命 


三、 西 鹤の五 人 女と 能との 關係  一 xill 一一 八 m 

虚實 皮膜の 間  一 5、 

〇 なに はみ やげ 中の 近 松の 言 1— 藝と 寫實 II なぐさみ— 近 松の 藝術觀 と 世 阿彌の 藝術觀 ，— 近 松の 

虛實 の關係 II 虚 の 內容！ 社 # 事象 の 道 德 的解釋  "  一一 八 六 11 一八 八 

〇 今宫の 心中に 於け る虚實  一一 八 八— 一一 八」 

〇 やむな きに 出 づる虚 II 心中 宵 庚申の 人物と 傅奇作 書の 實說 — 近 松と 西 鶴  一一 八 九 

〇 西 鶴の 現 實直寫 i 好 男 一 代 男 II 西 鶴の 虛實  一一 八 九-一一 九 一 

〇 好色 一 代^ 中の 太夫 吉 野と 灰屋紹 益の 妻 —— 小刀 鍛冶の 弟子の 事件 I 色道 大鑑 —— 山 崎與次 兵衞壽 

門松 II 好色 一 代 男と 源氏物語との 關係 —— 西 鹤の虚 莨 配合の 妙. I. 好色 一 一代^と 源氏 宇治 十帖 との 

き  一一 九 1—S 

〇 美と を かし さ. I 近 松の よる 傳統と 西 鶴の 守る 傳統  一一 九 3 

怪異 vl^ss:- ま  垂 

一 、 世間 化物 氣 質の 成立 —— 怪異 小說の 流行  一一 九 Hi 一一 九 六 

一一、 近代 百 物語と 實 物語の 教訓 態度 II 怪談 記 野 狐 名 玉の 序 I— 怪異 小說 流行の 前提と して 兌た る 化物 判 

、江戸 文學 研究 詳 n  セ四ー 
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^0  ： 甲 一一 九九 

三、 怪異 小說の 一 異體、 怪談 御伽 樱 -!  二 代 男の 妖怪 味と 宇治 十帖、 及び 宇治 拾 遣 物語  一一 九九— 一一 一 a 一一 

四、 怪異 を 、王と ぜる大 下馬、 懐硯 -—— 大 下馬と 結 齊誥記 .！ 姥 火傳說 —— 御伽 櫻の 結句  一一； 0: 一 エー 一 0 七 

五、 啓蒙 記に 於け る 怪異 小說 —— 奇異 雜談 集と 剪 燈新話 —— 渭瑭 奇遇 記と 夢の 契り  111011 四 

六 、 剪燈餘 話と 伽婢子 及び 狗 張子 -—- 御前お とき ほうこと 了 意の 著作と の 交涉 I . 支那の 怪異 書 の 影響— 

1 怪談 全書と 新語 圜  一一 一一 II き 一 0 

七、 英草羝 の 出現と 後期. 江戶 怪異 小說 -！ 翻案 態度 及 び 翻案 原據 の 相 遠 —— 原作 尊重 —— 三 言と 拍案 驚奇 

： . :f 譚 詞小說 の 習得  一一 一一 101: 一一 g 

八、 庭 鐘の 飜案 態度 —— 拍案驚 奇と英 草紙  一一 一一 一 SI 一一 一一 一八 

九、 古 加 良 志 草紙の 序 ！ 中世 一 一 傳奇と 柳毅傳 I 支那 小 說傳奇 の 盛 行  3 一八—  §0 

十、 雨 月 物語の 獨自性 I 了 意と 秋 成の 飜案 態度の 相逮 1 夢 應の鯉 魚と 魚 服 記 -I— 蛇 性の 姹と雷 峯怪蹬 

. I 謠 曲と 雨 月 物語 ！.- との ゐ 袋と 雨 月 物語 I 雨パ 物語と 春雨 物語との 交涉 ——- 春雨 物語に 現 はれ 

たる 秋 成の 全貌  4  一 1H 一一  oills- 


京傳黃 表紙に 關 する 一 小論 (江戶 生 艷鉍樺 燒の續 編と 駿河ニ 丁 町)  一 

一 、 碑文 谷 利 生 四 竹 節の 1 一代 目 艷太郞 I 通 言 總籬の 凡例に 就いて I 艷次郞 と 艷太郞 II 碑文 谷 法 華 寺 

S 蕃  一一 平 雪 一 

二、 呼^ 金成植 の金鷄 I うぬの 語— 嗚呼 奇々 羅金鷄  一 1 四 一一 一—； mm 

三、 艷次郞 と 岸 本 由 豆 流の 父 榮次郞 —— 榮次郞 と 明 和 伎 鑑發禁 との 關係 -— 金 鷄の傳 記  一一 一 IS- 上 一一 I： 七 

四、 洒樂志 庵の 傳 記と 一 一丁 町 I 黄表紙の 二 丁 町と 膝 栗毛  一一 一 g 七—； 一一き 

五、 稿本 安部川の 流の 序と 二 丁 町、 作者 谷水に 就いて. I 馬 琴の 覊旅漫 錄と駿 河 町  一一 一 苦 —還 一一 

黄表紙の 本質  雲 一 

I、 敵 討 物流 行と 黄表紙の 變遷  一一 毒 

二、 敵 討 三味線. 3 來 I 北 尾 政 美の 揷繪と 文との 關係 If 黄表紙より 合卷 へ の 推移と 形式の 變化 —— 三味 

線 由来と 合卷 様式 —— 合 卷の繪 組の 變化 —— 黄表紙と 合 卷の繪 と 文との 關係 比較 II 三味線 由来の 不 

評の 理 .5 —— 繪と 文との 不卽 不離の 關係  ； 一一 m2— 一一 一晃 

.U 戶文學 研究 詳 =  七 四 三 


江戸 文 學 研究  七 四 四 

三、 . 敵 討 三味線. S 来の 序の 批判 ！ 黄表紙 作者の 態度 I 田 沼 事件と 時代 世話 一 一挺 鼓の 關係 I, 通 笑と 敎 

M お  一一： 究— き 

• 四、 作者の 作 中 へ の 額 出しと 讀者 心理 —— 趣^の 踏襲と 作意  一一； 六 一— 一き 一 

黃 表紙. . の 1 特 質 …： •  ：: お ま ぉち：：：に…  ：…： ：… ：：.：：：：：： ：…  I 

I  、 江 戶小說 の 模倣 性 II 嗚呼 奇々 羅金鷄 と 福 種 笑 門松  一一； 六 SI 一一 Hotj 

一一、 -奇々 羅金鷄  SNH 一  1 

三、 金 鶏、 三莊 太夫 及び 淀 屋の寳 物  一一； 六 m 

四、 奇々 羅金鷄 の 角 書 東都 見物の 意味 ，—— 淸水 濱臣 撰金鷄 の 墓碑 文 -I 金鷄と 小の 原 並びに 呼繼 金成桢 

. I 金 鷄の賫 名と 江戶 住！ 金 鷄の號 と： 牛 秩東作 —— 上 毛 三 山の 事 II 金 鷄醫談 ！- 燭夜 文庫の 橘 

，の^:. M  一一 一六 六— 一一；.！^ 

五、 金鷄 と京傳 との 交涉 —— 京傳の 金鷄宣 傳と奇 々羅金 鶏の 不評  

六、 奇々 羅金鷄 の 板木 利用と し て の 福 種 笑 門松  一一； 交— 一一； さ 

七、 福 種 笑 門松  -  -  一 一； さ— 一一 一 さ 一 

八、 からと しと 黄表紙の 特質  一一； 七 一 


黃 表紙 繪 趣向 推移の 一 樣式  0 

一 、 心 舉平染 草と 堪忍袋^ ズ 善玉 II 善玉 悪玉  <  間 一 生 胸算用 ！- 優 * 華 物語の 揷 書の 不評 —  — 曙 草 

紙の 揷繪の 好評 ！ 揷繪 の價侦 II 京 傅の 善玉 悪玉と 天 道 大福帳の 造物主 —I 天道 大福帳の 再版と 善 

玉 惡玉 の 流行 II 廬生夢 魂 其 前 日 の 新 趣向  一一 一七 一一 II 一一 一芸 

二、 四 人 詰南片 傀儡と 廬生夢 魂 其 前日 II 忠臣 藏 前世 幕 無  一一 一一 一七 六 

一二、 鬼 殺 心 角榑の 善玉 悪玉  一一 一七 六 丄1ー七.七 

四、 兩頭 筆善惡 日記  一一 一 七七|ーー一七 八 

五、 扮接銀 煙管と 善惡 日記 —— 心孥 流行と 善玉 惡玉 ……  一 一 一七 八 —一一 一七 九 

六、 嬲訓 歌字盡 —— 三 馬と 教訓 物 I 三 馬と 敵 討 物 II 磁石の 首な ほしと 狂言 末廣榮 II 善玉 悪玉の 趣向 

變化圖 解 II 三 馬の 綿 溫石奇 效報條 と 京 傳の繪 工夫  ！ 一一 七九丄 一一 八 一一 一 

七、 京傳の 人心 鏡寫繪 の 心舉 趣向と 廣吿 利用  is 丄 S 

八、 虛 實の對 立と 虛生實 草紙 II M 儿訓 影繪喩 と影繪 —— 京傳主 十六 利鑑 -— 裡家算 見通 咴敷 I. 馬 琴 著 世 

, 讒口 紺屋 雛 形  一 IIH 八 —一一 一八 六 

九、 假名 手本 胸 之 鏡 I ： 个 假名 錢祌 問答 — 现兵衞 と 心 學早染 草の 理太郞 —— 分解 道 胸中 双六の 題名と 作 

0  ,  一一 一八 六 —一一 X 八 
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山 東京 傳と黃 表紙 …- 


七 四 六 

 ペ九 


黄表紙の 文章 は繪解 

記と 草双紙 年代記 I 


合卷に 於け る 繪と繪 II 杜芳の 草双紙 年代記と 作意 I 三 馬の 稗 史億說 年代 

書と， 江戶 世相. I 悠長と のんき II 新聞 小說と 黄表紙の 富 II 黄表紙 出 板 年 

ra: の餘裕 I 奇事 中洲 話 に 於け る讀 者と 作者  一一； 八 九 I- 究 HI 

二、 京 傅の 緊張 味と 作風の 變遷 推移 —— 洒落の 合理化と 黄表紙の 特相 確定 —-- 赤本 黑本靑 本の 說明 i . 

金々 先生 榮花夢 の 成立 —— 安永 度に 於け る 黄表紙の 生命 —— 榮花 夢の 繪 組と 梗槪 —— 枕 中 記の 邶鄆の 

夢 -I 能 の 邯鄆と 榮花夢 —— 能と 歌舞伎と の 調和 —— 尕傳 時代 の 特徵 II 榮花 夢の 繪組 I 繪と文 の 

緊密 味と 大味 i 喜 三 二の 見德 一 炊 夢と 榮花 夢との 交涉 i 天明 度の 黄表紙の 作風 —— 一 炊 夢の 寫實 

と 好評 II 菊壽 草と 當 時の 黄表紙 觀 -— 菊壽 草と 一 炊 夢 II 時代精神 としての 遊戯 心 —— 敎訓 物と 榮 

花 夢の 第三 板  ^§  一一 

三、 京 傳の處 女 作 娘 敵 討 古鄕錦 (黄表紙) —— 京 傅の 洒落 II 出世作 御 存商賫 物 II 岡目八目 —— 春 町の 

辭鬪戰 新 根と 商賫物 II 大同 中に 於け る 小異の 流行 I 黄表紙の 生命 —— 岡目八目の 蜀 山人と. 江 I！ ぬ 

貭 ！ 黄表紙と 讀者心 现 —— 型 の 成立 と 共通 性  1:9 一 1-H0 六 

四、 江 戶生艷 氣樺燒 と 寫實性 1! 洒落 本の 耍素 —— 半可通の 滑稽 ：—— 通： 一目 總籬 との 交涉 —— 京傳鼻 ー— 洒 

^本の 半可通と 生息 子 I 驛者三 友 ー— 主人公 露 時雨と 妓者 呼子 為の 露 時雨 ！ 古 契 三 娼の條 立 さ 七- ムニ 


五、 艷 氣樺燒 Q 綾 編 裨文谷 利 生 叫 竹 節 —— 食通！ J 恍惚 照 子 -II 京 屋傳ー 一郎— 總籬 との 交渉 ，！— 三^ 緯客 

氣植田 I 三人 遊びの 型 —總籬 との 交涉 .—— 艷氣 棒燒と 客氣植 田の 中の めりやす II 他の 作者の^ 

倣 作；—： 京傳 憂世 醉醒と 世上 洒落 兑繪圖 II 敎訓 味の 强調 —— 江 戶文擧 と 生活 內容 の停滯  2 一一 一 |£ー 九 

六、 心 舉早染 草と. S 川樂 翁の 政治 改爭 —— 黄表紙の 一 趣向 II 孔子 ii 于時 藍染と 江戶舂 一 夜千兩 li 行き 

すぎの を かし さ -I 政治と 遊興 -— 復 f: 後 ^祀と 行きす ぎ II 時代 世話 二 挺 鼓、 藍 近れ 義霰、 玉磨靑 

砥錢 等の 政治的 背景 —— ni 十染 草の 好評の 现出 II 教訓 物流 行 I 善玉 惡玉 —— 天道 大福帳 i 门 十染草 

の靈 魂と 一 一挺 鼓の 翳 魂 —— 延壽反 魂 談の靈 魂 -— 反 魂 談と御 諫長壽 小紋 II 三 河 島 不動 記と その 影響 

II 山杜 鵲蹴轉 破瓜と 早染草 II 早道 節用 守- 1- 黄表紙の 縦横の 聯絡  £1 九 1 0 

七、 人 一  生 胸^ 川 —— 勘忍 袋 緖\ 善玉 —— 馬 琴 作四遍 摺心擧 草紙 -—- 心學 流行 —— 善玉 惡 玉の 變化 i 

廬生夢 魂 其 前日 —— 緒 ダ^ 玉. I 四 人 詰南片 傀儡 i 善 惡の對 立と 佛鬼 I 貧 福 道中記 II 酒 餅の 對 . 

. 立と 鬼 殺 心 角樽の 趣向 ；滔 餅の 對 立と 虚生實 草紙 II 寬 政の 治と 京 傅の 教訓 物 II 京 傳の處 刑と 洒 

落 本箱 人 娘面屋 人形の 序 —— お 訓 影搶喩 II 京傳主 十六 利鑑 II 早染草 ！ 化物 和本 草と 敎訓繪 

II 京傳 の 黄 表 羝创作 過程 II 讀本 の 樣式 —— 安積 沼 I 京傳 黄表紙 の 末期と その^ 品の 好評… m 一六 —§1 

黄表紙から 合卷へ  :i 

1、 三 馬の 仇 討 物への 合流 I. 仇 討 物の 趣 J- の 同型 —— 楚滿 人の 討 仇 物の 統 一 —— 敵討錢 女英の 好評 -——  • 
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雷 太 郞强惡 物語 II 式 亭雜記 の 言葉 —— 書冊の 形式と 內容  望 SIE 一一 一六 

二、 親 辯う ちまた 膏藥と 忠臣 藏 前世 幕 無 及び 天道 大福帳 —— 京 傳と三 馬の 相 異——復 辯 後 祭祀， v 艷 氣棒燒 との 

泰  震- |旲 

一一 一、 復讎 後 祭祀 の 改題 殘燈奇 譚案机 塵  四 一 一一 八一望 九 

Mr 一  九 作 敵 打 先程 御 笑 草 I 一  九と 草双紙 I- 草双紙の 分類と 推移  SII 

五" 五黄 表紙から 合卷 への 推移 I 善 知 鳥 安方 忠義 傳と親 敵うた ふの 俤 との 比較 II 合 卷と讀 本との 關係 

八 犬 傅と 約 筋 本の 草双紙  IS 一一-四 S3 

六、 模倣 を 表に した 趣向 ——- 嬲訓 歌字盡 II まが ひみた て 11 漢 楚赛擬 軍談 —— 馬 琴の 漢楚 軍談の 作意 ー 

—讀本 の 勸 善懲惡 I- 風俗 金魚 傳 II 支那の 金翹傳 の 飜案  IWS—IS 八 

七、 歌舞伎 淨 瑠璃と 讀 本合卷 との 交涉 ！ 種汔の 昔々 歌舞伎 物語と 正本 製との 相異 II 近 松の 水木 辰 之 助 

錢 振舞の 趣向  HE 八 Is き 

洒落 本の 本質  ^  S 

一、 通 書と 呼ばれし 怠義 II 洒落の 字 I 洒落 本書 式の 一 定 II 狂言 本の 桟倣 I 黄表紙と 洒落 本との 形 

式 の 相異 ！ 艷 氣樺燒 の 二つの 縫 編 .— 通の 极 方に 由 る相異 —— 半可通  m  Is 一 一 

一 r 異 楚六帖 it 大阪 初期の 洒落 本と 漢^者 流 .—— 妤色 一 代 e?! おの 轉合書 I 支那 艷 おと 洒落 本！ 部屋 


三味線 II 艷史 と風來 山人 n  i 本と 諷刺  

一一 一、 遊子 喜— 半可通の 二重の 意義 I. 滑稽と 通— #賀攀補 翕 之 瀧— 通と 野暮 sf  _ う r 皇 

す - — 岡 崎 所のう がち   ，？ 

四、 田舍 芝居— 野暮 型の 延長と 作者の 璧丄： f 萬擎と i 交— 京傳 のうが ちと I 嘗 ま 

野暮 木より 滑稽本と 人情本の 派生   ト嚿き" 讁 

,   M 七 ；，1;究 

洒落 本 展望  

 § 

一、 洒落 本の 形式 I 京傳の 位地  

一一、 i 翁    § 

三、 會話體 と 脚本. I 洒落 本內容 の 他方 進出  さ 01 装 一一 一 

四、 洒落 本の 型の 決定に 至る 順序 1 if-^oi  JEPUN^  i   ほ 〈一一 一— a® 

, , . ズ 3  史 との 關係 —— 百花 許 林の 體裁 i 漢文 瞳の W: 落^ I 異楚 

六：^ II 大阪の 洒落 本聖 遊廓，—， 洒落 本 自體の 進歩  ： i 

五、 寳 唇 頃の 社會相 I- sfis |_ ^l^^s  K   はお lr 夂 

I.  L-tif 平 カク 源 内の 不平と 仵品 I 洒落 本 の 型の 決定 II 京傳 

と 洒落 本の袞 退   i 

六、 京 傅の 洒落 本 を 書きし 理. g ！— all^-lofcf  J:   &ハ 0 

I  p  .i 一口 ま 鬼と^ 時の き 許 ！ 型の 屮の 跳躍 II .^^^f  •:  ?j 

七、 通 言 總籬に 現 はれた る 性格 I  ifis. ：…… £t —ュ 八 

^7  t 柏 ^1 牛， "通 迎——三 性格の 配合と 洒落お の 一 形式 —古 契 一一 5 日 
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江 P 文^  OT 究  七 五 0 

—— 洒落 本の 發生時 I 江戸の 集大成 II 江戸より 地方 へ の 進出 ——. 膝 栗毛 II 人情本 梅暦 …… I： 六 八- isM 

讀 本の 發生 (庭 鐘と 秋 成との 關係)  S 

| 、 英 草紙と その 綾 編と 雨 月 物語との 對比 ！ 庭 鐘と 秋 成の 作風の 相異 II 支那 小 說に對 ずる 兩 人の 態度 

II 繁野 話の 原據 I 古 加 良 志 草紙 序と 支那 小說 -I 諸 越の 吉 野の 題 辭と讀 本の 原據 I 譁詞 小說— 

—醒 世恒 言と 古今 說 海の 原 話 I 五部の 明 代小說 II 小 說字彙 の拨引 書目 ！.  .K 猿傳、 任氏傳 ，-!  W 

墳怪蹟 と 蛇 性の 姹 との 關係 il 馬 琴の 發 見 II 剪燈新 話の 谓瑭 奇遇 記と 蛇 性の 姹雨 やどり I 警世 通 

一一 百 原 話  ：  ：-:::s ま IIT セ？ 

一一、 伽婢 子の 原本と 秋 成、 庭 鐘の 原據 との 相 異.— - 秋 成、 ^鐘の^ 訶小說 の 讀解カ —— 庭 鐘の 傳記 I— 几 

圭 II 加 藤 宇 萬 伎 I 秋 成の 懦 舉の師 I 通俗 耆婆傳 の 一 節と 譁詞 小說の 流行 n 奧居 主人 は 庭 鏡の 

齋號. I ^詞小 說賞翫 の 流行 II 岡 島 冠 山の 傳 記と 駿臺隨 筆の 一 節 —ー 徂徠と 冠 山との 關係 II 汕俗 

忠義 水滸傳 の 價値. I 岡 白 駒の 著書 I 陶山尙 善 著 忠義 水 滸傳解 の 附言 中 の 人々 .—1 書肆 風月 堂と 京 

阪の 流行  •  ….  I； 七セ IHI 八 1 

三、 十：； 今 小説と 今古 奇觀 中の 金玉 扠棒打 薄情 郞の 梗概 —— 前書と 英 草紙の 馬場 求 馬 妻 を 沈めて 樋 口が^ と 

なる 話との 關係 —— 藤 岡 博士 近代 小說 もの 批評 一一 一一 口—— 英 草紙 第三 話と 原 話 伯 牙 摔琴謝 知 一 W —- 第 ra: 

訪 ふ- 莊子休 鼓 盆 成 大道 I. 源 太の 歌と 原詩との 對比 I 第 九 話と 斐： 昔 公義 還 原 配 及び 作意  II 八丁  SI 


四 * 英 草紙 第一 話と 王 荊 公三 難^ 舉士  S 八 玉|四八九 

五、 庭 錡の飜 案の 態度 —— 夫 木 集の 逃 水の 古歌 I 稷瑭 屮峽の 水の 話と 莠句 冊の 笫八 話との 關係 I 雨 月 

物語の 夢 應の鯉 魚と 魚 服 記 —— 煎茶の 流行と 京阪の 水質 —— 黄 州の 菊花の 落瓣の 件と 莠句册 の 第 四 話 

II ^鐘 自作の 狂詩と 自著 狂詩 選の 存在 II 大阪の 砂糖水 振舞 —— 異聞 奇談の 流行 II 繁野 話の 刊行 

と 一一 一 ケ津舉 者 評判記  I： 八 九 

六、 庭 鐘の 作意 I- 繁野 話の 第三 話と 任 氏傳—— 今昔 物語の たつ か 弓 （I 蓰 鐘の 翻案 振りと 古^. I @ 鐘 

春 海、 雅^の 翻案 振り —— つくし 船 物語と 恒言の 蔡瑞虹 忍 辱報簡 I 近江縣 物語と 巧圑 圓傳奇 I 飛 

彈匠 物語と 拍案 驚奇 II 秋 成の 翻案 態度 II 西 湖 雷 峯の原 話と 蛇 性の 姹 I. 道 成 寺の 蛇 塚——. 秋 成 

庭 鐘 の 翻案 態度 の 相逮 I 秋 成 の 支那 心醉 排斥  I： 九 s —き ◦ 

七、 雨 巧 物語の 菊花の 約 II 西 鶴 武家 義现 物語の 一 話との 交涉 ！ 菊花の 約と 英 草紙の 一 話 I 秋 成と 庭 

鐘 I 秋 成と 西 鶴 —— 列 子呂氏 春秋 中の 鐘 子 期 伯 牙 知 音の 遣 事  苦 一—H ヌ、 

八、 英 草紙 第三 話と 作意 —— 原 話との 相異 I— 武家 義理 物語と 菊花の 約 ！ 音樂 の故實 —— 幽 鍵の 出現 ー 

—英 草紙の 三人の 妓. V 趣 を E 共に して 名 を 成す 話と 恒霄の 三 孝 廉譲產 立 高名 及び 七 人 比丘尼 —— 雨 n 物 

語の 淺 茅の 宿と 剪燈新 話の 愛卿傳 i 淺井了 意の 伽婢 子の 藤 井淸六 遊女 宮城 野 を娶る 事と 愛 卿 傅— 

秋 成と 了 意と 瞿佑 II 了 意の 翻案 態度 ,— 吉備津 の 釜と 牝丹燈 記  き 六— H  二 

九、 秋 成 の 幽靈 II 幽靈 の 流行 II 蕪 村の 新 花 摘 綾足 の 漫遊 記の 幽繫 —— 實 物語 —— 愧餐 話錄の 作者と 手 
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-江 戶文學 研究  七 五 二 

紙 II 怪談 見聞 實記 .11 怿談 流行 II 怪を信 する 秋 成 ■-— 秋 成の 自記と 生涯 I 膽 大小 心錄と 彼の 作 

文 —— 怫法 佾と靑 頭巾 II 蜀 山人と 秋 成 .1 長夜 窒記. I 山霧 記 -I 癎癖談 の 諷刺 i 磋 鐘と 秋 成の 

翻案 態度の 相 遠  S  丁- mK 

種售究  S 

一 、 作意の 原據を 示す 序文 凡例 II 一 一 筒 裂 手 細 之 紫の 序文 I 千瀨川 一 代 記 —— 同 作と 契愦買 虎の 卷 及び 

倾城歌 三味線との 關係 II 鹿の 怨念 話 II 夢 野屋 蝶兵衞 の 原據 -I 莊子 —— 黑木作 女莊子 胡蝶 夢 魂 の 

2S  SI 雷 

二、 手 細 之 紫と 近 松の 淨 るりと 蘭 蝶此糸 .—— 卯月の 色上ゲ II おかめ 與兵衞  雷. 13 

一-一、 種彥の 創作 過程 II 奴の 小 萬 物語と 他の 小說 —.- 近 松 種彥 及び 西 鶴  き II 

四、 繪橾ニ 面 鏡と 淨 るり 容競出 人湊—— 出世 扠小萬 傅と 名 題 紙子、 新 可 笑 記 I- 二 面 鏡と 鱸咆 丁靑砥 切味 

と の 類似  … … ，：  f で 略 ゆ  H2 100 

五、 種 彥の讀 本の 不成功の 珂山— 趣向の 淺 薄と 文辭の 拙劣 I 讀 木より 草双紙への 轉向 II 讀 本と 草 双 . 

紙との 區刖 i 浮世 一 休 廓 問答 I- 洒落 本山- M ！ 正本 製 —— 歌舞伎と 萆 双紙 I- 近 松の 古 狂言 本と 

昔 々 歌舞伎 物語 及び 田舍 源氏  M 一一 一一 一 

六、 鱸^-丁 靑砥 切味と^: るり I  wfe 切味と 三 の 一 對男時 花 歌 川 —- 時 花 歌 川と 近 松の 作品  ^一 


七、 京 傅 二 馬 種彥の 比較 -II 京 傅の 捷 徑太チ 記と 三 馬の 大盡 舞廓始 と； ti 汔の勢 £嵇 龍 女 本 地 ：-秫^ の 作 

品の 持つ 品位 I- 浮世 形 六 板 屏風と 心屮^ は 氷の 刺 n  I 氷の 朔 n と 床 飾 錦 額 無垢 I. 六 板碎風 


Q 趣 e  ：  -  罕-靈 

八、 怪談-お 夜お と轵 手招 昔 木 偶 ！ 铳彥の 趣： E —I 彼の 戯作の 態度 II 六 板 屏風 中の 趣向と 赤 木と m 合 源 

氏 — 隱匿 物の 趣 w I 繪操ー 一面 鏡 —— 忠孝 兩^ 一  覽と 心中 一 一 板繪萆 紙 ！.— 唐人 髭 今阈姓 爺と 阈姓爺 

合戰 I 蛙 歌 春 土手 節  蛋 o 

九、 集大成と しての 田舍 源氏. ！ 武土氣 質と 種 彥の傳 記 I 田舍 源氏と 源氏物語 II 天 保 改革と 種彥 II 

せ： ハ由緣 鄙廻悌  蛋 

I  o、  W 舍 源氏と 他の 草双羝 I 萆 双紙の 複雜性 i W 含 源氏と 他の 草双紙の 成立 I— EA-:: 淞 氏と 郎鄲 お^ 

物語 I 俳諧 好み II お！： 物語の 播 縻の卷 ふ 髓樅三 m 帷子 —— ^阈 物語と 丙 鶴諸阈 ばな し II 大和の 

卷と 心中 宵 庚申、 新 可 笑 記の 市に まぎる \武 土との 關係  量 七 

爲永春 水の 硏究  姜八 

一 、 春 水の 辨解 II 架^の 門人 -—！  ^琴の 非難 .！ 埒 袖稗史 外题鑑 I 講談 名爲 永^ 輔 I 草双紙 作の 失 

敗 II 敎訓郭 里 東雲  蛋八— 突 一 

一 一 、 梅曆 以後の 代作 ！ 春 水 の 述作 態度. -!. 門人 の 校合 補綏  お； 六  一 IM 

江戸. 文學 研究 詳目  七五三 


江 I ^文學 W 究  七 五 四 

三、 應喜名 久舍と 種 彥の緣 結 月下 菊 II 緣 結びの 趣向 1 多 滿字佐 喜と =： 下 菊 ！ 應喜 名久舍 —— w 下 菊 

—— 種 彥と舂 水と の 比較 I 春 水 の 人情本 觀 —— 爲永 流と 讀者心 理  ま 0  一— HH 〈八 

四、 辰 巳の 園の 春 水 評 .—— 春 水 の 愛嬌 —ー 八幡 佳 年 I 小說中 の 人物 名と 實在 の 人 I 小說中 の 商品の 廣 

め 文  突 八— H 七 一一 

五、 人^本 述作 態度 II 勸懲 手段の 標榜！ 讀 本より 離脫 II 貞操： i 女 八 賢 誌と 八犬傳 II 春 水の 讀本好 

文士 傳と 八大傳  ^一一 丁 にしん 

六、 八幡 佳 年の 作意と 深 川 物 II 一  夫 多婦の 趣向 —— 春 水の 工夫  MIS 

七、 筋の 絢 ひ まぜ. ——- 偶然に 山る 解決 I 親子 再會の 趣向 II ^緣の 利用 -— 夢と 春 水の 說明  ^七— 老九 

. 八、 共 小唄 戀情紫 ！- 玉 川 日記 II 北 〈小唄の 逢阪の 操 塚^び 玉 川 日記の 金 鳳釵記 —— 春 水の 舉識！ 錦 之 

里 と 夢 —— 迷 ひ と讀本 著作  nj 七 九—  S 

江 戶小說 史上の 一 事 家 …：： 虞  S 

一 、 八 犬 傅と 水滸傳 II 八犬傳 と房總 の展史 I- 日本 水滸傳 —— 綾足の 本朝 水滸傳  天ー 一一— Isf! 

一 I 、 芳野 物語と 綾足 の 作意 —— 馬 琴 の 批評 ！. 吉 野仙嫒 の 故事 II 綾足 と 馬 琴と の 見解の 相違  ！fl 金— K 八 七 

=ー、 本朝 水 滸傳と 萬 紫 集 .11 竹 取 物語 -— 綾足と 古典 雅語 II 西 山 物語と 古^-  K 八 八— K 九 一 

四、 阈舉と 支那^お 蔡 -I 江 戶小說 への 影響 I 岡お 冠 山 譯水滸 傅 百 H: 本—.— 冠 山の 傅 記 及び 功 緩 —I 江 


村 北海の 授業 編 I-. 唐音の 流行  究 I  .—W 九 一一 一 

五、 调白駒 I- 小說 精一 一一 一 I! 小說奇 言と 白 駒の 見識！： 怪談 全書の 刊行と 支那 小說の 抄錄物  龙 九 3— 究六 

六、 奇異 雜談と 剪 燈新話 I 伽婢 子と 剪 燈新話 11 謌詞小 說と庭 鐘と 秋 成 -I 讀 本の 世界 II 莠句册 第 H 

編と 恒  一一 一一 口 の 蘇 小 妹 三 難 新郎 —  — 求豕の 故事と 萬 葉 集 —— 大和 物語の 芦屋 處 女の 傳說 II 繁野話 第一 一 話 

と聖德 太子 傳 I！ 第三 話と 今昔 物語-— 垣根 草 第 四 話と 伊勢 物語  笑 六 —究 九 

七、 綾足の 古 擧と馬 琴の 評言 .—— .E 良 物語と 三莊 太夫 II 綾足の 街學  究九 |§: 一 

八、 春 海の 竺志船 物語と 恒 言の 蔡瑞虹 忍 辱報讎 —，— 時代 を 平安に とる —— 綾足と 舂海  さ 一丁 六 03 

九、 雅望の 近江縣 物語と 拍案 1:3 奇の十 種 曲—  — 十 種 曲 —— 飛彈匠 物語と 更科 日記と 今昔 物語 -— 天 羽衣と 

恒言の 兩縣令 競 婚孤女 1—- 羽衣の 說話. —  — 雅望の 翻案 物， I- しみの すみか 物語  さ HI 六 0 八 

一 o、 讀 本の 流行と 江戸時代 相 —— 支那 稗 史舉と 古典  さ 八— 六 o 九 

膝 栗毛の 事 ど も  六 10 

〇 伊勢の 俳人の 旅行 譚 II 一  九の 旅行 說と膝 栗毛  六 10— 六 一一 

〇 一 丸の 性格 —— 花火 仕掛の 茶 昆の話 —— 旅の 同伴者と しての 一 九.  六 二— 六 11 一 

〇 膝 栗毛の 成功 II 最初の 板 元  六 一ー丁 六 一 一 11 

〇 竹齋 物語、 東海道 名所 記と 膝 栗毛 ！ 會話體 加味 II 洒落 本との 交涉  六 1:111 六 S 

江 卩 文學^ 究詳目  七 五 五 


江 戸 文^-研究  七 五六 

〇 膝 栗毛 物の 流行  六 S—S ま 

〇 金 比 羅詣膝 栗毛、 宮島 參詣膝 栗毛、 木 曾 街道 膝 栗毛  六 一 nj 

〇 一九 最 W  六 一六 

〇 木 曾 街道 膝 栗毛の 不評判. I 實地 踏査 —— 丁字 屋と 一 九の 姿  六 一六 —六 一七 

助 六の 成立と 其の 變形  六 I 九 

I 、 中 車の 吉原通 ひ II 十八 大通百 手枕の 助 六の 幽靈 II 大通 秘密 論の 一 一人の 助 六 I 助 六の 服裝… 六 一九— さ 一一 一 

二、 助 六の 打扮 の治定 —— 服装の 變化 過程 II 正德 三年の 助 六 —— 荒事の 屋根 仕 合 —— モデル  六 一一 一一 —さ K 

三、， 享保 元年の 助 六と 一 一代 目 圑十郞 I- 寬延ー 一年の 變 化と 時代の 好尙 i 和 事と 荒事との 混淆 —— モデル 

I 寳 1： 十 一 年の 助 六  六 1R111  一 |ー0 

四、 一 中の 助 六 心中 II 柏 筵 一 代 記 II 助 六と 淨 るりの 萬 屋助六 二 代 紙子 I 上方と， 江戸の 助 六 物 II 一 一 

代 紙子と 壽の 門松 II 壽の 門松と 好色 一 代 男の 吉野 I； 灰 屋紹益 ！ 助 六と その 母との 趣； I!  -! 江 尸 

の 助 六の 通と 俠氣  さ 一一 0— さ H 

五、 十八 大通百 手枕 中の 通人の 资格 II 安永の 通人と 寬延の 通人 -I 通と 馬鹿 II 御藏 前 馬鹿 物語 屮の暁 

雨 II 濡 衣の 一 刀 II 洞 房 語 圜吉原 大^ 中の 哓雨 1-- 3- 子 夜話の 曉雨 I 金の 利用と 俠氣 I— 助 六の 

俠 氣と武 土と 町人との 反目  さ 一八 


六、 助 六 劇と 人氣 —•- 助 六と 哓 雨と 大口 屋八^ 衞 —— 藏 前.！. 一 口原より 助 六 劇 へ の 贈り物 -I 仲 之 町の 樱の趣 

向 I！ 圑十郞 と烏亭 焉馬. I 助 六 劇の 櫬威 ！! 袖の 梅、 幅 山、 朝顔 仙 平、 皇  実—  S1 

七、 小 說の助 六 物 I. 、江戶 の 水仙 若衆の 助 六 ！ 助 六 利生噺 ！— 鐘 は 上野 哉 —— 狙 所の 當不當 II 趣向の 

比較 —— 京 傅のう がち  g 一一 —裔 nj 

八、 江戶花 俳優 遗 M II 三 升艾と 路考艾 の 當 込み II 全 交 の 茶 歌舞伎 茶目 傘 の 茶 の^ の 趣向 I— 黄表紙 の 

助 六 物 —— 新 板 巷 道中 助 六 —- 淸 長の 畫 -I 洒落の 滑稽 化 i 傘の 趣向. I 六 代 目 围十郞 と 馬 琴の^ 

發稱暴 as 際  01$ 

九、 黄表紙と 助 六との 相 通の 心意 氣 II 助 六と. 江戸の 氣風  六 苦- 丄ハ K1 

附錄篇 源氏物語 硏究 

夕 顏の卷 に 現れた る 「もののけ」 に 就いて  S 

序、 夕 額の 卷の 叙述の 妙 I 夕顔の 死の 異常 さ II 驚異と 可能の 限度  六 量— 六 突 


一 、 萩原 ^近の 源氏物語 評釋. I 玉の 小 櫛 I 江 末期の 怿 異の說 —— 源氏の 君に あら はれた る 物の け I 

—今昔 物語 —— 夢 ！ 幻覺、 幽怪と 狐 I 宜 長の祌 とものと 同 一 說 I 'なにがし 院と 川 原院 I 融大 

江戸 文學 研究 詳目  七 五 七 


江戸 文學 研究  七 五八 

臣 の死靈 の傳說 ！- 伊勢 物語の 芥 川の 鬼— もの けに 對 する 諸家の 說と廣 道の 說 II 草蠻 紙の 夢の 

不 思議 —1 物 の 怪と儈 侶 修驗者 I いきす だまに 對 する 信仰 I 葵の 卷 の 六 條御息 所 -I 變態心 现 の 

S  塵， 六 六 八 

二、 六 條御息 所 —— 女房 中將の 君と 源氏の 君との 歌 -1 玉の 小 櫛の 解 II 心理的 叙述の 自然 II 手 習の 卷 

の 浮 舟 II 浮 舟 . 大姬 につく 死靈 II 運命 ひ 象徴 II. 手 習の 卷の もののけと 夕顔の 卷の それとの 相逮 

II 夕 顏の卷 と 東屋の 卷の對 象  六 六 八— 

三、 源氏物語と 伊勢、 うつぼ、 おちく ぼとの 比較 I- 源氏物語の 資料と なる 口碑. 傳說. 昔語り II 白 詩文 

集の 詩句. I. 夕顔の 人となり II 夕顔の 死 兆  六 七 I— 六 七 九 

四、 もののけ ！ 死魂祌 —I 生 震 I 平安時代の 靈魂^ 仰 I 魂の 遊離 I！ 支那に 於け る 陰陽の ニ誕 II 

わが 國の荒 魂、 和 魂 II 如 名 類衆抄 にある 鬼 魅 i 和 泉 式部の 歌 —— 伊勢 物語の 歌 —— 夢ト、 夢 合、 . 

夢 解 II 更科 日記の 夢 II 大 鏡の 百鬼夜行の 記事 II 源氏物語の 本質 I— 戀の 恍惚 I 平安 貴族の 生 

活 —— 六 條御息 所の 嫉妬 —— フ a イドの 言 I 紫 式部 日記 中の もの 、け II 產 時の もの &け …… 六 七 九— 六 九 0 

五、 夕顔 卷の怪 味 II あやしの 語 —— 源氏と 夕顔. I 頭の 中將と 夕顔 —— 床 夏の 女^ I 維 光の 役割 —— 探 

偵 小 說の讀 者 —— 五條の 宿 II 作者の 術 II 須靡 に 於け る 源氏の 夢 I 谚紫 W 舍 源氏  究 0— 六 九 八 

結、 妖怪 趣味と 探 ^趣味 I 源氏物語 中の もの 、け. 夢. 幻覺  六 九 や-さ 0 


朧月夜 の 出家 II 因果 應報 I— 源氏物語 の 作意 —— 柏木 の卷 II 源氏物語 の 構想 と その 趣问 I！ 天 の 

咎  2— 七。 

平安時代 の 宿命 觀 II 罪の 許容 I 源氏の 柏木に 對 する 態度 -— 戀 と權勢 —— ものの まぎれの 罪， I 

秘密の 嚴守 — — 女 三の i おの 人となり II 思慮 深き 女 I 夕霧と 紫の 上 II 源氏物語 構想 の 全 體： . さ V にさ 

源氏の 苦惱 i 柏木の 病 氣の因 II 藤壺の 出家 I— 須 磨の わび 住み I 平安の 世相と もの ゝ まぎれ— 

—罪の 子 — 美 ！ 物の まぎれと 因枭 —— 源氏の 君と 柏木の 相違 i 薰の 美し さ 〜美 は 罪 を輕ぅ 

す  セ 0 九— セー 
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坪內 逍遙 著 歌 舞 伎 畫 史 話 

坪內 逍遙 著 近世 畸人 傳 その他 

饗庭篁 村 著 竹 の 屋 劇 評 集 

本 間 久雄著 文  學  槪  論 

本 間 久雄著 文  學  論  玫 

W 村 眞次著 萬 葉 集の 文化史 的硏究 

5E 文 編 明治 文 擧 研究 (上) g 讓；^ 

ISE 文學 S 編 明治 文學 研究 (下) 謁赚 

早稻 E 文 學&編 萬 葉 • 記紀 硏究 

早 稻田文 學社編 近 松 • 南北 • 默阿彌 
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欲 舞 伎 はわが^ 體に 次ぐ 世界に 於け るュ I 二  —クな 存在で ある。 こんな 尨雜 な、 不思議た 舞 臺藝術 

は *1 界の 他の どこの 國 にも、 どんな 時代に えなかった。 欤舞伎 は^ 生の ま、 の 純然たる 民衆 酺術 とし 

て、 速 綿 一一 一 百年の^ 些かの 巾斷 もな しに！： じ 系統 を 迫って 進化し、 而も 縱 横に 發展 した。 e 四 洋諸阈 

が 前後 千 何百 年 も か I つて、 めいく  e 分擔 して、 意識的 努力の 結果、 やっと 獲得した 劇的 要素の 有 

る 限りが 欲 舞 伎に は ほ然 に、 中 無意識的に 備 はって ゐる。 それだけに、 其 本質 も、 其 歴史 も菘雜 で、 

や \ こしくて、 到底、 言語 や 文章 だけで 之を釋 明す る こと は^ 易で ない。 況ん ゃ簡單 に具體 的に 叙^ 

する 事 を やで ある。 著者 博 十 夙に 此點に W 意せられ、 幸 ひに も^ 存 して ゐる 種々 の 古畫を 利用し、 一 

瞥 下に 三百 年の 進化 を^ 舞 伎 劇場の 內卟に 互って、 備 さに 看取せ しむべく 工夫され た。 畫 ^史 話と 題 

された 所以で ある。 而 して 其黉證 は外國 劇場の それと 比較に さへ も 及んで ゐる。 劇に 關 する 研究 書 は 

內外 とも 近来 頓に增 加し つ k あるが、 本 著の 如き は 前例が 無い。 揷畫 八十 餘圔。 


早 稻田大 S 敎授本 間 久 雄 著 

c  B  i  t  菊 判 H  HI  o 頁 麻布 装 

^  M  ^  定惯 參圆^ 拾玆 

送籽 二十 二  « 

文 _» 博士 佐々 木 信 綢氏評 (心の 花 所載) 

本 間 氏の 文學槪 論 は、 脔く 文學に 就て 概論 的に 講ぜられ たもの、 文學の 本質、 社會的 現象と しての 

文^、 文^ 各論、 文學 批評 論の 四 編に 分れ、 根本的 問題から 文 學鉉赏 の. 方面まで 整然と 論及され て 

ゐる その^ 論に は、 ^く柬 四の 文 學論 を涉獵 し、 泰西の 近代 美學 の佝 向を參 照し つ 、、 K 例に は 主 

として 我が 國の 記紀の 古 欲から 近 松の 作まで が 引用され て， Q て、 ft! 分な どに とって は 叙し みの 多い 

好參考 書で ある。 

文 ® 博士  S  + 嵐， 力 氏 評 (東京 日日 新聞 所載〕 

誠に わか リ よい、 面白い、 穩 かな、 行 届いた、 そして 喑 示に •：£ んだ 著述で ある  <  中略) わが 國 にお 

ける 旣刊の 類書に は、 すで に 夏 H 氏、 厨 川 氏、 松 浦 氏、 その他の 著述が あるが それ 等に は槪 して 一 

稀の 偏した 癖が ある ノ屮 略) .E 家の 癖 を 出さずに、 多くの 樓烕を 公平に 轺 介し、 說 明し、 位付けた 

も の も 必要で あらう。 しかし て 本書 はこ の 第二 の 資格に お い て わが 國 空前の も ので あらう。 


推 協 館 せ 圆 本日 
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W  士 西お 眞次著 

〔葉 集の 文化史 的 研究 0 

德 富 蘇 峰 氏 評 (國 K 新聞 所載) 

!- 顷=:： 十 稻田大 學敎授 西 村 眞 次^の 「萬 葉 第の 文化史 的 研究」 出で 來 る。 n 村^ は考 

古學、 土俗 ゆに 造詣 あり、 而 して、 其の 古代 船舶の 研究な ど 別に 一隻 阪を 具へ てゐ る、 

されば こ の 好 題 U を 投げ..、 木て 縱撗 無碍に； 牛 生の 蘊^ を俾 倒し 来る も 偶然で け ある ま い。 

中 山 太 郎氏評 (都 新聞 所載) 

i 私が^ 近に 諕んだ 書物の 巾で 尤も 力の 入 つ た 快^た る を 失 はぬ。 殊に 和^ を 基調と 

して 人類 を^き、 ェ藝を 諭 じ 社 ^制设 を考 ふる 如き は、 現時^ 葉學者 が 雲の 如く 林の 如 

く あると しても、 氏の^ 垵場 ともい ふべき ものであって、 私な ども これによ つて^: 發し 

たと ころ がきくな い。 

久松潜 一氏 評 (お 京 H  口 新！ S 所載) 

II 萬 葉 第 の 探求が as- 盛に なって それに 關 する 好 著の 屮で 未^拓の 方面 を 取扱 はれた 

だけ 問題 を 多く 合んで ゐ るの は^ 村 氏の 萬 葉 集の 文化史 的 研究で あらう。 (屮 略： かくて 

著者 の 努力に よってお ぼろげ 9 ま界 から 明確に 表れて 來た萬 葉 人 の 文化 を兑る ことが 出 

來る の は大 なる 喜びで ある。 
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空穗 氏が 新 古今に 沒頭 する こと^ 年、 古来の 謬說を 正して 新 古今の 僭 値 を 不動なら しめた 力作。 

近來新 古今 の 研究 熱 は 古典 の 最^峰 と も 云 ふ ベ き 萬 葉 築 の 研究 熱 を さへ 凌がう として ゐる。 しか. L  , 

如何た る 古典 研究 も、 先づ 本文 を K しく 解釋 する ことが 第一であって、 この 基礎の 上に 立たねば 百 千 

の 議論 も 無駄で ある 0 

著者 は 云 ふまで もな く 高名な 欲 人で ぁリ、 國文學 者で ある。 久しく 新 古今の 良き 評釋 書の 無い こと 

を 嘆いて 居られた が、 最近 数年 來、 これに 沒 頭し、 古くよ リ、 新 古今 註釋 書の 權 威の 如くされ てゐる 

北村季 吟 の 「八 代 蕖抄」 本居宣 長の 「美 濃の 家苞」 石 原 正 明の 「尾 張の 家苞」 盥井雨 江の 「詳解」 等 

を 悉く 撿討 しこれ 等に 合む 誤解 誤讀を 一 々叮嚀 慎 直に 訂正し 正解した。 栻を改 むる こと 数 Mr 原^紙 

に 積んで 二 千 枚 を 超 ゆるに 及んで 一先 づ 「春夏秋冬の 部」 を發 表された。 この 名著 を 飾る に 幸 ひに： 牛 

!1 百穗 禽 伯の 篱箪を S た。 出版者 は滿腔 の 熱意と .Ets と を 以て 本 害 を W に 送る もの である。 

窪 E 空穗著 新 古 令 和歌 集評釋 (下 卷) 近 列 


早 稻田大 ® 教授 窪 田 空 穗 著 (平 福 百穗装 帧) 

新 古今 和歌 集評釋 SYy 
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